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時
柘
』

第
五
十
六

号
・

明
治
四
十
二
年
六

月
二

十
五
日
）

行
な
わ
れ
る
．

高
平
小
五
郎
駐
米
日
本
大
使
が
出
席
し
た

五
月
七
日

新
島
襄
全
集
第
八

巻

一

八
七
0
年
（
明
治
三
年
）

十
一

月
十
四

日

一

八
七
五
年
（
明
治
八
年
）

五
月
二

日

聖
髪
式
を
挙
行
中
に
•

新
島
の
部
屋
に
泥
樟
が
入
リ
，

十
ド

ル
相
当
の

品
物
を
盗
ま
れ
る
．

(
J•
H.
 D
e
F
o
r
e
s
t'
s
 l
e
t
t
e
r
 t
o
 B
r
e
,

t
h
r
e
n,
 !l
a
y
 2,
 1
8
7
5.

フ
ィ
ル
ム

R
ol
l

3.

同
志
社
大
学
所
蔵
）

ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
宜
教
師
文
書
マ
イ
ク
ロ
・

一

九
0
九
年
（
明
治
四
十
二

年
）
．

新
島
襄
の

肖
像
除
幕
式
が
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
謂
堂
に
お
い

て

（
『
同
志
社

『
同
志
社
時
的
』

第
一

三
二

号
・

大
正
五
年
六

月
l

日
）

年
十
月
十
六

日
の
項
参
照
]

（
浦
口
文
治
「
外
よ
リ
見
た
る
新
島
先
生
」

T
h
e
 S
o
ci
e
t
y
 o
f
 B
r
e
t
h
r
e
n
 

年
籍

追
加

に
加
入
す
る
．

[
明
治
六

» 

令
l

「E
3

ナ
ス
ト＇
ン
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新
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全
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c b
 

録
の
上
巻
四
五
六
号
資
料
を
さ
す。

慶
応
元
年
一

月
三
十
日
(
-

八
六
五
年
二
月
二
十
五
日
）

ま
で
は
陰
暦、

そ
れ
以
後
は
陽
暦
で
記
し
た
。

陽
暦
の
記
述
中、

必
要
に
応
じ
て
（

陰
暦、

陽
暦
の
換
算
に
関
し
て
は
外
務
省
『
近
代
陰
陽
暦
対
照
表
』
(
-

九
七
一
）

を
参
照
し
た
。

新
島
在
世
中
の
七
曜
表
に
つ
い
て
は
新
島
資
料
そ
の
他
を
参
考
に
し
て
編
者
が
作
成
し
た
。

『
新
島
襄
全
集
』

各
巻
目
次

新
島
襄
伝
記

五
ペ
ー
ジ
を
さ
す。

）

内
に
陰
暦
を
並
記
し
た
。

学
校
史
資
料

地
方
史
・

公
文
書
資
料

各
項
の
末
尾
に
出
典
の
略
称
を
記
し
た
。

略
称
は
出
典
の
符
号
ぃ
ペ
ー
ジ
数
の
順
で
あ
る
。

た
だ
し
継
続
刊
行
物
の
場
合
は、

必

要
に
応
じ
て、

巻
数
・

号
数
を
出
典
符
号
の

次
に
記
し
た
。

例
え
ば
(

J

3
1

ー

1
2

:
 
4
5
)

は
一

般
刊
行
物
三
一

号
資
料
―

二
巻
四

略
称
の
う
ち
全
一
、

全
二
…
…
全
一

0
は
『
新
島
襄
全
集』

の
各
巻
数
を
示
す。
（
怜
1

心
3
4
)

と
あ
る
は
全
集
第
一

巻
二
三
四

ペ
ー
ジ
を
示
す。

上
・

下
は
新
島
先
生
遺
品
庫
収
蔵
目
録
の
上
巻
・

下
巻
を
示
し、

数
字
は
そ
の
番
号
を
示
す。
（
廿
4
5
6
)

は
目

E

英
文
資
料

一

般
刊
行
物

D

同
志
社
関
係
資
料

I

新
聞
・

雑
誌

c

 

H 

B

新
島
先
生
遺
品
庫
収
蔵
目
録

G
 

A 

F

教
会
資
料

出
典
に
つ
い
て
は
巻
末
に
一

覧
表
を
付
し
た
。

2

出
典
に
つ
い
て

d
 

c

 
b
 

a
 

1

年
月
日
お
よ
び
曜
日
に
つ
い
て

•
I
 

.
I
 



凡 例

と
し
た
。

外
国
の
人
名
・

地
名
等
は
現
代
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
外
国
語
を
適
宜、

混
用
し
た
。

外
国
語
を
使
用
す
る
際
は
英
語
ま
た
は
原
綴

4

外
国
語
の
表
記
に
つ
い
て

＊
は
資
料
ま
た
は
編
者
に
よ
る
補
足
説
明
で
あ
る
。

a

 

〔

〕

で
囲
ん
だ
語
は
編
者
に
よ
る
補
語
で
あ
る
。

3

記
号
に
つ
い
て

.
I
 

.
I
 

.
I
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艇応2 丙寅 1866 24 12. 30 受洗

3 丁卯 1867 25 9. Amherst 

明治 1 戊辰 1868 26 (4．家族、 安中へ引揚げ）

2 己巳 1869 27 

31 庚午 1870 28 9. Andover

41 辛未 1871 29 5. 日本政府による留学許可

51 壬申 1872 30 3.8 田中と会う 5.11 渡欧教育視察

61 癸酉 1873 31 9. Andover 復学

71 甲戌 1874 32 9.24 按手礼 11. 26 横浜へ帰る

81 乙亥 1875 33 1. 22→6. 末 大阪 7. 京都

91 丙子 1876 34 1. 3 結婚

10 I 丁丑 1877 35 

11 I 戊寅 1878 36 

12 I 己卯 1879 37 大分•宮崎旅行

13 I 庚辰 1880 38 高梁、 福岡・熊本旅行

14 I 辛巳 1881 39 

15 I 壬午 1882 40 吉野、 宮津 7.中仙道・会津若松

16 I 癸未 1883 41 岐阜•関東・福井•岡山

17 I 甲申 1884 42 4.6 神戸出帆→欧米旅行

18 I 乙酉 1885 43 12. 12 →横浜帰港

19 I 丙戌 1886 44 仙台

20 I 丁亥 1887 45 札幌

21 I 戊子 1888 46 鎌倉・伊香保 12. 14 神戸和楽閑

22 I 己丑 1889 47 →3.30 和楽園 10. 12 上京 12.27 大磯

23 I 庚寅 1890 48 1. 23 永眠

. . .

Vlll 



年譜一覧表

和暦干支洋暦1年齢＿ 適 要

天保14 癸卯 1843 1 / 1. 14巳中刻出生

弘化 1 甲辰 1844 2 

2 乙巳 I 1845 I 3 

3 I 丙午 I 1846 I 4 

4 丁未 I 1847 I 5 

嘉永1 戊申 I 1848 I 6 

2 己酉 I 1849 I 7 

3 I 庚戌 I 1850 I 8 

41辛亥 I 1851 I 9 

51壬子 I 1852 I 10 

6 癸丑 I 1853 I 11 

安政1 甲寅 I 1854 I 12 

2 乙卯 I 1855 I 13 

3 丙辰 1856 14 蘭学はじめ

4 丁巳 1857 15 8. 田島、長崎へ

51戊午 1858 16 

6 己未 I 1859 I 17 

万延 1 庚申 1860 1
181軍艦操練所入学

文久1 辛酉 1861 19 

21壬戌 1862
1

20 I操練所退学、甲賀塾へ、快風丸で玉島へ

3 癸亥 1863 21 

元治1 甲子 1864 I 22 函館→中国・アメリカ

慶応 1 乙丑 1865 23 7. 20 Boston, 10. 30 Andover 

ix 
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章

誕
生
よ
り
国
外
脱
出
ま
で

一

八
四一

ー
一

八
六
四
年





1843年

一

月
十
四
日

初
織
に
つ
ぎ
新
島
家
の
知
人
よ
り
祝
い
物
到
来
す
る。
（
廿
1
6
8
2
)

天
保
十
四
年
（一
八
四
三）
一
歳
（
数
え
年）

（
廿
1
6
7
7,

Jぃ
1
6
8
2
)

ー
雙
六
|
ー
公
義

得
夫
ー
|

（
植
栗
よ
り
養
子）

し

め

（
陽
暦
二
月
十
二
日）
巳
ノ
中
刻
（
午
前
十一
時
頃
か）
江
戸
神
田
小
川
町
安
中
藩
邸
内
に
生
ま
れ
る。
幼
名・
七
五

三
太。
新
島
民
治・
と
み
の
第
五
子、
長
男。
家
族
は
民
治
夫
妻
と
四
人
の
姉
の
ほ
か、
祖
父
母
の
弁
治・
ま
す
が
い

た。
弁
治
は
安
中
藩
板
倉
家
に
仕
え、
徒
士
格。
民
治
ほ
藩
の
祐
筆
職
を
務
め、
家
で
は
書
道
塾
を
開
い
て
い
た。

ー
と
き
（
速
水
へ
嫁）

ー
七
五
三
太
（
襄）

（
中
島
家
蓑
子）
ー
芳
五
郎
ー
ー
浅
五
郎

ー
く
わ
（
加
賀
野
へ
嫁、
木
村
へ
再
嫁）

の
ぶ

ー
ま
き
（
植
村
へ
嫁、
佐
藤
へ
再
嫁）

ー
民
治

る
い
（
新
島）＿＿喜
―-

I
み
よ

＿＿
 

中
島
磯
八

ー
忠
七

と
み

――

ま
す
（
後
妻）

？
（
後
妻）

3



二
月
十
四
日

習
字
を
始
め
る。
(
J::1
677,

J::1
711)
 

弘
化
五
年
（
一

八
四
八
）

六
歳

十
一
月
三
日

十
一
月
十
五
日

十
二
月
十
四
日

弟
・

雙
六
生
ま
れ
る。
（
廿1
677)

弘
化
四
年
（
一

八
四
七
）

五
歳

山
本
八
重
（
の
ち
新
島
襄
夫
人）、

会
津
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。

父
・

山
本
権
八、

母
・

さ
く、

兄
・

覚
馬。
(
D
3
9
)

＊

八
重
夫
人
の
出
生
日
は
戸
籍
謄
本
（
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
除
籍
抹
消）

に
よ
れ
ば
弘
化
三
年
九
月
二
十
二
日
と
な
っ
て

い
る、
し
か
し
な
が
ら
八
重
夫
人
自
身
は
弘
化
二
年
十
一
月
三
日
を
誕
生
日
と
し
て
き
た
し、

京
都
東
山
若
王
子
山
の
同
志
社
涵
地

に
あ
る
砥
碑
も
そ
う
な
っ
て
い
る。

こ
の
年、

長
姉
・

く
わ、

松
平
能
登
守
家
来
・

加
賀
野
加
賀
右
衛
門
に
嫁
す。
（
廿1
677)

こ
の
年、

三
姉
・

み
よ、

弟
・

七
五
三
太
を
背
負
っ
て
い
て
転
び、

左
脚
を
痛
め
る。

こ
の
た
め
生
涯、

左
脚
不
自
由

と
な
る。
(
J:1
677、

廿1
678)

袴
着
初
（
七
五
三
祝）

に
つ
き
新
島
家
の
知
人
よ
り
祝
い
物
到
来
す
る。
（
廿1
682)

弘
化
二

年
（
一

八
四
五
）

三
歳

4

 



1845-1852年

六
月
十
五
日

六
月
六
日

十
二
月
十
九
日

四
月
二
十
九
日

十
月

雙
六、

習
字
を
始
め
る
（
六
歳）。
（
1:1
677)

嘉
永
五
年
（
一

八
五
二
）

十
歳

遊
ん
で
い
て
過
っ
て
左
の
こ
め
か
み
に
怪
我
を
す
る
。
（
ゆ
10:
 26,
 
D6
 :
 105)
 

絵
を
学
び
始
め
る
。
(
J::1
677,

J::1681)

祖
母
・

ま
す
死
亡。

七
十
歳。
（
廿1679)

こ
の
頃、

礼
儀
作
法
を
学
ぶ
。
（
ゆ
10
:
27)
 

ま
た
こ
の
年、

蘭
学
者
の
田
島
順
輔
が
安
中
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。

三
人
扶
持
銀
三
枚。
(
Hl5
:
624、
630)

山
田
三
川、

安
中
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。

国
詰
め
五
十
石。
(
""f3566)

安
中
藩
家
老
・

尾
崎
直
記、

国
詰
め
と
な
り
江
戸
屋
敷
よ
り
安
中
へ
移
る
。

後
任
は
横
井
保
吉
〔
源
右
衛
門〕。

嘉
永
四
年
(
-

八
五
一

）

九
歳

＊

額
の
怪
我
に
つ
い
て
は
時
期、

原
因
に
諸
説
あ
り、

決
め
が
た
い。

嘉
永
三
年
（
一

八
五
0)

八
歳

5



十
二

月
二
十
五
日

一

月
四
日

六
月
三
日

一

月
十
月
六
日

(
r3566)
 

下
総
太
田
の
安
中
藩
陣
屋
で
催
さ
れ
た
句
会
に
祖
父、

父
と
共
に
出
席、
「
平
生
の
見
る
も
の
に
せ
ん
桜
ば
な」

＊

安
中
藩
は
三
万
石、

上
州
安
中
の
ほ
か
に
下
総
（
匝
瑳
•
海
上
・
香
取
三
郡
内）

に
領
地
が
あ
っ
た。

こ
の
年、

次
姉
・

ま
ぎ、

佐
竹
壱
岐
守
家
来
・

植
村
鏡
之
進
に
嫁
す。
（
廿1677)

長
姉
・

く
わ、

夫
の
加
賀
野
加
賀
右
衛
門
に
死
別
す
る。
(
J:1677)

（
陽
暦）

J
．

M
ツ
ア
ー
ズ
Jos
h
u
a

M
o
nt
g
o
m
er
y
 Se
ars

生
ま
れ
る。
(
D
2
1
:
 
1
4
)
 

嘉
永
七
年
〈
安
政
元
年
〉
（
一

八
五
四
）

十
二

歳

ペ
リ
ー
提
督
の
率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊、

浦
質
に
来
航。
(197:
 2)
 

J

の
年、

馬
術
を
始
め
る。

十
四
歳
ま
で
。
（
怜
1

0

羞
1
)

を
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
る。
(
C6
:
2
7
)
 

嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）

十
一

歳

安
中
の
尾
崎
直
記
に
手
紙
を
送
る。
（
怜
3

:
 
3
)
 

の
句



1852-1857年

四
月
十
日

二
月
二
日

安
政
四
年
（
一

八
五
七
）

十
五
歳

八

月
四
月

一
月

安
政
三
年
（
一

八
五
六
）

十
四
歳

十
月
二
日

春、

津
田
仙、

手
塚
律
蔵
の
蘭
学
熟
に
入
門
す
る
。

(
]
7
4

ふ）

箱
楯
に
諸
術
調
所
が
設
け
ら
れ、

武
田
斐一ー一
郎
が
教
授
役
に
任
命
さ
れ
る
。

(
1
6
4
:
 
8
7
)
 

こ
の
年、

長
姉
・

く
わ、

佐
竹
壱
岐
守
家
来
・

木
村
三
弥
と
再
婚
す
る
。

(

J:
1
6
7
7
)

板
倉
勝
明、

中
風
症
に
よ
り
倒
れ、

数
日
間
人
事
不
省
と
な
る
。

(

D
1
7
:

1
7
)
 

か
つ

ま

さ

板
倉
勝
明
死
去。

弟
．

勝
殷
が
藩
主
と
な
る
。
(
Hl
:
2
11)

幕
府、

田
島
順
輔
を
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
に
任
命
す
る
。
(
GS
:
1

9
)
 

藩
主
・

板
倉
勝
明
の
命
に
よ
り
田
島
順
輔
に
つ
ぎ
蘭
学
を
始
め
る
。

新
島
と
共
に

菅
沼
総
蔵
〔
錠
次
郎〕
•

岡
村
喜
四

郎
が
学
ぶ
。
（
ゆ3
:
5`

怜
10
:
 31,
 
C5
 :
 8
9
)
 

安
政
大
地
震。
(J97
:
6)
 

安
政
二

年
（
一

八
五
五
）

十
三
歳

7
 



六
月
二
十
日

安
政
五
年
（
一

八
五
八
）

十
六
歳

十
二

月
十
五
日

九
月

八

月
二
十
三
日

ハ
月

言
う。
（
や10
:
 3
2
)
 

藩
の
学
問
所
助
勤
と
な
る
の
は
こ
の
頃
が。
（
怜
10
:
 31
)
 

学
を
廃
し
て
漢
学
に
傾
注
す
る
。
（
ゆ3
:
5
)
 

田
島
ら
長
崎
に
到
着
す
る
。

(
]
3
1-

1
2
:
 1
7
1
)
 

郎〕

は
田
島
に
同
行
す
る
。

(

H1
5
:
 
6
2
6,
 

6
3
4
)
 

田
島
順
輔、

幕
府
よ
り
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
入
学
（
蒸
気
機
関
の
研
究）

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

(

Hl
5
:
6
2
5
)

田
島
順
輔
が
長
崎
へ
出
発
す
る
に
つ
き、

川
崎
ま
で
見
送
る
。

新
島
と
共
に
蘭
学
を
学
ん
で
い
た
菅
沼
貞
治
郎
〔
錠
次

七
五
三
太、

元
服
す
る
。

緯
は
敬
幹、

烏
帽
子
親
は
岡
田
源
七
郎
〔
藩
庁
へ
の
届
出
は
十
一

月
十
五
日
〕。
（
廿
1
6
8
2
)

こ
の
年、

田
島
の
長
崎
留
学
に
よ
り
や
む
な
く
手
塚
律
蔵
の
門
に
入
り
蘭
学
を
続
け
る
が、

漢
学
の
師
・

添
川
廉
斎
よ

り
「
爾
欲
学
蘭
書
勿
廃
漢
学
」

と
言
わ
れ、

蘭
学
と
漢
学
を
共
に
行
う
が
成
果
あ
が
ら
ず、

迷
っ
た
末
数
力
月
後、

蘭

ま
た
こ
の
頃、

父
親
の
民
治
は
七
五
三
太
に
対
し、

し
き
り
に
学
問
を
や
め
て
、

書
道
教
授
の
手
助
け
を
す
る
よ
う
に

こ
の
年、

ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ

Al
p
he
us

Har
d
y

は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
の
評
議
員
と
運
営
委
員
会
委

員
に
選
ば
れ
る
(
-

八
八
六
年
ま
で
）。

ま
た
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
一

千
ド
ル

を
寄
付、

即
席
演
説
を
改
善
す
る
た
め

ハ
ー
デ
ィ
賞
(
Har
d
y
Prize)

を
設
定
す
る。

現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う。
(
D
2
1
:
 1
4,
 

E
2
7
 :
 
3
9
7
)
 

添
川
廉
斎
死
去。

臨
終
の
際、

枕
頭
に
い
た
の
は
弟
子
の
吉
田
賢
輔
の
み
と
い
う。
(

T
3
5
8
l
)

8



1857-1859年

四
月
二
十
五
日

四
月
一
日

一
月
二
十
八
日

安
政
六
年
（
一

八
五
九
）

十
七
歳

九
月
二
十
二
日

七
月
十
八
日

七
月
上
旬

て
、 備

中
松
山
藩
の
川
田
剛、

安
中
藩
で
漢
学
を
教
え
る
。

(

r
3
5
6
6
)

安
中
の
尾
崎
直
記
に
手
紙
を
書
ぎ、

こ
の
頃
天
下
大
乱
の
噂
を
聞
く、

も
し
内
乱
が
起
こ
れ
ば
学
問
が
で
き
な
く
な
り、

「
今
不
学
恐
失
時」
、

父
を
説
得
し
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
。
（
怜
3
:
 
4
)
 

尾
崎
直
記
死
去。
(

r
3
5
6
6
)

川
田
塾
で
三
羽
明
良
と
交
際
す
る
。
（
怜
5

:
 1
7
3,

.l:
9
5
2
)
 

＊

備
中
松
山
藩
板
倉
家
は
安
中
藩
板
倉
家
の
本
家
に
あ
た
る。

川
田
は
神
田
佐
久
間
町
の
安
中
藩
中
屋
敷
で
教
え
た
と
思
わ
れ
る。

近
く
の
下
谷
三
味
線
堀
に
田
辺
信
次
郎
の
路
が
あ
り、

両
者
の
路
生
の
間
に
は
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う。

な
お
田
辺
の
子、

孫
次

郎、

太
一
は
蘭
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り、

蘭
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い
う。

こ
の
頃
の
新
島
の
友
人
に
は
吉
田
賢
輔、

尺

振
八、

木
村
熊
二
ら
が
い
る。
(
J
3
:
 
4
4
6
)
 

徒
組
除
に
召
し
出
さ
れ、

御
広
間
平
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

四
両
二
分
壱
人
半
扶
持。
（
廿
1
6

77,

1::
1
6
8
2
)

「
十
六
歳
に
な
る
と
出
仕
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た」
。

藩
主
の
送
迎
の
ほ
か
日
誌
・

記
録
係
に
任
命
さ
れ

一

日
お
き
に
出
仕
す
る
。

家
で
は
父
に
代
わ
り
小
さ
な
弟
子
た
ち
に
習
字
を
教
え
る
。
（
怜10:
 11,
 3
2
)

オ
ラ
ン
ダ
船
初
め
て
品
川
沖
に
来
る
。

使
節
は
高
輪
東
禅
寺
に
逗
留
す
る
。

(
J
5
6
:
1
7
4
)

父
の
民
治
が
藩
主
に
従
っ
て
大
阪
に
赴
く。

七
五
三
太
は
藩
邸
の
祐
筆
を
務
め、

父
の
書
道
婆
を
受
け
継
ぐ。

な
お、

こ
の
塾
に
は
周
辺
の
武
士
の
子
弟
の
ほ
か、

や
や
後
に
な
る
が
洋
書
調
所
（
の
ち
開
成
所）

の
役
人
の
子
弟
も
習
い
に

，

 



十
一
月

十
月
九
日

御
供
徒
士
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

(

...1::
1
6
7
7
)

閏
三
月

七
月
十
一
日

七
月
一
日

麻
疹
流
行
す
る
。

(
1
5
6
:
1
7
9
)
 

万
延
元
年
(
-

八
六
0
)

十
八
歳

こ
の
頃、

自
宅
か
ら
一
マ
イ
ル
ほ
ど
の
所
に
新
し
い
蘭
学
の
師
を
見
つ
け、

そ
こ
に
通
う。
（
ゆ
10

羞
3,

1::
1
6
7
7
)
 

＊
こ
れ
は
杉
田
玄
端
と
思
わ
れ
る
（
廿
1
6

77,

D
3
2

ぶ
さ）。

が、

実
際
に
OO
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
は
玄
端
の
義
理
の
甥
・

杉
田
廉
卿
で
は
な
か
ろ
う
か。

廉
卿
と
の
交
渉
は
深
く、

新
島
が
函
館
と
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
中、

父
親
と
の
往
復
書
簡
に
も
し
ば

し
ば
登
場
す
る。

廉
卿
は
沼
津
藩
水
野
家
の
医
師
・
武
田
簡
吾
の
弟
で、

杉
田
成
卿
の
養
子
と
な
る。
(J
ll
8
:
 2
5
2
)
 

田
島
順
輔、

業
を
卒
え
て
江
戸
に
掃
る
が、

旅
行
中
に
病
を
得
て
こ
の
日
死
去。

三
十
二
歳。
(
H
1
5
:
6
3
0
)
 

*

(
]
3
4

|
1
 :
 1
5
3
)

で
は
+_
月
十
六
日
没
と
な
っ
て
い
る。

十
七、

八
歳
の
頃、

ひ
そ
か
に
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
中
国
の
書
物
を
読
む。
（
怜
2
:
 4
1
6
)
 

長
姉
・

く
わ
死
去。

三
十
歳。
（
廿
1
6
7
7,

廿
1
6
7
9
)

こ
の
頃、

家
老
・

横
井
保
吉
に
頼
み、

勉
強
の
た
め
出
仕
の
務
め
を
軽
減
し
て
も
ら
う。
（
怜
10

羞
4
)

藩
の
許
可
を
得
て
幕
府
の
軍
艦
操
練
所
へ
入
学、

廿
1
6
8
1
)

き
て
い
る
。
（
廿
1
7
11
)

一

週
に
三
回
通
っ

て
航
海
術
を
学
ぶ
。
（
怜
10
:
 1
5,
 

3
5̀

1:
1
6

77,

10 



1859-1862年

一

月
二
十
八
日

文
久
二

年
(
-

八
六
二
）

二
十
歳

十
月

三
月
十
一

日

十
月
二
十
四
日

こ
の
年、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
、

を
学
ぶ
。

(
J

4
6
 :
 
11
4
)
 

横
浜
港
に
お
い
て
杉
本
氏
著
『
航
海
詳
義
』

を
筆
写
す
る
。
（
仕816)

こ
の
頃、

江
戸
湾
内
に
停
泊
中
の
オ
ラ
ン
ダ
軍
艦
を
見
て、

海
軍
の
創
設
や、

外
国
貿
易
の
必
要
を
感
じ、

航
海
術
の

植
栗
椋
弥
（
の
ち
新
島
公
義）

生
ま
れ
る
。
('
1::1
677)

こ
の
年、

軍
艦
操
練
所
世
話
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
(
...1::1
677)

こ
の
頃、

軍
艦
操
練
所
で
。ヒ
ラ
ー
ル
の
航
海
害
や
英
学
と
共
に
小
野
友
五
郎、

赤
松
則
良、

塚
本
明
毅
た
ち
か
ら
数
学

こ
の
年、

第
四
姉
・

と
ぎ、

堀
出
雲
守
家
来
・

速
水
林
次
に
嫁
す。
（
廿1
677)

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
上
院
議
員
〔
一

期
〕

と
な
る
。

共
和
党。
(
D21
:
 15)
 

安
中
藩
士
・

星
野
閏
四
郎
よ
り
高
島
流
西
洋
砲
術
を
習
う
こ
と
と
な
り、

起
請
文
を
提
出
す
る
。

(

H1

:

1
92)
 

四
月
以
降、

麻
疹
各
地
に
流
行、

六
月
こ
と
に
劇
甚。
(J
97
:
 2
0
)

板
倉
勝
殷
に
従
い
、

初
め
て
安
中
に
向
か
う。
（
廿1
682)

文
久
元
年
（
一

八
六
一
）

十
九
歳

勉
強
を
志
す。
（
怜
10
:
 3
5
)
 

11 



九
月
十
七
日

九
月
十
九
日

九
月
二
十
九
日

十
一
月
一
日

十
一
月
十
二
日

閏
八
月
l

日

八
月
上
旬

六
月
七
日

（
ゆ
3
:
7,

」ぃ
1
6
8
2
)

甲
質
熟
に
お
い
て
数
学
を
学
ぶ。
(

1:
8
1
7
)

壬
戌
九
月
念
九

男
児
生
不
遂
志
不
如
死
吸
地
下
之
泉

Go
ve
rn
or
 
Wa
ll
 ace

木
造
帆
船
（
ス
ク
ー
ナ
ー
）

文
久

St
u
ur
ma
n
k
u
nst
 Navi
gat
or

に
「
男
児
生
不
起
遂
志
死

不
如
吸
地
下
泉

文
久
壬
戌
閏
八
月
朔」

と
落
書
ぎ
す

閏
八
月
上
旬
に
か
け
て
記
し
た
ノ
ー
ト
に

会
津
藩
・

岸
某
よ
り
借
り
た

Va
n
de
 L
o
garit
hu
me
n

を
写
す。
（
廿
8
2
3
)

こ
の
頃、

麻
疹
に
か
か
り、

軍
艦
操
練
所
を一―ー
カ
月
休
む。

十
分
回
復
し
な
い
う
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
数
学
寓
を
読
み、

こ
れ
が
も
と
で
視
力
衰
え、

頭
痛、

不
眠
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
る。
（
ゆ
10:
 1
5
)
 

(

J:.
8
2
5
)
 

る。
（
廿
8
2
4
)

「
酔
拍
憮
喧
歌
伏
樫

〔
健
康
す
ぐ
れ
ぬ
た
め
か
〕

海
軍
所
で
勉
強
を
致
し
兼
ね
る
の
で、

太
田
総
次
郎
の
家
来
・
甲
釘
源
吾
方
に
自
般
を
も

っ
て
入
愁
し、

西
洋
海
陸
の
兵
学
な
ら
び
に
測
抗
箕
術
等
の
修
業
を
し
た
い
旨、

民
治
よ
り
藩
庁
に
願
い
出
る。

同
月

十
九
日、

許
可
さ
れ
る。
(

1:
1
6
7
7`

斤
1
6
8
1
)

備
中
松
山
藩
（
藩
主
・
板
倉
勝
静）

が
快
風
丸
を
購
入、

「
男
児
生
不
遂
志
不
如
死
入
黄
泉
之
下

漠
々
斎
主
人」

と
ノ
ー
ト
に
記
す。
（ー
1::
8
2
5
)

満
腔
福
塊
自
難
堪

漠
々
斎
所
蔵」

と
落
害
ぎ
す
る。

ア
メ
リ
カ
側
売
主
よ
り
横
浜
で
引
渡
し
を
受
け
る。

原
名

一
八
0
ト
ソ
、

長
一
七
間、

幅
三
間
二
尺。
(
J
3
1

_
1
3

羞
5
6
)

漠
分
何
哉
蓋
漠
々
知
世
事
也

快
風
丸
が
玉
島
〔
現
在
の
倉
敷
市〕

に
回
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、

同
船
に
乗
り
組
み、

午
後、

江
戸
を
出
帆、

こ
の

夜
六
ッ
時
頃
〔
午
後
六
時
頃〕

浦
賀
に
到
着
す
る。

杉
田
廉
卿、

甲
買
源
吾、

川
田
剛
ら
か
ら
餞
別
を
贈
ら
れ
る。

12 



1862年

十
一

月
二
十
八
日

十
一

月
二
十
六
日

十
一

月
十
三
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
九
日

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二
十
五
日

十
一

月
二
十
七
日

十
一

月
二
十
九
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
一
日

快
風
丸
停
泊
の
位
置、

北
緯―――――一
度
三
0
分
――1
0
秒、

東
経
一
＿―-
五
度
四
九
分
三
0
秒。
(
D39)

橋
杭
を
出
航、

潮
岬
先
端
に
近
い
出
雲
崎
ま
で
行
く
が
、

西
風
強
く、

橋
杭
へ

吹
き
返
さ
れ
る
。
（
曲
3

ふ）

午
前
三
時
す
ぎ、

東
風
に
な
っ
た
の
で
急
ぎ
出
航、

紀
伊
水
道
に
入
る
。

東
風
ま
す
ま
す
強
く、

淡
路
島
寄
り
水
深
八

午
前
六
時、

大
阪
湾
に
入
り、

河
口
へ
六
里
の
と
こ
ろ
で
無
風
状
態
と
な
り、

船
一

寸
も
進
ま
ず、

そ
の
場
所
に
停
泊

無
風。

八
ッ
時
〔
午
後
二
時〕

や
っ
と
河
口
付
近
に
到
着。

貯
で
安
治
川
を
遡
上、

大
川
へ
入
り、

夕
刻、

備
中
松
山

午
前
六
時、

兵
庫
沖
を
出
帆、

淡
路
島
に
近
付
く
と
西
風
起
こ
り、

裔
麦
を
六
杯
ほ
ど
食
べ
る
。

午
後
六
時
頃
出
帆、

午
前
三
時
頃
小
豆
島
沖
を
通
過
す
る
。
（
怜
3
"
8)

晴。

潮
と
風
悪
く
玉
島
に
は
入
港
で
ぎ
ず、

午
後
二
時
三
十
分、

下
津
井
〔
現
在
の
倉
敷
市
〕

に
入
港
す
る
。

住
民
に

船
の
見
物
を
許
し
た
と
こ
ろ、

西
洋
帆
船
が
珍
し
く
三、

四
百
人
が
甲
板
に
あ
が
る
。

午
後
三
時
よ
り
上
陸
し、

港
内

を
見
物
す
る
。

午
後
四
時
十
二
分
に
揚
帆、

七
時
二
十
分
に
玉
島
沖
に
達
す
る
が、

港
が
浅
く、

水
先
案
内
が
必
要
な

早
朝、

船
に
帰
り、

正
午
出
帆、

兵
庫
沖
に
至
る
。
（
怜
3
:
8)
 

や
む
な
く
須
磨
付
近
に
停
泊。

敦
盛
塚
に
詣
で
、

牛
肉
を
食
す。
（
怜
10

羞
6)

藩
用
達
の
「
荒
新」

に
着
き
一

泊。

日
暮
れ
な
の
で
御
堂
の
み
見
物。
（
ゆ
3
"
7)

す
る
。
（
怜
3

:

7)
 

十
尋
の
と
こ
ろ
に
仮
泊
す
る
。
（
怜
3

:

7)
 

紀
州
橋
杭
港
に
到
着。

西
風
強
く、

数
日、

出
航
で
ぎ
ず。
（
怜
3
"
7)

午
後
五
時
す
ぎ、

快
風
丸
下
田
に
入
港
す
る
。
（
怜
3

:
 7)
 

四
ッ
時
〔
午
前
十
時〕

頃、

浦
賀
を
出
帆
す
る
。
（
怜
3
"
7)
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十
二
月
八
日

十
二
月
六
日

十
二
月
二
日

十
二
月
三
日

十
二
月
五
日

十
二
月
七
日

十
二
月
十
一

日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

正
午
頃
小
豆
島
を
左
に
見
て
通
過
す
る
。
（
怜
5

ふ）

7
)
 正

午
頃
よ
り
端
舟、

漁
船
に
曳
か
れ
て
入
港。

夜、

玉
島
に
上
陸
し
て
市
街
を
見
物
す
る
。

民
治
に
手
紙
を
書
き、

毎
日
塩
水
を
か
ぶ
り
今
日
様
を
臥
拝
し
て
い
る、

備
中
松
山
藩
士
三
名
が
藩
の
用
件
で
大
阪
に
向
か
う
こ
と
と
な
り
同
伴。

午
後
四
時
ご
ろ
玉
島
を
出
航
す
る
。

こ
の
夜、

風
雪
強
く
難
航、

明
石
海
峡
を
抜
け
て
よ
う
や
く
仮
眠、

午
前
八
時
ま
で
眠
る
。
（
怜
5

:

4
)

 

午
前
六
時
す
ぎ
兵
庫
に
入
港、

上
陸
す
る
。

湊
川
神
社、

生
田
神
社、

平
清
盛
の
墓
を
廻
り、

入
湯
し
て
午
後
四
時
す

半
晴、

東
風。

朝
三
時
四
十
五
分
頃
抜
錨、

朝一―一
時
す
ぎ
揚
帆、

夕
方
や
っ
と
淡
路
島
を
過
ぎ、

家
島
付
近
に
達
す
る
。
（
怜
5

:

7)
 

正
午
頃、

塩
飽
島
沖
に
達
し、

風
潮
を
待
っ
て
午
後
三
時
頃
出
帆、

夕
方、

玉
島
沖
に
着
く。
（
怜
5

:

7)
 

和
田
岬
よ
り
須
磨
沖
に
出
る
が
西
風
強
く、

半
晴、

西
風。

市
街、

柳
原
を
見
物
し
て
帰
る
。
（
怜
5

ら）

半
晴、

西
風。
（
怜
5

ら）

ぎ
帰
船
す
る
。
（
怜
5

:

5
)
 

す。
（
怜
3

:
 8)
 

二

両
日
は
大
め
し
を
喰
而
眠
候」
（
怜
3

:
 8,
 
:it5
 :
 4)
 

玉
島
沖
に
停
泊。
（
怜
5

:

3)
 

の
で
沖
合
に
停
泊
す
る
。
（
怜
3

:

 8,
 
:i:5
 :
 3
)
 

兵
庫
に
引
き
返
す。
（
怜
5

上
陸
し
て

名
主
・

柚
木
庄
兵
衛
方
で
入
浴、

早
々
舟
に

帰
る
。コ

し

と＝＝ロ
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1862-1863年

七
月
十
五
日

七
月
二
十
三
日

九
月
十
四
日

六
月
十
四
日

ハ
月
十
日

四
月
十
九
日

月
十
八
日

一
月
十
四
日

一
月
九
日

「
新
島
七
五
三
太
義
生
来
虚
弱
之
処
当
時
眼
病
相
煩

で
は
新
島
に
対
し、

稽
古
に
な
る
こ
と
だ
か
ら
行
っ
て
も
よ
い
が、

「
御
直
参
之
義
不
相
成」

と
申
し
渡
す。

新
島
は

＊

開
成
所
版
「
英
吉
利
文
典」

と
は
異
な
る
？

江
戸
へ
の
帰
路、

橋
杭
に
停
泊
す
る
。
(

D
3
9
)

快
風
丸、

江
戸
に
帰
る
。
(
J:.1682)

「
英
吉
利
文
典
直
訳」

Ele
me
nts
 of
 Al
ge
b
ra

を
筆
写
す
る
。
（
仕842)

幕
府
海
軍
奉
行
・

木
村
摂
津
守
よ
り
御
軍
艦
組
出
役
（
当
分
十
五
人
扶
持）

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

安
中
藩

も
と
よ
り
出
仕
の
意
志
が
な
い
の
で、

断
る
旨
を
藩
に
申
し
出
る
。
(
J:1
677,

J:1681,
 
J:1
722)

安
中
藩
留
守
役
•

田
辺
潤
之
助
よ
り
木
村
摂
津
守
用
人
に
宛
て

・・・
御
軍
艦
組
当
分
出
役
之
義
…
…
御
勘
弁
可
被
下
候」

と
返
事
を
す
る
。
（
廿1
722)

民
治
よ
り
英
吉
利
国
音
辞
書
一

冊、

英
吉
利
国
文
法
書
一

冊
の
購
入
費
用、

二
両
一

分
三
朱
の
拝
借
を
藩
庁
に
願
い
出

る
。
(
h1
722)

書
籍
購
入
費
を
藩
よ
り
貸
与
さ
れ
る
。

た
だ
し、

こ
の
年
の
秋
よ
り
俸
禄
か
ら
一

分
宛
返
済
す
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
る
。

同
年
九
月
十
四
日
よ
り
慶
応
二
年
四
月
二
十
七
日
に
わ
た
り
返
済
さ
れ
る
。
(
J::1
722)

弟
・

雙
六、

下
谷
御
徒
町
の
鷲
津
貞
輔
に
つ
い
て
漢
学
修
業
を
始
め
る
。
（
廿1677)

文
久
三
年
（
一

八
六
三
）

二
十
一

歳

の
筆
写
を
始
め
る
。

四
月
四
日
写
し
終
わ
る
。
(
J::841)
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二
月

冗
治
元
年
（
一

八
六
四
）

二
十
二

歳

九
月
十
五
日

二
月
二
十
日

山
本
覚
馬、

会
津
藩
主
・

松
平
容
保
に
従
っ
て
入
洛
す
る。
(
D
6

ふ
1

)

「
男
児
志
願
是
功
名

模
様。
（
廿
1
5
7
8,

E
 26
 :
 1
2
)
 

余
愛
揚
州
狂
杜
牧

甲
賀
塾
で
の
修
業
を
一

カ
年
延
長
に
つ
き
藩
庁
に
願
い
出
て、

九
月
二
十
二
日
付
で
許
可
さ
れ
る。
（
廿
1

72
2
)

こ
の
頃、

友
人
〔
杉
田
廉
卿
か
〕
か
ら
中
国
語
の
本
を
貸
し
て
も
ら
う。

そ
の
中
に
は
漢
訳
聖
書
の
ほ
か
E
.
C
・
ブ
リ

ッ
ジ
マ
ソ
（
神
治
文）
の
『
聯
邦
志
略』
や、

A
・

ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
雑
誌
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
（
怜
1
0
:
 1
5,
 

3
7
)
 

＊

新
島
の
読
ん
だ
『
聯
邦
志
略』
は
稗
治
文
撰
述
の
も
の
か、

箕
作
転
甫
訓
点
の
も
の
か
不
明
で
あ
る。

箕
作
は
文
久
三
年
六
月

に
病
没、

本
は
翌
年
の
元
治
元
年
秋
に
刊
行
さ
れ
て
い
る。

写
本
に
よ
っ
た
の
か
？

な
お、

新
島
の
「
航
海
日
記」
の
冒
頭
に

『
聯
邦
志
略』
の
一
部
が
筆
記
さ
れ
て
い
る。
（
怜
5
"
2
5,

J
 1
0
6
 :
 
2
5
0
)
 

ま
た、

杉
田
廉
卿
•

吉
田
賢
輔
・

津
田
仙
ら
と
共
に
聖
書
の
会
を
開
く。

漢
訳、

蘭
訳
の
キ
リ
ス
ト
教
書
を
使
用
し
た

ま
た
こ
の
頃、

和
訳
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
凛
流
記
を
読
む。
（
怜
1
0
:
 
3
7
)
 

＊

黒
田
麹
盛
の
訳
と
思
わ
れ
る
が、
新
島
は
蘭
学
の
友
人
か
ら
借
り
た
と
書
い
て
い
る
の
で、
た
ぶ
ん
そ
の
頃、

幕
府
外
国
方
で
翻

訳
に
従
事
し
て
い
た
杉
田
廉
卿
か、
あ
る
い
は
吉
田
賢
輔（
蕃
古
調
所
筆
記
方）
か、
い
ず
れ
に
し
て
も
蕃
書
調
所
の
所
蔵
本
と
思
わ

れ
る。

な
お
京
都
大
学
に
は
「
安
中
侯
板
倉
氏
蔵
本
借
写」
と
記
さ
れ
た
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る。
(
J
1
0
5
:
 1
4
1,

J
ll
6
 :
 1
3
1
)
 

於
解
西
所
求
之

一

酔
紅
祖
亦
有
情

新
満」

の
詩
を
賦
す。
(

T
3
2
5
2
)

能
評
花
月
又
談
兵

文
久
四
甲
子
年
二
月
二
十
日
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1863-1864年

月
八
日

三
月
七
日

三
月
九
日

月
六
日

（

曲
5
:
9̀

」
ぃ
1
6
7
7,

lぃ
1
6
8
1
)

箱
楯
出
張
中
の
外
国
奉
行
・

柴
田
日
向
守
に
、

ほ
し
い
旨
依
頼
が
あ
る
。
「
古
事
記
伝
と
か
申
す
書
並
び
に
其
他
の
書
も
少
々
は
処
持
仕
候
…
…
漢
字
の

み
に
て
は
差

支
候
に
付
和
学
も
出
来
も
の
を
頼
置
候
…·
：
日
本
の
文
法
相
弁
ひ
申
度
…
…」
(
H
6
:
8
4
8
)
 

航
海
書
中
の
疑
問
を
質
す
た
め、

川
勝
塾
の
あ
る
駿
河
台
よ
り
中
浜
万
次
郎
の
住
む
芝
新
銭
座
に
向
か
う
途
中、

快
風

丸
乗
り
組
み
の
加
納
・

柏
原
ら
三
人
の
知
人
に
出
会
い
、

数
日
中
に
同
船
が
北
方
交
易
の
た
め
箱
楯
に
向
か
う
こ
と
を

知
る
。

同
行
を
勧
め
ら
れ、

た
だ
ち
に
箱
楯
に
行
く
こ
と
を
決
意、

安
中
藩
の
目
付
役
・

飯
田
逸
之
助
に
会
い
、

藩
主

に
許
可
を
得
る
こ
と、

両
親
を
説
得
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
。

飯
田
か
ら、

ま
ず
備
中
松
山
藩
邸
へ

行
っ
て
乗
船
に
つ

含
相
談
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
る
。

夜、

川
勝
塾
へ

帰
り、

身
辺
の
整
理
を
す
る
。
（
怜
5
"
8,

�
1
0
:
 1
6
)
 

＊

甲
賀
塾
と
い
い、

川
勝
愁
と
い
い、

単
な
る
私
迷
で
は
な
く、

幕
府
の
兵
書
翻
訳
•

取
調
方
で
は
な
か
ろ
う
か。

ま
た、

川
勝

と
は
川
勝
広
道
の
こ
と
で
駿
河
台
袋
町
に
屋
敷
が
あ
り、

当
時
歩
兵
頭
並、

の
ち
外
国
奉
行
に
な
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る。

東
京

谷
中
霊
園
に
姦
碑
が
あ
る。

朝、

備
中
松
山
藩
邸
に
行
き、

知
人
で
快
風
丸
乗
組
員
の
塩
田
虎
尾
に
会
い
、

同
藩
の
家
老
や
藩
主
へ
の
斡
旋
を
請
う。

藩
主
の
許
可
を
得
て、

安
中
藩
邸
に
引
き
返
し、

飯
田
逸
之
助
に
報
告、

藩
主
へ
の
周
旋
を
重
ね
て
依
頼
す
る
。

藩
庁
へ
、

快
風
丸
に
便
乗
し
て
箱
楯
へ

行
ぎ、

武
田
斐
三
郎
の
塾
〔
諸
術
調
所
〕

に
一

年
問
入
門
し、

航
海、

兵
学
等

藩
主
の
内
諾
を
得
て、

こ
の
こ

と
を
家
族
に
告
げ
る
。

川
勝
塾
に
帰
り、

箱
楯
ま
で
の
航
路
や
地
図
等
を
調
べ
る
。

を
研
究
し
た
い
旨、

願
い
出
る
。
（
怜
？
9,

J::1
722)
 

5
:
 8)
 

（
怜

ロ
シ
ア
領
事
よ
り
息
子
ヮ
ジ
メ
ル
の
た
め
に
日
本
語
教
師
を
推
薦
し
て
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月
十
七
日

月
十
六
日

三
月
十
日

三
月
十
一
日

三
月
十
二
日

三
月
十
三
日

三
月
十
四
日

夜、

川
勝
塾
に
お
い
て
塾
主
の
川
勝
〔
広
道
〕、

塾
友
の
田
中
浩
造
・

鈴
木
熊
六
．

邸
尾
四
郎
ら
と
送
別
の
宴
を
張
る
。

「
感
算
理
説」

＊

祁
尾
四
郎
・
鈴
木
熊
六
に
つ
い
て
は
明
治
二
十
二
年
四
月
十
六
日
の
項
を
参
照。

朝、

川
勝
塾
を
退
塾、

師、

友
人
か
ら
餞
別
を
受
け
る
。
（
怜
5
:
9)
 

正
午、

藩
庁
よ
り
箱
楯
で
の
修
業
を
許
可
さ
れ、

修
学
費
と
し
て
十
五
両
を
貸
与
さ
れ
る
。
（
廿1
722)

新
島
宅
で
は
家
族
が
水
盃
で
送
別
の
宴
を
張
る
。

祖
父
の
弁
治
は
「
行
け
る
な
ら
行
っ
て
来
て
見
よ
花
の
山」

菅
沼
錠
次
郎
へ

手
紙
を
書
き、

暇
乞
い
に
行
け
な
い
こ
と
を
詫
び
る
。
（
怜
3
:
9
)
 

夕
方
七
ツ
時
す
ぎ
〔
午
後
四
時
頃〕

出
迎
え
に
来
た
塩
田
虎
尾
と
共
に
木
挽
町
三
丁
目
の
備
中
松
山
藩
中
屋
敷
に
向
か

う。

こ
の
夜、

潮
の
エ
合
が
悪
く
乗
船
で
含
ず、

同
藩
邸
に
泊
ま
る
。
（
ゆ
5
:

10)
 

朝、

芝
大
門
よ
り
孵
に
乗
り
品
川
沖
に
停
泊
中
の
快
風
丸
に
行
く
が、

測
〔
量
〕

器
を
探
し
に
木
挽
町
の
藩
邸
ま
で
引

ぎ
返
す。

結
局
手
に

入
ら

ず、

正
午
頃
快
風
丸
に

戻
り、

1
682)
 

の
余
白
に
漢
詩

二

襲
弊
抱
三
尺
剣

回
頭
世
事
思
悠
々

午
後
三
時
半
頃、

南
風
強
く、

滞
泊。
「
此
日
旧
知
己
に
再
会
し
棲
々
の
談
あ
り」
（
ゆ
5
"

10)

小
雨、

北
風
強
く、

午
後
三
時
二
十
分、

総
州
奥
津
〔
興
津〕

に
落
碇。
（
怜3
"
1
3,

:@:
5
 
:

11)
 

十
時
四
十
分、

浦
賀
を
出
港
す
る
。
（
怜
5
:

10)
 

午
後一―一
時
四
十
分、

浦
賀
入
港。
（
怜
5
:

10)
 

贈
る
。
（
怜
5

:
 9,
 
J::.1
677)
 

を
書
く。
（
怜1

羞39,

...1::.1
723)

出
帆
す
る
。
（
怜3
:
 13,
 
�
5
 :
 1
0,
 
1:

男
児
自
有
蓬
桑
志

不
渉
五
洲
都
不
休」

の
句
を
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1864年

四
月
十
八
日

四
月
十
六
日

四
月
十
日

四
月
七
日

四
月
四
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
九
日

四
月
十
一

日

四
月
十
七
日

一
月
二
十
八
日

月
二
十
六
日

船、

快
走。
（
曲
3
:
 1
4,
 

�
5
 :
 
1
5
)
 

1
5
)
 

興
津
に
上
陸
し
入
湯、

帰
船
す
る
頃
風
雨
強
く
な
り、

や
む
な
く
船
宿
・

浦
部
に
一

泊
す
る
。
（
ゆ
3
:
 1
3,
 

3t
5
 :
 11)
 

風
雨
激
し
く、

窓
よ
り
海
を
眺
め
て
思
い
淋
し
く
な
り、

「
武
士
乃
思
ひ
立
田
の
山
紅
葉
に
し
き
き
さ

れ

ば
な
と
帰
る

興
津
を
出
航
し
た
が、

突
風
の
た
め
遭
難
し
か
か
る
。

百
里
灘
付
近
で
は
逆
風
の
た
め
船
が
進
ま
ず、

浦
に
停
泊、

こ
の
東
方
一

里
の
勝
浦
ま
で
行
ぎ
興
津
港
外
で
の
「
命
拾
い
」

や
む
な
く
砂
子

の
祝
杯
を
あ
げ
る
。
（
ゆ
3
:
 1
4,
 

�
5
 :
 
11
)
 

奥
州
磐
前
郡
中
之
柵
〔
い
わ
き
市
〕

に
入
港、

上
陸
し
て
仙
台
屋
に
泊
ま
る
。
（
怜
3
:
 1
4,
 

�
5
 :
 1
2
)
 

早
朝
よ
り
快
風
丸
士
官
ら
と
平
城
を
見
物、

烈
風
雷
雨
の
た
め
平
城
下
の
旅
館
・

十
一

屋
清
蔵
方
に
投
宿
す
る
。

武
田
斐
三
郎、

蝦
夷
地
巡
察
中
の
神
速
丸
に
便
乗
し
て
箱
楯
よ
り
江
戸
に

帰
る
。

七
月、

開
成
所
教
授
並
と
な
る
。

朝
六
時、

快
風
丸、

中
之
柵
を
出
港、

港
外
に
落
碇
し
て
夜
半
二
時
開
帆、

北
進
す
る
。
（
曲
3
:
 1
5,
 

�
5
 :
 1
4
)
 

快
睛、

朝
八
時
二
十
分、

南
部
鍬
ヶ
崎
〔
宮
古
市
〕

に
入
港、

伊
勢
屋
に
泊
ま
る
。
（
怜
3
:
 1
5`

ゆ
5
:
1
4
)
 

午
前
十
時、

鍬
ヶ
崎
を
出
港、

「
此
日
朝
ハ

快
晴
ナ
リ
シ
ガ
…
…
陰
雨
檬
々
と
し
て
降
り
…
…」
（
怜
3
:
 11,
 
1
4,
 

iit
5
:
 

半
晴
の
ち
曇、

夕
刻
雨、

尻
矢
崎
通
過
後、

風
変
わ
り
潮
流
強
く、

風
待
ち
の
た
め
霜
風
呂
に
停
泊、

早
々
上
陸
し
て

正
午、

金
華
山
沖
を
通
過
す
る
。
（
ゆ
3
:
 1
5,
 

�
5
 :
 1
4
)
 

(

J
 64
 :
 11
9)
 

3
 :
 1
4,
 

�
5
 :
 1
2
)
 

朝
八
時、

砂
子
浦
を
出
港
す
る
。
（
怜
3
:
 1
4,
 

�
5
 :
 1
2
)
 

へ

き」

の
一

首
を
得
る
。
（
怜
5
:

11
)
 

（
怜
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五
月
四
日

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
二
日

四
月
二
十
五
日

五
月
三
日

快
風
丸
内
で
の
会
合
に
加
わ
り、

ー
コ
ラ
イ
方
へ

行
け
ず。
（
怜
5

心
O)

ロ
シ
ア
病
院
を
見
物
す
る
。
「
此
病
院
は
薬
は
施
二

而
一

切
謝
礼
取
不
申
…
…」
（
怜
3
:
1
2
)
 

武
田
熟
へ

行
き、

旧
友
の
木
村
隆
吉
（
佐
倉
藩
）

田
中
茂
幸
（
会
津
藩
）

を
訪
ね
る
。

木
村
は
幕
府
の
船
で
江
戸
へ
、

田
中
は
さ
る
二
月
船
出
し
た
ま
ま
消
息
が
知
れ
ず、

空
し
く
宿
へ

帰
る
。
（
怜
5
:
1

9
)
 

武
田
塾
へ

行
き、

塾
頭
の
菅
沼
精
一

郎
よ
り
塾
の
状
況
に
つ
い
て
聞
く。

武
田
は
江
戸
に
行
っ
て
不
在、

塾
生
は
四、

五
人
で
格
別
語
学
の
で
き
る
人
も
い
な
い
の
で
、

西
洋
人
の
家
に
入
る
こ
と
を
考
え
る
。
（
怜
5
:
1
9
)
 

菅
沼
お
よ
び
快
風
丸
の
士
官
ら
と
料
理
屋
で
会
食、

菅
沼
よ
り
ロ
シ
ア
の
僧
官
ニ
コ
ラ
イ
が
日
本
語
教
師
を
求
め
て
い

菅
沼
に
伴
わ
れ
て
ニ
コ
ラ
イ
を
訪
う。

話
が
ま
と
ま
り、

翌
日
荷
物
を
運
び
こ
む
約
束
を
す
る
。
（
怜
5
:
2
0
)
 

る
こ
と
を
聞
き、

紹
介
を
頼
む。
（
曲
5

心
0
)

民
治
と
飯
田
逸
之
助
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
3
:
 1
1.
 1
3
)
 

怜
5
:
1
7
)
 

朝
六
時、

箱
楯
に
入
港、

上
陸
を
し
て
早
速
武
田
迷
へ

行
き、

入
塾
の
手
続
き
を
す
る
。

武
田
は
不
在
〔
四
月
四
日
の

項
参
照
〕

長
岡
藩
の
菅
沼
精
一

郎
に
万
端
世
話
に
な
る
。

午
後、

築
島
近
く
の
大
町
横
丁、

讃
岐
屋
に
投
宿
す
る
。

箱

楯
の
人
口
三
千
余、

港
内
に
日
本
船一―-、

英
船
三、

米
船
二
、

普
〔
プ
ロ
シ
ャ
〕

船
二
隻
が
停
泊
中。
（
怜
3
:
 
11,
 
1
5,

1
-i,
 

�
5
:
 1
7
)
 

午
前
七
時
二
十
分
再
び
上
陸
し
て
温
泉
に
つ
か
り、

午
後一―一
時
に
帰
船、

順
風
に
乗
り
早
々
に
帆
を
揚
げ
る
。
（
ゆ
3
:

＊
（
曲
3
:
 
1
4
)

で
は
十
九
日
と
な
っ
て
い
る。

湿
泉
に
入
る
。
（
怜
5
:
1
1,
 

1
7
)
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1864年

五
月
十
二
日

五
月
十
日

五
月
九
日

五
月
八
日

五
月
七
日

五
月
六
日

五
月
五
日

一
コ
ラ
イ
と
古
事
記
を
読
む。

翌
十
三
日
も。
（
ゆ
5

:
 
3
4
)
 

病
気
で
療
養
中
の
ピ
レ
ル
ー
ヒ
ソ
は
閑
暇
が
あ
り、

ワ
ジ
メ
ル
お
よ
び

C
a
pt.

T
ras
k

に
会
う。

ロ
シ
ア
病
院
に
行
き、

目
薬
を
さ
し、

水
銀
剤
の
丸
薬
を
投
与
さ
れ
る
。

午
後、

菅
沼
の
友
人
で
神
明
社
の
沢
辺
数
馬
〔
琢
磨
〕

が
来
訪
す
る
。
（
曲
5

筵
2
)

日
曜
日、

公。
〔
陽
暦
で
は
六
月
十
二
日、

ロ
シ
ア
領
事
館
で
ミ
ス
ク
ー
・

ス
ミ
ス
、

日
曜
日
〕
（
怜
5

ぃ

3
3
)

シ
ド
ロ
フ

大
尉、

ニ
コ
ラ
イ
の
教
会
で
英
語
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
伸
5

り

3
3
)

こ
の
日
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
と
共
に
古
事
記
を
読
み
始
め
る
。

史
書
を
読
み
フ
ィ
ニ

キ
ー
に
つ
い
て
知
る
。
（
ゆ
5

ぃ

3
3
)

に
会
い
、

病
院
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
く。
（
怜
5

心
1
)

る
。
（
曲
5

心O)

＊
（
ゆ
3

:
 
1

8
)

で
は
五
月
十
一

日
と
な
っ
て
い
る。

る
こ
と
実
に
至
れ
り
尽
せ
り
と
言
ふ
べ
し
」
（
怜
5

忍
0)

羞3)

朝、

ニ
コ
ラ
イ
の
家
に
立
ち
寄
り、

四
ッ
時
〔
午
前
十
時
〕

肝
附
某
を
訪
ね、

牛
酪
を
求
め
る
も
入
手
で
き
ず。
（
怜
5

午
後
六
時
す
ぎ
ニ
コ
ラ
イ
方
へ

移
る
。

ベ
ッ
ド
、

机
な
ど
家
具
つ

き
の
十
畳
ば
か
り
の
洋
問
を
与
え
ら
れ
「
予
を
待
す

ニ
コ
ラ
イ
と
の
生
活
始
ま
る
。

英
語
を
学
び
た
い
旨
伝
え
て
お
い
た
の
で
、

ロ
シ
ア
士
官
ピ
レ
ル
ー
ヒ
ン
を
紹
介
さ
れ

病
気
に
な
っ
た
塩
田
虎
尾
と
ロ
シ
ア
病
院
に
行
ぎ、

ザ
レ
ス
ケ
ー
よ
り
眼
の
治
療
を
受
け
る
。

院
内
で
会
津
藩
の
島
彰

ザ
レ
ス
ケ
ー
医
師、

〔
ゴ
シ
ケ
ウ
イ
ッ
チ
〕

領
事
の
息
子
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五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
二
十
日

五
月
二
十一
日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

五
月
十
八
日

五
月
十
六
日

（
ゆ3
ぃ

1

8
)

古
事
記
を
読
む。
塩
田
に一
両
貸
す。
（
曲
5

羞6)

古
事
記
を
読
む。「
此
日

君
へ
我
心
中
を
あ
か
す」。
マ
グ
ネ
シ
ア
十
二
袋
受
け
取
る。一
日
三
回
服
用。（
怜
5

羞6)

＊
「
—
君」
に
つ
い
て
は
（
怜
3
:
 
1
6,
 

7
4
1,
 

1t
10
 : 4
1,
 

4
2
)
 

4¾\
照。

問
屋•
浜
田
屋
の
便
船
に
託
し
て
民
治
に
手
紙
を
出
す。
「
寒
暖
計
五
十
度
或
は
六
十
度
…
…
朝
夕
は
あ
は
せ
な
り」

日
曜
日、
故
ボ
ル
ト
ガ
ル
領
事
の
葬
式
を
見
る。
（
怜
5

り

3
5
)

盟
国
の
礼
を
知
ら
ざ
る
と
見
ゆ」
と
慨
嘆
す
る。
（
怜
5

ぃ

3
5
)

ボ
ル
ト
ガ
ル
領
事
の
死
を
悼
ん
で
各
国
領
事
館
お
よ
び
外
国
船
は
半
旗
を
掲
げ
る。
日
本
の
み
が
そ
れ
を
せ
ず、
「
同

こ
の
夜、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
死
去。
（
怜
5

羞
5
)

ロ
シ
ア
語
学
生・
荒
井
金
助
来
訪。
牛
酪
菓
子
を
買
う。
値
段
は
二
十
八
匁
五
分。

J

の
日
よ
り一
日
に
三
回
散
薬
を
服
用
す
る。
（
怜
5

羞
5
)

弟・
雙
六、
藩
学
問
所
の
句
読
師
と
な
る。
三
両
二
人
扶
持。
（
廿
1
6
7
7
)

小
林
友
八
来
訪、
算
書
を
二
冊
借
る。
口
氏
ヘ一＿一
両一
分
二
朱
貸
す。
（
ゆ
5

羞
5
)

古
事
記
を
読
む。
（
怜
5

羞
5
)

快
晴、
日
曜
日。
快
風
丸
の
出
帆
を
見
送
る。
夕
方、
塩
田
来
る。
（
怜
5
:

2
4
)
 

教
会
の
休
日
に
つ
き
古
事
記
の
会
読
は
休
み、
小
林
国
太
郎
の
部
屋
に
行
く。
（
股
5

:
 
3
5
)
 

病
気
療
養
の
た
め
残
る
こ
と
と
な
る。
（
怜
5

心3
》

34)

快
風
丸
が
明
日
サ
ガ
レ
ソ
に
向
け
出
港
す
る
と
の
こ
と
で、
士
官
の
林
鉄
太
郎
ら
と
送
別
の
宴
を
張
る。
塩
田
虎
尾
は
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1864年

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

六
月
十
二
日

六
月
七
日

六
月
一
日

五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
七
日

五
月
二
十
九
日

五
月
二
十
六
日

う
゜

大
伴
金
道
忠
孝
図
会
を
読
む。
（
怜
5
ぃ

3
6
)

日
本
産
物
誌
を
少
々

読
む
。

ウ
ォ
ー
ス
ボ
ル

〔
？
〕

を
買
う
。
（
曲
5

羞
6)

ニ
コ
ラ
イ
と
こ
の
日
よ

り
大
伴
金
道
忠
孝
図
会
を
読
む。

イ
ギ
リ
ス
が
横
浜
に
軍
隊
を
派
遣
す
る

と
の

噂
を
聞
く。

大
伴
金
道
忠
孝
図
会
を
読
む。

眼
病
快
方
に
向
か
い
ロ
ジ
ア
人
医
師
よ
り
目
薬
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
（
怜
5
:
 3
6
)
 

（
陽
暦
七
月
四
日
）

ア
メ
リ
カ
独
立
記
念
日
に
あ
た
り、

港
内
に
お
び
た
だ
し
く
祝
砲
を
聞
く。
（
怜
5

羞
7)

ロ
シ
ア
病
院
ド
ク
タ
ー
・

ザ
レ
ス
ケ
ー
の
ネ
ー
ム
・

デ
ー
。
（
怜
5

羞7)

「
箱
楯
の
築
島
に
於
け
る
米
利
堅
人
の
家
二

而、

同
国
商
船
の
船
頭
ウ
イ
ル
レ
ム
・

セ
ー
ウ
ォ
ル

な
る

者
に
逢
ひ
…
…

十
四
日
の
夜
九
ツ

時
迄
に
彼
の
船
に
乗
込
む
べ

き
由
を
約
束
せ
り」
（
怜
5

ふ2》

怜
10
:
 9,
 
42)
 

＊

こ
の
斡
旋
を
し
た
の
は
福
士
卯
之
吉
〔
の
ち
福
士
成
豊〕

で、

築
島
の
ア
レ
ク
サ
ソ
ダ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
商
会
の
店
員
で
あ
っ
た。

同
じ
築
島
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

J
・
ウ
イ
ル
キ
ー
Fre
deric
k
J.
 

Wil
kie

の
事
務
室
で
会
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
（
ゆ
1

0

:

9)
 

な
お
新
島
は
福
士
の
こ
と
を
「
富
士
屋
宇
之
吉」

と
記
し
て
い
る。

お
そ
ら
く
は
聞
き
誤
り
か
？

家
へ

送
る
た
め
写
真
を
撮
る
。
「
魯
館
二

於
テ
写
真
会
有
之
候」
（
ゆ
3
:
 
1

9,
 

�
5
 :
 
7
2
)
 

＊

こ
の
湿
板
写
真
は
八
x
六
•
五
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
あ
り、

の
ち
こ
の
写
真
を
も
と
に
原
田
直
次
郎
が
肖
像
画
（
油
彩）

を
描

、
•
J
O

し
t

＊
「
露
国
領
事
『
ゴ
ス
ケ
ウ
ヰ
チ
』

来
る
に
及
び、
彼
は
該
国
軍
艦
よ
り
写
真
器
械
を
譲
受
け
て
撮
影
を
娯
楽
と
な
し、

医
師
『
ゼ

レ
ン
ス
ケ
』

も
此
術
を
能
く
し
た
れ
ば
…·
:
」
（
H
5
:
 265)
 

（
陽
暦
七
月
十
七
日
）

こ
の
日
「
二
三
の
信
友」

と
送
別
会
を
開
く
〔
か
〕。

新
島、

煉
慨
の

あ
ま

り
剣
を
抜
い
て
歌

「
一

襲
弊
抱
三
尺
剣•
…..
 
」
「
武
士
の
思
ひ
立
田
の
山
紅
葉
…
…」
（
怜
竺
25)

（
怜
5

羞
6)
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六
月
十
五
日

（
怜3

心
I・

ゆ5
"
72)

（
陽
暦
七
月
十
八
日）

月
曜
日、

快
晴

乗
る。

同
船
で
は
ウ
イ
リ
ア
ム

Wi
llia
m
 T.
 
Savor
y

が
待
ち
受
け
て
い
て、

＊
「
沢
辺
数
馬、

富
士
屋
宇
之
吉
の
周
旋
二
依
而
此
之
行
を
得
た
り。

右
様
の
友
な
り」
（
船
5

羞8)

此
二
友
骨
二
徹
し
忘
る
へ
か
ら
す。

た
だ
ち

且
菅
沼
精一
郎
君
も

＊

こ
の
手
紙
と
写
真
は、

塩
田
が
江
戸
に
帰
っ
た
際、

飯
田
逸
之
助
を
通
じ
て
民
治
に
渡
さ
れ
る。

飯
田
は
塩
田
よ
り
詳
細
を
聞

き、

事
態
を
了
解、
「
僕
元
よ
り
賢
兄
が
志
を
知
る
敢
而
甚
驚
怪
せ
す
と
い
へ
と
も
唯
尊
老
大
人、

尊
大
人、

尊
慈
堂
二
対
し
て
惧

然
と
し
て
距
跨
の
思
な
き
を
能
わ
す」
と
感
慨
を
洩
ら
す。
(

T
3
1
3
8
)

こ
の
夜
四
ッ
半
〔
午
後
十
一

時〕

す
ぎ、
「
一

と
か
ら
げ
の
荷
物
を
負
い、

大
小
を
懐
中
に
か
く
し」

ラ
イ
の
家
を
出
て、

福
士
の
も
と
に
行
く。

彼
と
共
に
小
舟
に
乗
り、

沖
合
に
停
泊
中
の
ア
メ
リ
カ
船
ベ
ル
リ
ソ
号
に

T
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長

に
船
〔
長〕

室
付
の
物
置
部
屋
に
隠
さ
れ
る。
（
ゆ
5

羞7
》

6
9,

72,
 
�10
 : 4
4
)
 

て
密
か
に
ニ
コ

＊
ベ
ル
リ
ソ
号
(
w
.
T
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長）
は
木
造
二
本
マ
ス
ト
の
ス
ク
ナ
ー

プ
リ
ッ
グ、

長
さ
二
十
一
問
半、

幅
四

間
二
尺、

深
さ
一
間
半、

二
0
七
ト
ソ、

長
崎
の
ウ
ォ
ル
ツ
ュ
商
会
の
持
ち
船
で
あ
っ
た。

の
ち
越
前
藩
が
買
取
り
富
有
丸
と
称

し
た
が、

そ
の
際
に
は
砲
二
門
が
搭
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
（
ゆ
3
"
2
1,

J
 3
1

ー

1
3
:
 3
4
7,
 
J
 

115
 : 4
7
9
)

＊
ベ
ル
リ
ソ
号
に
乗
船
の
際、

新
島
は
「
い
か
に
せ
む
嗚
呼
い
か
に
せ
ん
い
か
に
せ
む
父
母
の
こ
こ
ろ
を
い
か
に
と
や
せ
ん
」
と

詠
む。
（
怜
5
ぃ

72)

福
士
卯
之
吉
は
「
該
船
二
奉
供
ツ
足
下
〔
新
島〕
ノ
手
ヲ
握
テ
暫
時
本
願
ノ
達
シ
ル
迄
離
別
ヲ
乞
シ
ト
キ
足
下
ノ
一
首
II

武
士
乃
思

立
乃
山
も
美
す
錦
乃
衣
も
き
さ
れ
ば
な
ど
帰
る
べ
き“」
と
記
す。
(

�
6
5
9
)

未
明、

税
関
の
役
人
の
点
検
を
終
え、

ベ
ル
リ
ン
号、

箱
楯
を
出
帆
す
る。

「
昼
近
く
に
な
っ
て
船
長
は
カ
ギ
を
あ
け
て
甲
板
の
上
に
呼
び
出
し
て
く
れ
た。

船
は
港
か
ら
相
当
遠
ざ
か
っ
て
お
り、

塩
田
虎
尾
に
家
族
宛
の
手
紙
と
写
真
を
託
す。
（
怜3
:
1
9,
 

r63s)
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1864年

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十
一

日

六
月
二

十
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

晴、

早
朝
―

つ
の
島
と
そ
の
近
く
で
日
本
船
を
見
る
。
（
怜
5

"

7
3
)

半
晴、

房
総
半
島
と
相
模
湾
の

沖
合
を
通
過、

伊
豆
諸
島
を
抜
け
遠
州
灘
に
入
る
。

船
内
で
の
新
島
の
仕
事
は、

船
長

室
の
掃
除、

船
長
の
給
仕
と
炊
事
お
よ
び
犬
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

船
長
よ
り
少
し
ず
つ
英
語
を
習
う。

晴、

日
曜
日、

こ
の
日
遠
州
沖
を
経
度
一

度
ほ
ど
走
る
。
「
決
背
不
見
山」

涙
を
こ

ら
え、

必
死
に
な
っ

て
山
々

〔
富

士
山
か
〕

を
見
な
い
よ
う
に
す
る
。

家
で
は
し
た
こ
と
も
な
い
洗
潅
ー
l
—
襦
袢
三
枚
を
洗
う。

ま
た
船
長
よ
り
洋
服
上

右
舷
に
紀
州
を
見
な
が
ら
帆
走
す
る
。

こ
の
頃、

船
長
が
英
語
を
教
え
て
く
れ
な
い

の
で、

別
の
人
に
習
う。

二

語

三
四
度
も
教
へ

呉
れ
し
も、

真
似
出
来
さ
れ
バ

怒
声
を
発
し、

或
ハ

昇
と
頭
に
手
を
掛
け、

晴、

東
風、

晴、

東
風、

日
本
の
海
岸
を
離
れ、

山
影
な
く
な
る
。

船
長
よ
り
「
ユ

ウ
ス
及
び
ス
ラ
ウ
ジ
ル
ス
」

を
与
え
ら
れ
る
。

一

路
南
西
に
向
か
い
帆
走
す
る
。
「
東
顧
神
州
又
白
雲」
。

夜、

髪
を
五
寸
ほ
ど
切
る
。
（
ゆ
5

ぃ

3
9
)

雨
の
ち
睛、

船
員
よ
り
聖
書
を
借
り
て
読
む。

帰
郷
し
て
両
親
に
巡
り
合
う
心
地
し
て
慰
め
を
得
る
。
（
怜
5

:

40)
 

快
晴、

左
舷
に
琉
球
列
島
ら
し
い
島
影
と
日
本
船
を
見
る
。
（
ゆ
5

:
 40,
 
7
3
)
 

（
怜
5

羞9)

と
申
せ
し
事
も
有
之
候」
（
怜
5

:

3
9
)
 

下
を
与
え
ら
れ
る
。
（
怜
5

:
 
3
8,
 

7
3
)
 

晴、

遠
州
沖
を
通
過。
（
怜
5

羞8)

（
怜
5

羞
8、

72)

晴、

磐
城
沖
を
通
過
す
る
。
（
怜
5

り

3
8
)

あ
の
美
し
い
函
館
の
町
は
ほ
と
ん
ど
水
平
線
の
彼
方
に
沈
ん
で
い
た
」
（
ゆ
10
:
 4
5
)
 

ロ
を
開
き
て
d
o

と
言
ヘ
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七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

七
月
三
日

七
月
一

日

六
月
晦
日

六
月
二
十
九
日

晴、

風
少
し
あ
り
。

海
水
が
茶
色
く
濁
り
上
海
に
近
付
い
た
こ
と
を
知
る
。

船
長
よ
り
コ
ウ
ズ

を
も
ら
う。

夕
方
七
時、

揚
子
江
口
の
扶
桑
に
到
着
し、

停
泊
す
る
。

ま
た、

こ
の
日、

頭
髪
を
切
っ
て、

そ
の
一

部

を
手
元
に
残
し、

他
を
海
に
捨
て
る
。

「
汝
髪
欝
子
仏
郎
人」

と
言
わ
れ
て
帽
子
を
も
ら
う。
（
怜
5
:
 4
0,
 

7
3
)
 

＊

こ
の
年、

六
月
三
十
日
は
な
く、

二
十
九
日
が
晦
日
で
あ
る。

新
島
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず、

日
記
の
中
で
二
日
に
分
け
て
祖

い
て
い
る
が、

内
容
は
同
一

趣
旨
で
あ
る。

以
後、

日
付
は
陰
暦
使
用
期
間
中、
一

日
ず
れ
る。
（
怜
5
:
 
5
4
5
)

を
参
照。

た
だ
し

本
年
譜
で
は
新
島
の
日
付
に
従
い
、

必
要
に
応
じ
て
注
を
加
え
る。

〔
二
日
〕

朝
八
時
よ
り
タ
グ
ボ
ー
ト
に
曳
か
れ
て
上
海
に
入
る
。

停
泊
し
て
い
る
数
百
隻
の
船
舶
を
見
る
。

ま
た
蛙
の

風
景
自
兼
日
出
分

ボ
ー
イ
の
う
ち
広
東
出
身
の
二
少
年
が
下
船
し、

上
海
の
二
少
年
が
乗
船
す
る
。
（
怜
5
:
 
4
1

)
 

空
被
役
洋
人

憂
国
還
憂
国

ベ
ル
リ
ン
号
が
再
び
日
本
へ

帰
る
こ
と
を
水
夫
よ
り
聞
く。
（
怜
5

ふ3)

イ
ギ
リ
ス
の
船
員
が
来
船
し、

好
い
船
主
が
い
る
の
で
、

夜、

紹
介
し
よ
う
と
約
束
す
る
。

支
度
し
て
夜
半
二
時
頃
ま

で
待
つ
が
、

同
船
員
は
来
ず、

人
の
信
じ
が
た
い
こ
と
を
知
る
。
（
怜
5

ふ
3
)

新
島
の
友
人
・

原
田
亀
太
郎、

文
久
三
年
の
大
和
天
誅
組
の
乱
に
加
わ
り、

こ
の
日
処
刑
さ
れ
る
。

高
梁
出
身、

二
十

日
記
に
漢
詩
一

篇
を
記
す。
「
自
従
辞
函
楯

〔
六
日
・

陽
暦
八
月
七
日
〕

晴、

ソ
ン
テ
ー
。
（
ゆ
5

"

4
1
)

（
怜
竺
2
5,

::@;
5
 :
 4
1.
 
7
3
)
 

鳴
声
を
聞
き
「

泊
舟
薄
暮
揚
子
江

一

夜
蛙
声
頻
入
夢

憤
然
不
思
身」
（
怜
5
:
 4
2
)
 

猶
為
故
舎
旧
知
聞」

の
詩
を
得
る
。

「
海
水
若
有
霊
送
髪
直
到
日
本
省
爺
嬢
他
日
成
業
後
有
如
此
髪
突」

同
僚
か
ら

睛、

風
凪、

半
日
油
掃
除。
（
曲
5
:
4
0
)
 

〔
航
図
？

港
図
？
〕
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1864年

七
月
十一
日

七
月
十
二
日

七
月
十
日

七
月
九
日

七
月
八
日

に
長
刀
を
贈
る。
（
や
5
:
 4
3,
 

7
4
)
 

＊
鎖
港
使
節
の
随
員
の
中
に
は
田
辺
太一
、
尺
振
八
ら
が
い
た。

テ
イ
ラ
ー
船
長
よ
り
Joe
と
名
付
け
ら
れ
る。
（
怜
5
:
 4
3,
 

7
4
)
 

木
材
で
あ
っ
た。
（
怜
5
:
 4
2,
 

7
3
)
 

助
役
は
リ
ー
ド
お
よ
び
フ
ェ
リ
ー
と
い
い、
積
み
荷
は

水
夫
不
足
に
つ
き
甲
板
で
留
守
番
を
す
る。
船
底
よ
り
あ
が
る
臭
気
に
悩
ま
さ
れ
る。
（
ゆ
5
:
4
2
)
 

セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
の
紹
介
に
よ
り、
午
後
五
時、
米
船
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
ー

Wild
Rover
号
に
移
乗
す
る。

船
長
は
H
.
S
・
テ
イ
ラ
ー
Capt.

Horace
 S.
 T
aylor
 

＊
ワ
イ
ル
ド・
ロ
ウ
ヴ
ァ
ー、
一
八
五
三
年、
メ
イ
ソ
州
ダ
マ
リ
ス
コ
ッ
ク
の
オ
ー
ス
チ
ソ
・
ア
ソ
ド・
ホ
ー
ル
造
船
所
で
進
水

す
る。
三
本マ
ス
ト、
一
―
0
0
ト
ソ。
長
さ一
八
七
フ
ィ
ー
ト、
幅
三
六
フ
ィ
ー
ト、
吃
水
ニ
ニ
フ
ィ
ー
ト。
一
八
六
九
年
ま

で
A・
ハ
ー
デ
ィ
の
所
有
で
あ
っ
た。
一
八
七一
年、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ソ
ド
沖
で
座
礁、
沈
没
す
る。
(
D
2
1
:

1
3,
 
J
 

10
7
 :
 1
2
9
)
 

格
別
の
仕
事
な
く
「

実
に
虎
口
を
脱
し
漸
佳
郷
に
入
り
し
心
地
な
り」。
船
長
よ
り
近
日
中、
中
国
人
ボ
ー
イ
に
暇
を

出
す
の
で
物
品
管
理
に
注
意
し、
十
分
清
潔
に
す
る
よ
う
注
意
さ
れ
る。
（
怜
5
:
4
2
)
 

新
島
は
船
長
に、
い
ま
上
海
に
入
港
中
の
船
に
い
る
日
本
横
浜
鎖
港
使
節
団
員
の
う
ち――一
人
を
知
っ
て
お
り、
そ
の
中

の
一
人
は
と
く
に
親
し
い
の
で、
私
は
こ
の
船
に
隠
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ、
と
話
す。
（
怜
5
:
4
3,
 

7
3
)
 

中
国
人
ボ
ー
イ
よ
り、
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
く
ま
で
下
船
し
な
い、
と
聞
か
さ
れ
る。
（
怜5:
4
2
)
 

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
ー
号
の
下
流
に
鎖
港
使
節
の
乗
っ
て
い
る
船
が
見
え
る

ー
と
船
長
よ
り
教
え
ら
れ
る。
船
長

七
歳。
(
D
2
2
:
 1
5
)
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八
月
十
一
日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
七
日

八
月
六
日

八
月
五
日

八
月
一
日

七
月
十
三
日

七
月
十
五
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
九
日

＊
（
怜
5

ふ
4
)

で
は
八
月
十
一
日。

23,

恥5
:
 45,
 
74)
 

2
4
)
 

雨、

船
に
雨
水
を
蓄
え
る
。
（
怜
5
:
 45)
 

と
考
え
る
。
（
怜
5
:
44,
 
74)
 

下
流
に
停
泊
し
て
い
る
シ
ャ
ム
船
を
見
て、

日
本
が
イ
ギ
リ
ス
船
を
砲
撃
し、

か
つ
或
る
イ
ギ
リ
ス
人
を
殺
傷
し
た
の
で、

八
月
八
日
ま
で
続
く。
(

J

97
 

中
国
人
ボ
ー
イ
が
解
雇
さ
れ、

下
船
す
る
。

船
長
の
態
度
「
頗
温
和
に
し
て
我
を
役
す
る
に
甚
慇
懃」
（
曲5
:
43)
 

日
本
船
の
少
な
い
こ
と
を
嘆
く。
（
怜
5
:
4
4
)
 

一

カ
月
後
に
イ
ギ
リ
ス
軍
を
派
遣
す
る

旨
を
船
長
よ
り
聞
き、

大
い
に
憂
え
る
。

し
か
し
日
本
は
敗
れ
て
も
降
伏
は
せ
ず、

他
年
必
ず
強
国
に
な
る
で
あ
ろ
う

半
晴、

八
朔
〔
江
戸
時
代
の
武
家
の
祝
日
〕

な
の
で
和
服
を
着
て
船
員
に
見
せ
る
。
（
ゆ5
"
4
5)

（
陽
暦
九
月
五
日
）

米
英
仏
蘭
四
国
連
合
艦
隊、

下
関
海
峡
で

萩
藩
砲
台
と
交
戦、

小
雨、

午
後
一

時、

上
海
出
帆、

福
州
に
向
か
う。

た
だ
し
小
蒸
汽
船
に
曳
か

れ、

扶
桑
付
近
で
停
泊
す
る
。
（
怜
3

:

小
雨、

午
前
五
時
出
帆
す
る
が
、

風
悪
く
揚
子
江
口
に
落
碇
し、

午
後
二
時
改
め
て
出
帆
す
る
。
（
怜
5
:
4
5)
 

半
晴、

船
長
よ
り
バ
イ
ブ
ル
を
与
え
ら
れ
る
。
（
怜
5
:
4
6
)
 

ぽ

だ

晴、

夜
八
時、

勃
駄
に
着
く。

福
州
ま
で
六
里
の
地
点。
（
怜
5
:
4
6
)
 

日
曜
日、

福
州
到
着
占'
T
his
is
 Pa
g
o
da
 a
n
c
h
::ira
ge.
 
T
he
re
 is
 n
ot
 
w
ate
r
 e
n
o
u
g
h
 
for
 s
hi
ps
 t
o
 g
o
 u
p

＊
（
怜
5

ふ4)

で
は
十
二
日
と
な
っ
て
い
る。

船
長
よ
り
新
し
い
洋
服
上
下
二
着
を
与
え
ら
れ
る
。
（
曲5
"
43)
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1864年

十
月
二
十
六
日

十
月
十
八
日

九
月
二
日

九
月
十
三
日

十
一

月
一
日

十
一

月
二
日

十
一

月
四
日

十
一

月
五
日

八
月
三
十
日

八
月
十
五
日

八
月
十
三
日

東
経
―

二
0
度、

北
緯
二
五
度
四
0
分。
（
怜
5

ふ
3
)

（
怜5
:
53)
 

ソ
ン
デ
ー
〔
以
後
し
ば
ら
く
サ
ン
デ
ー
ご
と
に
日
付
を
丹
念
に
記
し
て
い
る
〕。
（
ゆ
5

:
 4
8)
 

午
後一―一
時
三
十
分、

上
海
到
着。

ベ
ル
リ
ン
号
の
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
が
新
島
の
密
航
を
粗
助
し
た
こ
と
を
咎
め
ら
れ、

長
崎
で
解
雇
さ
れ
た
こ
と
を、

テ
イ
ラ
ー
船
長
よ
り
聞
く。
（
怜5
:
49,
 75)
 

ま
た
日
本
内
海
の
一

藩
が
英
仏
蘭
と
交
戦
し、

砲
台
・

市
街
を
焼
き
払
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
（
ゆ
5
:
49,
 75)
 

'̂
t
h
u
rs
d
a
y
 n
o
v
a
n
ber"
 
[sic]

と
日
記
に
書
く。
（
怜5
:
51)
 

午
前
七
時、

タ
グ
ボ
ー
ト
に
曳
か
れ
て
上
海
を
出
航
す
る
。

上
海
滞
留
四
十
四
日
。
（
曲
5

ふ
1)

〔
十
月
二
十
九
日
〕
＾^
1
8
6
4

N
o
ve
m
b
er
 2
8t
h,
 
M
o
n
d
a
y"

船
の
位
置
東
経
―

ニ
一

度、

北
緯
二
六
度
四
0
分。

〔
三
日
〕

T

｛

Dese
m
ber"

[sic]
l

東
経
―
一

五
度
四
0
分、

北
緯
二
二
度
二
六
分
二
七
秒。
（
曲5
:
53)
 

〔
四
日
〕

De
c.

2
d

 

Fri
d
a
y

朝
八
時、

香
港
に
到
着。

停
泊
中、

上
陸
し
て
市
街
を
見
物
す
る
。
〔
阿
片
戦
争
後
の
〕

木
材
を
満
載
し
て
福
州
を
出
帆
す
る
。
（
伶
5
:
 48,
 74)
 

月」
（
怜3

筵5"

怜5
:
46,
 74)
 

t
o
 F
o
o,
c
h
o
w.
"

ま
た
St
u
pi
d
(
愚
鈍
な
る
）
a
d
v.

の
字
を
憶
え
る
。
（
怜3

筵3》

怜5
:
46)
 

晴、

暑
く
華
氏
八
五
・

五、

六
度
〔
摂
氏
約
三
0
度
〕

に
上
る
。
（
ゆ
5
"
4
6)

名
月。

中
国
で
は
鶏
肉
と
飯
と
を
月
に
供
え
る
こ

と
を
知
る
。
「
日
月
星
辰
は
決
し
而
人
間
の
敬
拝
す
べ

ぎ
者
に
あ
ら

す」

馬
鹿
ら
し
い
こ
と
だ、

と
思
う。

パ
ム
エ
ロ

（
香
は
橙
の
ご
と
く、

味
は
蜜
柑
の
ご
と
く、

大
き
さ
は
重
さ
一

四

斤
の
弾
丸
く
ら
い
の
も
の
）

を
食
べ
る
。

故
郷
を
思
い
出
し
て
一

旬
を
得
る
。
「
父
母
は
さ
て
如
何
あ
り
け
ん
け
ふ
の
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十
一

月
十
一

日

十
一

月
二
十
四
日

十
一

月
二
十
七
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
五
日

十
二
月
七
日

十
一

月
八
日

こ
の
月、

江
戸
の
新
島
家
は
安
中
藩
邸
内
で
表
門
の
側、

北
よ
り
二
軒
目
に
移
転
す
る
。
(

T
6
3
5
)

サ
イ
ゴ
ソ

河
右
岸
に
フ
ラ
ン
ス
の
砲
台
を
見
る
。
（
怜
5

ふ7)

を
上
下
す
る
。
（
怜
5

ふ6)

ぶi
5,

7
5
)
 

呼
中
華
之
意
在
子
何
処
乎」

と
記
す。
（
怜
2
"

口
蔀
悼
潤）

香
港
で
漢
訳
聖
書
を
購
入、

表
紙
の
見
返
し
に
「
支
那
人
尊
己
国
称
中
華
然
今
其
諸
港
為
取
奪
空
受
英
人
之
管
轄、

嗚

香
港
に
十
九
日
停
泊
の
の
ち、

こ
の
日
午
前
六
時
三
十
分
出
帆、

米
を
運
搬
す
る
た
め
に
サ
イ
ゴ
ソ
に
向
か

う。
（
怜
5

〔
二
十
六
日
〕

Dec.

2
4

北
緯
―

二
度
六
分
三
一

秒
二
。
（
怜
5
:
 
5
5
)
 

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
1
号、

サ
イ
ゴ
ン
入
港。
（
曲
5
"

5
5
)

〔
四
日
〕
"
Ja
n
u
a
r
y
1

s

t

 

da
y,
1
8
6
5"

雨
な
く、

気
温
は
華
氏
八
一
、

二
度
か
ら
八
四、

小
刀
を
八
元
で
船
長
に
売
る
。
（
怜
5
:
 
5
4
)
 

る
。
（
曲
5

ら
4
》

7
5
)

英
国
人
と
中
国
人
の
置
か
れ
た
状
況
を
見
て、

日
本
人
は
そ
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

五
度
〔
摂
氏
三
0
度
近
く〕
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第
二
章

ア
メ
リ
カ
留
学
と
米
欧
教
育
視
察

了
八
六
五
！
一

八
七
四
年





1865年

三
月
十
日

三
月
十
五
日

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
七
日

三
月〔
二
十
八
日
か〕
こ
の
日、

香
港
を
出
帆
し
て
マ
ニ
ラ
に
向
か
う。
（
曲5

50)

三
月
三
十
一
日

一
月
十
日

一
月
一
日

十
時、

碇
を
あ
げ、

少
し
ば
か
り
走
っ
て
再
び
港
内
に
落
碇
す
る。
（
怜5

50)

C
hi
n
es
e-
E
n
glis
h
 Gr
a
m
m
er

を
読
み
終
わ
る。
(

1:
8
4
3
)

再
び
香
港
に
戻
る。
（
怜
5
:
 
6
0
)

 

マ
ニ
ラ
沖
に
投
錨、
「
此
船
は
庶
を
積
み、

本
国
の
名
港
ボ
ス
ト
ン
に
帰
る
よ
し」
（
怜
5

ふ7)

香
港
出
帆。
（
怜
5
ぃ

77)

本
年
譜
も
以
後、

陽
暦
（
陰
暦
）

と
す
る

一
月
十
八
日

76)
 

一
月
十
四
日

一
月
十
五
日

一
月
三
十
日

元
旦
に
つ
き
「
た
ら
ち
ね
は
如
何
あ
り
け
ん
け
さ
の
春」

サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
し、

の
句
お
よ
び
和
歌
二
首
を
詠
む。
（
ゆ
5

ふ8,

76)
 

フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
や
住
宅
を
見
物
す
る。
（
怜
5

ふ9)

米
を
積
ん
で
サ
イ
ゴ
ン
を
出
航、

上
海
に
向
か
う。

小
犬
死
す。
（
怜5
"
59,

76)
 

船
長
の
許
可
を
得
て、

眼
病
の
た
め
休
ん
で
い
た
測
羅
を
再
開
す
る。

眼
病
が
や
や
回
復
し
た
こ
と
に
よ
る。
（
怜
5
:

船
の
位
置、

東
経
―
―
一

度
一

六
分、

北
緯
八
度
二
五
分
二
七
秒
七。

飼
っ
て
い
た
猿
が
死
ぬ
。
（
怜
5

ふ
9
)

香
港
に
到
着
す
る。
（
西
暦
一

八
六
五
年
二
月
二
十
五
日
）
「
我
是
よ
り
西
洋
暦
を
用
ゆ」
（
怜
5

ふ7)

慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）

二
十
三
歳
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五
月
十
八
日

入
る
。

（
怜
5

ら2 ,

77)

 

赤
道
通
過 。

華
氏
八
五
！

八
七
度 。
（
ゆ
5

:

77)

 

ク
レ
メ
ソ
ト

海
峡
に
さ
し
か
か
る
。

（
怜
5
:
77)

 

＊ 

四
月
十
日

マ
ニ

ラ
を
出
帆 、

帰
国
の
途
に
つ

く 。
（
怜
5

:

77)

 

三
月
1
ー

〔
四
月
1
|

〕

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
二
日

四
月
二
十
三
日

四
月
二
十
五
日

五
月
十
七
日

香
港
停
泊
中 、

弟
の
雙
六
に
手
紙
を
書
く 、

箱
楯
脱
出
以
来
の
こ
と
を
述
べ
た
後
「
不
日
此
船
将
二

当
港
を
発 、

米
利

堅
に
至
ら
ん
と
す」

と
記
す 。

な
お 、

こ
の
手
紙
は
毛
筆
と
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

（
怜
3

心
l

)

午
後
一

時 、

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
1

号 、

却
笑
春
風
吹
雨
夜

マ
ニ
ラ
出
帆
の
日
を
四
月
一

日
（
曲1
0
:

 10 ,
 4
7)

四
月
八
日
（
怜
5

50)

と
も
記
し
て
い
る 。

雨 、

船
の
位
置
は
南
緯
二
度
四
五
分 、

東
経
一

0
七
度
一

五
分
に
あ
り 、

暗
礁
の
多
い
ク
レ
メ
ソ
ト

海
峡
〔
カ
リ
マ
タ

海
峡
か
〕

を
通
過
す
る
。

東
に
ビ
リ
ト
ン

島 、

西
に
バ
ソ
カ
島
が
あ
り
海
の
難
所
で
あ
る
。

（
怜
5

5O)

＊

船
の
位
置
か
ら
見
て 、

通
過
し
た
海
峡
は
バ
ソ
ヵ
島
と
ビ
リ
ト
ソ
島
の
間
の
ガ
ス
パ
ル
海
峡
(
Sel
at
Gas
par)

か
と
思
わ
れ

る 。

西
周
助
・

赤
松
大
三
郎
ら
幕
府
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
は
一
八
六
二
年
十
月
こ
の
付
近
で
遭
難
し
て
い
る 。
(

J

11
4
:

 70)

 

午
後一―一
時 、

ス
ン
ダ
海
峡
を
通
過 。

洋
上
で
ジ
ャ
ワ
人
の
小
舟
よ
り
鶏 、

大
蒜
な
ど
の
食
料
を
補
給
し 、

朝
四
！

六
時
雨

。

雨
水
を
集
め 、

船
長
と
自
分
の
衣
服
を
洗
濯
す
る
。

午
後
二
時
半 、

再
び
雨

。
（
ゆ
5

ら
3
)

（
陰
暦
四
月
二
十
四
日
）

新
島
民
治
よ
り

藩
庁
に
七
五
三
太
の
箱
楯
留
学
一

カ
年
延
長
を
願
い
出
る
。

六
月
五
日
（
五

月
十
二
日
）

許
可
さ
れ
る
。

(
J::1
72
2)

マ
ニ

ラ
沖
に
到
着
す
る
。

（
怜
5

5O)

故
園
花」
（
怜
3

心
5
)

ま
た

、

香
港
に
お
い
て
次
の
詩
を
賦
す 。

「
男
児
決
志
駆
千
里

自
嘗
苦
辛
堡
思
家

イ
ン
ド

洋
に

枕
頭
尚
夢
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1865年

五
月
三
十
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
四
日

七
月
十
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
四
日

六
月
十
八
日

六
月
十
三
日

＊
（
怜
5
"
78)

で
は
七
月
二
十
一

日
入
港。

（
怜
5
ぃ

66,

67,
 
�1
0
 :
 10)
 

（
曲
5
:
65)
 

船
上
よ
り
ケ
ー。
フ
タ
ウ
ン

近
く
の
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ソ
テ
ン
を
見
る
。

山
容
が
富
士
山
に
似
て
お
り、

次
の
和
歌
を
詠

「
我
は
今
雪
な
き
富
士
を
詠
め
れ
ど
父
母
は
雪
あ
る
富
士
を
見
つ
ら
ん
」
（
怜
5
"
63)

こ
の
頃、

喜
望
峰
を
廻
り
大
西
洋
に
入
る
。

南
東
の
貿
易
風
に
乗
る
。
（
怜5
:
65)
 

南
緯
一

八
度、

セ
ソ
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
沖
を
通
過
す
る
。

食
料
・

薪
水
が
十
分

ナ

ポ

＞

＊

ソ

な
の
で
同
島
に
立
ち
寄
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
「
恨
む
こ
と
久
し
英
雄
拿
勃
烈
翁
の
墓
を
一

見
せ
ざ
る
こ
と
を」
（
怜
5

:

6
4,

 

77)
 

十
一

日
前
よ
り
東
南
貿
易
風
に
乗
り、

毎
日
一

七
0
ー
ニ

0
0
カ
イ
リ
進
む。

日
に
日
に
暖
気
を
増
す。
（
怜
5

ぃ

6
4
)

西
経一
三
一
度
五
六
分、

南
緯
0
度
二
四
分、

時
速
八
カ
イ
リ
で
北
西
に
進
む。

こ
れ
を
基
準
と
し
て
計
算
し、

午
後
四

時
十
五
分、

西
経
四
度、

時
速
六、

七
里
で
北
上
し、

北
緯
二
二
度
―

二
分、

西
経
三
＝一
度
二
0
分
の
位
置
で
赤
道
を
通
過
す
る
こ
と
を
予
測
す
る
。
（
怜
5

5
5,

78)
 

西
経
六
0
度
0
七
分
で
太
陽
直
下
を
通
過
す
る
。

気
温
は
華
氏
八
七、

八
度
を
上
下
す
る
。

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
コ
ッ
ド
岬

C
a
pe

C
o
d,
 
M
ass.

沖
を
通
過。

漁
船
よ
り
南
北
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と、

カ
ー
ン
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
聞
く。
（
怜
5

:

78)
 

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
1
号、

ボ
ス
ト
ン
に
入
港。

東
ボ
ス
ト
ン
の
グ
ラ
ン
ド
・

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ソ

埠
頭
に
停
泊
す
る
。

東
ボ
ス
ト
ン
よ
り
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
で
ボ
ス
ト
ン
市
街
に
渡
り、

＊
（
ゆ
5

ふ7)

で
は
五
月
＝―
十
一

日。

む。

リ
ン

ワ
シ
ン
ト
ン

街
の
本
屋
で
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
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十
月
〔
十
四
日
か〕

十
月
十
一

日

十
月
十
二
日

八
月
二
十
四
日

七
月
二
十
六
日

術
書
を
買
い
与
え
ら
れ
る
。
（
怜
5

ら8,

7
9)
 

に
招
か
れ
る
。

英
語
の
祈
躊
文
を
筆
記
す
る
。
（
廿
1

2
1

4
)

由
を
書
か
せ
る
。
（
ゆ
5

ら8
》

7
8)

船
長
に
伴
わ
れ
て
ボ
ス
ト
ソ
に
行
き、

衣
服
一

揃
と
帽
子、

足
袋
を
買
っ
て
も
ら
う。
（
ゆ
5

ら7)

ベ
ル
リ
ン
号
の
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
が
グ
ラ
ソ
ド
・

ジ
ャ
ソ
ク
シ
ョ
ン
に
停
泊
中
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
ー
号
の
新

グ
ラ
ソ
ド
・

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ソ
よ
り
別
の
場
所
に
移
る
。

東
ポ
ス
ト
ソ
に
民
家
の
火
事
が
あ
り、

消
火
の
方
法
が
江
戸

と
違
い
、

機
械
を
使
う
の
で
興
味
を
覚
え
る
。
（
曲
5

58•
78)

停
泊
中、

波
止
場
で
出
会
っ
た
人
た
ち
か
ら、

南
北
戦
争
以
来
の
物
価
高
で、

誰
も
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い

だ
ろ
う、

「
も
う
一

度
海
に
戻
る
こ
と
だ
な」

と
脅
か
さ
れ
て
、

不
安
な
毎
日
を
送
る
。
（
怜
1

0

:
 
1

7
)
 

テ
イ
ラ
ー
船
長
か
ら
話
を
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う、

こ
の
日、

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
1
号
の
船
主
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・

ハ

ー
デ
ィ

Al
p
h
e
us

H
ar
d
y

が
船
へ

や
っ
て
き
て
、

新
島
に、

ア
メ
リ
カ
ヘ

来
た
理
由、

将
来
の
希
望
等
に
つ
い
て

聞
く。

し
か
し
英
語
が
不
十
分
の
た
め
、

さ
っ
ば
り
意
を
通
じ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
ハ

ー
デ
ィ
は
新
島
を
下
船
さ
せ、

パ

ー
チ
ェ
ス

街
の
海
員
ホ
ー
ム

S
ail
ors'

H
o
me,

P
u
rc
h
as
e
 St.

に
三
日
間
泊
め
て
、

英
語
で
国
外
に
脱
出
し
た
理

ハ

ー
デ
ィ
に
い
わ
ゆ
る
脱
国
の
理
由
書
を
提
出
す
る
。

夕
方
六
時
半
頃、

初
め
て
ハ

ー
デ
ィ

家
〔
4
J
o
y
 St.
,
 B
ost
o
n
〕

ハ

ー
デ
ィ

家
で
は
ジ
ョ
セ
フ
J
os
e
p
h

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

冬
の
衣
服
お
よ
び
イ
ー
ト
ン
の

算

島
を
訪
ね
て
ぎ
て
、

互
い
に
再
会
を
喜
び
あ
う。
（
怜
？
68)

入
港
以
来、

船
長
よ
り
船
番
と
掃
除
を
命
じ
ら
れ
る
。
（
怜
5
:
 67,
 78)
 

ー
標
流
記
を
一

ド
ル

半
〔
一

元
半〕

で
買
う。
（
ゆ
5
:
 67,
 78)
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1865-1866年

一

月
二
日

一

月
一

日

十
月
三
十
日

十
月
三
十
一

日

加
え
ま
し
た
」

と
手
紙
を
書
く。
（
怜1
0
:
 60)
 

、
ス
・

ヒ
ド
ン
よ
り
ハ

ー
デ
ィ
に
宛
て
「
ジ
ョ
ゼ
フ
は
紳
士
で

す」

聖
害
の
解
説
を
聞
い
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜
6
"
4)

ハ

ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
き、

慶
応
二

年
(
-

八
六
六
）

二

十
四
歳

に
下
宿
す
る
。
（
怜
5

:
 334)
 

「
私
た
ち
は

ジ
ョ
ゼ
フ
を
家
族
の
正
式
の
一

員
に

新
島
は
ハ

ー
デ
ィ
が
苦
境
か
ら
救
出
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て、

感
謝
の
手
紙
を
害
く。
（
怜
6
"
4》

曲
10
り

20)

＊

明
治
二
十
年、
ハ
ー
デ
ィ
が
死
去
し
た
際、

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド
の
ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
決
議
し
た
弔
慰
文
の
中
に

次
の
一

節
が
あ
る。

·̂
…·
:
of
 his
 c
o
nsta
nt
 a
n
d
 e
v
er
 i
ncreasi
n
g
 i
nterest
 in
 the
 
w
or
k
 of
 this
 
missio
n
 a
n
d
 es
p
ecia
ll
y
 of
 th
e
 

wo
n
de
rf
ul
 p
art
 w
hic
h
 h
e
〔

A.

Har
d
y
〕

h
as
h
a
d
 in
 the
 e
くa
n
geliNati゚
n

え
Ja
pa
n
t
hr゚
u
g
h
t
h
e
 a
do
pti゚
n
a
n
d

尽i
ni
ミ
g
as
 his
 o
w
n
 so
n,
 of
 o
ur
 b
el
o
v
e
d
 b
rot
h
er,
 
Re
v.
 Jos
e
p
h
 Har
d
y
 
Neesi
ma."

〔
イ
タ
リ
ッ
ク
は
51
田�
土
臼
〕

(
E
24
|
a
)
 

ハ

ー
デ
ィ
に
伴
わ
れ
て
ア
ソ
ド
ー

ヴ
ァ
ー
ヘ

行
き、

彼
が
理
事
を
し
て
い

る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
-

P
hili
ps
 

Ac
a
d
e
m
y

に
入
学
す
る
こ
と
と
な
る
。
（
ゆ
6
ぃ

4、

怜1
0
:
 20)
 

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学、

校
外
の
ヒ
ド
ソ

姉
弟
の
家

M
ar
y

E.
 
Hi
d
d
e
n
 a
n
d
 D
a
vi
d
 I•

Hi
d
d
e
n
 

ヒ
ド
ン
姉
弟
か
ら
親
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い

る
こ

と、

同
居
し
て
い

る
フ
リ
ン
ト
夫
妻

E
p
h
rai
m
 
Fli
nt
 Jr.
 a
n
d
 
Ori
ll
a
 J•

Fli
nt

か
ら

算
数
・

地
理
・

作
文
を
習
っ
て
い
る
ほ
か
、

同
夫
人
か
ら
毎
晩、
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六
月
十
日

五
月
二
十
一

日

五
月
九
日

四
月

四
月
九
日

月
二
月
二
十
八
日

一

月
二
十
日

二
月
二
十
一

日

二
月
二
十
三
日

*

A
・
ハ
ー
デ
ィ
は
J
.
M
．
シ
ア
ー
ズ
の
後
見
人
で
あ
っ
た。

曲
2
:
口
翠
5
鶯）

父
の
民
治
に
手
紙
を
書
き、

箱
楯
脱
出
よ
り
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
至
る
経
緯
を
伝
え、

写
真
を
同
封
す
る
。

ヵ
到
着
後、

父
・

民
治
に
書
か
れ
た
現
存
す
る
手
紙
の
第
一

信
〕
（
ゆ
3

心
7)

福
士
宛
に
英
文
の
手
紙
を
送
り、

聖
書
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜
6
:
5
)
 

新
島
民
治、

家
族
お
よ
び
飯
田
逸
之
助、

杉
田
廉
卿
に
発
信。
（
怜3
:
 30)
 

N
o.
 
10
6
 
Ess
e
x
 S
tree
t,
 
La
wre
n
c
e,
 
Ma
ss.

の

Yea
w

&
 C
o.

に
行
き
写
真
を
撮
る
。
（
廿2007
|58)

写
真
を
写
す。
（
廿2
007
|1
32)

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
S
u
s
a
n

H
ol
m
es
 H
ar
d
y,
 
Mrs.
 
A.
 
H
ar
d
y
 

汀
の
礼
を
述
べ
、

「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

を
日
本
語
に
訳
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
6

:
 7,
 
�1
0
 :
 6
5
)
 

J
.

M
・

シ
ア
ー
ズ

よ
り
英
訳
聖
書
を
贈
ら
れ
る
。

新
島
は
生
涯
こ
れ
を
座
右
に

あ

か

り

お
く。

そ
の
内
扉
に
は
「
此
道
や
（
須
哭
不
可
離
之
道
な
り
）

冥
途
の
旅
乃
導
燈
可
南」

と
書
か
れ
て
い
る
。
（
廿677,

「
春」

J
os
h
u
a
 
M
o
n
t

g
o
mer
y
 Se
ars
 

に
つ
い
て
作
文
を
書
く。

ボ
ス
ト
ン
に
上
陸
し
て
お
よ
そ
九
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
(
C
Z
:
7
6)
 

（
陰
暦
四
月
七
日
）

幕
府、

学
術
修
業
お
よ
び
貿
易
の
た
め
の
海
外
渡
航
を
許
可
す
る
。

(

J

9
7
 :
 28)
 

（
陰
暦
四
月
二
十
七
日
）

新
島
民
治
は
去
る
文
久
三
年
七
月、

英
語
辞
書
お
よ
び
文
法
書
購
入
の
た
め
藩
庁
よ
り
借
用

し
た
金
二
両
一

分
三
朱
を
こ
の
日
完
済
す
る
。
(
1::1
722)

「
箱
楯
よ
り
の
略
記」

を
こ
の
日
書
ぎ
終
わ
る
。
（
曲
5

:

7
9
)
 

ハ

ー
デ
ィ
に
感
謝
の
手
紙
を
書
く。
（
怜
6

"

5
)

に
手
紙
で
、

送
ら
れ
て
き
た
ス
プ
リ
ソ
グ
・

ウ
エ
ア

〔
ア
メ
リ
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年668ー

十
月
上
旬

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
五
日

〔
七
月
二
十
九
日〕

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一

日

九
月
二
日

七
月
十
日

そ
れ
を
知
っ
て
驚
く。
（
怜
6
:
1

0
)
 

も
ら
う。

こ
こ
で
夏
休
み
を
過
ご
す。
（
怜
6

ぃ

8)

（
陰
暦
五
月
十
八
日
）

民
治
よ
り
藩
庁
へ
、

箱
楯
で
洋
学
修
業
中
の
七
五
三
太
は、

去
る
二
月
ロ
ツ
ア
人
と
共
に
近
海

測
批
に
出
か
け
た
際、

大
風
雨
に
あ
い
、

二
年
十
二
月
二
十
五
日
）

聞
き
届
け
ら
れ
る
。
(
h17
22)

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
書
き、

今
学
期
の
算
数
が
終
わ
っ
た
こ
と、

来
学
期
は
代
数
と
文
法
を
受
け
る
こ
と、

眼
の

病
気
は
あ
ま
り
良
く
な
い
こ
と、

休
暇
中、

を
知
ら
せ
る
。

午
後、

h
a
m,
 
M
ass.
 

い
ま
だ
帰
帆
し
な
い
旨
を
届
け
出
る
。

翌
一

八
六
七
年
一

月
三
十
日
（
愛
応

し
ば
ら
く
勉
強
を
や
め
て
運
動
す
れ
ば
良
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
、

な
ど

ア
カ
デ
ミ
ー
の
展
覧
会
に
行
く。
（
曲
6

:
 8,
 
�
10
 :
6
5
)

 

こ
の
頃、

テ
イ
ラ
ー
船
長
に
連
れ
ら
れ
て
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
を
出
発、

同
船
長
の
故
郷
コ
ッ
ド
岬
の
チ
ャ
ク
ム

C
hat,

に
向
か
う
。

A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
事
務
所
で
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
待
ち
合
わ
せ、

彼
と
共
に
ボ
ス
ト
ン
市
内

の
兄
弟
た
ち
の
家
に
行
き、

麦
藁
帽
子
や
靴
下
を
買
っ
て
も
ら
い
、

午
後
四
時
半
頃
車
で
出
発、

午
後
八
時
す
ぎ
ハ

ー

ウ
ィ
ッ
チ
に
到
着、

待
ち
う
け
て
い
た
船
長
の
父
親
と
甥
に
よ
り
さ
ら
に
八
マ
イ
ル
の
チ
ャ
タ
ム
ま
で
馬
車
で
送
っ
て

テ
イ
ラ
ー
船
長、

そ
の
姉
親
子
ら
と
バ

プ
テ
ス
ト
教
会
に
行
き、

子
供
ら
と
日
曜
学
校
に
出
席
す
る
。
（
怜
6
:
8)
 

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
兄
J.

T
a
yl
or

の
家
に
招
待
さ
れ、

ま
る
一

日
同
家
で
過
ご
す。
（
ゆ
6

:
 
8
)
 

船
長
や
そ
の
姪
と
一

緒
に
ハ

ー
ウ
ィ
ッ
チ
に
住
む
船
長
の
姉
の
家
に
行
く。
（
ゆ
0
8
)

〔
八
日
？
〕

ヒ
ド
ン

家
の
二
階
に
病
臥
し
て
い

る
ミ
ス
・

ヒ
ド
ン
の
お
ば
ミ
ス
・

チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー

A
bi
g
ail
 
C
h
a
n,
 

dl
e
r

の
部
屋
に
行
き、

彼
女
と
共
に
神
に
祈
る
。

ミ
ス
・

ヒ
ド
ン
は
日
頃
お
ば
が
神
に
祈
っ
た
こ

と
が

な
い
の
で
、

シ
ェ
ッ
ド
夫
人
よ
り
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
、

新
島
を
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
付
属
教
会
に
入
会
さ
せ
て
も
よ
い
か
否
か
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十一
月

十
月
二
十
日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
七
日

十
月
十
九
日

人
が
新
島
を
訪
れ
る。
（
怜3
羞8)

薩
摩
藩
士
六
名
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
〔
十一
月
四
日〕、

い
て
述
べ
る。
ま
た
フ
リ
ン
ト
の
指
導
で
前
週
ま
で
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙」
を
読
ん
で
い
た
が、
現
在
は
「
コ
リ
ン

荷
物
が
着
い
て
い
る
こ
と
を
シ
ア
ー
ズ
よ
り
聞
く。
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
か
ら
の
荷
物
で、
衣
類
を
送
り
届
け
ら
れ
る。

れ
る。
（
怜
6

:

 11,
 
�
10
 :
6
7
)

 

土
曜
日、
朝
の
礼
拝
の
の
ち
ボ
ス
ト
ソ
ヘ
向
か
う。
出
発
前、

を
尋
ね、
彼
女
が
承
知
し
た
こ
と
を
フ
リ
ン
ト
夫
人
に
伝
え
る。
（
怜6:
11)
 

テ
イ
ラ
ー
船
長
夫
人
Sophia
Dodge
 Taylor,
 
Mrs•
H·
S.
 Taylor
よ
り
手
紙
を
受
け
取
り、
船
長
が
再
び
中

国
に
向
け
出
帆
す
る
の
で、
そ
の
前
に
会
い
た
が
っ
て
い
る
旨
を
伝
え
る。
（
ゆ6:
 11)
 

フ
リ
ン
ト
夫
人
よ
り
汽
車
の
切
符、

ド
ル
の
小
遣
い
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
さ
れ
る。
（
ゆ
6

:

 11,
 
�10:
 6
7
)

 

ヒ
ド
ソ
氏
よ
り一

ボ
ス
ト
ン
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ソ
に
停
泊
中
の
船
上
で
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
午
後
五
時
十
五
分
す
ぎ
ま
で
歓
談、

後、
市
内
へ
行
き、
船
長
よ
り
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
と
素
晴
ら
し
い
帽
子
を
買
っ
て
も
ら
い、
帰
り
の
切
符
ま
で
与
え
ら

こ
の
日
夕
刻、
ミ
ス
・
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
死
去。
（
怜6:
II,
 
3tIO
 : 68)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、
こ
の
頃
眼
も
良
く
な
り、
夜
間
に
少
な
く
と
も一
時
間
半
か
二
時
間
は
勉
強
が
で
き

る
こ
と、
ま
た
数
週
間
前
か
ら
シ
ェ
ッ
ド
夫
人
に
神
学
校
付
属
教
会
に
入
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
お
り、
も
し
ハ
ー
デ
ィ

夫
妻
が
許
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
次
の
聖
餐
式
Co
mmunion
で
そ
れ
に
加
入
し
た
い
こ
と、

ト
人
へ
の
第一
の
手
紙」
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
も
伝
え
る。
（
怜6:
 11,
 
1

2
)
 

お
よ
び
彼
の
信
仰
に
つ

モ
ン
ソ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
す
る。

そ
の
中
の
一

＊
こ
の
薩
摩
藩
士
が
誰
で、
（
曲
3

羞8)
の
書
か
れ
た
艇
応
三
年
三
月
ま
で
の
何
時、
新
島
を
訪
ね
た
の
か
は
不
明
で
あ
る。
た

そ
の
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1866年

十
二
月
五
日

十
二
月
二
十
一

日

十
二
月
二
十
五
日

十
二
月
三
十
日

る
。

(

H
l
:

2
5
1
)

と
え
ば
十
一

月
二
十
日
（
陰
暦
十
月
二
十
日
）

仁
礼
景
範
と
吉
原
重
俊
〔
大
原
令
之
助
と
変
名〕

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ポ
ス
ト

ソ
ヘ
行
き 、

木
藤
市
助
に
会
っ
て 、

翌
日
帰
っ
て
い
る
が 、

新
島
は
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー

に
い
る
は
ず
で
あ
る 。

な
お
彼
ら
は
新
島

に
対
し
変
名
を
用
い
て
い
る 。
(
J
1
0
8

|
1
"

8
4
)

（
陰
暦
十
月
二
十
九
日
）

高
野
広
八
一

座
（
足
芸
人
浜
碇
定
吉
以
下
十
七
人
の
曲
芸
師）

米
欧
興
行
に
出
発 。
(

J

87
り

サ
イ
ン
・
ブ
ッ
ク
ー
ーー

「
ボ
ス
ト
ン
に
於
け
る
名
だ
か
き
ハ

ー
デ
ィ
ー

君
の
妻
の
贈
る
と
こ

ろ
の
も
の
な
り」
「
日
本

江
戸
之
産
安
中
之
浪
士
新
島
七
五
三
太
源
敬
幹
之
姓
名
害」

と
あ
り 、

五
十
八
名
の
氏
名
を
記
す 。
（
廿
1
4
4
5
)

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー

神
学
校
付
属
教
会
の
聖
餐
式
が
次
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
知
ら
せ
る
。

「
多
分
こ
の
週
末
は
と
て
も
お
忙
し
い
で
し
ょ
う
か
ら
11

ど

う
か
お
出
下
さ
い

、

そ
し
て
次
の
安
息
日
を
私
と
一

緒
に

す
ご
し
て
下
さ
い
“

と
は
と
て
も
申
上
げ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
（
ゆ
6
:
 
1
2,
 

�
1
0
 :
 
6
9
)
 

日
曜
日 、

新
島 、

1
4
)
 

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー

神
学
校
付
属
教
会
に
お
い
て
受
洗
す
る
。

(
C
8
 :
 
4
9,
 

E
 14
 :
 
6
)
 

＊

内
村
鑑
三
に
よ
れ
ば 、

新
島
に
洗
礼
を
授
け
た
の
は
J
・
シ
ー
リ
-

P
rof .
 J•
H.
 

Seel
ye
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
(
J
8
2
:

2
0
6
)

が 、

こ
れ
は
内
村
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う 。

当
時
は
神
学
校
の
教
授
が
交
代
で
授
洗
を
す
る
習
慣
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る 。

こ
の
年 、

安
中
藩
分
限
帳
に
よ
れ
ば
新
島
七
五
三
太
の
身
分
は
御
徒
士
組
除 、

四
両
二
分
外
一

人
半
扶
持
と
な
っ
て
い
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五
月
十
八
日

一
月
三
十
日

二
月
二
十
七
日

三
月
初
旬

三
月
二
十
九
日

四
月
十一
日

四
月
十
九
日

一
月一
日

（
陰
暦
三
月
十
九
日）
小
野
友
五
郎
ら
の
一
行、
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
す
る。
(

J

11
 : 103)
 

宛
の
英
文
の
依
頼
状
を
同
封
す
る。
（
怜3
羞9,

1t6
 : 12)
 

る。
（
ゆ
3
:
 3
8,
 

""f
3
1
3
8
)
 

田
仙
ら
通
訳
と
し
て
加
わ
る。
(

J

11
 : 103)
 

（
脱
応
二
年
十一
月
二
十
六
日）
米
国。ハ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
イ
ル
社、
太
平
洋
定
期
航
路
開
設。
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ

ー
横
浜
ー
ー
香
港
に
コ
ロ
ラ
ド
号
（
三
七
二
八
ト
ン、
乗
客
二
百
五
十
人
程
度）
を
就
航
さ
せ
る。
(

J48
 : 1
6
3
)
 

（
陰
暦
十
二
月
二
十
五
日）
新
島
七
五
三
太
遭
難
失
踪
の
件、
藩
庁
に
お
い
て
聞
き
届
け
ら
れ
る。
「
依
願
倅
御
扶
持

被
召
上」
(
J::1722)

（
陰
暦一
月
二
十
三
日）
幕
府
の
軍
艦
購
入
使
節、
小
野
友
五
郎
ら
コ
ロ
ラ
ド
号
で
渡
米
す
る。
友
人
の
尺
振
八、
津

「
日
本
の
テ
ヅ
マ
ッ
カ
ヒ、

新
島
民
治
に
手
紙
を
書
き、
カ
ル
ワ
ザ
シ、
ボ
ス
ト
ン
ヘ
罷
越、
二
回
周
日
逗
留
い
た
し
居
候」
（
怜
3
:
3
8
)
 

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
地
理、
気
候、
学
校、
下
宿、
独一
真
神
の
こ
と
を
伝
え、
日
本
よ

り
ア
メ
リ
カ
ヘ
手
紙
を
出
す
に
は
浜
田
彦
蔵
か
プ
ラ
ウ
ソ
に
頼
め
ば
よ
い
旨
を
教
え
る。

飯
田
逸
之
助
に
も
発
信
す

ア
メ
リ
カ
ヘ
送
る
手
紙
は
横
浜
の
ジ
ョ
セ
フ
彦
か、
ア
メ
リ
カ
人
プ
ラ
ウ
ソ
に
頼
む
よ
う
民
治
に
教
え
る。
浜
田
彦
蔵

茄
府
使
節
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
こ
と
に
つ
い
て、
新
島
は
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
害
き、
私
は
国
法
を
破
っ

て
外
国
に
逃
亡
し
た
者
だ
か
ら、
彼
ら
に
会
わ
ず
に
隠
れ
て
い
る
ほ
う
が
良
い
旨
を
伝
え
る。
ま
た
同
じ
手
紙
の
中
で、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七）
二
十
五
歳
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1867年

七
月――-
+
―

日

七
月
二
十
八
日

七
月
二
十
六
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
五
日

七
月
十
八
日

六
月

ン

牧
師
の
回
想
録
を
読
む。
（
沖
6
:
 1
6,
 
1
9
)
 

一

泊
さ
せ
て
く
れ
る
。
（
怜
6
:
 1
5`

怜
1
0
:
 
72)
 

6
3
7
)
 

簡
は
民
治
に
よ
り、

そ
れ
ぞ
れ
届
け
ら
れ
る
。
(

r
6
3
5,

r
3
1
3
8
)

植
物
学
の
本
を
買
う
許
可
を
求
め
、

あ
わ
せ
て
先
生
の
勧
め
で
幾
何
学
を
始
め
て
い
る
こ
と、

(
T
 

フ
リ
ソ
ト
に
毎
日
半
時

（
陰
暦
六
月
十
七
日
）

新
島
の
手
紙
〔
一

八
六
七
年
三
月
二
十
九
日
付〕

が
膳
所
藩
士
•

安
食
桂
二
郎
〔
粟
津
高
明
〕

に
よ
り
民
治
の
も
と
へ

届
け
ら
れ
る
。

ま
た
同
封
さ
れ
て
い
た
杉
田
廉
卿
宛
書
簡
は
雙
六
に
よ
り、

飯
田
逸
之
助
宛
書

（
陰
暦
六
月
十
八
日
）

民
治
お
よ
び
飯
田
逸
之
助
の
書
簡
が
安
食
桂
二
郎
を
通
じ
て
七
五
三
太
宛
に
送
ら
れ
る
。

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
を
出
発、

夏
休
み
を
過
ご
す
た
め
ノ
ー
ス
・

チ
ャ
タ
ム
の
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
父
親
の
家
に
向
か
う
。

途
中
乗
り
換
え
駅
を
間
違
え、

そ
こ
の
W
・

ク
レ
イ
グ
牧
師

W.

Crai
g
 

連
れ
て
行
き、

日
曜
日、

ニ
ュ

ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
ま
で
行
く。

そ
の
町
の
教
会
を
訪
ね、

宿
泊
を
頼
む
が、

は
新
島
か
ら
事
情
を
聞
い
た
う
え、

そ
の

町
で
い
ち
ば
ん
良
い
ホ
テ
ル
ヘ

ニ
ュ

ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
を
出
発、

午
後一ー一
時
す
ぎ
ケ
ー
プ
・
コ
ッ
ド
の
チ
ャ
タ
ム
に
到
着
す
る
。

こ
こ
で
夏
休
み

を
過
ご
し、

毎
日
午
前
中
は
ラ
テ
ン

語
の
勉
強、

午
後
は
演
説
の
練
習
と
海
辺
の
散
歩、

夕
方
は
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ー
チ

テ
イ
ラ
ー
船
長
や
そ
の
姉
妹
ら
と
バ
プ
テ
ス
ト
の
教
会
に
行
き、

日
曜
学
校
に
も
出
席
す
る
。
(
E
1

4

:
 8)
 

ノ
ー
ス
・

チ
ャ
ク
ム
よ
り
ミ
ス
・

ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
き、

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
父
親
の
家
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と、

こ

き〕

こ
と
を
立
派
に
や
り
通
し
た
」

と
述
べ
る
。
（
怜
1
0
:
 
5
8
)
 

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
す
る
。

テ
イ
ラ
ー
校
長

S
臼n
u
el

H
ar
v
e
y
 
T
a
yl
or

は
「
彼
は

や
る

問
勉
強
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜
6
:
1
3
)
 

〔
ベ
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八
月
三
十
一

日

八
月
二

十
六
日

八
月
二
十
五
日

八
月
十
五
日

八
月
十
四
日

八
月
十
一

日

八
月
十
日

に
行
か
せ
る
。

夕
方
六
時
四
十
五
分
に
到
着、

ゴ

を
摘
む
予
定
で
あ
る
と
伝
え
る
。
（
怜
6
:
 1
9
)
 

の
二
、

三
日
書
き
物
を
し
て
眼
を
悪
く
し
た
こ
と
（
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
義
理
の
兄
弟
の
）

ラ
ッ
セ
ル
牧
師
や
日
本
人
の

大
原
〔
令
之
助
〕、

午
後、

ヒ
ド
ン
氏
に
手
紙
を
出
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
（
曲
6
:
1

4
)
 

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
兄
姉、

そ
の
子
供
ら
と
ヨ
ッ
ト
を
楽
し
む。
（
ゆ
6

:

 
1
7
)
 

バ

プ
テ
ス
ト
の
教
会
に
行
き、

ワ
ー
レ
ソ

牧
師
の
説
教
を
聞
く。

彼
は
十
二
年
程
前
に
チ
ャ
タ
ム
校
の
小
学
校
で
先
生

テ
イ
ラ
ー
家
の
招
き
で
ワ
ー
レ
ソ
牧
師
夫
妻
が
来
訪
し、

半
日
を
過
ご
す。

新
島
も
同
席
し
た
が
、

話
は
交
わ
さ
な
か

ヒ
ド
ソ

宛
の
手
紙
の
中
で
、

次
の
木
曜
か
金
曜
日
に
チ
ャ
タ
ム
を
出
発
し
て
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
る
こ
と、

眼
は
少

テ
イ
ラ
ー
家
の
人
々
と
海
辺
で
ハ
マ
グ
リ
掘
り
を
す
る
。

約
一

プ
ッ
シ
ェ
ル
（
約
三
五
リ
ッ
ト
ル
）

も
採
る
。
（
怜
6
:

ハ

ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

チ
ャ
タ
ム
で
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と、

い
る
日
本
人
留
学
生
と
し
ば
し
ば
文
通
し
て
い
る
こ
と、

ハ

ー
デ
ィ
は
一

通
の
推
薦
状
を
新
島
に
持
た
せ
て、

こ
の
日、

午
後
二
時
五
十
分
ボ
ス
ト
ソ

発
の
汽
車
で
ア
ー
モ
ス
ト

入
寮
ま
で
の
期
間、

同
教
授
宅
に
滞
在
す
る
。
（
怜
6
り

2
0,

E
 14
:
 
9
)

こ
の
推
薦
状
は
ハ

ー
デ
ィ
が
E
・
フ
リ
ン
ト
に
依
頼
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た、

1

9
)
 

し
良
く
な
っ
た
旨
を
伝
え
る
。
（
船
6

:

 
1

8
)
 

っ
た
。
（
怜
6

:

 
1

7
)
 

を
し
て
い
た
人
で
あ
る
。
（
怜
6

:

 1

7
)
 

ま
た、

明
日
は
テ
イ
ラ
ー
家
の
人
々
と
森
へ

行
っ
て
黒
イ
チ

シ
ー
リ
ー
教
授
J
uli
us

H
a
wl
e
y
 Se
el
y
e

に
迎
え
ら
れ
る
。

新
島
は

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
ツ
ー
リ
ー
教
授
宛

モ
ン
ソ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
に
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1867年

九
月

九
月
二
日

九
月
二
十
一
日

九
月
八
日

九
月
五
日

九
月
四
日

大
学
の

Missi
o
n
ar
y
Ba
n
d

に
入
る。
（
ゆ6

心
2
)

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
北
寮
第
八
号
室
に
入
る。
（
ゆ
6

心
1
)

（
曲6
"
20)

る
福
音
書」

十
四
章
二
節
で
あ
っ
た。
（
怜
6

心
l
)

Li
ver
m
ore

に
会
う。
（
曲6
ぶ!
l
)

角
法
に
つ
い
て
一
八
ペ
ー
ジ
勉
強
す
る。
（
怜6

誌
1
)

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
の
授
業
始
ま
る。
（
曲6

筵0)

テ
キ
ス
ト
は

の
も
の
で
あ
っ
た。

そ
の
中
で
フ
リ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。

小
説
に
没
頭
す
る
ご
と
く
神
の
御
言
葉
に
没

頭
す
る
彼
の
よ
う
な
人
物
を
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と、
「
彼
は
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
来
る
前
に
回
心
し
て

＊

当
時
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
総
長
は
W
.
A
・
ス
タ
ー
ソ
ズ

Wi
llia
m

A
u
gust
us
 Stea
rns
〔
在
職
一
八
五
四
！
一
八
七
六

年〕

で
あ
り、

総
長
就
任
の
翌
一
八
五
五
年、

か
ね
て
懇
意
だ
っ
た
A
・
ハ
ー
デ
ィ
を
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
理
事
に
推
薦、

ハ
ー

デ
ィ
は
一
八
七
七
年
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た。
(

E
2
7
:

508)
 

こ
の
結
果、

新
島
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
選
科
生
と
し
て
入
学
す
る
こ
と
と
な
る。
（
怜
10
:
 8
1
)
 

木
曜
日、

こ
の
日、

入
室
予
定
の
大
学
北
寮

Nort
h
Co
lle
ge

の
部
屋
を
見
に
行
ぎ、

同
室
す
る
は
ず
の
リ
バ
ー
モ
ア

Al
bert

タ
イ
ラ
ー
教
授

Wi
Jli
a
m
Se
y
mo
ur
 T
yler

の
朝
の
礼
拝
に
出
席
す
る。

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
き、

ま
だ
シ
ー
リ
ー
教
授
の
家
に
い
る
こ
と、

三
角
法、

化
学
や
シ
ュ
ネ
ル
教
授

n
ezer
 S.
 S
n
elー

の
哲
学
の
講
義
を
聞
い
て
い
る
こ
と、

学
期
初
め
で
忙
し
い
こ
と
等、

大
学
の
模
様
を
知
ら
せ
る。

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す」
（
怜
10
:
79)
 

E
be
 

「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
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十
一
月
十
六
日

十
月
三
十
日

十
一
月
四
日

十
一
月
十
日

十
一
月
十
二
日

十
一
月
二
十
二
日

十
一
月
二
十
五
日

十
月
五
日

＊

い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
の
幹
部
で
あ
る。

*

Missionary
 Ban
d

は
異
教
徒
伝
道
を
志
す
ア
ー
モ
ス
ト
の
学
生
の
組
織、
一
八
四
六
年
夏
に
創
立
さ
れ、
一
八
五
九
年
に

改
組
さ
れ
た。
一
八
五
九
年
か
ら
七
四
年
ま
で
に
七
十
一
名
が
加
入、

そ
の
多
く
が
宣
教
師
と
し
て
海
外
に
出
か
け
た、

と
い
う。

（
怜
1

0

:
 
3
9
1
)
 

安
中
よ
り
の
書
状
届
く。
〔
雙
六
・

慶
応
三
年
六
月
十
八
日
付、

飯
田
逸
之
助
・

同
六
月
十
七
日
付〕

フ
リ
ソ
ト
夫
人
に
手
紙
を
書
ぎ、

日
本
の
父
親
と
連
絡
が
取
れ、

文
通
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
伝
え
る。
（
怜6:
22)
 

（
陰
暦
十
月
九
日
）

新
島
雙
六、

湯
島
聖
堂
留
学
を
許
さ
れ、

翌
十
日
入
寮。
（
廿
1

6
7
7
)

チ
ャ
ペ
ル
で
朝
ト
リ
ー
ト
博
士
Sela
h
B
urr
 Treat
 
午
後
ウ
イ
ー
ラ
ー
牧
師
Cros
b
y

Ho
war
d
 
W
heeler

ク
ラ
ー
ク
博
士

Zat
ha
niel
George
 Clar
k

の
説
教
を
聞
く。
（
曲6

忍
4
)

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
よ
り
受
信、

こ
の
日
よ
り
一

週
間
ほ
ど
風
邪
を
引
い
て
寝
込
む。
（
怜6
"
24)

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

冬
休
み
の
間、

学
校
の
規
則
で
寮
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、

ど
こ
で
過
ご
せ
ば

良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と、

休
暇
中、

勉
強
し
た
い
が、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
み
た
い
と
書

く。

ま
た
シ
ー
リ
ー
教
授
が
彼
の
家
で
過
ご
し
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る、

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
宛
の
手
紙
に、

日
本
よ
り
の
第

と
も
書
く。
（
怜6
:
2
3
)
 

ヒ
ド
ン
家
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
を
惑
謝
し、

冬
休
み
中
の
予
定
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と、

モ
ン
ソ
ン
の
日
本
人
に
会
い
に
行
き
た
い
が、

旅
費
が
な
い
こ
と
等
を
記
す。
（
怜6
"
24)

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
か
ら
冬
休
み
を
ハ
ー
デ
ィ
家
で
過
ご
す
よ
う
手
紙
を
受
け
取
る。

そ
れ
で、

を
終
え
た
ら
ボ
ス
ト
ソ
に
向
か
う
予
定
の
と
こ
ろ、

一

信
で
あ
る。
（
怜
3

:
 
4
0
)
 

ア
ル
バ
イ
ト
の
丸
太
伐
り

モ
ソ
ソ
ソ
に
留
学
中
の
二
人
の
薩
隊
人
が
訪
ね
て
き、

こ
の
日
午 夜
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1867年

十
二
月
一
日

十
二
月
二
十
四
日

十
二
月
二
十
五
日

十
二
月
三
十
日

十
二
月
三
十
一

日

れ
る
。

夜、

彼
の
教
会
の
集
ま
り
に
出
席
す
る
。
（
怜
6

忍8)

十
セ
ン
ト
で
買
う。
（
怜
6

心7)

会
い
、

Hi
ns
d
al
e,
 

（
怜
3

:
 
4
8
)
 

父
・

民
治
と
飯
田
逸
之
助
に
手
紙
を
書
く。

民
治
宛
に
は、

母
親
と
雙
六
に
手
紙
を
書
く。
（
怜
3

羞9、
4
2
)

怜
10
:

 8
0
)
 

前
中
は
新
島
の
部
屋
で
過
ご
す。

午
後
は
学
内
を
案
内
し、

夜
は
彼
ら
の
ホ
テ
ル
で
一

緒
に

書」

第
二
十
八
章
を
読
ん
で
十
時
す
ぎ
ま
で
話
し
込
み、

フ
リ
ン
ト
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

行
方
の
こ
と、

「
マ
ク
イ
に
よ
る
福
音

そ
こ
に
一

泊
す
る
。

彼
ら
は
数
日
滞
在
す
る
。
（
怜
6
:
2
5
`
 

ハ

ー
デ
ィ
夫
人
か
ら
冬
休
み
を
過
ご
す
よ
う
招
か
れ
て
い
る
こ
と、

が
帰
港
し
た
こ
と
を
伝
え、

休
暇
中
は
ボ
ス
ト
ン
に
行
く
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
ゆ
6

廷
5
)

ポ
ス
ト
ン
を
午
前
八
時
五
十
分
に
発
ち、

テ
イ
ラ
ー
船
長

一

昨
年
三
月
に
福
士
卯
之
吉
を
経
由
し
て
送
っ
た
手
紙
の

ハ

ー
デ
ィ
夫
妻
の
た
め
日
本
の
草
花
の
種
を
杉
田
廉
卿
に
頼
ん
で
送
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
を
記
す。

飯
田
宛
に
は、

学
校
生
活
の
状
況
を
述
べ
、
「
…
…
僕
は
真
神
の
臣
に
し
て、

に
丹
心
を
尽
さ
ん
事
は、

僕
の
急
務
と
言
う
べ
し」

と
記
す。
（
怜
3

:

5
2
)
 

ハ

ー
デ
ィ
の
事
務
室
で
寄
宿
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

夕
方、

我
日
本
の
民
な
る
故、

真
神
日
本
の
為

ジ
ョ
イ
街
の
ハ

ー
デ
ィ
家
に
行
っ
て
夫
人
と

一

週
問
滞
在
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
る
が
、

新
島
は
フ
リ
ン
ト
夫
人
の
招
待
で
ヒ
ン
ズ
デ
イ
ル

Ma
ss.

に
行
く
こ
と
を
告
げ
る
。

ま
た
ハ
ノ
ー
バ
ー
通
り
の
額
縁
屋
で
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
ー
号
の
絵
の
額
縁
を
八

ヒ
ン
ズ
デ
イ
ル
に
午
後
二
時
四
十
五
分
着、

フ
リ
ソ
ト
家
の
人
々
に
迎
え
ら
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一
月
八
日

一
月
十
二
日

二
月
二
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
一
日

一
月

一
月
十
日

一
月
八
日

一
月
七
日

一
月
六
日

（
陰
暦
二
月
十
五
日）

新
島
雙
六
の
総
領
願
を
民
治
よ
り
藩
庁
に
差
し
出
す。

五
月
（
陰
暦
四
月）

に
許
可
さ
れ
る。

(

J:.
1

72
2
)
 

を
伝
え
る。
（
怜
6

心
9
)

ハ
ー
デ
ィ
夫
人、

夕
方、

日
曜
学
校
の
集
会
で
先
生
や
子
供
た
ち
が
日
本
語
を
聞
ぎ
た
が
っ
た
の
で、

新
島
は
日
本
語
で
話
を
し
た
り、

正
午
頃
ヒ
ン
ズ
デ
イ
ル
を
発
ち、

午
後
四
時
頃
ア
ー
モ
ス
ト
に
着
く。

寮
の
部
屋
の
掃
除
を
し、

夕
方、

新
し
い
同
室
者
を
駅
へ
迎
え
に
行
く。
（
怜
6

心8)

教
科
書
E
ato
n'
s
c
h
e
mistry

の
扉
に
新
島
の
署
名
と

A
m
herst,
Ja
n.
 
lOt
h/68

と
記
入
す
る。
(
J:866)

寮
の
同
室
者
w
.

J
・
ホ
ラ
ン
ド

Wi
llia
m
Jaco
b
 Ho
lla
n
d
 

ツ
ー
リ
ー
宅
で
一

泊
す
る。
（
怜
6

筵8)

は
両
親
宛
の
手
紙
に
「
ク
ラ
ス
の
一

員
は
ノ
コ
ヤ
ミ

（
？
）

と
か
い
う
日
本
人
で
す。

そ
れ
が
正
確
な
名
前
で
あ
る
か
ど
う
か、

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん。

ジ
ャ
パ
ニ
ー
と
い

う
名
で
通
っ
て
い
ま
す。

彼
は
独
特
の
存
在
で
す」

と
書
く。
(
D
27
:
4)
 

山
本
覚
馬、

京
都
の
薩
摩
藩
屋
敷
に
幽
閉
さ
れ
る。

翌
二
年
に
解
放。
(
D
lO

り3
4
)

Wo
ma
n'
s
 Boar
d
 of
 
Missi
o
n
 of
 Bosto
n

の
最
初
の
集
会
が
ハ
ー
デ
ィ
家
で
開
か
れ
る。
(
E
5
:
158)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
よ
り
五
十
ド
ル
送
ら
れ、

金
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る。
（
怜
6

羞
l

)

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
を
書
き、

歌
を
う
た
っ
て
聞
か
せ
る。
（
怜6
心8)

明
治
元
年
(
-

八
六
八
）

二
十
六
歳

日
本
の
将
軍
と
諸
大
名
の
間
に
戦
い
が
始
ま
っ
た
こ
と
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1868年

四
月
九
日

三
月
十
二
日

三
月
十＿―-
日

三
月
三
十
日

四
月
十
五
日

四
月
二
十一
日

月
二
十
八
日

ジ
ヘ
行
く
つ
い
で
に
往
診
し
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
ゆ6:
3
3
)
 

総
に
引
き
揚
げ
る。

民
治
に
手
紙
を
書
き、
新
聞
で
知
っ
た
将
軍
と
薩
長
両
藩
の
争
い
は
事
実
な
の
か、

う。
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
略
図
と
ゴ
リ
ラ
の
写
真
を
同
封
す
る。
こ
の
手
紙
は
横
浜
経
由
で
中
国
へ
向
か
う
ハ
ソ
ト
に

託
し、
横
浜
で
宣
教
師
バ
ラ
J.
Ballagh
に
引
き
継
が
れ
て
届
け
ら
れ
る。
（
怜
3

:
 
5
5
)
 

横
浜
に
居
留
す
る
J・
バ
ラ
に
手
紙
を
書
き、
家
族
宛
の
手
紙
の
送
達
の
礼
と
依
頼
を
述
べ
る。
ま
た
モ
ン
ソ
ン
で
学

ん
で
い
る一
日
本
人
よ
り、
最
近
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
も
ふ
れ
る。
（
怜
6

:

 
3
1

)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き
「
コ
ー
ト
の
袖
と
ボ
タ
ソ
・
ホ
ー
ル
が
す
り
切
れ
そ
う
に
な
り、
色
も
あ
せ
て
ぎ
た
の

で
手
近
に
教
会
へ
着
て
行
け
そ
う
な
お
古
の
コ
ー
ト
が
あ
れ
ば一
着
く
だ
さ
い」
と
占
く。
（
怜6:
 3
2,

 

jjt
lO
 : 9
2
)

 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
屯
い

き、
こ
こ
四、
五
週
間
神
経
が
高
ぶ
り、
熟
睡
で
ぎ
な
い
こ
と、
E
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
博

士
Ed
ward
Hitchcock
の
勧
め
で
足
浴
し
た
り、
散
歩
し
た
り
し
て
い
る
と
害
く。
（
怜
6

羞
3
)

＊
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
博
士
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
長
だ
っ
た
父
親
と
同
名。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
M
D
の
称
号
を
得、

り
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
Hygine
and
 Physical
 Education
を
教
え
た。

（
陰
暦
三
月
十
七
日）
安
中
藩
江
戸
詰
の
家
来・
家
族
ら、
こ
の
日
俄
に
舟
便
を
利
用
し
て、
在
所
の
安
中
お
よ
び
下

＊
新
島
家
は、
一
ツ
橋
外
堀
端
御
手
辻
番
脇
よ
り
乗
船、
夕
方
七
時
半
頃
出
帆＇
�
関
宿
ー
舟
倉
手
前
の
横
瀬
||
＇
本
庄
I

藤
岡
ーー
よ女
中
(
+
三
日
日、
陰
暦
三
月
二
十
九
日
箔）
の
経
路
を
取
る。
(
1:16
77,

1:1702,
 
T640)

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
博
士
に
手
紙
を
害
ぎ、
休
暇
以
来
風
邪
を
引
き、
頭
痛
と
寒
気
が
す
る
の
で、
今
夕
か
明
朝、

（
陰
暦
三
月
二
十
九
日）
新
島
家
の
人
、々
安
中
へ
到
着、
妙
光
院
の
隠
居
寺
を
仮
宅
と
す
る。
(
r6�o)

カ

レ

ッ

一
八
六一
年
よ

ま
た
家
族
の
安
否
に
つ
い
て
問
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五
月
十
八
日

五
月
七
日

五
月
四
日

四
月

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
七
日

四
月
二
十
九
日

五
月
二
日

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

を
受
け
取
る
。
（
ゆ
6

"

3
6
)

民
治
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

昨
秋
以
来、

母
が
病
気
で
あ
る
こ
と、

江
戸
の
市
民
は
官
軍
が
攻
撃
す
る
か
も
知
れ

な
い
と
恐
れ
て
い
る
こ
と、

家
族
は
七
五
三
太
の
帰
国
を
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
（
怜
6

羞
5
)

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
ぎ、

教
会
執
事
の
J
・

テ
イ
ラ
ー
夫
人
の
永
眠
に
つ

き、

る
。

ま
た
先
の
休
暇
中
に
風
邪
を
引
き、

そ
れ
以
来
シ
ー
リ
ー
教
授
宅
に
引
き
取
ら
れ
て
療
養
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

（
陰
暦
四
月
十
日
）

新
島
雙
六
の
総
領
願
聞
き
届
け
ら
れ
る
。
〔
七
五
三
太
廃
嫡〕
（
廿1
677)

こ
の

頃、

フ
リ
ン
ト
夫
人
よ
り
病
気
は
少
し
ず
つ

良
く
な
り、

家
の
中
を
ゆ
っ

く
り
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
旨
の
手
紙

健
康
を
回
復
し、

シ
ー
リ
ー
教
授
宅
か
ら
大
学
の
寮
へ

帰
る
。
（
怜
6

羞
6)

暖
か
い
素
晴
ら
し
い
天
気
だ
っ
た
の
で
、

戸
外
で
の
運
動
を
楽
し
み、

甘
く
新
鮮
な
空
気
を
吸
い
込
む。
（
曲
6

羞
6)

校
内
の
チ
ャ
ペ
ル
の
夕
拝
に
出
席。

シ
ー
モ
ア
牧
師
が
ア
メ
リ
カ
人
宜
教
師
の
指
導
の
下
で
洋
学
を
学
ぶ
江
戸
の
青
年

た
ち
の
話
を
し、

牧
師
・

宣
教
師
に
な
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

こ
れ
に
感
激
し
た
新
島
は
、

こ
の

夜、

の
自
宅
で
開
か
れ
た

Bi
bl
e
S
o
ci
et
y

の
集
会
に
参
加
す
る
。
（
怜
6

羞
6)

ミ
ス
・

ヒ
ド
ソ
に
手
紙
を
書
き、

風
邪
の
た
め
ほ
ぼ一
二
週
間
授
業
を
休
ん
だ
の
で
、

遅
れ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら

沢
辺
琢
磨
ら
函
館
で
ニ
コ
ラ
イ
よ
り
受
洗。
(
F
23
"
42)

せ
る
。
（
怜
6

羞4)

フ
リ
ン
ト
夫
人
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
6

"

3

6
)

を
転
送
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
る
。
（
曲
6

:

3
3
)
 

ハ

ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

シ
ー
リ
ー
教
授
宅
に
引
ぎ
取
ら
れ
て
病
気
療
養
中
で
あ
る
こ
と、

日
本
か
ら
の
手
紙

そ
の

家
族
へ

の

弔
意
を
述
べ

タ
イ
ラ
ー
教
授

50 



1868年

七
月
二
十
四
日

七
月
六
月
六
月
十
九
日

六
月
十
九
日

六
月
十
五
日

六
月
十
二
日

な
い
こ
と、

J
・

テ
イ
ラ
ー
夫
人
の
死
亡
は
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
よ
り
聞
い
て
い
た
が、

ダ
プ
夫
人
の
死
亡
は
知
ら
な
か
っ

よ
く
大
学
で
最
良
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

新
島
は
清
潔
さ
の
権
化
で
す。

彼
は
英
語
学
習
の
助
け
を

時
折
必
要
と
し
て
お
り、

四
年
生
の
中
か
ら
ル
ー
ム
メ
イ
ト
を
探
す
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す。

で
な
い
男
と
同
室
に
な
る
こ
と
を
と
て
も
恐
れ
て
い
る
の
で
す。

以
上
の
こ
と
と、

そ
れ
に
ぽ
く
は
全
学
で
い
ち
ば
ん

よ
い
部
屋
の
―

つ
に
入
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
事
実
を
勘
案
し
て、

新
島
と
同
室
に
な
る
こ
と
に
き
め
ま
し
た
。

…
…

彼
は
と
て
も
賢
明
な
男
で
す
し、

ハ

ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

最
近、

鉱
物
採
集
を
始
め
た
こ
と
を
報
告
し、

こ
れ
ま
で
自
分
は
日
本
を
農
業
国
と

考
え
て
い
た
が、

ノ
ー
ト
の
余
白
に
身
長
五
フ
ィ
ー
ト
五
イ
ン
チ
半
〔
一

六
四
セ
ソ
チ
〕、

体
重
―

二
三
ボ
ン
ド

書
き
込
む。
(

D
3
9
)

山
本
覚
馬、
「
管
見」

を
京
都
府
に
提
出
し、

学
校
設
立
を
勧
め
る
。
(
H
11)

八
月
二
十
一

日
ま
で
、

学
友
と
ア
ー
モ
ス
ト
よ
り
ボ
ス
ト
ン
を
経
て
ニ
ュ
ー
ハ
ソ
プ
シ
ャ
ー
州
を
北
上、

山
に
登
り、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
河
沿
い
に
帰
る
。
（
怜
6
:
3
9,
 

�
10
 :
 9
5
)
 

兵
庫
・

大
阪
居
留
地
条
約
締
結。
(
H
7
:
88)
 

で
も
話
し
て
も
ら
え
ま
す」
(
D
27
:
5
)
 

か
つ
て
は
日
本
の
殿
様
の
宮
殿
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
り、

い
ま
で
は
鉱
物
国
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た、

と
述
べ
る
。
（
曲
6

羞7)

ニ
ュ

ー
ハ
ソ
ブ
シ
ャ
ー
州
の
セ
イ
レ
ム
の
近
く
で
大
雨
に
遭
う
。
（
怜
6

羞
9)

新
島
と
同
室
の
ホ
ラ
ン
ド
は
両
親
宛
の
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
く。

た
こ
と
等
を
伝
え
る
。

桜
の
押
し
花
を
同
封
す
る
。
（
怜
6

羞7)

ク
リ
ス
チ
ャ
ソ

日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
何

〔
五
五
・

七
キ
ロ
〕

と

ワ
シ
ン
ト
ソ

「
…
…
ス
マ
ー
ト
は
彼
〔
新
島〕

の
こ
と
を
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八
月
十
六
日

八
月
十
五
日

八
月
三
日

七
月

が、
濃
霧
の
た
め
景
色
は
良
く
見
え
な
か
っ
た。

馬
車
で
ニ
マ
イ
ル
ほ
ど
北
の
レ
ッ
ド
・
ヒ
ル
山
麓
に
行
く。
（

怜
6

:
 
3
8
)
 

ダ
イ
ア
ナ
・
フ
ォ
ー
ル
で
水
浴
び
を
し
た
た
め、

こ
の
月、
横
浜
の
バ
ラ
よ
り
来
信、
民
治
が
江
戸
よ
り
い
ず
れ
へ
か
転
宅
し
た
こ
と
を
伝
え
る。
（

怜
3

"

6
3
)

グ
レ
ン
側
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
山
に
登
る。
弱
の
中
で一
泊
二
日
滞
在、
荘
厳
な
日
没
を
見
る。

山

l
キ
ャ
ノ
ン
山
で
Profile
 of
 Old
 Man
 

午
後
四
時
半
に
ワ
ー
レ
ン
を
出
発、
七
時
を
過
ぎ
て
も
歩
き
通
し、

泊
ま
る。
お
り
か
ら
の
豪
雨
で
雨
漏
り
が
す
る
中、〔

Or
ford〕
村
に
着
き、
礼
拝
堂
で
冷
や
や
か
で
そ
っ
気
な
い
礼
拝
と

日
曜
学
校
の
先
生
で
あ
る
ミ
ス
・
マ
ッ
キ
ー
ソ

冷
や
や
か
な
日
曜
学
校
に
出
席
す
る。
午
後、
対
岸
の
F
〔

Fairlee]

朝
の
う
ち
九
マ
イ
ル
歩
く。
夜
明
け
前
に
0

ゴ
ム
引
き
の
プ
ラ
ソ
ケ
ッ
ト
に
く
る
ま
っ
て
寝
る。
（

怜6:
4
0
)
 

Phebe
 Fu
ller
 
Mc
Keen
 

ァ

↓
リ
ス
ボ
ソ
（
金
鉱）

↓
ヮ
ー
レ
ン
（
銅
鉱）
（

悶
3
9
)

間
逗
留
す
る。
（

栂6:
3
9
)
 

七
月
二
十
八
日

ウ
ル
フ
バ
ラ
よ
り
汽
船
で
ワ
イ
ア
ー
ス
経
由、

で一
泊
す
る。
（
怜
6

心8)

七
月
二
十
六
日

の
父
親、
マ
ッ
キ
ー
ソ
牧
師
Silas

セ
ソ
タ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ヘ
行
く。
午
後
二
時
四
十
五
分
に
到
着
し
た

レ
イ
モ
ン
ド
で
安
息
日
を
過
ご
す。
夕
方
の
礼
拝
に
招
か
れ、
伝
道
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る。
（
ゆ
6

:
 
3
9
)
 

ウ
イ
ニ。ヒ
ソ
ギ
ー
湖
Lake
Winnipesaukee
 

渡
り、

に
到
着、
湖
畔
の
オ
ル
ト
ン
・
ベ
イ
か
ら
蒸
汽
船
で
ウ
ル
フ
バ
ラ
へ

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で一
年
下
の
E
.
A
・
ト
ム
ソ
ソ
Everett
A.
 Tho
mpson
 の
父
ト
ム
ソ
ソ
牧
師
の
家

ト
ム
ソ
ソ
が
デ
ィ
ナ
ー
を
持
っ
て
同
所
ま
で
同
行
す
る。
昼
食
後、

ジ
ャ
ク
ソ
ソ
到
着
後、
体
調
を
崩
し
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
二
日

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
側
に
下

を
見
る

ー
フ
ル
ー
ム
渓
谷
で
仲
間
と
別
れ
る

l
フ
ラ
ソ
コ
ニ

や
っ
と
森
の
中
に一
軒
の
家
を
見
つ
け、
納
屋
に

の
礼
拝
堂
に
行
く。
偶
然
に
も
新
島
の
行
く
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1868年

八
月
二
十
九
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
一

日

八
月
十
七
日

八
月
十
六
日

Mc
K
e
e
n

の
教
会
で
あ
り、

彼
の
説
教
を
聞
く。

新
島
は
異
教
の
習
慣
と
様
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。
（
曲
6
:
40)
 

＊

ミ
ス

P
.
F
・
マ
ッ
キ
ー
ソ
（
一
八
＝
二

！
八
0)

は
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
ア
ボ
ッ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
女
学
校）
教
員
で、

サ
ウ
ス
・
チ
ャ
ー
チ
の
日
曜
学
校
の
先
生。

最
初
の
新
島
の
伝
記

A
Sketc
h
 o
f
 the
 
E
a
rl
y
 Li
fe
 o
f
 Jose
p
h
 
H
ar
dy
 

Neesi
m
a

の
著
者
で
あ
る。

こ
の
本
は
一
八
九
0
年
に
姉
の
P
hilen
a

Mc
Kee
n
 (
ア
ボ
ッ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
校
長）

に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た。
(
C
8)

こ
の
夜、

ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ウ
イ
ソ
ザ
ー
の
青
年
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う。

青
年
の
母
親
は
新
島
の
こ
と
を
新
聞
で
読

朝、

青
年
は
村
ま
で
一

マ
イ
ル

半
の
道
を
送
っ
て
く
れ
る
。
（
怜
6

:
 
4
1
)
 

五
週
間
四
0
0
マ
イ
ル

以
上
の
旅
行
を
終
え
て
ア
ー
モ
ス
ト
に
帰
り
着
く。

学
校
の
寮
が
二
十
四
日
ま
で
閉
鎖
さ
れ
て

こ
の
夏、

旅
行
の
途
中、

の
際、

日
本
に
宣
教
師
を
送
る
よ
う
に
訴
え
る
。
(
E
6
:
6,
 E
S
:
2)
 

寮
の
同
室
者
ホ
ラ
ソ
ド
は
こ
の
日、

両
親
に
次
の

よ

う
に
書
含
送
る
。
「
新
し
い
室
友
の
こ
と
で
と
て
も
喜
ん
で
い
ま

す。

彼
は
徹
底
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
、

そ
し
て
完
全
な
紳
士
で
す
…
…
一

日
中、

静
か
な
こ
と
ハ
ッ
カ
ネ
ズ
ミ
の

如
く

で
あ
り、

ぽ
く
は
妨
害
を
受
け
る
心
配
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
晩
二
人
で
お
祈
り
を
し
て
い
ま
す。
〔
聖
書
を
〕

一

章
ず
つ
読
み
、

彼
が
希
望
す
れ
ば
ぽ
く
に
で
ぎ
る
範
囲
で
解
説
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

…
…
彼
の
画
オ
は
ま

っ
た
＜
注
目
に
値
し
ま
す
…
…
ぽ
く
が
描
い
た
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
の
島
の
水
彩
画
を•
…・・
彼
は
驚
く
べ

き
正
確
さ
で
模
写
し

月
曜
日、

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
総
主
事
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
家
に
泊
ま
り、

朝
の
家
庭
礼
拝

ジ
ー
リ
ー
教
授
宅
よ
り
寮
に
帰
る
。
（
怜
6

羞
9)

い
る
の
で
、

シ
ー
リ
ー
教
授
宅
に
泊
ま
る
。
（
船
6

羞
9
)

ん
で
知
っ
て
お
り、

丁
重
に
も
て
な
す。
（
怜
6
:
40)
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九
月
十
四
日

九
月
十
九
日

九
月
二
十
二
日

九
月
九
日

九
月
五
日

九
月
一

日

(
D
27
:
 8)
 

横
浜
の
バ
ラ
を
通
じ
安
中
の
民
治
に
手
紙
を
出
す。

こ
の
春
伝
え
ら
れ
た
父
や
杉
田
か
ら
の
手
紙
は
ま
だ
届
い
て
い
な

い
こ
と、

新
聞
で
江
戸
の
騒
乱
を
知
っ

て
い

る
こ

と、

夏
休
み
に
ホ
ワ
イ
ト
・
マ
ウ
ソ
テ
ソ
ズ
に
登
っ
た
こ
と
を
書

ホ
ラ
ソ
ド
よ
り
両
親
へ

次
の
よ

う
な
手
紙
を
書
く。

ー
派
に
つ
い
て
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す。
『
常
識
の
あ
る
人
な
ら
シ
ェ

イ
カ
ー
に
は

と
う
て
い
な
れ
っ
こ

な
い
ね
』

と
彼
は
言
い
ま
し
た
。

誓
っ
て
申
し
ま
す
が
、

彼
は
第
一

級
の
室
友
で
す。

ミ
ス
・

ヒ
ド
ソ
に
発
信、

夏
休
み
の
旅
行
に
つ
い
て
書
く。
（
怜
6
:
 4
1
)
 

（
陰
暦
七
月
二
十
八
日
）

雙
六、

若
殿
・

板
倉
勝
敬
の
教
育
係
と
な
り、
ま
た
文
武
校
教
頭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

こい1
677)

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
、

家
具
を
売
っ
て
得
た
十
ド
ル
を
紛
失
し
た
こ

と
を
手
紙
で
報
告
し、

こ
の
日、

ホ
ラ
ソ
ド
は
両
親
宛
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
書
く。
「
新
島
が
風
邪
を
引
き
ま
し

た
。

彼
は
薬
局
で
買
っ
て

き
た
薬
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
で
す。

ぽ
く
の
見
る
と
こ
ろ
そ
れ
は
シ
ョ
ー
ガ
と
甘
草
の

根
と
吐
根
か
ら
調
合
し
た
し
ろ
も

の
で
す
。

彼
は
そ
れ
を
カ
ッ

プ
一

ば
い
分
の
水
に
入
れ
て
沸
騰
さ
せ、

砂
糖
を
加
え
て
飲
み
ま
し
た
。

…
…
ぽ
く
は
吐

根
の
ア
レ
ル
ギ
ー
…
…
『
な
か
な
か
い
け
る
よ
！
』

と
言
っ
て
彼
は
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

何
っ
て
こ
と
だ
！
」

ハ

ー
デ
ィ
夫
人
よ
り
上
着、

燕
尾
服、

チ
ョ
ッ

キ、

ズ
ボ
ソ
を
送
っ
て
く
る
。

新
島
は
礼
状
の
中
で
い
う
「
あ
れ
を
着

42)
 

ん
な
男
は
二
人
と
い
ま
せ
ん
」
(
D
27
:
7)
 

く。
（
恥
3

:
 
6
5
)
 

て
い
ま
す」
(
D
27
:
7)
 

ア
ー
モ
ス
ト
中
探
し
た
っ
て
こ

不
注
意
を
詫
び
る
。
（
怜
6

:

「
新
島
は
『
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ソ
』

紙
に
ぽ
く
が
寄
稿
し
た
シ
ェ

イ
カ
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1868年

十
一

月
八
日

十
月
三
日

十
月
十
七
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
七
日

十
一

月
十
四
日

十
月

語
は
と
て
も
へ
ん
に
響
き
ま
す」
(
D
27
:
 11)
 

島
よ
り
一

年
下
で
あ
る
。
（
怜
6
:
4
4
)
 

る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し、

そ
ん
な
威
厳
も
備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら」

と。
（
怜
6

"

4
3
)

（
陰
暦
八
ー
九
月）

会
津
若
松
城
に
籠
城
中
の
山
本
八
重
は
藩
主
・

松
平
容
保
の
前
で
敵
の
砲
弾
（
四
斤
砲
）

を
分
解

試
験
が
終
わ
り、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
西
方
に
あ
る
ペ
ラ
ム
の
丘
で
鉱
物
の
採
集
を
し、

を
す
る
。

厚
手
の
ウ
ー
ル
の
シ
ャ
ツ
、

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
で
、

い
と
頼
む。

高
価
な
本
な
の
で
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
II
お
茶
断
ち
“

し
て
い
る
と
伝
え
る
。
（
怜
6

"

4
3
)

こ
の
夜、

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
が
来
訪、

こ
の
夜、

ホ
ラ
ソ
ド
の
描
く
肖
像
画
の
モ
デ
ル
と
な
る
。
(
D
27
:

10)
 

ア
ス
ベ
ス
ト
の
す
ぐ
れ
た
標
本
を
見
つ
け
る
。

（
金

ハ
ー
デ
ィ
が
大
学
の
理
事
会
に
出
席
し
て
い
る
間、

夫
人
が
部
屋
を
訪
れ、

二
時
間
ほ
ど
話

ソ
ッ
ク
ス
等
を
贈
ら
れ
る
。
（
ゆ
6
:
 4
4,
 

D
 27
 
:
11)
 

ダ
ー
ナ
の
鉱
物
学
の
本
〔
J•

D·

訪、

新
島
は
日
本
の
着
物
を
着
て
見
せ
る
。
(
D
27
:
9)
 

Da
n
a,
 
S
yst
e
m
 o
f
 Mi
n
e
r
a
lo
gy〕

を
買
っ
て
ほ
し

モ
ン
ソ
ソ
か
ら

K
u
d
o
Z
ur
o
〔
工
藤
十
郎、

本
名
・

湯
池
定
基
〕

と
い
う
薩
摩
人
が
来
訪、

十
三
日

曜
日
）

ま
で
滞
在
し
た
。

新
島
は
彼
を
チ
ャ
ペ
ル
、

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
バ
ソ
ド
、

夕
拝
な
ど
に
案
内
す
る
。

彼
は
新

ホ
ラ
ン
ド
よ
り
両
親
へ
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
書
く。
「
…
…
ぼ
く
の
部
屋
で
今
こ
の
瞬
間
に
日
本
語
の
会
話
が
進
行

中。

…
…
新
島
の
友
人
の
一

人
が
モ
ソ
ソ
ソ
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

二
人
は
日
本
語
で
話
し
続
け
て
い
ま
す。

日
本

こ

D
27
:

10)
 

ホ
ラ
ン
ド
は
両
親
に
新
島
の
日
本
脱
出
の
理
由
を
書
い
て
送
る
。

し
て
説
明
す
る
。

(

J

22
ー

1

:
 
4
6
)
 

ま
た、

シ
リ
ア
の
ト
ム
ソ
ソ
牧
師
が
来
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十
一

月
十
六
日

こ
の
日
（
陰
暦
十
月
一

日
）

新
島
民
治
は
若
殿
の
板
倉
勝
敬
に
従
っ
て
江
戸
藩
邸
に
住
む。
（
ゆ
3

ら8)

冬
休
み
に
入
る
。

休
暇
を
ヒ
ン
ズ
デ
イ
ル
の
フ
リ
ソ
ト
夫
妻
宅
で
過
ご
す。
（
怜
6
:
4
5
)
 

こ
の
年、

第
四
姉
・

と
き、

越
後
椎
谷
に
移
る
。
(
J:1
677)
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1868-1869年

一
月
二
十
三
日

二
月
十
五
日

ニ

ー＿―-
月

三
月
十
七
日

一
月
十
六
日

一
月
七
日

一
月
二
日

一
月一
日

プ
リ
ソ
ス
ト
ソ
・

セ
ミ
ナ
リ
ー

の
J.
G
・

ス
マ
ー
ト

John
G .
 S
mart

 

を
す
る 。
そ
の
中
で
モ
ン
ソ
ソ
に
い
る
工
藤
や
Mt .
Pleasant
 School
 

メ
リ
カ
ヘ
送
る
草
花
の
種
に
つ
い
て
相
談
す
る 。
(

T
6
4
0
)

兵
庫
県 、
外
国
人
土
地
家
貸
与
規
則
を
公
布 。
(
H7:
9
5
)
 

遠
か
ら
ず
彼
に
三
人
娘
〔
彼
の
妹〕
の
写
真
を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す」
(
D27:
12)
 

（
陰
暦一
月
五
日）
横
井
小
楠 、
キ
リ
ス
ト

教
蔓
延
の
元
凶
と
の
理
由
で
暗
殺
さ
れ
る 。
(

J97
 : 39)
 

（
陰
暦一
月）
新
島
民
治
は
牛
込
に
住
む
杉
田
廉
卿
を
訪
ね 、

ホ
ラ
ソ
ド

は
家
族
へ
の
手
紙
に
「
新
島
の
写
真
は
面
白
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね 。
彼
は
『
す
ば
ら
し
く
い
い
奴』
で
す 。

、
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
手
紙
を
書
く 。
（
ゆ6:
4
5
)
 

月
十
二
日
付
の
新
島
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
る 。
(

T
6
4
0
)

フ
リ
ン
ト

夫
妻
が
知
人
を
招
き 。ハ
ー

テ
ィ

を
開
く 。
新
島
も
そ
れ
に
加
わ
る 。
フ
リ
ソ
ト

牧
師
よ
り

Fミ
miliar
Lectures
g
Scientific
 Sub
jects
を
贈
ら
れ
る 。
（
怜
6
:
4
6,
 
D
5

|
4
6
3
)
 

American
 Bible
 Society
終
身
会
員
と
な
る 。
(
J::1239)

ヒ
ン
ズ
デ
イ
ル
か
ら
の
帰
途 、

明
治
二
年
（
一
八
六
九）
二
十
七
歳

モ
ソ
ソ
ン
の
日
本
人
を
訪
問 、
こ
の
日
ア
ー

モ
ス
ト

に
帰
る 。
（
ゆ
6
:
.J
5
)

（
陰
暦
十
二
月
四
日）
江
戸
の
新
島
民
治 、
鎗
屋
甚
右
衛
門
を
通
じ一
八
六
七
年
十
二
月
二
十
五
日
付 、

Harschel ,
 

七
五
三
太
か
ら
送
っ
て
き
た
写
真
を
渡
す
と
共
に 、
ア

の
求
め
に
応
じ
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
話

に
学
ぶ
二
人
の
日
本
人
に
つ
い
て
も
ふ
れ

一
八
六
八
年

57 



五
月
十
日

五
月
六
日

五
月
一

日

四
月
二
十
八
日

三
月
二
十
一

日

（
陰
暦
三
月
二
十
日
）

仏
教
諸
宗、

連
合
し
て

耶
蘇
教
禁
制
を
建
白。

陰
暦――一
月
二
十
三
日
に

再
度
建
白。
(
H
l
2
:

父
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
り、

家
族
が
安
中
に
移
っ

た
こ

と、

来、

東
京
に
戻
り、

母
の
病
気
が
回
復
し
た
こ

と、

民
治
は
昨
年
十
月
以

旧
藩
主
の
家
令
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
（

怜
6
:
5
1

)
 

ホ
ラ
ン
ド
よ
り
両
親
宛
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
書
く。
「
今
週
新
島
は
大
喜
び
し
ま
し
た
。

か
ら
音
信
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、

や
っ
と
手
紙
が
来
た
か
ら
で
す。

こ
の
間、

ま
し
た
。

多
く
の

変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す。

彼
に
オ
ラ
ン
ダ
語
と
漢
学
を
教
え
た
先
生
は、

〔
？
〕

の
指
揮
官
を
つ
と
め
ま
し
た
。

新
島
の
弟
は
藩
主
の
息
子
に
漢
学
を
教
え
て
い
ま
す。

彼
の
両
親
は
首
都
に
お

け
る
動
乱
に
巻
き
こ
ま
れ
な
い
た
め
に、

江
戸
を
引
ぎ
払
っ
て
田
舎
に
移
り
ま
し
た
。

前
便
で
は
新
島
の
お
母
さ
ん
は

重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

母
上
は
ご
快
復。

祖
父
は
八
十
四
歳
で
存
命
中」
(
D
27
:
1
2)
 

ハ

ー
デ
ィ
の
友
人
が
日
本
へ

行
く
の
で
、

父
宛
の
手
紙
を
書
く。

帰
国
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
本
を
翻
訳
し
た
い

こ
と、

「
聖
人
の
明
道
を
修
め
我
国
人
を
し
て
人
間
閑
可
か
ら
さ
る
の
道
を
知
ら
し
め
ん
と
存
じ」

と
述
べ
る
。
「
尺
振

＊
（
怜
3

ら8)

で
は
五
月
七
日
と
な
っ
て
い
る。

7
5
)
 

ケ
ー
プ
・
コ
ッ
ド
に
一

泊
し、

翌
日
ア
ー
モ
ス
ト
に
帰
る
。
（
怜
6
ぃ

50)

ち
寄
り、

夫
妻
と
食
事
を
共
に
す
る
。
（

怜
6
"
50)

（
陰
暦
二
月
九
日
）

民
治
よ
り
七
五
三
太
に
発
信、

家
族
の
近
況、

激
動
す
る
日
本
の
状
況
を
伝
え
る
。
(
""f
640)

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
父
親
夫
婦
の
金
婚
式
に
招
か
れ、

る
。
（
曲
6
:
4
7)
 

J

の
動
乱
で
官
軍

ケ
ー
プ
・
コ
ッ
ド
に
行
く
途
中、

ボ
ス
ト
ソ
の
ハ

ー
デ
ィ
家
に
立

一

年
以
上
に

わ
た

り
故
国

日
本
に
は
恐
る
べ

ぎ
革
命
が
起
こ
り
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1869年

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

六
月
二
日

五
月
二
十
一

日

五
月
二
十
三
日

五
月
＝一
十
一
日
頃

五
月

五
月
二
十
七
日

ホ
ラ
ン
ド
よ
り
ラ
テ
ソ

語
を
習
う
。
(
D
27
:
1
4
)
 

伝
え
る
。
(
D
27
:
1
4
)
 

行
き、

T
ざ
e
B
a
m
m
e
rs
 o
f
 C
r
oss

を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し、

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
礼
状
を
出
す。
（
怜
6
:
 
5
1
)
 

「
分
離
術」

の
ノ
ー
ト
の
冒
頭
に

こ
の
頃、

プ
ラ
ウ
ン

博
士
夫
妻
Sa
m
u
el

R
o
b
bi
n
s
 Bro
w
n

が
新
島
を
訪
れ、

父
か
ら
受
信、

維
新
の
政
変
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
ら
れ
る
。

ま
た
一

八
六
九
年
九
月
に
父
か
ら
ハ

ー
デ
ィ
に
宛
て
た

（
陰
暦
四
月
十
二
日
）

新
島
民
治、

横
浜
北
方
村
に
住
む
尺
振
八
に
依
頼
し
て
七
五
三
太
宛
に
手
紙
を
出
す。

家
族
の

こ
と、

国
内
の
変
動
に
つ
い
て
書
き、

草
花
の
種
に
つ
い
て
は
津
田
仙
の
隣
家
の
植
木
屋
に
頼
ん
で
集
め
て
も
ら
い
、

尺
に
頼
ん
で
送
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
(
h1
7
09)

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
ぎ、

眼
も
良
く
な
り、

の
休
暇
は
鉱
石
採
集
の
た
め
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
ハ
ッ

ダ
ム
、

フ
リ
ン
ト
牧
師
の
家
で
休
暇
を
過
ご
す
心
算
で
あ
る
と
伝
え
る
。
（

怜
6
:
5
2
)
 

ホ
ラ
ソ
ド
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
を
卒
業。

日
光
の
強
い
日
で
も
サ
ソ
グ
ラ
ス
な
し
で
外
出
で
き
る
こ
と、

次

チ
ェ
ス
タ
ー
、

ア
ー
モ
ス
ト
で
一

泊
す
る
。

彼
ら
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ゴ
シ
ョ
ン
に

ア
ー
モ
ス
ト
高
校
の
校
長
に
な
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
を、

両
親
に

新
島
民
治、

東
京
を
発
ち、

安
中
に
向
か
う
。
(

""}
6
4
1
)

礼
状
の
英
訳
を
ハ

ー
デ
ィ
に
送
る
。
（

怜
6
:
5
1)
 

七
月
一

日、

日
本
へ
宜
教
に
向
か
う
。
（

怜
6

ふ2)

サ
イ
ン
す
る
。

約
忍
の
サ
イ
ン
の
最
初
か
。
（

廿
8
6
5
)

ハ

リ
ス
教
授
の
化
学
ノ
ー
ト

「
千
八
百
六
拾
九
年
五
月
二
十
七
日
／
新
島
約
琵」

と

八
君
よ
り
も
一

害
到
来」

し
た
と
書
く。
（
ゆ
竺
6
8
)
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七
月
十
三
日

七
月
五
日

ド
君、

あ
れ
は
残
留
放
電
だ
ね
』

と
言
っ
た
」
(

D
2
7
:
 
2
3
)
 

「
走
っ
て
き
た
子
供
が
い
き
な

六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

ハ
月
二
十
三
日

六
月
二
十
二
日

杉
田
廉
卿
に
写
真
を
届
け
て
ほ
し
い
、

と
頼
む。
（
怜
3
:
 
7
5
)
 

六
月
十
六
日

六
月
十
五
日

安
中
の
雙
六
に
手
紙
を
忠
く。

む
な
し
く
「
光
陰
を
消
し
候
事
実
に
…
…
気
毒
千
万
…
…
大
人
方
へ
貴
殿
之
洋
学
修
業

之
相
叶
候
様
色
々
相
談
申
上
候」

も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
く
と
も
体
を
鍛
え、

病
気
を
し
な
い
よ
う
留
意
し
て
ほ
し
い
、

い
ず
れ
帰
国
し
た
ら
貴
殿
の
希
望
の
叶
う
よ
う
に
努
力
し
た
い
、

と
記
す。
（
怜3
:
7
4
)
 

横
浜
に
向
か
う
ブ
ラ
ウ
ン
に
託
し
て
民
治
に
手
紙
を
書
き、

弟
の
雙
六
を
プ
ラ
ウ
ソ
の
下
で
習
わ
せ
て
ほ
し
い
こ
と、

ホ
ラ
ン
ド
は
両
親
へ
の
手
紙
の
中
で
「
〔
ボ
ス
ト
ン
か
ら
〕

帰
っ
て
か
ら
は、

絵
を
描
く
こ
と、

手
紙
を
書
く
こ
と、

室
友
に
ラ
テ
ン
語
を
教
え
る
こ
と
で
つ
ぶ
れ
ま
し
た
。

新
島
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す。

ぽ
く
た
ち
は

ハ

ー
ク
ネ
ス
の
ラ
テ
ソ
語
読
本
を
殆
ど
完
了
し
ま
し
た
。

彼
は
き
わ
め
て
勤
勉
で
す」
(

D
2
7
:
 1
5
)
 

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
写
真
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
礼
状
を
書
く。
（
ゆ
6

ふ
3
)

（
陰
暦
五
月
二
十
日
）

薩
摩
藩
の
米
国
留
学
生、

大
原
令
之
助
•

松
村
淳
蔵
ら
六
名、

れ、
「

壱
人
壱
ヶ
月
洋
銀
六
百
元」

を
支
給
さ
れ
る
。
(
J
2
6
 :
 1
9
2,
 

2
2
7
)
 

政
府
留
学
生
と
し
て

認
可
さ

（
陰
暦
五
月
二
十
一

日
）

日
本
最
初
の
小
学
校、

京
都
上
二
七
番
小
学
校
〔
柳
池
校
〕

開
校。
(
J
7

竺
2
7
)

彼
は
ユ
ー
モ
ア
の
感
覚
が
鋭
か
っ
た
。

米
国
独
立
記
念
日
の
翌
日
の
こ
の
日、

街
頭
で

り
か
ん
し
ゃ
く
玉
を
嗚
ら
し
た
。

新
島
は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
わ
た
し
〔
ホ
ラ
ン
ド
〕

の
方
を
む
ぎ、

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
は
日
本
伝
道
を
年
会
に
提
案
す
る
こ

と
を
決
定、

『
ね
ぇ
、

ホ
ラ
ン

＊

ラ
イ
デ
ソ
瓶
の
放
電
の
あ
と、

か
す
か
に
第
二
次
の
放
電
が
起
こ
る
こ
と
が
時
々
あ
る
と
い
う。

独
立
記
念
日
に
ア
ー
モ
ス
ト

で
も
花
火
を
打
ち
上
げ
て
祝
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る。

中
国
に
脈
近
予
定
の

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
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1869年

七
月
十
六
日

七
月
十
五
日

七
月
二
十
一
日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日

ン
に
着
き、

ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
。
（
ゆ
6

ら
4
)

図
書
館、

州
議
会
議
事
堂
に
案
内
さ
れ
る
。
（
怜6

ら
4
)

Da
niel
 Cros
b
y
 Gree
n
e

の
出
発
を
一

カ
月
延
期
す
る
。
(
E
8
ぶ2•
F
4
 :
 
1
4
)
 

こ
の

年、

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
中
国
派
遣
宜
教
師
H
・
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト

本
に
立
ち
寄
り、

実
情
を
調
査、

ボ
ー
ド
に
日
本
へ
の
伝
道
開
始
を
進
言
す
る
。
(
E
8
:
2)
 

＊

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
A
mer
ican
Boar
d
 of
 Co
m
mission
ers
 for
 Forei
gn
 
Missions
 (
米
国
外
国
伝
道
委
員
会）

F
M
は
そ
の
略。

は、

一
八
一
0
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
古
い
超
教
派
的
な
外
国
伝
道
組
織
で
あ
る。

A
B
C

ア
ー
モ
ス
ト
を
朝
十
時
半
に
発
し、

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
向
か
う。

旧
知
の
D
.

E
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
を
訪
ね、

市
立

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ミ
ド
ル
ク
ウ
ン
ヘ

行
く。

ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
大
学
の
卒
業
式
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、

見
学
に
行
く。

会
堂
の
入
口
で
ハ

ダ
ム
か
ら
来
た
学
友
Ja
mes

Ol
ne
y
 A
veri
ll
 

う
べ
き
人、

新
島
の
欲
し
が
っ
て
い
る
鉱
物
の
手
に
入
る
場
所
を
教
え
て
も
ら
う。

フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
で
対
岸
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
砂
岩
採
石
場
へ
行
く。

恐
竜
の
足
跡
の
化
石
を
沢
山
見
つ
け
た
が
、

事

務
所
の
人
は
一

つ
も
く
れ
な
か
っ
た
。

午
後
六
時
発
の
船
で
ミ
ド
ル
ク
ウ
ソ
を
発
ち、

激
し
い
雷
雨
の
中
を
ハ

ダ
ム
に

到
着
す
る
。

W
.

B
氏
の
好
意
で
食
事
と
部
屋
を
提
供
さ
れ
る
。
（
怜6

ふ
4
)

ハ

ダ
ム
を
出
発、

歩
い
て
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
に
向
か
う。

午
後
約
一

七
マ
イ
ル
歩
い
た
が
、

鱒
釣
り
や
イ
チ
ゴ
摘
み
に

か
な
り
の
時
間
を
費
や
す。

ノ
ー
ス
・
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
農
家
で
一

夜
を
過
ご
す。
（
怜
6

ら
4
)

ハ

ダ
ム
行
き
の
汽
船
を
待
っ
間
に、

に
会
い、

朝
激
し
い
雨
だ
っ
た
が
、

午
後
晴
れ
あ
が
り、

暑
く
な
る
。

小
川
で
シ
ャ
ツ
と
靴
下
の
洗
濯
を
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
卒
業
式
を
中
央
教
会
に
見
に
行
く。

式
場
で
吉
田
〔
伴
七
郎、

本
名
・

種
子
島
敬
輔〕

大
原
令
之
助

ハ

ダ
ム
で
会

He
nr
y
 Bl
o
d
ge
tt

が

帰
国
の
途
中、

日
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八
月
十
二
日

八
月
十一
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
七
日

九
月
二
日

九
月
三
日

九
月
十
二
日

九
月
十
二
日

九
月
十
四
日

を
さ
ぐ
る。
（
怜6
ふ8)

（
陰
暦
七
月
二
十
六
日）
新
島
雙
六
は
こ
の
日
付
の
手
紙
の
中
で、
神
田
孝
平、
吉
田
賢
輔、
杉
田
廉
卿、
松
本
良
純、

川
田
剛
ら
の
消
息
を
伝
え
る。
川
田
に
つ
い
て
「
当
節
は
山
田
文
作
と
改
名
し、
神
田
小
川
町
上
屋
敷
に
住
す」
ま
た

杉
田
廉
卿
に
つ
い
て
は
「
重
病
に
て
玄
端
君
沼
津
え
連
れ
帰
り
候
由」
と
書
く。
(

T
3
1
6
5
)

（
陰
暦
七
月
二
十
七
日）
民
治、
安
食
〔
粟
津〕
桂
二
郎
に
依
頼
し
て
七
五
三
太
に
手
紙
を
出
す。
（
廿1709)

（
陰
暦
八
月
七
日）
粟
津
桂
二
郎
の
添
え
状
を
付
し
た
新
島
の
手
紙
（
六
月
十
五
日
付）
が
民
治
の
元
に
届
け
ら
れ
る。

（
廿1709)

ア
ー
モ
ス
ト
の
学
友
た
ち
と
ワ
ー
ナ
ー
山
Mt.

Wa
rner
に
登
り、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ベ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ソ
の
キ
リ
ス
ト
教
集
会
に
出
席
す
る
？

も
あ
っ
た。
（
ゆ
6

ら
6
)

〔
本
名・
吉
原
重
俊〕
と
い
う
二
人
の
日
本
人
に
会
う。
鉱
物
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
と
美
術
館
を
訪
問
す
る。
（
怜
5
:

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
か
ら
八
マ
イ
ル
離
れ
た
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
石
灰
石
採
石
場
を
訪
れ、
良
い
標
本
を
見
つ
け
る。

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ソ
（一
夜
半
日）

！
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ソ
ス
（
二
夜一
日）
ー
�
ウ
エ
ス
ト
・
ハ
ー
ウ
ィ
ッ
チ
（
三
•
五

日)
|
↓
チ
ャ
ク
ム
に
到
着。
夏
休
み
の
残
り
を
此
処
で
過
ご
す。
（
怜
6
:
 
5
5
)
 

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
家
族
と
四
マ
イ
ル
離
れ
た
オ
ー
リ
ソ
ズ
に
行
き、

近
所
の
人
々
と
小
舟
で一
〇
マ
イ
ル
沖
ま
で
出
か
け、

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
で一
泊
す
る。
（
曲6
ふ
5
)

5
4
)
 

イ
チ
ゴ
を一
四
ク
オ
ー
ツ
摘
む。
（
怜
6
:
 
5
5
)
 

タ
ラ
を
六
十
七
匹
も
釣
る。
中
に
は一
ヤ
ー
ド
を
超
え
る
も
の

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
河
岸
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
遺
跡

（」い
1
2
1
5
)
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十
二
月
八
日

年，

 

68

十
一

月
十
八
日

十
月
二
十
四
日

十
一

月
一

日

十
一

月
二
十
九
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
十
一

日

十
月

十
月
七
日

九
月
二
十
六
日

D
.

C
・

グ
リ
ー
ン
夫
妻、

横
浜
に
到
着
す
る
。
(
E
B
:
2)
 

着、

シ
ー
リ
ー
教
授
宅
に
泊
ま
る
。
（
怜
6
:
5
9
)
 

（
陰
暦
十
月
十
五
日
）

横
浜
の
粟
津
桂
二
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
弁
治、

民
治
親
子
に
会
う。
(

J

10
 :
 3
0
)
 

一

八
六
九
年
六
月
十
五
日
付
の
新
島
書
簡
を
民

ァ
ー
モ
ス
ト
高
校
の
校
長
に
な
っ
た
ホ
ラ
ソ
ド
よ
り
両
親
へ
の
手
紙
に
「
新
島
が
ケ
ー
キ
を
片
付
け
る
の
を
手
伝
っ
て

く
れ
ま
す。

…
…
ジ
ョ
セ
フ
〔
新
島〕

は
愛
す
べ

ぎ、

善
良
な
男
で
す。

も
っ
と
健
康
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

S
a
m
u
el
 C.
 
B
artl
ett

ら
の
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
ぎ
日
本
伝

道
の
開
始
を
決
定。

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
が
最
初
の
日
本
派
遣
宣
教
師
に
指
名
さ
れ
る
。
(
E
S
:
2)
 

プ
ラ
ウ
ン
牧
師
夫
妻、

ミ
ス
・

キ
ダ
ー
は
、

六
日
に
横
浜
を
出
発、

新
潟
に
向
か
う
途
中、

安
中
の
本
陣
に
泊
ま
り、

T
h
e
 A
m
eri
ca
n
 
Missi
o
n
a
r

y
 S
o
ci
et
y

セ
ク
レ
タ
リ
ー
の
説
教
を
聞
き、

感
銘
を
受
け
る
。
（
ゆ
6
:
5
8
)
 

（
陰
暦
九
月
二
十
八
日
）

新
島
雙
六、

昌
平
坂
学
問
所
に
入
学
の
た
め
安
中
を
発
つ
。

陰
暦
十
月
二
十
七
日
入
寮
す
る
。

(
J::1
677)
 

治
ま
で
取
り
次
い
だ
こ
と
を
通
知
し、

す
る
。
(
r642)

土
曜
日、

か
つ
速
や
か
に
帰
国
し
て
福
音
を
講
じ、

神
の
大
道
を
教
喩
す
る
よ
う
に
希
望

朝
寝
過
ご
し
た
た
め
午
前
の
汽
車
に
乗
り
遅
れ、

午
後一―一
時
ボ
ス
ト
ソ

発
の
汽
車
に
乗
る
。

夜
七
時
ア
ー
モ
ス
ト
に
到

十
一

月
下
旬
に
ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
招
待
さ
れ、

滞
在
し
た
こ
と
へ
の
礼
状
を
出
す。
（
ゆ
6

ふ
9
)

H
.

S
・

テ
イ
ラ
ー
船
長、

東
ボ
ス
ト
ソ
港
に
お
い
て
岸
壁
と
フ
ェ
リ
ー
ポ
ー
ト
の
問
に
挟
ま
れ
て
死
亡
す

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
は
S
.

C
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト

彼
は
勉
強
を
し
す
ぎ
る
の
で
す」
(
D
27
:
 1
5
)
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十
二
月
十
三
日

十
二
月
二

十
一

日

1

5
)
 

朝、

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
死
亡
を
知
る
。

電
報
局
で
間
違
い
の
な
い
こ
と
を
確
か
め
て、

こ
の
年、

長
と
な
る
。

新
島
は
、

ボ
ス
ト
ン
ヘ

向
か
う。

ホ
ラ
ソ
ド
は
ア
ー
モ
ス
ト
高
校
の
校
長
に
就
任
す
る
が
、

三
カ
月
で
辞
任
し、

ウ
エ
ス
ト
ボ
ロ
ー
高
校
の
校

ホ
ラ
ソ
ド
が
ア
ー
モ
ス
ト
を
去
る
ま
で
、

彼
に
つ
い
て
ラ
テ
ソ
語
の
勉
強
を
続
け
る
。
(
D
27
:

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
遺
族
に
慰
め
の
手
紙
を
書
く。
（
怜
6

ら
I
)

61,
 
�
10
 :
 107)
 

る
。
（
怜
6

51)

（
怜
6
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1869-1870年

四
月
一

日

三
月
二
十
五
日

三
月
三
十
一
日

二
月
十
八
日

二
月
六
日

一
月
二
十
九
日

一
月
七
日

109)
 

金
躍
日、

病
気
は
だ
い
ぶ
ん
回
復
し、

こ
の
日
よ
り
戸
外
に
出
て、

シ
ー
リ
ー
宅
の
庭
を
歩
く
ま
で
に
な
る。
（
怜
10

養
し
呉」

候。
（
怜
3

:
 
8
5
)
 

こ
と
を
伝
え
る
。
（
ゆ3

ら
1,

�6
:
 70)
 

ミ
ス
・

キ
ダ
ー
か
ら
手
紙
が
届
く。

昨
年
秋、

新
潟
へ
向
か
う
途
中、

安
中
に
立
ち
寄
り
新
島
民
治
・

雙
六
を
訪
う
た

A
m
erica
n
 Tract
 Societ
y

終
身
会
員
と
な
る。
(

J:
1
2
4
0
)

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
旧
師
w
.

B
・
グ
レ
イ
プ
ス
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
H
.
A
・
ス
チ
ム
ソ
ソ
に
手
紙

を
送
り、

彼
の
日
曜
学
校
の
子
供
た
ち
の
た
め、

日
本
の
宗
教
や
習
慣、

教
育
等
に
つ
い
て
説
明
す
る。
（
ゆ6

ら
5
)

ミ
ス
・
キ
ダ
ー
の
手
紙
を
友
人
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め、

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
送
る
。
（
ゆ6
:
70)
 

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
き、

リ
ュ
ー
マ
チ
の
た
め
こ
こ
三
週
問
ば
か
り
シ
ー
リ
ー
教
授
宅
に
厄
介
に
な
っ
て
い
る

こ
と、

教
授
夫
人
か
ら
親
身
な
看
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
す。
（
怜6

ふ
l
)

「
三
月
よ
り
悪
ぎ
風
邪
及
熱
病
を
や
み
て
兎
角
身
体
虚
弱、

已
む
事
を
得
ず
同
八
月
迄
廃
学
致
し
居
候、

然
し
病
気
中

に
は
『
ア
ー
モ
ス
ト
』

大
学
之
教
師
ジ
ュ
ー
リ
ヨ
ス
・
エ
ッ
チ
・
シ
ー
レ
と
〔
申〕

者
…
…
自
身
之
家
へ
引
取
り
厚
加

D
.
C
・
グ
リ
ー
ソ
夫
妻、

プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
博
士
の
勧
め
に
よ
り、

神
戸
に
移
り、

中
山
手
通
六
丁
目
二
十
二
番
地
に

住
む。

神
戸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置、

ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
マ
ザ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
と
な
る。
(
E
S
:
3)
 

明
治
三
年
（
一

八
七
0
)

二
十
八
歳

65 



四
月
十
三
日

四
月
十
七
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
二
日

七
月
十
二
日

四
月
七
日

四
月
五
日

ク
ラ
ス
・

デ
ー
に
級
友
か
ら
選
ば
れ
て
日
本
語
で
演
説
す
る
。
（
怜
10

羞
9
8
)

こ
の
頃
の
こ
と
か
。

(

J

37
 :
 1
5
2
)
 

と
害
く。
（
怜
3
:
 80)

 

の
上
旬
ニ
ハ

元
之
如
く
健
全
二

相
成
候」
（
怜
3
:

8
5
)
 

ニ
ペ
ー
ジ
読
み
、

午
後、

静
か
に
瞑
想
に
ふ
け
る
。
（
怜
6
:

74)

 

フ
リ
ン
ト
夫
妻
が
集
会
に
行
っ
て
い
る
間、

同
家
の
留
守
番
を
す
る
。

朝、

T
h
e

E
a
rl
y
 D
a
y
 o
f
 Eli
s
h
a

を
二
、

シ
ー
リ
ー
教
授
の
長
女
エ

リ
ザ
ベ
ス
に
手
紙
を
書
く。

ヒ
ソ
ズ
デ
イ
ル
到
着
の
こ
と、

毎
日
夜
九
時
間
眠
り、

昼
寝
を

一
、

二
時
間
し
て
い
る
こ
と、

体
調
は
良
い
が
、

愚
か
で
怠
惰
な
生
活
を
送
っ
て
い
る、

「
日
々
山
二

登
り
木
の
実
を
拾
ひ
渓
水
に
魚
を
釣
り、

折
々
に
は
紙
筆
を
尚
仕
た
く
し
山
水
の
風
景
を
画
き
…・・・
九
月

雙
六
に
手
紙
を
書
き、

横
浜
に
出
て
英
学
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
。

ま
た、

写
し
た
箱
楯
脱
出
時
の
扮
装
写
真
を
同
封
す
る
。
「
杉
田
君
重
病
の
由
甚
気
之
毒
千
万」
「
草
花
の
種
槌
二

落
手
仕
候」

＊

杉
田
廉
卿
（
一
八
四
五
1
一
八
七
0)

は
明
治
三
年
に
沼
津
で
亡
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る。

二
十
五
歳。
(

E
2
6
:

1
2,
 

1
5
)

日
本
の
植
物
種
子
百
個
を
w
.
S

・

ク
ラ
ー
ク
学
長
の
い
る
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
立
農
科
大
学
に
寄
付
す
る
の
は
、

フ
リ
ソ
ト
牧
師
の
住
む
ヒ
ソ
ズ
デ
イ
ル
に
向
か
う。
（
怜
6

ふ
3
)

＊
（
ゆ
6
:
72)

で
は
四
月
八
日
と
あ
る。

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
害
き、

病
気
は
だ
い
ぶ
ん
回
復
し
た
こ
と、

秋
か
ら
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校

T
h
e
ol
o
gi
c
al
 Se
mi
n
ar
y

へ
進
学
さ
せ
て
く
だ
さ
る
と
の
申
し
出
に
、

心
か
ら
の
感
謝
を
述
べ
る
。
（
怜
6
:
72)

 

新
島
民
治
・

雙
六
の
手
紙
（
明
治
二
年
七
月
二
十
六
日
付
）

が
到
着
す
る
。
（
怜3
:
80)

 

A
n
d
o
v
er
 

と
伝
え
る
。
（
怜
6
:
 73)

 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
学
生
に
所
望
さ
れ
て
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1870年

九
月
十
八
日

九
月

九
月
九
日

八
月
十
日

七
月
十
四
日

七
月
二
十
五
日

十
月
十
一
日

十
月
二
十
五
日

十
月
三
十
日

シ
ー
リ
ー
教
授
夫
妻
に
手
紙
を
書
き、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
卒
業
式、

B
ac
hel
or
of
 Scie
nce
 [
B.
 
C.
]

の
称
号
を
得
る
。
（
ゆ1
"
4・

怜
10
:
398)
 

ヒ

そ
ス
デ
イ
ル
に
予
定
通
り
到
着
し
た
こ
と、

夫
妻
の
キ
リ
ス
ト
教
的
隣
人
愛

に
満
ち
た
親
切
に
対
し
厚
く
礼
を
述
べ
る。

日
本
を
去
っ
た
と
き
よ
り
ア
ー
モ
ス
ト
を
去
っ
た
と
き
の
方
が
残
念
で
あ

＊

後
年、

新
島
が
帰
国
す
る
際、

シ
ー
リ
ー
教
授
は
彼
を
評
し
て
「
金
を
メ
ッ
キ
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
言
っ
た
と
い

う。
(
�
10
:
82)
 

（
陰
暦
七
月
十
四
日）

新
島
弁
治、

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
手
紙
を
書
き、

こ
の
冬
以
来
の
病
気
で
遅
れ
た
大
学
で
の
勉
強
を
取
り
戻
す
た
め、

夏
休
み
中
フ
リ

ソ
ト
牧
師
の
家
で
過
ご
し
た
こ
と、

明
日、

こ
こ
を
出
発
し
て
ア
ー
モ
ス
ト
に
帰
り、

ツ
ー
リ
ー
教
授
と
安
息
日
を
過

ご
す
こ
と、

万
事
う
ま
く
ゆ
け
ば
来
週
火
曜
日
か
水
曜
日
に
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
行
き
た
い
こ
と
等
を
記
す。

〔
講
義
開
始
か
〕

Hist
orical
St
u
d
y
 of
 t
he
 Scri
pt
ure

の
筆
記
を
始
め
る
。
(
J::892)

（
陰
暦
九
月
十
七
日）

新
島
民
治、

家
督
を
相
続
す
る
。

六
十
一

歳。
（
廿1726、

廿1727)

フ
リ
ソ

新
島
民
治、

粟
津
桂
二
郎
を
通
じ
て
ヒ
ソ
ズ
デ
イ
ル
に
滞
在
中
の
新
島
書
簡
（
四
月
二
十
二
日
付）

と
箱
楯
脱
出
時
の

扮
装
写
真
を
受
け
取
る
。
(
T643)

ホ
ラ
ソ
ド
は
両
親
に
宛
て
次
の
よ
う
に
書
く。
「
木
曜
日
に
は
ジ
ョ
ゼ
フ
新
島
か
ら
手
紙
が

き
ま
し
た。

彼
は
ア
ソ
ド

ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す。

彼
は
今
目
を
わ
ず
ら
っ
て
い
ま
す。

相
当
悪
化
し
た
た
め、

読
む
こ
と
が
殆
ど

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
入
学
す
る
。
（
吟1
:
 4,
 E
 14
 :13)
 

ト
夫
人
は
七
週
問
ほ
ど
病
床
に
あ
る
旨
も
伝
え
る
。
（
怜6

心7)

こ
、

f

つ

と
伝
え
る
。
（
怜
6

ふ
5
)

コ
レ
ラ
に
よ
り
死
亡。

八
十
六
歳。
（
廿1679)
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十
二
月
二
十
七
日

十
二
月
二
十
六
日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
四
日

十
一
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
四
日

十
一
月
二
十
七
日

を
述
べ
る
。
（
怜6

ふ8)

で
き
な
い
ほ
ど
で
す。

…
…
彼
は
手
紙
の
中
に
写
真
を
一

枚
同
封
し
て
い
ま
す
が、

こ
れ
は
ス
リ
ッ
。ハ
を
送
っ
て
く
れ

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
か
ら
収
穫
感
謝
祭
に
招
待
さ
れ
る
。

こ
の
頃、

（
陰
暦
閏
十
月
五
日）

森
有
礼、

ホ
ラ
ソ
ド
か
ら
も
招
待
さ
れ
る
。
(
D
27
:
17)
 

ワ
シ
ソ
ト
ン
駐
在
少
弁
務
使
と
な
り、

米
利
堅
交
際
事
務、

留
学
生
管
轄
を
命
じ
ら

れ
る
。

十
二
月
二
十
四
日
（
陰
暦
十
一

月
三
日）

横
浜
発、

赴
任
す
る
。
(

J49
|2
:
 843)
 

ホ
ラ
ン
ド
よ
り
両
親
に
発
信
「
収
穫
感
謝
祭
も
終
わ
り
ま
し
た。

新
島
は
ウ
ェ
ス
ト
ボ
ロ
を
訪
問
す
る
か
も
し
れ
な
い、

も
し
来
ら
れ
な
け
れ
ば
春
に
は
き
っ
と
訪
問
す
る
か
ら、

と
書
い
て
き
ま
し
た。

彼
は
来
ま
せ
ん
で
し
た。

心
配
し
て

A
m
erica
n
 S
u
n
da
y
 Sc
h
ool
 U
ni
o
n

の
終
身
会
員
に
な
る。
（
廿1241)

（
陰
暦
十
一

月
一

日）

新
島
家
は、

安
中
藩
政
庁
よ
り
家
禄
現
米
九
石
を
永
世
下
賜
す
る
旨
の
奉
書
半
切
を
受
け
取

る
。
(
T643)

ア
ー
モ
ス
ト
の
シ
ー
リ
ー
教
授
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
に
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ソ
ト
と
し
て
時
計
を
送
っ
た

こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(
T2317)

ハ
ー
デ
ィ
家
に
招
か
れ、

そ
の
家
族
と
共
に
夕
を
過
ご
す。
（
栂6

ふ8)

ボ
ス
ト
ン
よ
り
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
る
。

シ
ー
リ
ー
教
授
に
宛
て、

教
授
夫
人
か
ら
贈
ら
れ
た
時
計
に
つ
い
て
の
礼

い
た
通
り、

ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
方
に
行
っ
た
の
で
す」
(
D
27
:
 17)
 

た
妹
さ
ん
に、

と
い
う
こ
と
で
す」
(
D
27
:
16)
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1870-1871年

二
月
六
日

一
月
二
十
日

一
月
二
十
五
日

一
月
二
十
九
日

一
月
二
十
九
日

一
月
三
十
一
日

二
月
四
日

二
月
五
日

一
月
十
日

一
月
七
日

お
か
げ
で
冷
た
い
風
に
当
た
ら
ず
に
ハ
ー
デ
ィ
家
に
た
ど
り
着
く。
（
怜
6

:

 81
)

ら
の
友
人

W
illia
m
He
nr
y
 H
u
b
bar
d
 

月
曜
日、

学
友
の
助
け
を
得
て
旅
行
の
準
備
を
し、

午
後
の
二
番
列
車
で
ボ
ス
ト
ン
に
向
か
う。

ア
ー
モ
ス
ト
時
代
か

と
同
行
す
る。

ボ
ス
ト
ソ
の
駅
で
は
ハ
ー
デ
ィ
家
の
橡
が
待
っ
て
お
り、

デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド

ー
・
ヒ
ド
ソ
に
会
う。
（
曲
6

:

80
)

s
.

H
・
テ
イ
ラ
ー
校
長
の
葬
式
が
行
わ
れ
る。
（
ゆ
6

ぃ

80)

冬、

リ
ュ
ー
マ
チ
に
か
か
り、

数
週
間
何
も
で
き
な
い
状
態
が
続
く。
（
怜10
:
 114)
 

（
陰
暦
十
一

月
十
七
日）

新
島
民
治、

隠
居
願
い
を
藩
庁
に
差
し
出
す。
（
廿1677,

r643)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

自
分
の
病
気
や
痛
み
を
通
じ、

苦
し
み、

死
に
か
け
て
い
る
救
い
主
に
前
以
上
に
共

こ
の
頃、

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
近
郊
の
ロ
ー
レ
ン
ス
に
行
ぎ、

日
本
へ
送
る
た
め
写
真
を
撮
影
す
る。
（
怜3
"
85)

雙
六
の
手
紙
（
明
治一
二
年
八
月
五
日
付）

を
受
け
取
り、

祖
父
の
弁
治
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
る。
（
怜
3

:

84)
 

死
し、

次
の
火
曜
日
に
葬
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る。
（
怜
6

:

79
)

（
陰
暦
十
二
月
九
日）

新
島
雙
六、

東
京
よ
り
安
中
へ
帰
る
途
中、

本
庄
付
近
で
吐
血
す
る。
（
廿1722)

（
陰
暦
十
二
月
十
四
日）

雙
六、

家
督
を
相
続、

現
米
九
石
を
襲
禄
す
る。
（
廿1677,

....1::15s1,

r643
)

ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
出
し、

祖
父
が
死
ん
だ
こ
と、

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
S
.
H
・
テ
イ
ラ
ー
校
長
が
急

感
を
覚
え
る、

と
記
す。
（
ゆ6
:
79
)

明
治
四
年
（
一

八
七
一
）

二
十
九
歳
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二
月
十
日

二
月
十
一

日

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
五
日

三
月
三
日

三
月
十
五
日

其
レ
ノ
ミ
な
ら
ず
小
生
頗
独
一

真
神
の
…
…
耶
蘇
福
音
を
攻
め
候
間
：
…·
何
レ

帰
国
之
上
心
力
を
喝
し
此
道
を
伝
へ
ん

と
す
：·
…
何
卒
先
生
政
府
之
有
司
と
内
々

御
談
判
被
成
小
生
帰
国
之
義
相
叶
候
様
御
周
旋
被
下
候
ハ
、

小
生
＝

於
而
万

雙
六
に
手
紙
を
書
き、

写
真
数
枚
を
同
封
す
る
。

の
ち
帰
国
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と、

ま
た
「
兄
之
帰
朝
之
義
は
如
何
致
而
宜
ろ
し
き
哉
…
…
政
府
之
許
免
を
受
け
ず

夜
半
に
箱
楯
よ
り
出
港
せ
し
故、

其
罪
国
刑
を
免
れ
さ
る
を
不
得」

と
記
す。

こ
の
手
紙
は
横
浜
の
バ
ラ
を
経
て
安
中

（
陰
暦
一

月
四
日
）

黒
田
清
隆
開
拓
使
次
官、

留
学
生
山
川
健
次
郎
ら
七
名
を
連
れ
て
渡
米
す
る
。

七
月
二
十
四
日
帰

飯
田
逸
之
助
に

発
信、

再
び
帰
国
の
方
法
に
つ
ぎ
相
談
す
る
。

文
末
に

相
成
り、

ハ

ー
デ
ィ

家
に
引
ぎ
取
ら
れ
て
療
養
し
て
い
る
こ
と
を
ミ
ス
・
ヒ
ド

何
卒
先
生
之
周
旋
を
わ
ず
ら
わ
し
度
候」
「
且

い
ま
ァ
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
在
学、

あ
と
二
年
ほ
ど
留
学
し
た

亜
国
大
統
領
の
保
護
を
得
て
日
本
へ

帰
る
べ

き
が
宜
し
き
と、

若
し
日
本
人
刑
を
加
へ
ば
亜
人
の
大
統
領
よ

り
宜
し
き
所
置
の
有
之
候、

右
の
段
如
何
し
て
宜
し
き
や」

と
記
す
。
（
怜
3

羞0)

宜
教
師
O
•

H
・

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
夫
妻

Orra
m
el

Hi
n
c
kl
e
y
 G
uli
c
k
 
神
戸
に
到
着
す
る
。
(
E
1
)
 

ワ
シ
ソ
ト
ソ
駐
在
少
弁
務
使
•

森
有
礼
と
ボ
ス
ト
ソ
で
会
う
。

森
は
、

新
島
が
帰
国
の
請
願
を
す
れ
ば、

こ
れ
を
日
本

政
府
に
取
り
次
い
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
る
よ
う
に
斡
旋
す
る
、

と
言
う。

ま
た、

国。
(

G
3
:

5
)
 

の
口
口
屋
周
助
ま
で
送
ら
れ
る
。
（
怜
3
:
 
8
5
)
 

謝
之
至
二

候」
（
船
3
:

84)
 

飯
田
逸
之
助
に
手
紙
を
書
く。
「
小
生
帰
国
一

条
如
何
致
し
て
宜
き
哉

ン
に
知
ら
せ
る
。
（
怜
6

ら
1,

E
 14
 :
 
1

3
)
 

炎
症
性
リ
ュ

ー
マ
チ
と
眼
病
が
悪
化
し
た
た
め
、

ハ

ー
デ
ィ
に
対
し
、

新
島
の
た
め
に

「
小
生
の
亜
国
に
於
て
の
親
友
中
に
、

亜
人
と
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1871年

四
月
一
日

三
月
三
十
一
日

四
月
二
日

四
月
三
日

月
二
十
八
日

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
七
日

風
俗、

習
慣
に
つ
い
て
話
を
す
る。
（
怜
6

ら3)

こ

17)
新
島
は
ホ
ラ
ソ
ド
の
と
こ
ろ
に
一

泊
し、

彼
の
案
内
で
州
立
感
化
院
や
日
曜
学
校
な
ど一＿一
カ
所
で
話
を
す
る。

午
後、

ホ
ラ
ン
ド
と
ウ
エ
ス
ト
ボ
ロ
ー
の

Re
fo
rme
d
Sc
hool

に
行
く。

監
督
者
が
丁
寧
に
案
内
す
る。
（
怜6
る

83)

日
曜
学
校
で
教
え
る
た
め、

朝、

村
人
た
ち
と
再
び
Ref0
日1e
d
Sc
hool
へ
行
く。

放
課
後、

生
徒
た
ち
に
日
本
の

ホ
ラ
ン
ド
が
校
長
を
し
て
い
る
ウ
エ
ス
ト
ポ
ロ
ー
の
高
校
を
見
学、

午
後
は
一

人
で
過
ご
す。
（
怜6"
83
)

w
.

J
・
ホ
ラ
ソ
ド
の
住
む
ゥ
ニ
ス
ト
ボ
ロ
ー
を
訪
ね
る。
（
怜6"
83
)

に
出
席
す
る。
（
怜
6
:
83
)

本
人
で
い
た
い
の
だ、

と
記
す。
（
怜6"
82)

聞
く。

こ
れ
に
よ
り、

支
出
し
た
費
用
の
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
る。

新
島
は
ま
た
日
本
政
府
高
官
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
見
解
を

日
本
が
遠
か
ら
ず
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
宜
教
師
に
開
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
感
触
を
得
る。

（
陰
暦―
一
月
一

日）

(
D
27
 

フ
リ
ン
ト
夫
人
に
手
紙
を
害
き、

森
少
弁
務
使
に
会
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

も
し
ハ
ー
デ
ィ
が
森
の

申
し
出
に
応
じ
た
場
合、

自
分
は
日
本
政
府
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と、

自
分
は
神
よ
り
の
務
め
を
果
た
す
た
め
自
由
な
日

新
島
雙
六
の
養
子
と
し
て
安
中
藩
植
栗
義
達
二
男
・
椋
弥
（
の
ち
公
義）

を
届
け
出
る。
(
J:1677)

こ
の
頃、
ハ
ー
デ
ィ
の
紹
介
で
船
員
チ
ャ
ペ
ル
（
セ
イ
レ
ム
・
ス
ト
リ
ー
ト
）

と
チ
ェ
ル
シ
ー
病
院
で
の
船
員
祈
躊
会

（
陰
暦
二
月
七
日）

新
島
雙
六
没、

二
十
五
歳。

安
中
妙
光
院
に
葬
る。
(
J::1677,

J::1679)
 

T
he
 glass
 factor
y
 at
 East
 Ca
mbri
d
ge

と
い
う
英
文
の
メ
モ
を
作
る。
（
廿
lll
l
)

る｝
2
)

（
怜6
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五
月
二
十
日

五
月
十
八
日

五
月
十
六
日

五
月
六
日

四
月
二
十一
日

四
月
五
日

送
る。
(

J

62
 : 7
3
)
 

迎
会
を
催
し、
新
島
も
陪
席
し
た」
(
D27:
17)
 

H
.
S
・
テ
イ
ラ
ー
船
長
未
亡
人
よ
り
船
長
の
形
見
と
し
て
Z.
Bo
wditch,
 
The
 
Ne
w
 A
merican
 Practical
 

（
陰
暦
三
月
二
日）
京
都
の
洋
学
所、
元
長
州
藩
邸
の
勧
業
場
内
に
移
転
し
て、
欧
学
舎
と
改
称。
(
H
ll:
5
8
)
 

（
陰
暦
三
月
十
七
日）
勝
海
舟
「
…
…
米
国
留
学、
私
に
行
き
た
る
者
所
置
の
事
等
談
ず」
(

J

31
|19
羞12)

森
有
礼
に
呼
ば
れ
て
ア
ー
モ
ス
ト
に
行
ぎ、
彼
と
二
日
間
過
ご
す。
森
よ
り、
ア
メ
リ
カ
風
の
学
校
を
日
本
に
つ
く
り、

そ
れ
を
監
督
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
る。
新
島
は
計
画
に
は
賛
成
し
た
が、
監
督
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

は
確
答
し
な
か
っ
た。
新
島
の
目
的
は
祖
国
に
福
音
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る。
（
怜6
ら
4
)

「
森
は
一
人
の
日
本
人
を
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
に
入
学
さ
せ
る
た
め
に
出
掛
け
た
の
で
あ
る。
こ
の
時
シ
ー

リ
ー
教
授
は、
伯
父
の
L
.
p
．
ヒ
コ
ッ
ク
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ー
モ
ス
ト
の
知
識
人
を
招
じ
て
森
弁
務
使
の
歓

こ
の
頃、

森
有
礼
は
ア
メ
リ
カ
訪
問
中
の
黒
田
清
隆
に
新
島
の
人
物
に
つ
き
紹
介
す
る
〔
か〕。
（
廿
1
5
7
8
)

D
.
C
・
グ
リ
ー
ソ
と
O
•
H
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
日
本
の
信
教
の
自
由
を
求
め
る
訴
え
を
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
に

（
陰
暦
四
月
二
日）
森
有
礼
よ
り
外
務
省
に
宛
て、
新
島
七
五
三
太
の
戸
籍
を
糾
し、

国
外
脱
出
の
罪
を
許
し
て
「
渡

海
留
学
免
状」
を
渡
さ
れ
た
い
旨
を
申
立
て
る。
そ
の
文
中
で
新
島
に
つ
き
「
当
国
人
民
害
生
中
ニ
テ
モ
却
テ
彼
ヲ
標

準
卜
致
シ
候
様
子
二
相
聞
へ
候」
「
同
人
儀
脱
走
ノ
節
ハ
御
国
内
未
ク
渡
海
等
ノ
規
則
モ
一
定
不
致、
総
鉢
御一
新
ノ
罪

、
、
、
、

過
ハ
科
二
因
リ
御
赦
免
相
成
候
義
二
付
…
…
免
状
御
渡
相
成
候
儀
ハ
強
テ
差
支
リ
モ
無レ
之
哉
卜
存
候」
「
是
迄
ノ
留

、
、
、
、
、
、
、
、
、

学
生
中
ニ
ハ
実
二
希
有
之
儀
二
付・・・・・・
政
府
ョ
リ
被二
差
出ー
候
留
学
生
卜
被二
仰
付一
度」
と
あ
る。
(
H16,
]34
|3:
 

Navi
gator
を
贈
ら
れ
る。
(

D
5
:
 
5
4
)
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1871年

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十一
日

六
月
十
八
日

六
月
十
三
日

五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
六
日

（
陰
暦
五
月
六
日）
大
学
南
校
よ
り
安
中
の
留
守
宅
に

な
ど
の
地
域
を
廻
っ
て
化
石
や
鉱
物
を
採
集
し
た
い
こ
と、

七
月一
日

ュ
チ
カ
近
郊
の
友
人
か
ら
招
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ホ
ラ
ソ
ド、
家
族
に
宛
て
新
島
が
ア
ー
モ
ス
ト
で
森
有
礼
に
会
っ
た
こ
と
を
伝
え
る。
(
D27:
 17)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
く。
パ
ス
ボ
ー
ト
を
得
る
た
め
に
帰
朝
請
願
害
を
書
い
た
け
れ
ど
も、

仰
を
隠
し
た
ま
ま
帰
国
し
た
く
な
い
こ
と、
政
府
か
ら
の
干
渉
を
避
け
る
た
め
に
新
島
の
存
在
を
公
然
と
知
ら
せ
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
の
で、
請
願
害
は
提
出
し
な
い
こ
と
に
し
た
と
伝
え
る。
ま
た
政
府
の
奨
学
金
を
得
る
よ
り
も、

ハ
ー
デ
ィ
の
庇
護
を
受
け
た
い
と
も
書
く。
（
怜6:
8
4,
 

�
10:
 117)
 

（
陰
暦
五
月一
日）
川
田
剛、
渡
米
す
る
名
古
屋
藩
士
丹
羽
昭
陽
に
新
島
宛
書
簡
を
託
す。
雙
六
死
亡
の
こ
と、
渡
米

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
送
り、
休
暇
中
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝、

る。
ま
た
費
用
の
一
部
は
日
本
に
つ
い
て
講
演
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
記
す。
（
ゆ6:
86)
 

調
勿
々
可
被
申
出
旨
御
達
有
之」
こ
の
た
め
藩
庁
（
東
京）

届
け
出
る。
(
...1::1678)

(
E
2
9
)
 

「
此
度
弁
務
使
申
立
二
而
更
二
留
学
被
仰
付
候、
同
人
年
齢
取

を
通
じ、

キ
リ
ス
ト
教
の
信

ト
レ
ソ
ト
ソ
の
滝、

（
陰
暦
五
月
十
九
日）、
外
務
省
に

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
イ
ラ
ー
よ
り、
教
え
子
た
ち
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
S
.
H
・
テ
イ
ラ
ー
校
長
の
追
悼
録
(̂
A

Me
morial
 of
 Sa
muel
 
Harvey
 Tay
lor"

を
贈
ら
れ
る。

ュ
チ
カ

し
た
門
人
の
鳥
取
藩
士
池
田
某、
佐
賀
藩
士
多
久
某
に
つ
い
て
依
頼、
一
度
帰
国
し
て
は
ど
う
か
等
を
記
す。
(

T
6
4
4
)

新
島
椋
弥、
家
督
を
相
続
す
る。
(
l::1680)

6
5
9
)
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七
月
十
二
日

七
月
上
旬

七
月
六
日

六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

新
島
民
治、

藩
庁
よ
り
呼
び
出
さ
れ
て
次
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
る
。

へ

送
付
す
る
。
(
H
l
6,

J
 34
|3

ら
5
9
)

（
陰
暦
五
月
十―――
日
）

安
中
藩
庁
の
小
田
稔
権
大
属
は
外
務
省
よ
り
呼
び
出
さ
れ、

在
米
の
新
島
七
五一――
太
の
藩
籍、

身
分
等
に
つ
き
脇
屋
大
録
よ
り
尋
ね
ら
れ
る
。

さ
ら
に
米
国
と
の
文
通
に
際
し
て
外
務
省
の
公
便
利
用
の
便
宜
を
は
か

つ
て
も
良
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
旨
を
小
田
（
陰
暦
五
月
二
十
二
日
）

よ
り
民
治
（
同
二
十
六
日
）

へ
通
知
す
る
。

（

廿
1
7
2
2
)

こ
の
日、

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
の
日
本
語
教
師
・

市
川
栄
之
助、

神
戸
で
逮
捕
さ
れ
る
。
(
E
S
:
4
)
 

（
陰
暦
五
月
十
九
日
）

安
中
藩
権
大
属
小
田
稔
を
通
じ
外
務
省
へ

新
島
七
五
三
太
の

学
科
修
業
中、

米
船
に
乗
組
み
渡
米、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
入
学」

御
達
有
之
候」

と
伝
え
る
。

こ
の
こ
と
は
安
中
の
新
島
椋
弥
ま
で
伝
達
（
陰
暦
六
月
二
十
日
）

さ
れ
る
。
(

1::
1
6
7
8
)

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
兄
弟
の
家
の
あ
る
レ
オ
ミ
ソ
ス
タ
ー

よ
り
小
田
を
呼
び
出
し、

新
島
の
米
国
留
学
申
付
状
を
渡
す
と
共
に
「
留
学
中
入
費
都
而
朝
廷
与
被
下
候
旨
も
為
心
得

神
学
校
の
夏
期
休
暇
始
ま
る
。
（
怜
6
:
 
8
5
)
 

「
藩
籍
を
確
認
し、

箱
楯
で
海
軍

の
こ
と
を
書
面
に
し
て
提
出
す
る
。

即
刻、

弁
官

L
e
o
mi
nst
e
r,
 

M
ass.
 
で
五
日
問
過
ご
す。

教
会
や
日
曜
学

校
で
日
本
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

教
会
で
の
通
常
の
礼
拝
の
席
上、

人
々
の
前
で
話
を
し
た
の
は
初
め
て
で
、

日
本
の

歴
史、

国
民
の
最
近
の
変
化
や
進
歩
に
つ
い
て
話
す。
夕
方
の
日
曜
学
校
で
の
話
も
子
供
た
ち
に
喜
ば
れ
た
。
（
怜
6
:
8
7
)
 

（
陰
暦
五
月
二
十
五
日
）

新
島
七
五
三
太
留
学
の
件
に
つ
き
渡
航
免
状、

留
学
免
状
を
取
り
ま
と
め
弁
官
よ
り
外
務
省

「
倅
七
五
三
太
義
米
利
堅
政
府
与
外
務
省
江
倅
修

業
も
熟
達
い
た
し
候
趣
懸
合
に
相
成
候
付
御
藩
御
呼
出
二

而
御
尋
之
趣
二

而
猶
又
被
為
命
所
も
可
有
之
之
趣
有
之
候
段

政
府
与
御
沙
汰
之
趣
且
又
文
通
等
差
出
候
ハ
、

同
所
江
差
遣
候
ハ
、

外
務
省
江
御
頼
相
成
候
趣
被
申
聞
候」
（
廿
1
7
2
2
)
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1871年

六
！
七
月

（
陰
暦
五
月）

五
月

米
国
留
学
免
許
候
事

米
国
留
学
申
付
候
事

右
之
者
此
度
海
外
旅
行
之
義
願
出
候
問
差
許
申
候
就
而
ハ

通
行
無
差
支
様
御
免
許
被
下
且
差
掛
要
用
之
義
ハ

相
当
之
御

明
治
四
辛
未

大
日
本
国
外
務
卿

沢
従
三
位

扶
助
被
下
候
様
其
筋
江
依
頼
い
た
し
候

消
原
宜
嘉

安
中
藩

辛
未
五
月

弁

官

辛
未
五
月

大

学

免

状

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

〔

印
〕

占
判

.

•

•

.

.

 

,

＇

 

新
島
七
五
三
太

（
陰
暦
五
月
二
十
六
日
）

新
品
七
五
三
太
の
留
学
継
続
を
許
可
す
る
に
つ
き、

そ
の
年
齢
を
届
け
出
る
よ
う
大
学
南
校

よ
り
新
島
株
弥
に
申
し
渡
す。
（
陰
膵
六
月
十
五
日、

藩
庁
よ
り
椋
弥
に
逹
せ
ら
れ
る
）
（
h1
722)

（
陰
暦
五
月
二
十
七
日
）

民
治
よ
り
七
五
三
太
に
手
紙
で
、

藩
籍
確
認
に
つ
い
て
の
詳
細
を
知
ら
せ
る
。
(
""f
64
5)

安
中
藩
貫
族

新
島
七
五
三
太

辛
未
二
十
九
歳

新
島
七
五
三
太

（
怜
10
:
口
蔀
心
潤．
」い1
722)
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八
月
三
日

八
月
一

日

七
月
下
旬

七
月
十
八
日

七
月
十
六
・
七
日

七
月
十
四
日

七
月
十
五
日

七
月
中
旬

月
十＿―-
日
の
項
参
照
〕
（
J::1
722)

夕
刻、

-
1
瀑
布、

ウ
ォ
ー
ク
ー
ヴ
ィ
ル
、

る

89)

う。
（
�
6
:
89)
 

一
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
ト
ロ
イ
に
滞
在、

な
景
色
を
見
な
が
ら
一

人
で
山
を
下
る。

日
記
に
三
行
の
英
詩
を
書
く。

く。
（
ふ
6

ら7)

（
全
長
四
・

七
五
マ
イ
ル
）

ア
ー
モ
ス
ト
の
シ
ー
リ
ー
教
授
宅
に
二
日
半
滞
在、

大
学
の
卒
業
式
に
出
席
し、

楽
し
む。
（
怜
6

ら7)

ボ
ス
ト
ソ
11
オ
ル
バ
ニ
ー
鉄
道
会
社
が
掘
っ

て
い

る
フ
ー
サ

ク
・

ト
ソ
ネ
ル

る
。

東
側
よ
り
入
り、

ト
ソ
ネ
ル
内
で
出
会
っ
た
ボ
ス
ト
ソ

港
の

練
習
船
の

先
生
と
一

緒
に

中
央
ツ
ャ
フ
ト
ま
で
行

前
夜
か
ら
フ
ー
サ
ク
山

H
o
osa
c

M
o
u
nt9i
n

山
中
で
一

夜
を
過
ご
し、

早
朝
食
事
を
し
て
四
時
半
に
出
発、

雄
大

朝
六
時
前
に
ノ
ー
ス
・

ア
ダ
ム
ズ
に
着
く。

靴
工
場
の
中
国
人
た
ち
を
訪
問、

リ
ー
ダ
ー
の

A
h
Si
n
g

以
外
は
英
語

を
話
せ
な
い
の
で
筆
談
を
す
る
。

彼
ら
は
中
国
様
式
の
生
活
を
守
っ
て
い
た
。
（
怜
6
:
87
1
89)
 

三
人
の

日
本
人
留
学
生
（
目
賀
田
種
太
郎
・

松
本
荘
一

郎
・

山
田
要
吉
）

オ
ル
バ
ニ
ー
に
四
時
間
滞
在
し、

医
科
大
学、

州
立
地
質
学
室、

州
庁
を
見
物
し、

ニ
ュ

ー
ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
、

カ
ー
ク
ラ
ソ
ド
に
向
か
う。

こ
の
頃
よ
り
八
月
上
旬
ま
で
カ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
住
む
ァ
ー
モ
ス
ト
大
学
時
代
の
友
人
G
.

E
・

サ
ザ
ラ
ン
ド

Ea
st
o
n
 S
ut
he
rl
a
n
d

の
家
で
二
週
間
過
ご
す。

こ
こ
を
根
拠
地
に
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
、

ト
レ
ソ
ト
ソ

瀑
布
を
見
物
す
る
。
（
怜
6

ら
9
)

（
陰
暦
六
月
十
五
日
）

七
五＿―-
太
米
国
留
学
に
つ

き
年
齢
取
り
調
べ
の
こ
と、

藩
庁
よ
り
椋
弥
に
伝
達
さ

れ
る
。

〔
七

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ
ク
ポ
ー
ト
に
到
着、

七
日
ま
で
滞
在
す
る
。
（
ゆ
6

:

8
6
)

 

ダ
ン
ズ
ヴ
ィ
ル
、

に

会

G
e
or
g
e
 

オ
リ
ス
カ

（
ゆ
6

を
見
物
す
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1871年

九
月
二
日

九
月

八
月
二
十
二
日

八
月
十
八
日

八
月
十
五
日

八
月

八
月
六
日

＊

（
陰
暦
六
月
二
十
日
）

七
五
三
太
の
藩
籍、

渡
米
事
情
を
外
務
省
に
書
面
で
提
出
し
た
こ
と、

弁
官
よ
り
留
学
申
付
状

の
受
け
取
り、

官
骰
支
給
の
こ
と
等
が
藩
庁
よ
り
椋
弥
に
伝
達
さ
れ
る。
〔
七
月
六
日
の
項
参
照〕
（
廿
1

72
2
)

ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布
を
見
物
す
る。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
吊
橋
を
出
発、

カ
ナ
ダ
側
に
あ
る
瀑
布
博
物
館
の
所
有
者
バ
ー
ネ
ッ
ト

二
日
滞
在、

馬
車
を
提
供
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
点
か
ら
滝
を
観
察
す
る。

ま
た
無
神
論
の
ド
イ
ツ
人
青
年
と
出
会
い、

議
論
を
す
る。

バ
ー
ネ
ッ
ト
と
滝
を
背
に
し
て
写
真
を
撮
影
す
る。
（
怜6
:
90,

:@:
10
:
 i:i
m
唸
洒
口）

オ
ソ
タ
リ
オ
湖
を
渡
っ
て
カ
ナ
ダ
側
の
い
く
つ
か
の
地
点
に
立
ち
寄
る。
（
怜6
:
 9
1)
 

工
バ

ど
ス
・
ミ
ル
ズ
よ
り
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
出
し、

同
所
の
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
学
生
の
家
に
滞
在
し
て

い
る
こ
と、

翌
日
(
+
九
日
）

夜、

話
を
頼
ま
れ
て
い
る
の
で、

そ
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
る。

森
有
礼
よ
り
こ
の
日
付
で、

留
学
免
許
状
と
バ
ス
ポ
ー
ト
を
郵
送
し
て
く
る。
(

T
3
1
5
5
)

旅
行
か
ら
帰
る
と
川
田
剛
が
丹
羽
昭
陽
に
託
し
た
手
紙
が
届
い
て
い
た。

弟
・

雙
六
の
死
を
簡
単
に
伝
え、

父
親
が
悲

し
ん
で
い
る
の
で
機
会
を
見
て
帰
国
し
て
は
ど
う
か、

と
い
う
文
面
で
あ
っ
た。

ま
た
今
学
期
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
i

ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
た
日
本
人
か
ら、

最
近
江
戸
か
ら
来
た
日
本
人
が
ボ
ス
ト
ソ
・

土
曜
日、

ポ
ス
ト
ソ
ヘ
行
き、

因
州
侯
の
大
参
事
池
田
徳
潤
に
面
会、

弟
の
死
亡
に
つ
い
て
尋
ね
る
が

事
相
分
兼
候、

然
ツ
彼
所
に
て
池
田
の
同
藩
原
長
政
〔
の
ち
原
六
郎〕

薩
州
佐
土
原
の
大
公
子
島
津
忠
亮、

清
水
様
従

五
位
御
嫡
子
等
の
御
方
々
へ
対
顔」

し、

五
日
朝
〔
実
際
は
四
日
朝〕

ま
で
池
田
の
ホ
テ
ル
に
同
宿
す
る。
（
ゆ3
:
 91
)
 

（
怜3
:
 9
1,
 

�
6
 : 9
1
)

に
よ
れ
ば
四
日
朝
ま
で
滞
在
し
た
こ
と
に
な
る。

ハ
イ
ラ
ン
ド
に
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る。
（
怜6
:
9
1
)
 

（
曲6
"
86)

Ba
rn
ett
 

「
一

切
病
気
の

と
知
り
合
い、
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十
月
九
日

十
月
七
日

十
月
一

日

九
月
五
日

九
月
四
日

九
月
二
日

九
月
三
日

九
月
十
七
日

九
月
二
十
七
日

（
陰
暦
八
月
二
十＿―-
日
）

宣
教
師
バ
ラ、

新
島
書
簡
（
一

八
七
0
年
四
月
二
十
二
日、

を
民
治
に
届
け
る
。
(

h
1
7
0
9
)

（
陰
暦
八
月
二
十
五
日
）

夜
四
ッ

時
（
午
後
十
時）

す
ぎ、

新
島
民
治
に
東
京
よ
り
通
知
が
届
く。

地
開
拓
御
用
の
た
め
至
急
呼
び
寄
せ
る
よ
う、

文
部
省
で
決
定。
(
G
4
:
1
)
 

「
今
般
非
常
之
御

一

八
七
一

年
二
月
十
一

日
付
）

（
陰
暦
八
月
十
七
日
）

新
島
七
五
三
太
お
よ
び
旧
鹿
児
島
藩
士
野
村
市
助
・

湯
地
治
右
衛
門
〔
定
基
〕

の
三
名
を
蝦
夷

う
の
で
、

そ
の
際
説
明
し
た
い
、

と
返
害
を
書
く。
（
怜
6

ら2)

A
・
ハ

ー
デ
ィ
か
ら
パ

ス
ボ
ー
ト
を
見
せ
る
よ
う
に
と
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と、

来
週
セ
イ
レ
ム
で
会
え
る
と
思

帰
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜
6
:
9
1
)
 

日
本
政
府
よ
り
バ
ス
ポ
ー
ト
を
送
っ
て
き
た
こ
と、

M
"
‘
 

,
"
／
 

一
ュ

ー
ヨ
ー
ク

カ
ナ
ダ
か
ら
地
質
学
の
標
本
を
沢
山
持
っ
て

十
一

日、

父
親
に
届
く。
（
ゆ3
:
 91,
 

J:
1

72
2
)
 

も
御
察
し
可
被
下
候」
＄
怜
3
:
 91,
 

3t
6
 
:
 9
1
)
 

（
陰
暦
七
月
十
八
日
）

大
学
を
廃
し、

文
部
省
を
創
設
す
る
。

(

J

9
7
 :
 4
7)

月
曜
日、

池
田、

テ
イ
ラ
ー
船
長
夫
人
と
一

緒
に
安
息
日
を
過
ご
す。
（
怜
6
:
 91
)
 

ス
テ
ィ
ッ

街
に
ハ

ー
デ
ィ

JL
を
訪
ね、

は
か
ら
ず
も
父
か
ら
の
手
紙
を
渡
さ
れ
る
。

弟
の
死
を
伝
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。
「
残
念
至
極
言
語
二

難
堪
え
…·
：
小
子
年
来
之
希
望
空
く
春
雪
之
如
く
消
行

き
し
は
万
里
同
情
大
人
二

於

民
治
に
手
紙
を
書
き、

弟
の
死
を
悼
む。

ま
た
森
有
礼
の
尽
力
に
よ
っ
て
留
学
許
可
状、

旅
券
の
入
手
を
伝
え
る
。

さ

ら
に
、

い
っ
た
ん
乗
り
出
し
た
う
え
は
学
業
の
成
る
ま
で
帰
国
す
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。

こ
の
手
紙
は
十
月

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
書
き、

弟
が
死
ん
だ
こ
と、

事
情
を
知
る
た
め
ポ
ス
ト
ソ
に
い
る
日
本
人
を
訪
ね
た
こ
と、
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1871年

十
月
十
四
日

十
月
十
七
日

十
月
二
十
九
日

十
一

月
七
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
一
日

十
二
月
二
十
三
日

十
月

十
月
上
旬

(
E
l
2
:
 11
8)
 

本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
6
"
94)

詮
議
ヲ
以
テ
前
罪
御
赦
宥
相
成
候
間
当
人
親
元
江
前
文
之
御
趣
意
奉
体
ッ
早
々
帰
朝
ス
ヘ
キ
ノ
書
状
遣
ッ
呉
候
様
極
急

御
申
遣
給
度
候
也

開
拓
使」

と
い
う
も
の
で、

民
治
は
そ
の
場
で
書
状
を
認
め、

飛
脚
に
渡
す。
（
廿1
722)

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
第
六
十
二
年
会
が
セ
イ
レ
ム
で
開
か
れ、

新
島
も
出
席、

Jero
m
e
 
De
a
n
 
D
a
vis
 
と
初
め
て
会
う。

こ
の
大
会
で
日
本
に
信
教
の
自
由

を
求
め
る
よ
う
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
決
議
を
行
う。
（
曲
2

ら75,

:@:6
 : 92,
 94,
 E
 12
 : 117,
 
J

 62
 :
76)
 

（
陰
暦
九
月
一

日
）

熊
本
洋
学
校
開
校。

L
.

L
・

ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
教
育
に
あ
た
る
。

(

J

6
 : 541)
 

（
陰
暦
九
月
四
日
）

米
国
留
学
生
新
島
七
五
三
太
・

湯
地
治
右
衛
門
・

野
村
市
助
の
三
名、

開
拓
使
御
用
に
つ
き、

至

急
帰
国
す
る
よ
う
森
弁
務
使
に
通
知
が
出
さ
れ
る
。

(

J

49
|2
 :
 841)
 

（
陰
暦
九
月
十
六
日
）

勝
海
舟
「
寺
島
外
務
大
輔
へ

外
国
へ

私
に
行
候
者、

所
置
相
談」
(

J

31
|1
9

羞
51)

山
本
八
重、

兄
の
覚
馬
を
頼
っ
て
入
京
す
る
。

母
•

佐
久、

姪
・

峰
を
同
伴。
(
D
6
:
4
0)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

目
下。ハ
ー
ク
教
授

E
d
war
ds

A
m
as
a
 P
ar
k
 

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
集
会
で
は
話
が
で
き
な
か
っ
た
旨、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

神
戸
に
到
着、

グ
リ
ー
ソ
、

の
講
義
を
聞
き、

そ
れ
に
関
す
る

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
よ
り
ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
き、

次
の
日
曜
日
〔
十
二
月
＝―
日
〕
セ
イ
レ
ム
の
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船

長
の
と
こ
ろ
へ
行
く
か
も
知
れ
な
い
の
で、

も
し
ォ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
・

チ
ャ
ー
チ
の
礼
拝
に
出
席
し
な
か
っ
た
場
合、

ス
ミ
ス
牧
師
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い、

と
頼
む。
（
曲
6
"
94)

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ら
に
迎
え
ら
れ、

彼
ら
の
宿
舎
に
入
る
。

（
陰
暦
十
一

月
十
二
日
）

岩
倉
特
命
全
権
大
使
ら
ア
メ
リ
カ
号
に
乗
り、

横
浜
を
出
港
す
る
。

(

J

50
 :
 328)
 

本
に
向
か
う
J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス

ハ
ー
デ
ィ
お
よ
び
宜
教
師
と
し
て
日
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十
二

月
二

十
四
日

こ
の
年、

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ウ
ヴ
ァ
1
号、

る。
(

D
5
:

7
1
)

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ソ
ド
沖
で
座
礁、

廃
船
と
な
る。
（
怜
IO
羞
8
1
)

友
人
の

Ro
deric
k

Te
rr
y

よ
り

W•
H.

Presco
t

t,
 
Histo
ry
 o
f
 th
e
 Co
n
q
uest
 o
f
 
Me
xico.

三
巻
を
贈
ら
れ
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1871-1872年

二
月
十
六
日

一
月
二
日

一
月
十
五
日

二
月
十
四
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
二
日

ボ
ス
ト
ソ
か
ら
フ
リ
ソ
ト
牧
師
に
手
紙
を
送
り、

岩
倉
使
節
団
に
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
ヮ

シ
ソ
ト
ソ
に
来
る
よ
う、

森
公
使
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と、

そ
れ
で
先
週
以
来、

そ
の
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
る

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
き、

神
学
校
に
帰
っ
て
い
る
こ
と、

寒
さ
と
悪
天
候
の
た
め、

あ
ま
り
校
外
に
出
ら
れ
な

い
こ
と、

ま
た
現
在
の
部
屋
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ホ
ー
ル
一

階
北
入
口
の
一

号
室
で
あ
り、

Wi
llia
m
 S.
 
Ho
wla
n
d

と
同
室
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る。
（
怜6:
9
5
)
 

勉
強
を
再
開
す
る
た
め
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
戻
る。
（
怜6:
9
5
)
 

こ
と
を
伝
え
る。
（
怜
6

:
 
9
5
)
 

り
太
政
官
へ
伺
い
書
を
差
し
出
す。
(

Hl
6
)

（
陰
暦
一

月
六
日
）

新
島
に
つ
い
て
「
先
般
御
用
二
付
帰
朝
御
達
相
成
候
処
同
人
儀
唯
今
帰
国
仕
候
テ
ハ
年
来
ノ
千
辛

万
苦
空
敷
相
成
格
別
ノ
実
用
ニ
ハ
相
立
申
間
敷、

例
テ
今
両
三
年
程
修
業
仕
度
：・・・・
森
少
弁
務
使
へ
申
出
同
使
ョ
リ
無

余
儀
相
見
候
趣
申
来
候」

そ
の
た
め
今
暫
く
留
学
を
許
可
し、

学
費
は
開
拓
使
よ
り
支
出
す
べ
ぎ
か
否
か、

文
部
省
よ

に
入
港
す
る。
(
E
16
羞）

（
陰
暦
十
二
月
六
日
）

岩
倉
大
使、

駐
日
米
国
公
使
C
.
E
・
デ
ロ
ソ
グ

る。
(
E
8

ふ,
J
 62
 :
 9
4
)
 

w
.

S
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
在
日
宣
教
師
団
に
よ
る
第
一

回
宜
教
師
総
会
が
神
戸
諏
訪
山
下
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
で
開
か
れ

明
治
五
年
（
一

八
七
二
）

三
十
歳

C.
 
E.
 
De
Lo
n
g

ら
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
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二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
七
日

二
月
二
十
九
日

―――
月
一
日

三
月
二
日

三
月
三
日

ニ
ー
三
月

二
月
二
十
六
日

ハ
ー
デ
ィ
家
に
四
日
（
月
曜
日
）

ま
で
滞
在
す
る。

（
陰
暦
一

月
十
七
日）

太
政
官
よ
り
開
拓
使
に
対
し、

有
用
の
見
込
み
あ
る
人
物
な
ら
ば、

新
島
の
帰
国
を
延
期
し、

（
陰
暦
一

月
十
八
日
）

黒
田
開
拓
次
官
よ
り
太
政
官
に
対
し、

新
島
の
留
学
費
は
大
蔵
省
よ
り
出
て
い
た
の
か、

（
陰
暦
一

月
十
九
日
）

大
蔵
省
よ
り
史
官
に
対
し、

新
島
の
学
費
に
つ
い
て
は、

か
ね
て
文
部
省
よ
り
別
紙
〔＿―-
月
一

日
の
項
参
照〕

の
よ
う
に
申
越
し
て
い
る。

ほ
か
の
留
学
生
は
一

年
一

千
ド
ル
で
あ
る。
(
H16)

（
陰
暦
一

月
二
十
一

日
）

岩
倉
使
節
団、

ワ
シ
ソ
ト
ソ
に
到
着
す
る。
(

J

33
|1
 :
4
2
4
)
 

新
島
の
学
費
に
つ
い
て
文
部
省
よ
り
大
蔵
省
へ
の
説
明
〔
別
紙
か
？·〕

|
ー'
新
島
は
自
費
留
学
の
と
こ
ろ
未
五
月
（
一

八
七
一

年
七
月
）

さ
ら
に
留
学
生
を
仰
付
け
ら
れ、

他
の
生
徒
と
同
様
に
留
学
費
を
支
給
さ
れ
る
の
で、

拝
命
の
月
日

を
申
越
す
よ
う
弁
務
使
へ
申
達
し
た
が、

未
だ
回
答
が
来
な
い
う
ち
に
〔
開
拓
使
よ
り〕

帰
朝
を
命
ぜ
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る。
(
Hl6)

ワ
シ
ソ
ト
ソ
の
日
本
公
使
館
よ
り
電
報
を
受
け
取
り、

岩
倉
使
節
団
に
協
力
す
る
た
め
召
喚
さ
れ
る。

こ
の
た
め、

タ

方
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
よ
り
ボ
ス
ト
ソ
に
行
き、

ツ
州
議
会
の
教
育
局
セ
ク
レ
タ
リ
ー
の
ホ
ワ
イ
ト
に
面
会
す
る
た
め
で
あ
る。
（
ゆ6:
99)
 

（
陰
暦
一

月
二
十
四
日
）

新
島
七
五一＿一
太
を
開
拓
使
へ
採
用
す
る
た
め、

帰
国
命
令
を
出
し
た
が、

な
お
二、

三
年
留

学
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り、

事
情
調
査
の
結
果、
「
同
人
願
ノ
趣
無
余
儀
情
実」

旨
を
黒
田
開
拓
次
官
よ
り
太
政
官
に
通
知
す
る。
(
Hl6)

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た

（
陰
暦
一

月）

元
安
中
藩
士
族
新
島
七
五
三
太
米
国
留
学
中
壬
申
正
月
よ
り
開
拓
使
管
轄
と
な
る。

た
だ
し
自
費゚

間
い
か
ほ
ど
支
給
し
て
い
た
の
か、

問
い
合
わ
せ
る。
(
H16)

定
額
金
を
も
っ
て
留
学
さ
せ
て
ほ
ど
う
か、

と
意
見
を
聞
く。
(
Hl6)

一

年
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1872年

三
月
九
日

三
月
十
日

月
八

日

三
月
四
日

＝一
月
七
日

あ
っ

た
。
（
怜
6
:
 9
9
)
 

公
使
館
に
行
き、

日
本
政
府
留
学
生
の
規
則
取
り
調
べ
の
会
合
に
出
席
す
る
。

森
公
使、

教
育
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。

新
島
の
主
な
仕
事
は
日
本
の
普
通
教
育
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
で

こ

の
日
よ
り
二
十
三
日
（
陰
暦
二
月
一

1
十
五
日
）

費
）

十
五
日
分
お
よ
び
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
よ
り
出
向
の
旅
費、

合
計
八
十
ニ
ド
ル
四
十
五
セ
ソ
ト
を
文
部
省
よ
り
支
給

さ
れ
る
。
(

J::
1
0
9
9
)

（
陰
暦
二
月
二
日
）

横
浜
海
岸
教
会
設
立
。

同
教
会
よ
り
「
美
国
留
学
大
徳
望
新
島
愛
兄」

1
28)
 

つ
い
て
話
を
す
る
。
（
ゆ
6
:
 9
6,
 

9
9
)
 

木
曜
日、

朝、

ワ
シ
ソ
ト
ン
到
着。

（
怜
6
"
9
6,

J
 2
5
 

い
っ
た
ん
日
本
公
使
館
に
入
り、

森
公
使
に
会
う。

午
後、

森
の
個
人
秘
書
C
.

ラ
ソ
マ
ン

C
h
a
rl
es

L
a
n
m
a
n

に
案
内
さ
れ
て
ヮ
ジ
ソ
ト
ン
か
ら
ニ
マ

イ
ル

離
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ソ
の

宿
所
に
行

く
。

ま
た
宿
所
に
近
い
ラ
ン
マ
ソ
の
家
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
の
女
子
留
学
生
の
津
田
梅
子
・

吉
益
亮
子
に
会
う
。

津

田
梅
子
は
新
島
の
古
い
学
校
友
達
で
あ
る
津
田
仙
の
娘
で
あ
っ
た
。

彼
女
ら
と
食
事
を
し、

ア
メ
リ
カ
式
生
活
様
式
に

朝、

ア
ー
リ
ソ
ト
ン
・
ハ

ウ
ス
に
お
い
て
森
の
紹
介
で
田
中
文
部
理
事
官
に
会
い
、

教
育
視
察
に
際
し
て
の
通
訳
を
依

頼
さ
れ
る
。

ま
た
同
室
で
十
二
名
の
在
米
日
本
人
留
学
生
に
会
い
、

彼
ら
の
留
学
生
規
則
取
り
調
べ
の
会
合
に
も
加
わ

る
。

ま
た
岩
倉
全
権
大
使
の
秘
書
官
・

田
辺
太
一

に
会
い
、

江
戸
で
の
友
人
二
人
の
消
息
を
聞
く。

ボ
ス
ト
ソ
を
発
つ
。
（
怜
6
:
 
9
9
)
 

(
G
3
 :
 1.
 

G
4
 :
 
4
1
)
 

田
中
理
事
官
と
協
議
の
結
果、

ま
で
の
ワ
シ
ソ
ト
ソ
滞
在
中
の
日
当
（
骨
折
料、

車
賃、

食
料

に
牧
師
就
任
を
求
め
る
招
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三
月
十
五
日

三
月
十
七
日

三
月
十
七
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
日

＊

文
部
理
事
官
随
行
差
許
状
（
明
治
五
年
一

月）

特
命
全
権
使
節
（
ゆ
1
0
:

口
諮
叫
潤）

田
中
ら
と
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・

イ
ン
ス
チ
チ
ュ

ー
シ
ョ
ソ
を
視
察
す
る
。

そ
の
後、

随
員
ら
と
別
れ、

リ
ソ
ト
ン
・
ハ

ウ
ス
で
彼
と
昼
食
を
す
ま
せ
、

国
民
教
育
に
つ
い
て一ー一
時
間
ば
か
り
話
し
合
う。

新
島
は
こ
こ
で
、

近

代
国
家
な
り、

市
民
で
あ
る
た
め
に
は
、

単
に
知
性
が
あ
る
の
み
で
は
な
く、

道
徳
上
の
主
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と、

キ
リ
ス
ト
教
こ
そ
が
民
を
治
め、

国
を
高
め
る
最
良
の
道
で
あ
る
、

と
語
る
。
（
怜
6
"
1
0
2
)

（
陰
暦
二
月
十
二
日
）

新
島
の
学
費
を
開
拓
使
よ
り
支
給
す
る
こ
と
に
つ

き、

黒
田
次
官
よ
り
森
少
弁
務
使
に
申
し
入

が
出
る
。

(

J

5
0

:

1
7
2
)
 

日
曜
日、

吹
雪
の
た
め
ワ
シ
ン
ト
ソ
の
ラ
ソ
キ
ソ
牧
師
の
教
会
に
行
け
な
い
の
で
、

近
く
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
行
く。

ま
た
田
中
理
事
官
と
よ
り
頻
繁
に
会
え
る
よ
う
に
す
る
た
め、

（
陰
暦
二
月
九
日
）

こ
の
日
「
大
使
公
信」

第一一一
号
に

た
い
旨
を
記
す。
（

栂
6
:
 101
)
 

晴、

田
中
理
事
官、

R
a
n
ki
n

を
訪
問
し
た
の
ち、

特
許
局
を
見
学
す
る
。

聘
状
を
出
す
。

(

J

2
2

|
l

心
5
1
)

「
三
等
書
記
官
ノ
心
得
ヲ
以
文
部
理
事
官
随
行
：·
…」

の
辞
令

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡

そ
の
随
行
員
と
共
に
教
育
局
長
官
の
イ
ー
ト
ソ
将
軍

Ge
n.

J
o
h
n
 Eat
o
n

を
訪
問
す
る
。

イ
ー

ト
ソ
に
案
内
さ
れ
て
近
く
の
女
学
校
を
見
学
す
る
。

午
後、

大
統
領
秘
書
の
バ
プ
コ
ッ
ク
将
軍
を
訪
れ
（
大
統
領
不
在
）

ホ
ワ
イ
ト
・
ハ

ウ
ス
を
見
学
す
る
。

ま
た
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
卒
業
生
の
ラ
ソ

キ
ソ
牧
師

Jere
mi
a
h

Ea
m
es
 

さ
ら
に
事
務
所
で
教
育
に
関
す
る
最
新
の
報
告
寓
を
入
手
す
る
。

ハ

ー
デ
ィ
夫
妻
に
手
紙
を
書
ぎ、

森
と
田
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
北
部
諸
学
校
の
視
察
が
終
わ
り
次
第、

り、

諸
国
の
教
育
制
度
を
調
査
す
る
の
で
、

そ
れ
に
同
行
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と、

夫
妻
に
そ
の
許
可
を
得

ワ
シ
ン
ト
ソ
に
移
る
こ
と
に
す
る
。
（
怜
6
:
 102)
 

田
中
の
宿
所
ア
ー
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1872年

一
月
二
十
八
日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
七
日

再
び
ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
に
手
紙
を
書
き、

前
夜
の
手
紙
で
ョ
ー
ロ
ッ
パ

行
き
の
是
非
に
つ
き
判
断
を
伺
っ

た
が、

慎
重
に

考
え
て
み
る
と、

そ
れ
が
本
当
に
良
い
の
か
ど
う
か、

わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。

だ
ん
拘
束
さ
れ
て、

神
へ
の
義
務
が
十
分
に
果
た
せ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
だ、

と
記
す。
（
怜
6
:

10
4)
 

木
戸
孝
允、

田
中、

イ
ー
ト
ン
お
よ
び
四
人
の
日
本
人
と
共
に
コ
ロ
ソ
ビ
ア
・

カ
レ
ッ
ジ
〔
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ソ
ト
ン

大
学
の
前
身
〕

を
参
観
す
る
。

午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
英
語
と
日
本
語
で
し
ゃ
べ
り
続
け
る
。

午
後
八
時
半、

使
節
団
の
宿
所
ア
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
ハ

ウ
ス
に
帰
り、

木
戸、

（
陰
暦
二
月
十
四
日
）

暴、

木
戸
は
日
記
に
「
…
…
今
日
西
島
〔
新
島
〕

始
て
面
会
す
同
人
は
七
八
年
前
学
業
に
志
し

脱
て
至
此
国
当
時
已
に
大
学
校
を
経
此
度
文
部
の
事
に
も
着
実
に
尽
力
せ

り
可
頼
の
一

友
な
り」

こ
の
日
一

日、

休
息
す
る
。

霧
の
ち
晴、

ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
よ
り、

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
父
娘

M
r.

Bi
rse
y
 Gra
nt
 N
ort
hr
o
p

 an
d
 
Miss
 H
arri
et
 E.
 C.
 
N
ort
hr
o
p

と
そ
の

友
人
ミ
ス
・
ペ

ー
ジ
に
案
内
さ
れ
て、

船
で
初
代
大
統
領
ヮ
ッ
ソ
ト
ソ
の
邸
宅
の
あ
る
マ

ウ
ン
ト
・
バ
ー
ノ
ソ
ヘ

行
く。

一

時
す
ぎ
に
百
人
以
上
の
訪
問
客
と
一

緒
に
上
陸、

バ

ー
カ
ー
博
士
夫
人

Ha
rri
et
Pa
r
k
er,
 
Mrs.
 
Pet
er
 Pa
r
k
er
 

の
用
意
し
て
く
れ
た
昼
食
を
ヮ
ジ
ソ
ト
ソ
の
家
の
前
で
食
べ
る
。

ヮ
シ
ソ
ト
ソ
の
墓
に
詣
で
る
。

(

1:
1
0
9
9
)

ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
に
手
紙
を
書
き、

（
陰
暦
二
月
十
九
日
）

晴、

木
戸
は
「
田
中
文
部
を
訪
い
西
島
等
と
談
す」
(

J

47
|2
 :
 1
5
1
)
 

す
る
手
紙
を
受
け
取
り、

感
謝
の
返
事
を
書
く。
（
怜
6
:
1
0
5
)
 

"
1
47)
 

れ
を
す
る
。
(
J
4
竺
842)

一

度
日
本
政
府
と
関
係
を
持
つ
と
だ
ん

イ
ー
ト
ン
ら
と
夕
食
を
取
り、

歓
談
す
る
。
（
怜
6
:
 
1
0
6
)
 

と
書
く
。

(

J

47
|2
 

日
本
の
使
節
に
随
行
し
て
ョ
ー
ロ
ッ
。ハ

視
察
に
行
く
こ
と
に
賛
成

田
中
理
事
官
は
ア
メ
リ
カ
人
の
家
庭
生
活
を
見
た
が
っ
て
い
る
の
で、

ボ
ス
ト
ソ
に
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四
月
一

日

三
月
三
十
一

日

三
1
四
月

月

行
っ
た
際、
泊
め
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か、
と
頼
む。
ま
た
教
育
者
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
と
使
節
団
の
会
見
に
立
ち
合
っ

て、
そ
の
意
見
を
ノ
ー
ト
に
取
っ
た
こ
と
を
記
す。
さ
ら
に
木
戸
副
使
と
も
し
ば
し
ば
会
っ
て、
教
育
問
題
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
て
い
る
旨
を
報
告
す
る。
（
怜
6:
 1
0
7,
 

�
10
 : 1
4
8
)
 

パ
ー
カ
ー
博
士
の
家
族
と
メ
ッ
チ
ャ
ー
ス
牧
師
の
教
会
の
礼
拝
に
出
席
す
る。
(
J::
1099)

旧
友
の
吉
田
賢
輔、
尺
振
八
に
手
紙
を
書
き、
さ
き
頃
田
辺
太一
に
会
っ
た
こ
と、

（
陰
暦
二
月）
こ
の
頃、

「
日
用
取
り」

田
中
文
部
理
事
官
随
行
中
の
諸
経
費
に
つ
い
て、
次
の
内
示
を
受
け
る。

手
当
（
五
•
五
カ
月）
九
九
0
ド
ル
／
賄
代
(-
八
0
日
分）
九
0
0
ド
ル
／
旅
費
（
米
国
内
お
よ
び
ベ
ル
リ
ソ

民
治
に
発
信、
田
中
と
共
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
教
育
視
察
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
知
ら
せ
る。
（
怜3:
98)
 

田
中
理
事
官
と
共
に
ワ
シ
ン
ト
ソ
を
出
発、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア、

ソ
に
向
か
う。
旅
行
中、
同
じ
部
屋
に
泊
ま
り、

午
後
五
時、

キ
リ
ス
ト
教
の
奨
励
を
続
け
る。

ワ
シ
ソ
ト
ソ
発ー
�
午
後
十一
時
数
分
前、
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
ハ
リ
ス
バ
ー
グ
着、
ボ
ル
ト
ソ
・
ホ

テ
ル
に
入
る。
数
日
間
滞
在。
（
怜
6:
 108,
 
�
10
 : 1
5
0,
 

J::
1099)
 

木
戸
孝
允
は
こ
の
日
（
陰
暦
二
月
二
十
四
日）
の
日
記
に
「
鍋
島
公、

ッ
ソ
ト
ソ〕
を
発
す、
西
島
は
余
此
地
に
至
り
始
与
彼
談
話
彼
の
厚
志
篤
実
当
時
軽
薄
浅
学
之
徒
漫
に
開
化
を
唱
ふ
る

も
の
と
大
に
異
な
り、
余
与
彼
交
自
如
旧
知
得
其
益
不
少
後
来
可
頼
之
人
物
也」
と
記
す。
(

J

4
7

|
2
り

1
5
2
)

ま
で）
一
六
六
ド
ル
／
計
ニ
―
0
五
•
五
ド
ル
（
廿
1

2
2
4
)

（
ゆ
3
:
97)
 

定
で
あ
る
こ
と、
た
だ
し、
こ
れ
は

で
あ
り、

田
中
不―-、
西
島
七
〔
五〕
三
太
等
当
地
〔
ヮ

一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
学
校
を
視
察
し
な
が
ら
ボ
ス
ト

田
中
文
部
理
事
官
と
渡
欧
す
る
予

日
本
政
府
の
役
人
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い、
と
記
す。
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四
月
八
日

年2
 
78

四
月
七
日

四
月
六
日

四
月
五
日

四
月
四
日

四
月
二
日

四
月
三
日

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
よ
り
民
治
に
手
紙
を
書
き、

教
育
制
度
視
察
の
た
め

ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
庁
に
行
き、

出
す
る。
（
廿
1099)

州
庁
に
行
き、

ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ソ
ソ
教
育
長
に
J
・
イ
ー
ト
ソ
合
衆
国
教
育
局
長
官
の
紹
介
状
を
提

ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ソ
ン
教
育
長
よ
り
公
立
学
校
制
度
に
つ
ぎ
話
を
聞
く。
（
廿1099)

朝、

再
び
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ソ
ン
教
育
長
を
訪
問
し、

グ
を
発
ち、

午
後
六
時
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
到
着、

(
J:
1099)
 

フ
・
ビ
ル
に
あ
る
市
教
育
委
員
会
を
訪
ね
る
が、

ル
に
行
き、

独
立
功
労
者
の
肖
像
や
展
示
物
を
見
学
し、

記
念
に
独
立
宣
言
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
買
う。

そ
れ
よ
り
自

然
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー、

刑
務
所
を
見
学
す
る。
(
J::
1099,

J::1508)
 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
教
育
委
員
会
セ
ク
レ
タ
リ
ー
の
ホ
リ
ウ
ニ
ル
を
訪
う。

午
後
は
同
市
西
部
に
あ
る
プ
ロ
ッ
ク
リ

ー
養
老
院
を
見
学、

帰
路
フ
ェ
ア
モ
ソ
ト
公
園
を
通
る
際、

水
車
と
蒸
気
機
関
で
水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
の
を
見
る。

（
廿
1099)

マ
ー
ケ
ッ
ト
街
の
ウ
ィ
ザ
ロ
ー
牧
師

Wit
he
rro
ws

の
教
会
の
礼
拝
に
出
席
す
る。
（
廿
1099)

両
親
の
保
挫
金
と
し
て
二
百
両
送
る
こ
と
を
知
ら
せ
る。
（
怜3
:
 101)
 

市
教
育
長
ス
ク
ソ
ト
ソ
、

1099)
 

男
子
の
孤
児
用
に
一
八
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た

Gi
rard

Co
lle
ge
 

ギ
ァ
リ
ー
知
事
に
紹
介
さ
れ
る。

午
後
二
時
の
汽
車
で
ハ
リ
ス
バ
ー

チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
街
の
ワ
シ
ン
ト
ソ
・
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る。

を
訪
問、

学
内
を
視
察
す
る。

午
後、

セ
ク
レ
ク
リ
ー
が
不
在
だ
っ
た
の
で、

セ
ク
レ
ク
リ
ー
の
ホ
リ
ウ
エ
ル
に
案
内
さ
れ
て
市
内
の
小、

(
L
 

イ
ソ
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
・
ホ
ー

「
中
々
帰
朝
と
申
事
も
出
来
難
候」

と
述
べ
、

中
学
校
を
視
察
す
る。 ア

ド
ル
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四
月
十
八
日

四
月
十
一

日

四
月
十
二
日

四
月
十
三
日

四
月
十
四
日

四
月
十
五・
十
六
日

フ
ィ
ル
プ
リ
ッ
ク

Mr.

P
hil
bric
k

の
案
内
で
市
内
の
公
立
学
校
を
視
察
す
る
。
(
J::1
099)

四
月
十
七
日

四
月
十
日

＊

四
月
十
四
日
の
誤
り
か。

以
後
（
廿
1099)

の
記
述
は
二
十
四
日
ま
で
一

日
ず
れ
る。

木
曜
日、

ガ
ラ
ス
工
場
を
見
学
す
る
。

書
店
へ

行
き、

ポ
ス
ト
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
数
冊
買
う。
(
J::
1099)

＊

木
曜
日
は
四
月
十
八
日
で
あ
る。

滞
在
中
の
ハ

ー
デ
ィ

家
か
ら
ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
手
紙
を
書
き、

ボ
ス
ト
ソ
の
学
校
や
公
共
施
設
の
見
学
を
終
え
た
こ
と、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
を
廻
る
こ
と
を
伝
え
る
。

こ
の
日、

ハ

ー
デ
ィ
に
案
内
さ
れ
て
ロ
ー
レ
ソ
ス
の
製
粉
工
場、

田
中
と
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
を
訪
問
す
る
。
(
1:
1099)

プ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
女
学
校、

セ
ン
ト
ラ
ル
・

チ
ャ
ー
チ
ヘ

行
ぎ、

日
曜
学
校
を
訪
ね
る
。
(
1:1
099)

田
中
と
共
に
ハ

ー
デ
ィ

家
に
招
か
れ
る
。
(
J::
1099)

＊

新
島
の
日
記
に
混
乱
が
あ
り、

日
付
に
重
複
が
見
ら
れ
る。

四
月
六
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
到
培、
S
t.
Ja
mes

で
泊
ま
る。

四
月
七
日

オ
ル
バ
ニ
ー
ヘ
行
き、

ウ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
教
育
長

W
ea
ver

に
会
う。

四
月
八
、

九
日
と
十
日
の
半
日

Del
e
v
a
n

Ho
us
e

に
滞
在
す
る。

こ
の
頃
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
立
精
神
障
害
者
施
設
（
院
長
I.

N•

Ke
rli
n
)

を
見
学
す
る、

ボ
ス
ト
ソ
11
オ
ル
バ
ニ

ー
線
の
車
中
か
ら
フ
リ
ソ
ト
夫
妻
に
手
紙
を
書
く。

同
室
で
、

彼
に
キ
リ
ス
ト
教
を
説
い
て
い
る
こ
と、

深
夜、

ボ
ス
ト
ソ
に
到
着、

か
。

(

J

83
1
ヰ
菊

1
3)

ワ
シ
ソ
ト
ソ

出
発
以
来、

田
中
理
事
官
と

田
中
は
漢
訳
聖
書
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
（
ゆ
6
:
 10
8)
 

ト
レ
モ
ン
ト
・
ハ

ウ
ス
に
泊
ま
る
。
(
J::1
099)

田
中
と
共
に

Nati
o
n
al

Hist
or
y
 R
o
o
m,
 ·-�
 >-
カ
ー
・
ヒ
ル
記
念
塔
を
見
物
す
る
。
(
J::
1099)

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
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1872年

四
月
二
十
六
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
二
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
五
日

の
だ、

と
記
す。
（
ゆ
6
:
 109,
 
J:
1099)
 

ソ
プ
ト
ソ
・

イ
ン
ス
チ
チ
ュ

ー
ト
を
訪
れ
る
。

こ
こ
で
の
教
育
法
は
今
ま
で
見
て
き
た
中
で
も
っ

と
も
素
晴
ら
し
い
も

ス
ネ
ル
教
授
の

O
ptic
al
t
u
b
es

の
実
験
を
見
る
。

午
後、

シ
ー
リ
ー
教
授、

ヒ
チ
コ
ッ
ク
博
士
に
招
か
れ
て
ノ
ー
サ

ボ
ス
ト
ソ
〔
？
〕

で
田
中、

新
島
が
東
部
諸
州
の
旅
行
に
要
し
た

つ
も
り
だ
っ

た
が
、

こ
の
日、

新
島
は
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
一

泊、

ボ
ス
ト
ン
で
書
籍
購
入
の
予
約
を
す
る
。
(
...1:::
1099)

〔
二
十
一

日
〕

午
後、

田
中
と
再
び
書
店
に
行
く。

そ
の

後、

T
a
yl
or
 
�
遍．＂＂
（
J::1
099)

書
店
で
支
払
い
を
済
ま
せ
た
の
ち、

ツ
ー
リ
ー
教
授、

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
〔
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ

農
科
大
学
〕

学
長
の

案
内
で
マ

ウ
ン

ト
・

ホ

リ
ヨ

ー

ク
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
（
マ
ウ
ソ
ト
・

ホ
リ
ヨ
ー
ク
大
学
の
前
身、

ミ
ス
•

M
・
エ
リ
ス
学
長
）

に
行
く。

ま
た
州
立
農
科

大
学
に
行
き、

甜
菜
を
見
る
。
(
J:.
1099)

田
中
と
共
に
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
行
く。

鉱
物
・

地
質
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、

体
育
館
を
見
学
す
る
。
（
廿
1099)

J
 50
 :
 208)
 

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ア
カ
デ`
‘、
1
、

ア
ボ
ッ
ト
女
学
校、

神
学
校
を
視
察
す
る
。
（
怜6
"
1
08,

J::1
099)
 

盆
陰
暦―――
月
十
二
日
）

文
部
理
事
官
随
行
に
際
し
三
等
書
記
官
待
遇
を
す
る
こ
と
が
太
政
官
よ
り
達
せ
ら
れ
る
。
(
H
l
6,

田
中
と
ハ

ー
デ
ィ
は
ボ
ス
ト
ソ
ヘ

掃
る
。
（
怜
6
:

10
9)
 

ハ

ー
デ
ィ
の
所
属
す
る
サ
ウ
ス
・

チ
ャ
ー
チ
の
礼
拝
に
出
席
す
る
。
(
J:1
099)

ウ
ォ
ッ
ツ
ュ
バ
ー
ン
知
事
を
訪
問
す
る
。
(
^

I

ca
ll
e
d
 o
n
 
M
rs.
 
H.
 S.
 

ボ
ス
ト
ソ
を
出
発、

ア
ー
モ
ス
ト
ヘ

向
か
う。

ア
ー
モ
ス
ト
・

ホ
テ
ル
に
泊
ま
る

シ
ー
リ
ー
教
授
が
や
っ
て
き
て、

自
分
の
家
に
泊
ま
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
（
ゆ
6
:
 109,

.1:1
099)

「
会
計
相
済
候」
。
（
廿
1099)
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五
月
一

日

四
月
二
十
七
日

四
月
二
十
九
日

四
月
三
十
日

五
月
二
日

四
月
二
十
八
日

ド
の
後、

と
会
う。
（
怜
6

:

 

11
0,
 
J::
1099)
 

ル
、

精
神
病
院、

一
ュ

ー
プ
リ
テ
ソ
の
師
範
学
校、

州
立
惑
化
院、

B
.

G
．

ノ
ー
ス
ロ
ッ

プ
と
共
に
朝
八
時、

ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
向
か
う。

聾
晒
施
設、

高
校、

プ
ラ
ウ
ン
・
ス
ク
ー

ト
の
『
日
本
の
風
習
』

を
見
る
。
（
怜
6
:

11
0,
 
J::
1099)
 

ア
ー
モ
ス
ト
を
出
発、

午
後
二
時
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ソ
に
着
く。

ノ
ー
ス
ロ
ッ

プ
の
家
を
訪
ね
た
が
、

引
越
し
て
新
し
い
家
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

翌
朝
ま
で
待
と
う
と
思
っ

て

い
た
ら、

夕
方、

彼
が
訪
ね
て
き
て
イ
ェ

ー
ル
大
学
の
ノ
ア
・

ボ
ー
タ
ー
総
長
の
家
に
案
内
さ
れ
る
。
（
や
6

:

 

109,
 
J:

1
099)
 

日
曜
日、

午
前
と
午
後、

カ
レ
ッ

ジ
・

チ
ャ
ペ
ル
の
礼
拝
に
出
席、

夕
方、

に
話
を
す
る
。

ベ
ー
コ
ン
教
授、

水
曜
日、

ッ

プ
の
好
意
の
結
果、

」
1099)

フ
ィ
ッ

シ
ュ

教
授
に
会
う。
（
廿1
099)

セ
ミ
ナ
リ
ー
・

チ
ャ
ペ
ル
で
神
学
部
学
生

イ
ェ

ー
ル
大
学、

陳
列
館、

歴
史
・

美
術
館、

S
h
e
ffiel
d
Sci
e
nti
fic
 Sc
h
o
ol

を
見
学
す
る
。

田
中
と
コ

ネ
チ
カ
ッ

ト
州
新
知
事
の
就
任
式
に
出
席、

図
書
館
で
ジ
ー
ボ
ル

メ
リ
デ
ソ
金
メ
ッ

キ
工
場
を
見
学
す
る
。

十
時
に

ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ニ
ュ

ー
プ
リ
テ
ソ
に
行
き、

州
立
学
校
を
見
学
す
る
。

そ
こ
で
ナ
ガ
オ
カ
と
い
う
日
本
人
学
生

四
時
間
近
く

O
pe
n

C
a
rri
a
ge
 
に
乗
り、

バ
レ
ー

ニ
ュ
ー
ヘ

イ
ブ
ン

州
議
会
に
招
待
さ
れ
て
州
の
有
力
者
ら
と
会
食
す
る
。
（
怜
6

:

 

11
0,
 
J:1
099)

ニ
ュ

ー
ヘ
イ
プ
ソ
の
三
つ
の
公
立
学
校
を
視
察
す
る
。

短
時
間
の
う
ち
に
沢
山
の
も
の
を
見
せ
よ
う
と
す
る
ノ
ー
ス
ロ

さ
し
も
の
新
島
も
疲
れ
果
て
て、

こ
の
日
の
午
後、

静
か
に
休
息
す
る
。

ま
た
ポ
ー
タ
ー
総
長

よ
り
教
育
調
査
に
必
要
な
書
物
の
リ
ス
ト
お
よ
び
英
国
で
訪
問
す
べ

き
人
々
へ
の
紹
介
状
を
渡
さ
れ
る
。
（
怜
6
:

ll
O,

一
ュ
ー
ヘ

イ
プ
ソ
・
ハ

ウ
ス
で
し
ば
ら
く
休
息
す
る
。
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1872年

五
月
六
日

五
月
五
日

五
月
四
日

五
月
三
日

と
一

緒
に
食
事
を
す
る
。
（
怜
6
:
1
11)
 

朝
九
時
四
十
五
分
ニ
ュ

ー
ヘ

イ
プ
ソ

発、

午
後
一

時
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
到
着、

ま
る
。
(

J::

10
9
9
)

こ
の
日
付
の
新
島
民
治
宛
の
手
紙
に
初
め
て
「
七
五＿―-
太
事
新
島
約
悲」

木
戸
孝
允
宛
に

木
戸
孝
允
に
対
し
て
は
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
J
.

H
・

ツ
ー
リ
ー
教
授
が
こ
の
夏
イ
ン
ド
に
向
か
う
途
中、

立
ち
寄
り
た
い
と
希
望
し
て
い
る
の
で
諸
有
司
中
の
然
る
べ

き
向
き
へ

添
書
を
頂
き
た
い
こ
と、

添
書
は
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
に
在
学
中
の
来
原
彦
太
郎
〔
の
ち
木
戸
孝
正
〕

を
通
じ
て
渡
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
要
請
す
る
。
（
怜
3

ら
04)

民
治
に
対
し
て
は
、

こ
こ
十
日
以
内
に
渡
欧
す
る
こ
と、

陸
奥
宗
光
県
令
を
訪
ね、

バ
ラ
の
家
ま
で
案
内
し
て
も
ら
い
、

バ
ラ
に
頼
ん
で
金
を
受
け
取
る
よ
う
に
記
す。

バ
ラ
宛

w
.

T
・

プ
ー
ス

W.

T.
 
B
o
ot
h

に
招
か
れ、

朝、

シ
ー
リ
ー
教
授
の
紹
介
に
よ
り、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
は
W
.

T
・

プ
ー
ス
の
家
に
滞
在
す
る
。

こ
の
日、

プ
ー
ス
の
父

親
w
.

A
・

プ
ー
ス
に
案
内
さ
れ
て、

午
前
中
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
店、

聖
書
館、

イ
プ
・

ポ
イ
ソ
ッ
、

新
聞
少
年
宿
舎、

の
添
書
お
よ
び
田
中
か
ら
陸
奥
宛
の
添
害
を
同
封
す
る
。
（
怜
3
:
 1
0
2
)
 

〔
代
理
店
か
〕

で
あ
る
横
浜
居
留
地
六
番
の

セ
ソ
ト
・

ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
ホ
テ
ル
に
泊
i

「
新
島
約
琵」

と
記
す。日

本
に

ま
た
前
便
で
伝
え
た
養
老
金
二
百
円
は
ハ

ー
デ
ィ
の
出
見
世

A
u
g
usti
n
e
 
He
ar
d
 
&
 C
o.
 

田
中
と
共
に
彼
の
家
に
行
く。
(

J::
1
0
9
9
)

ズ
日
曜
学
校
（
ダ
ン
キ
ソ

校
長
）

の
記
念
祭
に
出
席
す
る
。
（
廿
1
0
9
9
)

に
送
っ

た
の
で
、

（
陰
暦
三
月
二
十
九
日
）

木
戸、

新
島
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

(

J

4
7

—

2
 :
 1
7
1
)
 

ま
ず
横
浜
に
行
っ
て

ク
ー
。ハ
ー
学
院
へ
、

午
後
は
フ
ァ

ク
イ
ム
ズ
事
務
所
を
廻
る
。

夜
は
ま
た
w
.

A
・

プ
ー
ス
の
兄
の
プ
ー
ス
博
士

十
番
街
ュ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

プ
レ
イ
ス
の
ロ
バ
ー
ト

R
・
プ
ー
ス
牧
師
の
教
会
に
出
席
す
る
。

午
後、

ピ
ー
チ
ャ
ー
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五
月
十一
日

五
月
十
二
日

五
月
十
三
日

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
六
日

五
月
八
日

五
月
八
日

U
p
p
e
r
 
H
a
ll

ル
カ
病
院、
Y
M
C
A
を
訪
問
す
る。
(
1:1099)

で
の
礼
拝
に
出
る。
聖
書
朗
読
は
W
.
T
・
プ
ー
ス、

科
へ
行
き、
各
ク
ラ
ス
の
授
業
参
観
を
す
る。
さ
ら
に
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ、

ー
ト
ラ
ソ
ド
・
パ
ウ
ダ
ー
〔
セ
メ
ソ
ト〕
の
製
造
工
程
を
見
学
す
る。
午
後、

ユ
ダ
ヤ
教
会
に
行
き、
内
部
を
見
る。

木
戸
孝
允
よ
り
「
田
中、
新
島
ヘ
一
書
を
送
る」。
(

J47
-2:
 173)
 

こ
の
日、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
夫
妻、
第一
回
京
都
博
覧
会
見
物
の
た
め
入
京
す
る。
(
E8
 : 6,
 
J
 62
 : 9
7
)

プ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
島
の
刑
務
所、
救
貧
院、
ラ
ソ
デ
ー
ル
島
の
学
校
を
見
学
す
る。
（
廿
1099)

土
曜
日、
田
中
と
共
に
午
前
八
時
前、
欧
州
航
路
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
号
（
三
七
〇
〇
ト
ソ）
に
乗
船
す
る。
十
時
頃、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
シ
テ
ィ
を
出
帆、

日
曜
日、
磁
霧、
北
緯
四
0
度
二
七
分、
西
経
六
七
度
五
三
分、
走
行
距
離
二
九
五
マ
イ
ル。
船
内
で
の
礼
拝
に
出
席

す
る。
（
廿
1099)

藝
霧、
北
緯
四一
度―
―
分、
西
経
六
0
度
三
七
分、
進
度一＿一
三
〇マ
イ
ル。
(
1:
1099)

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ウ
ソ
ド
ラ
ソ
ド
沖
を
通
過
し
た
頃
か
ら
霧
は
晴
れ
る
が、
雨
と
な
る。
（
怜6:
111)
 

グ
リ
ー
ソ、

コ
ロ
ソ
ビ
ア
大
学、

イ
ギ
リ
ス
に
向
か
う。
（
怜
6

:
 

114,
 
1:
1099)
 

コ
イ
ソ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
や
ボ

ク
ロ
ー
ト
ソ
水
道
に
立
ち
寄
り、
次
に

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
三
人
が
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
宅
〔
京
都〕
で
宜
教
師
総
会
を
開
ぎ、
京
都
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
同
地
に
滞
在
す
る
こ
と、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
大
阪
に

移
る
こ
と
を
決
議
す
る。
〔
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
七
月
ま
で
滞
在
か〕
（
E
8

 :
 6,
 J
 62
 : 9
8
)
 

二
十
日
頃
ま
で
強
い
向
か
い
風
の
た
め
難
航、
田
中
は
船
室
に
閉
じ
こ
も
る
が、
新
島
は
船
酔
い
せ
ず、
レ

キ

シ

ソ

ト

フ
ラ
ー
と
プ
ー
ス
が
話
を
す
る。
そ
の
後
初
等

（
陰
暦
四
月
二
日）
五
番
街一
八
の
Pri
mary
an
d

 

Gra
mmar
 School
 
を
訪
れ
る。
G
ra
mmar
 School
 
の
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1872年

五
月
二
十
日

五
月
二
十
一

日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十＿―-
日

五
月
二
十
四
日

る
。 午
前
中、

質
問
に
つ
い
て
は
、

翌
日
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
（
廿
1099)

朝
十
時
半
の
汽
車
で
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
を
出
発、

と
オ
レ
ン
ジ
を
買
い
、

銀
行
で
両
替
を
す
る
。

午
後
S
eft
o
n

Pa
r
k
 

午
後
七
時、

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
到
着、

税
関
吏
が
ワ
シ
ソ
ト
ン
・

ホ
テ
ル
ま
で
案
内
し
て
く
れ
る
。

ン
ト
ン
よ
り
リ
ヴ
ァ
。
フ
ー
ル
ま
で
五
十
日
間
の
費
用
の
計
算
を
す
る
。
（
廿
1099)

（
陰
暦
四
月
十
五
日
）

京
都
府
土
手
町
丸
太
町
下
ル

東
側、

九
条
家
河
原
別
邸
に
新
英
学
校
と
女
紅
場
を
開
校
す
る
。

山
本
八
重、

権
舎
長
兼
教
導
試
補
と
な
る
。
(
D
6
:
40,

D
 10
 :
 86,
 
J
 73
:
1
29)
 

*
(
H
ll)

で
は
開
校
は
五
月
二
十
日
（
四
月
十
四
日）

と
な
っ
て
い
る。

十
一

時
半、

ア
ー
サ
ー
王
子
が
こ
の
町
を
出
発
し
た
が
、

群
衆
の
た
め
顔
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

一

時
間
足
ら
ず
で
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
に
到
着、

へ

行
く。

部
屋
は
不
快
で
、

喫
茶
室
の
ウ
エ

イ
タ
ー
に
も
う
ん
ざ
り
す
る
。

午
後、

ム
ズ
・

フ
レ
イ
ザ
ー
博
士
（
イ
ェ

ー
ル
大
学
の
ボ
ー
タ
］
総
長
の
友
人
）

を
訪
問
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
教
育
に
関
す
る

フ
レ
イ
ザ
ー
博
士
を
訪
れ、

英
国
教
育
制
度
に
つ

い

て

見
解
を

聞
く。

午
後
一

時、

昼
食
を
ご
馳
走
に
な

午
後
四
時
二
十
五
分
の
汽
車
で
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
を
出
発
す
る
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
ヘ

向
か
う
途
中、

疲
れ
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
に
二
七
三
六
マ

イ
ル
航
行
す
る
。
（
廿
1099)

一

六

ソ
の
ボ
ー
タ
ー
牧
師、

グ
ッ

ド
ウ
ィ
ソ
夫
妻、

シ
カ
ゴ
の
E
・
エ

リ
オ
ッ
ト
教
授
や
英
国
人
ら
と
デ
ッ
キ
に
出
て
談
笑

す
る
。

た
だ
し、

彼
ら
が
男
女
を
問
わ
ず
酒
を
飲
む
こ
と
に
驚
く。
（
怜
6
:
 11
2)
 

月
曜
日、

晴、

北
緯
五
一

度
五
分、

西
経
―

二
度
二
九
分、

進
度
三
0
0
マ

イ
ル
。

夜
半
ク
イ
ー
ソ・
ス
ク
ウ
ソ
に
寄
港、

へ

行
く。
（
廿
1099)

一

日
半
滞
在。

ワ
シ

ス

リ
ッ

パ

ク
イ
ー
ン
ズ
・

ホ
テ
ル

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
主
教
ジ
ェ

イ

93 



五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
七
日

五
月
二
十
九
日

五
月
＝一
十
日

チ
ェ
ス
ク
ー
街
の
フ
レ
ー
ザ
教
授、

w
．
ハ
ミ
ル
ト
ソ
、

午
前
中
ホ
ー
プ
公
園
の
W
・

ネ
ル
ソ
ン
、

H
・
コ
ル
ダ
ー
ウ
ッ
ド
教
授、

午
前
九
時
半、

Mr.

L
eitc
hs
 
N
or
mal
 Sc
h
o
ol
 

ョ
ー
ク
・

プ
レ
イ
ス
の
W
・

デ
ィ
ク
ソ
ソ
、

Esta
blis
h
e
d
 
C
h
u
rc
h
 
N
or
m
al

 

五
月
二
十
六
日

日
曜
日、

朝、

教
会
に
行
き、

M
・
バ
ー
ソ
ズ

牧
師
の
説
教
を
聞
く。

午
後、

Sc
h
o
ol
 

さ
ら
に

ホ

テ
ル

に

近
い
ジ
ョ
ー
ジ
街
の
ジ
ョ

る
。
（
ゆ
6
:
 11
2̀

J::
1099)
 

五
月
二
十
五
日

〇
マ

イ
ル

離
れ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
に
下
車、

午
後
九
時、

て
景
色
を
見
る
。

午
後
一

時
半、

(
1:
1099)
 

カ
ー
ラ
イ
ル

発、

午
後
六
時、

グ
ラ
ズ
ゴ
ー
に
着
き、

ソ
・

チ
ャ
ー
チ
に
行
く。

夜
ほ
^̂
Si
n
n
ers

Fri
e
n
d"

を
読
ん
で
安
息
日
を
過
ご
す。
（
廿
1099)

朝、

ク
ラ
イ
ド
河
沿
い
に
散
歩
す
る
。

午
前
十
時、

牧
師
に
後
日
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

次
に

F.
 
C.
 
N
or
m
al
 Sc
h
o
ol,
 
El
e
me
nt
ar
y
 Sc
h
o
ol
 

(
J:1
099)
 

訪
れ、

サ

ー

ホ
テ
ル
に
入
る
。
（
廿
1099)

ク
イ
ー
ソ
ズ
・

ホ
テ
ル
に
入

ジ
ョ
ー
ジ
・

ス
ク
エ
ア
六
六
の
M
.

S
・

テ
イ
ト
を
訪
れ
る
が、

多
忙
の
た
め
、

午
後
再
び
訪
れ
る
。

彼
の
案
内
で
ま
ず
Fre
e

C
h
u
rc
h
 N
or
mal
 Sc
h
o
ol

を
訪
ね
る
が、

Ne
w
 
U
ni
v
ersit
y

へ

行
く。

テ
イ
ト
の
家
族
と
夕
食。
(
J::
1099)

モ
リ
ソ
ソ

へ

行
き
見
学、

へ

行
き、

宗
教
の
授
業
な
ど
を
見
学。

午
後、

テ
イ
ト
を
訪
ね、

彼
の
友
人
で
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
に
住
む
ネ
ル
ソ
ソ
と
デ
ィ
ク
ソ
ン
ヘ
の
紹
介
状
を
受
け
取
る
。

再
び
学
校
を
見
学
す
る
。

を
見
学、

午
後
四
時
十
五
分
の
汽
車
で
エ

デ
ィ
ソ
バ
ラ
に
行
く。

ハ

ナ
教
授
を
訪
問
す
る
。

午
後
コ
ル
ダ
ー
ウ
ッ
ド
教
授
と
＝

デ
ィ
ソ
バ
ラ
大
学
を

エ

デ
ィ
ソ
バ
ラ
公
の
胸
像、

ダ
グ
ラ
ス
・

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
の
銅
像
を
見
る
。

ま
た

朝、

田
中
が
疲
れ
て
起
き
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、

一

人
で
カ
ー
ラ
イ
ル
の
町
を
散
歩
す
る
。

丘
の
う
え
の
古
城
に
立
っ
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1872年

六
月
六
日

六
月
五
日

六
月
四
日

六
月
三
日

六
月
二

日

六
月
l

日

五
月
三
十
一

日

図
書
館、

P
hil
os
o
p
hi
c
al

R
o
o
m,
 
A
n
at
o
m
y
 De
p
art
me
nt

等
を
見
学
す
る
。
（
廿
1
0
9
9
)

こ
の
日、

ベ

リ
ー
、

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
三
人
は
京
都
府
顧
問
の
山
本
覚
馬
と
会
談
す
る
。

(

J

62
 :
 9
8
)
 

エ

デ
ィ
ソ
バ
ラ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
を
訪
ね
る
。

校
長
は
ハ

ー
ベ

イ
博
士、

副
校
長
は
ク
ラ
イ
ド
博
士、

次
に
プ
ラ
イ
ス
博

士
の

C
o
ll
e
gi
at
e

Instit
ut
e

を
訪
問
す
る
。
(
1:1
099)

田
中
と
共
に
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
ヒ
ル
に
あ
る
F
・

チ
ャ
ー
チ
・

ホ
ー
ル
の
集
会
に
行
き、

そ
れ
よ
り
城
塞
に
登
り、

古
い

大
砲、

空
堀、

跳
ね
橋、

ジ
ェ

ー
ム
ズ
四
世
の
誕
生
地、

さ
ら
に
グ
ラ
ス
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
行
く。
(
J:.1
099)

ク
イ
ー
ソ
・
メ
ア
リ
ー
の
居
間、

こ
の
日、

川
田
剛
よ
り
新
島
民
治
に
手
紙
を
出
し、

自
分
宛
の
手
紙
に
同
封
さ
れ
て
い
た
七
五
三
太
の
手
紙
を
送
る
こ

と、

七
五
三
太
が
全
権
大
使
の
ご
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
結
構
だ、

と
述
べ
る
。
(

""f
3
2
8
4
)

日
曜
日、

王
冠、

刀
剣
等
を
見
る
。

田
中
と
共
に
、

U
.

P
・

チ
ャ
ー
チ
の
日
曜
学
校
を
参
観
す
る
。

午
後、

子
供
礼
拝
に
出
席
す
る
。
（
廿
1099)

ロ
ン
ド
ン
ヘ

来
る
は
ず
の
A
・
ハ

ー
デ
ィ
に
エ

デ
ィ
ソ
バ
ラ
か
ら
手
紙
を
出
す。
（
曲
6
"

11
2)

植
物
園
に
行
く
が
バ
ル
フ
ォ
ア
教
授
に
は
会
え
な
か
っ

た
。

パ

ー
ム
・
ハ

ウ
ス
で
大
き
な
ヤ
シ
を
見
る
。
(
J::
1099)

M
or
y
 H
o
u
se,
 
N
or
m
al
 Sc
h
o
ol,

実
業
学
校
を
見
学
す
る
。
(
J::
1099)

朝
十
時
二
十
五
分
エ

デ
ィ
ソ
バ
ラ
発、

夜
八
時
半
ロ
ン
ド
ソ
に
到
着
す
る
。

宿
を
求
め
て
十
一

時
ま
で
馬
車
で
走
り
廻

り、

よ
う
や
く
チ
ャ
リ
ソ
グ
・

ク
ロ
ス
の
ゴ
ー
ル
デ
ソ
・

ホ
テ
ル
に
入
る
。
（
怜
6
:
 11
3,

.l:
1099)
 

ド
ナ
ル
ド
・
マ
セ
ソ
ソ
を
ク
イ
ー
ソ
ズ
・

ゲ
ー
ト
の
私
宅
に
訪
問
す
る
。

彼
は
滞
在
中
の
住
ま
い
と
し
て
個
人
の
家
庭

に
下
宿
を
見
つ
け
て
く
れ
る
。

英
国
到
着
以
来
「
引
き
続
い
て
学
校
を
ま
わ
っ
て
い
て、

本
当
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す。

一

切
の
こ
と
が
私
の
肩
に
か
か
っ

て
く
る
の
で

す。

金
銭
の
出
納
の
記
録
ま
で
」
「
会
計
相
済

J
u
n
e
6t
h,
 
7
2
 at
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六
月
十
三
日

六
月
十
二
日

六
月
十
一
日

六
月
十
日

六
月
九
日

ハ
月
八
日

六
月
七
日

モ
ソ
テ
ー
ニ
ュ

街
ラ
ッ
セ
ル
・
ス
ク
エ
ア
の
ス
ミ
ス
を
訪
ね
る
。

ま
た
ハ
ー
デ
ィ
よ
り
聞
い
て
い
た
ビ
シ
ョ

ぞ
フ
・
ゲ

ー
ト
街
の
ベ
ア
リ
ソ
グ
商
会
へ
行
き、

*
Barin
g,
 
B
rothers
 an
d
 Co.
 

る。

。
ヒ
カ
デ
リ
ー
六
の
A
.
C
・
バ
ー
レ
ル
で
洋
服
の
採
寸
を
し
て
も
ら
う。

大
英
博
物
館
へ
行
く。
（
廿
1099)

を
派
遣
す
る
よ
う
依
頼
す
る
と
共
に、

新
島
の
写
真
を
贈
呈
し
た、

と
記
す。
（
怜6
り

113)

日
曜
日、

M.

C
o
pe

と
共
に
ダ
イ
ク
牧
師
の
教
会
へ
行
く。
(
J::
1099)

動
物
園
に
行
く。
（
廿
1099)

は
金
融
・
為
替
業
者。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
も、
ハ
ー
デ
ィ
も
こ
の
業
者
と
取
引
し
て
い

ピ
カ
デ
リ
ー
の

R
o
yal

Ga
ll
er
y

へ
行
く。

ま
た
文
部
省
の
フ
ォ
ス
タ
ー
を
訪
問
す
る
。

Sta
m
p
 O
ffice

を
見
る
。

パ
ー
ク
夫
妻
が
来
訪
す
る
。
(
J::
1099)

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院、

英
国
議
会、

フ
ォ
ス
タ
ー
を
訪
ね、

諸
学
校
へ
の
紹
介
状
を
受
け
取
る
。
(
J::
1099)

Gra
y'
s
 
In
n
 R
oa
d

の

Ho
me
a
n
d

 Col
o
nial
 Sc
ho
ol
 
を
訪
ね
る
が
11

不
果
見“。

地
下
鉄
で
五
マ
イ
ル
離
れ
た

チ
ェ
ル
ツ
ー
に
行
き、
St.

Mar
k'
s
 Trai
n
ni
n
g
 Sc
ho
ol
 (
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
校
長）

を
見
学
す
る
。

午
後
四
時、

ペ

ル
メ
ル
の

U
nite
d
Ser
vice
 Cl
u
b
へ

Ge
neral

Al
e
xa
n
der
 C.
 B.

を
訪
い、

通
訳
を
す
る
。
（
廿
10
9
9
)

ハ
ー
デ
ィ
宛
に
手
紙
を
出
し、

ロ
ソ
ド
ソ
塔、

株
式
取
引
所、

市
長
公
邸、

食
肉
市
場
等
を
見
物
す
る
。

Vict
oria
 E
m
ba
n
k
me
nt
 

L
o
n
do
n
 
Missi
o
nar
y
 Societ
y

の
J
・
マ
レ
ソ
ズ
博
士
に
会
い、

函
館
に
宜
教
師

（
怜6
:
113,

」ぃ
1099)

ハ
ー
デ
ィ
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

Gol
de
n
 Hotel」
。
（
曲
6
:
 
113,
 
J::1
099)
 

ロ
ソ
ド
ソ
お
よ
び
日
本
の
地
図
を
買
う。
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1872年

六
月
二
十
一

日

六
月
二
十
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

六
月
十
七
日

六
月
十
六
日

六
月
十
五
日

五
ボ
ソ
ド
十
シ
リ
ソ
グ
。
(
J::1
099)

の
記
念
碑、

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
の
国
立
美
術
館
へ
行
き、

大
画
家
た
ち
の
素
睛
ら
し
い
作
品
を
見、

広
場
で
は
ネ
ル
ソ
ソ
提
督

ジ
ョ
ー
ジ
四
世
お
よ
び
サ
ー
・

チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ネ
イ
ビ
ア
の
銅
像
を
見
る
。

聖
マ
ー
チ
ソ
教
会
へ
行
く。

(
1:
1099)
 

（
陰
暦
五
月
十
日
）

新
島
七
五
三
太、

官
費
留
学
費
辞
却
に
つ
ぎ、

黒
田
開
拓
次
官
よ
り
森
中
弁
務
使
に
宛
て、

手
形

朝、

プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ソ
・

チ
ャ
ー
チ
に
行
き
ダ
イ
ク
牧
師
の
説
教
を
聞
ぎ、

午
後
は
パ
ー
ク
夫
妻
と
共
に
ウ
ェ
ス
ト

ミ
ソ
ス
ク
ー
寺
院
に
行
ぎ、

ス
タ
ソ
レ
ー
副
監
督
の
サ
ム
エ
ル
記一――
ー
九、

グ
レ
イ
ス
・

イ
ソ
・
ロ
ー
ド
の

Ho
m
e
a
n
d
 C
ol
o
nial
 Sc
h
o
ol
 

人
よ
り
幼
稚
園
関
係
の
書
物
を
一

揃
い
買
う。

午
後、

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
公
使
ロ
バ

ー
ト

ト
ミ
ソ
ス
ク
ー
・

チ
ェ
ソ
バ
ー
に
訪
ね
る
。

秘
書
は
ベ
ソ
ジ
ャ
ミ
ソ
・
モ
ラ
ソ
。
(
J:
1099)

C
・

シ
ェ
ソ
ク
を
ウ
ェ
ス

午
前
中
キ
ン
グ
ス
・

カ
レ
ッ
ジ
を
訪
ね
る
。

午
後
コ
ベ
ソ
ト
・

ガ
ー
デ
ン
の
マ
ク
ミ
ラ
ソ
書
店、

書
店
へ
行
く。
(
J:1
099)

リ
チ
ャ
ー
ド＿―-
世
に

Be
ll
 a
n
d
 
Dal
d
y
 

ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
と
そ
の
付
属
学
校
を
訪
れ
る
。

日
本
人
の
キ
ク
チ
〔
菊
池
大
麓
〕

と
会
う。

ベ
ア
リ

サ
ウ
ス
・

ケ
ソ
ジ
ソ
ト
ソ
の

T
h
e
sc
h
o
ols
 of
 art
 a
n
d
 sci
e
n
ce
 (
コ
ー
ル
校
長
）

を
訪
ね
る
。

睛
雨
計
を
買
う、

朝、

セ
ソ
ト
・

ト
ー
マ
ス
病
院
を
見
学
す
る
。

新
島
民
治
に
手
紙
を
出
す。
（
廿
1099)

ソ
グ
商
会
へ
行
ぎ、

四
十
五
ド
ル
受
け
取
る
。
(
J:
1099)

つ
い
て
の
説
教
を
聞
く。
（
ゆ
6
"

11
5,

1:
1099)

返
回
落
手
の
通
知
を
出
す。
(

J

49
:
 842)
 

に
行
ぎ
授
業
を
参
観。

田
中
は
エ
マ
・
ボ
ナ
ー
夫
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六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

ー
デ
ン
劇
場
近
く
の
ク
ラ
ウ
ソ
・
コ
ー
ト
で
コ
ー
ニ
ン
グ
の
説
教
を
聞
く。
カ
ソ
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
宛
に、

に
七
月
六
日
午
前
十
時
四
十
五
分
に
面
会
し
た
い
旨
申
し
入
れ
る。
（
廿
1099)

セ
ソ
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
ー
ル
で
リ
ー
プ
ズ
牧
師、
一
ュ
ー
マ
ン
・
ホ
ー
ル
牧
師
の
説
教
を、

ル
ド
よ
り
次
週
の
木
曜
日
に
St.
Mark's
 National
 School
を
訪
問
す
る
よ
う
に
助
言
さ
れ
る。
（
廿
1099)

パ
テ
ル
ノ
ス
テ
ル
小
路
の
シ
ム
プ
キ
ソ
を
訪
い、
本
を
買
う。
（
廿1099)

六
月
二
十
八
日

カ
ー
ゾ
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
訪
ね、

へ
行
く。
(
1:
1099)

ハ
月
二
十
七
日

Sackvi
lle
 St.
 
Piccadilly
 

六
月
二
十
六
日

文
部
大
臣
を
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ル
に
訪
問
す
る。
そ
の
後、
一
人
で
火
曜
日
の
夜
到
着
し
た
ハ
ー
デ
ィ
を
40
and
 41
 

1099)
 

日
曜
日、
朝、

ペ
ル
メ
ル
街
に
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
主
教
フ
レ
イ
ザ
ー
博
士
を
訪
問
す
る。
次
に
Endo
wed
school
 co
mmissioner
 

ー
ノ
ル
ド
を
訪
問
す
る。
(
...1::
1099)

1099)
 

六
月
二
十
五
日

田
中
と
共
に
ハ
ー
ロ
ー
に
行
き、
バ
イ
ロ
ソ
・
ハ
ウ
ス
に
住
む

で
あ
る
リ
ト
ル
ト
ソ
卿
を
訪
問
す
る。
（
廿
1099)

ハ
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十
二
日

ス
パ
ー
ジ
ョ
ソ
牧
師、
午
後、
ス
タ
ソ
ト
ソ
牧
師
の
説
教
を
聞
く。
(
...l::1099)

ま
た
コ
ベ
ソ
ト
・
ガ

H.
 
M.
 
Inspector
 of
 schools
 の
マ
シ
ュ
ー
・
ア

に
訪
ね
る°
ミ
ス
・
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
と
モ
ン
テ
ィ
・
シ
ア
ー
ズ
を
同
伴
し
て
い
た。
（
廿

ア
レ
ク
サ
ソ
ダ
ー
将
軍
に
案
内
さ
れ
て
リ
ー
ジ
ェ
ソ
ト
公
園
に
近
い
盲
学
校
お
よ
び

水
晶
宮
を
見
物
し、
文
部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
内
村
良
蔵
を

St.
 
Panc
ras
 
Work
 Ho
me
 

マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
に
よ
る
教
育
実
習
生
の
試
験
を
見
学
す
る。
ま
た
ア
ー
ノ

田
中
と
共

57
 
Wi
mpole
 Cavendish
 Sq.
に
訪
う。
（
廿

8，

 



1872年

七
月
六
日

銀
行
へ
行
ぎ、

金
を
引
き
出
す。
(
J::
1099)

七
月
五
日

七
月
四
日

七
月
二
日

七
月
三
日

＊

民
治
は
七
月
一
日
と
十
五
日
に
七
五
三
太
に
発
信
し
て
い
る
の
で、

七
月一
日

六
月
末

在
米
の
木
村
熊
二
よ
り
日
本
の
乙
骨
太
郎
乙
に
宛
て
た
こ
の
日
付
の
手
紙
の
中
に
「
新
島
七
五
三
太
君
は

T
heolog,

ical
の
級
を
終
え
た
り、

彼
は
実
に

Good

C
hristia
n

に
而
昨
今
□
□
新
島
と
相
唱
へ
申
候」

と
記
す。
(

J

3

:

こ
の
頃、

プ
ラ
ッ
ト
博
士、

い
医
師
の
案
内
で
病
院
内
を
見
学
す
る。

ボ
ー
ル
博
士
の
招
待
に
よ
り
T
he
Terrace
 Ca
m
be
rwe
ll
 St.
 S.
 E.
で

果
物、

Cal
ne
y
 
Hatc
h
 

1099)
 

一
日
は
出
発
前、

十
五
日
は
安
中
帰
舒
後
と
考
え
ら
れ
る
3

ロ
ン
ド
ン
で
馬
場
辰
猪
に
会
っ
た
と
思
わ
れ
る。

馬
場
の
写
真
が
同
志
社
に
残
さ
れ
て
い
る。
(

D
3
9
)

モ
リ
ソ
ン
大
佐
に
伴
わ
れ
て
カ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
精
神
病
院
を
訪
い、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
コ
ー
ヒ
ー
等
を
ご
馳
走
に
な
る。
(
J::1099)

の
大
き
な
桔
神
病
院
を
見
学
し、

新
島
民
治
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
二
百
両
を
受
け
取
る
た
め、

安
中
を
発
し
横
浜
に
向
か
う。

「
米
国
よ
り
元
ド
ル
ラ
ル
弐
百
枚
／
横
浜
ニ
テ
此
洋
銀
百
七
拾
弐
枚
天
保
銭
三
枚
／
日
本
札
金
百
六
拾
五
円
三
分
壱
朱

ト
天
保
銭
六
枚
／
ド
ル
壱
枚
二
付
銀
五
拾
七
匁
八
卜
五
ノ
数」
（
廿1709)

グ
リ
ニ
ッ
チ
天
文
台
を
見
学
す
る。
（
廿1099)

オ
ー
ル
ド
・
ケ
ソ
ト
・
ロ
ー
ド
の
熊
唖
院
を
視
察、

リ
ー
ド
氏
の
方
式
に
よ
る
教
育
を
見
る。
(
J::1099)

こ
の
日、

…fo
visit
 Ko
m
uro."

〔
小
室
信
夫
に
会
う〕。
（
..l::
1099)

ロ
ソ
ド
ン
か
ら
ニ
ニ
マ
イ
ル
離
れ
た
ア
ー
ル
ス
ウ
ッ
ド
の
I
diot
Asylu
m

を
見
学
す
る。
(
J::1099)

419)
 

マ
ー
シ
ャ
ル、

（
怜
3
:
 
112)
 

ツ
ェ
パ
ー
ド
両
博
士
か
ら
説
明
を
受
け
る。
(
L

ボ
ー
ル
博
士
と
も
う
一

人
の
若
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七
月
十
六
日

七
月
十
一
日

七
月
十
二
日

七
月
十
五
日

七
月
十
日

七
月
九
日

七
月
八
日

七
月
七
日

日
曜
日、

捨
て
子
養
育
院
を
見
学、

そ
こ
で
説
教
を
聞
く。
(
J::
1099)

ロ
ン
ド
ソ
よ
り
二
時
問
ほ
ど
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ヘ
向
か
う。

運
賃
は
三
人
で
一
ポ
ン
ド
十
三
シ
リ
ソ
グ
十
ペ
ン
ス
。

ガ
イ
ド
（
料
金
四
シ
リ
ン
グ
）

を
雇
い、

多
く
の
著
名
な
コ
レ
ッ
ジ、

図
苫
館、

博
物
館
等
を
見
物
す
る。

ク
ラ
レ
ン

こ
の
日
も
ガ
イ
ド
を
雇
い、

ク
ロ
イ
ド
ン
ま
で
馬
車
で
行
ぎ、

そ
の
村
の
牧
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ト
ー
ソ
の
経
営
す
る
学
校
を
訪
問
す
る。

よ
り
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
り、

隣
村
の
学
園
祭
に
招
待
さ
れ
る。
（
廿
1099)

ズ
・
ゲ
ー
ト
の
D
・
マ
セ
ソ
ン
を
訪
問
し
て、

そ
れ
ぞ
れ
に
離
英
の
挨
拶
を
す
る。
（
廿
1099)

ロ
ン
ド
ン
出
発
に
際
し
て
ク
ロ
ス
ビ
ー
・
ス
ク
ニ
ア
に
あ
る
〈
ド
ソ
ン
に
荷
物
の
運
搬
を
依
頼
「
荷
物
一

条
相
済」
。

そ
れ
よ
り
Li
vi,
Le
o
n
e

教
授
を
訪
問
し、

ダ
イ
ソ
ン
・
ス
ミ
ス

D
yso
n
S
m
yt
h

に
一

週
に
つ
き
ニ
ギ
ニ
ー
支
払
う。
〔
下
宿
代
か
〕
（
廿
1099)

田
中
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
を
発
ち、

（
十
時）

—
↓
カ
レ
ー
着
（
正
午）
ー
|*。ハ
リ
着
（
午
後
六
時）。

文
部
省
派
遣
の
今
村
和
郎
に
迎
え
ら
れ
て

R
ue
 la
 Ri
v
oli
の

H
otel

M
uric
o

に
泊
ま
る。

宿
泊
費
は
一

人
一

日
一
ナ
ポ
レ
オ
ソ
金
貨。

穏
や
か
な
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず、

ケ
ン
プ
リ
ッ
ヂ
に
行
き、

各
コ
レ
ッ
ジ
を
見
学
す
る。

夕
方
の
汽
車
で
ロ
イ
ス
ト
ン
ま
で

モ
ラ
ソ
秘
書
を
訪
問、

イ
ギ
リ
ス
の
学
校
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く。
(
J:1099)

2
2
8
 

ス
ト
ー
ソ

ま
た
ク
イ
ー
ソ

パ
リ
に
向
か
う。

チ
ャ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
駅
発
（
七
時
半)

|
↓
ド
ー
ヴ
ァ
ー
着

田
中
理
事
官
は
ド
ー
ヴ
ァ
ー
海
峡
で
激
し
い
船
酔
い
に
か
か
る。
（
怜6:
116,
 
J::1099)
 

＊
（ふW6
"
116,

�
IO
 :
 160)
で
け
i

レ]
日ハ＋ー
レ
J

13
9ハ
リ
羊は
し
J

ヤ
し

っ

イ
J

い
ス
3
0

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
を
港
ま
で
見
送
り、

そ
れ
よ
り
シ
ェ
ソ
ク
駐
英
米
国
公
使、

来
て
プ
ル
・
ホ
テ
ル
で
一

泊
す
る。
(
...c
l099)

ド
ン
・
ホ
テ
ル
で
一

泊。
(
J::1099)
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1872年

七
月
二
十
六
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一

日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
五
日

七
月
二
十
七
日

た
。
（
怜
6
:
 11
6,
 
J:
1099)
 

朝、
パ

リ
を
出
発、

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
着
い
た
と
き、

モ
ン
プ
ラ
ン

Gra
n
d

 Hot
el
 d
e
 l
a
 Pai
x

に
宿
泊
中

新
島
に
対
し
次
の

よ

う
な
辞
令
が
出
る
。
「
新
島
七
五
三
太

右
三
等
書
記
官
心
得
被
免
改
テ
当
分
御
雇
被
仰
付
文
部

理
事
官
付
属
通
弁
御
用
可
相
勤
候
事

但
御
手
当
ノ
儀
ハ

御
用
中
一

日
墨
銀
六
弗
宛
井
日
々

御
賄
被
下
候
事

特
命

全
権
大
副
使」
(
J:.1
223)

ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
ヘ

向
か
う。

車
中
11

明
日
は
日
曜
日
“

と
気
づ

き、

ソ
ー
ヌ
河
畔
の
マ
ー
コ
ソ
に
下
車、

翌
日
の
安
息
日
に
備
え
る
。

田
中
理
事
官
と
今
村
和
郎
は
旅
行
を
続
け
る
。
（
怜
6
:
 11
6,
 
:@:
10
 :
 161,
 
J:.
1099)

フ
ラ
ン
ス
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
へ

行
く。

説
教
は
理
解
で
き
な
か
っ

た
。

会
衆
は
わ
ず
か―――
十
人
で
あ
っ

朝
六
時
の
汽
車
で
マ
ー
コ
ソ
を
発
ち、

午
前
十
一

時
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
に
到
着、

の
田
中
・

今
村
に
合
流
す
る
。
(
...1::1
099)

三
人
で
レ
マ
ソ

湖
の
湖
上
遊
究
を
す
る
。

夜
は
ス
イ
ス
の
歴
史、

政
治
形
体
等
を
調
べ
る
。
（
廿1
099)

文
部
省
を
訪
問
す
る
。

こ
こ
で
は

Presi
d
e
nt

が
ま
た
カ
ン
ト
ン
の

G
o
v
er
n
or

に
案
内
さ
れ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
、

公
立
女
学
校
を
訪
問
す
る
。
（
廿1
099)

三
百
十
フ
ラ
ン
で
〔
銀
〕

時
計
を
買
う。
（
廿
1099)

六
ー
十
三
歳
の
生
徒
の
い
る
小
学
校
を
訪
れ
る
。

市
内
見
物。

ホ
テ
ル
の
料
金
は
一

日
一

ナ
ボ
レ
オ
ン
。

汽
車
は
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
か
ら
ベ
ル
ソ
ま
で
一

等
で
十
七
．
＿―-
五
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
（
廿
1099)

午
前
六
時
の
汽
車
で
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
を
出
発、

ベ
ル
ン
に
向
か
う。

途
中、

を
も
兼
ね
て
い
る
。

市
役
所
の
人

山
麓
の
シ
ャ
モ
ニ

1
行
き
の
汽
車
が
出
る
こ
と
を
知
り、

乗
り
換
え
た
も
の
か
ど
う
か
、

考
え
て
い
る
う
ち
に
そ
の
汽

車
は
出
て
し
ま
う。

諦
め
き
れ
ず
田
中
ら
と
別
れ
て
シ
ャ
ン
プ
ロ
ー
ま
で
行
く
が
、

そ
こ
で
も
汽
車
の
連
絡
が
悪
く、
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八
月
四
日

八
月
三
日

八
月
二
日

八
月
一
日

七
月
二
十
九
日

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一
日

七
月
二
十
八
日

屈
し
て
い
る
が、

連
邦
よ
り
援
助
を
受
け
て
い
る。
（
廿1
099)

シ
ャ
モ
ニ
1
行
き
を
諦
め
て、

駅
近
く
の
湖
の
見
え
る
ジ
グ
ネ
ル
・
ホ
テ
ル
で
休
息、

午
後
五
時
四
十
分
の
汽
車
で
ベ

ル
ソ
に
向
か
う。

九
時
に
到
着、

駅
員
の
案
内
で
連
邦
議
事
堂
近
く
の

H
otel
de
 
!'o
u
rs

に
泊
ま
る。
(
.l::
1099)

日
耀
日、

朝、

イ
ソ
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ー
チ
に
行
ぎ、

午
後
は
ず
っ
と
ホ
テ
ル
で
過
ご
す。
(
1::
1099)

一

緒
に
州
議
事
堂、

市
庁
舎
へ
行
き、

教
育
関
係
者
と
会
う。

次
い
で
市
立
図
書
館、

地
質
博
物
館、

動
物
博
物
館、

熊
公
園
に
行
く。

連
邦
議
事
堂
で
は
写
真
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

見
る。
（
廿1
099)

プ
レ
ク
セ
ル
博
士
Pr
ac
hsel

に
案
内
さ
れ
て
Sc
h
o
ol
of
 p
h
ysics

を
訪
れ
る。

次
に
家
畜
病
院
に
行
ぎ、

動
物
の

骨
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
る。

さ
ら
に
大
学
付
属
植
物
図
に
行
き、

教
室
や
標
本
室
等
を
見
る。

午
後
は
体
育
館
へ
行

き、

授
業
を
参
観
す
る。
（
廿
1099)

午
前
中、

ス
イ
ス
連
邦
の
大
統
領
を
訪
問
す
る。

そ
の
後、

連
邦
議
事
堂
お
よ
び
閣
僚
室

T
he
ro
o
m
 of
 7
 me
m,
 

bers
 of
 g
o
ve
rn
me
nt
 
を
見
学
す
る。

午
後、

郊
外
を
歩
き、

大
統
領
の
住
ま
い
を
見
る。

古
い
農
家
の
よ
う
な
三

階
建
て
の
家
で
あ
っ
た。
（
廿1
099)

朝
八
時
半、

汽
車
で
ベ
ル
ソ
を
出
発、

二
時
す
ぎ、

チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
着
く。
(
1:1
099)

文
部
省
を
訪
問、

二
人
の
係
官
に
案
内
さ
れ
て
工
芸
学
校
を
含
む
大
学
を
視
察
す
る。

こ
の
大
学
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
州
に

盲
聾
学
校
を
見
学
す
る。
(
..1::
1099)

田
中
と
今
村
は
ベ
ル
リ
ソ
ヘ
出
発
し、

新
島
は
安
息
日
を
守
る
た
め
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
留
ま
り、
朝、
イ
ソ
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

チ
ャ
ー
チ
に
行
く。
(_
rr1099)

ベ
ル
ン
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
・
ホ
テ
ル
で
田
中
ら
と
合
流、
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1872年

八
月
十
一
日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
八
日

八
月
七
日

八
月
六
日

八
月
五
日

午
前
十
時
十
分
発
の
汽
車
で
チ
ュ
ー
リ
ヒ
を
出
発
す
る
。

料
金
は
七
十
五
・

九
五
フ
ラ
ソ
゜

（
船
上
で
昼
食）

リ
ン
ダ
ウ
よ
り
再
び
汽
車
に
乗
り 、

ア
ウ
グ
ス
プ
ル
ク
、

イ
プ
チ
ヒ
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
ヘ

向
か
う 。
（
廿
1
0
9
9
)

ベ
ル
リ
ン
に
午
後
八
時
到
着 、

(

J:.

10
9
9
)
 

＊

ハ
ー

デ
ィ

夫
妻
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
ペ
ル
リ
ソ
到
着
は
五
日
夜 、

セ
ソ
ト
・
ピ
ー
タ
ー

ス
バ
ー
グ
ヘ
の
出
発
は
六
日
と
な
っ
て
い

る 。
（
怜
6
:

 11
7
)
 

午
後
三
時 、

午
後
四
時 、

よ
り
三
十
分
ほ
ど
馬
車
に
乗
っ
て
ネ
フ
ス
キ
ー

大
通
り
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
・

ホ
テ
ル
に
入
る
。
(
J:
_1
0
9
9
)

文
部
大
臣

Mi
nister
of
 P
u
b
li
c

 
Inst
ru
cti
o
n

を
訪
問
す
る
。

（
廿
10
9
9
)

日
曜
日 、

ケ
ー
ニ
ヒ
グ
レ
ッ
ツ
ァ
ー

街
の
ア
ス
カ
ニ
ッ
シ
ェ
・

ホ
テ
ル
で
田
中
ら
と
合
流
す
る
。

プ
ロ
シ
ャ
と
ロ
シ
ア
の
国
境
を
越
え
る
。
(

J:
1
0
9
9
)

セ
ン
ト
・
ビ
ー
タ
ー

ス
バ
ー
グ
に
着
く 。

そ
の
少
し
前 、

車
窓
か
ら
ス
モ
ー

ル
ヌ
イ
教
会
堂
を
見
る
。

駅

田
中
を
宿
所
に
残
し 、

随
員
三
人
で
市
内
で
も
っ
と
も
立
派
な
カ
ザ
ン
大
聖
堂
に
行
き 、

詳
細
に
見
学 、

次

に
イ
サ
ー

キ
ー

寺
院
に
行
く 。

午
後 、

説
教
を
聞
く 。
(

1:
1
0
9
9
)

田
中
理
事
官
が

、

新
島
の
安
息
日
に
お
け
る
態
度
に
つ
い
て 、

他
の
日
本
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ

バ

訪
問
と
そ
の
動
機
が
違
う

う 。
（
ふ
6
:

11
7`

恥げ
1
0
:
 1
6
2,

」ぃ
10
9
9
)

ア
メ
リ
カ
ン
・

イ
ソ
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

チ
ャ
ー

チ
ヘ

行
き 、

イ
ギ
リ
ス
人
牧
師
の

も
う
一

人
ド
イ
ツ
語
を
話
せ
る
日
本
人
と
共
に
ベ
ル
リ
ソ
を
出
発 、

ロ
シ
ア
の
セ
ン
ト
・

ピ
ー
タ
ー

ス
バ
ー
グ
に
向
か

街
頭
で
思
い
が
け
な
く
J
.

M
・
シ
ア
ー
ズ
に
会
い

、

ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
の
消
息
を
聞
く 。

夜
十
一

時 、

田
中
・

今
村
と

コ
ソ
ス
ク
ソ
ス
湖ェ
を
描
5

断
i

一
ュ
ー

ル
ソ
ペ
ル
ク 、

バ
ム
ペ
ル
ク 、

ラ
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八
月
二
十
一

日

八
月
二
十
日

八
月
十
九
日

八
月
十
六
日

八
月
十
四
日

八
月
十
三
日

八
月
十
二
日

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

宮
殿
に
行
ぎ、

多
く
の
絵
画、

彫
刻、

貨
幣
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
を
見
る
。
（
廿1
099)

午
後
一

時、

六
時、

セ
ン
ト
・

ピ
ー
タ
ー
ス
バ

ー
グ
を
発
ち、

ベ
ル
リ
ン

着、

ゲ
オ
ル
グ
街
二
六
の
宿
所
に
入
る
。
（
怜
6
:
 11
9,
 
J::1
099)
 

月
曜
日、

早
朝
ベ
ル
リ
ン
を
出
発、

七
時、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
到
着
し
ヴ
ェ
ス
テ
ソ
ド
・

ホ
テ
ル
に
入
る
。

グ
ー
テ

ン
ベ
ル
グ
の
記
念
碑
を
見
た
だ
け
で
、

七
時
半
に
ブ
ー
プ
リ
ヒ
ヘ

向
け
出
発、

そ
こ
か
ら
ラ
イ
ン

下
り
の
ア
メ
リ
カ
号

に
乗
船
し
コ
プ
レ
ン
ツ
ヘ

向
か
う。

風
景
の
美
し
さ
に
感
嘆
す
る
。
（
廿
1099)

午
後
五
時
ケ
ル
ソ

着、

気
分
の
す
ぐ
れ
な
い
今
村
を
ホ
テ
ル
・

ル
ッ
シ
ー
に
残
し
て
市
内
観
光
に
出
か
け
る
。

半
の
滞
在
で
あ
る
が
、

大
聖
堂
が
も
っ
と
も
心
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

午
後
八
時、

に
乗
る
が
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
再
び
乗
り
換
え
る
。

ベ
ッ
ド
が
な
か
っ
た
の
で
床
に
毛
布
を
敷
い
て
寝
る
。

1
099)
 

夜
明
け
頃、

オ
ラ
ン
ダ
領
に
入
り、

船
上
よ
り
岸
の
様
子
を
眺
め
る
。

午
後
二
時
十
五
分、

予
定
よ
り
少
し
早
く
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
に
着
く。

汽
車
の
駅
ま
で
二
人
の
荷
物
を
運
ぶ
た
め
ポ
ー
タ
ー
を
雇
う
。

ニ
フ
ロ
リ
ン
銀
貨。

午
後一―一
時
三

十
五
分
の
汽
車
で
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
出
発、

三
十
分
た
ら
ず
で
ハ

ー
グ
着、

陸
路
で
先
に
到
着
し
て
い
た
今
村
に
迎
え

さ
れ
た
ボ
ル
テ
ー
ル
の
本
が
あ
っ

た
。
(
J:
1099)

え
る
。
（
怜
6
:

11
8)
 

（
廿

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

行
き
の
別
の
船

こ
と
に
気
付
い
て
く
れ
て、

嬉
し
く
思
う
が
、

そ
の
反
面、

今
ま
で
以
上
に
重
い
責
任
を
惑
じ
る
と、

一

七
七
0
年
に
キ
ャ
サ
リ
ン
ニ
世
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
捨
て
子
養
育
院
を
訪
れ
る
。

博
物
館
へ

行
き、

ベ
ル
リ
ソ
に
向
か
う。
（
廿
1099)

一

時
間

一

七
九
九
年
に

シ
ベ

リ
ア
で
発
見
さ
れ
た
有
名
な
マ
ン
モ
ス
を
見
る
。

午
後、

公
立
図
書
館
へ

行
く。

キ
ャ
サ
リ
ン
ニ
世
に
よ
り
購
入

ハ
ー
デ
ィ
に
伝

4゚ー



八
月
三
十
日

年2
 
7
 
8ー

八
月
二
十
六
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
二
日

ら
れ
る。
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
ト
の
マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る。
（
廿
1099)

内
務
大
臣
を
訪
問
し、

地
方
視
学
官
M
.
P
・
リ
ソ
ド
ー
を
紹
介
さ
れ
る。

彼
の
案
内
で
ハ
ー
グ
最
上
の
パ
プ
リ
ッ

ク
・
ス
ク
ー
ル、

幼
稚
園
を
見
学
す
る。

午
後
は
博
物
館
へ
行
き、

画
を
見
る。
(
1:1099)

リ
ン
ド
］
家
に
招
か
れ、

食
事
を
ご
馳
走
に
な
る。

そ
の
後、

彼
の
案
内
で
I
di
ot
As
yl
u
m

を
見
学、

そ
の
教
授
法

Buite
n
hof
に
外
務
大
臣
を
訪
問
す
る。

次
い
で
王
宮
を
見
物
す
る。
(
1:
1099)

日
曜
日、

絹
織
物、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
行
く。

か
つ
て
蘭
学
を
習
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

牧
師
の
祈
り
の
言
葉
も
会
衆

タ
ン
ス、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
等
を
見
る。

ま
た
そ
こ
で
何
の
前
触
れ
も
な
く
従
者
を
一

人
伴
っ
て
入
室
し
て
ぎ

た
オ
ラ
ン
ダ
王
妃
に
出
会
う
と
い
う
機
会
に
恵
ま
れ
る。

午
後
四
時
二
十
四
分
の
汽
車
で
ハ
ー
グ
よ
り
ラ
イ
デ
ン
に
行

き
博
物
館
と
St.

Peter
 Kir
k

を
見
物、
Broo
d
Straat
の

Hotel
Loon
 d'
or
に
泊
ま
る。
(
1:
1099)

＊

ラ
イ
デ
ン
で
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
新
島
は
―'
Hotel
Loon
 d·
or
 on
 B
rood
 Straat"

と
書
い
て
い
る
が、
(

J

114:

1

5
3
)

に
よ
れ
ば、

幕
末
頃
ラ
イ
デ
ン
に
"
Lion
d'
Or"

と
い
う
ホ
テ
ル
が
プ
レ
ー
ス
ト
ラ
ー
ト

Breestraat

に
あ
っ
た
と
い

う。
（
陰
暦
七
月
二
十
七
日）

J
．

H
・
シ
ー
リ
ー
教
授、

日
本
や
中
国
の
古
美
術
品
お
よ
び
オ
ラ
ソ
ダ
の
絵

Ho
use
 of

 Woo
d
 
に
行
き、

イ
ン
ド
に
向
か
う
途
中
日
本
に
立
ち
寄
り、

東
京
麻
布
善
福
寺

の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
お
い
て
新
島
民
治
と
会
う。

ラ
イ
セ
ル、

湯
浅
治
郎
が
立
ち
会
う。
(
J::1709)

こ
の
朝、

再
び
リ
ソ
ド
ー
を
訪
れ
二、

三
の
質
問
を
す
る。

次
い
で

の
讃
美
歌
も
理
解
で
き
な
か
っ
た。
(
J::
1099)

に
感
心
す
る。
(
J:1099)

日
本
や
中
国
の

105 



九
月
二
十
日

九
月
二
十
九
日

十
月
二
日

十
月
二
十
日

九
月
八
日

九
月
二
日

九
月
三
日

九
月一
日

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
ベ
ル
リ
ン
よ
り
手
紙
を
出
し、

田
中
に
従
っ
て
日
本
へ
帰
る
べ
き
か、

ー
ヴ
ァ
ー
で
勉
強
を
終
え
る
べ
き
か、

決
め
か
ね
て
い
る
こ
と、

現
在、

校
規
則
や
報
告
書
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る。
（
曲6:
 1
2
1
)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
発
信、

も
し
田
中
に
従
っ
て
日
本
に
帰
り、

教
育
制
度
確
立
の
た
め
の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な

れ
ば、

中
途
で
や
め
る
わ
け
に
ゆ
か
ず、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
に
は
相
当
の
困
難
が
伴
う
だ
ろ
う、

人
生
は
短
い
の
だ

か
ら
主
の
た
め
に
働
く
つ
も
り
な
ら、

そ
の
よ
う
な
事
柄
に
あ
ま
り
時
間
を
割
い
て
は
い
け
な
い、

神
の
摂
理
が
も
う

一
度
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
へ
と
尊
き
給
う
よ
う
祈
っ
て
ほ
し
い、

と
述
べ
る。
公
怜6"
123)

秋、

再
び
lJ
ュ
ー
マ
チ
に
悩
ま
さ
れ
る。
（
ゆ
10:
 1
6
8
)
 

殊
之
外
多
事」

で
あ
る
と
記
す。
（
怜3
:
 107)
 

(

J
 66
 : 2
0
9
)
 

日
曜
日、

シ
ー
リ
ー
教
授
は
横
浜
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
集
会
に
お
い
て
演
説
し、

留
学
中
の
新
島
に
つ
い
て
述
べ
る。

全
プ
ロ
テ
ス
ク
ソ
ト
の
宣
教
師
会
議
が
横
浜
で
開
か
れ
る。

二
十
五
日
ま
で。
(

J

5
5

ー3
ら
5
7,

J
 62
 : 9
9
)

新
島
民
治
に
手
紙
を
書
き、

欧
州
各
国
を
巡
回
し、

現
在
は
ベ
ル
リ
ソ
に
滞
在
し
て
「
学
校
の
規
則
の
取
調
二
相
懸
リ

夫
妻
に
手
紙
を
書
く。
（
怜6:
 1
2
0
)
 

コ
ペ
ソ
ハ
ー
ゲ
ン
に
到
着
す
る。
（
怜6:
1

2
0
)
 

（
怜
6

:
 
1

2
0
)
 

一
日
に
六
時
間
ず
つ
ョ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
学

朝、

デ
ソ
マ
ー
ク
の
公
教
育
大
臣
を
訪
問、

午
後
は
市
内
で
開
か
れ
て
い
る
展
覧
会
を
見
物
に
行
く。

夜、

ア
メ
リ
カ
ヘ
帰
っ
て
ア
ン
ド

ハ
ー
デ
ィ

ハ
ソ
プ
ル
ク
の

E
nglis
h
Re
fo
rme
d
 Ch
urc
h

に
行
き、

英
国
人
工
ド
ワ
ー
ド
牧
師
の
素
晴
ら
し
い
説
教
を
聞
く。
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1872年

十
二
月
十
六
日

十
一

月
九
日

十
一

月
十
二
日

十
一

月
二
十
三
日

十
一

月
二
十
五
日

十
二
月
三
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
二
十
日

十
二
月
二
十
四
日

十
月

将
来
の
教
育
費
用
と
し
て
預
か
っ

て
ほ
し
い
こ
と

四
二
、

三
日
前
ツ
ア
ー
ズ
を
訪
問
し
た
こ
と

市
川
栄
之
助、

京
都
二
条
の
監
獄
で
獄
死。
(
E
6
:
8)
 

文
の
通
達
が
出
さ
れ
る
。

(

J

5
0
 :
 2
1
2
)
 

⇔
ア
ン
ド

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
夫
妻

M
arq
uis

L
af
a
ye
tt
e
 G
or
d
o
n

大
阪
に
入
り
与
力
町
三
番
に
居
を
定
め
る
。

(

J

24
 :
 7
5
)
 

ボ
ス
ト
ソ
大
火。

サ
マ
ー
街
か
ら
出
火、

翌
日
正
午
ま
で
燃
え
続
け
る
。
（
怜
10
:
 4
1
0
)
 

（
陰
暦
十
月
十
二
日
）

各
理
事
官、

随
行
員
に
宛
て
こ
の
年
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
調
査
を
終
え、

帰
国
す
る
よ
う
に

特
命
全
権
大
使
名
で
通
達
が
出
さ
れ
る
。

新
島
に
も
田
中
文
部
大
丞、

長
与
文
部
中
教
授、

近
藤
少
助
教
連
名
宛
で
同

神
戸
に

U
ni
o
n

C
h
u
rc
h
 of
 C
h
rist
 (
初
代
牧
師
D
.

C
・

グ
リ
ー
ン
）

で
き
る
。

煉
瓦
造
り
の
教
会
堂
で、

同
志

社
チ
ャ
ペ
ル
の
原
型
と
で
も
い
う
べ

含
建
物
で
あ
る
。

(

J

62
 :
 4
4
)
 

（
陰
暦
十
一

月
＝―
日
）

J
．

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

神
戸
宇
治
野
村
に
英
語
教
授
所
を
開
設
す
る
。

(

J

.J
O
:
 
3
4
)
 

*
（
J
 9
8
:
 2
7
3
)

で
は
十
二
月
一

日
（
十
一

月
一

日
）

と
な
っ
て
い
る。

〔
ま
た
は
十
四
日
〕

J
．

M
．

ツ
ア
ー
ズ
を
訪
問
す
る
。

彼
は
大
変
音
楽
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
。
（
ゆ
6
:
 1
2
-!
)
 

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
書
き、

次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

日
田
中
と
一

緒
に
帰
国
し
な
い
と
決
め
た
こ
と

ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
復
学
し
て、

聖
職
者
と
な
り、

同
胞
に
福
音
を
伝
え
た
い
こ
と

康
が
す
ぐ
れ
ず、

神
経
が
い
ら
だ
ち、

り、

楽
し
く
過
ご
す。

国
旅
行
中
に
蓄
え
て
き
た
金
を

⑮
先
便
以
来、

健

不
眠
・

め
ま
い
を
伴
う
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と。
（
怜
6
:
 1
2
3
)
 

ベ
ル
リ
ン
で
写
真
を
撮
影
す
る
。
(

l::
2
0
0
7

|
1
3
4
)

シ
ア
ー
ズ
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
プ
を
過
ご
す。

新
島
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ

シ
ア
ー
ズ
よ
り
小
さ
な
旅
行
用
カ
バ
ソ
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
さ
れ
る
。
（
怜
6
:
 1
2
4,
 

:@;
10
 :
 1
7
5
)
 

107 



十
二

月
二

十
六
日

こ
の
年、

ベ
ル
リ
ソ
に
滞
在、

『
理
事
功
程
』

中
の
「
独
乙
国
公
学
校
ノ
規
則
第
三
編」

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ポ
ー
ド、

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設。
(
E
8
:
I,

7) の
原
稿
を
書
き
終
わ
る
。
（
怜
1

ふ
3
1
)
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1872-1873年

一
月
二
十
六
日

一
月
十
五
日

一
月
六
日

一
月
五
日

一
月
一
日
〔
？〕

一
月
三
日

日
本
政
府
が
太
陰
暦
を
廃
し
て
太
陽
暦
を
採
用、

そ
れ
を
祝
っ
て
北
白
川
宮
能
久
親
王
は
じ
め
ベ
ル
リ
ソ
在
留
の
日
本

人
留
学
生
八
十
人
が
レ
ス
ト
ラ
ソ
に
集
ま
り、

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
新
時
代
を
祝
う。
（
曲
6
"
1
2
5,

�

10
"
1
7
5
)
 

田
中
文
部
理
事
官、

帰
国
の
た
め
ベ
ル
リ
ソ
を
出
発
す
る
。
（
怜
6
:
 1
2
5
)
 

日
曜
日、

ベ
ル
リ
ン
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ン
街
に
あ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ル
ソ
ト
ナ
ー
写
真
館
で
写
真
を
撮
る
。
(

r
3
2
1
0
)

ベ
ル
リ
ソ
に
い
る
日
本
人
留
学
生
の
一

人
〔
明
治
七
年
秋
の
項
参
照
〕

が
新
島
を
来
訪
し、

聖
書
の
説
明
を
し
て
ほ
し

い
こ
と、

新
島
が
い
つ
も
行
く
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
教
会
へ
連
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
頼
む
。

新
島
は
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る

福
音
書」

を
テ
キ
ス
ト
に
選
び、

二
時
問
ほ
ど
勉
強
を
す
る
。

安
息
日
毎
に
勉
強
を
続
け
る
こ
と
に
す
る
。
（
ゆ
6
:
 1
2
5
)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
手
紙
を
書
き、

父
が
日
本
を
訪
問
し
た
シ
ー
リ
ー
教
授
と
面
会
し
た
こ
と、

こ
の
三
日
間
リ
ュ
ー
マ

チ
の
た
め
外
出
で
ぎ
な
か
っ
た
こ
と、

医
師
よ
り
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ソ
に
療
養
に
行
く
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と、

将
来
の
学
費
と
し
て
四
百
八
十
ド
ル
送
っ
た
こ
と
を
記
す。
（
怜
6
:
 1
2
6
)
 

新
島
民
治
に
手
紙
を
出
す。
「
私
儀
も
田
中
公
二

随
行
シ
日
本
へ
可
帰
趣
を
一

旦
相
窮
候
処、

色
々
と
文
部
事
務
二

付

緊
索
い
た
し
度
事
出
体
仕、

何
分
当
春
之
内
二
帰
朝
難
相
叶
そ
ん
し
候、

何
レ
春
さ
き
に
相
成
候
ハ
、
一

先
ア
メ
リ
カ

迄
帰
り、

其
上
帰
限
之
事
を
委
く
可
申
上
そ
ん
し
候」

と
述
べ
る
と
共
に、

帰
国
す
る
田
中
不
二
麿
に
土
産
物
を
託
し

た
こ
と、

ま
た、

こ
の
手
紙
と
共
に
日
本
語
訳
聖
書
を
送
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜3
:
 
10
9
)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
手
紙
を
書
く。
（
怜6
:
1
2
4
)
 

明
治
六
年
（
一

八
七
三
）

三
十
一

歳
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二
月
三
日

二
月
十
二
日

二
月
十
四
日

二
月
二
十
四
日

三
月
五
日

一

月

一

月
下
旬

一

月
二
十
八
日

六
月
九
日
に
福
士
よ
り
返
却
さ
れ
る
。
(

r
6
5
9
)

ジ(
M
r.
T
a
n
a
k
a
 h
as
 l
eft
 
P
a
ri
s
 o
n
 t
h
e
 2
8t
h
 
of
 l
ast
 J
a
n
u
a
r
y
 
fo
r
 Ja
pa
n.
"
 

＊

文
部
理
事
官
一

行
来一
一
月
五
日
ヲ
以
テ
当
州
発
程
帰
朝
仕
度、

此
旨
御
聞
届
有
之
度
奉
存
候
也

酉
正
月

文
部
理
市
官

田
中
不
二
麿

特
命
全
権
使
節
御
中

ベ
ル
リ
ソ
に
お
い
て
病
気
を
理
由
に
文
部
理
事
官
随
行
を
辞
す。
(
J::
104•
D
3
9)

こ
の
頃、

（
怜
6
:
 12
8)
 

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
宜
教
師、
〔
大
阪
梅
本
町
の
〕

自
宅
の
隣
家
を
用
い
て
学
校
を
開
く、

生
徒
約
三
十
人。

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
宣
教
師
総
会
が
グ
リ
ー
ソ
宅
で
開
か
れ、

宇
治
野
村
の

自
給
独
立
の

英
語
学
校
を
ミ
ッ
ジ
ョ

ソ
・
ス
ク
ー
ル
に
す
る
こ
と
を
決
定、

建
物
は
別
の
場
所
に
移
転
す
る
。

(

J

62
:
 
11
0
)
 

＊

こ
の
学
校
は
一
八
七
三
年
十
一

月
十
五
日
！
一
八
七
四
年
一

月
の
問
に
廃
校
か。

少
し
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

こ
の
日、

ベ
ル
リ
ソ
を
出
発、

翌
十
三
日、

ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ソ
に
到
着
す
る
。

こ
れ
よ
り
約
五
週
間、

こ
の
地
の
バ
ー
シ
ソ
グ
・

ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
湯
治
を
続
け
る
。
（
怜
6
:
 13
0
)
 

福
士
成
豊
が
新
島
に
手
紙
を
送
る
。

新
島
は
函
館
で
江
戸
の
家
族
宛
の
手
紙
を
彼
に
託
し
た
が
、

福
士
は
新
島
宅
を
捜

し
出
せ
ず、

そ
れ
を
渡
せ
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
事
情
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
新
島
の
手
紙
は
明
治
九
年

日
本
政
府
は
切
支
丹
禁
制
の
高
札
を
撤
去
す
る
。

(

J

97
:
 5
5
)
 

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
書
く。

三
週
問
前
よ
り
ヴ
ィ
ー
ス
パ
ー
デ
ソ
で
療
養
を
し
て
い
る
が
、

病
状
は
あ
ま
り
変
わ

(

J
 62
 : 1
5
0
)
 

文
部
事
務
無
滞
相
済
す。
（
怜
3
"

11
6
)

(

J
 5
0
 :
 21
6)
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1873年

四
月
六
日

三
月
十
日

〔
三
月
十
七
日〕

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
四
日

三
月
三
十一
日

月
十
八
日

＊
新
島
は
ダ
ッ
ド
レ
ー
を
ダ
ッ
レ
ー
氏
と、
ク
ル
カ
ッ
ト
を
ト
ー
カ
ツ
女
史
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る。

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
近
況
を
伝
え、

(

J
 
9
9
 :
 1

9
)
 

ソ
Frau
Mar
ie
 von
 Ze
hmen

と
い
う
老
夫
人
と
知
り
合
い

っ
て
い
な
い。
こ
の
地
の
大
多
数
の
人
々
は
快
楽
崇
拝
者
で
演
劇
や
ダ
ソ
ス
・
バ
ー
テ
ィ、
仮
装
舞
踏
会
に
は
多
く
の

人
々
が
出
席
す
る
が、
教
会
は
カ
ラ
ッ
ボ
で
あ
る。
し
か
し
少
数
の
本
物
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
が
い
て、
彼
ら
と
親
し
く

と
も
も
う
五
週
間
は
こ
こ
で
療
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と、
昨
年
五
月
か
ら
今
年一
月
ま
で
田
中
理
事
官
に
随
行

し
た
仕
事
が
忙
し
す
ぎ、
体
調
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
等
を
記
す。
（
怜6:
 1
2
7
)
 

新
島
民
治
か
ら
の
手
紙
（
明
治
五
年
七
月一
日、
十
五
日
付）
を
受
け
取
る。
ア
メ
リ
カ
か
ら
送
っ
た
金
を
受
け
取
っ

た
こ
と
を
知
ら
せ、
民
治
の
写
真
が
同
封
さ
れ
て
い
た。
（
怜3:
 112)
 

民
治
に
手
紙
を
書
く。
リ
ュ
ー
マ
チ
療
旋
の
た
め
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と、

話
い
た
し
呉
レ
且
独
乙
学
を
も
教
へ
呉
れ
候」
と
記
す。
（
怜3:
112,
 

こ
の
頃、
温
泉
療
養
所
を
去
り、
ル
ー
テ
ル
派
の
H
牧
師
〔
Gustav
Hausser〕
の
家
に
下
宿
す
る。
（
怜6:
 1
2
8
)
 

田
中
不
二
麿、
欧
米
教
育
視
察
を
終
え、
こ
の
日
帰
国
す
る。
(

r
6
4
S
)

女
性
宣
教
師
J
.
E
・
ダ
ッ
ド
レ
ー、
E
・
タ
ル
カ
ッ
ト
Julia
E.
 
Dudley,
 Eliza
 Ta
lcott
神
戸
に
着
任
す
る。

ド
イ
ツ
語
を
学
び
た
い
の
で、

「
二
日
置
毎
二
午
飯
之
御
馳
走
二
招
キ
呉
レ
厚
く
世

D39)

ア
メ
リ
カ
に
帰
る
の
は
六
月
よ
り
も
八
月
に
し
た
い

帰
米
の
途
中
ベ
ル
リ
ソ
に
立
ち
寄
っ
た
シ
ー
リ
ー
教
授
に
手
紙
を
出
す。

フ
ォ
ン
・
ツ
ェ
ー
メ

一
緒
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
帰
り
た
い
が、
少
な
く

新
教
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
よ
う
だ、
と
述
べ
る。
（
怜
6
:
 
1
2
6
)
 

な
っ
た。
全
体
的
に
ド
イ
ツ
の
新
教
は
政
策
の
問
題
で
あ
る
よ
う
で、
一
ュ
ー
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
と
い
う
自
由
な
土
地
の
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ハ
月
二
十
五
日

六
月
十
四
日

四
月
十
五
日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
七
日

七
月
二
十
三
日

コ
ソ
サ
ー
ト
を
聞
き
に
行
く。
＾^
Ei
n
de
utsc
hes
 R
eq
uie
m
 n
ac
h
 
W
orte
n
 der
 heili
ge
n
 Sc
hrift."

を
聞
く。

(

1::
1
4
7
7
)
 

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
英
語
学
校
は
五
ヵ
月
前
に
発
足
し
て
以
来、

生
徒
七
十
名
を
超
え
る
。
(
E
1
2
:
1
2
4
)

D
.

C
・
グ
リ
ー
ソ、

太
政
官
宛
に
キ
リ
ス
ト
教
書
の
書
店
の
開
設
に
つ
き
申
請
す
る
。
(
J
6
2
:
1
1
6
)

木
戸
孝
允
ら
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ソ
に
来
訪、

新
島
と
再
会
す
る
。

木
戸
日
記
に
よ
れ
ば、
「
晴
…
…
新
島
四

去
年
於
米
国
分
袖
彼
は
田
中
文
部
大
丞
と
渡
欧
せ
り
爾
後
不
快
に
て
此
地
に
来
る
品
川
新
島
卜
両
度
ハ
ー
ク
其
他
を
散

歩
せ
り」

と
あ
る
。

木
戸
か
ら
写
真
を
贈
ら
れ
る
。
（
廿
2
0
0
6

ー

5
6,

J
 4
7
 :
 3
8
3
)
 

木
戸
「
八
字
出
宿
ビ
ー
フ
リ
ヒ
に
至
り
蒸
汽
船
に
乗
る
…
…
新
島
来
送
る」
(
J
4
7
 :
 3
8
4
)
 

第
四
姉
・

と
き、

安
中
に
移
る
。
（
廿
1
6
7
7
)

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
第
一

年
会
が、

こ
の
日
よ
り
十
六
日
ま
で、

神
戸
の
ベ
リ
ー
宅
で

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
ぎ、

リ
ュ
ー
マ
チ
治
療
の
た
め
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ソ
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と、

こ
の
秋
か

ら
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
っ
て
勉
強
を
再
開
す
る
か、

あ
る
い
は
寒
さ
が
健
康
に
こ
た
え
る
の
で、

Se
mi
n
ar
y

へ
行
く
か
考
え
て
い
る
旨
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
6
:
 1
3
0
)
 

Ne
w
 
Ha
ve
n
 

（
あ
る
い
は
二
十
四
日）

ヴ
ィ
ー
ス
パ
ー
デ
ソ
で
の
療
養
を
終
え、

ベ
ル
リ
ソ
以
来
の
旧
友
〔
明
治
七
年
秋
の
項
参
照〕

を
訪
ね
て
ホ
ソ
プ
ル
ク
近
郊
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ド
ル
フ
に
行
く。

約
三
週
問
滞
在
す
る
。

フ
ラ
ソ
ス
語
を
喋
る
ュ
グ

開
か
れ
る
。

議
長
D
.

C
・
グ
リ
ー
ン
。
(
E
1

)
 

J
.

M
・
シ
ア
ー
ズ
は
こ
の
日、

ハ
ン
ブ
ル
グ
発
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
号
で
帰
米
す
る
。
（
怜
6
:
 1
2
8
)
 

五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
六
日

四
月
九
日

と
述
べ
る
。
（
ゆ6
:
 109)
 

太
来
訪
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八
月
二
十
九
日

年37
 
8ー

八
月
二
十
七
日

八
月
二
十
六
日

八
月
十
五
日

八
月
六
日

八
月
三
日

七
月
三
十
日

九
月
二
日

え
る
。
（
伶
6

:
 
1
3
3
)
 

学
業
を
続
け
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
。
（
怜
6

:
 
1
3
3
)
 

ノ
ー
の
子
孫
た
ち
の
村
で、

日
耀
日
の
朝
は
フ
ラ
ソ
ス
語
の
礼
拝
に
出
席、

夕
方
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
教
会
に
行
く。

ま

た
毎
日
の
よ
う
に
師
範
学
校、

付
属
小
学
校
を
参
観
し
て
過
ご
す。

こ
の
村
の
女
生
徒
か
ら
日
本
伝
道
の
た
め
五
ク
ー

ラ
ー
十
三
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
の
寄
付
を
受
け、

感
激
す
る
。
（
怜
6

"

1
3
2
)

オ
ー
ジ
ソ
ゲ
ソ

Us
m
ge
n
 
に
来
る
。

八
月
六
日
付
の
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
宛
の
手
紙
に
よ
る
と、

毎
日
セ
ミ
ナ
リ
ー
や
付

＊

新
島
は
Elsin
ge
n

と
古
い
て
い
る
が、

恐
ら
く
Usi
n
ge
n

の
誤
り
か。

民
治
に
手
紙
を
書
き、

数
日
前
ヴ
ィ
ー
ス
バ

ー
デ
ソ
を
出
発
し、

現
在
は
オ
ー
ジ
ソ
ゲ
ソ
に
滞
在
し
て
教
育
調
査
に
当

「
殊
二

よ
り
候
ヘ
ハ

米
国
に
一

両
月
逗
留
仕、

其
よ
り
当
年
中
二

日
本
二

罷
帰
り

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
近
況
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
出
し、

来
週
ド
イ
ツ
を
離
れ、

パ

リ
、

こ
の

頃、

パ

リ
到
着、

約
九
日
問
滞
在
し
て
パ

リ
見
物
を
す
る
。
（
怜
6

:
 
1
3
3
)
 

ロ
ソ
ド
ソ

到
着、

早
速
ベ
ア
リ
ソ
ク
商
会
を
訪
ね
A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

彼
か
ら
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で

ハ

ー
デ
ィ
に
発
信、

お
勧
め
に
従
っ
て、

ミ
ス
・

ヒ
ド
ン
に
手
紙
で
、

ロ
ソ
ド
ソ

経
由
で
帰
米
す
る
予
定

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
勉
強
を
終
え
て
か
ら
日
本
へ

帰
る
気
に
な
っ
た、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
り、

勉
強
を
続
け
る
こ
と
を
伝
え
る
。
（
ゆ
6

:
 
1
3
3
)
 

朝、

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
出
発、

午
後、

サ
マ

リ
ア
号
に
乗
船、

出
帆
す
る
。
（
怜
6

:
 
1
3
3
)
 

と
記
す。
（
怜
6

:
 
1
3
2
)
 

候
哉
も
難
計
候
…
…」

と
記
す。
（
怜
3
:
 11
5)
 

た
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え、

さ
ら
に

屈
小
学
校
を
訪
問
し
て
い
る
旨
を
記
す。
（
ゆ
6

:
 
1
3
2
)
 

と
伝
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十
月
二
十
一

日

十
一

月
二
十
二
日

十
一

月
二
十
三
日

十
月
十
六
日

十
月
八
日

九
月
十
三
日

九
月
十
四
日

九
月
十
七
日

九
月
八
日

田
中
不
二
麿、

『
理
事
功
程
』

の
う
ち
米
国
之
部
二
冊
を
太
政
官
へ

提
出
す
る
。

(

J

5
0
 :
 1
3
5
)
 

J
.

L
・

テ
イ
ラ
ー
教
授

J
o
h
n

L
or
d
 T
a
yl
or
 

手
紙
を
受
け
取
る
。
(
""f23
22)

朝、

キ
ュ

ー
ナ
ー
ド
汽
船
の
サ
マ

リ
ア
号、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
復
学、

新
学
期
の
授
業
開
始。
(

J::
9
0
3
)

夕
方、

ミ
ッ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
の
集
会
で
ス
ミ
ス
教
授
が
聖
書
を
朗
読
し、

新
島
が
き
わ
め
て
感
動
的
な
祈
薦
を
す
る
。

(
E
 1
1
)
 

夕
方、

S
o
ci
et
y
of
 l
n
q
 ui
r
y

が
下
級
生
の
教
室
で
催
さ
れ、

新
島
は
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
演
説
を
す
る
。

ま
ず
ま

ず
の
英
語
で
き
わ
め
て
興
味
深
く、

感
動
的
な
態
度
で
行
わ
れ
た
。
(
E
11)
 

*
"
 •.....
 Societ
y
 of

 
I
n
q
uir
y
〔t
h
e
c
゜
nti
n
u
ati
゜

n
゜f
t
h
e
 fa
m
o
us
 s
゜ciet
y
゜f'
Bret
hre
n'
：
：
：〕
n

（

E

ll
)

T
h
e
 Societ
y
 of

 
In
q
uir
y
 on
 th
e
 S
u
bj
ect
 of

 Missi
o
ns
は、
一
八
―
一
年＇、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
学子
牛亡
に
よ
り
華
i

立
さ
れ

た、

伝
道
の
た
め
異
教
徒
地
域
の
宣
教
事
情
を
調
査
す
る
組
織
で
あ
る。

ま
た

T
h
e
Soci
et
y
 of

 Bret
hr
en
と
は
一
八
0
八
年

に
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
大
学
の
学
生
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
異
教
徒
伝
道
を
志
す
団
体
で、

一

八
一

0
年
に
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー

神
学
校
に

移
り、

六
十
年
間
存
続
し
た。

新
島
も
メ
ソ
バ
ー
の
一

人
だ
っ
た。
(
E
28
 :
 11
2,
 
11
4)
 

J
.

L
・

テ
イ
ラ
ー
博
士
を
招
く。
(
E

ll
)

こ
の
日、

田
中
不
二
麿、

『
理
事
功
程
』

英
国
之
部
を
太
政
官
に
提
出
す
る
。

(

J

5
0
 :
 1
3
5
)
 

風
邪
を
ひ
き
医
者
か
ら
外
出
を
止
め
ら
れ
る
。
（
二
十
六
日
現
在
治
ら
ず
）
（
怜
6
:
 1
3
4,
 

1
3
5
)
 

新
島
民
治
に
発
信、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
修
学
中
で
あ
る
こ
と
「
学
校
二

帰
少
く
も
来
年
五
六
月
迄
ハ

修
業
致
さ
ね
ば

な
ら
さ
る
次
第
二

相
成
…
…
是
又
学
問
の
那
故
且
国
家
之
御
為
故
已
む
を
不
得
次
第
：·,
：」

と
帰
国
の
遅
れ
る
こ
と
を

一
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
す
る
。
（
廿
9
0
3

よ
り
こ
の
日
付
で
、

E
l
4
:
 1
7
)
 

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
へ

帰
校
を
勧
め
る
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1873年

十
二
月

十
二
月
十
六
日

十一
月
二
十
六
日

十一
月――
十
四
日

十
二
月
三
日

十
二
月
七
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
五
日

開
拓
使
派
遣
留
学
生
に
帰
朝
命
令
が
出
る。
(
G
4
:
 1
3
6
)
 

シ
ー
リ
ー
教
授
に
手
紙
を
書
く。
風
邪
を
ひ
い
て
だ
ん
だ
ん
重
く
な
り、
今
日
は
軽
い
リ
ュ
ー
マ
チ
の
せ
い
も
あ
っ
て

ほ
と
ん
ど一
日
中
ソ
フ
ァ
ー
に
横
に
な
っ
て
い
た。
こ
の
ぶ
ん
で
は
感
謝
祭
に
シ
ー
リ
ー
宅
を
訪
問
す
る
計
画
は
駄
目

惑
謝
祭。
リ
ュ
ー
マ
チ
の
た
め
医
者
よ
り
外
出
を
禁
止
さ
れ、
シ
ー
リ
ー
宅
へ
行
け
な
く
な
っ
た
こ
と
を
同
教
授
に
伝

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
手
紙
を
出
し、
感
謝
祭
へ
の
招
待
に
礼
を
述
べ、

が、
風
邪
の
た
め
行
け
な
か
っ
た
こ
と、
明
日
十
二
時
半
ま
で
に
ヒ
ド
ン
宅
に
行
か
な
か
っ
た
な
ら、
体
調
が
悪
い
た

新
島
民
治
よ
り
手
紙
（
九
月
二
十
日、
十一
月
十一
日）
を
受
け
取
る。
（
怜
3
:
 
11
9
)
 

J
.

C
・
ベ
リ
ー、
神
戸
の
大
通
り
に
日
曜
学
校
を
開
ぎ、
四
十一
人
の
聴
衆
が
集
ま
る。

C
・
グ
リ
ー
ソ
は
兵
庫
で
説
教
を
始
め
る。
(
E
3

|
a
:
1
8
4,
 
E
8
:
 8
)
 ア

ー
モ
ス
ト、
ボ
ス
ト
ソ
か
ら
も
招
待
を
受
け
た

大
阪
の
M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ン
宣
教
師
は、
こ
の
日、
新
島
に
宛
て
手
紙
を
出
し、
外
国
人
宣
教
師
に
よ
る
伝
道
の
困
難

さ
を
述
べ、
新
島
に
帰
国
し
て
援
助
す
る
よ
う
切
望
す
る。
(

"f
2
3
2
5
)

ま
た、

近
く
の
町
の
教
会
で
の
神
学
校
学
生
の
礼
拝
奉
仕
に
加
わ
り、
そ
の
帰
途、
汽
車
の
中
で
C
.

C
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
や

C
・
ア

そク
ー
ソ
ソ
牧
師
に
出
会
う。
(
E
ll)

『
理
事
功
程』
の
和
装
本
十
四
冊
の
刊
行
が
始
ま
る。
明
治
八
年
九
月
に
完
了。
(

J50
 : 14
1
)
 

め
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い、
と
伝
え
る。
（
怜6:
 13
5
)
 

え
る。
（
曲6:
 13
4
)
 

に
な
る
か
も
知
れ
な
い、
と
記
す。
（
曲6:
 13
4
)
 

告
げ
る。
（
ゆ3"
117)

こ
の
日、
D
.
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二

月

一
月
十
一
日

一
月
十
四
日

一
月
十
七
日

二
月
十
二
日

二
月
十
五
日

二
月
二
十
四
日

一
月
一
日

シ」
(
F
1
9

羞7)

（
怜
3
:
 

11
9)
 

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
在
日
宣
教
師
団
J
.

C
・
ベ
リ
ー
ら
八
名
は
連
名
で
新
島
に
手
紙
を
送
り、

帰
国
し
て
協
力
す

る
よ
う
に
要
請
す
る
。
(

T
2
3
2
6
)

帰
国
を
促
す
父
親
の
民
治
に
手
紙
を
書
き
「
米
国
再
帰
之
上
例
之
ハ
ル
デ
イ
君
と
色
々
帰
朝
之
義
相
談
仕
候
処、

今
一

年
程
修
業
不
仕
候
て
は
是
迄
学
候
処
も
無
二
相
成
候
次
第
二
而
不
得
已
事
再
米
国
二
留
学
仕
候」

「
小
子
留
学
中
は
如

何
様
二
帰
朝
之
義
被
仰
越
候
と
も
小
子
義
一

度
決
定
い
た
し
修
業
不
相
済
内
は
決
し
而
帰
朝
不
仕
候」

と
決
意
を
示
す。

七
五
三
太
誕
生
日
に
つ
き
安
中
の
新
島
家
で
は
赤
飯
を
炊
い
て
祝
う。
（
廿
1
7
1
4
)

晴、

横
浜
軽
井
沢
の
鶴
屋
八
郎
右
衛
門
の
知
人
で
旧
高
松
藩
富
永
寛
次
郎
が
米
国
へ
留
学
す
る
に
つ
き、

民
治
は
依
頼

に
よ
り、

新
島
宛
の
添
書
を
与
え
る
。

(

1:
1

71
4
)

炭
応
義
熟
の
分
校
を
京
都
下
立
売
新
町
の
小
学
校
取
締
所
構
内
に
置
く。

四
月、

授
業
を
開
始
す
る
。
(
H
ll
:
 6
6
)
 

横
浜
海
岸
教
会
で
は
「
在
米
国
新
島
氏
ヲ
牧
師
二

依
頼
ス
ル
事
二

決
シ
書
面
ヲ
発
ス
」
(
F
1
9
 :
 2
7
)
 

横
浜
海
岸
教
会
で
は
新
島
襄
へ
の
招
聘
書
を、

こ
の
日、

米
国
郵
船
に
託
し
て
送
っ

た
が

大
阪
の
M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ソ
よ
り
手
紙
を
受
け
取
る。
〔
明
治
六
年
十
二
月
十
六
日
の
項
参
照〕
（
怜
6
:
 
1
3
5,
 

�
10:
 

1
82)
 

明
治
七
年
（
一

八
七
四
）

三
十
二

歳

「
終
二

其
承
諾
ヲ
得
ザ
リ

116 



1874年

月
三
月
四
日

三
月
十
二
日

三
月
十
四
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
五
日

月
十
八
日

月
六
日

二

月

（
怜
6
り

1
3
6,

」ぃ
903)

ボ
ス
ト
ソ
よ
り
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
る
。
（
廿
903)

ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ソ
ー
夫
人

Fra
u
v
o
n
 
M
ass
a
u

よ
り、

紙
を
受
け
取
る
。
（
廿
903)

ダ
ソ
バ

ー
ス
・

ポ
ー
ト
の
S
.

D
・

テ
イ
ラ
ー
夫
人
を
訪
い
、

そ
こ
に
四
月
一

日
ま
で
滞
在
す
る
。
(
J:9
03)

新
島
民
治
は
七
五
三
太
宛
に
手
紙
を
書
き、

安
中
の
洞
を
通
じ
横
浜
の
バ

ラ
に
送
付
方
を
依
頼
す
る
。
（
廿

171
4
)

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の
総
主
事
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
に
呼
び
出
さ
れ
る
。

神
戸
の
D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
よ
り
の

手
紙
を
見
せ
ら
れ、

日
本
で
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
宜
教
師
と
し
て
働
く
意
志
の
有
無
を
聞
か
れ、

そ
れ
を
承
諾
す
る
。

ボ
ス
ト
ソ
で
石
版
印
刷
を
見
る
。
(
J::
903)

ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
に
手
紙
を
書
く。

今
晩、

ア
ポ
ッ
ト
女
学
校
の
生
徒
た
ち
が
神
学
生
を
招
い
て
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ソ
サ
ム
な
男
た
ち
だ
け
が
招
待
さ
れ、

新
島
を
含
む
間
抜
け
な
連
中
は
除
外
さ
れ
た
こ
と、

大
阪

の
ゴ
ー
ド
ソ
か
ら
の
手
紙
に
つ
い
て
記
す。
（
怜
6
:
1
35)
 

夕
方、

月
例
の
集
会
が
開
か
れ、

日
本
に
い
る
宜
教
師
の
報
告
が
紹
介
さ
れ
る
。
(
E
ll)

帰
国
は
六
月
以
後
に
な
る
と
い
う
新
島
書
簡
（
一

月
十
一

日
付）

が
、

こ
の
日、

千
巻
屋
を
通
じ
安
中
の
父
親
の
元
に

届
け
ら
れ
る
。
(
1::1
71
4)

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
の
冬
の
学
期
が
こ
の
日
終
了、

三
週
間
の
休
暇
に
入
る
。
(
l:903)

ポ
ス
ト
ン
に
行
き、

ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
と
一

週
間
一

緒
に
過
ご
す。

ま
た
テ
イ
ラ
ー
博
士
夫
妻
に
も
会
う。
（
廿
903)

新
島
家
家
禄
奉
還
の
願
書
を
戸
長
ま
で
差
し
出
す。
(
1:1
71
4)ホ

ソ
グ
マ

Ott
o
 
H
o
n
g
m
a
〔

p

〕

の
改
宗
を
知
ら
せ
る
手

117 



五
月
十
日

五
月
四
日

四
月

四
月
九
日

四
月
四
日

四
月
三
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
九
日

四
月
三
十
日

四
月
一

日

姉
ま
き、

群
馬
県
後
閑
村
庄
右
衛
門
〔
佐
藤
種
五
郎
〕

に
嫁
入
り
す
る
。
（
廿

171
4
)

横
浜
の
J
.

H
・
バ

ラ
よ
り
手
紙
を
受
け
取
り、

横
浜
教
会
が
新
島
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
(

l::
9
0
3
)

F•

D.
 

リ
ン
カ
ー
ン
に
て
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

牧
師、

K
else
y
 
と
安
息
日
を
過
ご
す
た
め
マ

ー
プ
ル
ヘ
ッ
ド
の
彼
の
教
会

（
第
三
教
会）

に
行
く。

夜、

人
々
の
前
で
話
を
す
る
。
(

J:
9
0
3
)

新
島
の
書
簡
（
明
治
六
年
十
一

月
二
十
三
日
付
）

が
津
田
仙
を
通
じ
て
民
治
の
元
へ

届
く。
（
廿

171
4
)

シ
ェ
ッ
ド
夫
人
と
共
に
安
息
日
を
過
ご
す。
（
廿
9
0
3
)

こ
の
日、

摂
津
第
一

公
会
（
神
戸
教
会）

が
設
立
さ
れ
る
。

仮
牧
師
D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
、

信
徒
十
一

名。
(
F
1

:

 Z
O)
 

ド
イ
ツ
、

バ

ー
デ
ソ
の
ボ
ル
ツ
ハ

イ
ム

P
forz
hei
m

に
住
む
G
・
ハ

ウ
サ
ー
に
手
紙
を
書
く。
（
廿
9
0
3
)

日
本
に
お
い
て
宜
教
事
業
に
献
身
す
る
決
意
を
記
し、

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
総
主
事
に
送
る
。

さ
ら
に
も
う
一

通、

宣
教
師
志
願
者
の
た
め
の
手
引
き

己
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
や
略
歴、

健
康
状
態、

家
族
の
こ
と
等
十
二
の
質
問
に
答
え
る

手
紙
を

出
す。
（
怜
6
:
13
6
1

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ポ
ー
ド
の
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
準
会
員
に
任
職
さ
れ
る
。
（
怜
1
0
:
 
1
8
5
)
 

に
従
っ
て
、

自

田
中
不
二
麿
は
こ
の
日
付
の
手
紙
を
新
島
に
発
信、

新
島
に
託
さ
れ
て
い
た
手
紙
は
川
田
剛
を
通
じ
て
民
治
に
送
っ

た

こ
と、

ま
た
前
年
九
月
に
民
治
が
来
て
「
黄
物
之
件
拝
承
候
聯
御
需
要
二

応
シ
置
候」

と
伝
え
る
。
(

T
6
4
9
)

マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
レ
キ
シ
ソ
ト
ソ
の
E
.

G
・

ボ
ー
タ
ー
牧
師
の
教
会
に
お
い
て
初
め
て
講
壇
か
ら
説
教
を
す
る
。

彼
が
選
ん
だ
聖
句
は
「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

第
1

二
章
十
六
節
で
あ
っ

た
。

公w
1
0
"
1
8
5
)

1
3
8)
 

M
a
n
u
al
 
for
 
Missi
o
n
ar
y
 C
a
n
di
d
at
es
 

新
島
民
治
と
J
.

H
・
バ

ラ
よ
り
手
紙
を
受
け
取
る
。
（
廿
9
0
3
)

神
学
校
の
同
級
生
F
.

D
・

ケ
ル
ジ
ー
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1874年

六
月
二
日

五
月

五
月
二
十
八
日

五
月
十ー
13

五
月
十
三
日

五
月
十
九
日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
七
日

力
を
し
た 。
(

J62
 : 148)
 

missions .
"
 
(
E
 11)
 

レ
キ
シ
ソ
ト
ソ
よ
り
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
る 。
(
E
ll)

二
月
十
五
日
付
の
新
島
書
簡
が
民
治
の
元
に
届
く 。
（
廿1
714
)

民
治 、
新
島
宛
の
手
紙
を
横
浜
経
由
で
送
る 。
（
廿1714)

The
 preaching
 of
 Christ
 in
 Japan .
の
草
稿
で
き
る
〔
七
月
二
日
の
項
参
照〕
（
1:1227)

ほ

ん

で

ん

大
阪
〔
西
区〕
本
田
梅
本
町
十
に
摂
津
第
二
公
会
（
梅
本
町
公
会
↓
大
阪
教
会）
設
立 、
仮
牧
師
M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ソ 、

J.
H
・

バ
ラ
に
手
紙
を
書
き 、
横
浜
よ
り
の
招
き
を
謝
絶
す
る 。
(

h
9
0
3
)

ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ

シ
ョ

ソ
第
二
年
会
が
こ
の
日
よ
り

三
十
日
ま
で
神
戸
の
ベ
リ
ー

宅
で
開
か
れ
る 。
議
長
は
J.
D
.

こ
の
年
会
で
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
各
教
派
の
合
同
促
進
を
決
議
す
る 。
(
F4:
3
9,
 
J
 5
5

—

3

ら62)

コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
ク
ラ
プ
の
記
念
集
会
が
ポ
ス
ト
ソ
の
ト
レ
モ
ン
ト
・
テ
ソ
プ
ル
で
催
さ
れ 、
新
島
も
出
席

His
 speach
 is
 very
 touching
 as
 sho
wing

 what
 missions
 have
 done

1
no

 fail
ure .
 
He

 spoke
 

of
 hi
mself

1"
I

 stand
 be
fore

 you
 as
 a
 monu
ment

 of
 g
race

ー

what
God

 has
 done
 th
rough

『
真
の
道
を
知
る
の
近
道』
刊
行
さ
れ
る 。
初
版一
万
部 、
著
者
は
J.
D
・

デ
イ
ヴ
ィ

ス 。
佐
治
職
が
日
本
訳
の
協

新
島
に
関
す
る
証
明
書
が
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー

神
学
校
教
授
J.
L
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
書
か
れ
る 。
(
1:1228)

し
て 、
日
本
で
の
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
短
い
演
説
を
す
る 。
（
廿
9
0
3
)

デ
イ
ヴ
ィ

ス 。
(
E
1

)
 

信
徒
七
名 。
(
F
1
3
 :
 2)
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七
月
二
日

ハ
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
三
日

六
月
十
七
日

六
月
十
一

日

六
月
＝―-
日

た
が、

新
島
の
が
と
く
に
面
白
か
っ
た
。
(
E
ll)

v
er
 Ass
o
ciati
o
n
 

説
教
資
格
取
得
候
補
学
生

Li
ce
nsi
n
g
st
u
de
nts
 

素
睛
ら
し
い
タ
ベ
で
あ
っ
た
。
(
E
I

I

)
 

こ
の
夜
の
〔
S
oci
et
y

of
 
In
q
uir
y
 ?

の
〕

月
例
会
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

新
島
が
そ
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て

感
動
的
な
話
を
し、

(
E
ll)
 

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

フ
ェ
ル
プ
ス
教
授

Pr
of.

P
h
el
ps

が
日
本
と
新
島
の
た
め
に
も
っ

と
も
適
切
な
祈
り
を
捧
げ
た
。

新
島
を
カ
ー
ペ
ソ
タ
ー
の
テ
ィ
ー
に
招
い
て
歓
談
す
る
。

新
島
が
祖
国
日
本
で
伝
道
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な、

オ
ー
プ
ン
・
バ
ッ
ク
・
シ
ャ
ツ
の
採
寸
を
す
る
。
J
o
h
n

H•

De
a
n

作
成。
（
廿
1
3
9
9
)

新
島、

の
た
め
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
・

ア
ソ
ジ
ェ
ー
シ
ョ
ソ

T
h
e
 A
n
d
o,
 

の
集
会
が
南
ロ
ー
レ
ソ
ス
の
カ
ー
タ
ー
牧
師
の
教
会
で
催
さ
れ
る
。

出
席
者
が
そ
れ
ぞ
れ
話
を
し

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
よ
り
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
に
手
紙
を
出
し、

次
の
金
曜
日
〔
七
月
四
日
〕

に
ボ
ス
ト
ソ
に
行
く

予
定
だ
が、

そ
の
際
面
会
し
て
新
島
の
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
と
述
べ
る
。
（
怜
6
:
 13
9
)
 

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
・

ア
ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
に
お
い
て
牧
師
資
格
試
験
を
受
け、

承
認
さ
れ
る
。
(

J::
1
2
2
9
)

カ
ー
ペ
ソ
タ
ー
の
と
こ
ろ
へ

別
れ
の
挨
拶
に
立
ち
寄
る
。
(
E
ll)

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
第
六
十
六
回
卒
業
式
が
午
前
九
時
よ
り
教
会
堂
で
行
わ
れ、

新
島
は
二
十
一

名
の
学
友
と
共

に
卒
業
(
S
pe
ci
al

C
o
u
rs
e
)

す
る
。

席
上、

彼
は
九
名
の
う
ち
の
一

人
と
し
て
演
説
す
る
。

書」

六
章
十
四
・

十
五
節
と
「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

三
章
十
六
節
を
英
語
で
読
ん
だ
の
ち、

演
説
は
日
本
語
で
行

い
、

大
喝
采
を
受
け
る
。

題
名
は

T
h
e

Pre
ac
hi
n
g
 of
 C
hrist
 i
n
 Ja
pa
n
 (
日
本
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
の
宜
教
）
。

ま
た
J
.

L
・

テ
イ
ラ
ー
博
士
は
新
島
を、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
卒
粟
生
の
う
ち
第
一

七
六
番
月
の
宣
教
師
と
し
て
悔
外
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1874年

八
月
十
一

日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
八
日

八
月
七
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
六
日

朝、
（
怜
6
:
 1
4
0
)
 

1
3
9
)
 

を
聞
く。

朝
の
礼
拝
の
の
ち
デ
ー
ソ

Mr•

Da
n
e

に
会
い
、

ハ

ー
デ
ィ

夫

メ
ア
リ
l

E
・

ヒ
ド
ン
か
ら
の
手
紙
を
渡
す。
（
や
6

雨、 が、

雨
降
り
の
う
え、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
を
六
時
四
十
六
分
に
発
ち、

七
月
三
日

に
脈
遣
さ
れ
る
、

と
紹
介
す
る
。
（
怜
6
"
139,

:i,,:1
0
 :
 185,

...l:::l
器
0”
E
ll)

ボ
ス
ト
ソ
ヘ

行
き、

午
後、

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
と
会
う
〔
予
定
〕。
（
怜
6
ぃ

1
3
9
)

ヒ
ン
ズ
デ
イ
ル
の

M
o
u
ntai
n

R
ee
v
e
 S
oci
et
y
〔
の
メ
ソ
バ
ー
〕

と
牧
師
館
で
会
う。
（
廿
9
0
3
)

「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
二
の
手
紙」

に
よ
る
福
音
書」

二
十
六
章
六
・

七
節
で
あ
っ

た
。

夜、

集
会
で
話
を
す
る
。
(

J::
9
0
3
)

一

章
十
二
節
「
マ
ク
イ

メ
イ
ソ

州
ボ
ー
ト
ラ
ソ
ド
ヘ

夜
十
時
に
着
く。

そ
こ
よ
り
汽
船
に
乗
る

一

晩
中
絶
え
問
な
い
エ
ン
ジ
ソ
の
音
で
眠
れ
な
い
。
（
怜
6
:
 1
3
9
)
 

朝
五
時
前、

船
の
ボ
ー
イ
に
起
こ
さ
れ
て
朝
食
を
食
べ

る
。

雨
の
中、

午
後
三
時
に
バ
ー
・
ハ

ー
バ
ー
ヘ

到
着、

デ
ィ
に
迎
え
ら
れ
て
、

彼
の
別
荘
に
近
い
民
宿

De
eri
n
g

H
o
use

に
入
る
。
（
怜
6
:
 1
3
9
)
 

ハ

ー
デ
ィ
と
村
の
教
会
へ

行
く。

午
後
は
ボ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
ホ
ー
ム
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
に
関
係
し
て
い
る
船
長
の
話

午
前
中
雨、

島
の
地
図
と
コ
ン
バ
ス
を
頼
り
に
、

あ
ま
り
観
光
客
の
行
か
な
い
場
所
に
ド
イ
ツ
人
と
ち
ょ
っ

と
し
た
遠

出
を
す
る
。

深
い
森
を
通
り
抜
け、

山
を
登
り、

沼
地
や
水
路
を
骨
折
っ
て
進
む。

七、

八
マ
イ
ル

歩
く
と
ド
イ
ツ
人

が
ク
タ
ク
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、

大
型
の
四
輪
馬
車
を
雇
い
ロ
マ
ソ
チ
ッ
ク
な
峡
谷
を
通
っ
て
家
路
に
つ
く。

ハ

ー
デ
ィ
と
ヨ
ッ
ト
に
乗
り、

午
後
は
夫
妻
と
一

緒
に
シ
ェ
ル
・
ビ
ー
チ
ヘ
ビ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く。

日
曜
日
、

フ
リ
ソ
ト
牧
師
の
説
教
を
聞
く。

テ
キ
ス
ト
は

夜
汽
車
で
ヒ
ソ
ズ
デ
イ
ル
に
着
く。
(

...l::
9
0
3
)

ノ·‘
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九
月
一

日

八
月
二
十
七
日

八
月
十
七
日

八
月
十
五
日

八
月
十
四
日

八
月
十
三
日

報
知
新
聞
は

た、

と
書
き
添
え
て
い
る。
（
怜
6

"

1
4
1
)

（
」
ぃ

人
は
孫
の
シ
ェ
ー
ビ
ー
と
ポ
ス
ト
ソ
か
ら
来
た
彼
女
の
友
人
の
息
子
を
連
れ、

海
岸
で
デ
ー
ソ、

ハ
ー
デ
ィ、

デ
ー
ソ、

モ
リ
ル
ら
と
魚
釣
り
を
す
る。

新
島
は

雨、

Dr.

Faber'
s
 Hy
m
ns
を
読
ん
で
過
ご
す。

ポ
ソ
ド
も
あ
る
タ
ラ
を
釣
っ
て
得
意
気
で
あ
っ
た。

村
の
教
会
で
ド
ー
ル
牧
師
の
説
教
を
聞
く。

午
後、

Ha
ddoc
k
 〔
タ
ラ
〕

四
匹、

朝、

釣
り
仲
間
と
出
か
け
る
が、

凪
の
た
め
ポ
ー
キ
ュ
。ハ
イ
ソ
島
に
渡
れ
ず、

モ
リ
ル
の
家
族
と
合

gd
〔
ク
ラ
〕

行
く。

新
島
は
ハ
ー
デ
ィ
に
勧
め
ら
れ
て
集
ま
っ
た
大
人
や
子
供
を
前
に
し
て
神
の
恩
寵
と
救
い
に
つ
い
て
半
時
間
以

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
発
信、
バ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
に
来
て
か
ら
の
こ
と
を
日
記
風
に
書
い
て
報
告
す
る。

新
島
は
手
紙
の
終

わ
り
に、

日
付
を
問
違
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い、

今
日
は
八
月
十
六
日
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
十
七
日
だ
と
言
わ
れ

「
新
島
某
と
申
日
本
人
は
七
八
年
前
に
箱
館
を
脱
し
ボ
ス
ト
ソ
に
来
り、

米
人
某
の
助
を
得
大
学
に
入
り

神
学
を
修
業
い
た
し、

追
々
上
進
此
度
ア
ソ
ド
ー
ル
地
名
I

ア
オ
ロ
シ
カ
ル
セ
メ
ナ
リ
イ
に
て
成
学
の
許
可
を
得
候
由
に

承
り
申
候」

と
報
ず。
（
廿
1
7
0
9
)

新
島
約
忍
の
ワ
ッ
ソ
ト
ソ
行、

8
本
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る。

上
も
話
を
す
る。
（
怜
6

:
 
1

4
1
)
 

ハ
ー
デ
ィ
の
ヨ
ッ
ト
で
ロ
ウ
ア
ー
湾
に
行
ぎ、

「
倅
約
忍
毅
華
行
相
成
侯
趣、

新
冊
二
出
侯
段」

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
従
っ
て
オ
ッ
ク
ー
・
ク
リ
ー
ク
の
日
曜
学
校
に

ヨ
ッ
ト
の
上
で
の
食
事
は
素
晴
ら
し
か
っ
た。
（
怜
6

:
 
1
4
0
)
 

一
日
中、

海
釣
り
を
楽
し
む。

約
八
十
匹
釣
る
が、

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
を
訪
う。
（
怜
6

:
 
1
4
0
)
 

八
月
十
二
日

釣
る。
（
怜
6

:
 
1
4
0
)
 

流、

海
岸
で
夕
飯
を
食
べ
た
の
ち、

夕
方
七
時
頃
家
に
戻
る。
（
怜
6

:
 
1
4
0
)
 

ハ
ー
デ
ィ
は一―-
0

一
匹
も
釣
ら
ず
に
帰
る。
（
怜
6

:
 
1
4
0
)
 

一
匹
を
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1874年

九
月
二
十
八
日

九
月
十
八
日

九
月
十
三
日

九
月
十
五
日

九
月
二
十
四
日

十
月
三
日

か
ら
親
切
な
手
紙
を
受
け
取
る
。
（
怜
6
:
 
1
4
1
)
 

る
。
（
曲
6
:
 1
4
1
)
 

ほ
ど
ァ
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
、

ダ
ソ
バ
l
 ズ
ヽ

セ
イ
レ
ム
、

マ
ー
プ
ル
ヘ
ッ
ド
を
廻
り、

友
人
た
ち
に
お
別
れ
の
挨
拶
を
す

1

71
4
)
 

横
浜
第
一

長
老
公
会
〔
の
ち
指
路
教
会
〕

設
立
さ
れ
る
。
（
プ
ロ
テ
ス
ク
ソ
ト
無
教
旅
主
義
は
破
綻
）
（
H
l
2
り

8
9
)

新
島
襄
按
手
礼
式
の
案
内
状
が
ボ
ス
ト
ソ
の
マ

ウ
ソ
ト
・
バ
ー
ノ
ソ
教
会
の

S.

E•

Her
ri
c
k

牧
師
お
よ
び
教
会
委
員

会、

候
補
者
の
名
前
に
よ
り
発
送
さ
れ
る
。

(

J::
1
2
3
2
)

田
中
文
部
大
丞
『
理
事
功
程
』

独
乙
国
ノ
部
を
太
政
官
に
提
出
す
る
。

(

J

5
0
 :
 1
3
6
)
 

木
曜
日、

新
島、

近
辺
の
二
十
の
主
要
な
教
会
か
ら
代
表
が
招
か
れ
た
ほ
か
、

ー
ド
の
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ン

博
士、

E
3
ーc)

ト
リ
ー
ト
博
士、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
教
授、

N
.

G
・
ク
ラ
ー
ク
博
士、

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ポ

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
J
.

L
・

テ
イ
ラ

ー
博
士、

ボ
ス
ト
ソ
の
オ
ー
ル
ド
・

サ
ウ
ス
・

チ
ャ
ー
チ
の
G
.

W
・
プ
ラ
グ
デ
ソ

牧
師
が
出
席
し
た
。

ま
た
記
念
説

教
は
シ
ー
リ
ー
博
士
が
「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

第
十
二

章
三
十
二

節
に
よ
り
行
い
、

歓
迎
の
握
手
は
E
・

フ
リ
ソ

ト
牧
師、

激
励
の
辞
は
ボ
ー
ド
運
営
委
員
会
の
A
.

C
・

ト
ム
ソ
ソ

牧
師
に
よ
り
述
べ

ら
れ
た
。
（
ゆ
10
:
 1
8
5,
 

J::
1

23
2,

プ
リ
マ
ス
に
行
き、

有
名
な
「
上
陸
の
岩」

と
ビ
ル
グ
リ
ム
・

フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
の
遺
物
を
見
る
。

こ
の
頃
よ
り
一

週
間

こ
の
日
よ
り
十
月
三
日
ま
で
の
問
に
ボ
ス
ト
ン
で
w
.

T
・
シ
ー
リ
ー
〔
通
称
ウ
イ
リ
ー
、

ツ
ー
リ
ー
教
授
の
子
息
〕

東
京
・

横
浜
・

神
戸
・

大
阪
各
公
会
の
代
表
者
が
横
浜
に
集
ま
っ

て
日
本
基
督
公
会
条
例
案
を
討
議、

公
会
の
合
同
を

マ

ウ
ン
ト
・
バ
ー
ノ
ソ
教
会
で
按
手
礼
を
受
け
る
。
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十
月
九
日

十
月
八
日

七
月
七
日

十
月
六
日

十
月
五
日

十
月
四
日

説
の
原
稿
を
練
る
。
（
ゆ
10
:
 189)
 

夕
方、

ス
が
ほ
し
い
、

と
書
く。
（
ゆ
6
"
1
4
2)

ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ー
ド
第
六
十
五
年
会
が、

決
議
す
る
。
(
F
4

羞
8,
F
 28
 :
 43,
 
J
 22
ー2
:

11,
 
J
 
5
5

ー3

ら62)

日
曜
日、

バ
ー
モ
ン
ト
州
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
第
六
十
五
年
会
に
赴
く
途
中、

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ク
リ
ソ
ト
ン
に
泊
ま
り、

安
息
日
を
過
ご
す。
（
怜
6
:
 141)
 

ク
リ
ン
ト
ン
か
ら
シ
ー
リ
ー
教
授
に
手
紙
を
出
し、

近
況
と
今
後
の
予
定
を
述
べ
る
。

ア
メ
リ
カ
を
離
れ
る
前
に
会
い

た
い
の
だ
が、

出
発
ま
で
の
時
間
が
大
変
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

同
教
授
の
い
る
東
ハ
ソ
プ
ト
ソ
ヘ

行
く
の
は
不
可
能

で
あ
る
。

だ
か
ら
今、

b•
E
3
|
b)
 

金
曜
日、

お
別
れ
の
挨
拶
を
す
る、

ハ

ー
デ
ィ
を
訪
ね、

と
記
す。
（
怜
6
:
 141)
 

こ

の
日
午
後
三
時
よ

り
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

チ
ャ
ー
チ
で
開
催
さ
れ、

新
島
も
出
席
す
る
。

十
月
九
日
（
金
曜
日
）

午
前
十
一

時
に
閉
会
す
る
。
（
怜
6
:
1
41,
 
E
2
|

ミ
ス
・

ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
書
き、

私
へ
の
贈
り
物
に
つ
い
て
希
望
を
言
え
る
な
ら、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ニ
ュ
ー
・

ア
ト
ラ

日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
を
設
立
す
る
た
め
の
募
金
の
訴
え
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

ハ

ー
デ
ィ
よ
り
11
お
ぽ
つ
か
な
い
と
思
う
が、

ま
あ、

や
っ
て
み
る
か
II

と
言
わ
れ
る
。

こ
の
夜、

宿
舎
に
帰
り、

演

新
島
公
義、

上
野
国
吾
妻
郡
川
戸
村
の
官
地
お
よ
び
立
ち
木
を
私
有
地
と
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
る
。
(
h1
7
09)

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
年
会
の
最
終
日
。

午
前
九
時
よ
り
開
か
れ、

恒
例
の
ご
と
く
海
外
伝
道
に
向
か
う
宜

教
師
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

新
島
は
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
紹
介
さ
れ
て
挨
拶
を
す
る
。

そ
の
際、

日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の

栄子
校
設
立
を
訴
え
て
五
千
ド
ル
の
寄
付
金
を
得
る
。

な
お
、

こ
の
基
金
の
会
計
は
ハ

ー
デ
ィ
が
行
う
よ
う
決
議
さ
れ
た
。

マ

サ

チ
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十
月
十
六
日

年4
 
78ー

十
月
十
二

日

十
月
十
三
日

十
月
十
五
日

が
示
し
て
く
れ
た

木
曜
日、
こ
の
日
よ
り
新
し
い
日
記
帳
を
用
い
る。
（
廿
1101)

こ
の
新
島
の
訴
え
に
は
P
・
バ
ー
カ
ー、
w
.

D
・
ド
ッ
ヂ、
J.
B
・
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
名
士
を
は
じ
め
老
農
夫、

老
婦
人
ま
で
が
募
金
に
応
じ
た。
（
伸1"
34,
74,
 92、
E3
|b,
E4)
 

＊
こ
の
ラ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
大
会
の
模
様
は
凸[The
Missionary
 Herald"
 
Nov.
 1874,
 Vol.
 LX
X,
 No.
 XI,
 A.
 B.
 C.
 F.
 

M
お
よ
び
6[
Ruilaミd
wee
き[y
Herald"
 
Oct.
 1
5th,
 187
 4.
に
掲
載
さ
れ
て
い
る。
と
く
に
後
者
は
(
D34
羞l)
に
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る。

＊
こ
の
年、
日
本
に
向
か
う
宣
教
師
は
J•
K•
H・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
夫
妻
John•
K.
H•
DeForest,
A•
H・
ア
ダ
ム
ズ
夫

妻
Arthur
H.
 Ada
ms
と
新
島
で
あっ
た。

Ea
rly
 History
 in
 Japan
に
つ
い
て
記
す。
(
J::
lll4)

こ
の
朝、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
デ
ー
ソ
よ
り
小
包
み
を
受
け
取
る。
三
通
の
手
紙、
金
鎖、

ー
・
ア
ト
ラ
ス
購
入
の
た
め
の
二
十
ド
ル、

ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
知
人
た
ち
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
っ
た。
午
後、
さ
っ
そ
く
お
礼
の
手
紙
を
書
く。
こ
の
手
紙
に
初
め
て

Joseph
 H.
 
Nee
 Si
ma
 

received
 an
 additional
 na
me
 
Hardy
 to
 my
 previous
 n
ame."

と
あ
る。
（
船
6
:
 144)
 

午
後
三
時、
ボ
ス
ト
ソ
を
発
ち、
午
後
八
時、

帰
国
に
際
し
ボ
ス
ト
ソ
よ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
在
住
の。ハ
ー
カ
ー
博
士
に
手
紙
を
出
し、

「
協
力」

ク
ッ
シ
ョ
ソ、
ミ
ス
・
ダ
ウ
か
ら
の
美
し
い
写
真
が
入
っ
て
い
た。
ア
ソ

と
署
名
す
る。
と
く
に
テ
イ
ラ
ー
〔
教
会〕
執
事、

ア
ー
モ
ス
ト
に
着
く。

に
感
謝
す
る。
(
D33)

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
W
.
A
・
ス
タ
ー
ン
ズ
総
長、

挨
拶
を
し、
午
後
五
時
の
汽
車
で
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
に
向
か
う。
途
中、

ジ
ョ
ン
ソ
ソ
博
士
の
ニ
ュ

ヒ
ド
ソ
姉
弟
に
宛
て
た
追
伸
部
に

シ
ー
リ
ー
教
授
を
訪
問
す
る。
（
廿
1101)

ボ
ー
ド
の
年
会
に
お
い
て
同
博
士

E
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
博
士、
神
田
乃
武、
上
杉
勝
賢
ら
に
別
れ
の

キ
ー。フ
兄
妹
に
会
っ
て
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に ＾

トー→
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十
月
十
九
日

十
月
二
十
13

十
月
十
八
日

十
月
十
七
日

八
時
の
汽
車
に
乗
り、

九
時
す
ぎ
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ソ
に
到
着、

ズ
を
訪
問
す
る
。

夕
方、

日
曜
日、

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
が
来
着、

宿
所
の
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ソ
・
ハ

ウ
ス
ヘ

会
い
に
行
く。
(

1::
11
01)

ポ
ー
タ
ー
総
長
の
家
で
も
て
な
し
を
受
け
る
。

朝
九
時
に
ハ

ー
デ
ィ
夫
妻
と
共
に
〔
イ
ェ
ー
ル
〕

神
学
校
に

行
き、

学
生
た
ち
に
話
を
す
る
。

夜
七
時
十
五
分、

に
関
す
る
演
説
を
す
る
。

聴
衆
が
廊
下
ま
で
溢
れ
る
。

ス
氏
来
訪、

日
本
の
盲
人
施
設
へ
の
就
職
を
依
頼
さ
れ
る
。

ボ
ー
タ
ー
夫
人
よ
り
二
十
ド
ル
、

る
。

フ
ァ
ー
ミ
ン
ト
ソ
の
ハ
ソ
ト
よ
り、

十
ド
ル
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ボ
ー
タ
ー
総
長
宅
に
入
る
。

シ
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
教
授、

デ
イ
教
授
に
会
う。

夜、

盲
目
の
ハ

リ

ま
た
ヴ
ァ
ソ
•
ノ
ー
マ
ソ
が
日
本
の
書
物
を
買
い
た
い
と
い
う
の
で
五
百
ド
ル
預
か

日
本
人
の
友
人
に
渡
す
べ

き
手
紙
を
預
か
る
。

シ
ー
リ
ー
教
授
よ
り、

夫
人
の
た
め
日
本
の
品
物
を
送
る
よ
う
に
と、

二
十
五
ド
ル

受
け
取
る
。

ボ
ー
ド
の
出
納
係
L
.

S
・
ワ
ー
ド
よ
り、

ポ
ー
ド
の
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ

紙
を
渡
す
よ
う
頼
ま
れ
る
。
(

1:
11
0
1,

E
ll)
 

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
教
授
ら
に
見
送
ら
れ
て、

〔
駐
在
員〕

の
E
.

p
．

フ
リ
ン
ト
に
手

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ソ
を
出
発
す
る
。

A
.

ハ
ー
デ
ィ
は
列
車
の
発
車
す
る
間
ぎ
わ
ま
で
新
島
の
乗
っ
た
車
中
に
留
ま
っ
て、

別
れ
を
惜
し
む。

正
午
頃、

ヨ
ー
ク
到
着、

乗
り
換
え
時
間
を
利
用
し
て
w
.

T
・

プ
ー
ス
を
訪
れ、

ヒ
ド
ソ
姉
弟
よ
り
餞
別
に
贈
ら
れ
た
ジ
ョ
ソ

ソ
ソ
の
世
界
地
図
を
受
け
取
る
。

そ
の
後、

パ
ー
ル

街
一

三
二
に
ハ
ー
デ
ィ
の
次
男、

チ
ャ
ー
ル
ズ
を
訪
問
す
る
。

タ

方
七
時
半、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発、

寝
台
車
で
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ま
で
行
く。
(
.l:
11
01)

午
後
一

時、
・ハ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
到
着、

汽
車
を
乗
り
換
え
て
イ
リ
ー
糊
畔
を
ク
リ
ー
プ
ラ
ソ
ド
に
向
か
う。

ク
リ
ー
プ
ラ

ハ

ー
デ
ィ
夫
妻、

ポ
ー
タ
ー
夫
妻、

一
ュ
ー

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
よ
り
餞
別
五

ヘ
ー
ベ
ル
牧
師
の
カ
レ
ッ
ジ
・
ス
ト
リ
ー
ト
教
会
に
お
い
て
日
本

下
車
す
る
。

こ
の
町
で
箕
作
〔
佳
吉
か
〕

に
会
う。
(

J:.
11
01)
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1874年

十
月
二
十
一

日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
三
日

車
し
た
だ
け
で
発
車
す
る
。

少
し
雨
が
降
る
。
（
廿
11
01)

こ
の
夜、

安
中
で
は

ソ
ド
で
駅
に
出
迎
え
て
い
る
は
ず
の
ワ
ー
レ
ソ
牧
師
を
探
す
が
、

会
え
な
か
っ
た
。
(
h1
101)

午
前
八
時
半
シ
カ
ゴ

着。

イ
リ
ー
駅
か
ら
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
ヘ
、

さ
ら
に
ク
イ
ソ
ツ
イ
駅
へ

乗
り
換
え
の
ワ
ゴ
ソ
で
行
き、

い
く
つ
か
の
バ
ッ
グ
も
含
め
て
一

ド
ル
を
払
う。

近
く
て
手
ご
ろ
な

二
つ
の
ト
ラ
ソ
ク
、

を
と
る
。

ス
テ
イ
ト
街
を
見
物、

ラ
・
サ
ー
ル
街
の
J
.

W
・

ポ
ー
タ
ー
を
訪
ね
る
が
、

不
在。

午
後、

モ
ン
ド
大
佐
を
ラ
・
サ
ー
ル
街
に
訪
ね、

彼
の
案
内
で
、

有
名
な
水
道
を
見
学、

さ
ら
に
ニ
ュ
ー
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
教
会

の
チ
ェ
ム
バ
レ
ソ
牧
師
を
訪
ね、

祈
謎
会
に
出
席
す
る
。

ク
ー
ル
執
事
が
ホ
テ
ル
ま
で
同
行
し
て
く
れ
る
。
（
廿
11
01)

「
急
二

荷
物
参
附
添
山
本
邑
太
郎
参
候
付
帰
朝
何
時
頃
候
哉
と
尋
候
処
来
月
七
日
と
申
候
島
田
頼

之
殷
も
参
候
と
思
候
処
脇
答
申
候
御
闇
之
趣
相
当
候
付
度
々
記」
（
廿
1

71
4
)

C
.

D
・
ハ

朝
早
く
起
き、

三
日
間
の
旅
行
に
必
要
な
品
物
を
買
う。

C
o
n
gr
e
g
ati
o
n
al

T
h
e
ol
o
gi
c
al
 S
e
mi
n
ar
y

を
見
た
い
と

思
い
人
に
聞
い
た
り、

馬
車
で
探
し
た
り
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

シ
カ
ゴ
か
ら
オ
マ
ハ

ま
で
寝
台
の
予
約
を
す

る
。

三
ド
ル
。

午
前
十
時
ッ
カ
ゴ

発、

ミ
ッ
シ
ッ
ピ
ー
河
を
渡
り、

午
後
七
時
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
に
到
着、

二
十
五
分
停

こ
の
日
発
行
さ
れ
た

T
ざ
e
Co
n
gr
e
gati
o
n
alist

に
シ
ー
リ
ー
教
授
は
^̂
N
a
rr
ati
v
e
a
 Ja
p
a
n
es
e"

と
題
す
る
一

文

を
寄
せ
、

新
島
の
生
い
立
ち
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。
(
C
1

3

ふ
5
)

ッ
カ
ゴ
を
出
て
以
来、

天
気
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。

ネ
プ
ラ
ス
カ
州
と
の
境
に
あ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
・

プ
ラ
フ
ス
で
下
車、

列
車
乗
換
え
の
た
め
ミ
ズ
リ
ー
河
を
渡
る
。

十
時
五
十
分
オ
マ
ハ

着。

こ
こ
で
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ま
で
の
寝
台
車
の

切
符
を
買
っ
た
り、

手
荷
物
託
送
の
手
続
き
を
す
る
の
に
時
間
を
と
ら
れ
る
。

さ
ら
に
旅
を
続
け、

に
走
る
。
（
廿
11
01)

プ
ラ
ッ
ト
河
沿
い

Massas
uit
 H
otel
 
に
宿
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十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
六
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
五
日

〔
安
中〕

薄
公、

是
水
翁、

聖
天
様
の
お
み
く
じ
を
ひ
く。

新
島
が
何
時
ご
ろ
帰
国
す
る
か
は、

来
月
七、

八
日
ご
ろ

朝
七
時
三
十
分
に
目
覚
め
る。

汽
車
は
ネ
プ
ラ
ス
カ
を
走
っ
て
お
り、

る
ク
リ
ー
ク
沿
い
の
ロ
ッ
ジ
・
ボ
ウ
ル
駅
に
着
く。
カ
モ
ッ
カ
や
プ
レ
イ
リ
ー
ド
ッ
グ
が
車
窓
か
ら
見
ら
れ
る。

午
後

一
時、
ジ
ャ
イ
ア
ソ
着、

家
具
店
に
入
り、

そ
こ
の
主
人
に
J
.
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
説
教
を
し
た
と
い
う
大
通
り
左

安
息
日
を
守
る
た
め
ワ
イ
オ
ミ
ソ
グ
州
グ
リ
ー
ソ
・
リ
バ
ー
に
下
車、
こ
の
荒
椋
た
る
町
で
一
日
を
過
ご
す。

ィ
に
手
紙
を
書
き、

午
後、

食
堂
で
知
り
会
っ
た
中
国
人
に
案
内
さ
れ
て、

共
同
生
活
を
し
て
い
る
十
二
人
の
中
国
人

に
会
う。

住
居
は
不
潔
で
生
活
も
乱
れ、

英
語
は
も
ち
ろ
ん
漢
字
も
知
ら
な
い
状
態
な
の
で、

伝
道
す
る
こ
と
を
あ
き

ら
め
る。

付
近
の
黒
人
住
宅
を
訪
れ、

伝
道
を
試
み
る
が、

同
様
の
状
況
で
異
邦
人
に
対
す
る
伝
道
の
困
難
さ
を
感
じ

早
朝
起
床、

近
く
の
五、

六
0
0
フ
ィ
ー
ト
の
山
に
登
る。

頂
上
付
近
で
化
石
を
採
集
中、

列
車
が
来
る
の
を
見
つ
け

て
大
急
ぎ
で
下
山
し、

駅
に
駆
け
つ
け
る。

駅
前
の
食
堂
で
偶
然、

ト
夫
妻
と
会
い、

同
じ
列
車
で
グ
リ
ー
ソ
・
リ
バ
ー
を
出
発、

夜
九
時
前
に
ソ
ー
ル
ト
・
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
に
着
く。

こ
の
夜
は
バ
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
一
泊、

市
街
を
見
物
す
る。
(
J::
1101)

モ
ル
モ
ソ
教
教
会
を
訪
問
す
る。
プ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ソ
グ
Brin
gh
am
Youn
g
に
面
会
を
求
め
る
が、

病
気
の
た
め
不

単。

教
団
の
十
二
使
徒
の
一
人
オ
ー
ソ
ソ
・
プ
ラ
ッ
ト

Orson
Pratt

に
紹
介
さ
れ、

大
会
堂、

市
役
所、
モ
ル
モ

る。
（
怜6:
 145,
 
1::
1101)
 

側
の
教
会
を
教
え
て
も
ら
う。
（
廿
1101)

＊
是
水
と
は
新
島
民
治
の
雅
号
で
あ
る。

に
わ
か
る、

と
お
み
く
じ
に
で
る。
(
...l::
1714)

日
本
伝
道
に
向
か
う
J
.
K
.
H
・
デ
フ
ォ
レ
ス

ハ
ー
デ

や
が
て
一
0
0
マ
イ
ル
も
沿
線
に
添
っ
て
流
れ
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1874年

十
月
二
十
九
日

十
月
三
十
日

十
月
三
十
一
日

奉
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き、

喜
ぶ
。
（
怜6
:
 131)
 

ソ
大
学
を
見
物
す
る
。

モ
ル
モ
ソ
教
に
関
す
る
新
島
の
質
問
の
す
べ
て
に
答
え
て
も
ら
う。

プ
ラ
ッ
ト
は
モ
ル
モ
ソ
の

福
音
を
新
島
が
説
く
よ
う
に
望
ん
だ
が
、

新
島
は
新
約
聖
書
の
中
に
自
分
が
見
い
だ
す
福
音
し
か
説
く
意
志
は
な
い
、

と
答
え
る
。

午
後
三
時
四
十
分
ソ
ー
ル
ト
・
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
を
出
発、

オ
グ
デ
ソ
を
経
由
し
て
西
に
向
か
う。

J.
 

B.
 
Bl
a
kel
y
 

汽
車
で
シ
ェ
ラ
・

ネ
バ
ダ
山
脈
を
越
え
る
。

頂
上
付
近
で
朝
食
を
と
る
。

沿
線
の
積
雪
は
―

フ
ィ
ー
ト
に
余
る
。

ヶ
l

0
ド
ル
°

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
発
信、

二
日
後
の
土
曜
日
に
横
浜
に
向
か
っ
て
出
帆
す
る
予
定
で
あ
る
と
書
く。

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ソ
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状
を
出
す。
（
怜6
:
1
48)
 

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
、

を
経
て
西
進
す
る
。

車
中
で
中
国
福
州
に
向
か
う
J
.

B
・

プ
レ
イ
ク
リ
ー
牧
師
夫
妻

と
会
う。
（
廿
ll
O
I
)

ア
ダ
ム
ズ
両
宣
教
師
と
両
替
の
た
め
銀
行
に
行
く。

オ
ー
ク
ラ
ソ
ド
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

プ

土
曜
日、
"

W
e
l
eft
 Sa
n
 Fra
n
cisc
o."

午
前
十
一

時、

ー
ド
か
ら
渡
さ
れ
る
。
（
や2

ら75,

fr:
6
 :
 148,
 
1:
11
0
1)
 

秋、

日
本
に
帰
る
前
夜、

新
島
は
二
年
前
に
聖
書
を
勉
強
す
る
よ
う
に
説
得
し
た
日
本
人
留
学
生
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信

候
温
暖
人
み
な
外
衣
を
用
い
ず」

出
帆
す
る
ち
ょ
う
ど
一

時
間
前、

ハ
ー
デ
ィ
か
ら
民
治
に
宛
て
た
手
紙
を
ス
チ
ュ
ワ

一

日
ニ
・

五

シ
ー
リ

コ
ロ
ラ
ド
号
に
乗
船、

正
午
に
出
帆
す
る
。
「
天
気
清
快
気

レ
イ
ク
リ
ー
牧
師
が
病
気
の
た
め
果
た
せ
ず。
(
.l:
11
01)

ー
夫
人、

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
も
手
紙
を
書
く。
（
ゆ
6
:
 145̀

J::
11
01)

プ
・
ホ
ー
ソ
駅
を
経
て
午
後
八
時、

サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
に
到
着、

ル
ツ
ア
ソ
・
ハ
ウ
ス
に
投
宿
す
る
。

十
月
二
十
八
日

El
k
o,

Battl
e
 
M
o
u
nt
ai
n
 

1
46,
 
1:1
101)
 

（
怜
6
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十一
月
二
十
六
日

十一
月
一
日

十一
月
二
日

十一
月
七
日

十一
月
十
日

十一
月
十一
日

十一
月
十
五
日

十一
月
二
十一
日

十一
月
二
十
七
日

＊
こ
の
留
学
生
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
紙
幣
製
造
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
と
い
う。
（
ゆ6"
131)
山
崎
喜
都
真
か。

コ
ロ
ラ
ド
号
の
位
置、

北
緯
三
六
度
三
四
分、

西
経
―
二
六
度
0
五
分、

進
度
一
九
ニ
マ
イ
ル
。
(
1:
110
1)

北
緯
三
五
度
二
九
分、

北
緯一―-
0
度
二
七
分、

東
経
一
四
九
度
四
九
分、

〔
安
中〕

晴、

新
島
民
治、

九
月
二
十
六
日
付
の
新
島
書
簡
を
荊
よ
り
受
け
取
る。

新
島
が
十
月
三
十一
日
に
サ
ソ
フ

ラ
ソ
シ
ス
コ
を
出
帆、

十一
月
下
旬
に
浦
賀
へ
着
く
こ
と
を
知
る。
(
1:
1714)

民
治、

新
島
の
帰
国
が
近
い
こ
と
を
「
植
栗
其
外
江
吹
聴」

す
る。
（
廿1
714)

風
浪
の
た
め
船
大
い
に
揺
れ
る。
こ
の
日
よ
り＿―-
日
間
船
酔
い
の
た
め
船
室
に
閉
じ
こ
も
り、

読
書
し
よ
う
と
努
め
る。

著
し
く
不
快。
（
廿
1101)

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
き、

船
中
で
東
京
の
国
立
学
校
で
教
授
に
な
る
予
定
の
ド
イ
ツ
人
医
師
〔
A.

We
rnich
か〕
に、

毎
日
日
本
語
を
教
え
て
い
る
こ
と、

こ
の
ド
イ
ツ
人
は
非
常
な
勉
強
家
で、

強
し
て
い
る
と
述
べ
る。

ま
た、

こ
こ
一
週
間
海
が
荒
れ
て、

立
派
な
船
乗
り
を
自
認
し
て
い
る
新
島
さ
え
も
船
酔
い

木
曜
日、

午
後
五
時、

ら
れ
る。

半
時
間
後
に
上
陸
し、

153,
 Jぃ
1101)

ル
ー
ミ
ス
の
家
に
一
泊
す
る。
こ
の
夜、

米
英
人
の
祈
蒻
会
に
招
か
れ
る。

コ
ロ
ラ
ド
号
の
船
内
で
熊
本
出
身
の
実
業
家
江
崎
四
郎
と
知
り
合
う。
（
怜2
ら75)

横
浜
に
三
日
問
滞
在
す
る
予
定
を
繰
り
上
げ一
挽
と
半
日
滞
在
し
た
だ
け
で、

コ
ロ
ラ
ド
号
横
浜
に
到
着、

グ
リ
ー
ソ、
バ
ラ、

に
か
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る。
（
怜6:
 149)
 

日
曜
日、

こ
の
日、

東
京
に
出
る。
「
外
務
省
江

（
怜
6

ル
ー
ミ
ス

He
nry
Loo
mis

ら
に
出
迎
え

西
経
ニ―1
0
度
0
三
分、

進
度
二
0
六
マ
イ
ル
。
（
廿
1101)

サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
を
出
発
し
て
一
週
問
た
っ
た。
(
J::
1101)

一
日
に
七
時
問
勉
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1874年

十
一

月
二
十
九
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
二
日

十
二
月
三
日

十
一

月
二
十
八
日

鉄
鉱
脈
の
見
つ
か
っ
た
甘
楽
郡
小
坂
村
へ

行
き、

一

泊
す
る
。
（
怜1
0
:
 2
10,
 
J:1
71
4)

 

早
朝、

東
京
郊
外
の
板
橋
よ
り
人
力
車
三
台
を
借
り
切
り、

1
67
8,
 
J:1
681,

」ぃ1
71
4)

＊

新
島
が
安
中
へ
出
発
し
た
日
に
つ
い
て
は、
（
怜
6
:
 153)

で
は
東
京
に
出
て
き
た
そ
の
日
の
午
後
と
記
し
て
い
る。

国
届
け
を
植
栗
に
依
頼
す
る
。
（
怜
6
:
 153,
 
:@:
10
:
 208,
 
J::1
677,
 
J::1
681,
 
J::1
71
4)

ー3

（
ゆ

ー

帰
朝
与
致
徊
届」
(
h1
678)

安
中
で
は
中
村
屋
金
次
郎
が
民
治
を
訪
れ、

新
島
の
帰
国
に
際
し、

荷
物
運
搬、

宿
泊
等
の
手
配
を
横
浜
の
石
炭
屋
福

――一
郎
に
依
頼
す
る
よ
う
に
勧
め
、

手
紙
を
出
す。
(
J::1
71
4)

＊

植
村
正
久
は
こ
の
日
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

た
だ
し
曜
日
（
あ
る
い
は
月
日
）

が
違
っ
て
い
る。

「
彼
が

上
陸
し
た
翌
日
は
日
曜
日
で
あ
っ
て、

朝
の
九
時
頃
海
岸
通
り
谷
戸
橋
畔
三
十
九
番
ヘ
ボ
ソ
診
察
所
に
集
会
せ
る
日
本
人
の
礼
拝

に
列
つ
て
説
教
よ
う
の
話
を
し
た。

題
は
種
蒔
き
の
醤
で
あ
っ
た
」
(

J

55
-3
:
 63
2)

 

十
時
間
を
走
り
続
け、

深
夜
十
二
時
頃、

安
中
に
到
着、

伝
馬
町
山
田
屋
隣
蔵
方
に
宿
泊
す
る
。
（
ゆ
6
"
1
53,

1
59,
 
J::.

晴、

朝
八
時
頃、

山
田
屋
よ
り
新
屋
敷
の
新
島
家
に
帰
国
を
知
ら
せ
る
使
い
を
出
し、

家
族
や
近
所
の
人
々
に
迎
え
ら

れ
て
家
に
帰
る
。

父
親
の
民
治
は
そ
の
喜
び
を
「
一

生
ノ
歓
喜
此
時
二

在
リ
」

と
家
統
記
に
記
す。

民
治、

新
島
の
帰

朝
八
時
よ
り
星
野
閾
四
郎、

根
岸
松
齢、

新
島
公
義
ら
親
戚
・

知
人
ら
八
人
と
共
に
妙
義
山
中
ノ
嶽
を
巡
り、

最
近、

早
朝、

宿
で
人
々
が
無
駄
話
を
し
て
い
る
の
を
聞
き
か
ね
て
、

型
破
り
の
説
教
を
始
め
る
。

聴
衆
の
中
に
一

人
の
酔
っ

払
い
が
お
り、

新
島
の
話
を
聞
い
て
い
た
が
、

そ
の
時
以
来、

彼
は
そ
の
生
き
方
を
す
っ
か
り
改
め
た
と
い
う
。

親
類、

知
人
へ

無
事
帰
国
の
挨
拶
に
廻
る
。
(
J:1
678)

一

路
安
中
に
向
か
う
。

食
事
の
間
小
休
止
す
る
だ
け
で



十
二
月
九
日

十
二
月
十一
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
五
日

十
二
月
十
九
日

十
二
月
二
十
日

十
二
月
二
十一
日

十
二
月
二
十
二
日�

十
二
月
十
六
日

十
二
月
六
日

（
怜
10:
2
10)
 

雨、

鉄
山
を
見
物
し、

富
岡
を
廻
っ
て
午
後
七
時
ご
ろ
帰
宅
す
る。
(
J::
1714)

高
木
玄
真
ら
大
阪
公
会
の
信
者
に
手
紙
を
出
す。

メ
リ
カ
国
発
足
之
節
二
は
神
戸
へ
可
参
之
目
的
二
有
之
候
間、

何
レ
神
戸
へ
相
越
之
上、

当
所
の
教
師
翡
二
相
談
之
上

安
中
の
竜
昌
寺
で
説
教
を
す
る。

こ
の
地
域
の
僧
侶
や
高
崎
の
上
級
役
人
の
全
員
が
聞
き
に
来
る。

『
朝
野
新
聞』

第
四
0
五
号
は
新
島
の
紹
介
お
よ
び
帰
国
の
記
事
を
『
横
浜
ヘ
ラ
ル
ド
』

よ
り
抄
訳
し
て
掲
載
す
る。

晴、

高
崎
よ
り
官
員
八
名
が
来
訪、

安
中
伝
馬
町
内
蔵
之
助
方
で
面
会
す
る。

午
後
二
時
よ
り
彼
ら
と
学
校
に
行
く。

十
一

屋
よ
り
臥
台
を
借
る。
(
1:1
714)

「
大
阪
公
会
□
御
当
所
へ
可
来
と
の
趣
一
々
承
知
仕、

乍
然
僕
義
ア

川
田
剛
に
手
紙
を
書
き、

帰
国
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る。
(
r6s1)

隣
村
の
役
人
に
招
か
れ、

夕
食
後、

八
時
よ
り
十
時
半
ま
で、

そ
の
家
族
に
イ
ニ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
話
を
す
る。

磯
部
の
萩
原
茂
十
郎
方
に
招
か
れ、
一
泊
す
る。
（
廿1
714)

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
出
し、

帰
国
し
て
ほ
匠
一
カ
月
問
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
報
告、

ま
た
父
親
の
同
意
を
得
て、

(
D
 19
 : 2
5
)
 

10:
 2
10)
 

安
中
の
学
校
に
お
い
て
演
説
す
る。
（
廿1714)

其
義
は
決
定
可
仕
候」
（
怜3:
 121)
 

晴、

旧
藩
士
清
水
方
に
お
い
て
11

講
釈“

を
す
る。
（
廿1
714)

10:
 2
10)
 

（
怜6"
155,

fr:

132 



1874年

十
二
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
四
日

十
二
月
二
十
七
日

以
上

東
京
石
町
四
丁
目
島
屋
甚
蔵
方
に
宿
泊
す
る
。
（
曲
3
:
 1
2
2
)
 

そ
れ
ま
で
家
に
あ
っ
た
日
本
の
神
棚、
御
札
な
ど、

神
に
関
す
る
諸
々
の
物
を
焼
き
捨
て
た
こ
と
を
知
ら
せ
る。
（
怜6
"

1
5
4,
 

:3tl
0
 :
 209)
 

川
田
剛
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

新
島
約
琵
へ

帰
国
を
喜
ぶ
手
紙
が
来
る
。
(

r
6
s
1
)

明
日、

安
中
を
出
発
す
る
こ
と、

東
京
で
は
牛
込
若
宮
町
三
十
三
番
地
・

川
田
剛
方
に
寄
留
す
る
こ
と
を
新
島
公
義
よ

り
戸
長
に
届
け
出
る
。
（
廿
1

72
3
)

＊

新
島
に
与
え
ら
れ
た
休
暇
は
二
週
間
で
あ
っ
た。
'^
Dr.

Treat
 ga
v
e
 m
e
 a
 per
missi
on
 to
 sta
y
 wit
h
 m
y
 fat
h
er
at

l
east
 t
wo
 w
eeks."
 
(

�
6
:
 1
5
0
)
 

睛、

安
中
を
出
発、

人
力
車
で
東
京
に
向
か
う
。

途
中、

高
崎
支
庁
に
立
ち
寄
っ
た
の
ち、

熊
谷
県
庁
を
訪
れ、

揖
取

素
彦
権
令
に
面
会
し、

同
地
の
小
松
屋
に
一

泊
す
る
。

速
水
林
次
が
同
行
す
る
。
(
J:1
71
4)

＊
「
安
中
基
径
教
会
録
事」

で
は
十
二
月
二
十
一
日
出
発
と
な
っ
て
い
る。
(
F
5
:
880)
 

新
島
民
治
は
わ
が
子
の
帰
国
に
つ
い
て
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
、

こ
の
日
付
の
礼
状
を
送
る
。
「
私
は

も
は

や
彼
を
息
子
と

呼
ば
ず、

神
か
ら
送
ら
れ
た
人
の
よ
う
に
扱
い
た
い
と
在
じ
ま
す。

私
は
日
々
彼
の
教
え
を
聞
ぎ、

家
族
は
真
の
神
を

礼
拝
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す」
（
怜
1
0
:
 2
11)
 

旧
師
川
田
剛
を
訪
問
す
る
。

そ
れ
よ
り
本
所
の
尺
振
八
を
訪
ね
る
が
不
在。
（
怜
3
:
 1
2
3
)
 

新
島
公
義
名
で
次
の
届
け
を
戸
長
に
差
し
出
す。

「
養
伯
父
同
苗
約
琵
義
東
京
牛
込
若
宮
町
三
十――一
番
地
罷
在
候
備
中
深
津
県
貫
族
川
田
剛
と
申
者
方
江
寄
留
仕
候
依
之

明
廿
四
日
出
立
為
仕
候
此
段
御
届
申
上
候

十
二
月
廿
三
日
」
（
廿1
714)

133 



十
二
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月
三
十
日

十
二
月
二
十
八
日

グ
リ
ー
ソ
宅
で
松
山
高
吉
と
会
い
、

午
餐
を
共
に
す
る
。

(

J

40
 :
 94)
 

安
中
を
去
る
に
あ
た
り、

千
木
良
昌
庵
に
信
者
の
心
得
を
忠
き
残
す。
(
C
1
2
 :
 2
3
1
)
 

こ
の
年、

京
都
府
は
兵
庫
県
に
対
し、

な
ぜ
宜
教
師
の
活
動
を
許
し
て
い
る
の
か
、

を
問
い
合
わ
せ
る
。
(
E
S
:
2)
 

(
J
 2
2

|
2
 :
 
5
)
 

2
 :
 5)
 

文
部
省
に
田
中
不
二
麿
を
訪
ね、

帰
国
の
挨
拶
を
す
る
。

兵
庫
に
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
に
つ
き
打
診
す
る
か
？
（
怜

「
線
々
御
談
致、

日
本
基
督
公
会
の
高
橋
〔
安
川
〕

亨、

戸
田
忠
厚
ら
新
島
に
会
い
、

教
会、

宗
派
に
つ

い
て
意
見
を
聞
く。

(

J
 22
1
 

ま
た
、

こ
の
頃、

横
浜
海
岸
教
会
の
信
者
ら
新
島
に
対
し
寓
面
で
、

横
浜
に
留
ま
っ
て
牧
師
に
就
任
す
る
よ
う
求
め
る
。

御
丁
寧
二

御
延
被
下
候」
（
怜
3
:
 1
2
3
)
 

田
中
を
浅
草
御
蔵
前
旅
籠
町
五
の
私
邸
に
訪
ね、

3
 :
 1
2
3
)
 

其
上
御
馳
走
二

相
成
候、

妻
君
よ
り
も
糸
の
御
礼

134 
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1875年

一
月
九
日

一
月
七
日

一
月
六
日

〔一
月
三
日〕

一
月
一
日

ツ
・

フ

新
島
民
治
に
手
紙
を
出
す。

こ
の
手
紙
の
署
名
は
「
新
島
襄

気
で
帰
国
す
る
た
め
横
浜
に
来
て
い
た。
（
怜
6

:
 
1
6
0
)
 

＊

こ
の
教
会
は
築
地
の
東
京
ュ
ニ
オ
ソ
・
チ
ャ
ー
チ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る。

J
•
H
・
ツ
ー
リ
ー
来
日
中
の
明
治
五
年
九
月
に
献

堂
式
が
行
わ
れ
て
い
る。

千
木
良
昌
庵
に
手
紙
を
出
し、

か
〕

に
託
し
て
安
中
に
送
っ
た
こ
と、

残
り
の
分
は
明
日
横
浜
に
行
っ
た
際、

買
い
求
め
た
い
旨
を
書
ぎ
送
る
。

な
お、

ジ
・

フ

ジ
・

フ

セ

フ

こ
の
書
簡
の
署
名
は
「
新
島
譲

約

琵
之
略
也」

と
な
っ
て
い
る
。
（
怜
3
:
 
1
2
4
)
 

横
浜
に
行
き、

1
6
0
)
 

東
京
よ
り
安
中
の
父
親
に
手
紙
を
出
す。

学
校
可
相
立
目
的
も
有
之
候
問、

其
事
件
相
成
卜
不
成
は
未
夕
難
計
候
得
共、

先
十
二
七
分
は
成
就
之
事
と
存
候
：
．

．

．

．

 

」

新
島
の
送
っ
た
中
国
訳、

（
ゆ3
:
 1
23)
 

73
 

ジ
ョ
フ
セ
フ
の
略
也」

と
あ
る
。

以
後
の
署
名
は
す
ベ

ー

日
本
語
訳
聖
書、

安
中
に
到
着
す
る
。
(
F
5
:
 880)
 

日
曜
日、

初
め
て
東
京
の
教
会
で
説
教
を
す
る
。

こ
の
教
会
は
か
つ
て
J
.
H
・
シ
ー
リ
ー
教
授
が
献
堂
式
に
お
い
て

説
教
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

礼
拝
の
あ
と
塑
餐
式
が
守
ら
れ
た。

か
ね
て
依
頼
さ
れ
て
い
る
聖
書
類
に
つ
ぎ、

す
で
に
買
っ
た
分
は
有
田
某
〔
湯
浅
治
郎

D
.

C
・

グ
リ
ー
ン
と
H
.
H
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
に
会
う。

朋
治
八
年
（
一

八
七
五
）

三
十
三
歳

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
大
阪
の
宜
教
師
で、

病

一

人
の
女
性
が
洗
礼
を
授
け
ら
れ
た
。
（
怜6

「
大
阪
表
へ
発
足
前
種
々
文
部
大
輔
殿
と
談
判
致、

此
度
兵
庫
表
二

於
而
大



一

月
十
一

日

一

月
十
七
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
二
日

一

月
十
日

＊

参
考
ーl
ー

(
J
55
-3
:
 633)
 

＂＂
（
怜
6
:
 16
1)
 

m
 
m
y
 n
ati
v
e
 t
o
n
g
ue.
 

ジ
ョ
フ
セ
フ
の
略」

で
あ
る
。
（
怜3
:
 126)
 

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
に
託
し
て
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と、

二
十
五
ド
ル
は
日
本
の
二
十
三
•

四
五
円
で
あ
る
こ
と、

さ
ら
に
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
在
学
中
の
神
田
乃
武
に
、

今
週
中
に
彼
の
父
親
の
神
田
孝
平
に
会
え
る
だ
ろ
う
と
伝
言
を

頼
む。

横
浜
か
ら
の
帰
途、

暖
房
の
な
い
汽
車
の
入
口
に
座
っ
て
風
邪
を
引
き
な
お
し
て
し
ま
う。
（
ゆ
6
:
 160)
 

安
中
の
求
道
者
ら
初
め
て
岡
村
栄
懐
宅
に
集
ま
り
聖
書
を
会
読
す
る
。
(
F
5
:
880)
 

千
木
良
昌
庵
に
手
紙
で
、

依
頼
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
書
の
配
分
先、

会
計
等
を
報
告
す
る
。

署
名
は

新
島
家、

秩
禄
（
元
現
米
九
石
襲
禄）

を
奉
還
す
る
。
(
1:1
680)

こ
の
日、

横
浜
に
お
い
て
朝
二
回
（
一

度
は
日
本
語
で
、

も
う
一

回
は
英
語
で
）

説
教
を
す
る
。

夕
方
に
も
別
の
場
所

で
二
回
説
教
を
す
る
。
＾^
N
o
w
I

 

c
a
n
 us
e
 J
a
pa
n
es
e
 q
uit
e
 
fre
el
y
 a
n
d
 fi
n
d
 a
 great
 deli
g
ht
 i
n
 pre
ac
hi
n
g
 

日
本
の
汽
船
に
乗
り
大
阪
に
向
か
う。
（
ゆ
6
:
 161)
 

船
中
で
伊
藤
博
文
と
会
い
、

言
葉
を
交
わ
す。

夕
方、

大
阪
に
到
着、

川
口
与
力
町
三
番
〔
の
ち
本
田一
二
番
町
三
二
番

か
〕

の
M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
宅
に
入
る
。

公w
6
"
1
61,
J
 24
|1
9
"
75)
 

ま
た、

シ
ー
リ
ー
教
授
に
手
紙
を
書
き、

自
分
は
数
日
中
に
大
阪
に
行
く
が、

教
授
か
ら
頼
ま
れ
た
品
物
は
帰
国
す
る

日
曜
日、

グ
リ
ー
ン
か
ら
こ
の
日
説
教
を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
る
。

聖
書
そ
の
他
の
キ
リ
ス
ト
教
書
を
横
浜
よ
り
安
中
の
求
道
者
に
送
る
。
(
F
?
880,

H
 1
 :
7
95)
 

て
「
新
島
襄」

で
あ
る
。
（
ゆ3
:
 126)
 

ジ

・

フ

「
新
島
襄

138 



1875年

一

月
下
旬

一

月
二
十
四
日
？

一

月
二
十
五
日

一

月
二
十
七
日

二
月
三
日

二
月
四
日

二
月
初
旬

二
月
十
二
日

在
阪
の
木
戸
孝
允
を
訪
ね
る
。

学
校
設
立
に
つ
い
て
木
戸
孝
允
を
訪
う
が、

不
在
の
た
め
面
会
で
き
ず。
(

J

7
5
:
 7
0
)
 

木
戸
よ
り、

来
客
の
た
め
本
日
は
訪
問
で
ぎ
な
い
旨、

通
知
を
受
け
る
。
(
D
1
 :
 
4,
 
J
 7
5
 :
 
7
0
)
 

こ
の
頃、

リ
ュ

ー
マ
チ
ズ
ム
、

と
く
に
神
経
性
頭
痛、

不
眠
の
た
め
悩
ま
さ
れ
る
。
（
怜
6
:
 1
6
4
)
 

こ
の
日
の
木
戸
日
記
に
い
う
「
…
…
又
大
阪
府
に
至
り
渡
辺
知
事
に
面
会
す
新
島
襄
浪
華
之
中
学
校
を
民
力
を
以
企
つ

り
」

(
]
4
7

|
3
:
 1
4
5
)
 

（

ゆ
6
:
 1
6
6
)
 

」
1
6
2
)

*

M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ソ
は
朋
治
十
二
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
同
志
社
で
教
え
た。

当
時
は
ゴ
ル
ド
ソ
と
呼
ば
れ
た。

宣
教
師
団
は
す
で
に
ポ
ー
ド
の
外
国
伝
道
総
主
事
か
ら、

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
の
養
成
学
校
設
立
の
た
め
に
集
め
ら
れ

た
資
金
が
あ
る
、

と
い
う
通
知
を
受
け
て
い
た
。

け
れ
ど
も
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
反
対
の
動
き
が
強
い
た
め
、

そ
の

よ
う
な
学
校
は
、

遠
い
将
来
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
。
（
怜
10
:
 2
1
4
)
 

梅
本
町
公
会
で
初
め
て
説
教
を
す
る
。

安
息
日
学
校
は
ほ
ん
の
数
日
前
か
ら
始
め
ら
れ、

き
わ
め
て
順
調
で
あ
っ

た
。

神
戸
の
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
来
訪、

伝
道
者
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
・

ス
ク
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と、

そ
の

よ
う
な
学
校
が
な
け
れ
ば
有
望
な
青
年
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
話
し
合
う。

ゴ
ー
ド
ソ
と
三
人
で
外
国
人
居
留
地

外
の
大
阪
市
東
南
部
に
学
校
の
候
補
地
を
見
に
行
く。

新
島
は
こ
の
た
め
大
阪
府
知
事
に
会
う
こ
と
を
考
え
る
。

（
曲
6

初
め
て
神
戸
に
行
き、

神
田
孝
平
県
令
に
面
会、

（

や
6
:
 1
6
2
)
 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
留
学
中
の
神
田
乃
武
よ
り
託
さ
れ
た
手
紙
を
渡
す。

「
新
島
襄
来
話
学
校
建
築
大
に
教
育
等
へ

着
手
の
順
序
然
し
て
当
人
の
意
思
等
を
尽
せ
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一
月
一

日

一
月
七
nI

二
月
十
三
日

二
月
十
五
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
一

日

二
月
二
十
二
日

き、

満
足
す
る
。
(
J
4
7

ー

3
:
 1
5
6
)
 

雪、

木
戸
は
京
都
の

る
一

条
に
付
余
甚
其
志
を
賀
し
為
に
周
旋
せ
り
磯
野
小
右
衛
門
二
萬
円
を
出
し
浪
華
中
へ

遊
園
を
開
く
の
企
あ
り
余
偕

今
日
の
情
態
を
見
る
に
未
日
本
内
へ

遊
園
を
開
く
を
不
急
依
て
是
等
の
金
も
中
学
校
設
立
の
助
力
と
な
さ
ん
と
欲
し
過

日
磯
野
に
説
き、

又
今
日
渡
辺
知
事
に
説
け
り、

其
よ
り
新
島
を
訪
ひ
大
久
保
を
訪
ひ
過
日
来
の
談
余
を
尽
す
：
；
：」

晴
ま
た
雪、

新
島、

淀
屋
小
路
の
寓
居
に
木
戸
を
訪
う。
(

J4
7

—

3
:
 1
5
3
)
 

磯
野
の
寄
付
の
こ
と
に
つ
き
内
海
忠
勝
〔
大
阪
府
参
事
〕

と
協
議
す
る
。
(

7'"
3
2
0
2
)

内
海
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

磯
野
が
応
分
の
援
助
を
す
る
、

と
の
手
紙
を
寄
せ
る
。
(

r
3
2
0
2,

D
 1 :
 
4
)
 

木
戸
を
訪
問
す
る
が、

留
守
の
た
め
、

書
状
を
残
し
て
お
く。
(
J
4
7

1
3
"
1
5
6
)

木
戸
は
こ
の
日、

新
島
に
返
書
を
出
す。

木
戸
の
日
記
に
は
「
磯
野
小
右
〔
衛
〕

門
来
訪
せ
し
故
弥
遊
園
を
変
し
て
学

校
え
出
金
い
た
せ
し
様
に
説
諭
せ
り」

と
記
す。
(
J
4
7

ー

3
:
 1
5
6
)
 

木
戸
孝
允
を、

午
前
十
時、

大
阪
土
佐
堀
二
丁
目
筑
前
橋
尾
道
屋
に
訪
問
す
る
。

木
戸
よ
り
磯
野
を
説
得
し
た
話
を
聞

ま
た
田
中
不
二
麿
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
信、

学
校
設
立
に
つ

き
宜
教
師
を
教
員
と
し
て
雇
う
こ
と
は
で
き
な
い
、

聖

害
講
義
は
修
身
学
と
し
た
方
が
よ
い
等
の
見
解
を
述
べ
る
。

ま
た
先
年、

民
治
に
貸
し
た
金
子
は
木
戸
に
託
し
て
返
済

の
こ
と
を
了
承
す
る
。
(

r
3
1
8
7,

D
 1 :
 
5
)
 

第
四
回
京
都
博
覧
会
が
京
都
御
所
に
お
い
て
開
か
れ
る
。

六
月
八
日
ま
で
。
(
H
IO
:
5
8
)
 

新
島
民
治
に
手
紙
を
奎
11

き、

学
校
設
立
は
急
速
に
は
進
ま
な
い
が、

大
阪
で
は
一

人
で
六
千
円
仕
ど
出
し
て
く
れ
る
人

(
J
 4
7

-
3
:
 1
5
2
)
 

「
槙
村
を
訪
ふ
亦
不
在
山
本
覚
馬
を
訪
ひ
暫
時
相
語
る
」
(

J4
7

|
3
:
 1
5
5
)
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1875年

四
月
一

日

月

＿―-
月
三
十
日

こ
の
夜
は
奈
良
に
一

泊
す
る
。
（
吟
3
"
1
3
3
)

っ

て、

奈
良、

滋
賀
を
廻
っ
て
京
都
へ
の
小
旅
行
に
出
発

う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
と
確
信
し
ま
す。

私
は
こ
の
前
の
ボ
ー
ド
の
集
り
で
、

こ
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

し

か
し
宜
教
師
団
は
あ
の
資
金
を
養
成
所
だ
け
に
使
い
た
が
っ
て
い
ま
す
…·
:」
（
怜
6
"
1
6
3,

::e:
10

 
:
2
1
4
)
 

こ
の
日、
「
一

器
を
帯
ひ
一

本
の
杖
と
一

本
の
傘
と
を
持」

す
る
。

な
る
べ

く
徒
歩
で
行
き、

暗
峠
を
越
え
て
奈
良
に
着
く。

興
福
寺
の
塔
に
登
り、

春
日
神
社
と
鹿
を
見
物
し、

八
時、

川
口
発
ー
↓
ム
ツ
ム
ラ
医
師
訪
問、

高
木
玄
真
が、

T
ut
at
u
gi
nj
a

ま
で
同
行
ー
↓
暗
峠
ま
で
人
力
車、

三
里

半
ー
↓
一
マ
イ
ル
近
く
歩
き

l
奈
良
ま
で
人
力
車

l
奈
良
四
時
着。
（
廿
11
01)

ハ
ー
デ
ィ

夫
妻
に
手
紙
を
書
含、

伝
道
者
の
「
養
成
所
に
加
え
て
大
学
を
つ
く
る
の
で
な
け
れ
ば、

私
た
ち
の
仕
事
は

御
答
可
仕
候」
（
怜
3
:
 1
3
2
)
 

民
治
に
手
紙
を
出
し、

さ
き
頃
大
阪
に
来
た
山
田
重
二
と
三
田
一

郎
に
は
ア
メ
リ
カ
人
に
つ
い
て
英
語
を
学
ば
せ、

い
お
い
算
術
も
教
え
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と、

さ
ら
に
十
日
ほ
ど
前、

湯
浅
治
郎
が
訪
ね
て
き
た
の
で
、

金
一

円
を
委

託
し
た
こ
と、

こ
の
金
で
憩
を
買
い
、

卵
を
食
べ

れ
ば
良
い
と
書
く。
（
怜
3
"
1
3
1
)

千
木
良
昌
庵
に
手
紙
を
出
す。
「
悪
魔
之
事
御
聞
尋
に
相
成
候
処
兎
角
神
経
二

而
夜
々
失
眠
い

た
し、

学
よ
し
呉
々
も
被
申
候
次
第
…
…
然
シ
此
悪
魔
之
事
ハ

片
紙
を
以
て
書
き
尽
し
難
く、

何
レ
全
快
之
上
ハ

勿
々
御
尋
ニ

（

ゆ
3
:
 1
2
9
)
 

が
い
る
こ
と、

十
万
か
十
五
万
円
ほ
ど
集
ま
れ
ば
学
校
の
建
築
に
取
り
か
か
り
た
い、

と
述
べ
る
。

ま
た
結
婚
に
つ
い

て
は
「
…
…
当
分
妻
の
義
ハ

延
引
二

可
致
…
…
小
子
ハ

決
し
而
顔
面
の
好
美
を
不
好
唯
心
の
好
き
者
ニ
ッ
而
学
問
の
あ

る
者
を
望
み
申
候、

日
本
の
婦
人
の
如
き
な
き
女
子
と
生
涯
共
二

す
る
事
ハ
一

切
好
ま
し

く
不
存
候」

と

書
く。

お

医
師
当
分
可
廃
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四
月
六
13

四
月
五
日

四
月
四
日

四
月
二
日

四
月
三
日

う。
（
応3:
 134,
 Jぃ
1101)

安
息
日
に
つ
き
上
坂
本
の
宿
で
休
息
す
る。
（
曲3:
 133)
 

＊
こ
の
小
旅
行
の
日
程
と
コ
ー
ス
は
次
の
通
り、
な
お、
新
島
民
治
宛
書
簡
と
英
文
日
記
で
は
日
付
け
が一
日
ず
れ
て
い
る。

四
月一
日

大
阪
ー|

奈
良
（
泊）

四
月
四
日

大
津
|
|＇
坂
本
（
泊）

四
月
二
日

奈
良
ー
宇
治
（
泊）

四
月
五
日

坂
本
—|
＇
京
都
（
滞
在）

四
月
三
日

宇
治

大
津
（
泊）

四
月
二
十
四
日

京
都
ー
ー
大
阪

早
朝、
三
笠
山
頂
に
登
り、
手
向
山、
八
幡
社、
東
大
寺
を
見
物
す
る。
奈
良
（
朝
八
時)
|
↓
木
津
（
正
午）
（
ニ

十一
銭）
ー
�
午
後、
宇
治
の
入
口、
木
津
新
田
の一
マ
イ
ル
先
ま
で
の
四
マ
イ
ル
を
人
力
車
|
↓
茶
畑
の
中
を
平
等

宇
治
（
朝
八
時
発）

l
黄
槃
山
ー
↓
路
に
迷
い
三
室
山
ヘ
ー
↓
炭
山
ー
↓
ニ
ノ
尾
（
松
田
孫
左
衛
門
宅
で
食
事）

↓
石
山
（
松
田
が
案
内）
午
後
四
時
着。
石
山
寺
を
見
物

↓
瀬
田
橋

↓
膳
所

↓
大
津
（
午
後
六
時）
八
丁
の

タ
カ
シ
マ
ヤ
に
泊
ま
る。
旅
籠
代
二
朱。
(
J::
1101)

大
津ー
|＊＿―-
井
寺
ー
↓
唐
崎

1
坂
本
（
廿
1101)

早
朝、
上
坂
本
|
↓
比
叡
山
（一
時
間
で
頂
上
に
至
る）
中
堂・
講
堂・
戒
壇
を
見
物
ー
�
十
時
す
ぎ
麓
ま
で
下
り
る

↓
十
二
時
に
京
都
三
条
橋
の
目
貫
屋
に
入
る。
夜、
木
屋
町
三
条
上
ル
十
二
に
宿
泊
中
の
M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ソ
を
訪

こ
の
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
滞
在、
知
事
〔
槙
村
正
直
か〕
に
度
々
面
会、
学
問
を
す
す
め
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談、

京
都
府
博
物
館
用
掛
に
就
任
を
依
頼
さ
れ
る。
（
怜3"
135)

雨、
午
後、
博
覧
会
を
見
に
行
く。
御
所
内
を
見
物
す
る。
(
_1::
1101)

院
へ
行
く。
（
や3:
 133,
 
J::
1101)
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1875年

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
七
日

四
月
上
旬

四
月
七
H

勧
業
場
内
の
織
工
所
を
見
学、

さ
ら
に
舎
密
局、

女
紅
場
を
見
て
、

祇
園
へ

行
き
八
坂
の
塔、

清
水
寺、

大
谷、

三
十

三
間
堂、

新
病
院
等
を
見
物
す
る
。
(
h
11
01)

＊

四
月
第
一

水
曜
日
〔
四
月
七
日〕

東
京
・

横
浜
公
会
の
代
表
J
・
バ
ラ、

奥
野
昌
網
と
神
戸
・

大
阪
公
会
の
代
表
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

新
島
襄
が
神
戸
に
お
い
て
教
派
合
同
に
つ
き
会
見
す
る
が、

意
見
の
一

致
を
見
ず、

不
調
に
終
わ
る。
(
F
l

ぷ!
5,

F
2
8
:
 
4
5
)

柏
村
正
直
〔
京
都
府
参
事
〕

の
紹
介
で
山
本
覚
馬
に
会
い
、

学
校
設
立
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

山
本
は
ゴ
ー
ド
ソ
か
ら

贈
ら
れ
た
『
天
道
潮
源
』

に
つ
い
て
話
し
、

キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人
心
の
改
善
を
説
き、

＊

旗
村
正
直
は
明
治
八
年
七
月
二
十
日
京
都
府
参
事
よ
り
権
知
事
に、

同
十
年
一

月
二
十
二
日
京
都
府
知
事
に
進
み、

十
四
年
一

月
十
九
日
ま
で
在
任
し
た。
(

J

2
7
 :
 
11
9)
 

大
阪
に
帰
り、
II

仕
事
“

を
再
開
す
る
。
（
ゆ
3
:
 1
3
5,
 

fr:
6
 :
 1
6
4
)
 

シ
ー
リ
ー
教
授
に
手
紙
を
出
し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

大
阪
の
知
事
は
宜
教
師
が
学
校
で
教
え
る
こ
と
を
許
そ
う
と

し
な
い
の
で
、

田
中
文
部
大
輔
に
手
紙
を
書
き、

わ
れ
わ
れ
の
学
校
で
宜
教
師
が
キ
リ
ス
ト
教、

そ
の
他
の
科
学
を
教

え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
ま
し
た
。

田
中
の
答
え
は
こ
う
で
し
た
。

僧
侶
は
教
え
て
も
良
い
が、

宣
教
師

）

。

は
ダ
メ
だ
(
R
e
v
e
re
n
d

m
e
n
 a
re
 a
ll
o
w
e
d
 t
o
 tea
c
h
 b
ut
 m1
ss1
o
n
a
n
es
 a
re
 n
ot·

と

キ
リ
ス
ト
教
を
ま
っ

た
＜
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が、

宜
教
師
が
教
え
る
こ
と
は
ま
だ
許
さ
れ
て
い
な
い
し
、

校
長
に
も
な
れ
な
い
。

各
方
面
に
困
難
が
多
す
ぎ
る
の
で
、

京
都
府
博
物
館
用
掛
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。
(
H
9)

設
立
を
勧
め
る
。
（
怜
10
:
 21
6,
 
D
 10
 :
 1
7
8
)
 

キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
学
校
の

カ
レ
ッ
ジ
を
設
立
す
る
仕
事
は
し
ば
ら
く
延
期
せ
ざ
る
を

え
な
い
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
神
戸
で
伝
道
師
の
養
成
学
校
を
始
め
た
な
ら、

そ
こ
で
教
え
よ
う
と
思
う。
（
怜
6
:
 1
6
5
)
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六
月
十
日

六
月
八
日

六
月
七
日

一
相
懸
る
べ
ぎ
企」

に
な
る。
（
怜
3

:
 
1
3
6
)
 「

京
師
二
於
て
学
校
建
築
之
義
相
計
候
処
登
料
ら
ん
や
何
之
差
違
ひ
も
な
く

京
師
中
指
屈
り
之
人
物
相
談
二
及
ひ
呉
れ、

勿
々
六
千
坪
程
の
土
地
を
買
受
へ
含
談
判
二
相
成
り
当
秋
よ
り
学
校
造
営

民
治
に
手
紙
を
害
き、

京
都
に
六
千
坪
の
土
地
を
買
い
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で、

忙
し
く
て、

こ
の
夏

は
安
中
に
帰
れ
な
い
こ
と、

ま
た
学
校
設
立
に
あ
た
り、

寄
留
人
で
は
不
都
合
と
考
え
ら
れ
る
の
で、

戸
籍
を
京
都
に

移
し
た
く、

こ
の
旨
を
区
長
に
依
頼
し
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
怜
3

"

1
3
6
)

新
島
は
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
共
に
再
び
京
蔀
を
訪
れ、

学
校
用
地
と
し
て
京
都
御
所
北
側
に
あ
る
旧
蔭
底
蕃
邸
跡

命囲
拓
社

蒸
汽
船
で
淀
川
を
遡
航、

京
都
に
着
く。

六
月
五
日

五
月
二
十
六
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
五
日

五
月
七
日

五
月
五
日

五
月
一
日

四
月

民
治
に
手
紙
を
出
し、

京
都
府
の
博
物
館
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る。

ま
た
手
紙
と
共
に
赤
ナ
ス
ビ
〔
卜

大
阪
よ
り
蒸
汽
船
で
淀
川
を
さ
か
の
ぽ
り、

伏
見
に
至
り、

人
力
車
で
京
都
に
入
る。

十
日
ま
で
滞
在
す
る。
（
廿
1

10
1
)

「
出
エ
ジ
プ
ト
記」

二
十
章
十
二
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
(

1:
9
9
2
)

新
島
公
義、

安
中
学
校
を
卒
業
す
る。
(

1:
1
6
7
7
)

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
第
三
年
会
が、

こ
の
日
よ
り
六
月
七
日
ま
で、

神
戸
の
0
.
H
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
宅
で
開
か

れ
る。

議
長
は
W
·
テ
イ
ラ
ー

Dr.

Wa
llace
 Ta
ylor

新
島
も
出
席
か
。
（
怜
3

:

1
3
6,
 

J::
1
1
0
1
)
 

五
月
末
よ
り
神
戸
に
滞
在
中
の
と
こ
ろ、

こ
の
日、

大
阪
に
帰
る。
（
曲
3

:
 
1
3
6
)
 

マ
ト
〕

の
種
を
送
る。
（
ゆ
3

:
 
1
3
5
)
 

こ
の
頃、

安
中
の
湯
浅
治
郎
よ
り
手
紙
が
来
る。
（
怜
3

:
 
1
3
5
)
 

春、

新
島、

大
阪
に
お
い
て
網
島
佳
吉
に
会
う。
(
D
1
6
 :
 8)
 

こ
の
頃、

神
戸
に
行
き、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
会
う。
(

1:

11
0
1
)
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1875年

七
月
七
日

七
月
四
日

六
月

六
月
三
十
日

六
月
二
十
八
日

六
月
十
七
日

六
月
十
四
日

*

(

1:
1
6
7
7
)

で
は
七
月
五
日
に
山
本
覚
馬
方
に
寄
留
と
な
っ
て
い
る 。

送
る
よ
う
に
頼
む 。
（
怜
3
:
 1
3
8
)
 

一

千
体
の
仏
像
を
見
て
11

こ
れ
ら
の
仏
像
は

名
義 、

山
本
覚
馬
所
有
地
）

五
ェ
ー
カ
ー
の
土
地
を
五
百
五
十
ド
ル
で
買
い
受
け
る
。

公
怜
1
"
6
1
2,

E
3
|d ,
 E
 12
:
 1
4
2
)

十
六
日
ま
で
京
都
に
滞
在
す
る
。
(

J::

11
0
1
)

新
島
公
義 、

熊
谷
の
暢
発
学
校
へ

入
学
す
る
。

（
九
年
八
月
退
学）
（
J::
1
6
7
7
)

学
校
設
立
事
務
の
た
め 、

夜
明
け
前
の
三
時
半
に
有
馬
を
出
発 、

神
戸
と
大
阪
を
廻
り 、

さ
ら
に
人
力
車
に
乗
っ
て
夜

民
治
に
手
紙
を
手い
き 、

学
校
設
立
の
た
め
多
忙
で
あ
る
こ
と 、

戸
籍
に
つ
い
て
は
「
寄
留
二

而
は
不
都
合
の
事
も
有
之

候
間 、

是
非
二

住
所
を
変
へ

士
族
よ
り
平
民
に
相
成
候
共
不
苦
…
…

私
義
京
師
之
人
別
二

入
候
様
仕
度
候 、

扱
当
分
之

内
中
京
〔
上
京
〕

三
十
一

区
四
百
一

番
地
山
本
覚
馬
と
〔
申〕

者
の
内
二

同
居」

し
て
い
る
の
で

、

送
籍
状
を
そ
こ
へ

デ
イ
ヴ
ィ

ス
と
共
に
学
校
の
校
地
を
さ
が
す
う
ち―――
十
三
問
堂
を
見
物 、

冬
に
貧
し
い
生
徒
た
ち
が
暖
を
取
る
の
に
も
っ
て
こ
い
で
す
ね
“

と
冗
談
を
い
う 。
(
C
4
 :
 
1
7
7
)
 

こ
の
夏 、

田
中
文
部
大
輔 、

京
都
に
新
島
を
訪
ね 、

三
日
二
晩
に
わ
た
り
官
途
に
つ
く
こ
と
を
勧
め
る
。

新
島
は
固
辞 、

つ
い
に
田
中
は
11

新
島
君 、

君
は
ヤ
ソ
の
奴
隷
じ
ゃ
！

“

の
言
葉
を
残
し
て
去
る
。

(
E
1
2
 :
 1
4
3
)
 

か

じ

る

と

も
よ

し

日
曜
日 、

梅
本
町
公
会
で
説
教
を
し 、

伏
見
の
医
師
・

大
村
達
斎
と
上
代
知
新
に
洗
礼
を
授
け
る
。

（
怜
6
:
 
1
6
6,
 
J
 

71

羞
8
)

有
馬
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
友
人
〔
A
・

ハ

ー
デ
ィ

か
〕

宛
に
手
紙
を
送
り 、

山
本
覚
馬
の
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し 、

さ
ら

に
京
都
の
学
校
を
設
立
す
る
に
つ
き
〔
槙
村
〕

副
知
事
が
学
校
の
設
立
を
許
可
し
た
こ
と 、

校
地
を
入
手
し
た
こ
と 、

校
舎
に
す
る
建
物
に
つ
い
て
交
渉
中
で
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る 。
(
E
3
|

d)

七
時
半 、

京
都
に
着
く 。
（
怜
3
:
 1
3
8
)
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八
月
二
日

七
月
十
二
日

七
月
十
五
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一

日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
七
日

七
月
九
日

初
め
て
の
教
会。
(
E
8
:
2)
 

「
桂
川
へ

参
り
ア
ヒ
を
可
釣
と
楽
居
候」

と
記
す。
（
怜
3
:
 1
4
0
)
 

朝
五
時
前
に
起
ぎ、

父
親
に
手
紙
を
書
く。

文
中
に
、

一

両
日
中
に
嵐
山
近
く
の
下
嵯
峨
に
行
ぎ、

槙
村
正
直、

京
都
府
権
知
事
と
な
る
。

(

J

27
 :
 11
9)
 

加
え
る
。
（
怜
3
:
 1
3
9
)
 

田
中
不
二
麿
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

京
都
で
学
校
用
地
を
買
収
し
た
こ
と
を
聞
い
た
、

学
校
設
立
の

〔
文
部
省
〕

沢
辺
琢
磨、

ヘ

相
廻
候
ハ
、

可
然
取
計
可
申
旨
委
艘
領
承」

と
述
べ
る
。
(

r
6
5
5,

D
l
:
5
)
 

日
本
ロ
シ
ア
正
教
司
祭
と
な
る
。

日
本
人
と
し
て
は
最
初。
(

J

4
5
 :
 1
5
9
8
)

朝
五
時
に
起
き、

再
び
民
治
に
送
籍
を
促
す
手
紙
を
書
く。

も
し
京
都
に
籍
が
な
け
れ
ば
「
学
校
二

而
耶
蘇
教
を
教
候

事
之
御
許
も
可
相
願
候
問、

是
非
京
都
之
籍
二

為
ら
さ
れ
ば
不
都
合」

と
記
し、

甚
だ
不
本
意
な
の
で
、

八
、

九
日
滞
在、

「
願
書
等
此
表

ま
た
両
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は

い
ず
れ
近
々

良
い
土
地
を
買
い
求
め
て
、

暮
ら
し
に
不
都
合
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
、

と
付
け

＊

京
都
府
庁
は、

明
治
四
年
以
来、

二
条
城
に
あ
っ
た。

明
治
十
八
年
六
月
に
現
在
の
場
所
（
上
京
区
藪
之
内
町）

に
移
さ
れ
た。

新
島
公
義
の
名
で
、

新
島
襄
の
本
籍
を
安
中
よ
り
京
都
三
十
一

区
河
原
町
四
百
一

番
地
山
本
覚
馬
方
に
移
す
よ
う
送
籍

願
を
熊
谷
県
〔
群
馬
県〕

に
差
し
出
す。
（
廿
1

鯰
5
)

摂
津
第
三
公
会
〔
三
田
教
会
〕

設
立、

信
者
十
六
名、

仮
牧
師
O
·

H
・

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
。

男
子
よ
り
女
子
の
多
い
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
手
紙
を
書
ぎ、

政
府
の
文
教
関
係
の
若
手
の
役
人
〔
九
鬼
隆
一

か
〕

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
を

開
く
に
は、

政
府
の
有
力
者
に
直
接
会
っ

て
信
教
の
自
由
の
た
め
働
き
か
け
る
こ
と、

新
島
が
京
都
市
民
に
な
る
こ
と

等
の
助
言
を
受
け
た
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜
6
"
1
6
6,

C
4
"
5
7
)
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1875年

九
月
二
日

九
月
一

日

八
月
二
十
七
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
三
日

八
月
九
日

八
月
四
H

ハ

可
相
叶」

と
の
惑
触
を
得
る
。
（
曲
3
:
 1
41)
 

京
都
府
は
、

新
島
が
宜
教
師
を
雇
い
入
れ
て
私
塾
開
業
を
願
い
出
た
こ
と
は
、

文
部
省
布
達
に
抵
触
す
る
の
で
、

書
類

朝、

東
京
に
到
着、

「
文
部
省
の

官
員
に
面
会
し
線
々

相
談
仕
候
処、

何
レ

宣
教
師
雇
入
西
京
二

於
而
学
校
を
開
候
事

梅
本
町
公
会
の
高
木
玄
真
に
手
紙
を
出
し、

学
校
設
立
事
務
の
た
め
東
京
に
来
て
い
る
の
で
、

新
島
不
在
中、

安
息
日

を
添
え
て、

文
部
省
に
指
揮
を
仰
ぐ
。

(

D
l

:
 38,
 64)
 

10
:
 21
7,
 C
4
:
 5
9
)
 

＊
「
同
志
社
」

が
明
治
八
年
の
い
つ
結
社
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る。

た
だ
こ
の
開
業
願
の
文
末
の
日
付
は
「
朋
治
八
年
八
月
四

日
／
廿
三
日
出
ス
」
「
結
社
人

新
島
襄、

山
本
覚
馬」

と
あ
る
の
で
八
月
四
日
を
結
社
の
日
と
す
べ
き
か
？

な
お
明
治
四
十
四

年
の
「
同
志
社
沿
革
草
按」
(

D
3
9
)

に
は
「
明
治
八
年
八
月
二
十
三
日
新
島
襄
氏
山
本
覚
馬
氏
卜
結
社
シ
米
国
伝
道
会
社
宜
教
師

デ
ビ
ス
氏
等
ノ
賛
助
ヲ
得
テ
同
志
社
ヲ
創
立
ス
ル
」

と
記
し
て
い
る。

田
中
不
二
麿
は
、

こ
の
日
付
で
書
簡
を
新
島
に
送
る
。

H
先
頃
亡
く
な
っ
た
A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
孫
ジ
ョ
ル
ベ

ー
〔
A
．

S
・
ハ

ー
デ
ィ
の
息
子
S
h
er
b
u
rn
e〕

の
写
真
を
受
け
取
っ
た
こ
と

⇔
九
鬼
隆
一

よ
り
新
島
に
面
会
し
た
際
の
こ
と

私
塾
開
業、

外
国
人
教
師
雇
い
入
れ
に
つ

ぎ
許
可
願
を
京
都
府
に
提
出
す
る
。
（
怜
1

羞、
6)

夜、

府
知
事
〔
槙
村
か
〕

宅
を
訪
問、

学
校
開
設
の
こ
と
を
頼
む
。

府
知
事
は
請
願
書
が
府
庁
よ
り
政
府
に
送
達
さ
れ

る
前
に
、

新
島
が
自
ら
東
京
に
出
向
い
て
請
願
す
る
方
が
良
い
と
勧
め
る
。
（
怜
6
:
 167,
 C
 4
 :
5
8
)
 

学
校
設
立
に
関
し
文
部
省
と
折
衝
す
る
た
め
、

こ
の
日、

二
人
曳
ぎ
の
人
力
車
で
京
都
を
出
発
す
る
。
（
ゆ3
:
1
4
0,
 
�

を
聞
い
た
こ
と

伺
槙
村
に
は
過
般
面
談
し
た
こ
と、

を
伝
え
る
。
(
r31
s2)

私
塾
開
業
願
を
書
く。

届
出
人
は
新
島
襄、

山
本
覚
馬
連
名。
（
怜
1

"

8
)
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九
月

九
月
十一
日

九
月
十
五
日

九
月
七
日

九
月
五
日

九
月
四
日

九
月
三
日

こ
の
頃、
上
京
第
二
十
二
組
新
烏
丸
頭
町、
岩
橋
元
勇
の
持
ち
家
に
移
転
す
る。

＊

〔
移
転
の
時
期〕

新
島
公
義
宛
G

九
月
十
五
日
付＞

罰
何
の
発
信
地
は
山
本
覚
馬
方
で
あ
る
が、

後
品
の
福
上
咸
豊
TH
筒
G

+

142)
 

「
謹
呈
新
島
約
認
先
生
以
表
敬
礼

明
治
八
年
九
月
七
日

中
村
正
直」
の
献
辞
が
あ
る。
(
D
5
:
27)
 

A
 

私
塾
開
業
届
出
の
こ
と
「
九
月
四
日
相
済
候
也」
（
怜
1

"

8
)

文
部
大
輔

印
」

(
D
l

羞
8,

6
7
)
 

の
説
教
を
高
木
か
神
戸
の
兄
弟
に
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
と
頼
む。
（
怜3:
 141)
 

「
文
部
省
指
令

1
害
面
（
私
学
開
業
存
寄
書）
西
教
伝
教
師
ヲ
私
学
校
教
師
二
相
雇
候
儀
事
実
無
余
儀
相
聞
候
二
付

許
可
相
成
不
苦
候
事

B
R
IE
F
 no
te
 fro
m
 
Mr·
 

^̂
obtained
 per
mission
 fro
m
 the
 田

中
不
二
麿

木
戸
孝
允
を
訪
問、
京
都
に
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
話
す。
(J47
|3
心32)

Greene,
 da
ted
 Sep
te
mber
 4
th,
 announced
 that
 
Mr.

Tokio
 (
Yedo)
 gove
rn
men
t

 
to
 open
 his
 school
 in
 

Davis
 has
 repor
ted
 the
 sa
me
 fact,
 saying
 also
 tha
t

 

Mr•
Neesi
ma
 has
 per
mission
 to
 e
mploy
 mis,
 

sionaries
 as
 teachers
 in
 the
 school."
 C
E
 31e)
 

木
戸
孝
允
を
再
び
訪
問
す
る。
夜
十一
時
す
ぎ
辞
去
す
る。
(J47-
3:
 233)
 

東
京
同
人
社
の
中
村
正
直
よ
り
『
天
道
糊
源』
訓
読
和
綴
本
（
上
中
下
三
冊）
を
寄
贈
さ
れ
る。

横
浜
を
出
帆、
神
戸
へ
翌
十
二
日
夜
十
二
時
半
に
入
港
す
る。
（
怜3:
 142)
 

新
島
公
義
よ
り
初
め
て
手
紙
を
受
け
取
り、
そ
の
返
害
を
送
る。
「
暢
発
校
二
あ
る
三
年、

一
切
事
務
も
御
怠
無
之
候ハ
、
予
方
二
御
引
受
幾
重
二
も
御
世
話
い
た
し
英
学
教
授
可
仕
候」

Neesi
ma
 had

Kioto."
 
Mr·
 

上
巻
序
言
欄
外
に

其
後一
両
年
問
教
授
致
シ

と
励
ま
す。
（
ゆ
3
:
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1875年

九
月
二
十
七
日

十
月
十
一

日

十
月
十
二
日

十
月
十
五
日

十
月
十
九
日

十
月
二
十
九
日

十
月
l

日

式
を
取
っ
て
い
た
。
(
G
7
:
1
0
8
)
 

月
十
二
日
付）

の
新
島
の
宛
先
は
新
烏
丸
町
と
な
っ
て
い
る。

新
島
が
福
士
へ
の
帰
国
第
一

信
を
出
し
た
の
は、

福
士
書
前
に
よ

れ
ば
九
月
二
十
七
日
付
で
あ
る
か
ら、

移
転
の
時
期
は
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
間
と
考
え
ら
れ
る。

松
蔭
町
に
移
転
す
る

明
治
十
一

年
九
月
七
日
ま
で
こ
こ
に
住
ん
だ
わ
け
で
あ
る。

〔
場
所〕

新
烏
丸
頭
町
四
十
番
地
の
家
は、

京
都
地
籍
図
に
よ
れ
ば、

新
烏
丸
通
下
切
通
ツ
上
ル
の
（
地
番）
一

四
三
ノ
一
、

四
三
ノ
ニ
で
あ
り、

現
在
の
腑
祈
高
校
東
側
の
道
路
の
カ
ギ
形
に
な
っ
た
角
付
近
に
あ
た
る。

函
館
税
関
に
宛
て、

福
士
成
豊
の
消
息
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
。
(

T
6
5
6
)

J
•

D
•

デ
イ
ヴ
ィ
ス
を
英
学
普
通
科
教
師
と
し
て
雇
い
入
れ
る
。

月
給
百
円、

宿
料
十
円。
(

D
l
:
8
7
)
 

眠
れ
な
い
の
で
午
前
二
時
過
ぎ
に
起
き
て、

家
〔
校
舎
か
〕

を
借
る
手
紙
を
書
く。
（
や
6
:
 1
6
7
)
 

福
士
成
豊
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
信、
「
貴
君
ハ

素
卜
新
島
七
五
三
太
卜
云
様
二

無
之
哉」

と
尋
ね
て
く
る
。
(

""f
6
5
6
)

神
戸
山
下
通
の
女
学
校
（
の
ち
神
戸
女
学
院
）

の
西
洋
風
木
造
二
階
建
の
校
舎
が
完
成
す
る
。

資
金
は
ア
メ
リ
カ
の
伝

道
会
社、

新
島、

山
本
八
重
と
婚
約
す
る
。

彼
女
は
京
都
府
立
女
学
校
の
教
員
だ
っ

た
が、

の
で
、

日
本
人
有
志
よ
り
出
さ
れ
た
が、

土
地
の
名
義
は
新
島
襄、

そ
れ
を
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
賃
借
す
る
形

た
ち
ま
ち
解
雇
さ
れ
た
。
（
怜
6
:
 
1
6
9,
 

�
10
:
 2
2
0,
 
D
3
1
 :
 2
6
)
 

ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
と
婚
約
し
た
と
い
う

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
京
都
居
住
の
許
可
が
下
り、

学
校
開
設
の
道
が
開
け
た
の
で
、

前
途
に
希
望
を
持
つ
。
（
怜
6
:
 1
6
7
)
 

J
•
D

・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
そ
の
家
族
が
入
京
し、

京
都
御
苑
内
の
旧
柳
原
前
光
邸
に
落
ち
着
く。
(
C
4
:
6
0
)
 

＊

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
入
京
日
に
は
諸
説
が
あ
る。

十
月
二
十
一

日
（
怜
1
:
1
6
1,
 

D
l
:
 
2
8
3
)

十
月
二
十
三
日
（
廿
2
0
0,

D
l
:
 8
6
)

木
戸
孝
允
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

京
都
土
手
町
の
屋
敷
を
貸
す
こ
と
は
で
き
な
い
が、

住
居
に
す
る
な
ら
ば
三
本
木

木
屋
町
に
貸
家
が
あ
る
の
で
、

槙
村
と
相
談
す
る
よ
う
に
、

と
伝
え
て
く
る
。

(

J

4
7

ー

3
"
2
5
3,

J
 7
5
 :
 
7
0
)
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十
一

月
二
十
八
日

十
一
月

十
一
月
一
日

十
一
月
十
九
日

十
一
月
二
十
二
日

十
一
月
二
十
三
日

十
一
月
十
八
日

十
月

＊

家
賃
一
カ
月
三
十
五
円。
(
D
?
60)

六
月
ま
で
の
八
カ
月
間、

家
賃
は
一
カ
月
十
五
円。
(
J:284)

D
.
w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
妻、

横
浜
着。

二
十
六
日、

神
戸
に
着
く。
(

J

69
 : 1
3
)

上
京
第
二
十
二
区
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
松
蔭
町
十
八
番
戸
の
華
族
高
松
保
実
邸
を
借
り、

借
家
届
を
出
す。

明
治
九
年

こ
の
月、

同
志
社
仮
規
則
（
同
志
社
社
長
新
島
襄、

結
社
人
山
本
覚
馬）

を
作
る。
(

D
I

:
 

10)
 

J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
で
安
息
月
の
礼
拝
を
行
う。

二
十
六
人
の
廿
本
人
が
出
煕
す
る。

午
後
行
わ
れ
た
新
島
の
司

る。
（
ゆ6:
 169)
 

同
志
社
設
立
に
と
も
な
い、

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ
れ
る。
(
E
8
 :
 1
2
)
 

D
.
w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
妻
D
wig
ht

W
hit
ne
y
 Lea
rne
d

サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
帆、

＊

明
治
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
同
志
社
で
教
え
る。

大
正
八
1
九
年、

大
学
長。

夕
方、

槙
村
を
私
宅
に
訪
う
が
11

多
忙“

の
た
め
面
会
で
き
ず。
(

J

77
 :
 491)
 

槙
村
権
知
事
に
呼
ば
れ、

聖
書
を
教
科
か
ら
外
す
よ
う
要
望
さ
れ
る。

新
島
は、

当
分
の
間、

日
本
に
向
か
う。

キ
リ
ス
ト
教
を
学
校
で

ハ
ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
書
き、

山
本
八
重
と
の
婚
約
を
知
ら
せ、

彼
女
の
写
真
を
送
る。

ま
た
夏
以
来、

知
人
の
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
が、

最
近、

家
を
借
り
た
こ
と、

安
中
の
両
親
を
迎
え
る
家
も
用
意
し
た
こ
と
を
報
告
す

京
都
府
博
物
館
用
掛
を
免
ぜ
ら
れ
る。
(

D
l

:
 68,
 H
8)

は
な
く、

自
宅
で
教
え
る
こ
と
に
す
る。
（
怜6
"
170)

山
本
八
重、
「
女
紅
場
権
舎
長
井
機
織
教
導
試
補
差
免
候
事」
(
H
8)

69
 :
 1
3
)
 

ホ
テ
ル
や

(

J
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1875年

十
一

月
二
十
九
日

十
二
月
三
日

十
二
月
四
日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
二
十
七
日

十
二
月
二
十
九
日

『
七
一

雑
報
』

創
刊。
(

J

4
5
 :
 1
5
9
9
)
 

生
徒
十
二
名
と
な
る
。

冬
中
に
四
十
名
に
増
え
る
。
(
C
4
:
6
2
)
 

式
す
る
礼
拝
に
も
仕
匠
同
数
が
集
ま
る
。
(
E
3

ー

f)

月
耀
日、

官
許
同
志
社
英
学
校
を
開
校
す
る
。

こ
の
朝
八
時、

新
烏
丸
頭
町
の
新
島
宅
で
六
名
の
生
徒
と
共
に
祈
醸
し

た
の
ち、

場
所
を
寺
町
丸
太
町
上
ル
高
松
保
実
邸
の
仮
校
舎
に
移
し、

開
業
す
る
。

仮
校
舎
で
二
名
加
わ
り、

計
八
名。

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
書
い
て
い
る
。
「
私
は
そ
の
朝、

彼
の
家
で
な
さ
れ
た
新
島
の

や
さ
し
い
、

涙
あ
ふ
れ
る
熱

心
な
祈
り
を
忘
れ
は
し
な
い
」
(
C
4
 :
 
6
2,
 
E
 1
2
 :
 1
4
9
)
 

外
国
の
団
体
は
日
本
で
不
動
産
を
所
有
で

ぎ
な
い
の

で
、

新
島
と
山
本
が
同
志
社
を
創
立
し
、

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
最
初
の
〔
私
雇
〕

外
国
人
と
な
る
。

(
E
l
2
:
1
4
2
)
 

京
都
仏
教
教
団
は
京
都
府
に
宜
教
師
雇
い
入
れ
の
不
許
可
を
願
い
出
る
。

(

D
I
:
 
1
5
)
 

新
島
は
槙
村
権
知
事
と
長
時
間
協
議
を
す
る
。

槙
村
は
神
主
や
僧
侶
の
動
き、

薩
摩
人
の
こ
と
を
話
し
、

こ
れ
以
上
あ

れ
こ
れ
と
申
請
す
る
の
は
賢
明
で
は
な
く、

今
は
た
だ
事
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、

と
忠
告
す
る
。

(
E
l
2
:
1
5
3
)
 

新
島、

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
妻
と
共
に
朝
八
時、

大
阪
よ
り
蒸
汽
船
に
乗
り、

夕
方
四
時
ご
ろ
伏
見
に
着
く。

徒

歩
で
京
都
に
入
り、

帰
宅
す
る
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
妻
は
デ
イ
ヴ
ィ
ス

宅
に
十
日
間
滞
在
す
る
。

(

J

6
9
 :
 1
3,
 

2
1,
 

2
5
)

幡
茂
右
衛
門
へ

賃
金
等
三
十
三
円
十
六
銭、

七
円
八
十
八
銭
を
支
払
う。
(

h
1

71
9
)

同
志
社
生
徒、

新
島
襄
を
中
心
に
加
茂
河
原
で
体
操
を
行
う。

世
間
で
は
「
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
戦
の
け
い
古

を
し
て
い
る
。

学
校
を
管
理
す
る
。

い
ま
に
天
草
騒
動
の
二
の
舞
を
し
で
か
す
ぞ」

と
噂
し、

府
の
密
偵
も
調
査
す
る
。
(
H
ll
:
70)
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一

月
一
月
十
七
日

一
月
三
十
日

二

月
七
日

一
月
七
日

一
月
六
日

一
月
二
日

一
月
三
日

一

月
一
日

ヽ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
紙
は

い
わ
ゆ
る
熊
本
バ
ソ
ド
花
岡
山
の
盟
約。
(
r1
691)

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
結
婚
の
報
告
を
す
る
。
（
怜6
:
1
70)
 

廿1
680,
C
4
:
 65,
 
J
 69
:
 26)
 

新
島
は
J
.

D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
と
三
人
で
比
叡
山
に
登
る
。

(

J

69
 :
 26̀

104)
 

日
曜
日、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
で
京
都
で
初
め
て
の
洗
礼
式
と
聖
餐
式
が
行
わ
れ
、

山
本
八
重
が
受
洗
す
る
。
（
曲2
"
560)

新
島
襄
と
山
本
八
重
の
結
婚
式
が
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
で
挙
行
さ
れ
る
。

来
会
者
は
山
本
家
の
人
々
、

同
志
社
教
員、

生
徒

お
よ
び
京
都
府
内
の
知
人
約一―-、

四
十
人。

京
都
で
最
初
の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
の
結
婚
式
で
あ
っ
た
。
（
怜
6
:
1
71,

同
志
社
創
立
の
こ
と、

山
本
八
重
と
結
婚
の
こ
と
を
田
中
不
二
麿
に
知
ら
せ
る
。
(
T31
84)

新
島、

父
の
民
治
に
五
十
円
（
金
百
匁）

送
る
。
(
1:1
729̀

J::1
732)

田
中
不
二
麿
よ
り
同
志
社
仮
規
則
を
受
け
取
っ
た
こ
と、

お
よ
び
結
婚
の
祝
辞
を
述
べ
て
く
る
。
(
r31
84,
D
 1
 :
 12)
 

「
新
島
が
京
都
で
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
と
な
る
べ
き
学
校
の
開
設
の
み
な
ら

ず、

宜
教
師
を
教
師
と
し
て
雇
う
許
可
を
も
獲
得
し
た」

と
報
ず
る
。
(
E
3
_
e
)

こ
の
月、

津
田
仙
は
学
農
社
農
学
校
を
創
設
す
る
。

(

J

74
 :
 57)
 

熊
本
の
L
.

L
・

ジ
ェ
ー
ソ
ズ

Ler
o
y
L
a
nsi
n
g
 Ja
n
esは
こ
の
日
付
で
同
志
社
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
手
紙
を
送
り、

照
本
洋
学
校
で
行
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
宗
教
教
育
の
状
況
を
伝
え
て
く
る
。

2,
23,
J
 67
"
34,
 
J
 72
"
1
85)
 

明
治
九
年
（
一

八
七
六
）

三
十
四
歳
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1876年

月 月
十
六
日

二
月

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
四
日

二
月
二
十
七
日

二
月
二
十
九
日

三
月
四
日

三
月
十
五
日

三
月
二
十
五
日

に
は
、

学
校
の
移
転
を
唱
え
る
も
の
も
あ
っ
た
。
(
C
2
:
1
63)
 

W
・

テ
イ
ラ
ー
と
そ
の
家
族
入
京
す
る
。
(
E
2
0
ー

a
)

京
都
府
が
学
校
内
で
公
然
と
聖
書
を
教
え
る
こ
と
を
禁
止
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
に
不
満
を
持
っ
た
宜
教
師
の
中

二
学
期
終
了、

四
月
四
日
ま
で
春
休
み
。
（
曲
6
:
1
72)
 

（
怜
1

:

 232,
 
J::
2
40)
 

(
C
4
:
 82)
 

建
家
の
払
下
げ
を
願
う
た
め
学
校
名
称
・

教
授
学
科
・

場
所
・

設
立
日
・

生
徒
数
を
京
都
府
へ

山
本
覚
馬
と
連
名
で
報

告
す
る
。
（
廿285)

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

こ
の
日
付
の
手
紙
を
ジ
ェ
ー
ン
ズ
よ
り
受
け
取
る
。

さ
ら
に
三
月
四
日
付
の
書
簡
も
到
着、

熊
本
洋
学
校
生
徒
の
お
か
れ
た
状
況
を
伝
え
て
く
る
。
(

C
3
:

1
84)
 

福
士
成
豊
に
新
島
の
履
歴、

写
真
等
を
送
り、

同
志
社
創
立
の
こ
と
を
伝
え
る
。
(
r
659)

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
同
志
社
宛
に
、

許
可
外
の
学
科
を
教
授
し
な
い
旨
の
証
書
を
提
出
す
る
。
(
J::2
08)

新
島
は
大
津
か
ら
招
か
れ、

副
知
事
〔
籠
手
田
安
定
権
令〕

デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
ジ
ェ
ー
ソ
ズ
よ
り
手
紙
を
受
け
取
り、

熊
本
洋
学
校
の
生
徒
が
迫
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
を
同
志
社
教
師
と
し
て
雇
用
す
る
。

月
給
百
円、

宿
料
十
三
円
五
十
銭、

期
間
三
年。

ま
た
W
・

テ
イ
ラ
ー
を

同
志
社
教
師

（
窮
理
諸
学
科）

と
し
て
雇
用
す
る
。

月
給
百
円、

宿
料
十
円、

期
間
三
年。

22
0)
 

の
許
可
を
得
て
一

連
の
日
曜
礼
拝
を
始
め
る
。

W
・

テ
イ
ラ
ー
雇
い
入
れ
願
い
を
府
庁
に
提
出
す
る
。
（
廿21
9)

（
怜1
0
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四
月

四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
五
日

五
月
三
日

五
月
二
十
二
日

四
月
二
十
二
日

四
月
九
日

四
月
一

日

三
月
中
旬

三
月
二
十
七
日

(
E
2
2
 :
 45)
 

丸
頭
町
の
家
に
入
る
。

山
本
家
の
人
々
に
も
会
う。
(
D
23
:
4
0)
 

3
9)
 

大
阪
で
ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
特
別
集
会
を
開
き、

京
都
を
放
棄
し
て
、

宣
教
師
が
自
由
に
居
住
し
、

自
由
に
聖

書
を
教
え
ら
れ
る
土
地
に
学
校
を
移
す
べ

き
か
否
か
、

津
田
仙
よ
り
こ
の
日
付
で
、

平
菓、

梨、

イ
チ
ゴ
、

苗
二
十
本、

ス
ト
ロ
ウ
ベ

リ
ー

ニ
種
各
十
本、

に
つ
い
て
半
日
議
論
す
る
。

投
票
の
結
果、

ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
な
ど
の
苗
を
送
っ
て
く
る
。

平
菓
苗
二
十
本、

梨

ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
十
本、

西
洋
種
物
五
種。
(
""f
658)

新
島
民
治
夫
妻、

姉
み
よ
ら
安
中
を
出
発、

京
都
に
向
か
う。
(
J::1
71
5,

D
23

羞
8)

民
治
ら
東
京
丸
に
乗
り、

午
後
五
時
頃、

横
浜
を
出
帆
す
る
。
（
廿1
71
2,

D
23
 :
 38)
 

一

人
の
反
対
も
な

午
前
七
時
半、

民
治
ら
神
戸
に
到
着、

午
後
二
時
半、

大
阪
浜
屋
橋
大
川
町
大
黒
屋
定
助
方
に
入
る
。
(
J::1
71
2,

D
23
:

民
治、

下
川
口
与
力
町
九
番
の
宜
教
師
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
方
に
山
田
某
を
訪
ね
る
。
(
D
23
:
 39)
 

新
島
の
家
族
は
大
黒
屋
を
出
発、

船
便
を
利
用
し
て
午
後
三
時
半
頃
伏
見
に
到
着。

新
島
夫
妻
に
迎
え
ら
れ
て、

新
烏

ミ
ス
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー

Ali
ce
Je
n
n
e
tt
e
 St
ar
k
we
at
h
er

京
都
に
到
着、

J
.
D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
に
入
る
。

＊

同
志
社
女
学
校
創
立
者
の
一

人、

明
治
十
年
よ
り
十
六
年
ま
で
女
学
校
で
教
え
た。

新
島
民
治、

と
み、

み
よ
の
寄
留
届
を
府
知
事
に
届
け
出
る
。
（
廿2
94)

滋
賀
県
滋
賀
郡
第
十
区
藤
尾
村
村
有
地
の
日
一

町
四
反
七
畝
二
十
歩
を
七
百
二
十
三
円
二
十
二
銭
一

厘
で
買
い
受
け
る
。

、
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
手
紙
を
書
く。
（
ゆ
6
:
1
72)
 

く
京
都
に
残
る
こ
と
に
決
ま
る
。
（
怜l
?
2
21)

154 



1876年

六
月
十
五
日

六
月
九
日

六
月
六
日

六
月
五
日

五
月

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

(
」286)

松
井
治
右
衛
門
に
滋
賀
県
の
田
地
の
代
と
し
て
三
百
十
円
支
払
う。
(
+
七
石
一

斗
八
升
七
合）
「
も
し
十
八
石
の
米
が

私
の
と
こ
ろ
へ

来
た
ら、

更
に
五
十
円
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
廿
11
01)

三
十
日
ま
で
ジ
ャ
。ハ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
年
会
が
大
阪
居
留
地
二
六
号
地
で
開
か
れ、

同
志
社
の
校
舎
建
築
喪
と
し
て

三
千
円
を
支
出
す
る
こ
と
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
る
。

ラ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
で
新
島
の
訴
え
に
応
じ
て
寄
付
さ
れ
た
基
金

は
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
（
怜1
0
:
221,
 C
4
:
 68,
 E
8

ふ8)

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

熊
本
の
ジ
ェ
ー
ソ
ズ
よ
り
手
紙
を
受
け
取
る
。
(
C
4
:
83)
 

上
京
第
十
区
相
国
寺
門
前
の
土
地
五
千
八
百
五
十
五
坪
が
校
地
と
し
て
確
定
す
る
。

代
価
五
百
円。
（
怜1
り

1
66,

232)
 

こ
の
月、

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
家
族
が
上
京
第
十
一

区
常
盤
井
殿
町
六
二
三
番
地
の
生
島
雅
房
持
ち
家
〔
現
在
の

京
都
御
苑
今
出
川
口
付
近
〕

に
居
住
す
る
に
つ
ぎ、

寄
留
届
を
出
す。
(
1:.225,

D
 1 
:

 

109)
 

京
都
府
に
学
校
建
築
届
を
出
す。

ま
た
相
国
寺
門
前
町
の
土
地
の
地
券
引
き
替
え
の
願
害
を
出
す。
（
怜1
:
 302)
 

ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
き
「
私
た
ち
は
役
人
や
僧
侶
に
憎
ま
れ
て
い
ま
す
が、

す
で
に
こ
こ
に
真
理
の
旗
を
う
ち
た
て

た
の
で
す
か
ら、

も
は
や
退
却
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
る
。
（
怜
6
:
 175)
 

福
士
成
豊
は
こ
の
日
付
で
、

新
島
の
帰
国
と
同
志
社
創
立
を
祝
う
手
紙
を
送
っ
て
く
る
。

あ
わ
せ
て
新
島
在
米
中
に
福

士
を
通
じ
家
族
に
送
っ
た
手
紙
は、

維
新
の
混
乱
に
紛
れ、

新
島
家
の
移
転
先
が
わ
か
ら
ず
い
ま
だ
届
け
て
い
な
い
の

で、

こ
の
便
で
返
送
す
る
こ
と、

(
r
659)
 

ま
た
福
士
は
目
下、

北
海
道
地
理
取
り
調
べ
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

相
国
寺
門
前
の
校
地
に
同
志
社
最
初
の
校
舎
の
建
築
を
始
め
る
。
（
怜1

心32,

302)
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七
月

七
月
十
四
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
四
日

七
月
三
十
日

七
月
八
日

七
月
七
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
八
日

六
月
十
九
日

朝、

大
津
へ
〔
伝
道
に〕

行
く。
(
J::
1715)

神
戸
公
会
の
今
村
謙
吉、

三
田
公
会
の
沢
茂
吉、

前
神
醇一
を
同
志
社
の
議
員
に
加
え
る。
（
ゆ
1

羞02)

偽、

夜
に
入
り
小
雨、

新
島
「
大
京
〔
大
津〕

江
罷
越」
（
廿1715)

札
幌
農
学
校
の
w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
ら、
こ
の
日
横
浜
に
上
陸、

七
月――-
+―
日
札
幌
に
到
着
す
る。
(
G3:
32)
 

相
国
寺
門
前
の
校
地
の
地
券
を
受
け
取
る。

相
国
寺
門
前一
八
0
番
地
ほ
か
御
所
八
幡
町一
七
一
番
地
合
地、

岡
松
町

J
.
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
避
暑
の
た
め
旅
行
届
を
府
庁
に
提
出
す
る。
(

D
1

:

8
9
)

 

〔
祇
園
祭
？〕

祭
礼
に
つ
き
父
と
共
に
山
本
覚
馬
を
訪
問
す
る。
（
廿1715)

J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
雇
継
願
書
を
府
庁
に
出
す。

明
治
九
年
十
月一
日
よ
り
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で。
（
膨
1

:
 

薄
総、

校
舎
二
棟
の
上
棟
式
を
行
う。
（
怜1:
 303,
 
J:1
715)

大
阪
に
行
き、
二
十
六
日
午
前
十一
時
す
ぎ
帰
宅
す
る。
(
J:.1
715)

熊
本
の
ジ
ェ
ー
ソ
ズ
は
洋
学
校
の
生
徒
十
七
名
に
洗
礼
を
授
け、

聖
餐
式
を
行
う。
(
E23)

＊
こ
の
受
洗
日
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り、
受
洗
し
た
小
崎
弘
道、
海
老
名
弾
正、
宮
川
経
輝
ら
の
述
べ
る
日
は
食
い
違
っ
て
い
る。

な
お、
（
E30:
 208)
は、
ジ
ェ
ー
ソ
ズ
が
七
月
三
日、

同
十
日、

同
三
十
日
の
三
回
に
分
け
て
洗
礼
を
授
け
た、
と
記
し
て
い

る。
熊
本
か
ら
上
京
し
た
金
森
通
倫
は
京
都
御
苑
内
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
を
訪
れ、

次
い
で
新
島
宅
に
向
か
う
途
中
で
八
重
夫

人
に
会
い、

同
夫
人
に
案
内
さ
れ
て
新
烏
丸
頭
町
の
新
島
宅
に
行
く。
(

J

29
ー9"
197)

303)
 

一
八
四
番
地、

合
計
五
千
八
百
五
坪
七
合。
（
ゆ
1

:
 303)
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1876年

九
月
十
八
日

九
月
十一
日

九
月
十
二
日

九
月
十
三
日

九
月
七
日

九
月
五
日

九
月
一
日

八
月
十
九
日

相
国
寺
門
前
の
校
舎
新
築
な
る。
（
ゆ
1

羞03)

父
親
の
民
治
よ
り
〔
敦
賀
方
面
旅
行
中
の
？〕

新
島
に
新
聞
お
よ
び
手
紙
を
送
る。
(
h1
715)

民
治
へ
手
紙
と
雲
丹
一
曲
を
送
る。
(
J:1
715)

摂
津
第
四
公
会
（
兵
庫
教
会）

設
立、

伝
道
師
·
村
上
俊
吉、

教
会
員
十
六
名。
(
E
8:
13)
 

「
同
志
社
規
則」

を
印
刷
し、

京
都
府
に
提
出
す
る。
(

D
l
:

68)
 

J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
雇
継
免
状
下
り
る。
（
怜1
心32,
303)
 

＊

敦
賀
行
き
の
期
間、
理
由
は
不
明。
八
月
三、
四
日
の
記
事
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。

盈
時
々
小
雨、

勉
強
の
た
め
嵯
峨
へ
行
き、

E
.
T
・
ド
ー
ソ
宜
教
師
E
d
war
d
T•
Doarne

を
雇
い
入
れ
る。
（
怜
1

筵32)

午
後
四
時
す
ぎ、

再
び
嵯
峨
へ
行
く。
(
J:::
1715)

朝、

テ
イ
ラ
ー
夫
人
が
来
訪、

宅
す
る。
（
廿1
715)

八
重
夫
人
に
嵯
峨
ま
で
同
行
を
依
頼、

午
前
八
時、

二
人
で
嵯
峨
へ
向
か
う。

八
日
帰

新
島、

嵯
峨
よ
り
帰
宅
す
る。
（
廿1
715)

督
促
さ
れ
て
い
た
田
畑
お
よ
び
山
林
の
地
租
十
円
を
藤
尾
村
戸
長
・
松
井
治
右
衛
門
に
支
払
う。
（
廿298,

J::1719)
 

月
曜
日、

午
前
十
時、

相
国
寺
前
の
校
地
に
新
校
舎
（
二
棟
の
校
舎
と
一

棟
の
食
堂
・
台
所）

が
建
て
ら
れ、

献
堂
式

が
挙
行
さ
れ
る。

約
七
十
名
の
生
徒
・
宜
教
師
・
来
賓
の
出
席
す
る
中
で
ド
ー
ソ
と
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
英
語
で、

新
島
と

山
本
が
日
本
語
で
祝
辞
を
述
べ
る。
（
ゆ1
心33,
303,
 
fr:6
 : 176,
 
fr:10
 : 225,
 C
4
 
:
 
70,
 E
8
 : 58,
 J
 69
 : 15,
 22)

敦
賀
よ
り
八
時
に
帰
る。
(
J::1715)

八
月
八
日

八
月
七
日

八
月
六
日

八
月
四
日

八
月
三
日

し
ば
ら
く
滞
在
す
る。

四
日
午
後
五
時
頃
帰
宅
す
る。
(
J:
1715)
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十
月
下
旬

十
月
十
五
日

十
月
八
日

十
月
五
日

九
月
九
月
二
十
日

田
中
は
招
待
さ
れ
て
そ
の
席
に
い
た。
(
D
21
:
 16,
 E
3
|
g
)
 

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
手
紙
を
書
ぎ、

学
校
新
築
の
こ
と、

山
本
覚
馬
の
働
き
に
つ
い
て
伝
え
る
。

「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書」

二
章
二
十
七
・
ニ
十
八
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
（
廿
9
9
3
)

こ
の
月、

京
都
地
区
の
宜
教
師
ら
他
地
区
の
宜
教
師
全
員
に
手
紙
を
送
り、

新
島
は
す
べ
て
宜
教
師
ら
の
忠
告
と
示
唆

こ
の
月、

京
都
府
よ
り
校
内
で
聖
書、

神
学
の
講
義
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で、

道
路
を
隔
て
た
学
校
の
東
側、

相
国

寺
門
前
の
豆
腐
屋
の
旧
屋
を
四
十
円
で
買
収、

こ
こ
を
神
学、

聖
書
の
教
室
と
し
て
使
っ
た。

こ
の
建
物
は
そ
の
家
屋

番
号
か
ら
「
三
十
番」

と
呼
ば
れ
る
。

の
ち
明
治
二
十
二
年
に
三
十
円
で
売
却
さ
れ
る
。
（
曲1

；
上
疫
咄
塁
D
2
:
17)
 

二
学
期
の
始
ま
る
頃
よ
り
熊
本
洋
学
校
の
生
徒
（
約
三
十
名）

が
相
次
い
で
来
校
す
る
。
（
怜
l

心33)

同
志
社
英
学
校
に
お
い
て
時
間
を
知
ら
せ
る
た
め
半
鐘
を
な
ら
す
こ
と
と
し、

時
刻
表
を
添
え
て
京
都
府
に
届
け
出
る
。

「
半
鐘
之
儀
は
難
聞
届」

と
却
下
さ
れ、

板
木
に
す
る
よ
う
申
し
付
け
ら
れ
る
。
（
廿278)

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
第
六
十
七
年
会
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
）

の
席
上、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
が
日
本
の

教
育
事
情
に
つ
い
て
演
説
す
る
。

こ
れ
は
再
度
渡
米
し
て
い
た
田
中
不
二
麿
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
万
国
博
覧
会
の

た
め
に
準
備
し
て
い
た
原
稿
^̂
A
n

O
utli
n
e
 Hist
or
y
 of
 Ja
pa
n
ese
 E
d
u
cati
o
n."
 

を
読
み
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
害」

十
九
章
三
十
九
節、

三
章
一

節、

七
章
五
十
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
（
廿
9
9
4
)

「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書」

十
五
章
十――一
節
に
つ
い
て
説
教
メ
モ
を
書
く。
（
仕
9
9
5
)

ミ
ス
・
ス
ク
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
ら
J
.

D
·
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
で
女
子
塾
を
開
設
す
る
。
(
D
7
:
118)
 

金
森
を
頼
っ
て
入
洛
し
た
徳
富
猪
一

郎
を
自
宅
に
招
き、

種
々
話
を
開
き、

ネ
ル
の
ツ
ャ
ッ
ニ
枚
を
与
え
る
。
(

J

76
"
 

に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
旨
を
伝
え
る
。
（
怜
10
:
 223)
 

（
ゆ6
:
1
75,
C
4
:
70)
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1876年

十
二
月
十
六
日

十
二
月
＝一
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十
一

日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
六
日

十
一

月
二
十
六
日

十
月

「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書」

十
一

章
四
十
九
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
（
廿
9
9
6
)

こ
の
月、

京
都
府
農
牧
学
校
が
船
井
郡
須
知
村
に
開
設
さ
れ
る
。
(
G
6
:
5)
 

京
都
第
一

公
会
I
ma
d
e
ga
w
a
C
h
urc
h

が
常
盤
井
殿
町
の
D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
宅
に
設
立
さ
れ
る
。

入
会
者
二
十

京
都
第
二
公
会
S
hi
n
Ka
ras
u
ma
 C
h
u
rc
h

が
新
烏
丸
頭
町
の
新
島
宅
に
設
立
さ
れ
る
。

教
会
員
二
十
二
名。
（
怜
1

:

 

W
・

テ
イ
ラ
ー
の
京
都
府
民
施
療
の
こ
と
に
つ
き
尋
問
さ
れ、

こ
の
日、

文
書
を

も
っ
て
京
都
府
に
回
答
す
る
。

京
都
第
三
公
会

開
か
れ
る
。

教
会
員
二
十
名。

こ
の
日、

堀
貞
一
、

堀
な
み
子
ら
八
名
が
新
島
よ
り
洗
礼
を
授
け
ら
れ
る
。

中
村
正
直
に
手
紙
を
書
く。

任
二

非
と
存
居
候」

と
述
べ
た
の
ち、

去
る
九
月
に
同
志
社
学
校
の
校
舎
を
建
築
し、

生
徒
は
約
七
十
名
入
校、

う
ち

五
十
名
が
信
者
で
あ
る
こ
と、

ま
た
第
一
、

第
二
、

第
三
公
会
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ、

入
会
者
は
六
十
二
名、

そ
の

他
大
小
説
教
所
が
四
十
四、

「
小
生
江
戸
移
住
之
義
被
仰
越
…
…
江
戸
二

移
住
い
た
し
事
を
挙
等
の
事
ハ

決
而
小
生
之

五
カ
所
あ
る
と
近
況
を
伝
え
る
。
（
怜
3
:
 1
4
5
)
 

夜、

第
二
公
会
の
祈
祠
集
会
が
開
か
れ、

金
森
通
倫
を
長
老
に
、

須
田
明
忠
を
執
事
に
選
ぶ
。
（
怜2
:
5
6
0,
 

5
9
0
)
 

京
都
三
公
会
の
信
徒
と
神
戸、

大
阪、

三
田、

兵
庫
公
会
代
表
が
合
同
で
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
に
お
い
て
祈
禰
会

1
4
5,
 
F
7
:
 
3
)
 

T
a
k
e
y
a
mac
hi
 C
h
urc
h
 

1
 :
 3
0
5
)
 

3
0
5,
 

�2
 
:
 5
5
9,
 

�
6
 :
 1
7
8
)
 

名。
（
曲
3
:
 1
4
5,
 

it
6
:
 1
7
8
)

79)
 

（
怜
3

（
の
ち
平
安
教
会）

が
鴨
川
の
東、

東
竹
屋
町
の
E
.

T
・

ド
ー
ソ
宅
に

（
怜
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十
二
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
四
日

十
二
月
二
十
五
日

会
お
よ
び
学
校
の
近
況
を
述
べ
、

援
助
を
求
め
る。
（
怜6:
 1
8
1
)
 

1

77
)
 

179)
 

D
1
"
4
1
)
 

テ
イ
ラ
ー
の
京
都
府
下
に
お
け
る
医
術
開
業
願
を
勧
業
場
医
務
掛
へ
提
出
す
る。
（
十
年
一

月
十
三
日
却
下
さ
れ
る
）

日
本
の
祝
日
に
国
旗
と
同
志
社
と
記
し
た
旗
を、

冬
期
休
暇
に
入
る。

ま
た
米
国
人
教
師
に
敬
意
を
表
す
る
た
め、

同
国
の
祝
日
に
米
国
旗

を
掲
げ
る
こ
と
を、

知
事
に
願
い
出
る。
（
十
年
二
月
二
十
日、

米
国
旗
掲
揚
は
不
許
可
と
な
る
）
（
や
1

:
 

3
0
5,
 

J:278,
 

一

月
四
日
ま
で。
ノ^
We
cl
ose
d
 o
ur
 fa
ll
 ter
m
 last
 Fri
d
a
y."

〔
十
二
月
二
十
二
日
〕
（
ゆ6

＊
（
怜
1

:
 

3
0
5
)

で
は
休
暇
の
初
日
は
十
二
月
二
十
一
日
と
あ
る。

ジ
ー
リ
ー
教
授
へ
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
総
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
祝
辞
を
述
べ
る。

ミ
ス
・
ヒ
ド
ン
に
発
信、

近
況
を
述
べ
た
あ
と、
「
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
女
学
校

Fe
male
trai
ni
n
g
 sc
h
o
ol

 を
発

足
さ
せ
ま
し
た。

あ
ま
り
に
も
規
模
が
小
さ
く、

京
都
ホ
ー
ム
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
…
…
来
年
そ
の
校
舎
を
建
て
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
…
…
英
学
校
Trai
ni
n
g
sc
h
o
ol

の
写
真
を
同
封
し
ま
す」

と
記
す。
（
怜6:
 1
8
0
)
 

バ
ー
モ
ン
ト
州
ダ
ー
ビ
ィ
に
住
む
J.

A.
 
Kal
y

牧
師
に
手
紙
を
書
き、

写
真
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
京
都
の
教

（
怜1
:
 3
0
5,
 

J::219)

を
開
く。

新
島
の
説
教
を
聞
き、

晩
餐
の
聖
礼
を
守
る。
(
E
S
:
 17)
 

（
怜6
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1876-1877年

一
月
十
六
日

一
月
十
二
日

一
月
十
三
日

一
月
十
四
日

一
月
十
五
日

一
月
十
日

一
月
四
日

一
月

「
＝
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙」

に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
(
1:997)

テ
イ
ラ
ー
の
医
療
行
為
願
出
は
不
許
可
と
な
る
。
（
怜
1

羞
0
5
)

都
府
学
務
課
よ
り
問
い
合
わ
せ
が
く
る。
（
廿309)

年
頭
の
頃、

大
津
の
刑
務
所
に
キ
リ
ス
ト
教
の
本
数
冊
を
送
る。

そ
の
中
に
『
天
道
潮
源』

が
あ
っ
た。

れ
を
読
ん
で
興
味
を
持
ち、

囚
人
仲
間
の
た
め
に
日
本
語
に
訳
す。
〔
十
一

月
二
日
の
項
参
照〕

「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙」

十
三
章
十
一

ー
十
四
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
（
廿
11
9
4
)

京
都
第
二
公
会
で
初
め
て
レ
。
フ
タ
函
を
作
り、

信
者
よ
り
献
金
を
集
め
る。
（
曲2
:
5
9
0
)
 

同
志
社
に
お
い
て
デ
ク
レ
メ
ー
シ
ョ
ン
〔
演
説
会〕

を
始
め
る。
（
や
1

羞
0
5
)

同
志
社
近
傍
に
自
費
郵
便
函
（
ポ
ス
ト
）

を
設
け
る
こ
と
は
許
可
で
き
な
い
旨、

駅
逓
寮
出
張
所
京
都
郵
便
局
よ
り
通

達
を
受
け
る。
(
h308)

京
都
府
雇
入
外
国
人
明
細
書
の
資
料
と
す
る
た
め、

同
志
社
雇
入
外
国
人
四
人
の
雇
期
・

月
給
・

宿
料
等
に
つ
き、

京

こ
の
日、

熊
本
洋
学
校
出
身
の
一
、

二
年
生
に
よ
っ
て
同
心
交
社
が
結
成
さ
れ
る。
(

J

67
 :
 11
9
)
 

テ
イ
ラ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て、

東
京
数
寄
屋
町
鳥
原
邸
内
の
山
本
元
行
に
手
紙
を
送
る。
（
怜
1

羞
0
5
)

コ
ー
ヒ
ー
一

ボ
ン
ド
を
買
う。

四
十
銭。
(

J::
9
3
4
)

1
3
4,
 
E
8
:
 1
9
)
 

明
治
十
年
（
一

八
七
七
）

三
十
五
歳

（
怜
10
:
232,
 E
7
 

一

囚
人
が
そ
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二
月
二
十
六
日

二
月
十
六
日

一
月

一
月
十
九
日

一
月
二
十
日

一
月
二
十
一
日

一
月
二
十
二
日

一
月
二
十
七
日

二
月
三
日

二
月
五
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
二
日

米
国
国
旗
を
掲
揚
す
る
こ
と
は
不
許
可
と
な
る。
（
怜
1

羞
0
5
)

を
出
す。
（
怜
1
:
 3
0
5)
 

槙
村
正
直、

京
都
府
知
事
と
な
る。
(

J

2
7
 :
 
119)
 

大
阪
新
町
高
島
座
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
大
演
説
会
に
臨
み、

演
説
を
す
る。
（
怜
2

ら
4
6
)

（
怜
2
:
5
9
0,
 
G
2
:
 1
5,
 
I
 

8

浪
華
公
会
創
立
式
・

沢
山
保
羅
牧
師
按
手
礼
式
が
大
阪
心
斎
橋
筋
高
麗
橋
通
角
の
松
村
診
療
所
を
仮
会
堂
と
し
て
行
わ

れ、

新
島
は
「
ペ
テ
ロ
の
第
一
の
手
紙」

|
1
0
a
)
 

五
章
四
節
に
つ
い
て
説
教
し、

授
按
者
と
な
る。

日
曜
日、

創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
浪
華
公
会
で、

沢
山
を
助
け
て
説
教
を
行
う。
（
ゆ2:
6
4
6
)
 

〔
新
島
は
〕

同
志
社
英
学
校
余
科
に
在
学
す
る
下
村
孝
太
郎
の
妹
二
人、

ち
き
・
す
え
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
へ
の
寄
留
届

第
二
公
会
に
お
い
て
大
沢
善
助
の
養
父
・
大
沢
清
八
に
洗
礼
を
授
け
る。
(

J

8
0
:
 3
0
)
 

安
中
の
友
人
お
よ
び
北
村
某
よ
り
同
志
社
へ
七
円
寄
付
さ
れ
る。
（
廿
9
3
2
)

速
水
林
次
〔
新
島
の
第
四
姉
と
き
の
夫〕

京
都
へ
貫
属
替
え
を
望
み、

民
治
を
通
じ
て
新
島
に
相
談
す
る。
(

h
1
7
3
3
)

京
都
・
大
阪
・
神
戸
間
鉄
道
開
業
式
が
行
わ
れ
る。
(

H
l
3
:

6
6
)
 

渡
辺
の
父
親
(
fro
m

Wata
na
be
 fat
her)

よ
り
同
志
社
へ
十
円
寄
付
さ
れ
る。
(

1:
9
3
2
)

W.

R·
Stoc
ki
n
gs

よ
り
同
志
社
へ
四
円
五
十
銭
寄
付
さ
れ
る。
(

J::
9
3
2
)

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
通
行
免
状
紛
失
に
つ
き、

仮
免
状
の
交
付
を
京
都
府
に
願
い
出
る。
（
怜
1
"
3
0
5
)

京
都
府
勧
業
課
よ
り、

同
志
社
分
校
女
紅
場
は
設
立
の
主
意
が
異
な
る
の
で
「
女
学
校」

と
改
称
す
べ
き
で
あ
る
と
の

上
申
古
が
出
さ
れ
る。
(

D
1
"

2
4
)
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1877年

四
月
六
日

月
八
日

三
月
四
日

三
月
二
十
七
日

三
月
二
十
九
日

四
月
十
二
日

国
に
送
る
。
（
ゆ
2

ふ
61,

59
1)
 

＊

同
志
社
女
紅
場
開
業
願
が
府
に
提
出
さ
れ
た
の
は
四
月
二
十
三
日
で
あ
る。

し
た
が
っ

て
二
月
に
勧
業
課
よ
り
上
申
が
あ
っ

た

こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る。

新
島
民
治
・

大
沢
善
助
の
二
人
に
第
二
公
会
で
洗
礼
を
授
け
る
。
（
怜
2

ふ
61,

590,
 
�
6
 :
 183)
 

*
(
...l::1
677)

で
は
新
島
民
治
は
十
年
十
月
三
日
に
J
.
D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
受
洗、

と
な
っ
て
い
る。

七
十
一

歳。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
そ
の
家
族
の
姓
名
・

年
齢
書
を
京
都
府
学
務
課
に
提
出
す
る
。

(

D
I
:

4
2)
 

京
都
府
に
女
学
校
開
設
に
つ
い
て
伺
っ

た
と
こ
ろ
、

差
し
支
え
な
し
と
の
返
事
を
得
る
。
（
曲1
:
 306)
 

田
中
不
二

麿
に
バ
イ
プ
ル
教
授
の
こ
と
に
つ
い
て
手
紙
を
出
す
。
（
曲1
"
30
6)

春、

新
島
の
俸
給
額
に
つ
い
て
誤
解
を
生
じ
た
が
、

間
も
な
く
間
違
い
と
わ
か
る
。

新
島
の
俸
給
は
五
百
ド
ル
が
ア
メ

リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の
会
計
か
ら
支
払
わ
れ、

残
り
は
ハ

ー
デ
ィ
か
ら
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

新
島
は
そ
れ
を

五
百
ド
ル
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
と
思
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
（
怜
6
:
 183,
 
�
10
 :
 23
0)
 

＊

新
島
は、

こ
の
頃、

ポ
ー
ド
の
基
金
か
ら
年
額
七
百
ド
ル
支
給
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

明
治
十
二
年
夏
以
降、

七
百
五
十

ド
ル
と
な
る。
(
E
24
|
b•
E
25
ー

b•
c)

ア
リ
ス
・
バ

ー
キ
ン
ス
、

J
.

M
・
ヘ

イ
ブ
ソ
ス
よ
り
同
志
社
ヘ
一

千
九
百
六
十
三
ド
ル
（
一

千
七
百
九
十
六
円
）

寄

付
さ
れ
る
。
（
廿
93
2)

中
国
山
東
地
方
の
飢
餓
救
援
の
た
め
、

第
二
公
会
で
三
円
二
十
五
銭
を
募
り、

神
戸
在
留
の
ア
メ
リ
カ
人
に
託
し
て
中

こ
の
日、

東
京
医
学
校
と
東
京
開
成
学
校
が
合
併
し、

東
京
大
学
と
改
称
さ
れ
る
。
(
G
S
:
4
11)
 

二
月
二
十
八
日

田
中
不
二

麿
よ
り
手
紙
が
来
る
。
（
怜
1

羞
06)
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五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
六
日

五
月
十
四
日

五
月
二
十
日

五
月
九
日

五
月
八
日

五
月
一

日

四
月

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
三
日

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
仮
寓
（
柳
原
邸
）

内
に
女
学
校
を
開
設
す
る
。
（
怜
1

廷33)

*
"
T
h
e
 Dos
his
h
a
 Gi
rls
 Sc
h
ool
 was
 open
e
d
 earl
y
 in
 F
e
br
ar
y,
 1
877,
 in
 Mr•
Da
vis'
h
o
m
e,
 b
y
 Miss
 Star
k,
 

weat
h
er
 a
n
d
 Mrs.
 Neesi
m
a.'
、

（

E
1
2
:
1
71)
 

同
志
社
分
校
女
紅
場
開
業
願
を
京
都
府
に
差
し
出
す
。
（
四
月
二
十
八
日
許
可）

女
紅
場
の
場
所
を
上
京
第
十
一

区
日
ノ
御
門
前
六
六
七
、
六
六
八
番
と
届
け
た
が
、

校
舎
の
建
築
が
遅
れ
る
の
で
、

当
分、

京
都
御
苑
内
柳
原
邸
の
一

部
を
仮
校
舎
と
し
て
、

五
月
一

日
よ
り
開
校
し
た
い
旨、

京
都
府
に
届
け
出
る
。
(
D
1
 
:
 

2
4
)
 

A
.

J
・
ス
ク
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
を
女
学
校
英
語
教
師
と
し
て
i

屑
用
す
る
。

月
給
五
十
円、

宿
料
十
円。
(

h
2
4
0
)

E
.

T
・

ド
ー
ン
教
師、

夫
人
が
病
気
の
た
め
同
志
社
教
員
を
辞
し
て
京
都
を
去
る
。
（
ゆ1
:
 306)
 

札
幌
農
学
校
に
い
た
w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
は
、

帰
国
の
途
次、

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
、

神
戸
よ
り
札
幌
の
佐
藤
昌
介
に
手
紙
を
送
り、

次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

was
 fo
u
n
d
e
d
 b
y
 m
y
 first
 J
a
pa
n
es
e
 p
u
pil,
 
R
e
v.
 
J.
 

日
本
各
地
を
見
物、

こ
の
日、

同
志
社
英
学
校
を
訪
れ、

H•

Ne
esi
ma,
 
a
n
d
 h
as
 6
5
 st
u
de
nts
 
m
ost
 of
 

w
h
o
m
 inte
n
d
 to
 be
c
o
me
 pre
ac
h
ers."
 
(
r
2820,
 J
 60
 :27
0)
 

熊
本
の
兵
災
救
助
の
た
め
、

第
二
公
会
で
レ
。
フ
ク
を
集
め
、

五
円
三
十
七
銭
二
厘
五
毛
を
送
る
。

こ
の
日、

大
阪
へ

行

く。

経
費
三
円―
―
十
五
銭。
（
怜2
:
 561,
 
591,
 
J:933)

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
、

横
浜
を
出
帆、

帰
米
す
る
。
(
r
2s20)

木
戸
孝
允、

京
蔀
で
死
去、

四
十
四
歳。
(

J

5
2
"
9
5
)
 

新
島
や
ラ
ー
ネ
ッ
ド
ら
に
会
う。
（
ゆ
6
:
1
86,
 E
3
—

h)
 

＊
（
や1
:
 306)

で
は
四
月
二
十
二
日
と
な
っ
て
い
る。

(
D
I
 :
 23)
 

^
T
his
 l
ast
 s
c
h
o
ol
 

164 



1877年

六
月
六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十
一

日

六
月
二
十
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

六
月
十
五
日

六
月
五
El

六
月
九
日

こ
の
頃、

外
国
人
教
員
の
動
向
や
給
与
の
出
処
等
に
つ
い
て
京
都
府
監
察
掛
の
探
索
を
受
け
る
。
(
D
l
"
4
5
)

安
中
伝
道
を
希
望
す
る
同
志
社
生
徒
平
野
文
の
た
め
、

湯
浅
治
郎
に
紹
介
状
を
書
く。
（
怜
3
:
 1
4
7
)
 

夏
期
休
暇
に
入
る
。
（
怜
3
"
1
4
8
)

こ
の
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
同
志
社
で
ジ
ャ
パ
ソ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
第
五
年
会
が
開
か
れ、

新
島
も
他
の
日
本
人
と
共
に

招
待
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
会
議
で
女
学
校
〔
K
i

ot
o

H
o
me〕

建
設
に

関
す
る
決
議
が

採
択
さ
れ
る
。
（
ゆ
2
ぃ

5
9
1,

湯
浅
治
郎
に
手
紙
を
書
き、

か
ね
て
依
頼
さ
れ
て
い
た
安
中
伝
道
者
と
し
て
海
老
名
弾
正
を
派
遣
す
る
旨、

次
の
よ
う

に
伝
え
る
。
「
此
生
徒
ハ

学
校
中
―

二
を
争
ふ
程
之
者
二

有
之、

別
而
歴
史
二

委
し
く
目
頗
る
耶
蘇
聖
経
二

貫
通
仕
居、

こ
の
日
と
二
十
一

日
の
両
日、

京
阪
神
諸
公
会
の
代
表
が
同
志
社
に
集
ま
り、

信
徒
の
親
睦
会
を
開
く。
(

J

4
0
 :
 1
8
3
)
 

木
曜
日、

前
日
に
続
ぎ
教
会
問
の
交
流、

布
教
活
動、

教
会
員
の
加
入
お
よ
び
伝
道
会
社
(
a
ge
n
er
al
 

s
o
ci
et
y)

の
組
織
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

新
島
が
議
長
を
務
め
る
。

松
山
高
吉
・

今
村
謙
吉
・

沢
茂
吉
を
昼
食
に
招
く。

午
後
二
時
よ
り
デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
で

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ

の
娘
メ
リ
ー

A
・

グ
リ
ー
ソ

の

洗
礼
式
（
沢
山
が
授
洗
）、

次
い
で
聖
餐
式
を
行
い
、

新
島
と
沢
山
保
羅
が
司
式
す
る
。
（
曲
2

ふ
9
1,

F
4

羞
1,

J
 4
0
 :
 1
8
3
)
 

安
中
の
根
岸
松
齢
に
、

子
息
固
弥
太
の
同
志
社
入
学
に
つ

ぎ、

挨
拶
の
手
紙
を
出
す。
（
ゆ
3
:
 1
4
9
)
 

ス
ト
ー
プ
お
よ
び
ロ
ッ

キ
ソ
グ
・

チ
ェ
ア
を
買
い
、

そ
の
代
金
六
円
八
十
九
銭、

二
円
三
十
銭
を
支
払
う。
（
廿
9
3
3
)

御
所
八
幡
町
の
町
費
四
円
二
十
八
銭
三
厘
を
支
払
う。
（
廿
1

71
9
)

『
理
事
功
程
』

の
合
本
洋
装
本、

菊
判、

本
文
九
七
一
ペ

ー
ジ
が
刊
行
さ
れ
る
。

(

J

5
0
 :
 1
4
1
)
 

小
生
之
罷
出
候
よ
り
も
却
而
御
神
益
可
有
之
と
存
し
候」
（
ゆ
3
:
 1
4
8
)
 

D
4
0
:
 1
4
7
)
 

•
•

 

m1ss
10
n
ar
y
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八
月
二
十
七
日
？

九
月
二
日

八
月
二
十
日

八
月
十
九
日

八
月
九
日

八
月
二
日

七
月
七
月
二
十
三
日

七
月
十
八
日

七
月
十
四
日

七
月
九
日

七
月
六
日

八
重
夫
人
同
伴
で
京
部
を
発
ち
、

大
阪、

和
歌
山
を
経
て
和
歌
浦
へ

休
暇
に
赴
く。
（
ゆ
6
:
 1
8
4
)
 

和
歌
浦
へ

到
着、

同
月
二

十
三
日
ま
で
漁
師
の
持
ち
家
を
借
り
て
海
水
浴、

魚
釣
り
を
し
て
休
養
す
る
。
（
怜
6
:
 1
8
4
)
 

J
.

W
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
同
志
社
に
一

円
八
十
六
銭
を
寄
付
さ
れ
る
。
（
廿
932)

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
ツ
ー
リ
ー
総
長
に
手
紙
を
書
き、

和
歌
浦
に
来
て
い
る
こ
と
や
そ
の
土
地
の
状
況
に
つ
い
て
知
ら

＊

京
都
府
監
察
掛
の
同
志
社
近
況
上
申
書
に、

八
月
上
旬
の
こ
と
と
し
て、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

本
月
初
旬
よ
り
新
島
夫

妻
は
堺
県
下
紀
州
に
赴
き
「
宗
門
ヲ

弘
メ
ソ
ト
セ
ツ
ニ
該
地
人
民
ハ
信
仰
セ
ス
…
…
巡
査
ノ
探
索
厳
重
二
相
成
終
二
追
払
ハ
レ
ソ

計
リ
ノ
呆
況
ナ
ル
ヲ

以
テ
不
得
止
帰
京
」

す
る。
(
D
1
 :
 4
7
)
 

人
力
車
で
比
叡
山
に
行
く。

こ
の
夏、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
両
宣
教
師
は
家
族
と
共
に
比
叡
山
で
避
暑
の
キ
ャ

同
志
社
分
校
女
紅
場
を
女
学
校
と
改
称
す
る
願
い
出
に
つ
き、

京
都
府
学
務
課
は
外
務
省
へ

伺
い
書
を
提
出
す
る
。

こ
の
頃、

人
力
車
で
再
び
比
叡
山
に
行
く。
(
J::93
4)

「
ヘ

プ
ル
人
へ
の
手
紙」

二
章
七
ー
十
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
(
l:.998)

こ
の
頃、

葛
野
郡
（
現
在
の
京
都
市
右
京
区
）

梅
ケ
畑
栂
尾
寺
を
借
り、

八
重
夫
人
と
共
に
避
暑
す
る
。
(
D
l
:
4
7
)
 

栂
尾
に
行
っ
て
泊
ま
る
。
（
廿
934)

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
お
い
て
日
本
で
の
見
間
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

そ
の
中
で
同
士心
社
を
創
立

(
D
l
 :
 
2
5
)
 

ン
プ
を
始
め
る
。

(

...1::
9
3
3,

D
 1 
:

 

9
0
)
 

八
重
夫
人
と
共
に
和
歌
山
よ
り
帰
京。
（
ゆ
6
:
 1
8
4
)
 

せ
る
。
（
怜
6
:
 
1

8
4
)
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1877年

十
月
六
日

十
月
四
日

九
月
十一
日

九
月
二
十一
日

九
月
二
十
二
日

十
月
三
日

十
月
十
七
日

十
月
二
十
日

九
月

九
月
十
六
日

九
月
九
日

九
月
七
日

神
戸
の
多
聞
教
会
設
立
さ
れ
る。
(
F
1
 :
 
4
8
)
 

送
る。
（
怜2:
 5
6
1
)
 

第
三
寮
落
成
す
る。
（
ゆ
1

心33)

す
る
際
の
新
島
の
苦
労
に
言
及
し、

同
志
社
で
の
図
書
購
入
資
金
と
し
て
百
ド
ル
を
贈
り
た
い
と
訴
え
る。

ジ
ェ
フ
リ

l

L
•
カ
ー
テ
ィ
ス
師
が
拠
金
に
応
じ
る。
(
J

5
1
 :
 209)
 

三
田
公
会
の
新
築
会
堂
開
業
式
が
行
わ
れ、

聖
餐
式
の
会
主
を
務
め、

説
教
す
る。
(
1:934,
I
 8
|10
 b)
 

京
都
第一
二
公
会、

鴨
東
よ
り
新
町
通
三
条
上
ル
に
移
転
す
る。
(
Fl
:
41,
F
7:
9)

外
務
省
は、

同
志
社
女
紅
場
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
無
関
係
で
あ
る
旨、

京
都
府
に
通
知
す
る。
(

D
1
:

2
5
)
 

和
田
正
幾、

伊
勢
時
雄、

山
崎
為
徳
の
三
名、

東
京
メ
ソ
ジ
ス
ト
会
の
カ
ッ
ク
ラ
ソ
牧
師
の
薦
書
を
持
っ
て
第
二
公
会

同
志
社
分
校
女
紅
場
を
同
志
社
女
学
校
と
改
め
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
る。
（
怜
1

羞06)

説
教
稿
「
聖
餐
式
の
意
義」

を
ま
と
め
る。
(
J:.
1000)

日
本
基
督
公
会
と
日
本
長
老
公
会
が
合
同
し
て
日
本
基
督
一
致
教
会
を
組
織
す
る。
(
F
28:
72)
 

同
志
社
校
地
の
あ
る
相
国
寺
門
前
町
区
入
費
七、

八、

九
月
の
三
ヵ
月
分、

四
円
六
十一
銭
八
厘
五
毛
を
田
中
恵
村
へ

納
入
す
る。
(
h
1719)

新
島
宅
の
第
二
公
会
に
お
い
て
辻
橋
源
助、

川
辻
常
の
結
婚
式
を
行
う。
（
曲2
ら
9
5
)

京
都
の
三
公
会
か
ら
二
名
ず
つ
の
代
表
が
集
ま
っ
て、

伝
道
会
社
の
規
則
を
作
り、

大
阪
・
神
戸
・
三
田
の
諸
教
会
に

に
入
会
す
る。
（
ゆ2:
 59
4
)
 

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書」

十
二
章
に
つ
い
て
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十
月
二
十
三
日

十
一

月
二
日

十
一

月
十
三
日

十
一

月
十
七
日

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二
十
四
日

十
月
二
十
六
日

'

T
h
e
 

4)
 

Ki
ot
o
 
b
r
et
h
r
e
n
 

に
あ
る
と
述
べ
る
。

(

F
l

羞
9
)

伝
道
会
社
概
則
案
を
添
え、

十
一

月
十
七
日
に
相
談
会
を
開
く
旨、

大
阪
教
会
は
じ
め
各
教
会
に
案
内
状
を
出
す。

こ
の
日
付
で
発
行
の
『
七
一

雑
報
』
（
二
巻
四
四
号
）

に
、

今
よ
り
六
カ
月
前
の
話
と
し
て
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。

「
西
京
に
居
る
4

新
島
氏
大
津
辺
に
て
真
の
近
道
〔
真
乃
道
を
知
る
の
近
路
〕

と
い
へ

る
小
冊
子
を
人
々
に
あ
た
へ

ら

れ
し
に
其
が
原
と
な
り
大
津
監
獄
所
の
一

人
大
い
に
道
を
感
じ
右
の
小
冊
子
に
よ
り
同
獄
に
居
る
朋
友
に
も
道
を
説
き、

真
の
神
の
こ
と
を
話
た
り、

却
説
或
日
同
所
の
監
獄
所
よ
り
出
火
し
」

た
が
逃
亡
者
は
出
な
か
っ
た
。

山
崎
為
徳、

米
国
の
兄
弟
姉
妹
に
手
紙
を
送
り、

同
志
社
の
目
的、

理
想
は
基
督
教
的
高
等
普
通
学
校
も
し
く
は
大
学

伝
道
会
社
設
立
の
相
談
会
が
第
二
公
会
で
開
か
れ
る
。

京
阪
神
の
各
教
会
よ
り
各
二
名
の
代
表
が
出
席
す
る
。

(

F
l
3
:

御
所
の
北
側、

常
盤
井
殿
町
二
条
家
の
地
所
四
千
九
百
六
十
九
坪
九
合
を
堀
本
利
度
を
通
じ
て
購
入
す
る
。
（
吟1
"
2
3
3)

h
a
v
e
 at
 l
e
n
gt
h
 s
e
c
u
r
e
d
 a
 
fi
n
e
 l
ot
 c
o
nt
ai
ni
n
g
 4
 a
cr
e
s
 at
 a
 c
o
st
 of
 $
6
3
0

a
n
d
 
I

 

h
e
a
r
 h
a
v
e
 c
o
nt
ra
ct
e
d
 
fo
r
 b
uil
di
n
g
 t
o
 c
o
st
 $
4
0
0
0."
 
C
E
 25-

a
)
 

兵
庫
教
会
で
行
わ
れ
た
村
上
俊
吉
の
按
手
礼
な
ら
び
に
牧
師
就
任
式
に
出
席
し
、

聖
書
を
朗
読
し、

祝
辞
を
述
べ
る
。

(
F
l
"
4
9.
 J
 4
3
"
83.
 J
 81
"
3)
 

(
F
 13
 :
 4)
 

（
怜1
:
 3
1̀0

」ぃ
9
3
2)

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り、

新
島
の

J
.

M
·
ツ
ア
ー
ズ
よ
り
第
二
公
会
堂
建
設
の
た
め
一

千
ド
ル
を
寄
付
さ
れ
る
。

シ
ア
ー
ズ
は
新
島
の
私
宅
で
礼
拝
が

「
家
ノ
為
ニ
ハ

定
テ
不
都
合
ナ
ル
ベ
シ
ト
察」

し
て
寄
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
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1877年

十
二
月

十
二
月
二
日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
七
日

十
二
月
二
十
九
日

十
一

月
二
十
八
日

ツ
ア
ー
ズ
よ
り
新
島
の
私
宅
建
築
骰
と
し
て
二
百
ボ
ソ
ド 、

教
会
堂
建
築
費
と
し
て
二
百
ポ
ソ
ド
を
送
ら
れ
る 。

1
"
3
10 ,
 3t6
 : 189)
 

「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書」

十
五
章
十
五
・

十
六
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す 。
（
廿1001)

堀
本
利
艇
へ
同
志
社
所
有
金
よ
り
貸
与
し
た
件
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り 、

事
実
に
相
違
な
い
旨 、

山
本
覚
馬
と

Harriet
 F.
Par
melee
 a
n
d
 J
uli
a
 
Wils
o
n
 

ハ
ー

デ
ィ

に
手
紙
を
送
り 、

山
本
覚
馬
は
同
志
社
と
の
関
係
が
生
じ
た
た
め 、

近
頃
京
都
府
と
の
関
係
を
失
っ

た
よ
う

山
本
覚
馬
に
対
し 、

京
都
府
よ
り
「
御
用
無
之
当
府
出
仕
差
免
候
事」

と
通
告
さ
れ
る 。
(

J

8
9
)

「
ヘ
プ
ル
人
へ
の
手
紙」

十
三
章
八
ー

十
六
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す 。
(
..1::
1002)

の
雇
入
願
を
京
都
府
に

同
志
社
校
地
の
あ
る
御
所
八
幡
町
諸
経
費
明
治
十
年
下
半
期
分
六
円
六
十
一
銭
七
厘
五
毛
を
納
入
す
る 。
(
J::
1719)

授
業
時
間
表
を
作
成
す
る 。
(
J:742)

こ
の
年 、

A
・
ハ
ー

デ
ィ

は
ア
ー

モ
ス
ト

大
学
理
事
を
辞
任
す
る 。

在
職
二
十
二
年 。
(

D
2
1
:
 1
3
)

だ 、

と
伝
え
る 。
（
怜
6:
 187 ,
 
1it10
 : 2
3
5
)
 

提
出
す
る 。
(
D
1

 
:

 

4

8
)
 

H
.
F
・

パ
ー
メ
リ
ー 、

J
・
ウ
イ
ル
ソ
ソ

連
名
で
地
券
掛
へ
回
答
す
る 。
（
怜
l

羞
0
9
)

ツ
ア
ー
ズ
に
礼
状
を
出
す 。
（
怜
1

羞
10)

（
怜
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一

月
十
一

日

一
月
十
日

一
月
九
日

一
月
八
日

一
月
七
日

一
月
二
日

一
月一
日

る。
（
怜
l

羞
10,

1t3
 : 152)
 

同
志
社
女
学
校
校
舎
の
建
築
を
始
め
る。
(
D40:
147)
 

こ
の
日、

梅
花
女
学
校
が
開
校
す
る。
(

G
l

ふ）

初
め
て
同
志
社
の
寮
長
を
選
ぶ。
（
ゆ
I

:
 162,
 233)
 

中
川、

内
藤、

山
口、

庵
原、

山
本
覚
馬
の
各
宅
へ
新
年
の
挨
拶
に
行
く。

ま
た、

父
の
民
治
に
歳
暮
と
し
て
鮭一
本

を
贈
る。
(
h1716)

大
阪
土
佐
堀
の
梅
花
女
学
校
に
神
戸、

大
阪、

三
田、

兵
庫、

京
都
第一
、

第
二、

第
三、

浪
華、

多
聞
の
九
教
会
の

代
表
十
八
名
が
集
ま
り、

新
島
が
議
長
と
な
っ
て
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
創
立
を
決
め
る。

さ
ら
に
同
会
社
の
規
則、

委
員
等
を
決
め、
委
員
に
新
島、
沢
山
保
羅、
今
村
謙
吉
の
三
名
が
選
ば
れ
る。
(
E7:
137,
 Fl
ふ0,
F
2:
 4,
 I
 8
ー

lla)

こ
の
日、

新
島
は
親
睦
会
に
出
席
す
る
八
重、

山
本
佐
久、

山
本
峰、

伊
勢
宮
を
伴
っ
て
朝
六
時
に
出
発、

三
日
夜
九

時
に
帰
宅
す
る。
(
J:
1716)

J
・
ウ
イ
ル
ソ
ソ、

H
•
F
・
パ
ー
メ
リ
ー
両
教
師
の
雇
入
願
お
よ
び
寄
留
免
状
の
下
渡
願
を
再
び
京
都
府
に
提
出
す

女
学
校
用
地
と
し
て
予
定
し
て
い
る
上
京
第
十一
区
今
出
川
通
寺
町
西
入
三
丁
目
常
盤
井
殿
町
北
側
の
土
地
四
千
九
百

六
十
九
坪
九
合
の
地
券
が
堀
本
利
慶
に
下
付
さ
れ、

堀
本
よ
り
新
島
に
渡
さ
れ
る。
（
怜
1

"

3

10
)

昨
年

は閃
治
十
年u
の
夏、

デ
イ
ヴ
ィ
ス、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
と
そ
の
家
族
が
無
届、

無
許
可
に
て
比
叡
山
に
テ
ソ
ト
を
張

明
治
十
一

年
（
一
八
七
八
）

三
十
六
歳
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1878年

一

月
二
十
八
日

一

月
十
四
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十＿―-
日

一

月
二
十
四
日

二
月
二
日

二
月
三
日

二
月
十
日

二
月
十
一

日

二
月
十
二
日

一

月
十
八
日

〔
公
義
に
渡
さ
れ
た
の
は
二
月
五
日
か
〕
（
怜
3

:
 1
5
1
 

っ

て
キ
ャ
ソ
プ
を
し
た
こ
と
に
対
す
る
罰
金
一

円
五
十
銭
と
始
末
書
を
京
都
府
に
提
出
す
る
。

(

D
l

:

90v
 

こ
の
頃、

大
津
へ

行
く。
(
h
93
4)

安
中
の
根
岸
よ
り
二
十
五
円
送
っ
て
く
る
。

(

J::
1
7
1
6
)

日
曜
日、

午
後、

大
津
へ

出
向
き、

午
後
八
時
前
に
帰
宅
す
る
。

(

J:
1

71
6
)

こ
の
日、

安
中
の
地
図
を
買
う
？

（
廿
93
4)

堀
本
利
殿
の
名
義
で
購
入
し
た
常
盤
井
殿
町
北
側
の
土
地
に
女
学
校
校
舎
の
建
築
を
始
め
る
旨、

戸
長
に
届
け
出
る
。

同
志
社
英
学
校
を
開
校
し
た
旧
高
松
保
実
邸
の
地
所
七
百
八
十
五
坪
の
買
収
を
決
め
る
。
（
廿
1
7
1
6
)

＊

正
し
く
は
上
京
第
二
十
二
区
松
蔭
町
十
八
番
地、

買
収
に
は
浜
岡
光
哲
を
煩
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

安
中
に
赴
く
海
老
名
弾
正
に
、

廿

171
6
)

新
島
公
義
宛
の
一

書
を
託
す
。

午
前
八
時
頃
よ
り
同
志
社
生
徒
ら
六
十
人
と
共
に
吉
田
山
に
登
り、

讃
美
歌
を
う
た
い
、

祈
蒻
し、

熊
本
花
岡
山
で
の

こ
と
を
語
り、

新
島
に
よ
る
聖
晩
餐
の
礼
式
の
の
ち、

正
午
ご
ろ
下
山
す
る
。

(

J:
1
7
1
6,

I
 8
ー
1
1
C
)

「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

十
一

章
三
十
五
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
（
廿
1003)

「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

三
章
三
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
（
廿
1004)

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
は
こ
の
日
付
で
新
島
宛
に
発
信。

新
島
が
コ
ウ
ヤ
マ

キ
の
種
を
送
っ

た
こ
と
へ
の
礼
状
で
あ
る
。

(
T
鯰
63)

府
庁
へ

行
き、

J
・

ウ
イ
ル
ソ
ソ
、

H
.

F
・
パ

ー
メ
リ
ー
の
犀
入
免
状
お
よ
び
寄
留
免
状
の
交
付
に
つ

き
督
促
を
す

（
ゆ
1
:
 
3
1
0
)
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一
月
十
七
日

一
月
十
八
日

一
月
八
日

二
月

二
月
二
十
八
日

二
月
十
五
日

二
月
十
七
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
四
日

三
月
三
日

三
月
十
日

三
月
十
一

日

三
月
十
二
日

(
I
 8
|
ll
b,
 J
 4
 :
 13
0,
 J
 9
 :400)
 

「
本
省
ョ
リ
未
交
付
セ
ラ
レ
サ
ル
」

た
め
だ
と
答
え
る
。
（
ゆ3
:
 153)
 

曇、

吹
雪。

陰
暦
一

月
十
四
日、

新
島
の
誕
生
日
に
つ
き
ぽ
た
餅
を
作
り、

山
本
佐
久、

山
本
峰、

窪
田
姉、

横
井
宮

「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
二
の
手
紙」
「
コ
ロ
サ
イ
人
へ
の
手
紙」

に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
(
1:
1005)

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

上
京
第
十
七
区
上
長
者
町
烏
丸
西
入
元
浄
華
院
町
五
九
二
番
地
の

新
居
に
移
る
。
（
怜
I

羞
11,

J::1
71
6)

日
曜
日、

午
後
よ
り
大
津
へ

行
く。
(
J:1
71
6)

外
務
卿
寺
島
宗
則
に
書
簡
を
送
り、

J
・

ウ
イ
ル
ソ
ン
、

H
.

F
・
パ

ー
メ
リ
ー
の
麗
入
免
状
お
よ
び
寄
留
免
状
を
早

急
に
交
付
し
て
ほ
し
い
旨
要
請
す
る
。
（
曲1

羞11,

�3
 :
 15
2,
 
J::934)

よ
し
な
み

こ
の
頃、

新
島
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
毎
月、

大
津
今
堀
町
の
晩
年
速
成
義
塾
（
塾
主
・

高
田
義
甫
）

へ

説
教
に
行
く。

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書」

二
十
一

章
十
七
節
に
つ
い
て
説
教
稲
を
記
す。
（
廿
1006)

金
曜
日、

午
後
七
時、

京
都
の
三
公
会
で
百
余
名
が
集
会
を
開
く。
(
...1::1
7
16)

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書」

九
章
十
二
節、

十
一

章
五
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
（
廿
1007)

京
都
府
学
務
課
よ
り
同
志
社
生
徒
の
族
籍、

年
齢
等
の
調
査
依
頼
を
受
け
る
。
(
.l:3
10)

民
治
よ
り
五
十
金
を
預
か
る
。
（
廿1
71
6)

日
曜
日、

睛、

一

時
雪。

午
後
大
津
へ

伝
道
に
行
く。

午
後
八
時
す
ぎ
帰
宅
す
る
。
(
J::1
71
6)

H
.

F
・
バ

ー
メ
リ
ー
、

J
・

ウ
イ
ル
ソ
ソ
の
京
蔀
府
下
居
住
を
不
許
可
と
す
る
外
務
省
の
決
定
（
三
月
十
一

日
付＞
に

女
学
校
校
舎
の
棟
上
げ
が
行
わ
れ
る
。
(
D
4
0
:
1
47)
 

ら
が
集
ま
っ
て
祝
う。
（
廿1
71
6)

る
。

役
人
は
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1878年

一
月
二
十
六
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
日

三
月
二
十
一

日

三
月
二
十
二
日

＝一
月
二
十＿―-
日

三
月
二
十
四
日

対
し
、

そ
の
理
由
を
問
う
伺
書
を
提
出
す
る
。
「
条
約
面
詮
議
之
次
第
有
之
不
差
許
儀
二

候」
と
三
月
三
十
日
付
で
返
事

が
あ
る
。
(
D
1
 
:
 
5
1
)
 

婦
人
宜
教
師
雇
い
入
れ
交
渉
の
た
め
上
京
す
る
。

十
二
時
に
出
発
し
て
神
戸
に
向
か
う。

教
会
設
立
の
た
め
安
中
に
も

兵
庫
丸
で
神
戸
を
出
帆、

海
が
荒
れ
て
船
酔
い
し、

食
事
も
で
き
ず、

床
に
伏
す。

夜、

遠
州
沖
の
過
半
を
す
ぎ
る
。

午
前
中
天
候
が
悪
か
っ

た
が、

午
後
よ
く
な
り、

富
士
山
を
見
る
。

午
後
七
時
半
ご
ろ
横
浜
着。

旅
館
に
一

泊。

安
着

朝、

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
を
訪
う。

午
前
十
時
発
の
汽
車
で
横
浜
を
発
ち、

文
部
省
に
田
中
不
二
麿
を
訪
ね
る
が
不
在。

午
後、

田
中
の
私
邸
を
訪
れ
る
が、
「
多
忙」

を
理
由
に
会
え
ず。
（
怜
5

:

80)

 

＊

二
十
二
日
「
京
都
二
至
ル
」
（
怜
1

:

 3
11)

は
「
東
京」

の
誤
り
で
あ
ろ
う。

朝、

津
田
仙
を
訪
い
、

津
田
と
共
に
富
田
鉄
之
助
を
私
邸
に
訪
ね、

久
し
ぶ
り
に
歓
談
す
る
。

ま
た
婦
人
宜
教
師
の
雇

ヘ
ボ
ソ
辞
書
（
五
円一
二
十
二
銭
五
厘
）

ほ
か
二
冊
の
書
物
を
買
う。
（
廿
934)

午
前、

銀
座一―一
丁
目
の
原
女
学
校
に
行
含、

午
後
は
麻
布
メ
ソ
ジ
ス
ト
公
会
に
行
く。
（
怜
5

"

8
1
)

富
田
鉄
之
助
を
訪
問
す
る
。
(
D
31)

＊
（
怜
5

:

 
8
1
)

で
は
二
十
四
日
の
項
に
入
り、

「
破
損
」

と
な
っ
て
い
る。

新
島
の
日
記
に
つ
い
て
は
徳
富
蘇
峰
の
秘
書
・

草
野

茂
松
の
筆
写
に
よ
る
参
考
衰
料
(
D
31)

が
存
在
し、

そ
れ
に
は
「
二
十
六
日
」

と
な
っ
て
い
る。

い
入
れ
に
つ

ぎ
尽
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜
5

:

 8
1)
 

の
旨、

京
都
へ

電
報
を
打
つ
。
（
怜
5

:

 80,
 
J::171
6)

 

（
怜
5

ぃ

80)

赴
く
予
定。
（
曲1

羞
11,

J::
93
4,
 
J::1
71
6)
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四
月
l

日

月
二
十
八
日

三
月
二
十
七
日

三
月
二
十
九
日

三
月
三
十
日

三
月
三
十
一

日

四
月
二
日

四
月
三
日

に
手
紙
を
書
く。
（
や
5
:
 83,
 
1:1
71
6)
 

（
男
十
六
名、

女
十
四
名）

に
洗
礼
を
授
け
る
。
（
怜
5

:

 81)
 

前
日
と
同
様
な
行
事
を
行
う。
（
怜
5

:

 81)
 

午
後、

林
家
で
伝
道
の
話
を
す
る
。

聴
衆
七、

午
前、

祈
躊
集
会、

午
後、

林
家
に
て
新
島
と
海
老
名
が
説
教。

夜
七
時
半
よ

り
公
会
設
立
の

式
を

行
う。

三
十
名

＊
「
安
中
基
督
教
会
録
事」

に
は

「
三
月
三
十
日
夜
便
覧
社・・・・・・
ニ
於
テ
建
会
ノ
式
ヲ
行
フ
、

ス
」

と
あ
る。
(
F
5
:
880)

後
閑
村
に
行
き、

副
戸
長
や
親
類
中
の
者
に
面
会
す
る
。

午
後
五
時、

菅
沼
家
お
よ
び
新
島
公
義
の
実
家
植
栗
家
を
訪

問
し、

公
義
の
身
分
に
つ
い
て
相
談、

さ
ら
に
学
区
取
締
に
面
会
し
て
公
義
の
こ
と
に
つ

ぎ
周
旋
を
依
頼
す
る
。

民
治

上
原
春
朔
の
家
を
訪
ね、

そ
れ
よ
り
更
に
一

里
ほ
ど
山
に
入
っ
て
化
石
の
標
本
を
採
取
す
る
。

午
後、

安
中
を
発
ち、

高
崎
へ

向
か
う。

途
中、

志
村
家
を
訪
う。

高
崎
で
は
中
山
堂
の
主
人
を
訪
ね
た
が
不
在、

越

後
屋
に
泊
ま
る
。

山
本
泰
治
郎
他
一

名
が
宿
へ

来
訪
す
る
。
（
怜
5

羞4、

廿934)

宜
局
崎
を
朗
四
時
自
発、

午
後一―一
時
東
京
に
着
く。
J
a
pa
n
es
e

Di
cti
o
n
ar
y

を
買
う
。

四
十
二
銭。
公
怜
5

:

 84,
 
_l::
93
4)
 

会
を
開
く。
（
怜
5

:

 81,
 
1::93
4)

津
田
仙
と
共
に
寺
島
外
務
卿
を
私
邸
に
訪
ね
た
が、

病
気
の
た
め
会
え
ず。

病
気
は
二
、

三
日
治
ら
な
い
も
の
と
見
通

し
を
つ
け、

安
中
に
赴
く
こ
と
と
し、

人
力
車、

馬
車
を
乗
り
継
い
で
安
中
に
向
か
う。

東
京
十
六
区
八
小
区
弓
町
十

二
〔
本
郷
弓
町
か
〕

の
谷
藤
兵
衛
方
に
一

泊
す
る
。

民
治
に
手
紙
を
書
く。
（
ゆ
5

:

 81,
 
1:93
4,
 
1:171
6)
 

高
崎
ま
で
馬
車、

そ
れ
よ
り
人
力
車
に
乗
り
継
い
で
、

午
後
七
時
に
安
中
に
着
く。

こ
の
夜、

た
だ
ち
に
便
覧
社
で
集

八
十
人。

夜、

受
洗
試
問
会
を
開
く。
（
曲
5
"
81,

D
3
0)
 

依
テ
之
ヲ

安
中
基
督
教
会
卜
称
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1878年

五
月
一
日

四
月
十
一
日

四
月
十
二
日

四
月
十
四
日

四
月
十
五
日

四
月
二
十
三
日

四
月
二
十
五
日

四
月
二
十
七
日

四
月
十
日

四
月
九
日

四
月
五
B

安
中
の
湯
浅
〔
治
郎〕

よ
り
同
志
社
へ
十
円
寄
付
さ
れ
る。
（
廿932)

靴
（
二
円）、

Ta
yl
or̀
s
Histor
y
 (
二
円
三
十
五
銭）

を
買
う。
(

h
9
3
4
)

Mic
roscope
 C
顕
微
鏡）

を
購
入、

藷
の
治
療
に
行
く。

こ
の
日、

東
京
を
発
ち、

横
浜
で
一

泊。

船
で
神
戸
に
向
か

ぅ
〔
か
〕。
（
J::934)

w
•

テ
イ
ラ
ー
の
屈
い
入
れ
期
間、

月
給、

宿
料、

雇
い
主
を
京
都
府
学
務
課
に
報
告
す
る。
(
h219)

夕
方、

神
戸
に
着
く。
（
廿1716)

午
後
一

時、

自
宅
に
帰
る。
(
J::1716)

日
曜
日、

第
二
公
会
に
お
い
て
松
尾
敬
吾、

今
村
慎
始、

大
久
保
真
次
郎、

木
全
祝、

小
崎
継
憲、

小
泉
芳
輔
の
六
名

人
力
車
で
嵐
山
へ
行
く。
（
仕934)

上
京
寺
町
丸
太
町
上
ル
松
蔭
町
の

速
水
と
き
・
林
次
夫
妻、

京
都
に
寄
留
す
る。
(
...1:1677,

...1:1678̀

...1:1
725)

同
志
社
経
営
に
関
す
る
弁
明
書
を
寺
島
宗
則
外
務
卿
に
提
出
す
る。

そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
す。

「
同
志
社
は
縦
令
悉
皆
米
人
之
寄
付
金
二
成
立
タ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
…
…
米
人
之
左
右
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ス・・・・・・
同
志
社
〈
決

テ
米
国
人
ノ
同
志
社
二
非
ッ
テ
即
チ
日
本
帝
国
内
ノ
同
志
社
ナ
ル
事
固
ョ
リ
弁
明
ヲ
待
ス
シ
テ
明
ナ
リ」
（
ゆ
1

:

 

9
)
 

時
々
雨、

上
京
第
二
十
二
区
松
蔭
町
十
八
番
地
の
〔
名
義
上
は
〕

浜
岡
光
恒
の
所
有
地
を
借
り
て
家
屋
二
棟
の
建
築
に

着
手。

こ
の
日、

隠
居
所
の
棟
上
げ
を
す
る。

建
築
届
を
戸
長
に
差
し
出
す。
（
廿288,

J:.1
716)

「
買
入
地
所
今
日
よ
り
入
手
い
た
し
候
事」
（
廿1716)

＊
（
怜2:
597)
で
は
十
七
日
と
な
っ
て
い
る。

が
受
洗
し、

第
二
公
会
に
入
会
す
る。
（
怜2
ふ62)

175 



五
月
十
二
日

五
月
十
七
日

五
月
二
十
一

日

五
月
二
十
二
日

五
月
十
八
日

五
月
十
日

五
月
九
日

五
月
八
日

五
月
七
日

五
月
四
日

W
・

テ
イ
ラ
ー
を
解
約
す
る
。
（
怜1
"
1
62,

23
3,
 3
11)
 

新
島
家
の
棟
上
げ
を
行
う。

夜
に
入
り
小
雨。
（
廿

171
6
)

さ
れ
る
。
（
怜1
:
 3
11,
 
J:21
9)
 

W
・

テ
イ
ラ
ー
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
投
薬
行
為
を
し
た
こ
と
に
つ

き、

新
島
は
京
都
府
よ
り
呼
び
出
さ
れ
て
尋
問
さ
れ

な
が
も
と

マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
ス
。
フ
リ
ソ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
留
学
中
の
岡
部
長
職
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

堺
の
旧
家
臣
た
ち
に

w
．

テ
イ
ラ
ー
に
投
薬
行
為
に
つ
い
て
糾
し
た
結
果、

テ
イ
ラ
ー
は
同
行
為
を
正
当
な
権
利
で
あ
る
と
見
な
し
て
お
り、

説
得
で
ぎ
な
い
旨、

京
都
府
知
事
に
答
弁
す
る
。
（
曲1
:
 3
11,
 
J:21
9)

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
よ
り
同
志
社
へ

五
十
円
寄
付
さ
れ
る
。
（
廿93
2)

江
州
神
崎
郡
市
ノ
部
村
の
広
瀬
又
次
に
手
紙
を
書
き、

同
人
の
受
洗
を
喜
び
、

ま
た
同
志
社
生
徒
赤
峰
瀬
一

郎
に
託
さ

れ
た
寄
付
（
五
円
）

に
つ
い
て
礼
を
述
べ
る
と
共
に
、

こ
の
金
は
伝
道
の
た
め
に
使
い
た
い
と
記
す。
（
ゆ
3

:
 
1
5
4
)
 

日
曜
日、

午
後、

小
雨
の
中、

八
重
夫
人
を
伴
っ
て
大
津
へ

伝
道
に
行
く。

午
後
六
時
す
ぎ
帰
宅
す
る
。
（
廿1
71
6)

W
・

テ
イ
ラ
ー
が
雇
い
主
の
申
し
入
れ
を
聞
か
な
い
な
ら
ば、

雇
用
契
約
を
解
約
し
て
は
如
何
と、

京
都
府
よ
り
勧
告

こ
の
夜、

大
風
雨。

棟
上
げ
を
し
た
家
屋
は
残
ら
ず
吹
き
倒
さ
れ
る
。
(
1:1
71
6)

W
・

テ
イ
ラ
ー
の
辞
職
に
関
し、

同
志
社
と
の
雇
用
契
約
に
違
反
し
て
い
な
い
が、

投
薬
行
為
に
よ
り
同
志
社
に
迷
惑

を
か
け
た
と
し
て
、

テ
イ
ラ
ー
自
ら
辞
職
を
申
し
出
た
旨、

京
都
府
に
答
え
る
。
（
怜1
"
3
11,

J::
21
9)
 

W
・

テ
イ
ラ
ー
、

自
宅
で
八
十
五
円
十
一

銭
二
厘
を
紛
失
し、

府
知
庫
に
届
け
出
る
。

公w1

忍
11,

-1=
21
9)
 

伝
道
を
依
頼
す
る
手
紙
が
新
島
に
送
ら
れ
る
。
(
r
23
69)

る
。
（
や
l

羞
11,

J:
21
9)
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1878年

六
月

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
五
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

六
月
十一
日

六
月
七
日

六
月
四
日

六
月
六
日

こ
の
朝、

改
め
て
私
宅
の
棟
上
げ
を
行
う。
（
廿
1

71
6
)

W
・
テ
イ
ラ
ー、

京
都
を
去
る。
（
怜1"
3
11)

テ
イ
ラ
ー
の
解
約
を
府
庁
に
届
け
出、

寄
留
免
状
を
学
務
課
に
返
却
す
る。
（
廿1
716,
D
 1 :52)
 

外
国
人
教
師
避
暑
の
た
め、

キ
ャ
ソ
プ
地
と
し
て、

比
叡
山
の
官
地
の
一
部
借
用
を
京
都
府
に
願
い
出
る。

借
料
一
坪

一
カ
月
一
銭、

布
教
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
許
可
さ
れ
る。
(

D
1

羞
4
)

こ
の
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
有
馬
で
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
第
六
年
会
が
開
か
れ
る。

こ
の
会
で
相
次
ぐ
宜
教
師
へ
の
妨
害
に
関
連
し
て、

京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
存
続
の
問
題
が
協
議
さ
れ
る。

＊
ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
記
録
に
よ
れ
ば、
会
期
は
十
八
ー
ニ
十
六
日
と
な
っ
て
い
る。

有
馬
の
集
会
に
出
席
の
た
め、

京
都
を
出
発、

二
十
六
日
帰
宅
す
る。
（
廿1
716)

年
会
に
お
い
て
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
代
表
と
し
て、

同
社
創
立
以
来
の
会
計
報
告
を
行
う。

徒
・
家
永
徳
吉
（
十
二
歳）

が
病
院
で
死
亡、

有
馬
よ
り
電
報
で
指
示
を
与
え
る。
（
怜
1

羞
11,
C3
 :207)
 

午
前
九
時、

有
馬
よ
り
帰
宅、

午
後一
時
よ
り
死
亡
し
た
家
永
徳
吉
の
葬
式
を
行
い、

新
島
夫
妻、

生
徒一―-
＋
名、

信

者
五
十
名
で
遺
骸
を
見
送
る。
（
廿1
716)

東
京
の
学
農
社
に
就
職
す
る
中
島
力
三、

上
野
栄――一
郎
に
託
し
て
津
田
仙
に
手
紙
を
送
り、

プ
ド
ゥ
苗
購
入
の
こ
と、

七
月
十
五
日
よ
り
始
ま
る
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
に
は
出
席
し
な
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
る。

中
島
・
上
野
の
二
人
は

七
月
一
日、

東
京
に
向
け
出
発
す
る。
(
J::
1716,

T662)
 

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
の
司
祭
ハ
ワ
エ
ル
沢
辺、

上
州
巡
回
の
途
次、

高
崎
に
立
ち
寄
り、

男
女
十
二
名
に
洗
礼
を
授
け
る。

31
1.
 E12:
 176,
 I
 8
1
11
d

)

こ
の
日、

同
志
社
生

（
怜
1

177 



七
月
十
五
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十一
日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
五
日

七
月
十
日

11
 e)
 

に
つ
き
協
議
す
る。
（
ゆ6:
 190,
 
r664)
 

「
使
徒
行
伝」

六
章
七
節
に
つ
い
て
の
説
教
稿
を
記
す。
（
廿
1009)

七
月
九
日

七
月
八
日

七
月
四
日

七
月＝一
日

D
.
W
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド、

上
京
常
盤
井
殿
町
六
一
三
生
島
方
よ
り
同
町
六
二
二
の
同
志
社
女
学
校
敷
地
内
へ
の
一
時
転

ア
リ
ス
・
パ
ー
キ
ン
ス
は
同
志
社
へ
十
四
円
三
十
六
銭
を
寄
付
す
る。
(
h932)

七
月一
日

六
月

「
同
志
社
概
則」

を
公
表
し、

生
徒
募
集
公
告
を
出
す。

ま
た
「
同
志
社
女
学
校
生
徒
募
集
公
告」

を
印
刷
配
布
す
る。

居
を
府
庁
へ
届
け
出
る。
〔
町
名
は
同
じ、

今
出
川
通
の
南
側
か
ら
北
側
へ
の
移
転
で
あ
る〕
（
Dl:
5
3
)
 

J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
ら
の
比
叡
山
キ
ャ
ン
プ
を
京
都
府
に
届
け
出
る。
(
Dl:
 5
3
)
 

J
.
W
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス、

比
叡
山
キ
ャ
ソ
プ
地
狭
小
の
た
め、

官
有
地
五
坪
の
追
加
借
用
を
願
い
出
る。
(
D
1
 
:
 
5
4
)
 

第一
回
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
が
十
七
日
ま
で
東
京
築
地
新
栄
教
会
で
開
か
れ
る。
(

F

l

ふ
l
)

（
ゆ6:
 190,
 I
 8
1

羹、

小
雨。

在
米
の
岡
部
長
職
の
依
頼
に
こ
た
え、

伝
道
の
た
め
岸
和
田
に
向
か
う。
（
怜6:
 190,
 
J::
1716)
 

岸
和
田
に
到
着、

岡
部
の
旧
臣
Y
〔
山
岡
手
方〕

と
M
〔
宮
崎
八
郎
平〕
に
会
い、

岡
部
よ
り
の
手
紙
を
見
せ
て
伝
道

午
後
三
時
よ
り
浜
町
物
産
(
S
ho
ws
ha)
に
お
い
て
講
話
を
始
め
る。

受
講
者
は
旧
藩
士
二
十
名。

前
日
と
同
じ
く
午
後
三
時
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
集
会
を
開
く。

聴
衆
約
四
十
人。
(

I

8-

ll
 e)
 

岸
和
日
の
有
志
に
対
し、

婦
人
に
も
説
教
し
た
い
旨
を
申
し
出
る。
（
怜6"
191)

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書」

（
ゆ
1

:
 

11,
 D
 1 :
 

117)
 

に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
(
...1:.1008)

J

れ
に
よ
り
高
崎
正
教
会
が
設
立
さ
れ
る。
(
H4:
89
1)
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1878年

八
月
二
十
二
日

八
月
十
七
日

八
月
十
六
日

八
月
十
四
日

八
月
十
二
日

八
月
六
日

八
月
五
日

八
月
二
日

七
月
二
十
九
日

夕
方
か
ら
栂
尾
へ

行
く。

十
八
日
も
同
様。
（
廿

171
6
)

く。
（
恥
6

:
 1
90)
 

2
3

6)
 

社
で
教
育
し
て
ほ
し
い
と、

依
頼
し
て
く
る
。
(
r
66
3)

七
月
二
十
六・
七
日

こ
の
両
日、

夕
刻
よ
り
婦
人
の
集
会
を
催
す。

聴
衆
は
両
回
と
も
百
人
を
超
え
る
。
（
怜6
"
1
91,
I

 8
-
11
e
)
 

七
月
二
十
八
日

新
島
公
義、

安
中
を
出
発
し
て
京
都
に
向
か
う。
（
廿1
677)

午
後
一

時、

岸
和
田
よ
り
帰
宅
す
る
。
（
廿1
71
6)

新
島
夫
妻、

朝
七
時
す
ぎ、

人
力
車
で
比
叡
山
へ

出
発、

(
J::1
71
6)
 

w
.
S

・

ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

（
怜
6
:
1
90,
 
�
10
 

コ
ウ
ヤ
マ

キ
の
種
が
発
芽
し
た
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。

こ
の
木
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
の
ロ
ー
ド
デ
ソ
ド
ロ
ン
・

ガ
ー
デ
ソ
に
、

現
在
も
二
本
生
育
し
て
い
る
と
い
う。

公
義
の
止
宿
届
を
出
す。

栂
尾
へ

行
く。
(
J:1
71
6)

(
r2
3

so,
 

津
田
仙
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

長
男
の
元
親
を、

有
馬
湿
泉
へ

湯
治
に
行
く
高
津
柏
樹
に
同
行
さ
せ
る
の
で
、

同
志

京
都
よ
り
六
マ
イ
ル
は
な
れ
た
郊
外
〔
栂
尾
か
〕

の
寺
を
借
り
読
書
と
休
養
の
生
活
を
始
め
る
。

岡
部
長
職
に
手
紙
を
書
き、

依
頼
に
応
じ
て
岸
和
田
に
伝
道
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

ま
た
ハ
ー
デ
ィ
に
も
手
紙
を
書

朝
か
ら
栂
尾
へ

出
か
け、

二
十
四
日
の
午
後
八
時
す
ぎ
帰
宅
す
る
。
(
J::1
71
6)

D
2
5
:
 1
3
)
 

一

泊
し
て
翌
六
日
朝
帰
宅
す
る
。

夫
人
は
十
二
日
ま
で
滞
在。

新
島
公
義
が
湯
浅
吉
郎
と
同
道
し
て
京
都
に
着
く。
(
J::1
71
6)

179 



九
月
二
十
六
日

九
月
十
五
日

九
月
二
十
五
日

九
月
十
六
日

九
月
九
日

九
月
八
日

九
月
七
日

九
月
六
日

九
月
一
日

八
月
三
十
一
日

八
月
三
十
日

八
月
二
十
六
日

日
曜
日、

新
宅
で
初
め
て
礼
拝
を
守
り、

説
教
を
す
る
。
（
ゆ2

ふ98)

14
 : 38)
 

の
た
め
訪
れ
る
。

(

J

1
4
 :
 38,
 J
 67
 :
 9
2)
 

午
前
七
時
よ
り
神
戸
へ
出
か
け
る
。

午
後
六
時
す
ぎ
帰
宅
す
る
。
（
J::1
71
6)

夕
方、

岸
和
田
キ
ャ
ン
プ
よ
り
帰
京
し
た
徳
富
猪
一

郎
ら
に
七
条
駅
で
会
う。
(

Jl
4

羞8,
J
 67
 : 9
2)
 

岸
和
田
キ
ャ
ソ
プ
よ
り
帰
っ
た
大
久
保
真
次
郎、

家
永
豊
吉、

徳
富
猪
一

郎、

木
全
祝
ら
の
グ
ル
ー
プ、

帰
校
の
挨
拶

夏、

夏
期
伝
道
の
た
め
学
生
た
ち
と
彦
根
へ
行
き、

劇
場
で
基
督
教
大
演
説
会
を
開
く。

聴
衆
六、

七
百
人。

そ
の
中

の
求
道
者
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
明
十
社
の
会
員
と
八
景
亭
で
親
睦
会
を
開
く。
(

F
9
:

9
)
 

第
二
公
会
で
説
教
を
す
る
。

寺
町
丸
太
町
上
ル
松
蔭
町
の
新
島
家
ほ
ぽ
完
成、

家
財
道
具
を
運
び
込
む。

引
っ
越
し
準
備
の
た
め
、

徳
富
ら
助
勢
に
来
る
。
(

Jl4

羞
8,
J
 67
 :
 93)
 

新
島
家
竣
工
し、

新
烏
丸
頭
町
の
寓
居
よ
り
移
転
す
る
。

第
二
公
会
も
ま
た
新
居
に
移
る
。
（
怜
2

ら63,

J::1
680)

転
宅
届
を
公
義
が
京
都
府
へ
持
参
し
た
と
こ
ろ、

平
民
は
届
け
に
及
ば
ぬ
と
言
わ
れ
る
。
（
廿289,

J::1
71
6)
 

日
曜
日、

朝
「
万
国
ノ
伝
道
二

行
キ
可
キ
説
教
ヲ
」

す
る
。

徳
富
猪
一

郎
も
こ
れ
を
聞
く。
(

J

1
4
 :
 38)
 

（
廿1
71
6,
J

同
志
社
女
学
校、

常
盤
井
殿
町
（
二
条
家
跡）

に
新
築
し
た
校
舎
で
新
学
期
を
始
め
る
。

な
お
、

こ
の
校
舎
の
建
築
に

際
し
て
は
米
国
ニ
ュ
ー
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
婦
人
た
ち
よ
り
三
千
ド
ル
の
寄
付
を
得
た。
(
D
1

羞12,

D
7
:
 1
20)
 

植
木
枝
盛
が
山
本
覚
馬
を
訪
問
す
る
。

(

J

84
 :
 106)
 

午
後、

植
木
枝
盛、

同
志
社
を
訪
問、

新
島
に
面
会
す
る
。

植
木
は
大
阪
で
開
か
れ
た
愛
国
社
再
興
大
会
の
帰
路
に
立

ち
寄
っ
た
も
の
。

こ
4
2

"

2
5
5,

J
 
8
4

"

1

0
6
)
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1878年

十
一
月
八
日

十
月

十
月
二
十
八
日

十
月
十
八
日

十
月
六
日

九
月
九
月
三
十
日

十
月
十
三
日

十
月
二
十
七
日

十
月
三
十
日

十
一
月
二
日

九
月
二
十
八
日

ほ
し
い
と
要
請
す
る。
（
曲
3
:
 1
5
6̀

J
 4
9
:
 2

ー

1
9
6
)

同
志
社
規
則
を
定
め
る。
(

D
l

:
 

11)
 

（
怜
3
:
 1
5
7)
 

岡
部
長
職
は
こ
の
日
付
の
新
島
宛
書
筒
を
発
信、

岸
和
田
伝
道
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
る
と
共
に、
ハ
ー
デ
ィ
に
会
っ
た

こ
と、

理
学
を
学
び
た
い
の
で
イ
ェ
ー
ル
大
学
付
属
の
理
学
校
に
進
む
つ
も
り
で
あ
る
等
を
伝
え
て
く
る。
(
r664)

デ
イ
ヴ
ィ
ス
ら
避
暑
キ
ャ
ソ
。
フ
地
の
借
地
料
を
京
都
府
に
支
払
う。
(

D
1
:

9
5
)
 

第
四
寮
落
成
す
る。
（
怜
1
"
1
6
2,

2
3
3
)
 

日
曜
日、

京
都
三
公
会
の
信
徒
が
第一

公
会
に
集
ま
っ
て
聖
晩
餐
を
守
る。

以
後、

ニ
カ
月
毎
に
こ
れ
を
守
る
こ
と
が

恒
例
と
な
る。

徳
富
猪
一

郎
も
出
席
す
る。
（
ゆ
2
:
 
5
6
4,
 
J
 1
4

羞
9
)

第一

公
会
で
説
教
を
す
る。

テ
キ
ス
ト
は
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書」

＋
九
章
十
五
節。
(

J:

10
1
0
)

夜、

雨
の
中
を
徳
富
猪
一

郎
が
来
訪、

午
後
九
時
ご
ろ
辞
去
す
る。
(

J

1-!
 :
 4
0
)
 

日
曜
日、

徳
富
猪
一

郎
ら
と
「
ロ
ー
マ
書」

を
読
む。
(
J
1
4
 :
 4
0
)
 

神
戸
の
集
会
に
出
席
の
た
め、

午
前
六
時
す
ぎ
人
力
車
で
出
発
す
る。
(

1:
1
7
1
6
)

W
・
テ
イ
ラ
ー
の
後
任
と
し
て
M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ソ
の
雇
入
願
お
よ
び
寄
留
免
状
下
渡
願
を
京
都
府
に
提
出
す
る。

新
島
家
の
外
観
を
写
真
に
撮
る。
(

J:
2
0
0
7

—

6
2
)

ゴ
ー
ド
ソ
雇
入
願、

京
都
府
よ
り
「
事
故
ア
リ
願
書
羞
戻
サ
レ
タ
リ」
（
怜
1
:
 1
6
2
)
 

外
務
大
輔
森
有
礼
に
手
紙
を
書
き、

ゴ
ー
ド
ン
教
師
の
雇
入
免
状
お
よ
び
寄
留
免
状
の
下
げ
渡
し
を
早
急
に
許
可
し
て

自
宅
で
祈
禰
会
を
開
き、

比
較
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す。

徳
富
猪
一

郎
も
出
席
す
る。
(
J
1
4
 :
 4
0
)
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十
一

月
九
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
九
日

十
一

月
二
十
一

日

十
一

月
二
十
二
日

十
一

月
二
十＿―-
日

十
一

月
二
十
四
日

十
一

月
三
十
一

日

十
二
月
一

日

午
後
六
時
す
ぎ
神
戸
よ
り
帰
宅
す
る
。
（
廿
1

71
6
)

パ

ー
メ
リ
ー
よ
り
預
か
っ

て
い
た
ト
ラ
ソ
ク
一

個
が
盗
難
に
あ
い
、

京
都
府
に
届
け
出
る
。

十
二
月
に
入
り、

犯
人
逮

第
二
公
会
の
夜
の
祈
躊
会
に
お
い
て
信
徒
各
人
が
一

カ
月
五
銭
以
上
を
集
め
、

そ
の
総
額
の
三
分
の
一

を
伝
道
会
社
に

寄
施
し、

残
り
三
分
の
二
を
第
二
公
会
の
資
蓄
と
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
（
ゆ
2
"

5
6
4
)

雨。

新
島
夫
妻、

神
戸
北
長
狭
通
六
丁
目
に
新
築
さ
れ
た
神
戸
教
会
堂
の
献
堂
式
に
出
席
の
た
め
、

朝
六
時
す
ぎ
出
発

す
る
。

新
島
は
J
.

L
・

ア
ッ

キ
ン
ソ
ソ
と
共
に
午
後
の
聖
餐
式
の
司
式
を
行
い
、

夜
の
親
睦
会
で
は
京
都
第
二
公
会

の
現
況
を
述
べ
る
。

(

h
1

71
6,

I

 8
|
11
 f,
 

g
)
 

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
一

年
会
が
神
戸
教
会
で
開
か
れ、

午
前
中
は
会
謡、

午
後
は
宜
教
師
・

委
員
ら
の
演
説
が
行
わ

れ
た
。

新
島
の
祈
禰、

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
の
祝
蕎
で
終
わ
る
。

年
会
で
は
、

日
社
名
の
決
定

員
を
出
し
議
事
を
決
す
る
こ
と

同
年
会
を
毎
年
十
月
に
開
く
こ
と、

今
村
の
三
名
を
選
ぶ
。
(
F
1
 :
 50,
 
I

 8
ー

1

m,

J
 
6
3
 :
 
1
7
9
)
 

新
島
宅
〔
第
二
公
会
か
〕

で
金
森
通
倫
が
話
を
す
る
。

(

J

1
4
 :
 
4
1
)
 

ゴ
ー
ド
ソ
の
屈
入
願
お
よ
び
寄
留
免
状
下
渡
願
を
外
務
省
に
提
出
す
る
。
（
ゆ
1

羞
1
1
)

第
二
公
会
に
お
い
て
男
子
二
名
に
洗
礼
を
授
け
る
。
(
I
8
|
ll
h
)

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
は
札
幌
で
の
教
え
子
で
あ
る
内
田
濡
宛
の
手
紙
の
中
で
「
西
京
の
新
島
牧
師
に
手
紙
を
書
い
て
廿

*
（
J
 1
4
 :
 
4
1
)

で
は
十
一

月
十
五
日
と
な
っ
て
い
る。

捕
に
よ
っ

て
一

部
が
返
る
。
（
廿3
11)

午
前
六
時
ご
ろ
夫
人
同
伴
で
大
阪
に
向
か
う。
（
廿
1
7
1
6
)

⇔
各
教
会
よ
り
二
名
の
委

を
決
め
る
。

ま
た
委
員
と
し
て
新
島、

沢
山、

182 



1878年

十
二
月
十
五
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
九
日

十
二
月
三
十
日

十
二
月
八
日

十
二
月
六
日

十
二
月
二
日

本
語
の
宗
教
冊
子
を
君
に
送
る
よ
う
頼
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
記
す。
(

J

6
0

:
 88v
 

新
島
八
重、

大
阪
の
ミ
ス
・

グ
ー
ル
デ
ィ

M
ar
y

E.
 
G
o
ul
d
y

と
共
に
岸
和
田
に
行
き、

昼
夜
二
回
に
わ
た
り
説
教

を
す
る
。

聴
衆
七
百
名。
(

I

8
|
11
 i,

 

J
 2
8
 :
 12
7)
 

第
二
公
会
に
お
い
て
親
睦
会
が
催
さ
れ、

司
会
と
演
説
を
す
る
。

八
重
夫
人
は
岸
和
田
伝
道
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
害」

十
二

章
十
五
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
(
.l:1
0
11)

「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書」

五
章
二
十
九
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
記
す。
(
J::
11
95)

大
津
へ

伝
道
に
赴
く。
(
J::1
71
6
)

安
中
の
千
木
良
昌
庵
に
手
紙
を
書
き、

か
ね
て
勧
め
ら
れ
て
い
た
肝
油
を
一

日
一

オ
ン
ス

ず
つ

服
用
し
て
い
る
が
「
其

功
速
二

顕
レ

数
週
ヲ
不
出
内
大
二

健
康
二

相
成、

即
今
ハ

克
ク
眠
ル

事
ハ

出
来、

頭
痛
ノ
患
モ
ナ
ク・・
：・・
風
邪
ニ
モ

罹
ラ
ス
」

と
記
す。

更
に
安
中
教
会
牧
師
の
こ
と、

安
中
出
身
の
江
場
か
ね、

浅
田

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
害」

十
三
章
四
十
五
節
に
よ
る
説
教
稿
を
記
す。
(
J:
101
2)

w
.

S
・

ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

ー
・

ガ
ム
、

プ
リ
ソ
ヂ
樹、

且
食
事
モ

以
前
ョ
リ
大
二

進
ミ
、

且

ホ
ワ
イ
ト
・
パ

イ
ソ
、

砂
糖
カ
エ

デ、

ト
チ
の
種
を
贈
る
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(
r
23
85)

た
け、

根
岸
固
弥
太
の
近
況
を
も
述
べ
る
。
（
ゆ3
"
1
58)

(

I
 8
|
11
 i
)
 

ア
メ

リ
カ
・
エ

ル
ム
、

プ
ル
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二
口
月
八

日

二
月
初
旬

二
月
七
日

二
月
六
日

一
月
下
旬

一
月
二
十
八
日

一
月
十
二
日

一
月
七
日

大
阪
の
天
満
教
会
設
立
（
沢
山
保
羅
兼
牧）

さ
れ
る
。

新
島
は
午
前
中、

議
長
と
し
て
設
立
準
備
に
あ
た
り、

午
後
の

設
立
式
に
は
「
基
督
弟
子
の
足
を
洗
い
賜
ふ
こ
と」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
(
F
4
:
102,
 F
 18

ふ）

D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
雇
継
願
を
京
都
府
に
提
出
す
る
。
（
ゆ
I

:
 31
2)

新
聞
記
者
を
希
望
す
る
徳
富
猪
一

郎
の
た
め
七
一

雑
報
社
に
紹
介
状
を
書
く。

徳
富
は
数
日
神
戸
に
滞
在
し
た
の
み
で、

D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
居
留
地
外
僑
居
免
状
の
更
新
に
つ
ぎ
府
庁
よ
り
異
論
が
出
た
の
で、

森
有
礼
外
務
大
輔
に
面

会
の
た
め、

急
逮
東
上
す
る
。

五
日、

横
浜
着
か
。
（
怜
6
:
 196,
 
:@:
10
 
:
 243,
 
J::938)
 

＊

こ
の
頃、

知
事
が
政
府
に
対
し、

新
島
は
教
育
を
口
実
に
し
て
学
校
を
始
め
た
が、

彼
の
真
の
意
図
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に

あ
る
と
報
告
し
た、

と
い
う
噂
が
流
れ
た。

政
府
が
同
志
社
の
外
国
人
教
師
へ
の
免
状
の
交
付
を
渋
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
は
な

い
か、

と
思
わ
れ
る。
（
怜
10
:
243,
 E
25
|d)
 

横
浜
よ
り
東
京
に
出
る
。
(
J::938)

金
曜
日、

午
前
三
時、

雪
降
り
積
も
り、

全
身
凍
る
ご
と
き
寒
気
の
中
を
安
中
に
向
か
う。

夕
方
到
着。

疲
労
し
て
い

た
が、

強
い
て
多
く
の
来
客
に
接
す
る。
(
C
3
:
206,
 F
5
:
 881)
 

早
朝
よ
り
統
々
来
客、

夕
刻
ま
で
瑕
な
し
。

夜、

二
時
間
ほ
ど、

祈
篇
会
を
開
く。
2
C
3
"
206.
F
5
"
881V
 

二
月
一

日
に
帰
校
す
る
。

(

J

1
4
 :
 64,
 
J
 67
 :
 94)
 

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
の
京
都
居
住
願、

却
下
さ
れ
る
。
(
D
1
 
:
 54)
 

明
治
十
二

年
（
一

八
七
九
）

三
十
七
歳

184 



1879年

二
月
九
B

二
月
十
日

二
月
十
一
日

二
月
十
二
日

二
月
十
三
日

二
月
二
十
一
日

森
か
ら
学
校
経
営
を
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の
資
金
に
依
存
せ
ず、

自
己
資
金
で
行
う
な
ら、

外
国
人
教
師
の一
雇
い
入

れ
は
自
由
だ、

と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
新
島
は
11

外
国
か
ら
如
何
な
る
援
助
も
受
け
取
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
か
“

と
反
論
す
る
。
（
怜6
:
 196,
 
:@:
IO
 :
 243,
 E
 7
 :
 141)
 

こ
の
日
〔
あ
る
い
は
翌
十
四
日
か
〕

横
浜
を
出
帆、

帰
京
す
る
。
（
廿93
8)

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
僑
居
往
来
免
状
が
府
庁
よ
り
下
付
さ
れ
る
。
（
ゆl
"
31
2)

人
力
車
で
森
有
礼
を
訪
う。
（
廿93
8)

晴、

再
び
勝
海
舟
を
訪
問
す
る
。

(

J

31
|20
 :
 233)
 

暴、

雪
少、

津
田
仙
と
共
に
勝
海
舟
を
訪
う。
(

J

31
ー2
?
233)

1
60)
 

（
怜
3

日
耀
日、

午
前
集
会
を
開
き、

午
後
説
教、

か
つ
晩
餐
礼
を
司
る
。

こ
の
日、

日
中
貞
吉
が
受
洗
す
る
。

夜
に
入
っ
て

祈
蒻
会
を
開
く。

甚
だ
熱
心、

活
気
に
充
ち
た
集
会
で
二
時
間
を
費
や
す。

そ
の
後
十
二
時
す
ぎ
ま
で
便
覧
舎
に
お
い

て
千
木
良
昌
庵
ら
数
名
の
信
者
と
共
に
歓
談
す
る
。
（
怜3
"
1
61,

C
3
 
:
 206̀
1
8
11
2a)
 

深
夜
十
二
時
半、

馬
車
で
安
中
を
出
発、

午
後
一

時
半、

東
京
に
到
着
す
る
。
(
C
3
:
 207,
 I
 8
11
2a)

横
浜
の
D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

つ
き
述
べ
る
。
（
T
鯰
87)

夜、

京
都
へ

帰
る
に
つ
き
須
田
某
〔
津
田
か
〕

へ

挨
拶
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ、

そ
こ
で
安
中
の
千
木
良
昌
庵
の
突
然

の
訃
を
聞
く。

安
中
教
会
の
和
田
正
幾
に
一

書
を
送
り、

千
木
良
の
死
を
悼
み、

教
会
員
の
信
仰
を
励
ま
す。

中
川
横
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

先
日
訪
問
し
て
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状。
(
r665)

T
s
u
d
a
 

と
の
争
い
に
つ
ぎ、

そ
の
経
緯、

解
決
へ
の
努
力
に
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五
月
一

日

四
月

二
月
二
十
二
日

三
月
十
五
日

四
月
十
三
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
七
日

月
十
六
日

月
六
日

「
何
卒
人
生
の
デ
ス
テ
イ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
ヲ
不
失
コ
ト
ホ
ド
大
切
ナ
レ
ハ
、
一
日
モ
不
怠
真
神
二
使
フ
ル
事
卜
人
間
二
尽

w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

京
都
農
牧
学
校
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
オ
ー
ス
ク
イ
ン
・
ウ
ィ
ー
ト
の
後
任

と
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の

て
く
る。
（
T
鯰
8
8
)

同
人
社
の
中
村
正
直
ヘ

「
マ
ク
イ
に
よ
る
福
音
書」
五
章
十
三
節、
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
害」

九
章
五
十
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
害
く。

(

J:.
1
0
1
3
)
 

P
ro
f.
 
S

am
u
el
 
T
a
yl
o
r
 
M
a
g
n
ar
d
 

「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書」
――
十
四
章
五
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
(
J:
1014)

を
推
薦、

新
島
に
斡
旋
を
依
頼
し

「
品
行
論」

を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状
を
出
し、

あ
わ
せ
て
東
京
女
子
師
範
学
校
の
校
則
を

第
二
公
会
の
上
野
栄
三
郎
の
転
会
証
明
（
薦
書）
を
書
き、

上
野
に
渡
す。
（
怜
6
"
1
9
2
)

札
幌
農
学
校
生
徒
内
田
瀞
よ
り
同
校
信
徒
の
状
況
を
伝
え
て
き
た
の
に
対
し、

数
週
問
ぶ
り
に、
こ
の
日
返
害
を
認
め

ス
所
ハ
良
心
二
反
カ
サ
ル
様
致
度
モ
ノ
ナ
リ」
と
励
ま
す。
（
怜3:
1
6
5
)
 

田
中
不
二
麿
に
徴
兵
免
除
の
こ
と
に
つ
き
問
い
合
わ
せ
の
書
簡
を
出
す。
(

T
3
1
8
6
)

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
害」

四
章
三
十
九
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
(
h
1015)

新
島
八
重、

第
二
公
会
の
執
事
と
な
る。
ま
た
長
老
山
崎
為
徳
に
も
執
事
を
兼
任
さ
せ
る。
（
怜2"
56.J)

滋
賀
県
廿
野
に
行
き、

泊
ま
る。

合938V

送
っ
て
く
れ
る
よ
う、

依
頼
す
る。
（
ゆ
3
:
 1
6
3
)
 

安
中
の
千
木
良
昌
達
に
弔
文
を
送
る。
（
怜
3
:
 1
6
1
)
 

＊
（
ゆ
1

:
 

233)
で
は
二
月
二
十
二
日
と
な
っ
て
い
る。
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1879年

六
月
l

＝
日

六
月
二
日

六
月
一

日

五
月
二
十
八
日

五
月
六
日

五
月
二
日

五
月
十
一
日

五
月
二
十
四
日

五
月
三
十
日

害
く。
（
新
島
公
義
代
筆）
（
曲2
:
 5
6
5,
 

J::
4
5
1
)
 

「
詩
篇」

に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
(

J:.
1
1
9
6
)

書
を
送
付
す
る
。
(
D
1
 :
 
5
5
)
 

滋
賀
県
八
日
市
に
伝
道
中
の
須
田
明
忠
を
訪
ね
る
。
（
怜3
:
 1
6
6
)
 

*

C
.
B
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
は
の
ち
神
戸
女
学
院
の
第
五
代
院
長
と
な
る。

大
阪
教
会
に
お
い
て
生
後
ニ
カ
月
半
の
C
.

B
・

デ
フ
ォ
レ
ス
ト

C
harl
o
tte
B
u
r
gis
 
De
F
orest
 

大
津
よ
り
汽
船
で
彦
根
に
渡
る
。
(

h
9
3
8
)

田
中
不
二
麿
よ
り
徴
兵
免
除
の
こ
と
に
つ
き、

こ
の
日
付
で
返
書
が
来
る。

文
部
省
直
轄
学
校
の
生
徒
と
の
比
較
方
法

に
つ
い
て
は
、

目
下、

陸
軍
省
と
協
議
中
な
の
で
確
答
で
き
な
い
こ
と、

東
京
大
学
予
備
門
の
学
期
課
目
に
つ
い
て
は

規
則
書
を
同
封
す
る、

と
伝
え
て
く
る
。
(

�
3
1
8
6
)

大
津
で
の
人
力
代
金
二
十
二
銭、

草
津
の
モ
チ
代
九
銭。
（
廿
9
3
8
)

授
け
る
。

(

I

8
ー
1
2
b
)

京
都
府
学
務
課
員
が
同
志
社
を
視
察
す
る
。

新
島
出
校。
(

D
l
:

5
5,
 
1
2
4
)
 

京
都
府
知
事
よ
り
外
務
卿
に
宛
て
て、

同
志
社
の
雇
い
入
れ
外
国
人
業
務
明
細
書
お
よ
び
学
務
課
員
に
よ
る
視
察
報
告

西
京
第
二
公
会
の
信
者、

須
田
明
忠
・

河
辺
鍋
太
郎
の
八
日
市
教
会
へ
の
転
会
推
薦
書
を
同
教
会
の
広
瀬
又
次
に
宛
て

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ン
の
雇
入
願
を
京
都
府
に
提
出
す
る
。
（
怜
1

羞
1
2,

J:
2
2
0
)
 

彦
根
教
会
の
設
立
に
際
し、

新
島
は
じ
め
京
阪
神
諸
教
会
の
代
表
・

宜
教
師
ら
雨
の
中、

大
津
よ
り
蒸
汽
船
で
琵
琶
湖

を
横
断、

午
後
五
時
ご
ろ
彦
根
に
到
着
す
る
。

こ
の
夜、

受
洗
希
望
者
十
二
名
に
対
す
る
試
問
会
（
議
長
・

新
島）

が

に
幼
児
洗
礼
を
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六
月
十
二
日

六
月
九
日

六
月
七
日

六
月
六
日

六
月
五
日

六
月
四
日

ず、

害
き
改
め
て
提
出
す
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
る
。
（
怜
1
:
 
1
4
)
 

彦
根
教
会
の
設
立
式
が
行
わ
れ、

午
前
八
時
よ
り
新
島
司
式
の

も
と
に
洗
礼
式
（
十
二
名
受
洗
）、

午
後
一

時
よ
り
本

間
重
慶
の
按
手
礼
式、

夜
は
記
念
説
教
会
が
開
か
れ
た
。

参
列
者
は
ゴ
ー
ド
ソ
、

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
、

テ
イ
ラ
ー
、

ベ

リ

ー
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

市
原
盛
宏、

金
森
通
倫、

海
老
名
弾
正、

小
崎
弘
道、

宮
川
経
輝
ら
で
あ
っ

た
。
(
F
8
 :
 12)
 

前
日
の
メ
ソ
バ
ー
が
八
日
市
に
移
る
。

午
後
一

時
よ
り、

八
日
市
教
会
の
設
立
式
お
よ
び
須
田
明
忠
の
按
手
礼
式
が
行

わ
れ
る
。

(

I

8
|1
2c)
 

先
頃、

京
都
府
の
横
井
忠
直
学
務
課
長
ら
が
同
志
社
校
内
視
察
の
際、

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
聖
書
を
用
い
て
講
義

し
て
い
た
こ
と
に
つ
き、

こ
の
日
府
庁
に
呼
び
出
さ
れ、

尋
問
さ
れ
る
。
（
怜
1

:
 
1
3
)
 

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
聖
書
講
義
に
関
し
て
知
事
宛
に
弁
明
書
を
提
出、

教
科
書
と
し
て
使
用
し
な
い
と
約
束
し
た

が、

修
身
学
に
関
し
て
は
「
不
苦
卜
被
仰
付
候
間」

差
許
し
て
い
た
の
だ、

と
弁
明
す
る
。
（
怜
I

:
 
1
3
)
 

同
志
社
試
験
表
（
六
月
九
日
ー
十
二
日
実
施
）

を
府
学
務
課
に
送
達
す
る
。

(

D
l

羞
O)

去
る
七
日、

府
知
事
に
提
出
し
た
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
聖
書
講
義
に
関
す
る
弁
明
書
に
つ
き、

京
都
府
は
納
得
せ

同
志
社
英
学
校
余
課
第
一

回
卒
業
式
が
校
内
第
二
寮
階
下
の
講
堂
に
お
い
て
挙
行
さ
れ、

十
五
名
が
卒
業
す
る
。

席
上
、

卒
業
生
全
員
に
よ
り
記
念
演
説
が
行
わ
れ
た
の
ち、

新
島
校
長
よ
り
送
別
の
辞
が
述
べ

ら
れ、

ょ^
G
o,

g
o,
 
g
o
 i
n
 

pe
a
ce,
 b
e
 st
ro
n
g!
 
Misteri
o
us
 H
a
n
d
 g
ui
d
e
 y
o
u"

...>J
�•
�
l'f-,
た
ち
わ
丘
励
t
ま
し
、

午
1
後
五
時f‘

ナ{
を
終
や
え
る
o

（
廿
11
8,

D
 1 :
 
25
2)
 

*
(
D
9
"
70)

で
は
式
場
は
円ェ山
山
す^
阿
虻
外
と
な
っ
て
い
る，

行
わ
れ、

四
日
の
朝
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
(
F
8
 :
 10,
 I
 8
—1
2c)
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1879年

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十一
日

六
月
十
九
日

六
月
十
七
日

六
月
十
六
日

六
月
十
四
El

六
月
十
五
日

大
分
県
佐
賀
関
に
到
着
す
る。
(

I

8
|12e)
 

e
)
 外

国
人
教
師
の
職
種、
給
料、
期
問、
住
所
等
の
調
査
依
頼
が
府
庁
よ
り
く
る。
(

h
3
1
2
)

府
庁
よ
り
差
し
戻
さ
れ
た
「
弁
明
書」
を
書
き
替
え
て
再
提
出
す
る。
そ
の
中
で
聖
書
を
教
科
書
と
し
て
使
用
し
た
の

で
は
な
く、
生
徒
の
質
問
に
対
し
て
止
む
を
得
ず
聖
書
中
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
を
引
用
し
て
答
え
て
い
た
の
だ、
と

＊
（
曲1"
312)
で
は
六
月
十
六
日
と
な
っ
て
い
る。
こ
の
日
提
出
し
た
の
か。

森
有
礼
に
手
紙
を
出
す。
（
ゆ1:
 312)
 

外
国
人
教
師
避
暑
の
た
め
比
叡
山
北
谷
弁
鹿
屋
敷
跡
地
の
借
地
願
を
提
出
す
る。
(
D1:
95)
 

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
第
七
年
会
が
神
戸
で
開
か
れ
る。
二
十
六
日
ま
で。
(
E1)
 

小
崎
弘
道
を
同
伴
し
て
西
九
州
方
面
の
旅
行
に
向
か
う。
こ
の
日、
山
城
丸
に
乗
り
神
戸
を
出
帆
す
る。
(

I

8
112d,
 

＊
佐
賀
関
ー
—
鯛
名
六
月
二
十
五
日

美
々
津

1
都
農
（
泊)
|
_'
高
鍋
六
月
二
十
六
日

1
広
瀬

1
宮
崎
（
泊）

ー
城
ケ
崎
六
月
二
十
七
日
（
泊）

ー
学
ノ
木
ー|

山
ノ
ロ
|
|＇
都
城

ー
鹿
児
島
県
福
山
（
泊）
六
月
二
十
八
日
ー
ー＇
鹿
児

島
の
コ
ー
ス
を
と
る。

佐
賀
関
よ
り
船
便
を
利
用、
下
ノ
江
を
経
て
二
十
五
日
に
宮
崎
県
鯛
名
に
着
く。
(
...l::938,
I
 8
ー12e)

新
島
不
在
中、
府
学
務
課
員
が
同
志
社
を
視
察
す
る。
(
Dl:
126)
 

戸
・
名
〔
？·〕
|
|
新
丁

ー
美
々
津

1
都
農
（
泊）
（
...1::938)

都
農
ー
ー
高
鍋

1
広
瀬
ー
ー＇
宮
崎
（
泊）
（
J::938,
I
 8
|12e)
 

弁
明
す
る。
（
怜
I

:
 14)
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六
月
末

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
七
日

下
十
次
郎
を
訪
ね
る
か
？

〔
a〕
日
向
城
ケ
崎
（
現
在
宮
崎
市
内）
に
達
し、
医
師
・
林
武一
に
面
会、

の
疲
れ
を
慰
め
る。
こ
の
夜、

か
つ
他
の
信
者
に
も
会
い、
大
い
に
旅

滞
在
中
の
午
前、
医
師
〔
林
か〕
宅
で
集
会
を
開
く。
宮
崎
病
院
の
生
徒
ら
が
聞
ぎ
に
来
る。
ま
た、
夜
の
集
会
に
は

七、
八
十
人
が
集
ま
り、
戸
外
に
立
つ
も
の
も
あ
っ
た。
（
曲3:
 166)
 

〔
b〕
油
津
へ
行
く
小
崎
と
別
れ、
宮
崎
ー
ー＇
城
ケ
崎
|
ー＇
学
ノ
木
（
現
在
の
田
野
町）

ー
山
ノ
ロ
（
休
憩）

ー

都
城_
�
鹿
児
島
県
福
山
（
泊）
の
行
程
を
た
ど
る。
(
J:.938)

福
山
よ
り
鹿
児
島
湾
を
横
断、
対
岸
の
鹿
児
島
に
到
着
す
る。
同
市
汐
見
町
の
野
口
方
に
一
泊
す
る。
石
ヅ
ロ
通
の
山

(
J::938)

（
あ
る
い
は
七
月
初
め）
神
戸
に
上
陸、
西
宮
で一
泊
す
る。
（
廿938)

＊
新
島
の
日
向
伝
道
に
つ
い
て
は
不
分
明
な
と
こ
ろ
が
多
い。
(
F2:
5
)

で
は
「
日
向
国
城
ヶ
崎
に
於
け
る
信
徒
の
招
き
に
依

り
出
張
せ
し
が
新
島
は
十
余
日
に
し
て
已
む
を
得
ざ
る
事
故
に
依
り
京
都
に
帰
り
小
崎
独
止
り
て
伝
道：
…．」
と
記
さ
れ
て
い
る

が、
か
ん
じ
ん
の
新
島
自
身
は
雑
記
帳
(
J:938)
と
雑
報
社
宛
の
報
告
（
怜3:
 166)
を
除
い
て
記
録
を
残
し
て
い
な
い。
疑
問

点
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り。

一
、
宮
崎
で
の
滞
在
日
数
が
は
っ
き
り
し
な
い。
（
怜3:
 166)
と
(
J:938)
の
記
述
に
は
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る。
ま
た
小

崎
は
(

I

8
ー12e)
に
「
城
ケ
崎
に
居
る
事
三
日
余
は
新
島
先
生
と
相
分
れ：·：
高
鍋
と
云
所
に
到
る」
と
書
い
て
い
る。

二、
鹿
児
島
で
の
新
島
の
行
動
お
よ
び
帰
路
の
行
程
は
不
明
で
あ
る。

三、
帰
京
は
六
月
末
か、
七
月
初
め
と
あ
る
が、
こ
れ
と
同
内
容
の
記
述
が
（
怜6"
193)
に
見
え
る。
た
だ
し
三
週
間
ほ
ど
の

ず
れ
が
あ
る。

な
お、

小
崎
は

合
1

"

5
2
)

の
中
で、

日
向
伝
道
を
朋
治
十
一
年
の
こ
と
と
し
て
い
る。

一
カ
所
で
説
教
を
す
る。
聴
衆
三、
四
十
人。
（
怜3:
 166)
 

こ
の
日、
ゴ
ー
ド
ソ
の
雇
い
入
れ
許
可
さ
れ
る。
（
怜1:
 312)
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1879年

九
月
四
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十一
日

七
月
二
十
二
日

六
月

西
南
戦
争
に
賊
軍
と
し
て
参
加
し、
兵
庫
監
獄
に
収
監
中
だ
っ
た
福
岡
出
身
の
八
木
和
市・
大
神
範
造・
安
永
寿
ら
刑

期
満
了
し
て
出
獄、
新
島
の
勧
め
に
従
っ
て
福
岡
に
英
学
校
設
立
の
た
め
奔
走
す
る。
英
学
校
は
で
き
な
か
っ
た
が、

こ
れ
ら
の
人
々
は、
の
ち
に
福
岡
教
会
設
立
の
母
体
と
な
る。
(
F4:
1
6
0
)
 

午
後
五
時
神
戸
に
到
着、
安
息
日
に
あ
た
る
た
め
西
宮
に一
泊
す
る。
（
ゆ
6
:

1
9
3,
 

C
4
 :
 
1
6
4
)
 

朝
九
時
す
ぎ、
京
都
の
自
宅
に
戻
る。
（
怜
6
:

1
9
3,
 

C
4
 :
 
1
6
4
)
 

神
戸
の
宣
教
師
D
.
w
.
C
・
ジ
ェ
ソ
ク
ス
De
Wi
tt
C.
 Jencks
 

新
島
の
俸
給
お
よ
び
彼
の
身
辺
の
危
機
に
つ
い
て
手
紙
を
出
す。
宣
教
師
ら
は、

6̂

In

 
the
 esti
mates
 you
 will
 notice
 that
 Mr.
 

に
対
す
る
疑
い
か
ら〕
新
島
が
逮
捕
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

Neesi
ma's
 grant
 in
 aid
 is
 put
 at
 the
 for
mer
 figures
 

$750.
oo
 instead
 of
 $700
 as
 for
 two
 years
 or
 so
 past.
 /
 There
 is
 nothing
 no
w
 in
 regard
 to
 Mr.

Neesi
ma's
 i
mminent
 danger
 of
 i
mprison
ment,
 we
 t
rust
 he
 may
 make
 his
 persecutions
 turn
 to
 as

good
 result
…•••》9
(
E25
1c)

*

D
.

w
.

C・
ジ
ェ
ソ
ク
ス
は一
八
七
七
1
八
七
年
の
間、
The
Japan
 Mission
 of
 the
 A
merican
 Board
の
会
計
を

担
当
し
て
い
た。
そ
の
後、
D
.

W・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が一
八
八
七
ー
九一
年
ま
で
後
を
継
ぐ。

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
き、
政
府
の
圧
力
に
対
抗
し
て
教
育
水
準
を
高
め
る
た
め
に
は
資
金
が
必
要
で
あ
る
こ
と、

も
し
必
要
な
ら
説
明
の
た
め
ボ
ス
ト
ソ
ヘ
行
く
つ
も
り
で
あ
る、
と
述
べ
る。

「
私
は
ア
メ
リ
カ
の
裕
福
な
人
々
に
私
の
主
張
を
開
陳
い
た
し
ま
し
ょ
う。
私
は
公
の
乞
食
と
な
っ
て
町
か
ら
町
へ
と

＊
六
月
末
の
項
と
同一
の
こ
と
が
ら
か。

こ
の
頃、
〔
政
府
の
同
志
社
の
資
金

は
ボ
ス
ト
ン
の
N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
総
主
事
に

191 



十
月
六
日

十
月
七
日

十
月
五
日

九
月

九
月
十
四
日

九
月
十
九
日

九
月
二

十
日

九
月
二
十
一

日

九
月
二

十
四
日

九
月
二

十
五
日

九
月
二

十
九
日

運
動
場
完
成
す
る
。
（
怜
1

筵34)

政
府、
〈
学
制
〉

を
廃
し
〈
教
育
令
〉

を
定
め
る
。

(

J

97
 :

 81)
 

府
学
務
課、

同
志
社
英
学
校、

女
学
校
を
視
察
す
る
。

(

D
l

:

1
3
0)
 

ま
わ
り
ま
す。

私
の
現
状
か
ら
す
れ
ば、

舌
と
ペ
ソ
が
使
え
る
限
り
は
、

私
は
乞
食
を
や
め
ま
せ
ん
。

キ
リ
ス
ト
の
御

為、

私
の
国
の
た
め
に
、

私
は
大
音
声
で
叫
ぶ
乞
食
と
な
り
ま
す」
（
ゆ
6
:

 
1
99,
 
�
10
 :
 24
5)

朝、

徳
富
猪
一

郎
と
相
国
寺
辺
を
散
歩、

学
校
を
盛
ん
に
す
る
た
め
徳
富
ら
の
協
力
を
求
め
る
。

(

J

67
 :

 96)
 

今
治
教
会
設
立
の
た
め
、

新
島
ら
京
阪
神
教
会
の
代
表、

宣
教
師
ら
オ
テ
ソ
ト
丸
に
乗
り
込
み、

今
治
に
到
着、

夜
は

今
治
教
会
仮
会
堂
に
お
い
て
ア
ッ

キ
ン
ソ
ソ
が
議
長
と
な
り、

受
洗
志
願
者
の
信
仰
推
問、

伊
勢
時
雄
の
按
手
礼
試
験

今
治
教
会
設
立
式、

伊
勢
時
雄
牧
師
按
手
礼
式
が
行
わ
れ
る
。

新
島
は
伊
勢
牧
師
へ
の
按
手
祈
誌
と
新
牧
師
へ
の
勧
め
、

更
に

引
き
続
き
聖
餐
式
の
司
式
を
行
う。

夜
は
同
教
会
で
演
説
会
を
催
す。
（
ゆ
5

:
84,

F
4
:

 
1
09)

夜、

説
教
の
最
中、

京
都
か
ら
電
報
が
届
ぎ、

姉
・

み
よ
の
吐
血、

危
篤
の
報
を
聞
く。
（
怜
竺
84,

F
4
:
 109)

新
島
帰
京
す
る
。

姉
は
だ
い
ぶ
ん
衰
弱
し
て
い
た
が、

吐
血
は
止
ま
る
。
（
ゆ
5

:

84)
 

津
田
仙
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

楽
善
会
の
高
津
柏
樹、

大
内
青
密
を
紹
介
し
て
く
る
。
(
r
666)

「
予
卜
八
重
卜
共
二
、

姉
ノ
此
世
二

久
ク

存
ス
ル

事
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
告
ク
」
（
ゆ
5

:

84)
 

沢
野
甚
七
に一
二
十
七
円
を
渡
し
て
烏
丸
御
所
八
幡
町
の
土
地
を
買
い
求
め
る
。
（
怜
1

"

3
1
2
)

こ
の
夜、

姉
・

み
よ
は
枕
元
に
親
族
を
集
め
て
瑕
乞
い
を
し、

各
々
に
信
仰
を
全
う
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。
公
怜
5

"

8
5
)

が
行
わ
れ
る
。
(
F
4
:

10
8)
 

仮
会
堂
で
祈
薦
会
を
開
く。
（
怜
5

:

 84,
 F
 
4
 :

 108)
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1879年

十
月

十
月
十
六
日

十
月
十
一

日

十
月
十＿―-
日

十
月
二
十
日

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
七
日

十
一

月
三
日

十
月
八
日

夜、

第
二
公
会
の
祈
躊
会
が
開
か
れ、

新
島
は
仮
牧
師
の
職
を
辞
す。

後
任
は
選
挙
の
結
果、

市
原
盛
宏
が
就
任、

新

島
は
執
事、

牧
師
代
理
兼
書
記
に
選
ば
れ
る
。

新
島
が
同
志
社
社
長
と
仮
牧
師
を
兼
任
す
る
こ
と
は
政
府
に
対
し
て
差

し
支
え
が
あ
り、

ま
た
今
後、

同
志
社
の
職
務
に
専
念
し
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
（
ゆ2

ふ
6
6
)

ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
手
紙
を
書
き、

姉
の
死
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
（
ゆ
6

筵
0
1
)

京
都
府
庁
よ
り
同
志
社
の
授
業
を
視
察
に
来
る
。

新
島
が
案
内
す
る
。
(
D
1
:
1
3
0
)
 

佐
藤
ま
き
没、

四
十
六
歳、

群
馬
県
下
磯
部
村
普
門
寺
に
葬
る
。
(

.l:
1
6
7
9
)

新
島
み
よ
を
東
山
黒
谷
金
戒
光
明
寺
内
に
葬
る
。

(

J

1
4
 :
 
8
9
)
 

一
、

毎
週
金
曜
日
午
後
六
時
よ
り

二
、

毎
日
曜
日
午
前
九
時
よ
り

府
庁
に
修
身
学
読
会
に
つ
い
て
の
届
け
出
を
す
る
。

も
に
手
を
携
え
天
国
に
赴
か
ん
と
言
う。
（
怜
5

羞
5
)

、

同
午
後
三
時
よ
り、

有
志
相
集
ま
り
修
身

日
本
基
督
伝
道
会
社
の
集
会
が
浪
華
教
会、

浪
華
病
院
で
催
さ
れ
る
。

夜
は
親
睦
会。
公
怜5
"
85,

:ijt6
＂
201,
 G
2
"
28V
 

こ
の
日、

午
前
十
時
よ
り
浪
華
教
会
で
、

新
島
は
委
員
と
し
て
年
度
報
告
を
す
る
。

午
後
一

時
三
十
分
よ
り
浪
華
病
院

で
、

新
島
が
議
長
と
な
り、

規
則
を
検
討
す
る
。

(

I

8

|
1
2
 
f)
 

ゴ
ー
ド
ソ
の
家
屋
建
築
の
た
め、

第
十
組
学
校
ま
で
願
書
を
出
す。
（
怜
1

羞
1
2
)

群
馬
県
後
閑
村
に
住
む
第
二
姉
・

ま
き
が
11
病
気
の
た
め
存
命
望
み
な
し
“

と
の
知
ら
せ
が
届
ぎ、

み
よ
は
、

姉
妹
と

学
会
読
な
ら
び
に
講
釈
を
す
る
と
い
う
も
の
。

届
け
は
「
府
庁
へ

留
置
二

相
成
候」
（
怜
1
:
 1
5,
 

�
2
 :
 
5
6
5
)
 

同
志
社
の
生
徒、

初
め
て
比
叡
山
麓
で
兎
狩
り
を
催
す。
（
怜
1

忍
3
4,

3
1
3
)
 

新
島
み
よ
没、

四
十
一

歳
七
カ
月。
（
廿
1
6
7
9
)
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十
一

月
十
三
日

十
一

月
八
日

十
一

月
七
日

十
一

月
六
日

十
一

月
五
日

一
、

神
学
校
を
同
志
社
か

ら

分
離
し

な
い

（
ゆ
6
:
2
0
4
)
 

Otis
 le
g
ac
y

に
つ
い
て
は
（
ゆ
6
:
2
0
7
)
 

�
1
庶゚

2
5
1.
 
E
8
:
 
2
4
)
 

二
、

現
在
の

正
規
の

神
学
科
に

併
設
し
て
、

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
書、

速
成
神
学
科

S
peci
al

オ
テ
ィ
ス
・
レ
ゲ
ツ
ー
基
金
の
う
ち、

外
国
教
育
の
た
め
設
定
し

た
分
よ
り
八
千
ド
ル
を、

毎
年
同
志
社
に
寄
付
す
る
こ

と
を
通
知
し
て

く
る
。
（
ゆ
1

話
3
4,

3
1
3`

怜
6

筵
0
6,

1tl
O
:
 

梅
花
女
学
校
の
新
築
校
舎
開
業
式
に
臨
み
、

女
子
教
育
に
つ
い
て
演
説
す
る
。
(
G
1
 :
 2
5,
 

4
0
7,
 
I

 

8

ー

1
2
g
)
 

新
島
は
大
阪
で
レ
ー
ヴ
ィ
ッ

ト
宣
教
師
と
会
い
、

L
oc
al
s
peci
al

 
tr
ai
ni
n
g
 sc
h
o
ol

に
つ
い
て
話
し
合
う。

ィ
ッ

ト
の
案
は
同
志
社
か
ら
神
学
校
を
切
り
離
し
て
、

大
阪
か
ど
こ
か
別
の
場
所
に
移
し
、

そ
の
土
地
の
教
会
が
維
持

し
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。

そ
う
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
し
、

同
志
社
を
ウ
イ
リ

ア
ム
ス
大
学
や
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
コ
ー
ス
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
、

と
い
う
も
の
だ
っ

た
。

日
本
基
督
伝
道
会
社
の
委
員
ら、

神
戸
で
ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ッ

シ
ョ
ソ
の
宣
教
師
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
、

ー
ド
ン
と
会
い
、

外
国
か
ら
の
援
助
資
金
の
使
用
に
関
し
て
協
議
す
る
。
（
ゆ
6

話
0
3
)

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
総
主
事
に
手
紙
を
書
き、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

t
he
ol
o
gi
c
al

 cl
ass

を
日「
争心
に
卒R
曰～
さ
せ
る

ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
の
影
響
下
に
お
く
た
め
、

普
通
科

"
2
0
5
)
 

レ
ー
ヴ

ア
ッ
キ
ン
ソ
ソ
、

ゴ

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
と
会
談
し
た
こ
と
に
ふ
れ、

Aca
d
e
mi
cal
 c
o
u
rse
 

――-、

宣
教
師
は
、

神
学
科
に
生
徒
の
関
心
を
持
た
せ
、

か
つ

彼
ら
を

の
教
育
よ
り
手
を
引
か
な
い
こ
と
。

（
瓜
W

6
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1879年

十
二
月
八
日

十
一
月
二
十
九
日

十
一
月
三
十
日

十
二
月
三
日

十
二
月
七
日

十
二
月
六
日

松
井
田
に
伝
道
す
る 。
(
F
5 :
882)
 

と
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
は
横
浜
に
向
か
う 。
(
F
5:
882)
 

握
手
を
す
る 。
（
ゆ2

心7 ,
F
 5 :
 882 ,
 
I

 8
ー12

h
)
 

新
島
は 、

海
老
名
弾
正
の
按
手
礼
式
に
出
席
の
た
め
安
中
に
到
着
す
る 。
(
F
5
:
882)
 

午
前
九
時
よ
り
海
老
名
の
按
手
礼
が
安
中
教
会
で
行
わ
れ
る 。

新
島
「
死
二
赴
ク
ハ
安
シ

、

松
山
「
兄
姉
へ
の
勧」

デ
フ
ォ
レ
ス
ト

こ
の
日 、

「
牧
師
へ
の
勧
め」

A
.

H
・
ア
ダ
ム
ズ
宣
教
師
が
日
本
へ
帰
任
の
途
中 、

船
中
で
病
死
し
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け 、

午
後
七
時
よ
り
海
老
名
の
牧
師
試
験
を
行
う 。
(
F
5

:

882)
 

大
き
く

成
長
す
る
だ
ろ
う 、

と
述
べ
る 。
(
E
18
 :
 294)
 

を
す
る 。

カ
ラ
ツ
種
は
小
さ
い
が
大
き
な
力
を
秘
め
て
い
る
こ
と 、

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

家

Wi
llia
m
C .
 
W
hit
ne
y
 

キ
リ
ス
ト
の
教
え
も
世
界
中 、

の
説
教
を
し 、

ア
ッ

キ
ン
ソ
ソ
が
按
手
礼 、

の
夕
拝
に
出
席
す
る 。

礼
拝
の
の
ち 、

勝
海
舟
を
訪
問
す
る 。
(

J

31
|20:

 280)
 

十
一
月
二
十
八
日

京
都
府
学
務
課 、

同
志
社
を
視
察
す
る 。
(
D1
:
134)
 

益
該
科
ニ
モ
尽
カ
ス
ヘ
キ
事

（
怜1
:

 234 ,
 313)
 

十
一
口
月＇
十
八
日

日
本
中
に
広
が
り 、

心
ノ
戦
二
勝
ツ
ハ
難
シ
」中ヽ

グ
リ
ー
ン
カ

グ
リ
ー

ン

カ
ラ
ツ
種
の
寓
話
に
つ
い
て
話

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
が
大
阪
に
神
学
校
の
設
立
を
企
て
た
た
め 、

同
士
心

社
の
教
員
七
名
（
外
国
人
教
師
を
含
む）

が
会
議
を

開
き 、

次
の
こ
と
を
決
め
る 。

一
、

同
志
社
二
於
テ
普
通
科
ノ
外
必
ラ
ス
神
学
ヲ
モ
教
授
ス
ヘ
キ
事

ヲ
設
来
年
三
月
ョ
リ
授
業
ヲ
初
ム
ル
事

一
、

当
時
行
ル
、

神
学
ノ
外
別
二
速
成
神
学
科

一
、

外
国
教
員
モ
縦
令
神
学
ヲ
教
ユ
ル
モ
決
ッ
テ
普
通
科
ョ
リ

手
ヲ
引
カ
ス
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十
二
月
九
日

十
二
月
十
一

日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
二
十
七
日

十
二
月
二
十
九
日

十
二
月
三
十
一

日

神
田
乃
武
が
帰
国
す
る
。
(
E
31
:
 23)
 

を
出
す。
（
怜1
:
 31
3,
 
�
6
 :
 20
7)
 

2
06,
 
�
10
:
 251,
 C
4
 : 87)
 

*
（
J
 3
2
 :
 5
1)

で
は
十
二
月
十
二
日
と
記
し
て
い
る。

中
宿
お
よ
び
前
橋
に
行
ぎ、

生
産
会
社
に
お
い
て
説
教
を
す
る
。

聴
衆
二
百
余
人。

道
を
求
め
る
も
の
多
く、

数
回
説

教
を
す
る
。

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

療
養
の
た
め
中
国
に
旅
行
す
る
。

翌
十
三
年
一

月
五
日
帰
京
す
る
。
（
ゆ1

羞1
3)

東
京
の
新
肴
町
基
督
教
会
設
立
式
と
小
崎
弘
道
の
按
手
礼
式
が
東
京
京
橋
新
肴
町
の
簿
記
夜
学
校
の
一

室
に
お
い
て
、

午
前
九
時
半
よ
り
催
さ
れ、

新
島
が
司
式
す
る
。
(
F
1
4

ふ。,
I

 8
|1
2
 h)
 

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
よ
り
八
千
ド
ル
の
寄
付
を
得
た
こ
と
に
つ

ぎ、

こ
の
日、

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
宛
に
、

十
一

月
五
日
付
の
通
知
を
受
け
取
っ

た
こ
と、

ボ
ー
ド
よ
り
の
寄
付
に
対
し
感
謝
の
手
紙

こ
の
年、

『
天
道
潮
源
』

の
著
者
w
.

A
・
マ

ー
チ
ソ
が
京
都
を
訪
れ、

同
志
社
に
も
立
ち
寄
る
。
(
r
274
9)

一

泊
し
て
、

翌
日
出
発
す
る
。
(
F
5
:
 882)
 

ハ

ー
デ
ィ
に
礼
状
を
出
す。

（
や
6
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1879-1880年

一
月

一
月
十
二
日

一
月
十
九
日

一
月
二
十
一
日

一
月
二
十
三
日

一
月
二
十
九
日

一
月
三
十
一
日

一
月
八
日

一
月
五
日

一
月
四
日

京
都
の
三
公
会
の
信
者
ら
こ
と
ご
と
く
第
一

公
会
に
集
ま
り、

聖
餐
式
を
行
う。

新
島
は
D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
と
共

新
肴
町
教
会
の
小
崎
弘
道
に、

月
給
を
九
円
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
手
紙
を
送
る。
（
怜
3
:
 1
6
8
)
 

オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ソ
の
E
.
E
・
バ
ー
ニ
ー
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

て
の
印
刷
物
^̂
T
w
o
v
arieties
 of
 Cat
al
pa,
 
Directi
o
n
 for
 pl
a
nti
n
g"
 

を
同
封
し
て
く
る。
(

r
2
3
9
4
)

H
.

F
.
。ハ
ー
メ
リ
ー
の
雇
入
願
を
出
す。

二
月
一

日
よ
り
五
年
間、

月
給
五
十
円。
（
怜
1
:
 3
1
3,
 

J:.
2
0
1
)
 

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
害」

三
章
十
二
節
に
つ
い
て
説
教
稿
「
キ
リ
ス
ト
の
仕
事」

を
書
く。

第
一

公
会
で
の
説
教
の

同
志
社
の
男
女
両
学
校、

大
阪
・

神
戸
の
女
学
校
の
た
め
に
祈
禰
会
を
開
く。

午
後
一

時
よ
り
同
志
社
に
各
級
が
集
ま

り、

二
時
半
よ
り
女
学
校
の
教
室
で
大
集
会
を
開
く。

新
島
が
司
会
を
務
め、

聖
書
を
読
み、

祈
藷
を
し、

諸
氏
の
演

花
岡
山
の
奉
教
五
周
年
記
念
会
を
開
く。
(
D
11
:
1
1
2̀

J
6

ふ
5
8
)

邦
語
速
成
神
学
科
を
来
る
四
月
五
日
よ
り
開
設
す
る
に
つ
き、

各
公
会
の
牧
師
宛
に
そ
の
細
目
を
通
知
す
る
と
共
に、

説
を
行
う。

来
会
者
約
百
三、

四
十
名。
（
怜
1
"
3
1
3
)

丹
波
行
き
に
九
十
五
銭
支
出
す
る
。
(

J::
9
3
7
)

亀
岡
在
住
の
一

盲
人
に
洗
礼
を
授
け
る。
(
I
8

|
1
3
a
)
 

準
備
か
。

(

1::

10
1
6
)

に
晩
餐
の
司
式
を
す
る
。
（
怜2
:
 56
7
)
 

朋
治
十
三
年
(
-

八
八
0
)

三
十
八
歳

Cat
al
pa
〔
ア
メ
リ
カ
キ
サ
サ
ゲ
〕

に
つ
い
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二
月
十
七・
八
13

二
月
七
日

二
月
九
日

二
月
十
日

二
月
十
三
日

二
月
十
四
日

二
月
十
五
日

二
月
十
七
日

二
月
六
日

1
6
9
)
 

岡
山
に
行
き、

伝
道
を
扶
け
る
。
（
ゆ
3
:
 1
7
3
)
 

立
ち
退
く
こ
と
と
な
る
。

(
F
2
1
:
2
2
)
 

J

の
月、

京
都
府
学
務
課
の
視
察
を
受
け
る
。
(
D
1
 :
 1
3
6
)
 

っ

た
。
（
や
1
:
 1
6
)
 

進
学
希
望
者
の
勧
誘
を
依
頼
す
る
。

な
お
こ
の
神
学
科
は
毎
年
四、

五、

六
月
の
三
ヵ
月
間、

開
講
さ
れ
る
も
の
で
あ

夜、

第
二
公
会
で
物
事
に
倦
む
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

徳
富
猪
一

郎
も
出
席
す
る
。

(

J

1
4
 :
 9
6
)
 

銀
座
教
会
（
田
村
直
臣
牧
師
）

が
小
崎
の
牧
す
る
新
肴
町
教
会
の
二
階
に
移
転
し
て
く
る
。

こ
の
た
め
小
崎
ほ
同
所
を

「
右
之
挙
動
ハ

ク
ツ
リ
チ
ア
ソ
の
為
ス
ヘ

キ
事
力
否
ハ

目
ア
ル
者
ハ

見
ル
ヘ

キ
、

心
ア
ル
者
考
ベ
ツ
」
（
怜
3
:
 1
7
4
)
 

同
志
社
女
学
校
の
地
所
売
渡
証
を
堀
本
利
殿
よ
り
受
け
取
る
。
（
怜
1
:
 3
1
4
)
 

宮
川
経
輝
ら
円
山
世
阿
弥
で
宗
教
演
説
会
を
開
く。
（
新
島、

岡
山
に
行
き
不
在
）
（
J

71
 :
 43
)
 

中
川
横
太
郎、

J
.

C
・
ベ

リ
ー
ら
と
岡
山
県
河
辺
に
行
き、

十
二
日

ま
で

毎
夜、

朝、

河
辺
を
出
発、

倉
敷
に
行
き
二
、

三
の
人
物
と
会
う。
（
曲
3
:
 1
6
9,
 
F
 17
 :
 
7
)
 

「
基
督
弟
子
ノ
足
ヲ
ア
ロ
フ
」

と
題
し
て
説
教
稿
を
書
く。
(

J::
11
9
7
)

連
続
説
教
会
を

開
く。

安
息
日、

岡
山
に
お
い
て
説
教
す
る
。
（
曲
3
:
 1
6
9,
 
F
 17
 :
 
7
)

き

出
た

0
・

ケ
ー
リ
夫
妻、

木
全
夫
人
ら
と
備
中
松
山
（
高
梁
）

に
行
き、

夜、

高
梁
小
学
校
内
裁
縫
場
（
女
紅
場
）

に
お
い

て
、

中
川
横
太
郎
と
共
に
説
教
を
す
る
。

聴
衆
三
百
人
余。
（
怜
3
:
 1
6
9,
 
F
 17
 :
 
7
)

宜
局
梁
に
て
「
文
朋
J
基」

と
題
し
て
演
説
す
る
。
（
怜
1
"
3
4
5
)

（
怜3
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1880年

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
二
日

二
月
十
八
8

早
朝 、

運
動
の
た
め
備
中
松
山
城
に
登
る
。

そ
の
帰
途 、

渡
米
前
の
友
人
で
天
誅
組
に
加
わ
り
刑
死
し
た
原
田
亀
太
郎

の
家
を
訪
ね 、

父
親
の
市
十
郎
に
会
う 。

午
前
中
は
多
く
の
来
訪
者
と
面
会 、

午
後
は
か
つ
て
快
風
丸
に
同
船
し
た
旧

友
・

加
納
格
太
郎
を
訪
問
し 、

夕
方
ま
で
緩
々
と
話
を
し 、

夕
飯
を
ご
馳
走
に
な
っ
て
帰
る
。

夜
は
八
時
よ
り
前
日
と

同
じ
く
高
梁
小
学
校
に
お
い
て
ケ
ー
リ
と
共
に
説
教
を
す
る
。

聴
衆
四
百
人 。
（
怜3
:

 170 ,
 F
 17
:

 7)
 

「
矢
張
多
く
の
人
々
参
り
中
々
少
し
の
暇
も
な
く

候」
。

原
田
の
父
親
よ
り

昼
食
に
招
か
れ 、

亀
太
郎
が

獄
中
で

父
親

に
遣
し
た
文
章
を
写
す 。

そ
れ
よ
り
ベ
リ
ー

の
施
薬
所
に
行
き
百
人
余
の
病
人
に
説
教 、

更
に
二
百
人
余
の
婦
人
集
会

に
出
席
し
て
一

時
間
ほ
ど
演
説
す
る
。

そ
の
後 、

加
納
の
家
を
訪
れ 、

風
呂
に
入
り 、

夕
方 、

．
せ
ん
ざ
い
を
ご
馳
走
に

な
る
。

こ
れ
は
か
つ
て
快
風
丸
で
函
館
に
向
か
う
際
「
私
は
酒
は
イ
ヤ 、

し
る
こ
を
呉
れ
と
申
候
ハ
、

別
杯
之
代
り
ニ

し
る
こ
を
御
馳
走
二

相
成
候
事
あ
り
し
を
加
納
様
ハ

御
忘
レ
な
く 、

別
る
4
時
も
し
る
こ
な
れ
ば 、

こ
二

な
す
べ
し
と
而 、

其
タ
ハ

せ
ん
さ
い
の
御
馳
走
被
下
候
次
第」

。

夜
一

時
間
余
り
説
教
を
す
る 。

ひ
か
り

も
の

ケ
ー
リ
、

中
川
が
岡
山
に
帰
り 、

新
島
一

人
高
梁
に
残
る
。

松
山
の
近
辺
に
流
星
が
落
ち
た
と
の
風
説
が
あ
っ

た
の
で

、

一

里
余
も
さ
が
し
て
歩
く 。

午
後 、

真
宗
の
信
者
で
あ
る
宿
の
主
人
よ
り
「
仏
二

極
楽
あ

り 、

耶
蘇
ニ
ハ

魂
之
行
ク
所
あ
る
や」

と
聞
か
れ 、

夕
方
ま
で
論
争
す
る
。

夜 、

改
良
社
の
親
睦
会
に
出
席 、

柴
原
宗

助 、

二

宮
邦
次
郎
ら
と
共
に
新
島
も
一

時
間
余
演
説
し 、

夜
十
時
半
に
散
会
す
る
。

（
怜3
"
1
71)

岡
山
で
説
教
を
す
る
。

夜 、

土
地
の
If

銀
行
之
頭
之
家
“

に
行
き 、

十
時
す
ぎ
ま
で
話
し
込
む 。
（
怜3
:

 171)
 

w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信 、

京
都
農
牧
学
校
の
教
師
と
し
て

、

午
前
中 、

案
内
人
を
雇
い

、

に
帰
る
。

（
曲3
:

 171)
 

又
逢
ふ
時
も
し
る

マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
農
科
大
学
を
こ

の
六
月
に
卒
業
す
る

Mr.

W.
 M .
 
G .
 
Le
e

を
推
薦 、

京
都
府
へ
の
斡
旋
を
依
頼
し
て
く
る
。

(

T
2
3
9
6,

G
 6 :
 1
6
)
 

ベ
リ
ー
、

岡
山
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二
月

二
月
二
十
三
日

二
月
二
十
四
日

二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
一

13

岡
山
よ
り
ハ

ー
デ
ィ
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
6
:
2
0
8
)
 

ち
退
き
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。
（
ゆ
3
:
 1
7
3
)
 

小
崎
弘
道
に
発
信、

岡
山
で
金
森
・

伊
勢
と
も
相
談
し
た
が

岡
山
の
有
力
者一＿一、

〔
ハ
〕

如
何」
「
若
ツ
月
々
御
不
足
ア
ラ
ハ

公
債
の

利
子
は

母
と
弟
の
費
用
に
充
て
「
是

四
名
と
共
に
ベ

リ
ー
家
の
夕
食
に
招
か
れ
る
。

彼
ら
は
「
余
程
骨
折
候
得
共
何
分
ヤ
ケ
石
に
水
の

様
二

有
之
候、

彼
等
ハ

此
世
の
事
計
考
へ

魂
の
事
ハ

少
し
も
心
二

留
め
ず」
。

夜、

中
川
の
家
に
行
き、

ス
ト
教
の
話
を
す
る
。

備
中
笠
岡
の
信
者
・

柚
ノ
木
が
来
訪
し、

二
十
五
日
ま
で
滞
在
す
る
。
（
怜
3
:
 1
7
1
)
 

学
び
た
し
と
被
申
候」
。

午
前
中、

中
川
宅
で
開
か
れ
た
婦
人
集
会
に
出
席
す
る
。
（
曲
3
"
1

72
)

西
某
と
キ
リ

早
朝、

西
某
の
家
を
訪
れ、
「
道
之
為
話
し
を
致
し
候
処、

大
分
西
様
ニ
ハ

望
み

も

あ
り、

是
よ
り
充
分
二

耶
蘇
教
を

八
重
夫
人
に
発
信、

高
梁
を
訪
問
し、

現
在
は
岡
山
に
滞
在
中
で
あ
る
こ
と、

三
月
三
日
に
は
四
国
へ

渡
り
伊
予
松
山

ま
で
行
く
こ
と
等
を
記
し
、
「
成
丈
ヶ

休
な
く
働
ら

き、

少
し

も
早
く
帰
京
い
た
し
度
候、

乍
去
穫
り
入
レ

時
は
最
早

と
き

参
候
間、

実
二

農
夫
之
急
か
し
き
秋
に
御
座
候」

と
述
べ
る
。
（
曲3
:
 1
6
9
)
 

「
当
今
伝
道
に
汲
々
ト
シ
テ
寸
暇
ナ
キ
ト
キ
ニ

当
リ
糊
ロ

之
為
不
得
止
事
学
校
二

出
テ
教
授
ス
ル
ハ

余
リ
ノ
上
ナ
ル
者
二

非
ス
」
、

迄
之
通
少
し
な
り
ト
モ
伝
道
会
社
二

扶
助
金
ヲ
受
ケ
伝
道
ヲ
専
一
ニ

シ

テ

小
生
迄
之
ヲ
告
賜
へ

小
生
幾
分
力
会
社
二

関
セ
ス
主
基
督
之
為
二

尽
カ
ス
ヘ
シ
」

と
述
べ
る
。

ま
た
新
肴
町
教
会
の
立

ゴ
ー
ド
ソ
が
上
京
第
十
一

組
常
盤
井
殿
町
六
二
二
よ
り
上
京
第
十
組
御
所
八
幡
町
東
側
へ

移
転
し
た
こ
と
に
つ
き
転
居

届
を
出
す。
（
廿
2
2
0
)

京
都
府
学
務
課、

同
志
社
を
視
察
す
る
。
(
D
1
 
:
 
1
3
7
)
 

徳
富
猪
一

郎
に
手
紙
を
書
き、

今
挽、

市
原
藍
宏
と
会
う
よ
う
だ
が
「
其
は
何
之
所
二

而
御
対
談
二

相
成
候
哉
…
…
集
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年

四
月
八
日

8゚8ー

四
月
七
日

四
月
六
日

四
月
五
日

四
月
四
日

一
月

三
月
二
十
四
日

三
月
二
十
九
日

は
再
び
連
署
し
て
校
長
に

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

ナ
ド
ニ

而
右
之
御
談
は
あ
ま
り
よ
ろ
し
か

ら

ず
と

奉
存
候、

同
氏
あ
や
ま
り
候
以
上
ハ

君
も
男
ら
し
く
御
楊
弁
あ
り

度」

と
忠
告
す
る
。
（
怜3

ら
7
5
)

＊

こ
の
頃、

学
校
に
よ
っ
て
二
年
生
の
上
級
組
と
下
級
組
の
ク
ラ
ス

合
併
が
計
画
さ
れ、

上
級
組
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た。

そ

れ
に
関
連
あ
る
か
。

徳
富
は
上
級
組
の
側
に
立
っ
て
い
た。

「
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
害」

七
章
十
四
i
十
七
節
に
つ
い
て
説
教
稿
を
書
く。
(

h

11
9
8
)

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
伯
母
イ
ラ
イ
ザ・

タ
ル
カ
ッ
ト

京
都
府
会
が
開
か
れ、

山
本
覚
馬
が
議
長
と
な
る
。
(
D
6
 :
 
5
2,
 
D
 10
 :
 1
9
0
)
 

第
三
学
期
始
ま
る
。

新
た
に
開
講
し
た
邦
語
速
成
神
学
課
の
生
徒
が
十
九
人
入
校
す
る
。
（
怜
1

羞
1
4
)

パ

ー
メ
リ
ー
の
雇
入
願
（
一

月
十
二
日
提
出）

の
免
状
交
付
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
ぎ、

府
庁
に
催
促
願
を
提
出
す

同
志
社
の
地
券
が
下
げ
渡
さ
れ、

こ
の
日
受
け
取
る
。
（
怜
1
:
 3
1
4
)
 

二
年
生
上
級
の
沢
克
巳
ら
九
名、

学
校
の
方
針
に
よ
る
同
学
年
下
級
と
の
ク
ラ
ス
合
併
に
不
満
を
抱
き、
「
御
伺
書」

を
提
出、
「
何
分
の
御
沙
汰
有
之
迄
は
教
場
に
出
席
難
致
候•
…••」

と
申
し
入
れ
る
。
(

h
8
0
)

こ
の
朝、

上
級
組
の
生
徒
を
呼
び
出
し、

学
校
の
方
針
を
説
明、

授
業
に
出
席
す
る
よ
う
説
得
す
る
。

沢
克
巳
ら
九
名

「
嘆
願
害」

を
提
出
す
る
。
(

J::
8
1
)

る
。
（
廿
2
2
7,

D
 1 :
 1
0
9
)
 

京
都
第
二
公
会
に
お
い
て
「
信
ず
る
心
ノ
遅
き
愚
な
る
者
よ
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
曲
2
:
 3
)
 

京
都
府
学
務
課
の
視
察
を
受
け
る
。
(
D
1
 :
 1
3
8
)
 

寄
留
さ
せ
た
い
旨、

願
書
を
出
す。
(

D
1

ふ
9
)

Eli
z
a
 

Ta
lc
ott
 
を
同
家
の

子
供
の
世
話
を
さ
せ
る
た
め
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四
月
二
十
二
日

四
月
下
旬

四
月
十
一

日

四
月
十
二
日

四
月
十
三
日

四
月
十
五
日

四
月
十
七
日

四
月
十
九
日

四
月
十
六
日

四
月
九
日

後
五
時
す
ぎ
帰
校
す
る
。

(

J

1
4
 :
 105)
 

夕
方、

徳
富
猪
一

郎
を
自
宅
に
招
く。
（
怜
3
:
 177)
 

る
。

(

J

1
5
 :
 5)
 

ス
タ
ー
ク
ウ
ニ
ザ
ー
の
雇
継
願
（
五
月
一

日
よ
り
五
年
間
）

を
提
出
す
る
。
（
怜1
:
 31
5,
 
J::209,
 
J::22
1)

「
嘆
願
占」

に
対
し
「
御
歎
願
之
筋
難
聞
届
御
座
候」

と
回
答
す
る
。
(
J::81)

新
島
宅
で
市
原
盛
宏
が
聖
害
を
諧
じ、

山
崎
為
徳
が
演
説
を
行
う。
(

J

1
5
 :
 4
)
 

休
校
「
御
届」

が
新
島
公
義
名
で
提
出
さ
れ
る
。
（
廿
82)

(
r

r
)
 

「
教
員
乃
チ
ハ

校
長、

幹
事
（
山
崎
為
徳、

森
田
久
万
人、

市
原
盛
宏
）

外
国
宣
教
師
諸
君
方
ハ

色
々
評
議
ヲ
成
シ
、

遂
二

校
長
ヨ
リ
合
併
事
件
手
落
チ
事
ヲ
、

二
年
生
徒
一

同
へ

告
ゲ
」

る
。

(

J

1
4
 :
 104)
 

夕
食
後、

二
年
初
級
の
生
徒
を
自
宅
に
招
く。

ま
た
徳
富
猪
一

郎
を
別
に
招
く。
（
怜
3
:
 1
76)
 

第
二

寮
階
下
講
堂
で
の
朝
礼
の
席
上、

い
わ
ゆ
る
自
杖
事
件
が
起
こ
る
。
(
D
11
:

11
2,
 J
 1
4
:
 104,
 
·

J
 1
5
:
4)
 

人
力
車、

馬
を
乗
り
継
い
で
吉
野
山
を
訪
れ
る
。

帰
路
は
阿
田、

金
剛
山、

富
田
林、

脊
田
を
経
て
大
阪
に
向
か
う。

(
J::93
9)
 

午
後
七
時
よ
り
新
島
宅
で
祈
藷
会
を
催
し
、

キ
リ
ス
ト
教
拡
張
の
た
め
同
志
社
生
徒
が
一

致
す
べ
し
云
々
の
説
話
を
す

二
年
の
元
上
級
生
徒
ら、

如
意
山
の
頂
上
に
登
り、

徳
富
ら
と
共
に
ク
ラ
ス
合
併
問
題
に
つ
い
て
の
総
括
を
す
る
。

午

新
約
型
害
翻
訳
完
成
祝
賀
会
が
東
京
新
栄
教
会
に
お
い
て
開
か
れ
る
。

(

J

4
0
:
 62
)

ス
ク
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
の
旅
行
免
状
交
付
さ
れ
る
。
(

h
2
2
9
)

新
島
上
京、

バ
ー
メ
リ
ー
雇
い
入
れ
に
つ

き
井
上
外
務
靡
に
面
会、

女
学
校
の
こ
と、

そ
の
管
理
運
営
に
関
し
井
上
と
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1880年

五
月
十
九
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
八
・
九
日

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
三
年
会
が
梅
花
女
学
校
で
開
か
れ、

沢
山
保
羅、

五
月
八
日

五
月
五
日

五
月
二
日

四
月
四
月
三
十
日

か
れ
る
。

議
長
は
R
.

H
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
。
(
E
1
)
 

「
せ
め
て
昼
飯
で
も
馳
走
し
て
や
れ
と
い
っ
て
」

公
義
に
渡
し
た
金
で
済
ま
せ
る
。
（
曲
2

ふ
6
8,

J
 1
4
 :
 1
1
8,
 
J
 
7
6
 :
 8
2
)
 

こ
の
日
よ
り
三
十
一

日
ま
で
、

ジ
ャ
パ
ソ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ

第
八
年
会
が
大
阪
川
口
の
外
国
人
居
留
地
二
十
四
番
館
で
開

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
ら
が
教
会
自
給
論
を
唱
え
る
。

外
国
よ
り
補
助
金
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
き
協
議
し
た
が
、

純
然
た
る
独
立
は
時
期
尚
早
と
の

結
論
に

達
し

た
。

時
に
新
島
宅
を
出
て
、

新
島
公
義
ら
と
共
に
三
条
大
橋
西
北
隅
の

「
魚
万」

で
食
事
を

す
る
。

支
払
い

は
、

新
島
が

た
写
真
を
渡
す。
(

J

7
6
 :
 1
2
1
)
 

徳
富
猪
一

郎
が
退
学
を
申
し
出
る
。

新
島
は
徳
富
に
「
大
人
と
な
ら
ん
と
欲
せ
ば
自
大
人
と
思
ふ
勿
れ」

と
裏
書
き
し

*
(
D
 1 :
 
7
6
0
)

で
は
五
月
二
十
日。

A
.

J
・

ス
ク
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
の
外
国
人
居
留
地
外
僑
寓
証
票
が
京
都
府
よ
り
下
付
さ
れ
る
。
(

J:
2
3
0
)

同
志
社
を
退
学
し
た
徳
富
猪
一

郎、

湯
浅
吉
郎、

河
辺
鍋
太
郎
の
三
人
が
東
上
挨
拶
の
た
め
新
島
宅
を
訪
れ
る
。

十
一

東
京
基
督
教
徒
青
年
会、

発
会
式。
(

F
2
1
:
 5
41)
 

懇
訣
す
る
と
共
に
、

2
0
9
)
 

キ
リ
ス
ト
教
抑
圧
の
不
可
な
こ
と
を
進
言
す
る
。

こ
れ
を
境
に
謳
態
は
好
転
し
て
ゆ
く。

京
都
府
学
務
課
が
同
志
社
を
視
察
す
る
。

(
D
1
 :
 1
3
9
)
 

京
都
の
三
公
会
の
信
徒
ら
第一
二
公
会
に
渠
ま
り、

聖
晩
餐
を
守
る
。
（
怜2

ぶ
6
8
)

こ
の
日
西
京
へ

帰
る
の
で
漸
時
面
会
し
た
い
旨
を
上
野
景
範
外
務
大
輔
に
申
入
れ
る
。
(

H
1
7

_
a
)

雨、

勝
海
舟
を
訪
問、

経
済
に
つ

き
話
を
す
る
。

(

J

3
1

|
2
0

羞
0
5
)

（
怜
6
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六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十
三
日

六
月
十
二
日

ハ
月
六
日

六
月
四
日

六
月
三
日

六
月
l

日

五
月
五
月
三
十
日

第
二
回
卒
業
式
を
挙
行
す
る
。
（
怜3
:
 1
8
0
)
 

学
期
末
試
験
始
ま
る
。
（
怜
3
:
 
1
8
0
)
 

何
卒
愛
兄
之
御
券
顧
を
不
絶
労
し
度
候」

と
述
べ
る
。
（
ゆ
3
:
 1
7
8
)
 

の
生
徒
ら
が
東
京
に
行
っ

た
の
で

様
注
意
ス
ベ
シ
」
「
其
分
は
一

通
り
片
付
候
得
共、

ら
6
)

、
ス
京
都
で
本
多
庸
一

と
会
う。
(
J
2
 :
 1
5
8
)
 

同
志
社、

京
都
府
学
務
課
の
視
察
を
受
け
る
。
(
D
1
 :
 1
4
0
)
 

新
島
宅
に
集
会
が
あ
り、

東
奥
義
塾
迷
長
の
本
多
庸
一

が
説
教
を
す
る
。
(
J
1
5
 :
 
6
)
 

p
.

F
・
マ
ッ
キ
ー
ソ
永
眠。

四
十
九
歳。
〔
明
治
元
年
八
月
十
六
日
の
項
参
照
〕
（
D
3
5
)

神
戸
教
会
で
松
山
高
吉
の
按
手
礼
式
お
よ
び
就
任
式
が
行
わ
れ、

新
島
は
新
牧
師
へ
の
勧
め
を
す
る
。

京
都
第
二
公
会
に
お
い
て
「
安
息
日
之
説」

に
つ
い
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2

ふ）

か
ね
て
同
志
社
の
ク
ラ
ス
合
併
問
題
の
成
り
行
含
を
心
配
し
て
い

た
小
崎
弘
道
に
手
紙
を
送
る
。

「
幹
事
ノ
ミ
之
罪
ニ

あ
ら
す、

皆
我
輩
一

統
之
手
抜
と
申
し
て
可
な
る
へ
し
、

向
後
は
小
生
幹
事
益
親
密
二

談
合
シ
、

私
共
二

手
抜
ノ
ナ
キ

別
二

又
不
都
合
を

生
じ
…
…
両
三
名
も
退
校
す
る
事
に
相
成」

そ

「
決
し
而
此
道
を
離
れ
さ
る
様
…
…
何
分
テ
ソ
。
フ
テ
ー
シ
ョ
ソ
多
ぎ
東
京
な
れ
ば、

同
志
社、

休
暇
に
入
る
。
（
廿
4
9
8
)

東
京
へ

帰
る
津
田
元
親
を
送
っ

て
神
戸
に
行
き、

一

泊
す
る
。

退
校
し
た
徳
富
猪
一

郎、

河
辺
鍋
太
郎
に
神
戸
よ
り
発

信、
「
小
生
二

於
而
は
些
少
も
君
等
と
隔
絶
す
る
心
は

無
之
：．，
：」

両
兄
が
「
充
分
二

鋭
を
養
ひ
広
く
史
乗
二
l

旦
り
裸

(
F
Z
:
6,

G
Z
:
33)
 

(

F
l
:
 
6
。•

J
4
0
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1880年

八
月
一
日

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

七
月
十
七
日

七
月
二
十
一
日

七
月
十
六
日

七
月
一
日

六
月
六
月
三
十
日

徳
富
猪
一

郎、

こ
の
日、

三
条
の
萬
屋
に
一

泊、

新
島
公
義、

湯
浅
吉
郎
ら
と
会
う。
(

J

14
 : 122)
 

」
（
ゆ3
:
 182)
 

大
親
睦
会
に
出
席
し
た
湯
浅
治
郎
に
徳
富
猪
一

郎
宛
の
書
簡
を
託
す。

を
開
ぎ、

夜
は
同
所
で
説
教
を
行
う。
(
F
1
3
 :
 8,
 I
 8
|13
 b)
 

(
F
 13
 :
 8,
 I
 8
|1
3
 b)
 

京
都
府
学
務
課
の
視
察
を
受
け
る
。

(

D
l
:

1
41)
 

く
学
術
を
窮
メ
…
…一
一
拾
四
五
歳
二

至
り
候
迄
は
祗
磨
を
事
と
し、
一

朝
世
二

出
る
事
を
為
す
時
は
決
而
世
と
共
に
浮

沈
せ
ず
百
川
を
挽
回
す
る
の
鉄
気
を
以
テ
我
腐
敗
社
会
を
改
良
し
賜
ハ
ん
事、

小
生
之
切
二

君
等
二

望
む
所」

と
述
べ

る
。
（
怜3
"
1
80)

自
杖
事
件
関
連
の
二
年
生
九
名、

新
島
が
腕
を
た
た
い
て
砕
け
散
っ
た
杖
の
破
片
と
「
吉
野
山
花
咲
く
頃
の
朝
な
／
＼

心
に
か
4
る
峰
の
白
雲」

の
古
歌
を
大
書
し
て
記
念
撮
影
を
す
る
。
(
J::83)

女
学
校
規
則
を
広
告
と
し
て
発
表
す
る
。

(

D
1
:

9
9
)

 

近
畿
噌

中
部
•

関
東
地
方、

豪
雨
・

洪
水
に
よ
り
水
害
を
受
け
る
。
(
H
1
4
:
1
73)

第
二
回
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
が
大
阪
の
梅
花
女
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ、

新
島
も
出
席
す
る
。

十
七
日
ま
で
。

大
親
睦
会
二
日
目、

午
前
中、

内
久
宝
寺
森
学
校
で
集
会
（
新
島
議
長
）

が
開
か
れ
る
。

午
後
は
梅
花
女
学
校
で
議
事

大
親
睦
会
四
日
目、

梅
花
女
学
校
に
お
い
て
集
会、

新
島
の
祈
藉、

奥
野
昌
網
の
祝
躊
を
も
っ
て
終
わ
る
。
(
F
1
3
 :
 9
)

 

大
親
睦
会
最
終
日、

梅
花
女
学
校
に
お
い
て
集
会、

新
島、

西
京
諸
教
会
の
状
況
を
報
告
す
る
。

(

I

8
ー13
C
)
 

神
戸
よ
り
岡
山
へ
行
き、

数
日
滞
在
す
る
。
（
怜3
り

1
82)

「
…
…
鋏
を
養
ひ
他
年
飛
揚
之
御
用
意
有
之
度
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九
月
二
日

九
月
十
二
日

九
月
十
四
日

九
月
十
九
日

八
月
三
十
日

八
月
二
十
六
日

八
月
十
三
日

八
月
十
二
日

八
月
十
日

「
兄
ハ

第
二
公
会
よ

り
御
退
会
被
成
度
旨、

何
分
小
生
二

於
而
は
了
解
仕
兼
候
間、

帰
路
道
を
西
京
に
柾
け
小
生
を
御
尋
被
下
度
奉
願
候」

と
述
べ
る
。
（
怜
3
:
 1
8
4
)
 

京
都
よ
り
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
発
信、

日
本
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
仕
事
は
子
供
の
遊
び
で
は
な
い
の
で
、

苦

労
が
多
く
て
も、

問
題
を
い
ま
少
し
気
楽
に
考
え
て
、

で
き
る
だ
け
休
暇
を
と
っ
て
ほ
し
い
、

と
に
か
く
こ
の
世
を
一

日
で
改
宗
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
か
ら
…
…
。
（
怜
6
:
 2
10)
 

プ
ー
ル

夫
人
に
手
紙
を
書
き、

基
督
教
徒
大
親
睦
会
の
こ
と、

二
週
間
前
に
京
都
郊
外
に
寺
を
借
り
て
避
暑
し
た
こ
と

を
告
げ、

将
来
有
望
な
十
七
歳
の
少
年
へ
の
援
助
を
頼
む。
(

7'"
2
2
4
1
)

サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
に
い
る
赤
峰
瀬
一

郎
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
ウ
イ
リ
ス
ト
ン
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
入
学
に
つ
い
て
の
添
書
を

求
め
ら
れ、

翌
三
十
一

日
に
同
校
校
長
宛
に
一

害
を
認
め
る
。
（
船
1
:
 3
1
5
)
 

今
治
の
川
本
政
之
助
に
、

同
志
社
入
学
を
志
願
す
る
増
田
雅
太
郎
の
学
力
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
。
（
怜
3
:
 1
8
4
)
 

ヨ
リ
終
リ
ガ
大
切」

と
題
し
て
説
教
を
行
う
。
（
怜
2
:
 1
5,
 

J
 1
5
 :
 
7
)

上
京
第
二
十
二
組
松
蔭
町
〔
新
島
家
〕

宅
地
九
百
三
坪
八
合
四
勺
を
浜
岡
光
哲
よ
り
二
百
七
十
五
円
で
買
い
取
る
。

(

J::
1
7
0
9
)
 

京
都
第
一

公
会
に
お
い
て
聖
晩
餐
を
守
る
に
際
し
「
人
自
ラ
顧
ミ
テ
後
其
ノ
。ハ
ソ
ヲ
食
シ
、

其
ノ
杯
ヲ
飲
ム
ベ
シ
…
…」

の
説
教
を
行
う。
（
怜
2

"

1

0
)

大
阪
へ
行
く。

合
4
9
8
)

＊

こ
の
松
蔭
町
の
地
番
は
一
四
〇
ー
四、
一
四
0
ー
五
で
あ
る。

明
治
十
四
年
四
月
さ
ら
に
若
干
買
い
足
す。

京
都
第
二
公
会
に
お
い
て
「
初
メ
ハ

大
切、

北
海
道
元
浦
河
に
赤
心
社
創
立
さ
れ
る
。

(

J

1
9
 :
 
9
5
)
 

来
阪
中
の
徳
富
猪
一

郎
に
発
信、
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1880年

九
月
二
十
一

日

九
月
二
十
三
日

九
月
二
十
四
日

九
月
二
十
五
日

九
月
二
十
九
日

九
月
三
十
日

十
月
三
日

十
月
十
一
日

九
月

近
畿
・

東
海
•

関
東
に
風
水
害。
(
H
1
4
:
1
7
3
)

京
都
府
学
務
課
員、

同
志
社
を
視
察
す
る
。
(
D
1
 :
 1
4
3
)
 

徳
富
猪
一

郎
に
発
信
「
兄
之
曽
西
京
を
発
す
る
や、

僕
二

約
し
而
日、

公
会
ヘ
ハ

必
ラ
ス
出
ス
ペ
ッ
ト
、

然
る
に
未
ク

（

マ

マ

）

数
月
を
も
経
過
せ
さ
る
に
東
京
之
公
教
ニ
モ
御
出
席
ナ
ク
、

加
之
当
会
よ
り
御
退
会
之
事
ト
ハ

余
リ
約
ッ
テ
速
二

約
ニ

、
、
、
、
、
、
、
、

違
ふ
に
似
た
り
…
…
如
斯
一

約
一

諾
を
易
々
然
と
し
て
変
す
る
は
大
丈
夫
之
大
二

恥
ツ
る
所
な
る
へ
し
…
…」

と
述
べ

大
阪
の
集
会
に
出
席、

こ
の
た
め
の
支
出
百
四
銭。
（
廿
4
9
8,

J:
9
4
0
)
 

岡
山
〔
金
森
通
倫
〕

よ
り
来
る
十
月
十
三
日
教
会
を
設
立
す
る
に
つ
き、

代
表
の
派
遣
を
求
め
て
く
る
。

京
都
第
二
公

会
は
新
島
を
派
造
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

徳
富
猪
一

郎
を
第
二
公
会
よ
り
除
名
す
る
。
（
怜
2
"
5
6
9
)

同
志
社
学
術
演
説
会
が
四
条
寺
町
下
ル
浄
教
寺
で
開
か
れ
る
。
「
京
都
府
下
槙
村
君
の
御
鼻
先
き
に

お
い
て
始
め
て
演

説
会
を
開
き
し
は
此
の
諸
君
の
力
な
り、

京
都
府
下
人
民
一

般
の
面
目
と
い
ふ
可
し」
(
D
24
:
 27)
 

『
七
一

雑
報
』

の
講
読
費
と
し
て
二
年
分
二
円
二
十
四
銭
を
支
払
う。
(

..1
9
4
0
)

小
崎
弘
道
が
J
.

H
・
シ
ー
リ
ー
著
『
途
也、

真
理
也、

生
命
也
』

の
翻
訳
を
発
行
す
る
と
い
う
の
で
序
文
の
草
稿
を

書
く。

こ
の
本
は
『
宗
教
要
論

全
』

と
題
し
て
明
治
十
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
（
曲
1

:

 

4
5
7,
 

J::
6
8
2
)

「
御
意
ノ
天
二

成
ル
如
ク
地
ニ
モ
成
ラ
シ
メ
ョ
」

ッ

キ

ソ

ソ

ソ
、

に
つ
い
て
説
教
を
行
う。
（
場
所
不
詳）
（
ゆ2

心3)

岡
山
教
会
設
立
式
に
出
席
の
た
め
、

夫
人
同
伴
で
京
都
を
出
発、

午
後
五
時、

神
戸
よ
り
汽
船
で
岡
山
に
向
か
う。

ア

ケ
ー
リ
夫
人、

松
山
高
吉、

今
村
謙
吉、

江
川、

二
階
堂
円
造、

降
屋
盛
基
の
諸
氏
が
同
船
す
る
。

同
志
社
女
学
校
の
新
地
券
が
下
付
さ
れ
る
。
（
や
1
:
 3
1
6
)
 

る
。
（
ゆ
3
"
1
8
6
)
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十
月
十
二

日

十
月
十＿―-
日

十
月
十
七
日

十
月
十
九
日

十
月
二

十
日

十
月
二

t
-

13

十
月
十
八
日

十
月
十
六
日

ダ
ッ
ド
レ
ー
に
会
う。
（
ゆ
5
:
9
3
)
 

『
六
合
雑
誌
』

創
刊
さ
れ
る
。
(
J

109
 :
 27,
 J
 
11
0
 :
3
)
 

午
前
一

時、

岡
山
に
到
着、

午
前
九
時
集
会
を
開
ぎ、

会
長
に
松
山、

書
記
に
伊
勢
を
選
ぶ
。

受
洗
希
望
者
二
十
七
名

の
試
問
が
行
わ
れ
る
。

夜、

金
森
通
倫
の
按
手
礼
試
験
が
行
わ
れ
る
。
（
怜
5

羞
I

)

岡
山
教
会
設
立
式
お
よ
び
金
森
牧
師
按
手
礼
式
が
行
わ
れ
る
。

新
島、

二
十
七
名
に
洗
礼
を
授
け、

新
牧
師
へ
の
勧
め

を
す
る
。

午
後
二
時
よ
り、

新
島
に
よ
り
ガ
ラ
テ
ア

書
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ、

金
森、

村
上
両
牧
師
の
司
式
に
よ

洛
東
雙
林
寺
文
阿
弥
席
に
お
い
て
同
志
社
学
術
講
演
会
が
開
か
れ
る
。

(
J
69
 :
 4
8
1
)
 

岡
山
陶
器
所
の
日
曜
学
校
の
開
校
式
に
ベ
リ
ー
、

ケ
ー
リ
ら
と
共
に
出
席
し、

演
説
を
す
る
。

高
崎
五
六
県
令、

津
田

夜
九
時、

後
楽
園
を
出
発
し、

四
国
行
き
の
便
船
を
待
っ
た
め
三
番
で
一

泊
す
る
。
（
怜
5

ぶ3)

午
前
二
時、

和
歌
浦
丸
に
乗
り
岡
山
を
出
帆、

朝
六
時
半
に
多
度
津
着、

さ
ら
に
竜
丸
に
乗
り
換
え
て
昼
す
ぎ
十
二
時

半、

今
治
に
到
着、

多
く
の
信
徒
に
迎
え
ら
れ
て
伊
勢
時
雄
方
に
案
内
さ
れ
る
。

ま
た
竜
丸
の
船
内
で
神
戸
の
ミ
ス
・

夜、

会
堂
で
集
会
を
催
し、

宗
教
の
必
要
性
を
説
く。

聴
衆
二
百
名
余。
（
怜
5
"
9
3
)

*
（
I
8
ー

1
3
e
)

に
よ
れ
ば
集
会
は
夜
七
時
半
よ
り、

聴
衆
三
百
余
名
と
あ
る。

朝、

信
徒
の
家
を
訪
問、

夜
は
前
日
に
引
き
統
き
演
説
「
霊
ノ
学
問
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ス
」

と
題
し
て
学
問
と
宗
教
の
大

＊
（
ゆ2
:
 377)

で
は
十
月
十
九
日
。

要
大
書
記
官、

高
津
輝
警
部
ら
が
出
席
す
る
。
（
ゆ
5
:
 9
2
)
 

り
聖
晩
餐
を
守
る
。
(
F
1
 :
 6
1.
 I
 8
—

1
3
 
d

)
 

（

曲
5
:
9
1
)
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1880年

十
月
二
十
八
日

十
月
二
十
六
日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
五
日

十
月
二
十
七
日

る
。
（
ゆ
5
:
 
9
6
)
 

切
な
こ
と、

安
息
H
学
校
を
設
立
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
説
く。

聴
衆
五
百
人。

e
)
 

朝
十
時
半、

狭
貫
丸
で
今
治
を
出
帆、

午
前
二
時
十
分
頃、

三
ッ
浜
〔
松
山
〕

箔、

船
を
乗
り
継
い
で
午
後
六
時
十
分、

山
口
県
上
ノ

関
に
着
く。

潮
流
激
し
く、

船
が
ゆ
れ
る
。
（
怜
5
:
 93,
 
I
 8
|13
 e)
 

午
前
三
時
半、

下
関
に
到
着、

た
だ
ち
に
川
崎
屋
卯
八
の
宿
に
入
る
。

自
宅、

池
袋、

鹿
児
島
の
友
野
ら
に
手
紙
を
出

す。

午
後
は
服
部
章
蔵、

粟
屋
正
臣、

入
江
和
作
ら
の
家
を
訪
問
す
る
。

午
後
十
一

時
半、

光
運
丸
に
乗
り
博
多
に
向

午
前
六
時
半、

馬
関
沖
を
出
発
し、

午
後
一

時
博
多
に
到
着
す
る
。

中
島
町
の
甘
木
屋
に
投
宿
し、

本
町
の
不
破
唯
次

郎
の
家
を
訪
問
す
る
。

夜、

同
所
に
お
い
て
説
教
を
す
る
。
（
怜
5
:
 
9
5
)
 

午
後、

内
海
長
広
の
家
で
信
徒
の
親
睦
会
を
催
す。

聖
占
よ
り
数
節
を
引
用
し
て
、

神
が
人
間
を
区
別
し
な
い
こ
と
に

つ
い
て
話
を
す
る
。

夜
に
入
っ

て
散
会
す
る
。
（
怜
5
:
 
9
5
)
 

博
多
の
下
魚
町
井
上
宅
の
隣
家
で
偶
像
の
信
じ
が
た
い
こ
と
を
説
教
す
る
。

山
中
茂、

久
野
藤
二
郎
が
来
訪
す
る
。

博

多
川
端
岡
崎
屋
に
宿
を
移
す。
（
怜
5
:
 9
6,
 

l::
9
4
0
)

朝、

山
中
茂
を
訪
問
し、

続
い
て
久
野
藤
二
郎
を
訪
れ
る
。

夜、

不
破
唯
次
郎
よ
り
夕
食
に
招
か
れ
る
。

信
徒
も
集
ま

福
岡
よ
り
人
力
車
で
芥
屋
大
門
の
見
物
に
行
く。

山
中、

不
破、

安
永、

井
上
ら
が
同
行
す
る
。

途
中、

前
原
で
昼
食

を
食
べ
、

共
愛
会
の
南
川
正
雄
に
面
会
す
る
。

そ
こ
か
ら
二
里
あ
ま
り
歩
い
て
芥
屋
を
見
物
し、

梅
屋
旅
館
に
泊
ま
る
。

夜、

山
中
茂
と
一

時
過
ぎ
ま
で
人
種
改
良
論
そ
の
他
に
つ
い
て
話
を
す
る
。
（
ゆ
5
:
 
9
6
)
 

か
う
も
北
風
強
く、

沖
合
に
仮
泊
す
る
。
（
怜
5
:
 9
4
)
 

（
怜
2
"
3
8
5,

�
5
:
 
9
3•
I
 8
ー
ー

1
3
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十
月
二

十
九
日

十
月
三
十
日

十
月
三
十
一

日

十
一

月
一

日

十
一

月
二
日

〔
十
一

月
三
日〕

十
一

月
四
日

十
一

月
五
日

戦
争
の
戦
跡
を
見
る
。
（
怜
5
:
 105)
 

す
る
。
（
怜
5
:
9
9
)
 

山
部
の
両
人
が
来
訪
す
る
。

午
前
中、

小
舟
に
乗
り
芥
屋
の
洞
窟
を
見
物
す
る
。

福
岡
に
帰
る
不
破、

井
上
と
別
れ、

神
在
村
の
山
中
の
家
に
招
か

早
朝、

山
中
の
家
を
出
発
し、

午
前
十
一

時、

福
岡
に
戻
る
。

午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
不
破
唯
次
郎
と
伝
道
の
相
談
を

早
朝
よ
り
橋
本
の
父
お
よ
び
原
常
太
郎
来
訪。

午
前、

本
町
の
不
破
方
に
お
い
て
説
教
を
す
る
。
「
死
二

赴
ク
ハ

安
ツ
、

心
ノ
戦
二

勝
ツ
ハ

難
ツ
」

。

ま
た
博
物
館
を
見
物
し
て
石
炭
事
情
を
知
る
。

午
後、

島、

夜、

本
部
に
行
く。

熊
本
よ
り
来
信。
（
怜
2
"
27,

3t
5

ぶ
9
)

早
朝、

博
多
を
出
発、

途
中、

太
宰
府
に
回
り
道
を
し
て
三
木
を
訪
れ、

共
愛
会
の
事
業
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

そ
れ
よ

り
三
木
の
案
内
で
天
満
宮、

都
督
府
楼
趾、

観
世
音
寺
を
見
物
し、

薄
暮、

久
留
米
に
着
き
三
本
松
の
福
ド
ウ
屋
に
投

宿
す
る
。

夕
食
後、

土
地
の
郡
長
・

宗
小
一

郎
を
訪
ね、

久
留
米
の
地
理、

人
情
等
を
聞
く。
（
怜
5

:
 

100)
 

朝
五
時、

久
留
米
を
出
発
し、

南
関
を
経
て
高
瀬
〔
現
在
の
玉
名
市
〕

に
至
り、

松
ノ
井
に
一

泊
す
る
。
（
怜
5
:

105̀
 

廿940)

高
瀬
か
ら
木
葉、

植
木
を
経
て
午
後
一

時
熊
本
に
到
着、

洗
馬
三
丁
目
の
山
城
屋
に
泊
ま
る
。

途
中、

田
原
坂
で
西
南

下
村
孝
太
郎、

坂
井
庄
八
ら
に
案
内
さ
れ
て
水
前
寺
を
見
物
す
る
。
（
怜
5

:
 

107)
 

坂
井
に
案
内
さ
れ
て
八
代
に
行
き、

本
丁
満
絹
屋
に
泊
ま
る
。

中
西、

亀
山、

上
原
の
父
親、

魚
住、

宇
野、

松
尾、

箕
田
ら
来
訪
す
る。
（
怜
5

"

1

0
7
)

れ
て
泊
ま
る
。
（
ゆ
5

:
 
9
7
)
 

京
都
府
庁
よ
り
同
志
社
を
視
察
に
来
る
。
(
D
1
 
:
 
1

4
3
)
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1880年

十
一

月
七
日

十
一

月
九
日

十
一

月
十
日

十
一

月
十
一

日

十
一

月
十
二
日

十
一

月
十
三
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
五
日

十
一

月
八
日

十
一

月
六
日

111
)
 

蔵
原
家
に
一

泊
す
る
。
（
ゆ
5
:
11
1)
 

出
向
い
て
不
在、

同
家
で
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
る
。
（
曲
5
:
 1
08)
 

八
代
の
小
学
校
に
お
い
て
「
学
問
の
説」

と
題
し
て
演
説
を
す
る
。

聴
衆
百
人
余。

少
年
の
出
席
者
多
し
。

夜、

亀
山

宅
で
集
会
を
開
き、

耶
蘇
教
の
起
源
を
説
く。
（
怜
1

羞
49,

�
5
:
 107)
 

＊

十
月、

八
代
の
代
陽
小
学
校
に
お
い
て
演
説
…
…。
(
F
4
:
1
63)

夜、

再
び
亀
山
宅
に
集
会
を
開
き、

耶
蘇
の
人
と
な
り
等
を
論
ず
る
。
（
怜
5
:

107)
 

亀
山
兄
弟、

上
原、

中
西、

魚
住
ら
に
誘
わ
れ
て
麓
山
に
遊
ぶ
。

山
上
風
寒
し
。

夜、

有
志
五
、

六
人
お
よ
び
上
原、

早
朝、

「
愛
人
論」

と
題
し
て
演
説
を
す
る
。

聴
衆
百
二
、

三
十
人。

夜、

亀
山
宅
で
集
会、

八
代
を
出
発
し、

夕
方、

熊
本
に
帰
る
。

途
中、

鏡
町
を
経
て
岡
田
松
生
の
家
に
立
ち
寄
る
が
、

彼
は
長
崎
に

午
後
十
二
時
す
ぎ、

坂
井
と
共
に
阿
蘇
へ

向
か
う。

大
津
の
今
坂
屋
に
一

泊
す
る
。
（
怜
5
:
 
108)
 

大
津
を
出
発
し、

約
石
で
昼
食、

夜
に
入
り
阿
蘇
谷
に
至
る
。
（
ゆ
5
:
 1
11)
 

市
原
盛
宏
の
家
を
訪
ね、

彼
の
父
親、

宮
川
の
兄
・

経
敏、

村
田
某
に
会
う。

キ
リ
ス
ト
の
愛
に
つ
い

の
ち
宮
川
経
輝
の
家
に
行
く。

次
い
で

西
町
の
蔵
原
惟
郭
の
家
を
訪
問
す
る
。

阿
蘇
山
四
里
の
道
程
を
越
え
る
に
は
時
刻
が
遅
い
の
と
風
が
激
し
い
こ
と
か
ら、

安
息
日、

蔵
原
家
に
逗
留、

夜、

学
校
で
演
説
を
す
る
。

教
員
と
生
徒、

父
兄
ら
三、

四
十
人
が
話
を
聞
く
。

こ
れ
と
き

蔵
原
家
を
出
発、

蔵
原
惟
郭
の
兄
・

惟
示
が
阿
蘇
山
頂
上
付
近
ま
で
見
送
る
。

火
口
を
見
物
し、

夕
方、

中
松
村
の
赤

宇
野
の
母
親
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5
:
 
10
8)
 

て
話
を
す
る
。
（
ゆ
1

:
 
429,
 
�
5
 :
 
107)
 

学
校
で

（
怜
5
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十
一

月
二
十
六
日

十
一

月
二
十
七
13

十
一

月
十
七
日

十
一

月
十
九
日

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二
十
一

日

十
一

月
二
十
二
日

十
一

月
二
十
四
日

十
一

月
二
十
五
日

十
一

月
十
六
日

実
学
党
の
嘉
悦
氏
房
来
訪。

熊
本
県
会
の
こ
と、

県
下
の
産
物
の
こ
と、

実
学
連
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す。

夜、

徳
富

を
訪
う
（
不
逢
）。

下
村、

宮
川
房
之
を
訪
う。
（
怜
5
:
 
11
7,
 
J
 7
6
 :
 1
6
0
)
 

朝
七
時
半、

伊
勢
屋
を
出
発、

人
力
車
で
百
貫
港
ま
で
行
く
が
、

こ
の
日
風
が
烈
し
く
光
運
丸
が
長
崎
か
ら
来
な
い
た

め
、

末
松
の
支
店
で
一

泊
す
る
。
（
怜
5
:
 
11
7
)
 

雨
雪
混
じ
り
の
北
西
風
烈
し
く、

光
運
丸
は
来
ら
ず。
（
怜
5
"
ll
8)

こ
の
朝
も
便
船
来
ず、

二
人
の
乗
客
と
共
に
馬
車
を
属
っ
て
熊
本
に
引
き
返
し、

新
二
丁
月
粟
屋
に
泊
ま
る
。

徳
富
に

風
邪
の
た
め
出
発
を
延
ば
す。
（
や
5
:
 
11
3
)
 

前
日
に
引
ぎ
続
ぎ
伊
藤
方
に
お
い
て
演
説
会
を
開
く。

宗
教
色
が
強
い
た
め
か
、

聴
衆
は
約
五
十
名
に
減
る
。

岡
田
の

「
務
本
論」
、

新
島
の
「
愛
国
論」
、

坂
井
の
「
真
ノ
歓
楽」
、

下
村
の
「
愛
ノ
カ」
。
（
曲
5
:
 
11
3
)
 

七
十
名。
（
怜
1
"
3
5
5,

�
5
 :
 
11
3
)
 

伊
藤
八
白
方
で
演
説
会
を
開
く。

坂
井
の
「
大
和
魂」
、

下
村
の
「
人
間
の
位」
、

新
島
の
「
人
種
改
良
論」
。

聴
衆
は
約

峰
久
蔵
の
家
に
到
着、
一

泊
す
る
。

午
後、

赤
峰
の
家
に
近
所
の
人
々
を
集
め
説
教
を
す
る
。

夜、

芹
口
の
家
に
行
き、

二
時
間
あ
ま
り
話
を
す
る
。

不
破
唯
次
郎
の
家
に
行
き、

午
後、

親
戚
の
も
の
に
基
督
の
来
る
べ

き
こ
と
と、

慰
め
を
得
る
こ

と
を
説
く。
（
ゆ
5
:

熊
本
唐
人
町
の
旅
館
・

伊
勢
屋
に
お
い
て
演
説
の
稿
を
練
る
。

中
西
純
一

が
来
訪
す
る
。

午
後
七
時
よ
り
安
巳
橋
通、

113
)
 

阿
蘇
よ
り
熊
本
に
帰
る
。
（
怜
5
:
 
11
2
)
 

（
曲
5
:
 1
1
2
)
 

一

家
族
と
芹
口
の
両
親
が
来
る
。
（
曲
5
:
 
11
2
)
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1880年

十
一

月

十
一

月
二
十
九
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
一

日

十
二
月
二
日

十
二
月
三
日

十
二
月
四
日

十
二
月
下
旬

十
一
月
二
十
八
日

鯰
4)

彦
根
に
伝
道
す
る
。
（
ゆ3
:
 189)
 

京
都
府
学
務
課、

同
志
社
を
視
察
す
る
。

(

D
1
 :
 
1
4
5
)
 

夜
九
時、

平
穏
丸
に
乗
船
し
て
十
一

時
出
港、

未
明、

馬
関
に
到
着
す
る
。
（
怜5
"
11
9)

夜
明
け、

漁
船
に
よ
っ
て
陸
上
と
連
絡
が
取
れ、

船
は
帆
走
し
て
付
近
の
五
合
島
〔
与
居
島
〕

に
停
泊、

乗
客
は
問
屋

の
舟
で
三
ヶ
浜
に
上
陸、

午
後
一

時
頃、

石
崎
平
八
の
旅
店
に
入
る
。
（
怜5
:
 11
9)
 

こ
の
年
末、

英
国
か
ら
帰
国
し
た
牧
野
伸
顕
の
歓
迎
会
が
京
都
で
催
さ
れ、

新
島
も
出
席、

牧
野
と
会
う。
(

J

111
 :
 

（
怜5
:
 11
9)
 

平
穏
丸
東
航
し、

夜
八
時
頃、

三
ヶ
浜
沖
合
に
さ
し
か
か
っ
た
時、

船
便
な
く、

逗
留。
（
怜5
:
 11
8)
 

安
息
日
に
つ
い
て
書
く。
(
J:931)

京
都
府
学
務
課、

同
志
社
を
視
察
す
る
。

(

D
1
:

1
4
4
)
 

が
出
港
を
教
え
な
か
っ
た
の
で
、

乗
り
遅
れ
る
。
（
怜5
:

11
8)
 

今
で
つ。
（瓜W5
"
11
8)

安
息
日、

午
後、

不
破
宅
で
ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
の
説
教
が
行
わ
れ
る。

こ
の
夜、

徳
富
が
旅
館
に
来
訪、

十
一

時
す
ぎ
ま

で
話
を
す
る
。
（
ゆ5
:
11
8)
 

早
朝
四
時
に
熊
本
を
出
発、

陸
路
を
取
り
南
関
で
昼
食、

午
後
六
時
半、

久
留
米
に
到
着、

午
後
二
時、

博
多
中
島
に
到
着、

甘
木
屋
に
宿
を
取
る
。

四
国
方
面
行
き
の
船
に
乗
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

宿
の
も
の

ニ
ン
ジ
ソ
に
故
障
を
起
こ
し、

一

夜
瀕
泊
す
る
。

一

泊
す
る
。
（
ゆ
5
:

11
8)
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一
月
二
日

一
月
三
日

一
月
十一
日

一
月
十
二
日

一

月
十
四
日

一
月
十
日

一
月
九
日

共
に
神
戸
ま
で
行
く。
（
ゆ
1
"
2
3
4,

J::
1717)
 

日
曜
日、

盈、

第
二
公
会
に
お
い
て
「
キ
リ
ス
ト
の
愛
は
不
変」

と
題
し
て
説
教
を
す
る。

速
水
と
き、

吉
村
秀
造
の

二
名
が
同
公
会
に
お
い
て
受
洗
す
る。
（
怜
2
:
5
6
9̀

J:
1
2
0
0,
 
J
 1
5
 :
 
10)
 

こ
の
日
よ
り
九
日
ま
で
新
島
宅
に
お
い
て、

午
後
六
時
よ
り
祈
禰
会
を
催
す。
（
廿
1717)

徳
富
初
子、

同
猪一
郎
に
年
賀
状
を
出
し、

あ
わ
せ
て
前
年
訪
問
の
際
の
礼
を
述
べ
る。

と
く
に
猪一
郎
に
は
熊
本
に

お
い
て
学
校
を
設
け
る
こ
と
に
つ
き
激
励
す
る。
（
怜3:
 1
8
8,
 
1
8
9
)
 

蒟
縁、

の
ち
晴、

女
学
校
の
生
徒
た
ち
を
残
ら
ず
招
待
す
る。
（
廿
1717)

晴
の
ち
雪、

朝
八
時
す
ぎ、

病
気
療
旋
の
た
め
家
族
と
帰
国
す
る
J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
を
見
送
っ
て、

晴、

新
島
夫
妻、

午
後
六
時
す
ぎ
神
戸
よ
り
帰
宅
す
る。
（
廿1
717)

晴、

安
中
の
後
藤
竹
治
郎
が
帰
郷
す
る
の
で
『
天
道
朔
源』
一
冊
を
贈
る。
（
廿1
717)

病
気
で
帰
国
し
た
J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
寄
留
証
票
を
京
都
府
へ
返
納
す
る。
(
D
1
 
:
 

9
8
)
 

安
中
の
植
栗
よ
り
来
状

2

月
九
日
付＞。
（
h1
717)

京
都
第
三
公
会
に
お
い
て
「
キ
リ
ス
ト
の
御
意
ヲ
察
セ
ヨ
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2
:
2
9
)
 

一
月
五
日

一
月
四
日

山
崎
為
徳
ら
六
人
を
招
き
食
事
を
す
る。
(
D
11
 : 114)
 

一
月一
日

父
親
に
小
遣
い
五
十
銭
を
渡
す。
(
h
1717)

明
治
十
四
年
(
-

八
八
一
）

三
十
九
歳

八
重
夫
人
と
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1881年

二
月
六
日

一

月
一

月
十
五
日

一

月
十
九
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
一

日

一

月
二
十
三
日

一

月
二
十
四
日

一

月
二
十
七
日

一

月
二
十
九
日

二
月
五
日

で
す、

と
伝
え
る
。
（
怜
6
:
 17
6)
 

も
出
席
す
る
。
（
怜1

羞1
6,

:@:3
 :
 191,
 
J
 1
5
 :

11)
 

京
蔀
円
山
雙
林
寺
文
阿
弥
に
お
い
て
同
士心
社
演
説
会
が
開
か
れ
「

日
罷
日
と
文
朋
の
関
係」

を
論
じ
る
。

聴
衆
四
百
人。

(
_f:1
71
7,
 D
11
"

11
4,
 
I
 8
11
4
 a)
 

槙
村
正
直、

元
老
院
議
官
と
な
る
。

(

J

27
:
 11
9)
 

晴、

母
が
蕎
麦
を
食
べ
た
い
と
い
う
の
で
十
銭
出
す。
(
...1::1
717)

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ン
の
女
子
出
生
（
一

月
二
十
日
）

に
つ

ぎ
府
知
事
に
届
け
出
る
。
（
ゆ1

羞1
6)

日
曜
日
に
つ

ぎ
集
会
〔
礼
拝〕、

別
座
•

森
田、

山
崎、

本
座
・

新
島。
(
1::1
71
7)

＊
「
本
座、

別
座
・

脇
座
」

は
新
島
民
治
の
日
記
に
出
て
く
る
独
特
の
表
現
で
あ
る。

そ
の
役
割
は
不
明
で
あ
る。

屡、

夜
雪、

浅
田
タ
ケ
、

上
州
よ
り
女
学
校
に
入
学
の
た
め
上
京、

午
後、

新
島
家
に
到
着
す
る
。
(
J::1717)

同
志
社
女
学
校
に
お
い
て
学
校
の
た
め
に
祈
薦
会
を
開
く。
（
怜1

羞
16,

1:1717)
 

花
岡
山
第
五
回
記
念
会
を
同
志
社
運
動
場
で
催
す。

男
女
両
校
生
徒
二
百
名
が
出
席、

午
後
五
時
す
ぎ
終
わ
る
。

新
島

A
・
ハ

ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
き、

新
任
の
京
都
府
知
事
が
新
島
に
会
い
た
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と、

そ
の
際
に
は
京
都

に
お
け
る
教
育
制
度
の
改
革
案
を
出
し
た
い
こ
と、

私
の
目
的
は
小
学
校
の
先
生
の
た
め
に
日
曜
学
校
を
始
め
た
い
の

英
文
ノ
ー
ト

H
o
ll
a
n
d
(
阿
蘭
陀
国
）

に
つ
い
て
記
す。
〔
講
義
ノ
ー
ト
か
〕
（
h931)

日
本
甚
督
伝
道
会
社
神
戸
集
会
が
開
か
れ、

伝
道
者
の
月
手
当
を
五
円
増
額
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
(
1:4
90)

こ
の
頃、

風
邪
を
引
い
て
「
媛
室
二

幽
居
仕
居
候」
（
怜3
:
 191)
 

北
垣
国
道
が
新
し
い
京
都
府
知
事
と
し
て
着
任
す
る
。

廻
達
は
二
月
二
十
一

日
。
(
..1::1717)
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二
月
二
十
七
日

二
月

二
月
七
日

二
月
十
日

二
月
十
三
日

二
月
十
四
日

二
月
十
九
日

＊
「
四
月、

槙
村
正
直
京
都
ヲ
去
リ、

北
垣

□
君
之
二
代
リ
知
事
タ
リ
」
（
怜
1

贔
3
4
)

熊
本
の
阿
蘇
谷
に
帰
郷
中
の
蔵
原
惟
郭
に
発
信、
「
当
今
才
子
学
士
乏
し
き
に

あ
ら

ず、

唯
己
を
捨
身
を
忘
れ
真
実
国

を
愛
す
る
の
先
導
者
二

乏
し
ぎ
也
小
生
之
切
二

望
む
所
ハ

他
な
し
我
翡
兄
弟
之
此
大
任
二

当
リ
此
胸
敗
二

赴
く
我
悪
風

俗
を
挽
回
し
之
を
改
良
し
て
之
を
し
て
真
之
文
化
二

進
ま
し
む
る
に
あ
り」
（
怜3
:
 1
9
0
)
 

大
阪
教
会
に
発
信、

来
る
九
日
の
上
代
知
新
の
按
手
礼
式
に
出
席
す
る
つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
、
二
、
三
日
前
よ
り
少
々

風
邪
気
味
の
う
え、

持
病
の
リ
ュ

ー
マ
チ
が
出
た
の
で
、

宮
川
経
輝
を
代
わ
り
に
派
遣
す
る
旨
を
通
知
す
る
。

津
田
仙
よ
り
こ
の
日
付
で
手
紙
が
来
る
。

H
同
志
社
出
身
の
杉
田、

小
崎、

和
田、

上
野
ら
は
日
曜
日
毎
に
津
田
の
と

⇔
上
野
栄
三
郎
と
津
田
琴
の
婚
約
が
ほ
ぽ
整
っ
た
こ
と

(
r669)
 

「
十
人
ノ

娘、

用
意
二

怠
ル

勿
レ
」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
（
ゆ
2
:
 
3
2
)
 

中
村
正
直
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

知
人
の
子
息
の
同
志
社
入
学
に
つ

ぎ
問
い
合
わ
せ
て
く
る
。

十
五
日
付
も
重
ね
て
来

信。
(
T
67
0)

公
の
ち
晴、

同
志
社
学
術
講
演
会
が
円
山
雙
林
寺
文
阿
弥
に
お
い
て
開
か
れ、

新
島
も
「
隠
君
子
の
出
顕」

と
題
し
て

演
説
す
る
。
（
ゆ
1
"

3

71、

l:
1
7
1
7,

J
 1
5
:
 

11)
 

日
曜
日、

こ
の
日
の
集
会
は
別
座
•

森
田、

小
崎、

本
座
・

新
島
が
務
め
る
。
(

h
1
7
1
7
)

Ori
gi
n
 

京
都
第
一

公
会
に
お
い
て

の
女
性
と
婚
約
が
ほ
ぽ
ま
と
ま
り
か
け
て
い
る
こ
と

四
六
合
雑
誌
は
大
当
た
り
で
あ
っ
た
こ
と、

を
知
ら
せ
て
く
る
。

こ
ろ
で
礼
拝
を
行
っ
て
い
る

伺
小
崎
弘
道
も
津
田
の
縁
類

1
9
2,
 
J
 7
1
 :
 
4
4
)
 

（
ゆ
3
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1881年

四
月
＿
日

月
三
月
五
日

三
月
十
二
日

＿―-
月
十
四
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
七
日

三
月
二
十
九
日

三
月
三
十
一
日

四
月
二
日

十
三
年
九
月
の
項
参
照
〕
（
船
1

:
 457)

 

ェ
リ
ザ
ベ
ス

T
．
ツ
ー
リ
ー

Mrs.

J•
H .
 Seel
ye

永
眠 。

新
島
は
七
月
十
一

日
付
で
ツ
ー
リ
ー

総
長
に
弔
慰
の
手
紙

を
書
く 。
（
ゆ6

心
1̀0
E
l
7
"
7
6)

速
成
神
学
科
入
学
志
願
者
の
勧
誘
に
つ
い
て 、

依
頼
状
お
よ
び
志
願
者
の
心
得
を
各
教
会
の
牧
師
・

伝
道
師
に
送
る
。

（
曲1
"
1
9 ,

�3
:

 194)
 

京
都
府
庁
の
苫
記
官
・

尾
越
蕃
輔
よ
り
来
信 、

明
後
十
六
日
は
在
宅
な
の
で
ご
来
訪
差
し
支
え
な
し 、

都
合
に
よ
っ
て

は
尾
越
の
方
か
ら
伺
っ
て
も
よ
い

、

と
伝
え
て
く
る
。
(

r
l
5
8
0
)

快
晴 、

新
島
夫
妻 、

両
親 、

公
義
と
同
道
し
て
人
力
車
に
乗
り 、

午
前
十
時
頃 、

円
山
の
堀
内
写
真
店
に
撮
影
に
行
く 。

そ
れ
よ
り
平
野
屋
で
昼
食
を
と
り 、

円
山
温
泉
か
ら
洛
中
の
景
色
を
一

望 、

知
恩
院 、

祇
園
町
を
見
物
し
て
帰
宅
す
る
。

彼
岸
の
中
日
に
あ
た
り 、

人
出
多
し
。

(
J::1
71
7)

英
学
校
定
期
試
験
最
終
日 、

新
島 、

同
志
社
を
視
察
に
来
た
京
都
府
庁
吏
員
を
案
内
す
る
。

(
D
1
:
1
46)
 

日
曜
日 、

集
会
に
お
い
て
森
田
別
座 、

新
島
本
座
を
務
め
る
。

（
廿1717)

「
大
阪
近
辺
へ

両
三
日
遊
行
之
由
二

而
午
前
九
時
頃
出
立」

す
る
。

（
廿1
717)

今
村
謙
吉
よ
り
こ
の
日
付
で

J
•

H
・
シ
ー
リ
ー

教
授
著 、

小
崎
弘
道
訳
『
宗
教
要
論

全
』
（
明
治
十
四
年
五
月
刊
）

に
序
文
を

寄
せ
る
。

〔
明
治

快
晴 、

先
日
撮
影
し
た
写
真
の
出
来
が
悪
い
の
で

、

両
親
は
八
重
夫
人
に
伴
わ
れ
て
円
山
へ

撮
り
な
お
し
に
行
く 。

(
...l::1
71
7)
 

「
聖
書
売
伝
道
受
取
報
告」

来
る
。

（
仔
5
0
5
)

羹
の
ち
雨 、

新
島 、

西
宮
よ
り
昼
ご
ろ
帰
宅
す
る
。

夕
方
よ
り
大
雨
と
な
る
。

（
廿171
7)
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五
月
一

日

四
月

四
月
三
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
七
日

四
月
三
十
日

四
月
十
日

四
月
七
日

半
金
は
新
島
襄
よ
り
出
す。
(
J::1709)

晴、

集
会
の
脇
座
を
森
田、

本
座
を
新
島
が
務
め
る。
(
1:1
717)

買
い
取
る。
（
廿1709)

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
安
中
正
教
会
堂
設
立。
(
F
5
 :
 
11
0
3
)
 

小
崎
弘
道
に
手
紙
を
書
く。

小
崎
の
結
婚
式
に
は

が
務
め
る。
（
怜2
羞6,

J::
1717)
 

「
さ
し
た
る
用
向
も
無
之、

出
京
ハ
仕
兼
候、

兄
之
御
婚
姻
之
席

京
都
第
二
公
会
に
お
い
て
「
信
仰」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
こ
の
日
の
集
会、

脇
座
を
森
田
・
山
崎、

本
座
を
新
島

出
頭
難
成
は
遺
憾
な
り
〔
と〕

雖、

又
不
得
止
次
第」

と
述
べ
る。
（
怜
3
:
 197)
 

上
京
第
二
十
二
組
松
蔭
町
〔
新
島
家
の
隣
地〕
の
宅
地
百
六
十
坪
（
地
番一
四
一
ー
ニ
）
を
大
沢
善
助
よ
り
七
十
円
で

岡
山
教
会
に
お
い
て
「
肉
二
播
ヶ
バ
肉、

霊
二
播
ケ
バ
霊」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
ゆ
2
:
 
4
2
)
 

＊
こ
の
日、
新
島
が
京
都、
岡
山
の
ど
ち
ら
に
い
た
の
か
不
明
で
あ
る。
た
だ
し
新
島
が
こ
の
時
期
に
岡
山
に
行
っ
た
と
い
う
記

録
は
他
に
見
当
た
ら
な
い。

〔
新
島
民
治
が〕

丹
波
国
桑
田
郡
第
三
組
大
野
村
錫
倉
一
番
地
の
山
林
三
町
二
反
五
畝
を
九
百
三
十
円
で
買
い
取
る。

明
石
の
川
本
政
之
助
に
五
月
分
の
月
手
当
八
円
を
送
る。
（
ゆ
3
:
 198)
 

同
志
社
女
学
校
の
生
徒
に
奨
学
金
を
与
え
る
た
め
女
子
教
育
社
を
創
設、
こ
の
日
よ
り
発
足
す
る。
(

D
I

:
 
3
1

6
)
 

京
都
第
二
公
会
に
お
い
て
「
義
人
之
祈」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜2:
4
4
)
 

新
島
と
み、

第
二
公
会
に
お
い
て
ゴ
ー
ド
ソ
よ
り
受
洗
す
る。

同
時
受
洗
者
は
池
袋
清
風、

片
桐
清
治、

鎌
田
助
ら。

（
脱
2
"
5
7
0,

J
 1
5
 :
 1
3
)
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1881年

五
月
十
九
日

五
月
二
十
日

五
月
十
八
日

五
月
十一
日

五
月
十
四
日

五
月
十
七
日

五
月
十
日

五
月
九
日

五
月
六
日

新
島、

第
二
公
会
に
お
い
て
足
立
甚
三
郎、

高
野
重
吉
の
二
名
に
洗
礼
を
授
け
る。
盆
怜2"
569)

睛
一
時
小
雨、

大
沢
善
助
の
名
義
で
買
い
求
め
た
南
側
の
空
き
地
に
第
二
公
会
堂
の
新
築
を
始
め
る。
〔
四
月
二
十
日

の
項
参
照〕
（
J::1
717)

北
垣
国
道
知
事
の
着
任
に
伴
い
11

諸
事
自
由
任
地
主
義“

と
な
り、

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
た
め、

公
会
堂
の
建
築
に
取

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
第
九
年
会
が
神
戸
外
国
人
居
留
地
五
十
九
番
館
で
開
か
れ
る。

議
長
w
.

w
．
カ
ー
テ
ィ
ス
。

十
六
日
ま
で。

新
島
は
十
二、

十
三
日
に
出
席
す
る。
(
El,

E24
ー6)

姉
の
速
水
と
き
が
下
駄
屋
を
開
業
す
る
に
つ
ぎ、

祝
い
と
し
て
金
十
円
と
玄
米
一

俵
を
贈
る。
（
廿1717)

新
島、

山
本
覚
馬
と
共
に
第一
回
京
都
教
育
会
（
上
京
川
端
丸
太
町
迎
賓
館
で
開
催）
に
出
席
す
る。
(
H
ll:
82)
 

晴、

同
志
社
の
教
員、

生
徒
ら
に
よ
る
耶
蘇
教
大
説
教
会
が
四
条
北
側
芝
居
場
に
お
い
て
催
さ
れ
る。

昼
十
一
時
よ
り、

夜
六
時
半
よ
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ、

立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
の
大
入
り
と
な
る。

新
島
も
「
人
間
の
罪
に

つ
い
て」

の
演
説
を
す
る。

聴
衆―――
千
人。
（
廿693,

1::1
717,
 E
B:
 4,
 
I

 8
|14
 b,
 c
)
 

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
四
年
会
が
新
島
宅
お
よ
び
同
志
社
英
学
校
体
操
場
で
開
か
れ
る。

新
島
は
二
十
五
番
議
員
と
し

て
出
席
す
る。
（
廿491,

1::
1717)

午
前
八
時
半
よ
り
新
島
宅
で
小
会
議、

午
後
は
体
操
場
で
集
会
を
開
く。

夜
七
時
半
よ
り
京
都
の
信
徒
の
依
頼
に
よ
り

勧
奨
会
を
催
す。
(
1:1
717,
I

 8
|14
 d)
 

晴、

日
本
基
督
伝
道
会
社
年
会
最
終
日、

新
島、

京
都
区
の
委
員
に
選
ば
れ
る。
（
廿491,
F
2:
 7,
 1
8
ー14d)

午
後
五
時
す
ぎ
よ
り
伊
勢
時
雄
・
山
本
峰
の
結
婚
式
が
新
島
宅
で
行
わ
れ
る。

D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
司
式、

両
家
の

り
か
か
っ
た
も
の。
(
J::932)
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六
月
十
六
日

ハ
月
十
四
日

六
月
十一
日

六
月
三
日

六
月
二
日

六
月一
日

五
月
五
月
二
十
六
日

徳
ら
も
出
演
す
る。

夜
九
時
す
ぎ
帰
宅
す
る。
（
廿1
717,
F
 1 :63)
 

(
L
 

昼
夜
二
回
に
分
け
て
催
さ
れ、

新
島
が
「
道
徳
論」

に
つ
ぎ
演
説
を
し
た
ほ
か、
ゴ
ー
ド
ソ、

森
田
久
万
人、

山
崎
為

午
後
八
時
頃、

同
志
社
体
操
場
に
お
い
て
晩
餐
会
を
催
し、

祈
禰
を
行
う。
(

I

8

-
1
4
d
)
 

こ
の
朝、

伊
勢
時
雄
夫
妻、

今
治
へ
出
発
す
る。
(
..1::1717)

第一
公
会
（
常
盤
井
殿
町
北
側
D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
宅）
の
会
堂、

竣
工
す
る。
(
F
7:
23)
 

「
自
重
は
立
志
の
基」

と
決
ま
り、

鎌
田
助
よ
り
新
島
に
伝
え
ら
れ
る。
(

J

1
5
 :
 

羹、

用
談
の
た
め
大
阪
に
行
き、

夜
十
時
頃
帰
宅
す
る。
(
J:1717)

第
二
教
会
の
上
棟
式
が
行
わ
れ
る。
(
J::1717)

＊
「
公
会」
が
い
つ
「
教
会」
と
呼
称
を
変
更
し
た
の
か、
そ
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い。
京
都
「
第
二
公
会
録
事」
「
公
会
記」

を
見
る
限
り、
明
治
十
二
年
頃
か
ら
混
用
が
始
ま
り、
十
四
年
ま
で
続
く。
「
第
二
公
会
録
事」
に
よ
れ
ば、
明
治
十
四
年
六
月
以

降
「

公
会」
の
呼
称
は
消
え、
「
教
会」
と
呼
ん
で
い
る。
と
く
に
同
録
事
の
十
月
二
十一
日
の
項
に
「
京
都
第
二
教
会
印」
と
あ

る
か
ら
こ
の
時
期
に
は
「
教
会」
の
呼
称
が
確
定
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い。
以
後、

本
年
譜
も
こ
れ
に
従
う。

大
阪
大
説
教
会
が
道
頓
堀
の
芝
居
で
開
か
れ
る
の
で、

八
重
夫
人
を
同
伴
し
て
朝
八
時
す
ぎ
大
阪
に
赴
く。

説
教
会
は

仏
教
徒
ら、

東
京
交
詢
社
社
員
ら
と
京
都
四
条
金
蓮
寺
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
攻
繋
す
る
演
説
会
を
開
く。

1
717)
 

丹
波
亀
岡
の
堀
金
太
郎
に
発
信、

今
治
教
会
の
開
堂
式
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で、

費
会
に
は
行
け
な
い、

と
述
ぺ
る。
（
怜3
"
199)

1
4
)
 

こ
の
朝、

大
試
験
の
作
文
の
題
が

知
人、

宜
教
師、

同
志
社
学
生
ら
が
出
席
す
る。
(
J:
1717)
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1881年

六
月
六
月
二
十
九
日

ハ
月
二
十
八
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十一
日

六
月――
十
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
H

土
耀
日、

去
る
十
四
日
に
開
か
れ
た
交
詢
社
社
員
ら
に
よ
る
排
耶
演
説
会
に
反
駁
す
る
演
説
会
が
円
山
雙
林
寺
に
お
い

て
開
催
さ
れ、

新
島
も
出
席
す
る。

森
田、

市
原、

宮
川、

山
崎
ら
が
演
説、

聴
衆
は
室
外
に
溢
れ、

縁
側
を
踏
み
抜

く
ほ
ど
の
大
入
り
で
あ
っ
た。

帰
途、

五
年
生
全
員
お
よ
び
小
野
英
二
郎、

鎌
田
助、

村
上
直
次
郎
ら
を
自
宅
に
招
い

京
都
第一
教
会
に
三
教
会
信
徒
が
集
会
し、

聖
晩
餐
を
守
る。

新
島
「
人
ヲ
漁
ス
ル
ノ
主
意」

と
題
し
て
説
教
を
す
る。

雨
の
ち
晴、

朝、

神
戸
に
行
き、

夜
に
入
り
帰
宅
す
る。
（
廿1717)

女
学
校
の
試
験
終
わ
る。
(
h
1717)

英
学
校
期
末
試
験
が
行
わ
れ、

新
島、
（
室
内）

体
操
場
に
お
い
て
英
語
お
よ
び
日
本
語
に
よ
る
演
説、

作
文
の
テ
ス

二
十
三
日
も
「
試
験
有
之」
(
J:
1717)

英
学
校
第
二
回
卒
業
式
が
体
操
場
で
行
わ
れ、

鎌
田
助、

村
上
直
次
郎、

小
崎
成
章
ら
十
八
名
が
卒
業。

新
島
が
式
辞

亀
岡
に
お
い
て
耶
蘇
教
大
説
教
会
が
開
か
れ、

新
島
夫
妻、

横
井
み
や
ら
が
出
席
す
る。

嵐
山
ま
で
人
力
車、

そ
れ
よ

「
基
督
教
広
布
論」

の
演
説
を
す
る。

聴
衆
千
三
百
名
余。
(
J:1717,
I
 8
|14e,
 
J
 68
 : 

朝、

新
島
夫
妻、

横
井
み
や
丹
波
よ
り
帰
る。

午
前
十
一
時
頃
帰
宅。
(
J::1717)

小
崎
弘
道
に
発
信、

関
東
に
手
を
広
げ
る
た
め
速
成
〔
神
学
科〕
を
東
京
に
設
け
る
こ
と
は
必
要
だ
と
は
思
う
が、

宜

66)
 

り
舟
に
乗
る
〔
？〕。

新
島
は

を
述
べ
る。
（
怜1
筵34,
317,
 
J
 15
 : 15)
 

ト
を
す
る。

京
都
府
庁
の
吏
員
が
視
察
す
る。
(

D
l

:

148)
 

（
ゆ2:
50,
571,

」ぃ1717)

て
夕
食
を
ふ
る
ま
う。
(
J::1717,
J
 15
 : 15)
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七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

七
月
四
日

七
月
二
日

七
月
三
日

七
月
一

日

滞
在
す
る
。
（
怜
5
:
 11
9,
 
J
 4
0
 :
 193)
 

5
 :
 11
9,
 F
 1
 :
 65,
 
I
 8
11
4f,
 
J
 4
0
 :
 193)
 

泊
す
る
。
（
怜
5
"

11
9,

J::
1

7
1

7)
 

教
師
ら
と
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と、

ま
た
月
手
当
に
つ
い
て
は
桂
時
亮、

岡
田
松
生
か
ら
手
紙
を
も
ら
い
事

情
が
よ
く
わ
か
っ

た
の
で
、

将
来
不
都
合
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
、

と
伝
え
る
。
（
ゆ3
:
 199)
 

「
六
月
初
メ
テ
京
都
四
条
北
ノ
芝
居
二

於
テ
宗
教
演
説
ヲ

催
ス
、

是
ヲ
京
師
演
説
ノ
初
メ
ト
ス
」

（
怜

（
怜

〔
五
月
十
七
日
の
項

今
治
に
行
く
た
め
八
重
夫
人、

横
井
み
や、

女
学
校
生
徒
一

人
を
連
れ、

朝
八
時
す
ぎ
京
都
を
出
発、

大
阪
川
口
に
一

早
朝、

船
で
大
阪
を
発
ち
、

深
夜
二

時
ご
ろ
今
治
に
到
着
す
る
。
（
怜
5
:
 11
9)
 

今
治
教
会
新
築
会
堂
の
開
堂
式
が
午
前
九
時
よ
り
開
か
れ
る
。

新
島
夫
妻、

松
山
高
吉、

キ
ン
ソ
ソ
、

タ
ル
カ
ッ
ト
ら
が
出
席、

祝
辞
を
述
べ

る
。

夜
の
親
睦
会
で
六
百
人
の
聴
衆
を
前
に
説
教
を
す
る
。

松
山
高
吉
ら
と
共
に
午
後
四
時
今
治
を
出
帆、

八
時
頃、

三
ッ
浜
に
到
着、

人
力
車
で
松
山
に
行
く。

夫
人
は
今
治
に

松
山
に
お
い
て
午
後
二
時
と
六
時
の
二
回
に
わ
た
り
「
自
由
論」
（
昼
）、
「
基
督
伝
播
論」
（
夜
）

の
説
教
を
行
う。

そ

ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
、

聴
衆
は
昼
七
百
名、

夜
千
二
、

三
百
名。

道
後
温
泉
に
行
く。

の
他
の
講
師
は
松
山、

上
代、

5
 :
 120,
 
I
 8
11
4f,
 
J
 4
0
 :
 193)
 

道
後
湿
泉
に
行
き、

午
後
は
来
訪
者
と
会
う。
（
怜
5
:
 120,
 J
 40
 :
 193)
 

午
後
一

時、

松
山
を
出
発、

六
時
発
の
新
八
幡
丸
で
三
ッ
浜
を
出
航
す
る
。

今
治
で
八
重
夫
人
と
合
流、

大
阪
に
向
か

う。
（
め
5
:
 1
2
0,
 

J
 
4
0

"

1
9
3
)
 

参
照
〕
（
怜
1

筵3
4)

ス
ク
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
、

ア
ッ
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1881年

七
月
十
一

日

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

七
月
九
日

七
月
八
日

午
後
四
時、

大
阪
に
到
着
す
る
。
（
怜
5

"

1

2
0
)

小
崎
弘
道
に
発
信、

小
崎
の
弟、

継
憲
・

成
章
へ
の
学
資
援
助
の
要
請
に
つ
き
「
小
生
之
世
話
致
候
者
ハ

他
ニ
モ
有
之

・・・・・・
御
気
之
毒
二

候
得
共
御
断」
「
君
二

も
小
生
を
不
人
情
と
思
召
か
は
不
存
申
候
得
共、

小
生
二

も
力
不
及
な
り」

近
江
八
幡
で
大
説
教
会
を
開
催
し
た
い
と
希
望
し
て
ぎ
た
鎌
田
助
に
発
信、

自
分
も
今
治
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
で
、

さ

ら
に
神
戸、

岸
和
田
へ

行
く
用
事
が
あ
り、

宜
教
師
ら
も
滋
賀
県
へ

行
く
免
状
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず、

も
多
い
の
で
、

今
回
は
見
合
わ
せ
る
よ
う
勧
告
す
る
。
（
怜
3

"
203)

岸
和
田
の
山
岡
手
方
に
発
信、

今
治
よ
り
の
帰
途、

岸
和
田
へ
立
ち
寄
る
つ
も
り
だ
っ

た
が、

疲
労
の
あ
ま
り
そ
の
ま

ま
帰
京
し
た
こ
と、

し
か
し
約
束
な
の
で
、

来
る
十
三
日、

神
戸
に
行
っ

た
帰
路、

立
ち
寄
り
た
い

と
伝
え
る
。

川
本
政
之
助
に
発
信、

去
る
六
月
十
日
に
死
亡
し
た
降
屋
盛
基
の
後
任
と
し
て
明
石
に
留
ま
り、

伝
道
す
る
こ
と
に
袈

朝
八
時、

神
戸
へ

向
か
う。

松
山
高
吉
宅
で
邦
語
神
学
校
設
立
に
つ
き
松
山、

伊
勢、

金
森
ら
と
相
談。

夕
暮
れ
神
戸

を
発
ち、

六
甲
山
を
山
越
え
し
て
有
馬
へ

行
く。
（
怜
5

:
 1
20,
 
J
 40
 :
 193)
 

有
馬
で
宮
川、

浮
田、

山
崎
に
会
い
、

さ
ら
に
ベ
リ
ー
、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
、

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ら
と
協
議、

事
整
う。

夜、

土
佐
立
志
社
の
古
沢
滋、

竹
内
網
の
二
人
に
同
地
の
二
階
坊
で
会
い
、

高
知
に
学
校
を
設
立
す
る
よ
う
依
頼
を
受

シ
ー
リ
ー
夫
人
の
永
眠
を
ア
ー
モ
ス
ト
の
生
徒
か
ら
聞
き、

シ
ー
リ
ー
総
長
に
哀
悼
の
意
を
表
す。
（
怜
6

誌
10)

成
す
る
。
（
怜
3

心04)

3

 :
 205)
 

新
島
夫
妻、

今
治
よ
り
午
後
帰
宅
す
る
。
（
ゆ
3

這03,

..1::1
71
7)

（
怜3
"
202)

（
怜

か
つ

病
人
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七
月
二
十
八
H

七
月
二
十
六
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一
日

七
月
二
十
三
日

七
月
十
八
日

七
月
十
六
日

七
月
十
五
日

＊

七
月
十
九
日
帰
宅。
（
曲3
忍07)

（
怜5:
 121)
 

け
る。

ま
た
吉
田
作
弥
を
高
知
伝
道
に
派
遣
す
る
こ
と
を
約
束
す
る。

大
阪
に
帰
る。
（
怜
5

:
 1209

廿
4
9
8,

J::1717,

早
朝、

難
波
新
地
自
由
軒
よ
り
人
力
車
を一
雁
い、

岸
和
田
へ
行
く。

夜
の
演
説
会
に
お
い
て

に
つ
い
て
話
を
す
る。
（
ゆ
5

:
 121)
 

夜
「
基
督
の
愛」

に
つ
い
て
演
説
す
る。

十
五、

六
日
の
両
日、

山
本
清、

「
神
を
拝
す
べ
き
こ
と」

田
中
次
郎
ら
十
八
名
の
人
々
に
面
会
す
る。

雨
時
々
袋、

午
後
二
時
半
前
に
帰
宅
す
る。

神
戸_
—
↓
有
馬
ー
↓
岸
和
田
を
廻
っ
て
の
帰
宅
で
あ
る。
(
1:1717)

滋
賀
県
伝
道
中
の
小
崎
成
章、

亀
山
昇
に
発
信、

八
日
市
で
大
演
説
会
を
開
く
の
は
と
に
か
く、

長
浜
・
彦
根
に
出
張

す
る
こ
と
は
計
算
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で、

旅
費
の
二
割
を
地
元
負
担
に
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か、

八
日
市

の
須
田
明
忠
や
彦
根
・
長
浜
の
信
者
と
相
談
し
て
ほ
し
い、

と
書
ぎ
送
る。
（
怜
3

心
0
6
)

こ
の
日、

岸
和
田
の
信
徒
よ
り
伝
道
へ
の
礼
状
を
受
け
取
り、

折
り
返
し
激
励
の
手
紙
を
出
す。
（
怜
3

筵08)

晴、

朝
八
時、

父
親
と
共
に
平
等
院
を
見
物
の
た
め
宇
治
へ
行
く。

親
子
水
入
ら
ず
の
一
日
を
過
ご
し、

夕
方
五
時
前

に
帰
宅
す
る。
(
J:1717)

晴、

体
暇
を
過
ご
す
た
め、

朝
八
時、

上
嵯
峨
村
常
寂
寺
〔
？〕
へ
出
発
す
る。
(
J::
1717)

明
石
の
川
本
政
之
助
に
月
手
当
と
し
て
八
円
を
送
る。

こ
れ
は
去
る
四
月
三
十
日
に
郵
送
し
た
分
が
届
か
ず、

回
送
さ

れ
て
き
た
も
の
を
改
め
て
送
っ
た
も
の。
（
曲
3

心09)

午
前
中
降
雨
雷
嶋、

午
後
三
時
す
ぎ
嵯
餓
よ
り
一
時
帰
宅
す
る。
（
ト
1

7
1

7
)

J
 40
 : 193)
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八
月
二
十
六
日

年81

八
月
二
十
四
日

8
 
ー

八
月
二
十
二
日

八
月
十
八
日

八
月
十
二
日

八
月
十
日

八
月一
日

七
月
二
十
九
日

今
治
よ
り
伊
勢
時
雄
が
来
訪
す
る。
(
.l:1717)

山
崎
の
看
護
は
生
徒
が
交
代
で
あ
た
る。
(
J::1717)

w
.

T
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
〔
元
ベ
ル
リ
ン
号〕

船
長
に
帰
国
後
初
め
て
手
紙
を
書
く。

あ
る
イ
ギ
リ
ス
婦
人
〔
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド〕
が
書
い
た
記
事
に
よ
っ
て
彼
が
気
を
悪
く
し
て
い
る
こ
と
に
関
し、

釈
明
の
手
紙
を
送
る。
（
ゆ6:
2
1
2
)
 

鎌
田
助、

新
島
を
訪
問
す
る。

鎌
田
に
結
核
の
兆
し
の
あ
る
こ
と
を
聞
ぎ、

近
江
八
幡
へ
の
夏
期
伝
道
を
中
止
す
る
よ

嵯
峨
で
休
養
中
不
快
と
な
り、

帰
宅
し
て
い
た
と
こ
ろ
全
快
に
つ
き、

朝
八
時、

比
叡
山
の
テ
ソ
ト
村
へ
行
く。

1717)
 

こ
の
朝、

第
二
教
会
の
用
件
で
比
叡
山
よ
り
下
山、

帰
宅
す
る。
(
J::
1717)

山
崎
為
徳
重
病
に
つ
き
入
院
中
の
と
こ
ろ、

看
護
が
行
ぎ
届
か
な
い
の
で、

こ
の
日
夕
暮
れ、

新
島
宅
に
引
き
取
る。

大
阪
の
テ
イ
ラ
ー
医
師、

山
崎
為
徳
を
診
察
「
凌
方
無
之
趣
被
申
聞
候」
(
1:1717)

山
崎
為
徳
の
父
親、

午
後、

水
沢
よ
り
新
島
宅
に
着
く。

九
月
六
日
ま
で
滞
在。

金
森
通
倫、

堀
貞一

う
に
勧
め
る。
(

J

1

5
 :
 
1

6
)
 

山
崎
為
徳、

肺
結
核
の
た
め
京
都
病
院
へ
入
院
す
る。
（
怜
1

"

2
3
4
)

れ
ば
決
而
御
心
痛
ハ
不
及
と
存
候」

と
激
励
す
る。
（
怜3:
 113)
 

＊

聴
衆
約一
千
名。
(

J

71
 : 4
5
)
 

〔
金
太
郎〕

来
（
廿

基
督
教
大
演
説
会
を
丹
波
亀
岡
で
開
催、

新
島
も
ゴ
ー
ド
ソ、

堀
金
太
郎、

山
崎
為
徳、

湯
浅
吉
郎
と
共
に
出
演
す
る。

聴
衆
千――一
百
名
に
上
る。
(

F
l

蕊
4
)

熊
本
の
下
村
孝
太
郎、

坂
井
禎
甫
に
八、

九
月
分
の
手
当
四
十
六
円
を
送
り
「
御
地
之
六
ケ
敷
事
ハ
誰
も
承
知
之
事
な
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九
月――-
+
13

九
月

九
月
十
八
日

九
月
六
日

九
月
二
日

九
月
十
三
日

九
月
十
七
日

九
月
十
九
日

九
月
二
十
三
日

八
月
二
十
八
日

八
月
二
十
七
日

（
曲3
心12)

訪。

新
島
は
比
叡
山
に
登
る
予
定
の
と
こ
ろ、

遅
く
な
っ
た
の
で
中
止
す
る。
（
廿1717)

熊
本
の
徳
富
猪一
郎
に
発
信、
「
小
生
モ
此
五
月
来
脳
病
ノ
為
二
苦
メ
ラ
レ
格
別
気
分
モ
不
振
候
処、
又
々
、
山
崎
兄
ノ

為
二
種
々
心
配
セ
ツ
故
力
何
分
頭
痛
致
ジ
困
却
二
付、

不
得
止
此
三
四
日
前
ョ
リ
叡
山
ノ
北
谷
二
登
リ
可
養
仕
居
候」

比
叡
山
テ
ソ
ト
村
よ
り
午
後
五
時
す
ぎ
帰
宅
す
る。
（
廿
1717)

こ
の
朝、

山
崎
為
徳
の
父
親、

東
京
へ
帰
る。
(
J:1717)

海
老
名
弾
正、

女
学
校
に
入
学
す
る
黒
川
常
を
伴
い、

安
中
よ
り
来
る。
(
J::1717)

徳
富
猪
一
郎
に
発
信、
「
御
申
越
之
大
久
保
某
之
為
二
余
裕
無
之
候
間、

不
得
止
事
当
年
ハ
御
断
申
上
候」

と
述
べ
る。

日
曜
日、

ま
だ
会
堂
開
き
は
し
て
い
な
い
が、
隠
居
宅
手
狭
に
つ
き、
第
二
教
会
の
礼
拝
を
新
会
堂
で
行
う。
(
1:1
717)

屈
時
々
小
雨、

八
重
夫
人、

山
崎
為
徳
の
看
病
の
た
め
古
木
の
母
親
を
伴
い
神
戸
よ
り
帰
宅
す
る。

山
崎
為
徳
の
母
親

来
訪
す
る。
（
廿1717)

金
曜
日、

終
日
小
雨、

夜、

休
暇
中
地
方
伝
道
に
出
か
け
て
い
た
生
徒
た
ち
の
報
告
会
が
開
か
れ
る。
(
h1717)

第
二
教
会
の
執
事
に
湯
浅
吉
郎、

池
袋
清
風、

書
記
に
鎌
田
助
を
選
ぶ。
（
怜2:
5
72)
 

福
沢
論
吉
『
時
事
小
言』

を
刊
行。

そ
の
中
で
11
外
教
の
蔓
延
を
防
ぐ
耶II
に
つ
い
て
記
す。
(

J

13"
287)
 

晴、

八
重
夫
人、

神
戸
へ
行
く。
（
廿1717)

近
畿、

中
部
地
方
に
風
水
害。
(
H14:
173)

と
述
べ
る。
（
ゆ
3

:
 2
11)
 

土
曜
日、

朝
七
時
す
ぎ
比
叡
山
に
向
か
う。
(
J::
1717)
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1881年

十
月
中
旬

十
月
九
日

十
月
一
日

十
月
二
日

十
月
十一
日

十
月
十
四
日

十
月
十
五
日

十
月
十
九
日

十
月
二
十一
日

し
た
と
こ
ろ、

土
倉
は
応
分
の
協
力
を
約
束
す
る。
（
怜
1
:
 1
8
5
)
 

る
こ
と
に
決
め
る。
（
怜
2
:
 5
71)
 

朝
七
時
す
ぎ
神
戸
へ
行
き、

夜
に
入
っ
て
帰
宅
す
る。
(
h1
717)

〔
第
二
教
会
の
？〕

安
息
日
学
校
の
総
理
に
市
原
盛
宏
を
選
び、

教
員
数
名
を
選
任
し
て、

そ
の
教
授
法
を
改
良
す
る。

日
曜
日、

午
前
九
時
よ
り
組
合
稽
古
〔
？〕

あ
り、
ゴ
ー
ド
ソ
よ
り
聖
書
諧
義、

午
後
二
時
過
ぎ
よ
り
京
都
三
教
会
の

信
徒
ら
第
二
教
会
に
集
ま
っ
て
晩
餐
礼
を
守
る。

新
島、

説
教
を
す
る。
（
怜
2

ふ
7
1,

J::
1
7
1
7
)
 

海
老
名
弾
正、

安
中
へ
帰
る
た
め
挨
拶
に
来
る。
(
1:1
717)

川
本
政
之
助
に
発
信、

弟
〔
松
尾
音
次
郎〕
の
学
資
に
つ
き
「
少
々
位
な
ら
随
分
御
加
勢
申
而
も
不
苦
候
得
共、

唯
今

手
一
杯
二
而
三
円
ハ
出
す
事
不
叶」

家
の
方
で
都
合
さ
れ
た
い、

と
述
べ
る。
（
ゆ3:
 21
4
)
 

大
阪
の
天
満
教
会
に
お
い
て
古
木
虎
三
郎
の
按
手
礼
を
行
う
に
つ
き、

京
都
第
二
教
会
は
新
島
を
代
表
と
し
て
派
遣
す

雨
の
ち
晴、

栂
尾
よ
り
正
午、

帰
宅
す
る。
（
廿
1
7
1
7
)

四、

五
日
他
出
〔
場
所
不
明〕
の
と
こ
ろ、
こ
の
日
帰
京
す
る。
（
怜
3
"
2
1
5
)

大
和
大
滝
村
の
土
倉
庄
三
郎、

子
息
を
伴
っ
て、

立
憲
政
党
新
聞
の
古
沢
滋
と
共
に
新
島
宅
を
訪
れ、

子
息
二
人
の
教

育
を
依
頼
す
る。

そ
の
際、

古
沢
は
大
学
の
必
要
を
説
き、

新
島
も
同
志
社
に
お
け
る
私
立
大
学
の
計
画
を
明
ら
か
に

岸
和
田
の
山
岡
手
方
に
発
信、

子
息
・
邦
三
郎
の
同
志
社
入
学
に
つ
い
て
は、

現
在
在
学
し
て
い
る
ベ
ラ
の
学
校
の
添

書
が
あ
れ
ば、

両
校
の
友
誼
を
破
ら
な
い
た
め
に
も
好
都
合
だ
と
知
ら
せ
る。
（
肋
3
:
 
2
1
5
)
 

午
前
八
時
頃、

栂
尾
へ
行
く。
(
h
1717)

（
怜2:
 57
1)
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十
月
二
十
五
日

十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
九
日

十一
月
二
日

十一
月
三
日

十一
月
九
日

十一
月
八
日

十
月
二
十
六
日

十
月
二
十
二
日

京
都
第
二
教
会
の
開
堂
式
を
行
う。

新
島
宅
南
隣
の
上
京
第
二
十
二
組
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
一
四
0
番
地
に
新
築
落
成

し
た
も
の
で、

市
原
盛
宏
の
司
会
に
よ
り
挙
行
さ
れ
る。

ま
ず
新
島
が
新
築
入
費
報
告
を
行
い、
ゴ
ー
ド
ン
の
祈
蒻、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
祝
辞、

高
松
ッ
ネ、

片
桐
清
治、

木
村
経
夫
の
祝
文、

宮
川
経
輝
の
祝
辞、

新
原
俊
秀
の
祝
文
が
あ
り、

た
人
々
は
京
都
三
教
会
の
信
徒、

同
志
社
生
徒
あ
わ
せ
て
約
二
百
余
名
で
あ
っ
た。
（
ゆ2:
 572,
 
J:932,
 
J:1
717)

円
山
雙
林
寺
文
阿
弥
に
お
い
て
同
志
社
学
術
演
説
会
を
催
す。
（
廿1
717,
I
 8
ー

14
g)

一
番
列
車
で
神
戸
へ
行
ぎ、

午
後
九
時
ご
ろ
帰
宅
す
る。
(
J:1717)

八
日
市
伝
道
の
た
め、

午
後
四
時
ご
ろ
出
発
す
る。
二、

三
日
滞
在
の
予
定。
（
廿1717)

東
京
大
学
に
在
学
中
の
大
西
祝
に
会
い、

午
前
中
雨、

午
後
に
な
っ
て
帰
宅
す
る。

大
西
祝
よ
り
こ
の
日
付
で
返
事
が
来
る。
（
廿1
717̀

r3
171)

晴、

朝
六
時、

大
阪
へ
行
く。

天
満
教
会
の
古
木
虎
三
郎
の
按
手
礼
に
出
席
し、

祝
辞
を
述
べ
る。

晴、

天
長
節
に
つ
き
休
日、

夜、

第
三
教
会
の
主
催
に
よ
り
市
内
の
信
徒、

同
志
社
の
生
徒
ら
上
賀
茂
神
社
へ
親
睦
の

遊
歩
を
す
る。

新
島
は、

午
後一
時
前、

大
阪
よ
り
掃
宅
し、

朝
九
時、

大
阪
へ
行
く。
(
J::1
717)

h

)
 

朝、

。フ
ロ
シ
ア
国
高
等
学
校
の
教
科
表
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
す
る。
(
r31
71)

た
だ
ち
に
上
賀
茂
神
社
へ
行
く。
（
怜2
ふ
72,

J:1717)
 

山
崎
為
徳、

午
前
六
時
二
十
分
永
眠。

大
阪
に
い
る
新
島
に
電
報
を
打
ち、

帰
宅
を
待
っ
て
午
後
四
時
す
ぎ
納
棺
を
行

う。
（
恥2:
494,
 5
72,
」ぃ1
717)

＊
（
怜
1

"

3
1

7
)

で
は
t-
Jl
八
日
死
亡、
九
日
葬
儀
と
な
っ
て
い
る。

最
後
に
新
島
が
祝
禰
を
捧
げ
た。

そ
の
後、

（
廿1
717,
I
 8
114
 

一
同
へ
菓
子
の
供
応
が
あ
り、

十
一
時
半
ご
ろ
散
会
し
た。

当
日
集
ま
っ
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1881年

十
二
月
二
日

十
二
月
三
日

十一
月

十一
月
二
十
七
日

十一
月
三
十
日

土
曜
日、

新
島
の
両
親
の
結
婚
五
十一
年
を
祝
い、

子
供
・
親
戚
・
知
人
ら
三
十
人
近
く
が
集
ま
り、

朝
六
時、

神
戸
へ
行
く。

午
後
十
時
ご
ろ
掃
宅
す
る。
(
J::1717)

第
五
寮
落
成
す
る。
（
曲l
"
164,
168)
 

京
都
府
学
務
課
員、

同
志
社
を
視
察
す
る。
(
D1
 : 148)
 

十一
月
二
十
六
日

円
山
文
阿
弥
に
お
い
て
演
説
会
が
開
か
れ
る。
（
廿1
717)

十一
月
十
七
日

十一
月
十
九
日

十一
月
二
十
五
日

婦
に
つ
い
て
主
張
す
る。

聴
衆
四
百
人。
〔
場
所
不
明〕
（
J

15
 : 18,
 
J
 69
 :801)
 

十一
月
十
六
日

十
一

月
十
日

十一
月
十
五
日

祝
福
す
る。

山
崎
為
徳
の
葬
儀
が
京
都
第
二
教
会
に
お
い
て
午
後
二
時
よ
り
行
わ
れ
る。

新
島
が
司
式、

履
歴
を
朗
読。

式
後、

新

島、

同
志
社
教
職
員
•
生
徒
に
送
ら
れ
て
黒
谷
（
金
戒
光
朋
寺
内）
の
西
雲
院
に
埋
葬
す
る。
（
怜2:
 5
72,

...l::.1
717,
 
I

8
114
 i
)
 

山
崎
為
徳
の
母
親
帰
郷
に
つ
き、

七
条
停
車
場
ま
で
八
重
夫
人
が
見
送
る。
(
1::
1717)

大
阪
教
会
の
牧
師、

上
代
知
新
の
辞
任
に
関
す
る
会
議
に
出
席、

議
長
と
な
る。

協
議
の
結
果、

辞
任
を
認
め
る。

土
倉
庄
三
郎
に
宛
て
子
息
辰
二
郎、

亀
三
郎
の
近
況
に
つ
ぎ
報
告
す
る。
（
怜4
羞87)

土
曜
日、

暴、

夜
に
入
り
雨、

同
志
社
生
徒
ら
兎
狩
り
に
行
く。
(
1:1717)

同
志
社
学
術
演
説
会
が
開
か
れ、

ラ
ー
ネ
ッ
ド、

蔵
原
ら
と
共
に
新
島
も
「
人
種
改
良
論」

と
題
し
て
演
説、

第
二
教
会
は
毎
月
第
四
金
曜
日
ご
と
に
講
習
会
を
開
ぎ、

会
員
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
に
す
る。
（
怜2:
 573)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
「
真
正
の
快
楽」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
栂
2

:
 57)
 

(
J::
1717)
 

(

I
 8
ー14
j

)
 

一
夫
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十
二
月

十
二
月
四
日

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
九
日

十
二
月
二
十
八
日

十
二
月
八
日

午
前
中
稽
古
集
会、

午
後
二
時
よ
り
新
町
の
第
三
教
会
に
お
い
て
晩
餐
式
を
行
う。
（
廿
1
7
1
7
)

ア
メ
リ
カ
で
は
金
婚
式
は
稀
な
こ
と
と
し
て
お
祝
い
を
す
る
と
い
う
の
で
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
、

ゴ
ー
ド
ソ
ら
宜
教
師
と
そ

の
家
族
を
招
ぎ、

ご
馳
走
を
す
る
。
（
廿
1
7
1
7
)

J
.

C
・
ベ
リ
ー
に
手
紙
を
書
く。

大
村
〔
達
斎
〕

医
師
に
関
す
る
も
の
。
（
廿
1
1
8
5
)

安
中
の
根
岸
よ
り
無
尽
の
金
五
十
円
を
為
替
で
送
っ
て
く
る
。
〔
民
治
宛
か
〕
（
J::
1
7
1
7
)

餅
掲
き、

同
志
社
の
教
員
・

生
徒
ら
を
招
く。

速
水
家
に
歳
暮
を
贈
る
。

(

h
1
7
1
7
)

校
内
に
礼
拝
堂
が
完
成
す
る
。

木
造
平
屋
建。
（
怜
1

:
 
1

6
4
)
 

チ

ャ

ペ

ル

＊
「
明
治
十
五
年
に、

最
初
の
公
会
堂
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
が
：
…・
」
(

J

69
 :
 1
8
)

「
十
五
年
の
春、

三
十
坪
の
礼
拝
堂
が、

中
央
構
内
の
南
の
方、

東
よ
り
約
三
分
の
一
の
地
点
に、

新
築
さ
れ
る
…·
:
」
（
D
11
:
1
5
6
)

と
あ
る
の
で、

十
五
年
春
か
ら
使

用
さ
れ
始
め
た
と
思
わ
れ
る。

な
お、

こ
の
公
会
堂
は
の
ち
に
移
築
さ
れ
て
同
志
社
予
備
校
の
教
室
〔
現
在
の
大
学
会
館
の
位
置〕

と
し
て
使
用、

さ
ら
に
解
体
後、

そ
の
材
木
で
事
務
室
が
建
て
ら
れ
た。
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1881-1882年

一
月
十
一

日

一
月
十
日

一

月
九
日

一
月
六
日

一
月
五
日

日
本
基
督
伝
道
会
社
臨
時
議
会
が
神
戸
で
開
か
れ、

新
島
も
出
席
す
る
。

十
日
ま
で
。

決
議
事
項
は
次
の
通
り、

日
伝
道
者
の
資
格
を
決
め
る
こ
と

国
著
書
・

出
版
の
こ
と。

な
お、

京
都
第
二
教
会
か
ら
は
市
原
盛
宏
が
議
員
と
し
て
出
席
し
た
。
（
や2

ふ73,

l::494,
 F
 2
 :
 8)
 

＊

新
島
は
「
神
戸
二
而
：
：・・
五
日
よ
り
九
日
迄
相
懸
り、

其
よ
り
直
二
他
所
二
趣
き
…·
:
」

と
記
す。
（
ゆ3

心1
6)

神
戸
多
聞
教
会
に
お
い
て
杉
浦
義
一

の
按
手
礼
式
が
行
わ
れ、

新
島
は
牧
師
へ
の
勧
め
を
述
べ
る
。
（
ゆ2
:
 573)
 

*
（
F
27
|1
6
 •
 17
 :
 27-1,
 
I
 8
11
5a)

で
は
一
日ハ
六
日
と
な
っ
て
い
る。

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
の
屈
用
願、

寄
留
願
を
京
都
府
に
提
出
す
る
。

二
月
六
日
許
可。
(
D
1
 
:
 80)
 

大
阪
心
斎
橋
通
高
麗
橋
南
の
油
屋
森
田
耕
造
方
に
一

泊
す
る
。
（
怜5
"
122)

土
倉
庄
三
郎
が
来
阪
中
と
聞
い
て
古
沢
を
訪
ね、

次
い
で
新
町
南
通
二
丁
目
沙
場
南
小
泉
角
兵
衛
方
で
土
倉
の
子
供、

鶴
松
に
会
う。

土
倉
が
来
阪
し
て
い
な
い
こ
と、

近
日、

上
京
す
る
こ
と
を
聞
き、

急
逮、

彼
に
面
会
す
る
た
め、

朝

十
時、

森
田
と
共
に
吉
野
大
滝
村
へ
向
か
う。

平
野
・

古
市
・

春
ヶ
野
・

竹
内
峠
・

長
尾
を
経
て
、

同
夜
は
御
所
に
泊

御
所
よ
り
大
滝
に
向
か
う。

途
中、

大
風
雪
に
あ
う。

下
市
・

宮
滝
・

五
社
峠
を
経
て、

午
後
四
時
頃、

大
滝
村
の
土

倉
の
家
に
た
ど
り
着
く。

中
島
信
行
・

岡
崎
高
厚
ら
の
先
客
が
あ
り、

こ
の
日
は
土
倉
に
泊
ま
る
。
（
怜5
:
 122)
 

ま
る。
（
怜5
:
 122)
 

一
月
十
八
日
出
願。
（
怜1
:
31
8)
 

朋
治
十
五
年
(
-

八
八
二
）

四
十
歳

⇔
邦
語
神
学
校
設
立
の
こ
と

231 



二
月
一
日

二
月
五
H

一

月
十
二
日

一

月
十
三
日

一

月
十
五
日

一

月
十
七
日

一

月
十
九
日

一

月
二
十
九
日

一

月
三
十
一

日

一

月
十
六
日

第
二
教
会
に
お
い
て
「
改
新
の
説」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜2

ら
0
)

2
1
6
)
 

伺
帰
郷
し
て
い
る
下
村
孝
太
郎
を
援
助
す
る
よ
う
に
頼
む。

用
す
る

熊
本
の
徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

日
封
筒
裏
に
初
め
て
「
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地」

夜
に
入
り
自
宅
に
帰
る
。
（
怜
竺
2
1
6
)

大
阪
に
帰
る
。
（
怜
5
:
 1
2
4
)
 

ボ
ス
ト
ソ
の
J
.

M
・
シ
ア
ー
ズ
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

建
築
さ
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
の
内
外
観
の
写
真
を
送
っ
て
ほ
し

大
滝
村
を
出
発、

人
力
車
を
乗
り
継
い
で
宮
滝
・

上
市
・

檜
柿
本
・

芦
原
・

土
佐
・

大
和
高
田
・

国
分
•

平
野
を
経
て

口
「
小
生
之
兄
に
望
む
所
ハ

兄
之
一

大
国
器
ト
ナ
ラ
ソ
事
也
…
…
兄
ョ

勉
ョ
ャ
、

今
ヤ
男
児
ノ
為
ス
ア
ル
ノ

期
ナ
リ、

此
期
失
フ
ベ
カ
ラ
ス
…
…」

と
記
す

滋
賀
県
長
浜
に
行
く。

大
津
に
行
く
が
便
船
な
く、

午
後
九
時
ま
で
待
っ
て
金
竜
丸
に
乗
船、

深
夜
一

時
に
長
浜
に
到

着、

船
町
の
中
村
良
造
方
に
宿
泊
す
る
。
（
怜
5
"
1
2
5
)

錦
町
の
藤
井
を
訪
問
す
る
。
（
怜
5
"
1
2
5
)

葛
一

教
会
で
聖
晩
餐
礼
が
行
わ
れ、

グ
リ
ー
ソ
が
司
礼、

ゴ
ー
ド
ソ
が
説
教
を
す
る
。

こ
の
日、

新
島
よ
り
受
洗
し
た

宮
滝
村
か
ら
下
田
守
孝
が
訪
ね
て
く
る
。
（
怜
5
:
 1
2
4
)
 

い
こ
と、

ハ

ー
デ
ィ
の
消
息
を
伝
え
て
く
る
。
(

r
2
4
0
9
)

説」
。
（
怜
5
:
 1
2
3
)
 

演
説
を
す
る
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
連
続
で
「
教
育
の
大
切
な
る

事」

（
怜3

の
住
所
印
判
を
使

こ
の
夜、

土
倉
に
大
学
設
立
計
画
を
話
し、

法
学
科
設
置
の
た
め
五
千
円
寄
付
の
約
束
を
得
る
。

夜、

人
々
を
集
め
て

「
宗
教
に
文
明
の
関
係
あ
る
事」

「
日
曜
日
の
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1882年

月
二
十
八
日

月
十
八
日

月
六
日

二
月
二
月
二
十
五
日

三
月
七
日

三
月
十
九
日

（
怜1
:
 31
8)
 

ニ
シ
テ
之
二

加
フ
ル
ニ

沈
思
熟
慮
ヲ
以
テ
セ
サ
レ
ハ
、

他
日
事
ヲ
為
ス
ノ
日
二

於
テ
或
ハ

大
二

誤
ル
所
ア
ラ
ソ
カ
…
…

大
器
晩
成
学
ヲ
脩
ス
ル
豊
二

今
日
二

限
ラ
ソ

鋏
ヲ
養
ヒ

而
後
再
挙
ス
ヘ
シ
、

再
挙
ナ
ラ
ス
ン
ハ
――一
挙
ア
ル
ベ
ッ
、

不
屈
ハ

男
子
ノ
常
登
君
ノ
義
烈
ノ
志
操
ヲ
シ
テ
空
ク
地
二

落
チ
シ
ム
ル
ニ

忍
ビ
ソ
ヤ
、

君
ョ

行
ケ
、

海
老
名
弾
正
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

下
村
孝
太
郎
に
関
し
長
崎
の
ス
タ
ウ
ト
に
手
紙
を
送
る
よ
う
に
頼
む。

ま
た
新

大
阪
島
の
内
教
会
の
設
立
式
と
会
堂
の
捧
堂
式
に
出
席
し、

聖
晩
餐
の
司
式
を
す
る
。

仮
牧
師
は
上
原
方
立
。

68,
 I
 8
11
5
b)
 

島
の
内
教
会
の
新
築
会
堂
に
お
い
て
午
後
一

時
半
よ
り
説
教
会
が
開
か
れ、

新
島
は
説
教
の
後、

る
。

(

I

8
|1
5
b)
 

上
京
第
十
組
御
所
八
幡
町
の
一

条
家
除
地
五
百
四
十
一

坪
九
合
四
勺
の
借
用
願
を
出
す。

四
月
十
二
日
に
許
可
さ
れ
る
。

島
が
両
親
を
軽
ん
じ
て
い
る
と
忠
告
す
る
。
(
r
67
9)

ヘ
シ
…
…」
（
怜
3

心1
8)

同
志
社
を
退
学
し
て
帰
郷
す
る
蔵
原
惟
郭
に
一

書
を

送
る
。

(

F
l
 

も
の
大
沢
み
つ
ら
九
名、

そ
の
う
ち
新
原
俊
秀
•

岡
本
磯
雄
・

滝
能
武
太
・

山
中
百
•

原
忠
美
・

沢
山
雄
之
助
・

山
田

安
路
は
第
二
教
会
に
入
る
。
（
怜2
"
573)

浜
岡
光
哲
よ
り、

こ
の
日
付
の
手
紙
で
、

共
有
山
地
の
売
却
に
つ

き
相
談
し
て
く
る
。
(
r678)

は

む

る

大
阪
府
下
摂
津
国
土
室
村
の
長
屋
景
章
の
招
き
に
よ
り、

雉
を
撃
ち
に
行
く
が、

獲
物
な
し
。

同
家
に
一

泊
し、

大
阪

の
森
田
の
知
人、

生
田
秀
太
郎
・

広
之
助
兄
弟、

そ
の
従
兄
の
安
田
源
之
助
ら
に
会
う。
（
怜
5
り

1
25)

百
折

又
再
会
ノ
期
ア
ル

五
人
に
洗
礼
を
授
け

「
君
ノ
性
タ
ル
過
激
ニ
シ
テ
恰
モ

烈
火
噴
水
ノ

如
シ
、

君
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四
月
十
一

日

四
月
十
七
日

四
月
十
九
日

四
月
十
日

四
月
九
日

四
月
八
日

四
月
七
日

四
月
六
日

四
月
一

日

三
月
三
十
一

日

高
砂
よ
り
正
午
前
の
汽
船
に
乗
り、

午
後
三
時、

兵
庫
に
着
く。

神
戸
で
松
山
高
吉
・

今
村
謙
吉
に
会
い
板
垣
退
助
が

岐
阜
で
遭
難
し
た
こ
と
を
聞
き、

大
阪
に
立
ち
寄
ら
ず
帰
京
す
る
。
（
怜
5
:
 1
2
8
)
 

板
垣
退
助
が
彦
根
よ
り
貞
崇
丸
で
大
津
に
来
る
こ
と
を
聞
き、

正
午、

大
津
石
場
の
播
磨
屋
ま
で
出
迎
え
る
。

午
後
三

時
十
五
分、

板
垣
と
大
津
発
の
汽
車
に
同
乗
し
て
京
都
ま
で
帰
る
。
（
怜
5
:
 1
2
8
)
 

午
後
三
時
二
十
五
分
に
七
条
駅
発、

大
阪
に
板
垣
を
見
舞
う。

淀
屋
橋
の
北
川
方
に
宿
泊、

夜、

普
積
順
蔵
•

藤
井
某

小
舟
を
雇
っ
て
ケ
リ
撃
ち
を
す
る
が、

成
果
な
し
。
（
怜
5
:
 1
2
8
)
 

安
息
日
。

と
の
願
書
を
提
出
す
る
。

(

D
l
:

2
8
6
)
 

鎌
田
助
ら
神
学
科
生
徒
代
表
四
名
連
署
し
て
、

神
学
科
目
に
つ

き
「
二
年
ヲ
以
テ
修
ム
ル
ニ

容
易
ナ
ル
学
課
ヲ
三
年
ニ

(
r

F
)
 

「
…
…
当
今
ノ
日
課
ヲ
改
良
シ
…
…
二
年
ニ
シ
テ
先
般
預
定
ノ
神
学
科

ヲ
卒
業
ス
ル
カ
或
ハ

三
年
ヲ
以
テ
尚
ホ
一

層
学
カ
ヲ
菩
フ
ル
ニ

足
ル
ノ
学
課
ヲ
増
加
ス
ル
カ
其
ノ
一

ヲ

取」

ら
れ
た
い
、

新
島
宅
で
宮
川
経
輝
と
朽
木
次
子
〔
の
ち
宮
川
夫
人
〕

を
引
き
合
わ
せ
る
。

(

J

7
1
 :
 4
8
)
 

午
後
三
時
五
十
五
分
の
汽
車
で
大
阪
に
行
く。

淀
屋
橋
南
詰
西、

北
川
芳
助
方
に
一

泊
す
る
。
（
ゆ
5
:
 1
2
6,
 

J::
9
4
2
)

快
晴、

早
朝
テ
イ
ラ
ー
医
師
を
訪
ね
て
診
察
を
受
け、

前
神
醇
一

へ

行
き一
二
週
間
分
の
薬
を
も
ら
う。

午
後、

神
戸
へ

行
ぎ、

松
山
高
吉
に
借
り
た
鉄
砲
を
返
す
た
め
相
生
町
三
丁
目
の
高
橋
熊
七
方
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、

播
州
高
砂
沖
で
の

遊
猟
を
勧
め
ら
れ、

猟
友
を
求
め
て
交
渉
す
る
が、

み
な
辞
退
す
る
。
（
怜
5
:
 1
2
6
)
 

朝、

神
戸
を
出
発
し、

三
ノ
谷
の
平
敦
盛
の
墓
に
参
り、

明
石
で
昼
食
を
す
る
。

町
は
ず
れ
の
池
で
ケ
リ
を
撃
つ
が
当

た
ら
ず、

さ
ら
に
加
古
川
を
経
て
、

午
後
三
時
ご
ろ
高
砂
に
着
く。
（
ゆ
5
"
1
2
7,

J:
9
4
2
)

延
期
ス
ル
ト
ハ

尤
モ
疑
惑
ナ
キ
能
ハ

サ
ル
義」
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年

四
月
二

十
六
日

288ー

四
月
二

十
一

日

四
月
二

十
二
日

四
月
二

十
三
日

四
月
二

十
四
日

四
月
二

十
五
日

宮
津
を
発
ち
福
知
山
に
向
か
う。

途
中、

力
石
と
内
宮
の
間
で
案
内
人
を
雇
い、

大
江
山
に
登
り、

鬼
の
窟
を
見
物
す

る。

福
知
山
本
通
り
の
大
勝
に
一
泊
す
る。

同
所
で
中
島
甚
右
衛
門
・
足
立
甚
三
郎
に
会
う。
（
怜
5

:

 
1
3
9
)
 

宿
す
る。
（
怜
5

:

 
1
3
7
)
 

」

1
3
3
)

中
で
同
志
社
を
病
気
中
退
し
た
向
井
某
に
会
ち。
（
怜
5

:

 
1
2
9
)
 

（
怜
5

を
訪
問
す
る。

裔
5

り

129)

早
朝、

古
沢
滋
を
訪
問
し、

同
志
社
大
学
設
立
の
主
意
書
〔
の
執
筆
？〕
を
依
頼
す
る。
そ
の
後
、

今
橋一
丁
目
の
真

島
方
に
滞
在
中
の
板
垣
退
助
を
見
舞
う。

板
垣
に
牛
乳
と
鶏
卵
で
飲
み
物
を
作
り
喜
ば
れ
る。

小
室
信
夫
も
来
て
岐
阜

で
の
板
垣
遭
難
の
こ
と、

宗
教
の
こ
と
等
の
話
を
す
る。

午
前
十
時、

大
阪
川
口
よ
り
金
聖
丸
と
い
う
小
蒸
汽
船
に
乗
り
明
石
に
向
か
う。

明
石
港
で
ハ
ッ
ケ
に
乗
り
移
る
際、

大
波
の
た
め
遭
難
し
か
か
る。

人
力
車
で
加
古
川
を
経
て
姫
路
に
着
く。

富
中
町
の
旅
館
に
入
る。

加
古
川
よ
り
の
途

朝
六
時、

姫
路
を
出
発、

人
力
車
で
十一
里
半
を
走
り、

午
後
三
時
頃
よ
う
や
く
生
野
銀
山
に
着
く。

塗
師
屋
旅
館
に

荷
物
を
預
け、

銀
鉱
の
見
物
に
行
く
が、

お
り
か
ら
山
火
事
の
後
始
末
の
た
め
入
坑
で
き
ず、

説
明
の
み
を
聞
く。

そ

れ
よ
り
さ
ら
に
竹
田
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
宮
津
屋
柳
吉
方
に
投
宿
す
る。
（
ゆ
5

:
 
1
3
1
)
 

安
息
日、

戸
長
の
馬
場
尚
太
郎
の
家
を
訪
ね、

土
地
の
事
情
を
聞
く。

馬
場
精
三
郎
の
父
親
が
夜
分
来
訪
す
る。

朝
六
時
に
竹
田
を
出
発
し、

豊
岡
を
経
て
城
崎
湯
島
に
到
着、

油
箇
屋
西
村
六
右
衛
門
方
に
一
泊
す
る。
（
怜
5

:

 
1
3
4
)
 

朝
六
時、

城
崎
を
発
ち、

久
美
浜
・
野
中
・
ニ
箇
・
大
野
を
経
て
岩
滝
に
至
る。

そ
こ
か
ら
船
で
宮
津
に
渡
り
本
町
通

の
旅
館
西
川
に
泊
ま
る。

途
中、

天
橋
立
の
景
色
を
楽
し
み、

天
橋
義
塾
に
つ
い
て
も
聞
く。

中
国
人
凋
濯
雪
卿
と
同
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五
月
二
十
六
日

五
月
十
二
日

五
月
十
七
日

五
月
二
十
日

五
月
九
日

四
月――
十
八
日

四
月
二
十
七
日

四
月
三
十
日

五
月＿―-
日

1
5
 :
 
2
2
)
 

峠
の
悪
路
に
阻
ま
れ
て
亀
岡
ま
で
行
け
ず、

亀
岡
の
村
上
を
訪
ね
た
後、
京
都
に
午
後
一―一
時
す
ぎ
到
着
す
る。
（
怜
5
:
 1
4
0
)

南
山
義
路
の
開
校
式
に
出
席
す
る。
(

I

7)

八
木
に一
泊
す
る。
（
曲
5
:
 1
4
0
)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
祈
藷
会
が
催
さ
れ、
新
島
よ
り
板
垣
退
助
の
人
物
に
つ
い
て
の
感
話
が
あ
る。
(

J

1
5
 :
 
2
1
)
 

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
第
十
年
会
が
神
戸
外
国
人
居
留
地
五
十
九
番
館
で
開
か
れ
る。
十
五
日
ま
で。
(
E
1
)
 

同
志
社
の
朝
礼
（
チ
ャ
ペ
ル）
に
お
い
て
新
島
は
フ
ラ
ソ
ス
と
米
国、
パ
リ
と
ボ
ス
ト
ソ
の
比
較
論
を
述
べ
る。

（
第
三
水
曜
日）
日
本
基
督
伝
道
会
社
第
五
年
会
が
神
戸
教
会
で
開
か
れ
る。
委
員
と
し
て
前
年
度
の
会
計
報
告
を
す

る。
委
員
に
再
選
さ
れ
る。
（
廿
4
9
6,

F
 2 :
 
8,
 
I
 

8

|
1
5
c
)

大
阪
で
ジ
ョ
セ
フ
・
ク
ッ
ク
の
演
説
会
が
催
さ
れ、
新
島
は
そ
れ
に
さ
ぎ
立
ち
ク
ッ
ク
の
紹
介
を
す
る。
(

I

8
—

1
5
d
)

新
潟
県
与
板
の
三
輪
振
二
郎
に
発
信、
第
二
教
会
開
堂
式
の
こ
と、
生
徒
の
信
仰
の
状
況
に
つ
い
て
知
ら
せ
る。
「
蔽

社
二
而
最
早
法
学
医
学
部
を
設
置
ス
ル
事
ヲ
企
図
セ
リ
乍
去
資
金
ノ
ナ
キ
ニ
ハ
困
却
仕
申
ナ
リ」
（
ゆ
竺
2
1
9
)

新
京
極
劇
場
に
お
い
て
ジ
ョ
セ
フ
・
ク
ッ
ク
の
演
説
会
が
開
か
れ
る。

晩
春、

高
梁
教
会
設
立。
(
F
1
6
 :
 6,
 
F
 17
 :
 1
4
)
 

「
日
本
富
強
之
基
礎」
と
題
し、

が
国
家
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
を
述
べ
る。
聴
衆
千
五
百
余
人。
（
曲2
ふ
7
4
)

キ
リ
ス
ト
教

A
·
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
く。
休
養
の
た
め
中
国
へ
行
く
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が、
金
銭
的
に
苦
し
ん
で
い
る

日
本
の
兄
弟
の
こ
と
を
考
え
る
と
行
く
わ
け
に
い
か
な
い、
と
伝
え
る

1
働
き
過
ぎ
て、
も
う
読
み
内
き
の
力
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
友
人
に
会
わ
な
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て、
自
分
の
気
持
ち
を
確
か
め
た
い、 (

J
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1882年

六
月
十
日

六
月
九
日

六
月
八
日

六
月
七
日

六
月
四
日

申
し
出
る
な
ど
「
困
却
ノ
相
談
ト
ナ
レ
リ
」
（
怜
5

:
 1
80)
 

と
も
苫
く。
（
怜
6
"
21
4,

:!£:1
0
"
260V
 

京
都
三
教
会
の
信
徒
ら
第
三
教
会
に
集
ま
り、

聖
晩
餐
（
グ
リ
ー
ソ
の
説
教、

新
島
の
司
礼
）

を
守
る
。

永
年、

新
島

の
型
t口
指
濁
を
受
け
て
き
た
滋
賀
県
大
野
村
の
加
村
春
斎
（
七
十
三
歳
）

が
こ
の
日
受
洗
を
申
し
出、

急
速、

新
島
宅

に
お
い
て
委
員
五
名
に
よ
る
尋
問
会
を
開
き、

即
日
授
洗
す
る
こ
と
に
決
す。

こ
の
日、

グ
リ
ー
ソ
よ
り
受
洗
し
た
も

の
は
加
村
ほ
か
村
上
直
次
郎
・

東
正
義
・

白
石
邑
治
・

速
水
梅
ら
二
十
名。
（
ゆ
2

"

5
7
4
`

I

8
ー

1
5
e
)

大
阪
基
督
教
徒
青
年
会
創
立
。
（
初
代
会
長
・

宮
川
経
輝
）
（
F
2
0
ぃ

3
9
)

晴、

こ
の
日
よ
り
新
し
い
日
記
帳
を
使
い
始
め
る
。

大
村
〔
達
斎
〕

と
医
学
校
寄
付
金
の
相
談
を
す
る
。

山
中
茂
よ
り

来
状。

福
士
成
豊
よ
り
来
信、

北
海
道
の
地
図
を
送
っ

て
く
る
。

原
田
助
〔
鎌
田
助
〕

ほ
か
熊
本
人
一

名
来
訪。

備
中

笠
岡
の
柚
木
吉
郎
よ
り
伝
道
者
の
派
造
を
要
請
し
て
く
る
。
（
怜
5
:
 1
7
9
)
 

「
日
本
青
年
教
育
中
古
人
ノ
語
録
二

注
意
ス
ヘ
ク
、

サ
ル
ヲ
論
セ
リ
」
。

同
志
社
規
則
改
正
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
怜
5

:
 
1
7

9
)
 

且
教
育
ノ
基
礎
ヲ
立
ツ
ル
ニ

誤
ル
ベ

カ
ラ

雨、

彦
根
教
会
の
本
問
重
慶
牧
師
の
辞
任
問
題
に
つ

き
会
議
を
開
く
た
め
、

大
阪
の
W
.

w
•

カ
ー
テ
ィ
ス
に
手
紙
を

送
っ
て
相
談
す
る
。

彦
根
に
も
こ
の
こ
と
を
通
知
す
る
。

笠
岡
の
柚
木
吉
郎、

大
阪
の
森
田
耕
造
に
返
書
を
出
す。

神

戸
の
高
橋
熊
七
に
。
ヒ
ス
ト
ル
の
こ
と
に
つ

き
手
紙
を
出
す。
（
怜
5

:
 
1

7
9
)
 

午
後、

網
島
〔
佳
吉
〕

と
黒
谷
へ

行
き、

伝
道
の
相
談
を
す
る
。

夜
七
時
半
よ
り
女
学
校
で
会
議
を
開
く。

新
島
は
じ

め
宣
教
師、

女
子
教
員、

加
藤
勇
次
郎
ら
が
出
席、

規
則
改
正
に
つ
い
て
協
議
す
る
が、

議
事
紛
糾、

加
藤
も
辞
任
を

午
前、

綴
喜
郡
の
伊
東
経
夫
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

:

 
1

7
9
)
 

朝、

同
志
社
に
お
い
て
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六
月
十
六
日

六
月
十
七
日

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

六
月
十
二
日

六
月
十一
日

見
を
聞
く。
（
怜
5

"

1
4
0,

1
8
1
)
 

送
付
し
て
く
る。
（
ゆ
5
:
 
1
8
0
)
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
発
信、
ま
た
〔
在
米
の
？〕
赤
峰
瀬一
郎
よ
り
来
信。
（
怜
5

:
 
1
8
0
)
 

日
曜
日、
雨、
大
阪
の
カ
ー
テ
ィ
ス
よ
り、
本
間
重
慶
の
こ
と
に
つ
ぎ、
彦
根
か
ら
招
待
さ
れ
れ
ば
行
く
旨
の
返
事
が

来
る。
た
だ
ち
に
彦
根
に
連
絡
し、
招
待
状
を
送
る
よ
う
に
伝
え
る。
（
怜
5
:
 
1
8
0
)
 

和
歌
山
の
近
藤
美
よ
り
子
息
の
入
学
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
く
る。
盛
岡
の
堀
内
政
固
が
教
育
視
察
の
途
次
来
訪
す

る。
新
潟
の
パ
ー
ム
宜
教
医
T
heodore
A.
 Pal
m
〔
Edinburg
h

Medical
 
Mission〕
よ
り
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
を

不
破
彦
麿
が
洋
行
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
て
き
た
の
で、
そ
の
返
事
を
す
る。
徳
富、
近
藤
美
に
も
返
書
を
出
す。

大
阪
の
古
木
虎
三
郎
よ
り
四
条
東
洞
院
の
売
地
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
る。
（
怜
5

:
 
1
8
1
)
 

長
浜
の
藤
井
の
子
息
来
訪、
午
後、
同
伴
し
て
盲
唖
院
に
行
き、
女
生
徒
の
入
校
に
つ
い
て
尋
ね
る。
（
怜
5

:
 
1
8
1
)
 

朝
十
時
す
ぎ
加
藤
織
太
郎
の
招
待
で
彦
根
に
行
く。
午
後
三
時
す
ぎ
松
原
（
彦
根）
に
到
着、
上
本
町
伏
木
方
に
宿
を

取
り、
た
だ
ち
に
本
間
宅
へ
行
ぎ
牧
師
辞
任
に
つ
い
て
事
情
を
聞
く。
加
藤・
中
島・
樋
口
ら
同
地
の
信
徒
か
ら
も
意

東
京
の
和
田
正
幾
よ
り
南
山
義
塾
の
教
員
就
任
を
断
っ
て
く
る。
（
怜
5

:
 
1
8
1
)
 

高
梁
の
上
代
知
新
よ
り
京
都
の
盲
唖
院
に
つ
ぎ
問
い
合
わ
せ
て
き
た
の
で、
返
書
を
送
る。
（
ゆ
5

:
 
1
4
0
`

1
8
1
)
 

病
床
の
樋
ロ一＿一
郎
を
見
舞
う。
午
後
二
時
す
ぎ
松
原
よ
り
長
浜
へ
行
き
西
村
と
藤
井
に
会
う。
本
間
に
も
う一
度
彦
根

で
牧
師
を
続
け
る
こ
と
を
提
案、
同
意
を
得
る。
夜
の
集
会
で
演
説
す
る。
（
怜
5

"

1

4
0,

1

8
1
)
 

朝、
蒸
気
船
で
彦
根
に
帰
る。
夜、
集
会
を
開
ぎ、
本
問
の
留
任
を
決
め
る。
（
怜
5
"

1
8
2
)

彦
根
九
時
三
十
分

ー
大
津
十
二
時
三
十
分

l
京
都――一
時。
J•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
来
信。
公
怜
5
:
 
I
'
1
5,
 

1
8
2
)
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1882年

六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十＿―-
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
B

英
学
校
卒
業
式。
（
ゆ
1
:
 1
6
4,
 
I
 

8

ー

1
5
e
)
 

を
贈
る
。
（
曲
1

:
 

2
2
)
 

同
志
社
女
学
校
第
一

回
卒
業
式
が
行
わ
れ、

五
名
の
卒
業
生
に、

一

言
尚
貴
千
金、

万
語
尚
却
卑
如
瓦
石
と
餞
の
言
葉

て
貰
い
度
い
」

と
言
う。
(

J

7
6
 :
 1
6
0
)
 

宿
泊
中
の
あ
る
夜
半、

新
島
は
徳
富
の
枕
元
に
行
き、

聖
書
を
示
し
て
「
是
非
こ
の
所
を
一

読
し
て
然
る
後
床
に
就
い

日
羅
日、

同
士心
社
の
朝
礼
で
新
島
は
「
基
督
教
卜
国
家
ノ

関
係」

に
つ
い
て
講
話
を
す
る
。

(

J

1
5
 :
 
2
5
)
 

留
守
中、

美
作
落
合
の
堀
俊
造
の
添
書
を
持
っ
て
木
村
亦
七
が
来
訪
す
る
。

備
中
の
柴
原
宗
助
よ
り
手
紙
が
来
る。

松
山
〔
高
吉
か
〕

が
来
て
宇
野
〔
作
弥〕

の
進
退
に
つ
き
相
談
し、

津
田
仙
に
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
頼
ま
れ
る
。

土
倉

土
倉
庄
三
郎
の
家
族
を
昼
食
に
招
待
す
る
。

津
田、

柚
木、

柴
原、

加
藤
寿、

須
田、

午
後、

グ
リ
ー
ン
に
会
い
、

ク
ッ
ク
宛
の
手
紙
の
主
意
に
つ
い
て
弁
明
す
る
。

邦
語
神
学
校
の
規
則
に
つ
い
て
相
談
す

彦
根
の
樋
口
三
郎
の
訃
報
く
る
。

土
倉
庄
三
郎
離
京。
（
ゆ
5
:
 1
8
3
)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
「
ヤ
コ
プ
の
一

生」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2
"
6
7,

:@:
5
 :
 1
8
3
)
 

快
晴、

卒
業
証
書
の
印
刷
（
女
学
校
八
枚、

男
学
校
十
枚
）

を
新
報
社
に
託
す。
（
怜
5
:
 1
8
3
)
 

夜
に
入
り
熊
本
よ
り
徳
富
猪
一

郎
が
来
訪、

泊
ま
る
。
（
怜
5
ぃ

1
8
3
)

る
。
（
怜
5
:
 1
8
3
)
 

（
怜
5
:
 1
8
2
)
 

夫
妻、

ル
ー
ミ
ス
来
訪。

夜、

土
倉
を
訪
問
す
る
。
（
曲
5
:
 1
8
2
)
 

（
ゆ
5
:
 1
8
2
)
 

カ
ー
テ
ィ
ス
に
手
紙
を
出
す。
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七
月
九
日

七
月
十
日

七
月
八
日

七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

七
月
四
日

七
月
二
日

七
月
三
日

（
怜
5
:
 1
4
8
)
 

夏、
同
志
社
神
学
生・
竹
原
義
久
を
福
井
伝
道
に
派
遣
の
た
め、
同
地
の
信
徒
に
対
し
依
頼
状
を
出
す。
（
ゆ3
心
2
8
)

夕
方、
原
田
助
来
訪。
大
学
設
立
の
見
込
み、
政
治・
思
想
に
つ
い
て
八
時
半
頃
ま
で
話
を
す
る。
(

J

1
5
 :
 2
5
)
 

午
後
七
時
す
ぎ、
徳
富
猪一
郎、
湯
浅
吉
郎、
奥
亀
太
郎、
保
坂
七
之
介、
伊
勢
時
雄
と
共
に
夕
食
を
済
ま
せ、
七
条

停
車
場
よ
り
中
仙
道
〔
徒
歩〕
旅
行
に
出
発
す
る。
九
時
頃、
大
津
に
着
ぎ、
松
実
丸
〔
徳
富
は
昌
宝
丸
と
記
す〕
に

晴、
夜
明
け
に
米
原
に
上
陸ー

�
醒
ヶ
井＇
�
柏
原
（
朝
食)
|
↓
不
破
関
ー
↓
関
ヶ
原
（
恵
比
寿
屋
で
昼
食、
徳
富

と
湯
浅
は
二
時
ご
ろ
出
発、
他
の
五
名
は
人
力
車）

l
赤
坂
—
↓
美
江
寺
（
え
ひ
屋
泊）
（
曲
5
"
1
4
5,

J
 

14
"
1
2
7
)
 

美
江
寺
ー
↓
加
納
|
↓
鵜
沼
ー
↓
太
田
（
昼
食）
l
|上
大
漱
（
泊）
（
怜
5
:
 1
4
7
)
 

大
漱

l
中
津
川
（
森
孫
右
衛
門
方、
天
皇
御
泊
の
部
屋
で
昼
食、
新
島・
伊
勢
乗
馬)
|
↓
妻
籠
（
久
保
田
方
泊）

妻
籠
（
新
島・
保
坂
乗
馬）

l
野
尻
（
人
力
車）

l
須
原
（
桜
屋
で
昼
食）

l
立
町
（
伊
勢
人
力
車）

l
小

野
の
滝

l
寝
醒
の
床
（
蕎
麦
食
い
競
争、
新
島
八
杯）
—
↓
上
松
|
↓
福
島
（
田
中
宗
兵
衛
方
泊）
（
ゆ
5
:
 1
4
8
)
 

福
島
の
宿
で
徳
富・
湯
浅
の
二
人
が
入
浴
の
た
め
浴
室
に
入
っ
た
と
こ
ろ、
す
で
に
新
島
が
入
っ
て
お
り、
二
人
と
も

部
屋
に
逃
げ
婦
る。
(

1:
1
5
5
7
)

木
曽
福
島
|
↓
藪
原

l
鳥
居
峠
|
↓
奈
良
井
ー
↓
芭
川
（
奥
屋
で
昼
食)
|
↓
本
山
（
馬
車一
時
問
半）
—
↓
塩
尻

↓
塩
尻
峠

↓
下
諏
訪
（
亀
屋
泊）
（

悶
1
5
0
)

日
曜
日、
諏
訪
湖
岸
を
散
策、
う
な
ぎ
の
美
味
な
こ
と
に
満
足
す
る。
（
曲
5
:
 1
5
1
)
 

下
諏
訪
2

里
ほ
ど
歩
い
て
伊
勢
と
共
に
11

荒
神
11

に
乗
る)

--,.
和
田
（
昼
食、
人
力
車
五
台＞
ー
↓
長
領
（
泊＞

乗
り、
米
原
に
向
か
う。
（
怜
5
:
 1
4
5,
 
J
 1
4
 :
 1
2
7
)
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1882年

七
月
十
八
日

七
月
十
六
日

七
月
十
一

日

七
月
十
二
日

七
月
十
四
日

七
月
十
五
日

四、
五
百
人。
（
怜
5
:
 1
5
3,
 

J:
9
4
2,
 

J:
l
 7
5
2
)
 

人。
（
ゆ
1
:
4
0
8,
 

�
5
:
 1
5
3,
 
F
5
:
 8
8
5
)
 

長
瀬
ー
↓
田
中
（
馬
車）
ー
↓
小
諸
（
馬
車)
|
↓
軽
井
沢
（
蕎
麦
を
食
う、

↓
坂
本
（
馬
車）

↓
安
中
に
夜
八
時
到
着。
（
怜
5
"
1
5
2
)

伊
勢
と
荒
神
に
乗
る）
ー
↓
碓
氷
峠

八
重
夫
人
ら
に
迎
え
ら
れ
て
湯
浅
治
郎
宅
に
泊
ま
る。
同
行
し
た
徳
富
ら
は
山
田
屋
に
泊
ま
る。
新
島
は
旅
行
中
に
板

垣
退
助
宛
の
添
書
を
徳
富
に
渡
す。
八
重
夫
人
は
伊
勢
峰、
江
場
か
ね
を
同
伴
し
て
神
戸
よ
り
海
路、
横
浜
を
経
由
し

安
中
滞
在
中、
知
人
に
会
う。
植
栗
義
達
の
家
を
も
訪
う。
（
怜
5
:
 1
5
2,
 

J::
1
7
4
9
)
 

安
中
養
蚕
室
（
教
会）
に
お
い
て
演
説
会
を
開
く。
新
島
「
文
明
ヲ
組
成
ス
ル
ノ
四
大
元
素」

寿
三
郎、
渥
美
貞
幹
ら
が
弁
士、
聴
衆
二
百
人。
（
怜
1
:
3
8
7,
 

�
5
:
 1
5
3,
 
F
5
:
 8
8
5
)
 

ほ
か
奥
亀
太
郎、
森
田

原
市
で
演
説
会
を
開
く。
新
島
「
地
方
教
育
論」
ほ
か
前
日
の
メ
ソ
バ
ー
に
杉
田
勇
次
郎
が
加
わ
る。
聴
衆
六、

安
息
日、
安
中
養
蚕
室
で
ガ
ラ
テ
ヤ
害
四
章
に
つ
い
て
説
教
し、
種
を
播
く
こ
と
に
つ
い
て
説
く。
ま
た
杉
田
勇
次
郎

の
説
教
も
あ
る。
聴
衆
二
百
人。
（
栂
1
:
 4
0
8,
 

�
5
:
 1
5
3,
 
F
5
 :
 
8
8
5、
I

8

|
1
5
 
f)
 

早
朝、
植
村
新
次
を
連
れ、
翌
宮
の
佐
藤
種
五
郎
宅
に
行
き、
前
日
よ
り
来
て
い
る
中
島
浅
五
郎、
植
栗
義
達
ら
親
戚

立
ち
会
い
の
下
に
新
次
の
離
縁
に
つ
い
て
相
談
し、
双
方
合
意
に
達
す。
（
怜
5
:
 1
5
3
)
 

夜、
松
井
田
の
養
蚕
所
で
演
説
す
る。
弁
士
は
新
島、
奥、
森
田、
湯
浅
で、
小
学
校
教
員
も
来
て
傾
聴
す
る。
聴
衆

新
島
夫
妻
は
伊
勢
時
雄
夫
妻
を
同
道
し
て
安
中
を
出
発、
会
津
若
松
に
向
か
う。
午
前
十一
時
馬
車
で
出
発、
高
崎
で

て
安
中
に
先
着
し
て
い
た。
（
怜
5
"
1
5
2,

J::
1
7
4
9
)

（
怜
5

"

1

5
1
)

七
百
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七
月
二
十
八
13

七
月
二
十
六
・

七
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一

日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
五
日

や
っ

と
白
河
に
到
着
す
る
。
（
怜
3

g
2
2
)

3
 : 2
2
2,
 

�
5
 :
 1
5
8
)

乗
り
換
え、

倉
賀
野、

玉
村
を
経
て
木
崎
に
至
り、

＊

伊
勢
峰
が
同
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
な
い
が、

七
月
十
一

日、

九
月
四
日
の
項
に
従
い
、

伊
勢
〔
夫
妻〕

と
し
た。

朝
五
時
半
出
発、

木
崎
|
↓
太
田
（
馬
車）

1
佐
野
（
馬
車）

1
栃
木
（
昼
食、

馬
車
)

|
↓
鹿
沼
（
中
野
屋
仲

鹿
沼
（
人
力
車）

ー
↓
今
市
（
昼
食）

l
日
光
着
（
午
後
二
時
頃
）、

た

だ
ち
に
案
内
人
を
頼
ん
で
東
照
宮
を
見
物

八
重
夫
人
を
駕
籠
に
乗
せ、

早
朝
よ
り
裏
見
が
滝、

相
生
ノ
滝、

ミ
ゾ
レ
が
滝
を
見
て、

清
滝
村
か
ら
馬
返
に
行
き
昼

食
を
取
る
。

華
厳
滝、

中
禅
寺
を
巡
り
午
後
七
時
す
ぎ
日
光
の
宿
に
帰
る
。
（
ゆ
5
:
 1
5
7
)
 

早
朝、

搭
降
滝
を
見
物、

午
後
一

時、

馬
車
で
日
光
を
出
発、

今
市、

大
沢、

徳
二
郎
を
経
て
宇
都
宮
に

着
く。

安
息
日、

宇
都
宮
よ
り
八
日
市
に
伝
道
中
の
堀
貞
一

に
発
信、

伝
道
の
状
況
を
聞
く。
（
怜
3

g
2
1,

�
5
 :
 1
5
8
)
 

宇
都
宮
を
人
力
車
で
出
発、

白
沢
・

阿
久
津
・

鬼
怒
川
渡
河
・

久
保
田
・

氏
家
・

喜
連
川
・

佐
久
山
（
昼
食）
・

大
田

原
を
経
て
那
須
野
原
の
鍋
掛
駅
（
現
在
の
黒
磯
町
）

ま
で
行
き、

泊
ま
る
。
（
怜
3

心
2
2,

�
5
:
 1
5
8
)
 

鍋
掛
を
出
発、

白
河
に
向
か
う
。

途
中、

黒
川
が
氾
濫
し、

橋
が
流
さ
れ
た
た
め
半
日
近
く
川
止
め
と
な
り、

夕
暮
れ

白
河
よ
り
山
越
え
一

日
半
の
行
程
を
馬
に
ゆ
ら
れ、

戊
辰
の
役
の
古
戦
場
を
通
り、

二
十
七
日、

会
津
若
松
へ

到
着、

七
ヶ
町
の
惜
水
屋
平
次
方
に
宿
泊
す
る
。
（
ゆ
3
:
 2
2
2,
 

�
5
 :
 1
5
9
)
 

若
松
よ
り
徳
富
猪
一

郎
に
発
信、
「
木
曽
街
道
道
中
ハ

更
二

憚
ル

所
ナ
ク
御
忠
告
申
セ
ッ
ニ
、

足
下
ニ
ハ

別
二

拒
ム
所

す
る
。
（
ゆ
5
:
 1
5
5
)
 

左
衛
門
泊
）
（
怜
5
:
 1
5
4
)
 

一

泊
す
る
。
（
怜
3

忍
2
2,

�
5
:
 1
5
4、

1:
1
7
4
9
)

（
怜
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1882年

八

月
七
日

八

月
六
日

八

月
五
日

八

月

八

月
＝
l

日

八

月
二

日

八
月
l

日

小
崎
弘
道
に
発
信、

粟
津
高
明
の
教
会
と
の
合
併
に
つ
い
て

の
第
五
巻
を
読
む。
（
怜
5

"

1
6
2
)

高
湯
の
泉
源
を
訪
ね
る
。

八
重
夫
人
に
手
紙
を
書
く。
（
怜
5

:
 1
6
2
)
 

日
間
滞
在
す
る
。

京
都
に
手
紙
を
書
く。
（
怜
5

:
 
1
6
1,
 

2
0
9
)
 

モ
ナ
ク
幾
分
力
之
ヲ
容
レ

賜
ヒ
ッ
ハ

生
二

於
テ
甚
喜
フ
所
：
…・
足
下
ノ

如
キ
ハ

春
秋
尚
高
ク
克
ク
天
賦
二

富
ク
リ・・・・・・

0

0

0

 0
 

0
 

0
 

依
テ
足
下
ノ

年
尚
壮
ナ
ル
ト
キ
其
ノ
キ
ャ
レ
ク
ト
ル
ヲ
養
成
セ
ソ

事
ヲ
望」

む
と
論
す。
（
曲3

g22)

伊
勢
時
雄
と
共
に
人
力
車
で
若
松
を
発
ち、

山
形
県
関
町
高
湯
に
向
か
う。

塩
川
で
馬
を
雇
い、

熊
倉、

大
塩
に
至
る
。

濫
泉
に
入
り、

夕
食
後
涼
し
い
う
ち
に
峠
を
越
え
よ
う
と、

夜
に
な
っ
て
出
発、

深
夜、

檜
原
村
の
大
和
屋
（
戸
長
・

柏
原
孫
左
衛
門）

に
宿
泊
す
る
。

深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
湯
を
沸
か
し、

親
切
な
も
て
な
し
を
受
け
る
。

八
重
夫
人
と

檜
原
を
出
発、

網
木
峠
を
越
え
る
際、

頂
上
付
近
で
非
常
な
疲
れ
を
覚
え
る
。

頂
上
で
食
事
と
休
息
を
し
た
の
ち
峠
を

下
り
て
網
木
に
至
り、

関
に
向
か
う
が
疲
労
甚
だ
し
く、

網
木
の
清
水
屋
与
五
郎
方
に
泊
ま
る
。

荷
物
は
綱
木
の
戸
長

網
木
よ
り
歩
い
て
関
に
行
き、

そ
こ
か
ら
牛
を
雇
っ
て
高
湯
に
向
か
う。

途
中
の
茶
屋
で
昼
食
を
し、

温
泉
で
の
自
炊

に
備
え
て
砂
糖、

鮭、

歎、

イ
ン
ゲ
ソ
豆
等
を
買
い
入
れ
る
。

高
湯
で
は
伊
勢
と
共
に
東
屋
（
山
形
県
南
置
賜
郡
関
村

高
湯、

宍
戸
屋
惣
左
衛
門
方）

に
逗
留
し、

ご
飯
だ
け
は
宿
に
頼
み、

あ
と
は
す
べ
て
自
炊
す
る
。

二
十
日
ま
で
十
八

高
湯
滞
在
中
に、

新
島
は
A
・
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
頼
ま
れ
て
い
た
青
春
時
代
の
手
記
を
執
筆
す
る
。
（
怜
10
:
 2
6
0
)
 

日
曜
日、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

上
原
方
立、

山
中
茂、

新
島
公
義、

小
崎
弘
道
に
手
紙
を
書
く。
『
大
岡
政
要
記』

「
随
分
啄
ヲ
容
る
4

の
人
も
可
在
之
候
間、

牧
師
連
中
集

が
関
に
送
っ
て
く
れ
る
。
（
ゆ
5
:
 
1
6
1
)
 

伊
勢
峰
は
会
津
若
松
に
留
ま
っ
た
模
様
で
あ
る
。
（
ゆ
5

:
 1
6
0
)
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八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
二
日

八
月
二
十
一

日

八
月
十
四
日

八
月
十
日

館
に
泊
ま
る
。
（
怜
5

誌06,

21
8)
 

福
島
県
下
耶
麻
郡
喜
多
方
町
二

於
テ
記
之」
（
怜
5

筵06)

立
町
の
赤
根
屋
新
助
方
に
移
す。
（
や
5

贔1
8)

土
地
の
人、

河
村
徳
友
の
案
内
で
製
糸
場、

上
杉
謙
信
の
墓
を
見
る
。

ま
た
私
立
学
校
の
網
島
哲
を
訪
問
す
る
。

宿
を

「
遊
奥
記
事

人
力
車
で
米
沢
を
発
ち、

関
村
で
伊
勢
と
落
ち
合
う。

徒
歩
で
檜
原、

大
塩
の
峠
を
越
え、

〔
八
月
二
十
四
日
？〕
熊
倉
の
手
前
で
若
松
へ

向
か
う
伊
勢
と
別
れ、

下
柴
村
の
宇
田
成
一

（
会
津
六
郡
連
合
会
議
長
）

を
訪
ね、

県
令
・

三

島
通
川
ら
に
よ
る
米
沢
・

若
松
道
路
建
設
計
画
に
伴
う
暴
行
事
件
に
つ
い
て
聞
く。
（
怜
5

:
 206,
 2
18)
 

＊
｛
子
日
成
一
に
会
っ
た
の
は、

新
島
の
記
述
の
順
序
と
地
形
か
ら
見
て、

八
月
二
十
四
日
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る。

ま
た
宇

人
情
を
聞
く。
（
怜
5

心
0
9
)

を
出
す。
（
怜
5

り

1

6
7
)

会
之
節
公
然
と
右
之
事
を
持
出
し
諸
君
子
之
見
込
を
充
分
二

御
聞
被
成
候
而
は
如
何、

且
兄
よ
り
ハ

充
分
二

合
併
す
る

の
理
由
ヲ
吐
露
ツ
、

人
々
を
し
而
克
＜
之
を
了
解
せ
し
め
ば
後
日
之
喋
々
を
防
ぐ
へ
し
と
存
候」

と
忠
告
す
る
。

上
京
第
二
十
二
組
松
蔭
町
新
島
家
の
宅
地
の
名
義
変
更
願
を
差
し
出
す。

こ
れ
に
よ
り
浜
岡
光
哲、

大
沢
善
助
よ
り
新

島
襄
へ
の
名
義
変
更
が
な
さ
れ、

こ
の
年
十
月
二
十＿―-
日、

地
券
が
渡
さ
れ
る
。
（
廿
1
7
0
9
)

湯
浅
吉
郎、

奥
亀
太
郎、

湯
浅
隠
居、

市
原
盛
宏、

加
藤
勇
次
郎、

彦
根
の
中
島
宗
達、

甲
州
の
保
坂
七
之
介
に
手
紙

月
曜
日、

高
湯
を
出
発、

（
荷
物
は
運
搬
人
を
雇
う
）

新
島
・

伊
勢
の
二
人
は
徒
歩
で
米
沢
に
向
か
う。

米
沢
の
粗
町

に
近
い
宍
戸
屋
に
泊
ま
り、

市
内
を
見
物
す
る
。

夜、

門
東
町
上
ノ
町
に
甘
糟
三
郎、

同
春
を
訪
問、

米
沢
の
風
土、

3
 :
 224)
 

日
暮
れ
前
大
塩
の
坂
本
旅

（
怜
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1882年

九
月
十
八
日

九
月
二
日

九
月
十
二
日

九
月
十
三
日

九
月
十
四
日

九
月
十
五
日

九
月
十
日

九
月
九
日

九
月
八
日

九
月
七
日

九
月
四
日

船
は
風
浪
の
た
め
難
航
す
る
。
（
怜
5
:
 1
8
5
)
 

る
。
（
曲
5
:
 1
8
4
)
 

日
曜
日、

小
崎
弘
道
の
教
会
で
説
教
を
す
る
。
（
怜
5
:
 1
8
4
)
 

*
（
J
 3
1

|
2
0
:
 4
2
8
)

で
は
十
公
月
十
一

日。

生
之
気
象
ヲ
見
ル

〔
二

〕

足
レ
リ
」
（
怜
5
:
 1
8
4
)
 

会
と
し
て
発
足
す
る
。
（
曲
2
:
3
9
3,

F
l
:
7
1
)

田
が
襲
原
さ
れ
た
の
は
八
月
十
八
日
で
あ
る。

東
京
に
帰
り、

山
城
町
の
山
城
軒
に
投
宿、

滞
在
す
る
。
（
ゆ
5
"
1
8
3
)

木
村
熊
二
、

帰
国
す
る
。

(

J

10
4
 :
 1
3
5
)
 

伊
勢
夫
妻、

日
光
よ
り
来
着
す
る
。

東
京
Y
M
C
A
に
お
い
て
帰
国
早
々
の
木
村
熊
二
が
演
説
す
る
。
（
ゆ
5
:
 1
8
4
)
 

東
京
芝
の
新
桜
田
町
（
小
崎
弘
道
牧
師
）

に
お
い
て
麻
布
仲
之
町
の
日
本
教
会
（
粟
津
高
明
牧
師
）

と
の
合
併
式
が
行

わ
れ、

席
上、

新
島
は
「
教
会
員
へ
の
勧
め
」

を
行
う。

合
併
し
た
教
会
は
小
崎
を
牧
師
に
迎
え、

東
京
第
一

基
督
教

津
田
仙
よ
り
芝
の
紅
葉
館
に
招
待
さ
れ、

伊
勢
夫
妻
と
共
に
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
る
。
（
吟
5
:
 1
8
-!
)
 

津
田
と
共
に
勝
海
舟
を
訪
問
す
る
。

土
倉
庄――一
郎
と
新
島
の

た
め
に
揮
奄
を
乞
う。
「
書
ハ

余
程
美
事
二

出
来
ス
、

先

夜、

芝
高
輪
の
後
藤
象
二
郎
宅
に
板
垣
退
助
を
訪
問、

洋
行
の
理
由
な
ど
を
聞
く。

横
浜
に
行
き、

西
村
旅
館
に
泊
ま

J
.

H
・
バ
ラ
を
訪
問。

夕
方
六
時、

横
浜
を
出
帆
す
る
。
（
ゆ
5
"
1
8
4
)

午
前
十
一

時、

神
戸
に
入
港、

西
村
旅
館
に
休
息
の
の
ち、

午
後
五
時、

京
都
に
帰
る
。
（
ゆ
5
"
1
8
5
)

同
志
社
秋
期
開
業。

下
村
孝
太
郎
が
同
志
社
教
員
と
な
る
。
（
ゆ
5
:
 1
8
5
)
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十
月
八
日

十
月
一

日

九
月

九
月
二
十
八
日

九
月
二
十
二
日

九
月
二
十
五
日

九
月
二
十
五
日

九
月
二
十
七
日

十
月＿―-
日

幡
町
に
移
る
。

こ
の
日、

第
十
組
戸
長
へ

届
け
出
る
。
（
怜
1

羞
1
9
)

名
が
つ
く。
（
怜
2
"
5
7
6
)

神
学
校
に
、

別
課
神
学
科
を
腔
く。
(

D
l

:

5
8
9
)

よ
り
来
信。
（
怜
5
:
 1
8
5,
 
1
9
1
)

式
後、

新
島
宅
で
茶
菓
を
も
て
な
す。
（
曲
2
:
 
5
7
6,
 
I
 
8

|
1
5
g
)

な
こ
と
を
説
く。
（
怜
2
"
5
7
5,

J::
5
0
0,
 
I
 
8

ー

1
5
h
)

第
二
教
会
で
夏
季
地
方
伝
道
の
報
告
会
が
開
か
れ、

新
島
は
岐
阜
・

大
垣
・

宇
都
宮
・

白
河
・

会
津
へ
の
伝
道
の
必
要

夜、

第
二
教
会
で
森
田
久
万
人
と
重
松
も
と、

市
原
盛
宏
と
江
場
か
ね
の
結
婚
式
が
行
わ
れ、

新
島
が
媒
酌
を
務
め
る
。

伊
勢
時
雄
来
訪、

病
に
か
か
る
。

山
田
医
師
が
二
回
来
診、

大
村
〔
達
斎
〕

も
来
る
。
（
ゆ
5
:
 1
8
5
)

高
梁
の
林
善
助
の
子
供
が
京
都
の
盲
唖
院
に
入
る
こ
と
と
な
り、

そ
の
保
証
人
と
な
る
〔
十
一

月
入
学〕。

木
村
熊
二

吉
野
大
滝
村
の
土
倉
庄
三
郎
に
手
紙
を
出
し、

女
学
校
に
入
っ
た
令
嬢
は
老
婦
人
に
託
し
た
こ
と、

勝
海
舟
の
書
二
葉

を
里
見
に
託
し
て
送
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ、

会
津
土
産
の
蛾
燭
を
あ
わ
せ
て
送
る
。
（
ゆ
3

心
2
5
)

安
息
日
学
校
（
第
二
教
会
）

を
再
開
す
る
。

校
長
・

市
原
盛
宏、

生
徒
を
十
一

ク
ラ
ス
に
分
け、

各
ク
ラ
ス
に
教
師
一

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
、

上
京
第
十
七
組
烏
丸
西
入
ル
元
浄
華
院
町
五
九
二
よ
り
上
京
第
十
組
烏
丸
上
立
売
上
ル
御
所
八

大
エ
・

沢
野
甚
七
の
名
義
を
借
り
て
買
収
し
た
烏
丸
御
所
八
幡
町
の
土
地
〔
グ
リ
ー
ソ
の
住
所
〕

に
つ
き、

沢
野
が
そ

の
所
有
権
を
主
張
し
て
地
券
害
替
え
に
応
じ
な
い
た
め
紛
糾
し、

結
局、

同
志
社
に
お
け
る
普
請
を
一

度
だ
け
請
負
わ

せ
る
条
件
で
地
券
書
替
え
に
応
じ
る
。
（
怜
1
"
3
1
9,

�
5
 :
 1
8
5
)
 

悔
老
名
禅
正
夫
妻、

今
治
よ
り
来
て
十
一

日
ま
で
滞
在
す
る。
（
怜
5
"
1
8
5
)
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1882年

十
月
十
八
日

十
月
十
七
日

十
月
十
六
日

十
月
十
二
日

十
月
十＝―-
日

十
月
十
五
日

十
月
九
日

十
月
十
日

く
る
。
（
怜
5
:
 1
8
6
)
 

わ
せ
て
く
る
。
（
怜
5
:
 1
8
7
)
 

御
所
八
幡
町
地
券
書
替
願
書
を
沢
野
と
新
島
連
名
で
差
し
出
す。
（
怜
5
:
 1
8
6
)
 

岡
山
の
J
.

C
・
ベ
リ
ー
よ
り
来
信、

医
学
校
設
立
に
つ
き
岡
山
に
留
ま
る
べ

き
か、

京
都
へ

出
る
べ

き
か、

問
い
合

浜
岡
光
哲
よ
り
共
有
山
地
券
売
却
金
四
百
五
十
円
を
受
け
取
る
。
（
怜
5
:
 1
8
6
)
 

夜、

北
垣
国
道
知
事
来
訪
す
る
。

新
島
不
在
の
た
め
会
わ
ず。
（
怜3

心
2
6
)

北
垣
知
事
に
手
紙
を
送
り、

鳥
取
出
身
の
生
徒、

林
拾
の
学
資
援
助
に
つ
き
依
頼
す
る
。

夜、

北
垣
知
事
来
訪、

事
情

を
説
明
し
た
結
果、

林
の
学
資
援
助
を
約
束
す
る
。
（
曲
3

心
2
6,

�
5
:
 1
8
6
)
 

抵
当
と
し
て
預
か
っ
て
い
た
山
地
券
を
浜
岡
に
返
却、

そ
の
領
収
書
を
受
け
取
る
。
（
怜
5
:
 1
8
6
)
 

聖
書
会
社
へ
の
建
言
書
に
調
印
の
う
え
松
山
高
吉
に
送
る
。
（
怜
5
"
1
8
6
)

津
田
仙
よ
り
図
書
費
の
11

助
分
“

と
し
て
九
円
八
十
七
銭、

ま
た
高
梁
の
中
村
三
郎
よ
り
学
資
と
し
て
三
十
円
送
っ
て

沢
野
甚
七
へ
地
所
買
得
の
礼
と
し
て
十
円
贈
る
。
（
怜
5
:
 
186)
 

同
志
社
生
徒
・

林
拾、

コ
レ
ラ
療
養
中
の
と
こ
ろ
全
快
し
て
上
京
す
る
。
（
曲
5
"
1
8
6
)

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
ツ
m
ソ
第
十
年
会
が
神
戸
居
留
地
五
十
九
号
館
で
開
か
れ
る
。

十
五
日
ま
で
。
2

E
l
)

御
所
八
幡
町
の
土
地
に
つ

き、

山
本
時
枝
の
周
旋
に
よ
り
沢
野
甚
七
か
ら
土
地
売
渡
証
を
取
り、

十
一

日
に

第
十
組
学

校
に
行
き、

名
義
書
替
え
の
願
書
を
出
す。
（
怜
5
"
1
8
6
)

「
注
意

余
二

於
テ
速
二

地
券
書
換
ヲ
為
シ
置
ヵ
ハ

何
ノ
故
障
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
荏
蒋
日
ヲ
送
シ
ノ
罪
此
ノ
難
事
ヲ
引

キ
起
ス
ニ

至
リ
タ
レ
ハ

向
来
再
ヒ
此
轍
ヲ
フ
ム
ベ
カ
ラ
ス
…
…」
（
や
1

羞
2
0)
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十
月
二
十
日

十
月
二
十
日

十
月
二
十
一
日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
五
日

（
ゆ
竺
2
2
7,

�
5
 
:
 1
8
8
)

1
8
7,
 
I
 8

1
1
5i
)
 

「
初
メ
ハ
大
切、
ヨ
リ
終
リ
ガ
大
切」

大
隈
重
信、
小
野
梓
ら
東
京
専
門
学
校
を
開
校。
(

J

9
7
 :
 
9
3
)
 

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2
:
1
5,
 

�
5
 

ベ
リ
ー
来
京
の
是
非
に
つ
い
て
大
村
達
斎
と
協
議
の
う
え、
ベ
リ
ー
に
こ
の
日
返
書
を
送
る。
（
怜
5
"
1
8
7
)

夜、
四
年
生
の
代
表、
村
井
知
至
・
三
好
文
太・
新
原
俊
秀
の
三
名
が
来
て、
森
田
久
万
人
の
修
辞
学
の
教
授
方
に
つ

き
苦
情
を

述べ、
教
師
を
替
え
る
よ
う
申
し
入
れ
る。
（
怜
1

羞
2
3,

�
5
:
 1
8
7
)
 

沢
野
甚
七
に
チ
ャ
ペ
ル
入
口
の
改
修
〔
拡
幅〕
を
請
負
わ
せ
る。
（
怜
1
:
 3
2
2,

大
阪
で
の
第一
回
宗
教
演
説
会
が
西
区
新
町
高
島
座
で
開
か
れ、
新
島
も
出
席
の
た
め
午
後一―一
時
十
分、
京
都
を
発
つ。

夜
の
部
に
お
い
て
「
勇
気
の
説」
を
演
説
す
る。
（
怜
1
:
 3
9
3,
 

�
5
 :
 1
8
7,
 
F
2
0
 :
 
4
0
)
 

午
後、
浪
華
教
会
の
説
教
会
で

大
阪
よ
り
帰
る。
名
義
変
更
さ
れ
た
新
島
宅
地
の
地
券
二
通
を
受
け
取
る。
（
怜
5
:
 1
8
7
)
 

森
田
久
万
人
の
講
義
に
対
す
る
生
徒
の
苦
情
に
つ
ぎ
協
議
の
う
え、
上
原
方
立
・
綱
島
佳
吉
よ
り
「
森
田
二
談
シ、
向

来
全
カ
ヲ
尽
シ
用
意
ヲ
為
ス
ヲ
勧
メ
ク
レ
ハ、
可
ナ
ル
ベ
シ
ト
ノ
事
二
致
セ
リ」
（
怜
5
:
 1
8
7
)
 

東
京
の
長
田
時
行
に
発
信、
岡
山
の
ケ
ー
リ
か
ら
託
さ
れ
た
八
円
を
小
崎
に
送
っ
た
の
で、
同
人
か
ら
受
け
取
っ
て
ほ

し
い
こ
と、

D
3
9
)
 

ま
た
そ
の
際、
手
紙
も
同
封
し
て
送
る
は
ず
だ
っ
た
が、
忘
れ
た
の
で、
あ
わ
せ
て
送
る
旨
を
記
す。

丸
善
洋
書
店
に
雑
誌
代
一

年
分
一

円
四
十
四
銭
を
払
う。

不
破
唯
次
郎
に
十
一
、

十
二
月
分
〔
伝
道
費
？
〕

三
十
円
を

送
る。

裔
5
"
1
8
8
V

林
拾
へ
の
奨
学
金
を
北
垣
国
道
知
事
よ
り
受
け
取
る。
（
ゆ
5
"
1
8
6
)
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年

十
一

月
八
日

2
 
88ー

十
月
三
十
一
日

十
一

月
一
日

十
一

月
二
日

十
一

月
三
日

十
一

月
七
日

十
一

月
十
一
日

十
月
二
十
八
日

西
洋
形
散
弾
銃
に
よ
る
職
猟
願
を
上
京
区
長
宛
に
出
す。
（
曲
5
"
1
8
9
)

「
蟻
之
説」

と
題
し
て
演
説
す
る
。

雨
天
に
も

新
京
極
道
場
刷
場
に
お
い
て
同
士心
社
学
術
演
説
会
が
催
さ
れ、

新
島
は

か
か
わ
ら
ず
満
員
の
盛
況
だ
っ
た
。
（
怜
1
:
 
4
0
0,
 
J
 1
5
 :
 
2
8
)
 

北
垣
知
事
よ
り
林
拾
へ
の
学
資
十
一
、

十
二
月
分
と
し
て
十
円
届
け
て
く
る
。
（
ゆ
5
:
 1
8
8
)
 

森
田
久
万
人
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
授
業
に
つ
き、

市
原
盛
宏
と
相
談
の

結
果、

「
下
村
孝
太
郎
ノ
忠
告
ニ
ョ
リ
森
田
氏
ヲ

（

マ

マ

）

シ
テ
一

層
分
ラ
サ
ル
所
ハ

外
国
教
師
二

尋
ネ
充
分
ノ
用
意
ヲ
ナ
ッ
教
業
セ
シ
メ
」

る
こ
と
と
し
て
決
着
す
る
。

上
京
避
病
院
よ
り
林
拾
の
入
院
費
の
請
求
が
く
る
。
「
先
方
ョ
リ
金
ノ
来
ル
ヲ
待
ッ
ヘ
シ
」

と
答
え
て
お

く。

J
.

C
・
ベ
リ
ー
よ
り、

病
院
設
立
に
つ
き
相
談
し
た
い
が
、

夫
人
の
出
産
問
近
で
京
都
へ

行
け
な
い
の
で
、

岡
山
に

同
志
社
生
徒
百
余
名、

大
文
字
山
を
越
え、

大
津
石
山
へ
遠
足
す
る
。
（
怜
5
:
 1
8
8
)
 

「
同
志
社
大
学
設
立
之
主
意
之
骨
案」

を
書
ぎ、

午
前
九
時
こ
の
草
案
を
書
ぎ
終
わ
る
。

そ
の
中
で
、

大
学
は
宗
教
兼

哲
学、

医
学、

法
学
の
三
学
部
よ
り
な
り、

法
学
部
は
少
な
く
と
も
五
万
円、

医
学
部
は
九
万
円、

合
計
十
四
万
円
の

公
債
証
書
の
利
子
受
け
取
り
の
た
め
八
重
夫
人
を
代
理
人
と
し
て
行
か
せ
る
。
（
怜
5
"
1
8
8
)

大
阪
久
宝
寺
南
二

入
中
橋
筋
の
喜
多
玄
卓
夫
妻
が
来
訪、

十
三
日
ま
で
滞
在
す
る
。
（
怜
5
:
 1
90)
 

資
金
が
必
要
で
あ
る、

と
述
べ
る
。
（
怜
1

筵
4
)

宮
川
経
輝
来
訪
す
る
。
（
ゆ
5
:
 1
8
8
)
 

来
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
く
る
。
（
怜s
:
 1
8
8,
 

r
2
4
1
9
)

1
8
8
)
 

3
2
3
)
 

（
怜
5

（
ゆ
1
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十
一

月
十
二
日

十
一

月
十＿―-
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
五
日

十
一

月
十
九
日

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二
十
二
日

十
一

月
十
八
日

十
一

月
十
六
日

第
二
教
会
に
お
い
て
「
朋
友
之
交
義
ハ

天
国
ノ
写
真
」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
（
怜
2

ふ8、
J

1
5
 :
 2
8)
 

故
新
島
み
よ
の
墓
石
が
で
き
た
の
で、

こ
の
日、

黒
谷
の
墓
所
に
建
て
る
。
（
怜
5
"
1
9
0
)

神
戸
へ

行
き
D
.

w
.

C
・

ジ
ェ
ソ
ク
ス
に
会
い
、

立
て
替
え
金
を
払
う。

松
山
高
吉
を
訪
い
、

同
志
社
に
医
学
校
を

設
立
す
る
こ
と
に
つ

き
相
談、

さ
ら
に
松
山
と
共
に
高
橋
熊
吉
の
家
に
行
き、

山
田
〔
良
斎
〕

の
容
体
を
尋
ね
る
。

午

後
七
時
発
の
船
で
岡
山
に
向
か
う。
（
怜
5
:
 1
6
9,
 
J
 4
0
 :
 
10
0
)
 

午
前
四
時
岡
山
着。

人
力
車
で
ベ

リ
ー
宅
に
行
く。

諸
宜
教
師
も
同
氏
宅
に
集
ま
り、

医
学
校
設
立
に
つ
い
て
協
議
す

ベ

リ
ー
と
共
に
中
川
の
家
へ

夕
食
に
招
か
れ
る
。

西
も
来
る
。
（
ゆ
5
:
 1
6
9
)
 

（
怜

岡
山
教
会
に
お
い
て
午
後
二
時
半
と
七
時
半
の
二
回
説
教
を
す
る
。
「
キ
リ
ス
ト
真
理
を
証
す」
「
結
局
に
賢
く
あ
れ」

休
暇
で
帰
米
し
て
い
た
J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
一

家
を
出
迎
え
る
た
め
八
重
夫
人
と
共
に
神
戸
へ

行
く。

神
戸
で
松
山

高
吉、

金
森
通
倫
と
相
談
し
て
森
本
介
石
を
高
梁
に
派
述
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

今
村
よ
り
株
金
の
利
子
三
円
を
受
け

取
る
。

こ
の
夜
は
11
大
森
之
宿
“

に
泊
ま
る
。
（
怜
5
:
 1
9
1
)
 

十
一

月
二
十
三
日

早
朝、

新
島
夫
妻
は
船
ま
で
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
を
出
迎
え
る
。
（
怜
5
"
1
9
1
)

十
一

月
二
十
五
日

夕
方
六
時
前、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
一

家
と
共
に
京
蔀
に
帰
る
。

同
士心
社
の
生
徒
ら
七
条
ス
テ
ー
ツ
m
ソ
に
出
迎
え
る
。

〔
医
学
校
の
？
〕

校
則
の
翻
訳
に
取
り
か
か
る
。
（
ゆ
5
"
1
6
9
)

（
怜
5
:
 1
6
9
)
 

る
。
（
ゆ
5
"
1
6
9
)

熊
本
の
入
江
種
義
が
来
訪、

ボ
ス
ト
ン
の
A
・
ハ

ー
デ
ィ
、

狩
猟
の
鑑
札
を
受
け
る
。
（
ゆ
5
:
 1
9
0
)
 

コ
ッ
ク
両
氏
に
紹
介
状
を
書
く。
（
ゆ
5
:
 1
9
0
)
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1882年

十
二
月
二
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
二

十
一

日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
七
日

十
一

月

十
一

月
三
十
日

十
一

月
二
十
八
日

十
一

月
二
十
六
日

加
藤
勇
次
郎
の
後
任
に
杉
田
潮
を
擬
す
る

も
辞
退
す
る
。

「
此
上
ハ

女
校
ノ
維
持
法
ニ
ッ
キ
如
何
ナ
リ
行
ク
カ
、

予

輝
も
来
る
。
（
曲
1
:
 3
2
6,
 

3
2
7
)
 

ッ
ド
に
よ
る
受
洗
者
十
五
名。
（
怜
2
"
5
7
6
)

1
"
1
6
4,
 

23
5,
 

3
2
5,
 

�
2
 :
 
5
7
6,
 

�
5
"
1
9
2
)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
帰
京
歓
迎
会
を
開
く。

市
内
三
教
会
の
信
徒
お
よ
び
同
志
社
生
徒
ら
三

百
人
が
出
席、

下
村
・

森
田
・

網
島
・

新
島
ら
が
演
説
を
す
る
。
（
曲
2
"
5
7
6,

�
5
"
1
9
2,
 
I
 8
—

1
5
 j
)
 

イ
フ
レ
ー
イ
ム
・
フ
リ
ン
ト
牧
師、

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

上
京
元
浄
華
院
町
五
九
二
に
寄
寓
す
る
旨
届
け
出
る
。

(

D
l
:

1
0
2
)
 

ゴ
ー
ド
ン

宅
で
収
穫
感
謝
祭
の
晩
餐
会
が
開
か
れ、

新
島
も
出
席
す
る
。
（
ゆ
5
"
1
9
2
)

同
志
社
の
神
学
生
二
！
五
年
生
が
連
署
し
て、

朝
の
集
会
に
お
け
る
外
国
人
教
師
の
邦
語
演
説
を
英
語
で
行
う
よ
う
嘆

願
す
る
。

教
員
協
議
の
結
果、

一

年
生
と
邦
語
神
学
生
は
英
語
が
通
じ
な
い
た
め、

こ
の
嘆
願
を
却
下、

別
に
外
国
人

教
師
に
よ
る
英
語
の
演
説
ま
た
は
説
教
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
（
怜
1

羞
2
5
)

京
都
三
教
会
の
信
徒
が
第
二
教
会
堂
に
集
ま
り、

晩
餐
礼
を
守
る
。

グ
リ
ー
ソ
の
説
教、

ゴ
ー
ド
ソ
の
司
礼、

ラ
ー
ネ

新
島、

同
志
社
生
徒
に
「
公
平
無
私、

板
垣
退
助
の
こ
と」

に
つ
い
て
講
話
を
す
る
。

(

J

1
5
 :
 
2
9
)
 

加
藤
勇
次
郎
が
女
性
宜
教
師
と
意
見
対
立、

女
学
校
教
員
を
や
め
て
帰
郷
す
る
と
い
う
の
で
、

夕
食
に
招
く。

宮
川
経

こ
の
夜、

各
寮
の
寮
長
を
招
い
て
寮
内
の
風
紀
に
つ
い
て
聞
く。
（
怜
1

羞
2
7
)

神
戸
の
英
和
女
学
校
第
一

回
卒
業
式
に
臨
み、

演
説
を
行
う。
(
G
7
:

72,
 I
 
8-

1
5
k
)
 

「
同
志
社
学
校
設
立
ノ
由
来」

を
起
草
す
る
。
（
曲
1

羞3)

マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
ヒ
ソ
ズ
デ
イ
ル
で
永
眠。

五
十
四
歳。
(
E
1
3
)
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十
二

月

十
二

月
三
十
一

日

(̂
C
o
n
diti
o
n
 of
 C
o
u
ntr
y
 a
b
o
ut
 2
0
 yrs.
 a
g
o."

に
つ
い
て
車戸
く。
（
」い
11
50)

雑
記
帳
に
新
島
姓
の
由
来
ら
し
い
も
の
を
書
く。
(
1:942,

1:943)

新
島、

大
隈
重
信
を
訪
問
す
る
。
「
学
問
の
独
立
を
は
か
る
と
い
う
目
的
か
ら、

東
京
専
門
学
校
を
設
立
の
頃
で
、
〔
新

島
〕

氏
が
は
じ
め
て
宅
に
来
ら
れ
た
の
は、

こ
の
建
築
中
の
と
き
で
あ
っ
た
」
(

J

85
 :
 45)
 

を
書
く。
（
怜
1

:
 4
4,
 
3
6,
 

5
2
)
 

こ
の
年、
「
同
志
社
大
学
設
立
ヲ
要
ス

ル

主
意」
「
同
志
社
大
学
設
立
之
主
意」
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
趣」

と
答
え
ら
れ
る
。
（
怜
1

:
 
1

7
6
)
 

「
前
約
ノ
五
千
ノ
外
今
ハ

応
シ

難
シ
」

於
テ
百
方
手
ヲ
尽
シ
ク
レ
ト
モ

事
ナ
ラ
ス
、

空
シ
ク
手
ヲ
ヒ
キ
自
滅
ノ
途
ヲ
取
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
」
（
ゆ
1

羞
26)

御
所
八
幡
町
―
-

o
i
-
―

四
の
地
券
が
戸
長
を
経
て
下
げ
渡
さ
れ
る
。
（
吟
1

羞
26)

第
二
教
会
に
お
い
て
「
競
走
者」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
（
怜2
:
9
0
)
 

大
和
の
土
倉
庄
三
郎
を
訪
問、

大
学
の
た
め
三
万
円
の
寄
付
を
要
請
す
る
が
、

の
草
稿
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1882-1883年

一
月
十
八
日

一
月
十
七
日

一
月
十
九
日

一
月
十
六
日

一
月
十
日

一
月
七
日

一
月
七
日

一
月
五
日

定。
（
怜2

ふ
7
7
)

園
部
に
お
い
て
「
文
明
ヲ
組
成
ス
ル
ノ
四
大
元
素」

と
題
し
て
演
説
を
す
る。
（
怜
1

:
 
3

8
7
)
 

＊

明
治
十
五
年
七
月
十
四
日、

安
中
で
の
演
説
と
同
一
の
も
の。

午
後、

市
原
盛
宏
・

中
村
栄
助
•

原
田
助
が
来
訪、

勝
海
舟
の
II

六
然
の
書
八

中
村
正
直
の

こ
の
日
よ
り
一

週
間、

京
都
三
教
会
の
信
徒
は
第
二
教
会
に
集
ま
り、

万
国
共
同
の
勧
学
お
よ
び
祈
躊
会
を
催
す。

東
京
で
四
月
末
開
催
予
定
の
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
に
京
都
三
教
会
の
代
表
と
し
て、

新
島
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決

ベ
リ
ー
来
京、

午
前
九
時
よ
り
グ
リ
ー
ソ
宅
で
教
員
と
共
に
医
学
校
に
つ
き
協
議
す
る。

午
後、

雑
報
社
に
高
木
・

市

岡
・

中
村
・

加
藤
・

新
島
ら
が
集
ま
り、

法
学
校
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
す
る。
（
怜
1

羞
2
9
)

夕
食
後、

原
田
助
ら
の
ク
ラ
ス
十
六
名
を
茶
菓
に
招
く。

ア
メ
リ
カ
の
大
学、

政
党、

教
会、

話
し、

日
本
の
人
心
一

新
の
た
め
に
は
小
学
校
の
改
良
が
必
要
で
あ
る
と
説
く。
(
F
1

5
 :
 
3
1
)
 

鹿
児
島
県
人
・

古
谷
得
三
が
九
州
巡
回
を
す
る
と
い
う
の
で、

彼
に
県
運
宛
の
添
書
を
託
す。
（
廿
9
5
2
)

大
村
達
斎
・

市
原
盛
宏
・

中
村
栄
助
を
自
宅
に
招
き、

医
学
校
設
立
に
つ
い
て
協
議
す
る。
（
ゆ
5

:
 
1

9
2
)
 

第
二
教
会
入
会
者
の
質
問
の
方
法
を
変
更
し、

（
や2
:
 5
7
7
)
 

を
披
露
す
る。
(

J

1

5
 :
 3
1)
 

明
治
十
六
年
(
-

八
八
三
）

四
十
一

歳

田
舎
の
景
況
に
つ
い
て

五
名
の
委
員
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る。
（
怜
2

:
 5
77)
 

＂
為
善
為
楽“

の
扁
額
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一

月

一

月
二
十
八
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
二
日

一

月
二
十
三
日

一

月
二
十
四
日

一

月
二
十
七
日

二
月
二
日

二
月
五
日

二
月
九
日

二
月
十
日

5
7
7
)
 

奈
良
病
院
の
小
野
俊
二
よ
り
招
聘
受
諾
の
返
事
が
来
る
。
（
怜
5

:
 
1

9
3
)
 

病
死
し
た
英
学
校
生
徒
・

木
村
正
吉
の
葬
式
を
第
二
教
会
で
行
い
、

新
島
が
告
別
の
説
教
を
す
る
。

(

J

1
 
:
 
8
5
)
 

同
志
社
大
学
設
立
主
意
書
稿
を
起
こ
す。
（
怜
1

:
 
1

7
5,
 

1

8
5
)
 

真
瀬
盛
明
の
葬
式
を
第
二
教
会
で
行
い
、

新
島
が
司
式、

三
十
分
ほ
ど
の
談
話
を
す
る
。
（
ゆ
5

:
 
1

9
3
)
 

第
二
教
会
の
仮
牧
師
・

市
原
盛
宏
が
病
気
の
た
め
辞
任、

森
田
久
万
人
を
代
理
と
す
る
。

四
月
十
三
日
ま
で
。

新
し
い
英
学
校
規
則
を
守
ら
な
い
生
徒
の
教
室
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
。
（
怜
1

"

3
3
2
)

頭
痛
を
お
し
て
学
校
に
出、

授
業
の
の
ち
疲
れ
を
覚
え
る
。
（
怜
5

:
 

19
3)
 

大
村
逹
斎
よ
り
新
島
・

伊
東
・

中
村
・

市
原
（
連
名
）

宛
の
手
紙
（
九
日
付
）

を
受
け
取
る
。

大
村
が
校
長
を
し
て
い

（
マ
マ
）

る
洞
酌
医
学
校
内
で
紛
議
百
出、

医
学
校
維
持
基
金
と
し
て
公
債
証
書
で
二
万
五
千
円
を
差
し
出
す
と
い
う
約
束
は
履

英
学
校
の
規
則
増
補
を
生
徒
に
告
知
す
る
。
（
曲
1

:
 
3
3
0
)
 

長
・

小
野
俊
二
に
招
聘
状
を
出
す
こ
と。
（
怜
5

:
 
1

9
2
)
 

河
原
町
商
法
会
議
所
に
大
村
達
斎
・

伊
東
熊
夫
・

中
村
栄
助
ら
と
会
合、

次
の
こ
と
を
決
め
る
。

た
め
結
社
す
る
こ
と

一
、

医
学
校
を
維
持
す
る
た
め、

大
村
は
二
万
八
千
円
を
預
金

す
る
こ

と

ソ
ク
ス
ヘ
の
借
金
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
。
（
膨
6

心
1
4
)

神
戸
の
ジ
ェ
ソ
ク
ス
に
発
信、

円
ド
ル
の
交
換
レ
ー
ト
に
つ
い
て、

ボ
ス
ト
ソ
ヘ

荷
物
を
送
る
好
便
に
つ
い
て、

出
す。
(

D
l

:
 
1

0
3
)
 

（
ゆ
2

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
二
人
乗
り
の
人
力
車
を
買
う
に
つ

き
使
用
の
法
規、

納
税
期
限
等
の
伺
い
書
を
上
京
区
長
に

ジ
ェ

一
、

医
学
校
設
立
の

一
、

奈
良
病
院
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1883年

二
月
十
一

日

二
月
十
二
日

二
月
十
三
日

二
月
十
四
日

二
月
十
五
日

金
森
通
倫
来
訪
す
る
。
（
怜
5
:
 
1

9
4
)
 

大
村
達
斎
の
違
約
に
よ
り
小
野
俊
二
に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
、

＊
（
ゆ
1

:
 
1

6
8
)

で
は一一
月
十
二
日。

協
議
す
る
。
（
怜
1

:
 
1

6
4,
 

2
3
5,
 

�
5
 :
 
1

9
4
)
 

伊
勢
時
雄
来
訪
す
る
。
（
怜
5
:
 
1

9
4
)
 

行
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と、

し
た
が
っ
て
新
結
社
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
遮
べ
、

謝
罪
し
て
く
る
。
盆
怜
5
"
1
9
3,

廿
1
5
5•

D
1
"
2
9
1,

J
 3
5
"
8
7
5
)

A
・
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
一

月
十
日
付
の

Ki
d
der
 P
e
a
b
o
d
y
 &
 
C
o.

の
為
替
証
二
枚
（
六
百
ポ
ソ
ド
）

を
同
志
社
へ

寄

付
金
と
し
て
送
っ

て
く
る
。
（
怜
l
"
2
3
9
)

小
野
俊
二
よ
り
奈
良
病
院
に
辞
表
を
出
し、

許
可
あ
り
次
第
来
京
す
る
と
連
絡
が
あ
り、

「
大
二

困
却
ス
」
（
怜
5
:
 
1

9
3
)
 

こ
の
日
よ
り
第
二
教
会
安
息
日
学
校
の
生
徒
を
二
つ
に
分
け、

同
志
社
の
生
徒
は
教
室
で
授
業
を
受
け、

他
の
一

グ
ル

ー
プ
は
新
島
宅
で
集
会
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

安
息
日
学
校
の
生
徒
は
同
志
社
の
生
徒
が
多
く、

授
す
る
と
「
衆
声
喧
々
不
都
合
不
少
ヲ
以
テ
」

こ
の
措
置
と
な
っ

た
。
（
怜
2
:
 5
7
7
)
 

同
志
社
社
員
と
し
て
山
本
覚
馬
・

新
島
襄
の
ほ
か
、

伊
勢
時
雄
・

松
山
高
吉
・

中
村
栄
助
の
三
名
を
加
え
る
。

こ
の
日

夕
方
よ
り
社
員
五
名
お
よ
び
内
外
国
教
員
ら
新
島
宅
に
集
ま
り、
社
員
の
資
格、

義
務
お
よ
び
社
則
四
カ
条
に
つ
い
て

い
旨
を
交
渉
す
る
。

新
島
よ
り
小
野
に
書
簡
を
送
る
。
（
怜
5
:
 
1

9
4
)
 

日
本
基
督
伝
道
会
社
委
員
外
国
委
員、

京
都
で
小
会
議
を
開
く。
（
ゆ
5
:
 
1
9
4
)
 

一

堂
に
集
ま
っ
て
教

社
員
会
が
午
後
二
時
よ
り
山
本
覚
馬
宅
に
お
い
て
開
か
れ
る
。

全
員
出
席。

社
則
四
カ
条
に
従
い
協
議
す
る
。

新
島
を

一

年
間、

小
野
を
雇
い
、

月
給
五
十
円
を
差
し
出
し
た
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二
月
二
十
六
日

二
月
十
八
日

二
月
十
七
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
三
日

二
月
二
十
四
日

二
月
十
六
日

＊

琵
琶
湖
疏
水
工
事
と
関
連
が
あ
る、

と
思
わ
れ
る。

（
第
一

号
届
書
）

社
員＿―-
名
の
加
入
を
届
け
出、

あ
わ
せ
て
今
後
の
届
出、

願
古
は
社
長
名
義
で
提
出
す
る
旨
を
届
け

土
曜
日、

花
岡
山
奉
教
記
念
会
が
同
志
社
公
会
堂
に
お
い
て
開
か
れ
る
。

二
百
七
十
名
余
が
出
席、

新
島
も
ま
た
出
席

安
息
日、

第
二
教
会
に
お
い
て
金
森
通
倫
が
説
教、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
中
村
栄
助
・

千
葉
環
・

山
口
健
起
•

新

田
義
言
・

浅
香
洋
吉
の
五
名
に
洗
礼
を
授
け
る
。

伊
勢
と
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
晩
餐
を
司
式
す
る
。
（
怜2
:
 57
7,
 

�
5
 :
 1
9
4
)

室
町
通
錦
小
路
上
ル
の
漢
学
路
に
石
津
発
三
郎
を
訪
問、

山
科
元
行
の
子
息
を
入
塾
さ
せ
る
相
談
を
す
る
。
（
怜
5
:
 1
9
5
)
 

土
佐
立
志
社
の
島
本
楠
弥
太
•

原
茂
樹
・

蓼
原
好
治
が
来
訪
す
る
。
（
ゆ
5
:
 1
9
5
)
 

東
京
よ
り
小
崎
弘
道
が
来
訪、

新
島
は
『
六
合
雑
誌
』

の
た
め
六
株
出
資
の
約
束
を
す
る
。
（
や
5
:
 1
9
5
)
 

頭
痛
の
た
め
来
客
応
接
時
間
を
午
後一＿一
時
か
ら
五
時
に
限
る
こ
と
を
『
七
一

雑
報
』

に
広
告
す
る
。

(

I

8
|1
6a)
 

同
志
社
公
会
堂
に
第
二
教
会
総
員
の
会
議
を
開
き、

教
会
員
を
数
組
に
分
け
て、

各
組
ご
と
に
団
結
を
強
め
て
全
教
会

に
そ
れ
を
広
げ
よ
う
と
い
う
市
原
盛
宏
の
提
案
を
採
択
し、

そ
の
方
法
を
議
決
す
る
。
（
ゆ2
:
 57
8
)
 

破
石
薬
献
納
取
次
願
を
〔
府
庁
に
〕

出
す。
(
J:9
72)

同
志
社
所
有
地
は
こ
れ
ま
で
新
島
の
個
人
名
義
に
な
っ
て
い
た
が、

社
員
の
増
加
に
伴
い
、

同
志
社
の
名
義
に
虫
9

ぎ
替

え
た
い
旨、

京
都
府
へ

願
い
出
る。
（
怜
1
"
2
3
9
)

こ
れ
ま
で
新
島
名
義
と
な
っ
て
い
た
n
女
学
校
校
地
u

上
京
第
十
一

区
常
盤
井
殿
町
五
四
三
ー＝
一
番
地
五
千
五
百
八
十

し
て
演
説
す
る
。

(

J

68
 :
 76)
 

出
る
。
（
曲
1

心
3
8
)

従
来
通
り
社
長
と
す
る
。
（
ゆ
1

忍
3
7,

3t
5
 :
 1
9
4
)
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1883年

月
六
日

二
月

二
月
下
旬

三
月
二
日

三
月
五
日

三
月
七
日

三
月
九
日

（
怜
1

:
 

2
4
0
)
 

H
.

C
・
ヘ

ー
デ
ソ
に
発
信、

『
六
合
雑
誌
』

へ
の
融
資
を
頼
む。
（
ゆ
5
:
 1
9
6
)
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
来
日
を
勧
め
る
手
紙
を
出
す。
（
怜
5
:
 1
9
6
)
 

送
り、

る
。

新
島
も
そ
の
中
に
入
る
。

(

J

9
2
 :
 7
1)
 

一

坪
二
合
の
土
地
を
同
士心
社
名
義
と
す
る
こ
と
と
な
り、

こ
の
日
付
で
地
券
訂
正
願
を
差
し
出
す。
2

D
3
9
)

テ
イ
ラ
ー
と
小
野
に
会
う
た
め
大
阪
に
行
き、

喜
多
の
家
を
訪
問、

さ
ら
に
大
門
町
の
旅
館
に
本
間
を
訪
ね、

夕
方
六

時
発
の
汽
車
で
京
都
に
帰
る
。
（
ゆ
5
"

1
9
5
)

聖
書
翻
訳
に
関
し
井
深
梶
之
助
ら
二
十
三
人
が
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
な
ら
び
に
各
外
国
聖
書
会
社
に
意
見
書
を
提
出
す

病
院
に
行
ぎ、

金
月
水
曜
の
三
日
問
エ
レ
キ
を
身
体
に
か
け
る
こ
と
を
頼
む。
（
ゆ
5
:
 1
9
5
)
 

京
都
府
庁
で
北
垣
知
事
に
会
い
、

破
石
薬
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
。
（
曲
5
:
 1
9
6
)
 

＊

明
治
十
四
年
四
月、

第
一

次
琵
琶
湖
疏
水
工
事
測
蓋
開
始。
(
H
1
3
 : 7
4
)
 

明
治
十
四
年
十
一

月、

京
都
・

宮
津
問
車
道
建
設
工
事
着
手。
(
H
1
3
:
7
4
)
 

午
前、

浜
岡
光
哲
が
来
訪、

小
崎
弘
道
を
交
え、

法
学
科
の
募
集
方
法
に
つ
ぎ
協
議
す
る
。

小
崎
の
依
頼
に
よ
り
『
六
合
雑
誌
』

の
た
め
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、

バ

イ
プ
ル
・
ハ

ウ
ス
の
H
.

C
・
ヘ
ー
デ
ソ
に
手
紙
を

一

万
な
い
し
五
千
ド
ル
の
融
資
を
受
け
る
相
談
を
す
る
。
（
怜
5
"
1
9
5
)

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
ぎ、

社
員
を一
二
名
増
員
し
た
こ
と、

土
地
の
名
義
変
更
の
こ
と
を
報
告
す
る
。

サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
フ
レ
ン
ド
・

ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
社
に
破
石
薬
の
見
本
を
送
る
よ
う
依
頼
す
る
。

（
怜
5
:
 1
9
6
)
 

さ
ぎ
頃、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
よ
り
受
け
取
っ
た
六
百
ポ
ソ
ド
の
為
替
証
の
二
重
証
を
w
.

A
・
ス
ノ
ー
よ
り
郵
送
さ
れ
る
。
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三
月
十
七
日

三
月
二
十
13

月
十
六
日

三
月
十
三
日

三
月
十
四
日

三
月
十
五
日

岐
阜
女
学
校
の
教
員・
宝
生
豊
を
招
聘
す
る
た
め、
午
前
九
時
京
都
を
出
発
し、
大
津ー

�
米
原
を
船、
そ
れ
よ
り
人

力
車
で
醒
ヶ
井
ま
で
行
き、
銭
屋
義
六
方
に
泊
ま
る。
（
怜
5
:
 
1
7
0,
 

1
9
6
)
 

＊
岐
阜
行
き
に
つ
い
て
は、
い
日
抄
（
怜
5
:
 
1
7
0
)

と
⑯
日
誌
（
怜
5
:
 
1
9
6
)

の
双
方
に
同
様
の
記
述
が
あ
る。
旅
行
期
間
は
十

二
日
ま
た
は
十
三
日
よ
り
十
七
日
ま
で
で
あ
る
が、
出
発
日
よ
り
十
五
日
ま
で
日
⑯
両
者
の
間
に
日
時
の
ず
れ
が
あ
る。
⑯
の
記

述
が
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り、
り
を
も
と
に
書
き
な
お
し
た
と
思
わ
れ
る。
し
た
がっ
て、
こ
こ
で
は
⑯
に
従っ
て
再
梢
成
し
た。

午
前
四
時
半、
醒
ヶ
井
発、
岐
阜
ま
で
十
三
里
半
を
人
力
車
で
走
る。
午
前
十一
時、
岐
阜
今
古
町
の
玉
井
伊
兵
衛
方

に
入
る。
午
後、
岐
阜
県
庁
を
訪
い、
学
務
課
の
小
川
亮
に
案
内
さ
れ
て
女
子
師
範
学
校
に
行
き、
授
業
を
参
観
す
る。

教
師
の
宝
生
豊
に
会
う。
夜、
常
盤
町
に
本
島
源
左
衛
門
を
訪
ね、
町
の
模
様
を
聞
く。
（
ゆ
5
:
 
1
7
0,
 

1
9
6
)
 

（
怜
5

金
華
山
に
登
り
織
田
信
長
の
旧
居
城
を
見
る。
こ
の
日
も
小
川
学
務
課
員
の
案
内
で
女
子
師
範
学
校
へ
行
き、
宝
生
に

会
う。
午
後、
病
院
を
見
学
〔
岐
阜
県
医
学
校
規
則、
同
付
属
病
院
規
則
を
も
ら
う
？〕
再
び
宝
生
豊
に
会
う。
小
野

俊
二
の
父
親
を
そ
の
自
宅
に
訪
う。
午
後
四
時
半、
岐
阜
を
出
発
し
て
大
垣
に
至
り、
本
町
玉
屋
に
泊
ま
る。
夕
食
後、

旧
友
の
三
羽
明
良
を
同
町
俵
町
日
新
堂
裏
に
訪
ね、
懐
旧
談
に
花
を
咲
か
せ
る。
夜
十一
時
半、
宿
に
帰
る。

1
7
3,
 

1
9
6,

」
ぃ
1
5
4
)

雨
の
た
め
七
時
半
す
ぎ
に
出
発、
帰
途
に
つ
く。
途
中、
三
羽
に
会
い、
芳
賀
貞
軒
の
家
に
案
内
さ
れ
る。
そ
の
後、

関
ヶ
原
を
経
て
人
力
車
を
乗
り
継
ぎ、
風
雪
を
冒
し
て
午
後
四
時、
長
浜
の
中
村
方
に
到
着
す
る。
こ
の
夜、
西
村
方

で
集
会
を
開
く。
十
五
人
集
ま
る。
（
怜
5
"

1
7
4̀

1
9
7
)

午
前
九
時
二
十
分、
遊
竜
丸
で
長
浜
を
出
帆、
午
後
四
時、
帰
京
す
る。
（
ゆ
5
"

1
7
4,

1
9
7
)
 

六
百
ポ
ソ
ド
の
証
直一
通
を
神
戸
の
ジ
ェ
ソ
ク
ス
に
送
る。
〔
三
月
九
B
の
項
参
照u
公
怜
1

"

2
-1

0
V
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1883年

四
月
六
日

四
月
四
日

月 月
二
十
八
日

三
月
二

十
三
日

三
月
二
十
五
日

三
月
三
十
一

日

四
月
二
日

四
月
三
日

小
舟
を一
屈
い
湖
上
の
水
鳥
を
娯
つ
。

一

羽
に
あ
た
る
が
、

結
局
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う。
（
怜
5
:
 1
9
7
)
 

同
志
社、

男
女
両
校
と
も
春
休
み
に
入
る
。
（
怜
1

羞
4
1
)

宝
生
豊
に
同
志
社
女
学
校
の
教
員
と
し
て
赴
任
す
る
意
志
の
有
無
を
尋
ね
る
。
公
怜
1

亙
3
3
)

警
醒
社
創
立
株
主
募
集
広
告
に
賛
成
人
と
し
て
名
を
連
ね
る
。

(

I

8
|1
6
b)
 

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

今
治
•

岡
山
・

高
梁
で
の
株
募
集
を
終
え
て
神
戸
に
着
い
た
こ
と、

京
都
で
の
募

「
公
会
之
趣
意」

を
印
刷
す
る
に
際
し、

新
島
は
編
集
委
員
の
一

人
に
選
ば
れ
る
。

委
員
ー
ー＇
森
田
・

原
田
・

大
西
・

A
・
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
二
月
に
引
ぎ
続
ぎ、

四
百
ポ
ン
ド
を
寄
贈
さ
れ
る
。
（
曲
1
"
2
4
0,

J
 4
0
 :
 2
1
0
)
 

夕
方
よ
り
同
志
社
一

年
生
全
員
を
自
宅
に
招
待
す
る
。
（
怜
3

筵
3
1
)

四
月
末、

京
都
で
開
催
予
定
の
日
本
基
督
伝
道
会
社
会
議
に
、

京
都
三
教
会
よ
り
森
田
久
万
人
・

中
村
栄
助
の
二
名
を

委
員
と
し
て
送
り、

そ
の
事
務
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
を
決
め
る
。
（
ゆ
2
:
 
5
7
8
)
 

高
梁
の
留
岡
幸
助
が
父
親
に
よ
る
迫
害
を
逃
れ
て
上
京、

新
島
を
訪
問
す
る
。
（
怜
5
:
 1
9
7
)
 

福
士
成
豊
来
訪
す
る
。
(

T
7
8
6
)

新
島
公
義
・

小
野
俊
二
と
共
に
大
津
へ

狩
猟
に
行
く。

堅
田
の
伊
勢
屋
に
一

泊
す
る
。
（
怜
5
:
 1
9
7
)
 

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
人
が
病
気
の
た
め、

そ
の
娘
グ
レ
ー
ス
と
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り、

女
学
校
の
ス
タ
ー
ク
ウ

ニ
ザ
ー
教
師
が
付
き
添
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
に
決
ま
る
。
（
怜
1
:
 3
3
3
)
 

外
国
人
教
師
が
同
志
社
社
員
と
な
っ
て
地
所
を
共
有
し
て
い
る
事
実
は
な
い
旨
を
京
都
府
に
届
け
出
る
。
（
怜
1

心
4
2
)

竹
原。
（
ゆ
2
:
 
5
7
8
)
 

集
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
書
い
て
く
る
。
(

T
6
8
0
)
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四
月
十
三
日

四
月
十
五
日

四
月
十
七
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
五
日

四
月
十
六
日

四
月
九
日

7
 :
 164,
 F
I
 :
 72)
 

を
す
る
。

(

J

1
5
 :
 3
4
)
 

と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
（
船
2
:
 
5
7
8
)
 

「
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書」

十
六

A
・
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
四
百
ポ
ソ
ド
の
第
二

証
雷
を
受
け
取
る
。
（
曲
1

心4
0)

(

I
 8
 

(

E
 

午
後
四
時
よ
り
山
本
覚
馬
宅
に
お
い
て
、

ベ

リ
ー
計
画
の
看
病
婦
学
校
の
設
立
に
つ
き
会
議
を
開
く。

伊
勢
時
雄
も
出

大
阪
教
会
よ
り
来
る
二
十
日
の
宮
川
経
輝
按
手
礼
式
へ
の
招
待
状
が
届
く。

第
二
教
会
よ
り
新
島
と
市
原
盛
宏
を
代
表

日
曜
日、

ー1
6
C

)
 

ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
〔
フ
ル
ベ
ッ
キ

G.

H.
 
F.
 
Ver
be
c
k
〕

来
京
し、

新
島
の
司
会
に
よ
り
第
二
教
会
で
説
教

第
二
回
在
日
プ
ロ
テ
ス
ク
ソ
ト
宜
教
師
大
会
が
大
阪
川
口
三
十
番
館
で
開
か
れ、

名
）

の
宣
教
師
が
集
ま
る
。

こ
の
大
会
で
は、

百
六
名
（
男
五
十
八
名、

女
四
十
八

い
わ
ゆ
る
教
会
自
給
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
。

二
十
一

日
ま
で
。

新
島、

宜
教
師
大
会
に
出
席、

傍
聴
す
る
。
（
怜
5
り

1
9
7,

E
 10
 :
 2
0
8
)
 

宮
川
経
輝
の
按
手
礼
式
が
大
阪
教
会
に
お
い
て
午
後
七
時
よ
り
行
わ
れ
る
。

新
島
は

章
十
六
節
に
よ
り
「
天
国
の
鍵」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2

ふ
7
8,

�
5
 :
 1
9
7,
 
J
 3
0
 :
 
72,
 
J
 7
1

ふ
8
)

夜、

大
阪
川
口
の
壁
＝
二

教
会
に
お
い
て
内
外
国
人
に
よ
る
祈
蒻
お
よ
び
懇
親
会
が
催
さ
れ、

感
話
を
述
べ
る
。

日
本
基
督
伝
道
会
社
の
第
六
年
会
が
第
二
教
会
で
開
か
れ、

新
島
は
本
局
委
員
に
選
ば
れ
る
。

ま
た
席
上、

新
島
は
同

志
社
に
大
学
を
設
立
し、

法
学
部
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と、

医
学
部
の
設
置
は
ベ
リ
ー
が
目
下
尽
力
し
て
い
る
こ

と、

同
士心
社
に
基
金
を
集
め
る
見
込
み
に
つ
い
て
演
説
す
る
。
（
怜2
"
5
79,

F
l
"
73
疇

F
2
:
8,
 I
 8
|1
6
 d,
 
J
 1
5
"
34)
 

席
す
る
。
（
ゆ
3
:
 2
3
1
)
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年

五
月
五
日

3

 

88ー

五
月
四
日

五
月
三
日

五
月
一

日

四
月

四
月
下
旬

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
七
El

円
ヲ
寄
付
ス
」
（
怜
1

心
3
6
)

安
中
教
会
の
新
築
会
堂
発
会
式。
(
F
6
:
 31
9
)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
安
藤
乙
松、

阪
斉
要
吉
の
二
名
に
授
洗
す
る
。

盆"
2
ぃ

579)

基
督
教
演
説
会
が
道
場
刷
場
で
開
か
れ
る
。
（
曲
2
:
 579)
 

志
賀
覚
兵
衛
に
発
信、

子
弟
入
学
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し、

大
学
設
立
計
画
と
は
関
係
な
く、

九
月
上
旬
に
新
入
生
を

募
集
す
る
旨
を
回
答
す
る
。
（
怜3

筵3
2)

「
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣」

を
印
刷、

公
表
す
る
。
「
襄
ノ
起
草
セ
シ
趣
意
書
ヲ
浜
岡
氏
二

託
シ
之
ヲ
活
版
二

附
シ
、

同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣
冊
子
ヲ
作
レ
リ
」
（
怜
1
:
 6
6,
 
1
7
5,
 
1
8
5
)
 

「
同
志
社
設
立
の
始
末」

を
草
す。
（
や
1

:
 

72)
 

第
三
回
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
に
出
席
の
た
め、

午
後
六
時
頃、

倫
・

上
原
方
立
も
第
二
教
会
代
表
と
し
て
同
行
す
る
。
（
怜
2

ふ
7
9,

�
5
 :
 1
9
8,
 
I
 
8

|
1
6
 e,
 
J
 4
0
 :
 1
8
9
)
 

午
前
六
時
ご
ろ
横
浜
に
着
き、

弁
天
通
六
丁
目
の
旅
館
和
田
彦
に
旅
装
を
と
く。

朝
食
後、

住
吉
教
会
の
南
小
柿
洲
吾

を
訪
問
し、

そ
の
地
の
状
況
を
尋
ね
る
。

(

I

8

ー

1
6
e,
 
J
 1
0
1
 :
 
2
1
)
 

こ
の
日
よ
り
十
二
日
ま
で
、

H
・
ペ
テ
ー
。

(

E

I
)

東
京
丸
に
乗
り、

神
戸
を

出
帆
す
る
。

金
森
通

ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ

第
十
一

年
会
が
京
都
の
グ
リ
ー
ソ

宅
で
開
か
れ
る
。

議
長
J
.

「
五
月
中
宣
教
師
集
会
ノ
ト
キ
石
造
或
ハ

煉
瓦
造
ノ
講
堂
ノ
入
用
ナ
ル
コ
ト
ヲ
乞
フ
ボ
ー
ル
ト
ハ

之
ヲ
許
シ
七
千
五
百

同
志
社
に
医
学
校
の
設
立
を
計
画
す
る
に
あ
た
り、

同
志
社
社
員
連
名
で
J
.

C
・
ベ

リ
ー
に
招
聘
状
を
送
る
。

こ
れ

に
は
十
四
教
会
の
牧
師
の
賛
同
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
怜
6

心
1
5
)
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五
月
十一
日

五
月
十
二
日

五
月
十
三
日

五
月
十
四
13

五
月
九
日

五
月
八
日

月
耀
日、

賭、

木
村
宅
を
出
発
し、

津
田
仙
と
共
に
赤
坂
榎
坂
の
勝
海
舟
を
訪
問
す
る。

同
家
屋
敷
内
に
居
住
す
る
ク

ラ
ラ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
も
会
う。
2
EIS"
319,
J
 31
121
"
21、
J

79
|1
"
49)
 

(

J
 79
11
 :
 49)
 

＊

口
碁
里
の
専
修
院
で
祈
誌
会。

雨、

下
谷
会
堂
を
訪
れ、

宮
川
経
輝
は
聖
書
を
講
じ、

新
島
が
演
説
す
る。

午
後
も
会
堂
に
出
る。

木
村
宅
に
泊
ま
る。

179
-1
:
 49)
 

（
怜5:
 198)
 

第
三
回
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
が
東
京
の
新
栄
教
会、

浅
草
教
会、

井
生
村
楼
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る。

十
二

日
ま
で
。

第
一

i-＿一
日
議
事、

第
四
日
に
新
島
が
説
教
を
す
る。
（
怜2
:
 579,
 
�5
 :
 198,
 
1:448,
 F
 1
 :
 74)
 

京
都
府
大
害
記
官
国
重
正
文、

富
山
県
令
に
転
出、

後
任
に
内
務
少
書
記
官
尾
越
蕃
輔
が
任
命
さ
れ
る。

大
親
睦
会
第
二
日、

午
後、

井
生
村
楼
に
お
い
て
演
説
会
が
催
さ
れ、

新
島
も
「
伝
道
論」

＊

演
題
は
「
基
督
教
皇
張
論」
（
怜2
二

396)

あ
る
い
は
「
真
理
ノ
証」
（
ゆ2
:
 112)

か。

し、

四
百
余
名
の
出
席
者
に
多
大
の
惑
銘
を
与
え
る。

京
都
の
信
徒
に
手
紙
を
書
き、

親
睦
会
の
状
況
を
知
ら
せ
る。

大
親
睦
会
最
終
日、

神
田
旭
楼
の
会
合
に
出
席、

（
ゆ2
:
 107,
 
�6
 :
 219,
 F
 
1
 :
 75)
 

276)
 

「
基
督
弟
子
ノ
足
ヲ
洗
ヒ
賜
フ
事」

の
ち
九
段
坂
の
写
真
師
・
鈴
木
真
一

方
で
出
席
者
一

同
と
共
に
写
真

を
撮
影、

そ
の
後
さ
ら
に
日
暮
里
の
禅
寺
・
修
性
院
で
「
郊
遊
会」

に
出
席
す
る。

こ
の
夜、

宮
川
経
輝
と
共
に
木
村
熊
二
宅
に
泊
ま
る。

植
村
正
久
・
岩
本
善
治
が
来
訪
し

大
親
睦
会
第
四
日、

新
栄
橋
教
会
で
行
わ
れ
た
礼
拝
聖
餐
式
に
お
い
て

「
談
論
移
時」
(

J

70
 : 278,

の
演
説
を
行
う。
(

J

70:

の
説
教
を

(

I
 
6
)
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1883年

五
月
十
八

日

五
月
十
六
日

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
二

十
日

五
月
二

十
一

日

五
月
二

十
二

日

そ
の
後
に
し
た
方
が
よ
い、

と
知
ら
せ
て
く
る
。
(

T
6
8
1
)

教
会
に
お
い
て
蔵
原
と
共
に
説
教
を

す
る
。

午
後、

安
中
に
到
着
す
る
。
（
怜
3

心
3
4
)

る
。
（
怜
3
"
2
3
4
)

D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
人
病
気
の
た
め、

娘
グ
レ
ー
ス
を
連
れ
横
浜
よ
り
帰
米、

（
船
1
"
3
3
3
)

日
本
銀
行
に
富
田
鉄
之
助、

吉
原
重
俊
を
訪
ね、

大
学
設
立
に
つ
き
協
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜
3
り

2
3
3
)

富
田
鉄
之
助
に
「
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣」

を
送
り
東
京
お
よ
び
大
阪
の
銀
行
の
然
る
べ

き
人
物
に
紹
介
し
て
ほ
し

い
と
頼
む。
（
怜
3
"
2
3
3
)

中
村
正
直
を
訪
れ、

「
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣」

を
贈
り、

協
力
を
依
頼
す
る
。

中
村
よ
り
「
荘
士
因」

を
贈
ら
れ

馬
車
で
東
京
を
出
発、

こ
の
日
は
熊
谷
に
一

泊
す
る
。

同
地
よ
り
中
村
正
直
に
発
信、

大
学
設
立
に
つ

き
東
京
府
下
の

然
る
べ

き
人
物
へ
の
紹
介
を
求
め
る
。

大
久
保
一

翁、

山
田
顕
義
内
務
卿
へ
も
添
書、

斡
旋
を
依
頼
す
る
。
（
怜
3
:
 
2
3
4
)
 

安
中
の
新
築
な
っ
た
教
会
堂
で
蔵
原
惟
郭
と
共
に
説
教
を

す
る
。

「
古
キ
人
新
シ
キ
人」

聴
衆
三
百
余
名。

夜、

原
市

「
十
人
ノ
娘、

用
意
二

怠
ル
勿
レ
」

三、

四
里
外
よ
り
草
桂
が
け
で
来
る

も
の
が
あ
り、

聴
衆
は
安
中
よ
り
多
い
よ
う
だ
っ
た
。
（
ゆ
2

羞
2
》

1
1

9,

�
3
 :
 
2
3
6,
 
F
6

羞
1

9
)

＊

安
中
教
会
を
旧
邸
に
移
転、

改
築
し
て
「
碓
氷
会
堂
」

と
名
付
け
る。
(

H
l
:

797)
 

同
志
社
生
徒
岡
本
彦
八
郎
（
高
崎
）

松
本
亦
太
郎
（
倉
ヶ
野
）

の
実
家
を
訪
問
す
る
。

こ
の
日、

武
州
熊
谷
駅
か
ら
西

京
三
教
会
宛
に
発
信、

大
親
睦
会
の
状
況、

安
中
の
模
様
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
（
怜
3

心
3
5
)

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

外
山
修
造
に
面
会
す
る
の
は、

日
本
銀
行
大
阪
支
店
の
開
業
式
で
多
忙
の
た
め、

ス
ク
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
が
同
行
す
る
。
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六
月
九
日

六
月
四
日

六
月
一

日

五
月
二
十
九
日

五
月
三
十
日

五
月―
―
十
六
日

者
は
三
百
余
名。
（
怜2
:
 580,
 
�3
 :
 239)
 

講
話
を
す
る
。

(

J

1
5

羞5)

法
を
取
り
調
べ
た
が、

五
月
二
十
五
日

八
日
市
の
広
瀬
熊
二
に
発
信、

亡
兄
の
追
稿
「
馬
太
伝
注
解
訓
点」

の
出
版
に
つ
い
て
事
務
連
絡
を
す
る
。
（
や3
:
 23
8)
 

四
日
市
に
午
後
三
時
着、

夜
九
時
前
に
帰
宅
す
る
。
（
怜3

筵39,

:@:5
 :
 198)
 

同
志
社
の
朝
礼
（
チ
ャ
ペ
ル
）

に
お
い
て
東
京
よ
り
の
帰
校
報
告
を
し、

勝
海
舟
と
面
談
し
た
こ
と、

文
部
省
で
教
育

一

っ
と
し
て
満
足
す
る
こ
と
が
な
く、

政
府
は
人
民
の
行
為
に
少
し
も
賛
成
し
な
い
こ
と
等
の

夜
七
時
半
よ
り
第
二
教
会
に
お
い
て
大
親
睦
会
の
報
告
会
が
開
か
れ
る
。

上
原
・

金
森
•

新
島
の
三
名
が
報
告、

出
席

A
・
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
二
百
ボ
ソ
ド
の
証
書
を
送
っ
て
く
る
。
（
曲1
:
 241)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
祈
蕎
会
が
開
か
れ
た
が、

か
つ
て
な
い
熱
心
さ
で、

問
断
な
く
祈
禰
が
行
わ
れ
る
。

新
島
は
未
信

徒
で
あ
る
生
徒
の
た
め
に
祈
禰
会
を
開
く
こ
と
を
提
案
し、

翌
二
日
夜
に
も
祈
藷
会
を
開
く。
（
や2
:
 580)
 

湯
浅
治
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、

葬
儀
に
関
す
る
太
政
官
布
告、

教
部
省
通
達
の
抜
き
書
ぎ
を
送
っ
て
く
る
。
(
T
6
82)

岡
山
の
ベ
リ
ー
よ
り
招
聘
状
に
対
す
る
返
争い
が
来
る
。

ペ
リ
ー
は
五
月
七
日
京
都
で
開
か
れ
た
宣
教
師
年
会
に
は
か
り、

ほ
ぽ
全
員
の
茂
成
（
一

人
を
除
く）

を
得
た
旨
を
知
ら
せ
て
く
る
。
（
ゆ1
"
242,

:@:5
 :
 198、

r2-t
29)

東
京
の
長
田
時
行
に
発
信、

相
談
を
受
け
て
い
た
築
地
大
学
の
生
徒
に
つ
き、

同
志
社
は
「
誰
レ
ニ
モ
門
戸
ヲ
開
キ
ク

ル
学
校
ナ
レ
ハ

彼
来
ル
ヲ
乞
ハ
、

敢
テ
之
ヲ
拒
マ
ス
唯
今
更
二

学
資
ヲ
助
ク
ル
ノ
見
込‘‘、
ハ

無
之
候」

と
回
答
す
る
。

（

怜
3
"
2
3
9
)

黄
竜
丸
に
乗
り
横
浜
を
出
帆、

四
日
市
に
向
か
う。
（
怜5
:
 198)
 

＊

本
文
日
付
け
に
よ
る。

封
筒
は
二
十
六
日。
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1883年

六
月
二
十
八
日

「
天
国
の
鍵」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
（
曲
2
:
 
9
6
)
 

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十
一

日

六
月
十
八
日

六
月
十
六
日

六
月
十
五
日

六
月
十
二
日

六
月
十
一

日

官
品
田
鉄
之
助
に
発
信、

法
学
蔀
設
置
に
つ
き
「
種
々
御
工
夫
被
下
候
条
感
侃
之
至」

ま
た
「
外
山
修
造
氏
へ

面
会
之
寡

ニ

付
態
々
御
申
遣
被
下、

是
亦
奉
万
謝
候」

と
礼
を
述
べ
る
。
（
怜
3
"

2
4
0
)

新
島
・

山
本
覚
馬
・

中
村
栄
助
の
三
名
の
連
名
で
再
び
ベ
リ
ー
に
手
紙
を
送
る
。
（
怜
1
:
 
2
4
2,
 

�6
 :
 21
9
)
 

ベ
ア
リ
ソ
グ
商
会

Messers
Bari
n
g
 Br
ot
hers
 &
 Co.,
 L
o
n
d
o
n

の
為
替
証
書
を
神
戸
の
ジ
ェ
ソ
ク
ス
に
回
送
す

第
二
教
会
で
基
督
教
演
説
会
が
開
か
れ、

新
原
・

竹
原
•

原
田
・

市
原
の
五
名
が
演
説
す
る
。

以
後
毎
月
一

回
開
く。

夜、

第
二
教
会
に
お
い
て
「
悔
改」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。

な
お、

こ
の
説
教
会
は
二
十
一

日
ま
で
四
日
問
続
け
ら

れ、

毎
夜
二
百
五
十
ー
三
百
人
が
集
ま
っ
た
。
（
や
2
:
 1
2
2,
 

5
8
0
)
 

沢
山
保
羅、

同
志
社
で
説
教
を
す
る
。

(

G
2
:
 4
7,
 
J
 2
8
 :
 1
4
7
)
 

夜、

こ
の
夏、

夏
期
伝
道
を
行
う
に
つ
ぎ
祈
禰
会
と
相
談
会
を
開
く。
（
怜
2
:
 
5
8
0,
 

I

 

2

ーa)

女
学
校
英
語
科
第
一

回
卒
業
式
が
行
わ
れ、

高
松
仙
・

田
代
初
に
卒
業
証
を
授
与
す
る
。
（
怜
1

羞
3
4
)

第
二
教
会
に
お
い
て、

新
島
は
卒
業
す
る
人
々
の
た
め
に
説
教
を
し、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
司
礼
に
よ
っ
て
晩
餐

礼
を
守
る
。

こ
の
日、

新
島
よ
り
受
洗
し
た
者
は
小
野
英
二
郎
・

稲
田
左
膳
•

福
島
耕
造
・

広
津
友
吉
・

堀
正
義
・

津

『
七
一

雑
報
』

廃
刊。

後
継
紙
は
『
福
音
新
報
』

七
月
三
日
創
刊。
(

J

11
2
 :
 3)
 

京
都
府
庁
吏
員
が
来
校、

新
島
に
案
内
さ
れ
て
校
内
を
視
察
す
る
。

(

D
1
:
1
4
9
)
 

京
都
の
教
会
で

田
元
親
の
六
名。
（
怜
2
:

5
8
0̀

J
 1
5

羞
6
)

（
怜
2
:

5
8
0
)
 

る
。
（
怜
1

忍
4
3
)
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七
月
十
一

日

七
月
十
九
日

七
月
二

十
日

七
月
二

十
三
日

七
月
二

十
五
日

七
月
二
十
七
日

七
月
十
八
日

七
月
十
六
日

六
月

六
月
二

十
九
日

同
志
社
の
卒
業
式
に
際
し
「
宗
教
ハ
万
民
ノ
望
ム
所
也」
と
題
し
て
送
別
の
説
教
を
す
る。
（
怜
2
:
 1
3
2,
 
J
 1
5

羞
8
)

大
学
発
起
人
の
募
集
お
よ
び
募
金
の
方
法
に
つ
い
て
浜
岡
光
哲
に
草
案
の
作
成
を
依
頼、
浜
岡
は
仮
草
案
を
作
る。

京
都
よ
り
A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
書
き、
建
物
建
設
の
資
金
が
必
要
な
こ
と、
医
学
校、
法
学
部
の
設
立
の
必
要
な

こ
と
を
述
べ
る。
(

--r
2
2
4
6
)

夜、
神
戸
教
会
増
築
工
事
の
落
成
に
際
し
て
説
教
会
が
開
か
れ、
「
伝
道」
と
題
し
て
説
教
を
す
る。
（
怜
2
:
 1
3
3
)
 

J・
イ
ー
ト
ン
John
 Eaton,
 
U.
 S.
 co
mmissioner
 of
 education
 
に
手
紙
を
送
り、

杉
田
勇
次
郎
が
渡
米
す
る
の
で
A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
紹
介
状
を
書
く。
（
怜
5
"
2
0
0
)

日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
主

東
京
の
二
大
新
聞
に
同
志
社
の
来
学
期
の
広
告
を
掲
載
す
る
よ
う、
小
崎
弘
道
に
五
円
を
送
っ
て、
依
頼
す
る。

角
岡
の
田
中
源
太
郎
に
書
簡
を
送
り、
大
学
募
金
の
方
法
に
つ
き
概
略
を
述
べ、
意
見
を
求
め
る。
（
ゆ
3
:
 2
4
0
)
 

D
.
C
・
グ
リ
ー
ソ
と
煉
瓦
建
校
舎
〔
彰
栄
館〕
建
築
に
つ
き
相
談
す
る。
（
ゆ
3
:
 2
4
2
)
 

煉
瓦
建
校
舎
建
築
に
つ
き
グ
リ
ー
ソ
と
相
談
す
る
た
め、
朝
五
時
頃
よ
り
比
叡
山
北
谷
の
テ
ソ
ト
村
に
登
る。
中
村
栄

助•
森
田
久
万
人
も
同
伴
か。
（
ゆ
3
"
2
4
2
)

外
山
修
造
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
大
学
設
立
の
寄
付
金
で
公
債
証
書
を
買
い、
そ
れ
を
日
本
銀
行
に
預
け
入
れ
る
こ

2
0
0
)
 

大
阪
島
ノ
内
教
会
の
森
田
寿
三
郎
が
商
用
で
ボ
ス
ト
ン
ヘ
行
く
の
で、

1
 :
 2
4
5
)
 

義
に
よ
る
大
学
の
必
要
な
こ
と
を
述
べ
る。
（
怜
6

心
2
0
)

（
怜
1
:
 1
7
6,
 
1
8
6
)
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
宛
の
添
書
を
書
く。
（
怜
5 （

ゆ
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1883年

八
月
七
日

八
月
六
日

八
月
四
日

八
月
三
日

八
月
二
日

七
月
七
月
三
十
日

て
午
後
四
時、

坂
井
港
に
着
く。
（
怜
？
229)

碑
文
中
ニ
ア
リ
空
海
之
文」

と
記
す。
（
怜
5

筵2
8)

券
が
下
げ
渡
さ
れ
る
。
（
怜
1

心
4
5
)

と
を
承
知、

い
つ
で
も
預
か
る
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(

�
6

器
）

警
醒
社
創
立。
(

J

92
 :
 6
6
)
 

上
京
第
二
十
二
組
小
学
校
会
社
に
百
四
十
三
円
六
十
七
銭
五
厘
（
利
子
月
五
分
）

を
預
け
る
。
(

...l:.
1
5
2
0
)

彦
根
川
原
町
長
光
寺
浜
劇
場
に
お
い
て
基
督
教
演
説
会
が
開
催
さ
れ、

新
島
は

る
。

ほ
か
に
堀
貞
一
・

辻
密
太
郎
ら
も
演
説、

聴
衆
八、

九
百
人
。
（
ゆ2

ら49,
J
 68
 :
 80)
 

午
前
九
時
よ
り
彦
根
の
八
景
亭
に
お
い
て
長
浜
・

彦
根
の
信
者
ら
新
島
・

堀
・

辻
を
囲
み
親
睦
会
を
催
す
。

(

J

68
 :
 86)
 

る
。
（
廿
9
5
2
)

こ
の
日
朝
六
時、

長
浜
を
出
発、

京
都
府
御
用
懸
工
学
士
・

田
辺
朔
郎

〔
遇
飢
遇
疾
其
業
不
退〕

逢
飢
逢
疾
不
退
其
業

（
上
京
第
二
十
七
組
押
堀
町
熊
谷
方）、

＊

田
辺
朔
郎
は
新
島
の
知
人
・
田
辺
太
一
の
甥、

〔
安
政
五
年
の
項
参
照〕。

「
出
遊
記」

を
書
ぎ
始
め
る
。

表
紙
裏
に

琵
琶
湖
疏
水
工
事
の
担
当
者。

「
経
寒
経
暑
不
告
其
苦

「
文
明
の
基
礎」

と
題
し
て
演
説
を
す

吉
田
賢
輔
の
紹
介
状
を
持
っ
て

来
訪
す

ま
た
吉
田
は
青
年
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る

越
前
へ

向
か
う
た
め、

朝
八
時
五
十
五
分
京
都
発、

大
津
よ
り
汽
船
で
長
浜
に
渡
り、

吉
田
亭
に
泊
ま
る
。
（
怜
5

心28)

常
盤
井
殿
町
の
女
学
校
校
地
五
千
五
百
八
十
一

坪
二
合
の
名
義
変
更
〔
新
島
ー
↓
同
志
社〕

な
り、

上
区
役
所
よ
り
地

空
海
ノ
師
恵
果
和
尚
ノ

ォ
ッ
タ
坂
を
越
え、

洞
道
の
西
口
で
思
い
が
け
な
く
松
村
某
に
会
う。

そ
れ
よ
り
汽

車
で
敦
賀
に
到
着、

出
雲
屋
で
休
息
の
の
ち、

午
前
十
時、

金
ヶ
崎
丸
（
小
室
信
夫
所
有
）

に
乗
り、

越
前
岬
を
廻
っ
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八
月
二
十
二
日

八
月
十
九
日

八
月
十
八
日

八
月
十
七
日

八
月
十
三
日

八
月
十
二
日

八
月
十
一
日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
八
日

草
鹿
の
案
内
で
、

早
朝、

大
聖
寺
を
出
発、

作
見
・

弓
波
・

動
橋
を
経
て
那
谷
へ
向
か
う。

那
谷
寺
を
見
物
の
の
ち
草

鹿
と
別
れ、

山
代
で
一

浴
し
て
夜
に
入
り
山
中
に
帰
る
。
（
怜
5

心
3
6
)

安
息
日、

開
湯
式
の
た
め
混
雑
す
る
。

滝
譲
お
よ
び
梅
田
五
月
・

佐
分
利
政
一

と
面
談
す
る
。
（
怜
5
"
2
3
6
)

朝
六
時
大
聖
寺
を
出
発、

丸
岡
を
経
て
午
後
四
時
に
森
田
に
着
く。

こ
こ
で
待
ち
受
け
る
福
井
の
信
徒
お
よ
び
同
志
社

の
竹
原
義
久
・

三
宅
荒
毅
に
会
い
、

一

緒
に
福
井
に
行
く。

福
井
下
錦
町
の
松
浦
庄
之
助
の
家
で
演
説
を
す
る
。

公"

（
怜1
"
1
76,

1
86,
 
�
5
 :
 2
3
4
)
 

宗
教
に
つ
い
て
話
を
す
る
。
（
怜
5

廷
3
1
)

「
病
未
夕
癒
〔
ズ
〕

晩
方
二

至
リ
外
行
ス
」
（
怜
5

誌
3
1
)

〔
山
中
温
泉〕

泉
屋
に
泊
ま
る
。

主
人
の
泉
次
郎
三
郎
は
熱
心
な
真
宗
の
信
徒
で
あ
る
。
（
怜
5

心
3
1
)

朝、

腸
カ
ク
ル
に
か
か
る
。

宿
の
主
人
が
親
切
に
世
話
を
す
る
。
（
ゆ
5
:
 23
1
)
 

朝、

丹
羽
〔
辰
二
郎
〕、

草
鹿
甲
子
太
郎
の
二
人
が
来
訪
す
る
。

午
後、

客
に
耶
蘇
教
の
話
を
し
て
宿
に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
ほ
し
い
、

安
息
日、

土
地
の
本
願
寺
派
の
僧
侶
が
泉
屋
の
父
親
を
訪
ね
て
宗
教
話
を
す
る
の
を
聞
く。
（
ゅ
？
2
3
2
)

前
日
よ
り
気
湿
低
く、

気
分
も
少
し
良
い
。

読
害
し
て
過
ご
す。
（
怜
5
:
 2
3
3
)
 

早
朝、

山
中
を
出
発
し
て
山
代
・

片
山
津
各
温
泉
を
経
て
大
聖
寺
へ

行
ぎ、

草
鹿
お
よ
び
江
沼
郡
長
の
滝
譲
を
訪
問
す

る
が
、

不
在。

次
い
で
本
町
の
陶
器
会
社
に
飛
鳥
井
清
を
訪
ね
る
。

午
後
四
時、

再
び
草
鹿
を
訪
い
、

同
氏
の
伯
父
久

世
寿
方
に
一

泊
す
る
。

夕
食
後、

近
く
の
山
に
登
り、

市
中
を
眺
め
る
。

夜、

芝
原
寿
•

太
田
北
山
を
訪
問
す
る
。

『
東
京
毎
週
新
報
』

創
刊。
(

F
l

:
 
76)
 

丸
岡
街
道
を
散
歩
す
る
。

宿
の
主
人
よ
り、

と
低
頭
平
伏
し
て
頼
ま
れ
る
。

草
鹿
を
訪
問、

理
学
·
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1883年

九
月
十
一
日

九
月
十
七
日

九
月――
十
一

日

九
月
十
日

員
に
選
出
す
る
。

（
怜
2

ぶ8
1)

九
州
•

四
国
・

近
畿
に
風
水
害 。
(

H
l
4
:
1
7
3
)
 

九
月
九
日

八
月
二
十
八
日

八
月
二
十
七
日

こ
の
日 、

帰
京
す
る
。

（
怜
3

心
4
3
)

（
ゆ
5

廷
3
9
)

八
月
二
十
六
日

に
汽
車
は
な
く 、

や
む
な
く
同
所
に
一

泊
す
る
。

（
怜
5

筵
3
9
)

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
三
日

5
"

2
3
9
)
 

午
後
六
時
よ
り
下
泉
水
町
の
岡
部
方
で
大
阪
よ
り
帰
っ
た
杉
田
定
一

に
面
会 、

夜
九
時
過
ぎ
ま
で
大
学
の
必
要
な
こ
と 、

耶
蘇
教
の
大
切
な
こ
と
を
話
し
合
う 。
（
怜
I

:
 

1
7
6,
 

1
8
6,
 

::3k
5
 :
 2
3
9
)
 

こ
の
日 、

福
井
の
信
徒
の
た
め
「
道
理
卜

信
仰
ノ
関
係」

に
つ
い
て
演
説
す
る
。

（
ゆ
2
:
 1
3
9,
 

:@:5
 :
 23
9
)
 

帰
京
の
た
め
早
朝
福
井
を
出
発
す
る
。

三
国
港
ま
で
人
力
車 、

同
港
よ
り
敦
賀
ま
で
船
を
利
用
す
る
。

敦
賀
で
は
す
で

安
息
日 、

午
前
中 、

金
ケ
崎
ス
テ
ー
シ
ョ

ソ
の
松
村
駅
長
を
訪
ね 、

浜
に
向
か
う 。

夜 、

長
浜
の
信
徒
の
集
会
に
出
席
し 、

真
理
を
求
め
る
に
一

日
も
待
っ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
述
べ
る 。

岸
和
田
の
山
岡
手
方
に
発
信 、

山
岡
夫
人
ら
六
人
が
受
洗
し
た
こ
と
を
喜
ぶ

。
（
怜
3
:
 
2
4
2
)
 

彦
根
教
会
に
お
い
て
「
甚
督
弟
子
ノ
足
ヲ
洗
ヒ
賜
フ
事」

キ
リ
ス
ト

教
に
つ
含
話
を
し 、

午
後
の
汽
車
で
長

の
説
教
を
行
う 。

こ
の
日
の
受
洗
者
三
名 。
（
怜
2
:

 107)
 

夕
方 、

大
阪
教
会
に
お
い
て
宮
川
経
輝
と
朽
木
次
子
の
結
婚
式
が
行
わ
れ 、

そ
の
司
会
を
務
め
る
。

(

J

7
1
 :
 6
1)
 

東
京
学
農
社
の
津
田
仙
が
京
都
に
立
ち
寄
り 、

第
二
教
会
に
お
い
て
新
島
よ
り
紹
介
さ
れ 、

演
説
を
す
る

。
(

J

1
5

 :
 4
0
)
 

愛
宕
郡
役
所
よ
り
呼
び
出
さ
れ 、

比
叡
山
の
官
地
借
用
を
許
可
さ
れ
る
。

（
や
1

心
4
6
)

第
二
教
会
の
組
織
を
改
正
す
る
に
つ
い
て 、

市
原
盛
宏
牧
師
の
ほ
か
森
田
・

原
田
・

大
西
・

竹
原
・

村
井
・

湯
浅
を
委
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十
月
四
日

九
月
二
十＿―-
日

九
月
二
十
九
日

十
月
二
日

十
月一
日

九
月

九
月
二
十
八
日

送
る。
（
怜
1
:
 
1
8
6
)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
午
後
二
時
よ
り
岩
手
・
安
中
・
岸
和
田
・
福
岡
等
十
三
カ
所
の
伝
道
報
告
会
を
開
く。（
ゆ2:
 5
8
1
)
 

井
深
梶
之
助
に
発
信、

日
東
京一
致
神
学
校
「

英
語
課
ニ
ハ
数
学
ハ
東
京
大
学
予
備
門
同
様
二
御
教
授
被
成
候
哉」

⇔
「
貴
校
之
神
学
課
ニ
ハ
英
語
卜
邦
語
之
御
区
別
ア
ル
ヤ
ニ
伺
居
候、

何
卒
両
課
之
教
科
御
知」

ら
せ
い
た
だ
き
た
い、

夜、

第
二
教
会
会
員
の
総
会
を
開
き、

教
会
規
則
を
議
決
す
る。
（
怜
2
:
 
5
8
1
)
 

M
.
L
・
ゴ
ー
ド
ソ
は
自
宅
に
信
徒
数
名
を
招
い
て
下
京
伝
道
を
始
め
る。
(
F
lO:
2)
 

こ
の
頃
よ
り
浜
岡
光
哲
と
協
議
の
う
え、

京
都
府
下
に
お
い
て
二、

三
十
人
の
発
起
人
を
募
り、

募
金
の
額
お
よ
び
方

法
を
定
め
た
の
ち、

近
畿
各
府
県
に
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し、

な
る
こ
と
を
依
頼
す
る。
（
怜
1
:
 
1
7
6,
 

1
8
6
)
 

ま
ず
京
都
府
下
の
有
志
家
に
働
き
か
け
て
発
起
人
に

田
中
源
太
郎
に
手
紙
を
送
り、

法
律
専
門
校
の
設
立
に
つ
き
そ
の
発
起
人
と
な
っ
て
ほ
し
い
こ
と、

人
会
を
開
き、

発
起
人
の
心
得、

資
金
募
集
方
法
を
協
議
し
た
い
こ
と
を
伝
え
る。
（
ゆ
竺
2
4

5
)

お
よ
び
近
日
発
起

田
中
源
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
返
答
が
来
る。

依
頼
さ
れ
た
法
律
専
門
学
校
の
設
立
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
辞
退、

普

通
の
賛
成
者
の
中
に
入
れ
る
よ
う
伝
え
て
く
る。
(

""f
6
8
4
)

大
学
設
立
発
起
人
加
名
の
依
頼
害
を
山
本
覚
馬
・
浜
岡
光
哲
・
中
村
栄
助
と
の
連
名
で
京
都
府
郡
区
の
常
置
委
員
宛
に

田
中
源
太
郎
に
再
度
害
簡
を
認
め、

発
起
人
へ
の
加
入
を
願
う。
「
万一
費
兄
ニ
シ
テ
御
辞
退
ア
ラ
ハ
恐
ラ
ク
ハ
郡
中

ニ
テ
誰
壱
人
モ
承
諾
ス
ル
モ
ノ
ハ
ア
ル
マ
ジ
…•••
発
起
人
ヲ
募
ル
ノ
成
否、

特
二
貴
兄
ノ
承
諾
セ
ラ
ル
、
卜
否
ト
ニ
関

ス
ヘ
ク
候」
（
唸"
246)

と
頼
む。
（
怜
竺
2
4
3
)
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1883年

十
月
十
一

日

十
月
十
二
日

十
月
十
日

十
月
五
日

十
月
四
日

て
み
る
が
、

「
見
込
ノ
違
フ

所
ョ
リ
」

早
急
に
話
が
運
ば
な
い
こ
と、

再
三
頼
ん
で
応
じ
な
け
れ
ば、

賛
成
者
だ
け
で

新
築
校
舎
〔
彰
栄
館
〕

の
定
礎
式
次
第
決
ま
る
。
（
怜
1

筵4
6)

と
に
決
め
る
。
（
怜
1

:
 
1
7
8,
 

1

8
8
)
 

（
怜
1

:
 
1

7
8,
 

1

8
8
)

第
二
教
会
の
明
治
十
五
年
度
報
告
会
を
開
く。
（
怜
2

"

5
8
1
)

ま
た
大
江
義
塾
の
一

書
生
が
援
助
を
求
め
て
上
京
し
て
来
た
が
「
小
生
ニ
ハ

此
一

両
年
ハ

約
あ
り
不
可
避
之
義
務
を
尽

西
村
〔
七
三
郎
か
〕

に
面
会
し
て、

大
学
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
依
頼
す
る
。

ま
た、

こ
の
頃、

浜
岡
光
哲
の
紹
介
に
よ
り
市
田
文
次
郎
・

内
貴
甚
三
郎
・

能
川
登
と
会
い
、

発
起
人
に
な
る
承
諾
を

四
•

五
日
の
両
日、

頭
痛、

胸
部
に
痛
み
を
生
じ、

読
書
を
や
め
る
。
（
怜
3

筵
4
8
)

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

「
大
学
設
立
之
目
算
も
有
之、

已
二

京
都
府
下
二

於
而、

し
居
候
間、

小
生
ニ
ハ
一

寸
都
合
出
来
兼
候」

と
知
ら
せ
る
。
（
怜3

心47)

三
丹
地
方
の
巡
回
よ
り
帰
っ
た
中
村
栄
助
が
来
訪、

こ
の
朝、

高
木
文
平
を
訪
問
し、

逐
々

着
手、

賛
成
家
を
募
始
め、

成

さ
4
れ
は
決
而
止
ま
し
と
存
居
候
得
共、

成
功
之
日
ハ

恐
ク
ハ

近
キ
ニ
ハ

あ
ら
さ
る
へ
し
…
…」

と
決
意
を
述
べ
る
。

京
都
商
工
会
議
所
の
高
木
文
平
に
会
い
、

発
起
人
に
な
る
承
諾
を
得
る
。
（
怜
1

:
 
1
7
8,
 

1

8
8
)
 

磯
野
小
右
衛
門
に
大
学
設
立
の
話
を
し、

創
立
前
か
ら
の
経
緯
も
あ
り、

た
だ
ち
に
発
起
人
に
な
る
承
諾
を
得
る
。

丹
波
の
田
中
源
太
郎
に
会
う。

大
学
発
起
人
に
な
る
よ
う
頼
む
が
、

近
年
の
不
景
気
を
理
由
に
時
機
尚
早
と
断
ら
れ
る
。

田
中
の
こ
と
に
つ

ぎ
協
議
し
た
結
果、

高
木
文
平
に
相
談
す
る
こ

田
中
源
太
郎
を
発
起
人
に
加
え
る
こ
と
を
相
談
す
る
。

高
木
は、

田
中
に
一

応
会
っ

得
る
。
（
怜
1

:
 
1

7
6,
 

1

8
6
)
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十
月

十
月
二
十
六
日

十
月
十
七
日

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
五
日

十
月
十
六
日

田
の
三
名
を
そ
の
選
挙
委
員
に
選
ぶ
。
（
怜
2

ふ
8
2
)

福
井
の
信
徒
に
夏
の
旅
行
に
つ
い
て
の
礼
状
を
出
す。
（
曲3

心
5
0
)

一

カ
月
だ
け
の
約
束
で
原
田
は
承
諾
す
る
。

(

J

1

5
 :
 
4
1
)
 

西
日
本
全
域
に
大
風
雨
。
(
H
1

4

 :
 
1
7
3
)
 

帰
途、

市
田
文
次
郎
を
訪
う。
（
怜
1

:
 
1
7
8
)
 

発
起
人
と
な
り、

募
集
計
画
を
進
め
る
し
か
良
策
が
な
い
、

と
述
べ
る
。

高
木
へ

行
く
途
中、

浜
岡
光
哲
に
立
ち
寄
り、

新
築
校
舎
の
請
負
入
札
の
要
領
を
建
築
関
係
者
に
送
付
す
る
。
（
ゆ
1

:
 

2
-!
6
)
 

越
後
与
板
の

三
輪
振
次
郎
に
発
信、
「
女
学
校
二

御
委
託
二

相
成
候
女
生
方
御
両
人
共
御
丈
夫
二

而
御
勉
強
被
成
候
間

御
休
慮
被
下
度
候」

ま
た
先
日、

神
戸
の
二
宣
教
師
が
新
潟
へ

移
っ
た
こ
と
も
伝
え
る
。
（
ゆ3

筵
4
8
)

煉
瓦
建
校
舎
の
入
札
を
午
後
二
時
よ
り
グ
リ
ー
ン
宅
で
行
う。

尾
滝
菊
太
郎
が
落
札
す
る
。

請
負
高
七
千
五
百
円、

十

一

月
上
旬
よ
り
普
請
に
着
手
す
る
。
（
怜
1

:
 
1
6
8,
 

2
4
8｀

怜
3

:
 
2
4
9
)
 

松
山
高
吉
来
訪、

原
田
助
を
神
戸
英
和
女
学
校
〔
現
在
の
神
戸
女
学
院
〕

の
教
師
と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
を
相
談、

原

田
を
交
え
て
協
議
の
結
果、

尾
滝
菊
太
郎
と
新
築
講
堂
の
建
築
に
つ
い
て
契
約
を
す
る
。
（
怜
1

"

2
4
8
)

旧
約
聖
書
翻
訳
事
務
に
関
し
て
全
国
よ
り
常
置
委
員
十
二
名
を
選
ぶ
こ
と
と
な
り、

第
二
教
会
よ
り
新
島
・

市
原
•

森

伊
東
熊
夫
・

西
村
七
三
郎
・

安
本
勝
治
・

西
堀
徳
三
郎
・

下
妻
庄
右
衛
門
・

竹
鼻
仙
右
衛
門
ら
大
学
設
立
の
発
起
人
に

な
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。
（
怜
1

"

1
8
8
)

和
歌
山
の
中
西
光
三
郎
よ
り
子
息
の
教
育
を
依
頼
さ
れ、

新
島
よ
り
大
学
設
立
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
依
頼、

承
諾
を

得
る
。
（
怜1
"
1
88v
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1883年

十
一

月
四
日

十
一

月
七
日

十
一

月
九
日

十
一

月
十
日

十
一

月
十
一

日

十
一

月
十
二
日

十
一

月
十
三
日

十
一

月
八
日

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
官
旦
教
師突
0
.

H
・

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
は
エ

デ
ィ
ソ
バ
ラ
医
療
伝
道
会
の
占
且
教
医
T
.

A
・
パ
ー
ム

が
引
き
揚
げ
る
に
つ
き、

新
潟
県
下
の
伝
道
を
引
き
継
ぐ。
(
F
1
:
 7
8)
 

第
二
教
会
に
お
い
て
「
此
ノ
人
ヲ
観
ョ
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2
:
 1
5
1,
 
5
8
2
)
 

尾
滝
菊
太
郎
よ
り
工
事
請
負
に
際
し
て
見
許
金
三
百
五
十
円
を
受
け
取
り、

こ
の
金
と
契
約
書
を
D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ

高
梁
教
会
の
森
本
介
石
の
按
手
礼
式
に
出
席
の
た
め
京
都
を
出
発、

岡
山
へ
の
船
中
で
杉
村
と
倉
敷
の
木
村
夫
人
に
会

い
、

同
道
し
て一ー一
番
〔
港〕

ま
で
行
く。
（
怜
5
"
2
0
0,

2
4
0
)
 

午
前
は
野
外
親
睦
会、

夜
は
大
演
説
会
が
催
さ
れ、

新
島
も
弁
士
の
一

人
と
し
て
「
道
理
卜
信
仰
ノ
関
係」

に
つ
ぎ
演

説
す
る
。

聴
衆
六
百
人。

午
前
中、

森
本
介
石
の
按
手
礼
式
を
行
う。
（
怜
5

心
4
0
)

＊

九
ー
十
二
日
ま
で
の
新
島
の
記
述
に
つ
い
て

（
ゆ
5
"
2
0
0,

2
4
0,
 

3t6
 
:
 22
1
)

の
間
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る。

こ
こ
で

は
和
文
の
日
記
（
怜
5
)

に
従
っ
た。

な
お
森
本
の
授
按
日
に
つ
い
て
は
「
十
一

月
第
一

日
曜
〔
四
日〕
」
（
F
1
6
 : 9
)、
「
九
日
」

（
怜6

筵
2
1,

J
 4
0
 :
 1
9
0
)

の
印
i
声
ず

ip
4少
る。

高
梁
教
会
に
お
い
て
午
前、

祈
禰
会、

午
後、

聖
晩
餐
が
行
わ
れ
る
。

伊
勢
時
雄
が
説
教
を
し、

ケ
ー
リ
と
森
本
が
晩

笠
岡
か
ら
き
た
婦
人
三
名
に
案
内
さ
れ
て
伊
勢
と
共
に
笠
岡
に
向
か
う。

こ
の
夜、

柚
木
方
に
お
い
て
祈
藷
会
を
開
く。

午
後、

製
糸
場
に
お
い
て
演
説
す
る
。

聴
衆
百
十
六
人。

江
浪
家
で
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
り、

そ
の
後、

説
教
所
に
お

（
怜
5
:
 2
0
0,
 
2
4
0
)
 

餐
を
司
る
。
（
怜
5

廷
0
0̀

2
4
0,

�
6
 :
 2
2
1
)
 

岡
山
の
教
友
と
一

緒
に
高
梁
に
行
く。
（
怜
5

贔
4
0
)

ド
に
預
け
る
。
（
怜
1

筵
5
0
)
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十
二
月
八
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
五
日

十
一

月
十
九
日

十
一

月
二
十
日

十
二
月
四
日

十
二
月
七
日

公
債
丙
号
五
百
円、

二
七
一

が
当
徽
す
る
。
（
怜
5

贔01)

死
去。
（
曲5
"
201)

い
て
話
を
す
る
。

聴
衆
三
百
人。

妨
害
す
る
も
の
も
な
く、

熱
心
に
聞
く。

伊
勢
と
共
に
柚
木
方
に
泊
ま
る
。

笠
岡
よ
り
岡
山
に
戻
り、

十
九
日
ま
で
逗
留
す
る
。

ベ

リ
ー
宅
で
金
森
・

伊
勢
•

松
山
ら
と
「
諸
事
を
議
す」

*
-`
O
n
 th
e
 13t
h
 w
e.
:·
:
ret
u
rne
d
 to
 O
k
a
y
a
ma、
T
h
e
pe
o
pl
e
 w
ere
 w
aiti
n
g
 for
 us
 a
n
d
 th
e
y
 w
ere
 rea
d
y
 to
 

get
 u
p
 pu
blic
 preac
hi
n
g.
 I
 

was
 sl
ee
pl
ess
 for
 ma
n
y
 ni
g
hts,
 a
n
d
 u
n
a
bl
e
 to
 d
o
 an
y
 thi
n
g."
 (
:@:6
 :2
21)
 

夜、

劇
場
に
お
い
て
演
説
会
が
開
か
れ
る
。
〔
新
島
の
出
欠
不
明
〕
（
J

4
0
 :
 190)
 

J
.

C
・
ベ

リ
ー
が
一

カ
月
ほ
ど
岡
山
で
休
養
す
る
よ
う
に
と
勧
め
る
の
を
振
り
切
っ
て
、

新
島
は、

こ
の
夜、

帰
京

す
る
。

ベ

リ
ー
は
、

こ
の
夜、

た
だ
ち
に
ボ
ス
ト
ソ
の
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
総
主
事
に
手
紙
を
出
す。

新
島
を
来
春
早

々

外
国
で
四
ヵ
月
休
養
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

彼
は
過
去
三
年
を
通
じ
て
疲
労
が
ま
す
ま
す
重
な
っ
て

い
る
。

彼
自
身
の
健
康
と
伝
道
上
の
利
益
を
考
え
て
も、

彼
に
長
期
の
休
養
が
必
要
で
あ
る
。

長
い
船
旅
を
し
て
ア
メ

リ
カ
か
、

そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
中
国
で
休
養
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、

と
記
す。
(
E
l
9
ー

a
)

京
都
に
帰
る
。

新
島
公
義
は
実
父
の
植
栗
義
達
が
病
気
の
た
め
神
戸
よ
り
船
で
安
中
に
帰
る
。

二
十
四
日、

植
栗
義
達

近
江
八
幡
に
行
く。

大
津
よ
り
の
船
賃
三
十
七
銭
（
上
等）、

八
幡
新
丁
の

島
田
新
太
郎
・

高
田
義
甫
の
二
氏
に
面
会

す
る
。

こ
の
夜
は
宮
前
の
松
前
屋
兵
四
郎
方
に
泊
ま
る
。
（
怜
5

:
 241)
 

八
日
市
に
行
き、

午
後、

市
辺
村
で
説
教、

島
崎
吉
三
郎
の
妻
女
に
洗
礼
を
授
け、

聖
娩
餐
を
守
る
。

出
席
者
は
八
名。

2-
H,
 
J
 4
0
 :
1
90)
 

241)
 

（
怜
5

（
怜
5
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1883年

十
二
月
九
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十
一

日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
二
十
一

日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
九
日

十
二
月
三
十
日

十
二
月
三
十
一

日

に
一

害
を
送
る
。
（
ゆ3

心
5
2
)

鴨
猟
の
た
め
琵
琶
湖
畔
に
赴
く。
（
怜
3

心
5
2
)

十
二
月
二
十
八
日

改
正
徴
兵
令
発
布
さ
れ
る
。
（
怜
1
"
2
5
1
)

夜、

村
民
を
集
め
「
ロ
ー
マ

人
へ
の
手
紙」

八
章
三
十
八
節
に
つ
い
て
説
教
す
る
。
（
怜
5
"
2
4
1
)

彦
根
で
の
説
教
の
準
備
〔
？
〕

を
す
る
。

題
名
は
「
悔
改」
「
基
督
教
ハ

独
一

真
神
ノ
教
ナ
リ
」
（
怜
2
ぃ

1
2
2,

1
6
3
)
 

午
後
九
時
よ
り
祈
禰
会
を
開
く。

集
ま
る
も
の
男
女
各
三
人。
（
怜
5
:
 2
4
1
)
 

午
前、

八
日
市
を
出
発
し
彦
根
に
行
く。

積
雪
一

尺。

夜、

祈
藷
会
を
開
ぎ、

偽
り
の
神
と
真
神
と
無
神
論
の
結
果
に

つ
い
て
説
教
す
る
。

信
徒
の
ほ
か
六、

七
名
が
出
席
す
る
。
（
曲
5

心
4
2
)

午
前、

午
後、

聖
書
の
会
読
あ
り、

夜
は
晩
餐
を
守
る
。
（
曲
5
:
 
2
4
2
)
 

午
前、

広
田
宅
に
お
い
て
祈
禰
会
を
開
く。

中
島
・

加
藤、

長
浜
の
藤
井
友
三
郎
の
ほ
か
婦
人
六、

朝
九
時
よ
り
神
学
生
の
演
説、

午
後
一

時
半
よ
り
煉
瓦
建
校
舎
の
定
礎
式
を
行
う。

こ
の
日、

試
験
終
了、

冬
休
み
に

第
二
教
会
に
お
い
て
「
衣
服
ヲ
売
リ
テ
刀
ヲ

買
ゥ
ベ
シ
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
ゆ
2
"
1
6
7
)

「
安
息
日
故
全
く
銃
猟
ハ

打
捨、

思
を
耶
蘇
聖
教
二

寄
セ

静
ニ
―

日
ヲ
送」

る
。
（
怜3
:
 2
5
2
)
 

琵
琶
湖
畔
の
宿
で
未
明
に
目
覚
め、

日
本
の
教
化
を
思
っ
て
眠
れ
ぬ
ま
ま、

外
遊
後、

郷
里
の
高
知
に
あ
る
板
垣
退
助

入
る
。
（
ゆ
l

心
5
0,

�
3
 :
 
2
5
2
)
 

＊
「
衣
服
ヲ
売
リ
テ
刀
ヲ
買
ゥ
ペ
ッ
」
（
ゆ
2
:
 1
6
7
)

参
照。

「
霊
ノ

紐」

に
つ
い
て
説
教
す
る
。
（
怜
5
:
 
2
4
2
)
 

七
名
が
集
ま
る
。
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1884年

一
月
七
日

一

月
六
日

一
月
五
日

一
月
四
日

一
月
二
日

一
月
＝一
日

一

月
一

月
一
日

1

7
)
 

新
島
も
加
わ
る
。
（
ゆ2

ふ82,

:@:
5
 :
 243)
 

大
和
郡
山
に
行
く。
（
怜
5

筵43)

一

取
懸
レ
リ
」
（
怜1
:
 251)
 

て
い
る
。

(

J

93
1
廿
"

8
)

晴、

学
生
ら
が
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
年
賀
の
た
め
来
訪
す
る
。

午
前
中
に
訪
れ
た
池
袋
清
風
に
よ
れ
ば、

応
接
室
の
壁
面
に
飯
盛
山
の
白
虎
隊
の
石
版
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う。

ま
た
池
袋
の
日
記
に
よ
れ
ば
「
今
歳
旦

ハ

年
内
ョ
リ
徴
兵
新
令
ノ
騒
ニ
テ
生
徒
多
ク
帰
郷
シ•
…・・
例
年
ノ
如
ク
新
年
懇
親
会
等
ノ
段
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」

と
記
さ
れ

「
改
正
徴
兵
令
発
布
二

付
校
中
非
常
ノ
困
難
ヲ
来
タ
ジ
百
五
十
人
ノ
内
四
十
人
計
帰
省
ツ
該
令
ヲ
逃
ル
、
ノ
策
ヲ
為
ス

大
和
郡
山
教
会
設
立
式、

成
瀬
仁
蔵
牧
師
按
手
礼
式
に
出
席、

新
島
按
手
礼
祈
躊
を
行
う。

同
夜、

演
説
会
が
開
か
れ、

郡
山
の
朝
日
座
で
昼
夜
二
回
説
教
会
を
開
く。
（
怜
5
:
 243,
 
J
 40
 :
 190)
 

朝、

松
山
高
吉
と
一

緒
に
大
阪
に
向
か
う。

大
阪
の
荒
木
屋
で
松
山
に
蕎
麦
を
ふ
る
ま
う。
(

J

40
 :
 190)
 

午
後
三
時
す
ぎ
池
袋
清
風
が
来
訪
し、

年
始
一

週
間
の
感
謝
祈
躊
会
を
第
二
教
会
に
お
い
て、

第
一
、

第
三
教
会
と
合

同
で
行
う
こ
と
を
報
告
す
る
。

新
島
よ
り
邦
語
神
学
生
の
使
用
す
る
教
科
書
を
渡
す。
(

J

93
ー
廿

1
7
)

月
曜
日、

チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
第
二
学
期
開
業
式、

新
島
は
改
正
徴
兵
令
に
ふ
れ
演
説
す
る
。
（
曲1
:
 251,
 
J
 93
ー

L
�

朋
治
十
七
年
(
-

八
八
四
）

四
十
二

歳
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一

月
十
六
日

一

月
十
三
日

一

月
十
四
日

一

月
十
五
日

戸
の
宜
教
師
ジ
ェ
ソ
ク
ス
が
用
意
す
る、

と
記
す。
(

r
2
4
3
6
)

第
二
教
会
に
お
い
て
晩
餐
礼
が
行
わ
れ
る
。

午
後
二
時
よ
り
ゴ
ー
ド
ソ
の
説
教、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
教
員
六
名
お
よ
び
谷

口
八
兵
衛
に
洗
礼
を
授
け、

新
島
が
晩
餐
礼
の
司
式
を
す
る
。
（
ゆ
2
:
 5
8
3,
 
J
 9
3

1

廿
"
2
7
)

伊
東
熊
夫
よ
り
郡
部
常
置
委
員
の
う
ち
伊
東
と
丹
波
の
川
勝
光
之
助
以
外
は
発
起
人
を
辞
退
あ
る
い
は
未
定
で
あ
る
旨

宜
教
師
来
日
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て、

夜、

京
都一一一
教
会
合
同
の
感
謝
祈
蒻
会
を
開
く。

新
島
も
奨
励
を
行
う。

ま

た
特
別
の
聖
霊
を
祈
求
す
る
た
め、

こ
の
週
は
毎
夜、

祈
躊
会
を
開
く
こ
と
に
す
る
。
（
怜
2
:
 
5
8
3
)
 

ス
ニ
ズ
経
由
で
ア
メ
リ
カ
ヘ

来
る
よ
う
に
招
待
さ
れ
る
。

「
君
は
自
分
の
健
康
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
る
程
度
だ
が、

宜
教
師
団
は
そ
の
こ

と
を
深
刻
に
考
え
て
い
る」

と
述
べ
る
。

春
に
な
る
と
新
島
は
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
運
営
委
員
会
よ
り
「
必
要
と
さ
れ
る
だ
け
の
期
間
に
わ
た
り
休
暇
を
取

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

休
養
の
た
め
渡
米
さ
れ
た
い
、

長
い
船
旅
が
良
い
。

必
要
な
経
費
は
神

新
島、

朝
の
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
今
回
の
徴
兵
令
改
正
に
つ
き
演
説、

西
京
巡
察
に
来
た
官
員
に
徴
兵
令
の
不
当
を
訴

え
た
こ
と、

東
京
へ

行
っ
て
政
府
に
運
動
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
た
キ
ャ
ソ
パ
ス
内
で
出
会
っ
た
池
袋
清
風
よ
り、

寮
室
の
日
当
た
り
が
悪
く、

寒`
い
の
で
部
屋
替
え
を
求
め
ら
れ
る
。

(

J

9
3

1

廿

筵
9
)

安
中
の
隣
村
・

郷
原
の
親
戚、

中
島
浅
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
年
賀
状
が
来
る
。
（
廿
1
7
3
9
)

徴
兵
令
の
改
正
に
よ
る
影
界
を
知
る
た
め
適
餘
者
お
よ
び
同
免
除
者
数
を
調
査
す
る
。
（
怜
1

"

7
6
)

る
こ
と」

を
正
式
に
要
請
さ
れ
る
。
（
ゆ
10
:
 2
6
5
)
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
よ
り
こ
の
日
付
で
新
島
に
手
紙
が
出
さ
れ、

新
島
不
在
中
に
池
袋
来
訪
す
る
。

(

J

9
3

-

J::
 :
 2
8
)
 

を
知
ら
せ
て
く
る
。
（
ゆ
1
:
 1
7
9,
 
1
8
9
)
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1884年

一

月
二
十
日

一

月
二
十
一

日

一

月
二
十
三
日

一

月
二
十
四
日

一

月
二
十
五
日

一

月
二
十
七
日

一

月
十
九
日

廿
：
43)

グ
リ
ー
ソ

宅
を
訪
れ
る
。

(

J

93
ー

J:
:
 4
2
)
 

（
怜
1

:
 
1
9
0
)
 

(

J
 93
|
」

3
8)

夜、

新
島
宅
に
お
い
て
大
学
設
立
の
仮
発
起
人
の
相
談
会
を
開
き、

浜
岡
光
哲
・

高
木
文
乎
・

伊
東
熊
夫
・

日
中
領
太

郎
・

川
勝
光
之
助
ら
十
二
名
が
来
会
す
る
。

協
議
の
結
果、

け
「
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣」

に
法
学
部
設
立
と
あ
る

を
文
学
部
設
立
と
改
め、

そ
の
中
に
歴
史
・

哲
学
・

政
事
・

経
済
の
諸
科
を
含
め
る

口
発
起
人
十
七
名
を
定
め
る

伺
浜
岡
光
哲
の
起
草
し
た
発
起
人
お
よ
び
資
金
募
集
の
方
法
を
仮
案
と
し、

こ
れ
に
各
々
意
見
を
付
し
て
来
る
三
月
に

＊

池
袋
の
日
記
(

J

93)、
一

月
二
十
日
の
項
に、

昨
夜、

談
話、

と
あ
る
の
は、

仮
発
起
人
会
の
誤
り
と
思
わ
れ
る。

太
政
官
と
京
都
府
の
役
人
を
新
島
宅
に
呼
ん
で
大
学
設
立
に
つ
い
て

群
馬
県
九
十
九
村
の
柏
木
義
円
の
受
洗
を
聞
き、

祝
詞
を
送
る
。
（
怜3
:
 256)
 

新
島、

グ
リ
ー
ソ

宅
を
訪
れ、

網
島
〔
佳
吉〕

を
交
え
て
第
三
教
会
信
徒
の
葬
式
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

河
原
林
義
雄
に
手
紙
を
出
し、

専
門
校
創
立
見
込
写
字
版
を
送
り、

意
見
を
聞
く。
（
怜3

心
5
7
)

去
る
一

月
十
九
日
の
決
議
に
従
い
、

発
起
人
お
よ
び
資
金
募
集
の
草
案
を
発
起
人
十
七
名
に
郵
送、

意
見
を
求
め
る
。

朝
七
時
半
よ
り
チ
ャ
ペ
ル
で
演
説
す
る
。
「
諸
種
ノ
罪
中
諭
偽
許
卑
劣
ニ
シ
テ
当
人
ヲ
怯
怖
ニ

ナ
ス
者
ナ
シ
」

新
島
よ
り
生
徒
に
対
し、

来
る
三
十
一

日
の
午
前、

世
界
学
校
の
た
め
の
祈
禰
会、

午
後、

奉
教
記
念
会
を
チ
ャ
ペ
ル

と
あ
る
を
「
三
千
円
ノ
利
息」

と
改
め
る
。
（
怜
1

:
 
1

8
9
)
 

(

J
 93
1
 

大
会
を
開
く
こ
と、

を
決
め
る
。

ま
た
「
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣」

に
「
年
々
四
千
円
ノ
利
息」

を
生
ず
べ

ぎ
元
金

281 



一

月
三

十
日

一

月
三

十
一

日

二

月
一

日

二

月
二

日

一

月
二

十
八
日

（
ゆ
？
2
4
4
)

（
怜
5

筵
4
4
)

（

曲
5
:
 
2
4
3
)
 

?
2
4
3
)
 

中
村
栄
助
に
発
信、
専
門
校
創
立
見
込
由
に
つ
ぎ
意
見
が
あ
れ
ば
届
け
て
ほ
し
い、
と
頼
む。
（
ゆ3
筵
5
8
)

鉛、
朝、
チ
ャ
ペ
ル
の
時
間
に
生
徒
に
上
京
の
挨
拶
を
す
る。
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
得
る
こ
と、
大
学
設
立
に
つ
き
政

府
と
交
渉
す
る
こ
と、
お
よ
び
上
州
甘
楽
教
会
の
設
立
に
立
会
う
た
め
で
あ
る。
(

J

9
3

ー

J:::
 4
8
)
 

京
都
を
午
前
十
時
四
十
五
分
発、
神
戸
の
西
村
旅
館
の
周
旋
に
よ
り、
午
後
五
時
出
帆
の
高
砂
丸
に
乗
船
す
る。

雨
降
っ
た
り
や
ん
だ
り。
紀
州、
遠
州
の
山
々
を
望
ん
で
漢
詩
を
賦
す。
北
風
払
浪
…
…

午
前
四
時
横
浜
に
入
港、
夜
明
け
を
待
っ
て
六
時
半
ご
ろ
上
陸
す
る。
船
内
で
知
り
合
っ
た
大
阪
備
後
町
丼
池
角
の
吉

田
徳
三、
江
戸
堀
四
丁
目
の
黒
田
善
助
ら
と
共
に
本
町
四
丁
目
の
松
木
屋
で
休
息
す
る。
午
前
十
時
十
五
分
発
の
汽
車

で
東
京
に
行
き、
午
後、
南
伝
馬
町一
丁
目
の
警
醒
社
に
小
綺
弘
道・
湯
浅
治
郎
を
訪
ね
る。
神
戸
の
鈴
木
清
に
会
う。

朝、
中
村
正
直
を
訪
ね、
徴
兵
令
に
つ
ぎ
文
部
卿
宛
上
書
の
写
し
を
借
る。
続
い
て
高
田
専
門
学
校
〔
東
京
専
門
学
校

↓
早
稲
田
大
学〕
に
行
っ
て
幹
事
の
秀
島
家
良
に
会
い、
同
校
よ
り
文
部
卿
に
提
出
し
た
文
害
の
写
し
を
見
る。

＊
小
野
梓
と
も
徴
兵
令
特
令
の
こ
と
に
つ
き
会
う。
(
G
1
0
 :
 
5
0
9
)
 

札
幌
独
立
教
会
の
会
堂
建
築
費
に
槻
す
る
札
幌
農
学
校
学
生
と
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
教
団
と
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
知
る。

（
恥
5
"
2
4
5
)

に
お
い
て
行
う
こ
と
を
知
ら
せ
る。
(

J

9
3

-

J:::
 43
)
 

ま
た
休
言
世
事
多
狼
…
…

（
沖
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1884年

二
月
八
日

二
月
六
日

二
月
三
日

二
月
四
日

二
月
五
日

二
月
七
日

二
月
九
日

二
月
十
日

小
田
原
ま
で
行
き、

同
地
の
湊
屋
で
一

泊
す
る
。
（
怜
5

心
5
1
)

顕
に
害
簡
を
送
る
。
（
怜
1

:
 

4
5
0,
 

�
5
 :
 
2
4
9
)
 

安
息
日、

小
崎
弘
道
の
〔
東
京
第
一
〕

教
会
に
行
き、

説
教
す
る
。

説
教
後、

頭
痛
を
覚
え、

医
師
の
診
察
を
受
け
た

の
ち、

人
力
車
で
宿
所
の
京
橋
山
城
軒
に
帰
り、

臥
床
す
る
。

夜、

長
谷
川
某
来
訪
す
る
。
（
怜
5
"
2
4
6
)

臥
床、

大
雪
の
中、

津
田
仙
・

木
村
熊
二
が
山
城
軒
の
新
島
を
訪
問
す
る
。

雪
五、

六
寸
猪
も
る
。
（
怜
5

心
-1
6,

J
 7
9
ー

臥
床、

小
崎
弘
道
・

宇
賀
・

中
井
•

井
深
の
諸
氏
来
訪
す
る
。
（
や
5
:
 
2
4
6
)
 

気
分
少
し
良
く、

入
湯
す
る
。

神
田
美
土
代
町
の
三
河
屋
よ

り
三
回
洋
食
を

取
る
。

古
沢
滋
・

ホ
イ
ッ
ト
ニ

ー
・

内

村
・

湯
浅
・

浮
田
・

津
田
の
諸
氏
来
訪、

出
版
の
こ
と、

伝
道
の
こ
と
に
つ

き
話
す。

と
く
に
古
沢
に
西
郷
従
道、

山

午
後、

長
田
時
行
・

安
川
亨
来
訪
す
る
。
「
0
0
0
0
二
氏
ノ

密
二
0
0
二

奏
ツ
、

ノ
制
ヲ
立
テ
賜
ハ
ソ

事
ヲ
勧
メ
ラ
レ
タ
ル
由」

を
聞
く。

夜、

条
約
改
正
の
策
に
つ
い
て
工
夫
す
る
。
（
ゆ
5
:
 
2
4
9
)

朝
五
時
半
よ
り
起
き
て
、

条
約
改
正
の
策
を
記
す。

津
田
仙
よ
り

連
絡
が

あ
り、

文
〕

公
を
訪
問、

徴
兵
令
の
こ
と、

キ
リ
ス
ト
教
公
認
の
こ
と、

0
0
教
公
認
ノ
事
卜
、

午
前
八
時
半
宿
を
出
て
〔
伊
藤
博

早
朝、

牧
野
よ
り
回
答
が
あ
り、

大
山
陸
軍
卿
は
い
つ
で
も
会
う
と
の
こ
と、

早
速
九
時
前
に
大
山
を
訪
れ、

徴
兵
猶

予
の
特
典
に
つ
い
て
陳
情
す
る
が
、

朝
令
暮
改
は
し
な
い
と
の
冷
や
や
か
な
返
事
に
、

大
い
に
失
望
「
内
閣
ノ
茄
二

面

接
ス
ル
モ

最
早
セ
ソ

無
キ
」

こ
と
を
悟
り、

意
を
決
し
て
熱
海
に
向
か
う
こ
と
と
し、

汽
車、

人
力
車
を
乗
り
継
い
で

未
明、

小
田
原
を
出
発、

泥
土
の
悪
路
七
里
の
道
を
歩
い
て、

朝
九
時
半
頃、

熱
海
に
到
着、

福
島
屋
に
投
宿
す
る
。

県
有
朋
に
面
会
で
き
る
よ
う
周
旋
を
依
頼
す
る
。
（
ゆ
5
:
 
2
4
6
)
 

1
"
6
6
)
 

一

夫
一

婦
制
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

牧
野
伸

一

夫
一

婦
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二
月
十
一

日

二
月
十
二
日

二
月
十
三
日

二
月
十
四
日

午
後
五
時
す
ぎ
〔
伊
藤
〕

公
を
不
二
屋
別
邸
に
訪
ね、

十
時
頃
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
に
つ
い
て
閑
談
す
る
。

午
前
中
入
湯
し、

京
都
に
手
紙
を
書
く。

午
後、

魚
見
岬、

伊
豆
山
神
社
を
巡
る
。

夜
九
時
出
帆
の
汽
船
豆
海
丸
に
乗

朝
六
時
品
川
に
上
陸、

馬
車
で
新
橋
ま
で
行
ぎ、

富
士
見
町
の
0
0
公
〔
西
郷
従
道
か
〕

を
訪
ね
る
も
不
在、

牧
野
伸

顕
を
訪
う。

午
後、

教
友
続
々
来
訪、

古
沢
滋
も
来
て
品
川
弥
二
郎
を
紹
介
す
る
と
言
う。
（
ゆ
5

心
5
4
)

内
村
鑑
三
来
訪。

内
村
の
将
来
の
こ
と、

と
く
に
札
幌
独
立
教
会
の
こ
と
に
つ
い
て
懇
談
す
る
。

新
島、

多
忙
に
も
か

か
わ
ら
ず、

翌
日
午
後
四
時
に
再
び
会
う
こ
と
を
約
束
す
る
。

(

J

82
 :
 9
9
)
 

早
朝
よ
り
品
川
弥
二
郎
〔
農
商
務
大
輔
〕

を
訪
問
し、

徴
兵
猶
予
に
つ

き
0
0
公
を
説
得
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

0
0
公
〔
西
郷
か
〕

を
訪
問
す
る
が
来
客
多
く、

明
後
日
訪
問
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
帰
る
。

上
二
番
町
に
郷
純
造
の

家
を
訪
う。

更
に
文
部
省
に
九
鬼
隆
一

を
訪
ね
る
が
、

午
後
訪
問
す
る
よ
う
に
言
わ
れ、

午
後
再
び
行
く。

私
塾
に
は

「
何
ゾ
無
神
経
ナ
ル
答
ゾ
ヤ
此
ノ
面
会
ハ

先
ッ
無
効
卜
見
倣
サ
、

嗚
呼」
。

こ
の
夜、

築
地
の
リ
ソ
ゼ
ー
宅

T
h
o
m
as

Li
n
dse
y

に
移
る
。
（
曲
5

"

2
5
5
)

*

T
・
リ
ソ
ゼ
ー
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一

致
教
会
派
の
宜
教
師、

と

し

な
か

牧
野
伸
顕
を
訪
い
、

智
徳
並
行
の
教
育
に
つ
い
て
語
る
。

午
後、

牧
野
が
訪
れ、

兄
の
大
久
保
利
和
に
会
う
た
め
明
十

五
日
午
前
十
一

時
半
に
招
待
し
た
い
と
言
う。

午
後
リ
ソ
ゼ
ー
方
に
井
深
梶
之
助
が
来
る
。

五
時
す
ぎ
よ
り
小
崎
弘
道

を
さ
そ
い
津
日
仙
の
家
へ

行
く。

そ
こ
で
思
い
が
け
ず
青
江
秀
に
会
う
。

夕
食
後、

祈
蘭
会
が
開
か
れ、

こ
も
ご
も
祈

昨
日
に
続
き
内
村
鑑
三
に
会
う。
(

J

70
 :
 386)
 

ル
ヲ
得
ス

徴
兵
令
の
特
典
を
与
え
が
た
い
旨
を
答
え
ら

れ
る
。

り、

東
京
に
帰
る
。
（
怜
5

筵
5
4
)

5
 :
 
2
5
2
)
 

一

八
八
一

年
来
日、

明
治
学
院
で
教
え
る。

（
怜
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1884年

二
月
十
八
日

二
月
十
六
日

二
口
月
�
五
日

二
月
十
七
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
二
日

り、

か
つ
談
話
す
る
。

こ
の
夜、

十
二
時
半
に
就
寝。

3"

?
2
5
6
)

朝
五
時
半
起
床、

祈
る
。

六
時
半
朝
食、

富
士
見
町
に
0
0
公
を
訪
ね、

学
校
の
組
織、

目
的
に
つ
い
て
説
朋
し、

徴

兵
猶
予
に
つ
い
て
陳
情
す
る
。

0
0
公
よ
り
文
部
卿
に
伝
え
る
旨
の
約
束
を
得
る
。

十
一

時、

郷
を
訪
問、

更
に
十
一

時
半、

大
久
保
利
和
を
訪
ね、

午
後
一

時
半
ま
で
懇
談
す
る
。

同
人
よ
り
父
親
・

大
久
保
利
通
の
写
真
を
贈
ら
れ
る
。

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
は
こ
の
日
付
で
新
島
宛
に
手
紙
を
出
す。

贈
ら
れ
た
写
真
の
こ
と、

忙
し
く
て
も
健
康
の
た
め
に

今
夏
は
他
所
で
休
養
し、

秋
の
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
第
七
十
五
年
会

Di
a
mo
n
d

A
n
ni
v
ers
ar
y

に
出
席
す
れ
ば
よ

い
、

そ
の
時
は
A
・
ハ
ー
デ
ィ
の
援
助
で
ゆ
っ

く
り
休
め
る
だ
ろ
う、

と
伝
え
て
く
る
。
(
r2437)

午
前、

替
醒
社
で
開
か
れ
た
翻
訳
委
員
会
に
出
席
す
る
。
（
怜
5

心59)

午
前、

麻
布
の
教
会
に
出
席、

岡
部
長
職、

青
江
秀
来
訪。

午
後、

古
木
〔
文
部
卿
の
大
木
喬
任
か
〕

を
訪
問
す
る
。

ま
た
小
崎
弘
道
と
共
に
青
江
を
訪
問、

西
教
史
に
つ
い
て
話
す。

湯
浅
治
郎
・

宇
野
作
弥
お
よ
び
内
村
鑑
三
と
渡
瀬
が

築
地
の
宿
所
に
来
る
。

さ
ら
に
牧
野
伸
顕
よ
り
来
信、

田
中
不
二
麿
を
訪
ね、

徴
兵
令
の
特
典
に
つ
い
て
陳
情
す
る
が、

十
分
な
回
答
を
得
ら
れ
ず
失
望
す
る
。
「
無
精
神」
。

津
田、

黒
田
の
家
を
訪
う
も
不
在
に
つ
き
築
地
に
帰
る
。

午
後、

津
田
・

長
坂
来
訪。

京
都
に
帰
る
新
島
を
湯
浅
・

小

崎
•

青
江
の
三
名
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
見
送
る
。

午
後
五
時、

尾
張
丸
に
乗
り
横
浜
を
出
帆
す
る
。
（
怜
5

筵59)

朝
七
時
神
戸
に
上
陸、

海
岸
四
丁
目
の
安
本
で
休
憩
す
る
。
（
怜
5
"
260,
J
 93
1
廿

ふ5)

新
島
は、

こ
の
朝、

徴
兵
問
題
に
つ
き
上
京
の
結
果
を
生
徒
に
報
告、

政
府
の
意
見、

東
京
私
塾
の
動
向
を
説
明
し
た

の
ち
「
今
ョ
リ
ハ

正
良
ノ
私
塾
ハ

倒
レ
、

有
名
無
実
ノ
官
公
立
校
多
ク
出
デ
ン
、

好
シ
我
同
志
社
ハ

仮
令
生
徒
悉
ク
去

（
怜
5
:
 258,
 
1:2
006
155)
 

メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
の
老
牧
師
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

心59)
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二
月

二
月
二
十
八
日

二
月
二
十
四
日

二
月
二
十
七
日

二
月
二
十
九
日

三
月
五
日

三
月
七
日

二
月
二
十
六
日

改
正
徴
兵
令
に
対
す
る
意
見
害
の
草
稿
を
書
く。
（
曲1
:
 81
~
89)
 

土
倉
庄
三
郎
よ
り
数
日
前
に
届
い
た
手
紙
を、

こ
の
日
読
み、

返
書
を
認
め
る
。

書
簡
二

よ
り
大
二

御
心
配
被
成
候
よ
し」
、

こ
の
日、

新
島
は
学
校
に
行
っ
て
土
倉
の
両
嫡
に
面
会
「
御
苫
面
之
趣
井

御
双
親
様
之
御
愛
情、

其
上
向
来
御
心
配
之
趣
懇
々
陳
述
し
置
候
間、

向
後
決
而
不
都
合
之
事
ハ

有
之
間
敷
と
奉
存
候、

小
生
帰
宅
候
事
な
ら
は
右
様
之
御
心
配
ハ

不
相
懸
も
の
を、

小
生
も
留
守、

外
二

女
教
師
ニ
ハ

相
談
相
手
之
無
之
処
よ

り
又
御
心
配
之
余
リ
右
様
心
急
ハ

し
く
害
簡
を
呈
せ
し
事
と
被
思
候」

と
述
べ
る
。
（
怜3

心
5
9
)

片
岡
健
吉、

同
志
社
在
学
中
の
山
脇
〔
英
信
〕
・

足
達
〔
通
衛
〕

に
面
会
の
の
ち、

新
島
を
訪
ね
る
。

(

J

10
 :
 79)
 

＊

片
岡
健
吉、

の
ち
第
五
代
同
志
社
総
長
（
在
任
一

九
0
ニ
ー
0
三
年）

と
な
る。

金
曜
日、

午
前
七
時
半
よ
り
公
会
〔
チ
ャ
ペ
ル
〕

に
お
い
て
演
説
す
る
。

(

J

93
1
廿

86)

日
本
基
督
教
に
関
す
る
調
査
の
た
め
東
京
の
小
崎
弘
道
に
統
計
表
を
求
め
る
。
(
D
1
2)

井
深
梶
之
助
に
発
信、

お
申
し
越
し
の
牧
師
・

伝
道
師
・

神
学
者
の
姓
名
調
査
は
イ
ー
ビ
ー
の
日
本
伝
道
見
込
書
に
賛

成
し
て
の
調
査
な
の
か、

ま
た
は
大
親
睦
会
委
員
の
調
査
な
の
か、

少
々
合
点
の
行
か
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
り、

の
一

存
で
は
計
り
兼
ね
る
の
で、

今
一

度
調
査
理
由
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
こ
と、

の
で
誰
か
別
人
に
頓
ん
で
頂
き
た
い
、

と
記
す。
公
怜
3

"

2
6
0
V

中
村
栄
助
を
夕
食
に
招
く。
（
怜
3

:
 2
58)
 

ル
モ
依
然
ト
ッ
テ
此
相
国
寺
前
二

建
置
ク
ベ
ツ
」

と
述
べ
る
。

(

J

93
ー

J:::
 7
5
)
 

日
曜
日、

午
後
二
時
よ
り
第
二
教
会
に
お
い
て
「
目
ヲ
挙
ゲ
テ
見
ョ
」

「
同
志
社
女
教
師
よ
り
奉
呈
候
処
之

の
説
教
を

行
う。

本、

我
基
督
教
に
就
テ
ノ
事
情
至
レ
リ
尽
セ
リ、

聴
衆
粛
然
大
二

感
ス
」
（
ゆ2
:
 173,
 J
 93
—

J:
 
:
 79)
 

ま
た
自
分

ま
た
自
分
は
近
日
ア
メ
リ
カ
に
行
く

68

「
其
熱
心
及
ヒ

当
時
ノ
我
日

2



1884年

三
月
九
日

三
月
十
日

三
月
十
二
日

三
月
十
二
日

三
月
十
三
日

月
八
日

グ
リ
ー
ソ

宅
を
訪
う 。
(

J

9
3

ー

J::
:

 108)
 

帰
米
す
る
ベ
リ
ー
を
神
戸
メ
リ
ケ
ソ
波
止
場
に
見
送
る
。

船
中
で
板
垣
退
助
に
会
い
、

4
6
)
 

A
・

ハ

ー
デ
ィ

に
神
戸
よ
り
手
紙
を
書
き 、

二
人
の
著
名
な
人
物
〔
う
ち
一

人
は
板
垣
か
〕

と
宗
教
問
題
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

（
怜
6
り

2
2
3,

�
10
 :
 2
6
6
)
 

ア
メ
リ
カ
再
訪
に
関
し
礼
を
述
べ
る
。

（
怜
6

g
2
2
)

神
戸
英
和
女
学
校
の
朝
礼
に
お
い
て 、

夫
人
の
品
位
を
す
す
め
る
に
は
キ
リ
ス
ト

教
に
よ
る
の
ほ
か
な
し 、

と
の
講
話

古
沢
滋
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信 、

欧
米
旅
行
に
際
し
て
内
外
務
卿
に
内
談
し
て
お
い
て
は
如
何 、

と
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス

を
受
け
る
。

(

T
6
8
5
)

田
口
卯
吉
に
手
紙
を
送
り 、
『
日
本
開
化
小
史
』

を
求
め
る
。

(
D
1
2
)

村
上
愛
宕
郡
長
と
比
叡
山
借
地
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

(
D
1
2
)

陸
軍
省
の
日
本
地
図
を
買
う
。
(
D
1
2
)

三
月
十
二
日
ー

十
七
日森

本
介
石
に
発
信 、
「
前
月
大
阪
神
二

あ
り
大
二

奔
走
し
又
脳
を
イ
タ
ミ

本
日
ハ

蟄
居
仕
居
候」
「
小
生
之
東
上
セ
し
ハ

決
し
而
弊
校
之
為
ニ

〔
徴
兵
猶
予
の
〕

特
典
を
乞
ヒ
シ
ニ

あ
ら
す 、

痛
く

政
府
之
偏
派
な
る
所
為
を
駁
し 、

不
当
二
し

而
法
令
を
私
す
る
を
痛
論
せ
し
所
也 、

ベ
リ
ー
を
紹
介
す
る
。

(

J

1
5
"
 

一

言
も
同
志
社
之
為
ニ

ト
ハ

不
申 、

大
二

政
府
之
教
育
を
其
掌
握
内
二

取
り
プ

ラ
イ
ウ
エ
ト
・

オ
ソ
ド
ソ
テ
ー
キ
ン
グ
を
ソ
ッ
プ
レ
ス
せ
ら
る
4
を
論
弁
し
た
る
也
…
…

勝
敗
ハ

天
二

あ
り 、

神
意
ニ

ヨ
リ

神
之
名
二
よ
り
敢
而
為
す
は
小
生
翡
之
分
也」

と
記
す 。
（
怜
3

筵
6
2
)

同
志
社
に
リ
バ
イ
バ
ル
起
こ
る
。

(
E
1
2
"
2
0
9
)
 

を
す
る
。

(

J

1
5
 :
 4
6
)
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月
十
六
日

三
月
十
四
日

三
月
二
十
日

三
月
二
十
二
日

(
J
 93
ー
」

1
36)

を
得」

た
こ
と
に
つ

き
礼
を
述
べ
る
。
（
ゆ3

心63)

え
た
。
(
E
7
:
1
71,
 E
l
2
:
 207)
 

こ
の
夜
半
三
十
余
名
の
生
徒
が
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
祈
蕎
会
を
催
す。
(
F
1

:
 7
8)
 

同
志
社
の
リ
バ
イ
バ
ル
、

こ
の
夜、

最
高
潮
に
達
し、

百
五
十
人
の
生
徒
が
夜
通
し
眠
ら
ず
神
に
祈
る
。

こ
の
期
間
中

に
学
校
全
体
が
変
化
し、

三
十
七
名
が
受
洗
を
希
望
し、

十
人
を
除
く
す
べ
て
の
生
徒
が
自
ら
を
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
考

*
（
E
S
:
 3
5
)

で
は、

リ
バ
イ
バ
ル
は
三
月
十
日
に
起
こ
っ
た、

と
書
い
て
い
る。

新
島、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
ら
学
校
当
局
は
生
徒
を
礼
拝
堂
に
集
め、

リ
バ
イ
バ
ル
の
模
様
を
伝
え
る
た
め
一

斉
に
地
方
伝
道

に
出
か
け
る
の
は、

試
験
後
の
休
暇
中
に
す
る
よ
う
説
得
す
る
。

こ
れ
は
校
内
に
リ
バ
イ
バ
ル
が
始
ま
っ
て
以
来、

規

則
を
破
っ
て
学
校
を
休
み、

地
方
伝
道
に
出
る
学
生
が
増
え
た
の
で、

こ
の
説
諭
と
な
っ
た
も
の
。

(

J

93
|
J::
 :
 124)
 

陸
奥
宗
光
に
手
紙
を
出
し、

来
月
七
日
神
戸
発
の
P.

&
O.

社
の
汽
船
で
出
発
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
と
共

(
．

7
)

 

ま
た
神
戸
で
は
「
ビ
ツ
ョ
ッ
。
フ
・

ポ
ー
ル
方
迄
随
行
仕、

種
々
御
高
説
を
拝
聞
す
る

に
、

先
般
は
大
阪
で
度
々
参
館、

＊

ビ
ツ
ョ
ッ
プ
・
プ
ー
ル

Bis
h
o
p
Art
h
ur
 W.
 Pool
e
 (
C
M
S)
 1
883.
 1
2.
 1
8
11
884.

 9.
 29

在
日。

＊

陸
奥
宗
光
は
こ
の
年
四
月
二
十
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
船
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
号
で
横
浜
を
出
発、

渡
英
し
た。
(

J

11
3
 :
 369)
 

夜、

片
桐
清
治、

村
井
知
至
が
リ
バ
イ
バ
ル
に
よ
り

異
常
に
興
奮
し
た

木
村
経
夫
を

伴
い
、

新
島
宅
に

預
け
る
。

田
中
源
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
設
立
に
つ
い
て
市
田
と
相
談
し
た
結
果、

日
有
志
を
募
る
ほ
か
、

区
長
ら

の
勧
奨
に
よ
り
財
産
家
に
呼
び
か
け
て
十
分
根
回
し
を
す
る
こ
と

け
知
事
の
協
力
を
要
請
す
る
こ
と

伺
今
後
の
会

合1
に
は
新
島
も
必
ず
出
箭
し
て
運
動
を
推
進
す
る
こ
と、

を
希
望
し
て
く
る
。
(

T
6
8
6
)
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1884年

四
月
一

日

月 月
二
十
八
日

月
二
十
六
日

三
月
二

十
三
日

三
月
二
十
四
日

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
七
日

三
月
三
十
日

三
月
三
十
一

日

寺
町
通
高
辻
上
ル
の
堀
写
真
館
で
写
真
を
撮
る
。
（
廿
2
0
0
6

ー

4
8
)

日
と
決
ま
っ
た
こ
と、

を
知
ら
せ
る
。
（
怜
3

心
6
4
)

新
島、

第
二
教
会
に
お
い
て
説
教
を
し、

今
回
の
リ
バ
イ
バ
ル
に
ふ

れ、

生
ず
べ

き
弊
害
を
戒
め
る
。

(

J

93
1
h
"
 

1
3
7)
 

病
気
保
養
と
学
術
研
究
の
た
め
四
月
七
日
よ
り
欧
米
を
歴
訪
す
る
に
つ
ぎ、

兵
庫
県
庁
へ
の
添
書
を
作
成
し
て
ほ
し
い

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
総
主
事
に
、

四
月
七
日
に
神
戸
を
出
帆、

校
庭
で
池
袋
清
風
と
会
い
、

今
回
の
リ
バ

イ
バ
ル
の
模
様
を
欧
米
に
紹
介
し
た
い
の
で
、

池
袋
に
そ
の
状
況
を
記
述
す

同
志
社
の
朝
礼
に
お
い
て、

ア
メ
リ
カ
ヘ

出
発
す
る
に
際
し、

生
徒
ら
に
所
感
を
述
べ
る
。

京
都
府
よ
り
兵
庫
県
庁
へ

リ
バ
イ
バ
ル
の
事
実、

各
人
の
経
験
等
を
聞
き
た
い
が
、

こ
れ
ら
の
人
々
が
地
方
伝
道
に
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
聞

き
害
き
を
ボ
ス
ト
ソ
ヘ

郵
送
す
る
よ
う
に
、

池
袋
に
頼
む。
(

J

93
1
廿

1
4
6
)

東
京
に
い
る
中
村
栄
助
に
発
信、

日
去
る
二
十
二
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と

を
訪
れ、

東
京
に
滞
在
中
で
あ
る
中
村
の
帰
京
を
促
す
よ
う
依
頼
さ
れ
た
こ
と

午
後
三
時
半
よ
り
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
工
会
議
所
に
お
い
て
専
門
学
校
創
立
に
つ

含
集
会
を
開
く。

府
下
七
十
余

洋
行
免
状
の
発
行
を
兵
庫
県
庁
に
申
請
す
る
。
(
D
1
2
)

の
添
告
を
受
け
取
る
。
(
D
1
 :
 
8
5,
 
J
 1
5
 :
 4
7
)
 

る
よ
う
に
頼
む。
(

J

93
ー

h
"
1
4
0
)

知
ら
せ
る
。
（
怜
6

心
2
3
)

旨、

京
都
府
へ

願
い
出
る
。
(

1:
2
9
4,

D
 1 
:

 

8
5
)
 

伺
新
島
の
ア
メ
リ
カ
行
き
は
来
月
六

⇔
先
夜、

中
村
の
母
親
が
新
島

ホ
ソ
コ
ソ
に
向
か
う
こ
と
を
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四
月
五
13

四
月
四
日

四
月
二
日

四
月
＝一
日

（
ゆ1
:
 192)
 

2
ー
b,

J
 93
ー
廿
」
1
55)

名
の
有
志
者
が
集
ま
る
。

田
中
源
太
郎
の
司
会
に

よ

り
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ

ス
・

市
原
盛
宏
・

新
島
公
義
・

山
本
覚

馬
・

新
島
襄
ら
が
こ
も
ご
も
立
っ
て
演
説、

基
督
教
道
徳
に
基
づ

く
学
校
の
設
立
に
つ
い
て
述
べ
る
。

午
後
十
一

時
散

会
す
る
。
（
怜
l

り

1
90,

:@:3
 :
 265,
 
:@:
5

羞1
7,

D
 
1
2)

前
日
に
続
い
て
同
所
で
相
談
会
を
開
ぎ、

二
十
二
名
が
出
席、

網
領
・

仮
則
・

募
集
金
仮
則
を
決
定
す
る
。

な
お、

校

名
は
「
明
治
専
門
学
校」

と
決
ま
る
。

募
金
額
七
万
円。
（
怜1
:
1
91,
 
�
5

羞1
8,

D
1
2)

新
島
の
欧
米
旅
行
を
記
念
し
て
午
前
十
一

時
よ
り
第
五
寮
西
側
の
庭
で
教
員
•

生
徒
ら
と
記
念
写
真
を
撮
る
。

午
後
七

時
よ
り
第
二
教
会
に
お
い
て
送
別
会
が

催
さ
れ、

同
志
社
の
生
徒、

京
都
三
教
会
の
信
徒
ら
三
百
人
が
集
ま
る
。

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
・

大
西
祝
・

高
松
非
・

伊
勢
時
雄
ら
が
送
別
の
演
説、

新
島
が
挨
拶
を
す
る
。

朝、

沢
辺
正
修
が
来
訪
す
る
。

田
中
源
太
郎
・

高
木
文
平
•

浜
岡
光
哲
に
招
か
れ
て
中
村
楼
の
送
別
会
に
八
重
夫
人
・

山
本
覚
馬
と
共
に
出
席
す
る
。
(
J::
11
03)

専
門
学
校
発
起
人
に
よ
り
理
事
委
員
と
し
て
京
都
府
下
の
区
部
理
事
委
員
七
名、

郡
部
理
事
委
員
十
四
名
を
選
ぶ
。

留
守
中
の
同
志
社
の
こ
と
に
つ

き
伊
勢
時
雄
・

松
山
高
吉
と
相
談
す
る
。
（
ゆ
5

心
20)

留
守
中
は
山
木
覚
馬
が
代
理
と
な
り、

内
務
は
市
原
盛
宏、

外
務
は
新
島
公
義
が
補
助
す
る
。
（
ゆ
1

筵
52)

旅
行
の
準
備
を
す
る
。

八
重
夫
人
と
新
島
公
義
が
こ
れ
を
扶
け
る
。

夜、

非
常
の
頭
痛
を
覚
え
る
。
（
め
5

羞2
0)

市
原
盛
宏
•

森
田
久
万
人
に
明
治
専
門
学
校
設
立
発
起
人
の
代
理
を
委
託
す
る
。
（
怜
1

"

1

9
4
)

午
前
九
時
半、

年
老
い
た
両
親
に
別
れ
を
告
げ、

八
重
夫
人
と
共
に
家
を
出
る
。

午
前
十
時
四
十
五
分、

府
下
の
紳
士、

（
怜
5
:
 320,
 D
 
1
2,
 I

290 



年圏

四
月
七
日

四
月
六
日

三
教
会
の
信
徒、

同
志
社
生
徒
ら
百
余
名
に
見
送
ら
れ
て
七
条
ス
テ
ー
ツ
m
ソ
を
発
つ
。

池
袋
は
生
徒
十
四
名
の
リ
メ

イ
バ
ル
体
験
を
記
し
た
「
聖
霊
降
臨
記
実」

を
駅
頭
で
新
島
に
手
渡
す。

午
後、

大
阪
の
西
村
輔
三
の
家
で
入
振
を
求

め、

次
い
で
大
学
援
助
を
依
頼
の
た
め
鰻
谷
の
広
瀬
宰
平
を
訪
う。

京
都
か
ら
つ
い
て
き
た
新
井
竜
・
沢
辺
正
修
ら
と

自
由
亭
で
昼
食、

午
後
四
時
半、

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
近
い
消
観
楼
に
お
い
て
大
阪
四
教
会
の
牧
師
・

信
徒
ら
に
よ

る
送
別
会
に
出
席
す
る。

午
後
六
時
二
十
八
分
の
汽
車
で
神
戸
に
向
か
う。

神
戸
で
は
D
.
w
.
C
・
ジ
ェ
ソ
ク
ス
宅

に
泊
ま
る。
（
ゆ5:
 32
0,
 
::@:
10
 :
 268,
 
J::
11
03,
 D
 12,
 
J
 93
|
J:::
157)
 

朝、

ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
宜
教
師
と
共
に

C
M
S

の
ビ
ジ
ョ
ッ
プ
・
プ
ー
ル
を
訪
問、

れ
る。

ま
た
兵
庫
県
庁
〔
森
岡
昌
純
知
事〕

よ
り
パ
ス
ボ
ー
ト
を
受
け
取
る。

神
戸
庵
町
三
丁
目
の
北
儀
左
衛
門
よ
り

お
茶
を
贈
ら
れ
る。

ハ

ッ
ケ
に
乗
り、

英
国
汽
船
キ
ヴ
ァ

英
国
の
知
人
へ
の
紹
介
状
を
渡
さ

ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
か
ら
ホ
ン
コ
ソ
の
C
.
R
・
ヘ
イ
ガ
ー
牧
師
C.

R.
 
Hager

宛
の
紹
介
状
を、

D
.
w
.
C
・
ジ
ェ
ソ
ク
ス
か
ら
は
イ
タ
リ
ア
の
プ
リ
ソ
デ
ィ
シ
ま
で
の
切
符
（
二
九
六
・
ニ
六
ド
ル
）

と
小
澁
い
四

十
ボ
ン
ド
を
渡
さ
れ
る。

午
後
三
時、

神
戸
教
会
で
説
教
を
す
る。

午
後
四
時、

号

K
hi
va
(
ハ

リ
ス
船
長、

二
0
一

四
ト
ン
）

に
乗
船
す
る。

八
重
夫
人
は
じ
め
ジ
ェ
ソ
ク
ス
・
ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
・

湯

浅
治
郎
・
山
路
―
――-
•
中
村
栄
助
•

原
田
助
・

甲
賀
ふ
じ
ら
が
汽
船
ま
で
見
送
る。

祈
藷
し
て
別
れ
る。

午
後
七
時、

キ
ヴ
ァ
号
神
戸
を
出
帆、

長
崎
に
向
か
う。

船
中
で
英
国
に
向
か
う
田
辺
次
郎
一

穏
や
か
で、

翌
朝
ま
で
熟
睡
す
る。
（
怜5
羞21,

�
10
 :
 184,
 
J::
11
03)

こ
の
日
よ
り
英
文
日
記
ょ^
R
ou
n
d
t
he
 
Wo
rl
d"

を
書
き
始
め
る。
（
廿
1103)

〔
田
辺
太
一
の
子〕

に
会
う。

海
上

快
晴、

朝
五
時
に
目
覚
め
る。

船
は
今
治
沖
を
航
行
中
で
あ
っ
た。

神
学
部
学
生
の
た
め
に
祈
る。

夕
方
五
時
半
に
下

関
通
過、

六
時
半
に
は
玄
界
灘
に
さ
し
か
か
る。

航
路
穏
や
か
に
し
て
船
酔
い
も
な
く、

伝
道
会
社
の
会
計
蹄
を
整
理
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四
月
十
一

日

四
月
十
日

四
月
九
日

四
月
八
日

午
後
熟
睡
す
る
。
（
ゆ
5
:
 3
2
4,
 
1:
11
03)

す
る
。

宮
川
経
輝
．

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
・

田
中
〔
源
太
郎
〕
・

八
重
夫
人
・

新
島
公
義
・

同
志
社
生
徒
．

A
・
ハ

ー

デ
ィ
ら
に
手
紙
を
書
く。
（
怜3
"
2
66,

�
5

羞22,

�1
0
:
 269,
 
J:
11
03,
 C
4
 :
 184)
 

朝
五
時
ご
ろ
目
覚
め
る
。

五
年
生
の
た
め
に
祈
る
。

午
前
六
時
半、

長
崎
に
到
着、

朝
食
後
た
だ
ち
に
上
陸
し、

市
内

を
見
物
す
る
。

ボ
ー
ト
マ
ソ
に
三
十
銭
で
街
を
案
内
し
て
も
ら
う。

今
魚
町
の
江
崎
栄
蔵
の
べ
っ
こ
う
店
に
行
き、

素

晴
ら
し
い
細
工
物
を
見
つ
け
る
が
金
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

買
う
の
を
諦
め
る
。

外
浦
町
の
石
田
屋
に
行
き、

宮
川
経
輝
宛
に
伝
道
会
社
帳
簿
の
送
付
を
依
頼
す
る
。

散
髪、

八
重
夫
人
に
発
信、

両
日
の
航
海
の
こ
と、

仕
残
し
た
仕
事
に
つ
い
て
伝
え
る
。

公
義
に
も
発
信。

キ
ヴ
ァ

号、

午
後

二
時
に
出
帆。

ロ
シ
ア
の
司
祭
に
伴
わ
れ
て
オ
デ
ッ
サ
に
行
く
二
人
の
日
本
人
青
年
が
同
船
し
て
い
る
。

こ
の
日
よ
り

外
遊
記
を
書
き
始
め
る
。
（
怜3
:
 266,
 269,
 
�
5
 :
 322,
 
�1
0
 :
 269,
 
J:.
11
03,
 
I

 2
1c)
 

北
西
の
風、

好
天。

北
緯
二
九
度
五
八
分、

東
経
―

二
六
度
六
分、

二
五
八
•

五
マ

イ
ル
。

四
年
生
の
た
め
に
祈
る
。

北
緯
二
六
度
五
一

分、

東
経
―

ニ
一

度
五
二
分、

二
九
一
マ

イ
ル
。

午
前
中
激
し
い
降
雨、

に
祈
る
。
（
廿
11
03)

入
湯
し、

市
内
を
見
物
す
る
。
（
怜
5
:
 322,
 
__l:
11
03)

の
ち
曇。
――一
年
生
の
た
め

長
崎
よ
り
八
日
に
投
函
の
第
一

信、

こ
の
日
午
後
五
時
半、

留
守
宅
に
届
く。
（
怜3

筵66,

269)
 

新
島
公
義
は
田
中
源
太
郎
を
訪
問
し、

専
門
学
校
の
帳
緒
を
委
託
す
る
。
（
廿1
103,

D
1
2)
 

北
緯
ニ――一
度
四
六
分、

東
経
―
一

八
度
ニ
―

分、

二
七
一
マ

イ
ル
、

雷
あ
り
。

二
年
生
の
た
め
に
祈
る
。
(
J::
11
03)

第
二
教
会
に
お
い
て
午
後
七
時
よ
り
同
志
社
の
リ
バ

イ
バ
ル
に
際
し
地
方
伝
道
に
出
向
い
た
生
徒
の
報
告
会
が
開
か
れ

る
。

席
上、

新
島
公
義
よ
り
長
崎
発
信
の
新
島
書
簡
を
披
露
す
る
。
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1884年

四
月
十
二
日

四
月
十
三
日

四
月
十
四
日

四
月
十
五
日

を
聞
く。
（
怜
10
:
 271,
 
J::
11
03)
 

宜
教
師
C
.

R
．
ヘ

イ
ガ
ー
を
訪
ね、

地
・

ア
ヘ
ソ

窟
・

軍
隊
駐
屯
地
を
見
物
し、

聖
書
販
売
の
J
.

R
・

テ

イ
ラ
ー
、

C
hi
n
a

M
ail

編
集
長
の

P
ul
g
a
n

に
も
会
う。

新
島
公
義
は
新
島
が
長
崎
よ
り
書
ぎ
送
っ
て
き
た
議
員
た
ち
に
謝
辞
を
述
べ

る
。

(

D
l
2
)

の
説
教
を
聞
く。

午
後、

C
hal
m
ers

牧
師
の
中
国
語
の
説
教
を
聞
く。

ま
た
船
員
礼
拝
に
も
出
席
し
て
ポ
ル
デ
ソ

監

督

Bis
h
o
p
B
ur
d
o
n

の
説
教
を
聞
く。
（
曲3
こ
m,

�
10
 :
 27
0,
 
1:
11
03)
 

神
学
生
の
た
め
に
祈
る
。

ホ
ソ
コ
ソ
に
滞
在。

八
重
夫
人
に
発
信、

長
崎
出
帆
以
来
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
共
に

ハ

此
身
ヲ
主
二

任
セ

候
間、

自
身
二

も
別
二

心
配
不
仕
候」

と
述
べ

る
。

ま
た、

こ
の
日
は
ヘ

イ
ガ
ー
と
共
に

ボ
ル
デ
ソ
と
申
人
之
方
へ

訪
ヒ

行
伝
道
之
状
況
を
相
尋」

ね
る
。
（
曲3

忍7
0)

ホ
ソ
コ
ソ
の
日
本
領
事
館
を
訪
ね
る
。

町
田
実
一
・

平
部
次
郎
・

荒
井
郁
之
助
の
弟
が
い
た
。

領
事
よ
り
中
国
の
様
子

英
船
テ
ー
ム
ズ
号
に
乗
り
換
え、

午
後
四
時
半、

ホ
ソ
コ
ソ
を
出
港
す
る
。

大
型
汽
船
な
の
で
少
々
の
風
波
に
も
ゆ
れ

ず、

航
海
に
満
足
す
る
。
（
怜3
:
2
72,
 
�
5

羞2
5,

�
6
 :
 227,
 
J::1
103)
 

日
曜
日、

邦
語
神
学
ク
ラ
ス
の
た
め
に
祈
る
。

朝、

雨
、

在
子
玄
界
洋
寄
西
京
相
国
寺
門
前
同
士心
社
校
之
生
徒
諸
君

十
年
空
蓄
西
遊
志

今
日
遂
成
天
外
身

巴
里
芳
花
倫
動
月

夢
尋
相
国
寺
前
人

「
監
督

「
私

J.
 
C
ol
vi
ll
a

牧
師

（
怜3
"
27
4,

�
5
:
 323̀

」ぃ
11
03,

D
 12,
 
J
 93
1
」ぃ
"
166)

一

年
生
の
た
め
に
祈
る
。

午
前
十
時
ホ
ソ
コ
ソ
入
港。

正
午
頃
キ
ヴ
ァ

号
を
下
船
す
る
。

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド

ホ
テ
ル
の
手
配、

市
内
の
案
内
を
し
て
も
ら
う。

ホ
ン
コ
ソ
市
庁
・

公
園
・

墓

ク
イ
ー
ン
ズ
通
の
テ
ン
ペ

ラ
ン
ス
・

ホ
ー
ル
に
泊
ま
る
。
（
怜3
:
 27
0,
 
�
10
 :
 267̀

1:
11
03,
 I
 2
|c)
 

ユ
ニ

オ
ソ
・

チ
ャ
ー
チ
の
礼
拝
に
出
席
し、
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四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
二
日

四
月
二
十
三
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
五
13

四
月
十
六
日

北
緯
一

八
度
三
0
分、

東
経
―
―

四
度
二
分、

走
行
距
離
二
三
ニ
マ

イ
ル
、

華
氏
八
四
度。

〔
以
後
二
十
日
ま
で
船
の

位
置
と
走
行
距
離
の
み
〕
（
廿
11
03)

午
後
十
二
時
半
シ
ソ
ガ
ボ
ー
ル
着、

安
息
日
な
の
で
田
辺
と
共
に
夕
食
ま
で

P.

&
 0.

波
止
場
を
散
歩
し、

街
の
様

子
を
見
る
。

船
が
石
炭
を
積
み
込
む
の
で
埃
と
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
る
。
（
怜3

心
73,

�
5

羞25,

�6
 :
 227,
 
�
10
 :
 250̀
 

J:
11
03)
 

田
辺
と
馬
車
で
ツ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
市
内、

植
物
園
を
見
物
す
る
。

週
刊
誌
と。ハ

イ
ソ
ア
ッ
プ
ル
を
買
う。

午
前
中
に
帰
船、

午
後
四
時
テ
ー
ム
ズ
号
出
帆、

ペ

ナ
ソ
に
向
か
う。
（
怜3

心73,

275,
 
�
10
 :
 2
72,
 
J:::
11
03)
 

好
天、

北
緯
三
度
―
―

分、

東
経
一

0
0
度
四
二
分、

田
中
源
太
郎
・

中
村
栄
助
・

市
原
盛
宏
•

森
田
久
万
人
・

新
島
公
義
ら
山
本
覚
馬
宅
に
集
ま
り、

校
の
募
集
草
案
を、

他
の
者
は
設
立
の
旨
趣
を
作
る
こ
と
を
決
め
る
。
（
や
1
:
 
1
9
4,
 

D
1
2
)

微
風、

朝
七
時、

マ
ラ
ッ
カ
沖。
（
廿
11
03)

田
中
は
明
治
専
門
学

マ
ラ
ッ
カ
半
島
の
一

小
島
ペ

ナ
ソ
着。

ぎ
び
し
い
暑
さ
の
た
め
上
陸
せ
ず、

午
後
二
時
半
出
港
す
る
。

（
ゆ
3
:
 276,
 
�5
 :
 325,
 
�6
 :
 228,
 
�
IO
 :
 2
72,

」ぃ
11
03)

田
中
源
太
郎
立
案
の
専
門
学
校
の
募
集
仮
案
が
新
島
公
義
を
通
じ
市
原
盛
宏
に
渡
さ
れ
る
。

(

D
1
2
)

マ
ラ
ッ
カ
沖
を
航
行、

好
天、

暑。

腹
の
具
合
が
悪
く
薬
を
飲
む。
(
J::
11
03)

新
島
公
義
は
市
原
・

森
田
と
相
談
し、

専
門
学
校
設
立
旨
趣
を
起
草
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

(

D
1
2
)

午
後
ス
マ
ト
ラ
島
沖
を
航
行、

同
島
の
西
南
端
に
あ
る。
フ
ー
ロ
・

ウ
ェ

イ
と
呼
ば
れ
る
緑
の
小
島
の
美
し
さ
に
感
動
す

る
。

北
緯
六
度
二
分、

東
経
九
一

度
二
三
分、

進
度
二
八
九
マ

イ
ル
。
（
怜
6

忍2
8,

...1::
11
03)

船
医
に
虫
下
し
薬
（
除
サ
ナ
ダ
虫
＞

を
求
め
る
が、

薬
な
し
。

昼
頃
二
時
間
ほ
ど
ス
コ
ー
ル
。

北
緯
六
度
二
分、

東
経
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1884年

四
月
二

十
七
日

四
月
二
十
九
日

四
月
三
十
日

四
月
二
十
八
日

時、

早
朝、

カ
イ
ザ
ー
・
ハ

イ
ソ
ド
号、

コ
ロ
ソ
ボ
を
出
港
す
る
。
（
ゆ3

心79,

J::
11
03)

コ
ロ
ソ
ポ
入
港、

カ
イ
ザ
ー
・
ハ

イ
ソ
ド
号

Kaizer

Hi
n
d

に
乗
り
換
え
た
の
ち、

コ
ロ
ソ
ボ
ま
で
六
十
マ
イ
ル
の
地
点
で
あ
る
。

八
六
度
四
四
分、

進
度
二
八
ニ
マ
イ
ル
。
盆
怜
6
"
228,

_l::
11
03)
 

日
耀
日、

英
語
に
よ
る
礼
拝
が
首
席
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が、

出
席
者
は
わ
ず
か
。

A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
手
紙
を
屯い
く。

夕
食
時
に
あ
る
高
級
船
員
か
ら、

宜
教
師
が
乗
っ
て
い
る
と
必
ず
嵐
に
出
合
う

の
で
船
員
た
ち
は
宜
教
師
を
恐
れ
て
い
る、

と
聞
か
さ
れ、

気
を
悪
く
す
る
。

宜
教
師
と
知
り
合
う。

激
し
い
降
雨、

北
緯
五
度
五
三
分、

東
経
八
一

度
三
九
分、

二
九
八
マ
イ
ル
。
（
怜
6

筵28,

�

ホ
ソ
コ
ソ
ヘ

安
着
の
報、

留
守
宅
に
届
く。
(
D
l
2)

リ
バ
イ
バ
ル
後、

受
洗
志
願
者
三
十
余
名
の
う
ち
二
十
七
名
に
第
二
教
会
へ
の
入
会
を
許
す。
（
ゆ2
"
585)

好
天、

朝、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
山
頂
が
見
え
て
く
る
。

ャ
ツ
の
茂
っ
た
海
岸
を

見
る
。

暗
く
な
る

前
に

ga
ll
e

を
通
過
す
る
。

専
門
学
校
の
理
事
委
員
ら
山
本
覚
馬
宅
に
集
ま
り、

同
校
の
規
則
を
制
定
し、

案
の
作
成
と
五
月
二
十
日
ま
で
の
本
部
事
務
を
託
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
（
怜1
:
 194,
 D1
2)
 

La
ke
 fe
w
 
H
o
u
s
e

に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
独
立
運
動
の
志
士
ア
ラ
ビ
・
バ
シ
ャ

A
ra
bi
Pas
ha

を
訪
い
、

歓
談
す
る
。

彼
よ
り

A
h
me
d

A
ra
bi

と
書
い

た
自
筆
の
名
剌
を
贈
ら
れ
る
。
（
曲3

心78,

�5
 :
 325,
 
�
10
 
:
 274,
 

廿
11
03,

」ぃ1
492)

コ
ロ
ン
ボ
の
新
聞
に
よ
れ
ば
気
混
が
華
氏
九
四
ー
九
五
度
に
上
る
と
の
こ
と、

再
び
上
陸
す
る
こ
と
を
諦
め
る
。

午
後

10
:
 273,
 
Jぃ
11
03)

(
..r.
11
03)
 

田
辺
次
郎
一

と
馬
車
で

か
つ
新
島
公
義
に
同
校
設
立
の
旨
趣
草

a
 p
oi
nt
 of
 

中
国
の
内
陸
に
派
逍
さ
れ
て
い
る
女
性
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五
月
十
一

日

五
月
十
二
日

五
月
十
三
日

五
月
九
日

五
月
八
日

五
月
八
日

五
月
五
日

五
月
一

日

る
。
（
怜3
"
2
80)

海
上
穏
や
か、

北
緯
八
度
一

三
分、

東
経
七
0
度
四
七
分、

三
0
四
マ

イ
ル
。
(
h1
103)

『
同
志
社
英
学
校
設
立
始
末
』

が
新
島
公
義
の
手
に
よ
り
出
版
公
表
さ
れ
る
。
（
怜l
"
90,

252)
 

早
朝
ア
デ
ソ
に
着
く。

天
然
痘
流
行
の
た
め
上
陸
で
ぎ
ず、

石
炭
と
水
を
補
給
し
た
の
み
で
、

午
前
九
時
出
港、

紅
海

に
入
る
。

午
後、

海
の
難
所
II

涙
の
門
“

を
通
過、

六
隻
の
船
が
沈
ん
で
い
る
の
を
見
る
。

気
温
は
華
氏
七
五
ー
七
九

度、

か
な
り
涼
し
い
。
（
怜3
"
27
9,

:iit
5
 :
 326,
 
:iit
lO
 :
 276,
 
J:
11
03)

午
前
八
時、

十――一
の
島
を
通
過、

風
も
よ
く、

空
も
晴
れ
て
い
る
。
（
廿
11
03)

新
島
公
義
に
よ
る
「
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」

が
脱
稿、

市
原
盛
宏
•

森
田
久
万
人
に
送
ら
れ
る
。
(
D
1
2)

こ
の
日
よ
り
十
日
ま
で
紅
海
を
航
行、

シ
ナ
イ
山
そ
の
他
聖
書
に
縁
の

あ
る
地
名
を
聞
ぎ、

コ
ロ
ソ
ボ
よ
り
紅
海
に
至
る
ま
で
の
こ
と
を
記
し、

八
重
夫
人
に
送
る
。
（
怜3
:
27
8)
 

「
惑
慨
転
ク
胸
二

充
来」

デ
ッ

キ
で
日
曜
日
の
礼
拝
を
す
る
。

昼
食
後、

気
分
が
悪
く
な
る
。

熱
は
摂
氏
三
八
1
四
0
度、

恐
ろ
し
い

夢
を
見、

汗
を
か
く。
＂
不
注
意
と
愚
か
さ
“

の
た
め
夜
ま
で
医
者
に
診
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

医
者
に
キ
ニ

ー
ネ
を
も
ら
う。

（
廿1
103)

朝
に
な
る
と
熱
は
退
い
て
い
た
が
、

体
が
弱
り、

何
も
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

夜
に
な
っ
て
パ
ソ
と
ス
ー
プ

を
取
る
。

ス
ニ
ズ
に
近
付
い
た
の
で
荷
物
を
ま
と
め
て
、

鍵
を
田
辺
に
預
け
る
。
（
廿1
103)

朝
八
時
す
ぎ
ス
ニ
ズ
に
到
着、

カ
イ
ザ
ー
・
ハ

イ
ソ
ド
号
よ
り
下
船
し、

鉄
道
で
地
中
海
沿
岸
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

に
向
か
う。

夜
十
時、

汽
船
ス
レ
イ
ト
号
に
乗
船、

す
ぐ
部
屋
に
入
り、

食
事
を
取
る
。

こ
の
夜
は
よ
く
眠
れ
る
。

（
怜3
"
2
81,

3'＂
10
"
276,
 
J::11
03)
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1884年

五
月
十
四
日

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
二
十
日

五
月
二
十
一
日

五
月
十
八
日

五
月
十
六
日

船
上
よ
り
ア
レ
キ
サ
ソ
ド
リ
ア
の
市
街
を
見
る。

帆
す
る。
（
怜3
"
281,

3t5
 : 326,

...l::
1103)
 

「
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」

を
創
立
規
則
と
共
に
新
報
社
に
送
り、

印
刷
す
る。
（
吟1
:
 194,
 D
 12)
 

ク
レ
タ
島
通
過。
（
廿
1103)

ギ
リ
シ
ア
半
島
沖
通
過。
（
廿
1103)

ス
レ
イ
ト
号
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
快
適
で
あ
っ
た。

午
前
十
一

時
に
出

山
本
覚
馬
・

新
島
襄
連
名
で
「
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」

を
印
刷、

市
田
文
次
郎
・
田
中
源
太
郎
・

中
村
栄
助
ら
理

事
委
員
に
送
る
と
共
に、

広
く
賛
同
者
に
配
布
す
る。
（
怜1
:
 195,
 
�
10
 : 257,
 D12)
 

八
時
ご
ろ
イ
タ
リ
ア
東
岸
の
プ
リ
ン
デ
ィ
ジ
に
到
着、

午
後
三
時
の
汽
車
で
フ
ォ
ッ
ジ
ア
を
経
由
し
て
ナ
ボ
リ
に
向
か

う。

沿
線
に
プ
ド
ゥ
畑
と
オ
リ
ー
プ
畑
を
見
る。
（
怜
竺
281,

{E:5
 : 326,
 
{E:
10
 :
 276,
 
J::674,
 
J::
1103)

専
門
学
校
理
事
委
員
お
よ
び
増
田
充
積
・

城
多
虎
雄
ら
山
本
覚
馬
宅
に
集
ま
り、

義
捐
金
取
り
扱
い
手
続
き
を
協
議
す

日
曜
日、

朝
七
時
ナ
ポ
リ
到
着、

サ
ン
・
エ
ル
モ
城
か
ら
程
遠
く
な
い
高
台
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
宿
を
取
り、

ノ
広
場
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
派
教
会
(
T
・
ジ
ョ
ソ
ス
ト
ソ
・
ア
ー
ヴ
ィ
ソ
グ
牧
師）

の
礼
拝
に
出
席
す
る。

午

後
は
ホ
テ
ル
で
休
息
す
る。

同
牧
師
が
宿
所
ま
で
ち
ょ
っ
と
来
訪
す
る。
（
怜5
:
 326,
 
J:
1103)
 

ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
観
光
に
来
て
い
た
ウ
イ
リ
ス
夫
妻
I.
C.
 
Wi
llis

の
一

家
と
ベ
ス
ビ
ア
ス
火

山
に
登
る。

登
山
ケ
ー
プ
ル
に
乗
り、

る。
（
怜
I

:

 194)
 

ガ
イ
ド
を
雇
っ
て
壮
大
な
景
色
を
楽
し
む。
（
廿
1103)

ボ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
を
見
物、

写
真
を
買
い
込
む。
（
怜3

心82,

J::
1103)

明
治
専
門
学
校
第
一

回
賛
成
者
七
十
一

名
の
報
告
を
す
る。
『
京
都
滋
賀
新
報』

は
二
十
九
日
の
紙
上
に
広
告
掲
載
を

マ
ル
チ
ー
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五
月
二
十
ニ
・
三
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
七
日

五
月
二
十
九
日

五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
六
・

七
日

発
熱。
（
廿
11
03)

＊

浅
野
公
使
は
一

八
八
三
年
五
月
離
任、

帰
国
し
て
い
る。

同
志
社
の
生
徒
ら
大
宮
通
寄
場
（
今
出
川
上
ル
ニ
、

三
丁
）

に
お
い
て
、

両
夜
に
わ
た
り
説
教
会
を
開
く。

僧
侶
ら

の
妨
害
よ
り
始
ま
り、

や
が
て
マ

キ
、

石
礫
を
投
ず
る
迫
害
と
な
り、

負
傷
者
を
出
す。
(
T688,
J
 93
|
1:
 :
 224)
 

ナ
ボ
リ
を
発
ち、

午
後
二
時
五
十
分
ロ
ー
マ
に
到
着、

大
ぎ
な
バ
ス
に
乗
り、

ツ
ィ
オ
ナ
ー
レ

通
一

八
一

の
マ

ダ
ム
・

フ
ォ
ン
・

ク
リ
ュ
ー
ガ
ー

M
a
d
a
m
v
o
n
 
Kr
ti
g
er

の
家
〔
民
宿
か
〕

に
行
き、

十
二
日
間
滞
在
す
る
。

こ
の
日
は
疲
れ
て
い
た
の
で、

ど
こ
へ

も
行
か
ず
に
休
息
す
る
。
（
怜3
:
 282,

...l::674,

...l::
11
03)

バ
ル
ベ

リ
ー
ニ

広
場
の
J
・
ゴ
ー
ド
ン
・

グ
レ
イ
牧
師
を
訪
ね
て
ア
ー
ヴ
ィ
ソ
グ
牧
師
の
手
紙
を
渡
し、

さ
ら
に
メ
ル

の
紹
介
を
依
頼
し、

午
後
一

時
ま
で
の
待
ち
時
間
を
ピ
ソ
チ
ョ

ロ
・
ロ
マ

ー
ノ
、

チ
ェ

ザ
ー
レ

宮
殿
等
を
見
物
す
る
。
(
J::1
103)

日
耀
日、

朝
十
一

時、

ウ
イ
リ
ス
夫
妻
に
教
え
ら
れ
て
い
た
ナ

ボ
ボ
ロ

門
外
に
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
派
教
会
の
礼
拝
に
出
席、

J
.

G
・

グ
レ
イ
牧
師

が
説
教
を
す
る
。

夕
方
は
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
ー
レ

通
の
ワ
ル
デ
ソ
シ
ャ
ン
教
会
の
礼
拝
に
出
席
す
る
。
（
廿
11
03)

新
島
公
義、

神
戸
の
ジ
ェ
ン
ク
ス
を
通
じ
ボ
ス
ト
ソ
ヘ

荷
物
を
送
る
。
(
D
1
2)

有
名
な

Beatric
e

Ce
n
c
e

を
見
に
バ
ル
ベ

リ
ー
ニ

広
場
へ

行
く。

グ
レ
イ
牧
師
宅
を
訪
問、

（
仔,

11
0
3
)

朝、

ヴ
ァ
チ
カ
ソ
の
聖
ペ

テ
ロ

大
聖
堂
を
見
物、

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
に
感
動
す
る
。

午
後、

城
外
の
聖
パ

ウ
ロ

大
聖
堂

Pi
n
ci
o
 
で
過
ご

す。

お
茶
を
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

午
後
は
コ
ロ
ッ
セ
オ
、

フ
ォ

セ
ー
デ
通

Vi
a
d
e
ll
a
 
Merce
d
e
 
の
日
本
公
使
館
に
ア
サ
ノ
〔
浅
野
長
勲
か
〕

を
訪
う。

ア
サ
ノ
に
公
教
育
大
臣
へ

す
る
。
（
怜
1

:
 
1

9
4
)
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1884年

六
月
三
日

ハ
月
二
日

六
月
l

日

五
月
三
十
日

五
月
三
十
一
日

朝、

テ
イ
ラ
ー
博
士
を
訪
問
す
る
が、

す
る。

天
候
も
良
く、

暖
か
い
一

日
だ
っ
た。
（
廿
11
03)

さ
ら
に
ギ
ド
ー
・
バ

イ
ジ
博
士

P
ro
f.

Dr.
 
G
ui
d
o

を
見
物
す
る。
（
怜
豆
229,

�10"
277`

廿
1103)

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
を
見
物、

ま
た
ヴ
ァ
チ
カ
ソ
の
彫
像
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
る。
（
廿
1103)

ペ
テ
ロ
が
幽
閉
さ
れ
て
い
た
と
い
う
マ
メ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
牢
獄
を
見
る。

そ
こ
に
〔
初
代
法
王
と
い
わ
れ
る
〕
ペ
テ
ロ

ま

み

の
彫
刻
が
あ
り、

信
者
た
ち
が
相
次
い
で
像
の
右
足
の
爪
先
に
キ
ス
を
し
て
い
る
。

新
島
は
「
進
み
て
法
王
に
見
ヘ
バ

や
と
思
ひ
し
も、

法
王
を
見
る
に
ハ

何
人
に
限
ら
ず
脆
き
以
て
礼
拝
せ
ず
ん
バ
能
ハ

ず
と
聞
け
ば、

余
が
膝
も
亦
強
情

に
し
て
詭
く
能
ハ

ず
と
冷

笑
し
て
立
去
れ
り
…
…」

そ
の
後、

カ
ソ
ビ
ド
リ
オ
広
場
の
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス

帝
騎
馬
像、

市
庁
舎、

る
。
(
D
1
2)

カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
博
物
舘
等
を
見
物
す
る。
（
怜3

話
8
7,

J::.
11
03)
 

＊
ペ
テ
ロ
の
像
を
前
に
し
て、

新
島
は
た
ん
に
偶
像
崇
拝
に
対
す
る
嫌
悪
の
情
を
示
し
た
も
の
と
思
う
が、

こ
れ
が
後
に、

現
実

の
法
王
に
謁
見
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
が
云
々
の
伝
説
と
な
る。

グ
レ
イ
牧
師
の
礼
拝
に
出
席
す
る。

彼
と
共
に
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
ニ
世
記
念
堂
を
見
物
す
る。
(
J::
11
03)

留
守
宅
に
セ
イ
ロ
ソ
島
よ
り
発
信
の
第
三
信
（
四
月
二
十
八
日
投
函）

が
到
着
し、

こ
の
日、

第
二
教
会
で
朗
読
さ
れ

グ
レ
イ
牧
師
に
伴
わ
れ
て
公
教
育
大
臣
を
執
務
室
に
訪
れ、

Bai
gi,
 
Bi
bli
otecari
o
 de
ll
a
 Vi
tt
ori
o
 E
ma
n
uele

に
今云
う。

い
く
つ
か
の
質
問
を
し
た
が、

る。

グ
レ
イ
牧
師
宅
で
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
る。

午
後、

馬
車
で
ア
ッ
ピ
ア
街
道
に
行
ぎ、

丁
寧
に
答
え
て
く
れ

サ
ソ
・

カ
リ
ス
ト
ゥ
ス
の

カ
タ
コ
ソ
ベ
、

Arc
h
of
 D
rus
us,

カ
ラ
カ
ラ
浴
場
を
見
物
す
る。

あ
ち
こ
ち
に
遺
跡
が
あ
り、

美
し
い
景
色
に
感
嘆

一

時
半
の
デ
ィ
ナ
ー
に
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

そ
れ
で
G
．
バ
イ
ジ
博
士
を
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六
月
五
日

六
月
四
日

③
T
he
 Director
 of
 the
 Co
llegio

 Ro
ma
no

 

u
m〕

宛
お
よ
び
T
he
Li
b
raria
n

 Dr•
Otta
vio

 G
ra
mpi
ni

宛

Pri
mar
y
 E
d
ucatio
n

 in
 Ro
me .
 -
Ca
mpi
dolio
 �
 
⑮
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
Pro
f.
Ca
rlo
 P
ui
ni

宛

コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
院
長
を
訪
ね 、

教
室
を
見
学 、

次
い
で
同
図
書
館
へ
行
ぎ 、

博
士
に
会
い 、

話
を
聞
く 。

大
学
で
は
学
長
不
在
の
た
め
秘
書
に
会
う
が 、

〔
現
在
の
L
yce,

オ
ッ

タ
ビ
オ
・
グ
ラ
ソ
ピ
ー
ニ

イ
タ
リ
ア
語
な
の
で
全
く
通
じ
な
い

。

テ

イ
ラ
ー

博
士
と
昼
食
の
の
ち 、

彼
の
息
子
を
伴
っ
て
学
長
の
と
こ
ろ
へ
行
き 、

通
訳
を
し
て
も
ら
う 。

次
に
彼
と
女
学

＊

こ
の
日
の
記
述
は
ハ
ー

デ
ィ

夫
人
宛
書
簡
〔一
八
八
四
年
五
月
二
十
九
日
付 、
（
ゆ6
こ2
2
9,

�
10
 : 2
7
7
)〕

と
一
部
重
複
す
る 。

＊
フ
ィ

レ
ソ
ツ
ェ
の
Dr .
C .
 Puini
に
つ
い
て、
（
ゆ6
こ2
3
0
)

で
は
Dr .
Piccini
と
な
っ
て
い
る 。

早
起
き
を
し
て
フ
ォ

ソ
・
ク
リ
ュ
ー

ガ
ー

氏
と
一

緒
に
サ
ソ
・
。ヒ

エ
ト
ロ
・
イ
ソ
・
ビ
ソ
コ
リ

教
会 、

ソ
ニ
・

イ
ン
・
ラ
テ
ラ
ー
ノ
教
会 、

ス
カ
ラ
・

サ
ソ
タ
教
会 、

サ
ン
・
ジ
ョ

バ

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
を
見
物
す
る 。

ロ
ー
マ
の
写
真
を
買
う 。

グ
レ
イ
牧
師
と
マ
ダ
ム
・
フ
ォ

ソ
・
ク
リ
ュ
ー

ガ
ー

に
別
れ
を
告
げ 、

午
前
十
時
三
十
五
分

発
の
汽
車
で
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
に
向
か
う 。

午
後
六
時
三
十
分
浩 、

す
ぐ
に

No .
8
L
u
nga
rno
 de
lla
 G
razia
の
マ
ダ

ム
・
シ
ミ

Ma
da
m
Si
mi
の
家
に
行
く 。

そ
こ
で
ナ
ボ
リ
で
別
れ
た
ウ
イ
リ
ス
夫
妻
の
一

家
と
再
会
す
る 。
(
..l::1
103)

聖
書
・

伝
道
書
印
刷
所
の
ウ
イ
ル
ス
所
長

Re
v .
Ja
mes
 B .
 
Wi
lls

を
51
Via
 di
 
Ser
ra
gli
に
訪
ね
る 。
ま
た

。ヒ
ッ

テ
ィ

宮
殿
内
の
パ
ラ
テ
ー
ナ
美
術
館
に
行
き 、

メ
デ
ィ

チ
家
の
収
集
し
た
絵
画
を
見
物
す
る 。

さ
ら
に
東
洋
学
者

校
に
行
く
が 、

遅
過
ぎ
た 。

実
に
多
忙
な 、
ハ
ー
ド
な
一
日
だ
っ
た 。
（
廿
11
0
3
)

の
Pro
f.
E
milio

 Teza

宛 ゜

(6) 

ピ
サ

③

女
子
高
校
宛

④
T
he
Director
 of
 the

り
T
he
Rector
 of
 Uni
v .
 of

 Ro
me

宛

再
び
訪
ね 、

教
育
関
係
者
へ
の
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
う 。
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1884年

六
月
六
日

c tO ,__. 

^
Pla
n
 
for
 C
h
urc
h
 Ass
ociati
o
n
 

の
。
フ
ィ
ニ

博
士

C.

P
ui
ni

を
訪
問
す
る
。
中
国
・

日
本
の
蔵
書
も
多
く、

礼
記
や
日
本
語
の
仏
典
を
訳
し
て
い
る
人

物
で
あ
る
。
（
廿674,

..1:::
11
03)

大
学
へ
行
き、

も
う
一

人
の
東
洋
学
者
セ
ベ
リ
ニ

博
士

Dr.

S
e
veri
ni
 

日
本
の
竹
取
物
語
を
訳
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

病
気
の
た
め
十
分
に
話
を
聞
け
な
か
っ
た
。

次
に
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ

大

語
の
教
師
で
あ
り、

彼
か
ら
学
校
の
制
度
・

教
科
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
く。

こ
の
学
校
は
イ
タ
リ
ア
西
北
部
の
ワ
ル
デ

ソ
シ
ャ
ソ
渓
谷
ト
レ
ペ
リ
チ
ェ
に
予
備
学
校
Pre
par
at
or
y
sc
h
o
ol
 

ね、

研
究
施
設
を
見
学
す
る
。

家
族
に
発
信。
（
怜
竺
2
8
1,

J:
11
03)
 

ジ
ャ
。ハ
ソ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
第
十
二
年
会
が
、

こ
の
日
よ
り
十
四
日
ま
で
大
阪
川
口
三
十
番
居
留
地
会
議
所
に
お
い
て
開

か
れ
る
。

七
日
（
二
日
目
）

の
午
前、

日
本
基
督
伝
道
会
社
委
員
の
松
山、

宮
川、

市
原
は
教
会
の
組
織
計
画

for
 C
h
urc
h
 Ass
o
ciati
o
n

に
つ
い
て
報
告
し、

同
日
午
後
の
会
議
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
。

It
 s
h
a
ll
 be
 for
 fe
ll
o
ws
hi
p
 a
n
d
 m
ut
u
al
 h
el
p.
 

A
 C
o
m.
 of
 fi
ve
 were
 el
e
cte
d
 to
 ma
k
e
 d
raft
 of
 
rul
es
 etc.
 etc.

Co
m.
 
M
ats
u
ya
ma,
 Ise,
 
Ic
hi
h
a
ra,
 
K
oz
a
ki,
 
Mi
ya
g
a
wa.

を
持
っ
て
い
る
と
い
う。

鉱
物
学
の
教
授
を
訪

T
his
 C
o
m.
 s
h
a
ll
 as
 cert
ai
n
 t
h
e
 o
pi
ni
o
n
 of
 t
h
e
 c
h
urc
h
es
 o
n
 t
h
e
 t
hr
ee
 fo
ll
o
wi
n
g
 poi
nts:
 a
n
d
 

r
e
p
ort
 at
 t
h
e
 n
e
xt
 A
n
n
u
al
 
M
eeti
n
g.
 

学
神
学
部
の
校
舎
の
裏
手
に
住
む
レ
ー
ベ
ル
博
士

Dr.

Re
vel
 

Pla
n
 

を
訪
ね
る
。

彼
は
同
校
の
ヘ

プ
ラ
イ
語、

ギ
リ
ツ
ア

＊

フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
に
六
日
間
滞
在。

を
訪
問
す
る
。

プ
ィ
ニ

博
士
よ
り
年
上
で
、
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六
月
上
句

ハ
月
十
日

六
月
九
日

六
月
八
日

六
月
七
日

(a)
 Na
me
 of
 Organization
 (b
)
 

Rule
 of
 Organization
 (c)
 Creed
 of
 Organization"
 

＊
こ
れ
は
た
ぶ
ん
組
合
教
会
の
結
成
へ
の
最
初
の
動
き
と
思
わ
れ
る
が、
後
考
を
待
ち
た
い。

午
前
中
ウ
フ
ィ
ッ
チ
美
術
館
で
過
ご
す。
午
後
は
ベ
ッ
キ
オ
宮
殿
へ
行
き、

Gy
mo
rat
を
訪
問
す
る。
夜
は
マ
ク
ド
ガ
ル
牧
師
の
快
適
な
家
で
過
ご
す。
(
J::1103)

再
び
大
学
に
行
ぎ、
前
回
見
ら
れ
な
か
っ
た
鉱
物
学、
地
質
学
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
見
学
す
る。
サ
ソ
・
マ
ル
コ
修
道

院
に
行
き、
そ
こ
で
J・
キ
ャ
ソ
ベ
ル
氏

ロ
ー
ラ
の
遺
品
や
個
室、

マ
ク
ド
ガ
ル
牧
師
の
家
で
三
晩
過
ご
す。

れ
る。
夜、

十一
時、

マ
ダ
ム
・
シ
ミ
の
家
で
過
ご
す。
(J:.1
103)

Ji
mmy
 C
ampbe
ll
 

ウ
イ
リ
ス
夫
妻一
家
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
向
け
出
発
す
る。
（
廿1103)

P.
 
Vi
llari
 (

E
2
4

|
e
)
 

サ
ポ
ナ
ロ
ー
ラ
の
火
刑
の
場
所
を
見
る。

と
知
り
合
い、
院
内
を
案
内
し
て
も
ら
う。

ま
た
素
晴
ら
し
い
フ
レ
ス
コ
画
な
ど
を
見
る。
キ
ャ
ソ
ベ
ル
氏
に
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
る。

朝、
フ
ー
ラ
ー
氏
に
案
内
さ
れ
て
Via
Cavour
通
の
眼
科
医
Dr.
Pardo
に
行
く
が、
不
在。
午
後
再
び
そ
こ
に

行
き、
目
の
診
察
を
受
け
る。
左
目
は
普
通、
右
目
は
十
四
番
と
処
方
さ
れ、
Via

Prof.
 

サ
ボ
ナ

Ce
metani
通
の
眼
鏡
屋
へ
行
ぎ、

十
五
番
の
眼
鏡
を
買
い、
十一
日
に
十
六
番
を
買
う。
大
聖
堂、
鐘
楼、
洗
礼
堂、
水
道
橋、
ベ
ッ
キ
オ
橋
を
見
る。

フ
ー
ラ
ー
氏
も
新
島
の
た
め
に
ヶ
ソ
プ
リ
ッ
ジ
の
友
人
に
手
紙
を
書
い
て
く

フ
ー
ラ
ー
氏
に
伴
わ
れ
て
サ
ボ
ナ
ロ
ー
ラ
の
伝
記
の
著
者
ヴ
ィ
ラ
ー
リ
栂
士

島
の
質
問
に
対
し
て
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
る。
（
廿
1103)

大
阪
島
之
内
教
会
に
お
い
て
上
原
方
立
の
按
手
礼
が
行
わ
れ
る。
（
怜2:
 586)
 

新
井
峯、
「
朋
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」
百
部
を
携
え
て、
伊
賀
上
野・
名
古
屋・
静
岡
で
遊
説
す
る。
（
怜
1

"

1

9
5
)

マ
ク
ド
ガ
ル
牧
師
John

Mc
Douga
ll
 

に
会
う。
新

の
礼
拝
に
出
る。

組
織
神
学
者
の
ジ
モ
ラ
ッ
ト
教
授

夜
は
フ
ー
ラ
ー
氏
H.
G.
 Fu
ller
が
来
訪、
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1884年

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

六
月
十
七
日

六
月
十
六
日

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

六
月
十
二
日

六
月
十
一

日

午
前
中
に
レ
ソ
ナ
教
授

Mic
hele

Lesso
na
 
を

Pl
azzo

Cari
g
ra
n
o
 に
訪
問、

午
後
も
う
一

度
訪
ね
る。

彼
は

（
ゆ6
心31,

�
10
 : 280,
 
J
い1
103)

3
"
286,
 
:@:6
 : 230,

」ぃ
11
03)

朝、 朝、

フ
ー
ラ
ー
氏
を
訪
ね、
一

緒
に
食
耶
を
す
る。

前
日
の
ヴ
ィ
ラ
ー
リ
博
士
と
の
会
見
ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
渡
さ
れ、

大
い
に
満
足
す
る。

フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
十
時
四
十
分
発
ー
↓
二
時
三
十
五
分。ヒ
サ
着。

駅
の
近
く
の

Hotel
de
 
Mi
ne,
 

r
va

に
入
る。

東
洋
学
者
の
テ
ザ
博
士
E.

Teza

を
訪
ね
る。
(
1:
1103)

ガ
リ
レ
オ
誕
生
の
家
を
見、

ピ
サ
の
斜
塔
に
登
る。

最
実
二
笹
紙
二
尽
し
難
く
候」
。

「
北
ハ
ア
ピ
ニ
ー
山
を
望
み、

西
ハ
地
中
海
を
見
下
ろ
し、

其
風

マ
ー
ケ
ッ
ト、

大
学
を
見
物。

そ
れ
よ
り
汽
車
で
六
時
間
半
か
か
っ
て
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

に
向
か
う。

ビ
サ
発
十
一

時
二
十
五
分、

再
び
博
物
館
へ
行
く。

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
着
五
時
四
十
分。

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
イ
ソ
・
カ
リ
グ
ナ
ノ
の

い
ち
ば
ん
高
い
と
こ
ろ
か
ら
市
街
を
一

望
す
る。

Hotel
de
 La
n
dres

に
一

泊。
（
怜3

贔85,

J:674,
 
J:
1103)

コ
ロ
ソ
プ
ス
の
銅
像
を
見
る。

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
朝
十
時
十
五
分
発、
1

01――
マ
イ
ル
走
っ
て
夕
方
五
時
十
分
に
ト
リ
ノ

に
着
く。

駅
に
近
い

Hotel
de
 Suisse

に
泊
ま
る。
（
ゆ3
"
286,

�5
羞27,

J::
1103)
 

メ
イ
ュ
牧
師
と
ウ
ォ
ー

カ
ー

牧
師

H.

Mei
ll
e,
 
Ro
bert
 
War
ker

を
訪
ね
る。
(
1:
1103)

（
怜

メ
イ
ュ
牧
師
の
フ
ラ
ソ
ス
語
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
礼
拝
に
出
席
す
る。

夜
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
牧
師
と
ア
シ
ス
タ
ソ
ト

の
マ
ッ
テ
ア
氏
が
説
教
し
た。

二
十
人
ほ
ど
の
粗
末
な
身
な
り
の
人
々
が
出
席、

ト
リ
ノ
で
開
催
中
の
大
博
覧
会
を
見
に
行
く。
（
怜3

心86,

290,
 
J::
1103)

メ
イ
ュ
牧
師
を
訪
ね
る。

ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
っ
た。

エ
ジ
プ
ト
博
物
館
に
行
く。

ア
メ
リ
カ
領
事
ザ
イ
ク
氏

Al
bert
S.
 
D.

Ne
y
k

を
3
5
Corso
 O
port
o
に
訪
ね
る。

ハ
ー

デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
書
く。
（
怜3

心909

怜6
筵29、

仕
1103)
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六
月
二

十
二

日

六
月
二
十
一

日

六
月
二
十
日

す
る
。

汽
車
と
ケ
ー
プ
ル
カ
ー
を
利
用
し
て
帰
る
。

T
h
e
 Direct
or
 of
 t
h
e
 Nati
o
n
al
 H
ost
 R
o
o
m
 a
n
d
 als
o
 a
 
c
o
u
n
ce
ll
er
 
of
 t
h
e
 to
w
n
 

語
を
話
せ
る
ト
ー
レ

博
士

A.

A.
 
T
o
rre
 (
C
ors
o
 Vittiri
o
 E
ma
n
u
el
e
 7
4)

を
紹
介
さ
れ
る
。
（
廿
11
03)

新
島
は
こ
の
日
付
の
入
っ
た
単
語
帳
を
残
し
て
お
り、

英
語
・

イ
ク
リ
ア
語
で

T
ori
n
o,

Pi
e
m
o
nt
e

な
ど
の
文
字
が

見
え
る
。
(
h89
0)

ト
ー
レ

博
士
の
案
内
で

Vi
a

P
0

通
か
ら
遠
く
な
い
市
中
に
点
在
す
る
ト
リ
ノ
大
学
の
諸
施
設
や
St.

J
o
h
n's
 H
os,
 

pit
al

を
見
学
す
る
。

ト
ー
レ

博
士
の
使
っ

て
い

る
世
界
で
最
高
レ
ベ
ル
の
顕
微
鏡
等
を
見、

五
時
間
も
か
け
て
親
切

に
学
内
を
案
内
さ
れ
る
。

お
礼
と
し
て
ホ
ソ
コ
ソ
で
買
っ
た
中
国
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
贈
る
。
（
怜
6

心3
0,

J::
11
03)

 

＊

ト
ー
レ
博
士
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と、

お
よ
び
大
学
・

病
院
を
見
学
し
た
こ
と
は
六
月
十
八
日
付
の
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
宛
書
簡
（
怜

6

忍3
0)

に
も
害
か
れ
て
い
る
が、

こ
こ
で
は
日
記
に
従
っ
た。

早
起
き
し
て

S
u
per
g
o
 

る
。

美
し
い
教
会
が
あ
り、

眺
め
も
素
晴
ら
し
く、

遥
か
に
広
が
る
ワ
ル
デ
ソ
シ
ャ
ソ

渓
谷
の
パ
ノ
ラ
マ

を
ス
ケ
ッ
チ

午
後
三
時
半
ト
リ
ノ
を
出
発、

P
e
lli
c
e

に
向
か
う。

同
六
時
二
十
分
に
到
着、

H
ot
el
l'
o
u
rs
 T
orre
 Pe
lli
c
e

に
入
る
。

経
営
者
は
英
語
の
話
せ
る

陽
気
な
男
で
あ
る
。

に
登
る
。

朝
早
い
た
め
ケ
ー
プ
ル
カ
ー
が
動
か
ず、

歩
い
て
登
る
。

頂
上
に
一

時
間
と
ど
ま

ア
メ
リ
カ
領
事
よ

り

休
雅
地
と
し

て
勧
め

ら
れ
て
い

た
ト
レ
・
ペ

リ
チ
ェ

T
o
rre
 

一

日
六
フ
ラ
ソ
。

ト
レ
・
ペ

リ
チ
ェ

は
ト
リ
ノ
の
西
南
に
あ
た
り、

大
学
と
女
学
校
が
あ
り、

住

民
は
プ
ロ
テ
ス
ク
ソ
ト
を
信
仰
し
て
い
る
。
（
曲
5

羞2
8,

�
6
 
:
 231,

...l::
11
03)

第
一

国
立
銀
行
京
都
支
店
と
明
治
専
門
学
校
〔
創
立
事
務
所
〕

と
の
間
で
預
金
に
関
し
契
約
を
結
ぶ
。
(
D
1
2)

選
挙
の
日
で
、

朝、

ト
ラ
ソ
ペ
ッ
ト
の
音
を
冊
く。

プ
ロ
テ
ス
ク
ソ
ト
教
会
へ

行
く。

午
後
か
ら
檄
し
い
降
雨、

雷、

で
あ
る
。

彼
か
ら
英
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1884年

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

木
曜
日、

午
後、

プ
ド
ウ
畑
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
に
囲
ま
れ
た
小
高
く
て
良
い
場
所
に
あ
り、

後
ろ
は
栗
林
に
な
っ
て
い
る
。
(
1:
11
03)

＊

新
島
は
こ
の
周
辺
の
こ
と
を
し
ば
し
ば
L
a
To
ur

と
呼
ん
で
い
る
が、

こ
れ
が

Torre
Pe
llic
e

の
別
称
な
の
か、

宿
所
周

辺
の
小
字
名
な
の
か、

あ
る
い
は
建
物
の
名
称
な
の
か
不
明
で
あ
る。

こ
こ
で
は
新
島
の
呼
び
方
に
従
う。

廿

筵67)

ソ

安
い
。

同
夫
人
は
下
宿
人
を
置
い
て
お
り、

夫
の
シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
氏
は
ワ
ル
デ
ソ
シ
ャ
ソ
大
学
の
講
師
で
、

ュ

ネ
ー
プ
ヘ

行
っ
て

留
守
だ
っ
た
。
（
朝
食
）

卵、

紅
茶。
（
廿
11
03)

に
滞
在
中
の
H
.

G
．
フ
ー
ラ
ー
氏
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
信、

た
ら
キ
ャ
ソ
ベ
ル
氏
を
訪
問
す
る
よ
う
に
勧
め
、

彼
の
こ
と
を
詳
し
く
紹
介
し
て
く
る
。
(
r2
44
0)

同
志
社
女
学
校
卒
業
式。

池
袋
清
風
は
自
分
お
よ
び
友
人
の
信
仰
経
歴
と
去
る
三
月
の
リ
バ
イ
バ
ル
履
歴
を
清
害
し
て

一

冊
(
-
―

六
葉
）

に
ま
と
め
、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
持
参
し、

新
島
に
送
る
よ
う
に
頼
む。
（
怜
1

羞34,
J
 93
ー

ジ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
夫
人
の
家
に
移
る
。

八
月
一

日
ま
で
滞
在。

町
か
ら
四
分
の
三
マ

イ
ル
離
れ
て、

H
otel
 C
o
nti
n
e
nt
al,
 
Mil
a
n
 

コ
ー
ヒ
ー
と
ミ
ル
ク

ツ
ャ
ル
ボ
ニ
＝
ー
ル
夫
人
の
経
営
す
る
^̂
Vi
ll
a

M
ol
ar
 

ス
ニ
ズ
よ
り
の
第
四
信、

留
守
宅
に
届
く。
(

D
1
2
)

（
デ
ィ
ナ
ー
）

肉

華
氏
七
0
度
〔
摂
氏
ニ
―
‘

二
度
〕。
（
h
11
03)

月
耀
日、

雨、

華
氏
六
六
度。

前
夜
は
三
時
半
ま
で
眠
れ
な
か
っ
た
。

ト
ロ
ソ

教
授

Pr
o
f.

Tr
o
n

と
ツ
ャ
ル
ボ
ニ
エ

ー
ル

氏
J
o
h
n

Da
ni
el
 C
ha
r
b
o
n
n
er

を
訪
ね
る
。
(
...l::
11
03)

雨
が
降
る
。

雨
上
り
は
山
の
緑
が
美
し
く、

素
晴
ら
し
い
眺
め
で
あ
る
。
(
J:
11
03)

へ

行
き、

下
宿
の
期
間
を
決
め
る
。

ホ
テ
ル
よ
り
―

フ
ラジ

（
夕
食
）

冷
肉、

ロ
ソ
ド
ン
に
行
っ
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七
月
一

日

六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
七
日

278,
 J
 93
ー
」ぃ

273)

同
志
社
英
学
校
卒
業
式、

正
科
十
名。

そ
れ
ぞ
れ
英、

邦
語
で
卒
業
演
説
を
す
る
。
（
怜
l

心52,
J
 93
|
廿

心69)

は
さ
ら
に
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
の
神
学
校
へ
進
む
と
い
う。

新
島
は
同
志
社
の
神
学
生
・

五
年
生
・

八
重
夫
人
に
手
紙
を
書

く。
(
」
11
03)

同
志
社
神
学
科
卒
業
式、

十
三
名
卒
業。

式
場
で
新
島
の
手
紙
（
ス

デ
ス
発、

＊

普
通
・
神
学
両
科
卒
業
生
に
宛
て
た
六
月
二
十
七
日
付
の
新
島
の
手
紙
（
怜3
る

286)

は
こ
の
年
八
月
二
十
日
前
後
に
到
落
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る。

若
者
や
白
髪
の
教
授
た
ち
百
人
以
上
と

A
n
g
ra
g
n
a

Hi
lls
ヘ
ビ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く。

午
後
五
時
出
発、

午
後
八
時
ご

ろ
帰
る
。

現
地
で
は
ト
ロ
ソ
教
授
が
お
祈
り
を
し、

講
話
を
す
る
。
（
廿
11
03)

五
月
九
日
付
）

が
読
ま
れ
る
。

日
曜
学
校
に
出
席
す
る
。

子
供
の
ク
ラ
ス
と
大
人
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
。

ト
ロ
ソ
教
授
が
説
明
す
る
。

し
か
し
シ
ス
テ
ム

は
良
く
な
い
。

会
員
は
二
百
人
で
、

そ
の
う
ち
八
十
人
の
子
供
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
。
（
廿
11
03)

同
宿
の
テ
ル
フ
ァ
ー
英
国
海
軍
大
佐
夫
妻

Ca
pt.
a
n
d
 
Mrs.
 J.
 Be
e
c
ha
m
 Te
lfer
 :;-.
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
子
供
た

ち
と

くa
n
d
eli
n
e

山
と

Caste
ll
eNN
0

山
に
近
い
丘
へ

遠
足
に
出
か
け、

楽
し
い
一

日
を
過
ご
す。

八
重
夫
人
に
発
信、

十
日
前
よ
り
フ
ラ
ソ
ス
国
境
近
く
の
ワ
ル
デ
ソ
シ
ャ
ソ
渓
谷
の
ト
レ
・
ペ
リ
チ
ェ
に
来
て
、

休
養

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜3
"
290,

J::1
103,
 
J
 93
1
廿
"
9-!)

ト
レ
・
ペ
リ
チ
ェ
よ
り
ボ
ス
ト
ソ
の
A
・
ハ

ー
デ
ィ
に
発
信、

医
学
校
を
設
け
る
た
め
ア
メ
リ
カ
で
募
金
し
た
い
こ

と、

す
で
に
J
.

C
・
ベ
リ
ー
博
士
と
連
名
で
要
請
し
た
通
り
で
あ
る
と
書
く。

ロ
ー
マ
の
テ
イ
ラ
ー
博
士、

ト
リ
ノ

ワ
ル
デ
ソ
シ
ャ
ソ
・

カ
レ
ッ
ジ
の

P
ro
moti
o
n
da
y
 

（
怜
3

の
行
事
が
四
時
か
ら
行
わ
れ
る
。

九
年
の
学
習
を
終
え
た
生
徒
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1884年

七
月
十
日

七
月
九
日

七
月
八
・

九
日

七
月
八
日

七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

七
月
四
日

七
月
ニ
・

三
日

す
こ
し
フ
ラ
ソ
ス
語
を
学
び
始
め
る
。
(
J::.11
03)

ほ
と
ん
ど
一

日
中
雨。
(
J::
11
03)

昼
食
後、

の
H
・
メ
イ
ユ
お
よ
び
R
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
牧
師、

6
ぃ

231,

�
10
:
 2809
」ぃ1
103)

ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ソ
の
H
・
ツ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
手
紙
を
出
す。

「
是
れ

こ
の
日、

新
島
襄
代
理
・

新
島
公
義、

山
本
覚
馬、

証
人
・

浜
岡
光
哲
の
三
名
の
調
印
を
も
っ
て、

第
一

国
立
銀
行
京

都
支
店
と
〔
募
金
取
り
扱
い
の
〕

条
約
書
を
取
り
交
わ
す。
（
怜
I

:

 

1

9
4
)
 

手
紙
を
書
く。
(
1:
1103)

ラ
・
ツ
ー
ル

L
a

T
o
ur

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
病
院
を
訪
ね
る
。

畑
の
プ
ド
ウ、

に
興
味
を
持
つ
。
（
廿
1103)

(
J:.
11
03)
 

Fe
n
es
 Tre
ll
o
 

出
迎
え
る
。
(
1:
11
03)

C
o
ll
e
ge
 of
 t
he
 v
a
lle
y
 

る
。
（
廿1
103)

コ
ー
ソ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
方
法

へ
行
ぎ、

午
後
六
時
二
十
分
ラ
・
ツ
ー
ル
に
帰
っ
て
く
る
。

テ
ル
フ
ァ
ー
夫
人
が
駅
ま
で

日
曜
日、

徴
兵
さ
れ
る
青
年
が
酒
を
飲
ん
で
、

大
騒
ぎ
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
フ
リ
ソ
ト
夫
人
に
発
信
す
る
〔
か
〕
。

中
村
栄
助
が
新
島
公
義
を
訪
問、

宗
教
上
の
こ
と
に
つ
ぎ
田
中
・

浜
岡
を
交
え
て
相
談
し
た
い
旨
を
述
べ

る
。

特
に
井
上
外
務
卿
と
北
垣
知
事
よ
り
示
談
せ
ら
れ
た
る
事
を
以
て
な
り」
(
D
1
2)

を
訪
問、

ト
ロ
ソ
教
授
の
案
内
で
構
内
を
見
学
す
る
。

女
学
校
の
新
し
い
建
物
も
見
学
す

テ
ル
フ
ァ
ー
大
佐
夫
妻
が
出
発
す
る
。

夫
妻
よ
り
仏
英
辞
典
を
も
ら
う。
(
h
11
03)

(
怜
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七
月
十
一

日

七
月
十
二
日

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

七
月
十
五
日

七
月
十
七
日

七
月
十
九
日

七
月
二

十
日

七
月1
-

t
-

13

七
月
十
八
日

七
月
十
六
日

案
内
す
る
。
（
ゆ
1

心5
4,

33
5,
 D
1

2
)
 

祈
躊
会、

い
つ
も
の
よ
う
に
素
っ

気
な
い
も
の
だ
っ
た
。
（
廿
11
03)

か
う
予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
（
曲3

心
9
2
)

日
曜
日、

、
ス
・

ヒ
ド
ソ
に
発
信
す
る
〔
か
〕
。
（
廿1
103)

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
婦
人
二
人

Miss
es
S
h
a
n
d
e

が
来
る
。

ベ

リ
ー
博
士、

都
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
手
紙
を
杏
く。
（
廿
11
03)

（
廿1
103)

ロ
ン
ド
ン
の
ベ
ア
リ
ン
グ
商
会

B
ari
n
g

B
rot
h
er
 &
 C
o.
 

松
山
高
吉、

伊
勢
時
雄
に
発
信、

小
崎、

よ
り
五
十
ボ
ン
ド
の
小
切
手
を
受
け
取
る
。

ト
レ
・
ペ

リ
チ
ェ

に
滞
在
中
の
こ
と、

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
経
由
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ヘ

向

ベ
ア
リ
ン
グ
商
会
へ
五
十
ボ
ソ
ド
の
領
収
書
を
送
り、

そ
の
こ
と
を
A
・
ハ

ー
デ
ィ
に
も
知
ら
せ
る
。

伊
勢、

松
山、

ジ
ェ
ン
ク
ス
に
手
紙
を
書
く。
(
h
11
03)

若
い
人
々
と
プ
ラ
ン

Pl
a
n
s

と
い
う
と
こ
ろ
へ

遠
足
に
行
く。
(
J::
11
03)

八
重
夫
人、

ミ
ス
・

ク
ル
カ
ッ
ト
、

京

こ
こ
五、

六
日、

室
内
は
華
氏
八
0
1
八
五
度
で
あ
る
。

暑
く、

不
快
で
息
苦
し
い
。
(
J::
11
03)

ま
で
走

加
藤
弘
之
東
京
大
学
総
理、

折
田
彦
市
大
阪
中
学
校
長
が
同
志
社
を
視
察
す
る
。

下
村
孝
太
郎
と
新
島
公
義
が
校
内
を

ミ
ス
・

シ
ャ
ソ
ド
に

Ba
b
bi
a

ま
で
馬
車
ド
ラ
イ
プ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う。

有
名
な
牧
場
の

Se
b
o
ar
d

る
。
(
J:
11
03)

安
息
日、

新
島
の
計
画
し
て
い
る
未
来
の
医
学
校
の
た
め、

ミ
ス
・

シ
ャ
ソ
ド
が
ニ
ボ
ソ
ド
を
寄
付
す
る
。
(
J::
11
03)

パ

リ
か
ら
来
た
ア
ッ
ピ
ア
牧
師

Mr.

A
p
pi
a

に
、

仲
問
と
一

緒
に
ロ
ー
ラ

R
or
a

を
越
え
た
と
こ
ろ
ま
で
行
こ
う
と
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1884年

七
月
二
十
七
日

七
月
二
十
六
日

他
の
人
々
と
一

緒
に
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
（
廿
11
03)

す
こ
し
具
合
が
良
く
な
る
。
(
J::1
103
)

に
お
礼
を
す
る
。
(
J::
11
03
)

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
五
日

誘
わ
れ
る
。

朝
十
時
半
出
発、

途
中
で
昼
食
を
取
り、

ロ
ー
ラ
の
教
会
の
モ
レ
ル
氏

Eart
hi
n
g

M
or
el

に
＞
ポ
ー

ア

R
e
v
oirs

で
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
馳
走
に
な
る
。

夜、

悪
寒
を
感
じ
る
。

彼
の
山
小
屋
で
泊
ま
る
が、

ラ
パ
で
送
っ
た

は
ず
の
厚
い
コ
ー
ト
と
ツ
ョ
ー
ル
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

乾
草
を
被
っ
て
寝
る
。
（
ゆ5
ぃ

328,

...1=
11
03)

ナ
ボ
リ
よ
り
の
第
六
信、

留
守
宅
に
届
く。
(
D
1
2)

朝
四
時
に
起
き、

散
歩
す
る
。

昼
食
の
後、

発
熱、

中
で
歩
け
な
く
な
り、

（
怜
3

日
当
た
り
の
良
い
ベ
ッ
ド
で
休
み、

午
後
四
時
帰
途
に
つ
く。

途

ロ
ー
ラ
の
モ
レ
ル
夫
人
方
に
泊
ま
る
。
（
廿
11
03)

財
布
を
な
く
し
た
こ
と
に
気
付
き
ア
ッ
ピ
ア
牧
師
に
借
り
て
宿
代
を
支
払
う。

二
人
の
道
連
れ
と
ロ
バ
で
出
発、

午
前

十
時
に
ラ
・
ツ
ー
ル
に
帰
る
。

午
後
よ
り
再
び
発
熱。

財
布
は
前
夜
寝
た
乾
草
の
中
か
ら
出
て
き
た
。

発
見
者
の
少
女

新
島
公
義
・

中
村
栄
助
の
二
人
は
北
垣
知
事
の
私
宅
に
呼
ば
れ、

同
志
社
の
生
徒
が
仏
僧
と
争
乱
の
な
い
よ
う
に
注
意

さ
れ
る
。
(
D
1
2)

ベ
ラ
医
師

Dr.

Vela

の
診
察
を
受
け、

二
時
間
お
き
に
キ
ニ
ー
ネ
を
飲
み、

や
っ

と
人
心
地
が
つ
く。

こ
の
頃、

く
つ
か
の
随
想
を
書
き、

こ
の
日
は
「
人
物
批
評
の
法」

を
手
帳
に
記
す。
（
廿
11
03,

C
4
:
1
54)
 

八
重
夫
人
に
発
信、
「
日
本
の
兄
弟
よ
り
一

通
の
書
も
な
く
…
…
教
師
方
よ
り

も
亦
何
の
音
信
も
な
し、

さ
す
が
に
長

く
外
国
に
も
遊
び
堪
忍
強
き
襄
之
身
も
か
く
久
し
く
家
郷
の
音
信
な
ぎ
時
は
随
分
…
…
心
配
申
候」

と
記
す。

29-!,
 
1:
11
03)
 

し
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八
月
三
日

八
月
二
日

八
月
一

日

七
月
二
十
九
日

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一

日

七
月
二
十
八
日

女
宛
の
小
包
み
を
託
す。
（
や3

心98,

...1::
11
03)

田
辺
次
郎
1

、

R
e
v.
 
Mr•

D.
 
T
u
ri
n
o
 

H
ot
el
 
d
e

 S
uiss
e

 

の
義
理
の
息
子
）

に
会
っ
た
。

す
ぐ
に
彼
の
家
に
招
か

に
招
か
れ
る
。

彼
の
息
子
の
案
内
で
、

む
か
し
迫
害
さ
れ
た

二
十
五
ー
ニ
十
七
日
の
三
晩、

睡
眠
薬
を
飲
ん
で
寝
る
|'
|
ba
d
rest!

二
十
一

日
に
泊
ま
っ
た
山
小
屋
の
ス
ケ
ッ
チ

と
そ
の
説
明
を
書
く。

父、

夫
人、

新
島
公
義、

市
原
盛
宏
に
手
紙
を
出
す
。
（
廿1
103)

大
西
洋
航
路
の
船
会
社
l
n
n
m
a
n

Li
n
e
 C
o.

に
手
紙
を
書
く。

A
・
ハ

ー
デ
ィ
よ
り
来
信。
（
廿1
103)

に
泊
ま
る
。

ln
n
ma
n
 Li
n
e
 C
o.
 

へ

行
く。
（
廿
11
03)

（
ミ
ラ
ノ
の
D
・
ツ
ュ

リ
ノ
牧
師

に
各
発
信。

シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
夫
人
は
子
供
を
連
れ
て
夫
に
会
い
に
ス
イ
ス

A
n
gre
g
n
a

 Hi
ll

の
ベ

ネ
ッ
ト
牧
師

P
ast
or

B
e
n
n
et

 

人
々
が
隠
れ
て
い
た
洞
窟
を
見
に
行
く。

ベ

ネ
ッ
ト
牧
師
の
家
に
帰
る
と、

そ
こ
で
ゲ
ッ
ツ
ロ
フ
氏

Osca
r

G
o
etsl
of
 

れ、

夕
食
を
ご
馳
走
に
な
る
。

地
方
行
政
や
税
制
の
話
を
聞
く。
(
J:
11
03)

午
前
五
時
五
十
五
分
の
汽
車
で
ラ
・
ツ
ー
ル
（
ト
レ
・
ペ

リ
チ
ェ
）

を
出
発、

再
び
ト
リ
ノ
の

マ

ダ
ム
・

ツ
ャ
ル
ポ
ニ
エ
ー
ル
に
百
七
十
フ
ラ
ソ
余
を
郵
便
為
替
で
送
り、

メ
イ
ュ

牧
師
を
訪
ね
て
、

彼

ト
リ
ノ
午
前
六
時
十
分
発、

ミ
ラ
ノ
十
一

時
四
十
八
分
箔。

大
聖
堂
近
く
の

Al
ber
g
o
d
e
ll
e

 G
a
ll
e

に
宿
を
取
る
。

A
n
gre
g
n
a

で
会
っ
た
0
・

ゲ
ッ
ツ
ロ
フ
氏
の
義
父
ッ
ュ

リ
ノ
牧
師
を

5
1

Vi
a
 T
ori
n
o

 に
訪
ね
る
。

そ
こ
で
三
十

七
年
間
ユ

ダ
ヤ
人
に
宣
教
し
て
い
る
ウ
ー
フ
ァ
ー
氏

Ca
rl
o

U
fer

コ
ソ
ス
タ
ソ
チ
ノ
ー
プ
ル
の
バ
イ
プ
ル
・
ハ

ウ
ス

の
ヘ
ッ
ド
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
ト
ム
ソ
ソ

博
士

Al
e
x.

T
h
o
m
ps
o
n

お
よ
び
新
島
が
イ
ク
リ
ア
徴
兵
法
を
翻
訳

す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
ベ
ル
ゴ

グ
リ
オ
教
授

Ces
are

Ber
g
o
gli
0

に
会
う。
(
J:11
03)

午
前
中、

ワ
ル
ド
脈
教
会
の
礼
拝
に
出
席
し、

午
後
は
そ
の
教
会
の
日
羅
学
校
を
見
学
す
る
。

静
か
に
休
息。

ッ
ュ

リ
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八
月
六
日

年488ー

八
月
五
日

八
月
四
日

午
後、
ア
ン
ダ
ー
マ
ッ
ト
か
ら一
マ
イ
ル
四
分
の
一
ほ
ど
の
ホ
ス
ペ
ン
ク
ル

へ
向
か
う。
山
す
そ
を
廻

↓

S
t.

早
朝、
ミ
ラ
ノ
を
出
発、
汽
車
で
ス
イ
ス
に
向
か
う。

昼
食
と
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
る。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
ニ
ル
回
廊
Ga
lleria
Vittorio
 E
mmanuele
 へ
行

フ
ー
ラ
ー
氏
と
別
れ
る。
ツ
ュ
リ
ノ
夫
人
に

フ
ー
ラ
ー
氏
と
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
で
朝
食
を
済
ま
せ
た
の
ち、

ノ

夫
人
に
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
る
。
(
h
11
03)

G
.
H
・
フ
ー
ラ
ー
と
共
に
大
聖
堂
を
見
学
す
る。
そ
こ
で
A
・
ト
ム
ソ
ソ
博
士
に
出
会
う。
建
物
や
美
術
品
の
素
睛

ら
し
さ
に
感
嘆
す
る。
こ
の
日、
綽
っ
て
い
た
た
め
ア
ル。フ
ス
山
脈
は
見
え
な
か
っ
た
が、
町
の
様
子
は
良
く
わ
か
る。

ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
レ
・
グ
ラ
ツ
ィ
エ
教
会
S.

Maria
 de
lle
 Grazie
へ
行
き、

を
見
る。
次
に
プ
レ
ラ
絵
画
館
Brera
picture
 gallery

等
へ
行
き、

(
..1::
1103)
 

新
島
の
第
七
報、
留
守
宅
に
届
く。
(
D12)

フ
ー
ラ
ー、
キ
ャ
ソ
ベ
ル
両
氏
の
案
内
で
サ

ダ
・
ビ
ソ
チ
の
「
最
後
の
晩
餐」

く。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
人
々
が
朝
か
ら
ビ
ー
ル
を
飲
み、
女
性
が
夫
と
来
て
い
る
の
を
見
て、

Milano

|
↓
via
 Havivil

!
Chiasso
 (Lake
 Co
mo)
こ
こ
で
A
・
ト
ム
ソ
ン
博
士
と
会
い、
Goschenen

ま
で
同
車
す
る
ー
↓
Lugano
ー

Be
llinzona
|
↓
Ai
rola
(south
 end
 of
 the
 tunnel)
 

Go
tthard
 tunnel
〈14.
9k
m,
22
0-〉
ー'

Goschenen
C-f
•)
 �'
島、
臣空
卑
で
ア
ソ
ダ
ー
マ
ッ
ト
Ander
ma
tt

の
ホ
テ
ル
・
オ
ー
バ
ー
ア
ル
プ
Hotel
Oberalp
に
行
ぎ、
そ
こ
で
泊
ま
る。
（
廿
1103)

Hospental
 

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る。

っ
た
ホ
ス
ペ
ソ
タ
ル
側
は
ジ
グ
ザ
グ
の
道
で
あ
っ
た
が、
新
島
は
ア
イ
ロ
ロ
に
向
か
う
ド
イ
ツ
人
カ
メ
ラ
ー
氏
Max

Ka
mmerer
と一
緒
に
〔
サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
ヘ
の
道
を〕
登
る。
峠
の
手
前一
・
五
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
で
呼
吸
困
難
と
な
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八
月
九
日

八
月
八
日

八
月
七
日

医
者
に
診
て
も
ら
う
た
め
ル
ツ
ェ
ル
ソ
ヘ
向
け
出
発
す
る。

入
相
の
空
に
あ
は
れ
を
添
へ
る
な
り
遠
山
寺
の
声
々

入
相
の
鐘
の
音
な
に
の
心
あ
る
や
問
ふ
人
も
な
し
深
山
路
の
た
び

り、
進
め
な
く
な
っ
た。
ド
イ
ツ
人
と
別
れ
て
休
み
休
み
峠
に
た
ど
り
着
く。
し
か
し、
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
る

の
で
峠
の
ホ
テ
ル
Hotel
du
 
Mont
 Prosa
に
投
宿、
医
者
が
居
な
い
の
で、
プ
ラ
ソ
デ
ー
を
ひ
と
さ
じ
飲
ん
だ
り、

カ
ラ
シ
の
軟
脊
を
胸
と
首
に
塗
っ
た
り
し
て
応
急
の
処
置
を
す
る。
惨
め
な
状
態
の
中
で
ス
ケ
ッ
チ
用
の
画
用
紙
二
枚

に
英
文
の
遺
書
を
書
く。
万一
の
場
合
ミ
ラ
ノ
の
ツ
ュ
リ
ノ
牧
師
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
の
A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
通
知
す
る
よ

う
頼
ん
だ
も
の
で
あ
る。
夕
方
よ
り
小
康
を
得
て
眠
る。
（
ゆ5
羞28,

3t
l0:
 291,
 
J:1
103,
 
J:1236)
 

＊
英
文
日
記
(
J:
1103)
と
（
怜lo)
の
記
述
に
は
若
千
の
違
い
が
あ
る。

行
先
を
我
墓
な
り
と
思
ふ
身
も
故
郷
こ
ひ
し
入
相
の
鐘

具
合
は
少
し
良
く
な
っ
た
が、
歩
け
な
い
の
で、

ロ、
二
十
フ
ラ
ソ。
午
後一
時
頃、

pass
 

1103)
 

(
J:1
103)
 

ア
イ
ロ
ロ
か
ら
馬
車
を
呼
び、
ア
ソ
ダ
ー
マ
ッ
ト
ヘ
帰
る。
十
ニ
キ

ア
ン
ダ
ー
マ
ッ
ト
に
着
き、
こ
の
日
は
ず
っ
と
休
養
を
す
る。
フ
ル
カ
峠
Furca

ま
で
駅
馬
車
で
行
き
た
か
っ
た
が、
再
び
心
臓
発
作
を
起
こ
す
と
い
け
な
い
の
で、
諦
め
る。
（
ゆ10:
292,
 
J:

Ander
ma
tt
 (8:
 45
 a.
 m.
)
ー
↓
Goschenen

-
Fluelen
ー
↓
Lake
of
 Luce
rne
 (
Victoria
 �)
 
til
ltlr
|
↓

Luce
rne (1:25
 a.
 m.
)
 Gasthof
 z
um
 
Weissen
 Kreuz
 7'
13
0

（
ゆ�6
＂

233̀

」
1103)

午
前
中
ス
ト
ッ
カ
ー
博
士
に
診
察
し
て
も
ら
う。
心
臓
は
あ
ま
り
健
全
な
状
態
で
は
な
い
の
で、
あ
ま
り
歩
か
ず、
二、

三
日
静
槌
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
る。
'^
He
gave
 me
 so
mething

ーsleep
and
 rest.̀
．
町
を
歩
い
て
い
て
偶
然
マ
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年84

八
月
十
七
日

8
 
ー

朝、

八
月
十
六
日

を
し
く
も
か
な
と
残
る
月
影
（
怜3
心96)

八
月
十
三
日

ル
ツ
ェ
ル
ソ
よ
り
新
島
公
義
お
よ
び
父
に
手
紙
を
書
く。

1
2
)
 

ダ
ム
・
ヘ
ー
ル
フ
リ
ガ
ー

Mad
am
Kost
 Haelfliger

の
経
営
す
る
ペ
ソ
ッ
ョ
ソ
を
見
つ
け
る。
一
日
六
フ
ラ
ソ
と

安
く、

小
ぎ
れ
い
で、

食
事
も
良
く、

静
か
で、

今
ま
で
で
い
ち
ば
ん
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る。

午
後
移
る。
（
廿
1103)

バ
ー
ゼ
ル
の
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ハ
ウ
ス
お
よ
び
シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
夫
人
に
発
信。
(
h
1103)

サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
峠
で
起
こ
っ
た
去
る
六
日
以
来
の
出
来
事
に
つ
い
て
手
記
を
書
く。
（
怜
6

心
3
2,

�
1
0
 :
 2
9
1
)
 

静
か
な
安
息
日
で
あ
る。

雪
を
被
っ
た
山
々
や
眼
下
に
広
が
る
緑
の
湖
が
美
し
く、

慰
め
ら
れ
る。
（
廿
1103)

具
合
は
少
し
良
い
が、

医
師
に
診
て
も
ら
う
ま
で
は
静
か
に
し
て
い
る。

午
後、

心
臓
の
診
察
を
す
る。
三
時
間
お
ぎ
に
飲
む
よ
う
薬
を
く
れ、

十
五
日
ま
で
は
あ
ま
り
動
か
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
る。

1103)
 

チ
ー
ズ
の
作
り
方、

明
治
専
門
学
校
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
開
か
れ、

日
新
島
帰
国
ま
で
新
島
公
義
が
仮
責
任
者
と
な
る

3
 

ス
イ
ス
の

ー3

⇔
毎
月
二
十一

日
を
理
事
委
員
の
会
合
日
と
定
め、

浜
岡
・
中
村
は
毎
月
一
の
日、
新
島
宅
に
集
ま
る
こ
と
を
定
め
る。
（
怜
1
:
 
1
9
5,
 
D

そ
び
え
た
つ
亜
爾
辺
や
ま
の
頂
き
に

心
臓
の
う
え
あ
た
り
に
膏
薬
を
は
る。

具
合
が
良
い。
(
J:
1103)

八
重
夫
人
に
発
信、

文
中、
St•
Gotthard
を
サ
ソ
ゴ
ク
ー
ル
と
フ
ラ
ソ
ス
読
み
で
書
く。
（
怜3
誌99)

ス
ト
ッ
カ
ー
博
士
の
診
察
を
受
け
る。

J
・
シ
ャ
ル
ポ
ニ
エ
ー
ル
か
ら
来
信。

高
等
教
育
に
つ
い
て
の
資
料
を
集
め
る。
（
曲6
心33,

1E:
10
 : 29
4,
 

1:
1103)

'

I

 feel
 myse
lf
 si
mply
 
week
 

ル
ツ
ェ
ル
ソ
滞
在
中、

ス
イ
ス
の
気
湿、

建
物
に
つ
い
て
の
説
明
を
書
く。
(
L
 

八
月
十一
日

ス
ト
ッ
カ
ー
博
士
が
往
診
に
来
て、

八
月
十
日



八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
二
日

八
月
二
十
一

日

八
月
二
十
日

八
月
十
九
日

午
前
中、

ス
ト
ッ
カ
ー
博
士
を
訪
ね
る
。

心
臓
の
左
部
が
悪
い
の
で
、

ら
う。
(
1:
11
03)

H
ot
el
 Sc
hi
ff
 

た
と
え
鉄
道
で
も
長
旅
は
し
な
い
ほ
う
が
良
い

と
言
わ
れ
る
。

静
か
に
し
て
お
れ
ば
短
期
間
で
治
る
が
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
長
び

く
だ

ろ

う。

五
日
分
の
水
薬
を
も

「
山
之
上
に
蒸
汽
船
と
波
止
場
あ
り、

其

よ
り
直
に
蒸
気
車
に
乗
り
候
故
二

何
之
苦
も
な
く
一

時
間
余
り
に
て
山
の
頂
上
迄
登
申
候」
（
怜3

羞
00,

J:
11
03)

こ
の
日
付
の
『
福
音
新
報
』

に
新
島
が
京
都
第
二
教
会
で
行
っ
た
説
教
「
衣
服
ヲ
売
リ
テ
刀
ヲ
買
フ
ペ
シ
」

掲
載
さ
れ
る
。

第
八
信、

留
守
宅
に
届
け
ら
れ
る
。
（
怜
2
:
1
67,
 D
1
2)
 

ル
ツ
ェ
ル
ソ
を
出
発、

チ
ュ

ー
リ
ヒ
に
行
く。

駅
の
近
く
の
ホ
テ
ル
・

ナ
チ
ォ
ナ
ー
ル
に

泊
ま
る
。

高
す
ぎ
る
。
「
日

本
よ
り
の
手
紙
あ
る
や
と
郵
便
局
に
相
尋
ね
候
に
一

通
も
無
く
数
千
里
も
隣
の
如
く
に
思
ふ
襄
も
如
此
出
発
以
来
故
郷

の
便
を
聞
か
さ
る
に
は
甚
閉
口
仕
候」
。

チ
ュ

ー
リ
ヒ
で
は
大
学
と
幼
稚
園
を
見
学
す
る
。
（
怜3
:
 301,
 
J::
11
03)

チ
ュ

ー
リ
ヒ
を
出
発、

夜
八
時
頃
バ
ー
ゼ
ル
に
到
着、

B
ar
ftirs
ess
pl
atz

の

良
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ハ

ウ
ス
で
泊
ま
る
よ
う
招
か
れ
る
。
(
J::
11
03)

の
要
旨
が

に
泊
ま
る
。

安
く
て

こ
の
朝、

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ハ

ウ
ス
に
日
本
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
り
に
行
く。

日
本
よ
り
は
一

通
も
な
く、

米
英
国
よ

り
三
通
の
手
紙
を
受
け
取
る
。
「
旅
行
先
に
而
故
郷
之
土
11

面
な
き
程
さ

み
し

き
事
は
あ
る
ま
じ
…
…」

こ
の
「
宜
教
師

を
送
る
の
局
…
…
は
私
の
思
ひ
候
よ
り
広
大
な
る
者
に
し
て
…
…
此
局
に
客
部
屋
あ
れ
ば
其
処
に
泊
ま
る
可
し
と
局
長

よ
り
勧
め
ら
れ
候
故」

早
速
こ
こ
に
移
る
。
（
怜3

羞
02,

J::1
103)
 

＊

こ
の
ミ
ッ
ツ
ョ
ソ
・
ハ
ウ
ス
は
バ
ー
ゼ
ル
外
国
伝
道
協
会
本
部
の
こ
と
で
、

「
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
に
よ
っ
て

経
営
さ

れ、

宜
教
師
を
西
ア
フ
リ
カ
、

イ
ソ
ド、

中
国
等
に
送
っ

て
い
た。

多
く
の
宜
教
師
の
家
族
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
て
、

子
供
た
ち

ル
ッ
ニ
ル
ソ

湖
の
北
岸
に
あ
る
リ
ギ
山
（
五
九
0
八
フ
ィ
ー
ト
）

に

登
る
。
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九
月
十
日

年84

九
月
九
日

8
 
ー

九
月
三
日

九
月
四
•

五
日

D
.
C
・
グ
リ
ー
ソ
と
N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

と
く
に
ク
ラ
ー
ク
宛
の
書
中、

J
・
ヘ
ッ
セ
牧
師
が
宜
し
く
と

の
こ
と、

ポ
ソ
で
は
大
学
を
見
た
だ
け
で
あ
る
こ
と、

こ
の
朝、

月
中
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
の
船
に
乗
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と、

ド
よ
り
ニ
ポ
ソ
ド、

十
ペ
ニ
ー
の
寄
付
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
す。
（
曲6

心
3

4
)

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
ヘ
向
か
い、

今

イ
タ
リ
ア
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
人
の
ミ
ス
・
シ
ャ
ン

マ
イ
ソ
ツ
に
近
い
モ
ス
バ
ッ
ハ
で、

あ
る
家
族
か
ら
京
都
の
医
学
校
の
た
め
に
四
十
一
マ
ル
ク
四

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
至
り、

Hotel
4
 Natio
ns
 Stati
o
n

 de
 Nor
d

に
泊
ま
る。
(
J:
11
03)

11
03)
 

ロ
ソ
ド
ソ
着、
Sarace
n'
s
Hea
d
 In
n,
 
Nort
h
u
m
be
rl
a
n
d
 A
lle
y,
 
Fe
wc
h
urc
h
 Str.
 

新
島
公
義
に
発
信、

十
八
日
に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
発
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る。
（
ゆ6
:
235)
 

新
島
の
第
十
信、

留
守
宅
に
届
く。

第
十
学
期
の
入
学
試
験
を
開
始
す
る。
（
怜2

心
5
4,

D12)
 

島
公
義
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
る。
（
ゆ6

心35,

J::
11
03)
 

九
月
七
日

九
月
六
日

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ホ
テ
ル

Wei
mar
 Hotel

泊゚

ハ
ー
デ
ィ
、

九
月
l

日

ボ
ン
滞
在、

R
hi
n
ec
k
Hotel
 l＝
日
ま
で
。
（
廿
11
03)

八
月
二

十
九
日

こ
の
日
よ
り――-
+
―

日
ま
で
旧
知
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

八
月
二

十
八
日

の
た
め
の
学
校
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た
が、

ヘ
ル
マ
ソ
・
ヘ
ッ
セ
の
父
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヘ
ッ
セ
は
そ
の
学
校
の
先
生
を
し
て
い
て
：·

・・・
ヘ
ル
マ
ソ
・
ヘ
ッ
セ
は
当
時
七
歳
で
小
学
校
の
二
年
生
ぐ
ら
い
」
だ
っ
た
と
い
う。
(
C

11
:
 
258)
 

バ
ー
ゼ
ル
か
ら
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ソ
ツ
に
行
き、
P
falzer
Hotel

に
泊
ま
る。
（
廿
1103)

Street

の
家
に
滞
在
す
る。
（
廿
11
03)

Hei
nric
h
 Sc
h
nei
der,
 Sc
hrei
ner
 32
 Ne
ro

フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
手
紙
を
書
く。

に
泊
ま
る。

領
事
館
で
新

(
L
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九
月
二
十
八
日

九
月
十
八
日

九
月
十
二
日

九
月
十
四
日

九
月
十
五
日

九
月
二
十
九
日

一
、
一
一
の
友
人
を
訪
ね、

午
後
三
時
の
汽
車
で
ニ
ュ

ー
ヘ

イ
プ
ン
に
向
か
う
。

夕
方
六
時
半
到
着、

ベ
ニ
ュ

ー
に
あ
る
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ボ
ー
ク
］
総
長
を
訪
い
、

家
族
ら
に
暖
か
く
迎
え
ら
れ
る
。

そ
の
夜、

ボ
ー
タ
ー

総
長
が
す
っ
か
り
疲
れ
る
ま
で
（
夜
十
時
ま
で
）

京
都
の
学
校
の
こ
と、

キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
駐
在
ア
メ
リ
カ
公
使
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大

学
の
課
程
表、

そ
の
他
の
文
書
を
送
っ
て
く
る
。
（
怜3
"
3
03,

J::673,
 
J::67
 4, 
J::
11
06,
 
T
244�)
 

け
始
め
る
。
（
ゆ3
:
 303,
 
J:::673,
 
1::
67
 4, 
1::
11
06)

街
の
シ
ャ
ー
マ
ソ
・
ハ

ウ
ス

彰
栄
館
開
場
式、

同
志
社
第
十
学
期
を
開
業。
（
怜l
"
2
55)

大
山
代
理
公
使、

陸
奥
宗
光
に
会
う
〔
か
〕。
（
廿
11
03)

ト
レ
・
ペ

リ
チ
ェ
で
知
り
合
っ
た
テ
ル
フ
ァ
ー
大
佐
を

O
a
kl
a
y
Str.,
 
C
h
el
se
a

に
訪
問
す
る
。
(
h
11
03)

新
島
公
義
に
発
信、

二
、

三
日
前、

Int
e
rn
ati
o
n
al

Healt
h
 
E
x
hi
biti
o
n

に
行
っ
た
こ
と、
（
そ
こ
で
手
島
精
一
・

永
井
久
一

郎
に
会
う
）

M
et
ro
p
olit
a
n

T
a
b
e
rn
a
cl
e

で

S
p
u
r
gi
o
n

牧
師
の
説
教
を
聞
い
た
こ
と、

領
事
館
で
デ
イ

ヴ
ィ
ス
、

ゴ
ー
ド
ソ
、

森
田、

ミ
ス
・

フ
ー
パ

ー
か
ら
の
手
紙
と
同
志
社
設
立
始
末
書
を
受
け
取
っ
た
こ
と、

十
八
日

に
イ
ギ
リ
ス
を
出
発
し、

二
十
五、

六
日
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
着
の
予
定
と
述
べ

る
。
（
曲
6

忍35,

J::
11
03)

こ
の
日
よ
り
十
八
日
ま
で
、

京
都
府
全
域
に
風
水
害。
(
H
l
4
:
1
73)
 

新
島、

In
n
m
a
n

Li
n
e

の

Cit
y
of
 B
e
rli
n

号
で
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
を
出
航
す
る
。
（
怜
5

羞
2
9,

J:67
4)
 

十
日
の
船
旅
を
終
え、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
港
到
着。

す
ん
な
り
税
関
を
通
る
。

係
官
に
二
分
の
一

ド
ル
渡
す
。
―――
十
一

番

S
h
er
m
a
n
 
H
o
u
s
e
 (一
・

ニ
五
ド
ル
）

で
泊
ま
る
こ
と
に
す
る
が
、

ベ
ッ
ド
が
悪
く、

眠
れ
な
い
の
で
、

夜
十
一

時
に
ニ
ュ

ー
ヘ

イ
プ
ン
線
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
移
る
。

こ
の
日
よ
り
新
し
い
英
文
の
日
記
を
付

ヒ
ル
サ
イ
ド
・

ア
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1884年

十
月
十
日

十
月
九
日

十
月
八
日

十
月
七
日

十
月
l

日

九
月

九
月
三
十
日

十
月
二
日

年
会
の
夕
方
の
会
合
で
五、

六
分
間
演
説
を

す
る
。

「
平
素
之
志
願
ヲ
陳
セ
ソ
ト
セ
ツ
ニ

登
図
ラ
ソ
身
体
非
常
二

疲
労

大
会
で
、

こ
の
日、

ク
ラ
ー
ク
博
士
「
自
活
に
つ
い
て
」

オ
ル
デ
ソ

博
士
「
キ
リ
ス
ト
教
の
献
金
に
つ
い
て
」

正
午、

、
ス
・

ヒ
ド
ン
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
6
"
23
6)

七
日
ま
で
A
・
ハ

ー
デ
ィ

家
で
過
ご
す。
（
廿
11
06)

よ
う
に
配
慮
す
る
。
（
怜3

羞
03)

を
見
て、

言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
喜
び
と
惑
激
を
覚
え
る
。
(
J::
673,

J::
11
0
6)

の
報
告

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
学
生
祈
藉
会
に
出
席
す
る
。

同
大
学
の

Di
vi
nit
y
sc
h
o
ol

に
同
志
社
創
立
当
時
の
学
生、

中
島
カ

造
が
留
学
し
て
い
る
こ
と
を
知
り、

面
会。

彼
の
部
屋
に
行
き、

二
時
間
ほ
ど
歓
談
す
る
。
（
廿673,

1::
11
0
6)
 

午
前
十
一

時
半、

ニ
ュ

ー
ヘ

イ
プ
ソ
を
出
発、

午
後
四
時
半、

ポ
ス
ト
ソ
に
到
着
す
る
。

車
窓
か
ら
十
年
ぶ
り
に
市
街

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
は
11

新
島
が
休
狸
の
た
め
に
来
米
し
た
の
だ
か
ら
“

と
諸
方
よ
り
の
招
待
を
断
り、

休
息
で
き
る

こ
の
月、

同
志
社
壱
銭
講
が
始
ま
る
。
〔
明
治
十
八
年
一

月
十
二
日
の
項
参
照
〕
（
廿249)

オ
ハ

イ
オ
州
コ
ロ
ソ
バ
ス
で
開
か
れ
る
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
第
七
十
五
年
会
に
出
席
す
る
た
め、

共
に
行
く。

ボ
ス
ト
ソ
の
オ
ー
ル
バ
ニ

ー
駅
で
同
大
会
に
出
席
す
る
ボ
ー
ド
の
人
々
に
会
う。

そ
の
中
の
一

人
ニ

リ
ス

氏

Mr.

E
llis

は
新
島
に
寝
台
車
券
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
す
る
。
（
怜l
o
"
295,

1:673,
 
1:
11
06)

コ
ロ
ン
バ
ス

到
着。

午
後
よ
り
大
会
が
開
か
れ、

出
席
す
る
。
（
廿673,

J:
11
06)

を
す
る
。

司
会
は
M
・

ホ
プ
キ
ン
ス

総
裁

Ma
r
k

に
し
て
も
ら
う。
（
仕
673,

J::
11
06)

A
・
ハ

ー
デ
ィ
と

H
o
p
ki
ns

ア
ナ
ー
バ
ー
大
学
の
エ
ソ
ジ
ェ
ル
学
長
に
会
う。

彼
は

ホ
テ
ル
ヘ

新
島
を
訪
ね
て
き
た
。

ホ
テ
ル
と
汽
車
の
中
で
は
A
.

c
・

ト
ム
ソ
ソ

博
士
、

バ
ー
氏

Mr.

B
urr
 U
親
切
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十
月
十一
日

十
月
十
二
日

十
月
十
五
日

十
月
十
七
日

十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
九
日

十
月
三
十
日

十
月
三
十一
日

ヲ

生
シ
、

又·:·：
友
人
ノ
勧
メ
モ
ア
リ
タ
ル
ニ
ョ
リ
少
々
日
本
ノ
情
況
ノ
ミ
ヲ
陳
ッ
テ
止
メ
リ」
（
怜
3

羞09)

州
立
盲
院
に
0
・
ケ
ー
リ
の
姉
サ
ラ
・
ス
ミ
ー
ド
夫
人
Sarah
S
mead
を
訪
問
す
る。
ミ
ス
〔
p
.
H〕
。ハ
ー
メ

ミ
ス

ヽ
リ
ー

E
・
タ
ル
カ
ッ
ト、
カ
ー
チ
ス
氏
に
も
会
う。
（
ゆ
10:
 295,
 
J:673,
 
J:1106)

大
会
が
終
了
し、
午
前
十一
時
半
コ
ロ
ソ
バ
ス
出
発、
翌
十
二
日
午
後
四
時
半
ボ
ス
ト
ソ
に
帰
る。
（
怜3:
 304,
 
J:673)
 

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
提
出
す
る
覚
書
を
書
き
始
め
る。
大
会
に
出
席
し
て
非
常
に
疲
れ
る。
（
廿673,

J:
1106)

大
阪
島
之
内
教
会
の
上
原
方
立
牧
師、
永
眠、
二
十
四
歳。
(
F
1
 
:
 85)
 

夕
方、
ト
レ
モ
ソ
ト
聖
堂
で
ム
ー
デ
ィ
ー
牧
師
の
宗
教
集
会
が
開
か
れ、
新
島
も
出
席
す
る。
超
満
員。

へ(and
not
 for
 me
 only
 but
 for
 the
 thirty,seven
 

神
学
科
の
村
井
知
至
•
竹
内
（
安
部）
磯
雄
の
二
人、
神
学
科
教
授
D
.

c
・
グ
リ
ー
ソ
に
不
満
を
い
だ
ぎ、
抗
議
の

*
（
J1
:

 118)
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
衰
任
を
と
っ
て
九
月
二
十
六
日
に
退
学、
と
あ
る。

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
運
営
委
員
会

ぎ
終
え
る。
そ
の
後、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ダ
ソ
バ
ー
ス
ポ
ー
ト
に
ソ
フ
ィ
ア
•
D
・
テ
イ
ラ
ー
未
亡
人
を
訪
問
し、

二
晩
泊
ま
る。
（
怜3
羞04,

:@;5
 : 333,
 
:@;6
 : 236,
 
:@;
10
 : 295̀
305,
 
J:.
1133)

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
発
信、
近
況
を
述
べ、
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
ヘ
行
く
こ
と
を
知
ら
せ
る。
（
曲6
心36)

正
午、
ダ
ソ
バ
ー
ス
ポ
ー
ト
を
出
発
し、
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
向
か
う。
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
シ
ー
リ
ー、
バ
ー
ク
両

教
授
に
挨
拶
を
し、
ヒ
ド
ソ
姉
弟
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る。
日
記
と
八
重
夫
人
宛
の
手
紙
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
す。

た
め
退
学
す
る。
(

J

93
|
r:
 191)
 P

rudential
 

million
 in
 Japan.'、
と
言
う。
(
E
ll)

は
新
島
の
た
め
に
祈
る
よ
う
提
案
す
る
が、

新
島
は

Co
mmittee
 of
 A.
 B.
 C.
 F.
 
M.
 

ム
ー
デ
ィ
ー

に
提
出
す
べ
き
覚
書
を
書
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1884年

十
一

月
一
日

十
一
月
二
日

十
月

ー
ド
が
行
わ
れ
る
。
（
廿673̀

J:
11
06)

人
を
訪
ね
る
。

午
後、

ド
ナ
ル
ド
氏
を
訪
う。
(
J:
11
06)

教
授
P
ro
f.
S
m
yt
h

と
夕
食
を
す
る
。
(
1::673,

1::1
106)

す
る
。

の
た
め
の
選
挙。ハ
レ

「
折
ツ
モ
此
日
ハ

十
月
三
十
一

日
ニ
ッ
テ、

調
度
廿
年
前
十
月
三
十
一

日、

初
テ
ア
ソ
ド
ワ
神
学
校
ロ
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
，

ア
カ
デ
ミ
ー
〕

二

入
学
シ
タ
ル
日
ニ
シ
テ、

寛
二

紀
念
日
ト
モ

申
ス
ベ
キ
日
ナ
リ
」

「
二
十
年
の
後
今
日
同
じ
処
同
じ

家
二

而
筆
を
把
り
此
文
を
認
む
る
私
の
心
中
如
何
計
り
か
感
謝
の
心
を
以
て
満
た
さ
れ、

此
数
な
ら
ぬ
私
に
如
此
も
深

ぎ
恵
み
を
示
し
賜
は
り
し
か
何
卒
御
察
し
可
被
下
候」
（
怜3

羞
06、

怜
5

羞3
4,

�
6
:
 23
7)
 

日
本
政
府
は
、

墓
地、

埋
葬
取
締
規
則
を
定
め、

自
葬
の
禁
を
解
く。
「
葬
式
も
自
由
に

な
り
し
由
信
者
方
に
は
大
喜

:̂
1,
h
e

 fu
n
e
ral
 cere
m
o
n
y
 is

 per
mi
tt
e
d
 t
o

 be

 per
for
me
d
 eit
her

 at

 te
m
pl
es

 or

 at

 pri
v
at
e

 h
o
uses

 

b
y

 the
 e
dict

 
iss
u
e
d
 o
n
 t
he

 4t
h

 of
 Oct
o
ber."
 
(

�
6
 :
 238)
 

「
今
朝
目
覚
め
戸
を
明
け
候
へ
ば
不
計
も
雪
ふ
り、

二
十
年
前
之
昔
隈
々
雪
の
中
を
歩
み
学
校
に
通
ひ
し
事
を
思
起
こ

し
何
と
な
く
心
に
喜
ひ
感
じ
申
候、

こ
れ
は
当
年
の
初
雪
に
て
…
…
二
寸
程
も
積
も
り
殊
に
美
事
な
る
景
色」

と
八
重

夫
人
に
書
き
送
る
。
―
-
、
-―一
の
教
授
を
訪
問
す
る
。
（
怜3
:
 306,
 
J::
11
06)
 

朝、

サ
ウ
ス
・

チ
ャ
ー
チ
の
礼
拝
に
出
席
す
る
。

レ
イ
ロ
ー
牧
師

Re
v.

R
air
0

が
説
教
を
す
る
。

聖
餐
式
に
も
出
席

ハ

リ
ス
教
授
の
赤
ん
坊
が
洗
礼
を
受
け、

六
人
の
若
者
が
聖
餐
に
加
わ
る
。

パ
ー
ク
教
授
と
昼
食
を、

ス
ミ
ス

J
・

テ
イ
ラ
ー
教
授、

ミ
ス
・
ヒ
ド
ソ
の
近
所
の
E
・

テ
イ
ラ
ー
氏、

び
な
る
べ
し
」
（
曲3

羞
07)

ア
ボ
ッ
ト
氏、

フ
ラ
ッ
グ
夫
人、

夕
方
ボ
ス
ト
ン
に
帰
る
。

共
和
党
の
大
統
領
候
補
者
の
プ
レ
イ
ソ
氏

Mr.
Ja
m
es
 G.
 Blai
n
e
 

グ
ー
ル
ド
夫
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十
一
月

十
一
月
二
十
八
日

十
一
月
十
一
日

十
一
月
十
三
日

十
一
月
十
四
日

十
一
月
二
十
三
日

十
一
月
二
十
五
日

十
一
月
十
八
日

N
.

G
・
ク
ラ
ー
ク
に
発
信。
（
ゆ6
心
3
9
)

Ca
pel
a
n
d
 Tre
mo
nt
 S
t.
で
オ
リ
ラ

J
・
フ
リ
ソ
ト
夫
人
に
会
う。

午
後、

West
R
o
x
b
ur
y
に
N
.

G
・
ク
ラ
ー

ク
博
士
を
訪
ね、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
運
営
委
員
会
に
宛
て
た
覚
書
(̂
A
sc
he
me
 of
 the
 spee
d
y
 Eva
n
gel,
 

izati
o
n
 of
 Ja
pa
n"

を
提
出
す
る。
（
」ぃ
11
06,

」ぃ
1133)

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
J
.

S
・
ア
イ
ヴ
ズ
牧
師
Joel
Sto
ne
 I
ves

宛
に
同
志
社
へ
の
寄
付
依
頼

状
を
書
く。

幼
稚
園
を
見
学
す
る。

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
ピ
ー
ク
ー
・
ス
ミ
ス
夫
妻
が
来
訪
す
る。

志
社
の
教
授
M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
の
姉
に
あ
た
る。
（
廿673,

J::
11
06)

ス
ミ
ス
夫
人
は
同

ハ
ノ
ー
バ
ー
ヘ
行
く
準
備
を
す
る
が、

夕
方
か
ら
リ
ュ
ー
マ
チ
が
出
る。

二
週
間
余
り
病
床
に
つ
く。

膝
関
節
の
病
気

と
診
断
さ
れ、

医
師
の
勧
告
も
あ
り、

ボ
ー
ド
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ク
リ
フ
ト
ソ
・
ス
。
フ
リ
ソ

グ
ス
に
湿
泉
療
養
に
行
く
よ
う
勧
め
ら
れ
る。
（
廿673,

J::
1106)

ク
ラ
ー
ク
博
士
に
ポ
ス
ト
ソ
よ
り
手
紙
を
書
き、

十
一

日
に
渡
し
た
覚
書
に
付
け
加
え
た
い
こ
と
を
記
す。

ま
た
日
本

か
ら
届
い
た
ば
か
り
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
ら
せ
る。
（
怜6

話37)

中
村
栄
助
夫
人
が
チ
フ
ス
で
死
去
の
こ
と
を
知
り、

こ
の
日、

弔
状
を
送
る。
（
怜3

羞08)

デ
ニ
ー
博
士

Dr.

De
n
n
y

の
来
診
を
受
け
る。

膝
の
関
節
が
う
ま
く
は
ね
返
ら
な
い
〔
？
〕

病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る。

同
病
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
か
ら
一

緒
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ク
リ
フ
ト
ソ
・
ス
プ
リ
ソ
グ
ス
ヘ
行
く
よ
う
に
勧
め

ら
れ
る。

デ
ニ
ー
博
士
が
そ
の
場
所
を
問
い
合
わ
せ
る
手
紙
を
フ
ォ
ス
ク
ー
博
士
に
出
し
て
く
れ
る。
(
h
1106)

〔

四
〕

徴
兵
令
発
布
以
来、

同
士心
社
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
三
分
の
一

G仕
籍
百
六
十
八
名
中、

四
十
余
名＞

が
帰
省
す
る。

*

J
.
S
・
ア
イ
ヴ
ズ
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
の
新
島
の
同
級
生。
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十
二
月
十
六
日

年4
 

88ー

同
志
社
へ
贈
る
こ
と
を
決
議
す
る。
「
右
金
子
ハ
今
之
同
志
社
を
盛
大
二
す
る
の
策
な
り
ュ
ニ
ウ
ォ
シ
テ
イ
ー
の
為
ニ

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
運
営
委
員
会
は

十
二
月
十
五
日

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
6
:
 
2
4
4
)
 

援
助
を
与
え
る
よ
う
に
要
請
す
る。
（
怜
6

心
4
1
)

十
二
月
四
日

十
二
月
五
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十
二
日

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
見
送
ら
れ
て、

の
一
部
五
万
ド
ル
を
ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン、
と
く
に

N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
と
共
に
ボ
ス
ト
ソ
の
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
駅
を
出
発、

ソ
・
ス
プ
リ
ソ
グ
ス
に
向
か
う。
（
廿
6
7
3,

J:

11
0
6
)
 

シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
駅
で
朝
六
時
よ
り
四
時
間
ほ
ど
連
絡
の
汽
車
を
待
ち
合
わ
す。
こ
の
間
を
利
用
し
て
製
塩
工
場
を
見
学

す
る。
長
老
派
神
学
校
の
あ
る
ウ
ォ
バ
ー
ン、

午
後一
時、

（
怜
1

"

1

6
8
)

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
学
者
プ
ル
ッ
ク
ス
の
住
む
フ
ェ
ル
プ
ス
を
通
っ
て、

ク
リ
フ
ト
ン
・
ス
プ
リ
ソ
グ
ス
に
到
着、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
る。
こ
こ
で
二
月
二
十
七
日
ま
で
(
N
.

G
・
ク
ラ
ー
ク
は一
月
八
日
ま
で）
滞
在
し
て、
湿
泉
療
養
を
す
る。
（
廿
6
7
3,

伊
勢
時
雄
よ
り
来
信ー
�
小
崎
の
新
聞
が
経
営
困
難
の
た
め
苦
境
に
立
っ
て
い
る
こ
と、
東
京
の
宜
教
師
か
ら
も
ア
メ

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
か
ら
も
資
金
援
助
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し、
在
米
中
の
新
島
に、
ボ
ー
ド
と
交
渉
し
て
援

助
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
く
る。
（
怜
？
2
4
3
)

伊
勢
書
簡
を
英
訳
し、

廿
11
0
6
)

＊
当
時、
小
崎
は
警
醒
社
の
経
営
困
難
お
よ
び
同
社
よ
り
発
行
す
る
『
東
京
毎
週
新
報』
の
ち
『
基
督
教
新
聞』
の
運
営
に
つ
き、

苦
境
に
あっ
た。

自
分
の
手
紙
に
添
え
て
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
ジ
ャ
ド
ソ
ソ
・
ス
ミ
ス
博
士
Judson
 

S
mith,
 Corresponding
 secretary
 of
 A
m.
 Bd.
に
送
る。
そ
の
中
で
新
島
は
小
崎
の
新
聞
に
つ
い
て
説
明
し、

S
we
tt
 Legacy
 

ク
リ
フ
ト
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十
二
月
十
七
日

十
二
月
十
九
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
十
八
日

の
イ
ラ
ス
ト
と
説
明
文
に
よ
り
示
す。
（
怜
6
:
2
4
5
)
 

臼
煉
瓦
造
り
書
籍
館
Li
brar
y
b
uil
di
n
g

建
築
費
と

怜
3
:
 3
2
1
)
 

け
取
る
。
（
怜
3

羞
1
9
)

こ
の
日
よ
り
十
九
日
ま
で
同
志
社
冬
期
試
験。
（
怜
1

心
5
5
)

松
山
・

小
崎
に
発
信、

警
醒
社
へ
の
援
助
に
つ
き
書
く。
（
怜
3
:
 3
1
5
)
 

＊

こ
の
運
営
委
員
会
の
開
催
日
に
つ
い
て
（
栂
3
"
3
1
8,

3
1
9
)

で
は
十
七
日
と
な
っ
て
い
る。

こ
の
日、

森
田
・

下
村
・

市
原
に
発
信、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
設
立
に
関
す
る
彼
ら
の
手
紙
を
N
.

G
・

ク
ラ
ー

小
崎
に
発
信、

徴
兵
猶
予
を
得
る
方
法、

小
崎
の
教
会
堂
建
設
に
つ
い
て
記
す。
（
怜3

羞
1
2
)

松
山
・

伊
勢
に
発
信。
(
T
6
9
5
)

ボ
ス
ト
ン
の
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
委
員
会
よ
り
同
志
社
に
五
万
ド
ル
寄
付
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
旨
の
通
知
を
受

小
崎
•

松
山
に
二
通
発
信、

警
醒
社
へ
の
援
助
に
つ
い
て
ほ
「
未
タ
ニ

不
決」

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
3
:
 3
1
9,

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
を
通
じ
、

ジ
ャ
ド
ソ
ソ
・
ス
ミ
ス
の
手
紙
（
十
八
日
付
）

に
答
え
る
た
め
、

小
崎
の
問
題
を
二
枚

小
崎
の
新
聞
と
日
本
の
伝
道
に
関
し、

小
崎
・

伊
勢
•

松
山
に
書
簡
を
出
す。
(
J::
6
7
3,

J::
11
0
6
)
 

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
特
別
会
が
大
阪
で
開
か
れ、

次
の
特
別
会
計
を
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
運
営
委
員
会
に
要

請
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

日
同
士心
社
i

の
宝ぶ
企口
ニ
姉
5

の
律
H

筑
K

．
描加
口皿
弗只
e
し
て
四
千
ド
ル

ク
に
送
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
（
曲
3
:
 3
0
9
)

ハ

非
ら
す」
（
船
3
:
 3
2
0,
 

J:
6
7
3,
 

J:
11
0
6
)
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1884年

十
二
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
九
日

し
て
一

万
ド
ル

箇
チ
ャ
ベ
ル
を
食
堂
に
改
造
す
る
費
月
と
し
て
八
百
ド
ル

包
棟
瓦
造
り
チ
ャ
ペ
ル
の
建
築
・

備
品

叫
と
し
て
五
千
五
百
ド
ル

倒
同
志
社
校
地
買
収
費
と
し
て
二
千
ド
ル
。

(
E
24-

d)

夜 、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
お
い
て 、

日
本
に
つ
い
て
演
説
し 、

日
本
伝
道
の
た
め
二
十
ド
ル
の
寄
付
が
楳
ま
る
。

（
廿673 ,

廿
11
06)

小
崎
に
十
一

月
二
十
二
日
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
を
書
く 。
（
怜6

廷46)
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一

月
十
二
日

一

月
十
日

一

月
九
日

一

月
八
日

一

月
五
日

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
が
ボ
ス
ト
ソ
ヘ

帰
る
に
際
し、

提
案
を
し、

同
意
を
得
る
。

駅
ま
で
見
送
る
。

別
れ
際
に
同
博
士
よ
り
キ
ス
を
さ
れ
る
。

治
客
か
ら
ŝ
Y
o
u
r
g
o
o
d

 

fri
e
n
d

 h
as
 g
o
n
e
 h
o
me
 t
his
 aft
e
rn
o
o
n•

Y
o
u
 m
ust
 miss
 hi
m
 v
er
y
 m
uc
h·
n

と

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

午
後
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
同
じ
階
の
別
の
部
屋
に
移
る
。
（
怜
6
:
 24
8)
 

ク
ラ
ー
ク
に
宛
て
東
北
日
本
伝
道
に
関
し、

地
図
を
添
え、

派
遣
す
べ

含
地
名
と
伝
道
者
名
を
挙
げ
た
長
文
の
手
紙
を

森
田
久
万
人
よ
り
こ
の
日
付
で
来
簡、

伝
え
て
く
る
。

ま
た
同
志
社
の
様
子
を
述
べ
、

教
育
環
境
の
整
備、

と
く
に
書
籍
の
確
保
を
訴
え
る
。
(
T
692)

市
原
盛
宏
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

手
狭
に
な
っ
た
第
二
教
会
堂
の
増
築
に
関
し
意
見
を
述
べ
る
。

H
現
在
の
会
堂
を
増
築
す
る
よ
り、

送
る
。
（
曲6
:
 248,
 
J:.
673,
 
J:.
11
06)

日
学
生
の

四
新
会
堂
は

日
本
東
北
部
ー
ー＇
仙
台
・

若
松
・

米
沢
へ
の
伝
道
に
つ
い
て

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
少
女
や
湯

日
韓
の
政
治
問
題、

僧
侶
の
妨
害
運
動、

教
育
令
の
改
正
な
ど
日
本
の
状
況
を

シ
ア
ー
ズ
の
寄
付
金
の
ほ
か
、

有
志
家
よ
り
も
募
集
し、

京
都
市
内
の
中
心
部
に

大
会
堂
を
新
築
し
て
は
如
何

口
第
二
教
会
の
学
生
・

教
員
ら
を
学
校
教
会
と
し
て
独
立
さ
せ
て
は
如
何

増
加
に
伴
い
従
来
の
礼
拝
堂
が
狭
陰
と
な
り、

四、

五
百
人
入
る
新
会
堂
の
建
設
を
望
む
意
見
が
多
い

京
蔀
の
中
心
に
建
築
し、

説
教
も
演
説
も
で
き
る
東
京
の
朋
治
会
堂
の
よ
う
な
も
の
と
し
た
い
。

慰
め
ら
れ
る
。
（
怜6
:
 247,

...l::
673,

...l::
11
06)

第
十
学
期
春
期
始
業。
（
怜
1

誌
5
5
)

明
治
十
八
年
（
一

八
八
五
）

四
十
三
歳
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1885年

一

月
十
三
日

一

月
十
四
日

一

月
十
五
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
二
日

一

月
二
十
三
日

T
he
 
forei
g
n
 
Co

mmi
ttee
 

さ
ら
に
壱
銭
講
も、

現
在、

二
千
余
株
と
な
り、

そ
の
半
額
で
四、

五
人
の
生
徒
を
扶
助
し
て
い
る
旨
を
報
告
す
る
。

(
T,693)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信。
（
怜
6

心5
0,

J::
673、

廿
11
06)

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
宣
教
師
お
よ
び
伝
道
会
社
に
書
簡
を
送
り、

仙
台
地
方
の
伝
道
活
動
を
拡
大
す
る
た
め
、

宜
教
師

六、

七
名
と
東
京
の
長
谷
川
・

柘
植
•

長
田
ら
で
、

す
ぐ
に
福
島
・

若
松
・

米
沢
を
巡
回
し
て
伝
道
す
る
よ
う
勧
告
す

る
。
(
J::
673,

J::
11
06)

京
都
第
三
教
会
で
網
島
佳
吉
の
按
手
礼
式
が
行
わ
れ
る
。
(
T
692,
F
7
:
 25)
 

四
条
教
会
〔
の
ち
京
都
教
会〕

設
立、

仮
牧
師
・

竹
原
義
久。
(
F
7
:
2
6)
 

朝、

ク
ラ
ー
ク
よ
り
手
紙
を
受
け
取
る
。

つ

き
ク
ラ
ー
ク
と
五
週
間
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
（
ゆ
6

筵
5
1
)

ク
ラ
ー
ク
に
十
五
日
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
を
書
ぎ
送
る
。
（
ゆ
6
"
25
4)

市
原
盛
宏
に

発
信、

東
北
伝
道
を
仙
台
ま
で
拡
張
す
る
こ
と、

九
州
・

広
島
・

高
知
伝
道
に
つ
い
て
伝
道
者
の
派
遣
を

具
体
的
に
指
示、

勧
告
す
る
。
(
1::
673,

1::
11
06)
 

と
伝
道
会
社
委
員
に
宛
て
日
本
の
伝
道
策
に

浜
岡
・

高
木
•

田
中
各
氏
に
引
ぎ
続
ぎ
同
志
社
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
よ
う
手
紙
を
書
く。
(
J:
673,

J:
11
06)
 

市
原
盛
宏
に

発
信、

京
都
第
二
教
会
建
設
費
用
の
概
算
を
通
知
す
る
よ
う
に
頼
む。
(
J:
673,

J:
11
06)
 

ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

健
康
に
つ
い
て
の
助
言、

不
眠
の
う
え
一

時
間
も
話
を
す
る
の
ほ
良
く
な
い
、

絶

対
に
休
養
す
る
よ
う
忠
告
し
て
く
る
。
(
T2458)

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
発
信、

第
二
教
会
建
設
費
の
こ
と、

J
.

c
・
ベ

リ
ー
の
医
学
校
に
つ
い
て
述
べ
、

さ
ら
に
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一

月
二
十
五
日

一

月
三
十
日

二
月
一

日

二
月
三
日

二
月
四
日

二
月
上
旬

一

月
二
十
八
日

一

月
二
十
六
日

敵
の
為
に
も
熱
心
に
祈
り
…
…」
（
怜
3

羞2
8)

こ
の
日、

八
重
夫
人
の
病
気
を
心
配
し
て
手
紙
を
書
く。

「
費
用
は
如
何
計
り

相
懸
候
と

も
不
苦、

テ
ー
ラ
様
に
御
相

彼
に
金
森
と
共
に
札
幌
・

浦
河
へ

伝
道
に
行
く
こ
と
を
勧
め
る
。
（
廿
11
06)

G
u
alt,
 
Mr.
 B
o
d
w
e
ll

は
新
島
に
対
し
、

な
お
一

カ
月
滞
在
を
延
期
す
る
よ
う
勧
め
る
。
（
廿
673,

J:
11
06)
 

東
京
に
住
む
タ
ム
ラ
氏
の
知
人
と
い
う
ラ
イ
ス
夫
人

Mrs.

Ri
ce

に
会
う。
（
廿
673,

J:
 11
06)
 

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

そ
の
中
に
京
都
の
医
学
校
に
関
し
J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
か
ら
送
ら
れ
て
ぎ
た
手
紙
を
同
封
す
る
。

京
都
か
ら
の
手
紙
で
は
医
学
校
を
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
運
営
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
他
と
協
力

し
て
い
こ
う
と
す
る
ベ

リ
ー
博
士
の
案
に
反
し
て
い
る
よ
う
だ
。

新
島
は
ベ

リ
ー
案
に
賛
成
で
あ
る
、

と
述
べ
る
。

ボ
ス
ト
ン
の
友
人
〔
A
・
ハ

ー
デ
ィ
〕

よ
り
な
お
一

カ
月
滞
在
の
許
可
を
得
た
の
で
、

当
分、

ソ
グ
ス
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

伊
勢
時
雄
に
発
信、

伝
道
に
つ
い
て
の
長
い
手
紙
を
書
く。
（
廿
673,

J:
11
06)

談
充
分
御
療
治
被
成
候
様
：
．

．

．

．

 

」
「
何
卒
夫
之
志
と
且
其
望
を

も
御
察
し
：·
…
如
何
人
に
厭
は
る
4
も
人
に
咀
は
る
4

も、

又
そ
し
ら
る
4
も
常
に
心
を
豊
か
に
持
ち、

祈
り
を
常
に
為
し、

己
を
愛
す
る
者
の
為
に
祈
る
の
み
な
ら
す
己
の

こ
の
頃
よ
り
頭
痛
再
発、

ま
っ
た
く
読
書
を
や
め
る
。
（
怜3
:
331,
 C
4
:
 104)
 

気
湿
華
氏
マ

イ
ナ
ス
一

四
度。

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
よ
り
来
信
（
一

月
二
十
八
日
の
返
事）
。
（
J:
67
3,

J:
11
06)
 

「
生
近
来
脳
病
ョ
ロ
ッ
カ
ラ
ス
、

脳
中
熱
湯
ノ
沸
力
如
シ
、

夜
々
ノ
眠
リ
不
充
分
ニ
ッ
テ
ニ
月
上
旬
以
来
全
ク
読
書
ヲ

廃
ツ

居
候」

a"
？
342)

（
怜
6

:

2
5
6
)
 

夕
拝
で

Mr.

G
uli
c
h
(?
)
 
が
ス
ペ

イ
ソ
伝
道
に
つ
い
て
説
教
す
る
。

グ
オ
ル
ト
博
士、

ク
リ
フ
ト
ソ
・

ス
プ
リ

ボ
ー
ド
ウ
ニ
ル
博
士

Dr.
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1885年

二
月
十
一

日

二
月
十
四
日

二
月
十
五
日

二
月
十
九
日

二
月―
―
十
日

に
来
訪
す
る
。
（
怜
3

羞
3
1
)

蔵
原
惟
郭
の
手
紙
を
受
け
取
る
。
（
怜3

羞3
0)

ク
リ
フ
ト
ソ
・

ス
ブ
リ
ソ
グ
ス
よ
り
蔵
原
惟
葬
（
ポ
ス
ト
ソ
、

元
良
勇
次
郎
方
気
付＞

に
英
文
の
手
紙
を
書
く。

そ
の

中
で
六
日
よ
り
ひ
ど
い
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と、

治
っ
た
ら
蔵
原
が
学
校
に
入
る
チ
ャ
ソ
ス
を
得
ら
れ
る
よ
う

ム
ー
デ
ィ

D
wi
g
ht

L.
 
M
o
o
d
y

に
手
紙
を
書
く
こ
と、

ま
た、

次
に
ニ
ュ

ー
ヘ

イ
プ
ソ
ヘ

行
っ
た
と
き、

ボ
ー
ク

1
総
長
に
会
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
記
す。
（
怜
6

筵
5
7
)

先
週
以
来、

食
欲
減
退
し、

去
る
金
曜
日
よ
り
頭
痛
を
起
こ
し、

日
本
を
出
発
し
た
当
時
の
病
状
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
激

L
・

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
を
通
じ
て
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ

州
ノ

ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
D
・

ム
ー
デ
ィ
に
手
紙
を

送
り、

蔵
原
惟
郭
の

Mt.

H
er
m
o
n
 B
o
ys'

Sc
h
o
ol

へ
の
入
学
斡
旋
を
依
頼
す
る
。
（
廿
673,

J:
11
06)

ミ
ス
・

プ
ロ
ク
タ
ー
と
ア
イ
ヴ
ズ
夫
人

Miss
Pr
o
ct
o
r
 a
n
d
 
M
rs.
 
C
h
arl
es
 I
v
es

か
ら
二
つ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
〔
見

舞
品
か
〕

を
受
け
取
る
。

昨
日
の
昼
か
ら
食
堂
へ

食
事
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

食
欲
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

今

朝
も
ま
だ
調
子
は
悪
い
が
、

ひ
ど
い
状
態
は
終
わ
っ
て
い
る
。
（
廿
11
0
6)

ボ
ス
ト
ソ
ヘ
は
も
う
二
週
間
も
手
紙
を
出
し
て
い
な
い
。

こ
の
朝、

空
は
睛
れ、

空
気
も
良
く、

美
し
い
冬
の
朝
で
あ

る
。
（
廿
11
0
6)

蔵
原
に
発
信、

依
頼
さ
れ
た
入
学
の
こ
と
に
つ

き
ム
ー
デ
ィ
に
宛
て
「
代
筆
を
以
懸
合
置
申
候、

何
レ

近
日
何
ト
カ
回

答
可
有
之
と
存
候」

と
書
く。

オ
ー
バ
ー
ソ
・

セ
ミ
ナ
リ
ー
に
留
学
中
の
田
村
直
臣
が
ク
リ
フ
ト
ソ
・

ス
プ
リ
ン
グ
ス

留
守
宅、

J
.
D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
、

望
月
〔
興一―一
郎
か
〕、

ト
ー
マ
ス

し
い
憂
欝
症
に
陥
る
。
(
h
673,

J:
11
06)

三
•

四
年
生、

市
原
盛
宏、

森
田
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二
月
二
十
八
日

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
七
日

三
月
一
日

三
月
二
日

三
月
三
日

三
月
五
日

両
親
へ
年
質
状
の
返
事
を
害
く。
「
咲
ぎ
初
め
て
駕
の
来
る
時
を
ま
て」
（
怜3

羞31)

ア
ー
モ
ス
ト
在
学
中
一

年
下
だ
っ
た
モ
ー
ス
教
授

A
nso
n

D.
 
M
orse

の
茶
話
会
に
招
か
れ
る。
(
h673,

J:
1106)
 

ツ
ー
リ
ー
総
長
は
新
島
の
要
請
を
受
け
入
れ、

ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ソ
語
お
よ
び
数
学
を
習
得
し
た
学
生
で、

新
島
の
推

鷹
状
を
有
す
る
者
は
六
名
ま
で
多
少
の
学
費
を
も
補
助
し
て
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
入
学
を
許
可
す
る
旨
約
束
す
る。

同

＊

両
親
は
旧
暦
正
月
に
年
烈
状
を
苫
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

も
と
札
幌
農
学
校
教
頭
w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
を
訪
問
す
る。
(
1::673)

ル
大
学
神
学
部
に
入
学
す
る
と
い
う。
(
J::673,

J::
1106)

久
万
人
ら
よ
り
来
信。

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
の
ア
イ
ヴ
ズ
夫
人
よ
り
日
本
伝
道
の
た
め
五
百
ド
ル
の
寄
付
を
受
け
る。
（
廿673)

朝
九
時、

を
発
ち、

ク
リ
フ
ト
ソ
・
ス
プ
リ
ソ
グ
ス
を
出
発、

田
村
直
臣
を
訪
れ
る。

ま
た
ホ
プ
キ
ソ
ス
、

子
息
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
共
に
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の

オ
ー
バ
ー
ソ

A
u
b
u
rn,

N•

Y.
 

ハ
ソ
チ
ソ
ト
ソ
、

ウ
ェ
ル
チ
博
士
ら
に
会
う。

午
後
六
時、

シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
で
夜
行
列
車
に
乗
り
換
え
る。
（
廿
1106)

朝
九
時、

バ
ー
マ
ー
経
由、

に
行
き、

ア
ー
モ
ス
ト
に
到
着。

た
だ
ち
に
シ
ー
リ
ー
総
長
宅
へ
行
き、

こ
こ
に
滞
在
す
る
こ
と
に

な
る。

総
長
の
子
供
た
ち
の
成
長
し
た
の
に
驚
く。

(
St.
 
Geor
ge
 Hotel,
 
E
v
a
ns
vi
lle,
 
In
d.
)

よ

り
こ
の
日
付
で、

蔵
原
の
入
学
依
頼
に
対
す
る
返
事
が
来
る。
(
J:673̀

1:
1106,

r2465)
 

こ
の
月
最
初
の
安
息
日、

セ
ミ
ナ
リ
ー
に
い
る

オ
ー
バ
ー
ソ

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
礼
拝
に
出
席
し
て
シ
ー
リ
ー
総
長
の
説
教
を
聞
く。

午
後
は
型
餐
式
に

出
席
す
る。

小
谷
野
敬
三
と
い
う
日
本
人
留
学
生
が
訪
ね
て
く
る。

彼
は
現
在
最
上
級
生
で
あ
り、

こ
の
秋、

Da
vis
 Hotel
へ
行
く。
（
廿673`

廿
1106)

ク
ラ
ー
ク
博
士
は
夫
人、

W.
 
W
hit
tl
e
 

イ
ェ
ー

Kittre
ll
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1885年

月
十
八
日

三
月
九
日

三
月
十
日

三
月
上
旬

三
月
十
七
日

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る、

教
会
建
築
に
つ
い
て
は
「
ポ
ー
ル
ド
よ
り
ハ

先
回
五
百
ド
ル
貴
会
建
築
之
為
寄
付
す
べ
し
よ

し
て
い
た。
（
怜3
"
340,

1::673,
 
1::929,
 
1::
1106)

総
長
の
勧
め
に
よ
り、

且
お
よ
び
身
体
検
査
を
受
け
た
の
ち、

十
二
時
十
五
分
ア
ー
モ
ス
ト
を
出
発、

午
後
四
時
五
十

分
ボ
ス
ト
ソ
に
到
着
す
る。

A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
は
つ
つ
が
な
し。
(
J::673,

J::
1106)
 

*

(
h
1
10
6)

で
は
推
鷹
入
学
十
二
名 。

小
崎
に
手
紙
を
書
ぎ、
『
基
督
教
新
聞』
〔
こ
の
年
一

月
二
十
八
日
『
東
京
毎
週
新
報
』

よ
り
改
題〕

に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
ソ
・
ボ
ー
ド
よ
り
の
援
助
の
遅
延
の
事
情、

同
新
聞
の
他
教
派
と
の
共
同
経
営
の
問
題、

東
京
に
新
会
堂
を
建
設
す

「
脳
病
未
癒、

又
神
経
殊
二
敏
ニ
ッ
テ
筆
ヲ
把
ル
能
ハ
ス
『
手
プ
ル
々
々

卜
振
ル
ヘ
文
字
ヲ
書
二
困
難
ナ
リ
』」

と
記
す。
（
ゆ3
:
 334,
 
J:
11
06)
 

小
崎
よ
り
来
信、

徴
兵
令
に
よ
り
生
ず
る
困
難
を
免
れ
る
た
め
に
は、

同
志
社
に
歩
兵
操
練
科
を
設
け、

同
科
卒
業
生

に
は
徴
兵
令
第
二
章
第
十―
一

条
の
特
典
を
蒙
ら
せ
て
は
如
何、

と
の
森
文
部
大
臣
よ
り
の
言
葉
を
伝
え
る。
(
r696)

田
中
源
太
郎
・

浜
岡
光
哲
・

中
村
栄
助
・

新
島
公
義
ら
が
中
外
電
報
社
に
集
ま
り、

募
金
の
方
法
に
つ
い
て
相
談
す
る。

本
部
の
主
任
と
な
る
べ
き
人
物
が
い
な
い
た
め、

新
島
の
帰
国
を
待
っ
て
面
目
を
一

新
す
る
こ
と
と
し、

校
義
捐
金
通
帳
二
百
部
を
作
っ
て
そ
の
配
布
を
中
村
栄
助
に
依
頼
す
る。
（
ゆ
1

:
 
1

9
6
)
 

ポ
ス
ト
ソ
よ
り
五
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
に
行
き、

ベ
イ
カ
ー
夫
人

ま
ず
専
門
学

Mrs.
 
Walter
 Ba
ker

邸
に
滞

在、

休
養
す
る。

ベ
イ
カ
ー
夫
人
か
ら
聖
書
を
記
念
に
贈
ら
れ
る。

同
家
に
は
ミ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
婦
人
も
滞
在

小
崎
に
発
信、
『
基
督
教
新
聞
』

に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
援
助
は
在
日
宜
教
師
ら
の
賛
助
を
得
て
掛
け
合

し
可
決
せ
ら
れ」

た
の
で
不
足
の
と
こ
ろ
は、

こ
れ
ま
た
宜
教
師
と
相
談
す
る
よ
う
に
書
き
送
る。
（
怜3

羞40)

る
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る。

文
末
に

329 



――一
月
二
十
一

日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
四
日

る
こ
と
を
告
げ
る
。
（
怜6

心59,

C
4
:
 165)
 

ベ

イ
カ
ー
夫
人
と

H
orti
c
ult
u
ral
 Ha
ll'
s
 fl
o
wer
 e
x
hi
biti
o
n
 
に
行
く。
(
1:673,

1:11
06)

ボ
ス
ト
ン
大
学
の
元
良
勇
次
郎
が
ド
ー
チ
ェ
ス
ク
ー
ま
で
訪
ね
て
く
る
。
（
ゆ
6

廷59)

松
山
高
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

日
本
の
近
況
を
知
ら
せ
る
と
共
に
同
志
社
で
教
師
を
蓑
成
す
べ

き
こ
と、

そ
の
た

め
に
は
宇
野
作
弥
か
、

そ
れ
が
駄
目
な
ら
浮
田
和
民
を
留
学
さ
せ
て
は
如
何
と
進
言
し
て
く
る
。
(
r697)

安
息
日、

ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
教
会
の
礼
拝
に
出
席、

パ
ッ
カ
ー
ド
牧
師
の
説
教
を
聞
く。
（
廿
673,

1:
11
06)
 

小
谷
野
敬一―ー
に
手
紙
を
書
く。
('

I

w
as
 q
uit
e
 al
ar
m
e
d
 w
he
n
 I
 

he
ar
d
 of
 
Pres.
 
Se
el
y
e'
s
 seri
o
us
 i
ll
n
ess
 

t
h
o
u
g
h
 I
 

w
as
 c
o
nsci
o
us
 t
h
at
 t
h
e
 L
or
d
 w
o
ul
d
 s
pare
 hi
m
 for
 us
 sti
ll
 lo
n
g
er."
 
(
:ii＂
6
:
2
5
8
)

京
都
の
宜
教
師
(
C
o
ll
e
a
g
u
es)

に
手
紙
を
書
き、

同
志
社
に
関
す
る
知
ら
せ
〔
？
〕

を
聞
き、

大
い
に
心
痛
し
て
い

＊

い
わ
ゆ
る
女
学
校
の
十
八
年
事
件
の
こ
と
か。

宣
教
師
と
日
本
人
教
師
の
問
で
対
立
が
あ
り、

女
学
校
宜
教
師
の
一

斉
辞
任
に

発
展
す
る。

六
月
十
七
日
の
項
参
照。

朝、

パ
ッ
カ
ー
ド
牧
師
が
来
訪、

ま
た
E
.

G
・

ポ
ー
タ
ー
牧
師
が
夕
方
ま
で
留
ま
る
。
(
J::
673,

J::
11
06)

午
後、

パ
ッ
カ
ー
ド
牧
師
の
家
を
訪
れ、

伝
道
の
話
を
す
る
。

同
牧
師
は
数
年
前
イ
リ
ノ
イ
州
工
バ
ソ
ス
ト
ソ
の
第
一

教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
頃、

宜
教
師
の
グ
リ
ー
ソ
は
そ
の
教
会
員、

沢
山
保
羅
は
そ
こ
で
同
牧
師
よ
り
受
洗
し
た
こ
と

を
聞
く。

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
日
に
三
回
薬
を
投
与
さ
れ
る
。
(
J::
673,

J::
11
03)

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
特
別
会
が
大
阪
で
開
か
れ、

改
め
て
同
志
社
の
書
籍
館
建
築
費
一

万
二
千
ド
ル
、

チ
ャ
ペ
ル

建
築
殷
五
千
五
百
ド
ル
（
い
ず
れ
も
煉
瓦
造
り
）

の
特
別
支
出
を
ボ
ー
ド
に
要
請
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

ま
た
医
学
校

に
つ
い
て
は
他
と
協
力
し
て
C
o
n
a
 u
ni
o
n
 b
asis)

京
蔀
に
設
立
す
る
こ
と、

J
.
C
・
ベ
リ
ー
を
岡
山
よ
り
京
蔀
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1885年

三
月
二
十
五
日

三
月
下
旬

四
月
二
日

四
月
三
日

に
な
ろ
う、

と
述
べ
る
。
（
ゆ3

羞
43)

に
異
動
さ
せ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
(
E
24
|
f)

ク
ラ
ー
ク
博
士
に
会
う
た
め
ボ
ス
ト
ソ
ヘ

行
く
。
A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
と
食
事
を
す
る
。

午
後
プ
ル
ッ
ク
ス
牧
師
P
hi,

lli
ps
 B
ro
o
ks

を
訪
問
す
る
。

日
本
に
渡
航
す
る
一

婦
人
に
会
う。
（
廿673,

J::
1106)
 

京
都
の
宣
教
師
に
発
信、
「
今
や
米
国
伝
道
会
社
は
哲
学
教
授
と
し
て
ア
ソ
ア
ー
ボ
ル
大
学
の
一

卒
業
生
を
送
り
て
我

神
学
科
を
改
良
し
以
て
有
為
の
青
年
の
志
望
を
満
た
さ
し
め
ん

と
す
…
…」
「
近
日
ケ
ソ
タ
ッ
キ
ー
州
ル
イ
ス
ヴ
ィ
ル

の
一

貴
女
に
談
じ
て
…
…
学
生
補
助
の
為
め
六
十
ド
ル
の
寄
付
金
を
得
ん
と
す」
と
書
き
送
る
。
（
怜
6

筵
5
9,

C
3
:
232)
 

ボ
ス
ト
ン
よ
り
京
都
の
同
僚
た
ち
(
C
o
ll
e
a
g
u
es
)

と
も
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り、

な
お、

は
大
し
た
こ
と
は
な
く、

に
手
紙
を
書
ぎ、

そ
の
中
で
二
月
三
日
以
来、

読
書
も、

書
く
こ

ひ
ど
い
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と、

し
か
し
リ
ュ
ー
マ
チ
の
方

ま
た
気
を
落
と
し
た
り
も
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
ぺ
る
。
（
怜
6
:
260)
 

こ
の

年
春、
「
抑
一

致
組
合
両
会
聯
合
談
判
ノ
起
リ
ハ

…
…
十
八
年
ノ
春
ノ
比、

東
京
ニ
ア
ル
一

致
組
合
ノ
舒
々
タ
ル

人
々
ヨ
リ
両
会
ノ
合
併
ヲ
主
唱
シ
其
ノ
考
察
ヲ
発
セ
ラ
レ
ク
リ
ト
、

是
レ
カ
即
チ
両
教
会
ノ
合
併
ノ
相
談
ノ
初
マ
リ
ニ

松
山
高
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

再
び
浮
田
の
留
学
を
援
助
す
る
よ
う
に
勧
め、

小
崎
の
洋
行
は
伝
道
上
大
切
な
時

期
な
の
で
洋
行
よ
り
も
東
京
伝
道
に
力
を
注
ぐ
よ
う、

彼
に
勧
め
て
も
ら
い
た
い
旨
を
書
い
て
く
る
。
(
r7oo)

山
本
覚
馬
受
洗
の
報
を
聞
き、

八
重
夫
人
に
手
紙
を
送
る
。
「
洗
礼
御
望
み
の
よ
し
珍
重
…
…
日
本
を
出
し
よ
り
是
程

喜
ば
し
き
新
聞
ハ

未
た
承
り
不
申
候
…
…
御
兄
様
に
も
其
節
受
洗
□
口、

京
都
府
下
の
人
々
に
大
関
係
を
も
生
す
事」

ッ
テ
…
…」
（
怜
2

ぃ

5
1

2
)

同
志
社、

こ
の
日
よ
り
春
期
試
験
を
行
う。
（
沖l
"
256)
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四
月
七
日

四
月
五
日

四
月
四
日

T
h
e
y
 
raise
d
 

2
0
0
ye
n
 

for
 

＊

山
本
覚
馬
は
明
治
十
八
年
五
月
十
七
日、

宜
教
師
グ
リ
ー
ソ
か
ら
第
二
教
会
に
お
い
て
受
洗゚

来
る
五
月
七
日
京
都
に
お
い
て
開
か
れ
る
予
定
の
第
四
回
日
本
基
督
信
徒
大
親
睦
会
に
宛
て、

こ
の
日
付
で
祝
辞
を
送

復
活
祭、

シ
ア
ー
ズ
と
共
に
三
一

教
会
の
礼
拝
に
出
席
す
る
。

プ
ル
ッ
ク
ス
牧
師
の
説
教
を
聞
ぎ、

朝
日
の
ご
と
ぎ
光

明
を
望
み
見
る
よ
う
に
感
じ
た
、

と
ベ

イ
カ
ー
夫
人
に
語
る
。
(
h
673,

J:.
11
06)

こ
の
日、

伊
勢
・

小
崎
・

不
破
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
・

八
重
夫
人
よ
り
手
紙
を
受
け
取
る
。

と
く
に
不
破
唯
次
郎
が
十
二

円

の
収
入
で
熱
心
に
教
会
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
ベ

イ
カ
ー
夫
人
に
語
る
。
(
h
673,

J::
11
06)

朝
食
時、

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
不
破
の
教
会
へ

百
ド
ル
寄
付
の
申
し
込
み
を
受
け
る
。

t
h
at
 p
ur
p
ose"
・
（
廿
11
0
6)

＊

朝
食
の
際、
ペ
イ
カ
ー
夫
人
よ
り
不
破
の
教
会
の
た
め
百
ド
ル
、

新
島
の
た
め
二
百
ド
ル
の
寄
付
を
得
る。
(
h
673)

＊

「
…
…
当
時
米
国
に
あ
っ
た
新
絹
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
彼
地
の
有
志
者
か
ら
参
百
余
円
の
衰
金
が
贈
り
届
け
ら
れ
た。

斯
く
て

明
治
十
八
年
…
…
敷
地
を
福
岡
呉
服
町
二
十
一

番
地
に
購
入
し
て
建
築
に
取
掛
か
り、
同
年
六
月
五
日
に
竣
工
し
た
」
(
F
4
:
1
61
)

三
月
十
七
日
よ
り
約
三
週
間
滞
在
し
て
い
た
w
．
ベ

イ
カ
ー
夫
人
宅
を
出
発、

同
夫
人
に
馬
車
で
送
ら
れ、

ス
タ
ー
か
ら
ボ
ス
ト
ソ
の
A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
も
と
に
帰
る
。

滞
在
中、

ペ
イ
カ
ー
夫
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
対
す
る
興

味
を
聞
い
た
り、

夫
人
の
仕
事
ぶ
り
を
見
た
り、

ま
た
天
気
の
好
い
日
は
馬
車
で
出
か
け
た
り、

家
族
の
よ
う
な
も
て

な
し
を
受
け
る
。

ま
た、

ハ
‘`、
リ
ソ

博
士

Dr•

Ha
mili
n

に
会
い
、

話
を
聞
く。
（
廿
11
06)

N
•

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

同
士心
社
女
学
校
で
の
意
見
対
立
に
関
連
し
て
い
く
つ
か
の
提
案
を
し、

女
学
校
の
拡
張

＊

 

ツ
ア
ー
ズ
も、

プ
ル
ッ
ク
ス
牧
師
も
聖
公
会
に
属
し
て
い
た。

る
。
（
怜3
"
3
43)

ド
ー
チ
ェ
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1885年

四
月
十
一
日

四
月
十
二
日

四
月
十
三
日

四
月
十
四
日

四
月
十
日

こ
と
が
わ
か
る。
(
J:
1106)

Mrs.
 
B.

 Boot
h

 an
d

 Mr.
 
Fre
deric
k
 A.
 
Bo
ot
h

に
泊
ま
る。

同
家
で
コ
ク
ラ
ソ
と
い
う
近
日
ペ
ル
シ
ャ
伝
道
に

赴
く
婦
人
に
会
い、

同
地
方
の
布
教
状
況
に
つ
い
て
聞
く。
（
廿673,

J::
1106)

荷
物
の
状
況
を
調
べ
る
た
め
四
番
街
の
聖
書
館
お
よ
び
リ
ヴ
ァ
ー
モ
ア

J.

R.
 Ri
ver
m
ore

を
訪
ね
た
結
果、

神
戸
の

宣
教
師
ジ
ェ
ソ
ク
ス
の
作
っ
た
送
り
状
が
不
完
全
で、

こ
の
日、

ア
レ
ク
サ
ソ
ダ
ー
博
士
の
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ア
ン
の
教
会
で

W
o
me
n
Boar
d

が
結
成
さ
れ
た
十
三
周
年
記

念
祝
会
が
開
か
れ、

新
島
は
同
教
会
の
婦
人
た
ち
に
短
い
挨
拶
を
す
る。

彼
女
ら
は
東
京
の
一

婦
人
と
ク
イ
国
の
婦
人

月
曜
日、

午
前
十
一

時
ボ
ス
ト
ソ
発、

ー
ル
教
会
に
行
き、

の
問
題、

宜
教
師
と
日
本
人
伝
道
者、
占旦
教
師
と
日
本
人
教
師、

小
崎
の
出
版
物
へ
援
助
の
こ
と、

九
州
・

東
北
伝
道

等
九
カ
条
に
わ
た
り
新
島
の
意
見
を
述
べ
る。
（
怜6

心60)

ア
ー
モ
ス
ト
に
住
む
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
元
総
長
へ
、

札
幌
の
仕
事
に
つ
い
て
手
紙

を
書
く。

写
真
を
田
村
〔
直
臣〕

と
シ
ー
リ
ー
総
長
に
送
る。
(
fr
1106)

0
.

J
・
フ
リ
ソ
ト
夫
人
が
ジ
ョ
イ
街
四
の
ハ
ー
デ
ィ
家
に
新
島
を
訪
問
す
る。

彼
女
に
日
本
の
壺
と
茶
托
を
贈
る。

(
..l.
1106)
 

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
事
務
局
に
お
い
て
J
.
C
・
ベ
リ
ー
の
こ
の
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
る。

そ
れ
に
よ
れ
ば
日
本

宜
教
団
は
各
派
キ
リ
ス
ト
教
団
連
合
に
よ
る
医
学
校
設
立
に
反
対
し
て
い
る
と
告
げ
て
い
た。
(
E
l9
|b)

朝、

オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
・
チ
ャ
ー
チ
に
行
き、

ゴ
ー
ド
ソ
牧
師
の
都
市
伝
道
に
関
す
る
説
教
を
聞
く。

コ
ー
ト
ニ
ー
博
士
の
説
教
を
聞
く。

聴
衆
二
十
名
足
ら
ず。
（
廿673̀

h1
106)

セ
ソ
ト
・
ボ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
午
後
六
時
に
着
く。

十
番
街
西
三
十
九
丁
目
の
プ
ー
ス
氏
方

皿
八
ダ
ー
ス
、

銅
製
テ
ィ
ー
・
セ
ッ
ト
三
組
を
紛
失
し
て
い
る
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四
月
十
五
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
13

四
月
十
八
日

四
月
十
六
日

（
ゆ
6

心
64,

J:::
673,

」ぃ
11
06)

セ
ソ
ク
ー
街
の
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ア
ン
・

ボ
ー
ド
に
マ
イ
ケ
ル
博
士

Dr.

Mi
c
he
al

と
エ
リ
ソ
ワ
ー
ド
博
士

Fr
a
n
k
F.

E
lli
n
w
or
d

を
訪
ね、

小
崎
よ
り
送
っ
て
き
た
〔
基
督
教
新
聞
？
の
経
営
に
関
す
る
〕

覚
書
を
渡
す。

は
大
変
好
意
的
で
あ
り、
4t
h

A
v
e
n
u
e

と

11t
h
stre
et
 

そ
の
後

U
ni
o
n

T
he
ol
o
gi
c
al
 Se
mi
n
ar
y

と

Pres
b
yteri
a
n

H
os
pit
al
 

一

時
間
ほ
ど
同
志
社
へ
の
寄
付
等
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

ア
レ
ク
サ
ソ
ダ
ー
博
士
の
教
会
の
祈
躊
会
に
出
る
。
（
怜
6
:

2
65,
 
J:
673,
 
Jぃ
11
06)

新
潟
に
い
る
宜
教
師
R
.

H
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
家
を
訪
問
す
る
た
め
午
前
九
時
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち、

汽
車、

リ
ー
を
乗
り
継
ぎ、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、

ウ
イ
ル
ミ
ン
ト
ソ
を
経
由
し
て、

夕
方
六
時
十
分、

デ
ラ
ウ
ニ
ア
州
ミ
ル

フ
ォ
ー
ド
に
到
着、

父
親
の
T
.

J
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
駅
ま
で
出
迎
え
ら
れ
る
。

次
週
の
土
曜
日
ま
で
滞
在
の
予
定。

＊

こ
の
T
.
J
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
同
志
社
に
い
る
J
.
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
第
三
弟
に
あ
た
る。

マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
ダ
ン
バ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
S
.

F
・

テ
イ
ラ
ー

S
o
p
hi
a

F.
 
T
a
yl
or

よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ヘ

魚
釣
り
に
同
行
す
る
に
あ
た
り、

落
ち
合
う
場
所
と
時
間
に
つ
い
て、

ポ
ス
ト
ソ
の
新
島
宛
に

知
ら
せ
て
く
る
。
(
r
247o)

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
の。
フ
レ
ス
テ
ビ
テ
リ
ア
ソ
・

チ
ャ
ー
チ
で
約
三
百
人
の
聴
衆
を
前
に
演
説
す
る
。
（
怜
6
ぃ

264)

同
士心
社
女
学
校
に
お
け
る
宜
教
師
と
日
本
人
教
師
と
の
対
立
の
問
題
に
関
し、

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
よ
り
J
•

D
・

デ
イ
ヴ

滞
在
中
の
支
払
い
を
す
べ
て
済
ま
せ
る
。
(
J:::
67
3,

1::
11
0
6)
 

に
援
助
を
送
っ
て
い
た
。
（
怜
6

心
64)

を
見
学、

エ
リ
ン
ワ
ー
ド

の
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
セ
ク
シ
ョ
ソ
ヘ

行
く
よ
う
教
え
ら
れ
る
。

W
・

テ
イ
ラ
ー
博
士
と
午
後、

フ

ェ
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1885年

四
月
二

十
六
日

四
月
二

十
一

日

四
月
二

十
二

日

四
月
二

十
三
日

四
月
二

十
四
日

四
月
二

十
五
日

ィ
ス
に
手
紙
を
書
き、

そ
の
中
で
「
私
の
且
的
は
両
脈
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
で
し
た。

け
れ
ど
も
私
の
試
み
は
京
蔀
で

ひ
ど
く
誤
解
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
…
…
私
は
両
脈
を
あ
ま
り
に
も
早
く
和
解
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
り
す
ぎ
た
の

で
す」

と
記
す。
（
怜6
心63)

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
よ
り
N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

近
況
と
今
後
の
予
定
を
知
ら
せ
る。

ま
た
そ
の
中
に
J
•
D
・
デ

Ja
pa
nese
 to
 get
 u
p
 a
 notio
n
 to
 
m
a
ke
 t
heir
 C
h
urch
 a
 p
urel
y
 

nati
ve
 c
hurc
h."

と
意
見
を
述
べ
る。

ま
た
ボ
ス
ト
ソ
ヘ
の
帰
路、

ち
寄
り、

と
害
く。

煉
瓦
工
場
を
見
学
す
る。
（
ゆ6"
264,

J:673,
 
J:
1106)

果
物
乾
燥
場
を
見
学
す
る。
(
J::673,

J::1
106)

デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
共
に
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
ト
ー
マ
ス
宅
を
訪
問、

夕
方
帰
宅
す
る。
(
h673)

小
崎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

警
醒
社
お
よ
び
教
会
堂
建
設
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
援
助、

の
関
係
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ、

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
演
説
す
る。

満
員。

集
め
ら
れ
た
献
金
八
ド
ル
五
セ
ソ
ト
を
新
島
の
経
費
と
し
て、

ま
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
夫
妻
よ
り
十
ド
ル
を
旅
費
と
し
て
贈
ら
れ
る。
(
J:673,

J:
1106)

朝
九
時
半、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
宅
を
出
発、

夕
方
四
時
半、

日
曜
日、

ー
の
両
親
の
家
に
行
く。

大
き
な
カ
バ
ソ
を
速
達
で
送
り、

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
演
説
を
し、

同
志
社
に
鐘
を
寄
贈
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
つ
も
り
で
あ
る

か
つ
報
告
を
送
っ
て
く
る。
(
""f701)

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
に
も
立

ワ
シ
ソ
ト
ソ
に
着
く。

馬
車
で
同
志
社
の
ミ
ス

一

泊
す
る。
(
J::.673,

J::.
1106)
 

F
・
フ
ー
パ

フ
ー
バ
ー
と
共
に
ニ
ュ
ー
マ
ン
博
士
の
教
会
に
行
く。

夜、

教
会
で
話
を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
が、

気
分

夕
方、

イ
ヴ
ィ
ス
か
ら
の
手
紙
を
同
封
し、
〔
一

部
の
在
日
宜
教
師
の
見
解
に
対
し〕

一

致
教
会
と

君tive

Ch
urch.
 It
 is
 alrea
d
y
 

Ît
 is
 ver
y
 st
ra
nge
 
for
 a
 
fe
w
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四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
七
日

四
月
二
十
九
日

四
月
三
十
日

五
月
二
日

ル
イ
・

シ
ン
サ
バ
ー
氏

フ
ー
パ

ー
の
案
内
に
よ
り、

馬
車
で
ワ
シ
ソ
ト
ソ
市
街
を
見
物
す
る
。

九
鬼
隆
一

駐
米
公
使
を
訪
ね
て
歓
談、

昼
食
を

共
に
す
る
。

午
後、

（
廿
673,

J::
 
11
0
6)
 

p
.
。ハ
ー
カ
ー
博
士
を
訪
問、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
。

同
家
に
泊
ま
る
よ
う
招
か
れ
る
。

カ
ー
リ
ー
・
パ
ッ
ト
ソ

C
a
rli
e

P
att
o
n

の
案
内
で
合
衆
国
議
会、

学
す
る
。
（
廿
11
0
6)

＊
。ハ
ー
カ
ー
夫
人
の
案
内
で
合
衆
国
議
会、

政
庁
を
見
物
す
る。
(
J::
673)

こ
の
日
は
ミ
ス
・

メ

ア
リ
ー
・
パ
ッ
ト
ン
の
案
内
で
造
幣
局
を
見
学
す
る
。

午
後、

で
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ト
大
統
領
と
会
い
、

握
手
を
す
る
。

多
く
の
人
々
が
彼
を
待
っ
て
い
た
。
(
1::
11
0
6)

ハ
ワ
ー
ド
大
学
(
w
.

w
.
。ハ
ッ
ト
ン
学
長
）

を
見
物
す
る
。

軍
に
会
い
、

教
育
に
関
し
て
話
を
聞
く。

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ソ
・

イ
ソ
ス
チ
チ
ュ

ー
ツ
ョ
ン
を
見

ホ
ワ
イ
ト
・
ハ

ウ
ス
の
東
応
接
室

ア
ー
モ
ス
ト
の
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
氏
に
会
う。

イ
ー
ト
ソ

将

フ
ー
パ

ー
夫
妻
ら
に
誘
わ
れ
て
馬
車
で
ワ
シ
ソ
ト
ン
市
街
か
ら
一
マ

イ
ル

離

れ
た
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ス
・

ホ
ー
ム

S
ol
di
ers'

H
o
m
e

へ

行
く。

図
書
館、

読
書
室、

病
院
の
あ
る
快
適
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
(
1:
673̀

1:
11
0
6)

L
o
uis
 
W.
 
Si
ns
a
b
a
u
g
h
 

が
す
ぐ
れ
な
い
の
で
辞
退
す
る
。
(
J:
673,

J:
11
0
6)

を
訪
問、

ワ
シ
ソ
ト
ン
最
大
の
煉
瓦
工
場
を
見
学
す
る
。

午
後

P
・
パ

ー
カ
ー
博
士
を
訪
ね、

二
日
半
逗
留
す
る
。

新
島
は
、

か
つ
て
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
年
会
で
一

千
ド
ル
の
寄
付
を

得
た
こ
と
に
対
し、

そ
の
好
意
を
謝
し
て
礼
を
述
べ
、

同
志
社
英
学
校
の
進
歩
と
日
本
伝
道
の
実
況
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

八
十
一

歳
の
老
翁
が
感
涙
を
浮
か
べ
て
話
を
聞
く
の
を
見
て
一
如
此
迄
も
日
本
の
為
を
思
へ
日
本
の
為
に
心
配
せ

ら
れ、
又
13
本
の
為
に
感
涙
を
流
が
す
人
あ
る
や
否
と
…
…
暫
く
物
言
ふ
粛
も
出
来
さ
り
し
…
…
」
s"3
"
3,15、

ト
67
3,
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1885年

五
月
七
日

五
月
六
日

五
月
五
日

五
月
四
日

五
月
三
日

設
を
見
学
す
る
。

大
学
の
生
物
教
室
か
ら

ス
キ
ソ
ナ
ー
教
授

A.

N.
 
S
ki
n
n
er
 

」い1
106)

ニ
ュ

ー
マ
ソ
牧
師
の
教
会
に
行
く。

牧
師
急
病
の
た
め
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
ツ
ョ
ナ
ル
・
ユ
ニ

オ
ソ
の
牧
師
が
代

わ
っ
て
説
教
を
す
る
。

パ

ー
カ
ー
の
家
に
泊
ま
る
。
（
怜3

羞
45,

...1::673,

...1::
11
06)

パ

ー
カ
ー
博
士
の
子
息
の
案
内
で
、

午
前
中、

本
を
見
る
。

同
所
の
メ
イ
ス
ソ
教
授

P
ro
f.

Mais
o
n

と
話
を
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

海
軍
観
測

所
へ

行
き、

ー
ル
ズ
・

ラ
ソ
マ
ン

C
h
ar!
es
 L
a
n
m
a
n

を
訪
ね
る
。
(
J:
673,

J:
11
06)
 

パ

ー
カ
ー
家
を
去
り、

ボ
ル
チ
モ
ア
に
行
く。

中
央
駅
前
の
粗
末
な
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り、

夕
方、

市
内
を
見
物
す
る
。

(
J::
673,
 
J::
11
06)
 

A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
紹
介
状
を
持
ち、

ト
ー
マ
ス
博
士
、

キ
ソ
グ
氏、

ス
ミ
ソ
ニ

ア
ソ
・

イ
ソ
ス
チ
チ
ュ

ー
シ
ョ
ソ
に
行
き、

魚
そ
の
他
の
標

に
所
内
を
案
内
し
て
も
ら
う。

さ
ら
に
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ソ
に
チ
ャ

ジ
ョ
ソ
ズ
・

ホ
プ
キ
ソ
ズ
大
学
に
ギ
ル
マ
ソ

総
長

D.

C.
 
Gil
ma
n

を
訪
問
す
る
。

政
治
学
部
学
生
の
後
藤
〔
佐
藤
昌
介
か
〕、

太
田
稲
造
と
共
に
昼
食
に
招
待
さ
れ
る
。

太
田
稲
造
〔
の
ち
新
渡
戸
稲
造〕

の
案
内
で
学
内
を
見
学
す
る
。
（
怜
6

心66,

J:
673,
 
J:
11
06)
 

雨、

ギ
ル
マ
ン
総
長
と
小
さ
な
チ
ャ
ペ
ル
で
の
礼
拝
に
出
席
す
る
。

大
学
の
物
理
・

科
学
・

生
物
等
の
教
室
お
よ
び
施

P
ot
o
ma
c
 Ar
mi
es
 
再
結
成
の
パ
レ
ー
ド
を
見
物
す
る
。

同
校
を
去
る
前、

太
田
よ
り、

友
人
の
内
村
鑑
三
が
困
っ
て
い
る
の
で
援
助
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
。

後
藤
〔
佐
藤〕

が
駅
ま
で
見
送

る
。

夕
方、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
着、

駅
前
通
り
の
ホ
テ
ル
に
入
る
。

内
村
宛
に
電
報
を
打
つ
。

内
村
へ
は
太
田
よ
り

二
日
前
に
新
島
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
曲
6

筵
66`

廿
673,

J::
11
06)

第
四
回
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
が
、

こ
の
日
よ
り
十
三
日
ま
で
京
都
鴨
川
畔
に
お
い
て
催
さ
れ
る
。

同
志
社
休
業。

日
耀
日、
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五
月
十
二
日

五
月
十
三
日

五
月
十
日

五
月
九
日

五
月
八
日

早
朝、

内
村
鑑
三
が
エ
ル
ウ
イ
ン
よ
り
来
訪
す
る
。

二
人
で
聖
書
を
読
み、

国
に
お
い
て
伝
道
に
従
事
す
べ

き
こ
と
を
約
束
す
る
。

午
後、

ー
ソ
ヒ
ル
農
園
に
住
む
モ
リ
ス
夫
妻
を
訪
問
す
る
。

内
村
は
エ
ル
ウ
イ
ソ
に
帰
る
。
（
廿
673,

J::1
106,
 J
 70

羞47)

大
親
睦
会
第
二
日
目、

在
米
の
新
島
の
手
紙
〔
四
月
四
日
付
〕

が
新
島
公
義
に
よ
っ
て
朗
読
さ
れ
る
。

(

J

71
 :
 70)
 

朝、

市
内
見
物
に
出
か
け、

思
い
が
け
ず
ァ
ー
モ
ス
ト
大
学
で
一

年
下
だ
っ
た
E
.

s
．
フ
ィ
ッ
ツ
に
会
う。

彼
の
案

内
で
バ
プ
テ
ス
ト
教
会、

市
創
立
一

0
0
年
記
念
祭
の
行
わ
れ
て
い
る
公
園
へ
行
き、

フ
ラ
ソ
ク
リ
ソ
の
墓
等
を
見
物
す
る
。

午
後、

ベ
リ
ー
博
士
を
訪
問、

十
三
日
ま
で
滞
在
し
て
看
病
婦
学
校、

病
院
設
立
計
画
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
廿
673,

J::
11
06)

朝、

プ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
教
会
に
出
席、

(
1:
673,
 
1:
1106,
 
r

�
l
)
 

t
his
 d
a
y•9"
（
恥6
:
266)
 

（
怜
1
:
 256)
 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
近
郊
オ
ー
バ
ー
プ
ル
ッ
ク
の
グ
リ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
き、

R
.

S
・

ス
ト
ア
博
士
の
説
教
を
問
く。

午
後
は
ま
た
w
.

M
・

テ
イ
ラ
ー
の

話
を
聞
く。

同
博
士
と
短
時
問
話
を
す
る
。

そ
の
後、

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
発
信、

旅
行
中
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
共
に
、

京
都
の
病
院
と
看
病
婦
学

校
の
事
に
ふ
れ、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
T̂
Dr.

B
e
rr
y
 re
a
d
 t
o
 me
 y
o
ur
 m
ost
 i
nteresti
n
g
 n
ote
 t
o
 

se
e
ms
 t
h
at
 y
o
u
 are
 ma
ki
n
g
 g
ra
n
d
 a
g
gressi
ve
 
w
or
k
 i
n
 J
a
p
a
n.
 か

つ
祈
り、

内
村
は
罪
の
告
白
を
し、

祖

さ
ら
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学、

レ
キ
ッ
ソ
ト
ソ
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
J
.

c
.

セ
ン
ト
ラ
ル
・
。ハ
ー
ク
に
行
ぎ、

動
物
園、

美
術
館
等
を
巡
る
。

hi
m.
 
It

O
h!
 
I

 

h
a
ve
 be
e
n
 l
o
n
gi
n
g
 t
o
 se
e

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
か
ら
小
崎
に
発
信、

プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ソ
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
の
総
主
事
に
会
っ
て
小
崎
の
新
聞
の
援
助
に

つ
い
て
相
談
し
た
こ
と、

彼
ら
は
そ
れ
に
賛
意
を
表
す
る
が、

在
日
宣
教
師
の
意
見
を
開
か
な
け
れ
ば
答
え
ら
れ
な
い

338 



1885年

五
月
十
四
日

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
十
八
日

五
月
十
六
日

山
本
覚
馬、

第
二
教
会
に
お
い
て
受
洗
す
る
。
（
曲
3

:
 
8
2
9
)
 

こ
と、

東
京
の
宜
教
師
に
〔
基
督
教
〕

新
聞
に
つ
い
て
興
味
を
い
だ
か
せ、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
・
ポ
ー
ド
に
援
助
す

る
よ
う
求
め
さ
せ
る
こ
と
が
最
上
の
方
法
で
あ
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
ポ
ー
ド
と
分

担
し
て
援
助
す
る
方
が
は
る
か
に
良
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ、

と
記
す。

そ
の
他、

小
崎
の
教
会、

東
北
地
方
の
教

勢
に
つ
い
て
述
べ
る
。
（
ゆ
6

忍67)

テ
イ
ラ
ー
博
士
の
家
に
滞
在
す
る
。
(
T
届
1
)

ゴ
ー
ド
ソ
宣
教
師
の
友
人
の
エ

デ
ィ
ー
夫
人
を
訪
問、

こ
こ
に
一

泊
す
る
。
(

J::
673,

J::11
06)

金
曜
日、

朝、

す
る
。

ウ
イ
ン
夫
人
を
訪
問、

午
後、

ベ
ー
レ
ソ
ド
牧
師
を
訪
ね、

祈
濤
会
に
出
席、

十
五
分
ば
か
り
感
話
を

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
有
名
な
実
業
家
ボ
ン
ド
氏
を
訪
ね、

書
籍
館
の
た
め
百
ド
ル
の
寄
付
を
受
け
る
。

ボ
ン
ド
の
家
に
泊
ま
る
。
(

1:673,

1:
11
06,
 
r

�
l
)
 

ポ
ソ
ド
家
を
発
ち、

廿
11
06,

T
�l)
 

日
曜
日、

朝、

コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
J
.

S
・

ア
イ
ヴ
ズ
牧
師
の
も
と
に
行
く。

（
廿673,

ア
イ
ヴ
ズ
牧
師
の
教
会
で
説
教
を
す
る
。
こ^
A
h
ar
d
 c
h
u
rc
h
 to
 s
pe
a
k."
 (
J:673,
 
J:
11
06,
 
r

�
l
)
 

ア
イ
ヴ
ズ
牧
師
の
案
内
で
プ
リ
ッ
ジ
ボ
ー
ト
に
住
む
ァ
ー
モ
ス
ト
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、

ト
牧
師

H.

A.
 
D
a
v
e
n
p
ort

を
訪
ね
る
。

彼
の
執
事
の
一

人
s
.

C
・
ホ
ー
ト
ソ
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
弾
薬
工
場

を
見
学
に
行
く。
（
廿673̀

J::
11
06)

H
.

A
・

デ
ィ
プ
ン
ボ
ー

ア
イ
ヴ
ズ
牧
師
と
ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
ヘ

行
ぎ、

州
庁
に
近
い
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
る
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
・

ク
ラ
プ
（
所
長
ウ
ォ
ー
カ
ー
博
士
）

の
集
会
に
出
席
す
る
。

会
の
始
ま
る
前
に
州
庁
と
そ
の
中
に
あ
る
図
書
館
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五
月
二
十
六
日

五
月
二
十
日

五
月
二
十
一
日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
七
日

268)
 

を
見
学
す
る。

新
島
も
日
本
で
の
伝
道
に
つ
い
て
約
十
分
話
を
す
る。

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ボ
ー
ク
ー
総
長
の
も
と
で
も

て
な
し
を
受
け
る。
（

廿673,

1::
1106)
 

大
津
に
お
け
る
集
会
ー
|'
馬
場
新
三
・

林
田
騰
九
郎
・
高
田
義
甫
が
会
主
と
な
り、

大
津
魚
清
楼
に
滋
賀
県
の
常
置
委

員、

諮
問
委
員、

大
津
商
工
会
議
所
の
有
力
者
二
十
八
名
を
招
待、

市
原
盛
宏
・
新
島
公
義
ら
こ
も
ご
も
立
っ
て
明
治

ボ
ー
タ
ー
総
長
の
案
内
で
イ
ェ
ー
ル
神
学
校
の
図
書
館
を
見
る。

総
長
宅
に
泊
ま
る。
(
J:673,

J:
1106)

金
曜
日、

ア
ー
モ
ス
ト
ヘ
行
き、

二
十
五
日
（
月
曜
日）

ま
で
滞
在
す
る。

A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
は
数
日
間
バ
ー
ハ
ー
バ
ー
ヘ
行
っ
て
い
る。

ミ
ス
・
カ

ミ
ン
グ
が
来
て、

泊
ま
る。

彼
女
は
不
破
唯
次
郎
の
教
会
に
五
ド
ル
寄
付
す
る。
（

廿673,

J::
1106)

＊

五
月
二
十
二
日
ボ
ス
ト
ソ
ヘ
帰
る。
（

T
悔
1

)

ボ
ス
ト
ソ
の
A
・
ハ
ー
デ
ィ
家
よ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
の
バ
ー
カ
ー
に
手
紙
を
書
ぎ、

先
日
訪
問
し
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ

る。
(
D
33)

シ
ー
リ
ー
総
長
を
訪
問
す
る。

彼
に
日
本
の
コ
イ
ソ
ー
ー
小
判、

同
志
社
の
教
員
に
手
紙
を
書
き、

同
志
社
の
教
員
養
成
と
日
本
伝
道
の
強
化
に
つ
い
て
の
計
画
を
述
べ
る。

ダ
ソ
バ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
S
.
F
・
テ
イ
ラ
）
よ
り
ボ
ス
ト
ソ
の
新
島
宛
に
こ
の
日
付
で
来
信、

先
日
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ

ル
ヘ
魚
釣
り
に
同
行
す
る
た
め
待
っ
て
い
た
が、

待
ち
ぽ
う
け
を
食
っ
た
こ
と、

で
き
れ
ば
来
週
の
金
曜
日
（
六
月
五

日）

に
同
行
し
た
い、

と
伝
え
て
く
る。
(
7'"2476)

午
後、

旧
約
聖
書
改
訂
の
集
会
に
出
る。

（
怜6

一

分
金
を
贈
る。

ロ
ー
ウ
エ
ル
出
身
の
牧
師
や
ク
レ
イ
教
授
ら
数
人
が
意
見
を
述
べ
る。

専
門
学
校
へ
の
賛
助
を
求
め
る。
（

怜
1

:
 
1
9
6
)
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1885年

六
月
三
日

六
月
二
日

六
月
一
日

五
月
下
旬

小
崎
の

五
月
二

十
九
El

五
月
三
十
日

五
月
三
十
一
日

ボ
ス
ト
ソ
よ
り
N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
に、

小
崎
の
「
新
聞」

に
対
す
る
最
終
決
定
を
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
頼
む。

も
し
ボ
ー
ド
が
小
崎
の
新
聞
を
援
助
す
る
こ
と
に
決
ま
れ
ば、
c•
Yeas"

ダ
メ
な
ら
ば
^̂
No"

と
電
報
を
打
つ
こ
と
に

な
っ
て
い
る、

と
書
く。
（
曲6
心70)

蔵
原
惟
郭
に
手
紙
を
書
き、

彼
の
進
学
先
に
つ
き
メ
イ
ン
州
バ
ソ
ゴ
ー
神
学
校

Ba
ngor
T
heol
o
gical
 Se
mi
nar
y
 

と
シ
カ
ゴ
神
学
校
に
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
を
伝
え、
「
小
弟
昔
時
労
働
セ
し
事
一

年
ョ
、

事
ア
リ、

是
等
之
事
ハ

今
日
ニ
ト
リ
小
弟
ヲ
益
す
る
殊
二
甚
ダ
ツ
…
…
人
労
シ
テ
初
メ
テ
黄
金
ノ
貴
キ
ヲ
知
…
…
労
働

ハ
兄
ノ
本
国
ヲ
発
ス
ル
時
ノ
覚
悟
ニ
ア
ラ
ス
ヤ、

坐
ッ
テ
人
ノ
助
ヶ
ヲ
受
ル
ヨ
リ
モ
労
シ
テ
自
ラ
ヲ
助
ク
ノ
貴
キ
ニ
如

日
曜
日、

雨、

ト
レ
モ
ソ
ト
街
に
あ
る
ク
ー
ニ
ー
博
士
の
エ
ピ
ス
コ
。ハ
ル
教
会
へ
行
く。
（
廿673,

J::
1106,
 
""f
�l)
 

ボ
ス
ト
ソ
よ
り
メ
ア
リ
ー
・
モ
リ
ス
に
発
信、

ウ
ォ
ー
ダ
ー
教
授

P
ro
f.
 
War
der
 

日
本
を
良
く
す
る
た
め
に
は
優
秀
な
教
師、

と
く
に
日
本
人
の
働
ぎ
手
が
必
要
で
あ
り、

そ
れ
は
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
・
ス

大
学
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
勉
強
し
て、

有
能
な
教
師
に
な
れ
る
よ
う、

援
助
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
る。
(
""f2268)

ペ
ソ
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
エ
ル
ウ
イ
ソ
の
内
村
鑑
三
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信。
(

J

82
 : 162)
 

大
津
で
疏
水
工
事
起
工
式。
〔
六
月
三
日
京
都
で
起
工
式〕
（
Hl3
:
82)
 

「
新
聞」

に
つ
い
て
N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
の
返
事
が
来
る。
(
""f2480)

＊

ジ
ャ
パ
ソ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
年
会
の
記
録
（
六
月
十
二
！
十
七
日、

神
戸）
に
よ
れ
ば、

菩
醒
社
へ
の
援
助
と
し
て
八
百
ド
ル
が

政
治
学
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
教
師
を
同
志
社
に
送
る
こ
と

⇔
少
数
の
優
秀
な
日
本
人
学
生
が
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ソ
ズ

ク
ー
ル
で
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と、

ま
た
そ
の
た
め
に
モ
リ
ス
夫
人
の
教
会
に

又
人
之
糞
汁
迄
モ
洗
ヒ
シ

日
少
な
く
と
も
一
、

二
名
の
第
一

級
の

の
日
本
行
き
に
つ
い
て
尋
ね、

カ
ス
…
…」

と
励
ま
す。
（
や
3

羞47)
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六
月
十
二
日

六
月
十
一

日

六
月
十
日

六
月
八
日

六
月
七
日

六
月
六
日

六
月
五
日

の
後、

礼
拝
堂
へ

行
く。

カ
ー
チ
ス
氏
の
前
置
き
が
長
く、

新
島
は
少
し
だ
け
話
を
す
る
。

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
と
九

時
の
汽
車
で
ボ
ス
ト
ン
に
帰
る
。

バ
ー
ソ
ズ
氏
に
貸
し
て
あ
っ

た
日
本
地
図
を
紛
失
し
た
た
め、

十
ド
ル
を
受
け
取
る
。

そ
の
金
を
蔵
原
惟
郭
に
送
り、

窮
状
を
救
う。
(
J::
673,

J::
11
06,
 
r

�
l
)
 

C
・

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ソ
夫
妻
を
訪
問
す
る
た
め、

(
T
伽
1
)

ポ
ー
タ
ー
牧
師
と
共
に
六
時
二
十
五
分
前
に
ボ
ス
ト
ソ
を
出
発
す
る
。

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ソ
と
共
に
レ
キ
シ
ソ
ト
ソ
で
過
ご
す。
（
T
悔
l
)

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
の
馬
車
で
コ
ソ
コ
ー
ド
ま
で
行
く。
(
T
悔
1
)

ボ
ス
ト
ソ
よ
り
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

小
崎
の
新
聞
へ
の
援
助
決
定
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
る
。

ま
た
午
前
中
に

プ
ル
ッ
ク
リ
ソ
の
ミ
ス
•

V
・

ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
を
訪
ね
る
つ
も
り
で
あ
る、

と
書
く。
（
怜
6

心70)

セ
イ
レ
ム
・

サ
ウ
ス
・

チ
ャ
ー
チ
で
演
説、

近
隣
の
牧
師
た
ち
も
来
て
聴
衆
は
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

女
性
が
主
で
あ
っ

た
。

約
四
十
五
分
話
し
て
か
ら
質
疑
応
答
す
る
。

A
u
b
u
rn
dal
e
 ス

ト
ロ
ン
グ
博
士
、

ミ
ー
ド
夫
人
に
会
う。

お
茶

ゥ
ー
ス
タ
ー
、

ボ
イ
ン
ト
ナ

街
の
ホ
ー
マ
ー

J
．
フ
ラ
ー
博
士
に

招
待
さ
れ
る
。
(
J::
11
06,

T
ilill)
 

朝、

ス
チ
ム
ソ
ソ
牧
師
の
教
会
で
話
を
す
る
が
、

聴
衆
に
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

カ
ー
ク
ー
博
士
が
進

行
係
で
あ
っ

た
。

夜、

フ
ラ
ー
博
士
と
共
に
フ
ェ
ル
ブ
ス

博
士
の
教
会
へ

行
き、

彼
の
演
説
の
後、

十
五
分
ば
か
り
話

福
岡
教
会
設
立、

牧
師
・

不
破
唯
次
郎。
(
F
1
 :
 
8
7
)
 

＝

ド
ワ
ー
ド
氏
は
不
在
だ
っ

た
が
、

レ
ソ
夫
人、

カ
ー
タ
ー
夫
妻、

昼
食
後、

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
と
オ
ー
バ
ソ
デ
ー
ル

特
別
支
出
さ
れ
る、

と
報
告
さ
れ
て
い
る。
(
E
2
4
-
g
)

の
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ハ

ー
デ
ィ
の
家
を
訪
ね
る
。

342 



1885年

六
月
十
八
日

六
月
十
七
日

ソ
・

ス
テ
イ
ト
・
コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
で
会
う。

る
。
（
T
面
l

)

ハ

ウ
夫
人
の
教
会
の
会
員。ヘ
ソ
ネ
ル
氏
の
案
内
で
水
道
設
備
を
見
学
す

343

ラ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
で
同
室
だ
っ

た
ド
ニ
ー
ビ
ル

De
n
n
y
vi
ll
e

の
ビ
ー
タ
1

E
・
ベ

イ
ス

P.

E.
 
Vase

と
ル
イ
ス
ト

ポ
ー
ト
ラ
ソ
ド
に
行
く
つ
も
り
だ
っ

た
が
、

ハ

ウ
夫
人
に
二
十
二
日
ま
で
引
き
留
め
ら
れ
る
。
（
T
悔
1

)

マ

ウ
ソ
ト・

ホ
リ
ヨ
ー
ク
女
学
院
よ
り
手
紙
が
来
る
。

ハ

イ
ム
夫
人

Mrs.

Hei
m

が
病
気
の
た
め
新
島
の
来
訪
を
延

＊

以
後、

女
学
校
は
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る。

け
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
が
女
学

に
つ

ぎ
相
談、

満
足
の
い
く
答
え
を
得
る
。
（
T
面
l

)

が
集
ま
っ

た
。

ハ

ウ
の
家
で
バ
ソ
ゴ
ー
神
学
校
の
ル
イ
ス

H
・

ス
タ
ー
ン
ズ

教
授
夫
妻
に

会
い
、

蔵
原
惟
郭
の
こ
と

オ
ル
デ
ン

博
士
と
ボ
ス
ト
ソ
を
九
時
に
出
発、

午
後
二
時
半
に
メ
イ
ン
州
ル
イ
ス
ト
ン

H.
 
H
o
we
 
の
家
に
迎
え
ら
れ
る
。

集
会
は
ス
テ
イ
ト
・
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
で
行
わ
れ、

二
百
二
十
五
の
教
会
の
代
表

ジ
ャ
。ハ
ソ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ

第
十
三
年
会
が
十
二
日
よ
り
十
七
日
ま
で
神
戸
で
開
か
れ、

同
志
社
女
学
校
の
経
営
に
関
し

て
次
の
こ
と
を
決
議
す
る
。

H
同
志
社
女
学
校
の
宜
教
師
教
員
の
辞
任
を
承
認
す
る

校
停
止
(
T
he
s
us
pe
nsi
o
n
 of
 t
he
 sc
h
o
ol
)

に
つ
い
て
同
志
社
と
協
議
す
る
こ
と
を
認
め
る

伺
ミ
ッ
ジ
ョ
ソ
と

し
て
は
女
子
の
高
等
教
育
の
学
校
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、

そ
れ
を
神
戸
に
設
置
す
る
。

(

E
2
4

—

g
)

期
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
旨
を、

テ
イ
ラ
ー
氏
よ
り
知
ら
せ
て
く
る
。

そ
れ
で
七
月
四
日
に
行
く
と
電
報
を
打
つ
。

L
e
wist
o
n

到
着、

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

を
す
る
。

月
曜
日、

ス
チ
ム
ソ
ソ
の
教
会
よ
り
も
は
る
か
に
話
し
や
す
か
っ

た
。

2
盗匹
1

)

ゥ
ー
ス
ク
ー
で
ス
チ
ム
ソ
ソ
、

フ
ェ
ル
。
フ
ス
博
ふ
十
と
共
に
過
ご
す。
（
T
面
1

)

フ
ラ
ー
博
士
に
案
内
さ
れ
て
ウ
ィ
ッ
カ
ム
氏、

ミ
ー
ソ
氏、

フ
ェ
ル
プ
ス
博
士
に
会
う。
（
T
面
1

)

ハ

ウ

G.



六
月
六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

ハ
月
二
十
八
日

六
月
二
十
七
日

ル
イ
ス
ト
ソ
を
午
前
十
一

時
五
分
発、

午
後
一

時、

ボ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
着
く。

C
.

H
・

ダ
ニ
エ
ル
ズ
牧
師
に
出
迎
え

ら
れ
る
。

荷
物
を
船
に
積
み
込
ん
で
か
ら
彼
の
家
に
行
く°

ミ
ス
・

キ
ン
グ、

ミ
ス
・
ベ

イ
カ
ー
、

ミ
ラ
ー
氏、

カ
ー

ル
ー
サ
ー
博
士
ら
の
知
人
に
会
う。

ダ
ニ
ニ
ル
ズ
の
家
で
北
日
本
伝
道
の
地
図
を
書
く。

ダ
ニ
エ
ル
ズ
が
ボ
ス
ト
ソ
ま

で
の
船
の
切
符
を
買
っ
て
く
れ
る
。

彼
の
教
会
を
見
る
。

船
は
八
時
二
十
五
分
ポ
ー
ト
ラ
ソ
ド
を
出
発、

美
し
い
月
夜

で
あ
る
。
（
T
扁
1
)

朝
六
時
ボ
ス
ト
ン

着、

午
後
＝一
時
に
同
地
を
出
発
し、

ス
プ
リ
ソ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
経
由
で
ホ
リ
ヨ
ー
ク
に
到
着、

マ

ウ
ン
ト
・

ホ
リ
ヨ
ー
ク
・

カ
レ
ッ
ジ
の
チ
ャ
ペ
ル
で
若
い
女
性
た
ち
に
話
を
す
る
。

気
分
が
悪
く
な
り、

ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
総
長
と
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
博
士
に
ア
ー
モ
ス
ト
ま
で
連
れ
帰
っ
て
も
ら
う。
（
T
面
1
)

シ
ー
リ
1
総
長
宅
で
ジ
ェ

イ
ム
ズ
夫
妻
と
会
う。
（
T
梅
1
)

士
の
話
も
聞
く。
(
T
面
1
)

京
都
の
山
本
覚
馬
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

こ
の
ほ
ど
受
洗
し
た
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(
T
705)

四
マ

ア
ー
モ
ス

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
卒
業
式
に
出
席
し
て
シ
ー
リ
ー
総
長
の
説
教
を
聞
く。

ま
た
ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
博

ア
ー
モ
ス
ト
の
リ
ュ
ニ

オ
ソ
の
日
に
十
九
人
が
モ
ー
ス
教
授
の
家
に
集
ま
る
。
（
T
悔
1
)

京
都
で
開
か
れ
た
第
四
回
基
督
教
徒
大
親
睦
会
の
議
長
・

大
儀
見
元
一

郎
よ
り
挨
拶
状
が
送
ら
れ
る
。

新
島
の
祝
辞
に

対
す
る
答
礼
で
あ
る
。

2ハ
7
0
6
)

こ
の
日
付
で
内
村
よ
り
来
信。
(

J

82
 :
 1
7
9
)
 

六
月
二
十
五
日

イ
ル
ば
か
り
離
れ
た
サ
ウ
ス
・
ハ

ド
レ
ー
に
一

泊
す
る
。
（
T
面
l
)

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十
一

日

内
村
鑑
三
よ
り
こ
の
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

(

J

82
 :
 1
7
3
)
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1885年

七
月
八
日

七
月
七
日

七
月
六
日

セ
イ
レ
ム
に
行
き、
w
.

T
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
に
会
い、

を
す
る。
ボ
ス
ト
ソ
ヘ
行
き、
不
破
唯
次
郎
に
本
を
送
る。
ダ
ン
バ
ー
ス
ボ
ー
ト
ヘ
行
く。
（
怜
3

羞
5
3,

""f
�l)
 

午
前
十
時
二
十
七
分
の
汽
車
で
ダ
ン
バ
ー
ス
ボ
ー
ト
を
発
つ
。゚
ヒ
ー
ポ
デ
ィ
で
鉄
道
事
故
に
出
会
う。
エ
バ
ー
ト
A
.

ト
ム
ソ
ソ
〔
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
71
組〕
に
会
う
た
め、

マ
・
フ
ァ
ウ
ル
に
は
会
い
そ
こ
ね
た
が、

ノ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
ソ

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ド
ッ
ト
と
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
牧
師
に
会
う。
デ
ィ
ー
コ
ン
・
ゲ

ナ
ハ
ン
ト
・
ビ
ー
チ
Zahant
Beach
へ
小
旅
行。
（
T
協
1

)

七
月
五•
六
日

内
村
よ
り
こ
の
日
付
の
手
紙
が
来
る。
(
J

82
 : 180)
 

七
月
五
日

道
に
つ
い
て
害
く。
（
怜6
忍71,

r

�
l
)
 

七
月
四
日

七
月l
H

七
月
二
日

七
月
三
日

(
T
面
1

)

へ
行
く。

学
位
授
与
式
(
Co
mmence
ment)
と
昼
食
会、
演
説
を
す
る。
2"
桓
1

)

グ
リ
ー
ソ
〔
？〕
総
長
と
w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
元
総
長
を
〔
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
農
科
大
学
に〕
訪
問
す
る。

*
Pres.
 Green
と
い
う
の
は
Ja
mes
C.
 Greenough
の
こ
と
か。
と
す
れ
ば
彼
は一
八
八ー―-
I
八
六
年
の
問、
President

of
 the
 Massachusetts
 Agricaltural
 College
で
あ
っ
た。

こ
の
朝、
蔵
原
よ
り
手
紙
が
届
き、
こ
れ
に
返
事
を
書
く。
そ
の
中
に
バ
ン
ゴ
ー
神
学
校
の
教
員
よ
り
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
「
君
平
素
満
腔
之
宿
志
を
陳
し」
新
島
ま
で
送
る
よ
う
に
伝
え
る。
（
ゆ
3

羞
4
9
)

ア
ー
モ
ス
ト
を
去
り、

ベ
イ
カ
ー
夫
人
と
昼
食、
テ
イ
ラ
ー
夫
人
の
と
こ
ろ
へ
行
く。
ド
ー
チ
ェ
ス
ク
）
か
ら
小
崎
に
発
信、
高
知
・
東
北
伝

日
曜
日、
午
前、

ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
も
と
に
行
く。
（
T
価
1

)

ウ
イ
ン
グ
牧
師、
午
後、
バ
プ
テ
ス
ト
の
コ
ー
ル
牧
師
の
礼
拝
に
出
る。
（
T
悔
1

)

ク
ラ
プ
・
ハ
ウ
ス
で
ラ
ソ
グ
メ
イ
ド
氏
と
三
人
で
昼
食

North
 W
 
orbu
rn
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七
月
十
六
・

七
日

七
月
十
一

日

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

七
月
十
五
日

七
月
十
日

七
月
九
日

T
面
1

)

ー
ジ

De
ac
o
n

Ga
ge

の
店
で
泊
ま
る
。
（
T
悔
1

)

午
前
十
一

時
十
五
分
リ
ソ
カ
ー
ソ
着、

カ
ー
リ
ー
・
フ
リ
ソ
ト

飲
む。
(
T
伽
1

)

在
す
る
。
(
T
悔
1

)

る
こ
と、

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ソ
牧
師
の
教
会
で
話
を
す
る
。

の
案
内
で
共
同
墓
地
や
貯
水
池
を
見
る
。

土
曜
日、

安
息
日
を
静
か
に
過
ご
す
た
め
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
オ
ー
バ
ー
ソ
デ
ー
ル
に
行
き、

十
四
日
の
昼
ま
で
滞

昼
す
ぎ
ボ
ス
ト
ソ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ハ

ウ
ス
に
立
ち
寄
り、

た
だ
ち
に
医
者
の
家
に
行
く。

二
時
半
す
ぎ
帰
る。

蔵
原

熊
本
在
住
の
下
村
孝
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

留
学
に
際
し
旅
費
お
よ
び
家
族
へ
の
援
助
を
受
け、

感
謝
し
て
い

ア
メ
リ
カ
で
は
ウ
ー
ス
タ
ー
の
専
門
学
校
へ
入
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(
""f
707)

〔
ボ
ス
ト
ソ
で
〕

蔵
原
に
会
う。

フ
リ
ン
ト
夫
人
が
進
行
役。

リ

ウ
ニ
ス
ト
ソ
夫
妻
の
家
で
お
茶
を

そ
の
後、

汽
船
で
ボ
ス
ト
ソ
を
出
発、

イ
ン
州
バ
ー
ハ
ー
バ
ー
に
向
か
う。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
プ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ソ
の
ミ
ス
・
フ
ラ
ー
に
会
う
。
（
怜3
:
3
52,

バ
ー
ハ
ー
バ
ー
到
着、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
の
斡
旋
に
よ
り
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ

ー
ボ
ー
ト
・
ハ

ウ
ス
に
泊
ま
る
。

十
日
ほ
ど
滞

在
す
る
。

バ
ッ
キ
ソ
ガ
ム
博
士
の
一

家
に
会
う。

こ
の
日
付
の
内
村
書
簡
を
受
け
取
る
。

大
儀
見
元
一

郎
よ
り
聖
書
翻

訳
事
業
に
つ
き
委
員
の
交
替
を
通
知
し
て
く
る
。
（
怜3

羞53,

�6
:
 280,
 
T
710,
 
r
,Ji\1,
 
J
 82
 :1
83)
 

バ
ッ
キ
ソ
ガ
ム
描
E

士
と
帆
走
す
る
。
（
T
伍
1

)

正
午
ご
ろ
オ
ー
バ
ー
ソ
デ
ー
ル
を
出
発、

よ
り
来
書。
（
吟3

羞
52)

Ca
rli
e
 Fli
nt
 

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
牧
師
と
ア
ダ
ム
ズ
牧
師
が
出
席
す
る
。
（
T
扁
l

)
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1885年

七
月
二
十
七
日

七
月
二
十
六
日

七
月
二
十
一
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
四
日

七
月
十
八
H

バ
ッ
キ
ソ
ガ
ム
博
士
と
帆
走、

ス
プ
リ
ソ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺
の
教
育
や
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
聞
く。

プ
ラ
ウ
ソ
夫

人
よ
り
セ
ソ
ト
ラ
ル
・
チ
ャ
ー
チ
の
日
耀
学
校
の
名
前
で
六
十
ド
ル
を
寄
付
さ
れ、

同
志
社
の
男
子
生
徒
に
与
え
ら
れ

る。

日
曜
学
校
宛
に
領
収
書
を
送
る。

ま
た、

か
つ
て
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ソ
ズ
大
学
の
教
授
で
あ
り、

現
在
イ
ギ
リ

ス
の
ケ
ソ
プ
リ
ッ
ジ
大
学
の
教
授
で
あ
る
ハ
リ
ス
教
授
よ
り
太
田
稲
造
を
通
じ
て、

京
都
で
最
初
の
大
学
へ
と
十
ド
ル

を
受
け
取
る。
（
T
扁
l

)

同
志
社
で
使
用
す
る
た
め
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
イ
ー
ス
ト
・
ハ
ソ
プ
ト
ン
の
ベ
ヴ
ァ
ン
氏
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
ベ
ル
が

寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て、

J
.
S
・
ア
イ
ヴ
ズ
牧
師
に
礼
状
を
書
く。
ベ
ル
は
二、

三
週
間
前
に
ポ
ス
ト
ン
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
ハ
ッ
チ
ソ
ス
氏
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
て
い
た。
（
伶6:
2
72)
 

祈
藷
会
に
出
席
す
る。

十
八
日
に
受
け
取
っ
た
内
村
の
手
紙
に
返
事
を
書
く。
(
r22609

T
面
1

)

バ
ー
ハ
ー
バ
ー
湾
を
一

っ
隈
て
た
対
岸
の
ウ
エ
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ

West
Go
ul
ds
bo
ro
へ
移
る。
（
怜6"
273,

ス
ミ
ス
夫
人
が
A
・
ハ
ー
デ
ィ
の
ヨ
ッ
ト

Ia
nt
he

号
で
新
島
へ
の
荷
物
を
届
け
て
く
れ
る。

彼
女
は
土
曜
日
〔
二
十

五
日〕

ま
で
滞
在
す
る。
（
T
伽
1

)

日
曜
日、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
と
三
人
で
礼
拝
に
出
席、

二
週
問
に
一

度
来
る
ノ
ー
ト
ン
の
説
教
を
聞
く。

日
曜
学
校

が
無
い
こ
と
を
聞
き、

そ
れ
を
作
っ
て
は
ど
う
か、

デ
ィ
ケ
ソ
ズ
の
小
説
Da0i
d
Co
pper
fiel
d

を
読
み
始
め
る。
（
T
面
1

)

蔵
原
に
発
信、

神
学
校
へ
送
る
べ
き
彼
の
文
章
を
紛
失
し
た
の
で、

も
う
一

度
書
い
て
送
る
よ
う
頼
む。

ま
た
執
筆
に

際
し
て
の
注
意
を
書
き
添
え、

入
学
す
る
た
め
に
は
英
語
を
読
み、

書
き、

喋
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
く。

T
悔
1

)

と
提
案
す
る。
（
怜6"
273,

r
;iSl)
 

（
怜
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八
月
四
日

八
月
三
日

七
月
二
十
九
日

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一

日

七
月
二
十
八
日

ウ
エ
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ
よ
り
A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
妻
に
発
信。

波
止
場
に
釣
り
に
行
く。

松
山
高
吉
か
ら
こ
の
日
付
〔
消
印
は
七
月
二
十
日
〕

で
来
信、

近
況
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
T
71
2)

ウ
エ
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ
よ
り
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

毎
日
釣
り
を
し
て
い
る
こ
と、

朝
A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫

妻
が
ヨ
ッ
ト
で
日
本
か
ら
の
手
紙
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
等
を
書
く。

魚
釣
り
ー
—し
ヒ
ラ
メ
九
尾。
（
怜
6
"
2
73,

波
止
場
で
釣
り
ー
ー
ー
ヒ
ラ
メ
八
尾。

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

ジ
ャ
パ

ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
仙
台
に
い
る
O
·

H
・

ギ
ュ

ー

リ
ッ
ク
を
九
州
に
送
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対、

九
州
へ
は
若
い
人
を
派
遣
す
べ

ぎ
だ
と
の
意
見
を
述
べ
る
。

サ
ウ
ス
・
ゴ
ー
ル
ズ
．ハ
ラ
か
ら
バ
ー
ハ

ー
バ
ー
ヘ

汽
船
で
行
く。

往
復
各
二
十
五
セ
ソ
ト
。
（
T
面
1

)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
が
仙
台
か
ら
福
岡
に
移
り
た
い
と
希
望
し
て
い
る
こ
と

月
曜
日、

華
氏
六
ニ
ー
六
五
度
。
ク
ラ
ー
ク
の
手
紙
を
受
信。

ト
ー
マ
ス

J
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
八
月
五
日
に
ボ
ス
ト

ソ
の
ス
テ
イ
ト
・

ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
旨
の
通
知
を
受
け
る
。

C
.

H
・

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の

S
e
lf
S
u
p
p
ort
 

の
本
を
読
む。

ま
た
ジ
ョ
セ
フ
・

ジ
ョ
ソ
ソ
ソ
の

Sel
f,
E
fo
rt
o
n

He
alt
h
 

流
れ
も
風
も
逆。
C
f
�l)

A
・
ハ
ー
デ
ィ
が
嵐
の
中
ク
ラ
ー
ク
の
手
紙
を
持
っ

て
く
る
。

2
盗匹
1

)

に
つ
い
て
、

委
員
会
と
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
く
る
。
(
r
24
93)

（
怜
6
:
 275,
 
""f
jgll
)
 

T
面
l

)

尾。
（
怜
6
:
2
73)
 

3

と
5
3
)

ヒ
ラ
メ
(
fl
o
u
n
d
er)

に
つ
い
て

も
読
む。

午
後、

ポ
ー
ト
を
漕
ぐ。

84

四

3



1885年

八
月
十
四
日

八
月
十
三
日

八
月
十
二
日

八
月
十
一

日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
八
日

八
月
七
日

内
村
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信。
(

J

8
2

 :

 
1

9
0
)
 

同
志
社
の
学
生
・

林
拾
が
退
学
処
分
を
受
け
た
こ
と
を
開
き、

一

詩
を
賦
し
て
同
氏
に
贈
る
。

遠
在
米
州
余
證
忘

恐
為
聖
会
盟
兄
弟

家
信
偶
到
報
君
事

概
歎
溢
為
敢
滴
悌

余
不
問
韻
字
之
正
非
如
何
満
腔
之
痛
見
煩
湧

為
一

片
之
詩
之
章
只
要
同
氏
之
了
察
耳
（
廿
11
03)

内
村
に
宛
て
六
日
に
受
け
取
っ

た
手
紙
の
返
事
を
書
く。

ア
ー
モ
ス
ト
で
の
道
が
開
け
る
よ
う
シ
ー
リ
ー
総
長
に
手
紙

L
.

M
・

メ
イ
ス
ソ
と
い
う
人
物
が
ボ
ス
ト
ソ
よ
り
来
て
、

し
た
い
と
の
相
談
を
も
ち
か
け
る
。

彼
の
希
望
に
よ
り
午
後
四
時、

ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ
発
の
汽
船
で
バ
ー
ハ

ー
バ
ー
ま
で

A
・
ハ

ー
デ
ィ
に
会
い
に
行
く。

途
中、

絶
え
間
の
な
い
音
楽
談
義
で
悩
ま
さ
れ
る
。

3
56,
 
l
ぶ
g
l
)

朝、

ウ
ニ
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ
に
帰
る
。
（
ゆ3

羞
56,

r

�
l
)
 

シ
ー
リ
ー
総
長
に
手
紙
を
書
ぎ、

内
村
の
入
学
と
奨
学
金
の
支
給
に
つ
い
て
懇
請
す
る
。
(
r22
64)

八
重
夫
人
に
発
信、

林
拾
・

緒
方
正
脩
ら
数
名
の
退
学
生
に
つ
い
て
問
い
糾
す。
（
ゆ3
:
 355)
 

メ
イ
ソ
州
ボ
ー
ト
ラ
ソ
ド
の
J
.

S
・

ツ
ー
ウ
ォ
ー
ル
教
授

に
つ

き
来
信。
(
r
24
96)

を
送
る
つ
も
り
だ
と
述
べ

る
。
（
ゆ
6

筵
7
7
)

ハ

ー
デ
ィ

家
で
一

泊。
（
ゆ
3

日
本
で
オ
ル
ガ
ン
の
製
造
を
計
画
し、

音
楽
学
校
を
設
立

J
o
h
n
 S.
 
S
e
w
a
ll

よ
り、

こ
の
日
付
で
蔵
原
の
こ
と

高
野
重
吉
よ
り
の
手
紙
（
七
月
二
十
五
日
付
）

を
受
け
取
る
。
（
廿
11
06)

ツ
ー
リ
ー
総
長
よ
り
内
村
を
受
け
入
れ
る
旨
の
手
紙
を
受
け
取
る
。
（
T
悔
1
)

蔵
原
惟
郭
の
バ
ン
ゴ
ー
神
学
校
入
学
に
つ
い
て
シ
ー
ウ
ォ
ー
ル
教
授
に
手
紙
を
書
く。
（
ゆ
6

"

2
8
1
)
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九
月
十
13

九
月
九
日

九
月
七
日

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
発
信、

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
Se
lf
S
u
pport
 

薦
次
第
に
よ
る
“

と
い
う
の
で、

に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
る。
（
T
面
1

)

シ
ー
ウ
ォ
ー
ル
教
授
よ
り
返
事
が
あ
り、

蔵
原
の
入
学
に
関
し
て
他
か
ら
も
言
っ
て
き
て
い
る
が
11
新
島
氏
よ
り
の
推

さ
っ
そ
く
推
薦
文
を
書
い
て
送
る。
（
ゆ3
羞60)

「
先
生
ョ
、

弟
先
生
二
報
ュ
ル
ニ
言
ナ
ツ
術
ナ
ッ、

リ
先
生
ノ
主、

弟
ノ
主
ナ
ル
基
督
二
事
ヘ
ソ
ノ
ミ
…
…」
(

J

82
 : 194)
 

J
.
S
・
ツ
ー
ウ
ォ
ー
ル
よ
り
こ
の
日
付
で
蔵
原
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
手
紙
が
来
る。

内
村
よ
り
こ
の
日
付
の
手
紙

蔵
原
に
発
信、

シ
ー
ウ
ォ
ー
ル
よ
り
の
手
紙
を
同
封
し
て
送
る
こ
と、

二
十
五
ド
ル
の
金
策
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ

ソ
・
ボ
ー
ド
の
ク
ラ
ー
ク
先
生
に
頼
ん
で
い
る
か
ら、

同
氏
の
と
こ
ろ
へ
行
く
よ
う
に
伝
え
る。
（
怜
3

:

 
3
5
9
)

 

ク
ラ
ー
ク
宛
に、

蔵
原
に
二
十
五
ド
ル
貸
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
怜6
心79)

只
後
日
弟
ノ
カ
ア
ラ
ソ
限

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
少
年
時
代
の
こ
と
を
記
し
た
文
章
を
贈
る。

こ
れ
は
後
に

My
Yo
u
n
ger
 Days
 
と
し
て
知
ら
れ

内
村
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

九
月
七
日
ア
ー
モ
ス
ト
に
到
着
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
る。

新
島
の
住
所

Hi
lls,
 
Esq•

West
 Go
ul
ds
 bo
ro
u
g
h,
 
Mai
n.
 
(

J
 82"
202)
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
家
で
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ、

二
十
三
人
が
集
ま
る。
‘‘、
ス
・
ヒ
ド
ソ
に
発
信、

近
況
を
知
ら
せ
る。

ツ
ー
リ
ー
総
長
に
内
村
入
学
に
つ
い
て
の
礼
状
を
出
す。
（
T
悔
1

)

八
月
三
十一
日

内
村
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信。
(

J

82
 : 201)
 

る
よ
う
に
な
る。
（
怜
10:
2
1,
 
T
�l)
 

八
月
二
十
九
日

八
月
二
十
五
日

が
来
る。
(
r2499,
J
 82
 :
 198)
 

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
二
日

内
村
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信。
(

J

82
 : 196)
 

八
月
十
六
日

内
村
よ
り
こ
の
日
付
の
書
簡
が
来
る。

八
月
十
五
日

A.

 
w.
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1885年

九
月
十
一
日

九
月
十
二
日

九
月
十
三
日

九
月
十
四
日

九
月
十
五
日

九
月
十
七
日

九
月
十
六
日

に
フ
ィ
ー
ル
ド
博
士
を
紹
介
し
て
も
ら
う。

ペ
イ
ソ
教
授
を
訪
問、

ー
ル
教
授
の
姉
で
あ
る。
（
T
油
1

)

デ
ニ
オ
教
授
P
rof•

De
ni
o

と
昼
食、

汽
車
で
ポ
ー
ト
ラ
ソ
ド
ヘ
。

C
.
H
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
牧
師
の
祈
誌
会
に
出
席、

十
分
間
話
を
す
る。
（
T
面
l

)

バ
ー
ツ
ー
氏
の
案
内
で
市
内
見
物、

午
後
ダ
ニ
エ
ル
ズ
牧
師
と
共
に。ハ
ン
キ
ン
・
ミ
ラ
ー
氏、

る。

駅
へ
J
.
C
・
ベ
リ
ー
を
迎
え
に
行
く。

夕
食
の
後、

汽
船
ト
レ
モ
ソ
ト
号
に
乗
る。

快
適
で
静
か
な
夜
で
あ
る。

(
T
扁
1

)

ボ
ス
ト
ソ
到
着、

チ
ェ
ス
ク
ー
の
ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
家
に
行
く。

風
邪
を
ひ
き、

そ
の
ま
ま
二
十
一

日
ま
で
同
家
に
滞
在
す
る。

(
T
悔
1

)

ri
g
ht
 

日
曜
日、

ア
ト
ラ
ソ
チ
ッ
ク
街
で
朝
食
を
と
り、

コ
ソ
グ
リ
ゲ
イ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ウ
ス
ヘ
行
ぎ、

さ
ら
に
ド
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
博
士
と
昼
食、

ス
タ
ー
ン
ズ
教
授
の
家
で
夕
食。

ハ
ロ
ッ
ク
牧
師
を
訪
ね

ス
タ
ー
ソ
ズ
夫
人
は
シ
ー
ウ
ォ

フ
ィ
ー
ル
ド
博
士
の
教
会
に
行
き、

素
晴
ら
し
い
説
教
を
聞
く。

シ
ー
ウ
ォ
ー
ル
教
授
の
家
に
招
待
さ
れ
る。
（
T
伽
1

)

の
マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
ハ
ウ
ス
に
泊
ま
る。

蔵
原
に
会
う。

2
出匹
l

)

バ
ー
ハ
ー
バ
ー
十
時
発
ー
ー+
ハ
ソ
コ
ッ
ク
・
ポ
イ
ソ
ト
十
一

時
半
ー
↓
バ
ン
ゴ
ー
着。

同
市
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス

一

枚
は
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
の
た
め、
一

枚
は
自
分
の
た
め
に
。
（
T
面
1

)

（
怜6"
280̀

T
り
と
匹
1

)

P
・
ヒ
ル
と
サ
ウ
ス
・
ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ
ヘ
行
く。

ス
ミ
ス
夫
人
と
荷
物
を
運
び、

チ
ャ
ク
ム
ヘ
鉄
道
便
で
送
る。

ウ
エ

ス
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ
バ
ラ
で
A
・
ハ
ー
デ
ィ
の
別
荘

Mr•

Har
d
y'
s

Ho
use

か
ら
の
風
景
を
イ
ソ
ク
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る。

ホ
イ
ー
ル
ラ
イ
ト
博
士

Dr.
 
W
heel
w,
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九
月
二

十
八
日

九
月
二

十
一

日

九
月
二

十
二

日

九
月
二

十
四
日

九
月
二

十
七
日

九
月
二

十
九
日

九
月
三
十
日

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
教
会
に
お
け
る
祈
蒻
会
お
よ
び
Society
of
 Inq
uiry

の
集
会
に
お
い
て、

東
北
地
方
の

伝
道
計
画
を
述
べ
る。
こ
の
演
説
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て、

学
生
に
よ
る
Japa
n
Cir
cle

が
組
織
さ
れ、

日
本
の
教

ト
ス」

と
返
事
す
る。
（
怜
3

羞
6
1
)

神
学
校
チ
ャ
ペ
ル
で
話
を
す
る。
(
J:
1106,

T
J!§l)
 

風
邪
は
良
く
な
っ
て
ぎ
た
が、

ァ
ー
に
行
き、

ひ
き
な
お
さ
な
い
よ
う、
ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
馬
車
で
駅
ま
で
送
ら
れ
る。

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
セ
ツ
ル

ア
ソ
ド
ー
ヴ

F
.
P
・
バ
ソ
ク
ロ
フ
ト
校
長
に
迎
え
ら
れ
る。
（
T
扁
1

)

「
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
氏
ノ
家
二
招
カ
レ
、

殆
卜
三
週
間
ノ
時
日
ヲ
ア
ソ
ド
ヮ
邑
二
消
費
ス
ル
ノ
機
ヲ
得
タ
リ。

予
曰
ラ
ク、

コ
ノ
機
失
フ
ベ
カ
ラ
ス、

仙
台
校
を
創
設
ス
ル
ノ
策
ヲ
立
ツ
ル
宜
ッ
ク
此
秋
ニ
ア
ル
ベ
シ
ト
…
…」
（
怜
5

心
7

5
)

ス
ミ
ス
教
授
に
チ
ャ
ペ
ル
で
話
を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
る。
（
T
面
1
)

ベ
リ
ー
博
士
と
ノ
ー
ス
・
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
ホ
レ
ー
ス
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
の
家
に
行
く°
ミ
ス
・
マ
ッ
キ
ー
ン
や
キ

ム
ボ
ー
ル
・
ペ
テ
ィ
氏
に
会
う。

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
・
ヒ
ル
で
パ
ー
ク
教
授
に
会
い、

馬
車
に
乗
せ
て
も
ら
う。
（
T
面
1

)

＊
ミ
ス
・
マ
ッ
キ
ー

ン

Miss
Philena
 
Mc
Keen
 

Miss
 Phebe
 Fu
ller
 Mc
Keen
の
姉
に
あ
た
る。

は
ア
ボ
ッ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー

の
校
長。

ス
ミ
ス
教
授、

ミ
ス
・
ド
ワ
イ
ト
と
馬
車
に
乗
る。

お
茶
に
呼
ば
れ
る。
（
T
協
l
)

き
終
え
る。
(
1:
1117)

を
書

新
島
の
最
初
の
伝
記
を
書
い
た

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
運
営
委
員
会
に
提
出
す
べ
き
こ'
Appeal
for
 a
 C
hristian
 Universit
y
 in
 Japan."

朝、

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
最
高
の
地
点
に
登
る。

蔵
原
惟
郭
よ
り
バ
ソ
ゴ
ー
で
勉
強
し
て
い
る
旨
伝
え
て
く
る。

そ
の

手
紙
に
対
し
新
島
は
「
艘
々
御
申
越
之
趣
骨
髄
二
貫
徹
ス
敢
テ
勿
々
二
看
過
セ
ス
飽
マ
テ
モ
小
生
ノ
分
ヲ
尽
所
ア
ラ
ン
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1885年

十
月
八
日

十
月
七
日

十
月
六
日

十
月
五
日

十
月
四
日

十
月
二
日

十
月
三
日

十
月
一

日

S
oci
et
y
 of
 
Inq
uir
y
 

伝
道
に
つ
い
て
良
い
話
を
聞
く。
（
T
距
1
)

育
と
伝
道
の
た
め
十
三、

四
名
の
伝
道
希
望
者
を
出
す。
(
h671,

.1:
1106,

r,1,
n
)

 

ス
ミ
ス
教
授
に
招
か
れ、

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
教
育
に
関
す
る
著
述
を
読
み
に
行
く。

夕
方、

む。

カ
ー
ラ
ー
・
コ
ー
ル
氏
を
訪
問
す
る
。
（
T
伽
1
)

神
学
校
学
生
・

女
学
校
生
徒
ら
と
共
に
ス
ミ
ス
教
授
に
招
か
れ
る
。
（
T
面
1
)

土
曜
日、

El
der

T
a
yl
or
 

神
学
校
の
チ
ャ
ペ
ル
で
話
を
す
る
。

満
員
で
良
い
聴
衆
だ
っ
た
。
(
1:
11
06,

r

�
l
)
 

ス
ミ
ス
教
授
に
ノ
ー
ス
・

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
ま
で
馬
車
に
乗
せ
て
も
ら
う。

新
神
学
の
話
を
す
る
。

ス
・

ド
ワ
イ
ト
同
伴。
（
T
悔
1
)

〔
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
ア
ボ
ッ
ト
・

ア
カ
デ
ミ
ー
か
〕

に
行
き、

れ
る
。

故`
‘、
ス
・
フ
ィ
ー
ビ
ー
•

F
・
マ
ッ
キ
ー
ン
の
写
真
を
も
ら
う。
（
T
悔
l
)

ハ

リ
ス
教
授
に
ト
リ
ー
、

と
政
治
の
仕
組
み、

選
挙
に
つ
い
て
話
を
す
る
。
（
T
趾
1
)

ス
ミ
ス
夫
人、

ミ

ボ
ー
ド
の

運
営
委
員
会
を
傍
聴
に
行
く。

夕
方

Fe
mal
e

夕
食
を
す
る
。

祈
藷
と
短
い
話
が
な
さ

シ
ュ

ラ
イ
デ
ン
氏
ら
と
お
茶
に
招
か
れ
る
。

祈
蕎
会
に
お
い
て
再
び
話
を
す
る
。

地
図
を
見

せ
、

伝
道
に
人
物
の
必
要
な
こ
と
を
訴
え
る
。

学
生
に
よ
っ
て
真
剣
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
。

ク
ッ
カ
ー
教
授
の
外
国

部
開
拓
者
の
仕
事
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
話
が
あ
り、

し
必
要
な
ら
自
分
が
日
本
に
行
く
こ
と
を
申
し
出、

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
校
長
の
も
と
に
新
島
を
訪
ね、

決
意
を
述
べ
る
。

集
会
の
後、

の
集
会
が
開
か
れ
る
。

議
長
は
ス
ト
ッ
ダ
ー
ド

Mr.

St
o
d
d
ar
d

三
十
分
の
祈
り
の
の
ち
西

タ
ッ
カ
ー
教
授
も
伝
道
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

ト
リ
ー
氏
は
も

ス
ト
ッ
ダ
ー
ド
の
部
屋
に
有
志
が
集
ま
り、

ue
mi
n
ar
y
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
氏、

オ
ル
デ
ソ
氏
と
共
に
ボ
ス
ト
ソ
ヘ
、

日
本
伝
道
に
つ
い
て
話
し
合
う。

そ
し
て
日
本
伝
道
の
た
め

ハ
リ
ス
教
授
と
お
茶
を
飲
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十
月
十
日

十
月
九
日

ハ
ン
ク
ロ
フ
ト
校
長
の
言
葉
を

引
き、

朝、

祈
禰
会、

ハ

ー
デ
ィ

教
授
を
訪
う。

校
内
を
見
学
す
る
。

っ

た
も
の
で
あ
る
。
（
怜3
:
 364)
 

ヘ
ミ
ソ
ウ
エ
イ
氏
に
集
会
の
結
果
を
聞
く。

ト
リ
ー
と
も
会
う。

ミ
ス
・

ヒ
ド
ソ
を
訪
ね
る
。

セ
イ
レ

ム

街
に
ス
ト
ッ

ダ
ー
ド
を
訪
問
す
る
。

神
学
校
の
彼
の
部
屋
へ

も
行
く
が
、

留
守。

ウ
ォ
レ
ソ

行
く。

カ
ル
ト
ン
、

（
廿1
106)

(
T
悔
1

)

Warre
n
 

ヘ
ミ
ン
ウ
エ
イ
の
三
人
で
祈
っ

て
い
た
の
で
、

新
島
も
加
わ
っ
て
祈
る
。
（
T
悔
l

)

五
日
か
ら
九
日
ま
で
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ

ー
神
学
校
の
学
生
た
ち
と
個
人
的
に
話
を
す
る
こ
と
に
多
く
の
時
問
を
割
く。

こ
の
日、

蔵
原
に
発
信、

れ
る
。
(
J::
11
06,

r
il1l.
1)
 「

我
輩
ハ

生
涯
先
師
タ
ラ
ス

無
知
之
後
弟
ナ
リ
」

七＿―-
年
に
ド
イ
ツ
で
作
っ

た
も
の
で

と
い
う
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
の

「
此
の

語
最
モ
生
ノ

意
二

適
ス
生
同
志
社
ヲ
創
立
セ
ッ
以
来、

不
幸
ニ
ッ
テ
先

生
卜
称
セ
ラ
ル
、

是
レ

生
ノ

曾
テ
先
生
卜
称
セ
ラ
ル
、

ヲ
好
マ
サ
レ
共
亦
止
ム
ヲ
得
サ
ル
所
ア
リ
、

生
自
今
ハ

断
然
無

智
ノ

後
弟
タ
ル
ヘ
シ
…
…」
。

蔵
原
に
新
島
の
古
着
を
送
る
。
一

着
は
一

八
七
二
年
に
ロ
ソ
ド
ソ
で
、

も
う
一

着
は
一

八

「
帰
朝
後
之
ヲ
着
ケ
テ
尚
今
日
二

至」

朝
八
時
に
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
校
長
宅
を
出
発、

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
ア
ー
サ
ー
・

シ
ャ
バ
ー
ソ
・
ハ

ー
デ
ィ

教
授
に
会
う

た
め
ニ
ュ

ー
ハ
ソ
プ
シ
ャ
ー
州
ハ
ノ
ー
バ
）
に
向
か
う。

午
後一＿一
時、

ス
ミ
ス
博
士
夫
妻、

ミ
ス
・

ス
ミ
ス
、

ミ
ス
・
ベ

イ
ス
、

ミ
ス
・

ス
ー
ザ
ソ
と
共
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ソ

教
授
に
招
待
さ

*

Pr
o
f.
 Art
h
ur
 S
h
er
b
ur
n
e
 
Hard
y
 �
 
Al
p
h
e
us
 
Hard
y

の
三
里ク、

Lt
fe
a
n
d

Neesi
m
a

の
著
者
で
あ
る。
『
新
島
襄
全
集
』

第
十
巻
は
同
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る。

何
人
か
を
派
遣
す
る
こ
と
に
袈
成
す
る
。
（
T
面
1

)

Letters
 o
f
 Jose
p
h
 
Ha
ミ
6、

の
部
屋
へ
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1885年

十
月
十
八
日

十
月
十
六
日

十
月
t
-

H

十
月
十
二
日

十
月
十
三
日

十
月
十
四
日

十
月
十
五
日

十
月
十
七
日

十
月
十
九
日

十
月
二
十
日

十
月
二
十
一

日

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
運
営
委
員
会
の
会
合
に
行
く。

オ
ル
デ
ソ
、

Dr.
 
Herri
c
k

の
パ
ー
テ
ィ
に
出
る
。
（
T
面
1
)

?
2
81,
 
T
ifl
l)

朝
十
時
二
十
分、

ボ
ス
ト
ン
に
帰
る
。
(
T
悔
1
)

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
第
七
十
六
年
会
が
ボ
ス
ト
ン
で
開
か
れ
る
。

十
六
日
ま
で
。
（
怜3

羞
66,

J:
11
06,
 
T
;g;l)
 

ス
ト
ウ
博
士
の
演
説
を
聞
く。

日
本
よ
り
の
手
紙
を
読
む。
（
T
面
l
)

フ
ラ
ー
博
士
と
共
に
来
訪
す
る
。
（
T
悔
1
)

新
島
の
帰
国
が
近
い
と
い
う
の
で
、

内
村
鑑
三
が
お
別
れ
の
挨
拶
に
来
る
。
（
T
悔
l
)

奥
州
ニ
―

英
学
校
を
起
こ
す
の
策
あ
り
…
…
何
レ

之
地
力
宜
し
き
や」

と
尋
ね
る
。
（
怜3

羞
6
5
)

日
曜
日、

ゴ
ー
ド
ン
氏
の
説
教
を
聞
く。

バ
ソ
ゴ
ー
の
蔵
原
惟
郭
に
発
信、

近
く
帰
国
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

書
籍
を
荷
造
り
す
る
。

ヘ

リ
ッ
ク
博
士

ウ
ェ
ス
レ
ー
女
子
大
学
を
訪
問、

ス
ミ
ス
両
博
士
〔
と
も
に
ボ
ー
ド
の
主
事
〕

に
会

い
、
＾^
A
p
pe
al

for
 a
 C
hristi
a
n
 U
ni
versit
y
 i
n
 J
a
p
a
n"

を
渡
す。
（
T
伽
1
)

日
本
の
伝
道
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

女
子
学
生
中
二
十
名
が
「
日
本
二

御
入
用
な
ら

は
出
張
す
べ

し
と
申
者
も
有
之
候」
。

同
校
で
半
日
を
過
ご
す。

サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
フ
リ
ン
ト
氏、

シ
カ
ゴ
の
ハ
ソ

小
崎
が
東
北
伝
道
に
出
か
け
た
こ
と
を、

下
村
よ
り
聞
ぎ、

ボ
ス
ト
ソ
よ

り
小
崎
に
手
紙
を
書
く。

渡
米
し
た
下
村
孝
太
郎、

何
人
か
の
学
生
を
訪
ね
る
。
（
T
面
1
)

（
怜

「
兼
而
前
々
よ
り

日
耀
日、

大
き
な
教
会
で
リ
ー
ド
博
士
の
説
教
を
間
く。

夜、

日
本
伝
道
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

ラ
プ、

ペ

テ
ィ

教
授

お
よ
び
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
総
長
と
会
う。
（
廿
11
06,

r

�
l
)
 

ハ
ノ
ー
バ
ー
を
六
時
半
に
出
発、

夕
方
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
着
き、

ミ
ス
・

ヒ
ド
ソ

宅
に
泊
ま
る
。

ク
ッ
カ
ー
教
授
と
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十
月
二
十
二
日

（
脱6
:
 282,
 
�1
0
 :
 295)
 

フ
リ
ー
博
士、

3
69,
 
l
ぶ
gl)

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
テ
イ
ラ
ー
博
士、

メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
N
.

G
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
、

ア
ー
モ
ス
ト
の
シ
ー
リ
ー
総
長
に
手
紙
を
書
く。

ボ
ス
ト
ン
よ
り
ツ
ー
リ
ー
総
長
に
今
ま
で
の
感
謝
と
お
別
れ
の
手
紙
を
書
く。

文
中、

二
十
九
日
か一
二
十
日
に
ボ
ス
ト

ソ
を
出
発
す
る
こ
と、

十
一

月
十
九
日
発
の
シ
テ
ィ
ー
・

オ
プ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
号
で
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
を
出
帆
す

る
こ
と
を
知
ら
せ
、

内
村
に
つ
い
て
の
礼
を
述
べ
る
。

ま
た
^̂
A
p
pe
al

for
 a
 C
hristi
a
n
 U
ni
v
ersit
y
 in
 Ja
pa
n"
 

が
印
刷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

推
薦
文
を
書
い
て
ほ
し
い
と、

そ
の
第
一

稿
を
送
る
。

こ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
は
ア

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
総
長
お
よ
び
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
大
学

の
ホ
。
フ
キ
ン
ズ
総
長
ら
の
推
薦
文
を
付
し
て、

教
育
者
問
に
私
的
に
回
覧
さ
れ
る
た
め
印
刷
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

＊

シ
ー

リ
ー

総
長
宛
の
手
紙
で
"
T
his
is
 m
y
 first
 writi
n
g.
 
M
y
 seco
n
d
 co
p
y
 is
 in
 the
 h
an
d
 of
 the
 P
ru
denti
al
 

Co
m
mittee
 of
 the
 A
merica
n
 Boar
d.
 Please
 ret
u
rn
 this
 co
p
y
 wit
h
 yo
ur
 en
dors
e
me
nt
:....n
レJ,
\;\il
し
て
い
る。

第
一

稿、

第
二
稿
は
次
の
通
り。

第
一
絃�"
A
p
peal
 for
 th
e
 C
hristi
a
n
 Wor
k
 in
 Ja
pa
n."

第
二
稿
(̂
A
p
peal
for
 a
 C
hristi
a
n
 Uni
versit
y
 in
 Ja
pan."
 1
885.
 9.
 29

印
刷
物"
A
n
A
p
peal
 for
 Ad
v
a
nce
d
 C
h
risti
a
n
 E
d
ucati
o
n
 in
 Ja
pa
n.
"

 
1
885.
 
10.
 29
 
(J
い1
11
6
~
111
8)

書
類
一

束
を
紛
失
し
た
た
め
ウ
ェ
ス
レ
ー
駅
長
に
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
書
く。

C
.

H
.
。ハ

ウ
ン
ド
氏、

ミ
ス
・
マ

ッ
キ
ー
ソ
お
よ
び
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
ド
レ
イ
パ
ー
氏
に
発
信。
（
T
面
1

)

こ
の
夜
は
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
過
ご
す。

ス
ミ
ス
教
授
と
お
茶
を
飲
む。
S
oci
et
y
of
 I
n
q
uir
y

の
集
会、

ス
ミ
ス
氏

の
講
義
が
行
わ
れ
る。

ス
ト
ッ
・
ク
ー
ド
氏
の
部
屋
で
送
別
の
パ
ー
テ
ィ
を
開
く。

新
島
の
祈
蒻
で
パ
ー
テ
ィ
を
終
わ
る
。

（
ゆ
3
:
3
6
7,
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1885年

十
月
二
十―――
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
五
日

ッ
グ
〕

に
対
す
る
礼
状
を
書
く。
（
曲
6

贔
83)

ミ
ッ
シ
m
ソ
・
ハ

ウ
ス
で
泊
ま
る
。
(
r
jj§_l)

ア
ー
モ
ス
ト
の
シ
ー
リ
ー
総
長
は
大
学
の
夜
の
祈
藉
集
会
で
新
島
お
よ
び
彼
の
日
本
で
の
働
き
に
つ
い
て
学
生
に
話
を

朝
早
く
テ
リ
ー
氏
を
訪
ね
る
。

イ
パ

ー
氏
を
訪
問、

寄
付
し
て
く
れ
た、

す
る
。
(
T2
51
5,

T
jj\\l)
 

ツ
ー
リ
ー
総
長
の
娘
エ

リ
ザ
ベ
ス
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

J

臼
n
es

Vi
c
k
 See
ds
m
a
n

よ
り
こ
の
日
付
で
、

新
島
の
種
子
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、

返
事
が
来
る
。

2
51
8)
 

土
曜
日、

ヒ
ド
ン

姉
弟
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む。

神
学
校
に
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
校
長
と
W
.

F
・

ド
レ

日
本
語
の
本
を
寄
贈
す
る
。

汽
車
の
中
で
、

不
破
唯
次
郎
の
教
会
を
援
助
す
る
た
め
二
十
ド
ル
を

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
G
.

w
.

M
・

ダ
ヴ
夫
人
に
会
う。

夜、

八
重
夫
人
へ
の
品
物
を
託
し
た
い
こ
と、

帰
国
前
に
会
い

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
と
一

緒
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ

行
き、

野
菜
の
種
な
ど
を
買
う。

バ
ー
モ
ン
ト
州
の
元
知
事

た
一

人
で
あ
る
。

金
曜
日
〔
十
月
三
十
日
か
〕

に
彼
の
写
真
を
受
け
取
る
。
（
T
距
1

)

ニ
ュ

ー
ト
ソ
の
プ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ソ

教
会
（
ト
ー
マ
ス
博
士
）

へ

行
く。

J
.

M
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
彼
の
教
会
で
話
を

す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
る
。

彼
よ
り
た
く
さ
ん
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
写
真
を
も
ら
う。
（
T
面
1

)

ボ
ス
ト
ン
よ
り
ミ
ス
・
エ

リ
ザ
ベ

ス
・

ツ
ー
リ
ー
に
、

前
日
届
け
ら
れ
た
八
重
夫
人
へ
の
贈
り
物
〔
彼
女
手
作
り
の
バ

の
ペ
ー
ジ
氏
が
こ
の
朝、

死
亡
す
る
。

一

八
七
四
年
の
ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ー
ド
年
会
で
五
千
ド
ル

寄
付
の
口
火
を
切
っ

た
い
こ
と
等。
(
T2
51
7)

す
る
。

(

J

82
 :
 21
2)
 

(
T
 

ヘ
ソ
リ
ッ
ク
博
士
の
教
会
で
話
を
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十
月
二

十
九
日

十
月
三

十
日

十
一

月
一

日

十
一

月
二
日

十
月
二

十
八
日

T
活
1

)

悔
1

)

ら
せ
る
。
（
ゆ
6
"
286)

6
 :
 282,

.../::
111
8)
 

内
村
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信。
(

J

82
:
 2
11)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
を
訪
問、

辞
し
て
オ
ー
バ
ー
ン
デ
ー
ル
ヘ

行
く
つ
も
り
で
停
車
場
に
急
ぐ
途
中、

鼓
動
が
不
規
則
に
な
り、

予
定
を
中
止、

ポ
ス

外
出
せ
ず
一

日
静
養、

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
手
紙
を
書
く。

H
日
本
行
ぎ
を
考
え
て
い
る
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
学
生

を
東
北
へ

派
造
す
る
こ
と、

午
前、

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
学
生
で
日
本
伝
道
を
希
望
す
る
者
の
こ
と
を
聞
く。

同
家
を

国
O
·

H
・

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク

お
よ
び
日
本
各
地
へ
の
宣
教
師
の
配
置
に
つ
い
て
。
（
怜
6

心
8
3
)

^̂
A
n
 A
p
pe
al
 for
 A
d
v
a
n
ce
d
 C
hristi
a
n
 E
d
u
c
ati
o
n
 i
n
 J
a
pa
n"

を
印
刷
し
て
、

配
布
す
る
。

ヒ
ド
ン
姉
弟
に
手
紙
を
害
く。

父
と
妻
へ
の
お
土
産
の
礼
を
述
べ
、

明
日
ボ
ス
ト
ン
を
出
発
し
て
帰
国
す
る
こ
と
を
知

ボ
ス
ト
ン
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル

B
ost
o
n
J
o
u
rn
al

の
コ
ピ
ー
を
バ
ー
ゼ
ル
の
ヨ
ハ
ソ
ネ
ス
・
ヘ
ッ
セ
夫
人
に
送
る
。

帰
国
の
た
め
ボ
ス
ト
ン
を
出
発、

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
に
向
か
う。

ボ
ー
タ
ー
総
長
宅
に
一

泊
す
る
。
（
怜
3

羞
68,

...l::
667,

イ
ェ
ー
ル
神
学
校
生
徒
に
日
本
伝
道
の
状
況
に
つ
き
演
説
す
る
。

午
後、

テ
イ
ラ
ー
博
士
の
家
に
泊
ま
る。
（
曲3

羞
68,

"""f
>Etl)
 

午
後、

マ
ッ
ク
リ
ー
ド
牧
師
の
案
内
で
プ
ル
ッ
ク
リ
ソ
に
行
き、

ク
イ
ソ
シ
ー
街
ニ
ニ
ニ
に
w
.

T
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー

の
こ
と

⇔
東
北
地
方
に
開
設
す
る
学
校
の
た
め
四、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
入
り、

w
.

M
.

五
千
ド
ル
を
必
要
と
す
る
こ
と

ト
ン
の
宿
所
に
帰
る
。
（
怜
6

心
8
3
)

(
T
 

（
怜2
:
676,
 
�＂
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1885年

十一
月
六
日

+
1

月
三
日

十一
月
四
日

十一
月
五
日

弟、

九
名
の
日
本
人
が
集
ま
っ
た。
（
T
面
1

)

ハ
ウ
ス
に
行
く。

T
油
1

)

が
馬
車
を
用
意
し
て
く
れ
る。

寝
台
車
二
百
ド
ル
。

午
後
六
時、

二
十
八
番
街
二
0
六
の
H
.

一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
央
駅
を
出
発
す
る。
（
曲3
:
368,
 

水
曜
日、

の
荷
物
を
託
さ
れ
る。
（
T
樹
1

)

設
け
た
い
と
希
望
を
述
べ
る。

ら
う。

キ
ン
ケ
ー
ド
氏
に
会
う
た
め

T
he
Bi
bel
 Ho
use

に
行
く。

Y
M
C
A
の
ス
イ
フ
ト、

ン
グ
氏
に
会
う。

R
yder
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

う。
(
T
岸
1

)

(
""f2534)
 

エ
デ
ィ
ー
夫
妻
を
訪
問
す
る。

Wo
men
 Boar
d
 

セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
の
家
で
お
茶
を
飲
み、

船
長
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
案
内
を
し
て
も

メ
ー
シ
ー
百
貨
店
で
買
物
を
し、

テ
イ
ラ
ー
博
士
の
家
で
お
別
れ
の
お
茶
を
飲
む。

テ
イ
ラ
ー
夫
人

午
前
七
時
す
ぎ
ナ
イ
ア
ガ
ラ
着、

デ
ト
ロ
イ
ト
を
経
て
午
後
＝一
時
ア
ソ
ナ
ー
バ
ー
到
着、

も
来
る。

夜、

ホ
テ
ル
の
フ
ラ
ソ
ク
リ
ソ
・

エ
ン
ジ
ェ
ル
氏
が
雨
中
ホ
テ
ル
ヘ
来
訪
す
る。

ド
ッ
ジ
教
授、
ラ
イ
ダ
ー
教
授
P
rof•
Do
d
ge,
P
ro
f.

ケ
デ
ィ
ー
氏

Mr.

Ca
d
y

宅
で
日
本
風
の
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
る。

s
.

J
・
ハ
ソ
フ
リ
ー
博
士
に
宛
て、

午
後
九
時
シ
カ
ゴ
に
着
く
旨、

電
報
を
打
つ
。

M
・
ス
カ
ッ
ダ
ー
博
士
の
家
に
行
く。

L
.
L
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
夫
人
-
A
 n
o
ble
 

ケ
デ
ィ
ー
氏
の
父、

兄

wo
ma
n

ー
と
三
人
の
子
供
に
会

See
ds
ma
n
〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
種
苗
商〕

よ
り
こ
の
日
付
・
シ
カ
ゴ
気
付
で、

問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
返
事
が
来
る。

船
長
を
訪
ね
る。

2
嵐
1

)

ボ
ソ
ド
夫
人、

ベ
ー
レ
ソ
ド
博
士、

p
.
A
・
ワ
イ
テ
ィ

の
集
会
に
出
席
し、

東
北
伝
道
に
つ
い
て
語
り、
―
つ
の
女
学
校
を

エ
デ
ィ
ー
夫
妻
よ
り
同
志
社
の
ゴ
ー
ド
ソ
博
士
へ
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十
一

月
七
日

十
一

月
九
日

十
一

月
十
日

十
一

月
t
-

13

十
一

月
八
日

を
受
け、

ゞヽ
�

 

ノヽ

ノ

ノ

ハ
ン
フ
リ
ー
博
士
に
紹
介
さ
れ、

約
半
時
間
話
を
し
た
の
ち、

質
疑
応
答
す
る
。

ス
カ
ッ

ダ
ー
家
の
人
々
は
皆
で
讃
美
歌
を
う
た
い
、

聖
句
を
読
み、

ジ
ェ

ー
ソ
ズ
夫
人
と
本
屋
へ

行
＜。
―
-
三
・

五
九
ド
ル
。

息
子
の
ス
カ
ッ

ダ
ー
氏
が
秘
書
を
し
て
い

る

si
o
n
ar
y
 
Me
di
c
al
 
Ass
o
ci
ati
o
n
 

無
駄
の
な
い
祈
り
を
す
る
。

ド
レ
イ
カ
ー
ズ

博
士、

夫
人
に
手
紙
を
書
く。

(
T'
面
1

)

午
後
二
時、

(
T
悔
l

)

日
曜
日、

昼
の
祈
躊
会
と
夕
方
の
祈
禰
会
に
出
る
。

午
前
十
一

時、

ー
博
士
の
教
会
で
は
彼
の
長
い
説
教
の
後
で
四、

五
分
話
を
す
る
。
（
T
価
l

)

牧
師
の
集
会
に
行
き、

歓
迎
さ
れ
る
。

十
二
時
す
ぎ
終
わ
る
。

H
・
ス
ミ
ス

博
士
の
案
内
で
ア
ー
マ
ー
氏
の
家
畜
場、

で
約＿―-
十
分
話
を
す
る
。

教
授
ら
に
紹
介
さ
れ、

学
生
た
ち
と
握
手
す
る
。

ケ
ー
プ
ル
カ
ー
で
帰
る
。

ジ
ェ

ー
ン
ズ
氏
が
ラ
ン
チ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
い
て
く
れ
る
。

皆
に
別
れ
を
告
げ、

ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ソ
ド
駅
よ
り
寝
台
車
で
出
発
す
る
。

夜、

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
を
渡
る
。
（
T
協
1

)

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
の
手
紙
に
対
す
る
感
謝、

喜
び、

孫
た
ち
の
こ
と、

訪
問
の
こ
と、

新
島
の
思
い
出
の
記
を
朗
読
し
た
こ
と
等。
(
T
253
5)

朝
七
時
に
朝
食、

午
前
九
時
半、

を
訪
ね
る
。

ワ
ー
ド
氏、

ダ
ニ
エ
ル
ズ
氏、

ベ

イ
カ
ー
夫
人、

A
・
ハ

ー
デ
ィ

日
曜
学
校
に
行
き
五
分
問
話
を
す
る
。

ス
カ
ッ

ダ

ッ
カ
ゴ

神
学
校
に
行
く。

神
学
生
の
前

ス
ミ
ス
氏
と
レ
ス
ト
ラ
ソ
で
夕
食
を
と
り、

ア
イ
オ
ア
州
プ
ル
ッ
ク
リ
ン
か
ら
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
電
報
を
打
つ
。

午
後
一

時

ユ
ニ

オ
ソ
・
バ
ッ
フ
ィ
ッ
ク
に
乗
り
換
え、

ミ
ズ
リ
ー
河
を
渡
り、

オ
マ
ハ

に
着
く。

半、

デ
モ
イ
ソ
通
過、

六
時
五
十
五
分
カ
ウ
ソ
シ
ル
・

プ
ル
ッ
ク
ス
に
到
着、

寝
台
券
を
買
い
、

荷
物
の
再
チ
ェ
ッ
ク

一

時
間
待
っ

た
後、

ノ
ー
ス
・

プ
ラ
ッ
ト

N
ort
h
Pl
att
e

着、

午
後
八
時
ツ
ャ
イ
ア
ソ
着、

夕
食。

C
F
;iBI
V

T
he
 
Mis
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1885年

十
一

月
十
八
日

十
一

月
十
二
B

十
一

月
十
三
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
九
日

*

Miss
 E
ffie
 B.
 G
u
n
nis
on
 

T
伽
1

)

一
八
八
五
年
十
月
来
日、

神
戸
•

松
山
で
伝
道、

教
育
に
あ
た
る。

（
怜
5

:

202,
 
J::
11
06̀
 

長
宛
の
手
紙
を
預
か
る
。

タ
ル
カ
ッ
ト
よ
り
頭
痛
薬
と
し
て
べ(
C
o
ffea"

(
す
い
か
ず
ら
）

と
レ
モ
ソ
ニ
個
を
も
ら
う。

ン
チ
レ
イ

一

泊
ニ
ド
ル
。
(
T
悔
1

)

ロ
ッ
ク
・

ス
プ
リ
ソ
グ
ス
経
由、

十
一

時
十
五
分
前
グ
リ
ー
ソ
・

リ
メ
ー
着、

朝
食
を
と
る
。

午
後
六
時
半
オ
グ
デ
ソ

着、

一

時
間
停
車
の
間
に
食
事
を
す
る
。
（
T
悔
1

)

七
時
半
エ
ル
コ

El
k
o

着。

線
路
の
両
側
に
は
草
も
木
も
な
い
。

山
が
間
近
に
迫
っ
て
お
り、

天
気
も
好
く、

景
色
は

午
前
七
時、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ク
ラ
メ
ソ
ト
に
到
着。

十
四
i
十
八
日
の
朝
ま
で
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
の
家
に
滞
在

す
る
。
（
T
面
1

)

水
曜
日、

夜
七
時
半、

バ
ロ
ウ
博
士
の
教
会
で
三
十
分
以
上
話
を
す
る
。

雨
の
た
め
に
出
席
者
は
少
数。

そ
の
あ
と
ロ

バ
ー
ト
氏
に
案
内
さ
れ
て

T
he

G
os
pel
 S
o
ci
et
y
 
M
e
eti
n
g

に
行
く。
（
T
鉗
1

)

サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
行
ぎ、

E
.

p
．

フ
リ
ソ
ト
氏
の
家
よ
り
一

プ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
場
所
で
あ
る
。

朝、

同
志
社
卒
業
生
で
同
地
に
住
む
森
田
寿
三
郎
が
来
て
、

荷
造
り
や
買
物
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
。

ま
た
レ
モ
ソ
を
買

っ
て
く
れ
る
。

午
後
二
時
半、

フ
リ
ソ
ト
氏
に
案
内
さ
れ
て
ガ
ソ
・

シ
ョ
ッ
プ、

金
物
屋、

馬
具
屋
へ

行
く。

ま
た
小
谷
野
の
友
人
ベ

B
e
n
c
hl
e
y
 
の
と
こ
ろ
へ
も
行
く。

ま
た
ミ
ス
・

ガ
ニ

ソ
ソ
の
父
親
に
も
会
う。

馬
車
で
港
へ

行
く。
―――

谷
・

達
手
・

森
田
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
夫
妻
・

タ
ル
カ
ッ
ト
ら
が
見
送
り
に
来
る
。

大
野
と
い
う
税
関
吏
に
横
浜
の
税
関

シ
テ
ィ
・

オ
プ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク

号、

サ
ソ
フ
ラ
ソ
ッ
ス
コ

を

出
港
す
る
。

モ
ソ
ゴ
メ
リ
ー
通
り
の
ラ
ス
・
ハ

ウ
ス

R
uss
 H
o
u
s
e
 

素
晴
ら
し
い
。

エ
ル
コ

を
過
ぎ
た
あ
た
り
の
左
手
に
温
泉
が
見
え
る
。
（
T
悔
l

)

に
一

泊
す
る
。

同
じ
通
り
の
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十
一

月
二
十
八
日

十
一

月
二
十
六
日

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二
十
一

日

十
一

月
二
十
二
日

十
一

月―
―
十
三
日

十
一

月
二
十
四
日

十
一

月
二
十
五
日

十
一

月
二
十
九
日

こ
の
夜
は
夫
を
亡
く
し
た
フ
リ
ソ
ト
夫
人
を
思
い
起
こ
す
日
で
あ
る
。
(
T
扁
1

)

日
曜
日、

リ。
フ
ラ
イ
牧
師

R
e
v.

R
e
pl
ye

に
よ
る
礼
拝
が
行
わ
れ
る
。

船
員
た
ち
は
皆
午
前
四
時
か
ら
休
ん
で
い
る
。

空
気
は
新
鮮
で
、

風
は
北
風
で
あ
る
。

揺
れ
が
ひ
ど
く、

ほ
と
ん
ど
デ
ッ

キ
を
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

半
睛、

北
緯

僅
な
ら
む
世
に
あ
り
し
な
は
大
神
に

キ
は
水
浸
し
で
あ
る
。

向
か
い
風。

半
晴、

北
緯
三
0
度
五
分
三
五
秒、

東
経
一

六
0
度
一

六
分、

方
角
n
八
九
w
‘

船
は
以
前
よ
り
安
定
し
て
含
た
。
(
T
賑
1

)

晴、

北
緯
二
九
度
四
四
分
一

九
秒、

東
経
一

七
四
度―
―
六
分、

一

九
三
マ

イ
ル
。

海
は
荒
れ、

デ
ッ

コ
ー
ス
西
二
四
六
マ

イ
ル
四
分
の
三
。

未
知
の
分
野
で

一

度
も
食
事
を
欠
か
し
て
い
な
い
。
（
T
面
l

)

半
鉛、

方
角
S
六
五
W
、

ニ
ニ
〇
マ

イ
ル
。

こ
の
日
も
海
が
荒
れ、

ま
っ
た
く
の
絶
望
感
に
沈
む。

テ
イ
ラ
ー
博
士
の

説
教
を
思
い
出
し
、

力
づ
け
ら
れ
て
立
ち
上
が
り、

服
を
着
て
部
屋
を
出、

食
事
を
す
る
。
（
T
面
1

)

半
曇、

方
角
s
六
五
w
‘

二
―

〇
マ

イ
ル
四
分
の
三
。
(
T
悔
1

)

半
蝙、

ニ

ニ――
マ

イ
ル
。
(
T
伽
1

)

半
晴、

北
緯
二
九
度
四
四
分
三
四
秒、

東
経
一

四
二
度
四
二
分、

方
角
s
六一―-
W
、

二
五
五
マ

イ
ル
。

イ
ソ
ド
に
向
か

う
ク
ー
。ハ

ー
氏、

ミ
ス
・
コ
ー
ル
と
読
害
す
る
。

曜
日
（
二
十
一

日
）

以
来、

サ
ソ
フ
ラ
ソ
ッ
ス
コ

を
出
て
以
来、

絶
え
ず
揺
ら
れ
て
い
る
が
、

土

あ
る
Ta
its

な
ど
を
読
み
始
め
る
。

ニ
ニ
ペ
ー
ジ
。

こ
の
日、

船
の
揺
れ
は
ま
し
だ
っ
た
。
（
T
悔
1

)

晴、

北
緯
二
九
度
五
三
分
三
七
秒、

東
経
一

五
二
度
八
分
一

五
秒、

方
角
s
八
八
W
、

二
四
五
マ

イ
ル
半
。

南
西
の
風、

御
旨
の
儘
に
と
伏
し
拝
む
な
り

半
偽、

二
四
〇
マ

イ
ル
、

海
が
荒
れ、

一

日
中
断
食。

受
け
付
け
る
よ
り、

出
す
方
が
多
い
。
（
T
面
1

)
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1885年

十
二
月
一

日

十
二
月
二
日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

十
一

月

十
一
月
三
十
日

9
0
:
 2
5
0
)
 

国
ョ
リ
帰
リ
来
リ
明
日
西
京
二

帰
ル
由
ニ
テ
来
話
ス

(

J
 

見
・

木
村
の
二
氏
も
来
る
。

（
膨
5
:
 2
6
0,
 
J
 

10
0
 :
 1
0
2
)
 

コ
ー

ル
ら
と
上
陸 、

神
奈
川

三
0
度
二
分 、

東
経
一

六
三
度
五
五
分
一

五
秒 、

方
角
n
五
九
W
、

一

九
0
マ
イ
ル
。

2
点
5

半
晴 、

北
緯
二
九
度
五
八
分 、

東
経
一

六
九
度
三
分
三
0
秒 、

方
角
n
五
九
W
、

二
六
六
マ
イ
ル
。

北
風 。

船
員
は
皆

休
ん
で
い
る
。

（
T
伽
1

)

サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ

出
帆
前 、

熊
本
出
身
の
一

害
生
に
会
い

、

徳
富
猪
一

郎
の
消
息
を
聞
き 、

漢
詩
を
作
る
。

男
児
誤
勿
為
公
人

世
事
勿
々
繁
纏
身

耐
恣
大
江
々
上
友

晴 、

北
緯
三
0
度
―
―

分
三
0
秒 、

東
経
一

七――一
度
五
九
分
一

五
秒 、

方
角
n
八
七
W

、

二
五
六
マ
イ
ル

。

ト
半 。

海
は
静
か
で
あ
る
。

昼
食
後 、

東
南
の
良
い
風
が
吹
く 。
（
T
面
1

)

こ
の
日
よ
り
十
一

日
ま
で
船
の
位
置 、

進
度
に
つ
い
て
一

究
表
を
作
る
。

記
事
な
し
。

（
T
面
l

)

ッ
テ
ィ
・

オ
プ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
号 、

横
浜
に
入
港 。

た
だ
ち
に
米
国
人
コ
ー
、

ス
テ
ー

シ
ョ

ソ
ま
で
出
迎
え
た
小
崎
•

松
山
・

山
崎
の
三
人
に
会
い 、

共
に
東
京
に
向
か
う 。

松
山
宅
に
一

泊
す
る
。

（
怜
3
:
 3
7
0,
 
3
71,
 

�
5
 :
 2
0
2,
 
2
6
0,
 

�
10
 :
 3
2
5
)
 

閑
窓
日
々
養
精
神

麻
布
教
会
へ

行
く 。

九
鬼
・

草
間
・

湯
浅
·

植
村
・

栗
元
そ
の
他
に
面
会
す
る
。

（
怜
5
"
2
6
0
)

晴 、

上
野
の
正
俊
亭
で
午
前
十
一

時
半
よ
り
帰
国
歓
迎
会
〔
精
進
料
理
〕

が
催
さ
れ 、

十
三
人
が

出
席
す
る
。

大
儀

夜 、

富
田
鉄
之
助
を
訪
問 、

東
北
伝
道
策
を
述
べ

、

仙
台
と
福
島
の
う
ち
い
ず
れ
に
学
校
を
設
立
す
べ

き
か
を
尋
ね
る
。

こ
れ
に
対
し
富
田
は
仙
台
に
設
立
す
べ

き
こ
と
を
勧
め 、

応
分
の
協
力
を
約
束
す
る
。

富
田
の
日
記
に
「
夜
新
島
襄
外

仙
台
ニ
ー

学
校
ヲ
建
ソ
コ
ト
ヲ
企
テ
右
ヲ
相
談
セ
ラ
ル
」

ノ‘

）レ
（
ゆ
3
:
 3
7
1
)
 

-

O
ノ
ッ
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十
二
月
二
十
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
十
五
日

十
二
月
十
七
日

十
二
月
十
九
日

十
二
月
十
八
日

午
後
四
時、

横
浜
出
帆
の

新
潟
丸
に
乗
り
神
戸
に
向
か
う。

土
佐
の
片
岡
健
吉
・

山
中
（
伝
道
師
）

と
同
船
す
る
。

午
前
七
時、

神
戸
入
港。

八
重
夫
人
・

中
村
栄
助
ら
の
出
迎
え
を
受
け
て
上
陸
し、

午
後
四
時
半、

京
都
に
帰
る
。

七

条
ス
テ
ー
ツ
ョ
ン
に
市
民
・

教
職
員
・

生
徒
ら
四
百
七
十
人
余
が
出
迎
え
る
。

「
二
十
一

ヶ
月
ぶ

り
二

而
家
人
朋
友
ニ

接
シ
、

四
山
之
風
色
を
目
撃
し
候
ハ
、

何
二

と
な
く
心
嬉
し
く
存、

深
天
恩
之
大
な
る
を
感
し
申
し
候」
（
ゆ3

羞
71,

群
馬
県
原
市
の
半
田
宇
平
次
よ
り
明
治
専
門
学
校
へ

七
百
円
寄
付
す
る
旨
の
電
報
が
届
く。
(
7'"
71
5)

午
前
九
時
半
よ
り
同
志
社
礼
拝
堂、

害
籍
館
の
定
礎
式、

続
い
て
午
後
一

時
半
よ
り
同
志
社
創
立
十
年
期
祝
会
が
運
動

場
に
お
い
て
催
さ
れ、

北
垣
知
事
・

中
井
滋
賀
県
知
事
ら
五、

六
百
人
が
出
席
す
る
。

席
上、

半
田
氏
の
寄
付
が
発
表

さ
れ
る
。

夜
七
時
半、

帰
国
歓
迎
会
が
運
動
場
に
お
い
て
開
か
れ、

新
島
は
そ
れ
ぞ
れ
に
出
席
し
て
挨
拶
お
よ
び
欧
米

で
の
見
聞
に
つ
い
て
演
説
す
る
。
（
ゆ1
:
 105,
 258,
 
:@:3

羞
71,

:@:5
 :
 261,
 
J
 1
5

ふ5、
J

69
:
 23)
 

＊

同
志
社
礼
拝
堂
は
昭
和
三
十
八
年
七
月
一

日、

書
籍
館
（
現
在
の
有
終
館）

は
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
一

日
に
、

そ
れ
ぞ
れ

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た。

同
志
社
ア
ル
ム
ニ

会
が
設
立
さ
れ
る
。

こ
の
日
午
前
九
時
よ
り
京
都
第
二
教
会
に
卒
業
生
有
志
二
十
二
名
が
集
ま
り、

卒
業
生
の
親
睦
団
体
を
作
る
。
(
h3
74
~3
76)

京
都
四
条
教
会
で
朝
十
時
よ
り
説
教
を
し、

七
名
の
者
に
洗
礼
を
授
け、

聖
餐
式
を
行
う。
(
F
II
:
 73)
 

神
戸
英
和
女
学
校
創
立
十
周
年
祝
会
に
出
席、

祝
辞
を
述
べ

る
。
(

J

1

5

"

5
6
)

 

怜
5
:
 202,
 
�
6
 :
 287,
 
J
 1
5
 :
 54)
 

(

J
 54
:
 85)
 

中
村
正
直
に
手
紙
で
帰
国
の
挨
拶
を
す
る
。
（
ゆ3

羞7
0)
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1885年

十
二
月

十
二
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
五
日

十
二
月
上
旬

内
閣
制
度
確
立。
(
J
97
"

104)
 

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
人、

半
田
宇
平
次
に
そ
れ
ぞ
れ
礼
状
を
出
す。
（
怜3
:
 3
72,
 
�6
 :
 287)
 

ア
ー
モ
ス
ト
の
シ
ー
リ
ー
総
長
に
滞
米
中
の
礼
状
を
出
す。
（
怜
6
"
2
87)

明
石
の
川
本
政
之
助
に
発
信、

姫
路
の
浸
礼
教
会
と
の
伝
道
協
力
に
つ

き、

先
方
が
協
力
を
望
む
な
ら
ば
「
一

致
協
力

之
意
を
表
せ
ら
れ
て
ハ

如
何」

と
述
べ

る
。

ま
た

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ン
、

病
気
の
た
め
帰
米。

J
.

C
・
ベ

リ
ー
、

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
任
し、

入
京
す
る
。
（
ゆ
1

心
5
7
)

一

八
八
七
年
九
月
再
来
日。
（
怜
1

心
5
7
)

円
御
入
用
之
書
籍
料
と
し
て
呈
し
度
候」

と
記
す。
（
怜
3

羞
7
3
)

「
米
国
二

而
小
生
募
集
候
金
少
々

有
之
候
間、

貴
兄
ヘ
ハ

其
内
金
五
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第
五
章

東
華
学
校
の
設
立
と
北
海
道
旅
行

一

八
八
六
ー
一

八
八
七
年





1886年

一
月
十
八
日

一
月
十
二
日

一
月
十
三
日

一
月
十
四
日

一
月
四
日

，

 

「
同
氏
ヲ

6
 
3
 

原
市
の
半
田
宇
平
次
に
発
信、

明
治
専
門
学
校
へ
の
寄
付
金
七
百
円
を
湯
浅
治
郎
を
通
じ
て
渡
さ
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
に
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
は
地
元
の
人
々
も
大
賛
成
で、

り
土
地
を
用
意
し、

学
校
建
築
賎
と
し
て
二
千
円
募
集
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

な
お
学
校
創
立
賛
同
者
の
一

人
〔
松
倉

洵〕

が
上
京
し
て
い
る
の
で、

二
十
日
頃
ま
で
に
上
京
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
く
る
。
(
T71
89

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

同
志
社
の
神
学
教
授
に
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き、

邦
語
神
学
校
な
ら
と
に
か
く、

〔
英
語〕

神
学
科
の
教
授
は
辞
退
す
る、

と
言
っ
て
く
る
。
(
r71
9)

こ
の
頃、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
か
ら
手
紙
と
共
に一
二
十
ボ
ン
ド
を
受
け
取
る
。
•^

I

t
h
at
 bot
h
 of
 y
o
u
 
were
 i
nte
n
di
n
g
 to
 gi
ve
 

お
申
越
し
の
通

J
 90:
 256)
 

u
n
derst
o
o
d
 t
hro
u
g
h
 
Mrs.
 
Har
d
y
 

us
 $
10
0
 as
 yo
ur
 parti
n
g
 gift
 to
 us.
 
B
ut
 it
 is
 more
 

D
.

C
・
グ
リ
ー
ソ
の
東
行
〔
東
京
移
転
か
〕

に
つ
い
て
松
山
・

湯
浅
・

小
崎
•

海
老
名
に
発
信、

「
成
程
グ
リ
ー
ン

氏
ニ
ハ
一

昨
年
来
随
分
書
生
二
対
シ
―
二
之
不
都
合
ナ
キ
ニ
ツ
モ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、

氏
之
声
価
ハ

近
来
二
至
弥
顕
ハ
レ
、

同
志
社
ヲ
大
学
ニ
ナ
ス
等
之
事
二

付
テ
ハ
日
本
教
員
之
見
ル
所
デ
ハ

先
ッ
一

人
ノ
グ
リ
ー
ソ
氏
ア
ル
ノ
ミ
」

ッ
テ
去
ラ
ッ
ム
ル
ハ

同
志
社
ニ
ト
リ
非
常
之
困
難
ヲ
覚
申
候」
（
怜3

羞79)

t
ha
n
 t
hat."
 
(
�6:
292)
 

お
よ
び
新
島
の
写
真
一

葉
を
同
封
し
て
送
る
。
（
怜3

羞78)

冬
期
始
業。
（
怜5

迄
6
1
)

明
治
十
九
年
(
-

八
八
六
）

四
十
四
歳



一

月
二
十
六
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
一

日

一

月
二
十
二
日

一

月
二
十
三
日

一

月
二
十
四
日

一

月
二
十
五
日

仙
台
の
学
校
設
立
に
つ
き
協
議
の
た
め、

正
午、

神
戸
を
出
帆、

上
京
す
る
。
（
ゆ3
"
3
81,

�5
:
 202,
 
�6
:
 288,
 292)
 

富
田
鉄
之
助
を
訪
問
し、

仙
台
に
共
立
英
語
学
校
を
開
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

(

J

90
 :
 25
0)
 

半
田
宇
平
次
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
の
礼
状
へ
の
返
礼。
(
T720)

小
崎
弘
道
を
訪
問、

し
か
し
小
崎
が
多
忙
の
た
め
十
分
面
会
で
ぎ
な
か
っ
た
。
（
怜3
:
 842)
 

夜、

富
田
鉄
之
助
と
共
に
森
文
部
大
臣
を
訪
問
し、

仙
台
の
学
校
創
立
に
つ
い
て
意
見
を
聞
ぎ、

袈
成
を
得
る
。

日
曜
日、

午
前、

小
崎
の
〔
東
京
第
一
〕

教
会
で
説
教
を
す
る
。
（
や3
:
 842)
 

仙
台
の
学
校
設
立
に
つ
い
て
富
田
と
一

応
相
談
が
ま
と
ま
る
。

夜、

小
崎
が
富
田
宅
の
新
島
を
訪
れ、

十
二
時
頃
ま
で

話
を
す
る
。

新
島、

安
中
へ

出
発
す
る
。
（
怜3
"
84
2,
J
 90
 :
 250)
 

在
米
の
下
村
孝
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、

以
前
約
束
の
月
々
五
円
を
留
守
宅
に
送
っ
て
ほ
し
い
旨
を
求
め
て
く
る
。

(
T7
2l)
 

午
後、

安
中
へ

着
く。

教
会
で
一

時
間
余
話
を
す
る
。

次
い
で
原
市
へ

行
き、

病
床
の
半
田
宇
平
次
を
見
舞
う。

閑
談

し
て
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
り、

夜
に
入
っ
て
安
中
に
帰
る
。
（
怜6

筵93)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

仙
台
に
学
校
を
開
設
す
る
た
め、

現
在、

東
京
に
来
て
富
田
鉄
之
助
と
交
渉
中
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
、

交
渉
の
結
果
と
自
分
の
意
見
を
箇
条
書
き
に
し
て
詳
細
に
記
す。

ま
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
w
.

M
・

テ

イ
ラ
ー
博
士
の
教
会
よ
り
牧
師
の
書
籍
購
入
費
に
あ
て
る
た
め
百
四
十―――
ド
ル
の
寄
付
を
得
た
こ
と
に
つ
ぎ
礼
を
述
べ

る
。
（
怜
6
"
288)

歩
兵
操
練
科
設
置
願
を
文
部
省
へ
、

同
進
逹
願
を
京
都
府
庁
に
提
出
す
る
よ
う
市
原
盛
宏
に
命
ず
る
。
（
怜
3

"

3
8
1
)

90
:
 250)
 

(

J
 

370 



1886年

一

月
下
旬

i

口
月―
―

�'
七
EEI

一

月
二
十
九
日

一

月
三
十
日

二
月
一

日

二
月
三
日

二
月
四
日

一

月
二
十
八
日

横
浜
よ
り
北
垣
京
都
府
知
事
に
手
紙
を
書
ぎ、

東
京
を
発
ち、

横
浜
に
向
か
う。
（
ゆ3

羞
8
4
)

（
曲
6
:
 
2
9
2,
 

""f
2
3
0
2
)

む。
（
怜
6

心
9
5
)

前
橋
の
海
老
名
弾
正
を
訪
問
し
、

午
後、

新
築
さ
れ
た
教
会
堂

Meeti
n
g
h
o
use

で
パ
プ
リ
ッ
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ソ
グ

が
開
か
れ、

話
を
す
る
。

午
後
四
時
二
十
分、

海
老
名
と
共
に
高
崎
へ
、

七
時
半
か
ら
一

時
間
ほ
ど
説
教
を
し、

更
に

旅
行
の
話
を
一

時
間
ほ
ど
す
る
。

十
一

時
に
宿
へ

帰
る
。
（
曲
6
"
2
9
4
)

高
崎
か
ら
午
後
一

時
四
十
五
分
発
の
汽
車
に
乗
り、

五
時
半、

東
京
に
着
く。
（
怜
6

筵
9
4
)

一

月
二
十
九
日
「
…
…
新
島
安
中
よ
り
帰
り
一

泊
ス
」
(

J

9
0
 :
 
2
5
0
)
 

夜
八
時
す
ぎ
海
老
名
弾
正
と
共
に
小
崎
弘
道
宅
を
訪
問、

す
で
に
相
会
し
て
い
た
伊
勢
時
雄
・

湯
浅
治
郎
・

松
山
高
吉

と
共
に
伊
勢
の
東
京
へ
の
転
任、

小
崎
の
同
志
社
教
授
就
任
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
ゆ
3
"
8
4
2
)

A
・
ハ
ー
デ
ィ
に
発
信、

三
十
ボ
ン
ド
送
付
さ
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
お
よ
び
安
中
・

原
市
・

前
橋
を
巡
回
し
て
い
る
こ

と、

テ
イ
ラ
ー
博
士
よ
り
の
寄
付
の
こ
と
等
の
近
況
に
つ
い
て
書
く。
（
怜
6

心
9
2
)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

東
北
伝
道
に
つ
い
て
知
ら
せ、

重
ね
て
仙
台
に
二
、

三
人
の
宜
教
師
を
送
る
よ
う
に
頼

歩
兵
操
練
科
設
置
願
を
京
都
府
を
通
じ
文
部
省
へ

提
出
す
る
。
（
怜
1
"
2
5
8
)

東
京
よ
り
〔
仙
台
へ
の
宣
教
師
の
派
遣
に
つ
い
て
〕

ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
ジ
ャ
パ
ソ
・
サ
ー
ク
ル
に
手
紙
を
出
す。

一

昨
夜
よ
り
リ
ュ

ー
マ
チ
の
た
め
日
本
橋
本
石
町
四
丁
目
の
旅
館
に
病
臥
す
る
。

午
前、

小
崎
弘
道
・

松
山
高
吉
お
よ

び
伊
勢
時
雄
が
来
訪
す
る
。

午
後、

伊
勢
と
小
崎
が
再
び
来
る
。
（
曲
竺
8
4
2
)

＊

 

さ
き
頃
お
目
に
か
か
っ
た
際、

歩
兵
操
練
科
設
置
の
こ
と
に
つ
ぎ、
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二
月
九
日

二
月
十
日

二
月
十
一

日

二
月
八
日

二
月
六
日

之
宜
教
師
可
相
造
旨
申
遣
ス
コ
ト
ニ

相
決
候」
（
曲
3
:
 3
8
8,
 

�
6
 :
 
2
9
6
)
 

＊

宜
教
師
会
の
開
催
日
に
つ
い
て、

松
山
・
湯
浅
・
小
崎
宛
書
簡
（
曲
3

羞
8
8
)

は
「
昨
十
一
日
大
坂
二
於
テ
」、

ラ
ー
ク
宛
（
怜
6

心
9
6
)

で
は
点'
at
Os
ak
a
 last
 Sat
ur
da
y"

〔
+
＝一
日〕

と
な
っ
て
い
る。

大
阪
川
口
の
聖
三
一

教
会
に
お
い
て
臨
時
祈
揺
会
が
開
か
れ、

新
島
が
奨
励
を
行
う。

ま
た、

こ
の
機
会
に
信
徒
有
志

ら
の
主
催
す
る
帰
国
歓
迎
会
（
午
後
ニ
ー
四
時）

が
中
之
島
常
安
橋
北
詰
の
西
洋
楼
で
開
か
れ、

新
島
は
欧
米
漫
遊
談

を
語
る。
(
F
20"
45,
G
2
|4
"

108)
 

校

Ki
ot
o

H
o
m
e

の
増
築、

拡
大
の
問
題
で
あ
っ
た
。

と
く
に
仙
台
伝
道
に
つ
い
て
は

―

つ
は
仙
台
へ
の
伝
道
拡
張、

他
は
同
志
社
女
学

小
崎
弘
道
に
招
聘
状
を
送
る
。

松
山
・

小
崎
・

湯
浅
に

発
信、

緒
に
森
文
相
を
訪
問
す
る
と
言
っ
た
け
れ
ど
も、

急
用
の
た
め
去
月
二
十
日
俄
に
出
京
し、

森
文
相
に
会
っ
た
こ
と、

本
日
出
帆
の
近
江
丸
に
乗
り
帰
京
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
旨、

事
情
を
説
明
す
る
。
（
怜
3

羞
8
4
)

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

松
倉
が
仙
台
へ

帰
っ
て
有
志
に
報
告
し、

賛
成
を
得
た
こ
と、

仮
規
則
も
考
え
て
お
い

て
ほ
し
い
こ
と、

同
じ
く
仙
台
に
学
校
設
立
を
計
画
し
て
い
る
押
川
方
義
の
方
も
然
る
べ

く
と
伝
え
て
く
る
。
(
T
722)

教
員
会
議
で
小
崎
弘
道
を
教
員
と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。
（
怜
3
:
 3
8
5
)
 

「
グ
リ
イ
ン
氏
ハ

固
ク
一

致
ノ
説
ヲ
ト
リ、

新
聞
モ
一

0

0

0

 0

 

致、

仙
台
ノ
学
校
モ
一

致
シ
双
方
ョ
リ
教
員
若
干
ヲ
出
シ
、

之
ヲ
維
持
ス
ヘ
ツ
云
々
被
申
候、

生
等
ハ

大
不
同
意
ナ
リ、

其
調
和
ヲ
取
ル
却
テ
六
ケ
敷
カ
ル
ベ
ッ
」
「
中
和
説
ハ

乃
チ
止
働
説
ナ
リ
」
（
ゆ
3

羞
8
5,

3
8
7
)
 

原
田
助
・

村
井
知
至
が
来
訪。

夜、

新
島
宅
で
同
志
社
校
友
会
の
委
員
会
を
開
く。

原
田
泊
ま
る
。

(

J

1
5

ふ
7
)

米
沢
の
中
学
校
教
師
・

山
崎
新
太
郎
よ
り
米
国
人
教
師
一

名
の
周
旋
を
依
頼
し
て
く
る
。
(

r
7
2
4
)

大
阪
で
宣
教
師
会
が
開
か
れ、

二
つ
の
重
要
案
件
が
討
議
さ
れ
る
。

「
米
国
本
局
迄
仙
台
へ
三
人

N
.
G
・
ク
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1886年

二
月
十
二
日

二
月
十
七
日

二
月
二
十
一

日

二
月
十
六
日

合
う。
（
ゆ3

羞
9
1
)

3
 
73

「
何
卒
謙
遜
卜
堪
忍
卜
勉
強
卜
活
ケ
ル
信
仰
卜
人

と
状
況
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
T
725
》

J
9
?
257)

る
よ
う
で
あ
る
が
、

東
京
の
松
山
高
吉
・

小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎
に
発
信、

意
見
を
述
べ
る
。

H
仙
台
の
学
校
に
つ
き
宜
教
師
ら
は
グ
リ
ー
ソ
、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
を
東
京
に
脈
遣
し
て
一

致
教
会
の
宜
教
師
と
交
渉
す

一

致
会
教
師
の
反
対
論
に
対
し
一

歩
も
退
か
な
い
よ
う、

ま
た
「
中
和
一

致
ノ
学
校
ハ

之
ヲ
所

ス
ル
ニ

随
分
面
倒
ナ
」

こ
と
を
両
宜
教
師
に
説
得
し
て
ほ
し
い
こ
と。

⇔
「
近
来
相
起
両
会
一

致
ノ
説
ハ

…
…
一

杯
ノ
羮
ノ
為
二

我
自
由
ノ
主
義
ヲ
売
ラ
サ
ル
様
充
分
御
勘
考
有
之」

教
会
ノ
主
義
ニ
テ
事
甚
簡
易
ナ
リ、

会
議
二

権
カ
ヲ
有
セ
ッ
ム
ル
ハ

不
知
々
々
自
治
ノ
精
神
ヲ
絶
ッ
ヘ
シ
、

慎
シ
マ

富
田
鉄
之
助
に
発
信、

大
阪
の
宜
教
師
会
で
の
仙
台
学
校
に
関
す
る
協
議
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
(
""f
725)

看
病
婦
学
校
校
地
と
し
て
烏
丸
通
紅
屋
之
北
に
あ
る
地
所
買
収
に
つ
ぎ
協
議
の
た
め、

午
後
四
時
ご
ろ
五
条
大
橋
東
の

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

十
三
日
の
宜
教
師
会
の
こ
と、

米
沢
か
ら
外
国
人
教
師
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と、

女

学
校
に
ミ
ス
・

ク
ラ
ー
ク
ソ
ソ
の
ほ
か
、

も
う
一

人
必
要
で
あ
る
こ
と
等
を
述
べ
る
。
（
伸6
"
296)

仙
台
の
学
校
に
つ
ぎ
富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

上
京
し
た
松
平
正
直
宮
城
県
知
事
と
森
文
相
が
会
っ
た
こ

と、

富
田
も
知
事
に
会
っ
て
大
略
説
明
し
た
こ

と、
「
押
川
氏
え
必
ら
す
御
出
会
之
上
十
分
御
相
談
被
下
候
様
切
望」

第
二
教
会
で
説
教
を
す
る
。

こ
の
日
よ
り
新
島
公
義
の
日
曜
学
校
を
引
き
継
ぐ。

中
村
栄
助
が
来
訪
し
夕
方
ま
で
話
し

三
重
県
津
へ

初
め
て
伝
道
に
出
た
新
島
公
義
に
対
し
手
紙
を
送
り、

中
村
栄
助
宅
を
訪
問
す
る
。
（
曲3
:
 390)
 

サ
ル
ベ
ケ
ソ
ヤ」
（
抽3
芦3
88)

「
…
…



二
月
二
十
八
日

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
三
日

二
月
二
十
五
日

三
月
一
日

三
月
二
日

三
月
三
日

帝
国
大
学
令
公
布。
(
G
9
:
 1
2
1
)
 

校
の
設
立
に
つ
き
懇
談
す
る
。

(

J

9
0

:
 
2
5
0
)
 

看
病
婦
学
校
校
地
と
し
て
ベ
リ
ー
申
し
入
れ
の
地
所
買
収
に
関
し、

中
村
栄
助
に
照
会
の
手
紙
を
出
す。
（
ゆ
3

:
 
3
9
4
)
 

富
田
鉄
之
助
は、

こ
の
日
午
後、

星
岡
茶
寮
に
森
文
部
大
臣、

松
平
宮
城
県
知
事
を
招
き、

鈴
木
大
亮
と
共
に
仙
台
学

午
後
七
時、

烏
丸
一

条
下
ル
、

ケ
イ
デ
ィ
宜
教
師
宅
か
ら
出
火、

留
守
の
た
め
全
焼
す
る
。
（
怜
1

心
5
9
)

米
沢
の
山
崎
新
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

外
国
人
教
師
招
聘
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
き、

校
内
の
事
情
を
説
明

し
て
く
る
。

(

r

72
7
)

去
る
二
月
七
日
の
半
田
宇
平
次
の
死
去
に
関
し、

原
市
の
半
田
平
次
郎
宛
に
弔
文
を
送
る
。

ま
た
故
宇
平
次
翁
よ
り
の

所
断
然
卜
御
申
越
被
下
度
候」

と
糾
す。
（
曲
3

"

3
9
2
)

ヲ
区
別
セ
サ
ル
博
愛
等
を
以
て
主
之
御
旗
二

随
ひ
…
…」
「
御
出
発
後
内
モ
甚
さ
み
し
く
相
成、

を
失
た
る
只
今
ハ

夫
婦
差
向
ヒ
ニ
テ
少
し
く
徒
然
二

思
ひ
候」

と
述
べ
る
。
（
怜3

羞
9
0
)

八
重
も
け
ん
か
相
手

＊

こ
の
新
島
公
義
宛
書
簡
は
二
十
日
付
と
な
っ
て
い
る
が、

内
容
は
日
曜
日
（
二
十
一
日）

の
こ
と
で
あ
り、

例
に
よ
っ
て
新
島

の
思
い
違
い
と
考
え
ら
れ
る。

ボ
ン
ド
氏、

プ
ラ
ウ
ン
夫
人、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
氏、

ベ
イ
カ
ー
夫
人、

ダ
ヴ
氏

Mr.

六
十
円
を
残
し
て
教
師
•

生
徒
・

教
会
を
援
助
す
る
た
め
に
支
出
す
る
。
（
廿
9
3

2
)

Po
n
d,
 
Mrs•

H.
 T·
 
B
ro
w
ne,

M
r.
 J.
W•

Da
vis,
 
Mrs.
 B
a
ker,
 
Mr.
 
Do
ve

か
ら
の
寄
付
金
百
二
十
五
ド
ル
（
百
五
十
円）

は
す
で
に
受
け
取
り、

同
志
社
招
聘
に
応
じ
て
い
た
小
崎
弘
道
が
態
度
を
改
め
た
こ
と
に
つ
き、

手
紙
を
送
り

二

応
事
を
決
し
て
之
を
変
交

す
る
ハ

小
生
輩
兄
之
為
二

取
ラ
サ
ル
所
ナ
ル
モ
又
何
ニ
カ
深
き
御
情
実
ノ
ア
ル
事
ナ
ラ
ン
カ
…
…
何
卒
今
回
ハ

決
着
之
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1886年

月

三

月
五
日

三

月
七
日

三

月
九
日

三
月
十
日

三
月
十
七
日

月
八

日

寄
付
金
七
百
円
の
領
収
書
を
同
封
す
る。
（
怜
3
"
3
9
4
)

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

攻
玉
社
に
在
学
中
の
伊
達
直
知
の
同
志
社
入
学
に
つ
き
依
頼
し
て
く
る
。

富
田
に
宛
て
発
信、

仙
台
で
ホ
ー
イ

Ẁ•
E.

H
o
y

が
有
志
家
を
募
り、

土
地
を
買
い
入
れ、

校
舎
を
建
築
し
て
い
る

模
様
で
あ
る
と
知
ら
せ
る
。
(
""f730)

一

生
徒
よ
り
新
島
に
宛
て
「
校
内
苦
情
の
風
説」

が
送
ら
れ、

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
返
信、

一

方
ニ
テ
着
手
ス
ル
ナ
ラ
バ
、

他
ノ
人
ハ

他
所
二

着
手

グ
リ
ー
ン
教
師
と
五
年
生
の
確
執
は
じ
め
生
徒
の
学
校

当
局
お
よ
び
教
員
に
対
す
る
不
満
・

苦
情
が
述
べ
ら
れ
る
。
(
r
729,

D
l
:
 6
4
5
)
 

ホ
ー
イ
と
は
如
何
な
る
人
物
か
を
糾
し、

あ
く
ま
で
申
し
合
わ
せ
た
通
り
初
志
貫
徹
を

川
本
政
之
助
に
発
信、

約
束
し
て
い
た
書
籍
購
入
費
五
ド
ル
は
、

神
戸
の
宜
教
師
ジ
ェ
ン
ク
ス
に
預
け
て
い
る
金
よ
り

支
払
う
の
で、

書
物
を
購
入
し
た
な
ら
新
島
ま
で
連
絡
す
る
よ
う
に
書
ぎ
送
る
。
（
怜
3

羞
9
6
)

五
年
生
の
花
畑
健
起
・

広
津
友
吉
・

広
瀬
孝
次
郎
・

池
内
徳
孝
・

増
野
悦
興
・

中
川
虎
一

郎
・

斉
藤
知
行
・

坂
斎
要

吉
・

山
中
百
ら
九
名、

英
学
教
師
グ
リ
ー
ン
の
言
動
に
不
満
を
抱
き、

連
署
血
判、

退
学
す
る
。
（
怜
1

筵
5
9
)

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

米
沢
に
外
国
人
教
師
を
招
聘
す
る
件、

お
よ
び
木
村
熊
二
の
明
治
女
学
校
に
ア
メ

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
女
教
師
を
雇
い
入
れ
る
件
に
つ
き
相
談
し
て
く
る
。
(
r735)

こ
の
頃、

押
川
方
義
が
神
戸
に
立
ち
寄
っ
た
機
会
に
京
都
よ
り
出
向
い
て
彼
を
訪
問
し、

仙
台
の
学
校
計
画
に
つ
い
て

懇
談
す
る
。

押
川
は
「
仙
台
二

諸
方
ョ
リ
着
手
ス
ル
ヨ
リ
モ
、

w
.

S
・
ク
ラ
ー
ク
永
眠。
(
E
l7
:

72)
 

は
か
り
た
い、

と
述
べ
て
く
る
。
(
r73o)

728)
 

(
T
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月
二
十
六
日

三
月
二
十
一

日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
五
日

で
ぎ
な
い
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(
T73
7)

大
阪
の
宮
川
経
輝
を
訪
う。
(

J

71
 :
 78)
 

ま
た
そ
の
翌
日、

神
戸
に
向
か
う
伊
勢
時
雄
に
押
川
宛
の
手
紙
を
託
し、

仙
台
学
校
の
こ
と
は
富
田
ら
仙
台
有
志
家
と

の
約
束
も
あ
り、

新
島
の
考
え
の
み
で
進
退
を
決
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
旨
を
伝
え
る
。
（
ゆ5
"
27
8)

四
条
教
会
に
お
い
て
説
教
す
る
。

大
津
の
入
会
者
五
名
に
対
し
て
洗
礼
を
授
け
る
。
(
F
11
 :
 73,
 
109)
 

富
田
に
発
信、

神
戸
で
押
川
と
会
い
、

意
見
を
交
換
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
(
r74
o)

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
の
ホ
ー
イ
お
よ
び
彼
の
設
立
す
る
学
校
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
通
知
し
て
く
る
。

(
r73
6)
 

山
崎
新
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

雇
い
入
れ
を
依
頼
し
た
米
国
人
教
師
に
つ

ぎ、

富
田
鉄
之
助
よ
り
再
び
こ
の
日
付
で
来
信、

(
T73
8)
 

ア
メ
リ
カ
よ
り
の
旅
費
支
出
は

ホ
ー
イ、

押
川
ら
に
具
体
的
な
動
き
は
な
い
よ
う
だ
と
伝
え
て
く
る
。

同
志
社
で
預
か
っ

て
い
る
土
倉
辰
二
郎
の
漢
学
教
師
石
井
忠
敏
が
新
島
宅
に
来
訪、

辰
二
郎
は
同
志
社
よ
り
毎
日
通
熟

し
て
い
る
が
、

十
分
指
導
で
き
な
い
の
で
、

本
科
入
学
前
は
自
分
の
塾
で
預
か
り
た
い
と
申
し
入
れ
る
。

同
志
社
幹
事

と
も
協
議
の
結
果、

夏
休
み
ま
で
石
井
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
怜3
:
 4
0
0
)
 

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
の
学
校
に
つ

ぎ
米
国
よ
り
返
事
が
来
な
い
う
ち
は
軽
率
に
公
表
で
ぎ
な
い

の
は
致
し
方
な
い
と
し
て
も、

仙
台
側
と
し
て
は
一

時
も
早
く
計
画
を
発
表
し
て
有
志
家
を
募
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

米
国
よ
り
の
賛
同
を
得
次
第、

で
き
る
だ
け
早
く
仙
台
へ

行
っ
て
計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
創
立
趣
意
書、

ス
ル
カ
伝
道
上」

経
済
上
得
策
で
あ
る
と
述
べ
る
。
（
怜
5
:
278)
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1886年

四
月
二
日

四
月―
――
日

月 月
二
十
八
日

の
で
、

や
は
り
先
だ
っ
て

し
て
い
る
旨
を
伝
え
る
。
（
怜
3

:
 
4
0
1
)
 

ベ

リ
）
よ
り
処
方
箋
を
送
ら
れ
る
。
（
怜
5

贔
02)

生
二

於
而
決
而
承
知
不
仕
…
…」
（
怜
3

"

4
0
0
)

「
尊
下
ョ
リ
御
文
通
之
ナ
キ
上
ハ

小

学
校
教
則
等
を
考
え
て
お
い
て
ほ
し
い
、

と
記
す。
(
r
740)

松
山
高
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

星
野
〔
光
多
〕
・

湯
浅
治
郎
・

小
崎
弘
道
ら
と
東
北
伝
道
に
つ

い

て
相
談
し
た
こ

と、

前
橋
の
加
藤
勇
次
郎
を
同
志
社
に
移
し
、

そ
の
後
任
に
不
破
唯
次
郎
を、

森
本
〔
介
石
〕

を
警
醒
社
に
あ
て
る
こ

と、

浮
田
和
民
は
将
来
同
志
社
に
必
要
な
人
物
な
の
で
留
学
の
斡
旋
を
重
ね
て
要
請
し
て
く
る
。
(
""f
73
9)

土
倉
庄一―一
郎
に
手
紙
を
書
ぎ、

子
息
の
辰
二
郎
を
漢
学
教
師
石
井
忠
敏
に
預
け
る
こ
と
に
つ

ぎ
了
承
を
求
め
、

聞
く
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
中
尾
某
に
子
息
辰
二
郎
と
亀一―一
郎
を
委
託
し
て
い

る
模
様
だ
が
、

日
本
基
督
一

致
教
会
と
日
本
組
合
教
会
の
有
志
者
に
よ
り
両
教
会
合
併
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ、

日
本
基
督
教
会
設

立
趣
意
書
草
案
を
作
成、

両
教
派
に
属
す
る
諸
教
会
に
送
る
。

発
起
人
は
一

致
教
会
の
大
儀
見
元
一

郎
・

安
川
亨
•

井

深
梶
之
助
・

植
村
正
久。

組
合
教
会
の
松
山
高
吉
・

湯
浅
治
郎
・

小
崎
弘
道
ら
。
(
F
4
 :
 2
07,
 
J
 5
 :
6
4
)
 

同
志
社
受
験
予
備
校
概
則
で
き
る
。

こ
れ
は
同
志
社
の
受
験
に
失
敗
し
た
生
徒
た
ち
の
た
め
、

五
年
生
の
池
内
徳
孝
・

岸
本
能
武
太
・

増
野
悦
興
・

中
川
虎
一

郎
・

松
尾
音
次
郎
ら
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
D
1

:
 2
98)
 

松
山
高
吉
に
発
信、

湯
浅
吉
郎
の
預
金
の
始
末
に
つ
い
て
は
湯
浅
治
郎
ま
で
伝
え
て
い
る
こ
と、

右
の
金
子
ほ
湯
浅
吉

郎
の
依
頼
に
よ
り
新
島
名
義
で
某
社
に
預
け
て
い
た
と
こ
ろ、

そ
の
会
社
が
倒
産
し
て
金
は
一

切
戻
ら
ず、

甚
だ
困
却

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

押
川
に
つ
い
て
の
懸
念
は
無
用
の
こ
と、

宗
派
の
争
い
の
よ
う
に
見
え
て
は
良
く
な
い

「
内
談
致
置
候
主
趣
ヲ
以
創
設
ノ

要
領
ヲ
発
表
着
手
順
序
ヲ
計
画
致
度
所
存」

で
あ
る
か
ら、
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四
月
十
六
13

四
月
十
二
日

四
月
九
日

四
月
七
日

四
月
六
日

四
月
五
日

不
致
成
効
ヲ
以
テ
論
定
ム
ル
ト
御
決
心
被
下
度」
(
r
741,

中
村
栄
助
を
招
き
看
病
婦
学
校
の
寄
付
金
に
つ
い
て
計
算、

説
明
を
受
け
る
。

夜
に
入
っ
て
中
村
帰
る
。
(
r
744)

松
山
高
吉
・

伊
勢
時
雄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
学
校
の
こ
と、

東
京
・

東
北
伝
道
の
こ
と、

橋
に
招
く
こ
と、

浮
田
を
同
志
社
に
用
い
る
こ
と、

明
治
女
学
校
へ
の
援
助
を
考
慮
す
る
よ
う
伝
え
て
く
る
。
(
T
74
3)

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
一

家、

夫
人
病
気
の
た
め
神
戸
よ
り
帰
国
す
る
。
（
怜
1

廷
6
0
)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

仙
台
へ
の
教
員
派
遣
を
早
く
決
め
て
ほ
し
い
こ
と、

同
志
社
女
学
校
の
寮
舎
増
築
へ
の

中
村
栄
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

看
病
婦
学
校
寄
付
金
計
算
の
補
足
に
つ
い
て
連
絡
し
て
く
る
。
(
""f
744)
 

J
•
D

・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
妻
ソ
フ
ィ
ア
、

伊
豆
沖
を
航
行
中
の
船
よ
り
海
に
落
ち
死
亡
す
る
。
（
怜
1

筵
6
0
)

松
山
高
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

専
門
学
校
設
立
に
つ
い
て
島
田
三
郎
な
ど
一

度
援
助
を
依
頼
し
た
人
々
に
引
ぎ
続

き
交
渉
す
べ

ぎ
こ
と、

ま
た
陸
奥
宗
光
に
働
き
か
け
て
助
力
を
乞
う
て
は
如
何
と
言
っ
て
く
る
。
(
r745)

同
志
社
に
お
い
て
「
モ
ー
セ
ノ
一

生
涯」

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
早
々
の
出
京
を
促
し
て
く
る
。
(
T
74
6)

E.
 
B.
 
B
ac
kl
e
y
 

に
つ

ぎ
説
教
を
行
う。
（
怜
2

心
2
3
)

山
崎
新
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

米
人
教
師
の
雇
い
入
れ
に
つ

ぎ、

校
内
の
事
情、

雇
用
に
際
し
て
の
条
件
を
詳

し
く
報
じ
て
く
る
。
(
r
747)

看
病
婦
学
校
設
立
に
つ

ぎ
神
戸
の
川
本
泰
年
・

原
田
助
に
創
立
委
員
と
な
っ
て
募
金
に
協
力
す
る
よ
う
依
頼
す
る
。

を
述
べ
る
。
（
ゆ
6

"
299)

援
助
の
こ
と、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
代
わ
り
と
し
て
バ
ッ
ク
レ
ー

を
頼
ん
で
ほ
し
い
こ
と
等

J
 90
:
258)
 

早
急
に
出
京
し、

場
合
に
よ
っ
て
ほ
仙
台
に
行
っ
て
ほ

し
い
、

不
破
唯
次
郎
を
前

「
創
設
二

際
シ
区
々
タ
ル
小
議
論
相
生
候
共
更
二

関
係
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1886年

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
七
日

北
垣
国
道
知
事
の
母
堂
死
去
に
際
し
弔
状
を
送
る
。
（
怜
3
"

4
0
5
)

岡
山
の
金
森
通
倫
に
同
志
社
へ
の
招
聘
状
を
書
く。
（
怜
3
:
 
4
0
4
)
 

8
:
 
5
)
 

わ
れ
る
。
(

F
1
 :

 9
1
•

F
2
4
:

3
6
3
)
 

四
百
六
十
五
名。

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
九
年
会
が
京
都
第
二
教
会
に
お
い
て
開
か
れ
る
。

二
十
四
日
ま
で
。

新
島
も
第
二
教
会
代
表
と

し
て
出
席
す
る
。

日
こ
の
年
会
で
「
日
本
組
合
甚
督
教
会」

を
組
織
す
る
。

加
入
教
会
三
十
一
、

牧
師
・

伝
道
師
四
十
名、

信
徒
数
三
千

⇔
二
十
一
、

二
十
三
日
の
二
回
に
わ
た
り
開
か
れ
た
懇
談
会
に
お
い
て
一

致
・

組
合
両
教
会
の
合
併
に
つ

き
協
議
が
行

*

T
h
e
 n
a
m
e
 
K
u
mi
ai
 fi
rs
t

 

fo
r
m
a
ll
y
 r
e
c
o
g
ni
z
e
d
 b
y
 t
h
e
 c
h
u
r
c
h
es
 a
t

 

t

h
ei
r
 a
n
n
u
al
 
m
e
e
ti
n
g
 t
hi
s
 y
e
a
r .

 
(
E
 

浜
岡
光
哲
に
京
都
看
病
婦
学
校
旨
趣
書
草
案
を
送
り、

加
筆
改
良
を
依
頼、

改
め
る
べ

き
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、

浜
岡

の
〔
商
報
会
社
か
〕

活
版
局
で
印
刷
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
。
（
曲
3
:

 4
0
3
)
 

＊

浜
岡
光
哲
は
山
本
覚
馬
に
師
事、

明
治
十
二
年
よ
り
商
報
会
社
を
経
営、
『
中
外
電
報』
『
日
出
新
聞
』

を
刊
行
し
て
い
た。

ツ
ー
リ
ー
総
長
に
発
信、

卒
業
し
た
教
え
子
の
う
ち
適
当
な
人
物
を
米
沢
の
学
校
に
派
遣
し
て
ほ
し
い
こ
と、

そ
の
雇

用
条
件
に
つ
い
て
害
く。

も
し
派
追
さ
れ
な
け
れ
ば
同
校
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
団
の
手
に
落
ち
る
だ
ろ
う。

わ
れ
わ
れ
は

今、

仙
台
に
ミ
ッ
ジ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
の
設
立
を
計
画
し、

同
地
を
強
力
な
伝
道
の
セ
ソ
タ
ー
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

会
津
若
松
•

福
島
に
は
す
で
に
伝
道
者
を
派
遣
し
て
活
動
を
始
め
て
い
る
、

と
記
す。
（
怜
6
:

3
0
0
)
 

（
恥
W
3
"

4
0
2
)
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五
月
十
日

五
月
八
日

五
月
五
日

五
月
四
日

四
月

四
月
二

十
九
日

四
月
三
十
日

五
月
十
一

日

五
月
十
四
日

富
田
宛
に
、

十
四
日
に
出
京
す
る
旨
電
報
を
打
つ
。

(

J

90
 :
 251)
 

(

J
 90
 :
 251)
 

浮
田
和
民
に
同
志
社
へ
の
招
聘
状
を
送
る
。
（
や
3

:
 
4
0
8
)
 

福
井
県
小
浜
の
柁
川
武
一
•

松
山
ま
つ
の
か
ら
の
伝
道
者
派
遣
要
請
に
対
し、

こ
の
日
「
目
下
伝
道
其
人
二

乏
し
く
候

得
は
直
二

派
遣
致
候
訳
ニ
ハ

立
到
兼
候
へ

共、

折
あ
り
て
御
方
角
へ

派
出
之
序
も
有
之
候
ハ
、

為
立
寄
可
申
候」

と
返

金
森
通
倫
を
同
志
社
に
招
く
こ
と
に
な
り、

こ
の
日、

招
聘
状
を
手
渡
す。
（
怜1
:
 260)
 

同
志
社
の
教
員
不
足
に
つ
ぎ、

春
期
に
限
り
伊
勢
時
雄
が
神
学
科
の
授
業
を
す
る
こ
と
に
決
ま
る
。
（
怜
1

廷60)

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
よ
り
新
島
に
、

仙
台
に
行
っ
て
学
校
計
画
を
進
め
る
よ
う、

電
報
が
来
る
。
（
怜
5

心
7
8
)

中
島
末
治
と
山
崎
春
野
と
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
。

新
島
出
席
か
。
（
怜
3

:
 
4
0
8
)
 

三
重
県
津
に
伝
道
中
の
新
島
公
義
に

発
信、

「
御
老
人
様
ニ
ハ

逐
々
御
快
気
二

被
趣
候
…
…
八
重
ハ

近
来
身
体
余
リ
健

な
ら
す
兎
角
病
か
ち
二

而
心
配
申
候、

私
も
伝
道
会
社
集
会
以
来
余
リ
上
出
来
な
ら
す
…
…
看
病
婦
学
校
井
附
属
病
院

創
立
之
企
有
之
非
常
二

多
忙
…·
:」

と
近
況
を
報
ず
る
。
（
怜3
:
 4
0
7
)
 

こ
の
日
の
富
田
鉄
之
助
日
記
に
「
新
嶋
（
西
京）

来
書、
米
人
宣
教
師
出
京
云
々
二

付
同
道
出
京
セ
ヨ
ト
電
信
指
立
ル
」

東
上
の
た
め
神
戸
に
向
か
う。

途
中、

大
阪
に
下
車、

宮
川
経
輝
を
訪
れ、

看
病
婦
学
校
の
こ
と
を
依
頼
す
る
。

神
戸

で
は
安
藤
嘉
左
衛
門
方
に
立
ち
寄
り、

専
崎
に
滞
在
中
の
内
大
臣
三
条
実
美
公
を
訪
問、

看
病
婦
学
校
設
立
に
つ
い
て

の
賛
助
を
請
い
、
同
志
社
創
立
の
始
末
書
等
を
贈
呈
す
る
。
午
後
六
時、
高
砂
丸
に
乗
り
神
戸
を
出
帆
す
る
。
（
怜5
:
262,
 

274̀

279)
 

書
を
出
す。
（
曲3
:
 406)
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1886年

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
十
八
日

五
月
十
六
日

＊

押
川
と
の
会
合
の
場
所
を
（
怜
5

"

2
7
9
)

で
は
十
八
日
小
崎
の
家
と
し
て
い
る。

ま
た
（
怜
？
2
6
2
)

に
お
い
て
田
代
・
藤
沢

と
会
っ
た
日
を
十
六
日
夕
と
し
て
い
る
が、

十
七
日
の
こ
と
と
思
わ
れ
る。

リ
ー
宅
に
ノ
ッ
ク
ス
•

井
深
・

押
川
・

松
山
ら
と
集
ま
り、

仙
台
の
学
校
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。
（
曲
？
2
6
3
)

午
前、

森
文
相
を
訪
問、

松
平
宮
城
県
知
事
へ
の
紹
介
状
を
依
頼、

ま
た
徴
兵
猶
予
に
関
連
し
て
操
練
科
の
設
置
に
つ

い
て
糾
す。

そ
の
際、

森
よ
り
「
向
来
有
害
卜
認
ム
レ
ハ

…
…
政
事
宗
教
ノ
色
ッ
ヶ
教
育
ハ

差
止
ム
ル
モ
知
レ
ス
」

と

言
わ
れ
る
。

午
前
十
一

時、

南
小
田
原
町
に
押
川
を
訪
ね、

仙
台
学
校
に
つ
き
意
見
を
交
換、

ち
「
其
ノ
上
ニ
テ
余
ノ
所
ハ

定
ム
」
。

十
二
時、

毎
日
新
聞
社
に
島
田
三
郎
を
訪
ね、

専
門
学
校
募
金
の

方
法、

婦
学
校
旨
趣
書
の
掲
載
等
に
つ
い
て
依
頼
す
る
。

伊
藤
総
理
大
臣
の
秘
書
官
伊
東
巳
代
治
に
会
う
〔
か
〕。

午
後
一

時、

内
藤
魯
一

を
訪
い
、

福
島
に
お
い
て
面
会
す
べ

き
人
々
の
紹
介
を
請
う。

午
後、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
と
山
城
軒
で
会
う。

彼
は
新
島
に

代
進
四
郎
・

藤
沢
幾
之
助
に
面
会
す
る
。
（
怜
2
6
2,

2
7
9
)

 

「
一

致
ノ
得
策
ナ
ル
ヲ
通
論」

す
る
。

午
後
三
時、

午
後、

場
所
を
松
山
宅
に
移
し、

押
川
方
義
と
会
い
、

協
議
す
る
が

て
仙
台
学
校
の
こ
と
に
つ
き
相
談
す
る
。
（
ゆ
5

筵
6
2
)

高
松
の
増
野
悦
興
に
手
紙
を
書
き、

申
上
候」

と
述
べ
る
。
（
怜
3

"

4
0
9
)

「
近
来
非
常
二

多
事、

イ
ン

プ

又
近
々

東
上
之
企
も
有
之
…
…
何
れ
帰
宅
之
上
又
々
お
伺

濃
霧
の
た
め
船
進
ま
ず
伊
豆
沖
に
お
い
て
後
戻
り
す
る
。
（
怜
5

贔
6
2
)

日
曜
日、

午
前
十
一

時
横
浜
に
上
陸、

本
丁
五
丁
目
の
津
久
井
屋
に
泊
ま
る
。

稲
垣
を
訪
ね
る
も
不
在。

一

番
の
汽
車
で
上
京、

た
だ
ち
に
富
田
鉄
之
助
宅
に
入
る
。

小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎
・

松
山
高
吉
ら
の
来
る
の
を
待
っ

「
事
定
マ
ラ
ズ
」
。

夕
方、

富
田
方
で
仙
台
の
田

一

度
仙
台
を
視
察
の
の

い
っ
た
ん
富
田
宅
に
帰
る
。

看
病

（
曲
5

:

2
6
2
)
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五
月
二
十
日

五
月
二
十
一

日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

溢
れ
る
。
（
怜
5

"

2
7
0
)

潟
に
着
ぎ、

鹿
児
島
屋
に
入
る
。
（
怜
5

:
 
2
6
6
)
 

ば
し
道
を
聞
く
も
不
明、

結
局
そ
こ
で
一

泊
す
る
。
（
怜
5

:
 
2
6
5
)
 

J
 
9
0
 :
 
2
5
1
)
 

午
後
三
時、

三
十
間
堀
一

丁
目
宮
城
屋
に
行
ぎ、

富
田
は
じ
め
横
尾
東
作
・

鈴
木
大
亮
•

佐
和
正
・

大
槻
文
彦
ら
仙
台

出
身
者
と
共
に
大
槻
の
起
草
し
た
仙
台
英
学
校
の
旨
趣
書
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

夜、

松
山
高
吉
を
訪
う。
（
怜
5

筵
6
3,

朝
七
時
前、

富
田
宅
を
出
発、

会
津
若
松
に
向
か
う。

ま
ず
上
野
発
の
汽
車
で
宇
都
宮
ま
で
、

そ
れ
よ
り
馬
車
に
乗
り

換
え
阿
久
津
・

氏
家
・

矢
板
を
経
て
三
島
に
至
る
。

会
津
若
松
へ
の
新
道
を
探
し
た
が
不
明、

更
に
高
久
ま
で
足
を
伸

朝
四
時
前
起
床、

五
時
半
馬
車
で
出
発、

白
河
・

郡
山
に
至
り
海
老
屋
で
昼
食
の
の
ち、

人
力
車
で
猪
苗
代
湖
畔
の
山

朝
八
時、

汽
船
で
猪
苗
代
湖
を
渡
り、

午
前
中
に
会
津
若
松
に
到
着
す
る
。

長
田
時
行
・

中
村
紅
造
が
来
訪
す
る
。

こ

の
夜、

求
道
者
の
尋
問
会
を
開
ぎ、

男
女
十
二

名
に
洗
礼
を
授
け
る
こ
と
に
す
る
。
（
怜
5

心
68)

午
後
二
時
よ
り
洗
礼
式
を
挙
行、

夜
は
上
一

ノ
町
に
お
い
て
演
説
会
を
開
く。

二
百
五
、

六
十
人
が
入
場、

戸
外
に
も

富
田
鉄
之
助
は
仙
台
の
英
学
校
設
立
の
依
頼
書
を
松
平
正
直
お
よ
び
松
倉
拘
•

黒
川
剛
に
郵
送
す
る
。
(

J

9
0
 :
 
2
5
2
)
 

喜
多
方
の
安
瀬
政
蔵
来
訪
す
る
。

ま
た
海
老
名
某
が
来
て
教
育
や
信
仰
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

午
後
二
時
よ
り
前
日
受

洗
し
た
人
々
と
共
に
記
念
写
真
を
撮
る
。

午
後
四
時、

中
村
紅
造
・

長
田
時
行
を
伴
い
喜
多
方
に
行
ぎ、

夜、

そ
こ
で

説
教
会
を
開
く。

来
聴
者
百
余
名。
（
怜
5

心
7
0
)

早
朝、

喜
多
方
を
二
人
曳
人
力
車
で
出
発、

米
沢
に
向
か
う。

新
道
で
は
あ
る
が
道
険
し
く
洞
門
よ
り
塩
地
平
ま
で
歩

く。

塩
地
乎
で
心
臓
に
異
常
を
ぎ
た
し、

今
津
屋
と
い
う
旅
店
に
午
後
四
時
よ
り
七
時
ま
で
休
息、

夜
十
一

時
す
ぎ
米
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1886年

六
月
一

日

五
月
二

十
七
日

五
月
二

十
九
日

五
月
三
十
日

五
月
三
十
一

日

五
月
二

十
六
日

松
平
県
令、

登
庁
前
に
清
奇
園
の
新
島
を
訪
う。

九
時
よ
り
十
一

時
ま
で
黒
川
・

芳
賀
・

十
文
字
を
交
え
学
校
設
立
に

十
時
す
ぎ
ま
で
猟
銃
の
話
等
を
し
て
歓
談
す
る
。
（
ゆ
5

心
72,

281)
 

新
島、

馬
車
で
仙
台
に
入
る
。

松
倉
洵
が
派
遣
し
た
出
迎
え
の
人
々
と
会
え
ず、

六
時、

国
分
丁
の
針
生
久
助
方
に
泊

ま
る
。

松
倉
に
到
着
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

仙
台
教
会
の
管
田
勇
太
郎
牧
師
ほ
か
二

名
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

心71,

ャ

ソ

．ヘ

朝、

松
倉
拘
来
訪。

午
後、

松
倉
の
案
内
で
宿
所
を
清
水
小
路
の
清
奇
園
（
山
家
豊
三
郎
方
）

に
移
す
。

黒
川
剛
・

但

木
良
次
・

十
文
字
信
介
・

岩
淵
簾
•

松
倉
洵
ら
が
来
訪、

共
に
夕
食
を
す
る
。
（
怜
5

心7
2,

280)
 

仙
台
の
押
川
方
義
の
教
会
に
お
い
て
「
愛
ト
ハ

何
ソ
ヤ
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜2
:
 17
8)
 

松
倉
の
案
内
で
松
平
正
直
県
令
を
そ
の
自
宅
に
訪
問
す
る
。

登
庁
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
丁
寧
に
応
対
さ
れ
る
。

さ
ら
に

学
務
課
長
の
芳
賀
真
咲
お
よ
び
十
文
字
信
介
・

松
倉
ら
と
学
校
設
立
予
定
地
四
千
二
百
坪
を
視
察
す
る
。

午
後、

松
平

県
令
が
清
奇
園
に
来
訪、
「
学
校
大
体
ノ
談
判
相
済
ム
」
。

午
後
四
時、

秋
山
来
訪。

四
時
半、

十
文
字
信
介
の
家
を
訪

ね
る
。

同
家
に
黒
川
剛
郡
長
も
滞
在
し
て
お
り、

共
に
夕
食
の
馳
走
に
あ
ず
か
る
。

夜
に
入
り
松
倉
も
同
家
に
来
訪、

2
80)
 

至
り、

一

泊
す
る
。
（
怜5
"
285)

朝
八
時
出
発、

山
崎
・

丸
山
孝
一

郎
の
二
名
が
滝
の
沢
ま
で
四
里
の
道
程
を
見
送
る
。

栗
子
山
の
洞
門
を
経
て
福
島
に

を
し、

十
時
す
ぎ
宿
所
に
掃
る
。
（
怜2
:
 187,
 
�5
 :284)
 

沢
に
到
着、

銅
屋
丁
か
な
ぐ
屋
（
高
橋
六
左
衛
門
）

に
投
宿
す
る
。
（
怜5
"
283)

山
崎
新
太
郎
が
新
島
の
宿
に
来
訪
す
る
。

午
後
二
時
す
ぎ
よ
り
中
学
校
に
行
き、

網
島
哲
校
長
お
よ
び
教
員
に
会
う。

学
校
幹
部
よ
り
松
岬
館
に
招
待
さ
れ
る
。

夜、

基
督
教
教
育、

女
子
教
育
に
つ

い

て
話
〔
「
時
ノ
休
徴
ヲ
知
レ
」

か
〕

383 



六
月
六
日

六
月
五
日

六
月
四
日

六
月
三
日

ハ
月
二
日

つ
い
て
協
議
す
る
。

こ
の
時、

押
川
方
義
が
来
訪
す
る
が
、

要
談
中
の
こ
と
と
て
面
会
を
断
る
。

夕
方、

デ
フ
ォ
レ
ス

ト
が
来
訪
す
る
。

京
都
よ
り
「
父
肺
烙
早
ク
帰
宅
セ
ヨ
」

と
電
報
が
来
る
。
（
曲
5

心
72,

281)
 

朝
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
と
共
に
宣
教
師
ホ
ー
イ
を
訪
問、

よ
う
依
頼
し
て
辞
去
す
る
。

午
後
五
時、

松
平
県
令
よ
り
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
と
共
に
抱
翠
館
に
招
か
れ、

夕
食
を
す
る
。

席
上、

県
令
の
尽
力
に
よ
り
有
志
者
か
ら
五
千
円
の
寄
付
が
披
露
さ
れ
る
。

京
都
よ
り、

父
の
病
気
は
少
し
良
い
、

と

の
通
知
が
来
る
。

夜、

松
倉
と
話
を
し、

翌
朝
出
発
の
準
備
を
す
る
。
（
怜
5
:
272、
282)

朝
五
時、

仙
台
を
出
発、

帰
途
に
つ
く。

二
人
曳
人
力
車
で
二
十
七
里
を
駆
け、

福
島
二
本
松
に
至
る
。

（
ゆ
5

忍73,

二
本
松
を
人
力
車
で
五
時
に
出
発、

郡
山
・

須
賀
川
を
経
て
正
午
に
白
河
に
着
く。

昼
食
後
更
に
車
を
乗
り
継
い
で
喜

一

泊
す
る
。

夜、

雨
が
降
る
。
（
曲
5

筵73)

人
力
車
に
先
曳
き
を
つ
け
朝
四
時
出
発、

道
悪
く、

六
里
半
の
道
程
に
三
時
間
か
か
っ
て
宇
都
宮
に
着
く。

こ
こ
で
仙

台
の
学
校
に
五
千
円
の
寄
付
を
得
た
こ
と
を
病
床
の
父
親
に
電
報
で
知
ら
せ
、

う
。

昼
す
ぎ
東
京
に
到
着、

た
だ
ち
に
富
田
宅
に
入
る
。

仙
台
視
察
の
報
告
を
し、

外
国
人
と
仙
台
委
員
と
の
協
定
九

カ
条
を
示
し
て
協
議
す
る
。

午
後、

湯
浅
・

小
綺
•

松
山
の一
二
名
が
来
る
。

夜、

華
族
の
伊
達
宗
敦
を
訪
い
、

子
息
．

伊
達
直
知
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
ゆ
5

忍73,
282,
 
J
 90
:
252)
 

快
晴、

朝、

新
橋
ス
テ
ー
ツ
ョ
ソ
を
出
発
し、

横
浜
の
津
久
井
の
周
旋
に
よ
り
大
和
丸
に
乗
船、

十
二
時
に
出
帆
す
る
。

（
怜
5
"
274)

同
志
社
教
会
が
設
立
さ
れ
る
。
（
怜
2

ら51)

連
川
ま
で
行
き、

282)
 

八
時
二
十
五
分
の
汽
車
で
東
京
に
向
か

一

致
し
て
学
校
設
立
に
あ
た
る
よ
う
勧
告
し、

押
川
に
も
伝
え
る
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1886年

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

六
月
十
七
日

六
月
十
六
日

六
月
十
四
日

六
月
十
二
日

六
月
十
一

日

六
月
九
日

六
月
八
日

六
月
七
日

「
同
志
社
二

於
テ
公
然
神
学
科
設
置
之
事
二

付
一

書
ヲ
出
シ
文
部
大
臣
森
有
礼
君
之
内
意
ヲ
尋
ヌ
」
（
怜
1

誌
6
1,

r
7
5
2
)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

仙
台
学
校
の
進
捗
状
況、

仙
台
へ

行
く
宜
教
師
の
人
選
等
に
つ
い
て
害
く。
（
怜
6

羞
02)

同
志
社
医
学
校
創
立
に
関
し

E
di
n
b
ur
g
h

M
e
di
cal
 
Missi
o
n
ar
y
 S
oci
et
y

よ
り
来
信。
(

h
1
5
6
)

同
志
社
受
験
予
備
校
の
試
験
が
旧
礼
拝
堂
に
お
い
て
行
わ
れ、

新
島
は
岡
本
銃
・

加
藤
勇
次
郎
ら
と
試
験
委
員
と
な
る
。

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
手
紙
が
来
る
。

(

J

9
0
 :
 
2
5
2
)
 

募
金
を
依
頼
す
る
。
（
怜3
:
 4
0
9
)
 

富
田
よ
り
仙
台
学
校
の
内
規
草
按
を
新
島
に
送
る
。

(

J

9
0
:
 
2
5
2
)
 

新
島、

帰
京
す
る
。
（
曲
5

筵74)

海
上
穏
や
か
。
（
怜
5

筵74)

十
文
字
信
介
よ
り
富
田
鉄
之
助
宛
に
学
校
設
立
の
こ
と
は
好
都
合
に
運
ん
で
い
る
旨
を
連
絡
す
る
。

(

J

9
0
:
 
2
5
2
)
 

富
田
よ
り
仙
台
の
学
校
の
内
規
草
按
を
松
倉
・

十
文
字
に
送
る
。

(

J

9
0
:
 
2
5
2
)
 

看
病
婦
学
校
の
設
立
に
関
し、

前
日、

J
.

C
・
ベ
リ
ー
が
森
本
〔
後
凋
か
〕

と
議
論
し
た
こ
と
を
聞
き、

新
島
は
、

こ
の
日、

森
本
に
会
い
、
「
わ
れ
わ

れ
は
た
だ
単
に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
る
た
め
に
の
み、

こ
の
学
校
を
設
立
す
る
の

で
は
な
い
、

む
し
ろ、

わ
れ
わ
れ
は
人
類
の
た
め
に
こ
の
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て、

る
の
で
あ
る
」

と
言
う。
(
E
1
9

—

c
)
 

キ
リ
ス
ト
教
か
ら
勇
気
を
受
け）

 

＊

森
本
に
つ
い
て
ペ
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。

Mr.

Mori
motò
t
he
 Sh
o
m
uc
h
o
 (
ge
neral
 b
us
iness
 ma
na
ger
 

a
n
d
 scarcel
y
 sec
o
n
d
 in
 i
m
p
orta
nce
 to
 th
e
 Prefect.
 

看
病
婦
学
校
旨
趣
書
が
上
梓
さ
れ、

京
都
府
下
亀
岡
の
村
上
太
五
平
に
そ
れ
を
送
る
と
共
に
来
六
月
限
り
の
見
込
み
で
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六
月

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十
日

京
都
第
二
教
会
に
お
い
て
「
時
ノ
休
徴
ヲ
知
レ
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜
2
:
 
1
8
1
)
 

同
志
社
に
神
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
ぎ、

文
部
大
臣
秘
書
の
木
場
貞
長
よ
り
来
信、

私
立
学
校
に
お
い
て
教
授
す

る
学
科
は
弊
害
の
生
じ
な
い
限
り
他
の
学
科
と
同
様
に
取
り
扱
う
旨
の
返
事
を
し
て
く
る。
(

r
7
5
2
)

原
忠
美
・
滝
能
武
太
•
岡
本
磯
雄
・
松
尾
音
次
郎
・
松
波
仁一
郎
を
夕
食
に
招
待
す
る。
(

D
1
3
)

体
操
科
を
教
科
の
中
に
編
入
す
る
こ
と
を
生
徒
に
通
告
す
る。
（
怜
l

心62)

英
学
校
卒
業
式
お
よ
び
新
築
チ
ャ
ペ
ル
の
捧
堂
式
を
行
う。

普
通
科
卒
業
生
は
松
波
仁一
郎
・
松
尾
音
次
郎
の
二
名。

新
島、

捧
堂
の
祈
薦
を
す
る。

大
坪
格、

上
下
京
区
長、

常
置
委
員
ら
の
来
賓
が
出
席
す
る。
（
曲3:
4
10,
ES
ふ）

N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
に
発
信、
今
起
こ
っ
て
い
る
教
会
合
併
問
題
に
つ
い
て
は、
長
老
派
が
代
議
制
(
Representative

syste
m)

組
合
派
が
自
治
制
(Se
lf
gove
rning
 syste
m)

と
教
会
政
治
が
異
な
っ
て
い
る
の
で、

合
併
は
不
可
能

�ヘ

T
he
union
 may
 be
 desi
rable,
 but
 not
 absolutel
y
 necessary."
 

た
退
学
し
た
九
人
の
生
徒
と
グ
リ
ー
ン
の
確
執
の
こ
と、

ー
夫
人
よ
り
の
三
百
ド
ル、
ポ
ス
ト
ン
や
ウ
ー
ス
タ
ー
の
友
人
か
ら
の
寄
付
金
四
十
五
ド
ル
は
神
戸
の
ジ
ェ
ン
ク
ス
よ

り
受
け
取
っ
た
こ
と、

さ
ら
に
ク
ラ
ー
ク
が
蔵
原
に
貸
し
て
い
た
二
十
五
ド
ル
（
三
十
円）
を
同
志
社
の
基
金
に
入
れ

て
よ
い
の
か、

と
尋
ね
る。
ベ
リ
ー
博
士
は
看
病
婦
学
校
の
仕
事
で
多
忙
で
あ
る、

と
記
す。
（
怜
6

羞
0
3,

J:
9
3
2
)
 

在
米
の
下
村
孝
太
郎
に
手
紙
を
送
り、

そ
の
文
末
に
"

We
g
raduate
 onl
y
 t
wo
 youn
gmen.
 

failed
 to
 do
 so
 
....
..
 "

...IJ,
\;\il,t'。
(5
げ3"
412)

二
人
乗
人
力
車
の
廃
車
届
を
上
京
区
長
に
出
す。
(
h
2
7
9
)

と
考
え
て
い
る
こ
と、

（
ゆ
5
:
264)
 

と
述
べ
る。

ま

E
・
バ
ッ
ク
レ
ー
を
是
非
教
師
に
迎
え
た
い
こ
と、
ベ
イ
カ

The
 rest
ten
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1886年

七
月
十
六
日

七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

七
月
四
日

七
月
三
日

七
月
十
一

日

七
月
十
二
日

七
月
十
三
日

七
月
十
五
日

看
病
婦
学
校
設
立
資
金
募
集
の
た
め
大
阪
へ

行
く
に
つ
い
て
、

建
野
大
阪
府
知
事
宛
の
紹
介
状
を
北
垣
知
事
に
依
頼
す

る
。
（
曲
3
"
4
1
3
)

松
波
仁
一

郎
に
発
信、

写
真
を
受
け
取
っ

た
こ
と、

自
分
の
も
送
る
こ
と
を
記
し、

y
o
u
r
 
w
a
y
 
b
o
l
dl
y,
 

m
a
n
l
y
 
a
n
d
 
s
u
c
c
e
s
s

fu

ll
y."

と
励
}
ま
すノ
o

（

恥
6
:
 3
0
5
)
 

大
阪
よ
り
神
戸
に
行
き、

夕
方、

川
本
泰
年
を
訪
れ
る
。

看
病
婦
学
校
設
立
資
金
募
集
に
つ

ぎ
川
本
お
よ
び
木
村
〔
強

か
〕
・

小
磯
吉
人
を
交
え
て
相
談
す
る
。

同
家
に
一

泊
す
る
。
（
怜
3
:
 
4
1
4
)
 

阪
神
出
張
の
経
費
三
円
二
十
七
銭
十
七
十
銭
十
六
十
銭。
(

J:
9
3
7
)

園
部
の
発
蒙
婆
を
訪
問
す
る
。

同
伴
者
は
神
学
生
・

園
部
重
賢。

丹
波
教
会
に
お
い
て
午
後
一

時
よ
り
二
大
典
礼
を
守

り、

説
教
を
す
る
。

ま
た
午
後
七
時
よ
り
未
信
徒
の
た
め
説
教
を
す
る
。
(
F
4
:
2
8
6
)
 

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
学
校
の
副
校
長
と
し
て
市
原
盛
宏
を
任
命
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
。

た
だ

し
創
業
の
際
な
の
で
一
、

二
年
間
は
新
島
が
直
接
指
揮
を
執
ら
な
け
れ
ば
好
結
果
を
得
ら
れ
な
い
こ
と、

ま
た
市
原
を

三
年
後
に
二

年
間
留
学
さ
せ
る
こ
と
を、

設
立
準
備
中
の
現
段
階
で
言
う
の
は
得
策
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
(

r
7
5
5
)

神
学
〔
専
門
〕

科
（
英
語
科
な
ら
び
に
邦
語
科
）

設
置
に
つ
い
て
願
書
を
出
す。
（
怜
l
"

2
6
4
)

神
戸
に
行
き、

海
岸
通
の
安
藤
嘉
左
衛
門
方
に
一

泊
す
る
。
（
ゆ
3
:
 
4
1
5
)
 

富
田
に
会
う
た
め
午
後
六
時
の
船
で
上
京
す
る
。

出
帆
前、

新
島
公
義
に
学
校
の
こ
と
に
つ

き
こ
と
細
か
な
指
示
を
与

〔
八
日
か
〕

牧
野
伸
顕
大
書
記
官
に
手
紙
を
出
す。
（
ゆ
3
:
 
4
1
4
)
 

大
阪
に
行
く。
（
怜
3
:
 
4
1
3
)
 

建
野
知
事
宛
の
紹
介
状
を
北
垣
知
事
よ
り
受
け
取
る
。
（
怜
3
:
 
4
1
3
)
 

I
 
h
o
p
e
 
y
o
u
 
wi
ll
 
w
o
r
k
 
o
u
t
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八
月
九
日

八
月
六
日

八
月
一
日

七
月

七
月
二
十
六
日

七
月
二
十
二
日

仙
台
よ
り
帰
京
す
る
。
（
怜5

廷04,

286)
 

夏、

京
都
府
全
域
に
旱
魃。
(
H
l
4
:
1
73)
 

-

！
十
日、

二
十
五
！
二
十
八
日
ま
で
。

長
浜
の
堀
貞
一

よ
り、

同
地
よ
り
の
看
病
婦
学
校
寄
付
金
と
し
て
十
人
分
六
円
三
十
銭
を
こ
の
日
付
で
送
っ
て
く
る
。

(
""f756)
 

仙
台
に
行
く。

往
復
共
に
海
路
を
利
用。

八
月
六
日
に
帰
京
す
る
。
（
怜5
"
204,

286)
 

山
崎
新
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

学
校
の
経
営
方
針
が
変
わ
り、

校
長
も
更
迭
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
こ
と、

が
っ
て
米
国
人
教
師
の
雇
い
入
れ
は
微
妙
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
T757)

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
の
寄
付
金
の
う
ち、

九
十
ド
ル
を
金
森
通
倫
そ
の
他
に
贈
る
。
(
1:
93
2)

東
京
第
一

教
会
は
赤
坂
霊
南
坂
に
新
会
堂
を
建
設、

こ
の
日
献
堂
式
を
行
う。
(
F
1
 :
 95,
 F
 14
 :
 71
7)
 

ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ

第
十
四
年
会
が
比
叡
山
テ
ン
ト
村
で
開
か
れ
る
。

議
長
D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
。
(
E
1

)
 

る
。
(
T758)

し
た

同
志
社
学
校
が
準
官
立
の
資
格
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て、

こ
の
日
朝、

松
山
高
吉
・

中
村
栄
助
よ
り
北
垣
知
事
に
陳
情

す
る
。

府
庁
で
即
日
協
議
し
た
結
果、

文
部
省
に
願
書
を
差
し
出
す
こ
と
を
決
定
し
た
旨、

北
垣
知
事
よ
り
通
知
さ
れ

八
重
夫
人
を
同
伴
し
て
海
水
浴
の
た
め、

神
戸
の
近
郊、

東
垂
水
村
の
滝
ノ
茶
屋
（
松
下
万
亀
方）

に
行
き、

二
十
八

日
ま
で
二
十
日
間
滞
在
す
る
。
（
怜3
"
417,

fr:
5
:
 204,
 286)
 

八
重
夫
人
は
後
に
こ
の
頃
の
こ
と
を
「
少
し
く
泳
げ
ば
動
気
甚
だ
強
く
な
り、

其
時
よ
り
度
々
動
気
の
異
変
を
覚
え
心

え
る
。
（
伸3
"
41
5)
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1886年

九
月
十
日

九
月
八
日

九
月
六
日

九
月
二
日

九
月
三
日

八
月
二
十
八
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
二
日

八
月
二
十
日

八
月
十
四
日

八
月
十
日

歩
兵
操
練
科
設
置
願
お
よ
び
神
学
科
設
置
願
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
る
催
促
書
を
出
す。
（
怜
1

廷
6
6
)

同
志
社
医
学
校
創
立
に
関
し
Edin
burg
h

Medical
 Missionary
 Society
よ
り
来
信。
(

1:
1
5
6
)

大
阪
で
清
水
泰
次
郎
に
会
い、

同
志
社
へ
招
聘
（
英
語
教
授）

す
る。

翌
十一
日、

招
聘
に
応
じ
る
旨
の
電
報
が
届
く。

岡
山
の
人、

加
藤
寿
を
書
記
に
雇
い
入
れ
る。
（
怜
1

心
6
6
)

如
シ••
…•」

硲3:
 420)
 

ル
ハ
随
分
困
難
ナ
ル
ベ
ッ
…
…
夫
レ
事
ヲ
創
メ
些
少
之
困
難
ニ
テ
落
胆
シ
軽
軽
敷
モ
之
ヲ
引
揚
ク
ル
ハ
小
供
ノ
遊
戯
ノ

新
褥
伝
道
に
関
し
小
崎
に
発
信、

垂
水
よ
り
帰
京
す
る。
（
怜
3
"
4
1
9
)

垂
水
の
寓
居
に
原
田
助
が
来
訪、
一
緒
に
海
水
浴
を
す
る。

原
田、

原
田
と
海
岸
を
散
歩
す
る。

午
後
四
時
頃、

原
田
は
神
戸
に
帰
る。
(

J

1
5
 :
 
5
7
)
 

「
新
褐
引
揚
之
一
点
ハ
小
生
甚
不
同
意、

今
手
を
引
ヵ
ハ
向
来
再
ヒ
該
地
二
着
手
ス

一
泊
す
る。
(

J

1
5
 :
 
5
7
)
 

明
石
教
会
に
お
い
て
「
信
仰」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
曲2:
 1
8
8
)
 

配
し
居
れ
り。

然
し
心
臓
病
な
る
こ
と
は
知
ら
ざ
り
き」

と
記
す。
(
D14"
33)

徳
富
猪一
郎
が
熊
本
よ
り
上
京
の
途
次、

神
戸
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
知
り、

八
月
中
の
連
絡
先
等
を
記
し、

東
京
の

宿
所
に
送
る。
（
怜
3
"

4
1
7
)

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
の
学
校
用
地
と
し
て
清
水
小
路
九
番
地
に
五
千
坪
が
確
定
し
た
こ
と
を
通

知
し
て
く
る。
(

r
7
5
9
)

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

十
月
頃、

仮
開
校
の
予
定
で、

学
則
を
設
け、

生
徒
を
募
集
し
た
い
こ
と
を
伝
え
て
く

る。
(

r
7
6
o
)
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十
月
八
日

十
月
七
日

十
月
四
日

十
月
一

日

九
月

九
月
十
八
日

九
月
十
一

日

九
月
十
三
日

九
月
十
七
日

九
月
二
十
日

九
月

神
学
生
園
田
重
賢
・

小
北
寅
之
介
の
入
学
に
際
し、

京
都
四
条
教
会
よ
り
新
島
に
対
し
保
証
書
を
送
る
。
(
F
11
 :
 81
9
)
 

市
原
盛
宏、

宮
城
英
学
校
の
校
長
代
理
と
し
て
赴
任
の
た
め
辞
表
を
提
出
す
る
。
（
怜
1

:

 

2
6
6
)
 

市
原
盛
宏
の
送
別
会
を
午
後
七
時
よ
り
新
チ
ャ
ペ
ル
で
催
す。

仙
台
の
J
.

K
.

H
・

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
に
発
信、

市
原

が
明
日
出
発
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
1

:

 

2
6
7,
 

if:
6

羞
0
6
)

市
原、

京
都
を
出
発、

九
月
二
十
五
日
に
海
路、

仙
台
に
到
着。
(

r
7
6
6,

D
8)
 

大
日
本
私
立
衛
生
会
京
都
支
会
が
開
か
れ、

席
上、

J
.

C
・
ベ

リ
ー
と
新
島
は
看
病
婦
学
校
設
立
の
目
的
に
つ
い
て

こ
の
頃、
「
ベ
レ
ー
氏
ハ

デ
ビ
ス
氏
方
二

而
診
察
相
初
候
…
…」
（
怜
3
:
 
4
2
1
)
 

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
の
寄
付
金
の
う
ち
二
十
五
ド
ル
を
福
岡
教
会
に
贈
る
。

(

J:
9
3
2
)

旧
友
の
尺
振
八
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

近
況
を
伝
え
る
と
共
に
、

療
養
の
た
め
熱
海
に
向
か
う
旨
を
伝
え
て
く
る
。

〔
こ
の
年
十
一

月
二
十
八
日
没、

四
十
七
歳
〕
（
r
7
6
9
)

群
馬
県
の
原
市
教
会
設
立
に
つ

き
宮
口
ニ
郎
・

半
田
平
次
郎
・

上
原
春
朔
よ
り
案
内
状
を
送
ら
れ
る
。

こ
の
日
11

校
用

多
忙
II

の
た
め
出
席
で
き
な
い
旨
の
返
書
を
送
る
。
（
怜
3
"
4
2
2
)

新
島、

同
志
社
教
会
の
仮
牧
師
就
任
を
承
諾
す
る
。
(
D
8,

F
4
"
285)
 

同
志
社
教
会、

新
島
を
仮
牧
師
と
す
る
。
(
D
8)

演
説
す
る
。
（
曲
1

:

ll
O,
 
ll
5)

＊
（
怜
5

筵
0
4
)

で
は
九
月
十
六
日
開
校、
一

年
生
入
校
百
四
名
と
な
っ
て
い
る。

同
志
社、

第
十
二
学
期
の
第
一

期
を
開
業
す
る
。
（
ゆ
1

贔
6
6
)

（
怜
1

:

 

2
6
6
)
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1886年

十
月
二
十
六
日

十
月
十
一

日

十
月
十
二
日

十
月
十
七
日

十
月
二
十
四
日

十
月――
十
九
日

十
月
九
日

モ
ー
ラ
ー

教
授
に
小
崎
成
章
の
紹
介
状
を
書
く 。
（
ゆ
6

羞
06)

*
（
I

 4
—

a)

で
は
彦
根
の
長
栄
座
と
あ
る 。

長
浜
教
会
に
お
い
て

英
船
ノ
ル
マ
ソ
ト

ソ
号 、

紀
州
沖
で
沈
没
す
る
。

（
怜
1

:
 4
10)

 

ク
見
合
セ
」

る
と
返
事
す
る
。

（
怜3
:

 424)

 

宮
城
英
学
校
開
校
す
る
。

生
徒
百
十
八
名 。
(
""f770 ,
E
 8
 : 89)

 

反
対
論
者
で
は
な
い
の
で

、

帰
校
し
た
者
と
同
一

に
取
り

扱
わ
れ
た
い

、

富
田
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信 、

仙
台
の
学
校
は
十
日
よ
り
開
業 、

生
徒
は
約
百
名
と
報
じ
て
く
る
。

(
['770)

花
畑
ら
九
名
の
退
学
生
に
関
す
る
新
島
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し 、

大
阪
の
辻
密
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信 、

日
京
阪

神
在
住
の
六
名
が
神
戸
で
相
談
し
た
結
果 、

三
名
だ
け
が
今
月
中
旬
に
帰
校
す
る

⇔
た
だ
ち
に
帰
校
で
ぎ
な
い
者
も

と
事
情
を
伝
え
て
く
る
。

(
--r
771)

＊

開
校
日
に
つ
い
て
(
T770)

は
十
日 、
(

J

90
 :
 253)

で
は
九
月
十
一

日
と
な
っ
て
い
る 。

牧
野
伸
顕
よ
り
こ
の
日
付
で
来
簡 、

弟
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
の
で
代
理
人
を
派
遣
し
た
い
旨
申
し
入
れ
て
く

る
。

(
r7
72)

古
沢
滋
よ
り

持
ち
込
ま
れ
た
新
聞
経
営
の
話
に
つ
ぎ 、

こ
の
日 、

資
本
も
人
も
な
い
の
で

上
京
中
の
北
垣
知
事
に
発
信 、

知
事
の
尽
力
に
よ
り

近
く
神
学
専
門
科
の
許
可
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
つ
ぎ
礼
を
述
べ

る
。

ま
た
先
日 、

ロ
ン
ド
ン
の
モ
ル
ト
ン
と
い
う
人
物
よ
り

私
立
医
学
校
に
つ
き
問
い
合
わ
せ
て
ぎ
た
が

、

そ
れ
に
関
連
し

て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
医
学
会
社
よ
り 、

同
志
社
が
土
地
と
建
物
を
提
供
す
れ
ば

、

同
会
よ
り
医
師
を
派
遣
す
る
と
申

し
入
れ
て
ぎ
た
こ
と 、

こ
れ
に
つ
ぎ
知
事
と
相
談
し
て
態
度
を
決
め
た
い

、

と
伝
え
る
。

（
怜3
:

 42
5)

 

「
真
ノ
カ」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。

（
怜
2
"
1
92 ,

1t3
 :
 426 ,
 
""f773)

 
「
不
得
止
此
度
之
旗
揚
ハ

暫
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十
一

月
十
六
日

十
月

十
月
三
十
日

十
月
三
十
一

日

十
一

月
三
日

十
一

月
十
五
日

十
一

月
二
十
一

日

十
一

月
三
十
日

害
籍
館
の
上
棟
式
を
行
う。
（
怜
1

心
6
8
)

っ
た
。
（
曲
1

る

2
1.

2
6
8
)
 

で
き
な
い
と
返
事
を
す
る
。
（
ゆ
3
:
 4
2
8
)
 

神
戸、

多
聞
教
会
の
山
田
良
斎
に
発
信、

貴
会
十
年
期
祝
会
に
招
待
さ
れ
た
け
れ
ど
も、

脳
気
よ
ろ
し
か
ら
ず、

出
席

京
都
府
知
事
に
「
神
学
専
門
科
設
置
御
願」

を
提
出
す
る
。

こ
れ
ま
で
英
語
本
科
卒
業
の
う
え
志
願
者
に
限
り
余
科
の

名
義
で
教
え
て
き
た
神
学
科
を
二
分
し、

英
語
神
学
科
と
邦
語
神
学
科
に
改
め
る
に
つ
い
て
、

こ
の
願
書
の
提
出
と
な

＊

七
月
十
三
日
の
神
学
科
設
置
願
を
再
提
出
し
た
も
の
で
あ
る。

上
京
・

下
京
区
長
お
よ
び
外
国
人
教
師
を
招
待
し
て
懇
談
会
を
開
く。
（
ゆ3
:
 4
2
9
)
 

同
志
社
教
会
に
お
い
て
「
爾
寛
我」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
ゆ
2
"
2
0
1
)

ツ
ー
リ
ー
総
長
に
高
崎
五
六
東
京
府
知
事
の
子
息
安
彦
の
紹
介
状
を
書
く。

高
崎
知
事
は
岡
山
県
知
事
の
頃
以
来
の
知

人
で
あ
り、

子
息
は
東
京
第
一

教
会
の
教
会
員
で
あ
る
。
（
怜
6
"
3
0
6
)

出
席
す
る
。
(
D
8,

F
2
0
:
 
4
7
)
 

去
る
九
月
二
十
日
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
京
都
支
会
に
お
け
る
J
.

C
・
ベ

リ
ー
の
演
説
を
印
刷、

配
布
し、

広
く
看

病
婦
学
校
設
立
の
袈
助
を
求
め
る
。

こ
の
日、

千
冊
分
の
代
価
と
し
て
十
円
八
十
銭
を
支
払
う。
(
J:
9
3
7,

D
 1 :
 1
2
2
)
 

京
都
祇
園
座
に
お
い
て
「
ノ
ル
マ
ソ

ト
ソ

号
事
件
に
つ
い
て
」

演
説
す
る
。
（
怜
1

"

4
1

4
)

父
親
に
菊
の
花
二
種
を
贈
る
。
(

1::
1

7
2
1
)

大
阪
基
督
教
青
年
会
館
が
大
阪
西
区
土
佐
堀
二
丁
目
十
二
番
地
に
竣
工
す
る
。

こ
の
日、

捧
堂
式
が
行
わ
れ、

新
島
も

同
志
社
教
会
に
お
い
て
「
御
国
ヲ
来
ラ
セ

賜
へ
」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
（
怜
2
:
 1
9
5
)
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1886年

十
二
月
六
日

十
二
月
四
H

十
二
月
五
日

十
二
月
上
旬

十
二
月
十
一
日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
十
五
日

十
二
月
十
七
日

仙
台
の
市
原
盛
宏
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

日
来
る
六
日
よ
り
英
学
の
夜
学
会
を
会
員
七
十
名
で
開
設
す
る

日
中
に
校
舎
の
上
棟
式
を
挙
げ
る

伺
開
校
式
に
は
ぜ
ひ
来
仙
し
て
ほ
し
い、

と
記
す。
(

r
7
7
5
)

同
志
社
教
会
に
お
い
て
「
我
已
勝
世
突」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
怜2

心
0
9
)

日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
創
立。
(
F
29
:
3
5
)
 

熊
本
大
江
義
熟
の
生
徒
ら
十
余
名、

上
京
の
途
中、

京
都
に
立
ち
寄
り、

新
島
を
訪
問
す
る
。
（
怜
3

:
 
4
3
0
)
 

こ
の
頃、

二
、

三
日
心
臓
の
具
合
悪
く、

休
息
す
る
。
（
怜
3

:
 
4
3
1
)
 

同
志
社
教
会
十
年
紀
祝
日
準
備
委
員
に
選
ば
れ
る
。

新
島
の
ほ
か、

森
田
久
万
人
・

安
部
磯
雄
・

岸
本
能
武
太
•

原
忠

美
・

望
月
興
三
郎
・

山
路
一

三
が
当
選
す
る
。
(
D
8)

明
治
専
門
学
校
設
立
に
関
し
浜
岡
光
哲
・

伊
東
熊
夫
・

川
勝
光
之
助
•

河
原
林
義
雄
・

中
村
栄
助
ら
京
都
倶
楽
部
に
集

明
治
専
門
学
校
創
立
お
よ
び
将
来
の
計
画
に
つ
き
集
会
を
開
く
こ
と
と
し、

新
島、

京
都
府
会
議
員
ら
に
案
内
状
を
出

京
都
商
工
会
議
所
に
郡
部
有
志
者
二
十
六
名
が
集
会
を
開
ぎ、

新
島
公
義
が
十
七
年
五
月
以
来
の
事
業
の
概
要
を
述
べ
、

新
島
は
明
治
専
門
学
校
の
将
来
に
つ
い
て
協
力
を
訴
え
る
。

熟
議
懇
談
の
結
果、

京
都
府
下
の
各
郡
に
お
い
て
「
毎
年

金
五
拾
円
宛、

即
チ
毎
年
金
弐
千
円
宛
ヲ
」

各
自
が
分
担
し
て
募
集
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
（
ゆ
1

:
 
1

9
6
)
 

同
志
社
所
有
地
の
上
京
第
十
七
組
上
長
者
町
通
元
浄
華
院
町
五
八
二
番
地
〔
看
病
婦
学
校
予
定
地
〕

内
を
通
る
藍
染
川

の
水
が
涸
れ
て
汚
泥
が
沈
澱
し、

飲
料
用
井
戸
水
を
汚
染
す
る
た
め、

同
じ
く
同
志
社
所
有
地
上
京
第
十
七
組
烏
丸
通

す。
（
脱
1

:
 
1
9
6
)
 

新
島
宅
で
看
病
婦
学
校
委
員
会
を
開
く。
（
怜
3

:
 
4
3
1
)
 

会
す
る
。
（
曲
1

"

1
9
6
)

日
2

両
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十
二
月
二
十
八
日

十
二
月
二
十
日

龍
前
町
六
0
0、

六
0
一

番
地
の
東
に
溝
を
新
設
し、

悪
水
を
抜
く
こ
と
に
つ
い
て
知
事
宛
に
願
書
を
提
出
す
る
。

（
廿280)

「
先
日
大
坂
新
報
社
員
…
…
拙
宅
二

参
ら
れ
…
…
貴
君
を
聘
し
新
聞
を
一

切
御
委
託
申
度
旨
被

申、

且
小
生
よ
り
一

応
之
御
勧
を
申
上
呉
よ
と
懇
々
依
頼
二

被
及
候」

こ
と
を
伝
え
る
。
（
ゆ
3
:
 
4
3
2
)
 

福
井
の
岡
部
広
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

同
地
に
仮
称、

英
語
専
門
学
校
を
設
立
す
る
に
つ
ぎ、

米
国
人
教
師
一

名
を

推
薦
す
る
よ
う
依
頼
し
て
く
る
。
(
""f776)

「
無
ク
テ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
一

ア
リ
」

に
つ
き
説
教
を
行
う。
（
ゆ
2

贔
1

5
)

午
後
二
時
す
ぎ
森
有
礼
文
部
大
臣
が
来
校、

礼
拝
堂
に
お
い
て
演
説
す
る
。
（
怜
1

迄
6
9
)

こ
の
年、

ベ

イ
カ
ー
夫
人
の
寄
付
金一
三
日
ド
ル
〔
六
月
二
十
八
日
の
項
参
照
〕

の
中
か
ら
熊
本
に
雑
誌
代
と
し
て
ニ
・

五
ド
ル
、

同
じ
く
熊
本
に
十
ド
ル
、

不
破
唯
次
郎
に
百
ド
ル
(
for
his
 w
or
k
 in
 F
u
k
u
o
k
a)

を
贈
る
。
（
廿
9
3
2
)

十
二
月
二
十
六
日

同
志
社
教
会
に
お
い
て

徳
富
猪
一

郎
に

発
信、

神
学
専
門
科
の
設
置
を
認
可
さ
れ
る
。
(

D
3
9
)
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1886-1887年

一
月
十
日

一
月
九
日

一

月
八
日

一
月
七
日

一
月
四
日

一
月
二
日

一
月
三
日

一

月
l

日

充
分
カ
ナ
ク
…
…」
（
怜3
:
 43
6)
 

「
信
仰」
「
神
卜
共
二

歩」

で
あ
る
。
（
怜
1

心70,

4
6
1
)
 

二
回
に
わ
た
る
説
教
の
題
名
は

一

同、

校
内
に
集
ま
り、

年
賀
式
を
行
う。

午
後
六
時
よ
り
食
堂
に
お
い
て
新

同
志
社
教
会
に
お
い
て
「
祈
ヲ
聞
キ
賜
フ
神
ヨ
、

人
々
挙
ゲ
テ
来
ラ
ン
」

と
題
し
て
説
教
を
行
う。
（
ゆ2

誌32,
D
8)
 

彦
根
の
西
尾
文
禎
・

中
島
宗
達
よ
り
看
病
婦
学

校
寄
付
金
と
し
て
三
十
名
分
十
二
円
八
十
二
銭
を、

こ
の
日
付
で
届
け

て
く
る
。
(
�777)

旧
礼
拝
堂
の
祈
禰
会
が
満
員
に
つ
き、

翌
五
日
よ
り
会
場
を
新
礼
拝
堂
に
移
す。
(
D
8)

来
日
中
の
ミ
ュ
ー
ラ
ー

G.
 
M
u
ll
er

が
同
志
社
を
訪
れ、

午
後
四
時
よ
り
礼
拝
堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）

で
演
説
を
す
る
。

同
志
社
教
会
で
祈
躊
会
後、

四
年
の
洗
礼
志
願
者
を
試
験
す
る
。
（
怜
1

心70,
D
8)

午
前
十
時
よ
り
孤
児
院
創
設
の
父
ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
説
教
が
行
わ
れ
る
。

「
吾
信
ズ
吾
不
信
ヲ
助
ヶ
賜
へ
」

と
題
し
て
〔
同
志
社
教
会
に
お
い
て
？
〕

説
教
を
行
う。
（
怜2
"
23
8)

J
.

C
・
ベ
リ
ー
来
訪、

地
代
と
し
て
立
て
替
え
た
三
百
五
十
円
の
返
却
を
求
め
る
。
（
怜3
:
43
6)
 

京
都
滞
在
中
の
井
上
磐
外
務
大
臣
に
専
門
学
校
の
賛
成
を
得
る
た
め、

随
行
し
て
い
る
古
沢
滋
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い

旨、

中
村
栄
助
に
依
頼
す
る
。

「
小
生
も
病
気
二

無
之
候
ハ
、

是
非
大
臣
之
旅
館
迄
相
尋
御
面
会
仕
度
候
得
共、

未
夕

年
宴
会
を
開
く。
（
怜
1

:
 269,
 I
 
4-

b
)
 

従
来
の
個
別
の
年
賀
訪
問
を
や
め
て、

明
治
二

十
年
(
-

八
八
七
）

四
十
五
歳
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一

月
十
二
日

一

月
十
三
日

一

月
十
四
日

一

月
十
五
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
一
日

一

月
二
十
五
日

一

月
十
八
日

一

泊
し、

二
十
二
日
に
帰
宅
す
る
。
（
ゆ
3
"
4
4
0
)

安
中
の
湯
浅
茂
よ
に
発
信、

親
戚
の
植
村
よ
ね
が
借
り
て
い
た
旅
費
・

金
子
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
、

返
済
す
る
。

夜、

井
深
梶
之
助
が
来
訪、

教
会
一

致
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。

新
島
の
ほ
か
宮
川
・

伊
勢
・

金
森
•

森
田
・

浮

田
・

加
藤
ら
が
同
席
す
る
。

午
後
十
時
帰
る
。
(
J
2
2

ー

1
:
 4
9
8
)
 

雨、

井
深
梶
之
助
を
昼
食
に
招
待
す
る
。

午
後
二
時、

礼
拝
堂
に
お
い
て
同
志
社
教
会
十
年
紀
念
会
が
催
さ
れ、

新
島

奨
励、

お
り
か
ら
来
京
中
の
井
深
が
演
説、

四
時
す
ぎ
終
わ
っ
て、

井
深
と
共
に
京
都
倶
楽
部
で
洋
食
を
と
り、

そ
れ

よ
り
井
深
を
山
本
覚
馬
宅
に
案
内
す
る
。

更
に
四
条
通
京
極
道
場
芝
居
に
行
く。

井
深
演
説
す
る
。
（
怜
1
:
 
2
7
1,
 
D
8,
 
J

同
志
社
大
演
説
会
が
朝
八
時
よ
り
十
時
す
ぎ
ま
で
礼
拝
堂
で
催
さ
れ
る
。
（
怜
1

心
7
1
)

(
h
 

前
橋
教
会
の
不
破
唯
次
郎
に
神
戸
の
宣
教
師
ジ
ェ
ン
ク
ス
を
通
じ
二
十
五
ド
ル
を
送
金
す
る
。

こ
の
金
は
ボ
ス
ト
ソ
の

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
不
破
の
前
任
地
で
あ
る
福
岡
伝
道
扶
助
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
て
い
た
も
の
の
一

部
で
あ
る
。

9
3
2,

」
ぃ
9
4
4
)

木
耀
日、

浪
華
教
会
十
年
期
祝
会
に
出
席、

午
後
二
時
よ
り
土
佐
堀
の
青
年
会
館
で
「
天
父
基
督
ヲ
十
字
架
二

添
テ
世

ニ

賜
ヘ

リ
」

と
題
し
て
説
教
を
し、

矢
野
静
哉
・

早
野
竹
蔵
ら
十
名
に
授
洗
す
る
。

な
お
、

こ
の
日
午
後
一

時
半
よ
り

病
床
に
あ
る
沢
山
保
羅
牧
師
の
解
職
式
が
行
わ
れ
た
。
（
怜
2
:
 
2
4
3,
 
F
 12
 :
 1
5
8
)
 

岸
和
田
へ

行
く。

奈
良
片
原
町
で
伝
道
し
て
い
る
新
島
公
義
に
手
紙
を
書
き、

家
族
の
近
況
を
伝
え
る
。

「
伊
勢
ニ
ハ

土
曜
日
ノ
朝
二

男

子
出
産、

御
峰
様
ニ
ハ

甚
大
病
ナ
リ、

故
二
八
重
此
両
夜
程
ハ

看
病
二

参
居
候、

老
大
人
ニ
ハ

御
気
分
宜
し
く
被
為
在

1
5
 :
 
6
0,
 
J
 2
2

1
1
 :
 
4
9
9
)
 

3
 :
 
4
3
7
)
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1887年

一

月
三
十
日

二
月
一

日

二
月
二
日

一

月
二
十
八
日

一

月
二
十
七
日

一

月
二
十
六
日

伊
勢
峰、

新
島
民
治
の
永
眠
が
重
な
り、

（
怜
3

「
種
々
之
混
雑
不
一

方、

昨
夕
迄
諸
事
相
片
付
申
候
処
本
日
〈

何
ニ
カ
大
課

候
得
共、

御
母
様
ニ
ハ

例
之
通
臥
床
被
遊
候、

予
モ

昨
夜
よ
り
心
殿
之
加
減
宜
し
か
ら
す
本
日
ハ
一

日
休
息
致
居
候」

天
皇
京
都
行
幸
に
つ

き
同
志
社
の
全
校
生
徒、

七
条
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
奉
迎

す
る
。

g
処
〕

ョ
ン
之
近
傍
二

宜
し
き
場
合
取
除
キ、

何
力
大
文
字
ニ
テ
同
志
社
生
徒
云
々
之
札
ヲ
建
候
よ
し
…
…
予
ハ

如
斯
迄
も
府

庁
二

て
御
周
旋
ハ

あ
る
ま
じ
と
存
居
候
に
存
外
之
上
出
来
御
一

笑
可
有
之
候」
（
怜3
:
 440)
 

午
後
を
休
課
に
し
て
万
国
学
校
の
隆
盛
を
祈
る
た
め
祈
躊
会
を
開
く。
（
曲
1

心7
2)

福
井
の
岡
部
広
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

福
井
に
私
立
専
門
学
校
を
設
立
し
た
い
の
で
外
国
人
教
師
を
斡
旋
し
て
ほ
し

い
旨
「
私
立
専
門
学
校
設
立
移
文」

を
同
封
し
て
依
頼
し
て
く
る
。
(
T77
8)

伊
勢
峰
の
葬
式
を
同
志
社
礼
拝
堂
で
午
後
二
時
よ
り
執
行、

新
島
が
告
別
説
教
を
す
る
。

午
後
七
時
十
五
分
よ
り
同
所
に
お
い
て
奉
教
記
念
会
を
挙
行
す
る
。
（
曲1
"
27
2`

や2

筵
52)

新
島
民
治、

こ
の
日
午
前
四
時
永
眠。

八
十
一

歳。
（
怜3
:
 445,
 
J:1
677,
 D
8)
 

雨
の
ち
晴、

新
島
民
治
の
葬
式
が
同
志
社
礼
拝
堂
に
お
い
て
午
後
一

時
半
よ
り
行
わ
れ、

洛
東
南
禅
寺
天
授
庵
に
葬
る
。

司
式
•

森
田
久
万
人
。
（
曲1
:
 2
72,
 
J::1
677,
 D
8,
 J
 71
 :
 88)
 

雨
之
后
之
如
く
二

思
ハ

れ
居
候」

と
徳
富
猪
一

郎
に
一

書
を
送
り、

そ
の
た
め
依
頼
さ
れ
て
い
た
『
将
来
之
日
本
』

へ

の
序
文
の
執
筆
は
再
版
に
は
間
に
合
わ
な
い
旨
を
記
す。

ま
た
「
近
来
民
友
社
御
創
立
之
よ
し
…
…
何
卒
兄
之
前
途
此

之
字
義
ヲ
飽
ま
て
も
御
貫
徹、

民
之
友
た
ら
れ
ん
事
小
生
之
切
望
し
て
止
ま
さ
る
所
二

御
座
候」

と
述
べ

る
。

伊
勢
峰
永
眠。
（
怜3
"
44
1)

（
曲3
:
 440)
 

「
知
事
ノ
周
旋
二

よ
り
ス
テ
ー
シ
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二
月
七
日

二
月
十
五
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
五
日

二
月
十
六
日

二
月
八
日

二
月
六
日

北
垣
知
事
の
子
息
・

確
の
英
学
に
つ
き
家
庭
教
師
を
推
煎
す
る
。

こ
の
日、

校
用
で
東
上
す
る
。
（
怜
3
:
 4
4
8
)
 

徳
富
猪
一

郎
に
手
紙
を
送
り、
『
国
民
之
友
』

創
刊
号
を
送
ら
れ
た
こ
と
に
礼
を
述
べ
、
「
小
生
モ
君
卜
同
主
義
ニ
シ
テ

長
ク
国
民
之
友
卜
相
成
度
存
候」

と
記
す。

ま
た
『
将
来
之
日
本
』

の
序
文
に
つ
い
て
は
第
三
版
に
は
間
に
合
わ
せ
た

同
志
社
教
会
に
お
い
て
「
ナ
イ
ソ
少
年
ノ
復
活」

と
題
し
て
説
教
を
す
る
。
（
怜2

心
5
5
)

天
皇、

京
都
御
出
発
に
つ
き
同
志
社
生
徒、

ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
ま
で
奉
送
す
る
。
（
怜
3
:
 
4
-1
7
)
 

勝
海
舟、

こ
の
日、

新
島
に
害
簡
を
送
る
。

(

J

3
1

ー

2
1
:
 2
0
7
)
 

米
人
ス
タ
ソ
フ
ォ
ー
ド、

英
人
E
・
バ
ッ
ク
レ
ー

Art
h
ur

W.
 Sta
n
for
d
 a
n
d
 E
d
m
u
n
d
 B
u
c
kl
e
y

に
京
都
居
留

午
前
十
一

時
す
ぎ、

伊
藤
博
文
内
閣
総
理
大
臣
夫
妻、

北
垣
知
事
の
案
内
で
同
志
社
を
参
観、

美
歌
を
う
た
い
、

こ
と
の
ほ
か
喜
ば
れ
る
。

こ
の
日、

男
子
校
は
鞍
馬
山
周
辺
で
猪
狩
り
を
行
い、

猪
二
頭
を
得
る
。

夜
は
教
員
一

同、

生
徒
に
招
か
れ、

猪
肉
の
馳
走
に
あ
ず
か
る
。
（
曲
1
:
2
7
3,
 

�
3
"
4
4
7
)
 

認
可。
(
D
3
9
)

予
備
校
の
普
請
の
た
め
八
十
二
円
を
支
出
す
る
。
(

h
9
3
2
)

を
届
け
て
き
た」

と
い
う。
(

J

1
7
 :
 
5
7,
 
J
 7
6
 :
 
2
2
3
)
 

徳
富
猪
一

郎、
『
国
民
之
友
』

を
創
刊。
「
こ
の
頃、

新
島
先
生
は
発
刊
祝
に
と
て、

人
の
背
ほ
ど
の
高
さ
の
更
科
そ
ば

私
立
学
校
表
を
戸
長
役
場
へ

提
出
す
る
。
（
怜
1

心
7
2
)

看
病
婦
学
校
理
事
委
員
の
会
合
を
新
島
宅
で
夜
七
時
よ
り
開
く。
（
ゆ
3
:
 
4
4
4
)
 

新
島
民
治
の
蘊
地
の
整
備
を
中
村
栄
助
に
頼
む。
（
怜
3
:
 
4
4
4
)
 

4
4
2
)
 

と
く
に
女
学
校
で
は
讃
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1887年

月
六
日

三
月一
n

三
月
二
日

三
月＝一
日

三
月
四
日

三
月
五
日

い
と
述
べ
る。
（
怜
3

:
 
4
4
9
)
 

同
志
社
社
員
相
談
会
を
午
後
四
時
よ
り
山
本
覚
馬
宅
に
お
い
て
開
く。
議
題
は
予
備
校
お
よ
び
看
病
婦
学
校
に
脚
す
る

こ
と
で
あ
る。
（
怜3
り

4
5
0
)

岩
神
昂
が
天
方
道
義
と
い
う
人
物
を
伴
っ
て
来
訪
す
る。
（
怜
5

心87)

東
京
へ
出
発
す
る。
用
件
は
次
の
通
り、
日
同
志
社
を
官
立
校
同
等
と
認
め
ら
れ
る
手
段

⇔
京
都
府
下
に
医
学
校
設

神
戸
よ
り
薩
摩
丸
に
乗
り、
横
浜
に
向
か
う。
伴
直
之
助•
石
井
某
お
よ
び
森
有
礼一
行
が
同
船
す
る。

横
浜
に
上
陸、

教
師
ミ
ス

ガ
ー
デ
ソ
山
二
ご一
に
住
む
ヴ
ィ
ー
ル
夫
人
A.
Viele,
 
American
 Wo
men's
 

方
に
行
く。
宣
教
師
ル
ー
ミ
ス、
バ
ラ
を
訪
問
す
る。
稲
垣
〔
信
か〕
を
訪
う
も
不
在。
来
る
十
日、
海
岸
教
会
十
五

w
.

T
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
に
横
浜
よ
り
発
信、
日
本
の
金
貨
を
二
枚、
病
気
の
た
め
帰
国
す
る
梅
花
女
学
校
の
宣

F
.
A
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
に
託
し
て
送
る
こ
と
を
通
知
す
る。
（
ゆ6:
3
0
7
)
 

相
談
す
る。
司
法
省
に一二
好
退
蔵
を
訪
問
す
る。
午
後、

Union
 
Mission
 

東
京
の
山
城
軒
に
行
く
が
満
員
の
た
め、
湯
浅
治
郎
方
へ
行
く。
文
部
省
に
折
田
彦
市
を
訪
ね、
徴
兵
免
除
に
つ
い
て

徳
富
猪一
郎
に
会
う。
吉
野
の
鍵
田
某
来
訪、
ま
た
山
中

茂•
河
波
荒
次
郎
が
来
訪
す
る。
東
京
専
門
学
校
に
二
十
名
ほ
ど
の
求
道
者
が
い
る
の
で
大
隈
〔
英
麿
か〕
に
面
会
す

安
息
日、
赤
坂
の
東
京
第一
教
会
に
お
い
て
説
教
を
す
る。
小
崎
百
々
代・
服
部
初
枝・
好
枝
の
三
婦
人
に
授
洗
す
る。

る
よ
う
頼
ま
れ
る。
（
曲
5

:

 288)
 

年
期
〔
祝
会〕
を
挙
行
す
る
こ
と
を
聞
く。
（
怜
？
287)

夜
十一
時
半、
横
浜
倍。
（
怜
5

筵87)

立
に
関
し
文
部
省
に
談
判
の
箇
条

伺
銃
器
を
廉
価
に
て
払
下
の
手
続
き
に
つ
い
て。
（
怜
3

"

4
5
5
)

（
ゆ
5

:

287)
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三
月
七
日

三
月
九
日

三
月
十
日

三
月
上
旬

三
月
十
一
日

三
月
十
二
日

月
八

日

由
党
員
と
交
渉
す
る
。
（
怜3
:
 4
5
5
)
 

木
山
某
来
訪、

木
全
と
面
会。

夜、

庶
布
市
兵
衛
町
に
富
田
鉄
之
助
を
訪
う。
（
曲
5

誌
8
8
)

同
志
社
教
会
は
新
島
と
松
浦
政
泰
の
二
名
に
安
息
日
学
校
の
学
則
を
編
成
さ
せ
る
。
(

D
8
)

富
田
を
訪
問、

（
瓜
げ3

一

緒
に
森
文
部
大
臣
を
訪
問
す
る
。

米
国
公
使
館
に
行
き
w
.

N
・

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
会
う。

新
井
豪

に
会
う。

島
田
三
郎
を
訪
い
、

更
に
芝
兼
房
町
金
虎
館
に
土
倉
庄一
二
郎
を
訪
う。

夜、

再
び
富
田
を
訪
問
す
る
。

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
任
し
た
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
会
う
た
め
横
浜
に
行
く
が、

す
で
に
神
戸
行
き
の
船
が
出
帆
し
て

い
た
の
で
、

東
京
に
引
き
返
し
て
早
稲
田
の
大
隈
を
訪
問
す
る
。
（
曲
5
:
288)
 

*

J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

十
日
帰
京。
（
怜1
"
2
74)

朝
八
時、

高
木
兼
寛
を
訪
問
す
る
が、

不
逢。

新
井
奄
を
訪
ね
て
午
後
ま
で
話
し
込
む。
（
吟
5

心
8
8
)

富
田
鉄
之
助
の
招
待
を
受
け、

上
野
精
養
軒
に
行
く。

松
平
正
直
・

遠
藤
敬
止
の
二
人
に
面
会、

八
時
半
ご
ろ
帰
る
。

在
京
中、

小
室
信
介
・

沢
辺
正
脩
の
蔵
書
を
同
志
社
に
譲
り
受
け
る
こ
と
に
つ
き、

土
倉
庄――一
郎
・

新
井
憂
お
よ
び
自

早
朝、

伊
藤
博
文
総
理
大
臣
を
訪
問、

専
門
学
校
設
立
の
た
め
百
円
寄
付
の
約
束
を
得
る
。

ま
た
伊
藤
夫
人
に
雇
病
婦

学
校
に
つ
い
て
援
助
を
依
頼
す
る
。

朝
九
時
半、

裏
霞
ヶ
関
に
青
木
周
蔵
を
訪
い
、

宗
教
・

教
育
問
題
に
つ
ぎ
正
午
ま

で
話
し
合
う。

岡
山
の
渡
辺
隆、

宣
教
師
雇
い
入
れ
に
つ
ぎ
来
訪
す
る
。
（
怜
5

筵
8
9
)

伊
達
家
の
家
扶
・

柴
田
隆、

伊
達
直
知
の
こ
と
に
つ
き
来
訪
す
る
。

三
枝
光
太
郎
に
面
会
す
る
。
（
曲
5
"
290)

東
京
出
発、

正
午
横
浜
を
出
港
す
る
。

伴
直
之
助
か
ら
借
用
の
書
類
を
横
浜
の
和
田
彦
に
託
し
て
返
却
す
る
。

（
怜
5
:
 
2
8
9
)
 

5
 :
 288,
 J
 90
 :
 265)
 

（
怜
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1887年

月
二
十
八
日

月
十
八
日

月
十
六
日

三
月
十
四
日

三
月
十
五
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
七
日

三
月
二
十
九
日

沢
山
保
羅
永
眠
の
電
報
を
亀
山
昇
よ
り
受
け
取
る
。
（
怜
3
:
 4
5
6
)
 

「
十
三
日
正
午
迄
ハ

風
波
荒
ラ
ク
甚
困
却
仕
候、

着
船
モ
大
二

後
レ
」

十
四
日
朝
六
時
半
神
戸
に
着
く。
（
怜
3
ぃ

4
5
3
)

＊
（
ゆ
3
"
4
5
2
)

に
は
「
昨
朝
六
時
過
キ
神
戸
二
来
着」
（
十
四
日
付）

と
あ
る。

同
志
社
教
会
仮
牧
師
の
辞
表
を
提
出
す
る
。

校
務
多
忙
お
よ
び
心
臓
病
の
療
蓑
の
た
め
。
（
怜2
:
 6
0
1
)
 

『
同
志
社
文
学
雑
誌
』

発
行
願
を
提
出
す
る
。

届
出
人
・

浮
田
和
民、

毎
月
第
四
土
耀
日
発
行。

四
月
八
日
認
可
さ
れ

る
。

な
お、

こ
の
雑
誌
は
明
治
二
十
年
十
一

月
二
十
五
日
『
同
志
社
文
学
会
雑
誌
』

と
改
題、

十
二
月
五
日
認
可
さ
れ

た
。
(
D
3
9
)

新
島
公
義
に
発
信、

東
京
出
張
の
こ
と
を
述
べ
る
。
「
八
重
も
近
頃
ハ

大
分
急
ハ

し

く
候、

〇
私
も
益
多
事
二

相
成
候
間、

教
会
牧
師
之
職
分
ハ

相
断
申
候」
（
怜
3
:
 
4
5
6
)
 

上
京
第
十
七
組
上
長
者
町
の
溝
渠
変
換
願
を
出
す
〔
十
九
年
十
二
月
十
七
日
の

項
参
照
〕。

十
五
日
竣
工
す
る
。
(
D
3
9
)

宮
中
顧
問
官
元
田
永
学、

随
行
数
名
と
共
に
来
校
す
る
。
（
曲
l

筵
7
5
)

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
寄
留
届
を
提
出
す
る
。

も
と
の
住
居
が
看
病
婦
学
校
の
校
地
と
な
っ
た
た
め
上
京
第
十
一

組

常
盤
井
殿
町
五
四
三
に
移
る
。
(
D
3
9
)

沢
山
保
羅
の
葬
儀
に
際
し
追
悼
説
教
を
承
諾
す
る
旨、

亀
山
に
伝
え
る
。
（
ゆ
3
:
 
4
5
6
)
 

成
申
候

東
京
よ
り
帰
宅
す
る
。
（
怜
3
:
 
4
5
4
)
 

4
5
3
)
 

婦
人
中
の
交
際
繁
し
く
相

四
月
一

日
認
可、

沢
山
保
羅
の
葬
式
が
大
阪
土
佐
堀
青
年
会
館
で
午
後
二
時
よ
り
行
わ
れ、

新
島、

告
別
説
教
と
祈
躊
を
行
う。

（

や
2

四
月
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四
月
十
二
日

四
月
十
三
日

四
月
十
日

四
月
七
日

四
月
五
日

四
月
上
旬

四
月
二
日

四
月
一
日

月

金
森
通
倫、

同
志
社
教
会
仮
牧
師
と
な
る。
(
D
8)

こ
の
頃
の
同
志
社
生
徒
数
二
百
五
十
人
以
上、

予
備
校
生
百
十
人
以
上。
（
怜
6
:
3
0
7
)
 

春、

新
島
は
A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
に
菊
を
三
十
本
余
贈
っ
た
が、

そ
の
中
の
一

種
は

一

種
は
「
ニ
イ
ジ

ご

と
名
付
け
ら
れ
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
新
聞
紙
上
で
報
ず
る。
(

1:
1
6
0
4,

I
 

4

ーc)

「
倫
閑
梅
花
之
消
息
を
問
ハ
ン
ト
欲
ツ
、

今
朝
俄
二
思
立
而
木
津
二
来
ル、

三
時
過
キ
ナ
リ、

是
ョ
リ
笠
置
二
参
リ
可

成
ハ
夜
行
シ
テ
モ
月
瀬
二
参
リ
一

泊」

大
和
月
ヶ
瀬
の
騎
鶴
楼
に
午
後
九
時
に
投
宿。
（
ゆ
3
"
4
5
7
)

午
前
八
時
宿
を
発
ち、

帰
路、

小
倉
に
立
ち
寄
り
一

泊
す
る。
（
曲
3
:
 
4
5
7
)
 

＊

京
都
婦
人
慈
善
会
発
会
式
が
こ
の
日
午
後
二
時
よ
り
京
都
倶
楽
部
に
お
い
て
開
か
れ、

新
島
夫
妻
も
出
席
す
る。
(

I

3)
 

久
世
郡
宇
治
の
菱
木
信
興
の
周
旋
に
よ
り
小
倉
校
に
出
張
し、

同
地
方
の
有
志
家
七、

八
十
名
に
対
し
専
門
学
校
設
立

の
必
要
を
述
べ
る。

聴
衆
ら
大
い
に
教
育
の
大
切
で
あ
る
こ
と
を
惑
じ、

賛
意
を
表
す。
（
怜
1
:
 1
9
7
)
 

岡
部
広
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

福
井
の
私
立
専
門
学
校
の
設
立
は
費
用
の
点
で
追
憾
な
が
ら
衆
心
の
一

致
を
得
な
い

状
況
で
あ
る、

と
報
じ
て
く
る。
(

""f
7
8
0
)

二
百
六
十
円
五
十
二
銭
五
厘
T
his
mo
ne
y
 I
 

fi
n
d
 in
 m
y
 ha
n
d.
〔
看
病
婦
学
校
設
立
資
金
か
〕
（
1:
9
3
1
)

同
志
社
助
教
・
安
部
磯
雄、

岡
山
基
督
教
会
仮
牧
師
の
招
聘
に
応
じ
る。
（
怜
1

:
 

2
7
8
)
 

同
志
社
を
中
退
し
て
尾
道
に
住
む
大
久
保
真
次
郎
よ
り
来
信、

信
仰
の
復
活
を
告
げ、

新
島
に
許
し
を
求
め
て
く
る。

(

T
7
8
1
)
 

J
.
C
・
ベ
リ
ー、

s
.
C
・
バ
ッ
ク
レ
ー、

L
.

A
.

J
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
に
着
病
婦
学
校
に
つ
い
て
手
紙
を
書
く。

2
6
1,
 
F

 1
2
 :
 1
6
6、

G
2
:
6
9
)

「
ア
ル
フ
ォ
ス
・
ハ
ヂ
ー」

別
の
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1887年

五
月
九
日

五
月
四
日

四
月

四
月
下
旬

四
月
十
七
日

四
月
十
六
日

四
月
十
四
・
五
日

の
た
め
欠
席〕
（
E
8
 : 6,
 F
 4
 : 208)
 

*
Sa
ra
 C.
 Buckley
 (
M•
D.
)`
Linda
 A.
 J.
 Richards
は
土ハ
に
争厄
痣ば
婦学子
灼亡
の
勅苔
貝゚

こ
の
頃
よ
り
病
気
と
な
り、

五
月
上
旬
に
な
っ
て
よ
う
や
く
筆
を
取
り
得
る
ほ
ど
に
な
る。
（
怜3:
 4
5
9
)

気
管
支
炎
に
か
か
る。

二
十
一

日
に
な
っ
て
も
治
ら
な
い
。
(
E
l9
|d)

「
朝
脈
数
百

三
二
十
も
あ
り。

直
に
ベ
レ
ー
氏
を
迎
え
来
り
て
診
察
を
願
い
た
り
し
が、

此
度
は
余
程
大
病
な
り
と
の

事
…
…
十
七
・
八
・
九
日
に
咳
嗽
非
常
に
出
で、

宇
治
の
菱
木
よ
り
の
要
請
で、

久
世
郡
寺
田
校
に
お
い
て
専
門
学
校
の
集
会
を
開
く
こ
と
に
な
る
が、

新
島
病
気
の
た

め、

代
理
と
し
て
新
島
公
義
を
派
逍、

二
回
の
集
会
で
五
十
余
名
の
賛
成
者
を
得
る。
（
怜
1

:
 
1

9
7
)
 

尾
道
の
大
久
保
真
次
郎
に
十
五
円
〔
七
・
八
・
九
月
分
伝
道
費
か
〕

を
送
る。
(

h
9
3
2
)

こ
の
頃、

J
.
C
・
ベ
リ
ー
宅
の
新
築
工
事
が
上
京
第
十
一

組
染
殿
町
〔
京
都
御
苑
東、

梨
木
神
社
の
北〕

で
進
め
ら

れ
る。
(
D
3
9
)

血
唆
も
出」

る。
(
D14
羞3)

一

円
を

Yas
u
ye

に
奨
学
金
と
し
て
贈
る。
(
J:
9
3
2
)

J
.
T
・
モ
ー
ト
ソ
に
京
都
の
医
学
校
に
つ
い
て
手
紙
を
書
く。
す
で
に
五
千
円
の
寄
付
が
集
ま
り、
準
備
が
進
ん
で
い

る
こ
と、

東
京
で
森
文
部
大
臣
に
相
談
し
た
こ
と
を
述
べ
、

医
学
校
に
教
授
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
書
く。
（
船6
羞
0
9
)

日
本
組
合
基
督
教
会
第
二
回
総
会
・
日
本
基
督
伝
道
会
社
第
十
年
会
が
東
京
第
一

基
督
教
会
で
開
か
れ、

日
本
基
督
一

致
教
会
と
の
合
併
を
促
進
す
る
動
議
が
原
田
助
よ
り
提
案、

可
決
さ
れ、

五
名
の
委
員
を
選
出
す
る。
〔
新
島
は
病
気

邦
語
神
学
科
を
別
課
神
学
科
と
改
称
す
る
こ
と
を
京
都
府
に
届
け
出
る。
（
怜
1

忍
8
1
)

ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
寄
付
金
の
う
ち
十
ド
ル
を
不
破
唯
次
郎
に、

〔
案
文
の
み
〕
（
船6
又308)
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五
月
十
六
日

五
月
十
一

日

五
月
十
一
・

ニ
日

五
月
十
四
日

五
月
十
日

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

仙
台
の
学
校
名
は
東
華
学
校
と
改
め
た
こ
と、

開
校
式
は
六
月
に
行
う
こ
と
を

知
ら
せ
て
く
る
。
(
""f
7
83)

同
志
社
生
徒
ら
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
予
備
校
を
学
校
が
引
き
継
い
で
経
営
す
る
こ
と
に
な
り、

予
備
校
設
立
之
主
意
書

を
す
る
。

聴
衆
三
千
人。
(
F
22
:
6
5
)

 

た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う、

と
訴
え
る
。
（
ゆ
6

羞
11)

り
一

層
の
安
定
性
と
尊
敬
を
得
る
で
あ
ろ
う
し
、

徴
兵
適
齢
に
達
し
た
学
生
を
引
ぎ
留
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

私
は

そ
の
よ
う
な
学
生
が
同
志
社
を
去
り、

国
立
大
学
に
行
っ
て
し
ま
う
の
を
心
配
す
る
の
だ
。

そ
う
な
れ
ば
福
音
を
教
え

基
督
教
演
説
会
が
横
浜
の
港
座
で
開
か
れ、

原
田
•

宮
川
・

金
森
•

本
間
・

網
島
•

本
多
庸
一
・
コ
ル
レ
ル
ら
が
演
説

で
、

オ
ー
テ
ス

基
金
か、

ス
ウ
ェ
ッ
ト
基
金
を
も
ら
い
た
い
こ
と

的
そ
の
五
万
ド
ル
が
同
志
社
の
基
金
と
な
れ
ば
よ

都
に
国
立
の
大
学
が
で
ぎ
る
こ
と

国
女
学
校
の
存
続、

看
病
婦
学
校
・

医
学
校
設
立
等
の
た
め
五
万
ド
ル
必
要
な
の

J

し
J

回
京

札
幌
の
福
士
成
豊
に
手
紙
を
送
り、

こ
の
夏、

避
暑
の
た
め
北
海
道
に
行
き
た
い
が
、

気
温
お
よ
び
適
当
な
借
家
は
あ

再
び
福
士
成
豊
に
発
信、

夏
の
祝
の
有
無
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
。
（
ゆ3
り

4
6
0
)

J
.

C
・
ベ

リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
N
.

G
・
ク
ラ
ー
ク
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、

気
管
支
炎
に
か
か
っ
て

い
た
新
島
は
肺
炎
と
な
り、

こ
の
三
週
間
を
通
じ
て
肺
結
核
の
兆
候
を
示
し
て
い
る
こ
と、

そ
の
た
め、

今
夏、

空
気

の
乾
燥
し
て
い
る
札
幌
へ

行
く
よ
う
勧
め
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
(
E
l
9
ーe)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

日
三
月
三
十
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
っ

た
こ
と

伺
東
京
へ

行
っ
て
徴
兵
令
の
不
公
平
を
訴
え、

同
志
社
の
生
徒
も
兵
役
免
除
に
な
る
よ
う
訴
え
た
こ
と

る
だ
ろ
う
か、

と
問
い
合
わ
せ
る
。
（
怜3
:
 4
5
9
)
 

⇔
こ
の
三
週
間
身
体
の
具
合
が
悪
い
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1887年

五
月
二
十
六
日

五
月
十
八
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
二
十
一

日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
九
日

る
こ
と
は
伊
勢
・

金
森
よ
り
聞
い
て
い
る
こ

と
を
記
し、

「
貴
兄
之
再
ビ
天
父
之
恩
恵
を
蒙
り
し
事
ハ
、

実
二

小
生
等

奈
良
へ

行
く、

二
十
六
日
帰
京
す
る
。
（
怜1
:
 281)
 

ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ー
ド
運
営
委
員
会
の
議
決
に
よ
り
五
万
ド
ル
の
基
金
の
利
息
と
し
て
年
間
二
千
五
百
ド
ル
を
下
ら
な

い
収
入
が
同
志
社
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
怜
10

羞27
)

口
大
久
保
が
同
志
社
に
再
入
学
す

＊

こ
の
通
知
は
七
月
三
十
日
ご
ろ
新
島
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る。
（
ゆ
6
:
 313,
 
:@:1
0
 :
 328)
 

関
西
貿
易
会
社
（
＝一
条
楚
屋
町
）

が
浜
岡
光
哲
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
。
(
H
lO
:
82)
 

尾
道
の
大
久
保
真
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

も
う
一

度
同
志
社
に
入
っ
て
神
学
を
学
び、

将
来
は
伝
道
に
従
事
し

た
い
、

と
伝
え
て
く
る
。

ま
た
音
羽
夫
人
よ
り、

夫
・

真
次
郎
が
再
び
信
仰
を
回
復
し
た
こ
と
に
つ
い
て
感
謝
を
述
べ

て
く
る
。
(
T784.

T785
)

福
士
成
豊
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

問
い
合
わ
せ
て
い
た
札
幌
の
気
象
に
つ
い
て
回
答
し
て
く
る
。
(
""f78
6)

大
久
保
よ
り
こ
の
日
付
で
、

い
わ
ゆ
る
II

尾
道
教
会
“

の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
く
る
。
(
""f
7
87)

奈
良
伝
道
中
の
新
島
公
義
を
訪
ね、

こ
の
日
帰
京
す
る
。

奈
良
滞
在
中、

古
梅
園
を
訪
う。
（
ゆ
l

心8
1,

�3
 :
 461)
 

大
阪
の
聖
書
会
社
を
通
じ
て
尾
道
の
大
久
保
真
次
郎
に
聖
書
を
送
る
。
（
ゆ3
"
4
62)

大
久
保
に
発
信、

日
尾
道
に
伝
道
師
を
派
遣
す
る
こ
と
は
伊
勢
時
雄
と
相
談
す
る

之
深
く
天
父
二

謝
す
所
…
…
邦
家
之
為
二

尽
さ
ん
と
な
れ
ば
先
自
己
之
改
革
を
要
す
る
也、

先
人
心
之
改
革
を
要
す
る

也、

人
心
之
改
革
な
く
し
て
物
質
上
之
改
革
な
ん
す
る
者
そ」

と
述
べ
る
。
（
怜3
:
 462)
 

松
平
正
直
宮
城
県
知
事
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

宮
城
英
学
校
は
東
華
義
会
と
改
称、

規
則
も
決
定
し、

学
校
新
築
落

を
発
行
す
る
。
（
怜1
"
1
2
1,
281)
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六
月
十
二
日

六
月
十
一

日

六
月

六
月
八
日

五
月

成
式
執
行
の
時
よ
り
実
施
す
る
こ
と、

落
成
式
に
は
ぜ
ひ
臨
席
さ
れ
た
い
と
伝
え
て
く
る
。
(
""f7
89)

こ
の
年
一

月
に
来
校
し
た
G
．

ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
演
説
に
感
激
し
た
生
徒
ら
が
彼
の
演
説
集
の
刊
行
を
計
画、

新
島
は
求

ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
奨
学
金
と
し
て

Yas
u
ye

一

円、

U
kai

二
円
五
十
銭、

F
u
k
ai

二
円一
二
十
銭、

S
hi
m
o
m
u
ra

五
・

六
・

七
・

八
月
分
十
円
十
四
銭、

P
hili
p'
s
 T
h
e
o
r

y
 of
 P
re
ac
hi
n
g,
 
Be
ac
h
e
r'
s
 Y
al
e
 Lect
u
res

等
の
洋
書
を
発
注
（
八
円
八
十
一

銭
？
）

す
る
。

（
廿93
2)

一

円、

Has
hi
ka
n
0

六
十
五
銭、

S
u
z
u
ki

二
円
三
十
八
銭、
I
mai
z
u
mi

一

円
五
十
銭
を
渡
す。
（
廿93
2)

専
門
学
校
の
協
力
者
で
あ
る
浜
岡
光
哲
が
洋
行
す
る
の
で
、

後
事
を
山
添
直
次
郎
に
託
す
る
こ
と
と
し、

新
島
を
京
都

倶
楽
部
に
招
い
て
山
添
を
紹
介
し、

浜
岡
の
不
在
中、

明
治
専
門
学
校
の
こ
と
は
山
添
と
田
中
源
太
郎
に
相
談
す
る
よ

仙
台
東
華
学
校
の
開
業
式
に
出
席
し、

あ
わ
せ
て
北
海
道
に
避
暑
の
た
め
八
重
夫
人
を
同
伴
し
て
一

番
の
汽
車
で
京
都

を
出
発、

こ
の
日
午
前
中
に
神
戸
よ
り
近
江
丸
に
乗
船
し
て
横
浜
に
向
か
う。

留
守
番
を
同
志
社
生
徒
の
鈴
木
彦
馬
・

深
井
英
五
に
頼
む。
（
怜1

忍83,

�3
 :
 466,
 
�
5
 :
 29
1)
 

O
k
u
b
o
 

＊

新
島
の
北
海
道
旅
行
に
つ
い
て
は、

こ
の
年
の
A
・
ハ
ー
デ
ィ
か
ら
新
島
へ
の
指
定
寄
付
二
百
ド
ル
の
中
か
ら
百
二
十
五
ド
ル

が、

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
支
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る。
(
E
24
|
h、
E
3
2)

午
後
六
時、

横
浜
に
到
着、

弁
天
通
の
和
田
彦
に
投
宿
す
る
。

原
六
郎
在
宅
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ、

明
朝
来
訪
せ
よ

と
の
返
事
を
得
る
。
（
怜
3
"
4
6
5,

4
6
6,
 

�
5
 :
 
2
9
2
)
 

う
申
し
入
れ
る
。
（
ゆ1
:
 198)
 

五
・

六
月
分
二
円、

S
hi
rai

め
ら
れ
て
そ
の
序
文
を
害
く。
（
怜1
"
461)
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1887年

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十
一

日

六
月
十
九
日

六
月
十
七
日

ハ
月
十
六
日

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

最
高
点
を
得
た
こ
と
を
報
ず
る
。
(
H
3
:
750)
 

47
1,
 
�
5
 :
 
293)
 

贈
る
。

朝、

原
六
郎
を
訪
問、

北
垣
知
事
の
器
書
を
差
出
し、

同
志
社
予
備
校
建
築
費
の
寄
付
を
依
頼、

千
円
の
約
束
を
得
る。

八
重
夫
人
は
旧
主
会
津
公
を
訪
ね
る
た
め、

東
京
に
先
発
す
る
。

新
島
は
九
時
四
十
五
分
横
浜
を
出
発、

上
野
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
夫
人
と
落
ち
合
い、

十
二
時
二
十
分
発
の
汽
車
に
乗
る
。

夜
に
か
か
る
の
を
避
け
て
黒
磯
に
一

泊
す
る
。

宿

黒
磯
よ
り
人
力
車
で
福
島
に
行
き、

網
島
に
会
う。

福
島
で
一

泊。
（
怜3
:
 468)
 

夕
方
六
時、

豪
雨
の
中
を
仙
台
に
入
り、

国
分
町
の
針
生
久
助
方
に
泊
ま
る
。
（
怜3
:
 466,
 468,
 
3t5
 :
 292)
 

「
梅
林」

に
移
る
よ
う
に
と
の
知
事
の
伝
言
を
受
け、

同
所
に
移

東
華
学
校
の
開
校
式
が
午
後
一

時
半
よ
り
挙
行
さ
れ、

演
説
を
す
る
。

夕
方
六
時、

抱
翠
館
に
市
中
の
名
士
を
招
待
し、

祝
賀
晩
餐
会
を
催
す。
（
曲1

筵83,

�3
 :
 468,
 
�
5
 :
 293,
 E
 7
 :
 186)
 

仙
台
の
旅
宿
よ
り
同
志
社
五
年
生
松
浦
政
泰
・

白
木
正
蔵
・

山
路
―
――-
•

望
月
興
三
郎
ら
の
卒
業
を
祝
い
餞
の
言
葉
を

「
進
メ
進
メ
好
男
児
決
シ

テ
退
歩
ノ
策
ヲ
為
ス
勿
レ
、

諸
君
ョ
今
日
我
力
日
本
ノ
改
良
ハ

襄
諸
君
二

望
ム
ニ
ア

ラ
〔
ス
〕

ジ
テ
将
夕
何
人
ニ
カ
之
ヲ
望
マ
ン
…
…」
（
怜3
:
 468)
 

新
島
夫
妻
・

富
田
鉄
之
助
・

遠
藤
敬
止
・

佐
藤
三
ノ
助
・

同
常
三
郎
の
諸
氏
と
共
に
松
島
を
見
物
す
る
。
（
怜3
:
47
0,

『
群
馬
新
報
』

は
こ
の
日
付
の
第
五
十
一

号
紙
上
で
、

人
気
投
票
の
結
果、

新
島
は

東
華
学
校
の
委
員
会
が
県
庁
で
開
か
れ、

負
債
七
百
円
の
償
却
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

松
平
知
事
よ
り
二
百
五
十
円、

る
。

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
来
訪
す
る
。
（
怜
5

筵93)

宮
城
県
害
記
官
・

和
達
学
嘉
が
来
訪
し、

梱
ヶ
岡
の

で
心
臓
に
激
動
を
覚
え
る
。
（
ゆ3
"
470,

3't
5
 :
 29
2)

「
篤
行
家」

と
し
て
五
十
四
点
で
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七
月
二
日

七
月
一

日

六
月
六
月
＝―
十
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

北
岡
よ
り
百
円
等、

委
員
が
応
分
の
寄
付
を
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
。
（
怜
？
293)

午
後
二
時
よ
り
同
志
社
女
学
校
の
卒
業
式、

四
名
卒
業
す
る
。
（
ゆ1
"
2
83)

同
志
社
神
学
科
卒
業
式
（
午
前
九
時）、

同
志
社
英
語
普
通
科
卒
業
式
（
午
後
二
時）。

北
垣
知
事
そ
の
他
来
賓
が
出
席

土
倉
庄
三
郎
に
発
信、

原
六
郎
よ
り
予
備
校
校
舎
建
築
費
の
寄
付
を
得
た
こ
と
を
伝
え、

そ
の
用
材
の
手
配
を
頼
む。

東
華
学
校
委
員、

教
員
ら
に
よ
り
抱
翠
館
に
招
か
れ
る
。

知
事
・

書
記
・

区
長
夫
人
も
出
席
す
る
。
（
ゆ
5

廷94)

仙
台、

大
町
の
教
会
で
晩
餐
お
よ
び
洗
礼
式
が
行
わ
れ、

出
席
す
る
。

七
名
受
洗。
（
怜
5

贔94)

東
華
学
校
の
臨
時
会
議
を
開
き、

講
堂
新
築
に
つ
い
て
相
談、

遠
藤
・

佐
藤
・

中
島
・

中
村
ら
六
人
の
人
々
が
負
担
す

午
後、

東
華
学
校
の
人
々
に
見
送
ら
れ
て
仙
台
を
出
発、

塩
釜
の
太
田
屋
に
一

泊
す
る
。
（
ゆ
5

心94)

京
都
第
三
教
会
は
第
一

教
会
と
合
併
し
て、

平
安
教
会
と
改
称
す
る
。
(
F
7
:
 30,
 31
5)
 

(
J:932)
 

午
前
八
時、

蒸
汽
船
に
乗
り
荻
ノ
浜
に
渡
る
。

陸
軍
の
将
校
三
名
と
同
室、

ま
た
宜
教
師
M
.

R
・

ゲ
イ
ン
ズ
の
家
族、

佐
久
間
陸
軍
中
将
も
同
船
す
る
。

大
森
に
お
い
て
休
息
す
る
が
、

取
り
扱
い
よ
ろ
し
か
ら
ず。
（
ゆ
5

筵94)

未
明、

開
帆
す
る
。

田
中
兎
毛
ら
同
行
す
る
。
（
怜3
:
 472,
 
�
5
 :
 294)
 

長
浜
教
会
お
よ
び
長
浜
の
林
撲
・

堤
泰
吉
よ
り
看
病
婦
学
校
創
立
費
寄
付
と
し
て
合
計
六
円
六
十
銭
を
受
け
取
る
。

U
kai

二
円
五
十
銭、

Miss

Has
hi
k
a
n
o
 
五
十
銭、

S
hir
ai
一

円
五
十
銭
を
渡
す。
〔
ベ
イ
カ
ー
夫
人
奨
学
金
か
〕

る
こ
と
に
決
ま
る
。
（
怜
5

筵94)

（
怜3
:
 470)
 

す
る
。
（
怜
1

心83)
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1887年

七
月
八
日

七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

七
月
四
日

七
月
三
日

八
重
夫
人
に
よ
れ
ば、

そ
の
際、

米
国
独
立
記
念
日
と
い
う
の
で
、

午
後、

れ
る
。

午
後
三
時
半、

花
火
を
し、

ド
レ
イ
パ

ー
方
で
茶
菓
を
ご
馳
走
に
な
る
。
（
怜
5
:
2
9
5
)
 

*

C.
W.
 Green

は

Met
h
o
dist
E
pisc
o
pal
 C
h
urc
h

の
宜
教
師、

家
は
元
町
五
三、

臥
牛
山
麗
の
追
愛
女
学
校
内
に
あ
っ
た

ら
し
い
。
〔
G.

F.
J
 Dra
per

は
同
女
学
校
の
宜
教
師
館
に
住
ん
で
い
た。

午
前
よ
り
田
中
〔
兎
毛
〕

と
湯
ノ

川
温
泉
に
遊
ぶ
。

林
屋
に
お
い
て
昼
食
を
す
る
。
（
怜
5
り

2
9
5
)

午
前、

田
子
ノ

浦
丸
に
乗
り
函
館
を
出
航、

小
樽
に
向
か
う。
（
怜3
:
 4
72,
 
:3t
5
 :
 
2
9
5
)
 

午
前
九
時、

小
樽
に
入
港、

森
谷
方
に
上
陸
す
る
。

汽
車
で
札
幌
に
行
ぎ、

午
後
二
時
半
到
着
す
る
。

に
出
迎
え
た
福
士
成
豊
・

大
島
正
健
ら
と
再
会、

ち
家
の
一

軒
を
あ
け、

新
島
夫
妻
の
使
用
に
供
す
る
。
「
此
夜
深
更
二

至
迄
氏
卜
閑
談
セ
リ
」
（
怜3
:
 4
72,
 
�
5
 :
 
2
9
5
)

大
島
正
健
・

小
寺
某
ら
が
来
訪、

札
幌
の
教
会
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
怜
5

心
9
6
)

(

D
3
6
:
 
2
7
)
 

（
怜3
"
4
72,

�
5
 :
 
2
9
5
)
 

（
」ぃ
9
3
1
)

午
前
六
時
前
函
館
に
到
着、

当
時
有
名
な
旅
館
朴
中
村
茂
七
方
に
入
る
。

メ
ソ
ジ
ス
ト
の
松
本
〔
総
吾
〕

牧
師、

岡
野

〔
敬
胤
・

同
教
会
勧
士
〕、

野
田
〔
鷹
雄
・

函
館
税
関
長
〕、

北
原
〔
鉦
太
郎
・

函
館
製
氷
所
社
員
〕、

井
上
の
諸
氏、

一

致
教
会
伝
道
師
の

鵜
飼
正
為
・

栗
太
寿
吉
・

相
馬
理
三
郎
〔
西
浜
町
・

米
穀
商
〕

ら
が
相
次
い
で
来
訪
す
る
。

八
重

往
時
を

追
懐
す
る
。

函
館
に
四
日
間
滞
在
す
る
。

ボ
ー
タ
ー
商
会
の
主
人
A
.

P
・

ポ
ー
タ
ー

に

も

会
っ

た

と
の
こ

と
で

あ
る
。

ゲ
イ
ン
ズ
の
家
族
が
泊
ま
っ
て
い
る
C
.

w
・

グ
リ
ー
ソ

宅
の
午
飯
に
招
か

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

た
だ
ち
に
福
士
の
家
に
行
ぎ、

旅
装
を
と
く。

札
幌
で
は
福
士
が
持

夫
人
を
伴
い
、

か
つ
て

海
外
へ

密
出
国
し
た

波
止
場
を

訪
ね、
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七
月
十
一

日

七
月
十
二
日

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

七
月
二
十
三
日

七
月
十
日

七
月
九
日

金
森
通
倫
に
発
信、

馬
場
に
札
幌
へ

行
く
よ
う
勧
め
て
ほ
し
い
こ

と

を
記
し、
「
此
孤
立
セ
ル
教
会
ニ
ハ

飽
マ

デ
モ
シ

ン
パ
セ
ー
ヲ
顕
ハ
シ
…
…
我
党
内
ョ
リ
一

人
働
キ
手
ヲ
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス
ル
ハ

至
当
ノ
事
ナ
リ
ト
信
ジ
候」

と
述
ぺ

る
。

（

曲
3
:
 
4
7
4
)
 

っ

橘
仁
の
妻
女
以
津
来
訪
す
る
。
（
怜
5

心
9
7
)

札
幌
梨
学
校
に
行
き、

佐
藤
昌
介
の
案
内
で
演
武
場
・

教
室
・

博
物
館
・

天
文
台
等
を
見
学
す
る
。

八
重
夫
人
は
同
郷

人
の
内
藤
兼
備
夫
人
お
ユ

キ
さ
ん
を
訪
問
す
る
。
（
脱
5

心
9
8
)

同
志
社
病
院、

京
都
着
病
婦
学
校
設
立
願
を
社
長
代
理
・

中
村
栄
助
名
で
京
都
府
知
事
に
提
出
す
る
。

"
4
0
4
)
 

（
怜
3
:
 
4
7
3,
 

1t
5
 : 2
9
7
)
 

札
幌
農
学
校
仮
校
長
兼
幹
事
の
佐
藤
昌
介
が
来
訪
す
る
。

佐
藤
と
は
明
治
十
八
年、

会
っ
た
と
ぎ
以
来
の
知
人
で
あ
る
。

（

ゆ
1
"
2
8
7,

D
I

ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で

福
士
が
翌
朝
よ
り
沿
海
巡
回
に
出
か
け
る
た
め
、

こ
の
夜
十
一

時
ま
で
閑
談
す
る
。
（
怜
5
:
2
9
6
)
 

南
三
条、

西
四、

五
丁
目
の
〔
札
幌
独
立
〕

教
会
に
出
席、

大
島
正
健
の
説
教
を
聞
く。

新
島
も
奨
励
を
行
い
、

神
の

摂
理
の
奇
妙
に
し
て
常
に
人
意
の
外
に
出
る
こ
と
を
述
べ

る
。
（
怜
5

忍
9
7
)

＊

札
幌
独
立
教
会
は
教
会
堂
を
南
三
条
西
六
丁
目
に
建
立
し、

明
治
十
八
年
八
月
八
日
に
献
堂
式
を
あ
げ
た。
(
F
3
0

羞
8)

魚
釣
り
に
行
く。

一

匹
も
釣
れ
ず。

宮
川
経
輝
に
手
紙
を
書
き、

札
幌
で
大
島
正
健
に
会
っ
た
際、

地
方
伝
道
に
あ
た

る
べ

ぎ
人
物
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
聞
き、

適
当
な
人
物
を
さ
が
す
よ

う
依
頼
す
る
。

ル
ニ
ア
ラ
ス
、

只
可
然
加
勢
人
を
一

人
此
地
二

周
旋
ス
ル
ニ

止
マ
ル
ノ
ミ
」

と
述
べ
、

馬
場
種
太
郎
ほ
如
何
と
記
す。

「
此
事
ハ

組
合
会
如
何
二

関
ス
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年87

八
月
七
日

8
 
I

八
月
四
日

八
月
三
日

八
月
一

日

七
月
二
十
七
日

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一

日

七
月
二
十
八
日

七
月
二
十
六
日

状
を
出
す。
（
ゆ
1
"
2
8
8
)

る
。

ま
た
看
病
婦
学
校
に
も
立
ち
寄
る
。
（
怜
1

心
87)

曲
10
:
3
2
8
)
 

A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
危
篤
電
報
が
〔
ハ
ー
デ
ィ

家
よ
り
〕

新
島
宛
に
発
信
さ
れ
る
。
(
'"f
2575)

上
京
第
十
組
上
立
売
東
町一＿＿
八
に
予
備
校
の
寮
舎
新
築
に
と
り
か
か
る
。
（
ゆ
1

筵
87)

新
島
夫
妻、

大
島
正
健
と
共
に
市
来
知
の
講
義
所
を
訪
う。

ま
た
同
地
に
あ
る
空
知
集
治
監
で
二
回
に
わ
た
り
伝
道
講

話
を
す
る
。
(
J
1
2
 :
 1
3
8、
J
1
6
 :
 
9
1,
 

こ
の
日、

J
 
11
7
 :
 
2
2
4
)

A
・
ハ

ー
デ
ィ

危
篤
の
電
報
を
受
け
取
り、

同
夫
人
に
見
舞
い
の
手
紙
を
害
く。

A
・
ハ

ー
デ
ィ
か
ら
ア
メ

リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
運
営
委
員
会
の
決
議
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ、

喜
ん
で
い
た
ば
か
り
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
（
ゆ
6

羞
1
3,

朝
九
時
ご
ろ
司
法
次
官
・

三
好
退
蔵
が
同
志
社
に
来
校
し、

校
内
を
視
察
の
の
ち、

礼
拝
堂
に
お
い
て
生
徒
に
演
説
す

ベ

リ
ー
に
発
信、

モ
ー
ト
ソ
よ
り
の
手
紙
を
同
封
し、

そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
、

中
村
栄
助
・

山
本
覚
馬
と
外
国

人
の
メ
ン
バ
ー
が
相
談
し
て
返
事
を
害
く
よ
う
に
頼
む。

A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
病
気
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。
（
怜
6
"
3
1
3
)

同
志
社
病
院
の
設
立
認
可
さ
れ
る
。
（
怜
1

心87)

同
志
社
予
備
校
設
置
願
を
府
知
事
宛
に
提
出
す
る
。
（
八
月一
二
十
日
認
可
）
（
怜
1

筵
8
8
)

予
備
校
校
舎
の
建
築
費
募
集
に
つ
い
て
は
北
垣
知
事
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

新
島
お
よ
び
新
築
委
員
の
名
で
礼

A
・
ハ

ー
デ
ィ

Al
p
he
us

Har
d
y

敗
血
症
の
た
め
ボ
ス
ト
ン
の
自
宅
で
死
去、

こ
の
日
よ
り
十
六
日
ま
で
お
よ
び
二
十
日、

ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン

第
十
五
年
会
が
比
叡
山
テ
ン
ト
村
で
開
か
れ
る
。

＊
（
め
1

:
 2
87)

で
は
七
月
二
十
日
と
な
っ
て
い
る。

七
十
一

歳
十
力
月。
(
D
2
1
:
 1
8
)
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八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
二
日

八
月
十
九
日

八
月
十
三
日

八
月
十
二
日

八
月
十
一

日

札
幌
に
帰
る
。
（
怜3
:
 47
4)
 

が
い
た
。
(
D
27
:
1
8,
 J
 5
7
 : 203)
 

朝、

A
・
ハ

ー
デ
ィ

死
去
の
電
報
に
接
す
る
。

「
嗚
呼
氏
ハ

予
力
日
本
伝
道
上
二
比
ノ
良
友
又
予
ヵ
米
国
ノ
父
ト
モ

称

議
長
0
・

ケ
ー
リ
。
(
E
1

)
 

A
・
ハ

ー
デ
ィ
死
去
の
電
報
（
シ
ア
ー
ズ
発
信
）

京
都
に
届
く。
（
怜
5
:
 299,
 D
21
 :1
8)
 

京
都
看
病
婦
学
校
の
設
立、

認
可
さ
れ
る
。
（
怜1
"
2
87,

D
 1 :
 407)
 

新
島
公
義、

A
・
ハ

ー
デ
ィ

死
去
の
電
報
を
札
幌
の
新
島
に
発
信。
(
""f257
6)

セ
シ
人
ナ
リ
…
…」

悲
し
み
の
あ
ま
り、

そ
の
夜
よ
り
寝
込
む。
（
曲
5

筵
99,

D
1
4

羞
3)

'̂
T
h
e
 d
e
at
h
 of
 
Mr.
 
Har
d
y
 
was
 a
 v
er
y
 h
e
a
v
y
 bl
o
w
 u
p
o
n
 m
y
 h
e
a
d
 as
 
w
e
ll
 as
 to
 m
y
 h
e
art.
 
A

sli
g
h
tl
y
 i
m
p
ro
v
e
d
 h
e
alt
h
 of
 mi
n
e
 w
as
 p
ut
 b
ac
k
 w
orse
 a
g
ai
n."
 
(
fr:
6
:
 32
6)
 

＊

ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
決
議
し
た
弔
慰
文
に
つ
い
て
は
一
八
六
五
年
十
月
〔
十
四
日〕

の
項
を
参
照。

午
後
三
時
ご
ろ
新
涅
県
か
ら
茨
城
県
に
か
け
て、

本
州
を
横
断
す
る
地
域
で
皆
既
日
食
が
あ
る
。

こ
の
日
食
観
測
の
た

め
ア
メ
リ
カ
隊
も
来
日
し、

福
島
県
白
河
に
い
た
。

そ
の
隊
員
の
中
に
ア
ー
モ
ス
ト
時
代
の
旧
友
W
.

J
・

ホ
ラ
ソ
ド

石
狩
郡
当
別
村
を
騎
馬
通
行
中、

乗
馬
が
足
を
痛
め、

同
村
の
柳
内
義
之
進
の
家
に
一

泊
す
る
。
（
怜3
:
 47
6)
 

柳
内
宅
を
出
発、

帰
路
に
つ
く
が
、

風
雨
の
原
野
を
篠
津
ま
で
行
き、

更
に
江
別
に
到
着、

そ
こ
か
ら
午
後
の
汽
車
で

A
・
ハ

ー
デ
ィ

死
去
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
の
ち、

初
め
て
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
慰
め
の
手
紙
を
書
く。
（
ゆ
6
"
31
5)

ス
ミ
ス
女
学
校
（
現
在
の
北
星
学
園
）

の
開
業
式
が
札
幌
北
一

条
西
六
丁
目
の
セ
ー
ラ
l

C
・

ス

ミ
ス

S
ara
h

C.
 

S
mit
h

女
史
宅
に
新
築
さ
れ
た
教
室
で
行
わ
れ、

新
島
も
招
待
さ

れ
て
出
席、

佐
藤
昌
介
・

宜
教
師、、、

ラ

と
共
に
説
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1887年

九
月
十
九
日

九
月
二
十
日

九
月
十
八
日

一

致
教
会
に
お
い
て
説
教
す
る
。

(

I

4-

d
)
 

九
月
十
六
日

M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
、

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
る
。
（
曲
1

こ�
9
3
)

九
月
十
一

日

九
月
十
三
日

九
月
十
七
日

安
藤
精
軒
よ
り
看
病
婦
学
校
創
立
既
と
し
て
五
円
を
受
け
取
る
。
（
廿
9
3
1
)

一

ノ
関
よ
り
伝
道
の
依
頼
が
あ

九
月
八
日

九
月
五
日

教
を
す
る
。

(

I

1
|
a"
b
)
 

大
島
正
健
ら
二
、

三
人
の
者
と
定
山
渓
へ

行
き、

二
十
九
日
ま
で
滞
在
す
る
。
（
ゆ
3
:
 
4
7
7
)
 

同
志
社
予
備
校
の
設
立、

認
可
さ
れ
る
。

校
長
・

加
藤
勇
次
郎。
（
怜
1

筵
88,

D
1
:
 589)
 

英
和
女
学
校
〔
神
戸
女
学
院
〕

寮
舎
増
築
般
寄
付
募
集
に
つ
い
て
の
原
稿
を
書
く。
(
J:7
10)

明
治
専
門
学
校
の
遊
説
の
た
め、

病
気
の
新
島
の
代
理
と
し
て
中
村
栄
助
・

浮
田
和
民
・

新
島
公
義
を
派
遣、

亀
岡
・

九
月
四
日

八
月
八
月
三
十
日

八
月
二
十
七
日

園
部
・

綾
部
・

福
知
山
・

宮
津
・

舞
鶴
・

峰
山
等
を
巡
回
さ
せ
る
。
（
ゆ
1
:
 1
9
7,
 

J::
9
3
2
)
 

彰
栄
館
の
大
時
計
が
到
着
し、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
組
み
立
て
る
。
（
怜
1
"
2
9
0
)

こ
の
日
夕
方
よ
り
北
海
道
の
道
央
・

道
南
地
域
に
暴
風
雨
来
襲、

こ
の
た
め
小
樽
11

函
館
間
の
定
期
航
路
欠
航
す
る
。

(

I
 
1

ー

c

)

新
島
夫
妻、

暴
風
雨
の
通
過
を
待
ち、

函
館
の
美
以
美
教
会、

田
子
の
浦
丸
に
乗
船、

函
館
に
到
着
す
る
。

(

I

1
|
d;
e
)
 

南
部
〔
岩
手
県
〕

に
伝
道
し
て
い
る
中
山
忠
恕
に
会
い
、

片
桐
清
治
の
伝
道
状
況
を
聞
く。
（
怜
3
"
4
7
9
)

水
沢
に
伝
道
中
の
片
桐
清
治
に
発
信、

中
山
忠
恕
よ
り
片
桐
の
仕
事
を
聞
い
た
こ
と、

っ
た
そ
う
だ
が
、

好
機
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
激
励
す
る
。
（
曲
3
:
 
4
7
9
)
 

新
島
夫
妻、

こ
の
朝、

高
砂
丸
に
乗
っ
て
函
館
を
出
航、

荻
ノ
浜
に
向
か
う。

桜
木
保
（
樺
戸
集
治
監
副
典
獄）

大
越

雨、

A
・
ハ
ー
デ
ィ
が
亡
く
な
っ
て
五
度
目
の
安
息
日、

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
慰
め
の
手
紙
を
害
く。
（
怜
6
:
 3
1
5
)
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十
月
十
六
日

十
月
上
旬

十
月
八
日

十
月
七
日

十
月
六
日

十
月
l

日

九
月
二
十
三
日

九
月
二
十
四
日

ア
ー
モ
ス
ト
の
旧
友
w
.

J・
ホ
ラ
ン
ド
が
こ
の
日、
京
都
に
新
島
を
訪
問
す
る。
日
食
観
測
の
の
ち
富
士
山
に
も
登

山、
各
地
を
廻
っ
た
の
ち
来
訪
し
た
も
の。
新
島
の
案
内
で
京
都
を
見
物
す
る。
(
D
2
7
:
 
2
1
)
 

京
都
看
病
婦
学
校
の
名
称
に
つ
き、
午
後
四
時
よ
り
山
本
覚
馬
宅
に
お
い
て
会
合
を
開
く。

ー
と
名
称
変
更
を
提
案
し
て
き
た
こ
と
に
対
し、
新
島
よ
り
意
見
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
（
怜
3
:
 
4
8
3
)
 

大
島
正
健
に
手
紙
を
書
き、
馬
場
種
太
郎
を
札
幌
に
派
遣
し
た
こ
と
を
通
知
す
る
と
共
に、
大
島
に
早
急
に
按
手
礼
を

受
け
る
こ
と
を
勧
め、
「
此
自
由
主
義
ノ
教
会
ヲ
立
ツ
ル
ニ
ハ
昔
時
ョ
リ
為二
血
ヲ
流
ス
モ
ノ
多
ク、

テ
買ハ
レ
タ
ル
自
由
ナ
レ
ハ、
差
小
ノ
理
由一
時
ノ
法
便
ノ
為二
之
ヲ
安
ス
売
リ
シ
賜
フ
勿
レ」
と
述
べ
る。

4
8
4
)
 

夜、
新
島、
本
郷
金
助
町
教
会
で
伊
勢
時
雄・
田
口
卯
吉
と
会
う。
木
村
熊
二
も
来
る。
(

J79
ー

1
"

10
5
)

四
国・
近
畿・
東
海
道
に
暴
風
雨。
(
H
l
4
:
1
7
3
)
 

午
後
五
時
よ
り
新
島
宅
で
看
病
婦
学
校
の
決
算
を
行
う。
（
ゆ
3
"
4
8
1
)

五
時
前
神
戸
着、
夜
十一
時、
京
都
に
帰
る。
（
曲3:
 4
8
0
)
 

同
志
社
の
外
柵
を
石
柱
に
改
造
す
る。
（
曲
1

筵
9
3
)

夜、
湯
浅
治
郎
方
に
泊
ま
る。
し
ば
ら
く
滞
在
す
る。
（
怜3:
4
5
0、
曲
5
:
 2
9
9
)
 

*
（
I
 4
ーd)
で
は
十
九
日
函
館
出
航
と
なっ
て
い
る。

（
怜
3
:
 
4
7
8,
 

4
8
2
)

勝
次
郎
（
空
知
集
治
監
長）
お
よ
び
旧
知
の
小
室
信
夫
ら
も
同
船
す
る。
(

I1
|e)
 

荻
ノ
浜
で
は
こ
の
日、
塩
釜
ま
で
連
絡
船
が
出
な
い
の
で
仙
台
に
行
く
こ
と
を
や
め、

（
怜3

以
謂
ル
血
ヲ
以

ベ
リ
ー
よ
り
同
志
社

た
だ
ち
に
横
浜
に
向
か
う。
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十
一

月
六
日

年788

十
月
十
月
二
十
八
日

十
月
二
十
日

十
月
二
十
一

日

十
月
二
十
五
日

十
月
二
十
七
日

十
一

月
一

日

十
一

月
三
日

テ
取
消
申
度
候」

と
述
べ
、

か
た
が
た
教
会
合
併
問
題
に

ふ

れ、

「
我
党
ョ
リ
一

致
論
ヲ
吐
キ
出
ッ
タ
ル
モ
ノ
ハ

非
常

方
針
に
従
っ
て
応
分
の
協
力
を
し
た
い

J
.

C
・
ベ

リ
ー
の
演
説
を
印
刷
し
て、

配
布
す
る
。
（
怜3
:
 4
8
6
)
 

多
開
教
会
の
記
念
会
に
出
席
し、

帰
路、

宮
川
経
輝
と
同
車
す
る
。

(

J

7
1
"
9
1
)
 

朝、

与
謝
郡
の
陶
郡
長
と
面
談
す
る
。
（
船
3
"
4
8
5
)

「
此
ノ
火
事
ハ

私
ノ

手

札
幌
独
立
教
会
は
東
京
の
諸
教
会
や
宣
教
師
に
大
島
正
健
に
対
す
る
按
手
礼
を
依
頼
し、

新
島
が
斡
旋
の
労
を
と
る
。

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

徴
兵
令
に
よ
る
生
徒
減
少
や
京
都
に
で
き
る
官
立
大
学
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

前
便
で

書
い
た
よ
う
に
五
万
ド
ル
必
要
で
あ
る、

と
重
ね
て
頼
む。

ま
た
一

致
教
会
と
の
合
併
に
つ
い
て、

組
合
派
の
自
由
が

失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
の
危
惧
を
述
べ

る
。
へ(

I
l
o
v
e
 o
ur
 
fr
e
e
 pri
n
ci
pl
e
 d
e
arl
y.
 I
 
d
o
 n
ot
 

s
e
ll
 it
 c
h
ea
pl
y.
 
I
 

wi
ll
 fi
g
ht
 
for
 it."
 
(
�
6
:
 31
6)
 

ボ
ス
ト
ソ
の
オ
ー
ル
ド
・

サ
ウ
ス
・

チ
ャ
ー
チ
に
お
い
て
A
・
ハ

ー
デ
ィ
の
追
悼
礼
拝
が
行
わ
れ
る
。
(
D
21
:
 18)
 

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
再
び
四
百
ド
ル
寄
付
さ
れ
る
。
(
J::
93
2)

田
中
源
太
郎
ら
京
都
電
灯
会
社
を
設
立
す
る
。

明
治
二
十
二

年
七
月
二
十
七
日
開
業。
(
H
lO
:
82)
 

徳
富
猪
一

郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

日
今
回
の
教
会
合
併
は
基
督
教
前
途
の
た
め
憂
う
べ

ぎ
事
件
な
の
で
、

新
島
の

こ
と、

を
伝
え
て
く
る
。
(
r7
93)

wis
h
 t
o
 

け
同
志
社
の
徴
兵
免
除
の
こ
と
に
つ

ぎ
陸
奥
宗
光
に
意
見
を
述
べ
て
お
い
た

山
本
久
栄
と
の
恋
愛
に
破
れ
た
徳
富
健
次
郎
の
こ
と
に
つ
き
兄
の
猪
一

郎
に
手
紙
を

出
し、

ノ
馬
鹿
モ
ノ
ト
云
テ
苦
ッ
カ
ラ
ス
、

真
二

自
由
ノ

貴
キ
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
痛
論
す
る
。

ま
た
「
君
ニ
ハ

政
治

(
J
 5
5

1
1
 :
 
5
7
1
)
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十
一

月
十
九
日

十
一

月
十
八
日

十
一

月
十
六
日

十
一

月
九
日

十
一

月
十
二
日

十
一

月
十
五
日

っ
て
ほ
し
い
。
（
怜
6

羞1
8)

上
ノ
平
民
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ニ
ッ
テ
僕
ハ

宗
教
上
ノ
平
民
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ッ
マ
リ
平
民
主
義
ノ
旅
連
レ
ナ
リ

岡
山
行
き
の
途
次、

神
戸
よ
り
中
村
栄
助
に
宛
て、

植
村
正
久
・

奥
野
昌
網
が
来
阪
し
て
い
る
の
で
、

十
五
日
の
開
業

京
都
看
病
婦
学
校
・

同
志
社
病
院
の
開
校
・

開
院
式
お
よ
び
同
志
社
書
籍
館
の
開
館
式
が
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
で
行
わ
れ

る。

五
百
五
十
人
が
招
待
さ
れ、

三
千
人
が
建
物
を
見
物
し
た
。

(

D
l

:

4
0
7,
 

E
8
:
 168)
 

Ma
njis
〔
？
〕

に
ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
寄
付
金
の
中
か
ら
十
一

円
を
渡
す。
（
廿
9
3
2
)

朝
三
時
半
ご
ろ
起
床、

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
手
紙
を
書
く。

故
A
・
ハ

ー
デ
ィ
氏
の
友
人
た
ち
が、

日
本
に
ハ

ー
デ

ィ
記
念
学
校
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
グ
リ
ー
ソ
よ
り
聞
い
た
。

し
か
し
同
志
社
と
別
の
学
校
を
作
る
よ
り
も、

む
し
ろ
ハ

ー
デ
ィ
記
念
基
金
と
し
て
同
志
社
に
贈
ら
れ
る
方
が
妥
当
で
あ
り、

有
り
難
い
。

同
志
社
は
現
在、

校
舎
そ

の
他
の
建
築
等
で
資
金
が
必
要
で
あ
り、

近
々
で
き
る
官
立
大
学
に
対
抗
し
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
貫
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

少
な
く
と
も
十
万
ド
ル
の
そ
の
基
金
で
A
・
ハ

ー
デ
ィ
記
念
ホ
ー
ル
を
作
る
か、

手
狭
に
な
っ
た
チ
ャ
ペ
ル

を
増
築
し
て
ハ
ー
デ
ィ
記
念
チ
ャ
ペ
ル
を
作
る
つ
も
り
で
あ
る
。

同
志
社
の
現
状
を
ハ
ー
デ
ィ
の
友
人
た
ち
に
伝
え、

同
志
社
を
助
け
る
よ
う
に
頼
ん
で
ほ
し
い
。

ま
た
ハ

ー
デ
ィ
夫
人
に
こ
の
手
紙
を
見
せ、

夫
人
か
ら
も
友
人
た
ち
に
言

新
島
公
義
に
発
信、
二
十
日
の
安
息
日
に
ハ
ー
デ
ィ
記
念
説
教
を
行
う
の
で
聞
き
に
来
る
よ
う
に
伝
え
る
。
（
曲
3

"

4
9
0
)

徳
富
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

徴
兵
免
除
に
つ
き
陸
奥
宗
光
に
頼
み、

青
木
周
蔵
よ
り
桂
陸
軍
次
官
に
談
判
し
て
も
ら

岡
山
・

尾
道
よ
り、

こ
の
日、

帰
京
す
る
。
（
怜3
:
 4
8
9
)
 

式
に
招
待
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。
（
怜3
:
 4
8
9
)
 

」

と
記
す。
（
怜
3

:
 4
86)
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1887年

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二

十
一

日

十
一

月
二

十
二
日

十
一

月
二

十
三
日

十
一

月
二

十
七
日

十
二

月
二
日

松
山
高
吉
の
平
安
教
会
牧
師
就
任
式
が
行
わ
れ、

宮
川
経
輝
が
新
島
宅
に
泊
ま
る
。

教
会
合
併
問
題
に
つ
い
て
新
島
は

紙
を
出
し
た
の
で
、

そ
れ
も
見
て
ほ
し
い
と
書
く。
(
""f
2
2
8
0
)

頼
む。

ま
た、

そ
の
た
め
渡
米
の
是
非
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
(
r
2
2
7
9
)

ハ

ー
デ
ィ
の
名
は
当
然
同
志
社
と
共
に

っ
た
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(
T794)

日
曜
日、

A
・
ハ
ー
デ
ィ

追
悼
記
念
説
教
を
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
で
行
う。

同
志
社
の
教
職
員
・

全
校
生
徒
が
聞
く。

福
士
成
豊
に
発
信、

本
年
末
頃
来
京
す
る
と
聞
き
「
実
に
楽
し
み
御
来
遊
を
屈
指
奉
待
候」

と
害
く。
（
怜3
:
 4
9
1
)
 

札
幌
の
土
地
購
入
に
関
す
る
橘
仁
よ
り
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し、

六
十
五
円
く
ら
い
な
ら
買
っ
て
も
よ
い
、

と
返
事
す

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

近
頃
米
国
に
A
・
ハ

ー
デ
ィ
を
記
念
し
て
日
本
に
学
校
を
創
立
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と、

新
島

は
こ
れ
に
反
対
し、

そ
の
基
金
は
同
志
社
に
寄
付
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
こ
と、

場
合
に
よ
っ
て
は

懸
候
哉
と
も
思
居
候」

と
述
べ
、

ス
ル
ニ

如
カ
ス
、

差
少
之
情
実
之
為
我
力
子
孫
百
年
之
自
由
ヲ
売
却
ス
ヘ
カ
ラ
ス
…
…」

と
記
し、

ハ

ー
デ
ィ
夫
人
に
発
信、

ま
た
「
小
生
一

致
論
ハ

益
々
不
同
意、

我
力
自
由
ヲ
存
ス
ル
ニ

非
サ
レ
ハ

寧
口

分
裂

一

枚
の
ボ
ソ
チ
画

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
起
こ
っ

た
ハ

ー
デ
ィ
の
友
人
た
ち
の
日
本
で
の
学
校
設
立
案
に
つ
い

て、

同
志
社
と
別
に
設
立
す
べ

ぎ
で
は
な
く、

そ
の
資
金
を
同
志
社
に
寄
付
す
る
よ
う
友
人
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い
と

J
.

M
・

ツ
ア
ー
ズ
に
発
信、

A
・
ハ

ー
デ
ィ

記
念
の
学
校
の
こ
と
を
記
し、

あ
る
べ

き
で
あ
る
と
力
説、

前
便
で
ハ

ー
デ
ィ

夫
人、

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
、

更
に
こ
の
便
で
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手

を
送
る
。
（
怜
3
:
 4
9
3
)
 

る
。
（
ゆ
3
:
 4
9
2
)
 

（
怜
2
:
4
0
8,
 

Jぃ
5
8
3
)

「
小
生
米
国
二

出
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十
二
月
五
日

十
二
月
七
日

十
二
月
九
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十一
日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
四
日

十
二

月
十
五
日

十
二
月
六
日

夕
方
五
時
半
頃
よ
り
中
村
栄
助・
白
藤
某
を
招
ぎ
「
先
夜
御
話
シ
申
候
事
に
付
ぎ」
協
議
す
る。
（
ゆ3:
 496)
 

専
門
学
校
の
集
会
に
つ
い
て
伊
東
熊
夫
と
相
談、
府
会
の
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
一
度
小
集
会
を
開
く
こ
と
に
す
る。

朝、
浜
岡
光
哲
と
会
い、
本
年
の
府
会
の
解
散
し
な
い
う
ち
に
集
会
を
開
く
こ
と
と
し、
浜
岡
よ
り
府
会
議
員
ら
に
相

小
崎
弘
道
に
発
信、
教
会
員
は
自
己
の
属
す
る
教
脈・
組
織
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
こ
と、
教
会
合
併
の
前
に
コ
ン

グ
リ
ゲ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
会
の
組
織・
来
歴
を
教
え、
合
併
に
よ
る
利
害
得
失
を
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と、
そ
の
た

め
に
デ
タ
ト
ル
の
〈
ソ
ド
プ
ッ
ク
・
オ
プ
・
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
翻
訳、
出
版
し
た
い
と
思
う
が、
そ
の

仕
事
を
引
ぎ
受
け
て
も
ら
え
な
い
か、
と
打
診
す
る。
（
曲3:
 499)
 

小
崎・
湯
浅
（
連
名）
に
発
信、
同
志
社
社
員
を
増
員
す
る
に
つ
き、
そ
の
内
諾
を
求
め
る。
こ
の
日
よ
り
不
快、
床

綱
島
〔
佳
吉
か〕
に
図
書
購
入
費
と
し
て
九
円
八
十
銭
送
る。
ま
た
4
sets
 of
 Co
mmentaries
 of
 Dr.
 Shaff
等

の
書
物
を
送
り、
そ
の
費
用
四
十一
円
三
十
銭
を
支
払
う。
(
1::932)

但
馬
の
大
江
頼
之
助
よ
り
詩
歌
二
葉
を
送
っ
て
き
た
の
に
対
し、
新
島
も
詩
を
も
っ
て
答
え
る。
（
怜3
ぶ03)

ペ
イ
カ
ー
夫
人
の
寄
付
金
か
ら
三
円
を
大
久
保
真
次
郎
に
贈
る。
(
J::932)

湯
浅
初
子
に
弟
の
徳
富
健
次
郎
の
こ
と
に
つ
き
知
ら
せ
る。
（
曲3
五03)

東
京
の
小
室
信
夫
よ
り
書
籍
類
を
長
持
ち
四
荷
寄
付
さ
れ、
こ
の
日、
荷
物
が
着
く。
（
ゆ
1

"

2
9
5
)

に
就
く。
（
十
二
日
現
在
臥
床）
（
ゆ3"
502,
503)
 

談
す
る
こ
と
に
な
る。
中
村
栄
助
に
も
伝
え
る。
（
船3:
 498)
 

（
怜3:
 498)
 

慎
重
な
態
度
を
示
す。
(

J40:
 83,
 
J
 71
羞
2
)
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1887年

十
二
月

十
二
月
十
七
日

十
二
月
三
十
一

日

に
七
・

八
月
分
二
円、

S
uz
u
ki

に
九
・

十
月
分
六
円
五
十
二
銭
五
厘、

に
感
謝
す
る
と
共
に
、

今
後
の
協
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜1
:
 198)
 

増
野
悦
興
に
写
真
を
送
る
。
（
怜3
:
 505)
 

1
8)
 

同
志
社
在
学
中
の
徳
富
健
次
郎、

十
六
日
夜、

新
島
に
詫
び
状
を
残
し
て
京
蔀
を
出
奔
す
る
。

新
島
は
こ
の
日
そ
の
手

紙
を
受
け
取
り、

再
び
湯
浅
初
子
に
手
紙
を
送
り、

健
次
郎
の
九
州
行
き
を
報
ず
る。
（
怜3
:
 503,
 
J
 3
6
 :
 202,
 J
 7
8
 :
 

同
志
社
の
財
務
管
理
権
が
こ
の
年
末
で
ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
社
員
会
に
移
管
さ
れ
た
。

(
E
8
 :
 5,
 J
 69
 :1
9)
 

府
会
出
席
の
た
め
在
京
し
て
い
る
郡
部
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
の
止
宿
先
に
訪
ね、

専
門
学
校
に
つ
ぎ、

こ
れ
ま
で
の
尽
力

去
る
九
月、

中
村
栄
助
・

浮
田
和
民
•

新
島
公
義
の
三
名
を
明
治
専
門
学
校
遊
説
の
た
め
に
派
逍
し
た
際、

親
切
な
取

り
扱
い
を
受
け
た
人
々
、

と
く
に
郡
長
・

府
会
議
員
に
新
島
よ
り
礼
状
を
出
す。
（
怜1
:
 198)
 

ベ

イ
カ
ー
夫
人
の
寄
付
金
百
五
十
ド
ル
（
百
九
十
五
円
）

の
う
ち、

六
十
五
円
を
ミ
ス
・

リ
チ
ャ
ー
ズ
に
、

そ
の
他
は

不
破
・

金
森
・

網
島
・

同
志
社
の
生
徒
・

熊
本
英
学
校
等
の
援
助
の
た
め
支
出
す
る
。
（
廿932)

ベ

イ
カ
ー
夫
人
奨
学
金
の
う
ち

Y
as
u
ye
 

I
maiz
u
mi

に
同
じ
く
五
円、

F
u
kai

に
三
円
五
十
二
銭
五
厘、

S
hirai

に
三
円、

Has
hi
ka
n
o

に
二
円、

Y
as
u
ye
 

に
二
円、

O
k
u
b
o

に
七
ー
十
月
分
四
円、

S
hi
m
o
m
ura

に
九
ー
十
二
月
分
十
円
十
四
銭、

金
森
に
六
円
を
渡
す。

(
J::932)
 

キ
リ
ス
ト
教
系
女
学
校、

欧
化
主
義
の
波
に
乗
り
各
地
に
設
立
さ
れ
る
。

(

J

97
:
 11
3)
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1888年

一
月
九
日

一
月
六
日

一
月
二
日

一

月
三
日

一
月
一
日

し
て
御
越
之
由」

を
伝
え
る
。
（
ゆ
3

:
 509)
 

向
に
治
ら
ず、

永
眠
に
至
る
ま
で
全
癒
せ
ず。
(
D
1
4

羞
3
)

朝、

同
志
社
に
行
く
途
中、

御
苑
内
申
ケ
辻
付
近
で
動
悸
起
こ
り、

目
が
眩
み、

立
ち
止
ま
っ
て
休
息
の
の
ち
同
志
社
に
行
ぎ、

新
年
の
挨
拶
を
し
て
再
び
気
分
が
悪
く
な
り、

夫
人
の
乗
っ
て
き
た
人

力
車
で
帰
宅、

ベ
リ
ー
の
診
察
を
受
け
る
。

病
状
悪
く、

高
声
で
話
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
る
。

ま
た、

こ
の
動
悸
は
一

内
藤
兼
備
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

札
幌
に
適
当
な
売
地
が
あ
る
旨
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
""f800)

西
群
馬
教
会
の
松
本
勘
十
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

星
野
光
多
牧
師
が
下
谷
教
会
に
転
出
す
る
の
で、

そ
の
後
任
の

推
薦
を
依
頼
し
て
く
る
。
(
T801)

成
瀬
仁
蔵
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
潟
教
会
の
内
紛
に
つ
い
て
伝
え、

女
学
校
と
地
方
伝
道
か
ら
手
を
引
い
て
勉
学

一

筋
と
決
心
し
た
が、

な
お
紛
糾
し
て
い
る
の
で、

で
彦
る
な
ら
新
潟
へ
来
て
ほ
し
い
旨
要
請
し
て
く
る
。
(
T
802)

徳
富
猪
一

郎
に
手
紙
を
送
り、

彼
の
弟
の
「
健
次
郎
君
ニ
ハ

小
生
等
之
御
忠
告
ヲ
一

切
耳
染
二
入
レ
賜
ハ
ス
、

九
州
さ

中
島
末
治
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

北
越
学
館
の
様
子
に
つ
い
て
知
ら
せ、

東
北
伝
道
の
希
望
を
述
べ
る
。
(
T803)

前
橋
の
不
破
唯
次
郎、

新
島
よ
り
送
ら
れ
た
十
二
円
五
十
九
銭
を
こ
の
日
受
け
取
る
。
(
T
805)

社
員
会
を
山
本
覚
馬
宅
に
開
き、

新
島
・

山
本
覚
馬
・

松
山
高
吉
・

中
村
栄
助
が
出
席、

社
員
を
増
員
し、

新
た
に
小

崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎
•

宮
川
経
輝
・

大
沢
善
助
を
社
員
に
加
え
る
こ
と
に
決
す
る
。
（
四
氏
承
諾
す
る
）

明
治
二

十
一

年
（
一

八
八
八
）

四
十
六
歳

一

歩
も
進
め
な
く
な
る
。

し
ば
ら
く
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一

月
十
一

日

一

月
十
二
日

一

月
十
四
日

一

月
十
日

（
曲3
:
 51
2)
 

新
島
宅
に
逗
留
し
て
い
た
河
井
環、

同
志
社
予
備
校
に

入
学
し、

入
寮
の
た
め
引
き
払
う
。

京
都
に
立
ち
寄
り
た
い
旨、

旅
行
予
定
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
T
804)

福
士
成
豊
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

お
雇
い
外
国
人
メ
イ
ク

C
ha
rl
es
S.
 
M
ei
k
 

1
 :
 1251,
 
J
 4
0
 :
 107,
 
J
 71
 :
 93)
 

山
本
・

中
村
・

松
山
・

伊
勢
・

新
島
連
名
で
湯
浅
治
郎
に
対
し、

同
志
社
社
員
就
任
依
頼
状
を
送
る
。

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
年
挨
拶
と
送
金
受
領
の
連
絡。
(
T
805)

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
発
信、

長
崎
の
オ
ル
ト
マ
ン
よ
り
の
手
紙
を
同
封
し、

ミ
ウ
ラ
ヘ
の
態
度
を
明
日
の
教
授
会

で
決
め
る
よ
う
頼
む。

オ
ル
ト
マ
ン
の
手
紙
に
よ
る
と
長
崎
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ミ
ウ
ラ
に
対
し
て
過
敏
に
な
っ
て
い
る
の

で
、

こ
ち
ら
か
ら
ミ
ウ
ラ
に
何
も
し
な
い
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、

「
小
生
も
此
両
三
日
ハ

少

の
国
内
旅
行
に
同
伴
し
て
、

途
中、

と
意
見
を
述
べ
る
。
（
ゆ
6

心
20)

河
原
林
義
雄
に
発
信、

来
る
十
四
日
に
招
待
さ
れ
た
が
、

病
気
の
た
め
外
出
で
き
ず、

代
わ
り
に
金
森
を
派
遣
し
た
い
、

出
向
日
は
二
十、

二
十
一

日
頃
が
都
合
が
良
い
こ
と
を
返
事
す
る
。
（
怜3
:
 5
11)
 

々
宜
し
き
方
な
り、

然
し
多
事
兎
角
人
々
力
相
談
二

来
ラ
レ
、

或
ハ

文
通
等
在
之、

病
人
ニ
ハ

少
シ

手
あ
ま
し
候」

河
井
環
の
父
親
・

河
井
淡
よ
り
こ
の
日
付
で
礼
状
が
来
る
。
(
""fl
560)

こ
の
日、

大
島
正
健
の
按
手
礼
試
験
が
東
京
で
行
わ
れ
る
。

し
か
し
他
教
会
牧
師
等
の
勧
告
に
よ
り
組
合
教
会
が
そ
の

責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
を、

小
崎
弘
道
よ
り
知
ら
せ
て
く
る
。
(
T
80
6)

同
志
社
全
校
生
徒
ら
猪
狩
り
を
行
う。
（
怜3
:
 5
11
)
 

京
都
府
相
楽
郡
上
狛
村
の
上
狛
小
学
校
に
お
い
て
柳
沢
三
郎
ら
の
肝
入
り
で
専
門
学
校
の
会
を
開
く。

新
島
病
気
に
つ

（
怜3

丘
0
》

D

4
 
2
 
4
 



1888年

一

月
二
十
八
日

一

月
十
七
日

一

月
十
九
日

一

月
二
十
日

一

月
二
十
二
日

一

月
二
十
三
日

一

月
二
十
四
日

一

月
十
六
日

き
森
田
久
万
人
・

加
藤
勇
次
郎
を
脈
遣
す
る
。
（
怜
1
ぃ

1
9
8,

1t3
り

5
1
2
)

大
沢
善
助、

社
員
就
任
を
承
諾
す
る
。

(

T
8
1
1
)

不
破
唯
次
郎
よ
り、

高
崎
教
会
が
組
合
教
会
へ

加
入
す
る
こ
と
に
賛
成
し
て
く
る
。

(

T
8
0
8
)

橘
仁
よ
り、

依
頼
さ
れ
て
い
た
土
地
は
手
に
入
ら
な
い
、

と
知
ら
せ
て
く
る
。

(

T
8
1
3
)

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

H
大
島
正
健
の
按
手
礼
が
こ
の
日
行
わ
れ
た
こ
と

こ
と
を
了
承
す
る
。

た
だ
し
二
十
一

日
の
社
員
会
に
は
在
京
社
員
三
名
と
も
欠
席
す
る
こ
と、

二
月
上
旬、

神
戸
で
開

か
れ
る
教
会
合
併
委
員
会
に
は
三
名
と
も
出
席
す
る
の
で
、

詳
細
は
そ
の
際
に
述
べ
る、

不
破
よ
り
こ
の
日
付
で
、

高
崎
教
会
の
組
合
教
会
入
会
式
へ
の
出
席
を
要
請
し
て
く
る
。

(

T
8
1
5
)

河
原
林
義
雄
・

野
尻
岩
次
郎
の
斡
旋
に
よ
り
北
桑
田
郡
周
山
村
で
専
門
学
校
募
金
の
集
会
が
開
か
れ
る
。

新
島
の
代
理

と
し
て
新
島
公
義
・

中
村
栄
助
が
出
席、

同
志
社
の
現
況、

私
立
大
学
の
大
要、

新
島
の
教
育
論
に
つ
い
て
演
説
す
る
。

福
士
成
豊、

と
伝
え
て
く
る
。

(

""f
8
1
4
)

メ
イ
ク
を
伴
い
来
訪
す
る
。

ま
た、

こ
の
日
夕
食
後、

同
志
社
五
年
生
を
自
宅
に
招
待
す
る
。
（
怜3

ふ
1
5
)

午
後
一

時
よ
り
山
本
覚
馬
宅
で
社
員
会
を
開
き、

寄
付、

出
納
に
つ

き
協
議、

大
沢
善
助
を
出
納
責
任
者
と
す
る
。

岡
部
広
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

福
井
の
学
校
に
外
国
人
教
師
を
招
聘
す
る
に
つ

き、

三
月、

県
知
事
が
京
都
に
行
っ

教
会
合
併
に
関
し
小
崎
弘
道
に
左
の
ご
と
く
意
見
を
送
る
。

日
一

致
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
意
見
を
加
え
た
か
っ
た
が
、

た
際
に
相
談
し
た
い
旨
を
伝
え
て
く
る
。

(

T
8
2
1
)

（
怜
3

ふ
1
5,

D
 1 :
 
1
2
5
1
)
 

福
士
・

メ
イ
ク
ら
琵
琶
湖
疏
水
工
事
を
視
察
す
る
。
（
怜
3
:
 
5
1
5
)
 

（

曲
1
:
 
1
9
9
)
 

□
同
志
社
社
員
に
就
任
す
る
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一

月
三
十
一

日

二
月
二
日

二
月
三
日

二
月
七
日

二
月
六
日

つ
い
て
相
談
し
た
い
と
言
っ
て
く
る
。
(
T83
0)

わ
ず
か
一
、

二
時
間
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
教
会
へ

降
ろ
さ
れ
た
と
ぎ
に
意
見
を
述
べ
る

メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
ク
ラ
ー
ク
よ
り
の
来
状
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
は
甚
だ
不
同
意
で
あ
る
こ
と

治
の
精
神
を
失
う
こ
と
に
は
不
賛
成。

わ
が
自
由
を
失
っ
て
で
も
合
併
す
る
必
要
は
な
い
。
（
怜
3

ふ
1

7
)

朝、

英
学
校
賄
い
方
の
こ
と
に
つ
い
て
社
員
会
を
開
ぎ、

中
村
・

松
山
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
・

森
田
ら
と
協
議
す
る
。

賄
い

方
で
生
じ
た
赤
字
は
生
徒
よ
り
取
り
立
て
な
い
こ
と、

賄
い
方
の
監
督
は
今
後
社
員
が
引
ぎ
受
け
る
こ
と
を
決
め
る
。

コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ

ー
・
ロ
ソ
ド
ン
の
実
業
家
J
•

N
・
ハ

リ
ス
J
o
n
at
h
a
n

N•

H
a
rris

か
ら
理
化
学
校
設
立
の

資
金
が
寄
付
さ
れ
る、

と
の
ニ
ュ

ー
ス
が、

こ
の
日、

N
·

G
・

ク
ラ
ー
ク
か
ら
D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
に
送
ら
れ
る
。

朝、

白
藤
某
を
区
長
宅
に
案
内、

紹
介
す
る
。
〔
家
売
買
の
話
か
〕
（
怜
3

:

 51
9)
 

北
海
道
日
高、

赤
心
社
の
沢
茂
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

か
ね
て
頼
ん
で
い
た
伝
道
兼
聖
書
販
売
の
件、

東
京
築
地

の
英
国
聖
書
会
社
よ
り
依
頼
状
が
来
た
の
で
、

こ
の
月
よ
り
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
T826)

中
村
紅
造
よ
り
こ
の
日
付
で
若
松
中
学
設
立
の
書
類
を
送
っ
て
く
る
。

意
見
を
聞
き
た
い
と
の
こ
と。
(
T82
8)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
、

再
度、

高
崎
教
会
の
組
合
教
会
入
会
式
へ
の
出
席
を
請
い
、

そ
の
際、

(
E
 15
 :
 133)
 

（
ゆ3
:
51
6,
 D
1
:
 1252)
 

上
毛
伝
道
に

札
幌
盟
学
校
の
川
上
八
三
郎
よ
り
卒
業
論
文
の
賓
料
に
し
た
い
の
で
同
志
社
創
立
の
始
末
書
を
一

部
送
っ
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
く
る
。

□831
)

保
安
条
令
盆
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
）

に
よ
り
東
京
を
追
放
に
な
っ
た
新
井
奄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

上
州

伺
自
⇔
ア

426 



1888年

二
月
十
八
日

二
月
十
日

二
月
十
二
日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

二
月
二
十
一
日

二
月
二
十
二
日

木
正
起
が
宿
所
の
土
佐
堀
二
丁
目
岡
本
屋
に
来
訪、

一
、

二
の
有
志
者
に
面
会
す
る
よ
う
勧
め
る
の
で
、

先
約
の
大

午
前、

小
西
の
手
代、

三
木
正
起
に
会
う。
（
怜
1

:
 
1
9
9
)
 

（
怜
1

:
 
1
9
9
)
 

セ
ッ
ム
ル
コ
ト
を
許
ス
コ
ト
」
(

D
l

:

1
2
5
3
)

を
聞
く。
（
ゆ3

ふ
2
1
)

伺
「
白
藤
氏
ノ
創
設
セ
ン
ト
ス
ル
病
院
ヲ
同
志
社
二

属

に
帰
っ
て
い
る
こ
と、

小
室
・

沢
辺
紀
念
文
庫
に
つ
い
て
説
朋
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
の
月、

新
島
が
上
京
し

た
際、

横
浜
で
会
い
た
い
と
伝
え
て
く
る
。
(

r
s
3
2
)

高
松
葬
を
看
病
婦
学
校
お
よ
び
病
院
の
書
記
会
計
に
採
用
し
た
い
と
い
う
ベ

リ
ー
の
提
案
に
対
し、

中
村
栄
助
に
意
見

午
前
九
時
よ
り
新
島
宅
で
社
員
会
を
開
く。

日
内
外
よ
り
十
万
円
の
寄
付
を
集
め
る
こ
と

を
渡
米
さ
せ
る
こ
と、

補
佐
役
を
一

人
付
き
添
わ
せ
る
こ
と

福
士
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

京
都
よ
り
長
崎
ま
で
の
旅
行
の
様
子
を
詳
し
く
記
し、

明
日、

東
京
へ

帰
る、

る
。
(

r
8
3
5
)

相
楽
郡
上
狛
村
篤
志
者
の
招
き
で
新
島
公
義
が
奈
良
よ
り
出
席
し
て
演
説、

篤
志
者
は
専
門
学
校
へ
の
寄
付
を
即
決
す

る。

ま
た
一

月
以
来、

新
島
は
し
ば
し
ば
田
中
源
太
郎
を
訪
い
、

京
都
府
下
の
賛
成
者
の
募
集
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

同
志
社
の
前
途
に
つ
き
森
田
久
万
人
・

浮
田
和
民
·

加
藤
勇
次
郎
を
呼
び、

夕
方
よ
り
協
議
す
る
。
（
ゆ
3
:
 
5
2
2
)
 

大
阪
で
土
倉
庄
三
郎
と
会
い
、

募
金
の
た
め
渡
米
す
る
こ
と
に
つ
い
て
援
助
を
求
め
る
。

土
倉
は
こ
れ
を
承
諾、

専
門

学
校
寄
付
金
の
う
ち―――
千
円
を
渡
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（
怜
1

:
 
1
9
9
)
 

⇔
寄
付
募
集
の
た
め
新
島

と
伝
え

川
町
淀
屋
橋
南
詰
東
入
の
大
塚
磨
を
宮
川
経
輝
と
共
に
訪
れ、

同
志
社
へ
の
援
助
を
頼
ん
だ
の
ち、

三
木
宅
で
西
区
幸

427 



二
月

二
月
二
十
九
日

二
月
二
十
四
日

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
七
日

町
通
の
田
中
城
太
郎、

鳥
取
出
身
の
寺
島
武
太
郎
に
会
う。

両
氏
と
も
応
分
の
尽
力
を
約
束
す
る。
（
怜
1

:
 
1
9
9
)
 

同
志
社
の
英
語
神
学
生
一
名、
普
通
科
五
年
生
二
名
が
校
則
違
反
の
た
め
一
週
問
の
禁
足
処
分
を
受
け
る。
（
ゆ
1

心
9
6
)

原
六
郎
と
土
倉
富
子
の
結
婚
式
が
北
垣
知
事
の
媒
酌
に
よ
り、

京
都
中
村
楼
に
お
い
て
行
わ
れ、

新
島
が
そ
の
司
式
を

中
村
栄
助
に
手
紙
を
送
り、
「
白
藤
よ
り
未
夕
弥
自
己
之
名
義
（
同
志
社
ノ
名
義
ニ
ョ
ラ
ス
）

未
夕
確
答
無
之
候、

然
し
先
日
申
置
候
様
二
相
成
候
外、

別
二
良
工
夫
ハ
無
之
事
と
奉
存
候」
（
怜
3
:
 
5
2
2
)
 

社
員
加
入
届
を
新
島
代
理
・
加
藤
寿
名
義
で
府
庁
に
差
し
出
す。

新
た
に
社
員
と
な
っ
た
の
は
小
崎
弘
道
・
宮
川
経

山
本
覚
馬
宅
で
午
後
七
時
よ
り
社
員
会
が
開
か
れ、

新
島
も
出
席
す
る。

日
新
島
の
渡
米
に
際
し
て
金
森
が
同
行
す
る

⇔
渡
米
残
用
は
土
倉
庄
三
郎
よ
り
借
用
す
る、

等
を
決
定
す
る。
(
D
1
 :
 1
2
5
3
)

ニ
而
病
院
を
被
設
候
哉、

本
郷
金
助
町
講
義
所
の
伊
勢
時
雄
よ
り
来
信、

新
島
渡
米
に
際
し
て
随
行
者
は、

自
分
よ
り
金
森
が
適
当
で
あ
る
と
言

っ
て
く
る。
(
T840)

松
平
容
大
が
校
則
違
反
し
た
こ
と
に
つ
き、
こ
の
日、

始
末
忠
が
提
出
さ
れ
る。

ま
た
会
津
出
身
の
兼
子
常
五
郎
・
望

月
興
三
郎
ら
が
嘆
願
害
を
提
出
す
る。
(
rs42,

rs43)

組
合
会
両
会
聯
合
相
談
委
員
に
対
し
教
会
合
併
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る。

そ
の
中
で
「
此
ノ
一
挙
我
力
将
来

ノ
教
会
ノ
進
歩
如
何
二
大
関
係
を
有
ス
ヘ
キ」

も
の
で
あ
る
と
し、

輝
・
湯
浅
治
郎
・
大
沢
善
助
の
四
名。
（
怜
l

忍
9
8,

D37)
 

す
る。
（
曲
3
"
5
3
0,

�
1
0
 :
 3
3
1,
 

I
 

9
-
a
)
 

五
項
目
を
挙
げ
て
合
併
に
反
対、
「
今
回
ノ
聯
合

ニ
ョ
リ
他
日
各
会
力
自
治
ノ
権
利
ヲ
剣
脱
減
殺
セ
ラ
レ
此
ノ
自
由
ヲ
屈
ヶ
此
ノ
義
旗
ヲ
捲
ク
ニ
至
ラ
ハ
小
弟
ハ
他
ノ
方

向
が
取
か
餘
バ
穴
凡
此
ハ
自
曲
比
ハ
義
旗
い
芸
防
デ
共
「
ふ
い
ハ

ご

と
記
す。
（
怜3"
523)
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1888年

三
月
一

日

三
月
二
日

三
月
三
日

書
く。
（
ゆ
6
:
 3
2
1
)
 

こ
の
月、

大
隈
重
信
を
訪
問
す
る
。
(

J

6
1

"

1
8
)
 

岡
崎
高
厚
を
訪
問
し
て
専
門
学
校
の
募
金
に
つ
い
て
一

層
の
尽
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜
1

り

1
9
9
)

伊
東
熊
夫
に
手
紙
を
送
り、

綴
喜
•

紀
伊
二
郡
の
専
門
学
校
の
集
会
を
開
く
よ
う
要
請
す
る
。

新
島
公
義
に
発
信、
「
御
老
母
二

も
替
る
事
不
被
在
候
八
重
ハ

少
々
疲
労
セ
リ
小
生
ハ

少
し
宜
し

き
方
な
り
又
々
米
国

行
之
企
を
起
し
居
候、

是
レ
ハ

同
志
社
本
校
之
為
二

も
資
本
ヲ
募
ル
ノ
目
的
ナ
リ
」
（
怜
3

ら
2
9
)

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

資
料
を
送
る
か
ら
「
専
門
校
必
要
之
点
充
分
御
論
ツ

被
下
度
候」

と
依
頼
す
る
。
（
吟
3

ふ
3
0
)

こ
の
日
発
行
さ
れ
た
『
国
民
之
友
』

第
十
七
号
に

午
後
五
時
よ
り
山
本
覚
馬
宅
で
社
員
会
を
開
く。

日
新
島
の
病
気
を
心
配
す
る
ベ

リ
ー
は
じ
め
諸
宣
教
師
の
申
し
入
れ

を
受
け、

新
島
の
渡
米
を
中
止
す
る

⇔
社
友
を
募
り、

年
々

寄
付
金
を
募
集
す
る
こ
と、

ま
た
従
来
の
一

銭
講
を
拡

金
森
は
高
崎
教
会
加
入
式
へ
の
出
席
と
高
等
中
学
調
査
の
た
め
上
京
の
途
中、

山
城
丸
の
船
中
よ
り
新
島
宛
に
発
信、

宣
教
師
は
ポ
ー
ド
か
ら
五
万
ド
ル
を
得
る
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

高
等
中
学
校
を
設
置
す
る
に
は
十
五
な

い
し
二
十
万
ド
ル
は
必
要
で
あ
り、

そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
大
金
を
出
し
て
渡
米
す
る
必
要
は
な
い
、

と
述
べ
る
。

(
T827)
 

デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
ラ
ー
ネ
ッ
ド
連
名
で
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
日
本
で
の
募
金
計
画
に
つ
い
て
手
紙
を

松
平
容
大
の
校
則
違
反
処
分
に
つ

き
別
科
神
学
生
三
十
三
名
よ
り
嘆
願
書
が
出
さ
れ
る
。
（
廿
8
5
)

大
し
て
専
門
学
校
義
捐
金
募
集
に
尽
力
す
る
こ
と。
(

D
1
:

1
2
5
4
)
 

「
福
沢
諭
吉
君
と
新
島
襄
君」

が
掲
載
さ
れ
る
。

(

I

5

ー

a
)

夜、

金
森
・

浮
田
が
来
訪
す
る
。
〔
新
島
宅
で
教
員
会
か
〕
（
T827)
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一
月
六
日

三
月
四
日

三
月
五
日

徳
富
に
発
信、

明
治
専
門
学
校
の
記
事
の
大
略
を
送
っ

た
こ
と、

明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣、

同
志
社
設
立
の
始
末
等

は
今
回、

金
森
に
持
参
さ
せ
た
こ
と、

山
本
と
新
島
が
発
起
人
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も、

京
都
府
下
の
有
志
者
も
同

「
今
回
ハ

ク
ッ
テ
貴
兄
之
御
心
配
ヲ
労
ジ

吾
人
平
素
之
大
望
ヲ
貫
徹
致
度
候
間、

畢
生
ノ

御
尽
カ
ト
雄
文
ヲ
以
テ
天
下
志
士
之
心
ヲ
御
動
カ
ジ

被
下
度
奉
祈
候」

と
述
べ

る
。
（
怜
3
:
 
5
3
1
)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

確
固
た
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
を
作
り、

ま
た
学
生
を
引
ぎ
止
め
て
お

く
に
は

（
入
学
時
百
名
の
生
徒
が
卒
業
時
に
は
十
ー
十
五
名
に
な
る
）

よ
り
優
秀
な
教
師
を
雇
い、

よ
り
高
い
教
育
レ
ベ
ル
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

同
志
社
は
兵
役
免
除
も
な
く、

良
い
牛
徒
は
現
在
の
教
育
レ
ベ
ル
に
満
足
し
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
明
年
一

月
京
都
に
で
き
る
帝
国
大
学
に
対
抗
で
ぎ
な
い
。

良
い
教
師、

高
い
教
育
の
た
め
に
は
資
金
が

必
要
で
あ
る
が
、

国
内
で
は
多
く
を
望
め
な
い
の
で
、

二
名
の
代
表
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し、

寄
付
を
募
る
こ
と
が
社

員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ

き
返
事
を
い
た
だ
き
た
い
。

返
事
が
到
着
次
第、

代
表
を
派
遣
し、

健
康
が
許
せ
ば

三
池
集
治
監
佐
藤
某、

同
志
社
女
学
校
に
入
学
す
る
娘
を
連
れ
て
、

こ
の
日、

来
訪
す
る
。
(
rl
61
6)

大
阪
の
三
木
正
起
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

書
類
五
十
部
を
受
け
取
っ

た
旨
の
連
絡
が
来
る
。
(

T
8
4
7
)

京
都
よ
り
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
発
信、

教
会
の
近
況
や
先
週
行
わ
れ
た
原
六
郎
の
結
婚
式
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
書
く。

J
.

C
・
ベ

リ
）
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

皆
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
向
こ
う＿―-
力
月
休
み、

療
旋
し
て
ほ
し
い
、

と

書
い
て
く
る
。
(
r
2600)

原
田
助
来
訪、

イ
ェ

ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
を
報
告
す
る
。
(

J

1
5
 :
 62)
 

（
ゆ
6
:
3
26)
 

新
島
が
そ
の
一

人
に
な
る、

と
述
べ

る
。
（
怜
6
:
3
22)
 

様
に
心
配
し
て
い
る
こ

と
を
記
し、
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1888年

三
月
七
日

三
月
九
日

三
月
十
日

月
八
日

『
東
雲
新
聞
』

は

5
3

4
)
 

神
戸
よ
り
夕
方
帰
宅
す
る
。
（
怜
3

:
 
5
3

4
)
 

ホ
ー
レ
ソ

其
人
ナ
レ
バ
」

高
崎
教
会、

組
合
教
会
に
加
入
す
る
。
(
T
840)

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

大
学
募
金
に
関
し、

七
万
円
募
集
は
十
七
年
頃
の
こ
と
で
あ
り、

現
在
で
は
少
な
く
と
も
十
万

円
を
募
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
記
す。

更
に
「
小
生
一

月
以
来
心
臓
之
加
減
宜
シ
カ
ラ
ス
、

ベ
レ
ー
医
師
ハ

予

之
米
国
行
ハ

予
自
殺
ノ
策
ナ
リ
ト
被
申
相
拒
ミ

呉
レ
候
得
共
今
回
生
死
二

関
ハ

ラ
ス
是
非
一

撃
ヲ
試
ミ
度
存
居
候、

何

レ
出
発
ハ

六
月
中
力
七
月
早
々
タ
ル
ヘ
シ
ト
存
候」

と
記
す。
（
怜
3

:
 
5
3
3
)
 

て
く
る
。
(
T849)

土
倉
庄
三
郎
と
神
戸
に
行
き、

布
引
の
川
崎
正
蔵
の
別
荘
に
滞
在
中
の
井
上
馨
に
面
会、

専
門
学
校
へ
の
協
力
を
依
頼

す
る
。

井
上
よ
り
四
月
に
京
都
へ

行
く
の
で
、

そ
の
際
ゆ
っ

く
り
面
談
す
る
と
の
約
束
を
得
る
。
（
怜
1

:
 2
00)
 

新
島
よ
り
米
国
行
き
の
決
心
を
聞
い
た
徳
富
か
ら
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
募
金
の
た
め
井
上
馨
・

陸
奥
宗
光
・

青
木

周
蔵
・

大
隈
重
信
ら
の
有
力
者
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と、

と
く
に
和
歌
山
に
帰
省
中
の
陸
奥
は
「
我
邦
ノ
チ
ャ
ン

一

度
面
会
し
て
依
頼
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。
(
T850)

中
村
栄
助
に
発
信、
「
小
生
ハ

テ
ー
ロ
ル
ノ

命
ニ
ョ
リ
当
分
ニ
ヶ
月
程
ハ
ア
マ

リ
外
出
不
相
成
候」

と
記
す。

「
当
地
の
同
志
社
ハ

近
々
の
内
高
等
中
学
校
相
当
の
位
置
に
進
め
ら
る
4
と
の
こ
と
な
り
又
た
明
治

専
門
学
校
ハ

来
る
二
十
三
年
一

月
を
以
て
創
立
す
る
や
の
唸
あ
り」

と
報
ず
る
。

(

I

9
|
b)
 

原
六
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

在
京
中
の
礼
を
述
べ
、

大
阪
に
行
く。
（
怜
3

:
 
5
3

4
)
 

（
怜
3

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
夫
人
に
送
っ
た
品
物
の
代
価
を
問
い
合
わ
せ
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三
月
十
一

日

三
月
十
三
日

三
月
十
四
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
日

月
十
六
日

ハ

ー
デ
ィ

夫
人、

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
各
手
紙
を

受
け

取
る
。

ハ
ー
デ
ィ

夫
人
よ

り
は
故
ハ
ー
デ
ィ

氏
の
「
遺
志
ノ

に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
す
る
。
(

T
8
5
4
)

金
森
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

東
京
の
五
大
新
聞
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
ぎ、

同
志
社
将
来
の
目
的
お
よ
び
専
門
校
に

つ
い
て
応
援
を
依
頼
し
て
は
如
何
と、

徳
富
よ
り
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と、

開
催
の
是
非
に
つ
い
て
新
島
の
意
見
を
伺

う
。
(

T
8
5
3
)

夕
方、

中
村
栄
助
を
招
き、

専
門
学
校
集
会
に
つ

ぎ
相
談
す
る
。
（
怜
3
:
 
5
3
5
)
 

ロ
ソ
ド
ン
の
モ
ー
ト
ン
に
、

同
志
社
へ
の
寄
付
を
要
請
す
る
。
（
怜
5
"
2
0
4
)

(
I
 5
|
b
)
 

金
森、

在
京
五
大
新
聞
（
毎
日
・

報
知
•

朝
野
・

時
事
・

日
報
）

の
記
者
に
面
会
し、

同
志
社
の
拡
張、

大
学
の
設
立

wi
ll

ノ
贈
物」

を、

ベ

イ
カ
ー
夫
人
よ
り
は
日
本
伝
道
の
た
め
三
百
ド
ル
を
送
る
旨
通
知
さ
れ
る
。

な
お、

ベ

イ
カ
ー

夫
人
の
寄
付
金
は
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
を
通
じ
て
送
ら
れ
る
。
（
怜
5

話
0
5
)

陸
奥
宗
光
が
和
歌
山
・

伊
勢
旅
行
の
帰
り
に
京
都
に
立
ち
寄
り、

新
島
を
訪
問
す
る
。

陸
奥
に
大
学
の
こ
と
を
話
し
て

賛
成
を
求
め、

尽
力
を
願
っ

た
と
こ
ろ、

五
百
円
の
寄
付
を
約
束
す
る
。
（
怜
1
"
2
0
()
)

＊

徳
富
宛
書
簡
中
に
「
過
日
陸
奥
氏
京
都
迄
態
々
参
リ
呉
殆
半
日
間
話
シ
呉
候、

其
節
幸
二
専
門
校
募
集
之
義
折
入
而
相
頼
申
候

〔
熟〕

処
承
諾
致
し
呉
候
様、

且
井
上
伯
京
都
二
来
ラ
ハ
再
会
ノ
上
熱
談
ス
ヘ
キ
旨
被
申
候」

と
あ
る。
（
ゆ3

ぶi
4
7
)

京
都
区
部
の
理
事
委
員
を
京
都
〔
仮
〕

倶
楽
部
に
召
集
し
て
専
門
学
校
募
金
の
方
法
に
つ

き
相
談
す
る
。

現
在
の
委
員

に
な
お
数
名
の
委
員
を
加
え、

各
自
手
分
け
し
て
広
く
区
内
の
財
産
家
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
計
画
す
る
。
（
怜
1

心00,

『
国
民
之
友
』

第
十
八
号
時
事
欄
に
「
私
立
大
学」

の
ク
イ
ト
ル
で
新
島
の
明
治
専
門
学
校
設
立
計
画
を
紹
介
す
る
。

432 



1888年

三
月
二
十
一

日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
四
日

協
議
し
た
い
旨
を
通
知
す
る
。
（
怜
l

心
0
7
)

怜
3
:
 5
3
7
)
 

こ
の
夜、

東
京
の
有
力
新
聞
・

雑
誌
の
代
表
者
十
一

名
（
日
報
・

報
知
•

朝
野
・

毎
日
・

時
事
・

公
論
・

教
育
報
知
・

教
育
時
論
・

学
海
ノ
指
針
•

国
民
之
友
）

を
富
士
見
軒
に
招
待
し
て
懇
親
会
を
開
く。

同
志
社
側
よ
り
金
森
・

小
崎
ら

が
出
席。

金
森
よ
り
同
志
社
の
現
状、

将
来
の
目
的
等
を
演
説、

専
門
学
校
設
立
に
つ
い
て
の
協
力
を
求
め
る
。

福
士
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

こ
の
日
東
京
を
発
っ
て
札
幌
に
帰
る
と
の
こ
と。
(
T85
8)

徳
富
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

昨
夜
の
金
森
の
演
説
の
大
意
お
よ
び
同
志
社
設
立
の
始
末、

専
門
学
校
設
立
の
趣
意
の

概
略
を、

『
国
民
之
友
』

の
付
録
（
四
月
六
日
号
）

と
し
て
刊
行
し
て
は
如
何
と
勧
め
る
。
(
T862)

宮
川
経
輝
よ
り
こ
の
日
付
で
、

四
月
三
日
に
大
阪
教
会
新
会
堂
の
奉
堂
式
を
行
う
の
で
、

説
教
を
し
て
ほ
し
い
と
要
請

し
て
く
る
。
(
T
861)

新
島
・

山
本
連
名
で
北
垣
知
事
・

竹
村
藤
兵
衛
下
京
区
長
·

杉
浦
利
貞
上
京
区
長
ら
十
七
名
に
、

去
る一
二
月
二
十
日
集

会
の
決
議
に
よ
る
案
内
状
を
出
し、

来
る
二
十
七
日
午
後
四
時、

京
都
仮
倶
楽
部
に
お
い
て
明
治
専
門
学
校
に
つ
い
て

市
街
地
に
お
い
て
牛
豚
の
飼
育
を
禁
止
す
る
内
務
省
の
布
達
に
対
し、

牛
乳
を
必
要
と
す
る
外
国
人
宣
教
師
の
た
め、

牛
小
屋
を
検
査
の
う
え
乳
牛
飼
育
を
許
可
し
て
ほ
し
い
旨、

新
島
よ
り
府
庁
に
願
い
出
る
。
〔
後
日
不
許
可
〕
（
J:
281,

1:
282)
 

徳
富
よ
り、

大
学
設
立
運
動
を
「
プ
ロ
ウ
ヰ
ン
ツ
ア
ル
ニ

あ
ら
す
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ニ

致
度」

校
名
も
「
明
治
専
門
学

校
ノ
名
ョ
リ
モ
一

層
明
快
二

同
志
社
大
学
と
致
候
方
可
然
：
；
…
同
志
社
ノ
名
天
下
二

高
ク
之
ヲ
以
テ
大
学
二

冠
ス
ル
万

1
"
zoo,
 
rs6o,
 
rs62)

（
怜
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月
二
十
七
日

月
二
十
六
日

三
月
二
十
五
日

北
垣
知
事
に
手
紙
を
書
ぎ、

重
ね
て
専
門
学
校
の
た
め
尽
力
を
依
頼
す
る
。

「
本
日
御
配
慮
二

可
預
専
門
校
寄
付
金
約

紹
介
で
採
用
し
た
こ
と
を
通
知
し
て
く
る
。
(

T
8
6
5
)

両
人
に
勧
め
て
も
ら
う。
（
ゆ
3

ふ
4
6
)

人
ノ
満
足
ス
ル
所
と
存
候」

と
こ
の
日
付
の
手
紙
で
述
べ
て
く
る
。
(

T
8
6
4
)

朝
野
新
聞
が
明
治
専
門
学
校
の
募
金
に
つ
ぎ
記
事
を
掲
載
す
る
。

た
だ
し
募
金
額
は
七
万
円
と
書
く。
（
怜
3
"
5
4
4
)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
〔
福
岡
教
会
の
〕

大
神
範
造
の
永
眠
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(

""f
8
6
3
)

北
垣
知
事
に
一

書
を
送
り、

今
夕
も
う
一

度
面
会
し
て、

専
門
学
校
の
こ
と
に
つ
き
一
、

二
追
加
し
て
相
談
し
た
い
こ

と、

あ
わ
せ
て
英
学
校
の
由
来
一

通
を
届
け
る
の
で
、

読
ん
で
ほ
し
い
と
伝
え
る
。
（
怜3

ら
4
2
)

更
に
過
日、

陸
奥
宗
光
が
来
訪
し
た
際、

専
門
校
へ
の
援
助
を
依
頼
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
3

ふ
4
3
)

北
垣
知
事
来
訪、

明
日
の
集
会
に
つ
き
相
談
す
る
。

新
島
よ
り
尾
越
・

森
本
両
害
記
官
の
出
席
を
も
希
望、

北
垣
よ
り

石
黒
福
井
県
知
事
よ
り
こ
の
日
付
で
、

か
ね
て
依
頼
し
て
い
た
中
学
校
の
外
国
人
教
師
の
雇
い
入
れ
は
、

渡
辺
洪
基
の

束
高
ハ

九
千
二
百
六
拾
円
五
拾
銭
ニ
シ
テ
入
金
ハ

僅
二

壱
千
二
百
九
拾
七
円
五
拾
銭
ノ
ミ
ニ

有
之、

前
途
甚
悠
々
之
歎

ナ
キ
能
ハ
サ
ル
モ
、

此
レ
モ
亦
信
仰
ノ
仕
事
二

有
之
決
而
落
胆
ハ

不
仕・・・・・・」

と
述
べ
る
。
（
怜3

ら
4
6
)

京
都
仮
倶
楽
部
に
お
い
て
明
治
専
門
学
校
の
相
談
会
を
開
く。

出
席
者
十
九
名、

午
後
六
時
頃
よ
り
協
議
を
始
め、

次

の
こ
と
を
決
め
る
。

日
出
席
者
全
員
が
理
事
委
員
と
な
り、

募
金
に
尽
力
す
る
こ
と

⇔
理
事
委
員
は
分
担
し
て
袈
成

家
を
募
り、

か
つ
両
区
長
は
次
回
の
集
会
ま
で
に
府
下
有
志
者、

財
産
家
の
姓
名
を
調
べ
る
こ
と

伺
京
都
府
区
部
に

お
い
て
三
万
円
を
募
集
す
る
こ
と

四
次
回
は
四
月
五
日
午
後
六
時
に
集
ま
る
こ
と。

ま
た、

こ
の
集
会
で
新
島
の
米

徳
富
に
発
信、

先
日
の
東
京
五
大
新
聞
・

雑
誌
社
代
表
の
会
合、

お
よ
び
『
国
民
之
友
』

付
録
記
事
に
つ
彦
礼
を
述
べ
、
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1888年

三
月
二
十
九
日

四
月
二
日

四
月
三
日

月
二
十
八
日

国
で
の
募
金
計
画
が
発
表
さ
れ
る。

更
に
北
垣
知
事
よ
り一
二
百
円
寄
付
す
る
こ
と
が
表
朋
せ
ら
れ、

寄
付
金
募
媒
簿
に

記
載
さ
れ
る
。
（
ゆ
1
"
2
0
8,

1i!:3
 :
 54
0
)
 

熊
本
の
海
老
名
弾
正
に
手
紙
を
送
り
「
貴
兄
御
企
之
私
学
校
皇
張
ノ
為
…
…
五
十
円」

を
送
る。
（
怜3

ら
4
5
)

北
垣
知
事
よ
り
中
村
栄
助
を
通
じ
専
門
校
寄
付
金一
二
百
円
を
渡
さ
れ
る。
（
怜
1

忍
1
2
)

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

陸
奥
宗
光
に
彼
が
米
国
に
赴
任
す
る
前
に

五
万
円
ノ
エ
風
致
シ
呉
卜
折
入
テ
」

頼
ん
で
お
い
た
の
で、

徳
富
か
ら
も
十
分、

陸
奥
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
頼
む。

綴
喜
郡
の
喜
多
川
孝
経
・

奥
繁
三
郎
・

田
宮
勇
・

伊
東
熊
夫
の
四
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
状
を
出
し、

専
門
学
校
の
た
め

集
会
を
開
く
よ
う
頼
む。
〔――-
+
•

三
十
一

日
付
で
発
信
か
〕
（
怜
1
"
2
1
2,

il!3

ふ
4
8,

r
8
6
7
)

春、

愛
媛
県
卯
之
町
の
末
光
類
太
郎
・

末
光
平
十
郎
・

清
水
伴
三
郎
・

清
水
徳
太
郎
・

古
谷
久
網
ら
東
京
遊
学
を
志
し、

上
京
の
途
次、

京
都
東
洞
院
の
湯
浅
旅
館
に
一

泊、

旅
館
の
主
人
よ
り
同
志
社
の
こ
と
を
聞
ぎ
新
島
に
面
会、

東
京
遊

学
を
断
念
し
て、

同
志
社
に
入
学
す
る
。

(

J

8
 :
 30,
 
J
 

103
 : 39)
 

*
(
H
Z
:
 8
4
2
)

で
は
明
治
十
九
年
三
月
の
こ
と
と
し
て
い
る。

徳
富
猪
一

郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
設
立
に
つ
き
新
島
に
代
わ
っ
て
陸
奥
宗
光
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
を
承
諾

す
る
。

更
に
「
東
京
到
る
処
同
志
社
大
学
の
評
判
ア
リ
…
…
一

刻
寸
時
モ
速
二

御
上
京」

し
て
運
動
す
る
よ
う
に
勧
め

る。

ま
た
徳
富
は
金
森
に
も
発
信、
「
同
志
社
の
評
判
到
ル
所
ニ
ア
リ」
「
一

呼
吸
ッ
カ
ス
…
…
折
角
生
ッ
タ
ル
蒸
気
ヲ

冷
し
度
ナ
キ
事」

と
思
う
の
で
早
々
に
新
島
を
上
京
さ
せ
る
よ
う
促
す。
(

T
8
6
8
)

徳
富、

陸
奥
と
の
会
談
の
結
果
を
電
報
で
知
ら
せ
て
く
る。
(

T
8
7
0
)

（
怜
3
:
 
5
4
7
)
 

「
東
京
二

於
テ
井
上
伯
と
協
議
ノ
上
専
門
校
ノ
為
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四
月
七
日

四
月
六
日

四
月
五
日

四
月
四
日

北
垣
知
事
に
面
会
し、

大
会
開
催
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
怜
1

心
1
7
)

『
国
民
之
友
』

第
十
九
号
が
刊
行
さ
れ、

論
説
「
人
民
の
手
に
依
り
て
成
立
す
る
大
学」

お
よ
び
付
録
特
別
寄
書
に
金

森
通
倫
「
同
志
社
の
規
模
及
其
目
的」

が
掲
載
さ
れ
る
。

(

I

5
|c)
 

奈
良
伝
道
中
の
新
島
公
義
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
が
大
学
募
金
の
た
め
渡
米
す
る
こ
と
は
「
蓋
シ
生
死
ニ
モ
関

ス
ベ
キ
乎
…
…
命
チ
ヲ
失
ハ

ネ
バ

専
門
大
学
ハ

出
来
ヌ
モ
ノ
カ
、

又
命
ヲ
失
ハ
バ

果
ッ
テ
廿
三
年
二

出
来
ベ
キ
カ
サ
程

ニ

急
速
ニ
ス
ベ
キ
モ
ノ
カ
…
…
今
ハ

太
平
洋
二

命
ヲ
投
ズ
ル
ノ
秋
二

非
ズ
」

と
ア
メ
リ
カ
行
き
に
反
対
し
て
く
る
。

(
T872)
 

明
治
専
門
学
校
調
査
委
員
が、

午
後、

織
殿
に
集
ま
り、

京
都
府
下
の
寄
付
を
勧
誘
す
べ

き
人
々
の
姓
名
・

人
員
を
調

べ
る
。

北
垣
知
事
も
こ
の
会
に
出
席、

激
励
す
る
。

な
お、

大
集
会
の
日
時
は
十
二
日
午
後
三
時
と
し、

場
所
は
知
恩

院
山
内
の
大
広
間
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
す
る
。
（
怜
1

g
1
7
)

こ
の
朝、

富
田
鉄
之
助
は
井
上
顧
問
官
を
訪
問
し
て
新
島
の
学
校
に
つ
い
て
内
話
す
る
。
(

J

90
 :
 266)
 

開
く
こ
と、

を
定
め
る
。
（
怜
1

心
1
5
)

高
は
五
百
円
よ
り
十
円
ま
で
十
三
段
階
に
分
け
る
こ
と

京
都
府
下
有
志
者
に
五
日
に
開
か
れ
る
明
治
専
門
学
校
集
会
の
案
内
状
を
出
す。
（
ゆ
竺
549)

伺
寄
付
金

徳
富
猪
一

郎
よ
り、

陸
奥
宗
光
と
の
会
談
が
上
首
尾
に
運
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て、

そ
の
詳
細
を
こ
の
日
付
で
知
ら
せ
て

く
る
。
(
T870)

明
治
専
門
学
校
開
設
に
関
し
京
都
仮
倶
楽
部
に
お
い
て
午
後
六
時
よ
り
会
合
を
開
く。

参
会
者
十
七
名。

H
三
年
間
で

三
万
円
募
集
す
る
こ
と

⇔
納
金
は
第
一
、

第
百
十
一
、

商
工
銀
行
の
三
銀
行
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と

四
七
人
の
調
査
委
員
を
選
び、

そ
の
調
査
に
甚
づ
き
大
会
を
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1888年

四
月
十
一

日

四
月
十
日

四
月
九
日

四
月
八
日

訴
え
る
。

知
恩
院
側
は

為
二

相
計
可
申
候
間
御
臨
席
被
下
度
奉
希
望
也」
（
怜3

ら
5
4
)

知
恩
院
で
明
治
専
門
学
校
の
集
会
を
開
く
こ
と
に
つ

き、

午
後
六
時
よ
り
河
原
町
三
条
上
ル
京
蔀
仮
倶
楽
部
に
お
い
て

委
員
の
相
談
会
を
開
き、

役
割
分
担、

特
別
招
待
者
な
ど
を
決
め
る
。
（
怜
1

:
 
2
1
7,
 

�3
り

5
5
1
)

午
前
十
時、

知
恩
院
借
用
の
相
談
が
ま
と
ま
っ
た
旨、

内
貴
甚一一一
郎
よ
り
連
絡
が
あ
る
。
（
ゆ
1

誌
2
1
)

新
井
奄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

専
門
学
校
に
対
す
る
援
助、

紀
念
文
庫
お
よ
び
自
分
に
ま
つ
わ
る
風
聞
な
ど
に
つ
い

て
記
す。
(
T873)

医
師
十
五
名
を
理
事
委
員
に
加
え
る
。

大
沢
敬
之
に
理
事
委
員
を
委
嘱
す
る
。

ま
た
郡
部
常
置
委
員
五
名
お
よ
び
大
会

開
催
を
知
ら
な
い
有
志
者
十
名
に
特
別
招
待
状
を
出
す。
（
怜
1

:
 
2
2
2
)
 

望
月
興
三
郎
よ
り、

知
恩
院
で
配
布
す
る
予
定
の
印
刷
物
は
当
日
で
な
い
と
で
き
な
い
の
で
、

直
接
会
場
へ

届
け
た
い
、

と
伝
え
て
く
る
。
(
r874)

而
御
出
席
被
下
度
候、

又
明
十
二
日
午
後
一

時
ヲ
期
し
知
恩
院
山
内

浄
土
宗
信
徒
数
十
名
が
知
恩
院
へ

行
ぎ、

大
坐
敷
ナ
リ

キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
設
立
す
る
た
め
の
集
会
に
場
所
を
貸
す
こ
と
に
反
対
し、

執
事
に
そ
の
取
り
消
し
を
要
求
す
る
。

彼
ら
は
ま
た
寺
町
四
条
下
ル

浄
教
寺
で
会
合
を
開
い
て
い
た
各
宗
管
長
ら
に
も

「
…
…
如
何
に
も
明
日
席
を
貸
す
は
不
都
合
な
り
然
れ
ど
も
府
知
事
の
依
頼
止
を
得
ず
且
既
に

明
日
の
集
会
に
付
て
は
先
方
に
も
夫
々

準
備
を
為
し
た
る
な
れ
ば
今
に
及
ん
で
俄
に
之
を
断
れ
ば
必
ず
先
方
に
も
狼
狽

す
る
事
な
ら
ん
仏
門
の
徳
義
に
対
し
て
も
忍
び
ざ
る
訳
な
り
…
…」

と
説
得
す
る
。

ま
た
僧
侶
・

信
徒
代
表
ら
は
北
垣

知
事
の
私
邸
に
行
き、

今
回
の
貸
席
が
知
事
の
紹
介
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
詰
問
し、

怨
み
言
を
述
べ
て
帰
る
。

同
志
社
教
員
に
手
紙
を
送
り
「
此
度
之
教
員
会
ニ
ハ

何
卒
副
校
長
二
名

外
人
壱
名、

内
国
人
壱
名

（
怜

御
投
票
之
御
心
組
ニ

一

於
而
大
集
会
ヲ

催
し
専
門
校
之
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四
月
十
六
日

四
月
十
二
日

四
月
十
三
日

四
月
十
四
日

四
月
十
七
日

夜
八
時
半、

横
浜
着、

和
田
彦
に
入
る
。
（
怜
5
:
2
9
9
)
 

る
。
（
怜
1

心
2
7
)

垣
知
事
も
賛
成
の
演
説
を
行
い
、

午
後
五
時
半
散
会
す
る
。

明
治
専
門
学
校
設
立
に
つ

ぎ、

午
後
三
時
よ
り
知
恩
院
に
お
い
て
大
集
会
を
催
す。

理
事
委
員
・

北
垣
知
事
・

府
会
議

員
・

両
区
長
・

府
内
有
志
家
ら
六
百
五
十
人
が
出
席
す
る
。

新
島
は
こ
の
席
で
「
私
立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意、

京

都
府
民
二

告
ク
」

と
題
し
て
演
説
し、

広
く
協
力
を
求
め
る
。

浮
田
和
民
・

金
森
通
倫
も
旨
趣
を
分
担
し
て
演
説、

北

新
島
は
演
説
中、

明
治
十
七
年
以
来、

大
学
資
金
と
し
て
七
万
円
を
要
す
る
と
言
っ
て
ぎ
た
が
、

今
は
少
な
く
と
も
十

万
円
以
上
を
要
す
る、

と
述
べ
る
。
（
怜
1
:
 1
2
3,
 
2
2
7,
 

3t
5
 :
 4
1
5,
 
I
 

5
|
d
)

夜、

京
都
仮
倶
楽
部
に
お
い
て
明
治
専
門
学
校
設
立
の
相
談
会
を
開
く。

理
事
委
員
に
就
任
を
承
諾
し
た
人
々
が
数
十

人
に
上
り、

事
務
上
か
え
っ
て
不
都
合
な
の
で
、

高
木
文
平
・

内
貴
甚
三
郎
・

青
山
長
祐
・

大
沢
敬
之
・

中
井
三
郎
兵

衛
•

吉
川
吉
兵
衛
・

雨
森
菊
太
郎
の
七
名
を
理
事
委
員
と
し、

専
任
理
事
と
協
議
し
て
事
務
を
分
担
す
る
こ
と
に
決
め

中
外
電
報
社
の
雨
森
菊
太
郎
に
害
面
で
明
治
専
門
学
校
へ
の
賛
助
を
求
め
る
。
（
曲
3

ふ
5
6
)

J
.

C
・
ベ

リ
ー
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

乗
馬
な
ど
の
軽
い
運
動
を
し
た
方
が
良
い
と
勧
め
て
く
る
。
(

r
2
6
0
5
)

京
都
を
出
発、

神
戸
よ
り
相
模
丸
に
乗
り、

横
浜
に
向
か
う。
（
怜
1

心
2
8,

�
5
 :
 2
9
9,
 
4
1
5
)
 

中
村
栄
助
に
発
信、

二
十
二
日
に
綴
喜
郡
田
辺
で
専
門
学
校
の
集
会
を
開
く
予
定
で
あ
る
が
、

前
日
の
土
曜
日
よ
り
何

人
か
を
脈
遣
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
。
（
怜
3
:
5
5
8
)
 

徳
富
に
宛
て
横
浜
に
到
着
し
た
こ
と、

明
朝
上
京
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
3

羞
5
8
)

1
 :
 2
2
4
)
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1888年

四
月
十
九
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
一

日

四
月
二
十
二
日

四
月
十
八
日

ァ
ッ
カ
ラ
ス
、

甚
解
シ
難
キ
理
由
ナ
リ
」
（
や
5

羞
00)

平
と
の
面
会
の
斡
旋
を
頼
む。
（
ゆ
5

羞
00)

早
朝、

原
六
郎
に
発
信、

一

番
の
汽
車
で
上
京
し
湯
浅
治
郎
・

陸
奥
宗
光
・

富
田
鉄
之
助
を
順
次
訪
問、

九
時
す
ぎ
再

び
陸
奥
を
訪
ね、

た
だ
ち
に
〔
井
上
啓〕

伯
爵
邸
を
訪
問、

挨
拶
す
る
。

そ
れ
よ
り
湯
浅
宅
へ

行
き、

徳
富
ら
に
面
会、

中
村
栄
助
に

発
信、

会
を
開
く
に
及
ハ

す、

尤
必
要
な
る
時
を
見
テ
御
催
し
被
下
…
…」

と
伝
え
る
。
（
吟
3

:
 
5
5
9
)
 

『
東
雲
新
聞
』

七
十
四
号
紙
上
に
明
治
専
門
学
校
に
つ
い
て
の
論
説
が
出
る
。
「
吾
人
ガ
私
立
学
校
ヲ
摺
助
ス
ル
所
以
ノ

モ
ノ
ハ

…
…
政
府
偏
傾
ノ
教
育
ハ

遂
二

日
本
社
会
ノ

智
徳
ヲ
全
備
ス
ル
ニ

足
ラ
ズ
且
ツ
教
育
ノ
事
ハ

政
府
ノ
党
派
心
畏

憚
心
ニ
―

任
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
」

た
め
で
あ
る
。

し
か
し
明
治
専
門
学
校
が

ナ
レ
バ

…
…
基
瞥
教
ノ
道
場
ト
ナ
サ
ズ
各
種
ノ
主
義
ヲ
此
ノ
専
門
校
中
二

格
闘
セ
ッ
メ
」

(

I
 9
|
C
)
 

「
昨
日
海
上
二

而
相
認
候
害
中
二

専
任
理
事
之
集
会
井
晩
餐
等
之
事
申
上
候
得
共
…
…
無
理
二

集

「
明
治
専
門
学
校
ノ
寄
付
金
ハ

…
…
広
ク
世
問
ノ
有
志
者
二

募
集
ス
ル
モ
ノ

ひ

さ

湯
浅
の
斡
旋
に
よ
り
麻
布
仲
之
町
二
十
番
地
の
粟
津
寿
方
の
二
階
を
借
り
受
け、

止
宿
す
る
。
（
怜
5

:
 3
00)
 

ベ
ル
ツ
の
診
断
を
受
け
る
た
め
森
有
礼
を
訪
問、

紹
介
を
頼
む。
（
曲
5

羞
00)

陸
奥
宗
光
を
訪
問、

そ
こ
で
児
玉
仲
児
•

長
坂
長
輔
・

後
藤
象
二

郎
ら
政
界
人
に
会
う。

陸
奥
に
朝
日
新
聞
の
村
山
竜

橋
本
網
常
陸
軍
軍
医
〔
総
監
〕

の
診
察
を
受
け
る
。

る
べ

き
で
あ
る、

と
論
ず
る
。

午
後
二
時、

鳥
居
坂
の
井
上
伯
爵
邸
で
明
治
専
門
学
校
設
立
に
関
す
る
会
合
が
開
か
れ、

井
上
は
じ
め
青
木
周
蔵
・

陸

な
い
か
に
つ
い
て
の
杞
憂
を
表
明

す
る
。

そ
の
夜
は
榎
坂
の
徳
富
方
に
泊
ま
る
。
（
怜
5

:
 
2
9
9
)
 

「
診
甚
悪
シ
、

胃
二

水
気
多
ッ
、

診
ノ
悪
キ
割
二

身
体
ノ
挙
動
ハ

「
基
督
教
弘
通
ノ
一

手
段」

と
な
り
は
し
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四
月
二
十
九
日

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
三
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
五
日

奥
宗
光
・

沖
守
固
•

野
村
靖
・

渋
沢
栄
一
•

原
六
郎
・

益
田
孝
ら
が
出
席
す
る
。

質
疑
応
答
を
続
け
る
う
ち、

新
島
は

脳
貧
血
を
起
こ
し
て
席
を
退
き、

橋
本
軍
医
の
手
当
て
を
受
け
た
の
ち、

馬
車
で
粟
津
方
に
帰
る。

富
田
鉄
之
助
が
見

舞
い
に
来
る
。
（
怜3
"
5
85,

�5
 :
 300,
 41
5,
 D
2
6
 :
 2,
 22,
 24,
 
J
 23
 :
 90,
 
J
 90
 :2
66)
 

金
森
と
新
島
公
義
は
綴
喜
郡
薪
村
で
開
か
れ
た
懇
親
会
に
出
席
し
、
明
治
専
門
学
校
に
つ
い
て
演
説
す
る
。
奥
繁一
二
郎
・

喜
多
川
孝
経
の
両
名
は
種
々
尽
力
し、

募
金
も
引
き
受
け
る
。

賛
成
者
が
多
数
出
る
。
（
曲
l

誌28)

ベ
ル
ツ
、

難
波
一

両
医
師
の
来
診
を
受
け
る
。

夜、

難
波
医
師
の
弟
子
長
岡
徳
之
丞
が
来
て
手
当
て
を
す
る
。

な
お
難

波
医
師
は
、

以
後
五
月
四
日
ま
で、

毎
日
来
診
す
る
。
（
ゆ3

ふ86,

fr!:5

羞01)

富
田
鉄
之
助
が
見
舞
い
に
来
る
。

同
氏、

夜
再
び
見
舞
い
に
来
る
が、

会
わ
ず
に
帰
る
。

夕
方
よ
り
快
方
に
向
か
う。

病
気
療
養
中
に
つ
き
徳
富
を
井
上
邸
に
訪
問
さ
せ、

先
日
の
会
合
の
模
様
を
伺
わ
せ
る
。

こ
れ
に
対
し
井
上
よ
り――一
万

円
の
寄
付
を
引
き
受
け
る
旨
の
伝
言
を
伝
え
る
。
（
怜
5

羞
02)

こ
の
日
一

日
の
尿
を
採
取
し、

芝
区
西
ノ
久
保
巴
町
の
難
波
医
師
に
届
け
る
。
（
怜
5
:
 302)
 

京
都
の
夫
人
お
よ
び
中
村
栄
助
よ
り
来
信、

そ
れ
に
対
す
る
返
書
を
出
す。
（
ゆ
5

心02)

午
前
中
に
井
上
・

益
田、

午
後
に
陸
奥
が
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
い
に
訪
れ
る
。

内
務
参
事
官
長
田
娃
太
郎
が
子
息
の
入
学
の

こ
と
に
つ
い
て
来
訪
す
る
。

ま
た
東
華
学
校
の
市
原
盛
宏
が
上
京
し
て
く
る
。
（
曲
？
302)

午
前、

橋
本
軍
医
が
来
診。

つ
き
相
談
に
来
る
。

吉
凩
都
の
夫
人
・

中
村
栄
助
・

金
森
通
倫
•

松
山
高
吉
よ
り
来
信。
（
怜
5

"

3
0
3,

J
 
9
0

"

2
6
6
)
 

(

J
 90
:
 266)
 

「
胃
ョ
ロ
ッ
カ
ラ
ス
」

午
後、

富
田
鉄
之
助
・

市
原
盛
宏
の
二
人
が
東
華
学
校
の
こ
と
に
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1888年

四
月
三
十
日

五
月
二
日

五
月
三
日

五
月
一
日

四
月

し
書
簡
は
井
上
出
発
後
届
け
ら
れ
る
。
（
怜
3

ふ
6
3
)

中
村
栄
助
に
手
紙
を
書
く。

日
二
十
三
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と

け
陸
奥
•

井
上
の
周
旋
に
よ
り
募
金
に
好

結
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

伺
病
気
は
橋
本
軍
医
と
ベ
ル
ツ
の
診
断
を
受
け
て
い
る
こ
と

四
北
垣
知
事
に
も
こ
の
日

手
紙
を
出
し
た
こ
と

国
伏
見
通
の
こ
と、

女
学
校
改
革
の
こ
と
は
任
せ
る、

と
伝
え
る
。
（
曲3
:
 5
6
1
)
 

ま
た
金
森
通
倫
に
も、

生
徒
指
導
に
11

御
工
風
有
之
度
“

と
書
き、

末
筆
に
「
療
養
中
ソ
バ
は
一

切
行
は
れ
ず
大
閉
ロ

な
り、

府
下
に
於
て
同
志
社
の
信
用
甚
よ
ろ
し
く」

と
記
す。
（
怜4

羞
9
3
)

北
垣
国
道
・

八
重
夫
人
・

中
村
栄
助
・

金
森
通
倫
•

原
六
郎
に
発
信。

市
原
盛
宏、

仙
台
に
帰
る
。

原
六
郎
・

富
子
夫

妻
は
陸
奥
宗
光
を
訪
ね
て
新
島
の
宿
を
聞
く
が、

病
気
療
養
中
と
聞
ぎ、

来
訪
せ
ず。
（
怜
5
:
 
3
0
4
)
 

明
治
専
門
学
校
の
寄
付
金
は
明
治
十
七
年
六
月
よ
り
こ
の
月
に
至
る
ま
で
で
約
一

万
円
に
達
す
る
。
（
怜
1
"

1
3
3
)

渋
沢
栄
一
・

益
田
孝
•

青
木
周
蔵
の
三
氏
に
礼
状
を
出
す。

白
木
〔
麻
生
〕

正
蔵
・

丹
羽
清
次
郎
が
来
訪
す
る
。

沖
守
固
に
礼
状
を
出
す。

不
破
唯
次
郎
・

清
子
夫
妻
が
来
訪、

昼
食
を
共
に
す
る
。

夕
方、

人
見
一

太
郎
が
来
る
。

渋
沢
栄
一

よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

陸
奥
宗
光
•

井
上
院
の
依
頼
に
よ
り
明
治
専
門
学
校
設
立
に
つ
い
て
は
応
分
の
援

助
を
す
る
覚
悟
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(

T
3
1
7
9
)

井
上
馨
が
名
古
屋
に
出
張
す
る
こ
と
を
伝
え
聞
き、

同
地
の
有
志
家
に
「
智
徳
併
行
之
教
育
主
義
井
二

該
校
設
置
之
必

要
な
る
事
等
程
宜
く
御
談
置
被
下、

小
生
出
張
之
端
緒
を
御
開
ら
ぎ
置
被
下
候
ハ
、
」

好
都
合、

と
書
き
送
る
。

た
だ

陸
奥
宗
光
の
紹
介
に
よ
り
大
阪
朝
日
新
聞
社
長
の
村
山
竜
平
が
来
訪
す
る
。

夕
方
よ
り
小
崎
・

伊
勢
・

湯
浅
・

徳
富
の

（
曲
5
:
 
3
0
4
)
 

5
 :
 
3
0
4
)
 

（
ゆ
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五
月
九
日

五
月
八
日

五
月
六
日

五
月
四
日

（
怜
3
:
 
5
6
7,
 

fr:
5
 :
 3
0
5
)
 

る
。
（
曲
3
:
 
5
6
8,
 

�
5
 :
 3
0
5
)
 

三
好
退
蔵
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

学
校
資
金
云
々
に
つ
い
て
委
細
承
知
し
た
旨
を
連
絡
し
て
く
る
。
(

T
8
8
0
)

ら
す
と
申
上
候
得
共、

少
々
考
ふ
る
所
あ
り
…
…」

と
し
て
結
婚
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。
（
怜
3

ふ
6
4
)

午
後、

庶
布
仲
之
町
粟
津
方
よ
り、

ベ
ル
ツ
の
診
察
を
受
け
る
の
に
好
都
合
な、

東
京
大
学
に
近
い
駒
込
西
片
町
十
番

地
の
木
村
熊
二

方
に
移
転
す
る
。

そ
の
際、

民
友
社
の
人
見
一

太
郎
は
じ
め
丹
羽
・

白
木
・

兼
頭
和
策
ら
の
世
話
に
な

徳
富
に
手
紙
を
送
り、

陸
奥
宗
光
を
訪
問
す
る
途
中、

駒
込
西
片
町
の
木
村
熊一
一

方
に
立
ち
寄
る
よ
う
伝
え
る
。

ま
た

栃
木
県
佐
野
の
旧
友
・

多
田
新
に
同
志
社
の
目
的
を
掲
載
し
た
『
国
民
之
友
』

を
送
る
よ
う
依
頼
す
る
。
（
怜
3
:
 5
6
6
)
 

ベ
ル
ツ
の
診
察
を
受
け
る
。
「
別
二

悪
し
〔
き
〕

方
二

無
之
先
ッ

当
分
休
薬
す
へ
し
と
被
申
候、

夜
間
も
随
分
安
眠
候」

徳
富
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

渡
米
す
る
陸
奥
宗
光
の
送
別
会
を
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
鹿
嗚
館
で
行
う
こ
と
が
決
ま

っ
た
旨
を
報
告
し
て
く
る
。

招
待
者
は
陸
奥
の
ほ
か
井
上
磐
・

渋
沢
栄
一
・

野
村
靖
•

青
木
周
蔵
・

三
好
退
蔵
の
諸
氏、

同
志
社
側
よ
り
新
島
・

徳
富
・

湯
浅
・

小
崎
・

伊
勢
の
予
定。

な
お
文
中
に
「
新
島
先
生
ハ

テ
ソ
ボ
ラ
ソ
ス
主
義
ノ

人

ナ
レ
ハ

若
ツ
陸
奥
君
二

し
て
酒
杯
を
把
ル
謳
ナ
ク
し
て
相
済
ハ

無
此
上
大
幸
卜
申
置
候
右
ハ

気
ノ

誨
ノ

様
二

て
有
之
候

土
倉
庄
三
郎
の
娘
の
結
婚
問
題
に
つ

ぎ、

こ
の
日
一

害
を

送
り、

「
校
長
之
身
と
し
て
右
結
婚
之
世
話
ハ

余
リ
宜
し
か

得
る
。

こ
の
日
よ
り
看
護
婦
•

井
上
石
女
を
雇
う。
（
怜
5

羞
0
5
)

辻
新
次
文
部
次
官
よ
り
工
科
大
学
で
開
か
れ
る
大
日
本
教
育
総
会
に
招
待
さ
れ
る
。
（
怜
5
:
 3
0
4
)
 

徳
富
と
共
に
陸
奥
宗
光
を
訪
問、

駐
米
公
使
と
し
て
赴
任
す
る
陸
奥
の
送
別
会
を
鹿
嗚
館
で
開
く
こ
と
に
つ

ぎ
承
諾
を

四
名
が
来
て
伝
道
上
の
相
談
を
す
る
。
（
怜
5

羞
0
5
)
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1888年

五
月
十
一

日

五
月
十
二
日

五
月
十
三
日

五
月
十
日

し
も
尋
常
ノ

宴
会
二

て
無
之
我
党
清
浄
脈
ノ
事
ナ
レ
ハ

遠
慮
ナ
ク
申
入
置
候」

と
い
う。
（
怜
5

羞
0
5,

7'"
881)
 

半
晴、

徳
富
に
手
紙
を
書
き、

陸
奥
宗
光
送
別
会
の
こ
と
を
一

任
す
る
。

ま
た
「
別
紙
大
隈
公
工

之
書
面
御
足
労
奉
仰

上
候」

と
記
す。
（
怜
3

:
 
5
6
7
)
 

人
力
車
に
よ
り
上
野
付
近
に
外
出
す
る
。

夕
方、

後
藤
•

藤
枝
・

白
木
・

丹
羽
・

兼
頭
・

伊
勢
の
六
名
が
来
訪
す
る
。

「
早
ヤ
心
臓
病
二

相
違
無
之、

早
晩
小
生
ハ

此
之
病
之
為
二

斃
る
へ

き
ハ

覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
さ
る
由
…
…
生
熟
考
す
る
に
寧
口

戦
地
二

在
而
一

歩
も
退
か
さ
る
は
平
素
戦
士
之
心
得
た
る
べ
し
」

と
述
べ
、

次
の
ご
と
く
記
す。

H
同
志
社
の
将
来
に
つ

き
社
則
を
固
く
し
校
資
を
積
み、

専
門
校
設
立
の
後
継
者
も
用
意
し
て
い
る
こ
と。

⇔
心
に
残
る
の
は
夫
人
の
こ
と
で
あ
り、

こ
の
た
め
マ
ッ
チ
用
材
を
植
林
し
て
「
家
妻
万
一

之
用
二

供
し
置」

き
た
い

晴
風、

白
木
・

丹
羽
が
芍
薬
の
花
を
持
っ
て
見
舞
い
に
来
る
。

植
木
園
〔
小
石
川
植
物
園
か
〕

ま
で
七、

を
一

緒
に
散
歩
す
る
。

井
上
権
之
助
・

岩
沢
光
耀
・

富
田
鉄
之
助
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

:
 
3
0
6
)
 

新
島
公
義
に
発
信、

病
状
と
募
金
に
つ

い

て
述
べ
、
「
今
回
着
京
後
益
関
東
之
伝
道
二

注
意
し
両
毛
を
連
合
ス
ル
ノ
策

を
吐
露
し、

又
新
渥
県
下
伝
道
皇
張
之
計
画
を
為
し
た
り」

と
記
す。
（
曲
3

:
 
5
7
1
)
 

八
丁
の
距
離

徳
富
に
一

書
を
送
り、

鹿
鳴
館
で
催
さ
れ
る
「
送
別
宴
二

酒
を
省
ク
ノ
事
ハ

已
二

陸
奥
君
迄
一

書
を
呈
し
謝
し
置
候」

こ
と。
（
怜
3

ふ68)

土
倉
庄
三
郎
に
手
紙
を
書
き
自
分
の
病
気
は

事
ヲ
謀
ル
」
(

J

21
 :
 187)
 

雨、

朝、

星
野
光
多
が
西
片
町
の
仮
寓
に

来
訪。

（
曲
5

:

3
0
5
)
 

「
上
毛
全
体
二

関
ス
ル
伝
道
教
育
上
ノ
事
ョ
リ
西
群
馬
教
会
公
認
ノ
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五
月
十
四
日

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
六
日

居
な
か
ら
休
息
加
猜
致
す
へ

く
候
間、

余
り
小
生
之
為
御
心
配
二

過
き
さ
る
様
奉
希
望」

と
記
す。
（
怜
3
:
 5
7
6
)
 

去
る
十
六
日
に
帰
国
し
た
内
村
鑑一一一
に
「
一

書
ヲ
遣
ス
」
。

午
後、

徳
富
・
人
見
と
共
に
水
戸
出
身
の
朝
比
奈
知
泉
が
来

訪
す
る
。
（
怜
5

羞07,
J
 82
 :
 291)
 

な
い
か
と
今
一

応
の
心
境
を
述
べ

土
倉
庄一―一
郎
に
手
紙
を
書
ぎ、

（
怜
3
"
5
7
5
)

大
隈
外
相
よ
り、

明
十
五
日
午
後
四
時
ご
ろ
来
訪
す
る
よ
う
に、

徳
富
を
通
じ
て
通
知
さ
れ
る
。

新
島
よ
り
折
り
返
し、

承
知
の
旨
を
徳
富
に
返
事
す
る
。

必
要
な
ら
大
隈
に
そ
の
旨
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
怜3

ふ
7
5,

T
8
8
2
)

森
為
国
が
見
舞
い
に
来
る
。

北
村
芳
太
郎
（
福
島
の
第
一

銀
行
支
配
人
）

の
こ
と
に
つ
い
て
渋
沢
栄
一

に
書
簡
を
送
る
。

網
島
佳
吉
来
京
す
る
。
（
ゆ
5
:
3
0
7
)
 

本
郷
の
木
村
熊
二
方
よ
り
麻
布
の
粟
津
方
に
戻
る
。

午
後、

大
隈
を
訪
問
す
る
。
（
曲
3
:
 
5
7
5,
 
5
8
6,
 

�
5

羞
0
7
)

夜、

眠
る
こ
と
三、

四
時
間
に
過
ぎ
ず、

こ
の
状
態
は
十
八
日
ま
で
続
く。
（
怜
5
:
 3
0
9
)
 

大
隈
に
書
簡
を
送
り、

大
学
募
金
へ
の
協
力
を
依
頼、
「
大
隈
伯
ニ
ハ

大
分
思
ヒ
キ
リ
タ
ル
書
面
差
ツ
出
ツ
置
キ
申
候」

芝
二
本
榎
の
木
村
熊
二
に
手
紙
を
送
り、

西
片
町
（
木
村
持
家）

滞
在
中
の
礼
を
述
べ
る
。
（
怜
5
:
 3
0
7
)
 

「
先
日
…
…
余
り
必
死
を
窮
た
る
兵
士
之
如
き
口
上
を
申
上
候
間」

心
配
し
す
ぎ
は
し

「
身
ハ

矢
張
戦
場
二

置
き
而
し
て
戦
場
二

仮
設
し
た
る
病
院
二

置
き
遥
二

砲
声
を
聞

ま
た
借
大
第
期
掃
邦
土

今
人
若
流
水

十
年
計
画
未
休
神

古
哲
去
難
帰

須
期
再
会
時
（
沖
3
"
5
7
1,

5
7
3
)
 

一

朝
臥
病
天
恩
沢

古
今
道
一

轍

新
島
公
義
・

徳
富
猪
一

郎
宛
書
簡
中
に
次
の
漢
詩
を
記
す。

と
書
く。
（
怜
3

ふ
7
3
)

柾
使
吾
成
閑
散
身
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1888年

五
月
十
九
日

五
月
二
十
日

五
月
二
十
一

日

五
月
十
八
日

（
曲
3
:
 5
8
0
)
 

金
に
つ
い
て
働
き
か
け
る
よ
う
要
請
す
る
。
（
曲
3
:
 
5
7
8
)
 

＊

内
村
は
十
七 、

八
日
ご
ろ
新
島
を
訪
問
し
た
よ
う
で
あ
る
。

内
村
は
^̂

I

m
et

 N
e
eji
m
a

 o
n
c
e•

H
e

 is
 sti
ll

 q
uit
e

 
w
e
a
k ."
 

と
六
月
十
九
日
付
で
ア
ー

モ
ス
ト
の
シ
ー
リ
ー

総
長
に
宛
て
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

(

J

8
2
:

 2
9
3)
 

午
後
五
時、

陸
奥
宗
光
の
送
別
宴
を
鹿
嗚
館
に
お
い
て
催
す。

夜、

陸
奥
を
訪
問
す
る
が、

陸
奥
疲
労
の
た
め
面
会
で

ぎ
ず。
(

""f
3
1
5
8
)

こ
の
日
発
行
の
『
国
民
之
友
』

第
二
十
三
号
に
「
私
立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意、

京
都
府
民
二

告
ク
」

が
掲
載
さ
れ

昨
夜
の
会
合
費
用
を
徳
富
に
届
け、

こ
の
日
は
朝
食
後
「
再
ヒ
寝
二

就
ク
ヘ
シ
…
…
若
し
目
醒
候
ハ
、
一

応
拝
咽
を
得

陸
奥
よ
り、

昨
晩
面
会
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
謝
し、

明
二
十
日
拝
眉
し
た
い
旨、
こ
の
日
通
知
し
て
く
る
。
(

""f
3
1
5
8
)

徳
富
来
訪、

渡
米
す
る
陸
奥
宗
光
を
見
送
る
た
め、

共
に
オ
シ
ア
ニ
ク
号
に
行
く。
（
怜
3
:
5
8
0`

ゆ
5

羞
0
8
)

原
六
郎
を
訪
問、
「
テ
フ
ェ
ソ
ヲ
喰
ス
」
。

夜、

瀬
川
・

留
岡
・

吉
岡
の
三
人
と
会
う。
（
怜
5

羞
0
8
)

午
前、

横
浜
を
出
発、

藤
沢
を
経
て
鎌
倉
に
行
ぎ
三
ッ
橋
与
八
方
に
投
宿
す
る
。

夜、

呼
吸
困
難
と
な
り
眠
れ
ず。

渋

中
村
栄
助
に
発
信、

十
九
日
に
井
上
馨
が
京
都
に
向
か
っ
た
こ
と
を
新
聞
で
読
み、

こ
の
機
を
逃
さ
ず
京
都
・

大
阪
募

徳
富
に
発
信、

募
金
に
関
す
る
事
項
お
よ
び
東
京
滞
在
中
の
医
師
・

宿
所
等
の
謝
礼
に
つ
い
て
細
目
を
知
ら
せ
る
。

沢
栄
一

に
発
信。
（
怜
3
:
 
5
8
6,
 

fr:
5

羞
0
8
)

横
浜
に
行
き、

原
六
郎
に
洋
菓
子
を
贈
る
。
（
曲
5
:
 3
0
8
)
 

度
…
…
人
力
車
を
差
上
御
送
迎
仕
候」

と
記
す。
（
怜
3
:
 
5
7
7
)
 

る
。
（
怜
3
:
 5
7
7,
 

�
5
 :
 3
0
8
)
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五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

知
し
て
来
た
旨
を
知
ら
せ
る
。
（
怜
1
:
1
3
4,
 

�
3

ふ
8
2
)

「
漫
遊
記」

を
書
き
始
め
る
。
（
怜
5

羞
3
6
)

富
田
鉄
之
助
の
鎌
倉
で
の
滞
在
先
を
訪
ね
る
。

同
所
で

師
ヲ
招
キ
診
察
セ
シ
ム
、

容
体
甚
宜
ッ
カ
ラ
ス
」

富
田
夫
妻
の
看
護
を
受
け
て
一

泊
す
る
。

十
五
日
頃
よ
り
不
眠
続
き

の
と
こ
ろ、

こ
の
夜
は
八
時
問
眠
る
。

二
十
四
日
朝
ま
で
同
所
で
手
厚
い
配
慮
を
受
け
て
休
養
す
る
。
（
怜
5

羞
0
8
)

終
日
雨
降
る
。

病
状
は
少
し
回
復
す
る
が
、

な
お
富
田
の
世
話
に
な
り
休
養
す
る
。
（
怜
5
:
 
3
0
9
)
 

日
本
組
合
教
会
第
三
回
総
会
が
二
十
五
日
ま
で
大
阪
教
会
で
開
か

れ
る
。

い
て
報
告
が
行
わ
れ、

六
カ
月
後
に
臨
時
総
会
を
開
い
て
議
決
す
る
こ
と
を
決
定。
(
F
4
:
2
1
1
)
 

「
新
島
先
輩
の
寄
書
を
奉
読
し
て
深
く
感
じ
申
候。

其
惑
ぜ

る
故
を
自
ら
求
む
る
に、

寄
書
の
精
神
唯
だ
一

の
赤
誠
に
出
で
た
る
に
由
る
と
考
候」
(

J

5
9-

1
:
 
2
1
3
)

口
ぷ
H

晴、

午
後、

海
浜
院
に
入
院
す
る
。

西
洋
風
の
居
心
地
の
よ
い
部
屋
で
気
に
入
る
。

こ
の
夜
熟
睡
す
る
。

こ
の
日
よ
り

金
森
通
倫
よ
り
手
紙
が
来
る
。

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
よ
り
五
万
ド
ル
の
寄
付
お
よ
び
新
島
の
渡
米
の
差
し
止
め
を
通

日
本
基
督
伝
道
会
社
創
立
十
年
紀
の
祝
会
が
大
阪
青
年
会
館
で
開
か
れ
る
。
(
F
2
:
 
11)
 

徳
富
に
発
信、

日
海
浜
院
に
入
院
し
た
こ
と、

お
り
よ
く
富
田
の
家
族
も
鎌
倉
滞
在
中
で
好
都
合
で
あ
る
こ
と

森
か
ら
米
国
よ
り
五
万
ド
ル
の
寄
付
を
知
ら
せ
て
き
た
こ
と、

米
国
行
き
は
と
り
あ
え
ず
中
止
す
る
こ
と

伺
渋
沢
栄

一

に
本
日
書
簡
を
送
り、

同
志
社
の
こ
と
は
徳
富
と
交
渉
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
お
い

た
の
で、
「
程
よ
く
御
吹
込
置

森
田
思
軒
は
徳
富
に
手
紙
を
送
り、

そ
の
文
中
に
い

う。

「
日
本
基
督
教
会
憲
法
並
細
則
附
録」

に
つ

会
に
配
布
す
る
。

(

J

5
 :
 
6
7,
 
J
 
2
2

ー

2
:
 1
9,
 

2
6
)
 

一

致
教
会
の
臨
時
大
会
が
東
京
築
地
新
栄
教
会
で
開
か

れ、

「
日
本
基
督
教
会
憲
法
並
細
則
附
録」

を
可
決、

各
個
教

「
病
ノ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ョ
リ、

妻
君
ニ
ハ

予
ヲ
止
メ・・・・・・
医
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1888年

五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
七
日

五
月
二
十
六
日

被
下」

と
記
す。
（
怜
3

"

5
8
2
)

富
田
の
知
ら
せ
を
受
け、

徳
富
が
看
護
婦
•

井
上
石
女
を
伴
っ
て
海
浜
院
に
来
る
。

こ
れ
は
入
院
し
た
新
島
の
看
護
を

す
る
者
が
い
な
い
こ
と
を
心
配
し
た
富
田
の
配
慮
に
よ
る
。

徳
富
に
大
隈
•

青
木
・

渋
沢
に
面
会
す
る
よ
う
頼
む。

こ
の
日、

井
上
馨、

同
志
社
に
来
校、

男
子
校
・

女
子
校
・

看
病
婦
学
校
を
一

巡
の
う
え、

礼
拝
堂
に
お
い
て
演
説
す

海
浜
院
に
入
院
中、

た
び
た
び
富
田
の
寄
寓
先
へ

遊
び
に
行
き、

富
田
の
家
族
も
海
浜
院
へ

見
舞
い
に
来
る
。

三
木
正
起
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

面
会
謝
絶
の
と
こ
ろ
特
に
面
会
し
た
い
と
言
っ
て
く
る
。
(
T883)

こ
の
日、

八
重
夫
人
は
新
島
が
病
気
と
聞
き
心
配、

問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
出
す。
（
怜3
:
 585)
 

雨、

北
垣
知
事
を
通
じ
て
井
上
馨
に
手
紙
を
送
り、

大
阪
方
面
の
募
金
の
援
助
を
依
頼
す
る
。

徳
富
よ
り
来
簡。

新
島、

ア
メ
リ
カ
よ
り
の
来
状
写
し
を
徳
富
に
送
る
。
（
ゆ3

ふ83,

584,
 
�5
 :337)
 

杉
山
重
義
に
手
紙
を
送
り、

庄
内
に
創
立
さ
れ
る
学
校
に
就
任
す
る
の
は
、

結
論
を
急
が
ず、

十
分
に
先
方
の
事
情
を

調
べ
て
か
ら
に
す
る
よ
う
忠
告
す
る
。
（
ゆ3
"
5
84)

は

じ
し

お

群
馬
県
碓
氷
郡
土
塩
村
の
上
原
権
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

明
治
専
門
学
校
に
つ

き
知
恩
院
で
行
っ
た
新
島
の
演

説
を
新
聞
で
読
ん
で
感
激、

五
十
円
の
寄
付
を
申
し
入
れ
て
く
る
。
(
T885)

滋
賀
県
草
津
の
高
田
恒
之
助、

同
志
社
在
学
中
の
と
こ
ろ、

病
気
の
た
め
こ
の
二
十
六
日
死
亡、

遺
言
に
よ
り
同
人
の

鎌
倉
光
明
寺
宝
蔵
を
見
物
す
る
。
（
ゆ
5

羞37)

33
7)
 

る
。
(
D
3
:
2
4)
 

（
怜3
"
5
84,

�
5
 :
 33
6)
 

（
ゆ
5
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六
月
三
日

六
月
二
日

六
月
l

日

五
月
二
十
九
日

五
月
三
十
日

五
月――-
+
―
日

人
・

富
田
・

徳
富
・

和
田
彦
に
発
信。
（
怜3
:
 587,
 
:§t
5

羞3
9)

半
晴、

こ
の
一

両
日
十
四、

五
丁
く
ら
い
運
動
す
る
。

八
重
夫
人
・

ラ
ー
ネ
ッ
ド
・

富
永
冬
樹
よ
り
来
信、

八
重
夫

（
怜5
:
 33
8)
 

八
重
夫
人
に
手
紙
を
出
す。
（
怜3
:
 585)
 

す。
（
怜5
:
 33
8)
 

蔵
書
を
売
却
し
て
得
た
金
十
円
を
明
治
専
門
学
校
設
立
資
金
と
し
て、

遣
族
高
田
義
甫
よ
り
寄
贈
し
て
く
る
。
(
T884)

午
後、

富
田
の
家
族
が
帰
京
す
る
。

こ
の
日
よ
り
胃
に
エ
レ
キ
を
か
け
る
。

杉
山
・

市
原
・

斉
藤
・

田
中
に
手
紙
を
出

午
前
と
午
後、

散
歩
す
る
。

中
村
・

加
藤
・

内
村
よ
り
来
書。

三
ッ
橋
に
勘
定
（
八
十
三
銭
八
厘、

一

円
渡
す
）

す
る
。

八
重
夫
人
に
手
紙
を
書
ぎ、

上
京
以
来
の
経
過
を
伝
え、

鎌
倉
の
海
浜
院
で
療
養
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

そ
れ
に

関
連
し
て、

あ
ま
り
大
げ
さ
に
心
配
し
て
重
病
と
の
評
判
が
た
っ
と
専
門
学
校
賛
成
者
が
減
少
す
る
の
で
、

な
る
べ

く

内
々
に
し
て
お
く
よ
う
に
注
意
す
る
。

さ
ら
に
井
上
伯
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
世
話
に
な
っ
た
の
で、

大
阪
か
東
京
に

あ
る
井
上
伯
に
お
礼
に
参
上
か
た
が
た、

鎌
倉
に
来
て
は
如
何
と
勧
め
る
。
（
曲3
:
 585,
 587)
 

青
木
周
蔵
に
手
紙
を
送
る
。

徳
富
よ
り
渋
沢
栄
一

に
面
会
の
こ
と
に
つ

き
来
状、

中
島
力
造
・

下
村
孝
太
郎
・

内
村
鑑

三
・

八
重
夫
人
よ
り
手
紙
が
来
る
。

午
後、

八
幡
宮
前
ま
で
十
五、

六
丁
散
歩、

人
力
車
で
帰
る
。
（
怜
5

羞3
8)

晴、

同
志
社
五
年
生
よ
り
病
気
見
舞
い
の
手
紙
が
来
る
。

富
永
・

渋
沢
・

加
藤
に
発
信。
（
怜3
:
589,
 
�
5

羞39)

安
息
日、

徳
富
に
発
信、

井
上
・

大
隈
両
伯
の
所
在
を
聞
き、

東
京
大
会
の
日
程
に
つ

い

て
相
談
す
る
。
「
大
会
之
期

ハ
イ
ッ
比
二

す
へ

き
や
此
ノ
九
日
比
二
し
て
ハ

如
何
…
…
小
生
も
少
々
宜
し
く
候
間、

何
時
な
り
共
帰
京
可
仕
候」

東

有
凩
よ
り
看
病
人
岩
上
ェ
ソ
子、

島
謹
来
院
す
る
。
（
怜3
"
588,

fr:
5
＂

339)
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1888年

六
月
八
日

六
月
六
日

六
月
五
日

六
月
四
日

八
重
夫
人、

鎌
倉
の
海
浜
院
に
来
る
。

夫
人
は
新
島
が
「
足
に
は
軽
ろ
き
草
履
を
穿
き、

内
村
鑑
三、

北
越
学
館
就
任
約
定
書
に
署
名
す
る
。

(

J

5
3
 :
 2
9
)
 

湯
浅
・

和
田
彦
よ
り
手
紙
が
来
る
。
（
怜
5

羞
3
9
)

同
志
社
五
年
生
に
発
信、

病
気
は
「
逐
日
宜
し
き
方
に
赴
き
一

日
に
大
概
五
十
匁
位
之
重
籠
を
増
加」

し
て
い
る
こ
と、

近
日、

東
京
に

お
い

て
「
専
門
校
之
為
一

大
会
を
可
開
計
画
二

候、

何
分
其
後
二

至
ラ

さ

れ
ば
帰
宅
之
都
合
二

参
兼

候」

し
か
し
「
諸
君
御
卒
業
式
二

出
頭
す
る
を
以
而
非
常
之
楽
し
み
卜
予
想
仕
居
候」

と
述
べ
る
。
（
怜
3
:
 
5
8
9
)
 

在
米
の
下
村
孝
太
郎
に
発
信、

近
況
を
述
べ
、

力
に
行
く
こ
と
は
反
対
さ
れ
た
こ
と、

る
に
は
遥
か
に
不
足
し
て
い
る
の
で
、

一

手
は
杖、

他
手
は
看
護
婦

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
よ
り
五
万
ド
ル
の
寄
付
を
受
け
た
が
、

し
か
し
五
万
ド
ル
で
ほ
兵
役
免
除
は
で
き
て
も
同
志
社
を
第
一

級
の
学
校
に
す

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
と
は
別
に
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
相
談
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
で

徳
富
・

渋
沢
よ
り
手
紙
が
来
る
。

金
森
よ
り
教
科
改
正
に
つ

き
来
状、

電
報
で
返
事
を
送
る
。

同
意、

ヤ
レ
。

ア
メ
リ

八
重
夫
人
が
五
日
に
神
戸
を
出
帆
す
る
こ
と
を
電
報
で
知
ら
せ

て

く
る
。
（
井
上
伯
も
五
日
神
戸
出
帆
の
由
）

中
村
・

小
町
村
戸
長
役
場
へ

行
き、

無
縁
塚
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
古
器、

人
形、

馬
類
を
見
物
し、

こ
れ
を
模
写
す
る
。

午
後、

扇
ケ
谷
村
の
三
ッ

橋
栄
輔
を
訪
ね、

刀
剣
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く。
（
吟
5

羞
4
0,

...1::
7
8
2
)

の
肩
に
寄
り、

静
か
に
歩
み
居
り
し
」

姿
を
見
て
断
腸
の
思
い
を
す
る
。

以
後、

滞
在
中、

朝
夕、

同
志
社
社
員
会
は
英
学
校
を
同
志
社
学
院
と
改
称
す
る
こ
と
を
決
定。
(
D
1
:
1
2
5
4
)
 

3
3
9
)
 

募
金
を
し
て
ほ
し
い
と
記
す。
（
怜
6

羞
2
9
)

八
重
夫
人
と
共
に

海
辺
ま
た
は
八
幡
宮、

大
仏
辺
ま
で
ゆ
る
ゆ
る
と
散
歩
を
す
る
の
を
常
と
す
る
。
（
怜
3

ふ
9
0,

D
1
4
:
 3
3
)
 

（
怜
5
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六
月
二
十
一

日

六
月
二
十
日

六
月
十
八
日

六
月
十
六
日

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

六
月
十
二
日

六
月
十
一

日

ハ
月
十
日

金
森
通
倫
・

中
村
栄
助
に
手
紙
を
送
る
。
（
怜
5
"
3
4
2
)

好
退
蔵
に
手
紙
を
送
る
。
（
怜
5
:
 3
4
2
)
 

梅
雨
の
中、

新
島
夫
妻
は
鎌
倉
よ
り
東
京
に
帰
る
。

勝
見
正
蔵
医
師
に
謝
礼
五
円
を
贈
る
。
（
薬
代
は
別）
（
ゆ
3
:
 
5
9
1,

宣
教
師
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
が
新
島
を
訪
ね
て
麻
布
仲
之
町
粟
津
方
に
来
る
。
（
曲5

羞
4
2
)

小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎
が
来
て
専
門
学
校
の
〔
東
京
〕

大
会
開
催
の
下
相
談
を
す
る
。
（
怜
5

羞
4
2
)

小
崎
は
青
木
周
蔵
を
訪
問
し、

専
門
学
校
の
大
会
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
怜
5
:
 3
4
2
)
 

同
志
社
設
立
の
始
末、

同
志
社
の
規
則
書、

同
統
計
表
の

送
付
を
依
頼、

群
馬
県
碓
氷
郡
土
塩
村
の
上
原
権
太
郎
に
専
門
学
校
へ
の
寄
付
に
つ
ぎ
礼
状
を
出
す。
（
ゆ
3

ふ
9
3
)

八
重
夫
人、

津
田
仙
の
六
女
・

清
子
の
葬
式
に
参
列
す
る
。
（
怜
5

羞
4
2
)

杉
田
玄
端
よ
り
『
健
全
学
』
『
梅
里
余
稿』
『
遺
稿』

の
三
冊
を
贈
ら
れ
る
。
（
ゆ
5

羞
4
2
)

朝、

北
垣
知
事
来
訪
す
る
。

十
一

時、

井
上
磐
も
来
訪、

関
西
の
状
況
に
つ
き
二
時
頃
ま
で
相
談
す
る
。
（
怜
5

羞
4
3
)

朝、

大
学
病
院
に
行
く。

専
門
学
校
の
こ
と
に
つ
き
森
有
礼
文
部
大
臣
に
会
い、

笠
同
を
得
る
。

ま
た
歩
兵
科
の
設
置

に
つ
い
て
は
資
金
の
ほ
か、

商
議
員
の
権
限
等
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
助
言
を
受
け
る
。
（
伶
5
"
3
4
3
)

旧
安
中
器、

添
川
廉
斎
の
子
・

舷
之
助
が
来
訪
す
る
。
（
怜
3
"
5
9
4
)

菰
ナ
リ
」
〔
募
集
金
額
を
七
万
↓
十
万
円
に
改
正
か
〕
（
吟
3
:
 
5
9
1
)
 

「
専
門
校
旨
趣
書
ハ

少
々
改
正
シ
出
版
ス
ル

中
村
栄
助
に
発
信、

H
大
隈
伯、

矢
野
文
雄
ら
の
接
待
に
つ
い
て
謝
礼
と
要
望

⇔
事
務
職
員
の
更
迭
に
つ
い
て

国

怜
5

羞
4
1,

�
6
:
 3
3
3
)
 

青
木
周
蔵
が
見
舞
い
に
来
る
。
（
ゆ
5
:
 3
4
1
)
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1888年

六
月
二

十
五
日

六
月
二

十
四
日

六
月
二

十
三
日

六
月
二

十
二

日

を
送
る
こ
と
に
す
る
。
（
怜
5

羞
4
3
)

3
3
2
)
 

北
垣
知
事
を
訪
い
、

渋
沢
栄
一

を
訪
ね
る
も
会
え
ず。

ま
た
井
上
馨
を
訪
問
す
る
。

金
森
通
倫
に
帰
京
で
き
な
い
こ
と

を
通
知
す
る
。
（
怜
5

羞
4
3
)

三
好
退
蔵
よ
り
来
信、

一

会
を
催
し
て
袈
成
者
を
募
っ
て
は
ど
う
か、

そ
れ
に
つ
い
て
岩
崎
小
次
郎
に
連
絡
し
て
い
る

三
好
退
蔵
•

五
年
生
・

中
島
末
治
に
手
紙
を
書
く。

新
島
夫
妻、

富
田
鉄
之
助
の
昼
食
に
招
待
さ
れ
る
。

北
垣
知
事
・

徳
富
を
訪
問
す
る
。

添
川
鉱
之
助
を
夕
食
に
招
待
す
る
。
（
怜
3
:
 5
9
4,
 

�
5
 :
 
3
4
3
)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
か
ら
の
寄
付
の
受
け
入
れ
に
つ

き、

先
週、

森
文
相
や
外
務
省

の
役
人
ら
と
相
談
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

文
末
に
H
.

T
・

プ
ラ
ウ
ソ
夫
人
よ
り
二
人
の
生
徒
の
た
め
六
十
ド
ル
の

奨
学
金
が
ワ
ー
ド
氏
の
手
を
経
て
送
ら
れ
て
く
る
は
ず
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

彼
に
言
っ
て
ほ
し
い
と
頼
む。

青
木
周
蔵
・

内
村
鑑一
二
が
来
訪
す
る
。

内
村
と
は
北
越
学
館
の
こ
と
に
つ

き
相
談、

加
藤
勝
弥
・

小
谷
野
敬一―一
に
手
紙

井
上
磐
と
大
隈
重
信
に
面
会
し
て
専
門
学
校
の
募
金
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

大
隈
重
信
が
旅
行
よ
り
掃
っ
た
の
ち
知
人

を
招
い
て
小
会
合
を
開
く
こ
と
に
す
る
。
（
怜
5

羞
1

4
)

橋
本
網
常
軍
医
に
会
い
病
状
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
る
。

新
潟
の
加
藤
に
手
紙
を
送
る
。
（
ゆ
5
:
 3
4
4
)
 

長
岡
喜
八
〔
こ
の
頃、

同
志
社
書
記
と
な
る
〕

に
同
志
社
統
計
表
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ

さ
き
頃
帰
国
し
た
内
村
鑑
三
が
新
潟
の
北
越
学
館
に
赴
任
し
た
こ
と、

た

ー
神
学
校
在
学
中
の
小
谷
野
敬
三
に
発
信、

だ
し
内
村
は
秋
田
の
よ
う
な
人
の
着
手
し
て
い
な
い
場
所
に
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、

小
谷
野
が
帰
国
し
た
ら、

の
で
相
談
し
て
ほ
し
い、

と
伝
え
て
く
る
。
(
T888
)

（
ゆ
6
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七
月
一

日

六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
六
日

3

5
0
1
)
 

（
怜

ベ
ル
ツ
ヘ

行
っ
た
留
守
中、

古
沢
滋
が
来
訪、

「
井
上
伯
へ
。ハ
ル
マ
ル
・

ガ
ゼ
ッ
ト
記
者
相
招
キ
候
二

付、

徳
富
君
迄

内
村
の
後
任
と
し
て
新
潟
で
働
い
て
も
ら
い
た
い
、

と
要
望
す
る
。
（
ゆ
3

ふ
9
5
)

同
志
社
各
校
卒
業
式
始
ま
る
。

と
く
に
看
病
婦
学
校
の
第
一

回
卒
業
式
で
は
四
名
が
卒
業、

大
阪
鎮
台
よ
り
陸
軍
軍
楽

隊
を
招
き、

式
の
間
演
奏
さ
せ
た、

と
い
う。
(
D
1
:
4
0
9,
 
D
3
7
:
 2
3
)
 

在
米
の
陸
奥
宗
光
に
発
信、

ホ
ル
マ
ン
、

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
よ
り
五
万
ド
ル
の
寄
付
を
得
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

ク
ラ
ー
ク、

ボ
ル
タ
の
三
氏
に
発
信
す
る
。
（
曲
3
"
5
9
9,

�
5
 :
 3
4
4
)
 

渋
沢
栄
一
・

古
沢
滋
に
手
紙
を
出
す。

津
田
を
見
舞
い
、

木
村
熊
二
を
訪
問
す
る
。

八
重
夫
人
と
共
に
泉
岳
寺
へ

行
き、

同
志
社
通
則
草
案
四
十
ニ
カ
条
で
き
る
。

徳
富
猪
一

郎
・

湯
浅
治
郎
に
起
草
を
依
頼
し
て
い
た
も
の
で、

井
上
磐
•

森

有
礼
•

青
木
周
蔵
・

野
村
靖
・

小
崎
弘
道
ら
に
送
る
。
（
怜
？
3
4
5,

D
 1
 :
 1
8
1
6
)

富
田
に
預
け
て
い
た
百
円
を
受
け
取
る
。

新
潟
の
中
島
末
治
に
手
紙
を
書
く。
（
怜
5

羞
4
5
)

井
上
磐
に
上
梓
し
た
同
志
社
通
則
草
案
を
送
り、

意
見
を
聞
く。
（
怜3

ら
0
0
)

午
後、

ベ
ル
ツ
の
診
察
を
受
け
る
。
「
回
復
ハ

期
ス
ベ
カ
ラ
ス
」
（
ゆ
5

羞
4
5
)

御
案
内
致
し
度、

就
而
は
同
君
御
差
支
え
有
無
一

応
御
聞
合
御
報
知
被
下
度
…
…」

と
カ
ー
ド
を
残
し
て
帰
る
。

「
此
ノ
タ、

フ
ヱ
イ
ン
ト
ヱ
ウ
ェ
ー
ッ
タ
リ
」
（
船
5

羞
4
6
)

午
前、

第
一

銀
行
に
お
い
て
渋
沢
栄
一

に
会
う。

夕
方、

富
田
鉄
之
助
が
来
訪
す
る
。
（
曲
5
り

3
4
6
)

朝、

井
上
馨
に
書
状
を
出
す。

は
な
は
だ
懇
切
な
返
事
を
受
け
取
る
。

午
後、

榎
坂
の
〔
東
京
第
一
〕

教
会
堂
に
お
い

赤
穂
義
士
の
墓
に
詣
で
る
。

実
相
寺
に
立
ち
寄
る
。
（
怜
5
:
 3
4
5
)
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1888年

七
月
八
日

七
月
六
日

七
月
四
日

七
月
二
日

七
月
三
日

て
晩
餐
式
に
列
す
る
。

徳
富
が
来
訪
す
る
。

中
村
栄
助
よ
り
手
紙
が
二
通
来
る
。
（
怜5
"
346)

八
重
夫
人、

ひ
そ
か
に
難
波
医
師
に
呼
ば
れ、

新
島
の
病
状
を
聞
く。

新
島
の
「
心
臓
病
ハ

全
治
ヲ
期
ス
ベ

カ
ラ
ス
」

と
聞
き、
「
八
重
ノ
愁
嘆
一

片
ナ
ラ
ス
、

大
二

予
ノ
心
ヲ
痛
メ
シ
メ
タ
リ
」
（
ゆ
5

羞4
6,

D
1
4

羞3)

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
手
紙
を
送
り、

日
頃
の
好
意
を
謝
し、

あ
ら
か
じ
め
暇
乞
い
の
手
紙
を
送
る
。

ま
た
「
今
日
ョ
リ
逢
フ
所
ノ
朋
友
ハ

仮
令
暇
乞
ノ
辞
ヲ

陳
ヘ
サ
ル
モ
、

或
ハ

此
ノ
遭
逢
ハ

最
後
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
キ
ャ
ノ
思
ヒ
ナ
キ
能
ハ
ス
…
…」

と
日
記
に
書
く。

難
波
一
・

益
田
孝
・

中
村
栄
助
・

市
原
盛
宏
に
手
紙
を
出
す。

同
志
社
通
則
草
案
を
沖
神
奈
川
県
知
事
・

原
六
郎
・
―――

三
好
退
蔵
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

病
気
療
養
の
た
め
他
所
に
行
っ
て
い
た
の
で
、

募
金
の
集
会
に
は
出
席
で
き
な
い
、

岩
崎
小
次
郎
に
頼
ん
で
お
く
の
で
、

彼
に
相
談
す
る
よ
う
伝
え
て
く
る
。
(
""f892)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
独
立
記
念
日
に
際
し
て
A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
送
り、

心
臓
病
が
悪
化
し
て
回
復
の
見
込
み

が
な
い
こ
と、

「
予
ノ
覚
悟
ノ
事
ヲ
述
へ
」

米
国
ド
ー
チ
ェ
ス
ク
ー
の
ベ
イ
カ
ー
夫
人
に
は

い
つ
突
然
の
死
が
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
夫
人
に
対
し
て、

こ
れ
ま
で
受
け
た
恩

義
に
つ
い
て
感
謝
と
お
別
れ
の
挨
拶
を
書
き
記
す。
（
怜
5

羞
4
8,

�
6
:
 333)
 

大
隈
重
信
に
手
紙
を
送
り、

面
会
を
求
め
る
。

富
田
鉄
之
助
よ
り
毎
日、

高
鍋
教
会
設
立
式
と
増
野
悦
興
の
按
手
礼
が
行
わ
れ
る
。
(
T898)

く
感
動
す
る
。
（
怜
5

羞
4
8
)

沖
知
事
・

ラ
ー
ネ
ッ
ド
・

奈
須
義
質
に
手
紙
を
送
る
。
（
怜
5

羞
4
8
)

好
退
蔵
・

益
田
孝
に
送
る
。
（
曲
5
:
 3
4

8
)
 

（
怜
5

:
 346)
 

ス
ー
プ
と
牛
肉
ま
た
は
香
魚
を
贈
ら
れ、

深
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七
月
十
二
日

七
月
十
三
日

七
月
十
四
日

七
月
十
日

七
月
九
日

3
5
0
)
 

食
物
サ
ニ
ア
レ
ハ

高
燥
ノ
地
ヲ
以
テ
最
上
ト
ス
」

と
言
わ
れ
る
。

ま
た
八
重
夫
人
の
脂
肪
を
減
ず
る
方
法
を
聞
く。

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

井
上
啓
を
訪
問
す
る
前
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
る
。

なW
3
:
 
6
0
5
)
 

大
隈
重
信
に
手
紙
を
書
き、

明
治
専
門
学
校
の
設
立
に
つ
い
て
は
井
上
馨
も
賛
成
し
て
い
る
こ
と
「
元
来
両
伯
ニ
ハ

政

事
上
或
ハ

多
少
御
意
見
ノ
隔
意
ス
ル
所
有
之
ヤ
ハ

存
ツ
不
申
候
得
共、

民
間
ノ
教
育
事
業
御
賛
成
ノ
一

点
二

至
リ
テ
ハ

奄
モ

隔
意
セ
ラ
ル
、

所
ハ

有
之
間
敷
卜
了
察
…
…
依
テ
願
ク
ハ

此
上
ハ

両
伯
ト
モ

各
別
途
二

計
ラ
セ
賜
ハ
ズ
、

寧
口

御

談
合
ノ
上」

有
志
家
を
お
招
き
く
だ
さ
る
よ
う
要
望
す
る
。

な
お
井
上
・

大
隈
が
す
で
に
新
島
の
希
望
の
ご
と
く
話
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
井
上
よ
り
知
ら
さ
れ、

こ
の
日
午
後、

再
び
大
隈
に
書
簡
を
送
り、

重
複
を
謝
す
る
。

ま
た
書
簡

「
御
存
シ
ノ
通
小
生
ノ
如
キ
ハ

已
ニ
―

身
ヲ
宗
教
卜
教
育
ト
ニ

委
候
故、

当
時
公
然
卜
政
事
上
二

奔
走
セ
サ
ル
ハ

深
ク
理
由
之
有
之
候
訳
ニ
ッ
テ
…
…
将
来
ノ
青
年
ヲ
薫
陶
シ
新
日
本
構
造
ノ
良
材
ヲ
培
養
セ
ン
ト
計
ル
」

と
も
書
く。

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
ミ
ス

F
・
フ
ー
パ
ー
と
再
婚
す
る
。
(
E
1
2
 :
 2
10)
 

井
上
磐
•

青
木
周
蔵
を
訪
問
す
る
。

休
養
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
。

益
田
孝
・

丘
襄
二
を
訪
う
も
不
在。

午
後、

内

村
鑑
三
が
来
る
。

ま
た
加
藤
〔
勇
次
郎〕
•

岡
田
〔
松
生
か
〕
・

不
破
唯
次
郎
・

森
田
久
万
人
ら
が
来
訪
す
る
。

長
田
徳
太
郎
・

松
尾
音
次
郎
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
5

羞
5
0
)

市
原
盛
宏
が
仙
台
よ
り
上
京
す
る。
（
怜
5
"
3
5
0
)

（

吟
3

ら
0
2,

6
0
4,
 

�
5
 :
 
3
5
0
)

中
に

大
隈
重
信
に
書
簡
を
送
る
。
（
怜
5

羞
4
8
)

ベ
ル
ツ
の
診
察
を
受
け、

夏
の
保
養
地
に
つ
い

て
相
談
す
る
。

（
ゆ
5

「
海
ハ
ト
カ
ク
病
人
ヲ
シ
テ
心
経
高
キ
ヲ
覚
ェ
シ
ム
、
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1888年

七
月
十
五
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一

日

2
8
)
 

（
ゆ
5

羞
5
3
)

土
倉
庄一
二
郎
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5
:
 3
5
3
)
 

J
 2
3
 :
 
9
1,
 
J
 6
1
 :
 
8,
 
J
 9
5

1
ュ]

4
7
9
)

(
J
 6
1
 

井
上
慇
よ
り、

十
九
日
午
後
六
時
か
ら
大
隈
重
信
邸
に
お
い
て
専
門
学
校
の
熊
会
を
開
く、

と
通
知
し
て
く
る
。

ゴ
ー

ド
ソ
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
手
紙
が
来
る
。
（
怜
5

"
3
5
0
)

磐
梯
山
噴
火、

山
体
破
裂。

死
者
四
百
四
十
四
人。

東
京
の
十
五
新
聞
社
共
同
で
義
捐
金
を
募
集。
(

J

9
7
 :
 

11
4)
 

大
隈
外
相
官
邸
で
明
治
専
門
学
校
設
立
に
つ
い
て
の
小
集
会
を
開
く。

こ
の
朝、

井
上
馨
が
新
島
を
訪
れ、

午
後
四
時

ご
ろ
馬
車
で
迎
え
に
来
る
こ
と
を
告
げ
る
。

午
後
六
時、

井
上
と
同
道
し
て
大
隈
邸
に
行
く。

同
志
社
よ
り
新
島
の
ほ

か
湯
浅
治
郎
・

徳
富
猪
一

郎
・

加
藤
勇
次
郎、

来
賓
は

青
木
周
蔵
・

渋
沢
栄
一
•

原
六
郎
・

平
沼
専
造
・

岩
崎
弥
之

助
・

岩
崎
久
弥
・

益
田
孝
・

大
倉
喜
八
郎
・

田
中
平
八
ら
が
出
席
し
た
。

協
議
の
結
果、

合
計
三
万
一

千
円
の
寄
付
申

し
込
み
を
得
る
。

夜
十
一

時
帰
宅、

非
常
の
喜
び
に
て
神
に
感
謝
し
て
十
二
時
に
就
寝
す
る
。
（
怜
1
:
 1
3
4,
 

�
5
 :
 3
5
1,

＊

金
額
に
つ
い
て
(
J
2
3,
 
J
 9
5
)
 

t!
三
万
二
千
円、
（
ゆ
5

又3
5
1,

J
 6
1
)

で
は
三
万
一

千
円
と
な
っ
て
い
る。

銀
座
三
丁
目
の
高
山
紀
齋
に
行
き、

を
得
る
方
法、

手
続
き、

入
れ
歯
を
求
め
る
。

三
井
の
丘
襄
二
が
来
て
時
計
売
却
の
こ
と
を
相
談
す
る
。

夜、

井
上
馨
を
訪
問、

こ
れ
ま
で
の
礼
を
述
べ
る
。

大
隈
重
信
•

青
木
周
蔵
を
訪
う
も
不
在。

森
有
礼
を
訪
ね、

徴
兵
猶
予

お
よ
び
大
学
の
設
置
学
科
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

午
後、

福
井
の
岡
部
広
が
来
訪
す
る
。

『
中
外
物
価
新
報
』
『
東
京
日
々

新
聞
』

は
こ
の
日
付
で
大
隈
重
信
邸
で
の
三
万
円
募
金
に
つ
い
て
報
ず
る
。

新
島
公
義
に
発
信、
「
私
も
少
々
快
候
得
共
未
ク
長
旅
行
ハ

医
者
よ

り

許
不
申、

当
夏
ハ

伊
香
保
へ

参
可
申
候」

な
お
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七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
五
日

七
月
二
十
七
日

（
怜
3
:
 6
11)
 

八
重
夫
人
は
二
十
五
日
発
で
い
っ
た
ん
帰
宅
の
予
定
と
伝
え
る
。
（
怜
3
"
6
0
6
)

早
朝
よ
り
井
上
馨
を
訪
ね、

森
文
相
と
協
議
の
内
容
を
詳
し
く
述
べ
る
。

こ
の
夜、

矢
野
文
雄
•

朝
比
奈
知
泉
を
芝
公
園
内
三
縁
亭
に
招
き、

徳
富
・

伊
勢
・

小
崎
ら
も
同
席
し
て
歓
談
す
る
。

伊
香
保
で
静
養
の
た
め、

こ
の
朝、

汽
車
で
前
橋
に
向
か
う。

十
二
時
十
九
分
到
着、

同
志
社
生
徒
三
上
真
吾
の
案
内

に
よ
り
桑
町
の
住
吉
屋
国
太
郎
方
に
入
る
。

当
時、

磯
部
に
出
向
い
て
い
る
新
井
奄
に
ハ

ガ
キ
を
送
る
（
翌
日
来
訪
）。

後
藤
源
九
郎
医
師
の
来
診
を
受
け
る
。

高
崎
の
藤
巻、

前
橋
の
関
口
源
七
郎
の
ほ
か
高
津
仲
次
郎
•

関
農
夫
雄
•

関
ロ

長
一

郎
ら
が
来
訪
す
る
。

ま
た
不
破
唯
次
郎
夫
妻
も
し
ば
し
ば
訪
れ、

食
物
等
を
持
参
す
る
。
（
曲
5
:
 3
5
5
)
 

湯
浅
治
郎
が
来
訪、

辞
去
後、

同
人
に
手
紙
を
送
り、

徳
富
の
社
員
加
入
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
（
怜
3
"
6
0
6
)

前
橋
滞
在
中、

杉
田
潮
〔
安
中
教
会
牧
師
〕

に
会
い
、

下
野
地
方
伝
道
に
つ

き
協
議
す
る
。

新
島
案
で
は
、

中
山
光
五

郎
を
し
て
佐
野
と
栃
木
に
着
手
せ
し
め
た
い
こ
と、

こ
れ
は
す
で
に
小
崎
・

伊
勢
・

湯
浅
も
贅
成
し
て
い
る
こ
と、

伝

道
費
が
不
足
な
ら
ば
新
島
が
少
々
援
助
し
て
も
よ
い
と
述
べ
る
。
「
小
生
之
志
願
ハ

上
毛
下
毛
を
聯
合
セ
シ
メ
度
事
也」

矢
野
文
雄、

こ
の
日
付
で
徳
富
を
通
じ
新
島
に
手
紙
を
送
る
。

(

J

5
9
ー

1

:
 

2
4
9
)
 

後
藤
医
師
の
世
話
で
駕
籠
を
用
意
し、

朝
八
時
に
前
橋
を
出
発、

渋
川
を
経
て
夕
方
五
時
前、

伊
香
保
の
木
暮
武
太
夫

方
に
到
着
す
る
。

新
井
•

関
・

住
吉
屋
老
人
・

三
上
・

鶴
田
ら
が
付
き
添
っ
た
。

森
本
佳
吉
医
師
の
来
診
を
仰
ぐ。

新

井
篭
の
父
親
・

佐
助
〔
乙
瓢
と
号
す
〕

が
同
宿
に
滞
在
し
て
お
り、

挨
拶
を
す
る
。
（
怜
5
"
3
5
6
)

＊

伊
香
保
行
き
の
日
に
つ
い
て
『
上
毛
新
聞
』
(
H
3
:
9
5
3
)
 
ti

二
十
五
日、
（
怜
3
"
6
0
7
)

で
は
二
十
六
日
と
あ
る
。

た
だ
し
両

（
怜
5

羞
5
5,

T
8
9
5
)
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1888年

八
月
六
日

八
月
五
日

八
月
四
日

八
月
＝＿
日

八
月
l

日

七
月
二
十
九
日

七
月
二
十
九
日

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一

日

七
月
二
十
八
日

る
。
（
ゆ
5

羞
5
9
)

す。
（
怜
3

ら
10,

'.3t
5

羞
5
9
)

仰
き
見
し
雲
も
こ
こ
で
は
あ
し
の
下

（
ゆ
3
:
 
6
0
9
)
 

新
井
乙
瓢
と
共
に
俳
句
を
詠
む。

を
出
す。
（
怜
5

羞
5
9
)

縁、

伊
香
保
に
来
て
い
た
三
好
退
蔵
が
出
発
す
る
。

彼
に
十
円
用
立
て
る
。

仙
台
の
岩
瀬
が
来
る
。
（
ゆ
5

羞
5
7
)

陸
奥
宗
光
へ

東
京
募
金
の
結
果
三
万
一

千
円
の
約
束
が
で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

永
岡
喜
八
ほ
か
京
都
へ

数
通
手
紙

三
好
退
蔵
よ
り
書
留
が
来
る
。

伊
香
保
到
着
以
来、

森
本
医
師
よ
り
四
回
来
診
を
受
け
る
。

松
本
勘
十
郎
に
手
紙
を
出

半
晴、

八
重
夫
人
•

森
田
久
万
人
よ
り
来
信、

杉
田
潮
に
佐
野
・

栃
木
伝
道
に
つ
い
て
手
紙
を
送
る
。
ユ
ゴ
ー
の
『
レ
・

ミ
ゼ
ラ
プ
ル
』

を
読
み
終
わ
る
。

ロ
ク
ロ

細
工
を
見
物
に
行
っ
た
際、

俄
雨
に
遭
い
、

店
内
に
雨
宿
り
し
た
と
こ
ろ、

机
上
に
『
日
本
人
』
『
国
民
之
友
』

を
見
か
け
る
。
（
怜
3

ら
11,

�
5

羞
5
9
)

晴
の
ち
暴、

気
分
大
分
よ
く
な
る
。

杉
山
重
義
へ

下
毛
伝
道
に
つ

ぎ
手
紙
を
送
り、

杉
田
潮
と
相
談
す
る
よ
う
に
伝
え

伊
香
保
滞
在
中
の
新
井
乙
瓢
が
家
族
と
共
に
帰
宅
す
る
。

午
後、

新
井
•

関
お
よ
び
民
友
社
の
福
田
和
五
郎
ら
の
斡
旋

午
後
よ
り
大
雨、

徳
富
・

矢
野
か
ら
手
紙
が
来
る
。
（
怜
5

羞
5
7
)

大
雨、

森
田
久
万
人
に
手
紙
を
出
す。
（
曲
5

羞
5
7
)

日
と
も
雨

。

大
雨、

井
上
磐
・

大
隈
重
信
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
5

羞
5
6
)

ジ
ャ
パ
ソ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン

第
十
六
年
会
が
比
叡
山
で
開
か
れ
る。

八
月
四
日
ま
で
。

(

E

l
)
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八
月
十
二
日

八
月
十
一

日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
八
日

八
月
七
日

「
先
々
ノ
事
ハ

御
負
担
被
下
候
様」

に
切
望
す
る
。
（
ゆ3

ら
2
1
)

徳
富
・

小
崎
・

粟
津
・

八
重
夫
人
（
二
通
）

に
発
信、

元
良
〔
勇
次
郎
〕

来
る
。

夕
方、

知
ら
せ
て
く
る
。

徳
富
に
別
に
ハ

ガ
キ
を
送
り、

十
三
日
ご
ろ
八
重
夫
人
が
東
京
〔
京
都
か
〕

よ
り
伊
香
保
に
向
か
う

の
で、

唐
宋
詩
醇
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
。
「
小
生
も
隙
ナ
ル
ニ
ハ

大
困
却」
（
怜
3

る
1
6,

�
5

羞
6
1
)

手
紙
を
出
す
べ

き
人
物
を
列
挙
す
る
。

多
田
新
・

伏
見
通
に
手
紙
を
出
す。
（
吟
5

羞
6
1
)

下
村
孝
太
郎
に
手
紙
を
送
る
。

募
金
状
況
を
説
明
の
の
ち、

同
志
社
の
前
途
に
つ
ぎ
「
今
一

年
否
二
年
ナ
リ
〔
卜
〕

モ

御
留
学
ナ
サ
レ
…
…
我
力
校
二

於
テ
サ
イ
ヨ
ン
ス
ノ
振
ハ
サ
ル
ヲ
痛
嘆
ツ

候
問、

貴
兄
ニ
ッ
テ

…
…

其
ノ
方
ヲ
負
担

シ
賜
ハ
、

必
ラ
ス
我
校
ノ
面
目
ヲ
一

新
ス
ル
ニ

至
ラ
ン

…
…

今
ノ

本
校
ヲ
シ
テ

充
分
コ
ル
レ
ジ
ノ

位
置
二

進
メ
度」

北
越
学
館
の
こ
と
に
つ
き
内
村
鑑
三
よ
り
来
信、

た
だ
ち
に
返
書
を
出
す。

加
藤
勝
弥
に
内
村
に
つ
い
て
手
紙
を
出
す。

大
久
保
真
次
郎
・

上
野
栄一一一
郎
に
発
信、

八
重
夫
人
に
ハ
ガ
キ
と
電
報
を
打
つ
。

夜
九
時
ご
ろ
土
倉
・

新
井
が
来
訪、

一

時
間
ほ
ど
話
を
す
る
。
（
怜
5
"
3
6
2
)

土
倉
庄
三
郎
が
夕
方
五
時
ご
ろ
来
訪、

夕
食
を
は
さ
ん
で
夜
九
時
ご
ろ
ま
で
閑
談
す
る
。
（
怜
5
"
3
6
2
)

夕
方、

沼
田
の
伝
道
師
・

高
橋
優
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

羞
6
1
)

伊
香
保
到
着
以
来
初
め
て
好
天
に
恵
ま
れ
る
。

新
井
佐
助
親
子
に
手
紙
を
書
く。
（
怜
3
:
 
6
1
4,
 

6
1
6
)

夕
方、

原
忠
美
・

中
山
光
五
郎
・

上
原
権
太
郎
・

坂
田
忠
五
郎
が
来
訪
す
る
。

水
自
消
々
山
自
碧

自
然
風
趣
自
然
閑

脱
却
俗
塵
与
煩
熱

忽
疑
身
尚
在
人
問

滝
の
音
も
夕
立
と
聞
昼
寝
か
な

（
怜
竺
6
1
4,

�
5
:
 3
5
6,
 

3
5
7,
 

3
6
0
)
 

に
よ
り、

木
暮
武
太
夫
方
よ
り――-、

四
丁
離
れ
た
千
明
三
郎
の
別
荘
に
移
る
。

八
重
夫
人
よ
り
横
浜
到
着
を

（
怜
5

羞
6
0,

3
6
1
)
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1888年

八
月
十
九
日

八
月
十
八
日

八
月
十
七
日

八
月
十
六
日

八
月
十
五
日

八
月
十
四
•
五
日

八
月
十
三
H

A
・
ハ
ー
デ
ィ
氏
の
永
眠
を
聞
い
て
一

周
年
に
際
し、

ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
送
る
。

休
養
の
た
め
伊
香
保
に
来
て

い
る
こ
と、

ユ
ゴ
ー
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
プ
ル
』
『
九
十
三
年
』

や
『
フ
ラ
ソ
ク
リ
ソ
自
伝
』

を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
記

し、

野
百
合
の
花
一

片
を
押
し
花
に
し
て
同
封
す
る
。
（
怜
5

羞
62,

�6
:
 334)
 

八
重
夫
人、

京
都
を
出
発
し
て
伊
香
保
に
向
か
う。
（
ゆ3

ら1
6,

622)
 

安
中
の
杉
田
・

森
本
・

橋
本、

高
崎
の
藤
巻
・

相
良
が
見
舞
い
に
来
る
。

鶏
五
羽
を
贈
ら
れ
る
。
（
や
5

羞
63)

ボ
ー
タ
ー
・

鈴
木
・

津
田
次
郎
に
手
紙
を
出
す。

新
島
公
義
お
よ
び
ロ
ン
ド
ソ
の
モ
ー
ト
ン
よ
り
手
紙
が
来
る
。

八
重
夫
人
が
松
尾
•

松
本
の
案
内
で
伊
香
保
に
着
く。

伊
勢
・

湯
浅
・

小
崎
・

金
谷
に
発
信、

多
田
新
よ
り
手
紙
が
来

中
村
栄
助
に
山
本
覚
馬
へ
の
返
書
を
兼
ね
手
紙
を
出
す。

H
金
森
通
倫
を
社
員
に
加
え
る
こ
と
は
賛
成、

東
京
の
伊
勢

準
官
立
学
校
に
な
ら
ね
ば
い
け
な
い
の
か、

誰
か
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。
（
ゆ3

ら23)

高
津
仲
次
郎
ら
前
橋
の
青
年
六、

七
名
が、

榛
名
山
登
山
か
ら
の
帰
途、

立
ち
寄
る
。
（
曲
5

羞
63)

こ
の
夜、

新
井
奄
が
来
訪、

前
年
末
の
保
安
条
令
の
処
分
に
関
連
し、

身
の
振
り
方
を
相
談
す
る
か
。
（
ゆ3

ら39)

同
志
社
の
こ
と
に
つ
き
伊
勢
•

松
山
に
発
信、

夕
方、

山
中
百
と
青
柳
新
米
が
来
訪
す
る
。
（
ゆ
5

羞
63)

徳
富
猪
一

郎
を
通
じ、

陸
奥
宗
光
よ
り
の
書
簡
（
七
月
二
十＿―-
日
付
）

を
受
け
取
る
。

ge
n
cer"
 
(
1
8
8
8.
 7.
 
11
)
 
�
り
抜
き
と
共
に
「
馬
場
辰
猪
ナ
ル
者
当
国
の
耶
蘇
教
会
ヲ
煽
動
シ
」

て
い
る
の
で
米
国

勝
海
舟、

新
島
に
宛
て
本
城
安
太
郎
の
紹
介
状
を
書
く。
(
T
897)

に
は
伝
え
て
お
い
た

⇔
専
門
学
校
の
こ
と
は
諸
事、

大
沢
と
分
担
し
て
進
め
て
ほ
し
い'

T
h
e
 
C
hristia
n
 
Inteli
 

伺
徴
兵
猶
予
を
得
る
に
は

る
。
（
怜
5

羞
63)

?
362)
 

（
怜
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八
月
二
十
七
日

八
月
二
十
六
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
二
日

八
月
二
十
一

日

八
月
二
十
日

八
月
下
旬

人
が
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
方
策
に
つ
き、

新
島
に
糾
し
て
く
る
。
(
""f31
56)

群
馬
県
〔
九
十
九
村〕

国
街
の
新
島
公
義
の
母
親
が
伊
香
保
に
来
て
三
週
間
ほ
ど
滞
在
す
る
。
（
怜3

ら33)

広
津
友
信
よ
り
依
頼
さ
れ
て
い
た
原
六
郎
宛
の
紹
介
状
に
つ
い
て
発
信、

自
分
〔
新
島〕

が
書
く
よ
り
も、

原
と
親
し

在
上
毛
同
志
社
生
徒
親
睦
会
が、

こ
の
日、

安
中
湯
沢
の
山
田
屋
に
お
い
て
開
か
れ
る
。
(
H
3
:
983)
 

富
田
鉄
之
助
と
新
井
乙
瓢
に
発
信、

新
井
に
は
俳
句
の
添
削
を
乞
う。
（
怜3

ら26,

:@;5
 :364)
 

か
ね
て
土
倉
庄
三
郎
に
依
頼
中
の
マ
ッ
チ
軸
木
用
材
の
植
林
費
用
三
百
円
に
つ
ぎ、

便
宜
の
た
め
同
志
社
に
在
学
中
の

子
弟
の
教
育
費
の
預
か
り
証
を
送
る
の
で
、

引
ぎ
替
え
に
八
重
夫
人
宛
に
上
記
三
百
円
の
受
取
証
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

上
野
栄
三
郎
に
手
紙
を
出
し、

反
物
の
税
金
と
し
て
十
八
円
送
る
。

A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
人、

び
下
村
孝
太
郎
・

茂
木
平
三
郎
・

堀
正
蔵
よ
り
手
紙
が
来
る
。

茂
木
・

堀
に
は
返
書
を
出
す。

小
板
橋
京
三
郎
ら
上
州

朝、

松
尾
音
次
郎
よ
り
来
書、

彼
に
高
崎
教
会
で
働
く
こ
と
を
勧
め
る
返
書
を
書
く。
（
ゆ
6
:
335)
 

中
村
栄
助
・

金
森
通
倫
に
発
信。

杉
田
定
一

よ
り
来
信、

返
事
を
出
す。
（
曲
5
"
365)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
お
よ

内
村
竹
・

須
田
明
忠
が
来
訪
す
る
。
（
曲
5
"
365)

内
村
竹
の
こ
と
に
つ
き
内
村
鑑
三
に
手
紙
を
出
す。

ベ
イ
カ
ー
夫
人
に
発
信。

朝、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
不
破
唯

次
郎
が
来
る。

深
沢
よ
り
鶏
二
羽
を
贈
ら
れ
る
。

松
本
亦
太
郎
の
夫
人
病
死
の
訃
報
く
る
。

増
野
悦
興
よ
り
こ
の
日
付

の
学
生
数
名
が
来
訪
す
る
。
（
ゆ
5
:
 364)
 

頼
む。
（
怜3
"
627)

木
暮
武
太
夫
•

福
田
和
五
郎
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

羞63)

い
北
垣
知
事
に
頼
む
方
が
良
い
と
伝
え
る
。
（
ゆ3

525)
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九
月
五
日

九
月
四
日

年8
 
8
 
8
 
ー

九
月
三
日

九
月
l

日

八
月
八
月
三
十
一

日

八
月
三
十
日

八
月
二
十
八
日

書
き
送
る
。
（

ゆ
3
"
6
2
9
)

（

怜
3

ら
2
9,

�
5
:
 3
6
6
)
 

か
せ
る
。
（

ゆ
3

ら
2
8
)

し
込
み
を
受
け
る
。
（
ゆ
竺
6
4
8,

�
4
 :
 1
2
5
)
 

で
来
信、

高
鍋
教
会
設
立
と
増
野
の
受
按
を
知
ら
せ
て
く
る
。
（
怜
5
"
3
6
5,

r
s9s)
 

小
崎
弘
道
よ
り
来
信。

小
崎
に
京
都
行
き
を
や
め、

北
越、

下
毛
地
方
の
巡
回
を
勧
め
る
手
紙
を
出
す。

本
城
安
太
郎

が
勝
海
舟
の
添
書
を
持
ち
面
会
を
求
め
て
く
る
が
、

謝
絶
す
る
。
（

怜
5

羞
6
5
)

岩
崎
〔
弥
之
助
〕

が
伊
香
保
に
来
て
い
る
と
い
う
の
で
書
状
で
面
会
を
求
め
る
。

風
邪
が
治
っ
た
の
ち、

先
方
よ
り
来

大
風
雨、

北
垣
知
事
・

渋
沢
栄
一
・

益
田
孝
お
よ
び
京
都
の
専
門
学
校
専
任
委
員
に
発
信
す
る
。
（

怜
5

羞
6
6
)

松
本
亦
太
郎
・

岡
本
彦
八
郎
が
来
訪
す
る
。
（

怜
5

羞
6
6
)

米
国
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ

ー
ロ
ソ
ド
ン
の
J
.

N
・
ハ

リ
ス
よ
り
理
化
学
校
教
室
建
設
の
た
め
一

万
ド
ル
の
寄
付
申

本
城
安
太
郎
が
勝
海
舟
の
添
書
を
持
っ
て
来
訪、

九
州
の
高
島
炭
坑
に
伝
道
し
た
い
と
希
望
す
る
。

本
城
の
人
柄、

信

仰
が
不
明
な
た
め、

い
っ
た
ん
小
崎
弘
道
の
教
会
へ

預
け
る
こ
と
と
し、

こ
の
日
添
書
を
与
え、

小
崎
の
と
こ
ろ
へ

行

伊
香
保
滞
在
中
の
岩
崎
弥
之
助
が
来
訪
す
る
。

そ
の
際、

本
城
安
太
郎
の
希
望
を
伝
え
て
相
談
し、

承
諾
を
得
る
。

同
志
社
社
員
会
の
た
め
湯
浅
治
郎
・

伊
勢
時
雄
が
京
都
へ

行
く。
(
D
1
 :
 1
2
5
6
)
 

本
城
安
太
郎
に
発
信、

高
島
炭
坑
伝
道
に
つ

き
岩
崎
と
相
談
の
結
果
を
知
ら
せ、

伝
道
に
あ
た
っ
て
の
注
意
を
細
々
と

内
村
鑑一
二
よ
り
手
紙
が
来
る
。
「
お
竹
之
言
葉
卜
大
二

麒
甑
セ
リ
」
内
村
竹
に
発
信、

新
潟
の
内
村
よ

り
返
事
を

も
ら
っ

訪
す
る
と
の
返
事
が
あ
る
。
（

や
5

羞
6
6
)
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九
月
十
四
日

九
月
十
五
日

九
月
十
日

九
月
八
日

九
月
七
日

九
月
六
日

因
徳
富
猪
一

郎
を
社
員
と
す
る
。
(
D
1
:
1
2
5
6
)

た
が
「
双
方
之
御
申
分
互
ヒ
ニ

麒
鋸
す
る
所
有
之」

今
後
こ
の
問
題
か
ら
一

切
手
を
引
く
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜
3

ら
3
2,

同
志
社
社
員
会
が
開
か
れ、

次
の
こ
と
を
決
定
す
る
。

日
新
島
が
病
気
中、

金
森
通
倫
を
社
長
代
理
と
す
る

議
定
し、

常
議
員
を
選
出
す
る

⇔
同
志
社
通
則
三
十
六
カ
条
を
議
定
す
る

四
予
備
校
・

女
学
校
・

看
病
婦
学
校
を
同
志
社
直
轄
と
す
る

き、

英
学
校
は
森
田
久
万
人
・

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

予
備
校
は
加
藤
勇
次
郎、

女
学
校
は
浮
田
和
民
に
依
頼
す
る

原
市
の
半
田
平
次
郎
・

桜
井
幹
・

上
原
春
朔
が
来
訪
す
る
。
（
ゆ3

ら3
7,

�
5

羞
6
6
)

伊
香
保
滞
在
中
の
岩
崎
弥
之
助
よ
り
来
信、

明
日
帰
京
す
る
こ
と、

本
城
の
手
紙
を
読
ん
だ
の
で
返
却
す
る
旨
を
伝
え

て
く
る
。
(

r
3
1
4
3
)

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、
「
御
申
越
之
建
白
…
…
弥
建
白
二

被
及
候
時
ニ
ハ

拙
名
も
御
加
入

な
し

被
下
度
候」

ま
た
「
樫

〔
と）

村
を
申
東
京
之
名
医
も
来
伊
…
…
診
察
を
乞
候」

と
記
す。

徳
富
の
依
頼
に
よ
り
同
志
社
入
学
を
希
望
す
る
津
軽
承
叙

子
爵
の
子
息
の
た
め
、

森
田
久
万
人
宛
に
添
書
を
書
く。
（
怜
3
"
6
3
2,

6
3
4
)
 

＊

こ
こ
に
い
う
「
建
白」

は
基
普
教
公
許
の
建
白
甚
と
思
わ
れ
る
が、

確
認
に
至
ら
な
い
。

⑮
各
校
に
主
幹
を
置

北
越
学
館
開
校
式、

内
村
教
頭
就
任
式
挙
行。
(

J

5
3
 :
 
2
5
2
)
 

夜、

新
島
公
義
と
河
井
某
女
と
の
婚
約
の
報
届
く。
「
今
回
之
佳
報
…
…
我
等
甚
満
足
喜
欣」
（
ゆ
3

ら
3
5
)

午
前
十
時、

伊
香
保
を
出
発、

新
島
は
山
駕
籠
で
、

八
重
夫
人
は
人
力
車
で
山
を
下
り、

前
橋
桑
町
の
住
吉
屋
に
二
泊

す
る
。

須
田
一

平
が
来
護
す
る
。
（
怜
竺
3
68)

怜
5

羞
6
6,

J
 5
3
 :
 
2
5
2
)
 

伺
常
議
員
会
則
を
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1888年

九
月
十
七
日

九
月
十
九
日

九
月
二
十
日

九
月
二
十
二
日

九
月
二
十
四
日

九
月
十
八
日

九
月
十
六
El

古
沢
滋
を
訪
問
す
る
。
（
怜
5

羞
7
5
)

奈
良
の
河
井
家
と
新
島
公
義
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
を
出
す。
（
曲
3

ら
3
5
)

八
重
夫
人
は
午
前
よ
り
安
中
へ

行
く。
（
怜
3
"
6
3
5,

jit
5
 :
 3
6
8
)
 

前
橋
の
青
年
会
よ
り
十
数
人
が
来
訪
し
教
会
合
併
の
こ
と
に
つ

き
意
見
を
交
わ
す。

こ
の
ほ
か
新
島
の
下
山
を
聞
い
て

不
破
唯
次
郎
の
家
へ

行
き、

半
日
を
過
ご
す。

深
沢
の
家
で
ご
馳
走
に
な
る
。

後
藤
源
九
郎
医
師
は
下
山
以
来、

毎
日

診
察
に
来
る
。

八
重
夫
人
は
新
島
公
義
の
実
家、

国
衡
へ

行
く。
（
怜
3

ら
3
5,

�
5

羞
7
4
)

前
橋
の
教
友
に
見
送
ら
れ
て
二
番
列
車
で
東
京
に
向
か
う。

午
後
三
時
前
到
着、

粟
津
夫
人
・

鶴
田
三
郎
・

小
崎
弘
道

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

H
金
森
が
社
員
会
で
社
長
代
理
に
決
ま
っ
た
こ
と、

湯
浅
治
郎
が
来
訪、

社
員
会
の
報
告
を
す
る
。

日
大
学
の
名
称
は
同
志
社
と
す
る
こ
と

お
よ
び
就
任
に
際
し
て
の
決

⇔
徳
富
を
社
員
と
す
る
こ
と

伺
金
森
通
倫
を
社
長
代
理
と
す
る
こ
と
（
即
日、

金
森
に
電
報
を
も
っ
て
依
頼
す
る
）
（
怜
5

羞
7
4
)

井
上
啓
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

明
後
二
十
二
日
午
前
十
時
頃
な
ら
面
会
で
き
る、

と
通
知
し
て
く
る
。
(

T
9
0
3
)

午
前
十
時
ご
ろ
井
上
馨
を
訪
問、

昼
食
を
ご
馳
走
に
な
る
。
（
怜
5

羞
7
5
)

か
ね
て
後
閑
村
の
上
原
春
朔
を
通
じ、

安
中
近
郊
の
磯
部
村
に
あ
る
揖
取
家
の
別
荘
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
つ

き、

帰

京
し
て
家
族
・

友
人
と
相
談
し
た
結
果、

此
処
に
二
、

三
ヵ
月、

彼
処
に
三
ヵ
月
と
移
り
住
む
よ
り
も、

む
し
ろ
便
宜

届
い
た
こ
と、

を
報
告
し
て
く
る
。
(

T
9
0
2
)

意
を
述
べ

る

口
新
島
在
京
中
に
上
京
し、

有
力
者
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
こ
と

同
米
国
よ
り
五
万
ド
ル
の
保
証
書
が

ら
が
出
迎
え
る
。
（
怜
5

羞
7
4
)

来
訪
者
が
相
継
ぐ。
（
怜
5

ら
3
8
)
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九
月
二
十
八
日

九
月
二
十
五
日

九
月
二
十
七
日

九
月
二
十
六
日

後
藤
象
二
郎
宛
の
書
簡
を
徳
富
に
託
す。
（
怜
3

ぶ
4
0
V

97)
 

（
怜3
:
 6
4
0
)
 

の
良
い
土
地
を
選
ん
で
養
生
す
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
の
で、

せ
っ
か
く
の
骨
折
り
な
が
ら、

今
回
は
辞
退
す
る
旨

神
田
小
川
町
の
山
竜
堂
病
院
に
入
院
し、

樫
村
清
徳
博
士
の
治
療
を
受
け
る
。
（
ゆ
5

羞
7
5
)

新
島
公
義
に
発
信、

結
納
の
件
は
新
島
夫
妻
が
来
月
早
々
京
都
へ

帰
っ
て
か
ら
に
し
た
い
の
で、

そ
の
旨、

先
方
へ
も

明
治
専
門
学
校
の
名
称
を
同
志
社
大
学
と
改
め
る
こ
と
に
つ
き、

京
都
の
有
力
者
の
問
に
賛
成
者
が
多
く、

別
段
心
配

す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
、

と
金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
の
手
紙
で
知
ら
せ
て
く
る
。

ま
た
北
垣
知
事
よ
り
大
阪
の
高

島
鞘
之
助
中
将、

神
戸
の
内
海
忠
勝
知
事
宛
の
添
書
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
報
告
す
る
。
(

�
9
0
6
)

徳
富、

新
島
を
見
舞
う。

徳
富
に
後
藤
象
二
郎
の
も
と
へ
行
き、

専
門
学
校
へ
の
援
助
を
求
め
る
よ
う
依
頼
す
る
。

小
崎
弘
道
と
同
伴
し
て
岩
崎
を
訪
問、

本
城
安
太
郎
の
こ
と
を
相
談
す
る
。
（
怜
5

羞
7
5
)

新
井
奄
よ
り
来
信、

こ
れ
に
対
し
新
島
よ
り、

先
日
の
相
談
〔
保
安
条
令
に
よ
る
追
放
解
除
か
〕

を
決
し
て
無
頓
着
に

聞
き
逃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え、

軽
々
に
去
就
を
決
し
な
い
よ
う
に
忠
告
を
す
る
。
（
怜
竺
6
3
9
)

キ
リ
ス
ト
教
教
義
弁
明
に
関
す
る
建
白
書
が
政
府
へ

提
出
さ
れ
た、

と
い
う。

新
聞
紙
上
で
も
論
評
さ
れ
る
。

(

J

71
:
 

＊

こ
の
建
白
書
の
提
出
日
に
つ
い
て
は
二
十
八
日、

二
十
九
日
の
異
説
が
あ
る。

土
倉
庄
三
郎、

新
島
を
山
竜
堂
病
院
に
見
舞
う。
（
怜
3

ら
3
8
)

連
絡
す
る
よ
う
に
伝
え
る
。
（
怜
3

ら
3
8
)

を
通
知
す
る
。
（
ゆ3

ら37)
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1888年

十
月
四
日

十
月
一

日

九
月
二
十
九
日

九
月
三
十
日

十
月
三
日

併
反
対
の
態
度
を
固
め
る
。

(
F
1
4
:
 1
4
9
)
 

（

ゆ
3
:
 
6
4
1
)
 

こ
の
朝、

山
竜
堂
病
院
を
退
院
す
る
。

土
倉
庄
三
郎
が
病
院
へ

見
舞
い
に
来
る
。

歯
科
の
高
木
紀
齋
へ

行
き、

奥
歯
二

枚
を
埋
め
る
。

午
後、

寄
寓
先
の
麻
布
仲
之
町
の
粟
津
方
へ

帰
る
。

新
原
俊
秀
お
よ
び
京
都
の
藤
原
・

安
田
が
来
訪
す

る
。

夜
に
入
り
徳
富
が
来
る
。
「
極
秘
密
ノ

件
ヲ
托
ス
」
（

怜
5

羞
7
5
)

森
文
相
に
手
紙
を
送
り、

徴
兵
猶
予
の
特
典
を
与
え
る
よ
う
要
請
す
る
。

徳
富
猪
一

郎
・

湯
浅
治
郎
の
二
人
が
森
に
会

「
井
上
伯
ニ
モ
此
事
ヲ
預
リ
知
リ、

今
回
失
敗
セ
バ

再
ビ

願
ヒ

出
ッ
ヘ

キ
旨
ヲ
陳
セ
リ
。

但
シ

其
ノ

前
二

切
迫
ノ
事
ア

ル
ヲ
以
通
セ
ッ
カ
ハ
」

井
上
磐
が
来
訪
す
る
。

た
だ
し
新
島
不
在
の
た
め
会
え
ず。

土
倉
庄
三
郎
を
通
じ
て
仔
細
を
通

後
藤
象
二
郎
に
専
門
学
校
の
募
金
に
つ

き
再
び
手
紙
を
害
く。
（
怜
5

羞
7
6
)

富
田
鉄
之
助
宅
に
お
い
て
不
破
唯
次
郎
・

杉
田
潮
・

杉
山
重
義
・

奈
須
義
質
・

人
見
一

太
郎
・

竹
越
与――一
郎
ら
と
会
合、

教
会
合
併
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

木
挽
町
の
和
田
彦
二
郎
が
来
訪
す
る
。
（

怜
5

羞
7
6
)

新
井
嚢
に
発
信、

保
安
条
令
に
よ
り
処
罰
さ
れ
た
新
井
の
赦
免
に
つ

き、

井
上
馨
に
頼
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

一

致
・

組
合
両
教
会
合
併
問
題
に

関
す
る

意
見
を

記
し、

自
由
・

共
和
・

自
治
・

平
民
主
義
の
組
合
教
会
と
中
央
集

権
・

貴
族
主
義
的
・

寡
人
政
府
主
義
の
一

致
教
会
の
合
併
が
困
難
な
こ
と
を
述
べ
る
。
（
怜
2
:
4
9
9,
 

5
0
2
)
 

東
京
第
一

教
会
に
お
い
て
組
合
教
会
関
東
部
会
が
開
か
れ、

番
町
・

前
橋
・

安
中
•

原
市
・

北
甘
楽
各
教
会
と
共
に
合

朝、

徳
富
に
会
う。

夕
方、

番
町
教
会
の
三
好
退
蔵
に
日
吉
町
の
共
存
同
衆
館
で
会
い
、

教
会
合
併
に
関
す
る
新
島
の

知
す
る
。
（
や
5

羞
7
6
)

う。
（
曲
5
:
3
7
6
)
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十
月
九
日

十
月
八
日

十
月
七
日

十
月
六
日

十
月
五
日

意
見
を
説
明、

大
い
に
共
和
•

平
等
主
義
を
鼓
吹
し、

関
東
コ
ン
フ
ェ

デ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
結
成
す
る
た
め
番
町
教
会
よ

徳
富
に
一

書
を
送
り、

教
会
合
併
問
題
で一＿一
好
退
蔵
と
会
っ
た
こ
と
を
告
げ、

末
尾
に
「
今
回
ハ

実
二

吾
人
執
ル
所
ノ

三
好
退
蔵
か
ら、

今
夕
七
時
よ
り
集
会
を
開
く
の
で
憲
法
草
案
を
持
参
し
て
出
席
さ
れ
た
い
、

と
の
案
内
状
を
受
け
取

り
出
席、

三
好
の
ほ
か
和
田
垣
謙
三
•

森
為
国
に
会
う。
（
怜
3

ら
4
4
)

「
0
0、

0
0
0
ノ
ニ
氏
二

面
会
ス

甚
重
要
ノ
事
件
ナ
リ」
。

金
森
通
倫
が
東
京
に
来
る
。
（
曲
5

羞77)

井
上
幣
宛
に、

明
朝、

金
森
通
倫
と
共
に
伺
い
た
い
と
問
い
合
わ
せ
る
。

渋
沢
栄
一
・

益
田
孝
へ
八
日
に
金
森
を
訪
問

番
町
教
会
の
青
年
四
名
が
来
訪、

教
会
合
併
に
つ

ぎ
懇
談
す
る
。
（
ゆ3

ら
4
6
)

奈
須
義
質
よ
り
こ
の
日
付
で
来
簡、

自
由
共
和
の
教
会
政
治
を
守
る
決
意
を
認
め
て
く
る
。
(
T909)

前
橋
の
永
井
元
に
手
紙
を
書
き、

教
会
合
併
に
つ
い
て
記
す。
(
r
91
3)

下
村
房
よ
り
こ
の
日
付
で
送
金
に
対
す
る
礼
状
が
来
る
。
(
rl
598)

高
木
文
平
•

田
辺
朔
郎
の
二
人、

米
国
電
気
事
業
調
査
〔
琵
琶
湖
疏
水
工
事
関
連
か
〕

の
た
め
渡
米
す
る
。
(
H
l3
"
88)

金
森
通
倫
を
伴
い
井
上
賭
を
訪
問
す
る
。
「
来
年
迄
ニ
ハ
一

万
円
ノ
寄
付
ヲ
負
担
ス
ヘ
シ
ト
約
シ

呉
レ
タ
リ」
。

次
い
で

大
隈
重
信
を
訪
ね、

新
聞
記
者
が
同
志
社
の
大
学
設
立
に
賛
成
の
記
事
を
書
く
よ
う
に
尽
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜
5

羞77)

人
見
一

太
郎
よ
り、

熊
本
へ

帰
郷
の
途
中、

こ
の
日
付
で
桑
名
・

大
垣
•

長
浜
地
区
の
教
会
の
動
ぎ
に
つ
い
て
報
告
し

て
く
る
。
(
r
9
11)

さ
せ
た
い
旨
を
通
知
す
る
。
（
怜3

ら4
5,

�
5

羞77)

主
義
ノ
戦
争
ナ
リ
」

と
記
す。
（
ゆ3
:
643)
 

り
火
の
手
を
あ
げ
る
よ
う
勧
め
る
。
（
怜3
:
 643,
 
:§t
5

羞77)
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1888年

十
月
十
一
日

十
月
十
二
日

十
月
十
三
日

十
月
十
日

岩
崎
弥
之
助
を
訪
問
す
る。

金
森
通
倫
は
後
藤
象
二
郎
を
訪
う
も
会
え
ず。
（
怜
5
"
3
7
8
)

東
京
拠
金
者
の
集
金
の
手
順
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
い
の
で、

明
十
二
日
に
金
森
通
倫
を
派
遣
さ
れ
た
い
、

栄
一

よ
り
の
書
簡
に
接
す
る
。

(

J

6
1
 :
 
2
2
)
 

渡
米
す
る
高
木
文
平
に
ツ
ー
リ
ー
教
授
宛
の
添
害
を
渡
す。

新
井
登
一

郎
来
訪
す
る
。
（
栂
5

羞
7
8
)

金
森
通
倫
を
伴
っ
て
青
木
周
蔵
を
訪
問、

と
渋
沢

ド
イ
ツ
に
留
学
生
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

勝
海
舟
に
手
紙
で
面

人
見
一

太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
教
会
合
併
に
関
す
る
同
志
社
学
生
の
状
況
を
報
告
し
て
く
る
。

ま
た
永
井
元
よ
り
こ
の

日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ
い
て
の
新
島
書
簡
に
意
見
を
述
べ
、

自
分
も
合
併
反
対
の
理
由
を
長
文
の
書
面
に
認
め

て
く
る
。
(

r
9
1
2,

r
9
1
3
)

勝
海
舟
を
訪
問、

午
後
五
時
よ
り
九
時
ま
で
長
時
間
に
及
ぶ
。

基
督
教
公
許
の
こ
と、

本
城
安
太
郎
の
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
聞
く。

海
舟
よ
り
『
亡
友
帖
』

を
贈
ら
れ
る
。

ま
た
大
学
の
募
金
に
つ
い
て
は

周
旋
も
致
す
へ

き
旨」

の
承
諾
を
得
る
。
（
怜
3

ら
4
6,

:1t
5

羞
7
8̀

J
3
1

|
2
1
 :
 
2
8
7
)
 

「
応
分
之
寄
付
も
な
す
へ
く
又

下
村
孝
太
郎
に
発
信、

下
村
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
期
間`．

募
金
お
よ
び
大
学
の
近
況
に
つ

ぎ
書
く。
（
栂
6

羞
3
6
)

同
志
社
ア
ッ
ビ
ー
ル
（
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
）

の
執
筆
を
徳
富
猪
一

郎
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し、

そ
の
マ
テ
リ

ア
ル
の
要
点
を
書
く。

午
後
三
時
半
頃
来
る
予
定
の
金
森
が
来
な
い
の
で
、

会
を
申
し
入
れ
る
。
（
怜
5

羞
7
8
)

一

人
で
大
略
を
書
き
終
わ
る
。

運
動
の
た
め
外
出
中
に
来
訪
し
た
金
森
に
そ
の
資
料
を
渡
し、

取
り
落
と
し
の
分
を
書
き
加
え
る
よ
う
に
依
頼
す
る
。

な
お
徳
富
に
対
し
「
過
刻
差
上
候
分
之
外
別
二

少
々
差
加」

え
た
資
料
を
送
付
す
る
。
（
ゆ
3
"
6
4
6,

6
4
7
)

人
見
一

太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
阪
・

神
戸
の
教
会
合
併
に
関
す
る
状
況
を
報
じ
、

い
ず
れ
も
教
会
憲
法
の
研
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十
月
十
六
日

十
月
十
五
日

十
月
十
七
日

十
月
十
四
日

人
見
よ
り
第
三
信
を
受
け
取
る
。
（
怜
5

羞
80)

だ
き
た
い
と
依
頼
す
る
。
（
ゆ
3
"

6
5
1
)

助
・

高
木
文
平
•

田
辺
朔
郎
を
訪
ね
る
が
不
在。
（
曲
5

羞
80)

東
京
第
一

教
会
の
臨
時
総
会
が
開
か
れ、

合
併
会
議
を
あ
く
ま
で
延
期
さ
せ
る
た
め
の
建
議
が
可
決
さ
れ
る
。
(
F
1
4
:
 

大
隈
重
信
に
書
簡
を
送
り、

明
朝、

金
森
通
倫
を
訪
問
さ
せ
る
の
で
、

面
会
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
。
（
ゆ
3
"

6
5
0
)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

五
万
ド
ル
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
る
が
、

な
お
^
^

I

h
o
pe
 t
h
e
 

wi
ll
 e
v
er
 c
o
nti
n
u
e
 to
 h
el
p
 o
ur
 C
o
ll
e
gi
at
e
 C
o
urse.
 If
 p
ossi
bl
e,
 
I

 

P
R
A
Y
 D
O
 N
O
T
 C
U
T
 S
H
O
R
T
 Y
O
U
R
 

榎
本
武
揚
逓
信
大
臣
を
訪
問
す
る
。

大
学
設
立
に
つ

ぎ
大
い
に
賛
成、

師
の
診
察
を
受
け
る
。

ベ
ル
ツ
の
診
断
と
比
較
し
て

所
見
を

聞
く
。

井
上
磐
に
書
簡
を
送
り、

同
志
社
大
学
設
立
に
つ

き
広
告
・

募
金
す
る
こ
と
に
関
し、

諸
大
新
聞
は
ほ
ぽ
承
知
し
て
く

れ
た
が
、

先
日
頼
ん
で
お
い
た
日
々

新
聞
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
伺
い
、

も
し
ま
だ
な
ら
ば
金
森
ま
で
添
書
を
い
た

富
田
鉄
之
助
方
で
竹
越
与
三
郎
と
面
会
す
る
。

向
島
有
富
温
泉
に
お
い
て
同
志
社
同
窓
会
が
開
か
れ
る
が
、

出
席
せ
ず。

松
本
勘
十
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

高
崎
教
会
員
の
過
半
数
は
延
期
説
で
あ
る
こ
と、

教
会
憲
法
に
つ
い
て
は
疑
義

も
あ
り、

不
破
唯
次
郎
・

杉
田
潮
か
ら
よ
く
聞
く
つ

も
り
で
あ
る
等
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
r
91
4)

彦
根
教
会
の
新
会
堂
捧
堂
式
が
行
わ
れ
る
。
(
r
94o)

A
N
N
U
AL
 G
R
A
N
T."
 
(
�
6
 :
3
3
7
)
 

1
4
9
)
 

究
が
不
足
で
あ
る
と
告
げ
て
く
る
。
(

""f
9
4
4
)

B
oa
r
d
 

ほ
か
に
も
周
旋
す
る
と
励
ま
さ
れ
る
。

樫
村
医

田
口
卯
吉
を
訪
問。

対
陵
館
滞
在
中
の
中
村
栄
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1888年

十
月
十
九
日

十
月
二
十
日

十
月
十
八
日

渋
沢
栄
一

に
大
学
寄
付
金
取
り
ま
と
め
に
つ

き
委
任
状
を
渡
す。

候」
（
怜3
"
652`

怜
？
38
1)

教
会
合
併
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
意
見
害」

が
発
表
さ
れ
る
。
（
廿
47
5)

*
S.
 
L.
 G
ulic
k,
 0•
H.
 G
ulic
k,
 Q
uestio
ns
 co
ncer
ni
n
g
 t
h
e
 pro
pose
d
 
U
ni
o
n.

ー（1)
Oct.
 1
8,
 1888
 (2)
 Oc
t.

24,
 1888
 (3)
 Oct.
 27,
 1888
 (4)
 Oct.
 29,
 1888
 (5)
 Oct.
 29,
 1888
 (6)
 No
v.
 2,
 1888
 (7)
 No
v.
 3̀
1
888.

宮
川
経
輝
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

望
月
興
三
郎
を
梅
花
女
学
校
に
招
く
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(
T
91
5)

徳
富
に
発
信、

湯
浅
治
郎
が
上
毛
へ

教
会
合
併
の
遊
説
に
出
か
け
る
よ
う
だ
が
、

明
日、

明
後
日
中
に
高
崎
へ

出
発
せ

ぬ
よ
う
に
仕
掛
け
て
も
ら
え
な
い

だ
ろ

う
か
、

と
頼
む。
「
上
毛
ハ

已
二

捺
印
相
済
候
得
共、

只
高
崎
ノ
ミ
未
定
ナ
リ

…
…
此
日
曜
日
迄
ニ
ハ

不
破
・

杉
山
ノ
両
氏
力
全
ク
彼
ノ
地
ヲ
平
定
ス
ル
事
ハ

必
定
ナ
リ
」

と
述
ぺ
る
。
（
怜3
:
 652)
 

三
好
退
蔵
・

不
破
唯
次
郎
・

杉
山
重
義
に
手
紙
を
出
す。

各
社
の
新
聞
記
者
を
三
縁
亭
に
招
き、

大
学
募
集
に
つ

ぎ
協

力
を
依
頼
す
る
。
「
時
事」

は
手
数
料
を
取
り
付
録
を
出
す
と
い
う。

朝
比
奈
知
泉
は
病
気
欠
席。

群
馬
県
富
岡
の
奈
須
義
質
に
発
信、

杉
田
・

杉
山
・

不
破
と
相
談
し
て
「
原
市
井
二

高
崎
辺
ニ
ハ

早
ク
湯
浅
氏
ノ
出
向

ハ
サ
ル
内
二

充
分
延
期
説
ヲ
固
フ
セ
ジ
メ
」

る
よ
う
檄
を
飛
ば
す。
（
曲3

ら54)

中
島
力
造
に
「
シ
ョ
ー
ジ
・

ア
・
マ
シ
ォ
ー
ス
」

1
 :
 19)
 

こ

の

夜
「
再
ヒ
ゼ
ソ
ソ
ク
相
発
半
夜
一

騒
キ
致
し

の
件
に
つ
き
返
書
を
出
す。
（
怜
5

羞
81)

井
上
磐
が
関
西
に
向
か
う
の
で
、

金
森
通
倫
を
随
行
さ
せ
る
。
（
怜
5

羞
81)

新
潟
の
加
藤
勝
弥
に
発
信、
「
内
村
氏
ニ
ハ

甚
不
都
合
の
挙
動
ヲ
為
シ
オ
リ
候
由」
「
内
村
氏
ニ
シ
テ
ド
ウ
ッ
テ
モ
委
員

ノ
命
ヲ
奉
セ
サ
ル
ハ

…
…
解
約
二

及
フ
ベ

キ
モ
実
二

止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
ナ
リ
」

と
書
き
送
る
。
（
ゆ3

ら53)

（
怜
5

羞
81,
J
 59
ー

ー

469 



十
月
二
十一
日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
四
日

（
ゆ3:
 657,
 
:@;5
 : 382)
 

ま
た
内
村
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信。
＾^
It
is
 no
w
 al
most
 t
wo
 months
 si
nce
 I
 ca
me
 here.
 I
 have
 
fought
 

so
 many
 ba
ttles
 since
 that
 ti
me
 that
 the
 t
wo
 months
 look
 like
 t
wo
 long
 years.
 I
 
am
 sti
ll
 fight、

ing
 the
 sa
me
 old
 ba
ttle,

ーthat
of
 genuine
 independence
 fro
m
 the
 mission,
 and
 missionaries···
 

大
隈
重
信
に
手
紙
を
送
る。

明
日、

東
京
を
出
発
し
て
京
都
へ
帰
る
こ
と、

顧
を
蒙
っ
た
こ
と
に
対
し、
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
が、

数
日
前
よ
り
風
邪
気
味
で
外
出
を
慎
ん
で
い
る
こ
と、

本
日

は
雨
天
な
の
で
「
乍
遺
憾
参
趨
之
礼
を
相
欠
候」
と
記
す。
（
ゆ3
ら57)

徳
富
・
小
崎
・
岩
沢
•
佐
川
お
よ
び
富
田
の
書
生
ら
に
見
送
ら
れ
て、

朝
八
時
四
十
五
分
の
汽
車
で
東
京
を
発
つ。

伊

上
州
の
不
破
・
杉
田
・
杉
山
・
奈
須
・
大
谷
ら
に
横
浜
よ
り
発
信、

高
崎
の
〔
教
会
合
併〕
延
期
同
意
を
喜
ぶ
と
共
に、

次
の
手
順
と
し
て
憲
法
講
究
会
を
作
り、

組
合
教
会
の
歴
史、

経
験、

組
織
を
会
員
に
知
ら
し
め、
一
致
教
会
と
の
相

違
を
明
確
に
し
「
各
会
研
究
の
結
果
尤
我
力
自
由
主
義
ノ
組
織
二
叶
ヒ、

尤
適
切
ナ
ル
ア
ン
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
論
卜
認
ム

ル
モ
ノ
丈
ヶ
ヲ
抜
粋
シ
一
小
冊
子
卜
為
シ、

極
価
安
ス
ニ
上
梓」

配
布
す
べ
き
で
あ
る
と
記
す。
（
怜3
ら
5
8
)

晴、

新
造
の
西
京
丸
に
乗
り、

横
浜
を
出
帆
す
る。

船
内
で
川
田
剛
に
逢
う。
川
田
よ
り
漢
詩一
編
を
贈
ら
れ
る。

人
見一
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
熊
本
の
教
会
事
情
を
伝
え
て
く
る。
(

r
9
1
7
)

午
後一
時
す
ぎ
神
戸
に
安
着、

川
田
と
共
に
安
藤
嘉
左
術
門
方
に
泊
ま
る。
（
怜3"
661・
他5"
383)

勢
時
雄
が
横
浜
ま
で
見
送
る。
（
怜
5
:

382)
 

好
退
蔵
夫
妻
が
来
訪
す
る。
（
怜
5

羞82)

9

(

J
 82:
 302)
 

つ
い
て
は
在
京
中
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
巻
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1888年

十
月
二
十
五
日

十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
九
日

十
月
二
十
六
日

朝
八
時
の
列
車
で
帰
京
す
る
。

森
田
久
万
人
・

鈴
木
彦
馬
・

永
岡
喜
八
ら
が
逍
え
る
。

下
村
孝
太
郎、

夫
人
よ
り
来
信。
（
怜
5

羞
83)

こ
の
頃、

神
戸
で
静
養
す
る
た
め
借
家
を
探
す。

川
本
泰
年
よ
り
こ
の
日
付
で
、

山
本
通
四
丁
目
四
番
屋
敷
に
手
頃
な

家
が
あ
り、

こ
の
朝、

八
重
夫
人
も
外
観
を
下
見
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
る
。
(
r
91
s)

渋
沢
栄
一

よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
寄
付
金
は
申
し
入
れ
の
通
り
来
月
十
五
日
頃
に
国
立
第
一

銀
行
へ

取
り
ま
と

め
、

総
計
三
万
一

千
円
の
う
ち
二
万
五
千
円
は
公
債
証
害
買
い
入
れ、

残
金
六
千
円
は
同
銀
行
へ

利
付
預
金
す
る
よ
う

ル
モ
ノ
ヲ
御
目
二

懸
ク
可
シ
」

と
報
告
し
て
く
る
。
(
r
920)

望
月
興
三
郎
よ
り
来
信、

い
っ
た
ん
浜
岡
の
も
と
で
実
業
に
従
事
す
る
決
心
を
し
た
が
、

宮
川
か
ら
の
誘
い
で
教
育
に

従
事
す
る
こ
と
に
し
た
経
緯
を
報
告
し
て
く
る
。
(
T
921)

徳
富
よ

り
こ

の
日
付
で
来
信、
「
別
紙
〔
ア
ッ
ビ
ー
ル
の
こ
と
か
〕

金
森
兄
ノ

方
ニ
モ

相
廻
し
候
得
共
序
ヲ
以
て
差
出

申
上
候
御
一

読
ヲ
乞
ふ」
(
p
925)

ベ

リ
ー
の
診
察
を

受
け、

し
冷
気
を
帯
た
る
空
気
ヵ
小
生
二

助
け
と
可
相
成」

と
言
わ
れ
る
。
（
ゆ
3

ら
6
3
)

A
・
ハ

ー

デ
ィ

「
ア
ッ
ビ
ー
ル
モ
既
ニ
一

度
ハ

印
版
二

取
リ
候
右
ハ

明
朝
校
正
ノ
上
印
行
ジ
タ

「
十
一

月
中
ハ

神
戸
之
気
候
ハ

暖
和
二

過
キ
小
生
健
康
二

よ
ろ
し
か
ら
ず、

却
而
西
京
之
少

新
島
公
義
に
発
信、

来
月
一

日
に
堺
で
開
か
れ
る
組
合
会
の
集
会
に
関
し
「
右
二

付
小
生
ノ
兼
ノ
持
論
之
要
点
相
記
し

御
送
り
申
候
間
…
…
御
同
意
ナ
ラ
ハ

貴
君
ノ
御
説
ト
ナ
シ
テ
会
場
二

吐
露
ス
ベ
ッ
」

と
述
べ

る
。
（
怜3

ら
6
1,

6
6
5
)
 

嶋
田
信
太
郎
よ
り
近
江
八
幡
の
講
義
所
を
八
月
十
日
に
開
設
し
、

授
洗
者
の
数
も
十
五
名
以
上
な
り
つ
つ
あ
る
、

と
連

徳
富
猪
一

郎
よ
り
こ

の
日
付
で
来
信、

取
り
計
ら
う
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。

(

J

6
1
 :
 22)
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十
一
月
一
日

十
一

月
二
日

十
月

十
月
三
十
日

9
3
0
)
 

絡
し
て
く
る。
(
r924)

新
島
公
義
に
発
信、

昨
日
に
引
含
続
き
組
合
教
会
教
役
者
集
会
に
関
す
る
追
加
意
見
を
述
べ
る。
（
怜3

ら
6
4
)

か
ね
て
借
家
さ
が
し
を
依
頼
し
て
い
た
神
戸
の
阿
部
政
恒
に
発
信、

十
一

月
中
は
京
都
に
留
ま
り、

十
二
月
に
な
っ
て

神
戸
に
行
く
つ
も
り
な
の
で、

借
家
の
件、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
尋
ね
る。
（
怜
3

ら
6
3
)

米
国
の
一

友
人
よ
り
「
本
年
十
月
二
至
リ
更
ニ
―

万
円
ノ
寄
付
ヲ
受
ク
ル
ノ
見
込
ヲ
得
タ
リ」
（
ゆ
3

ら
4
8
)

秋、

米
国
Y
M
C
A
の
ウ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ド

L
ut
her
 
D.
 
Wis
har
d

が
ス
イ
フ
ト
]o
h
n

T.
 S
wift

と
共
に
同
志
社

医
師
に
生
徒
と
の
面
会
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が、

夕
方、

ひ
そ
か
に
波
多
野
培
根
を
招
く。

一

応、

貴
君
二
御
面
談
申
度
候
…
…」。
同
様
に
夕
食
後、

柏
木
義
円
を
ひ

そ
か
に
招
待、

教
会
合
併
に
つ
い
て
の
苦
衷
を
訴
え、

も
し
教
会
合
併
が
実
現
し
た
な
ら
同
志
社
を
去
っ
て
北
海
道
に

退
く、

と
述
べ
た
と
い
う。
（
怜
3
:
667,
 
�6
羞
3
8̀

J
65
:
8
3
)
 

古
荘
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
問
題
で
上
毛
お
よ
び
東
京
諸
教
会
代
表
と
し
て
関
西
諸
教
会
と
意
見
交

中
島
末
治
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

内
村
と
相
容
れ
な
い
た
め
北
越
学
館
を
辞
職
し
た
こ
と、

彼
を
巡
り
ト
ラ
プ
ル
が

続
い
て
い
る
こ
と
を
報
じ
る。

今
後
は
美
術
の
方
面
に
進
み、

古
荘
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

堺
で
催
さ
れ
た
京
阪
神
諸
教
会
牧
師
会
の
様
子
を
伝
え
て
く
る。
(

r
9
3
1
)

換
の
た
め、

神
戸
に
来
て
い
る
旨
を
伝
え
て
く
る。
(
""f929)

途
二
付
心
中
大
二
憂
フ
ル
所
ア
リ
候
間、

を
訪
れ、

数
週
間
滞
在
し
て
福
音
伝
道
を
行
う。
(
E
12
 : 212)
 

番
町
教
会
は
教
会
合
併
の
延
期
説
に
決
す。
（
怜3

ら
4
7
)

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ー
ト
を
興
し
た
い
と
記
す。

(
T'

「
我
力
学
校
井
教
会
ノ
前
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1888年

十
一

月
七
日

十
一

月
六
日

十
一
月
三
日

十
一

月
四
日

十
一

月
五
日

ま
た
「
同
志
社
設
立
の
始
末」
（
表
紙
は

を
飛
ば
す
手
筈
に
な
っ
た
こ
と、

宮
川
が
熊
本
に
来
る
前
に
「
延
期」

を
結
了
す
る
は
ず、

と
伝
え
て
く
る
。
(
""f935)

「
一

致
・

組
合
両
教
会
合
併
問
題
に
関
す
る
稿」

を
記
す。
（
怜
2
:
504)
 

古
荘
よ
り
手
紙
で
今
度
の
会
議
で
憲
法
の
修
正
も
な
い
ま
ま
一

致
す
る
危
険
性
も
あ
り、

同
士心
社
だ
け
で
も
自
由
主
義

を
と
る
よ
う
に
山
中
・

松
尾
へ
依
頼
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
る
。
(
r933)

借
家
の
こ
と
に
つ
ぎ
神
戸
の
阿
部
政
恒
に
手
紙
を
出
し、

あ
わ
せ
て
神
戸
よ
り
乗
船
す
る
古
荘
宛
に
東
京
よ
り
来
た
手

「
一

致
・

組
合
両
教
会
合
併
問
題
に
関
す
る
稿」

を
記
す。
（
曲2
:
 503)
 

同
志
社
生
徒
•

藤
原
直
信
よ
り、

新
島
が
病
気
の
た
め
面
会
で
き
な
い
の
で、

新
島
の
写
真
を
求
め
て
く
る
。
(
T
934)

徳
富
に
発
信、
「
一

々
御
礼
ハ

申
尽
し
不
申
候
得
共、

今
回
は
同
志
社
之
ア
ッ
ピ
ー
ル
ニ

付
き
非
常
な
る
貴
兄
之
御
助

力
を
蒙
リ
千
万
奉
鳴
謝
候」

と
記
す。

札
幌
の
藤
村
信
吉
が
来
訪
す
る
。
（
ゆ3
"
669,

:1it5

羞
83)

梅
花
女
学
校
新
築
校
舎
が
土
佐
堀
裏
町
二
五
に
竣
工
し、

そ
の
落
成
式
に
出
席
す
る
。

(

J

7
1
 :
 
9
7
)
 

小
崎
弘
道
に
発
信、

内
村
鑑
三
の
同
志
社
招
聘
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。
（
ゆ3

ら70)

井
深
梶
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
対
し
賛
否
明
確
に
す
る
よ
う
促
し
て
く
る
。
(
T
93
6)

人
見
一

太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

熊
本
講
義
所
は
合
併
延
期
に
決
し
た
こ
と、

福
岡
・

高
鍋
・

八
代
・

都
城
に
檄

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

を
東
京、

京
阪
神、

愛
媛
の
有
力
新
聞
・

雑
誌
に
発
表、

全
国
民
の
協
力
を
訴
え、

あ

わ
せ
て
各
新
聞
・

雑
誌
に
募
金
取
り
扱
い
の
広
告
を
掲
載
す
る
。
（
曲
1

:
 
1
3
0
)
 

ロ
郡
吋
洒
7
5
)

「
同
志
社
設
立
始
末」
）

も
同
時
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
怜
1

:
 

紙
を
手
渡
す
よ
う
に
依
頼
す
る
。
（
ゆ3
"
668)
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十
一

月
九
日

十
一

月
十
日

組
合
派
の
高
尚
で
自
由
な
性
質
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

囮
両
派
と
も
心
の
底
で
は
互
い
に
他
方
の
宗
派
を
併
呑
し

た
い
と
い
う
野
心
を
い
だ
い
て
い
る
の
で、

合
併
し
た
ら
内
輪
も
め
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ、

こ
の
問

題
に
つ
き
ク
ラ
ー
ク
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
に
次
の
よ
う
な
質
問
を
す
る。

主
的
で、

最
上
の
制
度
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

一

般
の
牧
師
や
宣
教
師
を
駆
り
た
て
て
い
る
こ
と

リ
…
…
四
十
分
ヲ
出
サ
ル
様」

と
忠
告
す
る
。
（
ゆ3

ら
7
1
)

茂
里
多
寿
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

下
阪
の
際
に
藤
田
・

久
原
の
両
氏
に
紹
介
す
る
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(
r
937)

堀
貞
一

よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

近
江
八
幡
伝
道
の
報
告、

彦
根
教
会
の
新
会
堂
奉
堂
式
の
こ
と、

長
浜
と
彦
根
を
兼

牧
で
は
十
分
な
働
き
が
で
ぎ
な
い
の
で、

長
浜
教
会
に
辞
表
を
出
し
た、

と
報
告
し
て
く
る
。
(
r
94
0)

古
荘
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

関
西
地
方
の
諸
教
会
で
は
牧
師
と
教
会
員
と
の
間
で
意
見
が
違
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
こ
と、

愛
媛
県
地
方
は
延
期
説
に
決
ま
り
つ
つ
あ
り、

臨
時
総
会
に
代
表
を
送
ら
な
い
よ
う
だ、

(
T
93
9)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

新
島
は
教
会
合
併
に
不
賛
成
で
あ
り、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

H
組
合
派
の
教
会
は
合
併
が
必
要
だ
と
は
感
じ
て
い
な
い
。

合
併
は
両
教
会
の
少
数
の
指
導
的
な
牧
師
や
宣
教
師
に
よ

っ
て
推
進
さ
れ、

国
も
し
合
併
が
実
現
す
れ
ば
長
老
派
色
の
強
い
教
会
憲
法
に
よ
っ
て、

ま
た ＊

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」

を
新
島
は
書
簡
中
し
ば
し
ば
「
旨
趣
書」

と
呼
ん
で
い
る。

と
共
に
広
く
全
国
に
配
布
さ
れ
た。
「
大
学
設
立
の
旨
意
」
「
設
立
の
始
末」

と
も
略
称
す
る。

同
書
は
「
同
志
社
設
立
の
始
末」

須
田
明
忠
に
発
信、

先
般
依
頼
さ
れ
た
書
物
は
直
接
書
店
に
注
文
し、

代
価
を
通
知
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
こ
と、

「
上
毛
二

而
承
リ
候
二
、

貴
兄
之
御
説
教
ハ

余
リ
長
カ
ス
ギ
ル
ト
ノ
評
ア
ル
由
…
…
必
ラ
ス
時
計
ニ
テ
御
計
リ
ア

と
報
じ
て
く
る
。

⇔
新
島
は
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
民
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1888年

十
一
月
十
一
日

を
送
る。
（
怜
3
:

6
7
3
`

7"
9
4
3
)
 

原
六
郎
の
寄
付
金
取
り
扱
い
に
つ
ぎ
井
上
啓
に
手
紙
を
出
す。
（
曲
5
:
 
4
1
6
)
 

『
福
岡
日
々
新
聞
』

紙
上
に
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

と
賛
成
の
社
説
を
掲
載、

十
六
日
ま
で
連
載
さ
れ
る。

織
田
純
一

郎
宛
の
添
状
を
付
し、

永
岡
喜
八
を
大
学
寄
付
金
の
収
金
に
伺
わ
せ
る
。

同
志
社
生
徒
•

藤
原
直
信
に
写
真

（
曲5:
 4
1
6
)
 

ハ

必
要
卜
存
候」

と
記
す。
（
脱
3

ら72)

小
崎
弘
道
・

竹
越
与
三
郎
に
発
信、

加
わ
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
怜6

羞
3
9
)

し、

援
助
す
る
だ
ろ
う
か
。

も
し
合
併
派
を
支
持
す
る
の
で
あ
れ
ば

Anti‘
U
ni
o
n

Part
y
 

い
合
併
憲
法
に
組
合
脈
の
要
素
が
見
い
だ
せ
る
の
か。

仙
紺
哭口
派
が
長
老
脈
に
併
呑
さ
れ
て
も、

わ
れ
わ
れ
の
伝
道
・

教
育
活
動
を
従
来
通
り
援
助
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か。

伺
教
会
合
併
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
会
衆
派
教
会
が
ボ
ー
ド
ヘ
の
寄
付
を
拒
絶
す
る
な
ら
ば、

ボ
ー
ド
よ
り
日
本
へ
の
援

助
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う。

わ
れ
わ
れ
の
伝
道
と
教
育、

同
志
社
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

⑯
ボ
ー
ド
は
合
併
後
も
組
合
派
の
福
音
活
動
を
援
助
し
続
け
る
だ
ろ
う
か
。

合
併
賛
成
派
と
反
対
派
の
ど
ち
ら
に
共
嗚

と
し
て
東
京
二
教
会、

上
州
六
教
会
が

A
Co
n
gre
gati
o
n
al
 C
o
n
fe
derati
o
n

を
形
成
す
る
か
も
知
れ
な
い
し、

同
志
社
教
会
も
そ
れ
に

'̂
A
 Pl
e
a
 
for
 th
e
 Dos
his
h
a
 U
ni
versity"

を
印
刷
す
る
。
（
廿
11
22)

（

リ
〕

「
昨
日
別
紙
之
サ
ー
フ
レ
ト
米
国
よ
り
到
来
候
間、

不
取
敢
御
覧
二

共
し
度
候
：·

…
併
合
之
前
二

当
リ
我
ヵ
組
合
教
会
各
員
力
与
論
ヲ
定
ム
ル
ト
共
二
、

米
国
教
会
之
与
論
如
何
ヲ
熟
知
ス
ル
モ
甚
必
要

之
事
卜
存
し
御
一

覧
二
呈
し
候
間」

教
会
に
回
覧
す
る
か、

新
聞
に
掲
載
す
る
か
「
我
力
教
会
員
二
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
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十
一

月
十
二
日

十
一

月
十
三
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
五
日

3
 :
 678)
 

渋
沢
栄
一

に
募
金
取
り
扱
い
に
関
し、

手
数
を
謝
す
る
書
簡
を
出
す。

原
六
郎
に
も
一

書
を
出
す。
（
ゆ
5

:
 41
6)
 

明
治
女
学
校
教
員
の
木
村
祐
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
設
立
運
動
に
奔
走
し
て
い
る
新
島
が
肺
結
核
で
あ
る
と

聞
い
た
教
え
子
に
託
さ
れ
て、

手
紙
と
ド
イ
ッ
渡
り
の
妙
薬
を
送
っ
て
く
る
。
(
7'"
947)

神
戸
の
阿
部
政
恒
に
手
紙
で、

借
家
さ
が
し
を
依
頼
す
る
。
（
怜3
"
677)

『
東
雲
新
聞
』

に
「
同
志
社
私
立
大
学
設
立
ノ
計
画」

こ
の
日
付
で一＿一
通
来
信
す
る
。

日
古
荘――一
郎
よ
り、

今
度
の
会
議
〔
組
合
教
会
臨
時
総
会
か
〕

に
多
人
数
出
席
し
て
延

期
を
主
張
す
べ

き
か
、

あ
る
い
は
欠
席
す
べ

き
か
、

意
見
を
問
う。
(
""}
945)

⇔
堀
貞
一

よ
り、

大
学
設
立
に
つ
い
て
演
説
会
を
催
す
に
当
り、

そ
の
許
可
と
演
説
の
資
料
を
求
め
て
く
る
。
(
r
94
6)

伺
和
田
吉
人
よ
り、

知
人
の
子
弟
が
入
学
を
希
望
し
て
い
る
が、

学
資
が
不
十
分
な
の
で
良
い
工
夫
は
な
い
も
の
か
尋

ね
て
く
る
。
(
r
94
8)

徳
宮
猪
一

郎
が
来
校、

チ
ャ
ペ
ル
で
大
学
設
立
に
つ
き
演
説
を
す
る
。

新
島
も
聴
衆
に
交
じ
っ
て
そ
れ
を
聞
く。

演
説
会
の
結
果、

約
五
百
人
の
在
学
生
全
員
が
朋
治
二
十
二
年
一

月
よ
り
十
二
月
ま
で
毎
月
献
金
を
す
る
こ
と
を
申
し

教
会
合
併
に
関
す
る
草
稿
で
き
る
。
（
怜
2

"

5
0
5
)

藤
原
直
信
よ
り
礼
状
が
来
る
。
(
T
943)

竹
越
与一
二
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ

き
番
町
教
会
と
し
て
は
組
合
教
会
の
相
談
会
に
代
表
を
派
遣
す

る
が、
＂
延
期
“

を
主
張
さ
せ
る
。

ま
た
大
会
に
は
出
席
し
な
い
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(
""f94
2)

新
島
は
井
深
の
勧
め
に
応
じ、

こ
の
日
付
で
教
会
合
併
に
対
す
る
意
見
を
記
し
て
送
付
す
る
。
（
ゆ
3

ら74)

の
論
説
が
掲
載
さ
れ
る
。

(

J

44
 : 286)
 

（
怜
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1888年

十
一

月
十
六
日

載
さ
れ
る
。
(
D
1
 
:
 

220,
 I
 5
|e)
 

合
わ
せ
る
。

献
金
は
各
級
に
委
員
を
挙
げ
て
任
意
の
金
額
が
月
々
納
め
ら
れ
た。
(

J

88
"
1
0)
 

長
浜
の
堀
貞
一

に
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
「
同
志
社
設
立
の
始
末」

を
送
り、

大
学
募
金
を
依
頼
す
る
。
（
怜3
"

原
六
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
創
立
寄
付
金
に
つ
い
て
、

今
回
は
利
子
金
の
み
を
出
す
こ
と、

寄
付
金
は
渋
沢

栄
一

を
通
さ
ず、

直
接、

新
島
に
送
る
よ
う
に
し
た
い
、

と
伝
え
て
く
る
。
(
T
95
0)

『
東
雲
新
聞
』

に
「
又
同
志
社
私
立
大
学
ノ
設」

の
論
説
（
十
五
、

十
六
日
）

が
掲
載
さ
れ
る
。

(

J

44
:
 289)
 

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

お
よ
び
「
同
志
社
大
学
義
捐
金
募
集
取
扱
広
告」

が
こ
の
日
発
行
の
『
国
民
之
友
』

第

三
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
る
。

こ
の
「
旨
意」

お
よ
び
「
広
告」

は
報
知
新
聞
・

毎
日
新
聞
•

朝
野
新
聞
・

東
京
電
報
・

東
京
朝
日
新
聞
・

東
京
経
済
雑
誌
・

東
京
輿
論
新
誌
・

基
督
教
新
聞
・

公
論
新
報
・

改
新
新
聞
・

絵
入
朝
野
新
聞
・

女

学
雑
誌
・

大
阪
毎
日
新
聞
・

大
阪
朝
日
新
聞
・

東
雲
新
聞
・

神
戸
又
新
日
報
・

京
都
中
外
電
報
・

日
出
新
聞
等
に
も
掲

同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
大
学
募
金
に
関
す
る
演
説
会
が
開
か
れ、

賄
い
方
の
木
下
某
は
こ
れ
を
聞
い
て
感
激、

自

分
の
持
ち
物
を
売
っ
て
三
円
五
十
銭
を
作
っ

た
ほ
か
、

同
志
社
出
入
り
の
魚
屋
・

八
百
屋
・

米
屋
よ
り
寄
付
を
集
め
、

――
―

十
円
六
十
五
銭
を
京
都
の
日
出
新
聞
社
に
寄
託
す
る
。
（
怜
5

:
 41
7)
 

植
木
枝
盛
が
徳
富
の
案
内
で
、

午
後、

同
志
社
に
来
訪、

校
内
を
一

巡
の
の
ち、

を
す
る
。

新
島
・

金
森
も
臨
席
す
る
。
（
怜3
"
678,

91
8,
 J
 84

羞
07)

田
中
平
八
•

平
沼
専
造
・

大
倉
喜
八
郎
・

益
田
孝
ら
に
募
金
協
力
の
礼
状
を
出
す。
（
曲
5
:
 41
6)
 

竹
越
与一＿一
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ

き
伊
勢
・

小
崎
に
呼
ば
れ
て
池
本
と
共
に
会
っ

た
こ
と、

関
西

678)
 

チ
ャ
ペ
ル
で
全
校
生
徒
に
対
し
演
説
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十
一

月
十
七
日

十
一

月
十
九
日

十
一

月
二
十
日

十
一

月
二
十
一

日

十
一

月
十
八
日

陽
社
の
鹿
島
秀
麿
に
礼
状
を
送
る
。
（
曲
5
:
 4
1
6
)

東
京
第
一

教
会
全
員
協
議
会
（
百
八
十
人
出
席
）

が
開
か
れ、

す
る
。
（
怜
3
:
6
7
9̀

T
9
5
5
)

一

週
間
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
組
合
教
会
臨
時
総
会
に

の
会
議
に
出
席
す
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
け
れ
ど
も、

拒
絶
し
た
こ
と
等
関
東
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
(
T
9
5
3
)

長
野
の
清
水
袈
裟
雄
よ

り
こ

の
日
付
で
来
信、

『
国
民
之
友
』

に
掲
載
さ
れ
た
金
森
通
倫
の

そ
の
現
状」

を
読
ん
で
同
志
社
進
学
の
希
望
を
述
べ

て
く
る
。
(
T
9
5
2
)

『
東
雲
新
聞
』

紙
上
に
大
学
設
立
に
関
す
る
社
説
を
掲
載
し
た
こ
と
に
対
し、

中
江
兆
民
に
礼
状
を
出
す。

ま
た
長
崎

県
知
事
・

日
下
義
雄
に
手
紙
を
送
り、

大
学
募
金
の
こ
と
を
依
頼
す
る
。
（
ゆ
5
:
 4
1
6
)

こ
の
夜、

京
都――一
条
小
橋
の
萬
屋
旅
館
に
宿
泊
中
の
徳
富
猪
一

郎
を
招
き、

人
見
一

太
郎
・

金
森
通
倫
も
交
え
夕
食
を

向
け
て
合
同
会
議
延
期
請
願
書
を
作
成
す
る
。
(
F
1
4
 :
 1
4
9
)

勝
海
舟
に
「
同
志
社
設
立
の
始
末」
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

数
部
を
送
り、

知
人
へ

の

奨
励
を
頼
む。

神
戸
江

徳
富
来
京
に
際
し、

松
山
高
吉
・

大
沢
善
助
に
萬
屋
ま
で
挨
拶
に
出
向
く
よ
う
勧
め
る
。
（
怜
竺
680)

加
藤
勝
弥
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

北
越
学
館
の
紛
糾
に
つ

き、

内
村
も
宜
教
師
も
双
方
に
辞
め
さ
せ
る
名
目
が
な
い

こ
と
を
述
べ
、

そ
の
苦
衷
を
洩
ら
す。
(
T
9
5
7
)

ッ
カ
ゴ

滞
在
中
の
原
田
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

日
本
の
教
会
合
併
問
題
に
つ

ぎ
ッ
カ
ゴ
お
よ
び
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル

派
の
人
々
の
中
に
は
不
同
意
を
唱
え
る
人
々
が
い
る
こ
と
を
報
ず
る
。
(
T
9
5
6
)

札
幌
の
馬
場
種
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
募
金
に
つ
い
て
北
海
道
毎
日
新
聞
社
や
空
知
教
会
に
も
袈
助
者
が

い
る
こ
と、

市
来
知
の
看
守
長
・

原
田
正
之
助
よ
り
義
捐
金
に
代
わ
り
家
伝
の
太
刀
二
振
を
託
さ
れ
た
こ
と
等
を
知
ら

「
同
志
社
の
目
的
お
よ
び

478 



1888年

十
一

月
二
十
二
日

十
一

月
二
十
三
日

小
生
ハ

諸
教
会
ノ
与
論
如
何
二

注
目
可
仕
候」

⇔
ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ー
ド
は
聯
合
に
反
対
の
意
向
で

あ
り、

う
軽
率
の
挙
動
を
と
ら
な
い
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

せ
て
く
る
。
(

r
9
6
1
)

「
兄
等
ハ
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
之
当
分
之
扶
助
卜
好
意

大
隈
重
信
に
奈
良
県
の
北
畠
治
房
へ
の
紹
介
を
求
め
る
手
紙
を
書
き、

徳
富
に
持
参
さ
せ
る。

後
藤
象
二
郎
・

榎
本
武

揚
に
大
学
募
金
の
依
頼
状
を
出
し、

民
友
社
よ
り
「
大
学
設
立
の
旨
意」
「
設
立
の
始
末」

を
送
ら
せ
る
。

大
阪
毎
日

新
聞
の
柴
四
郎
に
一

書
を
送
り、

大
学
募
金
に
つ
ぎ
金
森
通
倫
を
派
遣
し
て
依
頼
さ
せ
る
。

宮
崎
県
諸
縣
郡
の
人
々
よ

り
百
円
を
二
十
三
年
三
月
ま
で
に
納
め
る
約
束
を
し、

そ
の
証
書
を
送
っ
て
く
る
。

同
志
社
大
学
賛
成
の
論
説
を
掲
載

し
た
雑
誌
『
青
年
思
海
』

を
贈
ら
れ
る
。
（
怜
3
"
6
8
1,

:@:
5
 :
 41
7
)
 

三
好
退
蔵
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

池
本
吉
治
を
派
遣
し
た
の
で
指
示
を
与
え
て
ほ
し
い
こ
と、

ベ
ル
リ
ン
ヘ

行
く
こ

と
に
な
り、

十
二
月
初
旬
に
ア
メ
リ
カ
経
由
で
出
発
す
る
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(

T
9
6
2
)

組
合
教
会
臨
時
総
会
が
大
阪
教
会
新
会
堂
に
お
い
て
〔
二
十
八
日
ま
で
〕

開
か
れ
る。

新
島
は
病
気
の
た
め
欠
席
す
る

が、

こ
の
朝、
「
昨
夜
已
来
少
々

安
眠
ノ
出
来
カ
ネ
候
所
ョ
リ
」

宮
川
・

海
老
名
・

小
崎
・

伊
勢
・

金
森
・

湯
浅
ら
（
連

名
）

に
書
簡
を
送
る
。

日
「
憲
法
草
案
之
外
二

聯
合
ヲ
成
就
セ
シ
メ
ソ
ト
ス
ル
所
／
委
員
ノ
如
キ
モ
ノ
」

が
あ
る
よ
う
だ
が、

各
教
会
員
に
十

分
準
備
も
で
き
ず、

意
見
も
出
な
い
う
ち
に
、

あ
や
ま
っ
て
無
理
に
聯
合
を
奨
励
し
て、

後
々
、

苦
情
の
出
な
い
よ

ト
ヲ
捨
テ
テ
モ
一

致
会
卜
聯
合
ス
ル
ノ
理
由
ヲ
御
覧
ア
ル
カ
御
答
被
下
度
候、

此
ノ
上
ハ

兄
等
ノ
与
論
如
何
ョ
リ
モ
、

と
述
べ
る
。

結
局、

こ
の
大
会
で
は
合
併
「
延
期
説
全
勝
利
を
占
め
た
り、

又
次
之
総
会
ハ

来
年
五
月
神
戸
二

於
テ
開
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十
一
月
二
十
六
日

十
一

月
二
十
四
日

十
一

月
二
十
五
日

会
ノ
事
モ
決
定
セ
リ
」
（
怜3

ら84,

687,
 
3t
6

羞45,
F
25
:
 205,
 
J
 22
|2
こ20)

一

致
教
会
臨
時
大
会
は
十
一

月
二
十―――
ー
ニ
十
五
日、

大
阪
青
年
会
館
で
開
か
れ、

憲
法
草
案
を
満
場
一

致
で
採
択
す
る。

(

J
 22
ー2
"
1
9)

大
学
賛
成
の
論
説
掲
載
に
つ

ぎ
福
岡
日
々
新
聞
社
と
『
青
年
思
海
』

に
礼
状
を
送
る
。

池
本
吉
治
来
訪
す
る
。

朝、

北
垣
知
事
を
訪
問、

原
六
郎
の
約
束
し
た
寄
付
金
に
つ

ぎ
協
議、

知
事
が
上
京
の
際、

井
上
馨
と
も
相
談
し
て
然

る
べ

き
方
法
を
講
ず
る
よ
う
頼
む。

ま
た、

こ
の
こ
と
に
つ

ぎ
徳
富
に
発
信、

他
の
人
々
が
原
と
同
様
の
申
し
出
を
す

る
と
困
る
の
で
、

井
上
と
相
談
し
て
「
実
物
之
握
シ
候
様」

に
し
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
怜
3

ら87)

組
合
教
会
臨
時
総
会
の
懇
談
会
に
お
い
て
ラ
ー
ネ
ッ
ド、

ゴ
ー
ド
ソ
、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト、

ペ
テ
ィ
ー
、

併
に
賛
成
の
演
説
を
行
う。

こ
れ
に
対
し
代
表
者
ら
は
S
.

L
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
も
電
報
を
打
ち、

総
会
に
出
席
し
て
彼
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
よ
う
に
求
め
る
。
（
ゆ
6

羞47,

F
 25
 :
21
2)
 

候」

伊
勢
は
「
一

致
主
張
家
ナ
レ
ト
モ
無
訳
無
理
ニ
一

致
ス
ル
ト
ノ
謂
ニ
ア
ラ
ズ
ド
コ
ド
コ

迄
モ
自
由
主
義
ハ

取
リ
被

居
候」

と
伝
え
て
く
る
。
(
r
973)

池
本
吉
治
よ
り
こ
の
日
付
で
、

組
合
総
会
お
よ
び
懇
談
会
の
模
様
を
伝
え
て
く
る
。
(
r
974)

オ
ル
チ
ン
が
合

組
合
教
会
臨
時
総
会
の
懇
談
会
に
お
い
て
合
併
反
対
の
C
.

A
・

ク
ラ
ー
ク
、

S
.

L
・

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
、

J
.

D
.

デ
イ
ヴ
ィ
ス
各
宜
教
師
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

ま
た
新
島
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
安
部
磯
雄
・

杉
山
重
義
の
二
人
が

古い
都
に
派
遣
さ
れ
る
。
（
怜
6
"
347,

7'"979,
 F
 25
"

2
2
2
)

 

海
老
名
弾
正
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ

き
宮
川
は

「
如
何
ニ
ッ
テ
モ
延
期
セ
ネ
ハ
ナ
ル
マ
イ
ト
被
申

688,
 
�
5
 :
 41
7)
 

＊

 

（
ゆ
3
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1888年

十
一

月
二
十
七
日

十
一

月
二
十
九
日

海
老
名
弾
正
・

伊
勢
時
雄
に
発
信、

今
回
の
臨
時
総
会
で
述
べ

る
べ

き
意
見
は
す
で
に
委
員
宛
に
書
面
で
開
陳
し
て
お

い
た
の
で
、

他
の
人
々
に
示
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
、

と
述
べ

る
。
（
ゆ3
"
689)

組
合
教
会
臨
時
総
会
第
五
日
目、

午
前
九
時
十
七
分
よ
り
懇
談
会
が
大
阪
教
会
に
お
い
て
開
か
れ、

席
上、

安
部
磯
雄

よ
り
教
会
合
併
に
対
す
る
新
島
の
意
見
を
紹
介
す
る
。
（
曲
6

話
80,

F
 25
 :

 
2
3
3
)

 

三
好
退
蔵
に
「
同
志
社
設
立
の
始
末」

お
よ
び
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

を
送
る
よ
う
徳
富
に
依
頼
す
る
。
（
曲3
:

新
井
奄
に
発
信、

保
安
処
分
に
よ
る
東
京
退
去
の
期
間
に
つ

き、

多
少
不
満
は
あ
っ
て
も
「
余
リ
激
セ
サ
ル
様
…
…
貴

重
ナ
ル
時
間
ヲ
矢
張
何
事
力
有
益
二

消
費
ス
ル
事
ハ

好
マ
シ
」

い
と
述
べ

る
。
（
怜
3

ら89)

三
好
退
蔵
・

野
村
靖
・

板
垣
退
助
・

桂
太
郎
に
送
る
手
紙
を
書
く。
（
ゆ
5

:

4
2
0
)

 

本
城
安
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

高
島
炭
坑
に
会
堂
を
新
築
す
る
よ
う
岩
崎
弥
之
助
に
陳
情
し
た
の
で
、

岩
崎
か

ら
相
談
が
あ
れ
ば
賛
成
し
て
ほ
し
い
旨
伝
え
て
く
る
。
(
"}
982)

J
•

H
・

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
に
発
信、

教
会
合
併
に
対
す
る
新
島
の
見
解
を
記
す。
（
ゆ
6

羞
4
2
)

市
原
盛
宏
に
託
し
仙
台
の
松
平
正
直
・

和
達
嘉
学
に
手
紙
を
送
る
。

児
玉
仲
児
に
手
紙
を
送
り、

和
歌
山
県
下
の
募
金

に
つ

き
尽
力
を
依
頼
す
る
。

ま
た
大
阪
の
三
木
正
起
•

田
中
城
太
郎
・

寺
島
武
太
郎
に
も
手
紙
を
出
す。
（
ゆ
5

"

4
2
1
)

横
浜
の
平
沼
専
造
よ
り
二
千
五
百
円
を
第
一

銀
行
に
振
り
込
ん
だ
旨
の
通
知
を
受
け
取
る
。
（
ゆ
5

:

 
4
2
1
)

 

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

同
志
社
大
学
の
性
格
に
つ

き、

た
ん
に
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
ツ
ョ
ナ
ル
派
の
機
関
と
す

る
の
で
は
な
く、

無
宗
派
の
学
校
と
し
て
一

派
一

党
に
片
寄
ら
ず、

広
く
天
下
の
有
志
者
の
望
み
を
繋
ぐ
よ
う
に
し
た

十
一

月
二
十
八
日

教
会
合
併
に
関
す
る
意
見
を
記
す。
（
ゆ
2
:
5
0
6
)

 

691)
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十
一

月
三
十
日

十
二
月
一

日

十
二
月
一
・
ニ
日

す
る
。
（
怜3
"
696)

松
山
の
『
予
讃
新
報
』

が

6
9
1,
 

�
5
 :
 4
2
1
)
 

山
口
県
会
議
長
•

吉
富
簡
一

に
手
紙
を
送
り、

別
に
「
旨
意」
「
始
末」

を
各
新
聞
社
に
各
七
十
部
宛
送
る
。

野
県
前
山
村
の
早
川
権
弥
に
も
大
学
賛
成
を
懇
望
し
て
一

書
を
送
る
。
（
怜
5

:
 4
2
1
)
 

京
都
上
京
第
二
十
五
組
毘
沙
門
町
の
立
川
達
吉
よ
り
大
学
の
た
め
十
円
の
寄
付
を
受
け、

即
日
礼
状
を
出
す。

「
自
由
自
治
之
基」

と
暴
書
す
る
。
(
J::75
9)

教
会
合
併
に
関
す
る
ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
意
見
を
印
刷、

配
布
す
る
こ
と
に
つ

き、

各
教
会、

牧
師、

代
議
員
に
回
状
を
発

（
怜
6
:
343)
 

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

を
掲
載
す
る
。
（
怜
5

"

4
2
3
)

神
戸
の
阿
部
政
恒
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

横
田
・

塚
本
両
名
の
尽
力
で
諏
訪
山
付
近
に
借
家
が
二
軒
見
つ
か
っ
た
こ

と、

そ
の
場
所
・

条
件
等
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
""f
985)

下
村
孝
太
郎
に
発
信、

同
志
社
大
学
の
性
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

日
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ポ
ー
ド
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
る
限
り、

わ
れ
わ
れ
は
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
の
学
校
と
言
わ
れ

る
だ
ろ
う。

し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
か
ら
広
く
生
徒
を
受
け
入
れ
る
、

い
と
の
意
見
を
述
べ

て
く
る
。
(
""f
986)

（
怜3

「
同
志
社

い
わ
ば
ノ
ン
セ
ク
ク
リ
ア

ン
の
大
学
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
本
来
の
目
的
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
の
大
学
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

⇔
大
学
設
立
の
運
動
に
つ
い
て
は
、

新
聞
社
の
多
く
が
好
意
的
で
あ
り、

彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
二
十
万
部
の

大
学
設
立
の
旨
意」

が
国
中
に
配
布
さ
れ、

わ
れ
わ
れ
は
地
方
有
志
者
に
手
紙
を
出
し
て
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た

長
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1888年

十
二
月
二
日

十
二
月
三
日

十
二
月
四
日

十
二
月
五
日

大
島
正
健
に
発
信、

大
学
募
金
に
つ
き
協
力
を
依
頼、

あ
わ
せ
て
教
会
合
併
問
題
に
つ
き、

去
る
十
一

月
大
阪
で
開
か

れ
た
一

致
・

組
合
各
臨
時
会
の
状
況
を
説
明
す
る
。
（
怜3
"
700)

押
川
方
義
に
手
紙
を
送
り、

教
会
合
併
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
自
分
が
沈
黙
し
て
い
る
の
は
「

ii

論
者
ハ
一

組
ニ
ナ
リ
他
卜
計
ラ
ス
」
「
此
ノ
重
要
ナ
ル
事
件
二

関
シ
一

言
モ
小
生
二

相
談
二

及
ハ
サ
リ
ツ
ナ
リ
」
「
小
生

、
、
、
、

ハ

…
…
教
会
政
治
二

至
リ
テ
ハ

デ
ィ
モ
ク
ラ
チ
ク。
フ
リ
〔
ン
〕
ッ
プ
ル
ヲ
甘
受
欣
奉
ス
ル
モ
ノ
ニ

有
之
候
テ、

此
ノ
。
フ
リ

ソ
ッ
プ
ル
カ
小
生
ノ
ス
タ
ン
ド
ボ
イ
ン
ト
が
T
引
A
引ハ
．

．

．

．

．

．

 

二

有
之
候
ハ
、

教
会
政
治
ハ

之
ヲ
以
テ
甚
礎
ト
ナ
ツ
度
候、

故
二

合
併
憲
法
中
ニ
モ
成
ル
ベ
ク
ハ
チ
ョ
ー
チ
・

オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
ヲ
確
認
セ
ラ
レ
…
…
今
部
会
聯
会
総
会
ノ
方
二

附
托

0

0

ッ
タ
ル
権
ヲ
減
省
ツ
度
キ
モ
ノ
ナ
リ」

と
記
し、

も
し
そ
れ
に
留
意
し
な
け
れ
ば、

組
合
会
中
に
合
併
反
対
論
者
が
続

新
井
竃
が
保
安
条
令
に
よ
る
東
京
退
去
を
警
視
庁
よ
り
特
赦
さ
れ
た
旨、

群
馬
県
庁
よ
り
通
報
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を

新
井
よ
り
電
報
で
知
ら
さ
れ、

新
島
は
折
り
返
し
祝
電
を
打
つ
。
(

T

l0
1
3
)

予
讃
新
報
社
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

を
掲
載
し
た
こ
と、

寄
付
金
員
は
ま
と
ま
り
次

第
送
る
こ
と
を
通
知
し
て
く
る。
(
T
9
9
2
)

本
城
安
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、

再
び
高
島
炭
坑
に
会
堂
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
ぎ
頼
ん
で
く
る
。
(

T
9
9
1
)

在
米
の
下
村
孝
太
郎
に
同
志
社
へ
の
募
金
運
動
を
委
託
す
る
。
（
怜
5
:
 
4
2
1
)
 

徳
富
に
発
信、

大
学
募
金
の
た
め
金
森
通
倫
は
大
阪
・

兵
庫
・

岡
山
県
会
で
演
説
し
た
こ

と、

良
・

滋
賀
・

三
重
•

愛
知
・

岐
阜
に
出
張
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
記
し、

徳
富
に
新
潟
・

秋
田
両
県
会
の
有
力
者
に

働
ぎ
か
け
て
ほ
し
い
こ
と、

神
奈
川
•

静
岡
・

山
梨
に
も
運
動
し
た
い
と
述
べ
る
。
（
怜3
"
707)

々
輩
出
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。
（
怜3

ふ03)

近
々
、

和
歌
山
・

奈
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十
二
月
八
日

十
二
月
七
日

十
二
月
六
日

7
1
4
)
 

植
木
枝
盛
に
発
信、

大
学
設
立
運
動
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
。
(
T
l028)

新
潟
・

茨
城
県
会
議
員
へ

大
学
募
金
の
依
頼
忠
を
送
る
に
つ
い
て、

重
複
し
な
い
よ
う
徳
富
に
葉
書
を
出
す。

東
京
帝
国
大
学
の
渡
辺
洪
基
よ
り
こ
の
日
付
で、

大
学
募
金
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(
""F
lOOO)

京
都
警
察
官
一

同
よ
り
百
円
の
寄
付
を
受
け
る
。
（
怜
5
:
 
4
2
3
)
 

牧
野
伸
顕
に
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

を
添
え
て
大
学
募
金
へ
の
協
力
を
求
め
る
手
紙
を
出
す。
(
H
l
6
|
b)

神
戸
五
州
社
の
村
上
定
に
手
紙
を
送
り、

徳
島
県
下
で
の
募
金
遊
説
を
依
頼
す
る
。

奈
良
県
下
の
募
金
に
つ
い
て
大
隈

村
上
俊
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
意
見
の
印
刷
に
賛
成
す
る
。
(

7'"
9
9
4
)

前
日
に
続
い
て
徳
富
に
発
信、

大
学
募
金
に
つ

き
各
県
ご
と
の
状
況
を
一

覧
表
に
し
て
送
り、

静
岡
以
東
の
各
県
会
へ

群
馬
県
前
橋
の
医
師
・

後
藤
源
九
郎
に
発
信、

こ
の
夏
滞
在
中
の
礼
を
述
べ
、

か
た
が
た
健
康
状
態
に
つ

ぎ
「
当
時
ハ

（
此一
二
四
日
間
）

六
七
時
間
モ
続
キ
テ
夜
眠
出
来
候
間
少
々
肉
付
キ
申、

心
臓
ノ
動
脈
モ
段
々
規
則
定
ル
様
卜
相
成
リ、

近
来
日
日
一

時
間
ハ

乗
馬
致
シ

候
モ

別
二

障
モ

無
之
…
…」

と
記
す。
（
怜
3
:
 
7
1
2,
 

�
5
 :
 4
2
2
)
 

徳
富
に
発
信、

大
学
袈
成
依
頼
書
（
印
刷
物
）

と
共
に
前
日
の
各
県
の
状
況
の
追
加
と
し
て
茨
城
・

青
森
両
県
の
分
を

送
り、

後
藤
伯
に
も
「
東
北
地
方
ヘ
ハ

充
分
カ
ヲ
添
へ

呉
レ
候
様」

説
得
を
依
頼
す
る
。
（
怜
3

ふ
1
3
)

大
学
募
金
に
つ

ぎ
奈
良
の
田
中
専
達
警
察
部
長
お
よ
び
河
井
淡、

群
馬
の
新
井
奄
・

後
藤
源
九
郎、

松
山
の
予
讃
新
報

を
通
じ
石
原
信
樹
県
会
副
議
長
に
、

福
井
県
会
の
永
岡
定
右
衛
門
議
長
・

岡
部
広
副
議
長
に
苫
簡
を
送
る
。
（
曲
5
:
4
2
2
)

の
運
動
を
依
頼
す
る
。
（
曲
3
:
 
7
0
9,
 

�
5
 :
 
4
2
2
)
 

重
信
に
手
紙
を
出
す。
（
曲
5
:
 
4
2
1
)
 

（
ゆ
3
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1888年

十
二

月
十
日

十
二
月
十
一

日

札
幌
の
大
島
正
健
よ
り
リ
ン
ゴ
を
贈
ら
れ
る
。
（
曲3

ふ
1

8
)

新
島
の
写
真
を
井
上
・

伊
藤
・

大
隈
•

青
木
・

榎
本
．

勝
・

後
藤
・

渋
沢
・

益
田
・

大
倉
・

日
中
・

平
沼
•

原
・

岩

崎
・

土
倉
の
十
五
氏
お
よ
び
矢
野
文
雄
に
送
る。
（
伶
5
"
4
2
4
)

長
崎
県
知
事
・

日
下
義
雄
に
託
し
、

同
県
会
議
長
・

三
波一
二
九
郎
に
書
簡
を
送
る。

愛
知
県
の

内
藤
魯
一
・

三
枝
充

太
郎
に
募
金
依
頼
書
を
送
る
。
（
曲
5
:
4
2
3
)
 

愛
知
・

和
歌
山
両
県
の
県
会
開
催
日
を
電
報
で
問
い
合
わ
せ
る
。
（
ゆ
5
:
4
2
3
)
 

後
藤
象
二
郎
よ
り、

大
学
の
た
め
金
百
円
を
寄
付
し、

第
一

銀
行
に
振
り
込
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。

徳
富
に
も
こ

長
崎
県
知
事
の
日
下
義
雄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

妹
の
入
学
に
つ
い
て
の
謝
辞
と
大
学
募
金
賛
成
を
伝
え
て
く
る
。

(

r

10
0
3
)
 

西
群
馬
教
会
執
事
よ
り
こ
の
日
付
で、

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
憲
法
修
正
案
を
印
刷、

配
布
し
て
ほ
し
い
旨
を
申
し
込
ん
で

く
る
。
(
"F
l004)

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

教
会
合
併
に
関
す
る
新
島
の
見
解
を
述
べ
、

組
合
教
会
総
会
の
模
様
を
詳
細
に
報
告
す

宮
崎
県
知
事
の
岩
山
敬
義
に
託
し
て
同
県
会
宛
の
書
簡
を
送
る
。
（
怜
5
:
4
2
4
)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
意
見
の
出
版
に
賛
成
し
て
く
る
。
(
""fl
006)

伊
勢
時
雄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

東
京
に
千
人
を
収
容
す
る
大
教
会
を
建
て
た
い
こ
と、

を
ア
メ
リ
カ
で
募
集
し
た
い
の
で、

有
力
者
へ
の
紹
介
状
を
書
い
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
く
る
。
(
""fl
005)

る
。
（
ゆ6
:
3
4
5
)
 

の
こ
と
を
伝
え
る
。
（
怜5
:
4
23)
 

つ
い
て
は
建
築
費
一

万
円
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十
二
月
十
六
日

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

朝、

八
重
夫
人
と
共
に
財
部
莞
の
馬
車
に
同
乗
し
て
七
条
駅
に
行
き、

十
時
四
十
分
発
の
汽
車
で
神
戸
に
向
か
う。

途

中、

大
阪
に
立
ち
寄
り、

宮
川
経
輝
に
和
歌
山
県
会
へ
の
出
張
を
依
頼
す
る
が
、

宮
川
は
喉
の
病
気
の
た
め
二
、
＿―-
日

返
答
を
延
ば
す。

大
阪
を
午
後
二
時
二
十
五
分
発、

神
戸
に
向
か
う。

神
戸
で
は
ダ
ッ
ド
レ
ー
、

岩
崎
弥
之
助
が
同
志
社
に
来
訪
す
る
も、

新
島
は
神
戸
に
行
っ
て
会
え
ず。

森
田
・

金
谷
・

加
藤
寿
ら
に
案
内
さ
れ
て

校
内
を
見
学
す
る
。

(

T
l
0
1
9
)

岡
山
の
立
石
岐
・

河
本
茂
四
郎
に
寄
付
金
二
十
円
の
礼
状
を
出
す。
（
怜
3
:
 
7
1
6
)
 

市
原
盛
宏
よ
り
教
会
合
併
問
題
に
つ

き
こ
の
日
付
で
来
信、

次
の
ご
と
く
述
べ

る
。

H
教
会
合
併
を
先
生
に
相
談
し
な
か
っ
た
の
は
、

先
生
の
病
気
を
心
配
し
た
か
ら
で
あ
る

⇔
ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
の
み
な

ら
ず
ゴ
ー
ド
ン
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
ら
の
意
見
も
あ
わ
せ
て
印
刷
す
る
の
が
公
明
正
大
な
態
度
と
い
う
べ

き
で
あ
る

会
合
併
に
つ
い
て
先
生
の
処
置
を
見
る
と、

そ
の
深
意
を
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
教
会
内
部

に
波
瀾
を
生
じ
、

先
進
と
後
進
の
間
に
軋
礫
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
。
(
r
lO
ll)

午
後、

神
戸
英
和
女
学
校
裏
手
の
諏
訪
山
和
楽
園
の
借
家
に
移
る
。
（
ゆ
3

ふ
1
7
)

J
.

C
・
ベ

リ
ー
は
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
ヘ
の
報
告
中
で
、

新
島
は
弱
っ
た
肺
と
慢
性
的
喘
息
の
療
養
の
た
め
、

冬
の

間、

神
戸
に
滞
在
中
で
あ
る
こ
と、
彼
へ
の
財
政
援
助
の
た
め
二
百
ド
ル
の
支
出
を
要
請
す
る
。
(
E
1
9

ー

f

)

名
古
屋
出
張
中
の
金
森
通
倫
よ
り
十
三、

四
日
付
で
手
紙
が
来
る
。
（
怜
5
"
424)

新
井
奄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
11
東
京
退
去
II

を
去
る
三
日
特
赦
さ
れ
た
こ

と

を
報
告、

こ
れ
は
新
島
の
尽
力
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
礼
を
述
べ

る
。

2ハ
101
3)

ま
る
。
（
怜
3
"

7
1
7,

fr:5
 :424)
 

国
教

ハ

ウ
女
史
の
家
に
泊
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1888年

十
二
月
十
七
日

十
二
月
十
九
日

十
二
月
二
十
一

日

レ
、

僅
々
ノ
手
ヲ
以
テ
無
理
ニ
一

致
ヲ
促
カ
サ
ソ
ト
計
リ
シ
ヲ
痛
ク
駁
撃
…
…」

札
幌
の
馬
場
種
太
郎
に
手
紙
を
送
り、

教
会
合
併
に
つ

き
「
我
組
合
会
中
舒
々
ク
ル
先
導
者
卜
称
ス
ヘ

キ
人
物
ハ

多
分

ハ
一

致
論
者
二

有
之
候
得
共、

若
手
ハ

然
ラ
ス
…
…」

「
我
力
会
ノ
舒
々
ク
ル
モ
ノ
ガ
組
合
教
会
ノ
組
織
如
何
ヲ
打
忘

「
合
併
ノ
議
ハ

来
年
五
月
ノ
総
会
迄

延
引
二

相
成
候」

と
書
く。
（
怜3

ふ1
8)

海
老
名
弾
正
に
発
信、

熊
本
の
神
山
充
家
・

大
迫
真
之、

宮
之
城
の
手
塚
某
の
三
名
が
東
京
よ
り
の
帰
途、

諏
訪
山
の

新
島
を
訪
れ
た
こ
と、
海
老
名
の
経
営
す
る
熊
本
英
学
校
の
委
員
と
し
て
神
山
を
加
え
る
こ
と
を
勧
め
る
。
（
怜3

ふ
22)

奈
須
義
質
よ
り
こ
の
日
付
で
ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
意
見
の
印
刷
に
賛
成
し
て
く
る
。
(
T
I01
6)

下
村
の
母
親
よ
り
こ
の
日
付
で
、

送
金
に
対
す
る
礼
状
が
来
る
。
(
T1
01
7)

岩
崎
弥
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
手
紙
が
来
る
。

去
る
十
二
日
に
京
都
へ

行
き
同
志
社
を
見
学
し
た
こ
と、

本
城
の
会
堂

建
設
の
申
し
出
は
時
期
尚
早
で
あ
り、

他
の
宗
教
と
の
関
係
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

本
城
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
あ
れ
ば
そ
の
旨
返
事
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
く
る
。
(
T31
45)

同
社
に
義
捐
金
の
取
次
を
す
る
よ
う
話
し
て
お
く、

と
書
い
て
く
る
。
(
T
l028)

容
は
教
会
建
設
の
募
金
よ
り
大
学
募
金
が
優
先
す
る
の
で
伊
勢
の
米
国
行
き
を
や
め
る
よ
う
に
、

と
い
う
も
の
。

1
027)
 

コ

487 

植
木
枝
盛
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
よ
り
送
ら
れ
た
大
学
設
立
に
関
す
る
書
類
は
県
会
議
員
ら
に
渡
し
た
。

同
志

の
者
は
大
学
設
立
に
賛
成
は
す
る
が、

十
余
年
来、

資
力
を
投
げ
う
ち
国
事
に
奔
走
し
て
含
た
の
で
、

十
分
な
義
捐
金

が
集
ま
る
か
否
か
予
測
し
が
た
い
。

先
頃、
『
土
陽
新
聞
』

に
大
学
設
立
の
旨
意
書
を
転
載
し

た
こ

と

も
あ
る
の
で
、

宮
川
経
輝
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

伊
勢
宛
の
手
紙
を
同
封
し、

新
島
よ
り
送
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
く
る
。

そ
の
内



十
二
月
二
十
八
日

十
二
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
四
日

十
二
月
二
十
五
日

新
潟
の
加
藤
勝
弥
よ
り
「
教
頭
ノ
ミ
頼
ム
」

と
の
電
報
が
来
る
。

新
島
よ
り
「
内
村
ド
ウ
ッ
タ、

セ
」

と
発
信
す
る
。
(
T
I025)

r

マ

愛
媛
県
の
「
大
野
個
吉
ニ
―

百
円
ノ
寄
附
ス
、

来
年
四
月
迄」
（
吟
5

:
 4
26)
 

ク
ワ
シ
キ
手
紙
ョ
コ

大
阪
の
高
島
柄
之
助
中
将
よ
り、

来
る
一

月
八
日
に
二
府
四
県
の
主
立
っ
た
人
物
を
招
く
計
画
が
あ
る
の
で
、

金
森
通

宮
川
経
輝
の
添
書
を
持
っ
て
大
塚
〔
磨
か
〕

に
面
会、

神
戸
で
の
募
金
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

午
後
五
時
よ
り
十
時
に

一

米
国
人
よ
り
寄
付
さ
れ
た
一

万
五
千
ド
ル
で
サ
イ
エ
ソ
ス
・

ホ
ー
ル
を
建
設
す
る
こ

と、

プ
ラ
ウ
ン
夫
人
よ
り
一

年
前、

同
志
社
へ
送
ら
れ
た
は
ず
の
奨
学
金
が
未
着
で
あ
る
こ
と、

同
志
社
通
則
の
印
刷

金
森
通
倫
よ
り、

財
政
難
の
お
り
年
末
年
始
の
進
物
取
り
交
わ
し
は
廃
止
し
た
い
旨、

こ
の
日
付
で
相
談
し
て
く
る
。

(
r
103o)
 

福
井
の
大
宮
貞
之
助
ら
六
人
が
同
志
社
分
校
設
立
伺
書
を
提
出
す
る
。
(
r
1031)

海
老
名
弾
正
に
発
信、

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
意
見
の
印
刷
に
つ
い
て
の
廻
状
に
回
答
を
求
め
る
。

書
中
に
い
う
「
何
カ
ア
ル

委
員
連
中
ニ
ハ

…
…
小
生
ノ
廻
文
ヲ
周
旋
セ
ン
事
二

不
同
意
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ア
リ
…
…
小
生
モ
大
二

我
力
親
愛
ス
ル
兄

弟
中
ョ
リ
モ
ミ
ス
・

オ
ン
ド
ル
ス
ト
ー
ド
セ
ラ
レ
已
二

大
坂
辺
ニ
ハ

小
生
ヲ
指
シ
テ
頑
固
ノ
セ
ク
ク
リ
ヤ
ン
ナ
ド
ト
評

ス
ル
翡
も
有
之
よ
し、

小
生
ハ

元
来
合
併
反
対
論
者
ニ
ア
ラ
ス
、

只
今
ノ
如
キ
仕
方
二

痛
ク
反
対
シ
ク
ル
ナ
リ
、

人
ノ

オ
ピ
〔
二
〕

ョ
ソ
ヲ
芸
l

止
メ
テ
吐
カ
ツ
メ
ザ
ル
ノ
手
段
ヲ
旋
ス
ガ
如
キ
未
熟
未
練
千
万
／
所
置
二

大
不
同
意
ヲ
唱
フ
ル

物
を
送
る
こ
と
等
を
記
す。
（
曲
6

羞
4
9
)

在
米
の
下
村
孝
太
郎
に
発
信、

至
る
。
（
怜
5

:
 4
26)
 

倫
に
出
席
す
る
よ
う、

申
し
入
れ
て
く
る
。
（
怜
5

:

426)
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1888年

十
二
月
二
十
九
日

十
二
月
三
十
日

＊
十
二
月、
内
村
鑑
三
は
北
越
学
館
を
辞
任
し、
帰
京
す
る。
(

J

5
3
 :
 
2
5
3
)
 

こ
の
月、
北
垣
知
事
よ
り
三
百
円
寄
付
さ
れ
る。
（
怜3
ふ
2
4
)

＂
の
電
報
が
来
る。
(

T
2
6
5
1
)

小
崎
弘
道
に
も
発
信、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
意
見
の
印
刷
に
関
し、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が

二
応
聯
合
委
員
二
示
し
候
処、
其

手
ニ
オ
キ
中
々
何
ノ
沙
汰
も
セ
サ
ル
由
…
…
委
員
ガ
ギ
ュ
リ
ク
氏
ノ
所
為
ヲ
右
様
可
否
ス
ル
ノ
権
ハ
ナ
キ
事
卜
存
候、

今
ノ
委
員
ハ
憲
法
修
正
丈
ヶ
ノ
委
員
ナ
リ、
然
ル
ヲ
誤
テ
他
人
ノ
言
論
自
由
ヲ
妨
ゲ
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
ハ
権
外
ノ
所
為

ト
云
ハ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス」

〔圧
俄〕

ハ
、
厭
投
シ
テ
他
人
ノ
ロ
ヲ
閉
ッ
ル
カ
如
キ
ハ
甚
不
当
千
万：·
…」
と
述
べ
る。
（
怜3:
728)

在
米
中
の
中
村
栄
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
下
村
孝
太
郎
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
会
っ
て
大
学
寄
付
に
つ
き
交
渉
を

「
教
会
中
種
々
ノ
意
見
ヲ
抱
カ
シ
メ
熟
議
闘
論
セ
ッ
ム
ル
事
ハ、
合
併
前
至
当
ノ
事
卜
存
候

し
た
こ
と、
そ
の
他
の
有
志
家
に
も
会
う
と
の
こ
と、
陸
奥
宗
光
が
五
百
円
寄
付
す
る
旨、
徳
富
に
連
絡
済
み
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
く
る。
(
rl033)

新
潟
の
加
藤
勝
弥
よ
り
＾^
Send
i
mmediately
 st
rongest
 possible
 President
 also
 one
 t
ranslation
 teacher
 

ル
所
ハ
自
治
自
由
平
等
主
義
ナ
リ」
と。
（
曲
3

ふ
2
5
)

ナ
リ、
小
生
ノ
望
ム
所
ハ
合
併
前
i
充
分
種
か
ハ
か
i
i
5
い
ヂ
呈
批
か、
充
分
i
商
昼
が
前
後
左
右
デ
爾、いーが
然
が

テ
後
方
針
ヲ
定
ム
ル
ニ
ア
リ、
或
ル
人
ハ
小
生
ヲ
指
シ
テ
狭
陰
ナ
ル
セ
ク
タ
リ
ア
ソ
ト
申
ス
ル
由
ナ
ル
ガ、
小
生
ノ
取
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一

月
四
日

一

月
二
日

一

月
三
日

一

月
一

日

井
上
慇
・

大
隈
重
信
ら
大
学
賛
成
者、

近
辺
の
知
事
お
よ
び
各
新
聞
社
に
年
賀
状
と
同
志
社
校
舎
の
写
真
を
送
る。

近

柳
河
に
帰
郷
し
て
い
る
広
津
友
吉
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
信、

帰
校
を
中
止
し
て
個
人
の
資
格
に
よ
り
福
岡
県
下
で
大

学
募
金
運
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と、

森
信
夫
・

風
斗
実
ら
の
尽
力
に
よ
り
福
岡
日
々
新
聞
社
と
特
約
を
結
び、

義
捐
者

の
姓
名
・

金
額
を
紙
上
に
掲
載
す
る
よ
う
手
配
し
た
こ
と、

ま
た
三
池
郡
県
会
議
員
の
野
田
卯
太
郎
に
相
談
し、

三
池

鉱
山
局
の
小
林
秀
和
・

団
琢
磨、

同
集
治
監
の
神
原
富
文
ら
に
義
捐
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
く
る。

1037)
 

加
藤
勝
弥
よ
り
来
簡、

北
越
学
館
の
紛
糾
も
一

応
結
着
が
つ
き、

内
村
が
辞
職
し
た
の
で、

そ
の
後
任
を
派
遣
し
て
ほ

奈
須
義
質
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

九
州
行
き
と
神
学
校
入
学
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
る。
(

T
I
0
4
1
)

神
戸
滞
在
中
の
宮
内
省
図
書
頭
・

九
鬼
隆
一

に
募
金
依
頼
の
手
紙
を
出
す。
（
怜
5

:

427)
 

板
垣
退
助
よ
り
一

日
付
の
返
書
を
受
け
取
る。

山
田
平
左
衛
門
と
は
か
り
募
金
に
尽
力
す
る
旨
を
伝
え
て
く
る。

神
戸、

伊
勢
勝
の
支
配
人
・

千
谷
桑
吉
よ
り
五
十
円
寄
付
さ
れ
る。
（
曲5
:
428)
 

大
久
保
七
熊
の
英
語
再
試
験
に
つ

き、
〔
寮
長
？

の
〕

松
尾
音
次
郎
に
手
紙
を
書
き、

学
校
主
監
と
相
談
し
て
再
試
験

を
実
施
さ
せ
る
よ
う
に
し、

大
久
保
に
も
受
験
す
る
よ
う
説
得
し
て
ほ
し
い
、

と
頼
む。

盆"
?
6)

し
い
旨、

依
頼
し
て
く
る。
(
r
1039)

県
の
県
会
議
員
・

大
学
賛
成
者
に
年
賀
状
を
出
す。
（
曲
5

:

427)
 

明
治
二
十
二

年
（
一

八
八
九
）

四
十
七
歳

(
T
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1889年

一

月
十
日

一

月
九
日

一

月
七
日

一

月
六
日

一
月
五
日

不
破
清
子
〔
不
破
唯
次
郎
夫
人
〕

永
眠。
(
T
l053,

1055)

加
藤
勝
弥
よ
り
電
報
で
、

内
村
の
後
任
に
浮
田
和
民
を
脈
遣
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
く
る
。
(
r
1042)

大
阪
の
菊
池
侃
二
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
募
金
は
郡
部
が
思
う
よ
う
に
運
ば
ず、

賛
成
者
を
報
告
す
る
に
至
ら

な
い
、

と
伝
え
て
く
る
。
(
r
1044)

熊
本
の
阿
部
充
家
よ
り
来
信、

同
県
下
の
大
学
賛
成
家
十
一

人
を
推
薦
し
て
く
る
。
（
怜5
:
 428)
 

倉
敷
の
小
松
原
慶
太
郎
よ
り、

木
山
を
通
じ
寄
付
し
た
こ
と
を
通
知
し
て
く
る
。
（
怜5
:
 429)
 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

在
住
の
山
中
茂
は
、

帰
国
す
る
高
木
文
平
に
託
し
て、

書
簡
お
よ
び
南
洋
と
北
氷
洋
の
貝
殻
・

化

中
山
甚
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で、

新
年
挨
拶
と
共
に
松
平
容
大
の
近
況
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
r
1046)

板
垣
退
助
に
発
信。

福
島
県
喜
多
方
の
土
屋
重
郎
に
募
金
協
力
を
依
頼
す
る
手
紙
を
出
す。

広
津
友
吉
よ
り
福
岡
県
三

池
郡
の
有
志
家
六
名、

京
都
日
出
新
聞
の
遠
山
憲
員
よ
り
伊
予
八
幡
浜
の
有
志
家
二
名
を

紹
介
し
て

く
る。

429,
 430)
 

富
田
鉄
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

市
原
盛
宏
の
留
学
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
る
が、

東
華
学
校
に
と
っ
て
は
こ
の

二
、

三
年
が
最
も
大
切
な
時
期
な
の
で、

予
備
校
の
生
徒
・

安
永
稔
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
募
金
に
つ

き
西
宮
の
五
十
田
勇
次
郎
を
勧
め
て
く
る
。

1057)
 

い
ま
市
原
が
去
る
こ
と
に
は
不
同
意
が
多
い
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(
Tl
o52)

西
宮
の
五
十
田
勇
次
郎
に
同
地
方
の
募
金
協
力
を
依
頼
す
る
。
（
曲5
:
43
0)
 

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、

栃
木
・

佐
野
地
方
の
伝
道
に
つ

き
詳
し
く
報
告
し
て
く
る
。
(
rl
060)

石
・

動
物
の
大
角
等
を
同
志
社
博
物
館
の
た
め
に
送
る
。
(
rl
558)

(
T
 

（
ゆ
5
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一

月
十
一
日

一

月
十
三
日

一

月
十
七
日

一

月
十
九
日

一

月
二
十
二
日

一

月
十
六
日

加
藤
勝
弥
よ
り
再
び、

浮
田
の
派
遣
を
要
請
す
る
電
報
が
来
る
。
(
T1
065)

伊
勢
時
雄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
教
会
堂
建
設
費
募
金
の
た
め
来
月
渡
米
す
る
の
で
添
書
を
求
め
て
く
る
。
(
r
l064)

横
浜
の
中
島
信
行
に
募
金
協
力
を
依
頼
し
た
の
に
対
し、

こ
の
日
付
で
、

応
分
の
助
力
を
す
る
旨
の
書
簡
を
受
け
取
る
。

押
川
方
義
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
問
題
に
関
し、

渡
航
前
に
意
見
を
伺
い
た
い
の
で、

今
週
中
か
来
週
は

徳
富
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

熊
本
伝
道
の
こ
と、

奈
須
義
質
を
奥
亀
太
郎
の
代
わ
り
に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
ぎ
相
談

し
て
く
る
。
(
T1
06
9)

奈
良
在
住
の
新
島
公
義
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
・

金
森
連
名
の
年
賀
状
に
対
す
る
奈
良
県
官
の
反
応
ー
|'
寄
付

催
促
の
ご
と
し
|
_＇
に
つ
ぎ
意
見
を
述
べ
る
。
（
曲
s
:
 431,
 
r
107o)
 

浮
田
和
民
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

女
学
校
に
お
い
て、

日
熟
舎
内
の
こ
と
は
ホ
ワ
イ
ト
、

和
久
山
が

⇔
庶
務
財
政

国
全
体
の
規
則
・

処
置
は
す
べ
て
教
員
会
識
で
決
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
大
沢
に
11

越
権
の
処
置“

は
生
じ
得
な
い
こ
と、

い
ま
突
然
に
金
森
を
女
学
校
教
員
会
議
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
は
外
人
女
教
師
に
不
愉
快
な
感
じ

を
与
え
る
だ
ろ
う、

と
伝
え
て
く
る
。
(
T
1071)

（

マ

r
)

明
道
館
の
目
賀
田
栄
・

脇
種
熊
ら
祇
園
座
で
「
破
邪
顕
正
論」

を
講
演
し、

同
志
社
大
学
設
立
の
精
神
を
批
判、

聴
衆

約
五
千
人
に
お
よ
び、

祇
園
座
新
築
以
来
の
群
衆
で
賑
わ
う。
(
H
l
2
:
1
22)
 

新
井
奄
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

関
西
に
来
て
い
る
こ
と、

お
よ
び
小
室
・

沢
辺
両
氏
の
紀
念
文
庫
に
つ
い
て
は
来
月

中
旬
ま
で
に
片
付
け
た
い、

と
記
す。
(
r
I076)

は
大
沢
が

じ
め
に
訪
問
し
た
い、

と
都
合
を
尋
ね
て
く
る
。
(
""fl
067)

（
怜5
:
43
0̀

T31
5
9)
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1889年

一

月
二
十
三
日

一

月
二
十
四
日

一

月
二
十
五
日

一

月
二
十
七
日

一

月
二
十
六
日

本
城
安
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

高
島
炭
坑
で
起
き
た
暴
動
も
自
分
の
尽
力
で
鎮
静
し
た
旨
を
伝
え
て
く
る
。

(
T1
085)
 

群
馬
県
富
岡
の
甘
楽
教
会
の
河
波
荒
次
郎
よ
り、

奈
須
義
質
の
後
任
と
し
て
伝
道
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
と
挨
拶
し

柳
河
の
風
斗
実
・

森
信
夫
を
通
知
し
て
く
る
。
（
怜5
"
431)

u
m
o
n

が
印
刷
さ
れ
て
教
会
内
に
配
布
さ
れ
る
。
（
廿4
84) 「
組
合
・
一

致
合
併
問
題
に
就
て
の
意
見」

谷
野
敬
三
は
如
何
と
相
談
し
て
く
る
。
(
T
1083)

寺
町
鞍
馬
口
下
ル
の
旧
彦
根
藩
邸
六
千
三
百
坪
を
坪
当
り
二
十
三
銭
で
買
収
す
る
に
つ
ぎ、

金
森
通
倫
よ
り
了
解
を
求

め
て
く
る
。
(
T
107
9)

＊

現
在
の
上
御
霊
神
社
東
側
の
地
域
（
寺
町
通
ま
で
）

に
あ
た
る。

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

北
越
学
館
の
後
任
人
選
が
困
難
で
あ
る
こ
と、

増
野
悦
興
あ
る
い
は
在
米
中
の
小

寺
町
鞍
馬
口
下
ル
旧
彦
根
藩
屋
敷
跡
地
六
千
三
百
坪
を
一

千
三
百
八
十
円
で
買
収
し
た
こ
と、

費
用
は
岩
崎
弥
之
助
よ

り
の
寄
付
金
を
あ
て
た
こ
と
を
大
沢
善
助
よ
り、

こ
の
日
付
で
、

報
告
し
て
く
る
。
(
T1
084)

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

D
.

w
．

ラ

ー

ネ
ッ

ド

の

広
津
友
信
〔
友
吉
改
め
〕

よ
り
大
学
募
金
協
力
者
と
し
て
福
岡
の
福
陵
新
報
社
主
・

頭
山
満、

主
筆
・

川
村
淳
お
よ
び

を
進
め
て
い
る、

と
報
ず
る
。
(
1
9
ー

d
)

こ
の
日
の
『
東
雲
新
聞
』

は
昨
年
の
出
来
事
と
し
て、

新
島
が

St
at
e
m
e
n
t

o
n
 

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

を
発
表
し、

募
金
活
動

大
学
の
寄
付
金
三
十
円
三
十
力
月
賦
を
申
し
込
む
人
が
あ
り、

そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
村
上
定
よ
り
問
い
合
わ
せ
て

く
る
。
(
r1
07s)
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二
月
一
日

一

月

一

月
二
十
九
日

一

月
三
十
日

一

月
三
十
一
日

一

月
二
十
八
日

住
の
害
簡
（
小
寿
宛
）

を
同
封
す
る
。
(

r
1
0
8
8
)

る
旨
を
知
ら
せ
る
。
（
ゆ
4

筵7
》

2
9
)

て
く
る
。
(

�
1
0
8
6
)

伊
勢
時
雄
の
渡
米
に
つ
き
手
紙
を
出
す。

押
川
方
義
が
来
訪
す
る
。
（
曲4

誌6)

午
後
七
時
よ
り
新
築
さ
れ
た
神
戸
教
会
に
お
い
て
大
学
の
た
め
演
説
会
を
開
く。

宮
川
経
輝
・

金
森
通
倫
が
演
説、

ル
チ
ン
が
歌
を
う
た
う。

こ
の
夜、

鈴
木
清
よ
り
百
円
の
寄
付
申
し
込
み
を
得
る
。
（
怜
5
:
 
4
3
1,
 
J
 7
1
 :
 
100)
 

丹
波
船
井
郡
の
有
志
家
よ
り
同
郡
内
で
千
円
を
募
金
す
る
た
め
11

奮
発
“

し
て
い
る
模
様
を
聞
く。
（
怜4

心8)

大
学
予
定
地
と
し
て
寺
町
頭
の
旧
彦
根
藩
屋
敷
六
千
三
百
二
十
七
坪
を
一

千
三
百
八
十
円
で
買
収、

百
坪
を
六
十
三
円
五
十
銭
で
買
収
し
た
と
の
報
告
を
大
沢
善
助
よ
り
受
け
取
る
。
（
怜
5
:
 
4
3
1
)
 

徳
富
に
手
紙
を
送
り、

二
月
十
一

日
の
祝
典
に
上
京
す
る
地
方
三
長
官、

裁
判
官、

警
察
官、

府
県
会
議
長
ら
に
大
学

募
金
を
勧
誘
す
る
こ
と
を、

大
隈
重
信
•

井
上
磐
に
頼
ん
で
ほ
し
い
と
要
請
す
る
。

ま
た
旧
彦
根
藩
屋
敷
六
千
九
百
二

十
七
坪
を
一

千
四
百
六
十
五
円
五
十
銭
で
買
収
し
た
こ
と、

野
用
は
岩
崎
の
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
た
い
と
考
え
て
い

金
森
小
寿
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

安
住
百
太
郎
の
経
歴
を
述
べ
、

大
学
募
金
に
尽
力
を
求
め
る
よ
う
に
勧
め
る
。

安

岩
崎
弥
之
助
に
手
紙
を
送
り、

同
家
よ
り
の
寄
付
金
八
千
円
の
う
ち
三
千
円
を
大
学
設
立
予
定
地
購
入
費
に
充
当
す
る

こ
と
の
了
解
を
求
め
る
。

こ
の
こ
と
に
つ

ぎ
渋
沢
栄
一

に
も
一

書
を
差
し
出
す。
（
怜
5
:
 
4
3
1
)
 

オ

さ
ら
に
続
い
て
六

須
田
逸
平
に
発
信、

伊
香
保
静
養
中、

世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
る
。
（
ゆ
4

羞0)

福
陵
新
報
の
頭
山
満
に
手
紙
を
送
り、

募
金
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る。
「
設
立
の
旨
意」

を
頭
山
と
川
村
に
送
る
。
（
全

4
"
31,
 
3t5
 :431)
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1889年

二
月
二
日

二
月
三
日

二
月
四
日

I,ヽ

四
習
字
の
手
本
を
書
い
て
ほ
し
い
、

と
求
め
る
。
(
T1
098)

の
地
所
を
同
志
社
の
名
義
に
変
更
す
る
よ
う
教
授
会
に
提
案
し
た
い

伺
下
村
孝
太
郎
に
招
聘
状
を
早
く
出
し
て
ほ
し

5，

 

4

之
書
面
ハ

相
認
申
候」

と
記
す。
（
怜4

羞7)

⇔
個
人
名
義
に
な
っ
て
い
る
同
志
社

東
京
の
岡
田
松
生
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

昨
年
七
月
に
大
隈
外
相
官
邸
で
決
定
し
た
寄
付
金
の
取
り
ま
と
め
が
十
分

に
行
わ
れ
ず、

渋
沢
氏
も
す
こ
ぶ
る
配
慮
し
て
い
る
よ
う
だ
が、

新
島
か
ら
も
渋
沢
が
催
促
し
や
す
い
よ
う
に
依
頼
状

を
送
っ
て
は
如
何、

と
伝
え
て
く
る
。
(
T1
093)

中
山
光
五
郎
に
佐
野
・

栃
木
伝
道
に
関
し
手
紙
を
出
す。

栃
木
出
張
の
費
用
と
し
て
十
円
を
送
る
。
（
曲
4

羞
3
)

山
中
百
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

今
治
地
方
の
大
学
募
金
の
た
め
金
森
通
倫
を
派
逍
し
て
ほ
し
い
、

そ
れ
が
で
き
な
い

な
ら
自
分
が
先
生
の
代
理
と
し
て
出
張
し
た
い
と
申
し
出
る
。
(
r
1094)

日
曜
日、

金
森
通
倫
が
諏
訪
山
の
寓
居
を
訪
問、

校
務
・

募
金
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
(
r1
09s)

奈
須
義
質
に
代
わ
り
甘
楽
教
会
を
引
き
継
い
だ
河
波
荒
次
郎
に
伝
道
の
心
得
と
激
励
の
手
紙
を
出
す。

ま
た
そ
の
文
中、

大
学
計
画
の
た
め
「
昨
十
一

月
以
来
数
千
通
之
書
状
ハ

天
下
之
人
士
二

差
出
シ
、

此
一

月
以
来
自
身
ニ
モ
已
ーー

百
余
通

柳
河
の
森
信
夫
・

風
斗
実
に
募
金
協
力
に
対
す
る
礼
状
を
出
す。
（
怜
5

:

43
2)
 

藤
原
直
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

再
び
伝
道
に
従
事
す
る
決
心
が
つ
い
た
こ
と、

そ
れ
に
つ

き
意
見
を
求
め
て
く
る
。

(
T
l0
95)
 

森
田
久
万
人
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

漢
学
教
師
の
坂
田
丈
平
が
生
徒
の
作
文
添
削
に
難
色
を
示
し
て
い
る
旨
を
述
べ
、

坂
田
の
書
簡
を
同
封
し
て
く
る
。
(
T
l096)

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

H
〔
募
金
の
た
め
〕

東
京
へ
は
行
か
な
い



二
月
八
日

二
月
七
日

二
月
六
日

二
月
五
日

と
を
伝
え
て
く
る
。
（
ゆ5
:
 434)
 

る
よ
う
依
頼
す
る
。
（
曲4
"
3
9,

40)
 

富
に
北
垣
知
事、

田
中
源
太
郎
に

福
島
県
の
網
島
佳
吉
よ
り
県
下
有
力
者
の
一

覧
表
を
送
っ
て
く
る
。
（
怜
5
:
43
2)
 

金
森
通
倫
よ
り
「
住
友、

三
千」

の
電
報
が
来
る
。

同
家
支
配
人
の
広
瀬
宰
平
・

伊
庭
貞
剛
の
英
断
に
よ
る
も
の
、

両

東
京
滞
在
中
の
北
垣
知
事
に
大
学
募
金
に
つ

ぎ
手
紙
を
出
す。

住
友
家
よ
り
の
寄
付
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。

ま
た
徳

「
同
志
社
設
立
の
始
末」

な
ら
び
に
「
大
学
設
立
の
旨
意」

を
各
三、

四
十
部
届
け

吉
田
清
太
郎
か
ら
来
信、

松
山
の
大
野
個
吉
よ
り
百
円
の
寄
付
申
し
込
み
お
よ
び
三、

四
月
こ
ろ
面
会
し
た
い
と
の
こ

松
平
容
保
よ
り、

同
志
社
在
学
中
の
松
平
容
大
を
学
習
院
へ

転
校
さ
せ
る
旨、

こ
の
日
付
で
通
知
し
て
く
る
。
(
T31
53)

茂
木
平――一
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
〔
秩
父
〕

大
宮
伝
道
が
遅
れ
て
い
る
理
由、

経
済
的
な
困
窮
に
つ
い
て
述
べ

る
。

(
T
ll
05)
 

渋
沢
栄
一

よ
り
こ
の
日
付
で
来
簡、

預
か
っ
て
い
る
寄
付
金
の
う
ち
岩
崎
弥
之
助
の一＿一
千
円
支
出
の
件
は
岩
崎
も
承
知

し
て
い
る
の
で
西
京
支
店
に
送
る
こ
と、

お
よ
び
寄
付
申
し
込
み
の
う
ち
未
収
金
額
と
氏
名
を
通
知
し
て
く
る
。

ま
た

原
六
郎
の
分
に
つ
い
て
は
新
島
よ
り
原
宛
に
、

払
い
込
み
方
法
に
つ

ぎ
照
会
す
る
よ
う
に
依
頼
し
て
く
る
。
(
T
ll
09)

＊

原
は
渋
沢
に
対
し、

寄
付
金
は
渋
沢
を
通
さ
ず、

直
接、

新
島
に
送
る
旨
を
通
知
し
て
い
た。

こ
の
日
の
『
東
雲
新
聞
』

に
新
島
と
尾
越
京
都
府
書
記
官
が
発
起
人
と
な
っ
て
「
京
都
青
年
会
と
称
す
る
も
の
を
設
立

せ
ん
と
目
下
協
議」

中
で
あ
る
と
報
ず
る
。
(

I

9

ー

e
)

氏
に
礼
状
を
出
す。
（
怜
5
:
 434,
 
T
ll
03)

住
友
の
広
瀬
宰
平
に
大
学
募
金
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜5
:
 432)
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1889年

二
月
九
日

二
月
上
旬

二
月
十
一
日

二
月
十
二
日

こ
の
頃 、

風
邪
を
ひ
く 。
（
曲
4
"
6
8
)

起
発
達
せ
し
む
る
様」

手
紙
を
出
す 。
（
怜
4
"
4
1
)

東
京
の
小
田
川
全
之
よ
り
二
十
四
円
と
同
氏
の
著
書
一

冊
を
寄
贈
さ
れ
る 。
（
ゆ
5
"
4
3
4
)

小
室
・

沢
辺
両
氏
の
紀
念
文
庫
お
よ
び
大
学
の
こ
と
に
関
し 、

新
井
奄
の
勧
め
に
よ
り 、

大
阪
の
松
本
誠
直
と
岡
崎
高

徳
富
に
発
信 、

住
友
よ
り
三
千
円
の
寄
付
申
し
込
み
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

ま
た
伊
東
熊
夫
と
新
井
奄
を
紹
介

同
志
社
憲
法
発
布
祝
会
委
員
宛
に
病
気
の
た
め
出
席
で
き
な
い
が 、
「
爽
快
に
御
執
行
あ
り
て
益
校
中
の
愛
国
心
を
振

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
に
際
し
新
島
と
み
・

山
本
さ
く
に
養
老
金
と
し
て
各
五
十
銭
を
下
賜
さ
れ
る 。
(

r

ll
2
4
)

寺
町
の
茶
園
千
二
百
五
十
坪
を
買
う
よ
う
大
沢
善
助
に
指
示
す
る 。
（
怜
5
"
4
3
5
)

文
部
大
臣
森
有
礼 、

官
邸
玄
関
で
山
口
県
人
西
野
文
太
郎
に
刺
さ
れ 、

翌
十
二
日
に
死
亡
す
る 。

こ
の
こ
と
に
つ
ぎ
徳

富
か
ら
電
報
(
+
-

、

十
二
日
の
二
回
）

が
来
る 。
（
ゆ4
:
48 ,
 
�6

羞
5
0,

J
 
9
7
:
 
118)
 

奈
須
義
質
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信 、

熊
本
に
着
き 、

伝
道
の
準
備
を
し
て
い
る
旨
伝
え
る
。
(

T
l
l
1
5
)

憲
法
制
定
祝
賀
の
キ
リ
ス
ト

者
集
会
が
東
京
築
地
厚
生
館
で
開
か
れ
る 。

木
村
熊
二
司
会 、

津
田
仙
・

横
井
時
雄
•

井

深
梶
之
助
•

平
岩
憧
保
ら
出
席
す
る 。

片
岡
健
吉
ら
石
川
島
監
獄
を
出
所 。
(
F
2
1
:
37)
 

不
破
唯
次
郎
・

杉
田
潮
・

杉
山
重
義
に
教
会
合
併 、

秩
父
・

栃
木
伝
道
に
つ
い
て
手
紙
を
出
す 。
（
怜
4
:
4
5
)
 

京
都
基
督
青
年
会
が
組
織
さ
れ 、

木
屋
町
三
条
上
ル
大
坂
町一―一
番
戸
の
宝
錦
舎
に
お
い
て
開
会
式
が
行
わ
れ
る 。

な
お

同
会
は
こ
の
年
十
二
月
に
木
屋
町
三
条
上
ル
中
島
町
十
七
番
戸
へ

移
転
し
た

。
(
F
3
1
 :
 1
5,
 

2
1,
 

3
6
)

す
る
。

（
怜
4
:
4
3
)
 

厚
に
手
紙
を
出
す 。
（
怜
5
"
4
3
4
)
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二
月
十
六
日

二
月
十
三
日

二
月
十
四
日

二
月
十
五
日

る。
（
怜
4

ぶi
5
)

井
上
磐
邸
出
火
の
報
を
聞
き、
見
舞
状
を
出
す。
ま
た
先
日
来
大
学
用
地
と
し
て
七
千
坪
を
買
収
し
た
こ
と
を
報
告
す

永
岡
喜
八
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
書
き
替
え
の
公
債
を
落
手
し
た
こ
と、
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
「
同
志
社
設

下
村
房
よ
り
送
金
に
対
す
る
礼
状
が
来
る。
(
T
l1
23)

て
く
る。
（
怜4:
 5
8,
 

T
l
l
2
0
)
 

N
.
G・
ク
ラ
ー
ク
に
二
通
発
信、
一
通
に
は
帝
国
憲
法
の
中
に
宗
教
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ、
他

の
一
通
に
は
教
会
合
併
に
対
す
る
意
見

1
寡
頭
政
治
反
対

ー
を
述
べ
る。
（
怜6
羞
5
0
)

徳
富
に
発
信、
国
粋
保
存
家・
慶
応
義
塾・
僧
侶
な
ど
が
大
学
設
立
運
動
を
起
こ
し
「
大
学
が
又
々
一
時
之
流
行
物
之

如
ク
相
成
リ・・・・・・
自
然
吾
人
計
画
之
邪
魔
二
も
可
相
成
候
問、
成
丈
吾
人
ハ
長
足
を
為
し
全
天
下
之
賛
成
家
ヲ
握
取
ス

西
宮
の
五
十
田
勇
次
郎
が
来
訪
す
る。
三
池
集
治
監
の
大
和
博
に
募
金
協
力
の
依
頼
状
を
出
す。
（
怜
5

:
 
4
3
5
)
 

小
室・
沢
辺
紀
念
文
庫
設
置
の
趣
意
書
が
こ
の
日
の
『
東
雲
新
聞』
三
百
二
十
三
号
に
掲
載
さ
れ
る。
(

I

9
|
f)
 

東
京
よ
り
金一――
千
円
が
届
い
た
旨、
第一
銀
行
よ
り
大
沢
善
助
宛
に
通
知
し
て
く
る。
(

T
1
1
1
8
)

三
池
集
治
監
の
大
和
博
に
手
紙
を
出
し、

洋
行
中
の
三
好
退
蔵
よ
り
大
学
設
立
の
た
め
三
百
円
寄
付
す
る
こ
と
を、
東
京
の
森
為
国
を
通
じ
こ
の
日
付
で
知
ら
せ

渋
沢
栄一
に
宛
て、
原
六
郎
の
寄
付
金
に
関
し
説
明
の
手
紙
を
出
す。
（
怜
4

ふ
4
)

広
津
友
信
に
宛
て、
同
志
社
よ
り
憲
法
発
布
の
祝
文
を
奉
る
こ
と
に
賛
成
の
手
紙
を
出
す。
（
怜
4

ふ2)

山
中
百、
大
学
募
金
遊
説
の
た
め
今
治
に
向
か
う。
ま
た
県
会
開
会
中
な
の
で
さ
ら
に
松
山
に
向
か
う
予
定。（
曲
5

"

4
3
5
)

ル
コ
ソ
必
要
ナ
リ」
と
記
す。
（
曲4:
48)
 よ

り一
層
の
募
金
協
力
を
依
頼
す
る。
（
怜
4

ふ
l
)
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1889年

二
月
二
十
日

二
月
二
十一
日

二
月
二
十
二
日

二
月
十
八
日

二
月
十
七
日

名
が
出
席
す
る。
（
府
下
各
校
休
校）
（
T
l136)

立
の
始
末」

を
送
付
の
こ
と、

新
島
の
母
親
は
元
気
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る。

2ハ
1124)

中
村
栄
助、

米
国
よ
り
帰
航
す
る。
（
怜
5

:
 
4
3
5
)
 

同
志
社
大
学
創
立
事
務
所
よ
り
神
戸
に
静
養
中
の
新
島
に、
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
「
同
志
社
設
立
の
始
末」

各

山
中
百
よ
り
こ
の
日
付
で、

今
治
方
面
の
募
金
に
つ
い
て
報
告
し
て
く
る。
(
r
ll31)

山
中
百、

新
島
の
代
理
と
し
て
松
山
に
赴
き、

県
会
議
事
堂
の
議
員
控
所
に
お
い
て
大
学
設
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
演
説

す
る。
(

I

9
|g)
 

児
島
惟
謙
大
阪
控
訴
院
長、

高
島
柄
之
助
陸
軍
中
将
に
神
戸
で
そ
れ
ぞ
れ
面
会
し、

大
学
募
金
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る。

東
京
の
小
崎
・
湯
浅
•
徳
富
に
発
信、

最
近、

同
志
社
教
授
会
よ
り
社
員
に
対
し
「
吾
人
大
学
之
企
二
付、

今
之
本
校

ニ
ハ
一
切
力
を
添
へ
さ
る
と
の
苦
情
と
相
見
申
候、

又
御
存
之
通
教
科
等
も
一
層
高
尚
な
ら
し
む
る
に
モ
ニ
ー
モ
な
く

教
員
も
足
ら
す、

此
上
ハ
社
員
ハ
何
二
を
為
し
呉
る
4
や」

と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
で、

近
く
社
員
会
を
開
い
て

対
策
を
協
議
し
た
い
と
述
べ
る。
（
脱4:
5
9,
 

7
0
)
 

森
有
礼
の
追
悼
式
が
洛
東
霊
山
で
行
わ
れ
る。

同
志
社
よ
り
J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス、

森
田
久
万
人
お
よ
び
生
徒
代
表

永
岡
喜
八
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

憲
法
発
布
に
際
し
新
島
の
老
母
に
養
老
金
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
る。

(
7'"
1136)
 

松
山
の
長
屋
忠
明
に
手
紙
を
出
し、

松
山
地
方
の
募
金
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
す
る。
（
ゆ
5

:
 
4
3
5
)
 

（
怜
5

:
 436)
 

二
百
部、

外
国
新
聞
・
雑
誌
類
を
汽
車
便
で
発
送
す
る。
(
T
1129)
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二
月
二
十
八
日

二
月
二
十
六
日

二
月
二
十＿―-
日

二
月
二
十
四
日

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
七
日

ハ

リ
ス

寄
付
の
五
万
ド
ル
お
よ
び
下
村
孝
太
郎
の
こ
と
に
つ

き
書
く。

宮
川
経
輝
・

金
森
通
倫
と
大
学
設
立
に
つ

き
相
談
す
る
。

(

J

71
 : 101)
 

山
中
百
よ
り
こ
の
日
付
で
愛
媛
県
会
の
模
様
を
報
告
し
て
く
る
。

(

r

l13
9
)

湯
浅
治
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

先
日、

渋
沢
栄
一

と
面
会
し
た
こ
と、

そ
の
際、

原
六
郎
の
寄
付
金
に
つ
い
て、

渋
沢
よ
り
直
接
催
促
で
き
か
ね
る
の
で
、

新
島
よ
り
直
接
掛
け
合
っ
て
取
り
決
め
る
よ
う
言
わ
れ
た
旨
を
伝
え
て
く
る
。

(
r
ll41)
 

神
学
生
加
藤
磐
之
助
の
紹
介
に
よ
り、

新
湿
の
佐
瀬
精
一

に
大
学
賛
成
を
依
頼
す
る
。
（
怜
5
"
4
3
6)

同
志
社
社
員
会
を
山
本
宅
で
開
く。

新
島
欠
席。

金
森
通
倫
を
社
員
に
加
え
る
こ
と、

下
村
孝
太
郎
を
招
聘
（
年
俸
七

白
石
村
治
よ
り
こ
の
日
付
で
、

越
後
長
岡
方
面
の
伝
道
に
つ

ぎ
意
見
を
求
め
て
く
る
。
(
r
114
3)

大
阪
出
張
中
の
金
森
に
第
一

銀
行
を
通
じ
一

千
円
を
送
り、

大
塚
磨
に
託
し
て
株
券
を
買
わ
せ
る
。
(
T
ll4
6)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併、

上
毛
地
方
伝
道
の
報
告
お
よ
び
経
済
的
困
難
に
つ
い
て
述
べ

る
。

(
T
ll4
5)
 

原
市
教
会
の
杉
山
重
義
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

上
州
諸
教
会
の
教
勢
を
伝
え
る
と
共
に
、

教
会
合
併
に
か
か
わ
る
憲

法
修
正
案
に
つ

き
意
見
を
述
べ

る
。
(
r
ll
52)

山
中
百、

伊
予
遊
説
よ
り
帰
り、

そ
の
成
果
を
報
告
す
る
。
（
怜5
"
4
3
6)

新
島
公
義
よ
り
奈
良
潰
け
を
贈
ら
れ
る
。
（
怜4
"
66)

D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

福
岡
の
頭
山
満
に
再
び
大
学
賛
成
の
依
頼
状
を
出
す。
（
怜
5
:
4
3
6)
 

百
二
十
円
）

す
る
こ
と
が
決
ま
る
。
(
D
1
:
1
262)
 

500 



1889年

三
月一
日

-＝
月
二
日

三
月
四
日

三
月
五
日

二
月

徳
富
猪
一
郎
に
発
信、

教
会
合
併
問
題
に
ふ
れ、

日
を
問
い
合
わ
せ
て
く
る。
(
r
ll60)

良
策
が
な
い
こ
と、

(
"""F268-t)
 

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
阪
方
面
の
募
金
に
つ
き
児
島
惟
謙
・
高
島
柄
之
助
・
建
野
大
阪
府
知
事
の
連
名

で
有
力
者
を
招
待
し、

会
合
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
く
る。

金
森
通
倫
は
こ
の
夜、

和
歌
山
に
出
張
す
る。

本
城
安
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、

結
婚
相
手
の
紹
介
を
頼
ま
れ
る。
(
Tl148)

古
賀
鶴
次
郎
（
快
象）
よ
り
憲
法
発
布
を
賀
す
漢
詩
を
贈
ら
れ
る。
(
""f
l153)

福
島
の
安
部
井
磐
根
に
大
学
募
金
協
力
を
求
め
る
手
紙
を
出
す。
（
怜4"
61)

文
学
教
師
坂
田
丈
平
が
六
月
限
り
で
退
職
す
る
と
申
し
出
た
旨
を、

森
田
久
万
人
よ
り
知
ら
せ
て
く
る。
(
r
l155)

不
破
唯
次
郎
に
上
州
伝
道
と
教
会
合
併
に
つ
い
て
手
紙
を
出
す。
（
ゆ4
ら3)

山
中
百
の
勧
め
に
よ
り
香
川
県
の
募
金
に
着
手
す
る
こ
と
と
し、

森
田
武
左
衛
門
・
一＿一
木
始
の
両
氏
に
内
簡
を
送
り、

県
会
議
長
の
松
本
貫
四
郎
の
協
力
を
求
め
る
よ
う
依
頼
す
る。
（
ゆ5:
 439)
 

徳
富
猪
一
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

森
有
礼
が
刺
殺
さ
れ
て
以
来、

社
会
的
風
潮
が
保
守
的
と
な
り、

人
心
が
右
に

左
に
揺
れ
動
い
て
い
る
状
況
な
の
で、

大
学
設
立
運
動
も
遠
慮
な
く
堂
々
と
そ
の
主
義
主
張
を
展
開
す
る
よ
り
ほ
か
に

つ
い
て
は
四
月
に
も
上
京
し
て
運
動
に
あ
た
る
よ
う
勧
め
て
く
る。
(
T
ll58)

D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
よ
り
こ
の
日
付
で、
理
学
部
に
寄
付
者
ハ
リ
ス
の
名
前
を
付
け
る
よ
う
言
っ
て
く
る。
(
T2686)

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

（
怜5"
439,

T
ll49)

八
重
夫
人
が
北
垣
知
事
の
と
こ
ろ
へ
出
向
く
前
に
面
会
し
た
い
の
で、

訪
問
の
期

0

0

0

 0

0

0

 

0

 

0

 

「
吾
人
を
し
て
真
之
自
由
教
会
卜
自
由
教
育
を
得
セ
し
め
よ、

此
二
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三
月
七
日

月
六
日

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
日
本
基
督
教
会
憲
法
の
修
正
案
に
は
ま
だ
ま
だ
不
満
な
点
が
あ
る
こ
と、
中
川
虎

一
郎
が
永
眠
し
た
こ
と
を
伝
え
る。
(
T
ll69)

＊

中
川
は
朋
治
十
九
年
三
月、

D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
に
反
感
を
抱
き
連
袂
退
学
し
た
九
名
中
の
一

人
。

山
口
県
会
議
長
の
吉
富
簡一
に
面
会
す
る。
（
ゆ
5

:
 
4
3
9
)
 

件
ハ
車
之
両
輪
あ
る
か
如
ぎ
是
非
ト
モ
ナ
カ
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
サ
ル
者
と
確
信
仕
居
候」。
ま
た
阪
神
の
募
金
状
況
を
述
べ、

東
京
に
行
き
た
い
と
思
う
が
「
八
重
力
未
夕
不
同
意
…；・・
小
生
二
取
リ
大
警
視
を
以
而
自
任」、

知
ら
せ
て
く
る。
(
r
ll65)

松
平
容
大
の
近
況
を
知
ら
せ
た
こ
と
に
つ
ぎ
中
山
甚
之
助
よ
り
礼
状
が
来
る。
(
T
1164)

こ
の
日
付
で一ー一
通
来
信

1
森
田
武
左
衛
門
よ
り
病
気
見
舞
い。
(
r
l165)

中
村
栄
助
よ
り
鵜
飼
の
人
物
お
よ
び
援
助
し
た
関
係
に
つ
ぎ
問
い
合
わ
せ。
(
r
ll66)

更
に
学
内
の
状
況
は

「
教
授
会
よ
り
何
ニ
カ
プ
ウ
ミ
ミ
申
立
…
…
眼
前
之
事
ノ
ミ
を
見
る
先
生
方
ニ
ハ
大
閉
口」
と
書
く。
（
怜4
ら7)

愛
媛
の
石
原
信
樹・
高
須
峰
蔵
（
改
進
党
員）•
河
原
田
新
に
募
金
協
力
の
書
状
を
出
す。
（
怜
5

:

4
3
7
)
 

こ
の
日
付
で、
森
田
武
左
衛
門
よ
り
大
学
設
立
に
賛
成
の
こ
と、
印
刷
物
を
県
会
議
員
や
有
志
家
に
配
布
し
た
こ
と
を

愛
媛
県
中
郡
長
の
二
俣
今
朝
松、
小
学
校
長
の
石
原
信
文
に
募
金
協
力
に
対
す
る
礼
状
を
出
す。
（
怜
5

:
 
4

3
6
)
 

柴
原
宗
助
よ
り、
坂
田
丈
平
辞
職
の
本
当
の
理
由
は
国
会
選
挙
へ
の
出
馬
で
あ
る
こ
と、
そ
れ
を
止
め
さ
せ
て
く
れ
る

よ
う
に
と
の
依
頼、
教
会
憲
法
修
正
案
を
見
た
が、
そ
れ
で
も
な
お
合
併
に
反
対
で
あ
る
旨
を
伝
え
る。
(
r
ll67)

不
破
唯
次
郎・
茂
木
平
三
郎
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
日
付
で
来
信、
早
急
に
秩
父
大
宮
伝
道
に
着
手
す
べ
き
こ
と
を
述
べ

る。
(
T
ll68,
T
ll70)
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1889年

三
月
九
日

三
月
十
日

三
月
十
一

日

三
月
十
二
日

l口
月
八
B

リ
」

と
書
き、

激
励
す
る
。
（
怜
4
:

72)
 

渋
沢
栄
一

よ
り
募
金
に
関
す
る
通
知
が
届
く。

二
万
二
千
六
百
円
の
寄
付
が
す
で
に
入
り、

原
・

大
隈
•

青
木
は
い
ま

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
し
た
上
野
栄
三
郎
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
信、

い
て
の
質
問
に
答
え
る
。

な
お
明
後
日、

神
戸
に
着
く
の
で
お
目
に
か
か
り
た
い
と
記
す。
(
T
ll
37)

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
阪
の
大
学
募
金
集
会
は
二
十
日
夜
に
児
島
院
長
宅
で
開
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
旨、

通
知
し
て
く
る
。
(
r
ll
74)

佐
野
の
中
山
光
五
郎
に
発
信、

「
後
任
の
来
ら
さ
る
内
は
何
卒
他
に
御
移
転
ナ
キ
様」
「
貴
君
ノ
働
キ
ハ

種
播
ノ
時
代
ナ

金
森
通
倫
を
通
じ
て
大
西
祝
の
手
紙
を
送
ら
れ
る
。

大
西
の
意
見
は
次
の
通
り。

り
大
西
の
ド
イ
ッ
留
学
に
つ

き
校
内

八
重
夫
人、

神
戸
よ
り
一

時
帰
宅
す
る
。
(
T11
68)

だ
入
金
な
し
、

益
田
よ
り
半
金
入
っ
た
こ
と
を
知
る
。
（
曲
5
"
439)

方
面
の
募
金
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
す
る
。
（
ゆ5
:
 439)
 

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

朋
確
な
理
由
の
な
い
ま
ま
伝
道
会
社
よ
り
若
松
へ

転
任
す
る
よ
う
言
っ
て
き
た

が、

佐
野
伝
道
も
よ
う
や
く
見
込
み
が
立
ち
か
け
て
い
る
の
で
、

後
任
の
決
ま
る
ま
で
こ
の
地
で
伝
道
で
き
る
よ
う
相

談
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
く
る
。
(
T
ll
71)

下
村
孝
太
郎
に
発
信、

同
志
社
よ
り
の
招
聘
に
応
じ
て
ほ
し
い
こ
と、

ニ
ュ

ー
ロ
ソ
ド
ン
に
住
む
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
一

友

人
よ
り

二

万
弗
ス
イ
ヨ
ン
ス
ホ
ー
ル
之
為
寄
付
致
し
呉、

又
続
而
五
千
弗
寄
付
相
成
リ
、

又
殊
二

よ
り
候
ハ
、

サ
イ

〔
二
〕

ン
テ
フ
ィ
ク
デ
イ
パ

ル
ト
メ
ン
ト
ノ

為
メ
ニ

五
万
弗
ノ
寄
付
ア
ル
ト
も
難
計
候
：
．

．

．

．

 

」

と
記
す。
（
怜
4
:
71)
 

神
戸
に
滞
在
中
の
井
上
馨
に
手
紙
を
送
り、

将
来
の
こ
と
を
依
頼
す
る
。

ま
た
森
田
武
左
衛
門
に
手
紙
を
送
り、

高
松

カ
ナ
ダ
経
由
で
新
島
に
送
っ
た
絹
〔
織
物
〕

に
つ
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三
月
十
三
日

三
月
十
四
日

三
月
十
四
•
五
日

三
月
十
五
日

児
島
惟
謙
よ
り
来
信、

来
る
二
十
一

日
の
大
阪
の
集
会
は
建
野
大
阪
府
知
事
の
都
合
が
悪
く、

二
十
五
日
に
延
期
す
る

旨
を
通
知
し
て
く
る
。

ま
た
金
森
通
倫
よ
り、

名
古
屋
の
募
金
状
況
に
つ

き、

来
る
十
八
日、

愛
知
県
議
事
堂
に
有
力
者
を
集
め、

募
金
演
説

を
行
う
こ
と
を
通
知
し
て
く
る。
（
怜
5

:

4
4
3
)
 

神
戸
朋
道
館
の
且
加
田
護
法
よ
り、

こ
の
日
付
で
来
簡、

新
島
の
意
見
を
聞
き
た
い
の
で
、

前
約
の
通
り
金
森
通
倫
を

音
楽
会
が
催
さ
れ
る
。

(

I

4

ー

e
)

北
垣
知
事
の
子
息
を
熊
本
英
学
校
で
教
育
す
る
こ
と
に
つ
ぎ、

海
老
名
に
依
頼
の
手
紙
を
送
る
。
（
怜4

ふ
6
)

近
藤
喜
則
が
神
戸
の
寓
居
に
来
訪
す
る
。
（
ゆ
4

ふ
5》

怜
5

:
 
4
4
0
)
 

児
島
惟
謙
よ
り、

来
る
二
十
一

日、

堂
島
二
丁
目
の
同
氏
邸
に
大
阪
財
界
人
二
十
七
名
を
招
待
し
て
募
金
の
集
会
を
開

兵
庫
県
会
議
員
の
中
井
幹
造
・

大
江
頼
之
助
•

岡
精
逸
お
よ
び
田
尻
東
一

郎
が
来
訪
す
る
。
（
怜
5

:
 
4
4
3
)
 

佐
々
城
豊
寿
・

潮
田
千
勢
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
東
京
厚
生
館
に
お
い
て
、

同
志
社
大
学
設
立
義
捐
金
募
集
の
た
め
の

く
こ
と
を
通
知
し
て
く
る
。
（
怜
5

:
 
4
4
1
)
 

本
城
安
太
郎
よ
り、

こ
の
日
付
で
手
紙
が
来
る
。
(
r
ll
77)

こ
と、

ま
た
自
分
の
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
書
く。
(
""f
11
7
6)

ト
教
を
拡
張
し
た
い
こ
と
。
（
ゆ
5

:
 
4
4
0
)
 

に
異
議
を
生
じ
は
し
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る

一

定
の
ド
グ
マ

を
も
っ
て
教
授
を
検
束
す
る
よ
り
も、

む
し
ろ
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
バ
イ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
前
途
の
キ
リ
ス

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

北
垣
確
の
熊
本
英
学
校
入
校
に
つ
い
て、

熊
本
の
海
老
名
弾
正
に
書
簡
を
送
っ
た

⇔
自
由
に
そ
の
説
を
述
べ
て
教
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
こ
と

同
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1889年

三
月
十
九
日

月
十
八
日

月
十
六
日

遣
す
か
、

あ
る
い
は
自
分
が
出
向
く
か
、
そ
の
回
答
を
求
め
て
く
る
。

盆"4
"
436)

中
村
紅
造
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

山
岡
の
後
任
に
東
正
義
が
会
津
若
松
へ

箔
任
し
た
こ
と、

け
る
大
学
募
金
や
山
本
家
の
墓
碑
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
る
。
(
r
ll
83)

お
よ
び
若
松
地
方
に
お

同
志
社
入
学
を
希
望
す
る
〔
？
〕

半
谷
高
睛
が
来
訪、

新
島
よ
り
金
子
〔
兼
子
常
五
郎
か
〕

宛
に
下
宿
さ
が
し
の
紹
介

状
を
与
え
る
。
(
T
ll
85)

一

致
・

組
合
両
教
会
合
同
委
員
ら
東
京
に
会
合
し、

憲
法
草
案
を
修
正、

か
つ

合
同
教
会
の
名
称
を
日
本
連
合
基
督
教

東
京
青
年
会
館
に
お
い
て
湯
浅
・

小
崎
•

宮
川
・

松
山
ら
の
社
員
が
協
議
会
を
開
く。

三
月
二
十
八
日
の
社
員
常
議
員

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

日
教
会
合
併
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
が
態
度
を
は
っ

き
り
さ
せ
な
い
と、

組
合
教
会
は
自
由
な
制
度
を
失
い
、

寡
頭
政
治
に
陥
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う。

合
併
の
憲
法
は
修
正

伺
健
康
状
態
に
つ
い
て、

⇔
同
志
社
の
水
準
の
向
上
の
た
め
教
師
を
留
学
さ
せ
た
い
こ
と

心
臓
の
動
悸
は
ま
だ
不
規
則
で
き
つ
い
仕
事
は
で
き
な
い
…
…
す
ぐ
に
良
く
な
ら
な
い
よ
う

な
ら、

現
在
の
地
位
を
辞
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
う。
（
怜
6

羞
5
1
)

こ
の
日
付
で＿―-
通
来
信。

日
金
森
通
倫
よ
り、

十
八
日
に
開
か
れ
た
名
古
屋
で
の
大
学
集
会
は
、

勝
問
田
知
事
・

大
塚

控
訴
院
長
ら
の
有
力
者
は
出
席
し
た
が
、

衰
産
家
の
出
席
が
少
な
く、

成
功
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
来
月
も

う
一

度
集
会
を
開
く
予
定
で
あ
る、

と
報
告
し
て
く
る
。
(
""f
ll
88)

⇔
不
破
唯
次
郎
よ
り、

教
会
合
併
に
つ
い
て
上
毛
だ
け
は
統
一

意
見
で
会
議
に
臨
み
た
い
こ
と、

関
東
地
方
の
伝
道
状

さ
れ
て
い
る
が
、

十
分
な
も
の
と
は
思
え
な
い
こ
と

会
に
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

(

D
l

:

1
263)
 

会
と
決
定
す
る
。
(
F
4
:
221)
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三
月
二
十
日

三
月
二
十
一

日

三
月
二
十
四
日

三
月
二
十
五
日

で
の
受
洗
者
百
三
名
に
上
る
。
(
F
1
 :
 
1
0
2
)
 

様
い
た
し
候
方」

が
良
い
と
記
す。
(
T
11
94
)

渋
沢
栄
一

よ
り
こ
の
日
付
で
来
簡、

二
十
一

日
の
新
島
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と、

こ
れ
に
よ
り
「
原
六
郎
氏
寄
付

金
之
儀
二

付
行
違
云
々
ハ

此
度
之
尊
書
ニ
テ
明
了
二

帰
シ
原
氏
よ
り
厳
格
之
来
書
も
始
め
て
了
解
致
候」

と
述
べ
、

今

後
の
処
置
に
つ
い
て
記
し、

さ
ら
に
神
戸
に
立
ち
寄
る
井
上
啓
に
会
っ
て
事
情
を
説
明
し
「
同
伯
よ
り
弁
解
被
成
下
候

万
国
青
年
会
幹
事
L
.

D
・

ウ
イ
ッ
シ
ャ
ー
ド
が
来
校、

校
内
に
数
百
の
悔
改
者
が
起
こ
り、

こ
の
日、

同
志
社
教
会

同
志
社
大
学
設
立
資
金
募
集
演
説
（
稿
）

を
起
草
す
る
。
（
怜1
:
 14
8)
 

児
島
惟
謙
大
阪
控
訴
院
長
の
自
宅
に
高
島
柄
之
助
大
阪
師
団
長
・

遠
藤
謹
助
造
幣
局
長
ら
大
阪
の
有
力
者
十
数
名
が

出

東
京
の
小
室
信
夫、

九
州
に
赴
く
途
中、

来
訪
す
る
。
（
怜
5

:
 449
)

況、

経
済
的
困
窮
を
訴
え
る
。
(
T11
87
)

伺
河
波
荒
次
郎
よ
り、

東
京
専
門
学
校
の
青
年
会
の
隆
盛
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
7'
11
89
)

兵
庫
県
会
議
員
十
五
名
に
面
会
す
る
。

そ
の
う
ち
内
藤
利
八
・

鹿
島
秀
麿
を
一

カ
亭
に
招
い
て
募
金
協
力
を
依
頼
す
る
。

杉
山
重
義
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

過
日、

不
破
唯
次
郎
・

茂
木
平――一
郎
ら
と
秩
父
大
宮
を
視
察、

ず
い
ぶ
ん
見
込
み

の
あ
る
土
地
だ
と
思
う
が
、

伝
道
に
は
十
分
適
任
の
人
物
を
得
て
定
住
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る、

(
r
ll
9
0
)
 

数
日
前、

渋
沢
栄
一

よ
り
原
六
郎
の
書
状
を
同
封
し
て
送
っ
て
く
る
。

新
島
に
不
快
の
感
情
を
示
す
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
日、

渋
沢
•

原
両
氏
に
宛
て
弁
明
の
手
紙
を
書
き
送
る
。
（
ゆ
5

:
 449
)

 

石
田
・

善
積
は
欠
席。
（
ゆ
5

:

443,
 449
)

と
報
告
し
て
く
る
。
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1889年

三
月
二
十
九
日

三
月
三
十
日

三
月――-
+
―

日

月
二
十
八
日

月
二
十
六
日

金
運
動
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
く
る
。
(
rl
202)

新
島
夫
妻、

午
後
に
入
り
神
戸
よ
り
帰
宅
す
る
。

三
条
小
橋
西
入
ル
萬
屋
に
滞
在
中
の
徳
富
に
、

明
日
は
何
時
に
来
訪

神
戸
北
長
狭
通
の
岡
本
イ
ソ
よ
り
十
円
の
寄
付
を
受
け
る
。
（
怜
5
:
 450)
 

三
枝
光
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

三
枝
夫
人
が
京
阪
方
面
へ

行
く
の
で
、

ぜ
ひ
面
会
し
て
ほ
し
い
と
連
絡
し
て
く

る
。
(
Tl
201)

森
田
武
左
衛
門
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

非
常
に
多
忙
で
あ
る
こ
と、

仏
教
徒
の
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
で
募

し
て
も
良
い
、

と
連
絡
す
る
。
（
怜
4
"
82,

95,
 
Tl
200)

徳
富
猪
一

郎
が
来
訪
す
る
。
（
怜
4

:

82)
 

山
本
覚
馬
宅
で
社
員
会
を
開
く。

新
島
欠
席。
(
D
1
:
1
263)
 

席、

新
島
よ
り
大
学
設
立
資
金
募
集
に
つ
い
て
挨
拶
を
す
る
。
（
怜1
"
14
8̀

r
ll
92)

村
野
正
人
（
商
法
会
議
所
長
）
・

木
場
貞
長
（
書
記
官）

が
来
訪。

宮
本
国
丸
（
旧
高
松
藩
主
の，
伯
父
の

子
息
）

が
森

田
の
書
状
を
持
参
し
て
来
訪
す
る
。

多
聞
教
会
よ
り
百
円
の
寄
付
を
受
け
た
こ
と
を
永
岡
よ
り
聞
く。
（
怜
5
:
 450)
 

北
垣
確
の
熊
本
英
学
校
入
学
に
関
し、

海
老
名
よ
り
こ
の
日
付
で
、

学
校
の
様
子、

厳
格
さ
等
に
つ
い
て
伝
え
て
く
る
。

(
r
ll
95)
 

宮
川
経
輝
を
招
ぎ、

朝
九
時
よ
り
午
後
二
時
す
ぎ
ま
で
協
議
す
る
。

(

J

71
 :
 102)
 

冬
期
休
暇
に
入
り、

広
津
友
信
•

松
尾
音
次
郎
に
但
馬
地
方
で
の
募
金
遊
説
を
依
頼
す
る
。

本
間
重
慶
は
高
松
に
出
張

し、

有
志
賛
成
家
数
名
を
発
起
人
と
し
て
懇
談
会
を
開
く。
（
怜5
:
 45
2)
 

森
田
武
左
衛
門
よ
り
本
間
の
高
松
来
訪
に
つ
い
て
通
知
し
て
く
る
。
(
r
ll
99)
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四
月
二
日

四
月
三
日

四
月
一

日

月

（

ゆ
5
"
4
5
1,

4
5
2
)
 

＊

京
都
市
制
施
行
（
知
事
が
市
長
職
を
執
行）。

原
六
郎
の
寄
付
金
に
つ

き
「
渋
沢
氏
ョ
リ
来
書
ア
リ
ク
ル
ニ
ョ
リ、

其
意
二

任
セ
先
勉
テ
弁
解
セ
サ
ル
事
二

致
シ
、

井

福
山
の
菊
池
純
二
郎
よ
り
漆
の
植
樹
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ

ぎ
礼
状
を
出
す。
（
怜
5
:
 
4
5
0
)
 

東
京
の
武
光
正
成
の
死
去
に
際
し
遺
さ
れ
た
十
円
を
大
学
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
る
。
（
怜
5
:
 
4
5
0
)
 

但
馬
の
田
尻
東
一

郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

広
津
•

松
尾
の
二
名
が
養
父
郡
・

気
多
郡
に
お
い
て
大
学
設
立
衰
金
の

募
金
を
行
っ

て
い
る
こ
と、

ま
た
美
含
・

ニ
方
の
二
郡
の
状
況
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
る
。
(

r
l
2
0
4
)

北
垣
知
事
よ
り
子
息
の
熊
本
英
学
校
進
学
に
つ
い
て
手
紙
が
来
る
。
(

r
l
2
0
3
)

長
屋
忠
明
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
募
金
に
協
力
す
る
こ
と、

松
山
地
方
の
募
金
に
対
す
る
一

般
的
な
状
況、

大

野
個
吉
が
寄
付
納
付
か
た
が
た
神
戸
へ

行
く
の
で
、

面
会
し
て
彼
に
信
仰
を
説
い
て
ほ
し
い
旨
を
書
い
て
く
る
。

1
2
0
5
)
 

同
志
社
卒
業
生
の
村
上
小
源
太
・

直
次
郎
よ
り
五
円
の
寄
付
を
受
け
る
。

高
松
の
大
学
賛
成
有
志
家
の
土
屋
兼
雄
ら
十

四
名
に
礼
状
を
出
す。

福
島
の
網
島
佳
吉
よ
り、

同
地
方
の
有
力
者
に
募
金
依
頼
状
を
出
す
よ
う
に
勧
め
て
く
る
。

花
畑
健
起
が
来
訪、

新
島
は
彼
に
卒
業
後
の
希
望
を
聞
く。
(

r
1
2
0
9
)

田
尻
東
一

郎
（
但
馬
養
父
郡
浅
倉
村
）

よ
り
広
津
•

松
尾
の
た
め
周
旋
し
た
旨
の
通
知
が
あ
り、

こ
れ
に
答
書
を
出
す。

高
松
の
山
岡
よ
り
来
状、

大
学
募
金
を、

将
来、

松
本
貫
四
郎
に
委
託
す
る
よ
う
忠
告
し
て
く
る
。
公
怜
5
り

4
5
3
)

上
伯
帰
京
ヲ
待
チ
」

弁
護
を
依
頼
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
怜
5
:
4
5
0
)
 

「
日
本
聯
合
基
督
教
会
憲
法
井
規
則」

が
刊
行
さ
れ
る
。
（
廿
4
7
4
)

(
T
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1889年

四
月
八
日

四
月
六
日

四
月
五
日

四
月
四
日

＊

新
潟
の
組
合
脈
・
一

致
派
が
合
併、

新
潟
基
督
教
会
と
な
る。
(
F
26
:

23)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

秩
父
大
宮
伝
道
は
近
々

着
手
す
る
こ
と
に
部
会
で
決
定
し
た
こ
と、

関
東
地
方

の
伝
道
状
況
お
よ
び
伝
道
毀
用
の
送
付
確
認
に
つ
い
て
記
す。
(

r
l
2
0
7
)

京
都
の
平
瀬
与
一

郎
を
通
じ
淡
路
島
の
印
部
俊
平
・

泉
甚
五
郎
よ
り
の
寄
付
金
各
三
円
を
受
け
取
る
。
（
曲
5
:
 
4
5
3
)
 

福
島
の
網
島
佳
吉
の
勧
め
に
従
い
、

同
地
の
田
中
孝
七
ら
十
名
に
大
学
募
金
依
頼
状
を
出
す。

安
永
稔
の
勧
め
に
よ
り

西
宮
の
五
十
田
勇
次
郎
・

平
井
米
介
に
手
紙
と
寄
付
帳
を
送
る
。
（
怜
5
:
4
5
2,
 

4
5
4
)
 

北
垣
確
の
こ
と
に
つ

き
熊
本
の
海
老
名
に
発
信、

四
月
一

日
付
の
北
垣
書
簡
（
新
島
宛
）

を
同
封
し
て
送
る
。

東
京
英
和
学
校
〔
現
在
の
青
山
学
院
〕

を
辞
任
し
た
元
良
勇
次
郎
に
手
紙
を
送
り、

そ
の
進
退
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

兵
庫
県
以
西
諸
教
会
宛
に
大
学
募
金
協
力
を
依
頼
す
る
手
紙
を
出
す。
（
ゆ
5
:
 
4
5
4
)
 

白
石
村
治
よ
り
こ
の
日
付
で
、

新
潟
地
方
の
様
子
を
知
ら
せ
て
く
る
。

(

r
l
2
11
)

こ
の
日、

元
備
中
松
山
藩
主
・

板
倉
勝
静
死
去。

六
十
七
歳。
(

J

5
2
:
 
2
7
8
)
 

神
戸
に
来
て
中
山
手
通
六
丁
目
の
J
.

E
・

ダ
ッ
ド
レ
ー
方
に
滞
在
す
る
。

二
十
七
日
ま
で
。
（
怜
6
:
3
5
3
)
 

網
島
佳
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

四、

五
日
前、

山
田
福
島
県
知
事
に
面
会
し
て
大
学
計
画
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ

ろ、

同
志
社
の
た
め
で
き
る
だ
け
尽
力
す
る
旨
の
返
事
を
得
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
る
。
(

""f
1
2
1
3
)

こ
の
頃、

新
潟
の
宜
教
師
D
・

ス
カ
ッ

ダ
ー

D
ore
m
us
S
c
u
d
d
er

に
教
会
合
併
に
つ

き
手
紙
を
書
く。

そ
の
翌
日、

宮
川
経
輝
に
大
阪
で
の
募
金
演
説
を
依
頼
す
る
。
（
ゆ
5
:
 
4
5
3
)
 

(
G
l
2
:
 
2
6
4
)
 

9
2
)
 

（
ゆ
4
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四
月
十一
日

四
月
十
二
日

四
月
十
日

四
月
九
日

教
師
の
留
学
に
つ
い
て
も
述
べ
る。
ま
た
二
年
前、

教
会
合
併
の
た
め
の
改
正
憲
法
Revised
Japanese Constitution
 for
 church union
が
新
島
の
手
元
に
届
く。

夜
七
時
よ
り
ラ
ー
ネ
ッ
ド
宅
に
お
い
て
教
員
会
を
開
く。
(

r
l
2
1
4
)

《t̂he
station
 work
 

'
Plea
 
for
 a
 Christian
 Uni

大
阪
青
年
会
館
に
お
い
て
同
府
下
諸
教
会
の
会
合
が
催
さ
れ
る。
新
島
は
宮
川
経
輝
に
託
し
て
各
教
会
の
募
金
を
担
当

す
る
松
浦•
安
藤・
新
田・
望
月・
増
野•
本
間・
亀
山
ら
に
書
簡
を
送
り、
そ
の
尽
力
奔
走
を
依
頼
す
る。

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
神
戸
周
辺
七
教
会
の
信
者
を
集
め、
大
学
の
た
め
集
会
を
開
い
た
が、
応
募
額
百

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
上
州
の
教
勢
を
伝
え
る
と
共
に、
前
橋
女
学
校
の
発
起
人
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い

と
頼
む。
(

T
l
2
1
7
)

N
•
G
・
ク
ラ
ー
ク
に
発
信、
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
に
新
島
の
書
い
た

versity"

が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
礼
を

述べ
る。
前
週、
京
都
に
帰
っ
た
が、
気
候
不
順
の
た
め
ベ
リ
ー
博
士
に
勧
告

さ
れ
て
再
び
神
戸
に
来
て
い
る
（
四
月
八
日）
こ
と
を
知
ら
せ
る。
上
州
方
面
の
伝
道・
教
会
合
併
の
こ
と、
同
志
社

ら
っ
た
奨
学
金
六
十
ド
ル
が
あ
や
ま
っ
て
D
.

w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
に
送
ら
れ、

し
ま
っ
た。
金
を
取
り
戻
す
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か、
と
相
談
す
る。
（
怜6
羞
5
2
)

下
村
孝
太
郎
に
発
信、
f

日
こ
の
秋
に
帰
国
す
る
か

け
な
お
八
i
九
カ
月
な
い
し
一
年
ほ
ど
滞
米
し
て
大
学
募
金
に

「
御
奔
走
可
被
下
也、
否
之
所
御
通
報
被
下
度
候」。
新
島
と
し
て
は
位
を
望
む
け
れ
ど
も、
下
村
が
日
を
望
む
場
合

五、
六
十
円
に
と
ど
ま
る。
(

r
1
2
1
s
)

4
5
7
)
 

（
ゆ6
羞
5
4
)

ル
イ
ビ
ル
Louisville
の
プ
ラ
ウ
ソ
氏
Mr.
Bro
wne
よ
り
も

に
使
わ
れ
て

（
怜
5
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1889年

四
月
十
五
日

四
月
十
七
日

四
月
十
六
日

が、

そ
れ
に
対
す
る
礼
状
に
再
び
返
書
を
送
っ
て
く
る
。

(

r
l
2
3
1
)

は
帰
国
旅
費
と
し
て一
二
百
円
送
る
と
伝
え
る
。
（
怜
4

"

9
5
)

神
戸
布
引
の
川
崎
正
蔵
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

井
上
慇
の
神
戸
帰
航
に
つ
い
て
何
の
連
絡
も
な
い
こ
と、

も
し
わ
か

こ
の
日
と
五
月
一

日
に

S.

L.
 
G
uli
c
k,
 
C
h
u
rc
h
 u
nio
n

 
i
n

 Ja
p
a
n

が
刊
行
さ
れ
る
。
（
廿472)

井
上
馨
に
宛
て
一

害
を
認
め、

大
阪
方
面
の
募
金
に
つ

き
姓
名
と
金
額
を
挙
げ
て
尽
力
を
請
う。

こ
の
書
簡
は
同
月
二

十
日、

神
戸
に
滞
在
中
の
井
上
に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

御
承
諾
下
サ
ル
、

卜
否
ト
ニ

関
ス
ベ
シ
…
…
小
生
ハ

最
早
河
ヲ
渡
リ
背
水
ノ
陣
ヲ
為
ス
ノ
感
情
ヲ

以
テ

相
認
候」

た
「
神
戸
之
運
動
ハ

甚
覚
束
無
ク
存
シ
大
二

困
却
仕
居
候」

と
述
べ
る
。
（
怜
4

羞
6)

大
阪
の
高
島
中
将
に
書
簡
を
送
り、

大
阪
有
力
者
の
氏
名
と
希
望
金
額
を
列
記
し、

尽
力
を
求
め
る
。
（
怜
5

:

4
5
8
)
 

新
潟
の
ド
リ
ー
マ
ス
・
ス
カ
ッ
ダ
ー
に
合
併
問
題
に
つ
ぎ
発
信、

教
会
憲
法
を
完
全
に
修
正
し
た
か
っ
た
が、

病
気
の

た
め
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と、

新
島
が
合
併
に
反
対
す
る
の
は
組
合
教
会
の
自
由
な
制
度
を
守
り
た
い
か
ら
で
あ

新
島
が
国
外
脱
出
以
前、

江
戸
の
川
勝
塾
で
同
門
だ
っ
た
松
前
藩
の
祁
尾
四
郎
・

鈴
木
熊
六
は
、

維
新
の
際、

不
幸
に

も
死
亡
し
た
旨、

北
海
道
福
山
の
菊
池
純
二
郎
よ
り、

こ
の
日
付
で
返
事
が
来
る
。

(

T
1
2
2
8
)

中
村
栄
助
よ
り、

京
都
部
会
で
寄
付
金
の
取
り
扱
い
を
協
議
し
た
こ
と、

丹
波
地
方
の
募
金
は
村
上
・

奥
村
郡
長
ら
と

協
議、

依
頼
し
た
こ
と
を
こ
の
日
付
で
伝
え
て
く
る
。

(

T
l
2
3
0
)

佐
々
城
豊
寿
・

潮
田
千
勢
ら
は
同
志
社
大
学
設
立
資
金
を
寄
付
す
る
た
め
音
楽
会
を
催
し、

そ
の
収
益
金
を
寄
贈
し
た

る、

と
記
す。
（
怜
6
:
 3
5
4
)
 

れ
ば
連
絡
す
る
と
伝
え
て
く
る
。

(

r
l
2
2
1
)

「
今
回
大
坂
二

於
ケ
ル
企
ノ
成
否
ハ

ま

一

閣
下
之
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四
月
十
九
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
二
日

四
月
十
八
日

す
る
。

村
上
定
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

関
西
地
方
の
新
聞
社
員
の
懇
親
会
を
四
月
二
十
一

日
に
開
く
予
定
で
あ
る
と
伝
え
て

く
る
。
(

r
l
2
3
3
)

古
木
虎
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

高
梁
教
会
の
横
田
某
は
さ
ぎ
に
大
学
設
立
の
た
め
二
十
銭
の
寄
付
を
し
た
が、

更
に
「
生
涯
板
ノ
上
二

坐
ス
ル
モ
厭
ヮ
ズ
」

と
し
て
家
中
の
金
二
円
を
集
め
て
寄
贈
す
る
旨、

連
絡
し
て
く
る
。

1
2
3
4
)
 

井
上
馨、

九
州
旅
行
を
終
え、

神
戸
着、

二
十
六
日
ま
で
常
盤
楼
に
滞
在
す
る
。

(

J

2
3
 :
 
9
4
)
 

新
井
奄
に
発
信、

そ
の
中
で
近
況
を
述
べ

る
。

「
再
び
神
戸
二

戻
リ
申、

尚
流
寓
之
身
と
相
成
居、

近
頃
降
り
続
け
る

風
雨
之
為
に
幽
閉
せ
ら
れ
戸
外
ニ
ハ
一

歩
も
踏
ミ

出
さ
す、

只
日
々
禿
筆
を
把
り
彼
之
大
学
之
為
諸
方
へ

書
面
を
出
す

事
を
以
而
小
生
之
業
務
と
な
し
居
候、

殆
花
の
散
り
な
ん
春
も
知
ら
れ
す
と
迄
申
居
候」

と
書
く。
（
怜
4
:
 
101)
 

小
室
・

沢
辺
文
庫
に
つ

き、

こ
の
頃、

大
阪
の
松
本
誠
直
•

岡
崎
高
厚
に
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
出
す。
（
曲
4
:
 101)
 

北
海
道
空
知
監
獄
署
の
看
守
長
・

原
田
正
之
助
よ
り
大
学
設
立
に
賛
同
し
て
11

衣
食
二

難
代
之
刀
紐
“

る
こ
と、

一

双
を
寄
付
す

お
よ
び
郁
春
別
村
村
民
十
七
名
の
寄
付
者
名
簿
を
同
封
し
て
く
る
。

五
十
戸
の
村
落
で
坑
夫
・

鍛
冶
職
・

豆

腐
屋
・

風
呂
屋
ら
十
七
名、

最
高
一

円
か
ら
最
低
十
銭
の
寄
付
を
受
け
る
。
(

T
l
2
3
5
)

神
戸
御
影
に
休
養
中
の
井
上
馨
に
、

前
日
に
引
ぎ
続
き
再
び
書
簡
を
送
り、

大
阪
方
面
の
募
金
に
つ
い
て
尽
力
を
要
請

「
…
…
小
生
ハ

最
早
河
ヲ
渡
水
ヲ
背
ニ

シ

テ
陣
セ
シ
者
ナ
リ
今
回
ノ
勝
敗
ハ

偏
二

閣
下
之
御
助
カ
ア
ル
ト
否
卜

ニ

関
ス
ヘ

ク
幸
ニ

ッ

テ
勝
ヲ
制
セ
ハ

大
勝
利
ク
ル
ヘ

ク
不
幸
ニ

シ

テ
敗
ヲ
執
ラ
ハ

大
敗
北
タ
ル
ヘ

シ

ト
決
心
仕
居

…
…
」

（
怜
4
"
1
0
3
)

＊

井
上
宛
書
前
に
つ
い
て、
(
J
2
3
 :
 
9
4
)

で
は
二
十
＇
二
十
一

日
の
二
回、
A
船
5
"
4
5
9
)

で
は
二
十
一

日
に
二
回
発
信
し
た
こ

(
T
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1889年

四
月
二
十＿―-
日

四
月
二
十
四
日

出
し
た
い
旨
を
申
し
出
る
。
(
rl
24
0)

数
の
た
め
二
階
が
落
ち、

十
数
名
が
負
傷
す
る
。
（
怜5
:
 459,
 
r1
23s,
 
r1239)

同
志
社
書
記
・

永
岡
喜
八
が
昨
日
の
チ
ャ
ペ
ル
ニ
階
墜
落
事
故
に
つ
い
て
京
都
よ
り
そ
の
顧
末
を
報
告
に
来
る
。

但
馬
の
同
志
社
校
成
家
九
名
に
手
紙
を
出
す。
（
怜5
:
 459)
 

大
阪
の
松
本
誠
直
•

岡
崎
高
厚
か
ら
こ
の
日
付
で
来
信、

小
室
・

沢
辺
文
庫
の
整
理
が
思
い
の
ほ
か
遅
れ
て
い
る
が、

金
額
は
少
な
く
と
も
七
百
円
く
ら
い
に
な
る
こ
と、

(
TI
237)
 

い
ず
れ
五
月
末
に
は
確
定
額
を
通
知
す
る、

＊

小
室
・
沢
辺
文
庫
の
う
ち、

す
で
に
明
治――
十
年
十
二
月
十
五
日、

東
京
よ
り
長
持
ち
四
荷
の
書
籍
類
が
同
志
社
に
届
け
ら
れ

て
お
り、

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
関
西
の
分
と
思
わ
れ
る。

文
庫
が
す
べ
て
同
志
社
に
入
っ
た
の
は
明
治
二
十
四
年
九
月
三

十
日
で、

同
年
十
月
三
日、

紀
念
文
庫
の
開
庫
式
が
行
わ
れ
た。

和
漢
洋
五
千
余
冊゚

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

佐
野
の
伝
道
報
告
と
共
に
同
地
の
信
者
の
た
め
能
力
の
あ
る
後
任
者
を
得
て
転

御
影
に
井
上
磐
を
訪
問
す
る
が
不
果。
（
怜5
:
460)
 

5
:
 460)
 

ア
メ
リ
カ
駐
日
公
使
ハ
バ
ー
ド

Ric
ha
r
d
B.
 
H
u
b
b
ar
d
 

と
連
絡
し
て
く
る
。 （

曲

と
児
島
惟
謙
が
来
校、

チ
ャ
ペ
ル
で
講
演
す
る
。

聴
衆
多

と
に
な
っ
て
い
る。

不
破
唯
次
郎
に
発
信、

女
学
校
創
立
の
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。

男
子
宜
教
師
の
招
聘
に
つ
い
て
は
「
当
分

ハ

見
合
セ
置
き
相
成
…
…
小
生
二

御
任
セ
被
下
間
敷
や」

と
書
き
送
る
。
（
怜4
:

102)
 

但
馬
地
方
の
同
志
社
賛
成
家
十
三
名
に
礼
状
を
出
す。
（
怜5
:
 459)
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四
月
二
十
五
日

四
月
二
十
七
日

四
月
二
十
九
日

四
月
三
十
日

四
月
二
十
六
日

午
前
中、

御
影
に
井
上
磐
を
訪
問、

暫
時
面
会
す
る
。

更
に
西
宮
に
行
き
五
十
田
勇
次
郎
を
訪
い、

同
所
で
二
宮
・

平

井
に
も
会
う。

夕
方、

諏
訪
山
の
一

カ
亭
に
お
い
て
村
上
定
・

矢
野
万
宗
と
夕
食
を
共
に
す
る
。
（
怜
5
:
 4
6
0
)
 

海
老
名
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

熊
本
英
学
校
に
入
学
し
た
北
垣
確
の
模
様
に
つ
い
て
報
告
し
て
く
る
。
(

r
l
2
4
1
)

永
岡
喜
八
を
呼
び、

大
阪
の
各
新
聞
社
に
大
学
募
金
第
二
次
募
集
の
取
り
扱
い
を
委
嘱
し、

田
口
卯
吉
・

伴
直
之
助
よ
り
連
名
の
チ
ャ
ペ
ル
ニ
階
墜
落
事
故
の
見
舞
状
（
二
十
六
日
付）

を
受
け
取
る
。
(

T
1
2
4
2
)

神
戸
（
ダ
ッ
ド
レ
ー
方）

よ
り
京
都
の
自
宅
に
帰
る
。
（
曲
4
:
 
10
5,
 

10
6,
 

r
l
2
5
2
)

和
歌
山
の
児
玉
仲
児
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

臨
時
県
会
が
来
る
五
月
七
日
よ
り
三、

中
村
紅
造
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

山
本
家
の
墓
碑
の
こ
と、

若
松
地
方
伝
道
の
こ
と、

福
島
県
下
の
大
学
募
金
に
つ

い
て
報
告、

ま
た
中
学
校
設
立
の
費
用
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
く
る
。
(

r
l
2
4
5
)

元
良
勇
次
郎
よ
り、

将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
の
新
島
の
勧
め
を、

こ
の
日
付
で
断
っ
て
く
る
。
(

r
1
2
4
9
)

新
井
奄
よ
り
こ
の
日
付
で、

備
後
庄
原
の
田
部
香
蔵
よ
り
同
地
の
英
学
校
教
師
を
同
志
社
よ
り
招
聘
す
る
に
つ
ぎ
そ
の

斡
旋
を
頼
ま
れ
た
こ
と、

ま
た
小
室
・

沢
辺
文
庫
に
つ
い
て
松
本
・

岡
崎
を
督
促
し、

一

日
も
早
く
文
庫
を
設
立
す
る

よ
う
勧
め
て
く
る。
(

r
l
2
4
7
)

朝、

北
垣
知
車
を
訪
問
す
る。

の
ち
西
郷
〔
海
軍〕

大
臣
へ

面
会
を
希
望
す
る
金
森
の
た
め
添
書
を
依
頼、

明
朝
参
上

に
関
し
誰
か
を
派
遣
し
て
は
如
何
と
通
知
し
て
く
る
。
(

T
l
2
4
4
)

う
依
頼
さ
せ
る
。
（
曲
5
"
4
6
0
)

う
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
る
。
(

T
l
2
3
9
)

中
島
幸
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

チ
ャ
ペ
ル
ニ
階
落
下
事
故
の
負
傷
者
の
中
に
弟
の
坂
田
貞
之
助
が
い
な
い
か
ど

そ
の
広
告
を
掲
載
す
る
よ

四
日
開
か
れ
る
の
で
大
学
設
立
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1889年

五
月
二
日

五
月
l

日

四
月

郎
来
訪
す
る
。
（
曲
5
"
4
6
2
)

は
な
い
も
の
か、

相
談
し
て
く
る
。
(

T
l
2
5
4
)

と
の
手
紙
が
来
る
。
(

--r
1
2
5
3
)

切
る
。

翌
五
月
一

日
よ
り
第
二
回
取
り
扱
い
を
始
め
る
。

(

I

5
|f,
 g)
 

し
て
受
け
取
り
た
い
旨
を
手
紙
で
頼
む。

ニ

罷
在
候」
（
曲4
り

109)

里
常
口
総
理
大
臣
殿
二

も
徊
依
頼
仕
度
胸
算

東
京
お
よ
び
京
阪
神
の
有
力
新
聞
・

雑
誌
社
の
同
志
社
大
学
義
捐
金
取
り
扱
い
（
第
一

回
）、

(

r
l
2
5
0
)
 

こ

の
日
を
も
っ
て
締
め

広
瀬
宰
平
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

広
瀬
の
渡
米
に
あ
た
り
お
互
い
の
健
康
を
気
遣
い
、

再
会
を
期
す
る
旨
を
述
べ
る。

茂
木
平
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

緑
野
教
会
が
設
立
〔
四
月
十
九
日
〕

さ
れ
た
こ
と、

そ
の
結
果、

求
道
者
や
受

洗
志
願
者
が
出
て
き
た
こ
と、

長
田
と
共
に
秩
父
大
宮
へ
伝
道
に
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
る
。
(

T
l
2
5
1
)

こ
の
月
十
二
、

三
日
頃、

鳥
取
に
派
遣
し
た
青
木
要
三
・

古
木
虎
三
郎
が
帰
京、

同
地
方
の
報
告
を
聞
く。
（
船
5
:
 
4
6
1
)
 

京
阪
神
の
各
新
聞
社、

同
志
社
大
学
第
二
回
募
金
取
り
扱
い
を
始
め
る
。
（
怜
4
:
 1
2
0
)
 

こ
の
日
付
で
三
通
来
信。

日
井
深
梶
之
助
よ
り、

教
会
合
併
に
関
し
英
文
憲
法
及
規
則
が
で
き
た
の
で、

⇔
小
崎
弘
道
よ
り、

く
る
。
(

T
l
2
5
5
)

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
い
る
弟
の
成
章
を
東
部
の
学
校
へ
入
学
さ
せ
た
い
が、

学
費
を
得
る
方
法

同
佐
々
城
豊
寿
よ
り、

大
学
募
金
の
た
め
東
京
厚
生
館
で
開
か
れ
た
音
楽
会
の
出
納
表
な
ら
び
に
顕
末
書
を
郵
送
し
て

静
岡
の
三
浦
錠
蔵
・

田
咄
武
治
（
連
名
）

よ
り
来
信、

大
学
募
金
賛
成
の
印
刷
物
を
同
封
し
て
く
る
。

夜、

徳
富
猪
一

「
小
生
も
本
年
中
ニ
ハ

出
京
仕、

一

冊
送
る、
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五
月
八
日

五
月
七
日

五
月
六
日

五
月
五
日

五
月
三
日

ん
と
す
る
か
如
し、

小
生
も
過
日
一

寸
申
上
候
事
を
履
行
せ
ん
に
は、

彼
等
二

向
ひ
余
り
反
対
之
鉾
を
顕
す
も
決
而
得

〔
位〕

策
二

非
ら
す、

又
去
リ
ト
テ
甲
を
脱
し
降
伏
ハ

出
来
不
申、

先
当
分
は
局
外
之
地
置
二

立
ツ
」

と
記
す。
（
怜4
:
 11
9
)
 

米
国
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ロ
ソ
ド
ソ
の
J
.

N
・
ハ

リ
ス
よ
り
「
芸
術
館」

新
築
の
た
め
一

万
五
千
ド
ル
、

地
代

一

千
五
百
ド
ル
の
ほ
か
、

更
に
五
万
ド
ル
を
寄
付
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
取
り、

委
員
三
名
の
サ
イ
ン
の
入
っ
た
条
約

書
を
送
ら
れ
る。
（
曲
5
:
 
4
6
6
)
 

神
戸
の
鈴
木
清
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

前
年
九
月
に
新
島
名
義
で
購
入
し
た
神
戸
女
学
校
前
の
土
地
五
十
二
坪
の
う

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

頼
状
を
送
る
。
（
怜
4
:
 
11
2,
 

11
3,
 

11
4、

怜
5
"
4
6
5
)

和
歌
山
県
会
議
長
・

児
玉
仲
児
の
勧
め
に
従
い
中
村
栄
助
・

新
島
公
義
を
和
歌
山
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し、

二
人
に
依

朝、

中
村
栄
助
が
和
歌
山
出
張
に
つ
き
来
訪
す
る
。

演
説
の
要
旨
を
記
し
た
紙
片
を
渡
す。
（
ゆ
4
"
1
1
7,

11
8
)
 

川
本
政
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で、

中
四
国
地
方
で
の
大
学
募
金
旅
行
の
詳
細
を
報
告
し
て
く
る
。
(

°}
1
2
5
8
)

「
近
来
一

致
之
事
二

関
し
諸
方
よ
り
小
生
之
意
見
に
問
合
せ
参
り
…
…
小
生
之
同
意
賛
成
を
得

営
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
（
怜
5
:
4
6
4
)
 

名
古
屋
の
三
枝
光
太
郎
が
同
志
社
を
訪
問
す
る
。
（
怜
5
:
4
6
4
)
 

北
海
道
市
来
知
よ
り
小
山
義
久
が
来
訪
し、

同
地
の
原
田
正
之
助
よ
り
託
さ
れ
た
日
本
刀
二
振
を
持
参、

大
学
設
立
の

た
め
寄
付
す
る
。

こ
の
刀
は
同
志
社
に
今
な
お
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
怜
5
:
 
4
6
4
)
 

前
夜
よ
り
来
京
し
て
い
た
徳
富
猪
一

郎
の
ほ
か
浮
田
和
民
・

金
森
通
倫
を
加
え、

四
人
で
将
来
の
方
策
お
よ
び
学
校
運

の
江
副
靖
臣
を
紹
介
し
て
く
る
。
（
怜
5
"
4
6
1
)

佐
賀
の
安
住
百
太
郎
よ
り
金
森
夫
人
ま
で
、

大
学
募
金
賛
成
者
と
し
て
肥
筑
日
報
社
長
の
村
岡
致
遠、

佐
賀
新
聞
社
長
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1889年

五
月
十一
日

五
月
十
二
日

五
月
十
日

五
月
九
日

＊

 

新
島
襄

「
三
拾
番
教
室」
写
真
の
裏
面
に
墨
害
す
る。
(
D2:
1
7
)
 

ち
三
坪
を
道
路
と
し
て
寄
付
す
る
た
め、
名
義
変
更
の
捺
印
を
求
め
て
く
る。
2
り
1

2
6
1
)

但
馬
の
大
江
頼
之
助
に
一
書
を
送
る。
東
京
の
佐
々
城
豊
寿
よ
り
先
日
開
催
し
た
同
志
社
音
楽
会
の
関
係
書
類
を
こ
の

日
受
け
取
る。
（
曲
5
:
4
6
6
)
 

夕
方、
和
歌
山
に
出
張
し
た
中
村
栄
助・
新
島
公
義
よ
り
11
都
合
よ
く
ま
と
ま
っ
た11
と
の
電
報
が
来
る。
（
ゆ
5
"
4
6
6
)

神
戸
の
川
本
泰
年
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
兵
庫
県
庁
に
勤
め
る
浦
木
弘
が
県
下
を
巡
回
す
る
際、
そ
の
余
暇
に
大
学

設
立
趣
意
害
を
配
布
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で、
同
趣
意
書
を一―-‘

(

r
l
2
6
2
)
 

四
十
枚
送
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る。

明
治
廿
二
年
五
月
十
日
識
ス

明
治
九
年
四
十
円
を
以
テ
之
ヲ
求
ム

言一
十
二
年
三
十
円
ヲ
以
テ
之
ヲ
売
却
ス

此
ノ
写
真ハ
即
チ
In
時
同
志
社
三
十
番
卜
称
セ
ッ
モ
ノ
ニ
シ
テ
創
立
ノ
三
四
年
間ハ
校
内二
於
テ
公
然
聖
書
ヲ
教
授
ス
ル
ヲ
禁
セ

ラ
レ
ク
ル
ヲ

以
テ
不
得
止
此
家
ヲ
用
ヒ
校
外
ノ
型
害
教
場
卜
為
ッ
タ
ル
ナ
リ
其
後
病
室
卜
為
シ
タ
ル
モ
本
年二
至
リ
之
ヲ
売
却
ス

ル
事二
決
セ
リ

川
上
八
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、
チ
ャ
ペ
ル
墜
落
事
故
の
見
舞
状
が
来
る。
(

r
l
2
6
3
)

三
池
鉱
山
の
団
塚
磨、
三
池
集
治
監
の
神
原
富
文
ら
同
志
社
大
学
設
立
に
つ
き
寄
付
す
る。
(

I

5
|g)
 

日
耀
日、
「
本
日
ハ
午
前
同
志
社
之
集
り
に
出
頭」
「
午
後
多
分
之
来
人
有
之
大
二
疲
労」
す
る。

午
前
中、
説
教
の
の
ち
教
会
合
併
の
相
談
が
な
さ
れ、
「
闘
議
二
時
間
之
後」
憲
法
修
正
四
カ
条
を
決
定、
神
戸
で
の

総
会
に
臨
む
こ
と
と
な
る。
夕
方
に
も
合
併
問
題
に
つ
い
て
同
志
社
で
集
会
が
開
か
れ
る。
（
新
島
の
出
欠
？）
（
ゆ4:
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五
月
十
三
日

五
月
十
四
日

1
2
7,
 

1
2
9
)
 

Hハ
リ
ス
よ
り
の
寄
付
は
六
万
五
千
ド
ル
に
上
る
こ
と、
三
人
の
委
員
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と、
留
学
中
の
下

村
孝
太
郎
が
設
置
予
定
の
理
化
大
学
部
の
教
授
に
就
任
を
承
知
し
た
こ
と。
（
ゆ4:
 1
2
5
)
 

⇔
教
会
合
併
に
関
し
海
老
名
は
中
央
集
権
論
者
に
変
じ
た
由、

〔破〕

来
看
敗
セ
ツ
所
ナ
リ
而
ッ
テ
憲
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
行
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
我
力
教
会
ハ
将
来
貴
族
的
独
断
的
政
治
ノ
下
ニ

生
息
ツ
…
…
吾
人
ノ
当
時
甘
受
ス
ル
所
ノ
自
由
ハ
何
レ
ヘ
カ
消
滅
ツ
去
ン
ト
ス
ル
ハ
本
日
ョ
リ
断
言
仕
ル
ヘ
シ」

志
社
之
生
徒
全
体
二
本
日
ノ
如
キ
自
由
ヲ
愛
ス
ル
元
気
ヲ
示
セ
ッ
ハ
小
生
モ
未
ダ
曾
テ
目
撃
セ
サ
ル
所」
と
述
べ
る。

北
垣
知
事
へ
J.
N
・
ハ
リ
ス
の
寄
付
が
確
定
し
た
こ
と
を
報
告
し、
さ
き
の
一
万
五
千
ド
ル
に
加
え、
更
に
維
持
費

と
し
て
五
万
二
千
ド
ル
追
加
さ
れ
た
こ
と、
こ
の
寄
付
金
は
三
人
の
委
員
に
よ
っ
て一
両
年
中
に
送
金
さ
れ
る
だ
ろ
う

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
新
島
お
よ
び
ベ
イ
カ
ー
夫
人
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と、
教
会
合
併
に
つ
い

て
上
毛
各
教
会
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
こ
と、
関
東
の
伝
道
状
況
を
通
知
し
て
く
る。
(

T
1
2
6
4
)

神
戸
の
鈴
木
清
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
山
本
久
栄
が、
こ
の
朝
京
都
を
発
ち、
大
阪
で
診
察
を
受
け
た
の
ち、
午
後、

鈴
木
宅
を
訪
ね
て
き
た
の
で
留
め
お
い
て
い
る
旨
を
連
絡
し
て
く
る。
(
TI267)

と

述べ
る。
（
怜4
丘O)

(
5
げ

4
"

1
2
7
)

伺
同
志
社
教
会
が
聯
合
憲
法
に
対
し
四
カ
条
の
修
正
決
議
を
し
「
此
処
四
点ハ
一
点
モ
屈
ゲ
ズ
ト
断
言
被
約
候」

（
怜
4
:
 
1
2
9
)
 

こ
の
日、
徳
富
猪一
郎
に
三
通
の
手
紙
を
書
く。

「
同

「
我
ガ
党
中
已
二
此
ノ
傾
向
ア
ル
ハ
小
生
ノ
此
二
両
年
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1889年

五
月
十
五
日

五
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
二
十
二
日

五
月
中
旬

五
月
十
六
日

1
 :
 104,
 J
 22
12
:
 21)
 

に
現
在
あ
る

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

教
会
合
併
に
関
す
る
ク
ラ
ー
ク
の
提
案
に
感
謡
す
る
。

提
案
に
従
い
可
能
な
ら
ば
す
べ

て
の
福
音
主
義
の
宗
脈
ま
で
含
む
^̂
A
n

E
va
n
geli
cal
 a
llia
n
c
e"

を
提
案
し
た
い
。

森
田
久
万
人
の
留
学
は
同
志
社

を
よ
り
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
ハ

リ
ス
の
寄
付
金

J
.
N
・
ハ

リ
ス
に
寄
付
金
〔
合
計
六
万
六
千
五
百
ド
ル
〕

大
阪
朝
日
新
聞
社
の
上
野
理
一

に
同
社
取
り
扱
い
の
第
一

回
大
学
義
捐
金
五
百
六
十
三
円
三
十
二
銭
五
厘
に
つ

き、

領

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
出
す。

最
近、

京
都
で
財
政
問
題
に
関
す
る
会
合
が
開
か
れ、

う
ど
良
い
時
に
や
っ
て
き
て
安
心
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
ゆ
6
"
35
6)

奈
良
の
正
久
巳
之
助
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

化
学
の
勉
強
を
し
た
い
、

と
相
談
の
手
紙
が
来
る
。
(
""fl
270)

組
合
教
会
第
四
回
総
会
が
神
戸
教
会
で
開
か
れ、

教
会
合
併
問
題
を
協
議
す
る
。

二
十
七
日
ま
で
。

H
憲
法
草
案
に
十
ニ
カ
所
の

⇔
小
崎
弘
道
・

金
森
通
倫
・

湯
浅
治
郎
・

宮
川
経
輝
・

杉
山
重
義
を
委
員
に
選
び、

修
正
案
を
も
っ
て
一

致
教
会
と
交

渉
に
あ
た
ら
せ
る
。

伺
一

致
教
会
と
の
交
渉
が
成
立
す
れ
ば
、

三
ヵ
月
後
に
代
員
に
よ
る
聯
合
会
議
を
開
き、

合
併
式
を
挙
行
す
る
。

こ
の
総
会
は
小
崎
弘
道
に
よ
れ
ば
「
最
も
喧
騒
を
極
め
た
会
議」

で
、

会
議
中
議
長
が
四
回
変
わ
っ
た
と
い
う。

「
頗
る
根
本
的
な」

修
正
を
加
え
る
。

収
書
と
礼
状
を
送
る
。
（
怜
4
:
 1
3
3)
 

和
歌
山
の
児
玉
仲
児
に
礼
状
を
出
す。
（
ゆ4
:
1
32)
 

に
つ
い
て
も
感
謝
す
る
。
（
怜
6
"
355)

C
o
ll
e
gi
at
e
 C
o
urse
 

へ
の
礼
状
を
出
す。
（
怜s
:
 467,
 
r2292)
 

(

F
 

(

F
 

ハ

リ
ス
の
寄
付
が
ち
ょ
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五
月
二
十
八
日

五
月―-
+
＝＝
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

出
席
せ
さ
る
も
亦
不
幸
と
認
不
申、

廿
ん
じ
て
天
意
之
存
す
る
所
二

随
の
み
」

底
調
和
之
見
込
な
き
時
ハ

聯
合
相
談
中
止
否
停
止
ス
ル
ニ

如
カ
ス
ト
申
合
置
候」
（
怜4
:
 1
3
5
)
 

「
同
志
社
大
学
義
捐
金
の
第
二
回
募
集
取
扱
広
告」

が
『
国
民
之
友
』

第
五
十
一

号
に
掲
載
さ
れ
る
。

同
様
の
広
告
が

第
一

回
と
同
じ
く
報
知
新
聞
社
ほ
か
の
新
聞
・

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
。

(

I

5
|
h
)
 

一

致
教
会
第
五
回
定
期
大
会
が
東
京
新
栄
会
堂
で
開
か
れ
る
。

組
合
教
会
の
修
正
案
の
到
着
を
待
っ
て
そ
れ
に
対
応
す

る
一

致
教
会
の
修
正
案
を
作
成、

組
合
教
会
と
協
議
す
る
た
め
イ
ム
プ
リ
ー
・

植
村
正
久
•

井
深
梶
之
助
の
三
名
を
神

戸
で
開
催
中
の
組
合
教
会
総
会
に
派
遣
す
る
。

同
大
会
は
二
十
三、

海
老
名
弾
正
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

熊
本
英
学
校
に
在
学
中
の
北
垣
確
の
近
況
を
報
告
す
る
。
(
Tl
273)

坂
田
丈
平
と
柴
原
宗
助
を
招
き、

午
後
五
時
よ
り一＿一
本
木
の
茨
木
屋
で
夕
食
を
す
る
。
（
曲
4
"

1
3
9,

T788)
 

神
戸
に
来
て
い
る
広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ

き
「
我
際
青
年
之
議
論
ハ

老
実
徳
望
ア
ル
方
々

ト
相
協
ハ
ズ
甚
ク
不
満
：
…．
我
際
ハ

自
家
ノ
確
信
二

立
タ
ン
ト
決
定
…
…
議
事
ノ
終
決
ノ
上
諸
氏
卜
謀
リ
向
後
ノ
処
置

ヲ
相
定
申
度
候」

と
報
告
す
る
。

(

""f
1
2
7
4
)

同
志
社
社
員
会
が
午
後
二
時
よ
り
新
島
宅
で
開
か
れ、

次
の
こ
と
を
決
め
る。

日
暦
年
度
に
改
め
る

⇔
金
森
通
倫
を
七
月
よ
り
三
校
校
長
に
任
命
す
る

国
同
志
社
学
院
の
名
称
を
廃
し、

同
志
社

某
校
と
称
す
る
〔
明
治
二
十
一

年
六
月
八
日
の
項
参
照〕

四
中
村
栄
助
を
阪
神
・

名
古
屋、

田
中
賢
道
を
九
州、

島

か
れ
る
。

(

J

22
ー2

心
1

)

新
島
は
病
気
の
た
め
欠
席。

l
こ

10
3
)

広
津
友
信
・

花
畑
健
起
に

発
信、

「
…
…
各
会
之
意
見
を
問
合
セ
為
二

到

二
十
四
日
お
よ
び
二
十
七
i-―-
+
―

日
の
期
間
開

「
小
生
ノ
一

身
ハ

天
父
之
御
手
二

任
セ
出
席
す
る
も
幸
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1889年

六
月
一
日

五
月

五
月
二
十
九
日

五
月
三
十
日

五
月――-
+
―
日

日
三
郎
を
東
京
方
面
の
大
学
運
動
に
従
那
さ
せ
る
こ
と

伺
ハ

リ
ス
よ
り
の
寄
付
に
対
し
礼
状
を
出
す
こ
と
。

ハ

日
本
字
ニ
テ
美
麗
二

仕
立
差
出
ス

後
段
ハ
ラ
ル
ネ
ッ
ド
氏
二

依
頼」
(

D
l
:

1
264)
 

ア
メ
リ
カ
よ
り
手
紙
を
受
け
取
る
。

か
ね
て
理
化
教
育
の
た
め
六
万
七
千
ド
ル
の
寄
付
申
し
入
れ
を
し
て
い

た
J
.

N
・
ハ
リ
ス
が、

1
41,
 1
44)
 

ま
た
ま
た
三
万
三
千
ド
ル
を
追
加
し、

寄
付
総
額
十
万
ド
ル
と
す
る
旨
を
通
知
し
て
く
る
。

一

致
教
会
代
表
の
イ
ム
プ
リ
ー
•

井
深
・

植
村
の
三
人
は、

こ
の
日
夕
方、

神
戸
に
到
着
す
る
が、

組
合
教
会
の
総
会

夏
井
庄
六
よ
り
過
日
訪
問
し
た
こ
と
へ
の
礼
状
が
来
る
。
(
T1
278)

安
住
百
太
郎
に
託
し、

佐
奴
新
聞
社
長
江
副
靖
臣
・

肥
筑
日
報
新
聞
社
長
村
岡
致
遠
に
義
捐
金
募
集
取
り
扱
い
を
委
嘱

宮
川
経
輝
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

広
瀬
源
三
郎
が
同
志
社
t9
記
に
就
職
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
旨
を
知
ら
せ
て
く
る
。

(
r1
279)
 

同
志
社
大
学
義
捐
金
第
一

回
報
告
が
新
島
の
謝
辞
と
共
に
新
聞
・

雑
誌
十
三
社
の
紙
上
に
掲
載
さ
れ
る
。

明
治
二
十
一

年
十
一

月
よ
り
二
十
二
年
四
月
ま
で
の
六
カ
月
に
全
国
よ
り
一

万
六
百
五
十
五
円
四
十
七
銭
の
厚
志
が
寄
せ
ら
れ
た
。

徳
富
猪
一

郎
よ
り
電
報
で、

疫
応
義
塾
寄
付
一

万
三
千
余
で
き
た、

同
志
社
も
席
発
せ
ね
ば
な
ら
ぬ、

と
知
ら
せ
て
く

徳
富
猪
一

郎
に
こ
の
日
二
通
発
信。

日
ハ

リ
ス
よ
り
の
寄
付
金
は一ー一
万
三
千
ド
ル
追
加
さ
れ、

十
万
ド
ル
と
な
っ
た
。

る
。
（
怜4
:
 144,
 
""f1
280)

(

D
l

ふ8,
I
 
5
-
i

)
 

す
る
。
（
怜
5

:

467)
 

は
解
散
し
た
後
で
あ
っ
た
。
（
廿486,
J
 22
ー2

心2)

（
怜
4

「
礼
状
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六
月
四
日

六
月
二
日

1
4
7
)
 

⇔
組
合
教
会
総
会
の
結
果
に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
る
と
共
に
、

自
分
の
立
場
は
合
併
を
促
進
す
る
II

老
成
人
“

と
合
併

に
反
対
す
る
若
手
の
両
者
を
敵
視
せ
ず、

双
方
の
仲
裁
人
と
思
っ
て
い
る
こ
と、

こ
の
こ

と
は
「
（
当
時
教
会
外
ニ

ア
レ
ト
モ
）

貴
君
一

人
二

吐
露
シ
得
ル
ノ
ミ
」

と
記
す。

ま
た
文
中
「
―

ニ
ノ
教
会
を
捨
テ
、
モ
合
併
ス
ル
ャ
否
ノ

問
題
二

至
リ
テ
ハ

李
白
ノ
詩
中
ノ
句
ヲ
以
テ
之
二

答
フ
ヘ
ッ
ト
存
候、

曰
ク

臨
虞
不
折
生
草
茎

徳
富
猪
一

郎
に
手
紙
を
送
り、

そ
の
中
に
小
綺
弘
道
に
送
る
べ

き
書
簡
の
草
案
を
同
封
す
る
。

ヲ
示
シ
度
候
：·
…
小
生
ハ

新
聞
紙
上
厳
正
中
正
ノ
地
位
ヲ
持
ツ
ト
明
言
可
申
候」

と
述
べ
る
。

ま
た
校
内
問
題
と
し
て

金
森
通
倫
を
七
月
よ
り
一

年
間
校
長
と
す
る
こ
と
が
社
員
会
で
決
ま
っ
た
こ

と
を
報
ず
る
。
「
総
長
代
理
ハ

権
カ
ナ
イ

卜
申
ス
事
承
リ
申
候」
「
小
生
ヲ
知
ル
者
ハ

天
下
只
猪
一

郎
君
ア
ル
ノ
ミ
」
（
曲
4

:
 
1
4
6
)
 

小
崎
弘
道
に
発
信、

過
日
の
神
戸
総
会
に
つ
ぎ
「
―

ニ
ノ
教
会
力
不
平
ヲ
鳴
ラ
シ
テ
同
意
セ
サ
レ
ハ

之
ヲ
打
捨
テ
、
モ

合
併
ス
云
々
卜
御
断
言」

し
た
こ
と
を
重
視、

こ
れ
で
は
「
遂
ニ
ハ

合
併
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ス
ラ
モ
分
離
セ
ッ
ム
ル
ニ

至
ラ

シ
ム
ル
ノ
御
所
為
カ
ト
被
察
候
又
右
様
過
激
強
迫
然
タ
ル
御
所
為
ハ

老
成
人
ナ
ル
兄
等
ニ
ッ
テ
一

ノ
失
敗
卜
見
ナ
サ
、

ル
ヲ
得
ス
」

と
述
べ
、
「
駆
虞
不
折
生
草
茎」

と
「
心
中
如
悌
血
涙
潜
々
」

井
上
啓
に
害
筒
を
送
り、

寄
付
金
に
関
す
る
原
六
郎
の
誤
解
に
つ
き
説
明、

北
垣
知
事
に
も
依
頼
し
て
い
る
が、

井
上

か
ら
も
原
を
説
得
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
。

ま
た
ハ
リ
ス
か
ら
六
万
七
千
ド
ル
寄
付
さ
れ
て
い
た
が、

更
に一＿一
万
三
千

ド
ル
追
加
さ
れ
そ
う
な
こ
と
を
報
告
す
る。

な
お
国
内
で
の
「
昨
十
一

月
よ
り
本
年
四
月
迄
之
寄
付
金
ハ

僅
カ
ニ

壱
万

生
ノ
心
情
ヲ
貫
徹
ッ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
い
う。
（
怜
4

:
 
1
4
1
)
 

（
怜
4

:
 
1

4
4
)
 

の
句
を
記
し
て
心
情
を
吐
露
す
る
。
（
ゆ
4
:

「
此
レ
ハ

小
生
ノ
立
前

此
レ
ハ

真
二

小
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1889年

六
月
十
一

日

六
月
八
日

六
月
七
日

六
月
六
日

六
月
五
日

Co
n
gr
e
gati
o
n
ali
st
 
を
送
ら
れ
た
礼
を
述
べ
、

ハ

リ
ス
の
寄
付
と
下
村
の
帰
国
に
関
し
て
書
く。

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

新
島
の
書
い
た

の
決
議
に
不
同
意
で
は
な
い
と
述
べ

る
。
（
怜
4
:
 151)
 

ル
リ
ス
氏
理
学
館
ノ
名
称
ヲ
記
ツ
学
科
ノ
唱
ヘ

ヲ
理
学
部
卜
称
ス
」

位
二

有
之
候
得
共、

決
而
落
胆
不
仕·
:'
：」

と
記
す。
（
怜
4

"

1
4
8
V

東
京
に
滞
在
中
の
綱
島
佳
吉
よ
り、

オ
ル
ガ
ソ
を
購
入
し
て
福
島
に
帰
り
た
い
が、

そ
の
資
金
の
援
助
を
仰
ぎ
た
い
と、

こ
の
日
付
で
要
請
し
て
く
る
。
(
�1
28
1)

下
村
房
よ
り
十
五
円
と
月
々
の
送
金
に
対
し
て
こ
の
日
付
で
礼
状
が
来
る
。
(
""fl
282)

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
問
題
に
つ

き
賛
否
い
ず
れ
な
る
や、

態
度
を
鮮
明
に
す
る
よ
う
糾
し
て

く
る
。
(
l-"1
283)

原
市
の
宮
口
二
郎
が
病
気
の
子
供
を
引
き
取
く
て
帰
郷
す
る
の
を
停
車
場
ま
で
見
送
る
。
(
rl
284)

同
志
社
常
議
員
会
が、

こ
の
朝、

山
本
覚
馬
宅
で
開
か
れ、

新
島
も
出
席
す
る
。

H
「
ハ
ル
リ
ス
氏
ヘ
ノ
礼
状
草
案
ヲ
新
島
氏
ョ
リ
提
出
ア
リ
其
文
中
へ

日
本
人
民
永
ク
福
祉
ヲ
受
ケ
ル
ト
云
文
井
ニ
ハ

⇔
「
常
議
員
中
二

常
置
議
長
ヲ
置
キ
社
長
病
気
其
他
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ

社
務
総
理
セ
ジ
ム
ル
コ
ト
ニ

決
ツ
常
議
員
会
ニ

テ
松
山
高
吉
君
ヲ
撰
定
ス
」
(
D
l
:
1
2
66,
 
J
 4
0
:
2
11)
 

宮
口
二
郎
よ
り
静
岡
か
ら、

こ
の
日
付
で
、

病
気
の
子
供
に
対
す
る
世
話
や
見
送
り
の
礼
を
述
べ
、

帰
途
の
平
安
を
知

ら
せ
て
く
る
。
(
Tl
284)

小
崎
弘
道
に
発
信、

先
便
に
記
し
た
「
過
激
之
所
為」

に
つ
い
て
誤
解
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら、

と
説
明
を
加
え、

総
会

'̂
A
 
C
hristia
n
 
U
ni
v
ersit
y
 fo
r
 J
a
p
a
n"
 

を
掲
載
し
た

T
h
e
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六
月
十
六
日

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

六
月
十
三
日

総
長
は
旧
に
よ
り
新
島
で
あ
る
。
（
怜4

心02)

'̂

I
 

a
m
 s
o
 grate
ful
 t
o
 
Mr•

H
arris
 for
 his
 ge
ne
r
o
us
 gift."

＾^
ア
fr.

Le
a
rne
d
 ur
ge
d
 me
 to
 i
n
vite
 o
u
r

fri
e
n
d
 
Mr.
 S
h
i

m
o
m
ura
 as
 s
o
o
n
 as
 p
ossi
bl
e·
…
•

•

9

)

（'

Mr.
 Le
a
rne
d
 tol
d
 me
 t
h
at
 $
5
0
0
 s
al
ar
y
 o
ffere
d
 

t
o
 
Mr.
 S
h
i

m
o
m
u
ra
 b
y
 
Mr.
 
H
arr
is
 w
i

ll
 b
e
 li
m
ite
d
 
for
 t
he
 c
o
mi
n
g
 o
n
e
 ye
ar."
 
(
:§t6
:
 3
5
7
)

新
島
よ
り
金
森
通
倫
に
対
し、

校
長
（
予
備
校
・

普
通
校
・

神
学
校
）

の
職
務
を
一

年
間
委
嘱
す
る
辞
令
を、

午
前
七

時
半
よ
り
開
か
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
で
の
朝
礼
の
席
上、

渡
す。
（
怜
4
:
 1
5
2,
 
D
 1 :
 1
2
6
6
)

小
崎
弘
道
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ

き
11

釈
然
た
ら
ざ
る
“

こ
と
に
つ

き
新
島
に
問
い
糾
し
た
い
こ
と、

「
先
生
に
望
む
所
は
公
明
正
大
堂
々
常
に
其
の
意
見
を
吐
露
し
…
…」

と
述
べ
る
。
(

r
I
2
8
6
)

松
村
介
石
が
北
越
学
館
に
着
任、

こ
の
日
付
で
学
校
の
近
況、

宜
教
師
の
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(

r
l
2
8
7
)

病
気
の
子
供
を
引
き
取
っ
て
群
馬
県
に
帰
っ
た
宮
口
ニ
郎
に
見
舞
い
の
手
紙
を
送
る
。
（
怜
4
:
 15
3
)
 

予
備
校
生
徒
委
員
よ
り
新
島
に
宛
て、

明
日、

チ
ャ
ペ
ル
前
で
記
念
写
真
を
撮
る
の
で
「
御
病
気
中
如
何
と
存
候
得
共

…
…
御
光
来
被
成
下
候
ハ
．、

実
に
雀
躍
の
至
り
…
…」

と
願
い
状
を
出
す。
(

r
l
2
8
8
)

え
い

三
輪
振
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

従
弟
の
友
人
よ
り
預
か
っ
た
大
学
資
金
一

円一
二
十
銭
を
従
妹
の
永
に
託
し
た
こ

と、

彼
女
は
働
き
な
が
ら
高
等
科
で
修
学
の
つ
も
り
で
あ
る
か
ら、

そ
の
働
き
口
を
斡
旋
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
く
る
。

(

r
1
2
8
9
)
 

小
崎
弘
道
に
「
―

ニ
ノ
教
会
ヲ
捨
テ
、
モ
合
併
ス
ル
」

云
々
に
つ

き
書
簡
で
答
え
る
。
（
怜
4
:
 
1
5
4
)
 

新
島
の
教
会
に
新
た
に
四
十
人
が
洗
礼
を
受
け
て
加
わ
る。

六
月
十
七
日
付
の
ク
ラ
ー
ク
宛
の
手
紙
の
中
で
こ
の
こ
と

を
報
告
す
る。

主
の
晩
餐
を
受
け
た
の
は
六
百
人
—
ー
わ
れ
わ
れ
の
教
会
の
メ
ソ
バ
ー
が
四
百
人、

二
百
人
は
他
教
会
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1889年

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
三
日

六
月
二
十
二
日

六
月
二
十
日

六
月
十
九
日

六
月
十
八
日

六
月
十
七
日

合
に
は
新
島
を
訪
問
す
る
旨
を
申
し
入
れ
て
く
る
。

(

r
l
2
9
4
)

注
意
す
る
。
（
怜
4
"

1
6
0
)

懇
親
会
開
催
に
つ

き
教
員
ら
に
案
内
状
を
発
送
す
る
。
（
怜
4
:
 1
5
8
)
 

と
共
に
返
送
さ
れ
て
く
る
。
（
曲4
:
 1
5
7
)
 

の
者
。

参
会
者
は
全
部
で
九
百
人
く
ら
い
だ
っ
た、

今
の
チ
ャ
ペ
ル
で
は
狭
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
述
べ

る
。

＄＂6
＂

358)

鈴
木
清
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
名
義
に
な
っ
て
い
る
神
戸
の
女
学
校
前
の
土
地
の
地
目
変
換
お
よ
び
貸
借
の
約

定
書
を
作
成
し
た
い
の
で、

書
類
に
捺
印
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る
。

(

T
l
2
9
1
)

熊
本
の
田
中
賢
道
に
九
州
一

円
の
私
立
大
学
資
金
募
集
に
つ

き
遊
説
を
依
頼
す
る
。

ま
た
彼
が
担
当
し
て
い
る
熊
本
女

学
校
建
築
費
と
し
て
金
十
円
の
寄
付
申
し
込
み
を
す
る
。

な
お、

こ
の
委
嘱
状
は
六
月
二
十
五
日
付
で
田
中
の
断
り
状

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

佐
野
の
講
義
所
を
栃
木
に
移
し
た
い
、

と
伝
え
て
く
る
。

(

�
1
2
9
3
)

中
山
光
五
郎
に
発
信、

移
転
に
賛
成
す
る
と
共
に
伝
道
費
用
の
こ
と、

バ
プ
テ
ス
ト
派
と
の
関
係
に
つ
ぎ
あ
れ
こ
れ
と

神
戸
の
目
加
田
護
法
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

同
志
社
神
学
部
の
名
で
決
闘
を
申
し
込
ん
で
ぎ
た
の
で
応
ず
る
つ
も
り

だ
っ
た
と
こ
ろ、

二
十
一

日
夜
十
時
半
頃
に
な
っ
て
決
闘
取
り
消
し
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
こ
と、

自
分
と
し
て
は
了

承
で
き
な
い
の
で、

主
宰
す
る
雑
誌
『
日
本
魂
』

に
双
方
の
意
見
を
掲
載
す
る
と
共
に
、

三
日
以
内
に
返
事
の
な
い
場

東
京
第
一

基
督
教
会
の
惣
会
が
開
か
れ、

教
会
合
併
を
中
止
す
る
こ
と
を
決
議、

そ
の
趣
旨
を
各
教
会
に
配
布
す
る
。

(

r
l
3

11
)
 

鈴
木
清
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

神
戸
教
会
で
は
、

数
日
前、

合
併
問
題
に
つ

き
協
議
し、

組
合
教
会
総
会
の
決
議
に

満
足
す
る
も
の
で
は
な
い
が、

組
合
教
会
が
残
ら
ず
合
併
に
賛
成
す
る
な
ら
ば
神
戸
教
会
も
こ
れ
に
従
う。

も
し
二
教
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六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
五
日

二
十
七
日
に
英
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た、

と
N
.
G
・
ク
ラ
ー
ク
に
書
い
て

目
加
田
護
法
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

決
闘
取
り
消
し
に
つ
い
て
の
財
部
某
の
書
簡
は
新
島
の
意
見
を
体
し
た
も
の
か

否
や、

回
答
を
求
め
て
く
る
。
(

T
l
3
0
0
)

徳
富
猪
一

郎
に
書
簡
二
通
を
発
信。

H
「
小
生
も
多
年
平
素
多
病
之
事
な
れ
は
、

今
よ
り
活
眼
を
開
ら
き
小
生
之
後
任
に
注
目
し
置
く
は
、

余
り
杞
憂
に
す

き
た
る
事
と
は
存
し
不
申
…
…」

金
森
「
氏
ヵ
弥
後
任
者
卜
相
成
可
申
か
ハ

自
か
ら
別
之
問
題
二

有
之、

此
ノ
一

ケ

＊
（
怜
6

羞
5
9
)

で
は
二
十
六
日
に
女
学
校、

い
る。

る
。
（
曲
5
:
4
6
7
)
 

の
菊
池
侃
二
も
出
席
す
る
。
（
ゆ
4
:
 1
5
6,
 
1
6
1
)
 

会
以
上
が
反
対
し
独
立
分
離
す
る
な
ら
ば
、

神
戸
教
会
も
分
離
派
に
同
調
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
旨
を
伝
え
て
く
る
。

(

r
1
2
9
6
)
 

杉
山
重
義
よ
り
来
信、

京
都
か
ら
の
帰
途、

小
崎
弘
道
に
会
っ
た
際、

彼
が
新
島
と
伊
勢
•

海
老
名
・

宮
川
ら
と
の
間

に
何
か
障
壁
が
あ
り
意
志
疎
通
を
欠
い
て
い
る
よ
う
だ
と
心
配
し
て
い
る、

と
伝
え
て
く
る
。
(

T
1
2
9
5
)

英
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ、

柏
木
義
円
・

中
瀬
古
六
郎
ら
二
十
五
名
が
卒
業
す
る。

新
島
は
彼
ら
を
前
に

プ
ト
記」

十
五
章
二
十
ニ
ー
ニ
十
五
節
の
メ
ラ
の
水
は
苦
く
て
…
…
を
引
用
し
て
告
辞
を
す
る
。

(

J

6
5
 :
 
8
1
)
 

田
中
賢
道
よ
り
こ
の
日
付
で
、

大
学
募
金
遊
説
の
依
頼
を
断
っ
て
く
る
。
(

T
l
2
9
9
)

京
都
看
病
婦
学
校
の
卒
業
式
（
七
名
）

と
女
学
校
の
卒
業
式
（
五
名
）

が
午
後
二
時
よ
り
行
わ
れ、

北
垣
知
事
・

大
阪

ま
た
同
日
夕
方
よ
り
中
村
楼
に
京
阪
神
の
有
力
新
聞
社
の
記
者
を
招
い
て
平
素
の
厚
意
を
謝
し、

将
来
の
賛
成
を
求
め

「
出
エ

ジ
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1889年

七
月
一
日

六
月
六
月
三
十
日

六
月
二
十
九
日

徳
富
猪
一

郎
に
宛
て
保
高
正
起
の
紹
介
状
を
害
く。
（
怜
4
:
 1
6
8
)
 

こ
の
間
に
宮
川
経
輝
と
教
会
合
併
問
題
に
つ
い
て
懇
談
す
る
。
(
F
4
:
2
2
7̀

J
 7
1
:
 1
0-
0
 

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

講
義
所
を
佐
野
よ
り
栃
木
に
移
す
こ
と
は、

栃
木
の
状
況
よ
り
見
て
時
期
尚
早

で
あ
る、

と
伝
え
て
く
る
。
(

T
l
3
0
4
)

徳
富
猪
一

郎
の
紹
介
に
よ
り、

こ
の
日、

同
志
社
の
生
徒
七
百
四
十
人
中、

八
木
・

川
上
の
両
名
に
会
う。
（
ゆ
4
:
 1
6
8
)
 

四
百
九
十
五
人
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り、

過
去
一

年
間
に
二
つ
の
学
校
〔
男
学
校、

女
学
校
？
〕

か
ら
百
六
十
五
人
が
受
洗
し
た。
(
E
1
2
:
 
2
1
2
)
 

(
J
 2
2

ー
2
:

2
4
5
)
 

ら
ぬ
ふ
り
馬
鹿
の
ふ
り
し
て
世
を
渡
る
か
な」
（
ゆ
4
:
 1
6
4
)
 

年
問
之
手
ギ
ワ
を
篤
と
見
届
申
度
候
小
生
固
執
来
候
主
義
ハ

…·
：
自
由
宗
教
卜
自
由
教
育
二

有
之
候
也、

小
生
之
一

身
上
万
一

之
事
有
之
候
節
ハ
、

総
長
撰
挙
之
義
ハ

只
々
僅
々
な
る
社
員
卜
教
授
会
之
手
二

任
か
せ
ず、

卒
業
生
全
体

之
意
見
ヲ
克
々
聞
乱
シ
可
然
人
物
を
御
撰
被
下
度
候
様
仕
度
候」
（
曲
4
:
1
6
2
)
 

⇔
「
近
頃
ハ

小
生
一

身
上
二

関
し
：·
…
少
し
く
不
満
ノ
情
モ
ア
ル
由•
…・・
又
愚
妻
一

身
上
ノ
事
二

付
彼
是
無
根
ノ
評
ヲ

為
ス
者
モ
有
之
ヤ
ノ
由
…
…
卸
々
タ
ル
モ
ノ
ト
自
信
ス
ル
連
中
凡
庸
人
ノ
多
キ
ヲ
占
ム
ル
ニ
ハ

小
生
モ
大
二

失
望」

「
小
生
之
心
に
常
二

爽
快
之
感
情
ヲ
起
さ
し
む
る
者
ハ

貴
兄
と
只
ニ―――
之
同
志
社
学
生
ア
ル
ノ
ミ
、

主
義
之
異
な
る

所
よ
り
異
主
義
連
中
ハ

何
二

と
な
く
ソ
コ
ニ

懸
隔
し
来
る
の
感
な
ぎ
能
ハ

す
：·
…
見
ぬ
ふ
り
や
聞
か
ぬ
振
り
や
ら
知

別
科
神
学
四
年
生
の
内
田
政
雄
・

垣
見
敬
男
•

竹
内
甚
吉
に
写
真
を
送
る
。
（
怜
4
:
 1
6
6
)
 

第
一

回
基
督
教
夏
期
学
校
が
同
志
社
で
開
か
れ、

全
国
よ
り
受
講
者
四
百
六
十
七
名
が
集
ま
る
。

七
月
十
日
ま
で
。
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七
月
四
日

七
月
二
日

七
月
三
日

訴
え
援
助
を
要
請
す
る
。
(
""f1
3
07)

山
路
一

三
に
徳
富
猪
一

郎
宛
の
紹
介
状
を
書
く。
（
怜4
:
 169)
 

奈
良
の
新
島
公
義
に
発
信、

同
志
社
で
開
催
中
の
夏
期
学
校
に
出
席
す
る
よ
う
勧
め
る
。
（
ゆ
4
:
 169)
 

夕
方
六
時
よ
り
同
志
社
常
議
員
会
を
新
島
宅
で
開
く。
（
怜4
:
 167)
 

東
海
道
線
東
京
1
神
戸
開
通。

京
都
1
東
京、

上
等
九
円
八
十
七
銭。
(
H
l
3
:

90)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
宮
伝
道
に
つ
い
て
大
久
保
真
次
郎
の
上
京
を
促
す
こ
と、

教
会
合
併
に
つ
い

て
小
崎
弘
道
が
新
島
に
忠
告
し
た
の
は
、

新
島
が
同
志
社
教
会
の
集
会
で
意
見
を
述
べ
た
た
め
で
あ
る、

る
。
(

r
l
3
0
5
)

村
上
定
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

山
中
百
の
論
文
「
社
会
の
良
心」

を
『
神
戸
又
新
日
報
』

に
掲
載
し
た
い
の
で
送
っ

て
ほ
し
い
こ
と、

ま
た
慶
応
義
塾
と
同
志
社
と
題
す
る
文
章
を
新
聞
に
掲
載
し
た
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。
(

T
l
3
0
6
)

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
理
事
会
か
ら

L
L•

D.

の
称
号
を
贈
ら
れ
る
。

こ
の
日
付
で
、

同
大
学
理
事
会
書
記
E
.

S
・

ド
ワ

イ
ト
よ
り
新
島
宛
に
通
知
さ
れ
る
。
(
...l:1
237)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
に
つ
い
て
の
関
東
の
状
況、

新
島
に
対
す
る
風
評、

経
済
的
困
窮
を

目
加
田
護
法
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

決
闘
問
題
に
つ

き
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
記
し、

い
場
合
は
直
接
の
討
論
に
お
よ
ぶ
べ

き
旨、

最
後
通
牒
を
送
っ
て
く
る
。
（
曲
4
:
 
4
3
6
)
 

と
言
っ
て
く

回
答
を
要
求
す
る
。

回
答
の
な

東
京
の
岩
沢
光
耀
よ
り、

伝
道
者
・

寺
沢
精
一

の
斡
旋
に
つ

き
礼
状
が
来
る
。
(
r
1
3

10
)

第
一

回
夏
期
学
校
に
出
席、

全
国
か
ら
参
集
し
た
青
年
た
ち
に
所
感
を
述
べ

る
。

な
お
、

こ
の
演
説
は
の
ち
に
『
青
年

道
標
』
『
同
士心
社
文
学
会
雑
誌
』

等
の
雑
誌
お
よ
び
露
無
文
治
編
『
学
生
之
大
会
』

に
掲
載
さ
れ
る
。
（
怜
2

"

4
1

9
)
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1889年

七
月
十
六
日

七
月
十
四
日

七
月
八
日

七
月
七
日

七
月
六
日

七
月
五
日

(
J
 2
9

ー
2
"

2
7
1
)

J
.

N
・
ハ

リ
ス
よ
り
こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

夕
方
五
時
よ
り
常
議
員
会
を
新
島
宅
で
開
く。
（
怜
4
:
 
1

72
)
 

N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

卒
業
式
な
ど
同
志
社
の
近
況、

第
一

回
夏
期
学
校
の
こ
と、

教
会
合
併
問
題
で
は
組
合

派
の
三
教
会
が
神
戸
総
会
の
決
定
に
反
対
し、

事
態
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、

今
の
と
こ
ろ
お
知
ら
せ
で
き
な
い
と
記

下
村
孝
太
郎
に
発
信、

帰
国
の
旅
費
三
百
ド
ル
を
関
西
貿
易
を
通
じ
て
送
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
怜6

羞60)

原
六
郎
の
寄
付
金
に
関
す
る
誤
解
を
解
き、

新
島
の
と
こ
ろ
へ

寄
付
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う、

上
京
中
の
北
垣
知
事
に

午
前
中、

夏
期
学
校
の
聖
餐
式
で
星
野
光
多
と
共
に
司
式
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

病
気
の
た
め
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス

広
津
友
信
を
通
じ
安
住
百
太
郎
に
古
墨
一

挺、

風
斗
実
・

森
信
夫
に
同
志
社
の
写
真
三
枚
ず
つ
を
送
る
。
（
曲
5
:
 
4
6
7
)
 

日
理
化
学
校
に
寄
付
す
る
動
機
に
つ
い
て
は、

た
話
に
打
た
れ
た
こ
と、

ア
メ
リ
カ
に
来
る
青
年
が
立
派
で
あ
る
こ
と、

新
島
が
ボ
ス
ト
ン
に
来

日
本
に
神
の
国
を
建
て
る
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
等。
(

r
2
7
I
4
)

⇔
理
化
学
校
設
立
計
画
に
つ

き
理
事
会
に
一

書
を
呈
す
る
。

そ
の
学
校
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
師
に
つ
い
て
ラ
ー
ネ
ッ
ド

に
送
っ
た
手
紙
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

(

T
2
7
1
5
)

夜、

大
久
保
真
次
郎
・

音
羽
夫
妻
を
招
い
て
送
別
宴
を
催
す。

大
久
保
夫
妻
は
翌
十
五
日、

秩
父
伝
道
に
出
発
す
る
。

志
垣
要
三
よ
り
水
戸
地
方
で
大
学
設
立
募
金
の
遊
説
を
し
た
い
、

が
代
理
を
務
め
る
。

(

I

4
|
f)
 

依
頼
す
る
。
（
ゆ
4
:
 1
7
1
)
 

す。
（
ゆ
6

羞
5
8
)

と
の
書
状
が
来
る
。

(

r
1
3
1
6
)
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七
月
十
七
日

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一

日

七
月
十
八
日

し
被
下
候
も
得
策
カ
ト
存
候」

と
害
ぎ
送
る
。
（
ゆ
4

:
 
1
7
4
)
 

水
戸
の
志
垣
要
三
に、

安
田
定
則
知
事
宛
の
添
書
を
送
る
。

佐
賀
の
安
住
百
太
郎
に
も
発
信
す
る
。
（
ゆ5
"
46
8)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

佐
竹
篤
が
中
山
光
五
郎
を
加
勢
す
る
た
め
に
佐
野
へ

出
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て

報
告
し
て
く
る
。
(
r1
31
1)

八
重
夫
人
が、

夜、

腸
胃
カ
ク
ル
に
か
か
り
「
大
病
二

有
之
候
得
共」

二
十
日
に
至
り
回
復
す
る
。
（
怜4
:
 1
7
5
)
 

徳
富
一

敬
・

久
夫
妻
よ
り、

大
久
保
真
次
郎
が
秩
父
大
宮
へ

伝
道
す
る
た
め
東
京
を
発
っ
た
こ
と、

年
来
の
厚
宜
に
対

し
て
謝
辞
を
述
べ
て
く
る
。
(
Tl31
9,

Tl320)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

佐
野
伝
道
お
よ
び
自
分
の
結
婚
に
つ

き
伝
え
て
く
る
。
(
r1
321)

元
蘭
学
の
師
・

杉
田
玄
端、

東
京
麻
布
永
坂
町
で
死
去、

七
十
二
歳。
(

J

52
:
 284)
 

一

年
前
の
大
隈
邸
に
お
け
る
大
学
募
金
の
相
談
会
を
思
い、

安
中
郊
外
の
磯
部
に
避
暑
中
の
井
上
磐
に
礼
状
を
出
す。

不
破
唯
次
郎
に
発
信、

栃
木
伝
道
を
中
山
光
五
郎
・

佐
竹
篤
の
両
名
に
担
当
さ
せ
る
よ
う
勧
め
る
。
（
怜
4
:
 173)
 

広
津
友
信
に
発
信、

福
岡
県
水
害
の
た
め
「
御
県
下
二

而
大
学
寄
付
金
ハ

好
時
機
二

非
ら
す、

長
崎
辺
二

其
鉾
を
御
転

水
戸
の
志
垣
要一
二
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

知
事
宛
の
添
書
な
ら
び
に
趣
意
書
を
受
け
取
っ
た
こ
と、

明
後
月
曜
日
に

知
事
に
面
会
し
て
大
学
募
金
に
つ

ぎ
十
分
依
頼
す
る
こ

と、

更
に
広
く
配
布
し
た
い
の
で
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

意」

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
く
る
。
(
Tl3
23)

新
島
公
義
の
就
職
に
つ
き
徳
富
猪
一

郎
に
相
談
の
手
紙
を
出
す。

ま
た
大
学
募
金
が
は
か
ば
か
し
く
進
ま
な
い
こ
と
に

伴
直
之
助
に
発
信、

先
夜
の
来
訪
を
謝
す。
（
怜
4

:

1

72
)
 

(
J
 23
 :
 92)
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1889年

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
四
日

児
島
院
長

百
円

百
円

佐
藤
書
記
官

五
十
円

二
百
円

二
百
円

夕
方
六
時、

ナ
ダ
マ
ン

楼
に
集
ま
り、

寄
付
金
額
を
定
め
る
。

西
村
知
事

二
百
円

（
ゆ
5
:
4
6
9
)
 

つ

き
「
近
頃
ハ

委
員
方
力
大
分
大
学
ノ
事
件
二

立
入
リ
区
々
ノ
小
見
ヲ
以
テ
人
物
ヲ
評
ツ
、

少
ッ
ク
活
発
二

仕
事
ヲ
為

サ
ン
ト
ス
ル
人
物
ハ

何
ト
カ
申
立
之
ヲ
容
レ
ス
、

而
シ
テ
少
シ
モ

着
手
ノ
途
ハ

立
夕
、

ス
…
…
只
今
大
坂
二

下
リ
金
森

ト
小
生
両
人
ニ
テ
奔
走
の
ツ
モ
リ
ニ

候、

大
体
ノ
運
動
二

当
ル
ヘ

キ
人
ナ
ク
甚
困
リ
居
候」

と
述
べ

る
。
（
ゆ
4
:
 1
7
9
)

佐
竹
篤
に
発
信、

中
山
光
五
郎
と
協
力
し
て
栃
木
県
下
の
伝
道
に
あ
た
る
よ
う
励
ま
す。
（
怜
4
:
 1
8
0
)
 

同
志
社
大
学
設
立
の
た
め
福
島
県
の
福
島
・

中
村
・

若
松
・

白
川
監
獄
の
看
守
ら
九
十
四
名
よ
り
十
五
円
四
十
五
銭
の

義
捐
金
を
投
ぜ
ら
れ、

こ
の
日
刊
行
さ
れ
た
『
国
民
之
友
』

第
五
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
る
。

(

I

5
-
j)
 

京
都
に
二
三
ニ
・

三
ミ
リ
の
雨
が
降
り、

鴨
川
・

桂
川
流
域
に
水
害
発
生。
(
H
l
-!
:
1
7
3
)

佐
賀
の
安
住
百
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
義
捐
金
の
募
集
に
努
め
て
い
る
が
、

未
曽
有
の
水
害
の
た
め
筑
後

川
の
堤
防
が
決
壊
し、

被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
く
る
。

(

T
l
3
2
4
)

大
久
保
真
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

埼
玉
県
秩
父
に
無
事
着
任
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

(

r
l
3
2
7
)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

結
婚
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
く
る
。
(

r
l
3
2
8
)

大
阪
に
行
き
児
島
控
訴
院
長、

高
島
陸
軍
中
将
を
訪
問
す
る
。

児
島
の
意
見
に
従
い
有
力
者
を
難
波
橋
の
ナ
ダ
マ
ン

楼

に
招
い
て
寄
付
金
額
を
定
め
る
こ
と
と
し、

遠
藤
造
幣
局
長

さ
っ

そ
く
西
村
・

遠
藤
・

犬
塚
•

佐
藤
・

高
島
の
諸
氏
に
会
い
承
諾
を
求

め
る
。

菊
池
侃
二
お
よ
び
大
阪
滞
在
中
の
土
倉
庄
三
郎
を
訪
問
す
る
。
（
怜
5
:
 4
6
9
)
 

高
島
中
将

犬
塚
検
事
長

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

秩
父
大
宮
で
の
大
久
保
真
次
郎
の
働
き
ぶ
り
を
伝
え、

伝
道
に
つ
い
て
何
も
心
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七
月
二
十
五
日

七
月
二
十
七
日

七
月
二
十
六
日

べ
る。
（
怜
4
"
1
8
2
)

伊
庭
貞
剛
を
訪
問
し
住
友
家
の
寄
付
金
三
千
円
の
記
帳
を
受
け
る
。

次
い
で
磯
野
小
右
衛
門
•

藤
田
鹿
太
郎
・

久
原
庄

三
郎
•

藤
田
伝一＿一
郎
ら
に
面
会
し
て
寄
付
を
頼
む。

と
く
に
藤
田
伝
三
郎
に
必
死
の
嘆
願
を
す
る
も
千
円
以
上
の
約
束

を
得
ら
れ
ず、

失
望
す
る
。

夕
方、

荒
木
安
吉
・

石
原
久
之
助
•

原
新
七
を
自
由
亭
に
招
い
て
募
金
の
協
議
を
す
る
。

今
橋
の
星
岡
で
一

泊
す
る
。

天
神
祭
で
甚
だ
騒
が
し
か
っ
た。
（
ゆ
5
:
4
6
9
)
 

藤
田
伝一ー一
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

大
学
へ
の
寄
付
は
一

千
円
と
決
め
た
こ
と、

こ
れ
以
上
変
更
で
き
な
い
、

と
伝

え
て
く
る
。

(

""f
l
3
2
9
)

田
中
源
太
郎
に
発
信、

明
後
日
夜
の
招
待
に
応
じ
が
た
い
旨
を
伝
え
る
。
（
怜
4
:
 1
8
1
)
 

児
島
惟
謙
・

西
村
知
事
に
会
い
、

先
夜
の
ナ
ダ
マ
ン
楼
の
会
合
に
つ
い
て
の
礼
を
述
べ
る
。

そ
の
後、

久
原
・

菊
池
・

岡
崎
・

西
村
輔
三
・

磯
野
・

松
本
・

土
居
•

田
中
市
郎
兵
衛
・

玉
手
・

川
上
を
訪
問
す
る。

渋
川
忠
二
郎
・

奥
繁一
二
郎

中
村
栄
助
に
発
信、

こ
こ
三、

四
日
は
大
学
の
た
め
奔
走
し
て
い
る
が
、

明
日
午
後
ひ
と
ま
ず
帰
宅
す
る
の
で、

も
し

気
分
が
良
け
れ
ば
田
中
源
太
郎
の
招
き
に
応
じ
た
い
と
思
う、

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
か、

と
尋
ね
る
。
（
怜
4
:
 
1
8
1
)

今
治
教
会
よ
り
同
教
会
十
年
期
式
お
よ
び
山
中
百
牧
師
按
手
礼
式
へ
の
出
席
依
頼
状
が
来
る
。
(

T
l
3
3
2
)

神
戸
教
会
の
牧
師
招
聘
問
題
に
つ
ぎ
飯
田
勇
紀
に
発
信、

海
老
名
弾
正
を
招
聘
す
る
こ
と
は
結
構
だ
と
は
思
う
が
、

熊

本
で
も
「
可
然
代
人
力
見
当
ラ
サ
レ
ハ

…
…
同
君
ヲ
離
サ
、
サ
ル
ヘ
ク
、

又
同
君
モ
該
地
ヲ
去
リ
得
サ
ル
ヘ
シ
」

と
述

徳
富
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
公
義
の
就
戦
の
こ
と、

佐
々
城
豊
寿
よ
り
写
真
を
預
か
っ
て
い
る
こ
と、

お
よ
び

が
来
訪
す
る
。
（
怜
5
:
 470)
 

配
は
い
ら
な
い
と
伝
え
て
く
る
。

(

""f
1
3
2
8
)
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1889年

八
月
二
日

八
月
一
日

七
月
三
十
日

七
月
三
十
一
日

七
月
二
十
八
日

新
島
の
写
真
を
所
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。

2
り
1
3
3
5
)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

伝
道
活
動
と
子
供
の
養
育
の
板
挟
み
状
態
に
つ
い
て
書
き
送
っ
て
く
る。

1
3
3
4
)
 

ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
第
十
七
年
会
が
比
叡
山
で
開
か
れ
る
。

八
月
三
日
ま
で
。

(

E
I
)

浜
岡
光
哲
に
同
志
社
卒
業
生
・

白
木
是
を
紹
介、

工
業
方
面
へ
の
就
職
の
世
話
を
頼
む。

ま
た
明
日、

大
阪
へ
行
き
土

香
川
県
観
音
寺
の
萩
森
長
五
郎
に
発
信、

知
人
中
に
進
学
希
望
者
が
い
る
な
ら
ば
同
志
社
へ
の
入
学
を
勧
め
て
ほ
し
い

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

二
十
八
日
に
九
州
で
起
こ
っ
た
地
震
の
詳
報
と
七
月
上
旬
以
来
の
大
雨
に
よ
る
被

害
の
た
め
同
地
方
は
疲
弊
し
て
い
る
こ
と、

女
学
校
建
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
募
金
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り、

大
学
募
金

は
し
ば
ら
く
見
合
わ
せ
た
方
が
良
い
と
伝
え
て
く
る
。
(

r
l
3
3
8
)

大
阪
に
行
き
磯
野
小
右
衛
門
に
会
う。

安
部
彦
太
郎
を
訪
う
も
不
在。

久
原
庄
三
郎
に
五
百
円
の
寄
付
を
求
め
る
。

鴻

池
の
草
間
貞
太
郎
に
面
会
す
る
。

渋
川
忠
二
郎
に
面
会
を
求
め、

元
同
志
社
生
徒
・

湊
源
平
の
就
職
に
関
し
三
枝
光
太
郎
・

山
鹿
旗
之
助
よ
り
そ
の
人
物
と
学
力
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

て
く
る
。
(

T
l
3
4
2
)

渋
川
忠
二
郎
・

奥
繁一
二
郎
が
来
訪
す
る。

児
島
惟
謙
よ
り
土
居
通
夫
へ
の
添
書
を

得
る
。

郎
・

西
村
輔
三
・

土
居
通
夫
を
訪
問
す
る
が
、

不
会。
（
仕
9
5
2
)

と
書
き
送
る
。
（
ゆ
4
"
1
8
3
)

居
〔
通
夫
か
〕

に
会
う
つ
も
り
で
あ
る
旨
を
記
す。
（
怜
4
:
 1
8
4
)
 

八
月
一

日
朝
会
う
約
束
を
得
る
。
（
廿
9
5
2
)

久
原
に

面
会。

藤
田
伝
三

徳
富
・

湯
浅
に
発
信、

募
金
の
金
は
な
る
べ

く
多
く
の
利
子
を
生
む
よ
う
に
し
た
い
の
で、

渋
沢
の
と
こ
ろ
に
預
け
て

(
T·
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八
月
十
二
日

八
月
十
一

日

八
月
十
日

八
月
九
日

八
月
六
日

八
月
五
日

八
月
三
日

休
養
の
た
め
夫
人
同
伴
で
神
戸
垂
水
の
松
下
万
亀
方
に
行
く。

十
九
日
ま
で
滞
在
す
る
。
（
怜
4
:
 1
8
7
)
 

市
原
盛
宏、

横
浜
を
出
帆
し
て
渡
米
留
学
す
る
。
(

T
1
3
3
9
)

柴
原
宗
助
よ
り
こ
の
日
付
で
、

岡
山
の
募
金
遊
説
を
一

時
見
合
わ
せ
て
ほ
ど
う
か
、

と
言
っ
て
く
る
。
(

r
l
3
4
5
)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
、

関
東
伝
道
に
あ
た
り
財
政
難
と
人
材
の
不
足
を
訴
え、

あ
わ
せ
て
各
地
の
伝
道
状
況

を
知
ら
せ
て
く
る
。
(

r
l
3
4
4
)

志
垣
要
三
よ
り
こ
の
日
付
で
、

大
学
資
金
募
集
に
つ
い
て
茨
城
県
知
事
は
11
同
志
社
大
学
は
宗
教
を
拡
大
す
る
方
法
“

と
見
な
し、

大
変
冷
淡
な
の
で
募
金
は
見
合
わ
せ
た
方
が
良
い
、

趣
意
書
は
全
部
返
却
す
る
と
伝
え
て
く
る
。
(

r
l
3
4
8
)

岡
山
県
羽
島
の
木
村
鎮
太
よ
り、

同
志
社
で
の
修
業
を
一

年
間
断
念、

地
方
で
働
く
た
め
就
職
の
斡
旋
を
依
頼
し
て
く

る
。

(

T
1
3
4
9
)

広
瀬
源
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、
「
広
瀬
へ

公
債
と
証
書
類
を
渡
さ

れ
た

し」

と
電
報
を
打
っ
て
も
ら
え
ば
、

そ

れ
を
受
け
取
り
と
し
て
証
害
類
を
京
都
へ

持
ち
帰
る
と
の
連
絡
を
し
て
く
る
。
(

r
l
3
5
0
)

湯
浅
治
郎
に
寄
付
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
電
報
と
手
紙
を
出
す。
（
怜
4
:
 1
8
8
)
 

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

垂
水
に
休
養
中
で
あ
る
が
、

し
ば
し
ば
大
阪
に
出
か

け
て
い

る、

「
大
坂
之
運
動
ハ

此
一

挙
ニ

限
ら
す、

此
よ
り
幾
回
も、

否
不
絶
出
張
を
致
し、

広
く
賛
成
を
得
る
は
甚
必
要」

と
記
す。

ま
た
も
し
上
毛
に
行
く

こ
と
に
な
れ
ば
下
毛
•

福
島
・

新
潟
・

信
州
へ

も
出
張
し
た
い
と
述
べ
る
。
（
怜
4
"
1
8
9
)

頼
む。
（
怜
4
:
 1
8
6
)
 

い
る
一

万
九
千
円
に
つ
い
て
相
談
す
る
た
め
、

月
曜
日
に
大
学
事
務
所
の
広
瀬
源
三
郎
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

渋
沢
が
す
で
に
整
理
公
債
を
購
入
し
て
い
る
な
ら
ば
上
京
の
必
要
は
な
い
の
で
、

そ
の
旨
電
報
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と

534 



年

八
月
二
十
日

，

 

88ー

八
月
十
九
日

八
月
十
八
日

八
月
十
七
日

八
月
十
六
日

八
月
十
五
日

八
月
十
四
日

八
月
十
三
日

よ
う
に
頼
む。
（
怜
4
:
 1
9

1)
 

広
瀕
よ
り
の
手
紙
を
受
け
取
り、

夕
方、

大
阪
に
出
て
彼
の
申
し
入
れ
の
通
り、

湯
浅
に
鼈
報
を
打
つ
。
（
怜4
"
190V

〔
十
二
日
か
〕

垂
水
よ
り
大
阪
へ

行
く。
「
直
二

病
ニ
カ
、
ル
日
新
病
院
ノ
高
橋
ノ
来
診
ヲ
求
ム
」
（
怜
5
"
4
7
1
)

大
阪
よ
り
広
瀬
源
三
郎
に
発
信、

公
債
証
書
の
取
り
扱
い
に
つ
ぎ
指
示
す
る
。
（
ゆ
4
:
 1
9
0
)
 

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

日
大
久
保
真
次
郎
よ
り、

大
宮
に
監
督
教
会
の
伝
道
師
が
来
て、

伝
道
を
始
め
た。
(

r
1
3
5
9
)

⇔
安
住
百
太
郎
よ
り、

広
津
友
信
と
共
に
有
力
者
を
訪
問
し
た
こ
と、

石
井
佐
賀
県
知
事
が
上
京
中
な
の
で、

大
隈
伯

に
新
島
よ
り
手
紙
を
送
り
協
力
を
願
う
の
が
上
策
で
あ
る、

と
通
知
し
て
く
る
。
(

r
l
3
5
8
)

大
阪
市
会
議
事
堂
へ

行
き、

休
憩
中、

西
村
府
知
事
の
紹
介
で
市
会
議
員
に
大
学
の
設
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
述
べ
、

協

早
朝
よ
り
大
阪
の
有
力
者
を
訪
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
不
在、

西
村
輔
三
に
会
う。
（
怜
5
:
 4
71
)

垂
水
に
お
い
て
始
審
裁
判
所
の
大
島
貞
敏
と
懇
意
に
な
る
。

大
学
に
賛
成
す
る
。
（
怜
5
"
4
7
1
)

岡
山
県
の
木
村
鋲
太
に、

去
る
四
月
末、

教
師
招
聘
の
申
し
入
れ
を
受
け
て
い
た
広
島
県
庄
原
の
学
校
に
一

年
間
行
く

柳
河
で
の
募
金
を
打
ち
切
っ
て
上
京
す
る
広
津
友
信
に
手
紙
を
出
す。
（
怜
4
:
 1
9
2
)
 

風
雨
強
し
。

垂
水
よ
り
神
戸
に
移
る。
（
ゆ
4
:
 1
9
2,
 

�
5
 :
 
4
7
1
)
 

＊

京
都
に
―
二
八
・
七
ミ
リ
の
雨
降
り、

山
城
・
丹
波
に
被
害
が
出
る。
(
H
l-1
:
1
7
3
)
 

有
馬
佐
野
屋
に
行
く。

大
塚
磨
の
紹
介
に
よ
り
近
江
五
箇
庄
の
塚
本
老
翁
に
会
う。

広
津
友
信
よ
り
佐
賀
•

長
崎
行
き

に
つ
い
て
来
信。

ま
た
佐
賀
の
安
住
よ
り
も
来
信、

返
事
を
出
す。
（
怜
5
:
4
7
2
)
 

力
を
求
め
る
。
（
曲
5
:
4
71
)
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八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
二
日

に
勧
め
る
。
（
怜
4
:
 193)
 

(
T
 

A
・
ハ

ー
デ
ィ

夫
人
に
手
紙
を
出
し、

L
L•

D.

の
称
号
の
授
与
に
つ
い

て
通
知
を
受
け
取
っ
た
。

最
初
は
辞
退
す
る

つ

も
り
だ
っ
た
が
、

友
人
た
ち
の
意
見
に
従
っ
て
受
け
取
る
こ
と
に
し
た
。

二
十
年
問
の
自
分
の
能
力
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
暗
滑
た
る
思
い
に
な
る
が
、

同
時
に
勇
気
づ
け
ら
れ
も
す
る、

と
述
べ

る
。
（
ゆ
6

羞61)

本
城
安
太
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

1
363)
 

大
隈
重
信
に
書
簡
を
送
り、

寄
付
金
一

千
円
に
つ
い
て
の
礼
を
述
べ
、

上
京
中
の
石
井
佐
賀
県
知
事
に
面
会
の
際
に
は
、

同
県
の
大
学
募
金
に
つ
い
て
尽
力
す
る
よ
う
口
添
え
を
頼
む。
（
ゆ
4

:
 1
95)
 

病
気
の
た
め
鬱
々
と
し
て
い
る
松
尾
音
次
郎
に
発
信、

失
望
し
な
い
よ
う
に
励
ま
し、

明
石
に
帰
っ
て
養
生
す
る
よ
う

こ
の
日
付
で
三
通
来
信。

フ
ラ
ソ
ス
ヘ

行
く
の
で
暇
乞
い
の
た
め
訪
問
し
た
い
、

と
伝
え
て
く
る
。

日
広
瀬
源一ー一
郎
よ
り、

東
京
か
ら
持
ち
帰
っ
た
証
券
類
は
第
一

国
立
銀
行
京
都
支
店
へ

預
け
た
。

ま
た
住
友
吉
左
衛
門

よ
り
同
銀
行
大
阪
支
店
に
一

千
円
入
金
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
る
。
(
T1
36
8)

⇔
不
破
唯
次
郎
よ
り、

関
東
地
方
の
伝
道
状
況
を
述
べ
、

上
州
巡
回
を
求
め
る
。
(
Tl
367)

国
神
戸
滞
在
中
の
馬
場
種
太
郎
よ
り、

故
郷
の
美
作
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
同
地
の
落
合
教
会
は
無
牧
で
あ
っ
た
。

同
地
出

身
で
同
志
社
病
院
の
医
師
で
あ
る
堀
俊
造
は
落
合
教
会
の
柱
石
と
も
頼
む
人
で
あ
り、

人
々
は
彼
が
帰
郷
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
旨
伝
え
て
く
る
。
(
Tl366)

松
尾
音
次
郎
へ

発
信、

「
明
石
二

返
リ
御
養
生
ア
ル
モ
至
極
ト
ハ

存
候
へ

共
…
…
暫
時
有
馬
二

御
遊
び
に
御
出
二

相
成

候
而
ハ

如
何」
「
病
ノ
為
メ
ニ

決
ッ
テ
御
落
胆
ナ
ツ

賜
フ

勿
レ
」
（
怜
4
"
1
96)
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八
月

年

八
月
下
旬

，

 

8
 
8ー

八
月
三
十
日

八
月
二
十
七
日

八
月
二
十
六
日

八
月
二
十
五
日

北
越
学
館
の
松
村
介
石
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

G
.

E
・

ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
、

ミ
ス

ス
カ
ッ
ダ
ー
一

家
も
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
大
変
困
っ
て
い
る
。

H
・
ペ
ッ
ド
レ
ー
、

0
・

ケ
ー
リ
宜
教
師
を
招
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
が
、

そ
れ
ま
で
一
、

ニ
カ
月
の
問、

同
志
社
の
ワ
レ
ッ
ト
〔
？
〕

を
派
遣
し
て
も
ら
え
な
い
か、

と

頼
ん
で
く
る
。

(

""f
l
3
7
6
)

ベ
イ
カ
ー
夫
人
宅
に
滞
在
中
の
伊
勢
時
雄
よ
り
の
手
紙
を
受
け
取
る
。
（
怜
4

心0
1)

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
十
二
年
会
を
神
戸
教
会
で
開
く。

教
会
合
併
に
関
す
る
議
論
沸
騰、

年
会
の
議
事
を
開
か
な
い

中
村
栄
助
よ
り
寄
付
金
の
即
納
分
六
十
円
を
受
け
取
る
。

(

""f
l
3

77
)

「
小
生
ハ

兼
而
無
位
無

永
岡
喜
八
よ
り、
一

昨
日
帰
京
し
た
こ
と
を、

こ
の
日
付
で
知
ら
せ
て
く
る。
(
rl370)

元
備
中
松
山
藩
士
で
旧
友
の
加
納
〔
格
太
郎
〕

の
上
京
の
計
画
を
聞
き
吉
田
清
太
郎
に
手
紙
を
送
る。

京
都
に
来
て
も

「
糊
口
之
途
を
得
事
は
随
分
困
難」

な
の
で
、

上
京
を
勧
め
な
い
よ
う
に
伝
え
る
。
（
怜
4

:
 
1
9
8
)
 

同
志
社
で
働
き
た
い
と
い
う
滝
口
可
成
に、

来
月
早
々
帰
京
し
た
の
ち
面
談
す
る
と
返
事
を
出
す。
（
ゆ
4
:
 1
9
7
)
 

富
永
冬
樹
よ
り、

徴
兵
令
に
関
し
同
志
社
に
官
立
高
等
中
学
校
と
同
等
の
特
権
を
得
る
方
法
に
つ
い
て、

こ
の
日
付
で

日
広
瀬
源
三
郎
が
上
京
し
た
際
述
べ
た
「
意
見」

を
聞
き
た
い
、

金
森
も
聞
き
た
が
っ
て
い
る
。
（
怜
4
:
 1
9
9
)
 

⇔
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
か
ら
贈
ら
れ
た

L
L•

D.

の
学
位
に
つ
い
て
ふ
れ、

ど
の
宣
教
師
も
「
之
を
辞
す
勿
レ
同
志
社
之

為
二

之
を
受
ヶ
置
ヶ
ト
申
呉
候、

小
生
ハ

飽
ま
て
過
分
之
学
位
と
存
し
大
二

困
却
致
し
候」

官
之
身
を
以
て
一

生
を
畢
へ
ん
と
思
ひ
居
候
に
…
…」

と
書
く。
（
怜
4

心00)

徳
富
猪
一

郎
に
有
馬
よ
り
二
通
発
信。

書
い
て
く
る
。

(

�
1
3
7
4
)

M
.

L
・

グ
レ
イ
プ
ス
に
次
い
で
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九
月
三
日

九
月
一

日

ま
で
に
六
万
円
を
越
す
金
が
集
ま
っ

た
。

在
米
の
伊
勢
時
雄
に
発
信、

家
族
・

学
校
の
近
況
を
伝

え
る
。

ニ

小
生
ノ
隈
安
眠
セ
シ
病
室
ニ

テ
、

小
生
帰
国
後
モ
病
気
ノ

節
ニ
ハ

毎
度
其
室
ト
ペ

ー
カ
ル
老
夫
人
ノ
深
切
ヲ
思
ヒ

出

「
此
両
三
日
小
生
ノ
手
ガ
甚
ノ
ル
ヴ
ォ
ス
ニ

有
之、

筆
ヲ
把
リ
候
テ
モ

筆
意
ノ
如
ク
ニ

動
キ
不
申
候」

加
納
喜一一一
の
人
物
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し、

非
常
に
有
為
の
少
年
で
あ
る
旨、

こ
の
日
付
で
塩
井
健
太
郎
よ

袋
治
邦
（
根
岸
松
齢
の
実
弟
）

よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

子
供
の
同
志
社
入
学
と
監
督
に
つ
い
て
依
頼
し
て
く
る
。

(
T1
3
79)
 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
総
長
に
手
紙
を
出
す。

L
L•

D·

を
授
与
さ
れ
る
と
聞
い
て
驚
い
て
い
る
。

そ
れ
に
値

す
る
と
は
思
わ
な
い
が
、

友
人
た
ち
の
勧
め
に
従
っ
て、

懐
か
し
い
母
校
か
ら
の
厚
意
を
受
け
取
る
こ
と
に
し
た
。

生

き
て
い
る
限
り
母
校
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

大
学
資
金
の
募
集
は
困
難
で
あ
る
。

現
在

基
金
の
一

部
を
理
化
学
館
の
建
築
贅
に
あ
て
る
つ

も
り
で
あ
る
。

ま
た
昨
年
十
月
に
は
学
生
の
信
徒
は
三
百
七
十
名、

非
信
徒
五
百
七
名
だ
っ
た
が
、

今
年
六
月
末
に
は
信
徒
四
百
九
十
八
名、

非
信
徒
二
百
四
十
二
名
で
あ
る
。

同
志
社
社

員
会
の
下
に
予
備
校
・

英
学
校
・

神
学
校
・

女
学
校
・

看
病
婦
学
校
が
あ
る
と
記
す。
（
怜
6

羞
6
1
)

宮
本
園
丸
よ
り
こ
の
日
付
で、

子
供
を
入
学
さ
せ
た
い
の
で
校
則
な
ど
を
詳
し
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る
。

(
T13
84)
 

ハ

リ
ス
氏
よ
り
理
化
学
校
の
建
設
費
と
し
て
十
万
ド
ル
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

り
返
事
が
来
る
。
(
r1
3
80)

201)
 

申
候」

（
ゆ
4

ま
ま
終
わ
る
。
(
F
2
:
1
2)
 

「
華
書
ハ

例
ノ
ボ
ペ

ー
ル
ム
ニ

於
テ
御
認
ノ
ョ
ッ
、

実
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1889年

九
月
十
三
日

九
月
十
日

九
月
九
日

九
月
八
日

九
月
六
日

九
月
五
日

九
月
四
13

は
ど
う
か、

と
勧
め
る
。
（
怜
4
"
2
0
3
)

こ
の
日
付
で
三
通
来
信。

日
不
破
唯
次
郎
よ
り、

結
婚
式
を
予
定
し
て
い
る
十
月
頃、

新
島
が
東
京
に
来
て
い
る
か
否

か
を
問
い
合
わ
せ
て
く
る
。
(

T
l
3
8
5
)

口
長
崎
県
高
島
炭
坑
の
松
原
藤
兵
衛
・

瀬
尾
武
雄
よ
り、

同
炭
坑
で
伝
道
に
あ
た
っ
て
い
た
本
城
安
太
郎
が
去
る
七
月

上
京
し
て
以
来、

帰
ら
な
い
の
で
代
わ
り
の
伝
道
師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る
。
(

""f
1
3
8
6
)

国
湊
源
平
よ
り
名
古
屋
の
女
学
校
へ
の
就
職
に
つ
き
協
力
を
求
め
て
く
る
。
(

�
1
3
8
7
)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

星
野
光
多
の
後
任
と
し
て
西
群
馬
教
会
に
赴
い
た
松
尾
音
次
郎
が
す
ぐ
に
東
京

に
帰
っ
た
こ
と、

佐
竹
・

須
田
・

大
久
保
・

高
橋
・

寺
沢
ら
関
東
各
地
の
様
子
を
知
ら
せ
る
と
共
に、

自
分
の
結
婚
式

日
と
新
島
の
上
京
期
日
の
調
整
に
つ

ぎ
述
べ
る
。
(

r
l
3
8
9
)

J
.

N
・
ハ

リ
ス
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

寄
付
金
に
よ
り
ハ

リ
ス
理
化
学
校
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
を
神
と
同
志
社
に

感
謝
す
る
。
(

T
2

72
7
)

広
島
県
庄
原
の
板
倉
正
身
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

り
採
用
し
た、

と
伝
え
て
く
る
。
(

r
1
3
9
4
)

し
て
く
る
。
(

T
1
3
9
5
)

か
ね
て
招
聘
を
依
頼
し
て
い
た
教
員
は
慶
応
の
福
沢
の
斡
旋
に
よ

上
京
す
る
梶
原
保
人
に
徳
富
猪
一

郎
宛
の
伝
言
を
依
頼
す
る
。

(

T
1
3
9
6
)

大
久
保
真
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

秩
父
大
宮
に
講
義
所
を
作
り、

九
月
六
日
に
開
所
式
を
挙
げ
た
こ
と
を
報
告

東
京
に
滞
在
中
の
松
尾
音
次
郎
に
発
信、

東
京
が
病
気
の
た
め
に
良
く
な
け
れ
ば、

郷
里
の
播
州
に
帰
っ
て
休
養
し
て

大
阪
基
督
教
徒
青
年
会
の
機
関
誌
『
基
督
教
青
年
』

創
刊
さ
れ
る
。
(
F
20
:
62)
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九
月
十
四
日

九
月
十
七
日

九
月
十
九
日

九
月
十
八
日

九
月
十
六
日

ン
〕

を
見
学
す
る
。
（
ゆ4

贔
0
7
)

徳
富
猪
一

郎
よ
り
新
島
の
上
京
を
促
し
て
く
る
。

(

T
l
4
0
2
)

札
幌
の
大
島
正
健
に
発
信、

遠
縁
の
少
年
を
送
る
の
で
、

安
息
日
に
は
必
ず
教
会
に
出
席
す
る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
、

徳
富
猪
一

郎
に
宛
て
同
志
社
四
年
終
了
の
高
田
寅
次
郎
の
紹
介
状
を
書
く。
（
怜
4

誌
0
5
)

熊
本
の
田
中
賢
道
に
宛
て
同
志
社
社
員
会
の
決
議
に
基
づ
ぎ
同
志
社
大
学
資
金
募
集
方
を
依
頼
す
る
。
（
怜
4

筵
0
5
)

田
中
賢
道
に
発
信、

大
学
募
金
を
依
頼
し
た
こ
と
に
つ

き
「
貴
兄
之
御
都
合
ハ

如
何
ナ
ル
ヤ
未
ダ
承
知
不
仕、

女
学
校

募
集
之
事
も
未
夕
決
了
セ
サ
ル
ヤ
ノ
様
二

相
心
得
候
間、

直
二

御
承
諾
相
叶
候
哉
否
ハ

存
し
不
申
候
得
共、

兎
二

角
…

…
御
依
頼
申
上
候
問、

何
卒
後
日
之
為
御
預
置
被
下
候」

と
書
き
送
る
。
（
ゆ
4
:
 
2
0
6
)
 

琵
琶
湖
疏
水
事
務
所
を
訪
れ、

田
辺
朔
郎
•

島
田
道
正
両
技
師
の
案
内
に
よ
り
疏
水
工
事
お
よ
び
電
気
水
車
〔
タ
ー
ビ

新
島
宅
で
常
議
員
会
を
開
く。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
普
通
学
校
・

予
備
校
校
舎
建
築
費
の
内
金
一

千
五
百
円
の
援

助
を
不
承
知
と
伝
え
て
ぎ
た
こ
と
に
つ

き、

再
び
在
日
宣
教
師
を
通
じ
て
要
請
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
(
D
1
:
1
2
6
7
)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
長
文
の
手
紙
が
来
る
。

送
金
が
届
か
な
い
、

関
東
各
地
の
教
勢、

女
学
校
建
築
資
金
の

不
足、

結
婚
式
の
場
所
等。
(

T
l
4
0
1
)

「
榎
本
大
臣
殿
へ
御
談
被
下
候
趣
重
々
難
有
奉
拝
謝
候」

と
北
垣
知
事
に
礼
状
を
出
す。
（
ゆ4

誌
0
7
)

こ
の
頃、

京
都
に
来
た
広
津
友
信
の
報
告
を
聞
き、

こ
の
日、

佐
賀
の
安
住
百
太
郎
な
ら
び
に
始
審
裁
判
所
長
山
本
正

巳
に
依
頼
状
を
出
す。

ま
た
長
崎
の
有
力
者
に
も
手
紙
を
出
す。

会
津
の
瀕
高
竜
人
・

土
屋
重
郎
に
募
金
依
頼
の
手
紙

を
出
す。
（
怜
5

"

4
7
2
)

と
頼
む。
（
や
4

這
0
4
)
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1889年

九
月
二
十
六
日

九
月
二
十
一
日

九
月
二
十
三
日

九
月
二
十
四
日

て
上
毛
方
面
の
募
金
を
し
た
い
と
書
く。
（
怜
4

筵08
)

N
.

G
・
ク
ラ
ー
ク
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

学
校
の
運
営
に
つ
い
て
日
本
人
理
事
を
信
用
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が、

宣
教
師
に
も
相
談
し
て
ほ
し
い
。

理
化
学
校
の
副
校
長
は
た
と
え
ば
J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
か
M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
に

木
村
鎖
太
よ
り
こ
の
日
付
で、

名
古
屋
の
女
学
校
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た、

と
報
告
し
て
く
る
。
(
Tl403)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

十
月
十
日
に
京
都
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
の
で
新
島
が
在
京
な
ら
ば
司
式
を
頼
む

と
言
っ
て
く
る
。
(
rl404
)

第
一

高
等
中
学
校
有
志
者
（
代
表
・

松
波
仁
一

郎
）

よ
り
同
志
社
大
学
設
立
義
捐
金
と
し
て
金
八
円
九
十
銭
を
送
っ
て

く
る
。
(
r1406
)

茂
木
平
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

秩
父
大
宮
の
伝
道
ほ
大
久
保
真
次
郎
の
常
駐
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る、

と
報
告

し
て
く
る
。
(
Tl407
)

画
家
ク
カ
ノ
氏
を
紹
介
す
る
手
紙
を
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
新
聞
重
役
に
書
く。

末
尾
に
自
分
は
日
本
人
で、

貴
紙
の
読
者
で

あ
る

Dr.
J
o
h
n
 C.
 
Hol
bro
o
k

の
知
人
で
あ
る
と
記
す。
（
怜6

羞62
)

『
青
年
之
光
』

第
一

号
が
京
都
基
督
青
年
会
よ
り
発
刊
さ
れ、

新
島
も
祝
辞
を
述
べ
る
。
（
怜
4

心
10,

新
聞
に
11
新
島
重
病
“

の
記
事
が
出
た
た
め
徳
富
猪
一

郎
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
電
報
が
来
る
。

折
り
返
し
新
島
か
ら

11
重
病
に
非
ず、

少
し
カ
ッ
ケ
の
気
味
な
り、

も
は
や
よ
ろ
し
11

と
電
報
を
打
つ
と
共
に、
一

書
を
送
り、

新
聞
記
者
の

あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
と、

先
日
来、

脚
気
の
た
め
夜
間
の
み
円
山
の
正
阿
弥
楼
で
休
養
し
て
い
る
こ
と、

近
日
上
京
し

夜、

同
志
社
書
籍
館
〔
現
在
の
有
終
館〕

に
第
三
高
等
中
学
校
の
教
授
を
招
待
し
て
懇
親
会
を
開
く。
（
怜4
:
 21
0
)

し
て
は
如
何、

と
言
っ
て
く
る
。
(
T2731)

F
31
 :
 23
)
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九
月
三
十
日

九
月
二
十
八
日

九
月
二
十
七
日

（
ゆ1
:
 463,
 
�
4
 : 209)

こ
と
が
報
道
さ
れ
る
。

(

I

9
ー

h

)

て
検
討
す
べ

き
だ、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
怜
6

羞
63)

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う。

い
る
。

N
•

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
発
信、

教
会
合
併
問
題
を
相
変
わ
ら
ず
検
討
し
て
い
る
。

雰
囲
気
は
悪
い
。

自
分
は
合
併
派
か
ら
反
対
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
思
わ
れ
て
お
り、

今
や
彼
ら
は
気
兼
ね
な
く
相
談
に
来

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

自
分
は
確
か
に
合
併
反
対
論
者
(
A
nti,
u
ni
o
nist
)

的
な
立
場
は
と
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
彼
ら
は
自
分
が
反
対
側
に
つ
い
て
い
る
た
め、

合
併
は
失
敗
で
あ
る
と
考
え
て

ロ
ス
博
士

Dr.

R
oss

の
"
C
h
u
rc
h

Ki
n
g
d
o
m"

と
'̂
U
ni
o
n

E
ff
ort"

を
注
意
深
く
読
ん
だ。

ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

チ
ャ
ー
チ
が
彼
を
委
員
と
し
て
こ
の
問
題
の
調
査
に
派
遣
し
、

彼
の
助
言
を
得
た
い
と
望
ん
で
い
る
。

合
併
し
な
い
こ
と
が
最
良
で
あ
る
な
ら
ば
、

彼
の
II
会
衆
派
主
義“

に
つ
い
て
の
ボ
ケ
ッ
ト
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
自
分
た
ち
の
求
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で、

そ
の
本
を
六
冊
送
っ
て
ほ
し
い
。

自
分
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
、

二
つ
の
教
会
が
合
併
す
る
前
に
最
大
の
注
意
を
払
っ

新
島
に
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
よ
り

L
L•

D.

の
学
位
が
贈
ら
れ、

外
務
省

l
京
都
府
庁
を
通
じ
本
人
ま
で
伝
達
さ
れ
た

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

J
.

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
著
『
基
督
教
ノ
基
本
』

の
序
文
を
害
い
た
の
で
添
削
す
る
よ
う
頼
む。

植
村
保
雄
よ
り
こ
の
日
付
で、

二
十
五
日
に
札
幌
に
着
い
た、

届
け
も
の
は
渡
し
た
の
で
安
心
す
る
よ
う
に
伝
え
て
く

る
。
（
rl40
8)

よ
り
以
上
の
進
歩
を
目
指
す
に
は
日
本
で
の
教
会
組
織

C
h
urc
h
p
olit
y
 

ロ
ス
博
士
に
日
本
人
向
き
の
教
会
組
織
に
関
す
る
簡
単
な
手
引
を
書
く
よ
う
に
依
頼
し
た
。

松
本
拗
十
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

西
群
馬
教
会
は
昨
年
以
来
無
牧
に
つ
き
相
当
の
人
物
を
脈
避
す
る
よ
う
に
要
請

コ

ン

グ

リ

で

あ
る
が、

穏
健
派
で
あ
り、

稿
極

い
ず
れ
終
決
す
る
だ
ろ
う
が
内
部
の
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年

十
月
五
日

，

 

88ー

十
月
四
日

十
月
三
日

島
存
命
中、

最
後
の
も
の
と
な
る。
（
ゆ
6
:
3
6
5
)
 

ヘ
相
談
に
来
て
ほ
し
い
旨、

懇
々
と
依
頼
す
る。
（
怜4
忍
11)

し
て
く
る。
（
己4
10)

寮
の
建
築
費
に
つ
ぎ
J
.
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス、

C
・
ケ
デ
ィ
に
発
信、

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド

は
新
寮
舎
二
棟
の
建
築
費
千
五
百
ド
ル
の
全
額
で
は
な
く、

そ
の
一
部
を
負
担
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る。

わ
れ
わ
れ
の

最
初
の
理
解
で
は
日
本
側
で
一
千
五
百
円
を
調
達
す
れ
ば、

ボ
ー
ド
が
総
額
の
支
払
い
を
保
証
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た。

寮
の
建
築
は
急
ぐ
の
で
借
金
を
し
て
着
手
し、

ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
る。

費
用
を
払
う
時
期
に
き
て
い
る
が

ボ
ー
ド
に
支
払
い
が
で
き
な
け
れ
ば、

ど
こ
を
尋
ね
れ
ば
よ
い
の
か、

こ
の
苦
境
か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
考
慮
願
い
た

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で、

九
日
に
京
都
へ
箔
く
予
定、

と
伝
え
て
く
る。
(

T
1
4
1
4
)

中
旬
ご
ろ
京
都
に
来
る
予
定
と
い
う
徳
富
猪一
郎
に
発
信、

J
•
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
著
書
の
序
文
へ
の
加
筆
に
礼
を

述
べ
る
と
共
に、

十
二
日
に
神
戸
よ
り
上
京
す
る
つ
も
り
な
の
で、

十
日
ま
で
に
来
京
す
る
よ
う
に
伝
え
る。
（
怜4:

田
中
賢
道
に
発
信、

近
来
然
る
べ
ぎ
運
動
員
が
い
な
い
た
め
募
金
が
進
ま
ず、

苦
慮
し
て
い
る。

大
学
設
立
運
動
の
成

否
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
全
体
の
名
誉
に
も
関
す
る
こ
と
な
の
で
是
非
協
力
願
い
た
い。

そ
の
た
め
と
に
か
く
一
度
京
都

加
藤
勝
弥
•
松
村
介
石
連
名
で
こ
の
日
付
で
来
信、

月
刊
雑
誌
『
北
光』
の
発
行
に
際
し、

祝
文
を
依
頼
し
て
く
る。

(

T
I
4
1
5
)
 

A
・
ハ
ー
デ
ィ
夫
人
に
手
紙
を
害
ぎ、

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会、

政
界
の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
る。
こ
の
手
紙
が、

新

213)
 

い、

と
記
す。
（
ゆ
6
:
3
6
4
)
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十
月
九
日

十
月
八
日

十
月
七
日

十
月
六
日

⇔
新
島
の
紹
介
状
を
持
っ
て
渡
米
し
た
広
瀬
〔
辻〕

孝
次
郎
よ
り、

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
し
た
下
村
孝
太
郎
の
歓
迎
会
を
チ
ャ
ペ
ル
で
開
く。
(

I

4

ー

g
)

同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
教
授
に
招
聘
す
る
こ
と
を
決
め
る。
(

D
l

:

1
2
6
8
)
 

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ボ
ー
タ
ー
総
長
に
発
信、

同
志
社
の
現
状
を
訴
え、

前
便
で
頼
ん
だ
十
万
ド
ル
の
寄
付
を
再
び
頼
む。

(

�
2
2
9
8
)
 

下
村
孝
太
郎
歓
迎
会
を
円
山
中
村
楼
で
午
後
四
時
よ
り
開
く。
（
怜
4
:
 
2
1
6
)
 

徳
富
猪
一

郎
に
打
電。
11

君
の
出
発、

我
が
行
く
ま
で
待
て
“
（
怜4

這
1
8
)

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

日
三
宅
荒
毅
よ
り、

フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
博
士
の

M
a
n
u
al
o
f
 C
h1‘isti
a
n
 E
vi
de
n
c
es

の
翻

訳
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が、

そ
の
序
文
を
書
い
て
ほ
し
い
。
(

T
l
4
2
0
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
無
事
到
着
し
た
と
伝
え
て
く
る
。

広
瀬
は
明
治
十
九
年
十
月
花
畑
・

広
津
ら
と
連
袂
退
学
し
た
学
生
の
一

人。

こ
の
年
九
月
八
日
ア
ビ
シ
ニ
ア
号
で
神

戸
よ
り
渡
米
し
た
。
(

r
1
4
2
1
)

今
治
の
山
中
百
に
発
信、

来
る
十
三
日
の
十
年
祝
会
と
貴
兄
の
按
手
礼
式、

結
婚
式
に
は
都
合
を
つ
け
て
出
席
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
が、

社
用
の
た
め
上
京
す
る
の
で
出
席
で
き
な
い
。

せ
め
て
八
重
夫
人
だ
け
で
も
出
席
さ
せ
た
い
が、

昨
日
よ
り
老
母
の
様
子
が
悪
く、

こ
れ
ま
た
出
席
し
が
た
い
こ
と
を
伝
え
る。
（
め
4
"

2
1
8
)

八
日
永
眠
し
た
同
志
社
教
師
•

藤
田
愛
治
の
葬
式
が
礼
拝
堂
で
営
ま
れ、

出
席
し
て
感
話
を
述
べ
る
。

会
葬
者
八
百
人。

(

I
 4
1
g
)
 

常
議
員
会
が
円
山
中
村
楼
に
お
い
て
開
か
れ、

新
島
も
出
席
す
る。

田
中
賢
道
に
重
ね
て
来
京
を
促
す
手
紙
を
出
す。
（
ゆ
4
:
 
2
1
6
)
 

ハ
リ
ス
氏
を
社
員
と
す
る
こ
と、

下
村
孝
太
郎
を

544 



1889年

十
月
十
二
日

十
月
十
三
日

十
月
十
七
日

十
月
十
九
日

十
月
十
八
日

十
月
初
旬

十
月
十
日

が
出
席
す
る
。
(

T
1
4
2
8
)

不
破
唯
次
郎
・

北
里
ゆ
う
の
結
婚
式
が
京
蔀
で
行
わ
れ、

そ
の
司
式
を
す
る
。
（
怜
4
"
2
1
4,

r
l
4
1
4,
 

r
l
4
3
4
)

生
徒
が
大
学
設
立
資
金
に
寄
付
す
る
た
め
毎
月
拠
金
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き、

チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
謝
辞
を
述
べ
、

も

し
自
分
が
中
途
で
倒
れ
て
も
大
学
設
立
の
事
業
を
引
き
継
い
で
何
代
か
か
っ
て
も
完
成
し
て
ほ
し
い
旨、

涙
な
が
ら
に

秋、

医
師
よ
り
健
康
の
た
め
上
京
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
(
C
4
:
1
2
2
)
 

徳
富、

大
学
設
立
運
動
に
つ
い
て
同
志
社
学
生
ら
に
演
説
す
る
。
(

r
l
4
3
2
)

こ
の
日
よ
り
元
数
寄
屋
町
三
丁
目
成
瀬
方
に
宿
を
移
す。

山
口
の
原
知
事
・

大
塚
収
税
長
も
同
宿
す
る
。
（
ゆ
5
"
4
7
3
)

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

同
志
社
の
こ
と、

大
学
前
途
の
運
動
に
関
し、

在
京
社
員
会
を
開
く
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
ほ

し
い
こ
と、

か
つ
今
午
後、

宿
所
の
成
瀬
ま
で
来
訪
を
求
め
る
。
（
怜4

忍20)

大
隈
外
相
の
遭
難
を
聞
き、

見
舞
状
を
送
る
。

徳
富
よ
り
外
相
の
傷
が
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

ま
た
徳

富
に
帰
路
宿
舎
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
る
。
（
怜4

心
2
2
)

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
年
会
（
ボ
ス
ト
ン
）

の
最
終
日
に
伊
勢
•

森
田
・

市
原
・

原
田
ら
滞
米
中
の
同
志
社
卒
業
生
ら

新
島
の
福
島
来
遊
（
遊
説
計
画
）

を
聞
き、

網
島
佳
吉
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

福
島
県
会
が
来
月
上
旬
に
開
か
れ
る

の
で、

来
月
十
四、

五
日
の
来
福
が
望
ま
し
い
と
知
ら
せ
て
く
る
。
(

T
l
4
2
9
)

広
瀬
源
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

金
森
の
大
阪
募
金
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し、

二
十
一

日
に
再
び
金
森
と
大
阪

東
京
着、

山
下
門
外
の
対
山
館
に
泊
ま
る
。
（
伶
5
:
4
7
3
)
 

京
都
を
出
発、

東
京
に
向
か
う。
（
怜
5
:
4
7
3
)
 

訴
え
る
。

(

J

8
8
:
 
10,
 J
 9
4

羞
2)
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十
月
二
十
日

十
月
二
十
一

日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
五
日

新
井
竜、

午
後
来
訪
す
る
。
（
怜
4

筵
2
6
)

の
宿
に
来
て
新
井
の
話
を
聞
く
よ
う
に
伝
え
る
。
（
曲
4

筵
2
5
)

2
2
5
)
 

に
行
っ
て
募
金
す
る
と
述
べ
る
。

(

r
l
4
2
7
)

夕
方、

徳
富
が
宿
所
に
来
訪、

青
木
周
蔵
に
群
馬
県
知
事
へ
の
紹
介
を
求
め
る
た
め
相
談
す
る
。
（
怜
4

贔
2
3
)

風
邪
の
た
め
外
出
を
控
え
る
。

徳
富
に
発
信、

青
木
周
蔵
に
面
会
の
結
果
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
怜
4

筵
2
3
)

新
渥
伝
道
に
向
か
う
広
津
友
信
に
餞
別
と
激
励
の
手
紙
を
送
る
。

fo
r
e
v
e
r.
 
B
e
 st
r
o
n
g
 i
n
 
Hi
m!
 
(

�
4
:
 
2
2
2
)
 

G
o
o
d
b
y
e,
 
G
o
d
 b
e
 
wit
h
 y
o
u,
 
h
e
n
c
e
fo
rt
h

&

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

日
宮
崎
県
旅
行
中
の
田
中
賢
道
よ
り、

大
学
資
金
募
集
に
つ
い
て
依
頼
の
件
は、

新
島
・

広

津
の
手
紙
に
よ
っ
て
事
情
が
詳
細
に
わ
か
っ
た
。

熟
慮
の
う
え
返
事
を
す
る
と
返
答
し
て
く
る
。
(

T
l
4
3
1
)

や
す
た
だ

⇔
横
田
安
止
よ
り
校
内
の
状
況
を
伝
え
て
く
る
。

(

T
l
4
3
2
)

大
隈
外
相
の
負
傷
に
対
し、

再
び
見
舞
状
を
出
す。

夕
方、

三
縁
亭
に
行
く。
（
怜
4
:
2
2
4
)
 

横
田
安
止
よ
り
来
信、

同
志
社
で
の
徳
富
の
演
説
の
模
様、

校
内
の
模
様
に
つ
い
て
知
る
。
（
怜
4

心
2
6
)

大
久
保
真
次
郎
が
秩
父
よ
り
来
訪。

新
井
奄
も
宿
所
に
来
る
。

上
州
方
面
の
募
金
運
動
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

徳
富
に
こ
の
日
二
通
発
信、

新
井
零毛
と
湯
浅
治
郎
の
確
執
〔
？
〕

に
つ

ぎ
意
見
を
聞
き
た
い
の
で
、

今
夕
五
時
に
新
島

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
、

上
州
の
様
子
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(

7'"
1
4
3
3
)

横
田
安
止
に
発
信、

「
余
リ
天
下
之
大
事
二

対
し
無
頓
着
ナ
ル
ハ

決
シ
テ
取
ル
ヘ

キ
所
二

非
ラ
ス
、

何
卒
書
生
之
修
学

中
ハ

勉
強
二

汲
々
ク
ル
ヲ
以
テ
他
事
二

関
ス
ル
能
ハ
ス
ト
雖、

常
二

眼
ヲ
開
キ
テ
天
下
之
真
想
ヲ
監
察
ツ
、

志
ヲ
励
マ

（
怜
4
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1889年

十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
九
日

十
月
三
十
一
日

十
月
二
十
八
日

十
月
二
十
六
日

ッ
、

鋭
ヲ
養
ナ
イ、

胆
カ
ラ
練
リ、

勇
気
ヲ
蓄
へ
、

他
日
雄
飛
ス
ル
ノ
策
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ス
、

我
力
同
志
社
ヲ
以
テ
将

来
小
玩
器
之
製
造
場
ト
ナ
ラ
サ
ル
様
：
：
．

．

 

」
（
怜4
"
226)

伴
直
之
助
が
宿
所
の
成
瀬
に
来
訪
す
る
が
、

宿
の
不
手
際
に
よ
り
会
え
ず。
（
や4

心28)

児
島
惟
謙
に
東
京
よ
り
手
紙
を
出
し、

大
阪
の
久
原
庄
三
郎
•

藤
田
鹿
次
郎
よ
り
各
一

千
円
を
得
た
こ
と
に
つ
ぎ
礼
を

述
べ
、

鴻
池
の
寄
付
に
つ
い
て
も
依
頼
す
る
。

ま
た
来
月
い
っ
ぱ
い
は
関
東
で
募
金
に
あ
た
る
旨
を
伝
え
る
。

ま
た
こ

の
手
紙
の
末
尾
に
「
近
頃
国
家
之
実
況
を
見、

時
危
思
偉
人
の
句
を
痛
く
感
し
時
々
吟
誦
仕
居
候」

と
記
す。

伴
直
之
助
に
発
信、

昨
夜
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
。
（
怜4

廷28)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

結
婚
式
で
世
話
に
な
っ
た
礼
を
述
べ
、

あ
わ
せ
て
上
州
へ
来
遊
の
期
日
を
尋
ね

る。
(

r
l
4
3
4
)

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で、

上
州
周
遊
の
こ
と、

明
日、

越
後
へ
出
発
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(
r
l
4
3
5
)

新
潟
の
松
村
介
石
よ
り、

北
越
学
館
よ
り
出
版
す
る
雑
誌
『
北
光
』

創
刊
へ
の
祝
文
を、

こ
の
日、

重
ね
て
依
頼
し
て

く
る
。
(

T
l
4
3
7
)

伴
直
之
助
来
訪
す
る
。
(

T
1
4
3
8
)

東
華
学
校
の
和
田
正
幾
に
発
信、

近
く
上
州
へ
出
張
を
計
画
し、

栃
木
・

福
島
へ
も
行
く
つ
も
り
を
し
て
い
る
が
、

こ

の
五、

六
日
来、

胃
病、

脳
病
が
起
こ
り
今
な
お
臥
床
し、

寒
気
も
加
わ
っ
て
ス
ト
ー
プ
が
な
け
れ
ば
一

日
も
耐
え
か

ね
る
状
況
な
の
で、

229)
 

と
て
も
仙
台
ま
で
行
け
そ
う
に
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。
（
怜
4

心
3
0
)

在
京
の
同
志
社
社
員
会
を
開
く。
（
怜
5
:
4
7
3
)
 

（
怜
4
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十
一

月
六
日

十
一

月
二
日

十
一

月
四
日

十
一

月
五
日

十
月

十
月
末

会
津
人
・

佐
藤
重
紀
を
徳
富
に
紹
介
す
る
。
（
怜
4
:
2
3
4
)
 

七
日
に
面
会
し
た
い
、

と
新
井
奄
よ
り
手
紙
が
来
る
。
(

r
1
4
4
5
)

2
3
2
)
 

依
頼
す
る
。

(

J

2
3
 :
 
9
7
)
 

下
村
を
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
教
授
に
す
る

（
伸4之
カ

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
〔
？
〕

に
手
紙
を
書
く。

そ
の
中
で
帰
国
し
た
下
村
孝
太
郎
に
つ
い
て
の
社
員
会
の
決
定
（
一
、

為
二

涙
を
澗
く
者
幾
人
力

あ
る
。

二
、

月
給
七
十
円

三、

科
学
を
教
え
る
）

お
よ
び
物
理
の
有
能
な
教
師

を
さ
が
し
て
い
る
こ
と、

下
村
の
月
給
を
ハ
リ
ス
の
基
金
よ
り
出
し
て
ほ
し
い
こ
と、

Mr.

L.

〔
ラ
ー
ネ
ッ
ド
？
〕

宛

に
建
築
費一―一
千
ド
ル
を
送
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
る
。
(

"F
2
2
9
9
)

＊

こ
の
手
紙
（
草
稿）

の
宛
名
は
N.

G.
 Clar
k
 or
 so
me
 on
e
 at
 A
m.
 Bd.
と
な
っ
て
い
る
が、

あ
る
い
は
J.
N•
Har
ris
 

か
も
知
れ
な
い
。

十
一

月
二
十
五
日
の
項
参
照。

群
馬
県
下
募
金
に
つ
き
古
沢
滋
を
介
し
山
口
県
三
田
尻
に
静
養
中
の
井
上
馨
に
群
馬
県
下
の
有
力
者
に
対
す
る
紹
介
を

こ
の
月、

下
村
孝
太
郎
に
同
志
社
ハ

リ
ス
理
化
学
校
教
授
の
招
聘
状
を
渡
す。

年
俸
八
百
四
十
円。
（
怜4

心
3
1
)

二
、

三
日
臥
床
の
と
こ
ろ
こ
の
日
回
復、

同
志
社
生
徒
・

古
賀
鶴
次
郎
に
発
信
す
る
。

「
今
や
満
天
下
腐
敗
牟

君
等
宜
し

く
改
革
家
と
な
り
て
此
不
潔
軽
薄
児
之
轍
を
踏
ミ
賜
ふ
勿
れ」

こ
の
夜、
〔
芝
高
輪
町
五
九
の
〕

大
久
保
利
和
邸
よ
り
出
火、

さ
っ
そ
く
見
舞
い
に
行
く。
(

T
3
1
7
0
)

こ
の
頃
よ
り
「
漫
遊
記
事」

を
書
き
始
め
る
。
（
ゆ
5

羞
9
5
)

白
川
町
五
丁
目
の
河
島
醇
を
訪
ね
る。
「
時
ヲ
移
ス
ニ
時
ョ
。

餓
毛
氏
〔
蒲
生
仙
か
〕

二

面
会
ス
」
（
怜
5

羞
9
6
)

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

上
毛
の
様
子
を
述
べ
、

新
島
の
来
訪
を
待
っ
て
い
る、

と
述
べ
る。

2
4
1
4
4
7
)
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1889年

十
一

月
七
日

十
一

月
九
日

十
一

月
十
日

十
一

月
十
一

日

十
一

月
八
日

認
7》

恥
5
:
3
9
6,
 

4
7
4
)
 

矢
崎
鎮
四
郎
が
来
訪
す
る
。
(

r
l
4
5
4
)

小
野
英
二
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

米
国
ミ
ッ
ガ
ソ
大
学
を
卒
え、

去
る
五
日
横
浜
に
帰
っ
た
こ
と、

帰
掲
す
る
前、

東
京
滞
在
中
に
面
会
し
た
い
と
述
べ
て
く
る。
(

T
l
4
4
9
)

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で、

新
潟
伝
道
に
着
手
し
た
こ
と、

長
岡
伝
道
と
時
岡
恵
吉
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
る
。

(

T
l
4
4
8
)
 

宮
川
経
輝
と
懇
談
し、

同
志
社
の
精
神
的
改
良
に
つ
い
て
意
見
を
交
え
る
。

(

J

71
 :
 107)
 

夜、

竹
崎
―

ニ
・

鎌
田
政
経
・

根
本
弥
一

郎
ら
が
宿
所
に
来
訪
す
る
。

朝
比
奈
知
泉
・

ニ
階
堂
行
文
の
二
人
が
来
訪
す

こ
の
朝、

徳
富
猪
一

郎
は
大
学
募
金
に
つ

き
松
方
正
義
を
訪
問
す
る
。
（
怜
4

心
3
4
)

金
森
通
倫
よ
り
こ
の
日
付
で、

熊
本
の
田
中
賢
道
が
京
都
へ
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
る
。
(

r
l
4
5
0
)

風
雨
の
た
め
外
出
せ
ず、

依
頼
さ
れ
て
い
た
額
面
に
揮
奄
す
る
。
（
怜4
:
2
3
5
)
 

先
翡
の
吉
田
賢
輔
よ
り
墨
書
と
硯
石
を
贈
ら
れ、

礼
状
と
写
真
を
送
る。
（
曲4

誌
3
6
)

（

ゆ4

午
前、

士
倉
庄
三
郎
が
来
る。

ま
た
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
し
た
小
野
英
二
郎
も
来
訪、

ド
イ
ッ
留
学
に
つ
い
て
話
を
す

る
。

午
後、

大
蔵
大
臣
の
松
方
正
義
を
三
田
一

丁
目
小
山
の
私
邸
に
訪
い
、

大
学
募
金
に
つ
い
て
の
尽
力
を
求
め
る
。

徳
富
へ
の
書
中
「
今
夕
福
島
よ
り
網
島
氏
も
出
京
…
…
此
レ
ハ

福
島
二

是
非
来
レ
ト
申
為
ナ
ラ
ン
」

と
記
す。

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

H
宮
川
経
輝
よ
り、

越
後
巡
回
を
勧
め
ら
れ
た
が
、

大
阪
で
の
仕
事
が
山
積
し
て
い
る
の
で

る
が
、

来
客
中
の
た
め
会
わ
ず。
（

怜
5

羞
9
6
)

北
甲
賀
町
の
西
村
寅
四
郎
を
訪
問
す
る
。
（

ゆ
5
:
4
7
4
)
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十
一

月
十
二
日

十
一

月
十
三
日

十
一

月
十
四
日

十
一

月
十
五
日

み
を
生
じ、

夜
少
し
発
汗
す
る
。
（
怜
4

忍
3
9,

�5

羞
9
7
)

⇔
広
津
友
信
よ
り、

教
会
の
秩
序
を
立
て
る
た
め
ま
ず
規
約
の
制
定
か
ら
着
手
す
る
こ
と、

白
木
正
蔵
と
同
居
し
て
い

る
こ
と、

長
岡
伝
道
の
こ
と
を
報
告
す
る
。
(

T
l
4
5
2
)

午
後、

横
浜
に
行
き
土
倉
庄
三
郎
に
面
会、

大
学
寄
付
金
（
五
千
円
）

の
利
子
に
つ
い
て
相
談
し、

承
諾
を
得
る
。

更

に
原
六
郎
の
約
束
し
た
六
千
円
に
つ
い
て
払
い
込
み
を
促
す
よ
う
依
頼
す
る
。
（
栂
5
"
3
9
6
)

朝、

渋
沢
栄
一

を
訪
問
す
る
が
不
在、

午
後、

書
簡
に
よ
り
上
京
中
の
福
島
の
北
村
芳
太
郎
宛
の
紹
介
状
を
依
頼
す
る
。

＊

投
函
は
十
四
日
と
思
わ
れ
る。

文
末
に
佐
野
利
八
訪
問
の
こ
と
を
記
述
し
て
い
る。

早
朝
よ
り
横
浜
浜
町
一

丁
目
の
生
糸
商
•

佐
野
利
八
を
訪
ね
る
。

応
分
の
尽
力
を
す
る
と
の
約
束
を
得
る
。

宜
教
師
M
.

R
・
ゲ
イ
ン
ズ
が
帰
国
す
る
と
い
う
通
知
を
自
宅
よ
り
受
け、

見
送
り
の
た
め
横
浜
に
行
く
（
十
二
時
五

分
新
橋
発）。

午
後
五
時
に
東
京
丸
が
到
着
す
る
も
ゲ
イ
ン
ズ
に
会
え
ず、

夜
七
時
四
十
五
分
横
浜
を
発
っ
て
帰
京
す
る
。

不
在
中、

宿
所
の
成
瀬
に
徳
富
猪
一

郎
が
来
訪
す
る
。

咽
喉
に
少
々
痛

N
o
w,
 t
he
 

の
ち
小
室

worst
 h
a
d
 
h
a
p
pe
n
e
d;
 
Neesi
ma
 h
a
d
 c
o
me
 a
n
d
 
go
n
e
 o
n
 s
o
me
 
mist
a
ke
n
 i
n
for
mati
o
n.

Fat
her
 i
m
m
e
di
atel
y
 b
o
ar
de
d
 a
 t
rai
n
 t
o
 
T
o
k
y
o
 t
o
 fi
n
d
 hi
m.
 
Wit
h
 hi
m,
 
for
 so
8e
 re
as
o
n,
 
h
e
 t
o
o
k
 

m
e·
:·
:
（

E
2
1
:
 
2
4
)
 

群
馬
県
福
岡
村
の
山
岡
藤
十
郎、

大
間
々
町
の
関
口
長
次
郎
・

野
口
与
八
に
手
紙
を
送
り、

新
井
奄
と
協
議
の
う
え、

信
夫
を
訪
う。
（
ゆ
5
"
4
7
5
)

（
ゆ
4
:
238)
 

来
春
に
し
た
い
旨
を
伝
え
て
く
る
。
(

r
1
4
5
3
)

ル
ー
ミ
ス
を
訪
ね
て
詳
細
を
聞
く
が
不
明、
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1889年

十
一

月
十
八
日

十
一

月
十
六
日

（
怜
4
:
 
2
4
1,
 

�
5
 :
 3
9
7
)
 

ー55

〔
小
崎
〕

が
十
分
意
見
を
述
べ

上
州
の
募
金
に
尽
力
を
依
頼
す
る
。
（
怜
5
"
477)

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

長
岡
伝
道
は
他
派
の
伝
道
師
が
来
ず、

時
岡
の
働
き
で
順
調
に
進
み
そ
う
で
あ
る。

新
潟
伝
道
は
H
.

B
・
ニ
ュ
ー
エ
ル
と
相
談
し
て
計
画
を
立
て
る
つ
も
り
で
あ
る。

教
会
合
併
問
題
で
新
島
や
広
津
ら

が
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
で
憤
慨
に
堪
え
ず、

松
村
介
石
に
新
島
や
自
分
の
考
え
を
明
確
に
述
べ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く

る。

追
伸
に
横
井
先
生
の
書
を
三
幅、

京
都
に
送
っ
た
こ
と
を
記
す。
(

T
I
4
5
5
)

同
志
社
ハ

リ
ス
理
化
学
館
の
定
礎
式
を
行
う。
(

T
l
4
5
7
)

*
(
C
4
:
 11
9)

で
は
明
治
二
十
二
年
十
月
と
な
っ
て
い
る。

風
邪
を
ひ
き
寝
込
む。

熱
気
あ
り、

食
欲
な
し、

小
川
医
師
に
か
か
る
。
（
怜
5
"
3
9
7
)

早
朝、

手
紙
を
徳
富
ま
で
届
け
さ
せ
る
。

カ
タ
ル
の
気
味
で
ま
だ
床
中
に
あ
る
が
、

午
前
九
時
半
ご
ろ
網
島
が
来
る
の

で、

そ
の
前
に
松
方
大
臣
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
、

朝、

徳
富
猪
一

郎
よ
り
手
紙
が
届
き、

福
島
方
面
へ
の
旅
行
は
中
止
し、

金
森
を
代
理
に
派
遣
す
れ
ば
よ
い
、

と
進
言

す
る。

徳
富
は
言
う
「
自
今
厳
寒
に
向
ふ
此
時
二

際
し
て
福
島
に
向
ふ
恰
も
…
…
赤
手
に
し
て
弾
丸
矢
石
の
地
二

向
ふ

か
如
し
」

('
f
l
4
5
6
)

と
来
訪
を
求
め
る。
（
怜
4

誌
3
9
)

徳
富、

新
島
の
宿
所
に
来
訪、

網
島
を
待
つ
も、

来
な
い
の
で
帰
る
。

そ
の
後、

網
島
が
来
る
。

彼
は
榎
坂
〔
東
京
第

一

教
会〕

の
招
聘
に
関
す
る
相
談
の
た
め
上
京
し
た
も
の
で
あ
る。
（
曲
4

心
4
0,

T
l
4
5
6
)

宮
川
経
輝
が
来
訪、

将
来
の
運
動、

こ
と
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
上
に
同
志
社
を
イ
ン
。
フ
ル
ー
プ
す
る
の
話
等
を
す
る。

夕
方、

小
崎
弘
道
が
来
訪、

同
志
社
の
計
画
お
よ
び
伝
道
会
社
の
改
革
に
つ

ぎ
相
談、



十
一
月
十
九
日

十
一
月
二
十
日

十
一
月
二
十
一
日

十
一

月
二
十
二
日

が
来
訪
す
る
。
（

怜
5

:
 477)
 

T
he
 B
o
ar
d
 of
 F
orei
g
n
 
Missi
o
n
 of
 t
he
 Pres
b
yteri
a
n
 C
h
urc
h
 in
 t
he
 U.
 S.
 
A.

の
ダ
レ
ス

wr•
D
u
ll
es

よ
り、

こ
の
日
付
で、

六
十
ド
ル
の
寄
付
を
伝
え
て
く
る。
(
T2744)

十
九
日
に
帰
京
し
た
井
上
馨
に
手
紙
を
出
し、

さ
っ
そ
く
挨
拶
に
行
く
べ

き
と
こ
ろ
だ
が、

二
、

三
日
前
よ
り
風
邪
気

味
で
あ
り、

行
け
な
い
。

近
日、

ま
た、

こ
の
頃、

井
上
馨
よ
り
佐
藤
群
馬
県
知
事
宛
の
紹
介
状
を
届
け
ら
れ
る。
（
怜4

贔72,

長
野
の
信
淡
銀
行
頭
取
・

小
坂
善
之
助
が
茂
林
館
主
人
の
紹
介
に
よ
り
来
訪
す
る
。

ま
た
福
井
県
第
二
部
長
•

本
部
泰

新
井
奄
に
発
信、

風
邪
の
た
め
上
州
行
ぎ
が
遅
れ
て
い
た
が、

気
分
も
良
く
な
っ
た
の
で
三、

四
日
の
う
ち
に
出
発
す

る、

と
知
ら
せ
る。
（
怜4
"
243)

M
.

R
・
ゲ
イ
ソ
ズ
と
H・

ル
ー
ミ
ス
が
来
訪、

氷
上
の
霜
と
称
す
る
白
菊
二
株、

黄
菊
一

株
を
買
い
求
め、

白
黄
各

協
力
を
依
頼
す
る。
（

怜
5

:
 477)
 

南
鍛
冶
町
四
番
地
の
茂
林
館
（
林
又
右
衛
門
方）

に
宿
を
移
す。

下
の
八
畳
と
六
畳
を
借
る。
（

ゆ
5

羞97)

「
茂
林
館
二

転
シ
タ
ル
ハ

他
ノ
義
ニ
ア
ラ
ス
、

部
屋
ノ
中
ニ
ス
ト
ヴ
ヲ
置
ク
ト
置
カ
サ
ル
ト
ノ
問
題
ニ
ョ
リ
成
瀬
ヲ
去

広
津
友
信
へ
の
手
紙
の
中
に
「
題
富
士
越
之
竜」

蛇
娼
世
評
不
介
意

忍
蝠
大
沢
幾
千
年

の
漢
詩
を
書
く。

君
見
一

旦
風
雲
裏

飛
上
芙
蓉
峰
上
天

朝、

佐
野
利
八
を
横
浜
浜
町
の
自
宅
に
訪
い
、

寄
付
を
求
め
る
。

ま
た
島
田
三
郎
を
精
養
軒
に
招
い
て
横
浜
で
の
募
金

上
州
に
行
く
の
で
帰
京
の
後
伺
い
た
い
、

リ
茂
林
館
二

移
転
セ
シ
ナ
リ」
（

曲4

忍
9
3
)

る。
（
吟4

筵41)

と
述
べ
る。
（
怜4
:
242)
 

J
 23
:
97)
 

（
怜4

贔41)
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1889年

十一
月
二
十
三
日

十
一
月
二
十
五
日

容
態
を
聞
く。
（
怜4

贔48,

�
5

羞98)

両
者
併
行
国
家
万
歳」

の
語
が
あ
る。
（
曲4

忍45)

松
方
正
義
に
面
会、

横
浜
方
面
の
募
金
に
つ
い
て
新
島
の
腹
案
を
説
明、

協
力
を
求
め、

承
諾
を
得
る。

河
島
醇
を
訪

朝、
「
客
之
待
合
所」
〔

宿
の
？

松
方
の
？
〕

に
お
い
て
安
場
福
岡
県
知
事
に
会
い、

原
善
三
郎
・

朝
田
又
七
•
平
沼

風
邪
が
治
ら
ず
小
川
医
師
の
来
診
を
求
め
る。
（
曲
5

羞97,

478)
 

横
田
安
止
に
発
信、

近
況
を
述
べ
る。

こ
の
書
中
に
「
政
事
上
之
実
況
ハ
実
二
実
着
ナ
ル
真
面
目
ナ
ル
男
児
ノ
乏
シ
キ

ヲ
覚
へ
益
良
心
之
全
身
二
充
満
ジ
タ
ル
丈
夫
ノ
起
リ
来
ラ
ン
事
ヲ
望
テ
止
マ
サ
ル
ナ
リ」

由
教
育
自
治
教
会

朝、

河
島
醇
を
訪
い、

京
浜
間
の
資
産
家
の
名
簿
を
示
し
て、

と
く
に
横
浜
方
面
の
募
金
に
つ
含
松
方
大
臣
の
力
を
借

り、

至
急
に
着
手
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る。

そ
の
後、

霞
ヶ
関
〔

外
務
省〕

に
行
き、

執
事
に
面
会
し
て
大
隈
外
相
の

専
造
ら
横
浜
の
有
力
者
に
も
会
う。
（
怜4

這44,

:@:5
羞98)

問
す
る。
（
曲4"
244,

�
5
 :
 478)
 

日
本
伝
道
上
に
関
す
る
憤
慨
等
に
つ
い
て
述
べ
る。
(
rl461)

一

株
を
ゲ
イ
ソ
ズ
に、

白
一

株
を
ハ
リ
ス
ヘ
の
贈
り
物
と
し
て
ゲ
イ
ソ
ズ
に
託
す。
（
怜
5
"
3
9
7
)

T
he
 h
o
me
 in
 w
hic
h
 
Neesi
ma
 
was
 sta
yi
n
g
 was
 Ja
pa
nese,
 a
n
d
 he
 
was
 dresse
d
 
for
 co
mf
ort
 in
 

Japa
nese
 ro
bes.
 
T
he
 s
ki
n
 o
ver
 his
 hi
g
h
 c
hee
k
 bo
nes
 was
 ta
utl
y
 dra
w
n
 a
n
d
 his
 e
yes
 were
 too
 

bri
g
ht
 e
ve
n
 as
 he
 s
mile
d
 in
 
we
lco
me.
 

「
小
生
畢
生
之
目
的
ハ
、

自

His
 ha
n
d
cl
as
p,
 t
he
 l
o
n
g
 l
oo
k
 i
nto
 F
at
her'
s
 
face,
 t
he

'̂
Goo
db
y"

ー

t
hese
I
 re
me
mber.
 (
E
 21
 :24)
 

奈
須
義
質
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

熊
本
地
方
の
伝
道
も
よ
う
や
く
好
況
を
呈
し
つ
つ
あ
る。

自
分
の
将
来
の
こ
と、
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十
一
月
二
十
七
日

十
一
月
二
十
六
日

い
て
協
議
す
る
。
（
怜4
:
 249,
 
:fr!:5

羞98,

478)
 

J
•

N
・
ハ
リ
ス
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

下
村
孝
太
郎
の

松
方
蔵
相
に
書
簡
を
送
り、

京
浜
の
有
力
者
名
を
列
記
し
た
一

究
表
を
添
え
て、

重
ね
て
募
金
協
力
を
依
頼、

0

0

0

ヨ
リ
募
集
候
分
漸
ク
六
万
ョ
円
二

相
達
候
付
尚
四
万
円
ヲ
募
リ
セ
メ
テ
ハ

拾
万
円
二
達
〔
セ
〕

シ
メ
度
…
…
左
ス
レ
ハ

米
国
人
ョ
リ
寄
送
相
成
候
十
万
弗
ヲ
合
セ
ニ
十一
二
万
ョ
円
之
金
額
二

相
達
可
申
候
間
来
明
治
二
十
三
年
ニ
ハ

国
会
開
設

祝
賀
之
為
先
大
学
之
手
初
メ
丈
ハ

出
来
候
事
卜
奉
存
候」

と
記
す。
（
怜4

迄47,

�5
:
478)
 

徳
富
・

人
見
ら
に
見
送
ら
れ
て
東
京
を
出
発、

前
橋
に

向
か
う
（
永
岡
喜
八
•

福
田
和
五
郎
同
伴）。

午
後
四
時
ご
ろ

到
着、

関
農
夫
雄
方
に
泊
ま
る
。
（
曲4

贔46,

249,
 
�
5

羞98)

そ
の
サ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
こ
と
を
記
す。
(
r2747)

Re
g
ul
ar
 pro
fess
or
 of
 c
he
mistr
y

任
命
を
承
認、

佐
藤
与
三
群
馬
県
知
事、

曽
我
部
道
夫
同
県
第
二
部
長
に
面
会、

井
上
馨
•

青
木
周
蔵
の
紹
介
状
を
渡
し、

大
学
の
計

画
お
よ
び
募
金
に
つ
き
協
力
を
依
頼
す
る
。

ま
た
午
後、

前
橋
を
訪
れ
た
島
田
三
郎
に
面
会、

横
浜
方
面
の
募
金
に
つ

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

佐
藤
知
事
•

島
田一―一
郎
に
会
っ
た
こ
と
を
記
し、

横
浜
方
面
の
募
金
に
関
し
島
田
の
意
見
も
紹

介
し
て
相
談、

ま
た
川
田
日
銀
総
裁
に
も
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
る。
（
怜4

誌50)

大
久
保
真
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
合
併
問
題
の
混
乱
に
対
応
す
る
に
は
伝
道
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
肝
要
だ。

埼
玉
・

群
馬
地
方
の
伝
道
を
活
発
に
す
る
こ
と。

広
く
伝
道
師
を
求
め
る
た
め
同
志
社
の
試
験
を
地
方
で
実
施
し
て
は

如
何。

合
併
推
進
派
を
窮
地
に
追
い
込
ま
な
い
よ
う
に
す
べ

き
だ、

と
提
言
し
て
く
る。
(
""fl
4
63)

曽
我
部
第
二
部
長
に
会
い
、

第
一

部
長
・

収
税
長
・

警
部
長
ら
庁
内
幹
部
お
よ
び
八
木
始
郡
長
を
紹
介
さ
れ
る
。

夕
方、

佐
藤
知
事
・

曽
我
部
部
長
の
斡
旋
に
よ
り
第
三
十
九
銀
行
の
安
井
醇
一
、

第
三
十
三
銀
行
の
笹
尾
精
憲、

松
本
真
三
町

「
内
国
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1889年

十
一

月
二
十
八
日

る
よ
う
に
依
頼
す
る
。
（
怜4
"
25
2)

キ
有
之
度
候
也」
（
怜4
"
251)

長
ら
前
橋
の
有
力
者
を
倶
楽
部
に
招
い
て
小
集
会
を
開
ぎ、

大
学
募
金
を
訴
え
る。
（
怜4

心5
2,

3t5
"
3
98,
 47
8)
 

中
山
光
五
郎
に
発
信、

結
婚
の
祝
辞
を
述
べ

る
と
共
に
近
況
を
問
う。

「
此
地
之
如
キ
ハ

実
二

動
サ
ル
山
之
如
き
地
カ

モ
知
レ
不
申
候
得
共、

信
ア
ラ
バ

山
ヲ
モ
動
カ
ス
ト
申
ス
事
モ
主
之
教
へ

賜
フ
事
ナ
レ
ハ
、

何
卒
将
来
ヲ
望
ミ
御
働
ラ

第
三
十
九
銀
行
の
安
井
醇
一
、

第
三
十
三
銀
行
の
笹
尾
精
憲
を
訪
問、

午
後
二
時
よ
り
松
本
真
三
前
橋
町
長
の
斡
旋
に

よ
り
臨
江
閣
に
お
い
て
町
役
人
六
十
人
に
演
説
を
す
る
。
（
ゆ5

羞99,

480)
 

ま
た
東
京
の
徳
富
に
昨
夜
の
集
会
の
こ
と
を
伝
え
る
と
共
に、

横
浜
の
募
金
状
況
に
つ

き
「
身
ハ

上
毛
二

あ
る
も
只
心

に
か
か
る
ハ

横
浜
之
戦
場
な
り」

と
焦
慮
の
念
を
示
し、

明
日
中
に
前
橋
を
片
付
け、

そ
の
後、

高
崎
に
行
き、

来
月

三
日
頃
に
は
帰
京
し
て
横
浜
募
金
に
取
り
か
か
り
た
い
と
述
べ
る
。

ま
た、

島
田
三
郎
に
松
方
蔵
相
の
添
書
を
入
手
す

夜、

前
橋
在
住
の
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
宣
教
師
で
共
愛
女
学
校
教
師
の
ミ
ス
・
ツ
ェ
ッ
ド

Miss

M
ar
y
 H.
 S
he
d
 

の
夕
食
に
招
待
さ
れ
る
。

寒
い
部
屋
で
過
ご

し
た
た
め、

宿
所
の
関
農
夫
雄
方
に
帰
っ

て
か
ら
腹
痛
を
発
す。

後
藤

〔
源
九
郎〕

医
院
に
永
岡
書
記
を
走
ら
せ
る
が、

説
明
不
十
分
の
た
め
薬
の

み
持
ち

帰
る
。
（
怜
4

廷58,

264,
 
�5
:

3
99,
 480)
 

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

日
住
友
吉
左
衛
門
よ
り、

大
学
寄
付
金
三
千
円
の
う
ち、

第
二
回
目
と
し
て
金
一

千
円
を
第

一

銀
行
に
振
り
込
ん
だ
旨
を
通
知
し
て
く
る
。
(
r31so)

け
『
天
道
糊
源
』

の
著
者
w
.

A
.

P
・
マ
ー
チ
ン
よ
り、

明
治
十
二
年
頃
京
都
を
訪
問
し
た
際
に、

新
島
に
案
内
さ

れ
て
見
物
し
た
こ
と、

同
志
社
を
も
見
学
し
て
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
に
ふ
れ
る
。
(
T2749)
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十
二
月
六
日

十
二
月
八
日

十
一

月
二
十
九
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
一

日

十
二
月
二
日

十
二
月
四
日

十
二
月
五
日

広
瀬
源
三
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

第
三
回
大
学
募
金
の
期
日
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
く
る
。
(
r1
475)

在
ベ
ル
リ
ソ
の
伊
勢
時
雄
よ
り
こ
の
日
付
で
、

本
年
中
ベ
ル
リ
ソ
に
い
て、

二
十
三
年
一

月
二
十
日
イ
ク
リ
ア
を
出
航、

三
月
初
旬
帰
国
予
定
と
伝
え
て
く
る
。
(
T1
477)

こ
の
頃
よ
り、

や
や
食
欲
が
起
こ
り、

便
通
も
良
く
な
る
。
（
怜
4

筵58)

八
重
夫
人
に
鼈
報
を
打
ち、

更
に
病
気
の
詳
報
を
送
る
。

新
島
が
病
気
の
た
め
中
止
と
な
る
。
（
ゆ5
:
400,
 480)
 

る
。
（
ゆ5

羞99,

480)
 

「
一

日
ト
ッ
テ
痛
ミ
ノ
ナ
キ
日
ハ
ア
ラ
ス

徳
富
猪
一

郎
は
大
学
募
金
に
関
し、

こ
の
朝、

河
島
醇
を
訪
れ、

松
方
正
義
に
も
協
力
を
願
う
よ
う
重
ね
て
依
頼
す
る
。

(
T1
469)
 

明
け
方
に
な
っ
て
も
腹
痛
治
ら
ず、

早
朝、

再
び
永
岡
喜
八
を
後
藤
医
師
宅
に
行
か
せ
往
診
を
求
め
る
。

手
当
て
の
結

果、

痛
み
は
治
ま
る
が、

胃
腸
カ
タ
ル
と
な
り
苦
し
む。

寒
さ
の
た
め
回
復
が
遅
れ
る
。
（
ゆ
4

誌5
8)

こ
の
日
よ
り
十
二
月
十
三
日
ま
で
、

又
夜
毎
二
、
――一
時
頃
ス
ト
〔
ー
プ
〕

ノ
火
ノ
キ
ュ
ル
比
ニ
ハ

必
ラ
ス
痛
ミ
ヲ
起
シ
更
二

回
復
ノ
見
込」

な
し
。

ま
た、

こ
の
間、

不
破
ゆ
う
の
看
護
を
受
け

島
田一―一
郎
が
民
友
社
を
訪
れ、

徳
富
と
横
浜
方
面
の
募
金
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
(
Tl
472)

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
、

佐
野
地
方
伝
道
の
近
況
を
報
告
し
て
く
る
。
(
""fl
4
71)

徳
富
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

松
方
に
面
会
し
た
こ
と、

松
方
は
大
学
募
金
を
熱
心
に
支
援
し
て
く
れ
る
模
様
で
あ
る

と
伝
え
る
。
(
T1
472)

新
井
奄
の
斡
旋
に
よ
り、

こ
の
日
お
よ
び
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
間
々
、

桐
生
に
お
け
る
大
学
募
金
の
集
会
は、

「
こ
の

問
よ
り
少
し
病
気
だ、

も
は
や
大
分
よ
ろ
し、

近
々
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1889年

十
二
月
九
日

十
二
月
十
日

十
二
月
十
一
日

260)
 

こ
の
日、

徳
富
に
前
後
二
回
に
わ
た
り
発
信
す
る
。

（
怜4
:
 257)
 

（
ゆ4

東
京
へ
帰
る
か
ら
案
じ
る
な」
「
不
破
ノ
奥
様
日
々
看
病
二

徊
越
し
被
下、

食
物
一

切
之
徊
世
話
致
し
被
下
候•
…,．」

日
前
橋
に
来
て
間
も
な
く
病
気
に
か
か
り、

前
橋
・

高
崎
で
の
募
金
が
俄
に
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
一

方、

横
浜
の
状

況
も
気
に
か
か
る
の
で、

上
州
の
募
金
は
湯
浅
治
郎
に
託
し
て、

早
々
に
帰
京
し
た
い

と
書
く。
「
小
生
モ
当
時
無

益
二

床
中
二

伏
シ
オ
ル
ハ

実
ニ
―

日
千
秋
ノ
思
ナ
キ
能
ハ
ス
機
二

乗
ツ
進
マ
ソ
ト
欲
シ
テ
進
ム
能
ハ
ス
又
退
ク
事
モ

ナ
ラ
ス
床
中
病
魔
ノ
一

囚
人
卜
相
成
候」
「
上
毛
二

於
而
テ
ハ

今
回
ハ

先
ッ
敗
軍
之
将
ナ
リ
」
（
怜4
"
25
9)

⇔
「
寒
気
之
恐
レ
モ
有
之
帰
京
ハ

得
策
カ
ト
存
候
得
共
松
方
大
臣
之
横
浜
商
人
中
二

談
判
ヲ
開
カ
レ
サ
ル
ナ
レ
〈

小
生

も
ア
ナ
カ
チ
帰
京
を
急
く
に
及
ハ

さ
る
哉
と
も
存
し
候」

と
述
べ
、

横
浜
の
運
動
に
つ

ぎ
報
告
を
求
め
る
。

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

十
一

月
二
十
五
日
付
で
送
っ
た
手
紙
の
返
事
が
な
い
の
で
心
配
し
て
い
る、

と
記

す。
(
T
l

478̀

T
l

479)

新
井
憂
に
発
信、

東
京
に
い
つ
出
る
か
を
尋
ね
た
う
え、

自
分
の
こ
と
に
ふ
れ、
「
此
度
は
敗
軍
之
将
と
申
て
可
然
か、

一

首
を
付
す。

小
生
之
心
事
御
憫
察
被
下
度
候」

と
述
べ
、

0

0

 

斃
る
れ
ど
其
の
こ
4
〔
ろ
〕

根
の
枯
れ
さ
れ
は
ま
た
来
る
春
に
花
そ
咲
ら
む

「
兎
二

角
小
生
ハ

死
二

至
る
迄
も
必
す
為
す
の
決
心
に
有
之
候·
:·
:」
（
怜4

筵
6
1
)

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

日
宮
川
経
輝
よ
り、

泰
西
学
館
へ
の
経
済
援
助
を
依
頼
し
て
く
る
。
(
rl482)

⇔
大
久
保
真
次
郎
よ
り、

山
を
買
収
し
て
木
炭
の
製
造
販
売
を
す
る
こ
と
に
よ
り、

秩
父
地
方
の
人
々
に
生
業
を
与
え
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十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

る
と
同
時
に、

伝
道
・

教
育
費
を
捻
出
す
る
案
に
意
見
を
求
め
て
く
る。
(
r1483)

先
月―
―
十
八
日
発
病
以
来、

回
復
が
遅
れ、

募
金
運
動
の
見
込
み
も
立
た
な
い
の
で、
「
断
然
卜
意
ヲ
決
シ
テ
東
京
ニ

帰
ル
事
二
定
メ
」

る
が、

こ
の
日
雨
の
た
め、

前
橋
出
発
を
一

日
延
ば
す。
（
怜4:
 264,
 
�5
 :480)

 

中
山
光
五
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

佐
野
の
篤
信
者
兄
弟
に
つ
い
て、

記
す。
(
rl484)

お
よ
び
新
島
か
ら
送
ら
れ
た
五
円
に
つ
い
て

上
毛
青
年
会
中
基
督
信
徒
の
諸
君
に
宛
て
次
の
語
を
贈
る。

こ

れ
は
翌
二
十
三
年
一

月
十
八
日
発
行
の
『
上
毛
之
青

年』

第
十一
二
号
に
「
新
島
襄
氏
の
書
翰」

社
会
矯
風
之
元
気
基
於
信
基
督

の
ク
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
た。

天
気
快
晴、

寒
気
も
緩
ん
だ
の
で、

午
後
十
一

時
五
十
分
の
列
車
に
乗
り、

少
し
も
寒
し
と
は
思
ひ
申
さ
す、

又
腹
部
之
痛
み
も
更
に
な
く」

東
京
に
帰
る。

新
島
公
義
宛
の
手
紙
の
中
で
「
奈
翁

モ
ス
コ
ー
敗
軍
之
如
ク
志
を
得
す
し
て
空
し
く
帰
京」

と
書
く。

「
道
中
湯
タ
ン
ポ
の
用
意
致
し
候
得
共、

午
後
三
時、

上
野
に
到
着、
〔
た
ぶ
ん
徳
富
の
手
配
に
よ
っ
て
〕

ス
ト
ー
プ
の
入
っ
た
茂
林
館
に
入
る。

夜、

高
橋
少

太
郎
医
師
の
手
当
て
を
受
け、

病
状
も
落
ち
着
く。
（
怜4
"
264̀

266,

�5
"
480)

 

＊

前
橋
発
の
時
刻
に
つ
い
て
「
午
後
十
一
時
五
十
分」

と
な
っ
て
い
る
が、
（
ゆ4
"
263)
で
は
十
四
日
付
で
「
本
日
無
理
ニ
モ

該
地
ヲ
発
し
午
後
三
時
過
着
京」

と
あ
り、
「
午
前」
の
誤
り
か
も
知
れ
な
い。こ
の
頃、

前
橋
・
東
京
間
は
汽
車
で
三
時
間
余
で

あ
っ
た。
（
ゆ5
"
355,

374)

参
照。

八
重
夫
人
・

新
島
公
義
は
じ
め
各
地
へ
手
紙
を
書
く。

徳
富
も
来
訪
す
る。
（
ゆ4

心66,

273)
 

八
重
夫
人
に
発
信、

病
気
と
東
京
に
帰
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
う
え
「
御
母
様
の
方
ニ
ハ
…
…
御
部
屋
を
成
丈
暖
か
ニ

為
し、

又
食
物
も
甘
キ
ャ
ワ
ラ
か
キ
魚
類
を
御
さ
し
上
…
…」
「
書
生
か
遊
ひ
に
参
り
候
は
ゞ
何
卒
丁
寧
二
御
取
扱
被

人
心
改
良
之
精
神
生
於
愛
基
督
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1889年

十
二

月
十
六
日

十
二

月
十
五
日

で
あ
る、

と
通
知
す
る
。
（
怜
4

筵
7
3
)

一

致
教
会
か
ら
の
伝
道
に
対
し

ま
た

下
；
．

．

．

．

 

彼
等
ハ

実
二

大
切
之
人
物
二

候
間
大
切
二

取
扱
申
度
候」

等
の
心
配
り
を
見
せ
る
。
（
怜
4

"

2
6
6
)

新
島
公
義
に
宛
て
「
組
合、

一

致
両
会
之
合
併
ハ

多
分
水
泡
二

属
ス
ヘ
キ
ト
セ
ハ
、

将
来
必
ラ
ス
一

致
会
ニ
ハ

非
常
ノ

勢
カ
ヲ
コ
メ
我
党
卜
競
争
セ
ラ
ル
ベ

キ
ハ

必
然
ノ
事
ニ
テ
…
…」

「
去
レ
ハ

関
東
ニ
ハ

上
州、

野
州
又
信
州
二

切
リ
込

ミ
、

越
後
ヲ
固
ム
ル
ハ

生
ノ
多
年
経
綸
中
ニ
ア
ル
所
ナ
レ
ハ

…
…」

と
記
し
て、

新
潟
伝
道
へ

向
か
う
意
志
を
聞
く。

「
貴
君
細
君
の
事
は
大
失
望
の
至
甚
御
気
の
毒
に
存
候」

と
慰
め
る
。
（
ゆ4

忍64)

長
岡
の
時
岡
恵
吉
に
発
信、

「
只
々
忠
実
二

吾
人
ノ
為
ス
可
キ
処
ヲ
為
シ
受
持
チ
ノ

所

へ
ハ

充
分
手
ヲ
尽
シ
、

手
ノ
出
ツ
得
ヘ
キ
所
ニ
モ
充
分
手
ヲ
出
シ
我
自
由
自
治
主
義
ヲ
拡
張
仕
度
…
…
他
人
ノ
為
ス
事

ニ
ハ

余
リ
防
御
然
ク
ル
事
ハ

為
サ
ス
、

来
ル
モ
ノ
ハ

拒
マ
ス
ニ

為
シ
置
キ
…
…」

と
心
構
え
を
述
べ
る
。
（
怜
4
:
268)
 

徳
富
猪
一

郎
よ
り
大
磯
で
し
ば
ら
く
休
養
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
。
（
曲
5

"

4
0
0
)

八
重
夫
人
に
発
信、

京
浜
地
方
の
募
金
は
松
方
蔵
相
に
依
頼
し
て
い
る
が、

年
内
に
は
決
着
し
な
い
か
も
知
れ
ず
「
御

母
様
二

も
御
病
気
又
々
お
前
様
二

も
如
此
永
々
御
留
守
を
為
致
候
は
実
二

御
気
之
毒
千
万
二

候
得
共、

只
今
私
力
京
都

ニ

帰
り
折
角
東
京
二

於
而
準
備
致
し
大
骨
折
之
仕
事
も
又
々
立
チ
ギ
ヘ
ニ

相
成
可
申
候
間、

此
度
は
是
非
共
何
事
を
措

い
て
も
関
東
二

止
ま
り、

殊
二
よ
り
候
は
4
越
年
候
而
も
仕
方
無
之、

気
候
の
暖
か
な
る
大
磯
二

養
生」

す
る
つ
も
り

井
上
磐
に
書
簡
を
送
り、

上
州
で
の
募
金
が
病
気
の
た
め
失
敗
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
共
に、

来
春
再
挙
を
計
る
こ

と
を
記
し、
「
小
生
も
一

回
思
立
候
事
ハ

飽
迄
も
貫
徹
可
仕
覚
悟
二

罷
在
候」

と
決
意
を
披
雅
す
る
。
（
曲
4

筵72)

新
潟
の
広
津
友
信
に
発
信、
「
伝
道
者
雇
入
ノ
為
ニ
ハ
モ
ニ
ー
ナ
ク
テ
ハ

ナ
ラ
ズ
新
潟
之
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
先
生
方
ニ

ハ

新
潟
県
下
一

円
二

伝
道
拡
張
之
見
込
ハ
ナ
キ
ヵ
否
…
…
兎
角
独
立
自
治
ヲ
論
シ
モ
ニ
ー
ヲ
出
サ
ヌ
事
ヲ
手
柄
ト
ナ
シ
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十
二
月
十
七
日

十
二
月
十
九
日

十
二
月
二
十
日

十
二
月
十
八
日

小
心
少
発
揚

こ
の
頃、

五、

六
丁
散
歩
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
（
怜4

誌76)

4
8
0
)
 

＊

十
二
月
十
六
日
依
頼、

同
十
九
日
刊
行。

社
告
と
し
て
そ
の
領
収
金
額
を
公
表
す
る
。
(
D
1
 :
 
2
2
2
)
 

金
森
通
倫
に
大
磯
で
の
療
養
を
通
知
す
る
。
（
怜
5
:
 4
0
0
)
 

候」

と
述
べ
る
。
（
ゆ
4

心
7
1
)

（
怜
5

少
シ
モ
拡
張
之
事
二

着
目
セ
ス
実
二

無
神
経
無
経
綸
〔
ノ
〕

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ソ
事
卜
窃
二

痛
歎
…
…
全
県
下
一

円
拡

張
之
為
二

惜
シ
マ
ス
モ
ニ
ー
ヲ
散
ス
ル
覚
悟
ア
ル
ヘ

キ
旨
小
生
ョ
リ
呉
々
彼
先
生
方
へ

御
勧
申
候
卜
御
伝
言
被
下
度

大
阪
朝
日
新
聞
取
り
扱
い
の
第
二
回
募
集
義
捐
金
（
金
百
三
十
九
円
八
十
銭、

十
一

月
三
十
日
締
切
）

を
受
け
取
り、

松
方
正
義
・

河
島
醇
の
両
氏
に
手
紙
を
書
ぎ、

大
学
の
こ
と
を
頼
む。
（
怜
5

:
 
4
0
1,
 

4
8
0
)
 

河
島
醇、

茂
林
館
に
来
訪、

横
浜
方
面
の
募
金
に
つ
い
て
語
る
。

ま
た
彼
よ
り
横
浜
警
部
長
を
紹
介
さ
れ
る
。

秩
父
よ
り
大
久
保
真
次
郎
が
松
本
女
史
・

新
井
登一＿一
郎
を
連
れ
て
来
る
。
（
怜
5

:
 
4
0
1
)
 

こ
の
朝、

吉
田
賢
輔
が
来
訪
す
る
。

更
に
こ
の
日
彼
に
手
紙
を
送
り、

次
の
漢
詩
を
送
り、

斧
正
を
乞
う。
（
怜
4

筵76)

看
山
高
統
々

観
海
濶
洋
々

味
得
造
化
妙

関
製
夫
雄
・

杉
山
重
義
が
来
訪
す
る
。

不
破
唯
次
郎
・

安
井
醇
一
・

曽
我
部
道
夫
・

八
木
始
に
発
信
〔
か
〕。

ま
た
広
津

友
信
に
一

書
を
送
り、

新
潟
伝
道
と
広
津
の
去
就
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
（
曲
5
:
 4
1

0
)
 

こ
の
頃、

次
の
漠
詩
を
賦
す
と
共
に、

伝
道
の
た
め
栃
木
・

長
野
方
面
の
事
情
を
調
べ
る
。
（
曲
4

忍75,

:c@:5
 :
 4
0
1
)

「
有
咸‘
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1889年

十
二
月
二
十
一
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
三
日

併
に
つ
い
て
の
意
見
を
伝
え
て
く
る
。
(
T1
491)

ー65
 

⇔
十
二
寮
建
築
費
千
五
百
ド
ル
に
つ

ぎ
外
国
よ

よ
り
長
文
の
手
紙
が
多
く
な
る
。
（
曲4
"
27
0)

枚
贈
る
。
（
怜1
0

羞
61,

C
3

羞
26)

福
島
県
下
の
伝
道
に
つ
い
て
抱
負
を
述
べ
る
。
（
怜4
:
 284)
 

行
く
こ
と
を
決
め
る
。
（
怜
5
:
 481)
 

徒
仮
公
事
退
私
慾

杭
慨
誰
先
天
下
憂

廟
議
未
定
国
歩
退

英
雄
不
起
奈
神
州」
（
怜
5
"

4
0
4
)

「
廿
二
年
之
秋、

予
到
上
州
前
橋、

欲
募
大
学
之
資
金、

日
未
幾
余
発
病、

以
故
不
果
志
空
帰
東
京

秋
風
蓋
颯
渡
刀
川

声
々
鳴
到
赤
峰
辺」
（
怜
5
り

4
0
5
)

欲
去
尚
看
両
野
天

新
雁
不
知
孤
客
意

河
島
醇
に
松
方
蔵
相
の
年
内
の
予
定
を
尋
ね
た
結
果、

横
浜
の
募
金
が
進
ま
な
い
こ
と
を
知
り、

養
生
の
た
め
大
磯
に

新
島
公
義
よ
り
新
潟
伝
道
を
承
知
す
る
手
紙
を
受
け
取
り、

こ
の
日
返
事
を
送
る
。

新
潟
地
方
の
状
況
を
説
明
す
る
と

共
に、

二
十
六、

七
日
に
大
磯
の
百
足
屋
へ

行
く
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
曲4
:
 277,
 279,
 
3t5
 :
 4
11
)
 

網
島
佳
吉
来
訪、

福
島
の
白
石
村
治
が
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き、

こ
の
日
さ
っ
そ
く
見
舞
状
を
送
り、

あ
わ
せ
て

松
田
順
平
来
訪、

伊
勢
時
雄
が
帰
国
の
の
ち
郡
山
・

福
島
伝
道
に
あ
た
る
よ
う
勧
め
る
。
（
怜4

心87,

�
5
:
 406)
 

佐
々
城
豊
寿、

鍛
冶
町
の
茂
林
館
に
来
訪
す
る
。

新
島
は
婦
人
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る。

写
真
を
一

不
破
・

杉
田
・

杉
山
（
連
名）

に
一

害
を
送
り、

長
野
伝
道
は
上
州
部
会
で
行
う
こ
と
と
し、

新
島
公
義
を
伝
道
師
と

し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
つ

き
了
承
を
求
め
る
。

更
に
群
馬
・

栃
木
伝
道
に
つ
い
て
事
細
か
な
指
示
を
与
え
る。

こ
の
頃

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
渥
教
会
の
規
約
が
定
ま
り、

新
た
な
活
動
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と、

教
会
合

金
森
通
倫
宅
で
常
議
員
会
を
開
く。

日
原
田
助
を
神
学
教
授
に
招
く



十
二
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
四
日

十
二
月
二
十
五
日

J
.

N
・
ハ
リ
ス
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

後
任
人
事
に
つ
い
て
依
頼
す
る
。
(
T1
496)

り
寄
付
を
求
め
る

ハ
リ
ス
理
化
学
館
Sci
e
n
ce

Ha
ll
 

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

金
森
通
倫
が
た
ぶ
ん
今
日
着
京
す
る
と
思
う
の
で、

来
る
二
十
六
日
午
後
四
時
よ
り
宿
所
に
お

い
て
在
京
社
員
会
を
開
き
た
い
。

そ
れ
に
つ

き
相
談
し
た
い
の
で
今
日
か
明
日
の
午
後、

来
訪
す
る
よ
う
に
求
め
る
。

会
津
若
松
の
東
正
義
に
病
気
見
舞
い
を
兼
ね
て
発
信、

同
地
出
身
で
東
京
在
住
の
松
田
順
平
を
郡
山
に
招
き、

福
島
の

白
石
と
も
協
力
し
て
福
島
県
下
の
伝
道
に
あ
た
る
よ
う
勧
め
る
。
（
ゆ4
"
287)

金
森
通
倫
・

下
村
孝
太
郎
が
上
京
し、

来
訪
す
る
。
（
ゆ5
:
 406)
 

の
礎
石
が
置
か
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
。

新
潟
に
伝
道
中
の
広
津
友
信
•

原
忠
美
に
ジ
ョ
ソ
・

プ
ラ
イ
ト
の
ス
ピ
ー
チ
ニ
冊
を
ク
リ
ス
マ
ス
・

プ
レ
ゼ
ソ
ト
と
し

佐
々
城
豊
寿
・

潮
田
千
勢
が
来
訪
す
る
。
（
怜
10

羞62,
C
3

羞29,
C
4
:
 140)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

長
野
伝
道
お
よ
び
桐
生
視
察
の
こ
と、

妻
の
病
気、

二
十
八
日
ご
ろ
伊
勢
老
人

を
見
舞
う
予
定
な
の
で、

そ
れ
ま
で
在
京
な
ら
ば
会
い
た
い
と
言
っ
て
く
る
。
(
r1
494)

不
破
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

桐
生
の
こ
と
は
面
談
の
う
え
報
告
し
た
い
。
(
�1
495)

広
津
友
信
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

教
会
員
は
自
分
が
按
手
礼
を
受
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が、

な
お
迷
っ
て
い
る
。

(
r215
2)
 

て
贈
る
。
（
怜4
"
297)

河
波
荒
次
郎
に
発
信。
（
怜
5

:

 4
11)
 

（
吟4
:
289)
 

同
二
十
四
年
度
よ
り
理
財
学
科
を
設
け
る
。
(
D
1
:
1
268)
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1889年

十
二
月
二
十
七
日

十
二
月
三
十
日

十
二
月
二
十
八
日

午
前
十
時
よ
り
茂
林
館
に
お
い
て
在
京
社
員
会
を
開
く。

出
席
は
新
島
の
ほ
か
小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎
・

金
森
通
倫
·

徳
富
猪
一

郎
の
五
名。

正
午、

東
京
を
出
発
し
て
大
磯
の
百
足
屋
に
入
る
。

離
れ
家
で
煙
草
の
臭
い
も
せ
ず、

温
暖
静

初
め
て
大
磯
の
宿
に
浪
の
声
を
き
き
て

＊
（
ゆ5
:
406)

で
は
社
員
会
を
二
十
六
日
午
前
に
開
く、

と
あ
る。

不
破
よ
り
こ
の
日
付
で、

桐
生
伝
道
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し
て
く
る
。
(
r1
49S)

こ
の
頃、

熊
本
の
田
中
賢
道
が
上
京、

九
州
方
面
の
大
学
募
金
に
つ
い
て
の
相
談
が
ま
と
ま
る
。
（
怜4

贔92)

小
野
英
二
郎
が
柳
河
に
帰
郷
し
た
こ
と
に
つ

き、

同
地
の
森
信
夫
に
手
紙
を
送
り、

も
し
小
野
が
身
の
振
り
方
に
つ

き

相
談
に
行
っ
た
な
ら
ば
、

同
志
社
の
教
授
に
招
聘
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で、

今
二
、

三
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
理

広
津
友
信
に
一

書
を
送
り、

新
涅
県
の
地
図
を
送
ら
れ
た
こ
と
に
つ

き
礼
を
述
べ
た
う
え、

洋
行
を
望
む
広
津
と
牧
師

と
し
て
留
ま
る
こ
と
を
求
め
る
教
会
の
間
で
取
り
扱
い
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
記
す。

更
に
新
潟
の
伝
道
策
を
詳
細

に
記
し
て
激
励、

福
島
・

信
州
の
伝
道
に
つ
い
て
も
そ
の
抱
負
を
述
べ
る
。
（
曲4

廷90)

不
止
月
下
併
能
越

壮
途
却
促
男
児
涙

徳
富
猪
一

郎
に
発
信、

金
森
通
倫
と
下
村
孝
太
郎
が
在
京
中、

と
く
に
金
森
に
同
志
社
将
来
の
方
針
を
十
分
に
問
い
糾

し
て
お
く
よ
う
に
依
頼
す
る
。

金
森
に
は
「
気
骨
の
あ
る
人
物
を
生
か
し、

殺
さ
ぬ
方
針
を
取
れ
と
呉
々
も
御
忠
告
被

連
合
八
州
是
我
分

滴
々
澗
為
艘
々
文」
（
怜4

羞02,

fr:5
 : 406)
 

「
廿
二
年
之
冬
余
在
大
磯
卿

関
東
北
越
伝
道
策
贈
北
越
之
一

友
人

財
学
を
修
め
る
よ
う
勧
め
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
ゆ4
:
297)
 

い
に
し
へ
の
人
も
夢
間
に
聞
き
し
て
ん
磯
に
砕
た
け
る
波
の
声
こ
へ

寂
で
あ
り、

大
い
に
気
に
入
る
。

夜、

珍
し
く
八
時
間
眠
る
。

（
怜4
:
 295,
 298,
 304,
 
�"5
 :
 481)
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十
二
月
三
十
一

日

（
ゆ
4
"
299)

候」

と
激
励
す
る
。
（
怜
4

羞00)

下
度
候、

彼
ハ

予
之
取
リ
来
リ
ク
ル
茫
漠
然
タ
ル
手
段
ハ

暗
々

裏
二

反
対
之
よ
し
貴
兄
何
卒
同
氏
之
意
見
を
御
惹
出
し、

願
ク
ハ
一

ヒ
御
投
与
被
下
度
候、

又
下
村
二

も
…
…
眼
中
恐
ク
＾
サ
イ
ヨ
ン
ス
ア
ル
ノ
ミ
な
ら
ん
、

種
々
之
魚
ハ

大
沢

之
中
二

大
切
二

養
呉
候
様
殊
二

御
忠
告
被
下
候
ハ

、

幸
甚」

と
述
べ
る
。
（
怜
4

羞03)

横
田
安
止
に
発
信、

同
志
社
の
将
来
に
つ

き
「
学
校
も
機
械
的
之
製
造
場
二

漸
々
流
レ
行
ハ

、

生
徒
の
数
も
増
し
た
る

よ
り
自
然
之
勢
二

し
て
止
む
能
ハ

さ
る
所
も
可
有
之
候
得
共」

わ
が
校
を
し
て
深
山
大
沢
の
ご
と
く
に
な
し、

大
魚
も

小
魚
も
生
長
発
育
さ
せ
た
い
こ
と、

「
適
応
之
人
物」

夫
人
を
慰
め
る
た
め
生
徒
に
遊
び
に
行
っ
て
ほ
し
い
こ
と
等
を
述
べ
る
。
（
伶
4

羞
0
5
)

新
島
公
義
に
発
信、

「
伊
セ
之
山
田、

大
和
之
奈
良、

は

な
る

だ
け
伝
道
者
に
な
る
よ
う
勧
め
た
い
こ
と、

留
守
宅
の

信
濃
之
善
光
寺
と
て
如
何
二

も
貴
君
之
趣
キ
伝
道
さ
る
4
の
地

神
仏
二

因
縁
あ
り
随
而
速
二

好
果
を
見
さ

る
の
恐
も
抱
か

れ
候
は
実
二

御
尤
千
万」
「
少
し
遅
々

躊
躇
シ

賜
フ
ハ

御
尤

之
至
ナ
レ
ト
モ
、

こ
の
長
野
行
ハ

前
ノ
ニ
ケ
所
ト
ハ

大
二

相
違
す
る
場
合
有
之、

実
二

大
胆
愉
快
ナ
ル
運
動
ナ
リ
ト
存

明
石
の
松
尾
音
次
郎
に
発
信、

病
気
の
療
養
を
兼
ね、

最
近
設
立
さ
れ
た
鹿
児
島
の
女
学
校
に
行
く
旨
を
勧
め
る
。

こ
の
日
付
で
広
津
友
信
よ
り
来
信、

按
手
礼
を
受
け
な
い
こ
と
を
教
会
員
が
了
解
し
て
く
れ
た
旨
を
知
ら
せ
て
く
る
。

(

T
l
5
0
1
)
 

新
島
公
義
よ
り
信
州
行
き
を
承
諾
し
て
く
る
。
（
怜
5
:
407)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
島
が
滞
在
し

た
こ

と
の

あ
る
関
農
夫
雄
宅
が
全
焼
し
た
こ
と、

不
破
•

河

波
•

井
出
の
三
人
で
上
州
伝
道
に
つ
い
て
相
談
し
た
こ
と
を
通
知
し
て
く
る
。
(
7"1
5
02)
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1889年

こ
の
年、

『
国
民
新
聞
』

の
創
刊
を
計
画
し
て
借
金
を
す
る
徳
富
猪
一

郎
の
保
証
人
と
な
る
。

(

J

7
6

"

2
5
6
)
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一

月
二
日

一

月
一

日

一

泊
し
て
帰
る
。
（
怜4

羞21,

�
5
:
 407)
 

高
田
専
門
学
校
の
木
原
勇
三
郎
が
河
波
の
進
退
に
関
し
相
談
の
た
め
来
訪。

続
い
て
徳
富
猪
一

郎
・

小
崎
弘
道
・

金
森

通
倫
が
来
訪
し
て
11
大
ニ
ギ
ア
ヒ
“

杉
山
重
義
に
発
信、

さ
き
に
書
き
送
っ
た
上
州
・

信
州
伝
道
策
は
不
破
·

杉
田
と
「
協
議
一

決
セ
サ
ル
内
ハ

余
り
他
ニ

漏
れ
さ
る
様
仕
度」

協
議
一

決
の
う
え
は
「
非
常
ノ
御
奮
発
卜
非
常
ノ
果
断
決
行
ヲ
要
セ
ラ
レ
ソ
事
小
生
ノ
切
望
ス
ル

る
の
が
得
策
で
あ
る
と
進
言
す
る
。
(
T1
509)

「
甚
だ
静
に
し
て
来
客
一

人
も
な
く
春
の
様
に
も
被
思
不
申
候

「
元
旦
之
作

劣
才
縦
乏
済
民
策

尚
抱
壮
途
迎
此
春

此
ノ
日
ハ

筆
ヲ
試
ミ
、

多
分
之
額
面
又
自
作
等
を
書
慰
ミ
た
り」
（
ゆ5
:
407)
 

＊

こ
こ
で
は
「

歳
月
如
流
…
…」

と
あ
る
が、

別
に
新
島
筆
跡
の
「
送
歳
休
悲
病
厩
身
…
…」
（
怜5
:
口
部
悼
潤）

の
詩
も
同
志

社
に
残
さ
れ
て
お
り、

現
在
で
は
後
者
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
一

月
七
日
付
の
広
津
友
信
宛
書
簡
に

「
…
…
起
句
丈
ケ
改

候
也
」

と
し
て
「

歳
月
如
流
…
…
」

を
記
し
て
い
る。

し
た
が
っ
て
最
初
は
「
送
歳
休
悲
…
…
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る。

新
島
公
義
・

大
久
保
真
次
郎
・

広
津
友
信
ら
に
書
き
初
め
を
送
る
。
（
怜4

羞1
4,

329,
 
3t5
 : 4
11,
 
""f1
529)

杉
山
重
義
よ
り
こ
の
日
付
で
賀
状
来
る
。

そ
の
中
で
信
州
伝
道
に
ふ
れ、

小
崎
弘
道
を
説
得
し
て
熱
心
な
発
起
者
と
す

歳
月
如
流
不
待
人

鶏
嗚
早
已
報
佳
辰

楽
し
み
申
候」
（
怜4

羞1
5)

明
治
二

十
三
年
（
一

八
九
0
)

四
十
八
歳

本
日
ハ

朝
よ
り
詩
な
と
を
作
り
書
ぎ
初
を
な
し
大
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1890年

一

月
四
日

一

月
三
日

上
州
の
杉
田
潮
・

杉
山
重
義
に
発
信。
（
ゆ
5
:
 4
11)
 

所
二

御
座
候」

と
記
す。
（
怜
4

忍
1
6
)

徳
富
・

小
崎
・

金
森
と
同
志
社
の
将
来
の
計
画
に
つ

い

て
相
談
す
る
。

政
法
理
財
部
を
東
京
に
設
置
す
る
こ

と、

文

学
・

哲
学
・

神
学
等
を
盛
大
に
し
て
同
志
社
の
特
色
を
出
す
こ
と、

教
員
の
配
置
招
聘
に
つ

い

て
話
し
合
う。
「
此
ノ

日
ノ
談
判
ハ

実
二

奇
々
妙
々
、

弥
出
弥
快
ナ
リ
」
（
怜
5
:
4
0
8,
 
D
1
:
 1
2
7
4
)

午
後、

こ
の
三
人
は
掃
京、

「
後
ト
ハ

火
の
き
へ

た
る
か
如
し」
。
（
怜
4
:
 
3
2
1
)
 

八
重
夫
人
に
発
信、

先
日
は
病
気
の
た
め
都
合
が
つ
け
ば
大
磯
に
来
る
よ
う
に
言
っ

た
が、

こ
し
私
共
両
人
二

て
東
に
在
る
は
中
々
心
も
と
な
く
何
と
も
心
配
な
し
に
は
暮
ら
し
得
問
敷
…
…
無
理
二

御
出
二

不
成

候
と
も
私
ニ
ハ

し
ん
ぽ
う
致
し
成
丈
け
先
き
の
短
く
被
為
在
御
母
様
ヘ
ハ

私
二

代
リ
御
つ
か
へ

被
下
候
而
先
当
分
御
出

吉
田
賢
輔
に
発
信、

か
ね
て
よ
り
同
志
社
の
こ
と
に
関
し
榎
本
文
部
大
臣
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

が、

今
度、

同
志
社
校
長
の
金
森
通
倫
が
上
京
し
文
部
省
の
許
可
を
受
け
た
い
事
項
に
つ

ぎ、

文
部
大
臣
に
拝
眉
を
得

た
い
と
い
う
の
で
、

自
分
に
代
わ
っ
て
金
森
通
倫
を
紹
介
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
頼
む。
（
怜
4
:
 
3
2
1
)
 

半
田
平
次
郎
・

松
本
勘
十
郎
へ

年
賀
状
と
書
き
初
め
の
害
を
送
る
。
（
怜
4

羞
1
8
)

こ
の
日
付
で
森
信
夫
よ
り、

小
野
英
二
郎
の
ド
イ
ッ
行
き
を
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状
が
来
る
。
(

T
1
5
1
5
)

増
田
尚
平
よ
り
こ
の
日
付
で
書
き
初
め
送
付
に
対
す
る
礼
状
が
来
る
。
(

T
l
5
1
3
)

八
重
夫
人
に
宛
て
「
昨
日
も
一

筆
申
上
候
通、

御
前
様
之
関
東
二

御
出
之
事
ハ

考
ふ
れ
は
考
ふ
る
ほ
と
上
出
来
と
は
思

ハ

れ
不
申
：・・・・
日
本
人
二

し
て
日
本
に
働
き
を
為
す
身
二

有
之
候
ハ
、

夫
婦
之
間
柄
よ
り
も
親
の
御
事
ハ

重
ん
ツ

申
度

之
義
見
合
セ
ニ

な
し
被
下
度
候」
（
曲
4
:
3
2
0
)
 

「
八
十
四
歳
之
御
母
を
の
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一

月
七
日

一

月
六
日

一

月
五
日

＊

こ
の
和
歌
の
仮
名
遣
い
は
北
垣
国
道
宛
書
簡
（
一

月
十
日
付）

に
依
っ
た。

青
柳
新
米
・

時
岡
恵
吉
宛
害
簡
で
は
「
い
わ
か
ね

も
透
れ
と
放
つ
真
す
ら
を
の
心
の
矢
さ
き
神
の
ま
に
ま
に
」

と
な
っ
て
い
る。
（
怜
4

羞
3
1,

3
3
8,
 

3
5
4
)

こ
の
夜、

横
井
の
母
堂
の
死
去
〔
一

月
四
日
〕

を
聞
ぎ、

京
都
に
あ
る
老
母
の
病
体
如
何
を
思
い
、

眠
れ
ず、

キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
作
る
と
い
う
白
日
夢
に
つ
い
て
長
文
の
英
文
書
簡
を
認
め
る
。
（
怜
6

羞
66)

＊

四
日
の
発
信
記
録
に

A
lle
n,

Bro
w
n
e

の
名
が
見
え
る。
（
怜
5
:
4

11
)

福
士
成
豊
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

新
年
の
祝
賀
と
共
に
再
度
北
海
道
へ

休
養
に
来
る
よ
う
勧
め
て
く
る
。
(

r
l
5
1
8
)

横
井
時
雄
母
堂
葬
式
に
よ
り
永
岡
喜
八
を
代
理
と
し
て
派
遣
す
る
。
（
怜
4

羞
2
4
)

鹿
児
島
行
き
に
同
意
し
た
松
尾
音
次
郎
に
発
信、

就
職
の
条
件
お
よ
び
伝
道
の
心
得
に
つ
い
て
記
す。
（
ゆ
4

羞
2
4
)

不
破
唯
次
郎
夫
妻
が
前
橋
よ
り
来
訪
す
る
。

八
日
帰
る
。
（
怜
5
"
4
1
3
)

広
津
友
信
に
発
信、

新
潟
県
の
地
図
を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
、

あ
わ
せ
て
五
月
ま
で
新
潟
に
留
ま
る
と
い
う

広
津
に
対
し
「
自
治
自
由
政
治
之
実
験
専
制
的
政
治
二

優
ル
ノ
理
由
ヲ
説
キ
彼
等
之
脳
裡
二

吹
込
ミ
オ
キ
…
…
全
会
員

ニ
モ
自
治
自
任
之
精
神
ハ

充
分
御
入
込
ミ

被
下
度
…
…
」

と
希
望
す
る
。

末
尾
に
「
歳
月
如
流
…
…
」

横
田
よ
り
こ
の
日
付
で
校
内
の
状
況
を
知
ら
せ
て

く
る
。

る
。
（
怜
4
"
3
2
9
)

「
今
日
ハ

我
力
同
志
社
も
組
織
上
革
命
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル

旅
枕
母
の
心
を
思
ひ
や
り

夜
半
に
も
夢
の
結
は
さ
り
け
り

（

曲
5
:
4
0
8
)
 

い
し
か
ね
も
透
れ
か
し
と
て
ひ
と
筋
に

射
る
矢
に
こ
む
る
大
丈
夫
の
意
地

御
越
し
ハ

御
見
合
被
下
度
候」
（
怜
4

羞
認）

（
怜
5
"
4
0
8
)

…
…
御
前
様
も
関
東
二

御
越
し
被
遊
候
ハ
、

義
理
と
云
ひ
人
情
と
云
ひ
何
分
申
訳
之
立
た
ぬ
事
共
な
り
…
…
先
ッ

関
東

の
漢
詩
を
そ
え
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1890年

一

月
十
日

一

月
九
日

一

月
八

日

を
立
て
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
く
る
。
(

r
l
5
3
2
)

小
谷
野
敬
三、

横
浜
に
帰
国
す
る
。
(

r
l
5
3
7
)

ノ
時サ
又
ク
教
育
法
教
師
淘
汰
等
ノ

改
良
ア
ラ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
時
卜

存
セ
ラ
レ
候
…
…
」
(
T
l
5
2
7
)

広
津
友
信
に
漢
詩
を
贈
る
。

長
江
千
里
碧
漫
々

地
経
一

葉
所
君
贈

展
向
南
窟
仔
細
看

沃
野
饒
田
東
北
冠

大
久
保
真
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

小
北
寅
之
助
に
関
東
伝
道
の
重
要
性
を
説
ぎ、

大
久
保
真
次
郎
・

広
津
友
信
・

岡
部
広
•

田
中
源
太
郎
・

遠
藤
能
定
・

小
北
寅
之
助
に
手
紙
を
書
く。

長
文。

金
森
通
倫
・

下
村
孝
太
郎
の
両
名、

京
都
へ

帰
る
途
中、

大
磯
に
立
ち
寄
り
新
島
を
見
舞
う。

二
人
の
教
員
と
新
設
の
理
化
学
校
の
計
画
を
論
じ
て
そ
の
晩
を
過
ご
し
た
が、

新
島
は
ふ
だ
ん
と
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
見

え
た
。

下
村
は
宿
で
の
不
便
な
生
活
を
見
て
、

京
都
に
帰
る
こ
と
を
勧
め
た
が、

新
島
は
彼
ら
し
く
11
こ
こ
に
は
二
万

ド
ル
の
借
金
が
あ
る
の
で
ね、

そ
れ
を
支
払
う
ま
で
は
出
て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
“

と
答
え
る
。
（
怜
10

羞
5
2
)

＊

二
人
の
訪
問
を
（
股
10

羞
5
2
)

で
は
一

月
十
日
の
こ
と
と
し
て
い
る。

八
重
夫
人
よ
り
の
手
紙
（
一

月
七
日
付
）

を
こ
の
夜
受
け
取
る
。
（
怜
4

羞
3
2
)

4
1
3
)
 

得
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
く
る
。
(

T
l
5
2
9
)

一

泊
す
る
。
（
怜
4

羞3
0)

（
怜
5

八
代
行
き
を
止
め
る
よ
う
説

松
田
順
平
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

福
島
地
方
へ
の
伝
道
に
つ

き、

小
崎
弘
道
・

網
島
佳
吉
の
両
人
と
も
東
京
に
留
ま

る
よ
う
勧
め
る
け
れ
ど
も、

自
分
と
し
て
は
断
然
東
北
伝
道
に
従
事
す
る
決
心
な
の
で、

早
急
に
同
地
方
の
伝
道
計
画

八
重
夫
人
よ
り
差
し
出
し
の
荷
物
が
到
着
す
る
。

夫
人
に
手
紙
を
出
し、

大
磯
滞
在
中
の
橋
本
網
常
軍
医
総
監
の
診
察

（
怜
5
:
409)
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一

月
十
一

日

「
嘆
明
治
隆
世
之
忠
生」

次
の
漢
詩
を
賦
す。

令
色
巧
言
求
玉
紳

熊
本
英
学
校
へ

〔
新
学
期
の
〕

開
業
を
祝
し
電
報
を
打
つ
。
（
曲
5
:
 4
1
3
)
 

「
小
生
も
十
一

日
夜
よ
り
又
々
胃
カ
ク
ル
之
為
二

悩
ま
さ
れ
…
…
」

こ
れ
が
急
速
に
悪
化
し
て
腹
膜
炎
と
な
る
。

4
:
 
3
4
6,
 

:1,t
5
:
 4
1
3,
 

:1.t
lO
:
 35
3,
 
C
7
:
 
2
)
 

不
破
唯
次
郎
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

関
農
夫
雄
へ
の
火
事
見
舞
金
を
渡
し
た
こ
と、

信
州
へ
伝
道
に
出
か
け
る
こ
と、

（
怜
4
"
3
3
4
)

を
受
け
た
こ
と、

J
.

C
・
ベ

リ
ー
か
ら
の
医
薬
も
受
け
取
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

ま
た
生
徒
ら
が
留
守
宅
に
遊
び

に
来
る
こ
と
を
知
り、

新
年
の
和
歌
を
書
い
て
幾
首
か
を
送
る
。
（
怜
4

羞
3
2
)

北
垣
知
事
に
手
紙
を
送
り、

磯
に
療
捉
中
の
こ
と
を
述
べ
、

二
十
三
年
の
春
を
迎
え
た
感
慨
を
「
い
し
か
ね
も
透
れ
か
し
と
て
…
…」

広
瀬
源
三
郎
よ
り
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一

日
締
切
の
会
計
報
告
を
受
け
る
。

(

D
l

:

2
2
4
)
 

北
海
道
釧
路
標
茶
の
原
胤
昭
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

刑
務
所
改
善
お
よ
び
出
獄
人
保
護
事
業
に
つ

ぎ
近
況
を
伝
え
て

く
る
。

(

T
l
5
3
3
)

（
怜
5
:
4
0
9
)
 

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
し
て
理
化
学
校
の
教
授
と
な
る
下
村
孝
太
郎
を
紹
介
す
る
。

ま
た
大

宮
川
経
輝
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

同
志
社
の
こ
と、

信
仰
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
(

r
l
5
3
5
)

原
忠
美
に
発
信、

新
潟
県
下
の
伝
道
策
に
つ
い
て
述
べ
る
と
共
に
、

教
合
合
併
が
中
止
に
な
れ
ば
組
合
・
一

致
両
派
の

間
で
伝
道
競
争
が
始
ま
る
の
で
、

信
者
た
ち
に
自
由
自
治
主
義
の
教
会
の
碁
礎
を
固
め
て
お
く
よ
う
に
激
励
す
る
。

す。
（
曲
4

羞
3
0
)

不
慮
天
下
只
慮
身

請
看
当
世
学
オ
子

鍛
練
鉄
腸
有
幾
人

（
ゆ

の
和
歌
に
託
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1890年

一
月
十
二
日

一

月
十
三
日

一

月
十
四
日

一

月
十
五
日

病
状、

前
日
と
変
わ
ら
ず。
(
C
7
:
2)
 

学
生
を
松
蔭
町
の
自
宅
に
招
待
す
る
。
（
ゆ4

羞32,

340)
 

な
い
が、

盲
腸
の
あ
た
り
に
微
痛
を
惑
じ
る
。
(
C
7
:
2)
 

病
状
平
康
を
保
つ
が、

食
欲
な
く、

牛
乳
二
合、

ス
ー
プ
一

合
く
ら
い
に
と
ど
ま
る
。

脈
拍
・

体
温
・

呼
吸
に
異
常
は

こ
の
日
付
で
二
通
来
信。

日
不
破
ゆ
う
よ
り、

先
日
訪
問
し
た
こ
と
に
つ
い
て
挨
拶。
(

T
1
5
3
8
)

⇔
新
発
田
の
原
忠
美
よ
り、

1
5
3
9
)
 

ク
リ
ス
マ
ス
・
。
フ
レ
ゼ
ソ
ト
〔
演
説
全
集〕

小
谷
野
敬
三
が
帰
国
し
た
こ
と
を
知
り、

祝
辞
を
送
る
。
（
怜4

羞
3
6
)

浮
田
和
民
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

東
京
に
政
治
法
学
部
を
置
く
こ
と
に
反
対
す
る
。

同
志
社
大
学
政
治
法
学
部
を
東

京
に
設
置
す
る
と
い
う
案
が
東
京
在
住
の
社
員
の
間
に
多
い
よ
う
だ
が、

同
志
社
大
学
は
独
自
一

己
の
資
質
を
持
つ
べ

含
で
あ
っ
て、

東
京
大
学
の
寄
生
虫
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
て
は
世
間
の
信
用
を
失
う。

政
治
法
学
部
を
東
京
に
置
け

ば
百
般
の
便
益
は
あ
る
だ
ろ
う
が、

同
時
に
同
志
社
に
独
立
の
力
な
き
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か、

と
述

べ
る
。
(

r
l
5
4
1
)

こ
の
日、

新
島
の
誕
生
日
と
い
う
の
で
八
重
夫
人
は
横
田
安
止
•

浜
田
正
稲
・

波
多
野
培
根
・

古
賀
鶴
次
郎
ら
四
名
の

便
通
あ
る
も
食
欲
な
く、

胃
部
に
重
苦
し
さ
を
感
じ
る
。
(
C
7
:
2)
 

取
り、

午
後――一
時
ご
ろ
痛
み
は
鎖
ま
る
。
(
C
7
:
2)
 

上
州
の
状
況
を
報
告
し
て
く
る
。
(
rl
536)

発
熱
三
十
八
度
六
分、

医
師
の
手
当
て
を
受
け、

モ
ル
ヒ
ネ
皮
下
注
射、

塩
酸
キ
ニ
ー
ネ
の
服
用
に
よ
り
痛
み
と
熱
を

へ
の
礼
と
新
潟
地
方
の
教
勢
を
記
す。

(
T
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一

月
十
六
日

広
津
友
信
に
発
信、

新
潟
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
に
目
下
の
急
務
を
説
ぎ、

彼
ら
の
手
元
に
あ
る
資
金
を
出
さ
せ
る
こ
と

を
勧
め
「
分
カ
ラ
サ
ル
時
ハ

分
カ
ル
迄
御
説
キ
被
下
…
…
彼
等
之
手
二

今
自
由
二

相
成
候
モ
ニ

ー
ハ

尽
ク
使
用
仕
度
候、

是
迄
新
潟
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
ハ

全
敗
卜
云
ト
モ
可
ナ
リ
」

と
述
べ

る
と
共
に
、

三
条
に
は
米
国
帰
り
の
真
霜
廉
を、

五
泉
に

は
岡
山
の
福
家
氏
を
招
く
よ
う
に
し
て
は
如
何、

と
勧
告
す
る
。
（
怜
4

羞39)

木
原
勇
三
郎
に
手
紙
を
書
き、

河
波
荒
次
郎
が
新
潟
へ

行
ぎ、

他
人
の
選
挙
の
た
め
奔
走
す
る
こ
と
を
止
め
る
よ
う
忠

告
を
求
め
る
。
（
怜4

羞43)

富
岡
教
会
の
河
波
荒
次
郎
に
発
信、

新
潟
で
政
治
運
動
す
る
こ
と
を
止
め
、

主
の
た
め
に
上
毛
地
方
の
人
民
を
導
く
よ

不
破
唯
次
郎
を
通
じ
依
頼
さ
れ
て
い
た
漢
詩
お
よ
び
和
歌
を
認
め
青
柳
新
米
に
贈
る
。

「
徒
仮
公
事
…·
:」
「
令
色
巧
言
…
…」
「
歳
月
如
流
…
…」
「
い
わ
か
ね
も
…
…
」

松
田
順
平
が
来
訪、

福
島
伝
道
に
つ
い
て
相
談、

小
崎
弘
道
の
教
会
よ
り
派
出
の
名
目
と
し
て
月
給
を
取
り
決
め
、

郡

山
を
中
心
と
し
て
三
春
・

須
賀
川
等
に
伝
道
す
る
こ
と
を
話
し
合
う。
（
怜
5

:
 409)
 

大
阪
の
泰
西
学
館
の
不
足
を
補
助
す
る
た
め
二
十
五
円
を
送
る
旨、

宮
川
経
輝
に
通
知
す
る
。
（
ゆ
5

:
 409)
 

十
三
日
よ
り
長
野
方
面
の
視
察
に
向
か
っ
た
不
破
・

杉
田
・

杉
山
を
思
い
や
り、

信
州
伝
道
に
期
待
す
る
。
（
怜
5

:

409)
 

午
後
三
時
頃
よ
り
疼
痛
や
や
増
し、

夜
に
入
っ
て
も
治
ら
ず。
(
C
?
3)

大
磯
に
休
養
中
の
渋
沢
栄
一

に
一

害
を
送
り、

病
気
見
舞
い
を
述
べ
る
と
共
に、

宿
所
付
近
の
水
は
悪
い
の
で
駅
近
く

の
井
戸
水
を
使
う
方
が
安
全
で
あ
る
と
注
意
す
る
。
（
怜4

羞44)

横
田
安
止
に
発
信、

同
志
社
内
の
学
生
の
風
潮
に
つ
い
て
意
見
と
希
望
を
述
べ
る
。
（
怜4
"
345)

う
要
望
す
る
。
（
怜4
:
34
2)
 

（
怜4
:
337)
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1890年

一

月
十
八
日

一

月
十
七
日

信
州
伝
道
に
つ
い
て
述
べ
る
。
(

r
l
5
4
5
)

に
ハ

応
分
之
力
を
尽
し
度
候」

と
記
す。
（
怜
4

羞
5
2
)

午
前
四
時
頃
よ
り
盲
腸
部
の
疼
痛
甚
だ
し
く
モ
ル
ヒ
ネ
の
注
射
を
打
つ
。

そ
の
他
異
常
な
し
。
(
C
7
:
3)
 

山
竜
堂
病
院
の
樫
村
清
徳
医
師
が
呼
ば
れ、

急
性
腹
膜
炎
と
診
断、

甚
だ
重
態
で
あ
る
旨
を
告
げ
ら
れ
る
。

「
〔
永
岡
喜
八
〕

書
記
は
直
ち
に
夫
人
を
電
招
せ
ん
と
せ
り、

然
れ
ど
も
先
生
之
を
制
し
て
肯
ぜ
ず」
(
C
2
:
2
9
5
)
 

八
重
夫
人
に
「
内
々
二

而
私
之
誕
生
日
二

御
祝
ひ
被
下、

母
上
様
二

も
御
機
け
ん
よ
ろ
し
き
よ
し
何
二

よ
り
」

と
述
べ
、

去
る
十
一

日
に
外
に
出
て
風
邪
を
ひ
き、

夜、

腹
痛
を
起
こ
し
た
が
「
今
日
は
も
う
よ
ろ
し
く
候」
（
怜4

羞
5
0
)

新
発
田
の
原
忠
美
に
宛
て、

三
条
に
真
元
和、

五
泉
に
福
家
を
招
い
て
伝
道
に
あ
た
ら
せ
る
こ

と

を
勧
め、
「
新
潟
県
下

ハ

今
力
固
メ
時
な
り、

今
速
力
に
吾
人
之
手
を
以
而
団
結
せ
し
め
さ
れ
ば
他
日
種
々
の
人
物
力
入
来
リ
鹿
ご

誰
の
手
ニ

落
る
か
も
知
れ
さ
る
程
の
惨
状
を
呈
す
る
二

至
ら
ん
夫
レ
伝
道
は
尚
戦
争
之
如
し、

時
機
を
見
而
進
む
甚
肝
要
な
り
」

「
願
く
ハ

自
由
な
る
福
音
の
活
種
を
越
後
之
原
野
二

播
ぎ
賜
へ
」

と
激
励
す
る
。
（
怜
4

羞
4
9
)

長
岡
の
時
岡
恵
吉
に
宛
て、

教
会
建
設
の
計
画
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
共
に
「
乍
不
及
小
生
も
貴
会
堂
建
設
之
為

不
破
・

杉
山
・

杉
田
の
連
名
に
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

十―――
ー
十
七
日
の
信
州
伝
道
の
調
査
に
つ
い
て
詳
報
を
寄
せ

て
く
る
。
(

r
l
5
4
6
)

不
破
よ
り
こ
の
日
付
で
来
信、

河
波
に
つ
い
て
の
書
状
を
受
け
取
っ

た
。

彼
を
富
岡
で
働
け
る
よ
う
に
し
た
い
こ
と、

午
前
七
時
頃
よ
り
左
下
腸
部
に
微
痛
を
覚
え、

次
第
に
増
加
し
て
下
腹
全
部
に
波
及
す
る
兆
候
が
見
え
る
。

夜
間
不
眠

こ
の
日
次
の
三
通
の
手
紙
を
書
く。

こ
れ
が
絶
筆
と
な
る
。

1
2
3
)
 

(
C
4
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一

月
十
九
日

一

月
二
十
日

午
前
九
時、

体
混―――
十
七
•

四
度、

呼
吸
二
十
九
。

終
日
疼
痛
去
ら
ず、

瀧
腸、

鎮
痛
剤
を
服
用
す
る
。

午
後
六
時、

「
先
生、

病
危
篤、

ス
グ
医
者
ヲ
連
レ
テ
来
イ
」

の
電
報
を
永
岡
よ
り
民
友
社
の
徳
富
猪
一

郎
に
打
つ
。

小
崎
弘
道
・

富
田
鉄
之
助
・

津
田
仙
・

木
村
熊
ニ
・

人
見
一

太
郎
ら
東
京
の
友
人
に
も
危
篤
報
が
打
電
さ
れ
る
。
(
J::1
331,

"F
2214)
 

佐
々

木
医
師
の
診
察
の
結
果、

夜
に
入
り
東
京
・

京
都
そ
の
他
各
地
に
危
篤
の
電
報
を
打
つ
。
(
C
?
6)

「
医
師
診
断
の
要
領
を
話
し、

且
つ
病
気
危
篤
の
旨
を
通
じ、

若
し
御
遺
言
に
て

も
あ
ら
ば
承
り
置
か
ん
こ
と
を
告
け
し
に
、

先
生
は
泰
然
と
し
て
之
に
答
へ
て
曰
く、

死
ハ

是
迄
余
が
幾
回
も
覚
悟
を

定
め
た
る
所
な
れ
ば、

今
神
の
召
を
受
く
る
も
遺
憾
な
し、

幸
ひ
に
配
心
す
る
勿
れ、

今
も
疲
労
も
甚
し
く
且
今
夜
十

一

時
ご
ろ
に
は
家
内
も
来
る
筈
な
れ
ば
遺
言
は
明
朝
に
譲
る
べ

し
と、

先
生
病
床
に
あ
る
疼
痛
実
に
甚
し
く
…
…
間
々

呻
の
声
を
発
せ
ら
れ
し
程
な
り」

夜
十
一

時
ご
ろ
八
重
夫
人
が
大
磯
に
到
着
す
る
。
(
C
?
6)

徳
富
・

小
崎
の
両
名
が
新
島
に
対
し

佐
々

木
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。
(
C
7
:
4)
 

睡
眠
を
取
る
。
(
C
7

羞、
7)

甘
楽
教
会
の
河
波
荒
次
郎
よ
り
来
信、

利
禄
の
た
め
変
心
す
る
人
物
の
ご
と
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る、

と
述
べ
る
。

(

r
l
5
4
7
)

新
島
に
付
ぎ
添
う
永
岡
喜
八
は
、

こ
の
朝
ひ
そ
か
に
八
重
夫
人
に
宛
て
新
島
の
病
状
悪
化
の
電
報
を
打
つ
。

疼
痛
少
し

増
加、

阿
片
剤
を
服
用
す
る
。

午
前
十
時、

発
熱一――
十
八
度
六
分、

腹
部
全
体
に
氷
篭
法
を
施
す。

呼
吸
や
や
困
難
の

状
あ
り。

午
後
七
時、

体
湿
三
十
七
・

九
度。

午
後
十
一

時、

体
温
三
十
八
・

五
度、

呼
吸
二
十
八
。

夜
中
一

時
間
の

八
重
夫
人
よ
り
浮
田
和
民
夫
人
の
永
眠
を
知
ら
せ
て
く
る
。

(

r
l
5
4
9
)

か
つ

渇
き
あ
り。
(
C
?
3)
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1890年

一

月
二
十
一

日

一

月
二
十
二
日

「
セ
ソ
セ
イ
ビ
ャ
ウ
キ
キ
ト
ク
」

の
電
報
が
同
志
社
に
届
く。

日
連
夜
祈
藷
会
が
開
か
れ
る
。
（
廿1
3
05)

帰
京。
(

J

79
1
2

羞
6)

4
 :
 41
8,
 
J
 61
"
3
2)

午
後
十
一

時
頃
よ
り
諸
症
増
加
す
る
。
(
C
7
:
4
)
 

8)
 

火
耀
日、

午
前
五
時、

と、

「
天
ヲ
怨

「
金
森
氏
は
大
磯
に
急
行
し、

満
校
沈
粛
た
り、

一
々

（
怜

八
重
夫
人
・

徳
富
猪
一

郎
・

小
崎
弘
道
を
枕
も
と
に
呼
び、

同
志
社
の
こ
と、

日
本
伝
道
の
こ

ハ

ー
デ
ィ

夫
人
ら
友
人
・

知
己
に
対
し、

二
時
間
に
わ
た
り
遺
言
を
述
べ
、

徳
富
が
こ
れ
を
筆
記
す
る
。

ま
た
と

く
に
伝
道
に
関
し
て
は
日
本
地
図
を
広
げ
さ
せ
て
計
画
を
説
明
す
る
。
（
怜4
:
 403
~41
9,
 
�1
0

羞53,

C
4
:
 124,
 C
7
:
 

午
前
六
時、

体
温
三
十
六
・
一

度。

午
前
八
時
五
十
分、

体
温
三
十
八

こ
一
度。

午
前
九
時
よ
り
樫
村
医
師
に
よ
る
診

察、

手
当
て
を
続
け、

午
前
十
時
頃
よ
り
苦
悶
．

疼
痛
な
く、

顔
面
よ
り
憔
悴
去
る
。

諸
種
の
手
当
て
を
加
え
る
が、

湯
浅
治
郎
が
一

番
列
車
で
看
護
婦
を
連
れ
て
大
磯
に
来
る
。
(
C
7
:
9)
 

渋
沢
栄
一
、

病
気
見
舞
い
の
た
め
来
訪
す
る
。

こ
の
日、

新
島
は
渋
沢
宛
に
遣
言
を
し
た
た
め、

後
事
を
託
す。

木
村
熊―
-
、

見
舞
い
の
た
め
正
午
大
磯
到
着、

同
じ
く
見
舞
い
に
来
て
い
た
富
田
鉄
之
助
と
共
に
午
後一＿一
時
大
磯
発、

浮
田
夫
人
の
葬
式
の
た
め
教
員
・

生
徒
ら
七
百
余
名
が
チ
ャ
ペ
ル
に
集
ま
っ
て
い
る
と
き、

新
島
の
危
篤
報
が
入
り、

金
森
校
長
が
大
磯
に
向
か
っ
た
こ
と
を
加
藤
勇
次
郎
よ
り
知
ら
さ
れ
る
。

こ
の
夜
よ
り
寮
お
よ
び
ク
ラ
ス
に
お
い
て
連

五
々
校
の
内
外
各
処
に
集
り
て
熱
藷
の
な
か
に
余
光
を
送
る
。

日
没
し
て
大
祈
禰
会
を
礼
拝
堂
に
催
す」
(
C
2
:
295)
 

朝、

枕
も
と
の
徳
富
に
「
芳
野
の
山
花
咲
く
頃
の
朝
な
／
＼
心
に
懸
る
峰
の
白
雲」

の
和
歌
を
筆
記
さ
せ
、
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一

月
二
十
三
日

ロ
の
動
け
る
の
み、

十
二
時
過
に
及
で
精
神
の
感
覚
漸
く
去
り」

午
後

午
後
二
時
二
十
分
頃
「
平
和、

喜
び、

天
国」

と
い
う
言
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
眠
り
に
つ

く。
(
C
4
:
1
24)
 

樫
村
清
徳
山
竜
堂
病
院
長
の
こ
の
日
付
の
「
死
亡
証」

に
よ
れ
ば、

病
名
は
急
性
腹
膜
炎
症、

月
二
十
三
日
午
後
二
時
二
十
分
虚
脱
に
由
て
死
亡、

と
あ
る
。
(
J:1
263)

午
後
四
時
四
十
五
分、

同
志
社
で
教
授
会
を
開
催
中、

永
眠
の
報
伝
わ
る
。

葬
儀
委
員
を
任
命
し、

葬
俊
の
終
わ
る
ま

で
授
業
を
休
止
す
る
こ
と
を
決
め
て
会
を
終
わ
る
。
(
J::13
05,

C
4
:
 124)
 

「
夜
十
時、

大
磯
新
島
氏
ノ
凶
訃
電
信
来
ル

嗚
呼
氏
ハ

吾
か
十
七
八
歳
の
頃
よ
り
学
友
た
り

癸」

と
木
村
熊
二
は
そ
の
日
記
に
書
く。
(

J

79
|2

羞
6
)

二
時
二
十
分
永
眠
す
る
。
(
C
7
:
5
)
 

こ
の
日
は
「
衰
弱
の
有
様
に
て
、

脈
拇
な
く、

す
ぎ
京
都
よ
り
ベ

リ
ー
博
士
が
到
着
す
る
。
(
C
7
:
I

O
)
 

ミ
ス
人
ヲ
咎
め
す」

と
言
う。
（
怜4
:
 409,
 C
 7
 :
 9)

正
午
ご
ろ
金
森
通
倫
・

中
村
栄
助
・

新
島
公
義
・

横
田
安
止
ら
同
志
社
の

教
員
・

生
徒
ら
が

到
着
す
る
。

ま
た、

東

京
・

上
州
よ
り
も
陸
続
と
見
舞
い
に
駆
け
つ
け
る
。
「
先
生
は
一

々

其
手
を
握
り
て
挨
拶
を
為
せ
り」
「
衰
弱
加
わ
り、

疼
痛
甚
し
か
ら
ず。

前
日
に
比
し
腹
部
の
鼓
張
増
加」

す
る
。
(
C
?
5,

10)
 

原
六
郎、

見
舞
い
の
た
め
大
磯
に
来
訪
す
る
。
(
C
7
:
 12,
 
J
 95
1
廿

4
80)

長
浜
教
会、

平
安
教
会、

平
岩
憧
保
ら
よ
り
見
舞
状
来
る
。
(
rl
550̀

rl
551)

木
耀
日、

午
前
三
時
頃、

見
舞
い
の
者
を
一

室
に
集
め、

も
は
や
見
込
み
の
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
（
怜
10
:
353)
 

今
や
造
焉
と
し
て
逝

一

月
十
六
日
発
病、

い
ち
い
ち
そ
の
手
を
握
り、

別
れ
を
告
げ
る
。

午
前
十
一

時
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1890年

一
月
二
十
六
日

一
月
二
十
四
日

一
月
二
十
五
日

者
も
な
く、
皆
愁
然
と
し
て
先
生
の
死
を
惜
し
む。
(
C7
 : 13)
 

各
地
よ
り
見
舞
文、
弔
文
相
次
ぐ。
(
..1:::1337)

新
島
の
遺
体、
午
前
八
時
八
分、
大
磯
発
の
列
車
で
京
都
に
向
か
う。
午
後
十一
時
二
十
分
ご
ろ
七
条
ス
テ
ー
ツ
ョ
ソ

に
到
着
す
る。
こ
れ
よ
り
先、
八
重
夫
人・
金
森
通
倫・
中
村
栄
助
ら
は
午
前
十
時
す
ぎ
京
都
に
帰
着
す
る。
(
1:1263̀

同
志
社
で
は
全
校
休
業、
午
後
六
時
よ
り
祈
藷
会、
七
時
半
よ
り
予
備
校
で
紀
念
感
話
が
あ
り、
新
島
の
遺
骸
を
迎
え

る
た
め
七
条
駅
に
行
く。
駅
頭
に
出
迎
え
た
人
々
は
教
職
員・
男
女
生
徒・
信
者・
友
人
ら
お
よ
そ
六
百
名。
列
車
到

着
の
の
ち、
遺
骸
は
生
徒
ら
に
担
が
れ、
人
々
が
そ
の
前
後
に
従
っ
た。
午
前一
時、
松
蔭
町
の
自
宅
に
帰
る。
新
島

邸
に
入
る
前
に
柏
木
義
円
が
祈
藷
を
捧
げ
る。
(
1:1263,
1:1305,
 C4:
 128,
 C7:
 12,
 
I

 4
|h)
 

＊
駅
か
ら
新
島
邸
ま
で
の
順
路
は、
駅
ー
↓
不
明
門
通
l
万
寿
寺
通
1
御
幸
町
通
ー
↓
丸
太
町
通
ー
↓
寺
町
通
l
新
島
邸

で
あ
り、
生
徒
ら
が
七
組
に
分
か
れ
て
素
足
で
担
い
だ。
お
り
か
ら
氷
雨
が
降
り
道
路
は
泥
溶
の
た
め
歩
行
困
難
を
き
わ
め
た
と

ぅ
新
島
襄
の
永
眠
お
よ
び
葬
俊
の
通
知
を
中
村
栄
助・
金
森
通
倫・
小
崎
弘
道・
徳
富
猪一
郎
連
名
で
発
送
す
る。

1257)
 

新
島
八
重
よ
り
死
亡
届、
埋
葬
許
可
願
が
上
京
区
長
に
提
出
さ
れ
る。
（
廿1263)

葬
式
の
準
備
を
す
る。
教
職
員•
生
徒
が
分
担
し
て
受
け
持
つ
こ
と
を
決
め
る。
生
徒
ら
誰一
人
と
し
て
校
外
に
出
る

日
耀
日、
説
教
と
安
息
日
学
校
を
休
み、
午
前
八
時
よ
り
チ
ャ
ペ
ル
で
感
会
を
開
く。
小
崎
弘
道
よ
り
先
生
の
病
状、

遣
言
等
を
聞
き、
横
田
安
止•
青
木
要
吉・
金
森
通
倫・
不
破
唯
次
郎・
松
山
高
吉
ら
大
磯
よ
り
帰
っ
た
人
々
の
話
を

C7:
 12)
 

（
廿
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一
月
二
十
八
日

一
月
二
十
七
日

新
島
邸
で
柩
が
開
け
ら
れ、
全
校
生
徒・
教
職
員
が
別
れ
を
告
げ
る。
午
前
中
三
時
間
に
わ
た
る
日
本
語
の
告
別
礼
拝、

午
後
に
は
二
時
間
に
わ
た
る
英
語
の
告
別
礼
拝
が
チ
ャ
ペ
ル
で
行
わ
れ
た。
(
C4:
 129)
 

こ
の
頃
『
毎
日
新
聞』
『
時
事
新
報』
『
基
督
教
新
聞』
『
東
雲
新
聞』
等
に
追
悼
記
事
が
載
る。
（
廿1298̀
J:1299、
廿

午
前
十一
時
半、
新
島
邸
に
お
い
て
出
棺
式
が
行
わ
れ、
柩
は
社
員・
教
員
に
担
が
れ
て
告
別
式
の
執
行
さ
れ
る
同
志

社
に
向
か
う。
午
後一
時
よ
り
告
別
式
が
松
山
高
吉
司
式
の
も
と
に
チ
ャ
ペ
ル
前
の
テ
ン
ト
張
り
の
会
場
で
行
わ
れ
る。

参
列
者
四
千
人。
こ
の
頃
よ
り
雨
が
降
る。
式
後、
柩
は
同
志
社
生
徒
に
担
が
れ
て
烏
丸
通
|
↓
今
出
川
通

l
寺
町

通

l-―一
条
通
|
↓
南
禅
寺
ー
↓
若
王
子
山
頂
に
向
か
い、
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る。
山
上
で
は
中
村
栄
助
の
司
式
に

よ
り
埋
葬
式
が
行
わ
れ、
午
後
五
時、
式
を
終
わ
る。
（
曲10
羞57,
J::1263,
 
J::1305,
 C4:
129)
 

＊
墓
地
は
初
め
南
禅
寺
砥
地
を
予
定
し
て
い
た
が、
故
障
が
あ
り、
若
王
子
山
墓
地
に
改
め
ら
れ
た。
（
廿1263,
C7:
17)
 

The
 Congregationalist
 (Jan.
 30,
 
1890)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

i;
When
 the
 
American
 Board
 o
fficials
 reached
 their
 desks
 last
 
Monday
 mo
rning,
 the
 brief
 but

poignant
 message,
'Neesi
ma
 dead;
 peritonitis'
His
 wonder
ful
 career
 so
 well
 kno
wn
 to
 o
ur
 read'
 

ers
 as
 to
 need
 but
 brief
 recapitulation."
 (
E2)

新
島
迎
記
念
式
が
明
治
学
院
礼
拝
堂
で
開
か
れ
る。
(
J::1289,
G
 11)
 

午
前
九
時
よ
り
万
国
大
学
校
の
同
盟
祈
躊
会
と
あ
わ
せ
て
新
島
先
生
の
記
念
祈
躊
会
を
開
く。
金
森
通
倫
が
司
会、
宮

川
経
輝・
小
崎
弘
道・
大
西
祝．
J．
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
•
井
手
義
久
そ
の
他
が
話
を
す
る。
(
h1305,
J
 71
 : 1
10)
 

1300,
 
I
 9
1i)
 

聞
く。
（
廿1305,
C4:
 129,
 C7:
13)
 

578 



1890年

三
月
二
十
三
日

三
月
三
十
一

日

二
月

一

月
三
十
一

日

二
月
一

日

二
月
十
九
日

二
月
二
十
一

日

国
役
員
選
挙
の
結
果、

校
長
に
小
崎
弘
道、

常
議
員
長
に
金
森
通
倫
を
選
ぶ
。

午
後
四
時
か
ら
山
本
覚
馬
宅
に
お
い
て
社
員
会
が
開
か
れ、

山
本
を
臨
時
同
志
社
総
長
に
推
挙
す
る。
(

J

71
"

110)
 

午
後
は
円
山
左
阿
弥
楼
に
お
い
て
卒
業
生
大
会
を
開
く。

六
十
二
名
（
う
ち
婦
人
十
名
）

が
集
ま
り、

小
崎
弘
道
よ
り

先
生
臨
終
の
模
様
を
聞
く。

夜、

軍
9

籍
館
で
卒
業
生
会
を
開
く。

日
同
好
会
の
規
則
を
定
め
る

念
室
の
設
立
お
よ
び
そ
の
費
用
を
募
集
す
る

避
す
る
。

以
上
三
点
を
社
員
会
に
「
忠
告
す
る」

こ
と
を
決
議
す
る
。
(
D
3
8

羞6)

同
志
社
各
学
校
生
徒、

若
王
子
墓
参。
(

I

4
ー
i
)

同
志
社
校
友
会
は
新
島
永
眠
に
よ
る
後
任
に
つ
い
て
会
合
す
る
。
(
J:378)

新
島
を
追
悼
す
る
集
会
が
東
京
の
厚
生
館
で

催
さ

れ、

東
京
大
学
の

加
藤
弘
之
総
理
・

基
督
教
新
聞
主
箪
竹
越
与
三

郎
・

小
崎
弘
道
・

平
岩
憧
保
・

美
山
貫
一

の
五
名
が
演
説
を
す
る
。
（
怜
10

羞66,
C
 4 :
 
1
4
5,
 

1
9
1
)
 

新
島
記
念
神
学
館
建
設
の
た
め
同
志
社
校
友
会
は
資
本
金
五
千
円
の
募
集
を
訴
え
る
。

(

I

4-
j)
 

こ
の
頃、

新
島
夫
人、

葬
式
後
の
疲
労
の
た
め
か
病
気
と
な
る
。
（
廿
1
2
5
1
)

山
本
覚
馬
宅
に
お
い
て
同
志
社
評
定
会
を
開
き、

次
の
こ
と
を
決
め
る
。

日
金
森
通
倫
は
校
長
を
辞
任。

⇔
総
長
は
暫
時
欠
員、

社
務
は
常
議
員
が
執
り、

常
議
員
長
を
置
い
て
事
務
を
行
う。

⇔
新
島
先
生
神
学
記

四
神
学
・

普
通
・

予
備
校
を
総
て
校
長
一

名
を
置
ぎ、

校
務
を
担
当
す
る
。

女
学
校
長
を
も
兼
ね
る
。

⑮
新
島
の
旅
聾
な
ら
び
に
大
磯
・

京
都
葬
式
等
の
諸
経
野
五
百
円
は
従
来
の
功
労
に
よ
り
葬
俊
料
と
し
て
大
学
よ
り
金

北
垣
知
事、

若
王
子
に
墓
参
す
る
。

(

1:
1
2
9
1,

I
 
4

|
i
)
 

国
同
志
社
普
通
科
維
持
資
本
を
募
集
す
る
た
め
委
員
を
ア
メ
リ
カ
に
派
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十
二
月
十
六
日

十一
月
十
日

四
月
八
日

四
月一
日

組
合
教
会
第
五
回
総
会
の
決
議
に
従
っ
て、
総
会
議
長
・
本
問
重
慶
よ
り一
致
教
会
大
会
議
長
•
井
深
梶
之
助
宛
に
教

こ
の
年、
新
島
の
最
初
の
伝
記
Phebe
Fu
ller
 Mc
Keen,
 
A
 Sketch
 of
 the
 Eat、ly
Life
o
f
]oseph

Har
dy

J•
D•
Davis,
 
A
 Sketch
 of
 the
 Li
fe
 of
 Rev.
 Joseph
 
Har
dy
 Neesi
ma,
 L
L•
D．
が
丸
善
商
社
書
店
か
ら

出
版
さ
れ
る。
な
お
J.
D.
 Davis,
 
A
 M̀aker
 of
 Ne
w
 
Japan,
 Rev.
 Joseph
 
Har
dy
 
Neesi
ma.
 
Fle
ming
 

H.
 Reve
ll
 Co.,
 Ne
w
 Yor
k.
〔
内
容
は
A
Sketch
 of
:·
…
と
同
じ〕
も
こ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た。

(
C
 9, 10)
 

勝
海
舟、
新
島
の
墓
標
を
認
め、
金
十
円
を
そ
え
て
新
島
未
亡
人
に
贈
る。
(

J31
|21
羞99)

Neesi
ma.
が
ボ
ス
ト
ン
で
刊
行
さ
れ
る。
(
C8)

会
合
併
の
中
止
を
通
知
す
る。
(

J

22
-2:
 23)
 

4

"

4
1

4
)
 

額
の
四
分
の
一
、
各
学
校
よ
り
四
分
の
二、
社
員
よ
り
四
分
の
一
を
拠
出
し
て
同
氏
へ
贈
る。

因
ハ
リ
ス
よ
り
請
求
さ
れ
た
要
件
を
受
諾
す
る。
ま
た
ハ
リ
ス
を
名
誉
社
員
と
す
る。
(
D1
 : 1268)
 

井
上
馨・
波
多
野
培
根
ら
個
人
宛
の
遺
言
を
八
重
夫
人
・
徳
富
猪一
郎・
小
崎
弘
道
の
連
名
で
こ
の
日
届
け
る。

（
怜
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1890-1950年

昭
和
十
年
(-
九
三
五）

昭
和
二
十
五
年
（一
九
五
0)

十
一
月
二
十
九
日

昭
和
七
年
（一
九
三
二）
六
月
十
四
日

大
正
九
年
（一
九
二
0)
八
月
二
十
九
日

大
正
六
年
(-
九一
七）

l
口月一＿＇f_
三
日

大
正
四
年
(
-
九
一
五）

十
一
月
十
日

一
月
十＿―-
日

明
治
二
十
九
年
（一
八
九
六）
一
月
七
日

午
前
九
時
よ
り
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
没
後
一

周
年
記
念
会
が
催
さ
れ
る 。

同
日 、

東
京
日
吉
町
共
存
同
衆
館
で
も
記
念
会
が
催
さ
れ
る 。
(

I

11)
 

新
島
登
美
子
〔
新
島
先
生
母
堂〕

永
眠 、

九
十
歳 。
(

J::
1
7
5
5
)

山
本
唯一ー一
郎
が
同
志
社
に
図
書
館
を
寄
贈
す
る
に
あ
た
り 、

の
胸
像
を
造
り 、

こ
の
日
現
在
の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
に
お
い
て
除
幕
式
を
挙
行
す
る 。

(
D
3
6
)
 

田
中
親
光
に
委
嘱
し
て
新
島

A.
 S .
 
Hard
y
よ
り

新
島
の
侃
刀
（
大
小
二
振）

が 、

大
森
夫
人
を
通
じ
て
同
志
社
に
寄

贈
さ
れ
る 。
(

T
2
8
3
5
)

新
島
八
重 、

京
都
市
寺
町
丸
太
町
上
ル
の
自
宅
で
永
眠 、

八
十
八
歳 。
(
D
3
9
)

ワ
シ
ン
ト
ソ
・
カ
テ
ド
ラ
ル
に
新
島
襄
の
立
像
が
安
置
さ
れ
る 。
（
怜
2
:

口
諮
咀
潤）

新
島
襄
文
化
切
手
（
八
円）

が
郵
政
省
よ
り
発
行
さ
れ
る 。
(

h
1
5
6
6
)

大
正
天
皇
御
即
位
に
際
し 、

新
島
に
従
四
位
を
賜
る 。
（
廿
1

婆8)

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二）

十
二
月
二
十
八
日

山
本
覚
馬 、

永
眠 、

六
十
五
歳 。
(
D

10
:

2
3
0
)

朋
治
二
十
四
年

2

八
九
一
）
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明治23年(1 8 9 0) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ／ 
1 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 1 

2 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 2 

3 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 3 

4 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 4 

5 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 5 

6 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 6 

7 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 7 

8 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 8 

， 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 ， 

10 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 10 

11 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 11 

12 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 12 

13 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 13 

14 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 14 

15 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 15 

16 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 16 

17 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 17 

18 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 18 

19 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 19 

20 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 20 

21 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 21 

22 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 2 2  

23 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 23  

24 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 24 

25 土 火 火 金 B 水 金 月 木 土 火 木 25 

26 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 2 6  

27 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 27 

28 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 28 

29 水 ／ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 2 9  

30 木 '/ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 30 

31 金 ／ 月 ／ 土 I/ 木 日 ／ 金 ／ 水 31 
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新島襄在世中の七曜表

明治22年(1 8 8 9) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 x 
l 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 1 
2 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 2 
3 木 ロ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 3 
4 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 4 
5 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 5 
6 B 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 6 
7 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 7 
8 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 8 
， 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 ， 

10 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 10 
11 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 11 
12 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 1, 12 
13 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 13 
14 月 木 木 H 火 金 日 水 土 月 木 土 14 
15 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 15 
16 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 16 
17 木 且 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 17 
18 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 18 
19 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 19 
20 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 20 
21 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 21 
22 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 22 
23 水 上 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 23 
24 木 「l 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 24 
25 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 25 

1-一
26 上 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 26 
27 n 水 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 27 
28 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 28 
29 火／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 29 
30 水 ／ 上 火 木 日 火 金 月 水 土 月 30 
31 木 ／ 日 ／ 金 ／／ 水 ± ／ 木 ／ 火 31 
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明治21年(1 8 8 8) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 

日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 l 

2 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 2 

3 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 3 

4 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 n 火 4 

5 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 5 

6 金 月 火 金 1::1 水 金 月 木 土 火 木 6 

7 土 火 水 土 月 木 士 火 金 日 水 金 7 

8 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 8 

， 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 ， 

10 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 10 

11 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 11 

12 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 12 

13 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 13 

14 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 14 

15 日 水 木 口 火 金 n 水 土 月 木 土 15 

16 月 木 金 月 水 土 月 木 「I 火 金 日 16 

17 火 金 土 火 木 「l 火 金 月 水 上 月 17 

18 水 土 II 水 金 月 水 土 火 木 日 火 18 

19 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 19 

20 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 20 

21 土 火 水 上 月 木 土 火 金 日 水 金 21 

22 日 水 木 n 火 金 r l 水 上 月 木 上 22 

23 月 木 金 月 水 土 月 木 lj 火 金 [l l 23 

24 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 24 

25 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 25 

26 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 26 

27 金 月 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 27 

28 上 火 水 土 月 木 土 火 金 n 水 金 28 

29 1::1 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 29 

30 月 ／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 30 

31 火 ／ 土 ／ 木 ／ 火 金 ／ 水 ／ 月 31 
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新島狐在世中の七曜表

明治20年(1 887)

5 6 7 8 ， 10 11 12 ジ
日 水 金 月 木 上 火 木 1 

月 木 土 火 金 日 水 金 2 

火 金 日 水 土 月 木 土 3 

水 上 月 木 日 火 金 日 4 

木 日 火 金 月 水 土 月 5 

金 月 水 土 火 木 日 火 6 

土 火 木 日 水 金 月 水 7 

日 水 金 月 木 土 火 木 8 

月 木 土 火 金 日 水 金 ， 

火 金 日 水 土 月 木 上 10 

水 上 月 木 日 火 金 日 II 

木 日 火 金 月 水 土 月 12 

金 月 水 土 火 木 日 火 13 

土 火 木 日 水 金 月 水 14 

日 水 金 月 木 土 火 木 15 

月 木 土 火 金 日 水 金 16 

火 金 Fl 水 土 月 木 土 17 

水 土 月 木 口 火 金 口 18 

木 日 火 金 月 水 土 月 19 

金 月 水 土 火 木 日 火 20 

土 火 木 日 水 金 月 水 21 

日 水 金 月 木 上 火 木 22 

月 木 ..j.. ． 火 金 日 水 金 23 

火 金 日 水 土 月 木 土 24 

水 上 月 木 u 火 金 n 25 

木 H 火 金 月 水 土 月 26 

金 月 水 土 火 木 日 火 27 

土 火 木 日 水 金 月 水 28 

日 水 金 月 木 上 火 木 29 

月 木 土 火 金 日 水 金 30 

火 ／ 日 水 I/ 月 ／ 土 31 
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明治19年(1 8 8 6) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 

1 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 l 

2 土 火 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 2 

3 日 水 水 土 月 木 土 火 令.:..L-日 水 金 3 

4 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 4 

5 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 5 

6 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 6 

7 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 7 

8 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 8 

， 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 ， 

10 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 10 

11 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 II 

12 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 12 

13 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 13 

14 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 14 

15 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 15 

16 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 16 

17 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 17 

18 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 18 

19 火 金 金 月 水 土 月 木 El 火 金 IJ 19 

20 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 20 

21 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 21 

22 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 22 

23 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 23 

24 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 24 

25 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 25 

26 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 口 26 

27 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 27 

28 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 28 

29 金 ／ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 29 

30 土 ／ 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 30 

31 日 ／ 水 ／ 月 ／ 土 火 ／ 日 ／ 金 31 
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新島襄在世中の七曜表

明治18年(1 8 8 5) 
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明 治17年(1 8 8 4) 
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新島襄在世中の七曜表

明 治16年(1 8 8 3) 

口 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 : 
I 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 1 

2 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 2 

3 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 3 

4 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 4 

5 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 5 

6 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 6 

7 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 7 

8 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 8 

， 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 ， 

10 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 10 

11 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 口 火 11 

12 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 12 

13 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 13 

14 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 14 

15 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 15 

16 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 16 

17 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 17 

18 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 18 

19 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 19 

10 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 20 

21 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 21 

22 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 22 

23 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 23 

24 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 24 

25 木 13 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 25 

26 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 26 

27 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 27 

28 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 28 

29 月 ／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 29 

30 火 I/ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 30 

31 水 ／ 土 ／ 木 ／ 火 金 ／ 水 ／ 月 31 
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明治15年(1 8 8 2) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ロ
1 口 水 水 土 月 木 土 火 金 11 水 金 1 

← --

2 月 木 木 日 火 金 日 水 土 Jl 木 上 2 

3 火 金 金 月 水 上 月 木 口 火 金 Li 3 

4 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 4 

5 木 日 日 水 金 Jj 水 土 火 木 日 火 5 

6 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 6 

7 土 火 火 金 LI 水 金 月 木 上 火 木 7 

8 H 水 水 土 月 木 上 火 金 [l 水 金 8 

， 月 木 木 口 火 金 日 水 土 月 木 上 ， 

10 火 金 金 月 水 上 月 木 [J 火 金 [I 10 

11 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 II II 
•一］ ト

12 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 17 火 12 

13 金 月 月 木 上 火 木 n 水 金 月 水 13 

14 上 火 火 金 n 水 金 月 木 上 火 木 14 

15 日 水 水 土 月 木 土 火 金 Li 水 金 15 

16 月 木 木 日 火 金 日 水 上 } j 木 上 16 

17 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 Li 17 

18 水 土 土 火 不
―

H 火 金 月 水 土 月 18 

19 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 n 火 19 

20 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 20 

21 上 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 21 

22 口 水 水 土 月 木 上 火 金 H 水 金 22 

23 月 木 木 B 火 金 日 水 土 H 木 土 23 

24 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 I」 24 
トー

25 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 25 

26 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 26 

27 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 27 

28 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 28 
|— 

29 u ／ 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 29 

／ 30 月 木 日 火 金 H 水 土 月 木 上 30 

／ 31 火 金 I/ 水 I/ 月 木 ／ 火 ／ ロ 31 
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新島迎在世中の七曜表

H月治14年(1 8 8 1) 
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H月i台13年(1 8 8 0) 
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新島迎在世中の七耀表

明治12年(1 8 7 9) 

口 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ジ
I 水 上 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 1 

2 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 2 

3 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 3 

4 土 火 火 金 l」 水 金 月 木 土 火 木 4 

5 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 5 

6 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 6 

7 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 7 

8 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 8 

， 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 ， 

10 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 10 

11 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 11 

12 n 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 12 

13 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 13 

14 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 14 

15 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 15 

16 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 16 

17 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 17 

18 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 18 

19 口 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 19 

20 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 20 

21 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 21 

22  水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 22 

23  木 口 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 23 

24 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 24 

25 土 火 火 金 B 水 金 月 木 土 火 木 25 

26 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 26 

27 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 27 

28  火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 28 

29 水 ／ 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 29 

30 木 I/ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 30 

31 金 ン H ／ 土 ／ 木 日 I/ 金 ／ 水 31 
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明治11年(1 8 7 8) 

〉 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 
1 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 「I 1 

2 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 2 

3 木 日 日 水 金 月 水 上 火 木 日 火 3 

4 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 4 

5 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 5 

6 日 水 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 6 
ト-•―

7 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 7 

8 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 8 

， 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 ， 

10 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 n 火 10 

1 1  金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 11 

12 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 12 

13 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 13 

14 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 14 

15 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 15 

16 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 16 

17 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 n 火 17 

18 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 18 

19 土1火 火 金 El 水 金 月 木 土 火 木 19 

20 日 水 水 土 月 木 土 火 金 El 水 金 20 

21 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 21 

22 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 LI 22 
←—• 

23 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 23 

24 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 n 火 24 

25 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 25 

26 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 26 

27 日 水 水 上 月 木 上 火 金 日 水 金 27 

28 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 28 

29 火 ／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 [l 29 

30 水 ／ 土 火 木 日 火
, — 

金 月 水 上 月 30 

31 木 ／ 日 ／ 金 ／ 水 土 ／ 木 ／ 火 31 
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新島襄在世中の七曜表

明治10年(1 8 7 7) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 1  12 シ
I 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 1 

2 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 2 

3 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 3 

4 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 4 

5 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 5 

6 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 6 

7 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 7 

8 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 8 

， 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 ， 

10 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 10 

11 木 H 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 11 

12 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 12 

13 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 13 

14 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 14 

15 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 15 

16 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 16 

17 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 17 

18 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 H 火 18 

19 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 19 

20  土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 20 

21 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 21 

2 2  月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 22 

2 3  火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 23 

24 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 24 

25  木 n 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 25 

26  金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 26 

27  土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 27 

2 8  日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 28 

2 9  月 ／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 29 

3 0  火 ／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 30 

31 水 ／ 土 ／ 木 ／ 火 金 ／ 水 ／ 月 31 
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明治 9 年(1 8 7 6) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 
1 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 I 

2 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 2 

3 月 木 金 月 水 土 月 木 R 火 金 日 3 

4 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 4 

5 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 5 

6 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 6 

7 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 7 

8 土 火 水 土 月 木 土 火 金 H 水 金 8 

， 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 ， 

10 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 El 10 

11 火 金 土 火 木 n 火 金 月 水 土 月 11 

12 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 12 
'- -

13 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 13 

14 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 14 

15 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 15 

16 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 16 

17 月 木 金 月 水 土 月 木 El 火 金 日 17 

18 火 金 土 火 木 H 火 金 月 水 土 月 18 

19 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 19 

20 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 20 

21 金 月 火 金 口 水 金 月 木 土 火 木 21 

22 土 火 水 土 月 木 土 火 金 n 水 金 22 

23 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 23 

24 月 木 金 月 水 ± 月 木 日 火 金 El 24 

25 火 金 土 火 木 口 火 金 月 水 上 月 25 

26 水 土 日 水 金 月 水 上 火 木 LI 火 26 

27 木 n 月 木 土 火 木 口 水 金 月 水 27 

28 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 28 

29 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 29 

30 口 ／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 30 

31 月 ／ 金 ／ 水 ／月 木 ／ 火 ／ El 31 
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新島迎在世中の七曜表

明治 8 年(1 8 7 5) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ジ；
I 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 1 

2 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 2 

3 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 3 

4 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 4 

5 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 5 

6 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 6 

7 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 7 

8 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 8 

， 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 ， 

10 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 10 

]I 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 11 

12 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 12 

i 3 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 13 

14 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 14 

15 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 15 

16 ± 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 16 

17 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 17 

18 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 18 

19 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 19 

20 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 20 

21 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 21 

22 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 22 

23 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 23 

24 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 24 

25 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 25 

26 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 26 

27 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 27 

28 木 日 D 水 金 月 水 土 火 木 日 火 28 

29 金 I/ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 29 

30 上 I/ 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 30 

31 日 I/ 水 ／ 月 ／ 土 火 ／ 日 ／ 金 31 
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明治 7 年(l 8 7 4) 

IX 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ／ 
1 木 日 日 水 金 月 水 上 火 木 [l 火 I 
2 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 H 水 2 

3 土 火 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 3 

4 日 水 水 土 月 木 上 火 金 l」 水 金 4 

5 月 木 木 口 火 金 日 水 土 月 木 上 5 

6 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 II 6 

7 水 土 土 火 木 n 火 金 月 水 上 月 7 

8 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 u 火 8 

， 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 ， 

10 土 火 火 金 口 水 金 月 木 上 火 木 10 
•一

11 口 水 水 土 月 木 土 火 金 H 水 金 11 

12 月 木 木 日 火 金 H 水 土 月 木 上 12 

1 3  火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 13 

14 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 14 

15 木1日 日 水 金 月 水 土 火 木 II 火 15 

16 金 月 月 木 ± 火 木 日 水 金 月 水 16 

17 土 火 火 金 日」水 金 月 木 土 火 木 17 

18 日 水 水1土 月 木 土 火 金 H 水 金 18 

19 月 木 木1日 火 金 口 水 土 月 木 上 19 

20 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 20 

21 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 21 

22 木 日 日 水 金 月 水 上 火 木 [I 火 22 

23 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 23 

24 上 火1火 金 口 水 金 月 木 上 火 木 24 

25 日 水 水 上 月 木 上 火 金 日 水 金 25 

26 月 木 木 B 火 金 日 水 ± 月 木 上 26 

27 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 H 27 

28 水 土 土 火 木 n 火 金 月 水 上 月 28 
—- -— ― 

29 木 ／ 日 水 金 月 水 土 火 木 LJ 火 29 

30 金 ／ 月 木 上 火 木 日 水 金 l l 水 30 

31 上 I/ 火 I/ H ／ 金 月 ／ 上 ／ 木 31 
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新島瞑在世中の七曜表

明 治 6 年(1 8 7 3) 

5 6 7 8 ， 10 11 12 :: 
木 日 火 金 月 水 土 月 1 

金 月 水 土 火 木 日 火 2 

土 火 木 日 水 金 月 水 3 

日 水 金 月 木 土 火 木 Ii 4 

月 木 土 火 金 日 水 金 5 

火 金 日 水 土 月 木 土 6 

水 土 月 木 日 火 金 日 7 

木 日 火 金 月 水 土 月 8 

金 月 水 土 火 木 日 火 ， 

土 火 木 日 水 金 月 水 10 

日 水 金 月 木 土 火 木 11 

月 木 土 火 金 日 水 金 12 

火 金 日 水 土 月 木 土 13 

水 土 月 木 日 火 金 日 14 

木 日 火 金 月 水 土 月 15 

金 月 水 土 火 木 日 火 16 

土 火 木 日 水 金 月 水 17 

日 水 金 月 木 土 火 木 18 

月 木 土 火 金 日 水 金 19 

火 金 日 水 土 月 木 土 20 

水 土 月 木 日 火 金 日 21 

木 日 火 金 月 水 土 月 22 

金 月 水 土 火 木 日 火 23 

土 火 木 日 水 金 月 水 24 

日 水 金 月 木 土 火 木 25 

月 木 土 火 金 日 水 金 26 

火 金 日 水 土 月 木 土 27 

水 土 月 木 日 火 金 日 28 

木 日 火 金 月 水 土 月 29 

金 月 水 土 火 木 日 火 30 

土 ／ 木 日 ／ 金 ／ 水 3 1  
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明治 5 年(1 8 7 2) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ロ
1 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 1 

2 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 2 

3 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 H 火 3 

4 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 4 

5 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 5 

6 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 6 

7 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 7 

8 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 口 8 

， 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 ， 

10 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 10 

1 1  木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 11 

12 金 月 火 金 日 水 金 月 木 ± 火 木 12 

13 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 13 

14 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 14 

15 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 15 

16 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 16 

17 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 17 

18 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 18 

19 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 19 

20 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 20 

21 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 21 

22 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 口 22 

23 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 23 

24 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 24 

25 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 25 

26 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 26 

27 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 27 

28 日 水 木 R 火 金 日 水 土 月 木 土 28 

29 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 29 

30 火 レ／ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 30 

31 水 I/ 日 ／ 金 ／ 水 土 ／ 木 ／ 火 31 
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新島襄在世中の七曜表

明治 4 年(1 8 7 1) 

口 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 : 
1 日 水 水 上 月 木 土 火 金 日 水 金 1 

2 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 2 

3 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 3 

4 水 土 ± 火 木 日 火 金 月 水 土 月 4 

5 木 口 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 5 

6 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 6 

7 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 7 

8 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 8 

， 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 ， 

10 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 10 

11 水 上 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 11 

12 木 [J LI 水 金 月 水 土 火 木 日 火 12 

13 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 13 

14 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 14 

15 n 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 15 

16 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 16 

17 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 17 

18 水 土 上 火 木 日 火 金 月 水 土 月 18 

19 木 [l 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 19 

20 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 20 

21 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 21 

22 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 22 

23 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 23 

24 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 24 

25 水 上 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 25 

26 木 R 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 26 

27 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 27 

28 土 火 火 金 El 水 金 月 木 土 火 木 28 

29 El ／ 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 29 

30 月 レ
／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 30 

31 火 ／ 金 ／ 水 ／ 月 木 ／ 火 ／ 日 31 
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明治 3 年(1 8 7 0) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 
1 上 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 1 

2 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 2 

3 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 3 

4 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 4 

5 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 5 

6 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 6 

7 金 月 月 木 土 火 木 LI 水 金 月 水 7 

8 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 8 

， 日 水 水 土 月 木 土 火 金 且 水 金 ， 

10 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 10 

11 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 11 

12 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 12 

13 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 13 
ートー

14 金 月 月 木 土 火 木 n 水 金 月 水 14 

15 土 火 火 金 El 水 金 月 木 土 火 木 15 

16 日 水 水 土 月 木 土 火 金 「I 水 金 16 

17 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 17 

18 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 18 

19 水 土 土 火 木 口 火 金 月 水 土 月 19 

20 木 口 El 水 金 月 水 上 火 木 日 火 20 

21 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 21 

22 土 火 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 22 

23 日 水 水 土 月 木 土 火 金 R 水 金 23 

24 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 24 

25 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 25 

26 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 26 

27 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 Fl 火 27 

28 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 28 

29 土 ／ 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 29 

30 日 ／ 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 30 

31 月 ／／ 木 ／ 火 ／ 日 水 ／ 月 ／ 上 31 
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新島襄在世中の七曜表

明治 2 年(1 8 6 9) 

口 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 X 
1 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 1 

2 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 2 

3 口 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 3 

4 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 4 

5 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 5 

6 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 6 

7 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 7 

8 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 8 

， 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 ， 

10 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 10 

11 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 11 

12 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 12 

13 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 13 

14 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 14 

15 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 15 

16 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 16 

17 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 17 

18 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 18 

19 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 19 

20 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 20 

21 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 B 火 2 1  

22 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 22 

23 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 23 

24 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 24 

25 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 25 

26 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 26 

27 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 27 

28 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 28 

29 金 ／ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 29 

30 土 I/ 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 30 

31 日 I/ 水 ／ 月 I/ 土 火 I/ 日 ／ 金 31 
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明治 1 年(1 8 6 8) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 I½ 
1 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 El 火 1 

2 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 2 

3 金 月 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 3 

4 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 4 
l 

5 B 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 5 

6 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 6 

7 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 7 

8 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 8 
l 

， 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 ， 

10 金 月 火 金 R 水 金 月 木 土 火 木 10 

11 土 火 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 11 

12 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 12 

13 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 13 

14 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 14 

15 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 15 

16 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 16 

17 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 17 

18 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 18 

19 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 19 

20 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 口 20 

21 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 21 

22 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 22 

23 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 23 

24 金 月 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 24 

25 土 火 水 土 月 木 土 火 金 H 水 金 25 

26 日 水 木1日 火 金 日 水 土 月 木 上 26 

27 月 木 金1月 水1上 月 木 日 火 金 口 27 

28 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 28 

29 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 口 火 29 

30 木 ／ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 30 

31 金 ／ 火 ／ 日 ー／ 金 月 ／ 土 ／ 木 31 
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新島狸在世中の七曜表

座応 3年(1 8 6 7) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ] 
l 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 1 

2 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 2 、

3 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 3 

4 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 4 

5 土 火 火 金 R 水 金 月 木 土 火 木 5 

6 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 6 

7 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 7 

8 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 8 

， 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 ， 

IO 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 10 

11 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 11 

12 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 12 

13 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 13 

14 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 14 

15 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 15 

16 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 16 

17 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 17 

18 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 18 

19 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 19 

20 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 20 

2] 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 21  

22 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 22 

23 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 23 

24 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 24 

25 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 25 

26 上 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 26 

27 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 27 

28 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 28 

29 火 ／ン
金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 29 

30 水 I/ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 30 

31 木 |/1日 I/ 金 ／ 水 土 I/ 木 I/ 火 31 
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艇応 2年(1 8 6 6) 

|〉 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 
1 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 1 

2 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 2 

3 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 3 

4 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 4 

5 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 5 

6 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 6 

7 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 7 

8 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 8 

， 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 ， 

10 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 10 

11 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 11 

12 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 12 

13 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 13 

14 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 14 

15 月 木 木 El 火 金 日 水 土 月 木 土 15 

16 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 ' 金 R 16 

17 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 17 

18 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 18 

19 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 19 

20 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 20 

21 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 21 

22 月 木 木 日 火 金 口 水 土 月 木 土 22 

23 火 金 金 月 水 土 月 木 且 火 金 日 23 

24 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 24 

25 木 日 日 水 金 月 水 上 火 木 口 火 25 

26 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 26 

27 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 27 

28 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 28 

29 月 ／ 木 日 火 金 ロ 水 土 月 木 土 29 

30 火 ／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 30 

31 水 ／ 土 ／ 木 ／ 火 金 ／ 水 ／ 月 31 
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新島迎在世中の七曜表

鹿応 1 年(1 8 6 5) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ジ；
1 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 1 

2 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 2 

3 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 3 

4 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 4 

5 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 5 

6 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 6 

7 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 7 

8 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 8 

， 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 ， 
10 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 10 

11 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 11 

12 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 12 

13 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 13 

14 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 14 

15 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 15 

16 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 16 

17 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 17 

18 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 18 

19 木 日 u 水 金 月 水 土 火 木 日 火 19 

20 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 20 

21 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 21 

2 2  日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 22 

23 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 23 

24 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 24 

25 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 25 

26 木 日 口 水 金 月 水 土 火 木 日 火 26 

27 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 27 

28 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 28 

29 日 ／ 水 土 月 木 土 火 金 ロ 水 金 29 

30 月 レ／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 30 

31 火 ／ 金 ／ 水 ／ 月 木 I/ 火 ／ 日 31 

r27 



元治 1 年(1 864)

X 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 
1 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 1 

2 上 火 水 土 月 木 土 火 金 Fl 水 金 2 

3 日 水 木 El 火 金 日 水 土 月 木 土 3 

4 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 4 

5 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 5 

6 水 土 日 水 金 月 水 上 火 木 日 火 6 

7 木 日 月 木 土 火 木 口 水 金 月 水 7 

8 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 8 

， 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 ， 

10 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 10 

11 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 H 11 

12 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 12 

13 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 13 

14 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 14 

15 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 15 

16 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 16 

17 日 水 木 日 火 金 口 水 土 月 木 土 17 

18 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 18 

19 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 19 

20 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 20 

21 木 口 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 2] 

22 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 22 

23 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 23 

24 日 水 木 日 火 金 El 水 土 月 木 土 24 

25 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 25 

26 火 金 土 火 木 El 火 金 月 水 土 月 26 

27 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 27 

28 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 28 

29 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 29 

30 上 ／ 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 30 

31 口 ／ 木 I/ 火 I/ ロ 水 ／ 月 ／ 土 31 

I26 



新島腹在世中の七曜表

文久 3年(1 8 6 3) 

〗 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 : 
I 木 Fl 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 1 

2 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 2 

3 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 3 

4 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 4 

5 月 木 木 日 火 金 H 水 土 月 木 土 5 

6 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 6 

7 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 7 

8 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 8 

， 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 ， 
10 土 火 火 金 口 水 金 月 木 土 火 木 10 

II 口 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 11 

12 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 12 

13 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 13 

14 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 14 

] 5 木 口 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 15 

16 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 16 

17 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 17 

18 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 18 

19 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 19 

20 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 20 

21 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 21 

22 木 [I 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 22 

23 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 23 

24 土 火 火 金 Fl 水 金 月 木 土 火 木 24 

25 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 25 

26 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 26 

27 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 27 

28 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 28 

29 木 I/ U 水 金 月 水 土 火 木 日 火 29 

3 0  金 I/ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 30 

31 上：／ 火 ／ 日 I/ 金 月 I/ 土 ／ 木 3 1  
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文久 2 年(1 8 6 2) 

X 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ロ
1 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 片 1 
2 木 日 口 水 金 月 水 上 火 木 「I 火 2 
3 金 月 月 木 土 火 木 E:1 水 金 月 水 3 
4 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 4 
5 日 水 水 上 月 木 上 火 金 口 水 金 5 
6 月 木 木 日 火 金 ロ 水 上 月 木 土 6 

, —  ' -
火 金 金 月 水 上 H 木 日 火 金 日 7 

8 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 H 8 
， 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 LI 火 ， 

10 金 月 月 木 上 火 木 LI 水 金 月 水 10 
11 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 11 
12 日 水 水 上 月 木 土 火 金 日 水 金 12 
13 月 木 木 H 火 金 日 水 土 月 木 土 13 
14 火 金 金 月 水 土 月 木 「l 火 金 日 14 
15 水 土，土 火 木 n 火 金 月 水 土 月 15 
16 木 日 ， 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 16 
17 金 月 月1木 上 火 木 日 水 金 J=I 水 17 
18 土 火 1 火1金 日 水 金 月 木 上 火 木 18 
19 日 水 水1土 月 木 上1火 金 日 水 金 19 
20 月 木 木 日 火 金 日1水 上 月 木 土 20 
21 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 R 21 
22 水 土 土 火 木 [I 火 金 月 水 上 月 22 
23 木 日 日 水 金 月 水 上 火 木 II 火 23 
24 金 月 月1木 上 火 木 日 水 金 月 水 24 
25 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 25 
26 日 水 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 26 
27 月 木 木 [3 火 金 LI 水 土 月 木 土 27 
28 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 28 
29 水 ／ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 29 
30 木 ／ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 30 

『一

／ ／ 31 金 月 土 I/ 木 ロ ／ 金 レ／ 水 31 
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新島襄在世中の七曜表

文久 1 年(1 8 6 1) 

x ］ 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 : 
I 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 1 

2 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月
L—

3 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 3 

4 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 4 

5 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 5 

6 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 6 

7 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 7 

8 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 8 

， 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 ， 

10 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 10 

11 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 11 

12 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 12 

13 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 13 

14 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 14 

15 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 15 

16 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 16 

17 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 17 

18 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 18 

19 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 19 

20 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 20 

21 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 21 

22 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 22 

23 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 23 

24 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 24 

25 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 25 

26 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 26 

27 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 27 

28 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 28 

29 火 I/ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 29 

30 水 ,/ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 30 

31 木 I/ 日 ／ 金 ／ 水 土 ／ 木 ／ 火 3 1  
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万延 1年(1 8 6 0) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 11/s 
1 日 水 木 日 火 金 R 水 土 月 木 上 ］ 

2 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 II 2 

3 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 3 

4 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 4 

5 木 日 月 木 土 火 木 口 水 金 月 水 5 
一l

6 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 6 
し —

7 上 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 7 

8 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 8 

， 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 ＇ 金 且 ， 

10 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 10 

11 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 11 

12 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 12 

13 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 13 

14 土 火 水 土 月 木 土 火 金 H 水 金 14 

15 日 水 木 B 火 金 日 水 土 月 木 土 15 

16 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 16 

17 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 17 

18 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 18 

19 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 19 

20 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 20 

21 土 火 水 上 月 木 土 火 金 日 水 金 21 

22 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 22 

23 月 木 金 月 水 土 月 木 口 火 金 日 23 

24 火 金 土 火 木 口 火 金 月 水 上 月 24 

25 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 25 

26 木 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 26 

27 金 月 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 27 

28 上 火 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 28 

29 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 29 

30 月 ／／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 30 

3 1  火 ／ 土 ／ 木 ／ 火 金 ／／ 水 ー／フ 月 31 
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新島瞑在世中の七曜表

安政6年(1 8 5 9)

□ I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 
月
/[

1 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 1 

2 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 2 

3 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 3 

4 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 4 

5 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 5 

6 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 R 火 6 

7 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 7 

8 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 8 

， 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 ， 

10 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 10 

ll 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 11 

12 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 12 

13 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 13 

14 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 14 

15 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 15 

16 口 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 16 

17 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 17 

18 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 18 

19 水 土 土 火 木 口 火 金 月 水 上 月 19 

20 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 29 

21 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 21 

22 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 22 

23 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 23 

24 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 24 

25 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 25 

26 水 土 土 火 木 口 火 金 月 水 土 月 26 

27 木 日 Fl 水 金 月 水 土 火 木 日 火 27 

28 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 28 

29 土 ／ 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 29 

30 日 ／ 水 土 月 木 土 火 金 且 水 金 30 

31 月 :/ 木 ／ 火 ／ 日 水 ／ 月 ／ 上 31 

I 2 I 



X 1 2 3 

1 金 月 月

2 土 火 火

3 日 水 水

4 月 木 木

5 火 金 金

6 水 土 土

7 木 日 日

8 金 月 月

， 土 火 火

10 日 水 水

11 月 木 木

12 火 金 金

13 水 土 土

14 木 日 日

15 金 月 月

16 土 火 火

17 , 日1水 水

18 月 ＇
木 木

19 火 金 金

20 水 土 土

21  木 日 日

22 金 月 月

23 土 火 火

24 日 水 水
25 月 木 木

26 火 金 金

27 水 土 土

28 木 日 日

レ／29 金 月

／ 30 土 火

3 1  日 レ／ 水

[20 

安政 5年(1 8 5 8) 

4 5 6 7 8 ， 

木 土 火 木 日 水

金 日 水 金 月 木

土 月 木 土 火 金

日 火 金 日 水 土

月 水 土 月 木 日

火 木 日 火 金 月

水 金 月 水 土 火

木 土 火 木 日 水

金 日 水 金 月 木

土 月 木 土 火 金

日 火 金 日 水 土

月 水 土 月 木 日

火 木 日 火 金 月

水 金 月 水 土 火

木 上 火 木 日 水

金 日 水 金 月 木

土 月 木 土 火 金

日 火 金 日 水 土

月 水 土 月 木 日

火 木 日 火 金 月

水 金 月 水 土 火

木 土 火 木 日 水

金 日 水 金 月 木

土 月 木 土 火 金

El 火 金 日 水 土

月 水 土 月 木 日

火 木 日 火 金 月

水 金 月 水 土 火

木 土 火 木 日 水

金 日 水 金 月 木

／ 月 ／ 土 火 I/ 

10 11 12 

金 ) 1 水

上 火 木

日 水 金

月 木 上
一 一トー

火 金 日

水 土 月

木 日 火

金 月 水

上 火 木

日 水 金

月 木 土

火 金 日

水 土 月

木 日 火

金 月 水

土 火 木

日 水 金

月 木 土

火 金 口

水 上 月

木 日 火

金 月 水

土 火 木

日 水 金

月 木 土

火 金 日

水 上 月

木 口 火
トー

金 月 水

土 火 木

日 ／ 金

I½ 
1 

2 
卜—- -

3 

4 

5 

6 

7 

8 

-, 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 



新島迎在世中の七曜表

安政 4 年(1 857)

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11  12 : 
1 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 1 

2 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 2 

3 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 3 

4 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 4 

5 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 5 

6 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 6 

7 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 7 

8 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 8 

， 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 ， 
10 土 火 火 金 B 水 金 月 木 土 火 木 10 

11 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 11 

12 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 12 

13 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 13 

14 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 14 

15 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 15 

16 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 16 

17 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 17 

18 1:1 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 18 

19 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 19 

20 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 20 

21 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 21 

22 II木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 22 

23 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 23 

24 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 24 

25 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 25 

26 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 26 

27 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 27 

28 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 28 

29 木 ／ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 29 

30 金 ／ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 30 

31 土 ／ 火 ／ 日 ／ 金 月 9/ 土 I/ 木 31 

"9 



ド、 1 2 3 

1 火 金 土

2 水 土 日
卜＿

3 木 日 月

4 金 月 火

5 土 火 水

6 口 水 木

7 月 木 金

8 火 金 土

， 水 土 日

10 木 日 月

11 金 月 火

12 土 火 水

13 D 水 木

14 月 木 金

15 火 金 土

16 水 土 日

17 木 日 月

18 金 月 火

19 土 火 水
l 

20 n 水 木

21 月 木 金

22 火 金 土

23 水 土 日

24 木 日 月

25 金 月 火

26 上 火 水
卜＿

27 I」 水 木

28 月 木 金

29 火 金 土

30 水 ／ 口

31  木 ／ 月

l r8

安政 3 年 (1 8 5 6) 

4 5 6 7 8 ， 

火 木 日 火 金 月

水 金 月 水 土 火

木 上 火 木 日 水

金 H 水 金 月 木

土 月 木 土 火 金

n 火 金 日 水 土

月 水 上 月 木 日

火 木 且 火 金 月

水 金 月 水 ± 火

木 上 火 木 且 水

金 日 水 金 月 木

土 月 木 上 火 金

日 火 金 u 水 土

月 水 上 月 木 日

火 木 日 火 金 月

水 金 月 水 土 火

木 上 火 木 17 水
ート—·

金 「I 水 金 月 木

上 / j 木 上 火 金

Ll 火 金 日 水 上

月 水 上 月 木 H 

火 木 17 火 金 月

水 金 ! j 水 土 火

木 土 火 木 日 水

金 日 水 金 月 木

土 月 木 土 火 金

D 火 金 日 水 土

月 水 上 月 木 日

火 木 口 火 金 月

水 金 月 水 上 火

／ 上 I/ 木 日 ／ 

10 

水

木

金

土

日

月

火

水

木
l 

金

上

日

月

火

水

木

金

土

「I

JI 

火

水

木

金

土

LI 

月

火

水

木

金

11 12 

上 JI 

[ l 火
r_ 

月 水

火 木

水 金

木 上

金 [_-J 
-- -t--

上

r1 

月

火

水

木

金

土

fl 

月

火

水

木

金

上

日

月

火

水

木

金

上

fJ 

シ／

月

火
l 

水

木

金

上
- -

LI 

月

火

水

木
トー 一

金

上

ll 

Jj 

火

水

木

金

上

n 

月

火

水

／ 
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

10 

ll 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 



新島迎在世中の七曜表

安政 2 年(1 8 5 5) 

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 シ
1 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 1 

2 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 2 

3 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 3 

4 木 ロ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 4 

5 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 5 

6 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 6 

7 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 7 

8 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 8 

， 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 ， 

10 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 10 

II 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 11 

12 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 12 

13 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 13 

14 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 14 

15 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 15 

16 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 16 

17 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 17 

18 木 口 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 18 

19 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 19 

20 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 20 

21 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 21 

22 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 22 

23 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 23 

24 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 24 

25 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 25 

26 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 26 

27 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 27 

28 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 28 

29 月 ／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 29 

30 火 ／ 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 30 

31 水 ／ 土 ／ 木 / 火 金 ／ 水 ／ 月 31 

I I7 



安政 1 年(1 8 5 4) 

X J 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ロ
1 日 水 水 土 月 木 上 火 金 口 水 金 1 

2 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 2 

3 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 口 3 

4 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 4 

5 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 口 火 5 

6 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 6 

7 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 7 

8 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 8 

， 月 木 木 n 火 金 日 水 土 月 木 土 ， 

10 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 10 

11 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 11 

12 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 LI 火 12 

13 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 13 

14 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 14 

15 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 15 

16 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 16 

17 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 17 

18 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 18 

19 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 19 

20 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 20 

2 1  土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 21 

22 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 22 

23 月 木 木 日 火 金 口 水 土 月 木 土 23 

24 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 口 24 

25 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 25 

26 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 26 

27 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 27 

28 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 28 

29 日 ／ 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 29 

30 月 ／ 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 30 

31 火 ／ 金 ／ 水 ／／ 
月 木 I/ 火 ／ 日 31 

l l6 



＼ 
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 
l 

18 

19 

20 

21 
トー 一

22 

23 

24 
l 

25 

1 2 

上 火
II 水
} j 木

火 金
水 上
木 [I 

「金 J I 

上 火
l l 水
} �  I 木

火 金
水 上

木 II 

金 /j ← -
土 火
u 水
H木

、火 金
水 上

木 I �  I 

金 JI 

|こ 火
[I 水
月 木

火 金
I - -

26 
ト ー一

27 

28 
←--- --

水 上
木 n 

金 H 

3 

火
水

木
金
上
rl 

月
火
水
木
金
上
「l

--

月
火
水

木
金
t 

[l 

月
火
水

木
金
土

n 

月
29 

忍

上

／v 
火

30 
し

――

水
31 木

新島製在世中の七曜表

嘉水6年(1 8 5 3) 

4 5 6 7 I 8 ， 10 11 12 〗
金 日 水 金 月 木 土 火 木 1 

上 月 木 上 火 金 日水 金 2 

Fl 火 金 H 水 土 月 木 土 3 

月 水 上 月 木 日 火 金 u 4 

火 木 n 火 金 月水 土 月 5 

水 金 月 水 上 火 木 日 火 6 

木 土 火 木 日 水 金 月 水 7 

金 日水 金 月 木 土 火 木 8 

上 月 木 上 火 金 日水 金 ，

[l 火 金 口 水 土 月 木 上 10

月水 土 月 木 r.:I 火 金 日 11

火 木 日 火 金 月水 土 月 12 

水 金 月 水 上 火 木 日 火 13 

木 土 火 木 口 水 金 月 水 14 

金 日 水 金 月 木 土 火 木 15 

上 月 木 土 火 金 日水 金 16 

日 火 金 ロ 水 土 月 木 土 17 

月水 土 月 木 日 火 金 R 18 

火 木 H 火 金 月 水 土 月 19 

水 金 月 水 上 火 木 日 火 20 

木 士 火 木 日 水 金 月 水 21 

金 日 水 金 月 木 上 火 木 22 

土 月 木 上 火 金 日水 金 23 

日 火 金 日水 土 月 木 土 24 

月 水 土 月 木 n 火 金 日 25 

火 木 日 火 金 月水 土 月 26 

水 金 月水 上 火 木 日 火 27 

木 土 火1木 日水 金 月水 28 

金 日水 金 月 木 土 火 木 29 

土 月＊ 土 火 金 日水 金 30 

／ 火 i/ 日 水 ／ 月I/ 土 31 

I I5 



嘉水 5 年(1 8 5 2) 

＼ l 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 〗
1 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 Jj 水 1 
2 金 月 火 金 [1 水 金 月 木 上 火 木 2 
3 上 火 水 土 H 木 上 火 金 II 水 金 3 
4 日 水 木 日 火 金 n 水 上 月 木 上 4 
5 H 木 金 月 水 上 月 木 「l 火 金 II 5 

火 金 土 火 木 II 火 金 月 水 t 月 6 
←— • 

7 水 土 日 水 金
＋ 月 水 土 火 木 fl 火 7 

8 木 n 月 木 上 火 木 H 水 金 J-l 水 8 
， 金 月 火 金 Il 水 金 月 木 上 火 木 ， 

10 上 火 水 上 l l 木 上 火 金 LI 水 金 10 
-1-

11 n 水 木 日 火 金 II 水 上 Jj 木 上 11 

12 月 木 金 月 水 上 月 木 II 火 金 l」 12 
13 火 金 土 火 木 l l 火 金 月 水 上 ) �  l 13 

ト ー

1 4  水 上 日 水 金 月 水 土 火 木 II 火 14 
15 木 日 月 木 土 火 木 n 水 金 l l 水 15 
16 金1月 火 金 「I 水 金 月 木 上

'
火 木 16 

l7̀ 上 火 水 上 月 木 上 火 金 「I 水 金 17 
rI 1水

-ト-

18 木 u 火 金 日 水 上 JI 木 上 18 
19 月 木 金 月 水 上 月 木 H 火 金 日 19 
20 火 金 土 火 木 11 火 金 月 水 上 月 20 
21 水 上 日 水 金 月 水 上 火 木 II 火 21 
22 木 日 月 木 上 火 木 H 水 金 11 水 22 
23 金 月 火 金 II 水 金 月 木 上 火 木 23 一l ト―

24 上，火 水 土 月 木 上 火 金 l l 水 金 24 
← 25 Li 水 木 日 火 金 Li 水 t ) 1 木 上 25 

26 H 木 金 月 水 上 月 木 fl 火 金 Li 26 
27 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 27 

-ト-

28 水 土 日 水 金 H 水 上 火 木 fl 火 28 
トー

29 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 29 
30 金 ／ 火 金 [ l 水 金 H 木 上 火 木 30 
31 上 ／ 水 / 月 '/ 土 火 ／ 17 ジ

フl 
金 31 

I I4 



新島襄在世中の七曜表

嘉永 4 年(1 8 5 1) 

口 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 1  1 2  : 
l 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 1 

2 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 2 

3 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 3 

4 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 4 

5 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 5 

6 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 6 

7 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 7 

8 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 8 

， 木 Ll 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 ， 

10 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 10 

11 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 11 

12 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 12 

13 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 13 

14 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 14 

15 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 15 

16 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 16 

17 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 1 7  

18 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 1 8  

19 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 1 9  

20 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 20 

21 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 21 

22 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 22 

23 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 23 

24 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 24 

25 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 25 

26 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 26 

27 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 27 

28 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 28 

29 水 I/ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 29 

30 木 ／ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 30 

31 金 I/ 月 ／ 土 レ／ 木 日 レ／ 金 ／ 水 31 

I I 3 



嘉永 3 年(1 8 5 0) 

〉 1 I 2 3 I 4 5 6 7 8 ， 
1 火 金 金 月 水 土 月 木 1::1 

2 水 土 土 火 木 「I 火 金 月
3 木 日 日 水 金 月 水 土 火

4 金 月 月 木 土 火 木 日 水
5 土 火 火 金 日 水 金 月 1 木
6 日 水 水 土 月 木 土 火 金
7 月 木 木 日 火 金 日 水 土

8 火 金 金 月 水 上 月 木 日
， 水 土 土 火 木 日 火 金 月
10 木 日 日 水 金 月 水 土 火
11 金 月 月 木 土 火 木 日 水
12 土 火 火 金 「l 水 金 月 木
13 日，水 水 土 月 木 上 火 金
14 月！木 木 日 火 金 日 水 土
15 火 金 金 月 水 土 月 木 日
16 水 土 土 火 木 口 火 金 月
17 木 日 日 水 金 月 水 土 火
18 金 月 月 木 土 火 木 日 水
19 土 火 火 金 日 水 金 月 木
20 日 水 水 土 月 木 土 火 金
2 1  月 木 木 日 火 金 日 水 土
22 火 金 金 月 水 土 月 木 日
23 水 土 土 火 木 日 火 金 月
24 木 日 日 水 金 月 水 土 火
25 金 月 月 木 土 火 木 日 水
26 土 火 火 ’ 金 n 水 金 月 木
27 日 水 水 土 月 木 土 火 金
28 月 木 木 日 火 金 日 水 土
29 火 I/ 金 月 水 土 月 木 D 

30 水 ／ 土 火 木 日 火 金 月
31 木 ／ / 日 ／ 金 ／ 水 土 ／ 

Il2 

10 11 

火 金
水 上

木 「I

金 月
土 火
口 水
月 木
火 金

水 土

木 口

金 月
土 火
H 水
月 木
火 金

水 土

木 日
金 月
土 火
日 水
月 木
火 金

水 土

木 「I

金 月
土 火
日 水
月 木
火 金

水 上

木 I/ 

12 

「I

Jj 

火
水
木
金
土
n 

月
火

水
木
金
上
IJ 

月
火

水
木
金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月
火

ジ
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
F•— ， 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 
| -

31 



＼ 1 2 

I 月 木
-� 

2 火 金＇ 
3 水 t 

- 4
5
-4←-木-- LI 

金 H＇ 

3 

木
金

上
LJ 

月
← -

火！火6 上＇ 
7 II 
8 ＇ 月， 火

10 水ー1 - -
I] 

12 
, ＿ 

13 

木
金＇ 

上

水 水

主金-i-
， 

* 
金

上 上
fl 日
}� j 月l

火 火

4 

日
月
火
水
木
金
上
n 
月
火
水
木
金

14 日 水 水1上
L_ 

15 月 *I* 日
16 火 金！金 月
17 水 土 上 1 火
18 木 LI I:] 水
19 金 □土 月 木I '- -
20 I: 火 火 金
21 1 1 ← 水 水 土
22 J I 木 ＇ 木 [l 

2 3  
L 

火 金 金 月
24 水 上 上 火＇ 
25  木

し ——·
日 日 水

26 金 月 月 木
27 上 火 火 金

口 日 水 水 土

化1
29 日

L3o 月
31 ／ 

新島狐在世中の七曜表

嘉永2年(1 8 4 9) 

I 
12 IIジ5 6 7 8 ， 10 I 11

火 金 Fl 水 土 月 木 上 1 
水 土 月 木 日 火 ＇ 金 ロ 2 
木 El 火 金 ， 月 水 土 月 3 
金 月 水 上 火 木 日1火 4 
土 火 木 日 水 金 月 ＇ 水 5 

日 水i金 月 木 土 火 木 6 
月 木 土 火 金 日 水 金 7 ＇ 
火 金 [J 水 土 月 木 上 8 
水 上 )j 木1日 火 金 日 ， 
木 日 火 金 月 水 土 月 10 l 
金 月 水 上 火 木 El 火 11 
土 火 木 D 水 金 月，水-| 12 

日 水 金 月 木 土 火 ， 木 13 ー←
月 木 土 火 金 日 ］ 水1金'14
火 金 日 水 土 月 ＊ 上 II 1s -
水 土 月 木，日1火 金 ロ 16 
木 日 火 金 月
金 月 水 上 火
土 火 木」日 水

日 水 金 月 木
月 木 上 火 金
火 金 日 水 上
水 土 月1木 日
木 日 火1金 月
金 月1水 土 火
土 火 木 日 水

日 水 金 月 木
月 木 土 火 金
火 金 D 水 上
水 土 月 木 口

木 レ／ 火 金 I/

水 土 ＇ 月 17 
木 Fl 火 18 
金 月 水 19 
土 ＇ 火 木 20 

日 水 金 21 
月 木 土 22 
火 金 H 23 

ー1

水 土 月 24 —← 
木 日 火
金 月1水 ，

土 火 1 木 l

日 水 金
•一

月 木 上
火 金 「l

水／ 月

25 
26 
27 
28 I -
29 
30 
31 

Ill 



嘉永 1 年(1 8 4 8) 

〉 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 ／ 
1 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 I 

2 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 2 

3 月 木 金 月 水 土 1-l 木 日 火 金 「l 3 

4 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 4 

5 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 II 火 5 

6 木 日 月 木 上 火 木 El 水 金 月 水 6 

7 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木
ト ―

8 土 火 水 土 月 木 上 火 金 日 水 金 8 

， 日 水 木 日 火 金 日 水 上 月 木 土 ， 

10 月 木 金 月 水 土 月 木 [I 火 金 Fl 10 

11 火 金 土 火 木 n 火 金 月 水 土 月 11 

12 水 土 日 水 1 金 月 水 土 火 木 II 火 12 

13 木 日 月 木 1 上 火 木 日 水 金 月 水 13 

14 金 月 火 金 n 水 金 月 木 土 火 木 14 

15 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 15 

16 日 水 木 日 火 金 Fl 水 土 月· 木 土 16 

17 月 木 金 月 水 土 月 木 [I 火 金 El 17 

18 火 金 上 火 木 日 火 金 月 水 土 月 18 

19 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 19 

20 木 日 月！木 上 火 木 日 水 金 月 水 20 

2 1  金 1 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 21 

2 2  土，火 水 上 1 月 木 上 火 金 日 水 金 22 

23  日 水 木 □ 火 金 日 水 上 月 木 土 23 

24 月 1 木 金 月 1 水 土 月 木 日 火 金 日 24 

25 火 金 土 火 ＇ 木 日 火 金 月 水 土 月 25 
ト ＿

26 水 土 日，水 金 月 水 上 火 木 Fl 火 26 

木 木
_-

27 日 月 上 火 木 日 水 金 月 水 27 

28 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 28 

29 上 火 水1土 月 木 上 火 金 日 水 金 29 

30 n,/
／ 木 日 火 金 日 水 上 月 木 上 30 

31 月 I/ 金／ IK ／ 月 木 ／ 火 ／
／ 日 31 

I IO 



新島罪在世中の七曜表

弘化 4 年(1 847)

X 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 X 
1 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 1 

2 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 2 

3 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 3 

4 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 4 

5 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 5 

6 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 6 

7 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 7 

8 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 8 

， 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 ， 

10 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 10 

11 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 11 

12 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 12 

13 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 13 

14 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 14 

15 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 15 

16 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 16 

17 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 17 

18 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 18 

19 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 19 

20 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 20 

21 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 21 

22 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 22 

23 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 23 

24 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 24 

25 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 25 

26 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 26 

27 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 27 

28 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 28 

29 金 ／ 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 29 

30 土 ／／ 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 30 

31 日 I/ 水 ／ 月 ／ 土 火 ／ R ／ 金 31 

ro9 



弘化 3年(1 8 4 6) 

い 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 
1 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 1 

ト― ＇ l 
2 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 2 

l 
3 土 火 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 3 

＇ 

4 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 4 

5 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 5 

6 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 口 6 
ト―

7 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 7 
卜 ——· -- l 

8 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 8 

金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 ， 

10 土 火 火 金 El 水 金 月 木 上 火 木 10 
·-1-

11 日 水 水 上 月 木 上 火 金 口 水 金 11 

12 月 木 木 [3 火 金 日 水 上 月 木 土 12 

13 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 13 

14  水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 14 

15 木 日 日 水 金 月 水 上 火 木 日 火 15 

16 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 16 

17 土 火 火 金 D 水 金 月 木 土 火 木 17 

18 日 水 水 上 月 木 土 火 金 日 水 金 18 

19 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 19 

20 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 n 20 

21 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 21 
トー

22 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 22 
＇ 一ト一

23 金 月 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 23 

24 土 火 火 金 IJ 水 金 月 木 土 火 木 24 

25 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 25 

26 月 木 木 日 火 金 □ 水 土 月 木 上 26 

27 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 27 

28 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 28 

29 木 ／ R 水 金 月 水 上 火 木 ロ 火 29 

30 金 ／ 月 木 上 火 木 [I 水 金 月 水 30 

31 土 ／ 火 ／ n ／ 金 月 I/ 上 ／ 木 31 

108 



新島襄在世中の七曜表

弘化 2 年(1 8 4 5) 

□ 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 〗
1 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 1 

2 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 2 

3 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 3 

4 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 4 

5 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 5 

6 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 6 

7 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 7 

8 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 8 

， 木 日 H 水 金 月 水 土 火 木 日 火 ， 

10 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 10 

11 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 11 

12 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 12 

13 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 13 

14 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 14 

15 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 15 

16 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 16 

17 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 17 

18 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 18 

19 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 19 

20 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 20 

21 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 21 

22 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 22 

23  木 日 u 水 金 月 水 土 ・火 木 日 火 23 

24 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 24 

25 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 25 

26 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 26 

27 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 27 

28 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 28 

29 水 ／ 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 29 

30 木 レ／ 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 30 

31 金 レ／ 月 ／ 土 レ／ 木 日 レ／ 金 ／ 水 31 
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弘化 1 年(1 8 4 4) 

: 
II 
I 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 / 

1 月 木 金 月 水 土 月 木 「l 火 金 n I 

2 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 2 , — 
3 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 Li 火 3 

4 木 日 月 木 上 火 木 口 水 金 月 水 4 

5 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 5 

6 上 1 火 水 土 月 木 土 火 金 日 金 6 

7 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 7 

8 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 [l 8

， 火 金 土 火 木 口 火 金 月 水 土 月 ， 

10 水 土 日 水 金 月 水 上 火 木 n 火 10 

11 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 11 
12 金 月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 12 

13 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 13 

14 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 14 

15 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 15 

16 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 16 

17 水 土 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 17 

18 木 ， 日 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 18 

19 金 月 火 金 日 水 金 月 木 上 火 木 19 

20 土，火 ＇ 水 1 土 月 木 上 火 金 H 水 金 20 

21 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 21 

22 月 木 金 月 水 上 月 木 日 火 金 日 22 

23 火 金 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 23 

24 水 土 日 水 金 月 水 上 火 木 H 火 24 

25 木 日 月 木 上 火 木 日 水 金 月 水 25 

26 金1月 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 26 

27 土 火 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 27 
トー•

28 日 水 木 日 火 金 日 水 土 月 木 上 28 

29 月 木 金 月 水 土 月 木 日 火 金 口 29 

30 火 ／ 土 火 木 日 火 金 月 水 上 月 30 

31 水 ／ 日 ／ 金 ／ 水 土 ／ 木 ／ 火 31 

lo6 



新島襄在世中の七曜表

天保14年(1 8 4 3) 

口 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 シ
1 ロ 水 水 上 月 木 土 火 金 日 水 金 1 

2 月 木 木 日 火 金 ロ 水 土 月 木 土 2 

3 火 金 金 月 水 上 月 木 日 火 金 ロ 3

4 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 4 

5 木 日 ロ 水 金 月 水 土 火 木 日 火 5 

6 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 6 

7 上 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 7 

8 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 8 

， 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 ， 

10 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 10 
ードー

11 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 11 

12 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 12 

13 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 13 

14 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 14 

15 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 15 

16 ＇月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 16 

17 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 17 

18 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月 18 

19 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 19 

20 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 20 

21 上 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 21 

22 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 22 

23 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 23 

24 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日 24 

25 水 上 上 火 木 日 火 金 月 水 土 月 25 

26 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火 26 

27 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水 27 

28 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木 28 
← - ト

29 日 レ 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 29 

30 月 ／ ドー 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土 30 

. 31 火 I/. 金 ／ 水 I/ 月 木 I/ 火 ／ 日 31 
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新島襄在世中の七曜表



出典査料索引

118 北沢正誠・今村亮•松尾耕三 『蘭学者偲記資料』蘭学資料叢書

4 青史社 1980

ro3 



99 若山晴子「イライザ・タルカット女 史略年請」 神戸女学院汽料

室『学院資料』 1986. 3. Vol.4. 

100 久布白落実『湯浅初子』東京市民教会出版部 S12 

101 岡崎一興「南小柿洲吾日記」フェリス女学院衰料室『あゆみ』

20号 1987

102 徳富健次郎『竹崎律子』福永書店 T12 

103 末光力作『無不可ー末光信三追悼文』啓文社 S47 

104 高塚暁『小諸義塾の研究』三一書房 1989 

105 重久篤太郎『日本近世英学史』教育図書株式会社 Sl6 

106 石井洋「箕作玩甫の地理学」聞学衰料研究会編 『箕作玩甫の研

究』思文閣出版 S53 

107 生島吉造・松井全『同志社歳時記』 上、 下 同志社大学出版部

1975 

108 犬塚孝明「仁礼景範航米日記」一、 二 『鹿児島県立短期大学地

域研究所研究年報』 13,14号 S60,61 

109 杉井六郎「東京青年会の成立と『六合雑誌』」同志社大学人文科

学研究所編『「六合雑誌」の研究』 教文館 1984 

110 同志社大学人文科学研究所『「六合雑誌」総目次』教文館 1984 

111 牧野伸顕『回顧録』上（文庫判） 中央公論社 S52 

112 杉井六郎「日本近代 史における『七ー雑報』」 同志社大学人文

科学研究所『「七ー雑報」の研究』 同朋舎出版 1986 

113 岡崎久彦『陸奥宗光』 上巻 PHP 研究所 1987 

114 宮永孝『幕末オランダ留学生の研究』 日本経済評論社 1990 

115 杉山伸也「グラバー商会」 近代日 本研 究 会『幕末・維新の日

本』 山川出版社 1981 

116 中島苓夫『幕臣 福沢諭吉』 ティ ー ビーエス・ プリタニカ

1991 

117 大浜徹也『 明治キリスト教会史の研究』 吉川弘文館 S54

[02 



出典賓料索引

77 徳富蘇峰『三代人物史』読売新聞社 S46 

78 『芦花全集』第20巻 芦花全集刊行会 1930 

79 東京女子大学付属比較文化研究所『紀要』第 39 • 40 巻別冊 資

料「木村熊二日記」 I、 II 1978 

80 網島佳吉「信念の人大沢善助翁」三浦豊治編『大沢善助翁』 大

沢善助翁功績記念会 S4 

81 内田政雄『天上之友 第二編』日本組合基督教会教師会 1933 

82 『内村鑑三全集』第36巻 岩波書店 1983 

83 内村鑑三「流京録」『国民之友』233号所収 M27 

84 『植木枝盛日記』高知新聞社 S30 

85 早稲田大学史編集所『大隈重信叢書第一巻・大隈重信は語る ＿

古今東西人物評論――-』早稲田大学出版部 S44 

86 渡瀬常吉『海老名弾正先生』龍吟社 1938 

87 安岡章太郎『大世紀末サ ー カス』朝日新聞社 1984 

88 『牧野虎次先生自叙伝』藪崎吉太郎 1955 

89 吉村康『心眼の人 山本覚馬』恒文社 S61

90 吉野俊彦『忘れられた元日銀総裁ー一富田鉄之助伝一 ー』 東洋

経済新報社 S49 

91 湯浅三郎『湯浅治郎』 S2 

92 杉井六郎「警醒社について」同志社大学人文科学研究所 『キリ

スト教社会問題研究』30号 1982 

93 『池袋清風日記』上、 下 同志社社史資料室 1985 

94 牧野虎次『針の穴から』牧野虎次先生米寿記念会 S33 

95 原邦造編『原六郎翁伝』上・中・下巻 S12 

96 波多野培根先生遺文集刊行会 『勝山余節一ー 波多野培根先生遺

文集』 S52 

97 『近代日本総合年表』岩波書店 1968 

98 小沢三郎『日本プロテスタ ‘ノト史研究』 東海大学出版会 1964

IOI 



S51 

56 斎藤月苓著、 金子光晴校訂『増訂 武江年表』1,2 平凡社 S43

57 斎藤国治『星の古記録』岩波書店 1982

58 阪田寛夫『花陵』文藝春秋社 1977

59 酒田正敏・坂野潤治他編『近代日本史料選書 7 徳富蘇峰関係文

書』1~3 山川出版社 1987

60 佐藤昌彦・大西直樹•関秀志 『クラ ークの手紙—札幌農学校

生徒との往復書簡』北海道出版企画センク ー S61 

61 渋沢青淵記念財団竜門社編纂『渋沢栄一伝記資料第二十七巻』

渋沢栄一伝記資料刊行会 S34

62 茂義樹『明治初期神戸伝道とD. C.グリ ー ソ』新教出版社 1986

63 茂義樹「『七ー雑報』における日本基督伝道会社」同志社大学人

文科学研究所『七ー雑報の研究』同朋社出版 1986

64 白山友正『武田斐三郎伝』北海道経済史研究所 S46

65 菅井吉郎『柏木義円伝』春秋社 S47

66 杉井六郎「諜者の見た初期教会形成過程」 同志社大学人文科学

研究所『日本におけるキリスト教と社会問題』みすず書房 S38

67 杉井六郎『徳富蘇峰の研究』法政大学出版局 1977

68 杉井六郎『遊行する牧者—辻密太郎の生涯』教文館 1985 

69 住谷悦治『ラ ー ネッド博士伝—人と思想』未来社 1973

70 鈴木俊郎『内村鑑三伝・米国留学まで』岩波書店 1986

71 高橋虔『宮川経輝』比叡書房 S32

72 田中啓介・上田穣ー・牛島盛光『ジェ ー ンズ熊本回想』 熊本日

々新聞社 S53

73 田中緑紅『明治文化と明石博高翁』明石博高翁顕彰会 S17

74 都田豊三郎『津田仙 一一明治の基督者一ー』 S47

75 徳富蘇峰『木戸松菊先生』民友社 S3

76 徳富猪一郎『蘇峰自伝』中央公論社 S10

/00 



出典査料索引

35 京都府医師会医学史編纂室『京都の医学史』京都府医師会 S55

36 前田河広一郎『芦花伝』岩波書店 1938

37 ジョン ・エム ・ マキ『クラ ー クー� 高久真一

訳 北海道大学図書刊行会 S53

38 三浦豊治『大沢善助翁』大沢善助翁功績記念会 S4

39 宮岡謙二『異国遍路旅芸人始末書』・中央公論社 S53

40 溝口靖夫『松山高吉』松山高吉記念刊行会 S44

41 溝口靖夫「近代日本におけるキリスト教の受容と神戸女学院」

神戸女学院百年史編集委員会『神戸女学院百年史・各論』 神戸

女学院 S56

42 森博『資料集成による村上作夫伝』（試稿） S57

43 村上俊吉『回顧』警醒社書店 Tl

44 『中江兆民全集』14 岩波書店 1985

45 日本キリスト教歴史大事典編集委員会 『日本キリスト教歴史大

事典』教文館 1988

46 「日本の数学 100 年史」編集委員会『日本の数学 100 年史』上

岩波害店 1983

47 日本史籍協会編『木戸孝允日記』二、 三 （復刻）東京大学出版

会 S42

48 大鹿武『稲末•明治のホテルと旅券』 築地書館 1987

49 大久保利謙編『森有礼全集』全 3 巻 宜文堂書店 S47

50 大久保利謙『岩倉使節の研究』 宗高書房 S51

51 太田雄三『クラ ー クの一年』 昭和堂 1979

52 大植四郎『明治過去帳』 東京美術 1971

53 小沢三郎『内村鑑三不敬事件』 新教出版社 1961

54 立志社創立百年記念出版委員会『片岡健吉日記』 高知市民 図書

館 S49

55 佐波亘編『植村正久と其の時代』全八巻 （復刻再版）教文館

99 



企画センター 1983

17 早川喜代次『徳富蘇峰』徳富蘇峰伝記編纂会 1968 

18 平田守衛『黒田麹鷹の業績と「漂荒記事」』 S62 

19 本多貢『ピュリクソ開拓 赤心社の百年』赤心株式会社 S54 

20 堀博・小出石史郎訳『神戸外国人居留地』 神戸新聞出版セソタ

- 1980 

21 星野達雄『星野光多と群馬のキリスト教』キリスト新聞社 1987

22 井深梶之助とその時代刊行委員会『井深梶之助とその時代』 朋

治学院 第1 巻 S44, 第2 巻 S45, 第3 巻 S46

23 井上馨侯伝記編纂会編『世外井上公伝』 4 原苔房 S43 

24 井上琢智・西口忠「川口居留地外国人名簿」 上・下 大阪市史

編纂所『大阪の歴史』19 • 20号 大阪市史料調査会 S61 • 62 

25 犬塚孝明「翻刻 杉浦弘蔵ノ ー ト」 鹿児島県立短期大学地域研

究所『研究年報』15号 1986 

26 犬塚孝明『明治維新対外関係史研究』吉川弘文館 1987 

27 金井之恭『校訂 明治史料顕要職務補任録』柏書房 1967 

28 笠井秋生・佐野安仁・茂義樹『沢山保羅』 日本基督教団出版局

1977 

29 柏木義円編『上毛教界月報』復刻版 全12巻不二出版 1984~85 

30 加藤直士『宮川経輝伝』大阪教会 S27 

31 勝部真長•松本三之助・大口勇次郎編『勝海舟全集』 勁草書房

12·13巻 海軍歴史 1978,1974

15•16•17巻 陸軍歴史 1976, 1977 

19•20•21巻 日記 1973

32 小崎弘道『七十年の回顧』替醒社書店 S2 

33 久米邦武編『特命全権大使米欧回覧実記』 1~5 田中彰校注

岩波書店 1985 

34 倉沢剛『幕末教育史の研究』I ~III 吉川弘文館 S61 
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g M 22. 2. 23 

h M 22. 9. 27 

10 『六合雑誌』 110号 M 23.2. 15

11 『福音週報』 M 24. 1. 30 • M 24. 2. 6

J 一般刊行物

出典査料索引

M 23.1. 26 

1 安部磯雄『安部磯雄自叙伝・社会主義者となるまで』改造社 S7

2 青山学院『本多庸ー』 S43

3 青山なお『明治女学校の研究』 慶応通信 S45

4 近松文三郎 『高田義甫』 S6

5 土肥昭夫『日本プロテスタント教会の成立と展開』 日本基督教

団出版局 1975

6 同志社大学人文科学研究所『熊本バンド研究』みすず書房 S40

7 同志社大学人文科学研究所『「七ー雑報」の研究』 同朋舎出版

1986 

8 海老沢有道「末光信三牧師について」賀茂教会役員会 『日本キ

リスト教団賀茂教会四十周年史』賀茂教会 S54

9 江南良三『近江八幡人物伝』近江八幡市郷土史会 1981

10 フェリス女学院資料整備委員会編訳『キダー書簡集 明治初期

女子教育と宣教の記録』フェリス女学院 1975

11 藤井哲博『小野友五郎の生涯』中央公論社 1960

12 福島恒雄『北海道キリスト教史』日本基督教団出版局 1982

13 福沢諭吉「時事小言」『福沢諭吉選集 第五巻』岩波書店 1981

14 花立三郎・杉井六郎・和田守『同志社大江義塾徳富蘇峰資料集』

三一習房 1978

15 原田健『原田助遺集』 S46

16 長谷川嗣『空知集治監初代典獄 渡辺惟精の日記』 北海道出版
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10c M 10. 11. 30 

lla M 11.1. 4 

llb M 11. 3. 1 

llc M 11. 3. 22 

lld M 11. 6. 28 

lle M 11. 8. 9 

llf M 11. 11. 22 

llg M 11. 11. 29 

11h M 11. 12.6 

lli M 11.12. 20 

12a M 12.2.28 

12b M 12.5.16 

12c M 12.6. 13 

12d M 12. 7. 18 

12e M 12.8. 1 

12£ M 12. 10. 10 

12g M 12. 11. 14 

12h M 12. 12.26 

13a M 13. 1. 30 

13b M 13. 7. 16 

13c M 13. 7.23 

13d M 13. 10.22 

13e M 13. 11. 26 

14a M 14. 1. 28 

14b M 14. 5. 13 

， 『東雲新聞』 a M 21. 2. 28 

b M 21. 3.10 

C M 21. 4. 18 

必

14c M 14.5. 17 

14d M 14.6.3 

14e M 14. 7.8 

14£ M 14. 7. 15 

14g M 14. 10. 28 

14h M 14. 11. 11 

14i M 14.11. 25 

14j M 14. 12.2 

15a M 15. 1. 13 

15b M 15.3.31 

15c M 15.5.26 

15d M 15.6.9 

15e M 15. 7. 14 

15f M 15. 7.28 

15g M 15.9.26 

15h M 15. 10.6 

15i M 15. 11. 3 

15j M 15. 12. 8 

15k M 15. 12. 29 

16a M 16.2.23 

16b M 16.3. 23 

16c M 16.4. 27 

16d M 16.5.4 

16e M 16.5. 11 

16£ M 16. 7. 3 

d M 22. 1. 22 

e M 22. 2.8 

f M 22. 2. 13 



出典資料索引

念誌』日本気象協会関西本部 S56 

15 滋賀県日野町教育会『近江日野町志 巻下』

16 国立公文書館所蔵「公文録」

17 国立国会図書館所蔵資料

a 上野景範宛、 新島書簡（明治十三年五月五日付）

b 牧野伸顕宛、 新島書簡（明治二十一年十二月五日付）

I 新聞・雑誌

1 『函館新聞』 a M 20.8.31 d M 20.9. 16 

b M 20.9. 1 e M 20.9.20 

C M 20.9. 15 

2 『福音新報』 a M 16. 7.3 C M 17. 10. 1 

b M 17.4.2 

3 『女学雑誌』 M 20.4. 16 

4 『基督教新聞』 a M 19. 12.22 f M 22. 7. 17 

b M 20. 1. 8 g M 22.11. 20 

C M 22.1. 9 h M 23.1. 31 

d M 20. 10. 19 M 23.2. 7 

e M 22.3. 13 M 23.3.28 

5 『国民之友』 a M 21. 3. 2 f M 22.4. 1 

b M 21. 3.16 g M 22. 5. 11 

C M 21. 4. 6 h M 22. 5. 22 

d M 21. 5. 18 M 22.6. 1 

e M 21. 11. 16 M 22. 7. 22 

6 『京都絵入新聞』 M 16.5. 15 

7 『立憲自由新聞』 M 15.5.3 

8 『七ー雑報』 10a M 10. 1. 25 I 106 M 10. 9. 14 
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学 S53

11 『明治学院百年史』 学校法人明治学院 S52 

12 『青山学院九十年史』青山学院 S40 

H 地方史・公文書資料

1 安中市誌編纂委員会『安中市誌』 安中市誌編鉦委員会 S39 

2 愛媛県史編纂委員会『愛媛県史 II資料編 5-2〔文化〕学問・宗

教』愛媛県 1983 

3 群馬県史編纂委員会『群馬県史 資料編19近代現代3新聞記事

集録』群馬県 1979 

4 群馬県史編纂委員会『群馬県史 資料編22近代現代6教育・文

化』群馬県 1983 

5 函館区役所『函館区史・完』 名著出版 S48 

6 函館市『函館市史 史料編第一巻』 S49 

＊「文久三亥年従十一月 柴田日向守函館行御用留（抄）元治

元年五月」

7 兵庫県史編集委員会『兵庫県百年史』 兵庫県 S42 

8 京都府庁文書『M8-26 下令雑記 明治八年中』京都府立総合資

料館所蔵

9 京都府庁文書『MB.24-2 官職進退 明治八年』京都府立総合資

料館所蔵

10 京都府立総合資料館『京都府百年の年表2商工編』京都府S45

11 京都府立総合資料館『京都府百年の年表5教育編』京都府S45

12 京都府立総合資料館『京都府百年の年表6宗教編』京都府S45

13 京都府立総合資料館『京都府百年の年表7建設・交通・通信編』

京都府 S45 

14 京都地方気象台『京都気象100年—京都地方気象台100周年記
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出典資料索引

日本キリスト教団新潟教会 1986

27 高橋虔「日本組合基督教会年表」同志社大学人文科学研究所『キ

リスト教社会問題研究』16 • 17号 1970 ; 18号 1971 ; 20号 1972

連載

28 山本秀煽『日本基督教会史』復刻版 改革社 1973

29 日本キリスト教婦人矯風会『日本キリスト教婦人矯風会百年史』

ドメス出版 1986

30 札幌独立キリスト教会教会史編纂委員会『札幌独立キリスト教百

年の歩み』上・下巻 1983

31 京都 YMCA『「青年之光」にみる 100 年前の「京都基督青年

会」』 京都 YMCA 1990

G 学校史資料

1 梅花学園九十年小史編集委員会『梅花学園九十年小史』梅花学園

S43 

2 梅花学園沢山保羅研究会『沢山保羅研究』5 梅花学園 1976

3 北海道大学 『北大百年史・通説』 ぎょうせい 1982

4 北海道大学『北大百年史・札幌農学校資料(-)』ぎょうせい 1981

5 北海道大学『北大百年史・札幌農学校資料（二）』ぎょうせい 1981

6 京都府立須知高校編『京都農牧学校創設百周年記念誌』 1976

7 神戸女学院百年史編集委員会『神戸女学院百年史 総説』神戸女

学院 1976

8 東京大学百年史編集委員会『東京大学百年史 通史ー』東京大学

出版会 1984

9 東京大学百年史編集委員会『東京大学百年史 資料ー』東京大学

出版会 1984

10 早稲田大学大学 史編集所『早稲田大学百年史 第一巻』早稲田大
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キリスト教団彦根教会 1979

10 『日本組合京都基督教会五十年史』 S6

11 日本基督教団京都教会百年史編箕委員会『京都教会百年史』日本

基督教団京都教会 1985

12 浪花教会所蔵「浪華基瞥教会記録く明治十二～廿一年〉」 梅花学

園沢山保羅研究会『沢山保羅研究』4 S49

13 『大阪基督教会沿革略史』大阪基督教会 T13

14 飯清・府上征三『霊南坂教会 100 年史』霊南坂教会創立 100 年記

念事業実行委員会 1979

15 島之内教会百年史編集委員会『島之内教会百年史』日本基替教団

島之内教会 1986

16 伊吹岩五郎『日本組合高梁基督教会五十年史』 T3

17 高梁基督教会80周年中央編集委員会『高梁教会八十年史』 S37

18 天満教会百年史刊行委員会『天漉教会百年史』日本基瞥教団天満

教会 S54

19 井上平三郎編「横浜海岸教会初期記録」フェリス女学院汽料室委

員会『あゆみ』第 9 号 1982

20 滝口敏行『大阪 YMCA 100年史』大阪キリスト教冑年会 S57 

21 斎藤実『東京キリスト教青年会百年史』 東京キリスト教青年会

1980 

22 大和久泰太郎『横浜 YMCA 百年史』横浜キリスト教青年会

1984 

23 牛丸康夫『日本正教史』 S53

24 「日本基督伝道会社第九年会記事」 同志社社史資料室『同志社

談叢』 3 号 1983

25 「組合教会臨時総会記事」同志社社史資料室『同志社談叢』 4 号

1984 

26 『創立 100 周年記念 写真で見る新潟教会の歩み 1886-1986』
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出典汽料索引

Half Century, 1821-1871. Clark W. Bryan & Co., U. S. A., 

1873 

28 Henry K. Rowe, History of Andover Theological Seminary. 

Newton, Mass., 1933 

29 A Memorial of Samuel Harvey Taylor. Warren F. Draper, 

Andover, 1871 

30 F. G. Notehelfer, American Samurai I Captain L. L. Janes 

and Japan. Prinston Univ. Press., New Jersey, 1985 

31 Kanda Memorial Committee, Memorials of Naibu Kanda. 

The Tokyo Shoin, 1927 

32 J. L. Atkinson's report [1888. 8. 29] （アメリカン・ ボード宣教

師文書マイクロ・フィルム Roll 7. 同志社大学所蔵）

F 教会資料

1 小崎弘道『日本組合基督教会史（未定稿）』 日本組合基督教本部

T 13 

2 『日本基督伝道会社略史』日本基督伝道会社 M31 

3 『組合教会独立始末』日本組合基督教会事務所 M39 

4 湯浅与三『基督にある自由を求めて 日本組合基督教会史』 S33

5 「安中基督教会録事」群馬県史編纂委員会『群馬県史 資料編 22

近代現代6』 S58 

6 新島学園女子短期大学新島文化研究所『安中教会史ー一創立から

100年まで』 日本基督教団安中教会 1988 

7 平安教会百年史編集委員会『平安教会百年史』日本基督教団平安

教会 1976 

8 『彦根基督教会略史』（創立六十年記念）彦根基督教会 S14 

9 彦根教会創立百周年記念事業委員会『彦根教会創立百年誌』日本
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21 Ruth Gaines, City-Royal: A Memory of Kyoto. Privately 

Printed. New York, 1953 

22 Frances Benton Clapp, Mery Florence Denton and the Do

shisha. Doshisha, 1955 

23 L. L. Janes'Letter to J. D. Davis, Aug. 1st, 1876 （アメリカ

ソ ・ ボード宜教師文書マイクロ ・ フィルムRoll 6. 同志社大学所

蔵）

24 Minutes of Annual Meeting of the Japan Mission （アメリカ

ン ・ ボ ー ド宜教師文書マイクロ ・ フィルムRoll 6. 同志社大学所

蔵）

a. Aug. 7th-20th, 1887. Hiyeizan

b. May 10th-16th, 1881. Kobe

c. May 9th-15th, 1882. Kobe

d. Dec. 23rd, 1884. Osaka

e. June 6th-14th, 1884. Osaka

f. March 24th, 1885. Osaka

g. June !2nd-17th, 1885. Kobe

h. July 29th-Aug. 4th, 1888

25 De Witt C. Jencks' Letters （アメリカン ・ ボード宜教師文書

マイクロ ・ フィルムRoll 4 & 5. 同志社大学所蔵）

a. Nov. 30th, 1877 to Rev. N. G. Clark 

b. Aug. 10th, 1878 to Rev. N. G. Clark 

c. July 22nd, 1879 to Rev. N. G. Clark 

d. Jan. 23rd, 1879 to Rev. N. G. Clark 

26 Kawanishi Susumu, Teachers and friends of Niijima Jo 

during his early years. KBS Bulletin on Japanese Culture/ 

June-July 1871/108. Kokusai Bunka Shinkokai, Tokyo, 1971 

27 W. S. Tylor, History of Amherst College during its First 
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出典資料索引

14 Vaughan Dabney, 'The letters of Joseph Hardy Neesima to 

Mary E. Hidden'. Andover Newton Quartary, Nov., 1961 

(Newton Centre, Mass., Andover Newton Theological School) 

15 Paul Val Griesy, The Doshisha: 1875-1919: The Indigeniza

tion of an Institution. Columbia University, 1973 

16 Charles Lanman, Leader of the Meiji Restration in America. 

THE HOKUSEIDO PRESS, TOKYO, 1931 

（チャ ールズ ランマン『岩倉公一行訪米始末書』岡村喜之翻刻

北星書店S6)

17 William J. Newlin, Amherst College: Biographical Record 

of the Graduates and non-graduates. The Trustees of Am

herst College, 1939 

18 Clara Whitney, Clara's Diary: An American Girl in Meiji 

Japan. Kodansha International. 1981 

19 John C. Berry 書簡（アメリ カ ‘ノ ・ ボ ー ド宜教師文書 マイク

ロ ・ フィル ム より坂本鈴子 ・ 長門谷洋治氏が解読した 資料によ

る）

a. Nov. 19th, 1883 to N. G. Clark 

b. Apr. 11th, 1885 to J. H. Neesima 

c. Aug. 26th, 1886 to N. G. Clark 

d. Aug. 21st, 1887 to N. G. Clark 

e. May 10th, 1887 to N. G. Clark 

f. Dec. 14th, 1888 to N. G. Clark 

20 W. Taylor 書簡 1873. 6. 3-1884. 6. 23

（アメリカソ ・ ボ ー ド宣教師文書マイクロ ・ フィルムより長門

谷洋治氏が解読した資料による）

a. May 10th, 1876. Report of the Medical Work of Kiyoto

Station.
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a. Oct. 1874

b. Oct. 15, 187 4

3 The Missionary Herald. A.B.C.F.M., Cambridge. Mass. 

a. June 1874 I f. March 1876 

b. Nov. 1874

c. Dec. 1874

d. Oct. 1875

e. Jan. 1876

g. April 1877

h. Aug. 1877

1. Oct. 1877

4 Ratland Weekly Herald. Vol. 80, No. 42. Oct. 15, 1874. 

Rutland, Vt. 

5 Fred Goodsell, You shall be Witness. A.B.C.F.M., Boston, 

1959 

6 Compiled by James H. Pettee, A Chapter of Mission History 

in Japan, 1869-1895. Japan Mission of A.B.C.F.M., 1873 

7 Otis Cary, A History of Christianity in Japan. Charles E. 

Tuttle Company, Tokyo, Japan, 1976 

B Fragment of Fifty Years I Some Lights and Shadows of the 

Work of the Japan Mission of the American Board I 1869-

1919 

9 M. L. Gordon, Thirty Eventful Years in Japan -The Story

of the American Board's Mission in Japan, 1869-1899. 

A.B.C.F.M., Boston, 1901 

10 The Christian Yearbook 1959. The Christian Literature Soci

ety (Kyo Bun Kwan) 

11 C. C. Carpenter, Neesima in America. (A scrapbook) 1915

12 J. Merle Davis, Davis-Soldier Missionary. The Pilgrim Press,

Boston, Chicago, 1916 

13 Memorial of Rev. Ephraim Flint, D. D., 1882 
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出典資料索引

志社アメリカ研究』13号 1977 

29 「A. S. Hardyから新島の大小刀寄贈について」 同志社新島研

究会『新島研究』49号 1977 

30 「新島襄葬儀記録」 同志社社史資料室『同志社談叢』10号

1990 

31 徳富蘇峰秘書室（草野茂松）写「新島先生参考資料」

32 森中章光「蘭学の発達及び新島先生の最初の蘭学研究について」

同志社新島研究会『新島研究』10号 1956 

33 北垣宗治（研究発表）「新島、 シア ー ズ、 バ ーカ ー 、 ホランドを

めぐる七つのコメント」 1986.10.4. 

34 0. ケ ー リ 「ラ ットランドと新島襄と同志社」 同志社大学文化学

会『文化学年報』第二十五輯 S51 

35 北垣宗治（研究発表） “P. H. McKeen と A Sketch of the 

Early Life of Joseph Hardy Neesima." 1989. 9. 29 

36 新島八重「新島先生逸話」 同志社新島研究会『新島研究』17号

1958 

37 佐伯理一郎『京都看病婦学校五十年史』 S11 

38 中瀬古六郎「八十九年前」 同志社新島研究会『新島研究』54号

1979 

39 その他の同志社資料

40 坂本清音「米国伝道会社宣教師文書ーA. J. Starkweather書簡」

『同志社女子大学総合文化研究所紀要』第8 号 1991 

E 英文資料

1 The Doomsday Book of the Japan Mission of the American 

Board of Commissioners for Foreign Missions. 

2 The Congregationalist. A.B.C.F.M. 
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8 号 1956

15 新島八重子「新島先生の日常」 同志社新島研究会『新島研究』

9 号 1956

16 網島佳吉「教育者新島先生 潔白無私と親心」 同志社新島研究

会『新島研究』10号 1956 

17 森中章光「板倉勝明・尾崎直紀・添川廉斎と新島先生の少年時代」

（上） 同志社新島研究会『新島研究』12号 1956 

18 森中章光「榎本武揚磨下の鬼艦長甲賀源吾と新島七五三太」 同

志社新島研究会『新島研究』16号 1958 

19 「新島先生の帰国を報道した最初の新聞記事」 同志社新島研究

会『新島研究』19号 1959, 53号1978

20 「快風丸の船士 塩田虎尾」 同志社新島研究会『新島研究』46

号 1976

21 井上勝也「アルフュ ー ス ・ ハーディ ー 人と生涯」 同志社新島

研究会『新島研究』53号 1978 

22 森中章光「新島襄と天誅組の猛士原田亀太郎」（上） 同志社新島

研究会『新島研究』54号 1979 

23 新島民治「西京引移り日記／明治九年四月」 同志社新島研究会

『新島研究』61号 1981 

24 原田久美子「山本覚馬—おぽえがき・人と思想」 同志社新島

研究会『新島研究』64号 1983 

25 末光力作「新島襄と植物」 同志社新島研究会『新島研究』72号

1988 

26 中村研「原六郎と同志社」 同志社社史資料室『同志社談叢』5

号 1985

27 北垣宗治「新島襄とホランド」 同志社社史資料室『同志社談叢』

8 号 1988

28 杉井六郎「イェ ー ルの日本人」 同志社大学アメリカ研究所『同
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出典資料索引

9 J. D. Davis, A sketch of the life of Rev. ]. H. Neesima,

LL.D. Z. P. Maruya & Co., Ltd. 1890

10 J. D. Davis, A maker of new Japan; Rev. Joseph Hardy

Neesima, LL.D. Fleming H. Revell Co. 1890 

11 和田洋一 『新島襄』 日本基督教団出版局 1973 

12 湯浅与三『新島襄伝』 改造社 S11 

13 井上勝也『新島襄ー一人と思想』 晃洋書房 1990 

D 同志社関係資料

1 『同志社百年史 資料編』 学校法人 同志社 1979

2 同志社創立 100 周年記念写真集編集委員会『同志社 その 100 年

の歩み』 学校法人 同志社 1975

3 同志社社史資料編集所『同志社年表（未定稿）』 1979 

4 森中章光『改訂増補 新島襄先生詳年譜』 学校法人 同志社

同志社校友会 S34 

5 同志社大学図書館整理課『新島旧邸文庫所蔵目録』 同志社大学

図書館 S33 

6 『新島八重子回想録』 同志社大学出版部 S48 

7 同志社女子部創立百周年記念誌編集委員会 『同志社女子部の百

年』 1987

8 『同志社新聞』第11号 同志社新聞社 M38. 8. 8 

9 青山霞村『同志社五十年裏面史』 博省堂 S6 

10 青山霞村『山本覚馬』 同志社 S3 

11 松浦政泰『同志社ロ ー マンス』 警醒社書店 T7 

12 新島公義「伯父洋行留守要記」 同志社資料 M17 

13 松波仁一郎「同志社英学校 卒業五十年に際して」 同志社資料

14 新島八重子「逝きし夫を偲びて」 同志社新島研究会『新島研究』
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下3182 田中不二麿書簡 1875.8.9

下3184 田中不二麿書簡 1877.3.28

下3186 田中不二麿書簡 1879.5.2

下3187 田中不二麿書簡 ー 2.22

下3202 内海忠勝書簡 ー 2.15

下3210 新島襄：写真（ベルリン時代）

下3252 新島襄：漢詩「男児志願是功名 …… 」

下3284 川田剛書簡（新島民治宛） 一 6. 1

下3360 三拾番教室の写真と説明（新島襄筆跡） 1889.5.10

下3566 江戸御在所諸士明細帳 1827 • 1839 

下3581 飯田逸之助書簡 小林□次郎宛 ー 6.21

下追 1 新島襄 英文日記 1885.9.21起し

C 新島襄伝記

1 ゼ、 デ、 デビス『新島襄先生之伝』村田勤・松浦政泰訳 大阪福

音社 M24 

2 セ ー、 デー、 デビス『新島襄先生伝』山本美越乃訳補 警醒社書

店 M36

3 ゼ ー、 デー 、 デビス『補正 新島襄先生伝』山本美越乃訳補警

醒社 M44 第 4 版

4 J. D. デイヴィス『新島襄の生涯』北垣宗治訳 小学館 S52

5 根岸橘三郎『新島襄』 警醒社書店 T12

6 『わが人生』鑓田研一 編 全国書房 S21

7 池本吉治編『新嶋先生就眠始末』 警醒社 M23

8 Phebe Fuller McKeen,'Upright against God'A sketch of the

early life of Joseph Hardy Neesima. Boston, D. Lothrop

Company, 1890
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出典資料索引

下2600 J. C. Berry's letter to J. H. Neesima 1888. 3. 5

下2630 内村鑑三書簡 新島宛 1888. 10. 20 

下2651 加藤勝弥・電報 1888. 12. 30 

下2684 D. W. Learned's letter to J. H. Neesima 1889. 2. 28

下2686 D. W. Learned's letter to J. H. Neesima 1889. 3. 4

下2714 J. N. Harris's letter to J H. Neesima 1889. 7. 8 

下2715 J. N. Harris's letter to J. H. Neesima 1889. 7. 8 

下2727 J. N. Harris's letter to J. H. Neesima 1889. 9. 6 

下2731 N. G. Clark's letter to J. H. Neesima 1889. 9. 19 

下2744 W. Dulles's letter to J. H. Neesima 1889. 11. 19

下2747 J. N. Harris's letter to J. H. Neesima 1889. 11. 25 

下2749 W. A. P. Martin's letter to J. H. Neesima 1889. 11. 28 

下2752 J. N. Harris's letter to J. H. Neesima 1889. 12. 26 

下2820 W. S. Clark's letter to Shosuke Sato 1877. 5. 14 

下3138 飯田保書簡(1867) 6. 17（写真・新島宛＝以下同）

下3143 岩崎弥之助書簡 1888.9.7 

下3145

下3153

下3155

下3156

下3158

下3159

下3164

下3165

下3170

下3171

下3179

下3180

岩崎弥之助書簡 1888.12.19 

松平容保書簡 1889.2.7 

森有礼書簡 1871.8.22 

陸奥宗光書簡 1888.7.23 

陸奥宗光書簡 1888.5.19 

中島信行書簡 1889.1.13 

新島雙六書簡 1867.6.18 

新島雙六書簡 1869.7.26 

大久保利和書簡 1889.11.9 

大西祝書簡 1881.10.29 

渋沢栄一書簡 1888.5.2 

住友吉左衛門書簡 1889.11.28 
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下2380 W. S. Clark's letter to J. H. Neesirna 1878. 8. 6 

下2385 W. S. Clark's letter to J. H. Neesirna 1878. 12. 30 

下2387 D. C. Greene's letter to J. H. Neesirna 1879. 2. 10 

下2388 W. S. Clark's letter to J. H. Neesirna 1879. 2. 22 

下2394 E. E. Barney's letter to J. H. Neesirna 1880. 1. 8 

下2396 W. S. Clark's letter to J. H. Neesirna 1880. 2. 22 

下2409 J. M. Sears's letter to J. H. Neesirna 1882. 1. 13

下2419 J. C. Berry's letter to J. H. Neesirna 1882. 10. 31

下2429 J. C. Berry's letter to J. H. Neesirna 1883. 5. 30

下2436 N. G. Clark's letter to J. H. Neesirna 1884. 1. 15 

下2437 N. G. Clark's letter to J. H. Neesirna 1884. 2. 15 

下2440 H. G. Huller's letter to J. H. Neesirna 1884. 6. 25 

下2444 プリュ ッセル駐在アメリカ公使書簡 1884. 9. 29 

下2458 N. G. Clark's letter to J. H. Neesirna 1885. 1. 23 

下2465 W. Whittle's letter to J. H. Neesirna 1885. 2. 28

下2470 S. F. Taylor's letter to J. H. Neesirna 1885. 4. 18 

下2480 N. G. Clark's letter to J. H. Neesima 1885. 6. 3 

下2493 N. G. Clark's letter to J. H. Neesirna 1885. 7. 31 

下2496 J. S. Sewall's letter to J. H. Neesirna 1885. 8. 11 

下2499 J. S. Sewall's letter to J. H. Neesirna 1885. 8. 24 

下2515 C. F. P. Bancroft; W. L. Ropes' letter to J. H. Neesima 

1885. 10. 23 

下2517 E. J. Seelye's letter to J. H. Neesirna 1885. 10. 23 

下2518 J. V. Seedrnan's letter to J. H. Neesima 1885. 10. 23 

下2534 J. V. Seedrnan's letter to J. H. Neesirna 1885. 11. 6

下2535 S. W. Hardy's letter to J. H. Neesirna 1885. 11. 9 

下2575 (Hardy's) telegram to J. H. Neesirna 1887. 7. 26 

下2576 新島公義・電報 1887. 8. 12 
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下1580 尾越蕃輔書簡 ー 3.14

下1598 下村房書簡 1888.10.7 

下1616 佐藤ー�書簡

下1691 花岡山奉教趣意書

下1804 同志社女学校新島文庫之印

出典資料索引

下1817 第一国立銀行支店書簡（明治専門学校発起人宛） 1884. 

12. 16

下2214 危篤通知の電報（徳富猪一郎宛） 1890.1.20 

下2235 J. Neesima's letter to Mr. A. Hardy 1875. 9. 6

下2241 J. H. Neesima's letter to Mrs. Poole 1880. 8. 13 

下2246 J. H. Neesima's letter to Mr. A. Hardy 1883. 6.— 

下2260 J. H. Neesima's letter to 内村鑑三宛 1885.7.21 

下2264 J. H. Neesima's letter to Prof. J. H. Seelye 1885. 8. 8 

下2268 J. H. Neesima's letter to Mrs. Morris 1885 

下2279 J. H. Neesima's letter to Mrs. Hardy 1887. 11. 23 

下2280 J. H. Neesima's letter to Mr. Sears 1887. 11. 27 

下2292 J. H. Neesima's letter to Mr. J. N. Harris 1889. 5. 17 

下2298 J. H. Neesima's letter to Mr. Porter 1889. 10. 7 

下2299 J. H. Neesima's letter to Some one at Am. Bd. 1889 or 

1890 

下2302 J. H. Neesima's letter to Brethren of Japan circle 1886? 

下2317 J. H. Seelye's letter to J. Neesima 1870. 12. 24 

下2322 J. L. Taylor's letter to J. Neesima 1873. 9. 13

下2325 M. L. Gordon's letter to J. Neesima 1873. 12. 16

下2326 J. C. Berry and seven others' letter to J. Neesima 1874.

1. 1

下2363 W. S. Clark's letter to J. H. Neesima 1878. 2. 11 

下2369 岡部長職書簡 新島宛 1878.5.7
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下1495 不破唯次郎書簡 1889.12.26

下1496 広津友信書簡 1889.12.26

下1498 不破唯次郎書簡 1889.12.27

下1501 広津友信書簡 1889.12.30

下1502 不破唯次郎書簡 1889.12.31

下1509 杉山重義書簡 1890.1.1 

下1513 増田尚平書簡 1890.1.3 

下1515 森信夫書簡 1890.1.3 

下1518 福士成豊書簡 1890.1.5 

下1527 横田安止書簡 1890.1.7 

下1529 大久保真二郎書簡 1890.1.8

下1532 松田順平書簡 1890.1.9 

下1533 原胤昭書簡 1890.1.10 

下1535 宮川経輝書簡 1890.1.10 

下1536 不破唯次郎書簡 1890.1.11

下1537 小崎弘道書簡 1890.1.11 

下1538 不破雄書簡 1890.1.12 

下1539 原忠美書簡 1890.1.12 

下1541 浮田和民書簡 1890.1.13 

下1545 不破唯次郎書簡 1890. 1. 17

下1546 不破唯次郎・杉田潮・杉山重義書簡 1890.1.17

下1547 河波荒次郎書簡 1890.1.17

下1549 新島八重書簡 1890.1.18 

下1550 平岩惜保書簡 1890.1.22 

下1551 長浜教会執事書簡 1890.1.22

下1552 大久保真二郎書簡 1890. 1. 22

下1558 山中茂書簡 1889.1.5 

下1560 河井淡書簡 1888.1.12 
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出典資料索引

下1437 松村介石書簡 1889.10.28 

下1438 伴直之助書簡 1889.10.29 

下1445 新井嘔 ，り簡 1889. 11. 4 

下1447 不破唯次郎因簡 1889. 11. 6 

下1448 広津友信苫簡 1889.11.7 

下1449 小野英二郎書簡 1889.11.7 

下1450 金森通倫害簡 1889. 11. 8 

下1452 広津友信書簡 1889. 11. 11 

下1453 宮川経輝苫簡 1889.11.11 

下1454 矢崎鎖四郎書簡 1889. 11. 11 

下1455 広津友信苫簡 1889.11.15 

下1456 徳富猪一郎書簡 1889.11.16 

下1457 横田安止書簡 1889.11.17 

下1461 奈須義質円筒 1889.11.22 

下1463 大久保真二郎苫筒 1889. 11. 26 

下1469 徳富猪一郎書簡 1889.11.28 

下1471 中山光五郎書簡 1889. 11. 30 

下1472 徳富猪一郎書筒 1889.12.1 

下1474 徳富猪一郎書筒 1889.12.3 

下1475 広瀬源三郎書簡 1889.12.4 

下1477 伊勢時雄書簡 1889.12.5 

下1478 広津友信書簡 1889.12.9 

下1479 広津友信書簡 1889.12.9 

下1482 宮川経輝書簡 1889.12.11 

下1483 大久保真二郎書簡 1889.12.11 

下1484 中山光五郎書簡 1889.12.12 

下1491 広津友信書簡 1889.12.23 

下1494 不破唯次郎書簡 1889.12.25 
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下1384 宮本園丸門簡 1889.9.3 

下1385 不破唯次郎害簡 1889.9.4 

下1386 松原藤兵衛・瀬尾武雄書簡 1889.9.4 

下1387 湊源平書簡 1889.9.4 

下1389 不破唯次郎害簡 1889.9.5 

下1394 板倉正身書筒 1889.9.8 

下1395 大久保真二郎書簡 1889.9.9 

下1396 梶原保人田簡 1889.9.12 

下1401 不破唯次郎書簡 1889.9.17 

下1402 徳富猪一郎苫簡 1889.9.17 

下1403 木村鎮太苫簡 1889.9.19 

下1404 不破唯次郎苫簡 1889.9.21 

下1406 松波仁一郎書簡 1889.9.23 

下1407 茂木平三郎書簡 1889.9.23 

下1408 植村保雄書簡 1889.9.28 

下1410 松本勘十郎因簡 1889.9.30 

下1414 不破唯次郎書簡 1889.10.3 

下1415 加藤勝弥•松村介石苔簡 1889.10.4 

下1420 三宅荒毅書簡 1889.10.8 

下1421 辻孝次郎苔簡 1889.10.8 

下1427 広瀬源三郎占簡 1889.10.19 

下1428 伊勢時雄書簡 1889.10.19 

下1429 網島佳吉書簡 1889.10.19 

下1431 田中賢道書筒 1889.10.21 

下1432 横田安止書簡 1889.10.21 

下1433 広津友信困簡 1889.10.24 

下1434 不破唯次郎占筒 1889.10.26 

下1435 広津友信占簡 1889.10.27 
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出典賓料索引

下1327 大久保真二郎書簡 1889.7.22 

下1328 不破唯次郎書簡 1889.7.24 

下1329 藤田伝三郎書簡 1889.7.25 

下1332 今治教会執事書簡 1889.7.26 

下1334 不破唯次郎書簡 1889.7.27 

下1335 徳富猪一郎書簡 1889.7.27 

下1338 広津友信書簡 1889.7.30 

下1339 市原盛宏書簡 1889.7.30 

下1342 三枝光太郎・山鹿旗之助害簡 1889.7.31 

下1344 不破唯次郎書簡 1889.8.5 

下1345 柴原宗助書簡 1889.8.5 

下1348 志垣要三書簡 1889.8.6 

下1349 木村鎮太書簡 1889.8.8 

下1350 広瀬源三郎書簡 1889.8.10 

下1358 安住百太郎書簡 1889.8.15 

下1359 大久保真二郎書簡 1889.8.15 

下1363 本城安太郎書簡 1889.8.20 

下1366 馬場種太郎書簡 1889.8.22 

下1367 不破唯次郎書簡 1889.8.22 

下1368 広瀬源三郎書簡 1889.8.22 

下1370 永岡喜八書簡 1889.8.23 

下1373 岳好道書簡 1889.8.26 

下1374 富永冬樹書簡 1889.8.26 

下1376 松村介石書簡 1889.8.30 

下1377 中村栄助書簡 1889.8.30 

下1378 三井脊音子書簡 1889.8.31 

下1379 黛治邦書簡 1889.9.1 

下1380 塩井健太郎書簡 1889.9.1 
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下1282 下村房書簡 1889.6.5 

下1283 小崎弘道書簡 1889.6.6 

下1284 宮）II二郎書簡 1889.6.7 

下1286 小崎弘道書簡 1889.6.13 

下1287 松村介石書簡 1889.6.13 

下1288 同志社予備校生徒委員苫簡 1889.6.14

下1289 三輪振次郎書簡 1889.6.14 

下1291 鈴木清書簡 1889.6.17 

下1293 中山光五郎書簡 1889.6.20

下1294 目加田護法害簡 1889.6.22 

下1295 杉山重義書簡 1889.6.24 

下1296 鈴木清書簡 1889.6.24 

下1299 田中賢道書簡 1889.6.25 

下1300 目加田護法書簡 1889.6.27

下1304 中山光五郎書簡 1889.6.29

下1305 不破唯次郎書簡 1889.7.1

下1306 村上定書簡 1889.7.1

下1307 不破唯次郎書簡 1889.7.2

下1308 目加田護法書簡 1889.7.2 

下1310 岩沢光耀書簡 1889.7.3 

下1311 鶴田三郎書簡 1889.7.3 

下1316 志垣要三書簡 1889.7.16 

下1317 不破唯次郎書簡 1889.7.17 

下1319 徳富久書簡 1889.7.18 

下1320 徳富一敬書簡 1889.7.18 

下1321 不破唯次郎書簡 1889.7.19

下1323 志垣要三書簡 1889.7.20

下1324 安住百太郎苫簡 1889.7.22
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出典資料索引

下1242 伴直之助•田口卯吉書簡 1889.4.26 

下1243 村上定書簡 1889.4.26 

下1244 児玉仲児書簡 1889.4.27 

下1245 中村紅造書簡 1889.4.27 

下1247 新井竜書簡 1889.4.29 

下1249 元良勇次郎書簡 1889.4.29 

下1250 広瀬宰平書簡 1889.4.30 

下1251 茂木平三郎書簡 1889.4.30 

下1252 鈴木清害簡 1889.4.30 

下1253 井深梶之助書簡 1889.5.1 

下1254 小崎弘道書簡 1889.5.1 

下1255 佐々城豊寿温簡 1889.5.1 

下1256 峯彦郎書簡 1889.5.5 

下1257 中村栄助書簡 1889.5.5 

下1258 川本政之助書簡 1889.5.6 

下1260 本城安太郎書簡 1889.5.8 

下1261 鈴木清苫簡 1889.5.8 

下1262 川本泰年富簡 1889.5.9 

下1263 川上八三郎書簡 1889.5.10 

下1264 不破唯次郎書筒 1889.5.13 

下1267 鈴木清書簡 1889.5.14 

下1270 正久巳之吉書簡 1889.5.19 

下1273 海老名弾正書簡 1889.5.24 

下1274 広津友信書簡 1889.5.25 

下1278 夏井庄六甚簡 1889.5.30 

下1279 宮川経輝滋簡 1889.5.31 

下1280 徳富猪一郎書簡 1889.6.1 

下1281 網島佳吉書簡 1889.6.4 
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下1194 渋沢栄一書簡 1889.3.24

下1195 海老名弾正書簡 1889.3.25 

下1199 森田武左衛門書簡 1889.3.29 

下1200 金森通倫書簡 1889.3.30 

下1201 三枝光太郎書簡 1889.3.30 

下1202 森田武左衛門書簡 1889.3.31 

下1203* 北垣国道書簡 1889.4.1 

下1204 田尻東一郎書簡 1889.4.1 

下1205 長屋忠明鸞簡 1889.4.2 

下1207 不破唯次郎書簡 1889.4.4 

下1209 花畠健起書簡 1889.4.6 

下1211 白石村治書簡 1889.4.6 

下1213 網島佳吉魯簡 1889.4.8 

下1214 金森通倫書簡 1889.4.9 

下1217 不破唯次郎書簡 1889.4.11 

下1218 金森通倫苫簡 1889.4.11 

下1221 川崎正蔵書簡 1889.4.12 

下1228 菊池純二郎占簡 1889.4.16 

下1230 中村栄助古簡 1889.4.17 

下1231 佐々城豊寿・潮田千勢因簡 1889.4.17 

下1233 村上定書簡 1889.4.18 

下1234 古木寅三郎占簡 1889.4.18 

下1235 原田正之助書簡 1889.4.20 

下1237 松本誠直・岡崎高厚苫簡 1889.4.23 

下1238 金谷充苫筒 1889.4.24 

下1239 中島幸三郎占簡 1889.4.24 

下1240 中山光五郎書簡 1889.4.24 

下1241 海老名弾正苫簡 1889.4.25 
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出典資料索引

下1146 金森通倫書簡 1889.2.27 

下1148 本城安太郎書簡 1889.2.28 

下1149 金森通倫古簡 1889.2.28 

下1152 杉山重義書簡 1889.2.28 

下1153 古賀鶴次郎書簡 1889.2.-

下1155 森田久万人書簡 1889.3.1 

下1158 徳富猪一郎書簡 1889.3.2 

下1160 広津友信書簡 1889.3.4 

下1164 中山甚之助書簡 1889.3.5 

下1165 森田武左衛門書簡 1889.3.6 

下1166 中村栄助書簡 1889.3.6 

下1167 柴原宗助書簡 1889.3.6 

下1168 不破唯次郎書簡 1889.3.7 

下1169 広津友信書簡 1889.3.7 

下1170 茂木平三郎書簡 1889.3.7 

下1171 中山光五郎書簡 1889.3.8 

下1173 上野栄三郎書簡 1889.3.9 

下1174 金森通倫書簡 1889.3.10 

下1176 広津友信書簡 1889.3.12 

下1177 本城安太郎書簡 1889.3.12 

下1182 目加田護法書簡 1889.3.15 

下1183 中村紅造書簡 1889.3.15 

下1185 半谷高晴書簡 1889.3.17 

下1187 不破唯次郎書簡 1889.3.19 

下1188 金森通倫書簡 1889.3.19 

下1189 河波荒次郎書簡 1889.3.19 

下1190 杉山重義書簡 1889.3.20 

下1192 児島惟謙書簡 1889.3.22 
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下1083 小崎弘道苫簡 1889.1.24 

下1084 大沢善助苫簡 1889.1.25 

下1085 本城安太郎書簡 1889.1.26

下1086 河波荒次郎因簡 1889.1.27

下1088 金森小春古簡 1889. 1. 30 

下1089 金森通倫書簡 1889.1.30 

下1091 奈須義質書簡 1889. 1. -

下1093 岡田松生書簡 1889.2.1 

下1094 山中百書簡 1889.2.2 

下1095 藤原直信書簡 1889.2.3 

下1096 森田久万人書簡 1889.2.3

下1098 金森通倫書簡 1889.2.4 

下1103 金森通倫古簡 1889.2.6 

下1105 茂木平三郎害簡 1889.2.7

下1109 渋沢栄一書簡 1889.2.8 

下1115 奈須義質書簡 1889.2.11 

下1118 金森通倫書簡 1889.2.14 

下1120 森為国書簡 1889.2.14 

下1123 下村房書簡 1889.2.15 

下1124 永岡喜八書簡 1889.2.16 

下1129 同志社大学創立事務所書筒 1889.2.18

下1131 山中百書簡 1889.2.18 

下1136 永岡喜八書簡 1889.2.21 

下1138 中山甚之助書簡 1889.2.23

下1139 山中百書簡 1889.2.23 

下1141 湯浅治郎書簡 1889.2.24 

下1143 白石村治書簡 1889.2.25 

下1145 不破唯次郎書簡 1889.2.26
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出典資料索引

下1017 下村房書簡 1888.12.17 

下1019 金谷充書簡 1888.12.18 

下1025 加藤勝弥書簡 1888.12.21 

下1027 宮川経輝書簡 1888.12.21 

下1028 植木枝盛書簡 1888.12.21 

下1030 金森通倫書簡 1888.12.25 

下1031 福井有志者書簡 1888.12.26

下1033 中村栄助書簡 1888.12.29 

下1037 広津友信書簡 1889.1.1 

下1039 加藤勝弥書簡 1889.1.1 

下1041 奈須義質書簡 1889.1.2 

下1042 加藤勝弥書簡 1889.1.4 

下1044 菊池侃二書簡 1889.1.5 

下1046 中山甚之助書簡 1889.1.6

下1052 富田鉄之助書簡 1889.1.8

下1053 不破唯次郎書簡 1889.1.9

下1055 前橋教会執事書簡 1889. 1. 9

下1057 安永稔書簡 1889.1.9

下1060 中山光五郎書簡 1889.1.10

下1064 伊勢時雄書簡 1889.1.11 

下1065 加藤勝弥書簡 1889.1.11 

下1067 押川方義書簡 1889.1.13 

下1069 徳富猪一郎書簡 1889.1.16

下1070 新島公義書簡 1889. 1. 17 

下1071 浮田和民書簡 1889.1.17 

下1076 新井竜書簡 1889.1.22 

下1078 村上定書簡 1889.1.22 

下1079 金森通倫書簡 1889.1.23 
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下947 木村祐吉書簡 1888. 11. 14 

下948 和田吉人書簡 1888.11.14 

下950 原六郎書簡 1888.11.15 

下952 清水袈裟雄書簡 1888.11.16 

下953 竹越与三郎書簡 1888.11.16 

下955 徳富猪一郎書簡 1888.11.17 

下956 原田助書簡 1888.11.18 

下957 加藤勝弥書簡 1888.11.19 

下958 丸山福治書簡 1888.11.19 

下961 馬場種太郎書簡 1888.11.21 

下962 三好退蔵書簡 1888.11.22 

下973 海老名弾正書簡 1888.11.25 

下974 池本吉治書簡 1888.11.25 

下979 松尾音治郎書簡 1888.11.26 

下982 本城安太郎書簡 1888.11.27 

下985 阿部政恒書簡 1888. 11. 29 

下986 金森通倫書簡 1888.11.29 

下991 本城安太郎書簡 1888.12.3 

下992 予讃新報社書簡 1888.12.3 

下994 村上俊吉書簡 1888.12.5 

下1000 渡辺洪基書簡 1888.12.8 

下1003 日下義雄書簡 1888.12.10 

下1004 西群馬教会執事書簡 1888.12.10 

下1005 伊勢時雄書簡 1888.12.11 

下1006 不破唯次郎書簡 1888.12.12 

下1011 市原盛宏書簡 1888.12.13 

下1013 新井竜書簡 1888.12.16 

下1016 奈須義質書簡 1888.12.17 
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出典査料索引

下909 奈須義質書簡 1888.10.6 

下911 人見一太郎書簡 1888.10.9 

下912 人見一太郎書簡 1888.10.11 

下913 永井元因簡 1888.10.11 

下914 松本勘十郎書簡 1888.10.17 

下915 宮川経輝書簡 1888.10.18 

下917 人見一太郎書簡 1888.10.23 

下918 川本泰年書簡 1888.10.25 

下920 徳富猪一郎書簡 1888.10.26 

下921 望月興三郎書簡 1888.10.27 

下924 嶋田信太郎書簡 1888.10.29 

下925 徳富猪一郎書筒 1888.10.29 

下926 古荘三郎書簡 1888.11.1 

下929 古荘三郎書簡 1888.11.1 

下930 中島末治占簡 1888.11.1 

下931 古荘三郎書簡 1888.11.2 

下933 古荘三郎書簡 1888.11.3 

下934 藤原直信書簡 1888. 11. 4 

下935 人見一太郎書簡 1888.11.6 

下936 井深梶之助書簡 1888.11.6 

下937 茂里多寿三郎書簡 1888. 11. 7 

下939 古荘三郎書簡 1888.11.9 

下940 堀貞一因筒 18$8. 11. 9 

下942 竹越与三郎書簡 1888.11.11 

下943 藤原直信書簡 1888. 11. 12 

下944 人見一太郎書簡 1888.10.13 

下945 古荘三郎書簡 1888.11.14 

下946 堀貞一占簡 1888.11.14 
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下854 金森通倫書簡 1888.3.17 

下858 福士成豊書簡 1888.3.21 

下860 金森通倫書簡 1888.3.22 

下861 宮川経輝書簡 1888.3.22 

下862 徳富猪一郎書簡 1888.3.22 

下863 不破唯次郎書簡 1888.3.24 

下864 徳富猪一郎書簡 1888.3.24 

下865 石黒務書簡 1888.3.26 

下867 伊東熊夫書簡 1888.4.2 

下868 徳富猪一郎書簡 1888.4.2 

下870 徳富猪一郎書簡 1888.4.4 

下872 新島公義書簡 1888.4.7 

下873 新井奄書簡 1888.4.9 

下874 望月興三郎書簡 1888.4.10 

下880 三好退蔵書簡 1888.5.6 

下881 徳富猪一郎書簡 1888.5.9 

下882 徳富猪一郎書簡 1888.5.14 

下883 三木正起書簡 1888.5.26 

下884 高田義助書簡 1888.5.28 

下885 上原権太郎書簡 1888.5.28 

下888 三好退蔵書簡 1888.6.21 

下892 三好退蔵書簡 1888.7.3 

下895 矢野文雄書簡 1888.7.25 

下897 勝安芳書簡 1888.8.19 

下898 増野悦興書簡 1888.8.27 

下902 金森通倫書簡 1888.9.18 

下903 井上磐書簡 1888.9.20 

下906 金森通倫書簡 1888.9.27 

68 



出典資料索引

下794 徳富猪一郎書簡 1887.11.19 

下800 内藤兼備書簡 1888.1.2 

下801 松本勘十郎書簡 1888.1.3 

下802 成瀬仁蔵書簡 1888.1.3 

下803 中島末次治書簡 1888.1.6 

下804 福士成豊書簡 1888.1.8 

下805 不破唯次郎書簡 1888.1.9 

下806 小崎弘道書簡 1888.1.14 

下808 不破唯次郎書簡 1888.1.16 

下811 大沢善助書簡 1888.1.16 

下813 橘仁書簡 1888.1.16 

下814 小崎弘道書簡 1888.1.17 

下815 不破唯次郎書簡 1888.1.19 

下821 岡部広書簡 1888.1.24 

下826 沢茂吉書簡 1888.2.2 

下827 金森通倫書簡 1888.2.3 

下828 中村紅造書簡 1888.2.3 

下830 不破唯次郎書簡 1888.2.6 

下831 川上八三郎書簡 1888.2.6 

下832 新井竜書簡 1888.2.7 

下835 福士成豊書簡 1888.2.12 

下840 伊勢時雄書簡 1888.2.27 

下842 兼子常五郎・望月興三郎書簡 1888.2.29 

下843 松平容太書簡 1888.2.29 

下847 三木正起書簡 1888.3.4 

下849 原六郎書簡 1888.3.7 

下850 徳富猪一郎書簡 1888.3.8 

下853 金森通倫書簡 1888.3.11 
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下747 山崎新太郎書簡 1886.4.12 

下752 木場貞長書簡 1886.6.23 

下755 富田鉄之助書簡 1886.7.12 

下756 堀貞一書簡 1886.7.22 

下757 山崎新太郎書簡 1886.7.26 

下758 北垣国道書簡 1886.8.6 

下759 富田鉄之助書簡 1886.8.14 

下760 富田鉄之助書簡 1886.8.20 

下766 富田鉄之助書簡 1886.9.26 

下769 尺振八書簡 1886.10.4 

下770 富田鉄之助書簡 1886.10.8 

下771 辻密太郎書簡 1886.10.9 

下772 牧野伸顕書簡 1886.10.12 

下773 堀貞一書簡 1886.10.29 

下775 市原盛宏書簡 1886.12.4 

下776 岡部広書簡 1886.12.30 

下777 中島宗達・西尾文禎書簡 1887.1.3 

下778 岡部広書簡 1887.1.27 

下780 岡部広書簡 1887.4.5 

下781 大久保真二郎書簡 1887.4.12 

下783 富田鉄之助書簡 1887.5.14 

下784 大久保真二郎書簡 1887.5.19 

下785 大久保音羽書簡 1887.5.19 

下786 福士成豊書簡 1887.5.21 

下787 大久保真二郎書簡 1887.5.23 

下788 坂田丈平書簡 1889.5.25 

下789 松平正直書簡 1887.5.29 

下793 徳富猪一郎書簡 1887.11.3 
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出典資料索引

下705 山本覚馬書簡 1885.6.29 

下706 大儀見元一郎書簡 1885. 6. 

下707 下村孝太郎書筒 1885.7.13 

下710 大儀見元一郎書筒 1885.7.15 

下712 松山高吉書簡 1885.7.20 

下715 半田宇平次書簡 1885.12.17 

下718 富田鉄之助書簡 1886.1.13 

下719 小崎弘道書簡 1886.1.14 

下720 半田宇平次書簡 1886.1.21 

下721 下村孝太郎害筒 1886.1.25 

下722 富田鉄之助書簡 1886.2.6 

下724 山崎新太郎書簡 1886.2.10 

下725 富田鉄之助因簡 1886.2.17 

下727 山崎新太郎害簡 1886.3.2 

下728 富田鉄之助書簡 1886.3.3 

下729 同志社生徒書簡 1886.3.7 

下730 富田鉄之助書簡 1886.3.7 

下735 小崎弘道書簡 1886.3.17 

下736 富田鉄之助書簡 1886.3.23 

下737 山崎新太郎害簡 1886.3.23 

下738 富田鉄之助書簡 1886.3.25 

下739 松山高吉書簡 1886.3.26 

下740 富田鉄之助書簡 1886.3.26 

下741 富田鉄之助書簡 1886.4.3 

下743 松山高吉書簡 1886.4.5 

下744 中村栄助占簡 1886.4.6 

下745 松山高吉書簡 1886.4.7 

下746 富田鉄之助書簡 1886.4.12 
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下655 田中不二麿因簡 1875.7.9

下656 福士成豊書簡 1875.10.12

下658 津田仙書筒 1876.4.1

下659 福士成豊害簡 1876.6.9

下662 津田仙書簡 1878.7.9

下663 津田仙忠筒 1878.8.12

下664 岡部長職書簡 1878.9.28

下665 中川横太郎書簡 1879.2.10

下666 津田仙害簡 1879.9.25

下669 津田仙害簡 1881.2.10

下670 中村正直書簡 1881.2.14

下678 浜岡光哲書簡 1882.2.25

下679 海老名喜三郎書簡 1882.3.7

下680 小崎弘道習簡 1883.3.23

下681 富田鉄之助書簡 1883.5.26 

下682 湯浅治郎書簡 1883.6.1 

下683 外山脩造書簡 1883.7.27 

下684 田中源太郎書簡 1883.10.2 

下685 古沢滋書簡 1884.3.10 

下686 田中源太郎書簡 1884.3.22

下688 池袋清風書簡 1884.6.25

下692 森田久万人書簡 1885.1.10

下693 市原盛宏書簡 1885.1.12 

下695 伊勢時雄書簡 1885.2.13 

下696 小崎弘道占簡 1885.3.10 

下697 松山高吉書簡 1885.3.21 

下700 松山高吉書簡 1885.4.2 

下701 小崎弘道書簡 1885.4.23 
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上1726 葛西貞考：新島公勤実名記

上1727 新島公勤：公勤家跡被仰付候一件

上1729 内国通運会社高崎出張所：荷物渡し済み証

上1732 安中郵便局：新島是水宛（新島襄より50円送付）

上1733 速水忠雄：新島是水宛書簡

上1739 中島浅五郎：新島是水・襄・公義宛年賀状

上1749 植栗義達：新島是水宛書簡

上1752 上原覚：新島是水宛書簡

上2006-48 写真：新島襄 1884.3 

上2006-55 写真：大久保利通

上2007-58 写真：新島襄(1866.2.28)

出典資料索引

上2007-62 写真：Mr. Neesima's new home Kiyoto, Japan. Oct. 1878 

上2007-132 写真：新島襄(Phillips Academy時代）1866.3

上2007-134 写真：新島襄 1872.12.20 

B 新島先生遺品庫収蔵目録（下）

下635 新島民治書簡（新島襄宛＝以下同） 1867.6.18 

下637 新島民治書簡 1868.2.7 

下640 新島民治書簡 1869.2.9 

下641 新島民治書簡 1869.4.12 

下642 粟津娃次郎書簡 1869.10.15 

下643 新島民治書簡 1871. 2. 初旬

下644 川田剛書簡 1871.5.1 

下645 新島民治書簡 1871.5.27 

下648 田中不二麿書簡 1873.4.10 

下649 田中不二麿書簡 1874.5.4 

下651 川田剛書簡 1874.12.22 
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上1508 Facsimile of the original draught "Declaration of Inclepend・
" ence. 

上1520 小学校会社：新島襄預り金証書

上1557 湯浅吉郎：新島先生入浴之図

上1566 新島襄文化切手（郵政省） 1950. 11 

上1578 「津田仙氏の信仰経歴談」（『護教』344号 1898.2.26) 

上1604 丹羽鼎三 「菊栽培の歴史」『農耕と園芸』臨時増刊号1961.11

上1631 加藤小太郎：新島先生永眠25周年記念に際しての書簡1915.

1. 22

上1677 新島公義記『新島家起源（家統記）』

上1678 新島民治『新島氏家統記』 森中章光写

上1679 新島民治写：新島家過去帳

上1680 新島家家族関係

上1681 森中章光写：新島家関係

上1682 新島家祝物到来覚帳

上1702 地租代金に関する文書

上1709 素行斎主人：掌中雑記

上1711 新島民治：弟子衆名前控

上1712 新島是水：西京江引移二付跡万事相頼置•••…

上1714 新島民治：明治七年甲戊日記

上1715 新島民治：経済簿・文久二年関八月

上1716 新島民治：経済簿 1878 

上1717 新島民治：経済簿 1881 

上1719 新島家諸経費領収綴

上1721 新島是水：貰物控帳

上1722 新島民治：件稽古修業一件

上1723 新島民治：帰朝二付土産記

上1725 速水忠雄関係（寄留人転寓届三点）
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出典賓料索引

上1230 卒業式次第 Andover Theological Seminary 1874. 7. 2 

上1232 Mount Vernon Church: Order of Exercises for the ordi-

nation of Mr. J. H. Nee-Sima 

上1235 新島民治「送籍願控」

上1236 新島襄：スイス、 サソゴタ ー ルでの遺書 1884.8.6 

上1237 ア ー モスト大学理事会 名昔学位贈与に関する通知

上1238 贈位記 1915.11.10 

上1239 終身会員証 American Bible Society 1869. 1. 2 

上1240 同 上 American Tract Society 1870. 1. 29 

上1241 同 上 American Sunday School Union 1870. 12. 12 

上1242 同 上 Woman's Union Missionary Society 

上1250 新島襄：井上啓宛遺言

上1251 新島家病気見舞人名簿（八重夫人関係） 1890.3.23 

上1257 新島先生永眠通知状（中村・金森・小崎・徳富連名） 1890.1.24 

上1263 新島先生葬儀記録 1890.1.24 

上1289 明治学院での記念式プログラム

上1291 北垣国道書簡 新島公義宛 1890.1.30 

上1298 『時事新報』第2546号 1890.1.26 

上1299 『毎日新聞』第5742号 1890.1.28 

上1300 『基督教新聞』第340号 1890.1.31 

上1301 「一月二十三日午後二時二十分」『国民之友』第72号 1890.2.3

上1302 葬儀概況『国民新聞』第 4 号 1890.2.4 

上1305 露無文治『八日間の出来事』

上1337 津田仙：見舞状 1890.1.21 

上1399 ォ ープンバックシャツ型紙 (John H. Dean 作成） 1874.6.17 

上1445 小型サイン ・ プック

上1477 聖書挿入物 6: コソサ ー トのプログラム 1873.4.9 

上1492 聖書挿入物 21: アラビア語紙片
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上1101 新島襄 英文日記 1874.10.15起シ

上1103 新島襄 日記 Round the world. 1884. 4. 6 より

上1106 新島襄 英文日記 1884. 9. 28-1885. 6. 5. 

上1111 The Glass Factory at East Cambridge 

上1114 Early History of Japan. 

上1116 Appeal for the Christian Work in Japan. 1885? 

上1117 Appeal for a Christian University in Japan. 1885. 9. 29. 

上1118 An Appeal for Advanced Christian Education in Japan. 

1885. 10. 29 

上1122 A Plea for the Doshisha University. 

上1131 医学校設立に関するメモ

上1133 Schemes of the Speedy Evangelization of Japan. 1886 

上1150 Condition of Country about 20 yrs. ago. 

上1185 Dr. Berry 宛書簡稿 1881.12.21 

上1194 説教稿 Rom. 13:11-14 (1877)1. 4 

上1195

上1196

上1197

上1198

上1200

上1214

説教稿 John 5:29 1878. 12. 15 

説教稿 詩編より 1879.6.1 

説教稿 基督弟子ノ足ヲアロフ

説教稿 John 7: 14~17 1880? 3. 24 

説教稿 新年説教 1881.1. 2 

祈躊文 1865.10.12 

上1215 ベルチャ ー タウソにおける基督集会に用いられた讃美歌

上1222 特命全権使節「文部理事官随行差許状」（新島七五三太宛）

上1223 特命全権大副使「文部理事官付通弁辞令」（同上）

上1224 田中文部理事官随行に際しての支給諸費書付

上1227 帰国直前某所における演説稿 1874.5.22

上1228 John L. Taylor :新島襄に関する証明書

上1229 The Andover A ndover Association: Recommendation as a preacher.
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上952 隊知姓名縛 1883 

上972 破石薬献納取次願（京都府知事宛）

上992 説教稿 Exod. 20: 12 1875. 5. 23 

出典資料索引

上993 説教稿 真に恵まれた女 Luke 2: 27, 28 1876. 9 

上994 説教稿 John 19: 39, 3: 1, 7: 50 1876. 10. 8 

上995 説教メモ 愛 John 15: 13 1876. 10. 15 

上996 説教稿 Luke 11:49 1876. 10 

上997 説教稿 Eph. 4: 5-6 1877. 1. 14 

上998 説教稀 Heb. 2:7-10 1877. 8. 19 

上1000 説教稿 聖餐式の意義 Luke 22:19-20 1877. 9. 22 

上1001 説教稿 John 15: 15-16 1877. 12. 2 

上1002 説教要項 Heb. 13: 8-16 1877. 12. 29 

上1003 説教稿 John 11: 35 1878. 2. 3 

上1004 説教稿 John 3:3 1878. 2. 10 

上1005 説教稿 2 Cor.; Col. より 1878. 2. 17 /1880. 10. 

上1006 説教稿 Matt. 21 : 17 1878. 3. 3 

上1007 説教稿 Matt. 9: 12, 11: 5 1878. 3. 10 

上1008 説教稿 Matt. 4: 19 1878. 7. 1 

上1009 説教稿 Acts. 6: 7 1878. 7. 10 

上1010 説教稿 John 19: 15 1878. 10. 13 

上1011 説教稿 Mark 12: 15 1878. 12. 8 

上1012 説教稿 Matt. 13: 45 1878. 12. 29 

上1013 説教稿 Matt. 5:13, Mark 9:50 1879. 3. 16 

上1014 説教稿 Luke 24: 5 1879. 4. 13 

上1015 説教稿 Mark 4: 39 1879. 4. 27 

上1016 説教稿 キリストの仕事 Matt. 3: 12 1880. 1. 19 

上1035 英文説教稿 John 8:2-12 

上1099 新島襄 英文日記 1872. 3.28-1872. 7. 11 
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上816 新島襄写：航海詳義

上817 新島襄写：数学ノ ー ト（計算・甲賀塾時代？）

上823 新島襄写：van de Logarithumen 

上824 新島襄写：Stuurmankunst Navigator 

上825 新島襄写：Algebra of Ste! Kunst. 5 Augustus 1862 

上841 新島襄写：英吉利文典直訳

上842 新島襄写：Elements of Algebra 

上843 英話文法小引(W.Lobscheid, Chinese-English Grammer) 

1864 

上865 分離術Prof.Harris'Lecture on Chemistry. 

上866 新島襄ノ ー ト：Eaton's Chemistry 

上890 新島襄：単語帳 1884.6.19 

上892 新島襄筆記 ：Historical Study of the Scripture 

上903 英文ノ ー ト（シ ー リ ー教授、 スミス教授の講義筆記、 英国教

会の調査報告、 書籍貸出控、 日記）

上929 Holy Bible (Mrs. Walter Baker記念の聖書）

上931 英文ノ ー ト（阿蘭陀国について、 安息日について、 京都看病

婦学校設立資金受取控）

上932 新島邸及第二公会建築費内訳控（英文宗教関係筆記等を含む）
上933 雑記帳 1877.5 

上934 雑記帳 1877.8 

上937 所蔵英書手控・預ケ金覚等

上938 雑記帳 1879. 1 

上939 雑記帳 1880. 1 

上940 雑記帳 1880.9 

上942 雑記帳 1882 

上943 雑記帳（新島姓の由来に関する記述あり）1882
上944 諸経費手控(3)(1887) 
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出典汽料索引

上451 須田明忠・河辺鋭太郎の教会転会に関する推薦書

上472* Sydney L. Gulick, Church Union in Japan. 1889. 4. 12/5. 1 

上474 日本聯合基督教会憲法並規則（新島の英文書込）1889.3

上475 S. L. Gulick, 0. H. Gulick, Questions concerning the

Proposed Union. No. 1-7 (A.B.C.F.M. Missionaries， 組

合教会の牧師と指磁者宛）

上484 デビス、 ラ ー ネッド「組合・一致合併問題に就ての意見」

1889.1.25 

上486 基督教新聞 第306号 M. 22. 6. 5. 

上490 日本伝道会社神戸集会議事録（伝道者月手当増額ノ事）

上491 日本基督伝道会社第四年会記事

上494 日本基督伝道会社ノ臨時会議 1882.1.5. 

上496 年会についてのメモ 1882 

上498 伝道関係出納簿 1878-1880 

上500 伝道報告会筆記

上505 今村謙吉：聖書売伝道受取報告

上583 ハ ー ディ氏追悼記念説教（原本・東京恒春園内芦花文庫）

上667 新島襄：掃朝日誌（田口八郎訳）

上673 第二回外遊英文日記抄（田口八郎訳）

上674 新島公義『新島襄第二回外遊記（明治17年4 月 6日ー10月31

日）』

上682 J. H. Seelye 博士著， 小崎弘道訳「途也， 真理也， 生命也」

の序文

上693 新島襄：人間の罪について 1881.5.17 

上710 英和女学校寮舎増築費寄付募集につき稿

上742 授業時刻表（同志社英学校）

上759 追墨 自由・自治之基

上782 辿磁 埴輪見取図
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上227 外国女教師入京御免状御下渡願及御催促願（パー ムレー 関係）

上229 外国人各地旅行免状 アレ ス ジェ ー 、 スター ク、 ウエゾル氏

上230 私雇外国人居留地外僑寓証票 アレ ス ジェ ー 、 スター ク、ウ

工�ゾJレ

上240 槙村正直：京都府雇入外国人明細簿

上249 同志社一銭講趣意書

上278 時報許可願及国旗米国旗掲揚伺書

上279 二人乗人力車廃車御届

上280 溝渠変換願及付図

上281 乳牛飼養許可願

上282 乳牛飼養許可願下書

上285 建家払下願書下戻願

上286 片岡六右衛門：永代売渡地所証書

上288 屋宇建築届

上289 新島公義：転宅御届

上294 寄留止宿洋行関係書類

上295 官地拝借御願下書

上296 比叡山借地関係書類

上298 藤尾村戸長役場：地租納金督促状

上308 自費郵便函建設願出に付回答

上309 京都府学務課：外国人教師調査通達 (1877)

上310 京都府学務課：生徒員名調査通達

上311 京都府：女教師パー ミリ氏のトラソク盗難についての通達

上312 京都府学務課：外国人教師調査通達

上374 同志社「アルムニ」会設立趣意書稿

上375 同志社「アルムニ」会記事

上376 同志社「アルムニ」会第一回記事

上378 同志社校友会 新島先生永眠による後任者に関して 1890.2.19
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出典資料索引
第10巻 新島襄の生涯と手紙

本 文．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．7

: : :: : : : : : : : : : : : : : : : :: : : : : : : : : :: : :: : : : : : : : : :: : : : :: : : : : : : : ::: : : : : : : : : : : : : : :: : : : : : : : :: : : : :: : : :: : : :::: 

B 新島先生遺品庫収蔵目録（上）

上80 御伺害（新島先生打掌事件関係書類）

上81 同志社旧二年生嘆願書（同上）

上82 御届（同上）

上83 写真：事件原因の二年生九名と杖破片と古歌（同上）

上85 松平容大校則違反処分につき嘆願書

上104 新島襄・山本覚馬『同志社規則』

上118 第一回卒業式（英学余科）プログラム

上154 医学校及病院設立参考資料（岐阜県医学校関係）
上155 洞酌医学校関係書類
上156 同志社医学校創立ノ件二関スル書類(Edinburgh Medical 

Missionary Society) 

上171 The First Annual Report of the Doshisha Hospital and 

Training School for Nurses. 

上200 新島襄：同志社外国人教師一覧表
上201 パ ームレ ー氏条約書

上208 借家御届・デビス哲約書控

上209 スタ ー クウェザ一条約書控

上211 京都府とG. H. ボ ールドウィソとの契約書写他

上219 テ ー ラ ー 関係渉外文書
上220 ゴルドン氏関係渉外文書
上221 スク ー クエゾル屈継願

上225 ラ ー ネッド教師寄留届
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To Shimomura Kotara [DA], Kobe, Dec. 24th 

1889 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kobe, Feb. 13th 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kobe, Feb. 13th 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kobe, March 19th 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kobe, April 12th 

349 

350 

350 

351 

352 

To the Reverend Doremus Scudder [DA-draft only] Kobe, April 16th 354 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, May 15th 

To Susan H. Hardy [L&L], Kyoto, [c. mid-May] 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, June 11th 

[To Dr. N. G. Clark] [AB]. [Kyoto], June 17th 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, July 5th 

To Shimomura Kotara [DA], Kioto, July 5th 

To Susan H. Hardy [L&L], [Kyoto], [c. August 20] 

To President Julius H. Seelye [AC], Kioto, Sept. 3d 

To the Directors of The Pacific [DA], Kioto, Sept. 24th 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kioto, Sept. 27th 

355 

356 

357 

358 

358 

360 

361 

361 

362 

363 

To Dr. Jerome D. Davis and Professor Chauncey M. Cady [DA]. Kioto, 

Oct. 3d 

To Susan H. Hardy [L&L], Kyoto, October 5 

1890 

[To ] [JD, L&L], [Oiso]. [January 5] 

APPENDIX 

Paragraphs written for Captain Horace S. Taylor in 1865 en route 

to Boston [L&LJ 

To Uchimura Kanzo [DA-draft only][West Goldsboro, Maine, 

364 

365 

366 

370 

July 21, 1885] 371 

序文（訳）．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．....375 

解 題 ．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．，．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•389

INDEX · · · · · · · · · ·· • · · ·· · • · · ··· ·· · · · • · · · • • • •, · · · • · • • • • • • • • · ·, · · ·, · ·, · · ···, · ·......,........., · · · · · · · · · •423 
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To Professor Morar [DA], Kioto, Japan, Oct. 29th 

To President Ju)ius H. Seelye [AC], Kioto, Nov. 30th 

1887 

出典査料索引

306 

306 

To Captain William T. Savory [DA], Yokohama, March 4th 307 

To Dr. John C. Berry, Dr. Sara C. Buckley and Miss Linda A. J. 

Richards [DA-draft only], Kioto, April 13th 308 

To ]. T. Morton [DA-copy, Neesima's script], [Kyoto], [April] 309 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kioto, May 11th 311 

[To Susan H. Hardy J [L&L], [Sapporo], July 30 313 

To Dr. John C. Berry [DA], Supporo, Aug. 1st 313 

[To Susan H. Hardy J [L&L], [Sapporo], August 24 315 

[To Susan H. Hardy J [L&LJ, [Sapporo], September 4 315 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, Oct. 27th 316 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, Nov. 16th 318 

1888 

To Dr. Jerome D. Davis [DA], [Kyoto], [January 10] 320 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kyoto, March 3 321 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, March 4th 322 

[To Susan H. Hardy] [L&L], [Kyoto], [March 5] 326 

To Shimomura Kotara [DA], Kamakura, June 4th (Monday) 326 

To Dr. N. G. Clark [AB], Tokio, June 23d 330 

To Susan H. Hardy [L&L], Tokyo, July 4 333 

To Susan H. Hardy [L&L], Ikao, Joshu, August 13 334 

To Matsuo Otojiro [DA], Ikao, Aug. 23d 335 

To Shimomura Kotara [DA], Tokio, Oct. 12th 335 

To Dr. N. G. Clark [AB], Tokio, Oct. 15th 337 

To Kashiwagi Gien [DA], [Kyoto], Nov. 1st 338 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, Nov. 10th 339 

To the Reverend John H. DeForest [DA], Kioto, Nov. 28th 342 

To Shimomura Kotara [DA], Kioto, Nov. 30th 343 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kioto, Dec. 11th 345 
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To Dr. N. G. Clark [DA], Boston, May 29th 269 

To Dr. N. G. Clark [DA], Boston, June 10th 270 

To Kozaki Hiromichi [DA], Dorchester, Mass., July 4th 271 

To the Reverend Joel Stone Ives [DA], Bar Harbor, Me, July 21st 272 

[To Mr. & Mrs. Hardy][L&L], [West Gouldsborough, Maine], [July 

28] 273 

To Dr. N. G. Clark [DA], West Gouldsborough Maine, July 29th 273 

To Dr. N. G. Clark [DA], West Gouldsborough [Maine], July 30th 275 

To Uchimura Kanzo [DA-draft only], West Gouldsborough, Maine, 

Aug. 7th 277 

To Alpheus Hardy [AB], West Gouldsborough [Maine], Aug. 14th 278 

To Dr. N. G. Clark [DA], West Gouldsborough [Maine], Aug. 25th 278 

To Mary E. Hidden [AN], West Gouldsborough, Maine, Sept. 10th 280 

To Kurahara Korehiro [DA], Boston, Oct. 18th 281 

To President Julius H. Seelye [AC], Boston, Oct. 22d 282 

To Miss Bessie [Elizabeth] Seelye [AC], Boston, Oct. 27th 283 

To Dr. N. G. Clark [DA], Boston, Oct. 28th 283 

To David & Mary E. Hidden [AN], Boston, Oct. 29th
. 

286 

To Susan H. Hardy [L&L], [Kyoto], [December 23] 287 

To President Julius H. Seelye [AC], Kioto, Dec. 25th 287 

1886 

To Dr. N. G. Clark [DA], Tokio, Jan. 26th 288 

To Mr. & Mrs. Hardy [DA], Tokio, Jan. 29th 292 

To Dr. N. G. Clark [DA], Tokio, fan. 30th 295 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kioto, Feb. 17th 296 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kioto, April 6th 299 

To President Julius H. Seelye [AC], Kioto, April 28th 300 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kioto, June 17th 302 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kioto, June 28th 303 

To Matsunami Jin-ichiro [DA], Kyoto, July 4th 305 

To the Reverend John H. DeForest [DA], Kioto, Sept. 17th 305 

52 



出典汽料索引

To Mary E. Hidden [AN], Danversport [Mass.], Oct. 30th 236 

To Dr. N. G. Clark [DA], Boston, Nov. 18th 237 

To Dr. N. G. Clark [DA], Boston, Nov. 25th 239 

To Dr. Judson Smith [AB], Clifton Spring, N. Y., Dec. 12th 241 

Neesima's translation of a letter from Pastor Ise Tokio [AB] 242 

To Alpheus Hardy [L&L], [Clifton Springs, N. Y.], December 15 244 

To Dr. Judson Smith [AB], Clifton Spring [N. Y.], Dec. 19th 245 

Explanation of the illustration sent to Dr. Judson Smith through 

Dr. N. G. Clark [AB] 245 

To Kozaki Hiromichi [DA], Clifton Spring N. Y., Dec. 29th 246 

1885 

To Dr. N.G. Clark [DA], Clifton Spring [N. Y.], Jan. 9th 247 

To Dr. N. G. Clark [DA], Clifton Spring [N. Y.J, Jan. 10th 248 

To Dr. N. G. Clark [DA], Clifton Spring [N. Y.], Jan. 12d 250 

"To the Foreign Committee and the Dendoquasha Yiyin" [DA], 

Clifton Spring, N. Y., Jan. 15th 251 

To Dr. N. G. Clark [DA]. Clifton Spring [N. Y.J, Jan. 20th 254 

To Kyoto Colleagues [JD], [Clifton Springs, N. Y.J, January 255 

To Dr. N. G. Clark [DA], Clifton Spring [N. Y.J, Jan. 28 255 

To Kurahara Korehiro [DA], Clifton Spring N. Y., Feb. 10th 257 

Fragments [L&L], Early 1885 258 

To Koyano Keizo [DA], Dorchester Mass., March 22d 258 

To Kyoto Colleagues [JD], [Dorchester, Mass.], [March 22] 259 

To Kyoto Colleagues [JD], [Boston], [March 25] 259 

To Kyoto Colleagues [JD], [Boston]. [late March] 260 

To Dr. N. G. Clark [DA], Boston, April 9th 260 

To Dr. Jerome D. Davis [JD, L&L], [Milford, Delaware]. [April 20] 263 

To Dr. N. G. Clark [DA], Milford Del., April 21st 

To Dr. N. G. Clark [DA], New York City, May 12th 

To Kozaki Hiromichi [DA], New York city, May 13th 

[To Kyoto Colleagues?] [JD], [Boston], [May 26] 

264 

265 

267 

268 
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1880 

[To Alpheus Hardy] [L&L], Okayama, February 208 

To Alpheus Hardy [AB], [Kyoto], [Summer] 209 

To the Reverend Jerome D. Davis [L&L], [Kyoto], August 12 210 

1881 

To Alpheus Hardy [L&L], [Kyoto], [January] 210 

To President Julius H. Seelye [AC], Kiyoto Japan, July 11st 210 

To Captain William T. Savory [DA], Kiyoto Japan, Aug 1st 212 

1882 

To Alpheus Hardy [L&LJ, [Kyoto], [Late Spring] 

1883 

214 

To Dewitt Jencks [DA], Kiyoto, Jan. 22d 214 

To Dr. John C. Berry [DA-draft only], Kiyoto, May 5th 215 

To Kyoto Colleagues [JD], Tokyo, May 11 219 

To Dr. John C. Berry [DA-draft only], Kiyoto, June 219 

To John Eaton [DA-draft only], Kiyoto Japan, July 16th 220 

To Mr. & Mrs. Hardy [DA], Okayama, Nov. 9 221 

1884 

To Alpheus Hardy [L&L], Kobe, March 9 222 

To Dr. N. G. Clark [DA], Kiyoto Japan, March 25th 223 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&L], [Hongkong], [April 15] 227 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&L], [Ceylon], [April 27] 227 

To Susan H. Hardy [L&L], Rome, May 29 229 

To Susan H. Hardy [L&L], Turin, June 18 229 

To Alpheus Hardy [L&LJ, Torre Pellice「Italy], July 1 231 

Memorandum [DA], Lucerne, August 9th 232 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&LJ, [Lucerne], [August 17] 233 

To Dr. N. G. Clark [DA], Bonn, Sept. 3d 233 

To Neesima Kogi [DA], London, Sept. 9th 235 

To Neesima Kogi [DA], London, Sept. 14th 235 

To Mary E. Hidden [AN], Boston, Oct. 2d 236 
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To Mr. & Mrs. Hardy [L&L, JD], [Kyoto], September 6 175 

To President Julius H. Seelye [AC],Kiyoto Japan, Dec. 24th 177 

To Elizabeth T. Seelye [AC], Kiyoto Japan, Dec. 24th 177 

To Mary E. Hidden [AN], Kiyoto Japan, Dec. 25th 179 

To the Reverend John A. Kaly [DA], Kiyoto Japan, Dec. 26th 181 

1877 

[To Mr. & Mrs. Hardy J [L&L], [Kyoto], March 183 

To Alpheus Hardy [L&L], [Kyoto], [Spring] 183 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&L], Wakanoura, July 12 184 

To President & Mrs. Seelye [AC], Wakanoura, Japan, July 18th 184 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&LJ, [Kyoto], [late] 1877 187 

[To Mr. & Mrs. Hardy?] [JD], [Kyoto], December 23 187 

1878 

[To Mr. & Mrs. Hardy J [L&L], [Kyoto], [February?] 187 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&LJ, [Kyoto], [March?] 188 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&LJ, [Annaka], [late April] 188 

To Mary E. Hidden [AN], Kiyoto Japan, July 10th 189 

[To Mr. & Mrs. Hardy J [L&LJ, [Kyoto outskirts], August 16 190 

To Okabe Nagamoto [L&LJ, [Kyoto outskirts], August 16 190 

1879 

[To the Reverend Jerome D. Davis] [JD],Tokyo, February 13 192 

For Ueno Eizabur6 [DA-recommendation draft], [Kyoto], April 13th 192 

[To the Reverend Jerome D. Davis?][JD], Kyoto, Monday morning, July 21193 

To Alpheus Hardy [L&L], [Kyoto Suburb], [Summer] 193 

To Alpheus Hardy [L&L], [Kyoto?], [Summer J 

To Alpheus Hardy [L&L], Hyuga, Kyushu, [Summer J 

To Alpheus Hardy [AB, L&L]. Kiyoto, Sept. 4 

[To Mr. & Mrs. Hardy J [L&LJ, [Kyoto]. October 27 

To Dr. N. G. Clark [AB]. Kiyoto, Nov. 13th 

To Alpheus Hardy [L&L], [Kyoto]. December 27 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kiyoto Japan, Dec. 29th 

194 

194 

194 

201 

202 

206 

207 
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To Mary E. Hidden [AN], Bar Harbor, Aug. 17th 139 

To William J. Seelye [DA], Clinton Mass., Oct. 5th 141 

To Mary E. Hidden [AN], Rutland Vt., Oct. 7th 142 

To Andover Friends [AN], Boston, Oct. 13th 143 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Green River, Wyoming, October 25 145 

To Alpheus Hardy [L&L], San Francisco, October 29 145 

To Elizabeth T. Seelye [AC], San Francisco, Oct. 29th 146 

To Mary E. Hidden [AN], San Francisco, Oct. 29th 147 

[To Mr. & Mrs. Hardy J [L&L], [San Francisco], October 30 148 

To Susan H. Hardy [L&L], Lat. 30°6'N., Long. 158 °25'E., November 21 148 

To Mr. & Mrs. Hardy [DA], Annaka, Japan, December 22 153 

To Mr. & Mrs. Hardy from Neesima's father, translated by Neesima 

as noted [L&L], Annaka, December 24 156 

To Mary E. Hidden [AN], Tokio, (Yeddo) Japan, Dec. 31st 157 

1875 

To Professor Julius H. Seelye [AC], Tokio, Japan, Jan. 10th 158 

To Dr. N. G. Clark [AB], Osaka, Japan, January 25th 161 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&L], [Osaka] March 163 

To Professor Julius H. Seelye [AC], Osaka, April 27th 164 

[To Mr. & Mrs. Hardy][L&L], [Kyoto], July 7 166 

[To the Reverend Jerome D. Davis?][JD],[Kyoto], August 2 166 

[To the Reverend Jerome D. Davis?] [JD], [Kyoto], August 24 167 

To the Reverend Jerome D. Davis [JD],[Kyoto], October 11 167 

To the Reverend Jerome D. Davis[JDJ,[Kyoto], October 16 167 

To Susan H. Hardy [AC], Kiyoto, Nov. 23rd 168 

1876 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], [Kyoto], January 6 170 

To Elizabeth T. Seelye [AC], Kiyoto. Japan, March 27th 171 

To Mary E. Hidden [AN], Kiyoto Japan, March 27th 172 

To Dr. N. G. Clark [AB], Kiyoto Japan, May 8th 174 

To Alpheus Hardy [L&LJ, [Kyoto], June 6 175 
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To Alpheus Hardy [L&L], Edinburgh, June 3 112 

To Alpheus Hardy [L&L], London, June 8 113 

To Mary E. Hidden [AN], London, June 16th 114 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Macon, July 21 116 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Berlin, August 6 117 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&L], St. Petersburg, August 10 118 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Copenhagen, September 3 118 

To Susan H. Hardy [L&L], Berlin, October 2 121 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Berlin, October 20 122 

To Susan H. Hardy [L&L], Berlin, December 16 123 

1873 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Berlin, January 6 124 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Berlin, January 15 125 

To Susan H. Hardy [L&L], Wiesbaden, March 5 126 

To Professor Julius H. Seelye [AC], Wiesbaden, March 10th 127 

[To Susan H. Hardy J [L&L], [Wiesbaden], April 6 128 

To Mary E. Hidden [AN], Wiesbaden, June 25th 129 

Diary entry 131 

To Susan H. Hardy [L&L], Elsingen [actually Usingen], August 6 131 

To Alpheus Hardy [L&LJ, London, August 27 133 

To Mary E. Hidden [AN], London, Aug. 29th 133 

To Professor Julius H. Seelye [AC], Andover, Nov. 24th 134 

To Professor Julius H. Seelye [AC], Andover, Nov. 26th 134 

To Mary E. Hidden [AN], [Andover], Nov. 26th 135 

1874 

[To Mr. & Mrs. Hardy] [L&LJ, [Andover], February 

[To Mr. & Mrs. Hardy J [L&L], [Andover], March 

135 

136 

To the Secretaries of the A. B. C. F. M. [AB], Andover, April 30th 136 

To the Secretaries of the A. B. C. F. M. [AB], Andover, April 30th 137 

To the Secretaries of the A. B. C. F. M. [AB], Andover, May 1st 138 

To Dr. N. G. Clark [AB], Andover, June 29th 138 
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· [To Susan H. Hardy J [L&L], [Andover], Jan. 10 

To Alpheus Hardy [L&L], Andover, January 29 

To Mary E. Hidden [AN], Boston, Feb. 10th 

To Orilla Flint [L&L], Andover, March 21 

To Mary E. Hidden [AN]. Westboro, April 3d 

To Orilla Flint [L&L], Andover, June 7 

79 

79 

80 

82 

82 

84 

To Susan H. Hardy [L&L], Amherst [most probably Andover], June 13 84 

To Alpheus Hardy [L&L], Andover, June 21 85 

To John Tefft Ward [DA], Lockport [N. Y.], Aug. 7th 86 

To Susan H. Hardy [L&L], Evans Mills, N. Y., August 18 86 

Diary entry at Hoosac Mountain [L&L], July 15 89 

To Mary E. Hidden [AN], Evan's Mills N. Y., Aug. 21 90 

To Susan H. Hardy [L&L], Andover, September 17 91 

To Alpheus Hardy [L&L], Andover, September 27 92 

To Susan H. Hardy [L&L], Andover, November 7 94 

To Mary E. Hidden [AN], Andover, Nov. 30th 94 

1872 

To Ephraim Flint [L&L], Boston, February 16 95 

To Mary E. Hidden [AN], [Andover] Theo/. Semy., Feb. 22nd 95 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Georgetown, D. C., March 8 95 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&LJ, Georgetown, D. C., March 10 98 

To Mary E. Hidden [AN], Georgetown, D. C., March 12th 99 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&LJ, Georgetown, D. C., March 15 100 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Georgetown, D. C., March 19 102 

To Alpheus Hardy [L&LJ, Georgetown, D. C., March 20 104 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Georgetown, D. C., March 22 105 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], Washington, D. C., March 28 106 

To Mr. & Mrs. Flint [L&LJ, Aboard the Boston and Albany, April 10 108 

To Mary E. Hidden [AN], Boston, April 18th 

To Mr. & Mrs. Hardy [L&L], New Haven, April 30 

To Alpheus Hardy [L&L], Steamship ALGERIA, May 20 

46 

108 

109 

111 



[To Susan H. Hardy] [L&LJ, [Amherst], October 1 

To Susan H. Hardy [L&LJ, [Amherst], November 8 

1869 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Nov. 14th 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Jan. 16th 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Feb. 11th 

To John Gardiner Smart [AC], Amherst, March 17th 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, May 12th 

To Susan H. Hardy [L&L], Amherst, May 21 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, June 2d 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, June 23d 

Diary entries during walking trip [L&L], Summer 

To Mary E. Hidden [AN], North Chatham, Aug. 13th 

To Susan H. Hardy [L&LJ, Amherst, September 3 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Sept. 12th 

To Susan H. Hardy [L&L], Amherst, October 24 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Dec. 8th 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Dec. 28 

出典狩料索引

43 

43 

43 

45 

46 

47 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

57 

57 

58 

59 

61 

To Captain Horace S. Taylor's relatives [AN, DA], Amherst, Dec. 21st 61 

Diary entry in journal at Amherst [L&L], December 

1870 

64 

To Mr. Henry Albert Stimson [AC], Amherst, Feb. 6th 65 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Feb. 18th 70 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Mar. 25th 71 

To Susan H. Hardy [L&LJ, Amherst, April 5 71 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, April 12th 72 

To Elizabeth T. Seelye [AC], Hinsdale [Mass.], April 19th 73 

To Prof. & Mrs. Seelye [AC], Hinsdale [Mass.], July, 25th 75 

To Mary E. Hidden [AN], Hinsdale [Mass.], Sept. 9th 77 

To Elizabeth T. Seelye [AC], Andover, Dec. 27th 78 

1871 

45 



To Hamada Hikoz6 [DA?], [Andover J, [April J 1] 

To Susan H. Hardy [L&L], Andover, May 18 

To Mary E. Hidden [AN], North Chatham, July 31st 

To Susan H. Hardy [L&L], North Chatham, August 8 

To Mary E. Hidden [AN], North Chatham, Aug. 15th 

To Susan H. Hardy [L&L], North Chatham, August 26 

Diary entry while at Chatham [L&L], Summer 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Sept. 8th 

To Susan H. Hardy [L&L], Amherst, September 23 

To Orilla Flint [L&L], Amherst, October 30 

To Susan H. Hardy [L&L], Amherst, November 16 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Nov. 22d 

To Orilla Flint [L&L], Amherst, December 1 

1868 

12 

13 

13 

14 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Jan. 8th 26 

To Susan H. Hardy [L&L], [Amherst], January 10 29 

To Susan H. Hardy [L&L]. [Amherst]. February 14
. 

29 

To Susan H. Hardy [L&L], [Amherst], February 21 29 

To Mary E. Hidden [AN]. Amherst, Feb. 21st 30 

To the Reverend James Ballagh, Amherst, March 13th 31 

To Susan H. Hardy [L&L], [Amherst], March 28 32 

To Susan H. Hardy [L&L], [Amherst], March 30 33 

To Dr. Edward Hitchcock [AC], [Amherst], April 15th 33 

[To Susan H. Hardy] [L&L], Amherst, April 27 33 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, April 29th 34 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, May 18th 36 

[To Susan H. Hardy J [L&LJ, Amherst, June 15 37 

To Professor Julius H. Seelye [AC], Wolfborro [N. H.], July 28th 37 

To Susan H. Hardy [L&L], Amherst, August 22 39 

To Mary E. Hidden [AN], Amherst, Sept. 9th 41 

To Susan H. Hardy [L&L], [Amherst], September 19 42 
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第6 巻 英文書簡編

1864 

[To Fukushi Unokichi] [DA], [Shanghai]. [August 9] 

[To Fukushi Unokichi] [DA], [Shanghai], [August 10] 

1865 

To Alpheus Hardy [L&L]. [Boston], [c. October 14] 

1866 

To Alpheus Hardy [L&L], Andover, January 1 

To Alpheus Hardy [L&L], Andover, January 20 

To Fukushi Unokichi [JD, L&L], Andover, February 23 

To Susan H. Hardy [L&L], North Chatham, April 9 

To Susan H. Hardy [L&L], Andover, July 24 

To Mary E. Hidden [AN], Chatham, ]st August 

To Susan H. Hardy [L&L], Andover, September 10 

To Susan H. Hardy [L&LJ, Andover, October 27 

To Susan H. Hardy [L&L], Andover, December 25 

1867 

3

3
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4
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5
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遣 言

〔年次未詳〕 一 月十九日 広瀬又治 ……………••396

〔年次未詳〕三月十七日 金子常五郎....…••••…397

〔年次未詳〕十二月二十二日 鈴木清••••……… •398

〔年月日未詳〕 根岸 〔某〕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・··399

遺言 （明治二十三年 一 月二十一 日午前五時半

同志社社員） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．··403

遣言（明治二十三年一月二十一 日 陸奥宗光、

広津友信、 人見一太郎、 大久保真次郎、横

井時雄、 横田安止・ 古賀節次郎• 浜田正

稲・波多野培根、富田鉄之助、新井奄）

（明治二十三年一月二十二日午前五時十五

分・ニ十五分、 二十三日午前三時五十分）
·······························································405

遺言（広津友信、横田安止、 古賀鶴次郎、 浜

田正稲、 波多野培根、 諸教会牧師、 宜教

師、 アメリカソ・ ボード、 デイヴィス、 信

州・福島東北伝道など） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ •411

個人宛遺言（明治二十三年一月二十一 日 波

多野培根、原六郎、井上馨、 北垣国道、渋

沢栄一、横田安止） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．.. 414
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第5巻 日記・紀行編

〔玉島兵庫紀行〕・···················································································3

〔函館紀行〕・・・・・ ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．． ． ． ． ． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．··8
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新島家の人々

〔結婚〕植村鏡之進（佐竹藩）嘉永6年、 同年死別？

佐藤種五郎（碓氷郡翌ノ宮）明治6年～

みよ 天保 9 年 4 月28日～明治12年10月23日 42歳

新島の第三姉

〔受洗〕明治 9 年12月 3 日 京都第二教会

とき 天保11年 6 月16日～明治38年11月19日 60歳

新島の第四姉

〔結婚〕速水林次（忠雄）文久1年～

〔移転〕明治11年4月京都へ

〔受洗〕明治14年 1 月 2 日 M. L. Gordon より 京都第二教会

襄 天保14年 1 月14日～明治23年 1 月23日 47歳

〔通称〕七五三太 〔緯〕敬幹 〔字〕礼卿 〔号〕平涯・籾年

〔受洗〕1866 （炭応 2) 年12月30日 Andover, Mass., U. S. A. 

〔按手礼〕1874 （明治 7) 年 9 月24日 Mount Vernon Church, 

Boston, Mass., U. S. A. 

八重 弘化2年11月 3 日～昭和 7 年 6 月14日 88歳

山本覚馬（会津藩士）の妹。 明治9年1月 新島襄と結婚

〔受洗〕明治9年1月2日 J. D. Davis邸で受洗 京都第二教

会

雙六 弘化 4 年12月14日～明治 4 年 2 月 7 日 25歳

新島の弟 明治 3 年12月15日 家督相続（現米九石）

〔緯〕公錫 〔字〕文虎・哲

公義 文久 1 年10月24日～大正13年 5 月18日 63歳

植栗義達の二男、 明治4年2月新島雙六の養子となる

〔幼名〕央三•株弥

〔受洗〕明治13年 1 月 4 日 京都第二教会
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新島家の人々

弁治 天明 6年12月 25 日～明治 3年 7 月 14 日 85歳

文化11年？ 中島→新島に改姓

中島忠七 ・ るいの長男 〔先妻〕のぶ 〔後妻〕ます

〔通称〕長意・秀八／弁治 〔詭〕公忠 ・ 敬忠 〔号〕曲江

安中藩 徒小姓 〔墓〕安中妙光院

のぶ ～文政1年 7 月 30 日

弁治の先妻 ・ 民治の実母 〔墓〕安中妙光院

ます ～嘉永 4年12月 19 日 70歳

弁治の後妻·七五三太の記憶にある祖母

民治 文化 4年 2 月 14 日～明治20年 1 月 30 日 81歳

弁治 ・ のぶの子 〔妻〕とみ

〔通称〕金吉 ・ 弁喜／民治 〔誰〕敬徳・公勤 〔号〕是水

安中藩 中小姓 ・ 祐筆 山本流害道師範

〔受洗〕明治10年 3 月 4 日 京都第二教会

とみ 文化 4年10月 10 日～明治29年 1 月 7 日 90歳

武州浦和中町 中田六之丞の女、 天保 2年 2 月 20 日結婚、 二男四

女を挙げる

〔受洗〕明治14年 5 月 1 日 M. L. Gordon より 京都第二教会

くわ 天保 2年11月 18 日～万延 1年 7 月 11 日 30歳

新島の第一姉

〔結婚〕加賀野加賀右衛門（美濃岩村）弘化 2年～嘉永 7 年死別

木村三弥（佐竹藩）安政3年～

まき 天保 5年10月 12 日～明治12年11月 3 日 46歳

新島の第二姉



新品狐の名前の変遷

Joseph H. Neesima Jan. 10th, 1875 to J. H. Seelye 

a 約悲 1869年5月27日のノ ー トのサインが初出である。 書簡

では明治5年5月3日の新島民治・木戸孝允宛の二通

のみ、 その後、 七五三太にもどる。 継続して使用され

るのは明治6年3月18日～明治7年末頃まで。

b 譲 千木良昌庵宛の 一 通のみ。

c Joe ワイルド・ ロウヴァ ー 号での呼び名である。

d Joseph A. HardyはJoeの正しい呼名Josephと呼んだ。

e 8~1 2 番号順に記名法が成長？している。 いずれも初出であ

る。 ただし M. E. HiddenやSeelye のような親し

い人々に対しては混用している。 13がその例である。

f 明治7年末帰国以後は、 周知の綴りで、 Sは小文字、 一綴と

なっている。
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1 七五三太

2 敬幹

3 約琵

4 譲

5 襄

6 Joe 

新島襄の名前の変遷

〔通称〕明治6年1 月 26日付、 新島民治宛困簡まで使用

〔誨〕 安政4年12月15日元服以後

七五三太事新島約葱 明治2 (1869)年5月27日 分離

術ノ ー ト署名

新島約琵 明治5年5月 3 日 木戸孝允宛書簡
ジ・フ ジ・フ七フ

新島譲 約 琵之略也 明治8年1月 6 日付 千木良昌

庵宛書簡

新島襄 ジョフセフの略也 明治8年1月 9 日付 新島

民治宛書簡

Capt. Taylor により名付けられる 元治 1 年 7月 11 日

上海

7 753太 gd July, ganti 1 year 福士成豊宛書簡

8 Joseph Nee Sima Oct. 14th, 1865 to Alpheus Hardy 

， Nee Sima Simata Feb. 23rd, 1866 to Munokite [Fukushi] 

10 Joseph Nee-Sima Aug. 1st, 1866 to Mary E. Hidden 

11 J. N. S. Jan. 8th, 1868 to M. E. Hidden 

12 Joseph NeeSima Aug. 21st, 1871 to M. E. Hidden 

March 10th, 1873 to Julius H. Seelye 

13 Joseph H. Nee-Sima Oct. 13rd, 1874 to Andover Friends 

Joseph H. NeeSima Oct. 29th, 1874 to Elizabeth T. Seelye 

Joseph H. Nee-Sima Oct. 29th, 1874 to M. E. Hidden 

14 J. H. N. 

15 J. H. Neesima 

Dec. 24th, 1874 to Mr. & Mrs. Hardy 

Dec. 31st, 1874 to M. E. Hidden 



新島襄の名前の変遷

新島家の人々

出典資料索引





実
し
て
ゆ
く
の
は、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う。

島
研
究
に
果
た
し
た
貢
献
は
き
わ
め
て
大
ぎ
く、

新
島
襄
の
年
譜
に
つ
い
て
は
す
で
に
森
中
章
光
編
『
新
島
襄
先
生
詳
年
譜』
（
昭
和
三
十
四
年
刊）
が
あ
る。
こ
の
『
詳
年
譜』
が
新

い
ま
な
お
多
く
の
研
究
者
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る。
し
か
し
な
が
ら
同
書
が
刊
行

さ
れ
て
す
で
に
三
十
年、
こ
の
間、
学
問
の
進
歩
は
著
し
く、
新
島
研
究
の
分
野
に
お
い
て
も
多
く
の
新
資
料
の
発
見
や
研
究
発
表
が
行

わ
れ、
そ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
年
譜
が
望
ま
れ
て
き
た。
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
で
も
こ
の
点
を
考
慮
し
て、
第
八
巻

の
補
遺・
雑
纂
編
の
一
部
に
年
譜
を
掲
載
す
る
こ
と
を
予
定
し、
編
纂
作
業
の
当
初
か
ら
年
譜
カ
ー
ド
の
作
成
を
行
っ
て
き
た。
こ
の
作

業
に
従
っ
て
き
た
の
は
新
島
資
料
の
解
読、
下
読
み
原
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
い
た
人
々
で
あ
り、
上
記
の
業
務
の
か
た
わ
ら
年
譜
カ
ー

ド
を
作
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
人
々
は
職
員
を
の
ぞ
く
と
残
り
す
べ
て
が
嘱
託
職
員

ー
当
時、
大
部
分
が
大
学
院
の
学
生

ー
で
あ
っ
た。

体
に
疎
密
な
く、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内
容
に
す
る、

伺
出
典
を
明
示
す
る

四
過
去
の
研
究
の
誤
り
を
正
す

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た。
お
お
よ
そ
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
と
は
思
う
が、

つ
の
資
料
に
つ
き
適
切
に
引
用
で
ぎ
た
か、
否
か、
気
掛
か
り
な
こ
と
で
は
あ
る。
ま
た
原
資
料
の
う
ち
ノ
ー
ト
・
教
科
書
類、
新
島
宛

英
文
書
簡
お
よ
び
金
銭
出
納
帳
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部
し
か
参
考
に
し
得
な
か
っ
た。
こ
れ
ら
の
資
料
を
解
読、
整
理
し
て
本
年
譜
を
充

昭
和
五
十
五
年
に
全
集
編
纂
の
作
業
を
始
め
て
以
来、
カ
ー
ド
の
分
蓋
は
予
想
外
に
増
大
し、
そ
れ
を
整
理
す
る
と
優
に
全
集
の
一
冊

料
の
裏
付
け、
傍
証
の
た
め
そ
の
他
の
資
料
を
補
助
的
に
利
用
す
る

一

っ固
全

年
譜
作
成
に
あ
た
っ
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

日
可
能
な
か
ぎ
り
新
島
襄
の
原
資
料
に
あ
た
る

⇔
記
録
の
空
白
を
補
い、
新
島
資

編

集

後

記



編 渠後記

分
を
越
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
第
八
巻
の
「
補
遣
・

雑
纂
編」

諒
承
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

第
八
巻

を
改
め、

全
集
編
纂
に
あ
た
っ
て、

言
わ
ば
裏
方
と
で
も
い
う
べ

き
人
々
の
氏
名
を
表
す
こ
と
は
異
例
と
思
う
が、

本
巻
の
成
り
立
ち
を
考
慮
し

て、

あ
え
て
上
記
の
嘱
託
職
員
の
在
職
時
の
氏
名
を
末
尾
に
記
載
し
た
。

ま
た
全
集
編
集
委
員
の
う
ち
英
文
担
当
の
二
委
員
も
こ
の
作
業

に
協
力
さ
れ
た
。

0
・

ケ
ー
リ
委
員
は
カ
ー
ド
の
作
成
と
点
検
に
つ
い
て、

北
垣
宗
治
委
員
は
年
譜
の
第
二
稿
を
通
読
し、

そ
れ
ぞ
れ
貴

重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

本
巻
の
原
稿
作
成
と
編
集
全
般
の
作
業
は
松
井
全
（
職
員）

が
行
っ
た
。

新
島
襄
全
集
編
集
協
力
者

吉
藤
京
子

宇
佐
美
英
機

整
理
・

編
集
者

本
田

妙

古
宮
雅
明

桑
山
典
子

史
子

山
田
芳
則

松
井

全

柴
田

潔

湊

藤
田
恒
春

中

良
子

加
茂
正
典

川
本
真
美

松
山
佳
美

「
年
譜
編」

と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ご



委

員

委
員
長 新

島
襄
全
集
編
集
委
員

同
志
社
前
総
長
・

理
事
長

同
志
社
総
長

同
志
社
大
学
名
番
教
授

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授

同
志
社
大
学
文
学
部
名
醤
教
授

同
志
社
大
学
前
工
学
部
教
授

同
志
社
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